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第 一 章 臺 灣 民政長官 

第一 節 新 領土に 入る 

一、 魔 はしの 岛 

十六 世紀の 初め、 支那 海 を 北に 航行しつつ あった 一 葡萄牙 船の 乘組員 達 は、 右舷 遙か、 波間に 泛ぶ 一大 島影 を 眺め 

て、 思 はす その美に うたれ、 「イラ I  • フ ォ ルモ ー サ！」 (nha  Forllssa!) と 叫んだ。 「魔 はしの 島」 の義 である。 

これが、 臺灣 島の 世界的 名稱 「フ ォ ルモ ー サ」 の 語源で あり、 同時に 植民 熱 旺盛の 世界に、 その  一 n 標 として、 熹 

灣 島が 紹介 せられた 初めで あると いはれ る。 

臺灣 島の 最初の 發 見者 は、 漢民族であった。 その § はすで に 周 代に 現 はれ、 三國 志の 吳志、 隋 書の 東夷 列 傅 等、 

みな 臺灣 島の 記事 を 載せて ゐる。 しかしながら、 當 時の 臺灣島 は、 猶ほ 統一な き數 部落より 成る 野蠻 島であって、 明 

史 すら 「雞龍 山」 (臺灣 ) を 記して、 「俗 勇を尙 び、 収 あれば 卽ち 走る こと を 習 ひ、 日に 數百 里なる を 得べ く、 奔馬に 

譲らす。 足 皮 厚き こと 數分、 荊棘 を 履む こと 平野の 如く、 男女 椎結、 裸： 逐 して 避く る 所な く、 女 は 或は 草 を 結びて 裾 

とし、 體を蔽 ひ、 長老に 遇へば 身 を 背けて 立ち、 過ぐ るを俟 ちて 乃ち 行く」 となせ る を て も、 その 一般 を？ > ^知す る 

第一章 臺灣 民政長官  ，  一一 一 


第一 節 新 領土に 入る  "  四 

に ni* る 0 

然るに、 この 海上の 一大 野 蠻 島 を 征服 開拓せ る もの は、 將 軍の 率 ゆる 遠征 軍に あらす、 政府の 企てた る械 民事 業に 

あらす して、 I に海盜 の； 土 者と 稱 せられた る 倭寇であった。 使寇 は、 はじめ 九州から 山 東に 出で たが、 漸く 南下して 

浙江、 一 i 建に 到る や、 ^屯所と して 恰好なる 臺 灣を發 見した。 魅の 勢威が 支那 海を壓 する に 至った の は、 實に それ 

以來 のこと である。  • 

かくの 如く、 日本人が Msj 灣の 北方 を 攻略しつつ あった 時 は、 また 支那 人が、 その 南方から 迫る 時で もあった。 この 

繁被 カ强き 人種 は、 元 末 明初に 至り、 非常の 勢 ひ を 以て 增 加し、 しかも その 特異の 社會 組織から 必然に 生れ 出で たる 

無数の 流賊、 海盜 は、 つて この 無 主の 大 島に 移住し はじめた。 實に 明の 中葉 こそ は 支那 人種の 大 移動 時代であった 

ので ある。 そして これら 日本の 海 盗と 支那の 流賊と は、 次第に 臺灣の 沿岸より、 土 著の 生蕃 を 山中に 奔 K せしめ、 臺 

灣 島に はじめて、 組織 ある 文明 的社會 をつ くるに 至った。 

しかも 驚くべき こと は、 これ 等の 海 盗が、 西 太平洋に おける 海外 貿易の 先駆者であった ことで ある。 その 船 は、 呂 

々ン ミサ ィャ ボルえ ォ マ ラ ッ 力 力 ラ バ アン ナン シ ャ ム トンキン ジュ -ノカ チャン • ハン A ンボ ジャ バタン  • ： 1  1 、 

宋、 密 西耶、 茭菜、 滿刺 加、 咬 II 肥、 安 南、 退羅、 東京、 順化、 占 城、 柬蒲. }r 太 泥より 遙 かに メキシコ に 達し 

南洋、 東洋の 富 は 悉く 彼等の 手に よって 運輸 せられた。 しかも 彼等 は、 他國の 港灣に 在る 時 は、 順良なる 商人と して 

待遇せられ、 その 窗す奇 什珍寳 は、 日本お よび 支那に おける 冒 險 者の 想像 を 支配した。 實に 臺灣島 こそ は、 彼等の か 

かる 廣大 無邊 なる 活動の 根據 地で あり、 策源地で あつ ，た ので ある。 

然るに この 時、 彼等 は 突如と して、 西方より、 一 大强 敵を迎 へねば ならなかった。 それ は 歐羅巴 ：！^ 族與 降の 潮に 乘 


つた 一 大 植民 JSf の製來 である。 葡萄牙 王 H マ-一-ヱ ルー 世の 派遣せ る 遠征隊が、 廣東 河口に 一 要港 を 占めて、 これ を 

澳 門と 名 づけた の は、 一 五 五 七 年であった。 その後 を 追へ る 西班牙 は、 一 五 七 一年、 マ 11 ラを 得て K 易の 屯所と し 

た。 一 五 九， 五 年、 和 蘭 は 艦隊 を發 して ジ ャ，. ヮを 占領し、 數 年の 後、 和 蘭 東印度 會社を 創設した。 そして 一 六 一 一三 年に 

は、 つ ひに 今の 安平 地方 を 占領し、 城 化石 を 築いて ゼ ー ラン ヂャ と稱 した。 

當時、 臺灣 島に おける 支那 人 は、 その 數ニ萬 五 千。 日本人 は、 數 において こそ 支那 人に は 及ばなかった が、 その 投 

下 資本 は遙 かに 支那 人の それ を 越え、 社 會的實 勢力 はま さに 伯仲の 間に 在った。 從 つて 日支兩 民族 は、 この 外來 K 族 

に對 して、 相當の 抵抗力 を 示した。 然るに 悲しむべし。 當 時の 明 は 倭寇と 北 胡と に 苦しみ、 日本 また 內亂に 疲れたる 

時であった ため、 つ ひに 船 艦と 武器と に 優れたる 西歐 民族に、 掊抗 する ことができなかった。 

かくして 西 太平洋 の 中心地た りし 臺灣島 は、 和 蘭人の 支配に 歸し、 一六 五 〇 年頃に は、 支那 人から 收 めた 人頭 

稅 だけで も 三 萬 三千 七 百 レア I ルに逹 し、 一 人 一 レア ー ルの 狩獵稅 が、 三 萬 六 千 レア ー ルに 達する に 至った。 

この 三十 八 年間に る 歐羅巴 民族の 支配 を 覆へ して、 亜 細亞ぉ 族の ために 萬 丈の 氣焰を 吐いた の は、 日 支 混血の 英 

雄兒鄭 成功であった。 彼 は 父鄭芝 龍が、 清朝に 降って 北京に 入る や、 自ら 父に 代って 海軍 を領 し、 社稷の 囘復を 名と 

して、 明の 造臣を 糾合した。 しかも その 勢力 は 南 支那の 沿岸 一 帶を覆 ひ、 一時 は 明朝の 囘復、 この 人に よって 成る か 

を 思 はしめ る ほどであった。 彼の 臺灣經 略 は、 淸 朝の 壓倒的 勢力の ために、 支那 大陸 を 追 はれて、 捲土重来の 根據地 

を この 大 島に 求めし むる に 起った ので あるが、 猶 ほその 數 百の 船 艦に は、 二 萬 五 千の 大兵 を 載せて ゐた。 彼 は 忽ちに 

して 和 蘭 軍 を臺灣 島より 一蹴し、 つ ひに その 主人公と なる に 至った。 
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鄭 成功の、 一度 臺灣 島を祉 服す る や、 朝廷 を 開き、 文武 百宫を 設け、 屯田 永住の 計を樹 て、 全島に 令して 農業 を勵 

まし、 ^守 を？ *败 にし、 紀綱を 板 作して、 經營 大いに 努めた。 ^しぃ^^^ 彼の^ 後 間もなく、 臺灣； 土 朝 は、 淸 朝の ため 

に 覆へ され、 臺灣 島は淸 朝の 有に 歸 した けれども、 毫灣 統治の 經營に 至って は、 淸朝 全盛の 日に おいても、 遂に この 

； 個俠 雄の 治世に 及ばなかった ので ある。 

事實、 淸 朝臺灣 統治の 二百 年 は、 經營 なく 方針な き、 無政府の 二百 年であった とい ふこと がで きる。 n 本が 德川幕 

府 の鎖國 令に よって、 全然 海外 雄飛の 羽翼 を敢 めて ゐた 間に、 支那 人 は E 清の 如き ひ を 以て、 臺灣 島に 移住し 來っ 

たけれ ども、 それ を 組織化し、 經營 化する ところの 何等の 政治 も 行 はれなかった。 從 つて 彼等 は、 生蕃との 間に、 無 

組織的 戰ゆ を繼續 する 一方、 彼等 自身の 間にお いても、 絶えす 徒 黨的鬪 1^ を績 けて ゐた。 およそ 無政府の 下にお いて 

は、 優者が その 權を 恃ん で法憲 の 外に 逸し、 弱者が その 迫害 を 逃れん がた めに、 非常手段 を 執る に 至る はじむ を 得 ざ 

る 1:^ 史 の命數 である。 かくして 臺灣島 は、 世界 無類の 匪賊の 島と なった。 活國 の^ 臺 二百 三十 年、 その 間、 "i^ 史的 大 

動亂 のみ を數 ふる も、 前後 二十 ニ囘の 多き に 上った こと を もって、 その 紊亂の 情 知るべき である。 

日本が 臺灣を 統治す るに 至った とき、 初代の 總^、  3 長 等 を 最も 苦しめた る 土 の 横行 は、 この 二百 數十 年に る 

傅統 的紛亂 の餘沫 に過ぎないの である。 この 二百 幾 十 年に 互る 淸國の 等閑 無爲 政治の 迷夢 を 打破した の は、 諸 外阈の 

壓 迫であった。 一 八六ヒ 年、 打狗 附近の 海濱 に坐碟 した 米國船 tl— ヴ ァ 1 の乘組 員が、 盡く 牡丹 社 蕃人の ために 殺害 

され、 米國 公使が その 報償 を 北京 政府に 求めた とき、 ^府 は臺湾 南部 を 以て 化 外の 地な りと 號し、 その 責任 を囘 避し 

ようとした。 それが 淸國 政府の 常赛 手段で あつたので ある。 已 むな く米國 艦隊 は、 打狗 より 陸 戰隊を 上陸せ しめ、 自 


ら 牡丹 社 を攻擊 して、 この 問題 を 解決した。 

しかし かかる 怠慢 狡猎 なる 政策 は、 當然 その 應報を 受けねば ならぬ 日が 來た。 明治 四 年 ( 一 八 七 一年)、 琉球官 古岛 

fl:i^ の 商船が、 臺灣 南岸に おいて 破船し、 乘組員 五十 四 人が、 牡丹 社の 蕃人の ために 殺害され たと きも、 北京 政府 は 

竹て 米！： を 飜；. ：i; したる 時と 同じく、 臺灣は 化 外の 地なる が 故に、 淸國 政府 は その 責に 任じ 難しと や、： へた。 しかも 同 一 

の兇變 は、 明治 六 年 ( 一八 七三 年) にも 繰 返された ので、 日本 政府 はつひに 決意して 非常手段に 出で ざる を 得な くな 

つた。 明治 七 年 ( 一八 じ 四 年) の臺灣 征伐が これで ある。 

この 問題 は、 英國 公使 ゥ H 1 ドの 仲裁に より、 淸國の 償金 五十 萬： 吶支拂 ひに より、 大事に 至らす して 終結した けれ 

ども、 若し このままに 放任したならば、 臺灣、 延いては 淸 國本國 が、 る危 險に陷 るべき こと、 火 を^る よりも 明か 

であった。 淸 朝が 明治 八 年 ( 一 八 七 五 年)、 福 建巡撫 劉銘傳 をして、 鋭意 力 を臺灣 統治に 用 ひし めんと したの は、 そ 

の 結 Hi- であった。 

然しながら、 それ は 時す でに、 晚 かった。 淸國 政府 は、 四邊 より 犇々 と 迫りつつ ある 英、. 露、 米、 佛 の壓： S の ほか 

に、 明治維新 以來、 俄然と して、 東方の 海上に 起ち 上れる、 若き 帝國 日本の 英姿 を 直視し なければ ならなかった。 し 

かも この 靑年 帝國 は、 ル .ジ ヤン ドル © 、"ほ ゥぉ fefeM 們繊 tip ほ) の 忠言より 端を發 したる、 新しき 不動の 阈 

策に よって、 大陸 政策 完成の 行動 を 開始しつつ あつたの である。 卽ち北 は 樺 太より 南 は 臺灣に 到る、 ー聯の 列島 を 

有して 支那 大陸 を 半月形に 包圍 し、 さらに 朝鮮と 滿洲 とに 足場 を 持つ にあら ざれば、 帝國の 安全 を 保障し、 東： „oj の 時 

局 を 制御す る こと はでき ぬ。 それが ル • ジ ヤン ドルの 建策であった。 さう して それが 若き 日本の 指導者 達の 想像力 を 
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刺戟し、 やがて 我が 新 帝 園の 國是 となった ので ある。 

明治 二十 七、 八 年の 日 淸戰爭 の 結 ST 日本が 遼東 半島と 共に、 臺灣 島の 領有 を 主張し、 つ ひに その 意志 を 貫徹した 

の は、 全く この 不動の 國 是を實 現した ものに 外なら なかった。 

卽ち 日本の 臺灣島 H 有 は、 普通 戰勝 國の據 得する 戰利 品と は、 自ら 趣き を 35!: にす る ものが あった。 近世 東洋史に お 

ける 臺灣の 重要性 かくの 如し。 而し てこの 一島 魄 こそ は、 新舰 ハ帝國 日本が、 三百 年に X る 小 日本 主義の 古き 殼を脫 ぎ 

棄 てて、 世界の 大舞臺 に 躍り 出 でんと する 大日 本 主義の 一 礎石と なった ので ある。 日本が 臺灣 統治に 成功す るか 失收 

する か は、 ひとり 日本 民族の 械 5;^ 的 統治 能力の 試驗臺 であった ばかりでなく、 實に 新しく 曙け 初めん とせる 4^ 平洋時 

i::- における 口 本の 使命が、 達せられ るか，^ かの 鍵 を 提供す る ものであった。 

しかも 問題が 雨く 直 要な りし だけ、 その 解決 もまた 頗る 困難であった。 日淸^ 判の 際、 李鴻 章が 豫 一一 一一 n せる 如く、  ^CJf 

灣島 こそ は、 實に 難治 中の 難治の 地であった。 二百 幾 十 年の 等閑 無爲 政治の 結 wr  ：!^ は 阿片の 中 # により、 1= ど 不治 

の 疾者 であり、 地は述 年の 土匪 跳梁に より、 産業 荒錢 の混亂 場であった。 

t 

かくして 有 以來ニ 年 有半、 總瞥は 初代 禪山 資紀、 二 代； ：！！^ 太郞、 三代.？ 木 >f が 也 〔とか はり、 明治 二十 九 年 四月、 名 は 

尺 政 時代に 人れ りと 雖も、 事實は 「山野 をハ 印る」 土匪の 村 伐に 精力 消耗し、 拓地植 W の 業、 . ^だ 一指 をも染 むる に "駚 

なきの 狀 態であった。 

若し この 際、 非常の 人物 を 起用して、 非常の 經綸を 行 はしむ るに あら すん ば、 日淸戰$^に拂ひたる帝國の犧牲は、 

一切 徒 I： 力に 歸す るの みならす、 最初 冲 天の 意氣を もって 發： 止せる、 大日 本 主義の 國策 も、 その 第一歩から 挫 祈せ ざる 


官長藤 後と 督總 玉 兒 


を 得ない。 

この 時、 天の 聲と 人の 望みと に應 じて、 この 新锁 土に 足 を 踏み入れ たのが、 新總！ ^兒玉 源太郞 であり、 新 民政 局長 

後藤 新 平であった。 

さう して それが、 後藤 新 平の 一 生の 花々 しき 轉向期 を 割した ので ある。 

二、  ffi* 君 と 我れ 

兒玉 を總督 に、 後藤 を 民政 局長に 推薦した の は 誰れ であった かに ついては、 色々 の說が ある。 或は 山 縣と言 ひ、 或 

は 伊藤と いふ。 しかし 桂 太 郞の推 挽の 與 つて 力あった こと は、 否む ことができない。 独が 夙く から 伯の 知己で あり、 

0：； つ 伯 を：^ 政 W 長に 推す について、 いかに 周旋の 勞を 執った かに ついては、 前卷 すでに これ を 述べた。 

兒 玉が、 この 難治の 新 領土 總督 として、 無比の 適任者で ある ことに ついては、 朝野の 間に 殆どせ；、 かがなかった。 彼 

は 長 閥の 麒麟 兒で あつたと ともに 又、 薩 人の 閒 にも氣 受けが 惡 くなかった。 その 政治的 才：^ の 世に 知られた るの みな 

らす、 臺灣 そのものに ついても 特殊の 研究 を 遂げ、 獨特の 抱負 を 持って ゐ たので ある。 兒 玉の 洋行 時代からの 知人で 

あつだ 湯 目補隆 は、 次の ごとく 語って ゐる。 

明治 三十 年に 予が 臺灣へ 赴任す るに 先 だち、 將軍を 訪問す ると、 將軍 は、 

「君、 總督府 へ 行 くんだ ナ、 マァ 一 足 先き へ 行って 居 給へ。」 

と 言 はれた。 それよりも 前、 乃木將 軍の 赴任 せられた 時に も、 他の 植民地の 飜譯 物な ど を 研究し、 印刷に して 乃 
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木將 軍に 贈られた 事 も あり、 旣に 一 年 も 二 年 も 前から 臺灣 を吞み 込んで 居られた。 

であるから、 兒 玉總叔  1 の 新任に ついては、 誰れ 一人 異議 を插む もの とてもなかった。 兒玉 自身 も、 自己の 多年の 經 

綸を實 現すべき 活舞臺 として、 恐らく 快 心の 笑 を；^ らした であらう。 ただ 問題 は、 女房役た るべき 民政：：？ 長の 人選で 

あった。 

後藤の 經營 的才： ^は、 臨時 陸軍 檢疫 所に おいて その £：: 鱗 を 示して ゐた とはいへ、 それ は衞 生と いふ 專門的 技術に つ 

いて だけであった。 果して 臺灣 統治と いふ やうな、 政治 百般 に 亙る 廣汎な 行政 的經營 の 大任に 堪へ 得る であらう か。 

しかも、 うまく 行って 宮崎縣 知事ぐ らゐ としか 思 はれて ゐ なかった 後藤 衞生 局長が、 一躍して 臺灣 民政 115 長に 拔擢さ 

れ たので あるから、 世人が ぁッと 驚いた の も、 無理 はない。 これにつ いて、 高木 友 枝 は、 次の 如く 語って ゐる。 

陸軍 撿疫 も濟ん で、 再び 衞生 局長に 就任され た 頃、 後藤さん の 友人 達 は 「後藤 も いつまでも 衛生 W 長で も ある ま 

い、 二三 年 もしたら 宮崎縣 知事ぐ らゐに はなる だら うから、 今から 後任 者 を 選んで S く 必要が あらう」 と 話し合 

響 つたこと もあった。 - 

明治 三十 一年、 陸軍 中將 男爵 兒玉 源太郞 さんが 臺 灣總督 となる に 及んで、 宫崎縣 知事と； g 踏みされ て 居た 後藤 さ 

んが、 一 躍して 總督府 の 民政 ：15 長に 任ぜられた。 友人 達 は 驚いた。 世間 も 大いに 喫驚した。 豪 灣に は自稱 豪傑 述 

が 蛆の樣 にうよ/ \- して 居た 時で ある。 

「ナンダ 翳者ッ ぼうの 小^ ツ子が。」  . 

と 云って 輕 蔑す る 調子であった。 


それよりも 人 をして 危憐 せしめた の は、 兒玉、 後藤の： .1 傑が、 架して 馬 を 合せて 行ける かどう かであった。 彼等 を 

識る ほどの 人に して、 その 才腕 を 疑 ふ ものはなかった。 しかし それだけに 自恃の 念も强 い。 若し； 刚々 相 持して 降ら ざ 

れば、 正面衝突 は 免るべからざる 運命で ある。 兒玉は 夙く より to^ 馬 を 以て 稱 せられた 人物で あり、 後藤 もまた、 知友 

の 間に ill: 馬の 名 を 以て 稱 せられて ゐた。 iu: 馬 はよ く 走る と雖 も、 敏 者な き兩 iit 馬が、 果してよ く 長途 禅 を 靴べ て はし 

り5^:るでぁらぅか。 

加 ふるに 兒玉 は、 軍人 中の 變り 種で あり、 後藤 は醫 家中の 變物を 以て：：： せられて ゐた U この 突飛なる 二人 物が 揃つ 

て、 頭の 仰へ 手の ない 新 15 土に 入ったならば、 如何に 突飛なる 仕事 を 仕出かす であらう か。 

それ は 一種の 興味で あると 共に、 また 一 の 危惧た る を 免 かれなかった。 故に 時の 遞相末 松 謙 澄の 如き は、 兩 者の臺 

灣 入り を 以て 「彌 次い-: i: 多 旅行」 に 比した。 それ は 黑田鹿 水 (W- 子郞) の 記す ところで ある。 

明治 三十 一年 彌 生の IS であった。 後；. i 伯 は 臺灣ぉ 政 3 長と して、 兒玉 新任 總叔 "と共に、 赴任 せらる る 事に 決定し、 

挨！^ の爲 め、 一 R 末 松 謙 澄 子 を、 芝 公園の 私耶 に往； i?a せられた 時、 恰 かも 正午であった ので、 末 松 子 火；^ は 伯と 

食： を仉 にし、 稀々^ 話 を 交 へられた。 小生 は 當時末 松 子 主^の 公爵 毛 利 家展史 編纂 所の 一員と して、 此の n 子 

IS: の 家に 來て 居た ので、 晝餐の 末席に 列す るの 光榮を 得て、 初めて 棲 霞 伯に 拜芝 する ことが 出来た。 其の 時 末 松 

子 は 例の 破鐘の 樣な聲 で、 兒玉 總督、 後藤 長官の 臺灣 行き は、 彌次喜 多の 膝 栗毛 だと 諧膽 して、 1^ 々大笑せられ 

た。 此の 一語 は 侮- t 的の 意味で は 無く、 突飛な 人物が 揃 ひも 揃うて 臺灣 人り をす るので あるから、 屹度 突飛なる 

統治 をす るで あらう、 又架斷 なる 新政 を 擧げて れる やうに との、 一場の 讃辭 であった と 思 はれる。 
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それ は黑^ の 言 ふ 如く、 多大の 期待 を藏 したる 諧謔で あつたに は桥 違ない が、 その 間、 また 一 沫の 不安が あったら 

うこと は、 想像に 難くない。 從 つて、 後藤に 臺灣 民政 局長と いふ 相談が あった 時、 彼の 周圍に は、 寧ろ それ を 引 留め 

る 人の 方が 多かった。 伯 自らの 語る ところに よれば、 次の 通りで ある。 

それから 俺が 臺灣に 行く 時に ねえ、 「臨時 陸軍 檢疫 部の 時 は、 2- 玉さん は 知らないから 君に 任せたん だが、 あれ 

は 陸軍で は 有名な 干涉家 だから、  <lr 度 はよ く 注意し なければ ならん」 と 言って 友人が 忠告して くれた。 惡く盲 ふ 

奴 は、 「あいつ は 民政 局長に なった の だと 言って、 いい 氣 になって 行く けれども、 今までの 民政 局長 は 水 野遵で 

も、 會根靜 夫で も、 みんなし くじって ゐる、 あの 奴、 得意に なって 行く けれども、 今度 は兒 玉と 喧啤 する、 兒玉 

は 干涉家 だから 許し はしない、 俺に 全權を 任せる の だと 思って、 臨時 陸軍 撿疫部 を やった やうな つもりで 行 くん 

だら うけれ ども、 今度 はさう はいかん」 と 言 ふんだ ね。 

あまり みんなが 一一 目 ふので の 安場が、 いつも 何も 言 はない 人 だけれ ども、 たまり 兼ねて、 「君、 かう いふ 評判 だ 

から、 氣を つけて 行ったら よから う」 と 注意して くれた 位であった。 兒 玉さん とい ふ 人 は、 曰 淸戰爭 の あの 豫算 

を 陸軍 次官と してやった 人 だし、 臺灣の 地理 地名なん かも 私より はよ く 知って 居 るんだ から、 豫箅 のこと に 就い 

て も、 地理の ことに 就いても、 私の 助け を 借らなければ できない とい ふ 事 はない と. されて、 民政 局長 はいらぬ 

總督 さんだ。 むかう の 方が 先生なん だ。 

しかし 彼の 周 圍と雖 も、 反對 者ば かりではなかった。 なかに も 彼の 知己た る 石黑忠 藤、 阪谷 芳郞、 北 里 柴三郞 の 如 

き は、 却って 熟 心に、 彼の 就任 を勸 誘した。 それ を、 伯の 臺灣 民政長官 時代に、 絶えす 左右に ありし 館森鴻 (本名 萬 


平號袖 海) が、 次の 如く 語って ゐる。 

やがて 兒玉將 軍 は、 臺灣總 として 赴任す る ことにな つた。 往年 宇 品に 於け る撿疫 所長と しての 後藤 伯の 手腕 を 

認めて 居た ので、 民政 局長と して 伯に 渡 臺を勸 めた。 伯 は、 

「自分 は學 問と しても 醫擧を 修めた だけ だし、 それに 今まで も醫 者と して 生きて 來た男 だ。 從 つて 行政 上に 於い 

て はかい もく 素人 だ。 して さう いふ 仕事 を やり切れ るか どうか 自信 はない。 暫く 考 へる だけの 餘 裕を與 へて 貰 

ひたい。」 

そこで 石黑 子爵に 先づ 相談して 見た。 石黑子 は大赘 成で、 「是非 やって 見る が 好い」 と勸 めて？. 犬れ たけれ ども、 

伯 はま だ 自信が 有て なかった。 ^し 石黑 子の 外に、 阪谷芳 郞男ゃ 北 里 柴三郞 男な ども、 極力 伯の 渡 臺を勸 めた の 

で、 渐 くその 決心 を 固めた G 

また 阪谷芳 郞は、 最初から 後藤 推薦者の 一 人であった 關係 上、 「金ば かりで はない、 必要ならば、 人間 も 貸す から， 一 

と 一 百って、 熟 心に 彼の 就任 受諾 を勸說 した。 それ は阪谷 自身が、 次の 如く 語って ゐる。 

臺灣 とい ふ ものに は實に 困った。 初めて 日本 は、 ああい ふ 植民地 を 手に 人れ た。 ところが 統治 問題に 就いて 色々 

な ことがあって 實に 困った。 それで 松 方さん など も、 到底 ああい ふ 島 を 取ったら、 武 {R 政治で なければ 統治 は 出 

ん、 兒 玉さん を やら うぢ やない かと いふ 意見で、 廟議も 其 處に歸 著した。 それで は兒 玉さん に 行って 貰 はふと 

いふ ことにな つた。 それで 兒 玉さん がいよ./^ 臺灣に 行く ことに 決まる と、 誰れ に 民政 局長 を 決めようかと 相談 

に 見えまして、 其の 時に、 私 は 後藤が よ いぢ やない かと 言 ふと、 後藤さん とい ふこと は、 兒 玉さん の 腹に も あつ 
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たので せう。 

「自分 も あれが よ いと 思 ふ C 一 

マ ァ 斯うい ふ譯で 後藤さん を 速れ て 行かれた。 それで 色々 計畫を 立てる に 就いて 後藤さん が、 

「色々 やって 見たい が 金 を 出して くれる か C  J 

とレ？ 5 力ら 

「それ はせ し い、 それから 人間 も あなたが よいと 思 ふ 人 を 上げ ませう c」 

かくして 伯の 意 は、 次第に 受諾に むかって 動き はじめた。 殊に、 未だ 殆ど 斧錢を 入れざる 新 M 土に、 自己の 經綸を 

試む る こそ、 まことに 男子 快 心の 事で はない か。 ^しながら、 伯 をして、 最後に 決心の 臍 を 固め しめたの は、 兒玉新 

總将 の、 寧ろ 壯烈 ともい ふべき 決意であった。 

以ドは 伯の：：：： 政 長- W 時代、 明治 三十 四 年 一月、 一記 者に むかって、 伯 自らの 語りし ところで ある。 

兒玉總 督の臺 灣に 赴任 せんとす るに 方り、 予に 向つ て 其の： ii:^ 政 W 長た るべ き 事 を您慂 せる 一 一、 三の 有力者 あり。 

予も 此の 志 あり たれ ども、 未だ 決せざる に 先 だち、 兒玉 總督の 任命、 三十 一年 三月に 定まれり。 總^^は此の命を 

拜 すると 同時に、 予を 招きて 語る らく。 予は臺 灣總^ の 命を拜 せり、 聞く 二、 三人の 人よりも、 足下に 向 ひ、 ：！：^ 

政局 長た らん 事 を從^ 通したり と、 足下 菜して 此の 意 あり や 如何と。 予は此 際 切りに 就職の 勸吿を 受け、 是非に 御 

受けす る樣 にとの 有力 なる 人の 勸めを 受け 居る 際な りし かば、 已むを 得 ざれば 愈え 拜 せんかとの 念 慮、 頗る 動け 

り。 今や 目の あたり、 總督の 一一 百 を 聞き、 卽ち 反問す らく、 閣下 如何なる 條 件の 下に 就任せられ しゃと。 蓋し 條件 


なる 語 は、 當 時の 流行語に して、 今猶ほ 流行し 居る ことなる が、 總哲は 此の 反問に 對 して：：： く。 如何なる 條 5： も 

なし、 ヨシ あるに しても 今日は 無用な り、 又 其の 必要 も あらす、 毫灣に 赴任して 實驗 したる 所に 依り、 若し 其の 

必要 あらば、 之 を 提出して 政府の 採用 を はん、 豫め條 件を附 して 任に 赴く が 如き は 予の敢 てせ ざる 處 なりと。 

當時予 は 深く 此の 言に 感じ、 總督が 徒らに 世の 風潮に 傚うて、 條 件を附 する の陋を 取ら ざり し を 推服し、 之と 共 

に 飽躬盡 力、 北" 後に 從 ふべき の 決心 を 堅めたり。 事、 私人の 心中 語に 涉 ると 雖も、 予 S 當 時の 心事 を 語る を 禁ぜ 

んゃ。 (*« 湾：； ：= 新報 • 明治 一二 四 •  一  • 一 〇) 

蓋し 當 時の 臺灣 は、 後に 述ぶ るが 如く、 統治の 一 大ー 難 期に 逢 著して ゐた C その 豫想 外の 難治に 失望して、 或は 臺 

灣 放棄 論 を i? へ、 ；^^しきは 一 億圓を もって 佛蘭 两に賣 却すべし などの 論 を、 公然 口にする もの すらあった 程で ある。 

<fr にして 新たなる 經綸 を、 新たなる 領土に 行 ふに あら すん ば、 折 C 發 足せる 大 日本 主義の 國是の 遂行 は、 ここに 挫折 

する を 免れな い。 

而 して 能く 之れ を爲 す、 唯 使 君と 我れ あるの み。 

これ 兒玉 源太郞 が、 敢 て無條 件に 總督 就任 を 受諾せ る 所以で あり、 また 後藤 新 平が、 その 意氣に 感激して、 仍に共 

に 身 を 挺して この 難局に 當 らんとの、 悲壯 なる 決心 を 固めた る 所以で もあった。 

三、 世， 評紛々 

伯の 尺 政 W 長 任命の 報 を、 世間 は 好意 を もって 迎 へなかった。 否、 兒玉の總^§1として の適任說の高ぃだけ、 伯のお 
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長と しての 拔擢 は、 一層 危惧の 念 を もって 迎 へられた。 殊に 臺灣に 於いて、 さう であった。 臺灣 新報 は、 三月 一日 東 

京發. m として、 左の ごとき 記事 を 載せて ゐる。 

後藤 氏の 經藤を 以て 之 を 論す る 時 は、 大いに 杞憂な き 能 はすと 雖も、 其の 人となり 豁達に して 小事に 拘泥せ す、 

而も 久しく^: g なる 官界に 在りて、 敢 て軒鞋 する 處な きを 見れば、 本島の 如き 創業の 時代に ありて、 その 利器 を 

用 ふる 或は 大いに 見るべき もの あらん。 唯 其の 出身の 醫學 たるが 故に、 阿片 臭の 一般 行政に 及ぶな きか。 衞生事 

業の み 大いに 發達を 見る に 至るべし と は、 獨り 吾人の 評言に 止まら ざるが 如し。 何れにしても 臺灣は 手腕の 試驗 

場な り。 及第 か 落第 か 未だ 豫 想し 難し。  ， 

これが 後藤 民政 局長に 對 して 附 せられた 最大の 疑問符であった。 しかし これら はま だ寬大 な 方であって、 二月 二十 

二  R の臺灣 新報の 記事の 如き は、 後藤 は內務 省が 「持て 餘し」 て tQ る 人物であって、 かかる 人物 を： i: 政 W 長に 擬 する 

は、 「臺 灣 こそ 意外 Q 迷惑 なれ」 と 言 ひ、 つ ひに は 後藤 ほ 政お 長 を 以て、 「沙汰の 限り」 と稱 する に 至った。 次に 拔 

萃 する 如くで ある。 

愈ぶ 近々 乃 木 氏の 上京 を恃 ちて、 同氏に 代 ふるに 兒玉源 太 郞氏を 以てし、 民政 局長に は 內務省 中に て 兼ねて 日々 

新聞が 省 中 第一 の 行政お なりと 赏譜 せし 衞生 115 長、 後藤 新 平氏 を 以てする 事に 內定し 居る と。 之れ に 就き、 或る 

人 は 曰く、 兒玉 第三 師圑 長の 臺灣總 ^は從 來屢. -新 g 紙上に 調 はれた る 事と て兒玉 男の 適任た る は^ 人の 認 むる 

所 なれ ども、 後藤 衛生お 長の te^ 政局 長なる は 如何に や。 尤も 內務 省に て は、 氏が 敏腕なる 丈け に 持て 餘し 居る 際 

なれば、 或は 敬して 遠 ざく るの 策に て、 此の 風 說を傳 ふるに 至り しゃも 測りが たけれ ども、 臺灣 こそ 意外の 迷惑 


なれ。 如何に 阿片 行政が 面倒 なれば とて、 衞生 事業が 如何に 必要 なれば とて、 毫灣 の：：^ 政 W 長に 後藤さん を祸へ 

ん こと 沙汰の 限りなり。 W し國 手と は國 家を驟 治す るの 謂と なれば、 文明開化の 今日、 臺 灣に國 手の 政治家 を 見 

る、 敢て 怪しむ に 足らす。 濱 野：^ 氏 や 鈴 木 萬 次郞氏 さへ 代議士と なりて 勇名 を 四海に 鼸 かした る 先例 も あれば な 

りと。 

斯 くの ごとき 冷評と 挪掄と 危惧との 雲につつ まれて、 伯 はい ま 難治の 島に 人らん とする ので ある。 正に 伯 四十 二 歳 

の舂 である。 人生の 途 半ばに して、 一生 を赌 する の 壯擧に 上る、 流石に 伯 も 心中 感慨無量であった であらう。 その 所 

懐の 一 端 は、 次の ごとく 記されて ゐる。 

最近の；： S 日 新聞 は 左の 如く 記せり。 闩く、 社員 一名 は 局長 を訪 うて 民政： S 長 就任の 事 を 語りし に、 氏 一言 唯 n く- 

「人生 意 氣に感 すサ」 と。 兒玉 總督の 極めて 適當 なる 器なる を說 けば、 則ち 曰く 「餘り 最初から 好評 を 以て 見ら る 

る は、 寧ろ 總督の 意に 非らざる べし」 と。 (臺灣 新報 明 三  一 • 三 • ん J 

四、 臺 灣 入り 

賑やかなる 毘 5;$! りの 群集 を 後に して、 伯 は 新 領土 臺灣に 向って 鹿 島 立った。 それ は 明治 三十 一 年 三月 一 一十 日で ある _ 

その 日の 新橋 驛 頭の 光景 を 描いて、 新聞 は 次の ごとく 記した C 

後藤 薹灣ぉ 政 IS 長は豫 報の 如く、 昨 二十日 午後 零時 三十 分、 新橋 發 汽車に て 渡 臺の途 に 登りたり。 當日 停車場 ま 

で 見途 りたる は 桂 陸軍大臣、 梅 法制； S 長 {n、 牧警 保、 田 中 政務、 荒川縣 治、 長 谷川 衛生 各 局長、 森 田內務 秘書、 
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柴田 法制 參事、 川 田 警視 主事 及び 朝 比奈知 泉、 大倉喜 八 郎等の 諸氏 並びに 醫會員 一同に て、 一時 は 見送り 人の 爲 

め 停車場 內狹！ ^を 感じた る 程な りしが、 發車 時刻に 及び 一同 は 後藤 君 萬歲を 三？？ し、 大いに 君の 行 色 を壯ん にし 

たりき。 ^？^ の 家族 は 横濱迄 同行せ り。 

伯 は神戶 より、 大阪 商船 會 社の 新造船 臺中 丸に 乘り 込み、 下關 より 乘 船した る 兒玉總 ^とともに、 海洋 上の 客と な 

つた。 

船 は 鏡の ごとき 海 を、 南へ 南へ と はしった。 船中の 客 は、 意氣 軒昂と して、 談論 風發 した。 この 翠波を 渡り 終れば、 

秕 政と 土 随 と 生蕃との 新 領土が 待って ゐ るの だ。 盤根錯節、 以て 我が 利器 を 示すべし。 伯 は 枕に 通ふ濤 聲を閒 きつつ、 

眠り 成り 難き 感懷に 耽った。 

しかし、 あまりに 平！^ なる 航海が 兒玉を 失望 させた。 彼 は臺灣 につく と、 傍人 を 顧みて 「海 波何ぞ 怒って、 我が & 

俩を 試みざる」 と諧誠 一 番 した。 彼 は 船に 强 いのが 自慢で あつたの だ。 

之れ に：；^ して、 伯 は 生来の 船 弱であった。 少し 搖れ ると さすが 萬 丈の 氣焰も r 樓々 として 細き こと 絲の ごとく」 に 

なった。 であるから、 この 二人が 船に 乘 ると、 いつも 船醉 のこと が 問題に なった。 

これ は 後日の ことで あるが、 或る時 一 行 は、 船中で 「船醉 研究 會」 を 開いて、 「人間 は 船に 醉 ふべき ものな り や、 

醉 はざる べき ものな り や」 を、 討議した ほどであった。 それ は當 時剐官 たりし 堀內 文次郞 (陸軍 中將) の 語る ところ 

によると、 次の 通りで ある。 

兒玉 總督と 後藤 伯との 臺灣御 在任中 は、 度々  一^に 內 地に 往復され たが、 此の 船中での 面白い 話が ある。 それ は 


當時內 藤 湖南 博士が 臺 北の 新聞記者 として 招聘され て (多分 伯の 推薦 かと 田. J ふ) 行った ことがある。 

其の 時俟も 丁度 總督ゃ 伯と 同船した が、 船に 弱い ことに 於いて、 一番が 伯、 次 は 僕と 內 藤氏で、 兒玉 大將は 非常 

に 強い 方で 一向 醉 はない。 黑 潮の 遙で大 ゆれに ゆれて 我々 が 弱って 居る と、 大將は 益 i 得意 だ。 どうも 面憎い 程 

强 いから、 船の IS まる を 待って、 伯 を 議長と して、 大 將と內 藤氏と 私と で 船醉硏 究會を 開いた。 大將は 普通の 人 

間なら ば 船に 醉ふ もので ない と、 頻りに 我々 を ひやかされ るので、 其處で 議長が 之れ を 多数に 問うた。 ：_儿 より 我 

我 は 弱蟲黨 で、 船に 醉 うた 方 だから 意見 は 一致して 居る。 卽ち 伯の 原案た る 「普通人 間の 神經を 有する 者 は 船に 

醉 ふべき ものである 一 とい ふ 方に 賛成して、 議論 一決し、 大いに 大將 をへ コ ませた。 そして 多数決なる ものの 勝 

手な 一 例 を 作って 大笑 ひ をした ことがあった。 

新 總督の 船に 强き ことかく の 如く、 新： S 長の 船に 弱き こと 亦 かくの 如し。 かるが ゆ ゑに、 兒玉は 上陸す る や 否や、 

「予輩 平生 船に 强 きを 以て 人に 矜る。 今斯 くの 如く 風靜 かに、 波 平 かなり。 以て 諸君に 其の 船に 强 きを 威張る 事 能 は 

す。 遗憾 なん ぞ堪 へん，」 と 語って、 傍人 を 煙に 捲く とともに、 事情 を 知らぬ 臺灣の 新聞記者 をして、 「一行 中、 總将 

の.： 几氣に 及ぶ ものな かりし と 云 ふ」 と 讚 歎の 辭を呈 せしめた のであった。 

かくして S 玉總督 及び 後藤 民政長官 を乘 せた る 臺中丸 は、 三月 二十 八日、 基隆 港の 埠頭に 著いた。 その 臺灣 人り の 

光景 を 報じて、 臺灣 新報 は、 次の 如くに 記して ゐる。 

早天に 雲 f 兒を 待つ の 思 ひして、 上下 一 樣 鶴首 其の 行の 無事な らん 事 を 祈りつ k ありし 新 總督、 局長の 一 行 は 商船 

會 社の 新造船、 臺中 丸に 便乘 せられ、 局長 は祌戶 より、 新總督 は馬關 より 昨日 午前 七 時 (七點 半鐘) 基隆 港に 入 
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り、 豫て 設けの 小蒸汽 にて 基 险 の せ 民に 出迎 へられて 停車場の 埤 頭に 上陸す る や、 同所にてせ：^!^ 一  同の歡迎に 一 

應 の挨梭 をせられ、 當 地より 出張した る出迎 員に 擁せられて、 九 時 四十 五分 發の 列車に 搭乘、 水邊脚 にても 同所 

の-;;:;::^ に歡迎 せられ、 十 一 時 四 分毫北 停車場に 無事 到 著せられ たり。 - (中略) 

一車 隊の 救ん 列。 聯隊 雄 は 北門 街 警察署 前に 樹 てられ、 翩々 として 荐 風に 飜り、 皇國1^5-隊の威斌を示せり。 池 田 聯隊 

長 は 同 聯隊の 雜貅を 率ゐ、 北門 街！、  二、 三 T::: の 左側に 整列せ しめ、 新築の 郵便： S 前に ありて 馬上に 指^ 號令 

せられたり。 騎兵 隊は枏 本 中隊長 自ら 中隊 を 率ゐ、 停車場 前に 出迎 へ、 新總#を^:=舍まで護衞せり。 

警 せ。 紫 藤 大稻垤 警察署 長 は、 夙く 停車場に 出張し、 警部 巡！^ を 指^して 警戒に 怠りなく、  ^^內は島村署長、 警 

部 巡 茶 を 指揮して、 辻々 及び 路傍の 五 歩 十 歩に-巡査 を 配 Id して 警戒せ り。 

^容燦 として、 王侯に 比すべし。 丈夫 生れて この 成^ 觀に 接す。 心屮 得意の 情、 旺 するな きを 得る か。 

同より 感激 忡 に.；： H んだ伯 は、 この 光景に 多大の 滿足を 感じた であらう。 しかし、 當 時の 伯 は、 その 快味 を 十二分に 

尚 すべく、 あまりに 眞劍 なる；^ 意 を 抱いて ゐた。 彼 は 命懸けで 灣に乘 り 込んで きたので ある。 さう して 彼 は、 意 

見容 れられ すん ば、 何時 にても 冠を挂 けて 歸東 せんと 覺 悟して ゐ たので ある。  . 

それ を 伯 自身が、 次の 如く 語って ゐる。 

その 時分 は 役人が 免職に なって 歸る 時に、 三月 經 たない 者に は歸る 旅費 を „1 犬れ なかった ものです。 それで 俺も覺 

悟 をして 行つ たんだから、 いつ 免職に なっても いいやう に、 机の 抽^に はいつ も 旅費と して 三百- S 人れ て S いた 

もの だ。 それ を^が 見て ね。 あの 金 はどうす るんだ と 言 ふから、 あれ は 俺が； 職に なった 時に 使 ふ 金 だ、 と 言つ 


て、 それだけ は 使 はすに 53 いたのであった" 

これ は 終生 一 贯 した 伯の 處世 態度であった。 伯 は 常に 近親者に 語って、 

『人間 は 仕事 を 始める とき は、 いつも 最惡の 場合 を考 へて おかなくて はいけ ない。 戰 にしても、 進む の は = ^しい。 本 

當に 六ケ敷 いのは 退き時 だ"』 

といって ゐた。 

その 在臺十 年間、 伯 は 夢寐の 間 も、 この 挂 冠の 覺悟を 忘れた ことはなかった の だ。 

五、 難 業 中の 難 業 

當 時の 臺灣 が、 如何に 日本 朝野 注 R の焦點 たりし や は、 今日に おいて は、 殆ど 吾人の 想像に 難しと すると ころで あ 

る。 それ は、 總^ 副^であった 堀 內文次 郞が囘 顧して ゐる ごとくで ある。 

當時は 日 淸戰役 直後で、 日本人の 上下 は ハチ 切れさうな 意 氣充滿 して 居た 時代で はあり、 あの 雄大な 御. 他人の 胸 

中に 燃 ゆる 所の 何物 か は 誰れ でも 想像し 得らる る 所で あらう。 御 m 人 は 明治 三十 一年、 全國 ：！^ 上下よりの 大期恃 

と 大歡迎 (<{1' 日で は 例 も 無ければ 想像 も 出来ざる 程の) と を 受けて、 渡臺 されました」 當時 は臺灣 全島に まだ 

兵 土匪 等が 跋^して 居り、 臺北 城で さへ、 ^夕 五 時になる と 城門 を 堅く 閉ざして 出入 を 戒めた 程であった から、 

御： S 人 の 經營 の， 苦心 は 誠に 察す るに 餘り ある 次第であった。 

^しながら、 物情騒然 たりし は、 ひとり 土  il の 害の みではなかった。 阿片 政策の 停頓 を はじめと して、 一般 行政の 
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不徹底 甚 しく、 ために 21^ 心 やう やく 動搖 し、 臺灣 島民に して、 對岸 故鄕の 地に 歸國 する もの 踵 を 接する 有様であった。 

さう して 若し 兒玉、 後藤の 赴任が いま  一、 二 年後れ たなら ば、 毫灣の 形勢 は、 恐らく 收 拾すべからざる 情 態に 立ち至 

つたで あらう と、 横澤 次郞も 語って ゐる。 それ は 次の 通りで ある。 

それから R 淸 講和 條 約が 締結 せられた 時に、 薹灣 島民 は 二 年間、 その 國籍 決定の 猶 豫を與 へられる とい ふこと が 

條 約の 中に ある。 その 二 年と いふ 期限が 明治 三十 年の 五月 八日で ある。 この 國籍 決定の 時期と いふ ものが 甚だ 大 

S な ものであって、 當時 臺灣の 住民が 臺灣に 存在す る 事を好まざる 者 は 皆 支那に 歸還 する。 一 體>5？ 灣の 住；^ とい 

ふ もの は 支那の 福 建、 廣東、 廣西 方面から 移 をした ものであって、 その 墳墓の 地 は 多く 對 3;^ にある。 それで 日 

本の 版圖 になって 生命 財産の 安定が 得らる るか、 故國 支那に 歸 つて 生命 財産の 安定 を 得る か、 如何にせば やとい 

ふこと に 就いて 種々 の 煩悶 を 生じて 居る 時で ある、」 此の 時に 當 りて 阿片の 吸 食が 困難で あると か、 或は 行政^ 

の變 更に 就いて 種々 の 困難 を 生 するとい ふこと があった ならば、 臺灣の 住民 は 支那に 歸還 する 者が 多くなる に， M 

ひない。 さう いふ 時で あるから、 裹灣の 人心 を 安定せ しめる こと は、 最も 臺灣當 局 者の 努めなければ ならぬ こと 

である。 (中略) 若しも 兒玉 總督、 後藤 長官の 赴任が  一、 ニ年遲 かったならば、 臺灣の 人心 は 非常に 動搖 して、 臺 

灣 統治 上 至難の 問題が 起った であらう と 思 はれた。 是れ より 先き、 明治 三十 年 五月 八日の 國民籍 決定の 際に は 

支那に 歸 還した 者が 多くあった。 現に 南部 地方に 於いて は 一村 悉く 支那へ 歸 遣して、 土地が 荒廢し 去った やうな 

所が 多々 あつたの である。 人心 收攬の 策なら す、 擧げて 故 國へ歸 還した とするならば、 灣に 於け る 産業の 發展 

は s せられなかった であらう。 その 頃卽ち 二十 九 年、 三十 年の 際に 內 地から だんく 臺灣 視察に 行って きたり、 


又 臺灣で 事業に 著 乎したり する 人が、 往々 皮相の 觀を爲 して 論じた ことがある。 その 論じた 一 つに は、 若し 現在 

の臺灣 人民が 多く 支那に 歸還 すれば、 その 田地 田畑 その他 山林の やうな もの に對 して は 日本人 を 移住せ しめて、 

日本人で その 産業の 發展 を計畫 した 方が 宜 いから、 臺灣 土民が 歸 還したい とい ふなら、 寧ろ 努めて 歸還 せしめた 

方が 宜 いとい ふ 論が 盛んであった。 乃 木總督 なり 會根 民政 局長の 如き はこの 論法に 傾いて 居られた 如くに 思 ふ C 

爲 めに 阿片 制度の 如き も 頗る 冷眼 視 せられて、 これに 依って 人心 を 繋ぐな どと いふ 考へ はなかった ので ある。 併 

しながら、 若しも 薹灣 土人が 支那に 歸 還して、 之れ に 代 ふるに 內地人 を 以てする とい ふこと であったならば、 あ 

の 地方に 於け る 産業 發展、 或は 山林の 開發 などと いふ こと は、 迚も 今日の 如き 狀況を 見る こと は 出来なかった で 

あらう。 それ は 何故かと いふに、 內地 人が 臺灣に 来て 農業に 從事 するとしても、 あの 暑熱に 堪へ、 風土に 堪 へて、 

臺灣 人同樣 の 勞 働が 出来る も のでない から、 その 爲 めに 臺灣は 非常な 衰頹 に陷っ たで あらう と 思 ふ。 從來 の 臺灣 

土人 なれば こそ、 風土に 慣れ、 勤勉 勞 働に 從 事す ると いふ 良風が あつたから、 豫 期の 如く 臺灣の 發展が 進行した 

ので ある。 斯 くの 如き 次第であった から、 若し 乃 木總督 及び 曾 根 民政 局長の 初志の 如くであった ならば、 臺灣と 

いふ もの は 如何なる 方向に 向った か、 豫 期し 難い ことで ある。 

兒玉、 後藤 赴任 當 時の 臺灣の 情勢 かくの 如し。 しかも 臺灣 における 統治の 不成績 は、 直ちに 日本 內 地の 輿論に 反映 

し、 延いては 旣述の ごとく、 臺灣 放棄 論 ゃ賣却 論な どが 眞 面目に 唱 へらる るに 至った ので ある。 それにつ いて、 横澤 

はまた 辏 いて 次の 如く 語った。 

現に 其の 頃 朝野の 間に 於いて は、 臺 灣は賣 却した 方が 宜ぃ、 臺灣の 統治 は 頗る 至難で ある、 土匪 は 横行し、 行政 
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は 徹底せ す、 動もすれば 之れ に 依つ て 外交の 紛雜を 起さん とする やうな 有樣 であるから、 臺灣は 寧ろ 賫却 をす る 

方が. ；儿 いとい ふ 論が あつたので、 之れ を買收 せんとす る 野心 を 持って 居った もの は佛蘭 西であった。 佛！： は 冗々 

蠆灣に 涎 を 垂らして 居った。 現に 淸 佛戰- 印の 時の 如き は、 基 隆をヒ M 領し、 膨 湖島 を 卜： ：1?- し、 ク ー ルべ I が 孤 車 を 

提げて 奢 岡した 史 蹬が顯 然として ある"。 其の 頃 は 尙ほ福 州の 馬 尾に は佛蘭 西の 造船所 も あり、 叉蕞 北に は 領事館 

等が あって、 何 かにつ けて 怫蘭 西が 毫灣の 問題に 關 して 手 を附 けんとす る 様な 形勢が あった。 故に 怫蘭 西に 向つ 

て 了億圓を以て^„^灣を賣渡すべ しとぃふ意見が、 朝野の 間に 盛んであった。 

斯 くの ごとき 難 w を、 兒 玉と 後藤と は 引受けた ので ある。 しかも ar お 族 統治の 經驗 は、 當 時の 日本 W 族 は 全然 これ 

を 有しなかった ので ある。 世界 第 一 の 植民 民挨 たる ァ ング CI  • サクソ ン人を 除いて は、 近代 史上にお いて、 植 地經 

營に 成功した る 2 ^族 は、 皆無と いはざる も、 § 、る 稀 有であった ので ある。 ことに 白色人種 以外に 於いて、 文明 的 植：^ 

政策 を實 行し 得る 尺 族 ありと は、 世界の 何人も 想像して ゐ なかった 時代で ある リ 

知らす 兒 玉と 後藤と は、 胸中 奈何の 成 竹あって、 かかる 難 業を擔 當 せんとす るか。 

六、 統治の 方針 は 無 方針 

臺灣 につく と、 早速 伯の 植民 統治 策の 根本が 明瞭に なった。 卽ち 「臺灣 統治の 方針 は 無 方針」 とい ふ、 伯 一流の 警 

句 を もって 表現され た 根本 鐵則 であった。 

それ は、 かう いふ 經镩 から 生れた ので ある。 兒玉總 ^が、 著 任 間 もな き 或る日、 後藤：；^ 政 W 長に むかって、 施政 方 


針： 创說の や 稿の 起草 を 命じた。 然るに 後藤 iw 長 は、 意外に も 平然として、 

『そんな もの は、 やらん 方が いいで せう c』 

と 答へ た。 その 意味が 奈邊 にあり しか、 伯 は 往時 を囘 顧して、 次の 如く 一語 つて ゐ るし 

それから 蕞灣著 後一ばん 初めの ことが 面白い から、 話して 見 ませう。 むかう へ 行ったら 歡迎會 を 開いた。 その 歡 

迎會 の-ば 上で 總 お：； の 施政方針 を やらう と 思 ふから、 文章 は 兎に 角、 それ を 針 一 つ 書いて くれと、 兒 玉さん がー 百つ 

た。 私 は、  、 

「それ はやらん 方が いいで せう c」 

一 どうして？ 二 

「それ は 今まで 樺 山 もやった、 仲 もやった、 乃 木 もやった、 皆 やって ゐる。 それ は 詩人が を 作る 様な もの だ。 

つまらな いから、 やらん 方が いいで せう。 みんなが 施政方針の 演說 をな さらぬ こと を、 不. 被な りと て聽 きに 来た 

ら、 俺 は 生物 學の 原則に 從 つて やる、 俺 は 此所臺 灣の 土地の 拓殖の こと を やりに 來 たので はない、 土 を 掘りに 來 

たので はない、 x_i^ 灣 の 爲め內 閣員 の 頭 を 開拓す るんだ、 そんな こと を 施政方針へ 書け る もの ぢ やない か ら 書か な 

い、 默 つて ゐ たおが ようご わせう」」  . 

と 言った よ。 兒 玉さん が、 

「生物 學と いふの は 何ぢゃ c」 

一 それ は 惯習を 重ん する、 俗に言へば、 さう いふ わけなんだ。 兎に角 ひらめの 目 を 俄かに 鯛の やうに しろと 言つ 

第一 臺灣 民政長官  二 五 


第一 節 新 領土に 人る  二 六 

たって、 できる もの ぢ やない。 惯習を 重 じなければ ならん とい ふの は、 生物 學の 原則から 來てゐ る。」 

と 言 ふと、 

「さう か/ \\、 そんな ことか、 よし/ \、 それ ぢゃ 止めよう。」 

かう いふ 調子なん だ。 之れ は 私が その 時の 兒 玉さん の 言葉の 通り 言って ゐ るんだ。 ^も 半年ば かり、 臨時 陸 檢 

^部 を 一 絡に やって、 えらい とい ふこと は 知って 居った けれども、 私の 一一 =n つたこと を 本當に 採用す るか 知らん と 

思って 居った。 これが 普通の 人なら、 それ を 誰れ かに 言った でせ う。 後藤に は ああ 一 百った けれども、 參事官 長の 

石 塚 英藏か 誰れ かに 書かせて 見よう 位に、 凡人なら 考 へたで せう。 それで 歡迎會 の 時に、 何 か 話す だら うと 思つ 

て 居ったら、 やっぱり やらなかった よ。 

兒 玉總督 をして、 臺灣 統治の 最初に あたり、 統治 方針の 聲明 を差控 へしめ たこと は、 伯の 臺灣 統治 政策の 第 一 の 成 

功であった C さう して、 伯の この 一見 奇 1^ なる 言 を容れ て、 一切の 概念的 施政方針 聲明 を斷念 したお 玉の 明敏 を、 伯 

* は晚 年に 至る まで 激賞して 已 まなかった G 

『兒 玉さん は實 にえら い 人だった。 新 總督の 統治の 方針 は 無 方針、 とい ふ 俺の 意見 を、 卽 座に 理解して、 それ を 終 ひ 

まで 貰いた からね に 一 

伯 は 始終 さう いって ゐた。 しからば 伯 は 何故に 兒 玉總督 をして、 施政方針の 演說を 思 ひ 止まらせ たか。 それに は 二 

つの 理由が あった。 

その 一 は、 植乂 政策の 要諦 は、 不言 實行 にある とい ふこと であった。 をして 悅 服せ しむる もの は、 言に あらす し 


て 一 fj である。 名に あらす して 實 である。 この 點、 民衆と いふ もの は、 案外に 敏感で ある。 いかに 美 辭體句 を羅. ダし、 

千 言 萬 語 を 速ぬ ると も、 實 現せられ ざる 政策に 對 して、 民衆 は 馬耳東風 である。 從 つて 新任 者の 施政方針 聲 明なる も 

の は、 多くの場合、 新任 者 自身の 自己 慰藉に 過ぎない。 如かす、 暫く は 沈默を 守り、 その 間に、 最も 手近に あって、 

容= ^に 著 手し うる 緊^の 問題 を、 片ッ 端から 片付けん に は。 

今度の 當 w 者 は、 默 つて はゐ るが、 やる こと はやる ぞ！ 

こ の t 賴 が 民衆の 間に 起って、 初めて 統治 政策の 實行 に 權威を 生す るので ある C 生來豐 かに 政 治 家 的 本能 を惠 ま れ 

て ゐた伯 は、 1^  ノ、 もこの 眞 實を觀 破して ゐ たの だ。 

して 總れ "の 旅 政 方針 中 上 は、 毫灣 島民の 心理に、 良好なる 影響を及ぼした。 ま 新報 (明治 三 一 . 人. 卜) は 論じ 

て 闩 く  G 

新 總督の 著 任 以來、 吾輩の 耳 f 木 を 打て 来りし もの は、 ZI く經費 節減。 曰く 冗員 淘汰。 H く 地方 11 の廢 合。 n く， ふ 

種 官制の 改正。 曰く 法院條 令の 改正。 曰く 何。 E く 何と。 其聲の 犬なる、 寧ろ 吾輩 をして 祀憂を 懐かしめ たる も 

の ありき。 當時 吾輩 竊 かに 以爲 らく。 乃 木 總# の 初めて 来る や、 亦 同 一 の 聲を閒 きたり。 而 して 其の 遂行し 得た 

る 養 は、 一 として 吾輩の 首 伏すべき もの あるな し。 新 總督も 亦 同 模型に 陷 るな きを 得ん やと。 居る こと 月餘 にし 

て、 sK 然經 費の 大いに 彻 減せられ たるの 報に 接する と共に、 三縣廢 止の 聲 喧しく、 尊で 三 知事の 罷免と なり、 總 

餐府を 始 め 各廳 屬官以 下の 罷免と なり、 各 {G 廳の 高等官 亦 近日 を 以て 多く 罷免の 沙汰に 接せん とす。 吾輩 是 に 於 

て か、 新 總督が 前任者と 大いに 選 を 異にする を 知れり。 未だ 革新の 全豹 を 窺 はすと 雖も、 聊か 人 意を强 うする も 
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の ありき。 

化しながら、 その 第二の 理由 は、 もっと 深淵なる 极 底の 上に 立って ゐた。 それ は總 ての 植；： ^政策 は、 その 植；； ^地の 

； 度、 風俗、 習 惯に從 はねば ならぬ とい ふ- £小则 であった。 それ を 伯 は、 伯獨 得の 「生物 學」 とい ふ 名辭で 表現した。 

凡そ 政治の 對象 は、 概念に あらす して 社會 にある。 故に、 如何に 巧緻なる 政治 理論 及び 法^制度 を 案出す と雖 も、 

それが、 それ を 運用すべき 時代 社會に 適合せ ざる 場合に は、 一二 文の 價 もない ばかりでなく、 巧緻 なれば 巧緻なる だ 

け、 それだけ 有害で ある」 卽ち 政治の 基礎 は、 常に、 對象 たるべき 社會の 徹底的なる 硏究 と、 正確なる 認識の 上に あ 

ら ねばなら ぬし 

これ は總 ての 政治に 共通なる .£小 則で あるが、 殊に 植： 地の 如く、 あらゆる 點 において、 母 國 と- W 觀的 勢 をお にす 

る h 地に つ いて は、 、おも 忘るべからざる 鐵則 である リ 

が 赴 ii: 後^ち に 一生 物學」 を說 き、 X や 灣統ュ H の 极 本義 を、 ；^^！^洲^にぉ ぃたのは、 そのためであった。 これにつ 

いて、 東 鄕實は 次の 如く 論じて ゐ るし 

伯 は 機會が ある； はに 「植： 政策 は ピオ a ギ— (生物 學) である 一 と、 いつも 我々 に說 いて 居られた ものである。 

是れ を臺灣 乃至 滿鐵 の經營 の 跡に 就いて 考へ て 見ても、 確かに 植尺 政策の 基礎 を 其處に m にかれ たこと は 明かで あ 

る。 此れ を >5 -灣 について 言へば、 極端な 同化 主義 を 排撃され、 放^な 逃の 主義 を 避けて、 5^ 屮 漸進の 主義に 出發 

し、 同 時に 何事 も 科學的 研究 に 让ハの 基礎 を かれた ist- に 就いて 考 へて て も/解 さ れ る こ と で あ る レ 

今 その 一端に 就いて；？ li つて 見れば、 ^灣に 於いて はお！^ 調 太に 會、 その他 種々 な 研究 機關 乃至 鋼 _ ^機關 を 5；. 乂 pffi して、 


此虚に 天下 有 數の學 者 を 網羅して 常に 枓學的 研究 を績 け、 其の 研究 調 _ ^の 結 を 資料と して 經^ 上の 實際的 施：？ ん" 

を 進めて 行かれた ことに 就いて 考へ て も 明かで あらう と田ケ r その他 或は 研究所 を設 S して 科學的 W 究に  一 ノを 

進めら れた 如き、 伯 の 植：； < 地 經營は 小/ な くと も 生物 學を 基礎と し て そ の 本 策 を 案出し、 所謂 科 學的植 ：：：： 政策 を 

確立せられ たものと 云 はざる を 得ない。 n 本の 政治家 は、 鬼 も すれば、 唯 形式の み を 1^: んじ、 法 f ^規則に 2； はれ 

て 居る のが 今： = の 時 |i である。 然るに、 伯が 此の 如く 常に 科 寧 を 基礎と して 進まれた とい ふこと は、 比〔の出，；^?-が 

^5 者であって、 自ら 自然 科學 をよ く 了解され て 居た ことによ るので あらう けれども、 同時に學者を^^^！^；し、 殊に 

優秀な 技術 家 を 重く 用 ひられた 結果に よる ものであると 云 はなければ ならな い G 

まことに 東鄕の  一一 一一 C へる が 如く、 日.^ 政治の 极本的 弊害の 一 つ は、 法 制度の みを屮 心と する 形.^ 的 政治で ある。 そ 

れは 日本の， 吖潦 政治家の 大部分が、 法 科 出身に い：： めら れてゐ る ことに 職 由す る" 殊に この 弊害 は、 植： 地經營 につ 

いて、 母！： の 法律 的 尺度 を、 そのままに 適用 せんとす る 場合、 设も 有害に 作用す る" 故に 從來の 灣 統治の.^、 收の大 

半 は、 この 點 にあった と 一 百って よから う。 

然るに n 本 は、 伯に おいて、 初めて、 科學を 基本と する 政治家 を 見出した- これが 伯の、 日本 政治 史のヒ に 獨特の 

地位 を 卜 N むべき 所以の 一 つで あるが、 同時に また、 伯が 亳灣 及び 滿洲 の經營 に、 特に 顯 著なる 成功 を收め たる 所以 

でもあった。 

かくして 伯の 臺灣 統治に ついての 第一 著 手 は、 法律 萬 能 主義の 打破と いふ ことであった。 勿論、 法雜 そのもの を排 

擊 せんとす るので はない。 植 地の 特殊性に 適切なる 特異の 法律 を 以て、 一般 理念 的なる 形式的 法律 を驅逐 せんとす 
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るので ある。 それ は 館 森 鴻の囘 顧談に 見ても 明かで ある。 

當時、 臺灣總 督府の 事務官 は、 大多数 法科 出身の 者 を 以て 固めて 居た ので、 新しい 法律が 山の 如く 作られて 居ぶ 

時で ある。 伯 は 此の 有樣を 見て、 これで は 駄目 だと 感じた ので、 遂に 時機 を 見て 法律の 根本的 改革 を斷 行した。 - 

それ は 殆ど 當時 制定され て 居た 法律の 八 分 通り を 拾て て、 新しい 法律に 替 へた 程の 大 改革であった。 これに 就い 一 

て は、 伯が 斯う 言うて 居られた ことがあった。 

「如何に 舊 いものが 惡 いからと 言っても、 少し は 舊惯を 尊 直 して 行政 を やらなければ ならぬ。 それに 風俗 習惯が 

一 ふの だ。 一足飛びに 內地 風に 化せし めようと 云っても、 それ は 無理な こと だ。 硝酸 主義と 云 はれて 居た ロシャ 

の 政策で さへ、 滿洲に 於け る 施設 は 隨分舊 惯を尊 lisliL たもの だ。 言葉ゃ|白惯の55^(っ て居る所 へ 、 內 地の 行政 を そ 一 

の 儘 一 足 飛びに 持つ て來 るな どと 云 ふの は.？^、 れ るも甚 しきもの だ」 一 

ヒ、 n 逝の メモ  一 

亂の 中から 秧序を 生む ことが、 伯の 一生であった。 彼 はい ま亂 麻の ごとき 臺 灣に來 り、 據 るべき 先蹤 もな き 天地 

に、 縱橫 無盡に その 創意 獨想 を實 施せん とする の だ。  一 

伯 はや をら 白紙 を展 ベ、 I. ゼ痕淋 滴と、 その 一 代の^ 作 「臺灣 統治 案」 を 記した し  , 

併し 彼の 頭 は 常人の ごとく  一、  二、 三と 順序よ く 働かなかった。 或る時 は先づ 第三 を 記し、 次に 第 八 を 案出し、 さ 一 

うして 逆に 又 第二に 歸り、 最後まで 第一 を 書かす に 終る こと もあった。 


それ は 一見 斷片 的であった。 また 亂雜 であった。 さう して、 時には 獨斷 的で、 獨 り合點 でもあった。 しかし、 その 

凡百の 考案が、 彼の 頭の 中で は 不思議な 脈絡 を 持って ゐた。 ゆ ゑに、 切れく に 案出され る計畫 が、 何時と はなしに 

^合されて、 有機的 體系を 成した。 

ことに 此 等の 計 畫を、 彼が 考へ 出す の は、 明 窓の 下、 淨 机に 向って、 冥想 裡に 生む のではなかった。 所 嫌 はすに 考 

へ 出し、 手當り 次第に 記しつ ける のであった。 それ は 客と 對談 中の こと も あり、 深夜 夢 破れての 時なる こと も あり、 

乃至 は官廳 執務の 際、 家庭 食事の 際、 人 浴の 際な ど、 全く 破格 不規則であった。 

それ を 彼 は、 色々 の ものに 書き留めた。 或は 卷 紙に 毛筆 を もって 記し、 或は 他人の 名刺の 裏に 鉛筆 を もって 走り 書 

きな どした。 それ は 時として は 整然たる 論策の 體を爲 す こと も あり、 時として は、 禪 家の 問答の やうな 雲間 片鱗 的な 

もので もあった。 

いまこ こに、 四片の メモが ある。 悉く 臺灣 初期の ものである。 これによ つて、 彼が 如何なる 意圖を もって 臺灣に 臨 

みし や、 また 如何なる 方法に て 執務せ しゃ、 また 彼の 頭腦は 如何 やうに 働きし や を 窺 ひ 知る ことができよう。 

その 第一 は、 卷 紙に 毛筆 を 以て、 健筆に 記された ものである。 

帝國ハ 外觀上 一一 於ケル 殖民 地 ナシ。 若シ 之有リ トセ バ、 臺灣ヲ 措 テ他之 アル コト ナシ。 臺灣 ハ內容 一一 於テ ハ 殖民 

地、 其 實シカ モ帝國 唯一 ノ 殖民 地、 否 殖民 地 統治 ノ 練習 地ナル ヘシ。 然ル 一一 我國民 往時 ハ知 ラス、 近ク 殖民 的經 

驗 ナク、 且 殖民 的 盟想， 一一 乏シ。 此ノ如 クニ シテ廿 世紀 列國競 爭場裡 一一 驅馳 セン トス ルハ蓋 誤 レリ。 

我 tt 此 一一 用 フル 殖 1- ナル 辭ハ、 其 意義-一 於 テ從來 解釋/ 廣 狹^々 一一 涉リ、 寧 n 新 領地 統治 主義 ナル 辭ヲ可 トス。 
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S 賴白 

結合 的 精神。 

専門的 技能。 

佛國 ハ 贿ぉ 事業 一一 於テ、 輕忽ト 件 急 トノ爲 一一 爐ぷ失 收セリ 。 

嫉妬。 

手記 は 突如と L て 終って ゐる。 初めは 脫 鬼の ごとく 勢 ひ 込みて 記しつ つ、 終り は處 女の ごとく 消え失せて ゐる。 

怖し 乍ら、 仔細に これ を點撿 すれば、 この 短 かき メモに も、 伯の 植 地に 對 する 板 本 思想の 片鳞を 見る ことができ 

る。 卽ち、 毫灣を もって、 「贿 尺地 統治の 練習 地」 となせ る は、 彼が、 ^：本は^れ來^！；ほ多くの植：；；：地を所有すべ しと 

す る膨股 政策の 現 はれであって、 彼が 純然たる 大 n 本 主義者 たりし こと を 示して ゐる〕 

彼が 植尺 政策の 文卞を 避けて、 「新 M 地 統治 主義」 と稱 し、 その 內容 として、 「組織的、 結 八 口 的 精神、 # 門 的 能」 

の 三 條件を 列 したる ところに、 彼の 用意の 丁 M が 窺 はれる リ 

彼 はこの 「新 ^ 地 統治」 を、 組織的に 試みん としたの である。 卽ち、 行き 當り ばったりの 形式的- W 僚 主義に する 

こと を 避けて、 樓然 たる 科學的 組織 を もって、 これ を實 施せん としたの である。 ！ iti に 彼の 「科 寧 的 政治家」 としての 

抱 负が露 はれて ゐる。 

さう して 彼 は、 かかる 組織 ある 統治 を、 左.；；： の. m 翼に よって 飛翔せ しめんと したので ある。 その ！ つ は 「結合 的 精 

神 一 で、 毫灣內 の 各 分子の 結合、 延いては 內 地と 毫灣 との 結合 を 忘れ ざらん としたの である。 それ は 抽象的に いへば- 


一 

；ぉ合 的 方面で ある。  一 

しかし 今一 つの 方面と して、 彼 は 「專門 的 技能. 一 を 十二分に 利用 せんとした。 それ は 部分々々 の 仕事 を、 專門的 知  一 

識と妆 能と によって 實 施せん とする ことで、 それ は 分析 的、 解剖 的の 方面で ある。 

伯が 生涯 口癖の やうに いって ゐ たこと は、 一， 一部と 全部との 關 係」 とい ふこと であった。 彼 は 一部々々 を、 科學者  一 

C ごとく 分析す る こと を 好み、 同時に 全部 を、 折" 學 者の ごとく： お 合する こと を 念と した。 林 を 忘れざる ほどに 木 を數 

へ、 木の 個性 を 見失 はざる ほどに 林 を大觀 せんこと が、 彼の 一生の 自戒であった。 

彼 は 臺灣の 行政に 沒 頭しつつ、 同時に R 本 全 國と臺 灣、 東亞 全 W と臺灣 との 關係を 忘れ ざらん こと を 努めた。 これ 

は 彼が、 せ 灣ょり 南洋 政策に 志し、 支那 大陸 政策に 志し、 ^界 政策に 志した るの 事例 を、 後 節に おいて 述 ぶる 祈に、 

一 

に 明瞭す るで あらう。  に 

第二 は、 二葉の 名刺の 表裏に、 ベン を 以て 走り書きした ものである G 

名刺の 第一 葉 ——  _ 

殖： 地 若 クハ新 領土 ハ、 海上 ノ危 險、 母國 政府 ト殖 廳ト/ 衝突、 ^僚 間ノ 不平、 土人 蠻人內 地 入 トノせ 闘、 商  一 

業的兢 ハ片、 烈シキ 嫉妬 ノ如キ 事件 ヲ以 テ滿 セリ。  i 

殖民 事業-一 耍スル 性格 Q 經綸 〇 活用 〇 組織力」 更- 一一 層 必要 ナルハ 堅忍 不拔數 せ 間-一 亙 ルモ 退色 ナキ耐 忍 

カナリ。 英人 一一 在リ、 佛 人-一 乏シ。 殖民 地自 營迄數 十年ヲ 要ス。  j 

英ハ 殖民-一重 ヲ置キ 、佛 ハ之ヲ 第二次 ノ事 トス。 
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露 ハ之ヲ 百年 ノ業ト ス。 吾人 之 ヲ少ク 乇廿五 年間 ハ最 急ノ務 トシ、 國是 トセ サ ルへ カラス。 

兹に彼 は、 「堅忍 不拔」 とい ひ、 「耐忍 力」 といって ゐる。 さう して、 この 事業の 完成に 少なくとも 二十 五 年の 日 

子を藉 さんと して ゐる。 彼が 臺灣 統治に 著 手した る意氣 込み を 見る ベ きで ある。 

名刺の 第二 葉 11  . 

臺灣 ハ 果タシ テ 母國ノ 厄介 ナ ルカ。 

臺灣ハ 殖民 地 一一 ァ ラサル 力 〇 i ノ 財政 ハ 如何。 

〇 臺灣 ハ 何時 迄 土匪 生蠻ノ  -印 鬪地 タル 可キカ 〇 

〇 吾人 ハ 世界 流行 熱ノ 外 一一 立ッ 力。 殖民 熱 ト社會 熱。 

若 シ然リ トセ ハ、 帝 國ノ專 門 技能 ハ獨リ 帝國內 十六 萬 實千方 哩、 四千 五 百 萬人ノ 中二 止 ムへキ 力。 

0  0  0  0 

守 傭 拓殖。 

；: 几 來殖ぉ ノ經營 一一 方 テ效ヲ 奏スル 人物 11 

近頃 我國 一一 功ヲ 嫉ムノ 一  例。  ■ 

ボ リ ュ —— 0 

此 殖民 事業 ハ、 膽カ アル 團 結-一若 干 ノ權カ 卽警、 裁、 稅ヲ 許與ス ルコト 肝要 也。 二十 五 年 乃至 三十 年間。 

これによ つて 吾人 は、 彼が 臺灣 總督府 に廣汎 なる 自主 獨立權 を賦與 せしめ、 もつ て內地 政爭渦 外に 立ちて 永久 的 成 

果を擧 げし めんと 庶幾した る 用意 を 看取す る。 


第一 二 は、 卷 紙に、 相當 丁寧なる 文字で、 念入りに 記されて ゐる。 文章 もこれ だけ は、 やや 體を 成して ゐる。 

一 殖民 的 行政 ノ 成敗 ハ、 各國 ノ競爭 スル處 一丁 ンテ、 其 成功 ハ實 一一 輓今 ノ帝國 主義 發展ノ 一大 要 タリ。 

一 臺灣ノ 事、 內地的 法制 ヲ以 テ之ヲ ス ルコト 難シ。 世界 ノ 大勢 如何 ト顧 ミテ進 マサ ルへ カラス。 故-一 或ハ時 一一 

内地 ノ舆 論ト合 ハサ ルコ トヲ顧 ルー 一 ：9J:- ナ キア ラン。 然レト モ好テ 輿論 一一 北：：： クー 一 非 ラス。 止ム ヲ得サ ルナ リ。 

一若 シた？ モ內地 ノ舆ム 1 一一 迎合 セン コトヲ 力 トメ、 六 三 問題、 公債 事業 如何 一一 成 行 クへキ 力。 

その 第一 項に おいて、 世界の 帝國 主義 的 傾向 を斷 じ、 第二 項に おいて、 植 K 地 統治の 特殊性 を 述べ、 績 いて 第三 項 

と共に、 假令內 地の 輿論に 反する とも、 斷々 乎と して、 世界の 大勢に 鑑みた る 統治 政策 を 持たざる ベから すと 成す。 

以て 當 時の 伯の 根本 思想が、 やう やく 具體 化し つ つ ありし を 見る ベ きで あらう。 

第 四 は、 やはり 卷 紙に、 毛， ポで 念入りに 記された ものである。 

一 母 國氣候 溫和ナ ル コト。 

一 母 國內ノ 生活 頗ル 優柔 ナ ルコト。 

一 母國ノ 金利 高ク シテ、 外 一一 之ヲ注 クノ餘 カナ キ コ ト。 

一 移民 殖民、 若クハ 海外 遠征 ノ 快事 ヲ覺 ラサル コト。 

一 殖民 新 領地 ノ經驗 智識 ナ キ コト。 

一 母國 ヨリ 新 領地 一一 給ス ル 補充 金 ノ功用 並 一一 新 領地 經濟ノ 計算 法ヲ知 ラサル コ ト。 

ー臺灣 占領 當初ノ 意思 (政府 國民共 一一) 好シ。 一年 六 百 萬圓ヲ 支出 シ タリ。 久シ カラス シテ 反動 ヲ生 シテ急 一一 此 
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補充 金ヲ 減少 シ、 次 テ俄カ 一一 全廢セ ン トス。 笑フ へ キノ 極 ナリ。 之ヲ 維持 シ タル 總 傳ノハ 多 トセ サ ルヲ 得ス。 

一 文武 系統 分立 ハ 文明/制度 ナリ。 殖 1< 地ハ全 ク之ト 〔ナ レリ。 故 一一 此 m 系統 分立 ヨリ モ、 寧 a  沘 一統^ ヲ要ス 

ル殖民 地 一一 、 文明 的 分立 制 ヲ取ラ ン トスル ハ颇ル ナリ。 少ク モ時ト 處トノ 適用 ヲ得サ ル モ / ナリ。 

これ は 言 ふまで もな く、 過去に おける 古 5st 統治の： 收の を箇條 書と した ものである。 さう して、 お 5^ 灣 統治の 涎 

が、 徹底的 民政 主義の 組織と、 毫灣 事業 公債 案の 實 現と にある こと を 一 in 示して ゐ る。 吾人 は 前者に ついては 第二 節に、 

後者に ついては 第三 節に、 それ を 詳述 せんと 欲する。 

八、 治 臺の极 本 策 

斯 くの ごとく、 伯の 腦 中に 酸^し つ つあった ぎ 統治 案 は、 遂に兒：土總2^:に呈出した統治极.^方策の進ー百として4、 

體 化して きた。 

伯 は內務 省に 在る の 日に おいて、 ：眈に 「毫灣 統治 救^ 案」 なる もの を 草し、 伊藤、 井上、 兒玉 等の 要人に 呈 したる 

こと は、 その 全文と ともに、 前卷 に說敍 したる ところで ある。 いまや 命を帶 びて 臺灣 に來 り、 自ら その 實 施の W に當 

る、 その 言 生彩 を 放ち、 その 文 熱意 を 加へ 來る、 また 故な しとし ない。 

その 文に：！：  く。 

今ャ 解決 ヲ耍 ス ベ キ當 面ノ 幾多 ノ 問題 ハ アル モ、 之 ガ處分  一一 -M 心 シ テ 、 自ラ 當面ノ 問题 一一 檢束 セ ラル ベ カラ ズ。 

須ク 一方 一一 ハ、 先ヅ 毫灣 統治 ノ 方針 ヲ 理想的 一一 藝計 スルノ 餘地 ヲ講ゼ ザ ルべ カラ ズ。 抑 々日本/ 植民地 經營 一一 當 


リテ 困難 ナル事 三 ァリ。 

一 ハ、 本！：  ノ氣候 風土 ガ餘 リー 一良 好 一一 シテ國 K 生活 ノ容 ナル事 ナリ。 是 レ阈！ ：！^  ノ 海外 發：^ ヲ W 礙セ シム。 

ニハ、 本國 一一 於ケル 金利 高 クシ テ、 資本 ノ植 地-一 於ケル 放下ヲ 困難 ナ ラシ ムル事 ナリ C 

三ハ、 日本 國民ガ 植民地 經營 一一 無經驗 ナル事 ナリ。 植民地 經營 一一 猪 年ノ經 驗ヲ有 スル歐 洲列國 スラ、 尙植： i< 地經 

營 二方 リテ ハ、 往々 當 IS 者 ト議會 若 ハ本國 政治家 ト ノ間ノ 衝突 ヲ免 レズ。 況ャ初 メテ植 W 地經營 一一 從事 セン トス 

ル 日本一 一 於 テヲャ C 

臺 灣經營 一一 ハ其前 一一 橫レル 以上 三 侗ノ极 本/困難 ァリ。 去リ 乍ラ、 吾等 ハぉ ク此ノ 困難 一一 打 勝チ、 時 W ヲ救 濟ス 

ル ノ 覺 IfE ナ カルべ カラ ズ。 

と、 先づ 毫灣 統治の 根本的 困難 を列擧 したる のち、 更に、 臺灣 島內に 於け る 各 問題 を 指摘して n くし 

而 シ テ 又 臺灣內 部 一一 就テ考 フルト キハ、 土 匪 ノ 擾亂 尙未ダ Si 定セザ ルナ リ。 生蕃 ノ 一 m 處尙 未ダ 確立 セザ ルナ リ。 

惡疫療 病 尙未ダ 除去 セザ ルナ リ。 幾多/土語 蕃語ァ リテ、 施政 ヲ 困難 ナ ラシ ム ルナ リ。 良好 ノ港 灣ヲ 缺如ス ルナ 

. リ-し 交通 ノ 便尙未 ダ開ケ ザ ルナ リ-. 一 是等ノ W 難 ハ 臺灣 統治 ノ 上 一一 於ケ ル 不幸 一一 ハ 相途ナ シ ト雖、 卜 兄 ク此ノ 闲難 二 

打 勝 チテ、 不幸 ヲ轉 ジテ 幸； i ト爲 サン コト ハ、 一 一一 施政 ノ 運用 如何 一一 存ス. し 

然れ ども、 かかる 各般の 問題に 對し、 直ちに その 個別 的 解：.^ に 急ぐ は、 決して 策 を 得た る ものに あらす として、 伯 

は その 對 策の 根本に 論及した。 

各般 ノ 問題 一一 就テ、 备々 其ノ 事體ノ 講究 ヲ經ザ レバ、 豫メ 一定 ノ 政策 ヲ宜言 スルヲ 得ズ。 何トナ レバ、 政策 ナル 
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モノ ハ、 時 ト處ト 場合 一一 依 リテ、 適應ノ 方法 ヲ講 ズルコ トヲ要 スレ、 パ ナリ。 況ャ. M 那 民族 ノ 性格 ヲ 改造 シ、 習俗 

ヲ 移易ス ルノ容 ナ ラザル 事ハ、 史上 ノ事實 一一 シテ、 世界一 一 於ケル 未決 ノ 問題 ト謂ハ ザルべ カラ ザル ヲャ。 故 二 

諸般 ノ 問題 二 關シテ ハ、 まシク 十分 ノ 調査 硏究ヲ 待 チテ、 然ル後 一 定ノ 政策 ヲ立テ ン コトヲ 要ス。 . 

凡 ゾ植！ ^經 營ノ大 體ハ、 ベ 「日 ノ科學 進歩 一一 於 テハ、 IS ク 生物 學ノ 基礎-一 立 タザ ルべ カラ ズ。 生物 學ノ 基礎 トハ何 

ゾャ。 科學的 生活 ヲ增 進シ、 殖産、 與業、 衛生、 敎育、 交通、 警察 等、 呰此 一一 基ヲ 開キ、 以テ 生存 競-か 場 裡二立 

チテ、 克ク 適者生存 ノ理ヲ 實現ス ルコト 之 ナリ。 彼レ 動物 ガ克ク 寒暑 ヲ凌 ギ、 飢 渴ニ堪 へ、 境遇 一一 順 應シテ 生存 

ス ルガ 如ク、 吾等 ハ時 ト處 トー 一 隨ヒ、 克ク 諸般 ノ 困難 一一 打 勝チ、 施設 肯紫ヲ 得テ、 臺灣經 營ノ上 一一 光輝 ヲ發 投セ 

ザ ル ベ カラ ズ 0 

吾人 はこ こに、 伯の 臺灣 統治の 眞髓を 見る。 卽ち 伯の 所謂 「生物 學の ；w 則」 に 基く 政治で ある。 それ は 伯の 生賴を 

一 貫す る 社會觀 であった。 

伯 は須贺 川 遊學の 日、 はじめて 近代 科學の 洗禮を 受け、 驚 心験魄 して、 人生の 根本 此處 にあり と觀 じたる こと は、 

旣に 第一 卷 において 述べた ると ころで ある。 後に 至り 名 古屋滯 在の 日、 1^ 千 巖の敎 へに 聽 きて、 俄然と して 唯 心哲學 

の 壯觀に 開眼した りと 雖も、 靑 年の 日に 浸潤した る 自然 科學の 影響 は、 遂に 終生 伯の 念頭より 去らなかった。 

伯の いま、 新 領土に 縦横の 手腕 を 振 はんとす るに 當り、 忽ち その 統治 原則の 指導原理 として 躍り 出して きたの が、 

この 自然 科學の 影響であった。 それ は 依然として、 ダ— ゥ キンで あり、 ス ベン サ ー であり、 ハックス レ ー であった の 

である。 さう して、 それ は 伯の 臺灣に 於け る 成功の 根柢 を爲 したので ある。 


生物 畢の 原則 は、 伯 をして： 族の 習慣、 俗 性 を 尊重せ しめた。 千年 來の土 著 たる 支那 入 固有の 風俗 習惯を 無視し 

て、 日本： ^族の 法律制度 を 輸入す る こと は、 伯の 所謂 「文明の 逆 政」 であって、 ：^して臺灣島：^^^」幸幅にする所以で 

もな く、 從 つて 日本の 臺灣 統治 を 成功せ しめる 所以で もない。 少なくとも、 臺灣に 於いて は、 新しき 施政 實 行に 先立 

つて、 先 づ土著 民の 生活 習惯 を、 科學 的に 調 茶す る こと を 緊要と する。 ゆ ゑに、 臺灣 統治の 要諦 は、 これ を數 行の 文 

せに 要約 すれば、 卽ち 次の ごとくで ある。 

な 「施政 ノ實際 一一 於 テ宜シ ク急施 スべキ 要件 ハ、 

第一、 土匪 ヲ鎭 定シテ 平和 ヲ與 フル 事 ナリ。 

第二、 軍政 政ノ 過渡 時代 一一 於テ、 文武 官僚 ノ權 威ヲ明  一丁 ンテ、 政ノ 主義 ヲ 確立 スル事 ナリ。 

第三、 地籍 (土地 調査) 及人籍 (戶ロ 調査) ヲ 明-一 シテ、 諸般 行政 ノ 基礎 ヲ 確立 ス ル事是 ナリ。 

この 伯の 進言 は、 明治 三十 一年 五月 二十 五日、 兒玉 總督の 名に おいて 地方 長官に 與 へたる 諭示のう ちに、 更に 再說 

布衍され てゐ る。 それ：^ 上記 進言 書の 趣旨 を、 實際 問題に 當て はめて、 具體 的に 說 示せる ものであった。 かの：： i- 長の 

進言と、 この 總督の 諭示と を 併せ 讀 めば、 兒玉、 後藤 時代の 治臺 根本 方針が、 奈邊 にあり しか を 明かに 看取し うるで 

あらう 0 

兒玉 總督の 諭示 は、 ま づ高野 法 院長 問題に 端を發 した 違憲 問題、 卽ち 憲法 は 臺灣に 施行 さるる や 否やの 問題から 說 

き 起して、 植民地に は 植民地 特殊の 施政な かるべからざる 所以 を說 いて、 次の 如くに 述べて ゐる。 

本島 施政-一 關スル 批難 ハ、 紛々 擾々 ノ有樣 一一 テ、 就中 司法 問題 ナル モノ ハ、 大-ー 當時ノ 人心 ヲ 喚起 シテ、 或 ハ法院 問題 トナ リ、 
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或 ハ 違憲 問題 ナ リト迄 絶叫 セ シムル - 一至 レリ。 然レ ドモ是 レ或ハ 感情 ノ銜突 一一 過 ギザ ル モノ ナ ラン。 (中略」 

本島-於 テ 憲法 ノ 施行 セラ レぽ ルャ否 ヤノ 理論 問題 ハ姑ク 措キ、 判官 ノ 保障 ハ 必要 ヲ認 メリ。 然 レドモ 一 一一 內地， 構成 法- -據ラ 

ン 卜スル ハ、 本島 ノ 事情 II  g シ、 却 テ過ギ タル ハ 及バ ザ ルガ 如 シノ感 ナキ- 一 ァラズ 。故  一一 ^軍 理事 保障 ノ 程 変  一一 f ,  S- 乙參 

酌 シテ以 テ此等 二 關スル 俥 令 ヲ定 メタ"。 

他 =! 改正 條 約！！ ：！ 施ノ： = モ、 何等 差支ヲ ザルノ 餘地ヲ 存シ、 適 進行 ノ沾動 >  妨ゲ ザルブ 期シ、 以テ從 來蝓屈 セル^ 愔ヲ 洗滌 ス 

ルノ 措置 ヲ施 セリ。 

以上 ハ事 專ラ S- 法-一 關ソ、 ル モノ ナ" ト 雖モ、 地方 行政官 二 於テ モ亦 接  一 I 連係 ァ ル ノ 問題 ナ ル ヲ 以テ^^  二 終過ノ 大要ヲ陳 へ ！^ク 

/ 必要 ァ ル ヲ 思谁セ = " 諸 モ 亦- > ^ほ 行政 上ノ 蹦係 一一 就キ、 此意 プ以テ 措 セラ レン コトプ 希 M ス。 

次ぃで總^^は行政の耍諦を說き、 從來 治績の 擧ら ざり し 所以 を 「此 粗野 幼稚 ノ人， iM 對. ン、 我ノ 〈に衙 構成 複雜」 な 

るに 歸し、 迪んで の 任 選 は、 - しむ を 得ざる 場合の 外、 r 臺 灣中ノ 人物 ヨリ 推擧ス へキ」 こと を說 いた。 

牧 W  ノ 業ハ、 凡ソ 地方 / 人 y 安 5f セ シムル ヨリ 切ナル ハナ キ 十"。 而シテ 人 W  V 安 セ シ ムルノ 要、 一 一一 疑惯 ノ念ヲ 懐 力 シ メ 

ザル -- アル ノミ 0 

乃 チ ぬ ノ 容 ス ル 所、 總ジ テ  一 .al  -ー  出デ 、 政治 ノ 簡明 ヲ示シ テ 、 人- i-  ノ依ル ベ キ所プ 知 ラ；； ^ム ルヲ耍 ス 0  HIi! ヲ以 テ、 S- 乙ノ  •：！：：： 

一分 レ、 自然 命令 ノ- お々 一一 流ル 、ノ 弊ヲ； si- ゼザル n トー 一 カメ ザルべ カラ ズ。 

今此 目的 ヲ達 セント 欲セ \  、 地方 制度 ヲ 簡易 一一 シ テ、 事務 ノ 敏活 ヲ阖ル 一一 如 カザル 十 " 0 今^ ほ心ヲ 得ん. ノ點 一一 於テ、 彼/支那 

流ノ政 ー讅ル アル /狀ナ キ能ハ ザん モノ ハ何. ゾャ。 ！！ク此粗野幼稚ノ 人-i^ー  對シ、 ^；^ノぉ衙構成複雑ーー シテ、 其 命令 ハ動モ ス 

レ . パ -te ；々 -ー 分レ、 彼ノぉ^^草 一 一一 シ テ、 其 政 ヘリ ハ却テ  一^一 一  出ヅル -ー 歸^ スル听 アル -ー ョル モノ 十 キ-- 非 ズ。 (中略) 

^ 此仵撰  一一 M テ 一 一一 一." ス ベ キハ、 .；3.<員 ハ 務メテ 渡臺中 ノ. 人物 ヨリ 推舉 シ、 ビ ムヲ 得 ザ ル. /  tof 合 一一 非 レ.. ハ、 他 ヨリ 新-一任 W セ サルコ 

ト 二 注意 セ ラレ クシ。 "： た 衆人 皆悉 ク然ル ト云フ -ー 非ズ ト 雖モ、 渡 臺者ノ 意中 ヲ 推察 フ、 ル トキ ハ、 我が^ { 氷 ノ爲メ  -ー  盡^^セ ント 欲； 


ス ル ノ希 9V.-  -_ 出タ ル 者多キ  一一 ル モノ 卜 看 傚 サザル ヲ得ザ レ バ ナリ。 (中略) 

所裼 吏貝ノ 昇級 ノ如 キ其已 -1 年限 ニ達シ タル 者 ト雖、 此 一段落 ヲ見 ルノ 後チ、 {几 キ ヲ得テ 決行 スルノ 可 ナルヲ 知 レリ。 

-卜級 {»3 吏ノ 措置 ハ、 冗资ヲ 去リ、 精練 ヲ舉 ゲ、 彼 ノ剩餘 ヲ以テ 之レガ 不足 ヲ補ヒ 、吏員 ヲシテ 生計-一 困難 ナカラ シメン n トヲ希 

St.: ス 0 

總将は 更に 進んで、 土^ 政策に 論及した。 その 詳說は 第二 節に 讓る。 ^し 彼が 「三 段 警備 ノ說ノ 如キ、 其 未 ダ治臺 

ユ 痛切 ナル 所以 ヲ知 ラズ」 と 喝破して、 勇敢に 前任者の 方針 を變更 する こと を 明 一 百せ る は、 特に 注 Rr に 俯す る。 身 は 

軍人に て ありながら、 警察力 を 中心とする 民政 主義の 徹底 を說 くに あたり、 兒玉、 後藤 二人 者の 呼 の 如何によ く 合 

致せる や を 窺 ひ 見る ことができる。 

土匪 ノ害モ 亦 政治 ノ 邪魔 ナリ。 然 レドモ 土匪 ト稱ス ル者ノ 中-一 於テ、 其 ノ種錢 ァリ。 能ク 之レヲ 判別 シテ、 返 分スル n ト肝 要ナ 

リ。 一 概-ー 土匪 ヲ问 視スべ カラ ズ。 然ラズ ン バ却テ 政策 ヲ錯 ルノ 恐ァラ ン 力。 

此等ノ 禍害 一一 備 フル 機關ト シ テ 、 警察 及 憲兵 ノ  二種 ァリ 。嘗テ 聞 ク听 一一 依 レバ、 憲兵 ハ 警察-一 優 レリ ト。 今： -  一  施ノ 情況 ヲ觀 

察 スル 一一、 民政 上 寧 n 警察 ノ適仵 ナルべ キヲ知 レリ。 殊 一一 三 段 警備 ノ說ノ 如キ、 其 未 ダ治臺 二 適切 ナル 所以 ヲ知ル 能 ハズ。 

軍事 ノ敎 W ハ、 ヨリ 移吏ョ リ憲兵 ノ優レ ル アルべ シト 雖モ、 禍機 ヲ未發 -I 禦ギ、 其禍 ヲ利シ テ其福 ト化サ シムル ノ 妙，^ ァ ル ベ 

移察ノ 運用 - 一如 カザル 也。 設備 以來半 歲-ー モ至 ラザル ノ 今：：； -ー 於テ、 三 段 善備ノ 廢止ヲ 企圜ス ル 如キ、 朝ん 改ノ 嬸ナキ 一-非 ズ 

ト 雖モ、 其 可 ナラ. サルヲ 知 リテ之 レヲ改 メザル ハ快シ トセ ザん 所 也。 唯應サ 一一 漸ヲ 以テ之 ヲ行フ ぺシ。 

兵力 ハ國 家ノ 静寧ヲ 維持 ス ル -ー 於テ 一日 モ缺ク ベ カラ ザル モノ 也 。然レ ドモ 今日 ノ如 キノ 制ヲ執 リテ、 兵力 ヲ轴 分ス ル ハ 兵 カノ 

效用 ヲ奏ス ル能 ハザル ノ ミナ ラズ、 寧 a 用兵 ノ法 一一 於 テ頗危 險ノ恐 ァリ。 

义 兵力 ヲ要ス ベ キノ 敵 ナルャ 否 ヤヲ 詳 一一 セズ シテ、 K チ-ー 軍隊 ノ 偵察 ヲ出ス が 如キ、 或ハ 地方 官ノ 未ダ知 ラザル 一一 先チ、 ss- 隊， 

ビ -ー 討伐 ヲ試ミ ル ガ 如キ、 比 C 其 i=i シキ ヲ得ク ル モノ 一一  非ん 也。 
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第一 節 新 領土に 入る  II  二 

現今/  ^情プ-バ小ス ル 彼^：：ラ唯速 ニ歸顺ス ル / 道ヲ 得ン コ トヲ希望 ス ル が如キ モ ノ ァリっ 此際 ニ^リ §：3 察/妙 用ブ 利セズ シテ兵 

力 二  -  m スル/ 狀況 アル ハ 得策 卜云フ ベ 力 ラ ズ。 軍隊 ハ素 ヨリ 行政 i;. 祭 的， 敦 * ァ ル モノ  -ー  非ズ、 此/ 如キ 軍隊 ヲ以 -ァ、 M^0^ 

的ノ 務 一一 常ラ シムル ハ、. ^ 一一 其 常 ヲ失ス レバ ナリ 0 然レ ドモ 今之ヲ a 劇 一一 制スル ハ、 却 テ弊ヲ 隨 ス/ 恐ァ "0 漸ヲ 以テ 矯正 -ー 

カメ ザ ルべカ ラ ズ 0  (. 中略) 

土^ 政策と 並んで、 臺灣 統治の 難問題と された る 財政政策に ついては、 未だ 確然た る 方針 を 示す の 時期に 到らな か 

つた。 しかし 大體に 於いて、 事業 費 は 公債に より、 經常費 は 本島の 自力に よるとい ふ 大方 針 は、 この 論 示に 暗示 せら 

れた 通りに なった。 

臺灣 /財政 ハ國 庫-一依 賴セズ シテ、 漸次 獨立ヲ • 期 スル， 希望 ナリ。 今 n  ノ場 合一 1 於 テ其赏 施 ヲ見ル ハ 固 ヨリ 容易 ノ 業-一 非ズ。 且 

直チ -1 當初 ノ收入 豫算額 -I 達セ シムル 一一 至 ラザル べシト 雖モ、 令 後 ノ收人 一一 於テ ハ、 三十 年度 一一 比 シテ大 一一 せ加ノ 込 ァリ。 (中 

略) 

事業 費 ハ少ク モ 五、 六 千 萬 M ヲ要 ス べシト 雖モ、 コハ 公債 ヲ起シ テ费； 5^  - 一充 テ、 經常费 ハ 本島 ノ 自力 - 一依 テ之 レヲ 支辦セ ン コ ト 

ヲ m 的 トセ リ 0 今： M 迄ノ 調^ 上 ノ豫報 ヲ以テ 之 ヲ考フ ル トキ ハ、 三十 二 年度-一 至リテ 此方 針 ヲ以テ ー步ヲ 進ムル n ト、 亦 敢テ至 

難ノ 事業-一 非ル 也。 (中略) 

最後に 總 督は敎 育に ついて、 「漫 一一 文明 流ヲ注 人」 する ことの 危 險を說 くに 止まり、 その 方針なる もの を 明示し な 

かった。 これ また 後藤 局長の 意見に 基く ものなる こと は、 第 六 節に おいて 明かに する であらう。 

敎育ハ  一 ロモ忽 諸-一 付 シ去ル ベ カラ ズ。 然レ ドモ澄 一一 文明 流ヲ 注入 シ、 權利 義務 ノ 論-一 走ル ノ風ヲ 養成 シ、 新附ノ 人民 ヲシ テ不 

測 ノ弊資 ニ陷ル コト ナカラ シメ ンヲ期 セザル ベ カラ ズ。 故 一一 敎育ノ 方針 ヲ定ム ル -I ハ頗 考究 ヲ要セ サル へ カラス。 敎育素 ヨリ 必 

要ナ レ ドモ、 其方 針 並 一一 程度 ハ、 g!^ 考案 中 一一 シ テ、 寧 n 未定 ト云フ ノ外ナ シ。 諸 ト共 一一 今暫ク 熟慮 ヲ要ス ル ノ 問題 ト セ ン 0 一 


九、 宏壯 なる 官邸の 造營 

伯が 臺灣に 赴任した 時 は、 領有 以來 すでに 一 一年 有半 を 經てゐ たけれ ども、 その 統治 は 未だ 絡に 就いた ばかりで あり、 

總督 官邸の 如き も、 地方の 三等 郵便局に も 似た る、 貧弱なる ものであった。 

明治 三十 ヒ年、 一 tjs? を訪 うた 竹 越 與三郞 は、 その 著 「臺灣 統治 志」 (四む 0 11 四 七 ご に それ を敍 して 次の 如く 誌し 

てゐ る。 

ベルが 後藤 民政長官と 城內偏 隅の 一 街衝を 通過す る や、 後藤 氏 は.^ がた め 一 陋屋 を 指して E  く、 是れ 余が 初めて 赴 

任した ると きのせ 邸な りき。 民政長官の 家 巳に 此の 如し。 下极 官吏の 住居の 矮檢 なる、 推して 知るべし。 せ 吏に 

疾疫多 かりし も、 偶然に あらす と。 <f 「や 官邸 あり、 官舍 あり、 皆な 一 として 衞生 的なら ざる はなし。 余 は <Jr 日の 

宏 湖なる 市街 を 以てして は、 到底、 當 時の 狀態を 想像す る 能 は ざり き。 

かるが 故に、 伯 は 任地に 著く や、 先 づ總督 官邸の 建築に とりかから ねばならぬ 始末であった。 

かって 電光石火 のうちに 陸軍 撿疫 所の 大 設備 を 建設し、 また 後年 滿鐵 において、 東京 市に おいて、 入 IH を 驚かす ほ 

どの 大 建設 を 行った 伯が、 この 日本 最初の 新 領土に おける 手始めと して、 如何なる 總督 官邸 をつ くるで あらう か。 長 

尾 半 平 は、 當時を 顧みて、 次の 如く 語った。 

總督の 官邸 を 改造す る 時、 成る 入 は、 後藤に 任せて I はけば どんな 豫箅 をと つて、 御殿 を 造る かも 知れぬ。 と 評し 

たもの が ある。 伯 は 之れ を 聞き、 「臺 灣總督 は 我國の 南方 經營 の 王座で ある。 その 官邸 は 善美 を盡す べきで ある。 
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我犖 は直屬 の オペラ を 設けたい と 思った ので あるが、 それ は 時節 枘 遠慮し たので ある。 これ 位のお 邱を かれこれ 

云 ふ は、 我が 南方 經營を 解せ ぬ ものの 言で ある」 とい はれた。 

ところが、 いよく 總 I^SKIn 邸が 出來 上る と、 何の 故 か兒玉 は、 その 壯麗 なる 總权 "室に 入らなかった。 それ は訪 者に、 

幾分：^: 就の：：； を ら せた ものと 見えて、 竹 越 は 前掲 金 曰 (四： A 页) のうちに、 次の 如く 記して ゐる。 

< 小 を 作 へる 後 藤^: 政 長 {：: は、 多くの 客 窒房樓 を 示した る 後、 階下の 一 小窒に 至て n  く、 是ぞ 民政 長れ が總^ に：^ 

候して、 其 指揮 を 奉す る 間、 滯 せんが 爲 めに 作りし 者な り。 然れ ども 質素なる 總督 は、 自家の 爲 めに 作られし 

階上の ぱ 窒を 避けて、 政 長れ の爲 めに 作られし 此小室 をい：： 有する が爲 め、 尺 政 長 < に は 居るべき 窒を 有せす、 爲 

めに.^ は 之と 相對 する 祕 窒 に 入りて 寄留す る の：. しむ を 得ざる に 至れり と 。 

總れ が：；：^ 政 長 室に、 li^ 政 長 {i:: が 秘書れ 室に、 そして 秘書れ は 何處に 居室 を 定めた ので あらう か。 當年を 想望して、 

吾人 は 微笑 を 禁じ 得ない。 竹 越 は、 それ を總 傅の 「質素なる」 ためと 記して ゐる けれども、 兒玉 自身 はさう は 言 はな 

かった。 

『乃 木の は、 儉素 自ら ゆ を 持して ゐ るの ちゃが、 わしの はちが ふ。 あんな ピ 力/ \ した 室 は 俺の 趣味に 合 はんから ぢ 

や。』 

そこに 兒 玉の 面目が 躍如と して ゐる。 が、 何れにしても、 その 壯麗 なる 總督 官邸の 外觀 は、 島お の 服を歧 惑す るに 

足る ものが あった。 時 入 はこれ を 評して、 r 臺灣の 阿-お宮」 と 呼んだ。 

しからば 伯 は、 何故に、 かく も宏壯 なる {n^ を 建造した ので あるか。 それ は單に 彼の 性來の 大規校 癖に とどまる の 


であらう か.^ 

この場合 において は、 さう ではなかった。 由來 支那 人、 卽ち 彼の 統治 せんとす る 臺灣人 は、 物質的 人種で ある。 黄 

金と 儀禮 と、 壯 屋と宏 園と が、 彼等の 尊崇の 的で ある。 代の 詩人 すら、 「不覩 皇居 壯、 安知 天子 尊」 と 歌った C か 

かる 人種 を 統治す るに は、 宏壯 なる せ邱 も、 ：^: の 心服 を 買 ふ 一方 便であった ので ある。 

一 體兒玉 も 後藤 も、 一皮む けば 野人であった。 浴衣が けに 大 胡^をかいて 放談す る こと を 好む 底の 人物であった。 

併しながら、 一度 儀禮 となると、 努めて 金色 燦然た る 儀 服に 威容 を 正し、 むしろ 尊大と すら 見える ほどの 態度で、 人 

に 接する のが 常であった。  . 

この 一種の 二重人格 的 態度 を、 當 時臺灣 日日 新報に あって、 絶えす 兒玉、 後藤の 兩 入に 親炙して ゐた尾 崎秀眞 は、 

次の 如く 间 顧して ゐる G 

政治家と しての 兒 玉さん は、 實に？ -败 格： H 、の もので、 {に 邶に 居る 時 は 必す勳 章 を さげて、 -條 然として 本島 入に 接し 

てゐ ましたが、 日曜日に なると、 粗 衣な 著 流しに 藁 1^1 履な ど を 穿いて、 農民 を 相手に 路傍に 打ち解けた 話 を 交す 

と 云 ふ 風で、 昨日 {1;=^ で勳章 さげた 態度 は何處 へやら で、 或る時 は 揚文會 に 出て 本島人と 膝 突き合せて、 文事 を 

語り合 ふと 云 ふ 有様でした C 

昨の ド -ir 今の 野人、 それが 臺灣 統治の 一 つの 必要な 方便で あつたので ある。 また 齋 藤參吉 も、 この 兒玉總 ^の 業 

龙 しいば かりの 巡視 振り について、 次の 如く 語 つ た。 

然 らば 兒玉 大將 自身 は 何 をされ たかと 言 ふと、 先 づ島內 を 巡視され た。 H 、の 巡視 をす るに は 北京 から 態々 大きな 
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立派な 轤を取 寄せた が、 其の 轎は當 時 北京に 於いて 各國の 公使 等の 乘 用に 供した もので、 青色の 羅紗で 張られた 

上に、 擬齊珠 の ある、 如何にも 支那の 大 {R の乘る やうな 轎 である。 それ を 一定の 服装した 八 人の 轎 夫に 异 かせて、 

前後に 騎兵 一 小隊 を 付し、 堂々 として 臺灣 各地 を 巡視され た。 時の 人 は 之れ を 見て、 其の 行列の 業々 しきに 喫驚 

して、 非難す る 者 もあった。 

轤輿 すでに かくの 如し。 邸の 宏壯 なる は、 評 かるに 足りない。 しかも、 宏壯 なる 建築物 を 建て、 完備せ る 都市 設 

備を行 ふこと は、 臺灣に 赴任せ る內地 人の 腰 を 落 著 かせる ために も、 絕對に 必要な 條 件であった。 彼 は それ を 熟知し 

てゐ た。 當時內 地 人が、 臺灣 島に 渡って 来る 時の 心理 は、 主として 所謂 出 稼 人 根性であって、 t お 癘の蠻 地に 苦しむ の 

も、 立身出世の ためなら ば、 已むを得ないと いふ ほどの 考 へであった。 かかる 人々 をして、 新 領土に 安住せ しめ、 そ 

の 任務に 心魂 を 打 込ませ るた めに は、 不必要と 思 はれる ほどの 物質的 設備が 必要で あつたの である。 

彼が 總督 官邸 を はじめ、 せ 舍、 舍 宅の 設備、 延いては 都市 計畫の 完備に 全力 を擧 げたの は、 一 つ は そのため であつ 

た。 しかし 世人 は 多く 彼の 眞意を 解し なかった。 そして 臺 灣を訪 るる 人の 大多数 は、 その 宏壯 なる 設備に 一驚し、 .h- 

いで その 賛澤を 非難す るの が 常であった。 

それにつ いて、 新 渡 戶稻造 は、 次の やうな 興味 ある 插話を 物語った。 

私が 臺灣に 赴任して、 まだ 程ない 頃の ことで あつたが、 或る日の 夕方、 後藤 長官の 所から 電話が 掛 つて 来て、 何 

某と いふ 帝 國議會 の 議員が 来て 居る から、 話 相手に 晚 餐に來 ぬかと いふ 招きであった。 早速 行って 見る と、 其の 

人の 外に 別に 客 もなかった。 程なく 食阜に 著いて、 何の 話が あつたか、 今 記憶 しないが、 食後に 其の 議員さん が 


キ m  a /\ 室內を 見廻して 言 ふのに、 

「之れ は 大した 建築 だ、 東京で も 大臣の 官邸 だって、 之れ に は 迚も 及ばない の だ。 是れ が： 政 長官の {R 宅と いふ 

ので は、 總督の 官邸が 出来たなら、 どんな 立派な ものになる だら う。」 

と、 やや 冷笑的の 口調で 言うて 居った。 さう すると、 此の 問題に は 更に 觸れる 模様 もな く、 後藤さん は 机の 上の 

呼 鈴 を 鳴らした。 纏て 給仕が 來 ると、 

「オイ 半紙と 说箱を 持って来い。」 

と 命じた。 之れ に は 議員さん も 僕 も 一寸 變に 思った。 話題 を 全く 無視した 樣 子に、 これ は を かしい と 思った が、 

それ 以外の こと は 何とも 言 はない。 間もなく 給仕が 命令 通り 紙と 说を もって 來 ると、 後藤さん は 立 上って、 其の 

議員に、 

「君、 今 首 つ た こと を是れ へ 書いて 置いて 吳れ給 へ 。」 

と 言 はれた。 議員 は 聊か 驚きの 眼 を 以て、 

「何 を 書く の だ"」 

「何 をと いって、 君が 首うた こと を 書いて 置いて 吳れ c」 

「今 言うた ことと は  ピ 

「，1 ャ 此の 官邸 は 民政長官に は 立派 過ぎる と言うた ではない か。 あの こと を玆に 書いて、 年月 nz を 記し、 1?;^ の議 

員の 資格と 姓名 を 書いて、 判を捺 して れ。」 
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變な こと を 言 ふと 思った けれども、 如何にも 眞面 n: に 一 百 ふので、 どうも を かしい と 僕 も 思った。 議員 は 勿！ 11 のこ 

と、  . 

「どう 云 ふこと だい、 こんな こと を 書いて ー體 何に する。」 

「何に するとい ふこと は 分り さうな もので ないか。 我輩の 設計に 依れば、 二十 年を經 すして、 臺灣に 於いて あら 

ゆる 方面に 進歩と 改良 を實 現したら、 こんな 家な どと 云 ふ もの は、 屬宫 共が 住む やうな ものにす るので ある。 現 

にな r 日で も、 各國の領事館などは是れなどょり遙かに立派^^ものだ。 日本が 臺灣を 領有して、 其の 長 {R たる 者が 

長屋 伐 ひ をして、 备國に 對し. 何の 面目が あるか。 さう 思った から 是れ 位の 家 を 建てさせた。 況んゃ 總督の 官邸の 

如き は、 帝國の 威嚴を 海外 人に さへ も、 斷然 判らし める 考 へで、 之れ を 造る 镜り である。 けれども それ は <fr 急に 

建築 も 出来ない から、 取敢 へす 此の 家 を 造らせた の だ。 それ を 見て 苟 くも 帝 國議會 の 議員と でも 稱 する 人が、 之 

れは 長. おのお 邸と して 立派 過ぎるな どと 云 ふ 考へを 抱く に 於いて は、 將 來臺灣 の 統治 上 寒心 せざるを得ない。 僕 

は？ 1?； の 言 ふこと を 書付に 取って 5 はいて、 二十 年後に なって、 議員 さへ もこん な ケチな 人間が あつたと いふ ことの 

證明 にしたい。」 

鼓に 至って 議員さん はや や 狼 狼した 體で、 さう 云 ふ 意味で はない とか、 何とか 辨明を 始めた が、 

r ィャ 外に 意味の 取り 様がない。 帝 國議會 の 議員の 話と して、 日本 國 民の 尻の 穴の 小さい 證據品 を 取って、 今後 

發展す べき 日本人の 警戒に したいから、 是非 書 い て れ。」 

頻りに 迫った ことがあった。 議員さん もこれ に は 弱って、 殆ど 謝罪 せんば かりに、 色々 と 長たら しい 辨明 をした 


が、 途に それ も 有耶無耶に 終って、 それから 珈珠か 何 か 飲んで 其の儘 別れた ことがあった。 

一 〇、 兒 玉の 頭と 後藤の 頭 

玆に 吾人 は、 少しく 立 止まって、 兒 玉と 後藤との 頭 腦を觀 察して 見たい。 そのこと は 以て 彼等 兩 人が、 至難な りし 

臺灣 統治に 成功せ る 所以 を、 說明 する のよ すが ともなり 得べき が 故にで ある。 先づ新 渡戶稻 造の 談話に 聽 かう。 

後藤さん の 特徵と 云 ふの は、 能く 一般に 頭が 宜ぃ やうに 思って 居る 人が 多い けれども、 私 は 頭の 宜 いのが 特徵だ 

と は 思 はぬ。 私の 見る 所では 能 を 以て 特徵 とする ので はなく、 それ はせいの は 人並より は {儿 いか 知れない けれど 

も、 併し 頭の {且 いこと を 言うたならば、 寧ろ 兒 玉さん の 方が すっと 上 だと 思 ふ。 例へば 技術の 點 のこと でも、 港 

灣の 修築の ことで も、 或は 私の 殊に 與 つて 居った 殖產 のこと でも、 臺灣 の. 製糖の ことな どで も、 藍の 栽培の こと 

に 付いても、 さう 云 ふやうな 技術的な 話 をしても、 まあ 兒 玉さん に 話 を すれば 十分で 分る ことならば、 後藤さん 

は 矢張り 二十 分 位は掛 つた やうで ある。 尤も さう 云 ふやうな 話 を 私が 聞いたならば、 どうしても、 二 時間 位は掛 

ると 思 ふ。 後藤さん は 吾輩に 比べれば 高位に あった けれども、 兒 玉さん に比べれば、 矢張り 頭の 分り 程度、 理解 

の 程度に 於いて は、 大分 下って 居る ので ありませ う。 兒 玉と 云 ふ 人 は 其の 點は 偉い もの だ。 まるで 電光の やうに 

ピ 力-/ \ する 能 さを呈 して 居て、 身 體全體 が 花火で も あるかの 如く ピカ/ \ して 居って、 彼の 話なら どんな 話で 

も、 聞いて 居って、 能く ピリく と 其の 理由 を 述べ 出したら、 其の 整然として ゐる こと 驚く 程であった。 

以て 兒 玉の 頭 腦が、 いかに 銳利 俊敏な りし か を、 想像す るに 足る。 この 點 について は、 新渡戶 夫人 萬 里子 もまた、 
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次の やうに 物語った ことがある。 (M みに 夫人 は、 生れ は米國 で、 日本語 は^ど 使 はない 人で ある，」) 

私が はじめて、 兒 玉さん を 一 人で、 お 尊ね しました とき、 總督の 外、 あいにく 誰れ もゐ ませんで した。 すると 總 

督は、 私 を 見るな りすぐ 立って こちらへ 来られて、 「あなた は 新渡戶 さんの 奥さんで すか」 といって、 窒內に 案 

內 されて、 日本語で 色々 とお 話 をお はじめにな りました。 さう して 私の いふ 英語 は、 お 解りに ならない の ださう 

でした が、 それで ゐて、 實 によく 合 槌を打 たれて、 私 は 言葉の 通じない 人と 話して ゐる とい ふこと を 忘れる ほど 

でした。 

私 は 生れてから 會 つた 一 番頭の 鋭い 人 は、 兒玉大 將とミ ス • シド モア ー だと 思 ひます。 

然 らば、 後藤の 頭の 特徵 は、 いづれ にあった か。 新 渡戶は つづいて、 次の やうに 語った。 

併し あの人 (後藤，) は の 人であった。 感 家 だから 色々 な ことに 氣が 付き、 各方 面 を あれ も是れ もと 云 ふ 風に、 

多情と 云 ふか、 感 の 種 が 多い 人で ある。 それ を 頭で 統一 しょうと 云 ふ、 其處に 彼れ の 苦心が 存在す る。 其處 

が 頭の 用 ひ 所で ある。 故に 伯 はよ く 一 百って 居った。 

一— 私の こと を 大風呂敷と 云 ふけれ ども、 やって 居る 所 を 俺が ぐっと 引 張る と、 何もかも 一緒にな つて 引 捲いて し 

まふよ-」」 

と 云うた が、 實際 其の 通りであった のです。 併し 其の 中に 統一 は何處 かに 在る" 自分が 說明 出来ない けれども、 

本能 的に 統一 の ある こと を 感じて ゐ るの だ。 

さらに 新渡戶 は、 別の 機會 において、 伯に つき、 次の 如く 語って ねる。 


する 所、 若し 伯が 靑年 時代の 專門 を繼繽 して、 醫師 となったならば、 その：^^^察法の如きは、 ：g る 意表に 出た も 

のが 多かった らう。 何故 なれば、 何事に 當る にしても、 伯の 觀察 はた だに  一 W 部に 止まらなかった。 必 すその 關 

係 ある 他の 事衲 にまで 考へ が 及んだ から、 .暴に病がぁれば足に異狀がぁるゃt^^aゃを^ねる風がぁった。 せて いは 

れたー 百に も、 

r 俟は 種々 なる 事枘を はじめ、 それ を それん \ の 專門學 者に ゆだねて ゐ るが、 自分の 考へ では、 何れも 述 鎖して 

ゐて、 ぐうつ と 親 ひも を 引 張れば、 3： も かも 附 いて 來る樣 に 仕向けて ある CI 

と。 これ は 徒らに 誇った 言葉で なく、 實際 伯の 頭は必 十し も 明瞭でなかった にしても、 ボン ャリ なりと も、 知識 

の 5^ 合觀 念が、 常に 眼界に ひらめいて ゐ ると 思 はれる。 恐らく 伯と 共に 學 問の 話 をした 人 は 私と 同感で あらう。 

折々、 伯の いふ 事が 多岐に わたる やうで、 中心 を缺 いたり、 甚 しき 時 は、 思想が 支離减 裂して、 歸 する 事な き 印 

象を與 ふること もしば- あった。 議會に 於け る 答 辯 すら、 往々 にして この 識りを 一 父け た。 然るに 伯の 頭の 屮の 

懒 きを 觀 察すれば、 怫敎 C いは ゆる 四 法界 觀と稱 すべき 智 能の 働きではなかった らう か。 卽ち 事象の^ 界も理 の 

世界 も 離れ^って、 何事 も 何物 も、 悉く 相ず： に融卽 せる *1 界に、 全く 入る までに 至らなく とも、 その 人口に 逹し 

た 趣きが ある。 この 高き 見地より、 諸般の 學問を 見渡した ものと、 私は觀 する。 高き 山より (八：； 底 を 見る 明が あつ 

たから、 伯 は 瓜 や 茄子の 花 を 見ても、 樱ゃ 梅に 劣る とせす、 櫻 や 梅 を 研究す るの 心 を 以て、 1^ゃ茄子の硏究を將な 

勵 した。 

此處に 一 つの ヱ ピゾ ー ドが ある。 それ は 伯が 少年 時代に、 勝 海 舟に 會 つたと いふ 話であって、 伯が 新 渡戶に 語った 
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ところ を、 伯の 殁後、 新 渡 戶が思 ひ 出して、 公開の席で 述べた ものである。 

是れは 皆さん もお 聽 きになった かも 知れません が、 後藤さん が 若い 時、 を 修めて 居られる 頃、 偶 i 東京 見物： 

に 来られた。 友人が、  j 

「君 東京 見物に 来た 以上、 淺草ゃ 上野の 見物 も-: N いが、 それより 偉い人 物に 逢って はどう だ。」  一 

「^もさう 思 ふ。 併し 書生 ッ ぼに は 誰れ も 逢って は 2K れ まい。」  _ 

「誰れ か 逢って 尺れ る だら う。」  •  一 

「ところで ー體、 今 偉い とい ふの は 誰れ だ。」 

「先づ 今では 西鄕 隆盛が 日本一 だか、 其の 人 は 東京に 居ない。 次 は大久 保と いふ 人 だが、 なか/ \ 忙し さう で、 一 

そ^に また、 隨分嚴 格な やかましい 人で、 一寸 逢って は L 尺れ まい。 其の 次に 勝 安房と いふ 人が ある。 此の 人なら 

吃 度 逢へ るに 逮 ひない c」 

「さう か、 それ ぢゃ 其の 勝 安房と いふ 人に 逢 ひたい もの だ ナ、， -」  一 

「よし 添書 を 貰 つて やらう c」 

とい ふこと になって、 どなた からか 知りません が 添書 を 貰った。 それから 後藤さん、 勝さん の 所に 往 つた。 こち 一 

らに這 入れと 案內 されて 座敷に 通った 所が、 氷 m 町の 小さい 屋敷の 小さい 座敷で、 丁度 勝 安房さん が、 差 出した； 

添書 を 讀んで 居られる —— それから 後藤さん の 話に 依る と —— 勝さん は、 眼鏡 を 募の 先き に 掛けて 讀んで 居られ 一 

る。 それ を 後藤さん が、 どうも あの 服 鏡が 4r にも 落ち やしない かと 心配で ならなかった。 やがて、 勝さん は 服 翁： 


の 隅から ジ a  /\ と 乎 紙 を 讀み つ つ こちら を 見て、 

「お前、 翳 者の 稽古して 居る か：」  . 

「さう です：」 

一 それならば 此の 頸の 筋肉の 作用ぐ らゐは 知つ て 居る であらう C, 一 

一 ハイー 通り は 心得て 居ります ご 

一 どう 心得て 居る：」 

「それ は その 何とか 云 ふ 筋肉でありまして •：：• ノー 

「そんな こと はどうで もよ い、 俺の 訊いて ゐ るの は、 頸の 筋肉の 働き だ。 いい か、 首 はかう して、 左右に 動く だ 

らう-"」 一 

「はい。」 

「それから、 かう して、 上下に 動 くだらう。 一 

「はい ビ 

「ところで だ。 それだけ か。」 

そこで 後藤さん が、 默 つて 居られる と、 

「そ こぢや、 この 外にもう 一 つ 大切な 頸の 筋肉の 働きが ある。 それ はか うぢ や c」 

さう いって、 勝さん は、 す I- つと 頸 を 上に 伸ばしながら、 

第一章 臺灣 民政長官  五三 


第一 節 領 土 に 入 る  五 四 

「な、 これが 一番 大事な、 頸の 筋肉の 働き ぢゃ。 人間と いふ もの は、 上下と 左右と は、 誰れ でも 見える。 しかし 

頸 をのば して、 先き を 見る ことができない。 もうこれ で 四方八方 行き 詰った と 思った ときで も、 す— つと、 頸 を 

仲ば して 先方 を 見る と、 まだ- -餘地 は ある。 これの 見える 人間が 偉い の だ。 この 頸の 作用が むつ かしい の だ。 

誰れ でも 牛 口の こと は 見渡せる もの だ。 ところが、 何 か 事が ハツと 起った 時分に、 慌てないで、 向う の 方 をズッ 

と 祝 通す、 此の 作用 を覺 えて 居なくて はいけ ない ぞ c」 

と 勝さん がー 一一 a はれた と 云 ふ 話 を 私 は 二、 三度 聽 きました が、 それが 爲 めに、 自分 も それ を 心掛けて 居る と は 一 百 は 

れ ません けれども、 あの 話 を 幾度 か 繰 返される 所 を 見る と、 それが 後藤さん の n 顷の心 懸けでなかった かと 思 ふ 

のであります。 

旣に第 一 卷の 始めに 引用した 齋藤實 の 言葉に も、 「後藤 は 小さ いとき から 先き の 見える 男でした」 と ある やう に、 

伯は將 來を豫 見す る 力 を 具へ てゐ た。 しかし、 それが ために、 いつも 時代より 先き に 歩いて、 ために 色々 と M 間に 波 

调を 起し、 また 自へ刀 もしば-/, ^困難に 遭遇した。 

これ を 彼 自らが、 ： 几お に 托して いった 話が ある。 長 尾 半 平の 物語る 次の 話が それで ある。 

臺灣で 或る時 伯に お 俘して、 生蕃 界 にある 山に 登って、 景色 を 眺めて 居った 時、 

「遠眼鏡 一人で もてば E 非つ くり」 -  , 

とい ふ 狂歌 を 紙片に 書いて、 私に 見せられた ことがあ つたが、 何 を計畫 される にも、 いつも 先き の 先き を 見 透し 

て、 次の 時代の 利益 を考 へて 云 はれる ので あるが、 これ を 聞く ものに は、 それだけの 視野 も 持た す、 遠視 力 もな 


いから、 御 自分で もこ まられ、 人々 にも 迷惑 を かけた こと を 想起して、 皮肉 的に 歌 はれた ものと 察した ので あつ 

た。 されば と 云うて、 故 伯の 計畫 は、 詩人の 夢の やうな もので はなく して、 孰れ も科學 的の 知識に 基礎 づける 立 

派な プランであった。 しかし 故 伯 は、 自分で 其の 案 を淸圭 曰 はされ なかった。 大抵の 場合に は、 稿 草 稿の ままで 

示される 事が 多かった から、 之れ を 授けられた ものの 力量の 如何によ つて は、 折角の 名案 も 其の 眞價 を發^ しな 

いで 濟んで 仕舞 ふこと もあった。 さう いふ 場合に は、 故 伯 は 深く も^めす して、 自分の 考へ は、 ：a ハの當 時の 周 ZE 

環境に は、 まだ 無理な のかと、 諦めて 居られた やうであった。 

しかし、 们 のこの 「遠眼鏡」 は、 ただ 單 純な 想像力の みの 所產 ではなかった。 彼 は极抵 において 科學 者であった。 

ゆ ゑに その 奔放 自在 なる 空想力 は、 いつ も 分析 的 科 舉精祌 の 批判 を 一 けて ゐた。 若し 伯に この 科學的 修業 がなかった 

なら、 伯の 天馬 行 穴ェ的 想像力 は、 却って 伯の 一 生に 累 ひした かもしれ ない。 

は、 「枓學 者 的 政治家， 一 を もって 自ら 任じて ゐた。 さう して、 他の 「新聞 的 政治家」 や、 「雜； Hi 的 政治家」 を、 

輕視 する 風が あった。 これにつ いて、 水 野 鍊太郞 は、 次の ごとく 語った。 

伯 は 時々 奇拔の 言 を 叶く ことがあ るが、 常に 斯うい ふ 事 を 一一 目 はれて 居った。 「べマ 日の 政治家 は 新聞 知識の 外 はな 

い C 稍え 進んだ もの は雜誌 知識 である 。學術 的 書物に 關 する 知識 を 有す る もの は 殆どない 。卽ち zeit.lss.s  politikcM- 

(新聞 的 政治家) が 普通で、 少しく 進んだ もので も Zeitschriften  pclitikel- (雜誌 的 政治家) 位の もので wissel 一- 

schaftlidlc ン velt—lwlitikor  C 科學的 界 政治家) は 一 人 もない」 と 言って、 現 時の 政治家 を 罵倒して 居た。 
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一一、 人材 招致 

伯 は 平生、 口癖の やうに 「 一 に 人、 一 一に 人、 三に 人」 といって ゐた。 それ はナボ レオンの 「一 に 金、 一 一に 金、 三に 

金」 と 言へ るに 對 しょうと いふ 稚氣 も、 多少 はあった であらう。 しかし、 これ は 彼の 眞實 の考 へであった。 

彼 はよ く 人に 欺かれた。 また 飛んでも ない 人間に 感服し もした-. ^ けれども それ は 彼のみ の 有した 弱點 ではない〕 人 

間 を 見る こと は、 困難 事 中の 困難 事で ある。 

しかし 彼が、 人物に 與味を 持ち、 人間の 才能 を 十二分に 活用せ しめようと いふ 熟 意 を 持って ゐ たこと だけ は、 確か 

であったり 殊に 彼の 臺灣 時代 は、 人材 を 集め、 これ 等 をして 十分に 驥足 を展 ばさしめ たと きで ある。 換ー百 すれば、 彼 

の臺灣 統治が 成功せ る 因の 一 つ は、 人物 を 集めた 點 にあった とい ふこと が 出来る。 彼 自ら も 亦、 しば この 一事 

に 言及して、 

『臺灣 の 經營が 立派な 成績 を收め 得た の は、 優秀な 技術者 を 重く 用 ひた 結果に よるので ある。』 

と 言って ゐた。 然 らば 臺灣 民政長官 時代の 伯の 周 園に は、 如何なる 人 村が 集められて あつたか。 

先づ、 政 長官と 並ぶべき 地位に は、 石 塚 英藏が 勅任 參事官 として 赴任した。 さらに 財務 局に は 祝 辰 巳 あり、 土地 

調 杏：：^ 及び 專賫 局に は 中 村是公 あり、 殖産 局 及び 搪務 局に は 新 渡 戶稻造 あり、 土木： S に は 長 尾 半 平、 鐵道 局に 長 谷川 

謹 介、 醫院 及び 翳學 校に 高木 友 枝 あり、 又舊惯 調査に 岡松參 太郞、 その他 宮尾舜 治 等の 人物が あった。 これら は 何れ 

も 民政長官 後藤 新 平 を 助けて、 一 心同體 となって、 新 領土 統治 を 成功せ しめたる 殊勳 者であった。 そして 彼等 はまた- 


それぐ 後に 獨自の 境地 を柘 いて、 名 を 成した る 人々 であった し 

ただ 一人、 石 塚英藏 だけ は、 後藤 を 巾 心と する この グル ー プと、 何 かしら 祈 合 ひが 惡 かった。 ために 當 時の 風評に 

據れ ば、 石 塚は兒 玉、 後藤の 御目附 役と して、 中央政府から 駐臺を 命ぜられ たので あると いふ 風評 さへ あった も C で 

ある。 しかし 長 尾 半 平 は、 この 事實を 否定して 次の やうに 語った。 

石 塚 氏 は、 大學 卒業後 法制 W に 入った。 その 頃 法制 お に 人る もの は 成績の 最も 優秀な もので、 その 次の ものが 大 

藏、 內務 等に 入った ので ある。 兒玉 總督が 赴任す る 時、 伯 は 民政 長、 石 塚 氏 は 參事宵 長と して 赴任す る ことに 

なった し その 時總； 1" は、 後藤 君 は 民政 を、 石 塚 君 は 法制 を、 而 して 我輩 は 軍政 を 治め、 三人 鼎 足の 勢 ひ を 以て、 

言 5f5 灣統 治の 大業 を 完成した いとい ふ を 述べ られ た。 つまり 三人 肩 を 列べ て、 大任に 當 らうと いふので あるが、 

せ 僚 J!E ちで 法制 中心の 石 塚 氏 は、 いは ゆる 生物 學的 則で 植ぉ地 經營を 行 はう とい ふ 一 一人と は、 极本 C 見方が^ 

ふ。 赴任す ると 直ぐに それが 分つ て 了 ふ。 ^し 本人 は 飽くまで 三人 鼎 足で 臺灣を 治める の だと 信じて ゐ るいだ か 

ら、 自然 それが 態度に も 現 はれて 來る。 從 つて 人との 折 合 もしつ くり ゆかない。 自分で も 面. n くないから 人と も 

-ハ. ^ひ を 生じお かった。 恐らく 氏と 喧啤 しない ものはなかった であらう。 

この 石 塚 を 除く の ほか は、 ^ど 全部、 伯の 子！： ともい ふべき 人々 であった。 しかも {じ 史の 選任 は、 尺 政 長れ に 一任 

されて あつたた めに、 伯 は 朝野から 自由に、 人 村 を拔權 する ことができた。  • 

故に 伯が、 如何なる 人物 を、 如何なる 標準に よって、 簡拔 した かとい ふこと によって、 行政 家と しての 伯の 手腕 を- 

秤 量し 得る であらう。 これにつ いて、 高木 友 枝 は 次の 如く 語って ゐる。 . 
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セ53^灣£^政長宫時代は、 後藤さん が 總て人 を ffi 用す る こと を委 されて 居った。 ゆしながら、 後藤さん が W5f: 灣に 連れ 

て 行って やらう と 言って、 連れて行った 人 は あまりない。 謂 はば 後藤さん の 方から、 どうぞ 來てぉ れと複 みに 行 

つて、 連れて来た 人が 多い。 是れ が當時 臺灣に 人の 揃った 所以で ある。 まづ新 渡戶稻 造さん、 あの人 は殖產 W 長 

心得と いふ 名 n であった。 資格が ないから； S 長に はなれない、 H 、の 人 を 頼む にも、 自分で 度々 行って、 是非 來て 

=jK れと言 つて 賴ん だものら しい。 だから 其の 頃 集めて 来た 主なる 人 は、 雇 はれる 方から 條 件を附 けて 來 たもの も 

あった。 さう いふ ことで、 り 人 を 集める ことに 非常に 苦心 をした とい ふこと が 解る。 其の 頃の 人衬 として は、 

祝 K じ、 中村是 公、 鈴 木 {ポ 言、 宮尾舜 治、 大 島久滿 治、 長 尾 半 平、 鹿 子 木 小 五郎、 長： へ：： 川 _s」 介、 關屋處 三郞 諸君 

の 如き、 雲の 如く 集まって 居った。 

それから 當時 高等 宫 中に 東北 地方の 人が 割合に 多かった の は、 後藤さん の緣 故で 東北の 者を述 れて來 たとい ふ 風 

に 見た 人 も あるが、 それ を 仔細に 觀 察して 見る と、 元から 知って 居る 人 は 殆どない ので、 唯 其の 時の 時勢 は 詰り 

藩 問 時代であった から、 東北 出身の 者 は 手腕が あっても 用 ひられなかった。 それ故に 臺灣の やうな 新 領土に 於い 

て 一 つ 働いて 見ようと いふ 考へ を 起した ことと、 一 方の 人衬を 探す とい ふこと とが 一致して、 それで 東北人が 比 

較 的に 多かった やうに 私 は 見て 居る。 

新 渡戶稻 造が、 臺灣 赴任 を 承諾す るまでの 經緯 は、 前卷 (第一 卷 第三 章 第五 節 七) に 記した 通りで あるが、 さらに 新 

渡戶 は、 彼が 米國 より 歸朝、 神戶に 上陸して 以来の 始末 を、 次の 如く 語った。 以て 伯が、 如何に 人 を 遇する に 意 を 用 

ひ たかを、 知るべき できる。 


祌戶 につく と、 總督府 の 役人が 迎 へに 出て、 すぐに 東京に 來た。 停車場に は、 後藤さん の 代理が 出て ゐて、 

「お疲れ だら うが、 この 足で 訪問して 貰 ひたい C 後藤 自ら 迎へ ると ころで あつたが、 イン フル イン ザで 四十 度 近 

い 熱が あるた め、 外出が かな はぬ。 御苦勞 だが すぐに 立 寄って 貰 ひたい：」 

この 時 も、 如何に 後藤と いふ 人が 性急の 人で あるか、 わが 輩の 如き 一介の 書生 を迎 ふるに かく も禮を 厚く し、 ま 

た 病氣を 冒して 面會を 求める と は、 如何なる 人物なる か、 わが 輩 少なから す 好奇心 を 抱いて、 同氏の 邸宅に 赴い 

た。 後藤さん は 一室に 寢 床の 中に 横 はって、 枕許に は 薬瓶が 二、 三本あった。 わが 輩の 室に 人る や、 

「長い 旅行で お疲れの ところで あらう に、 早速 御足勞 かけた が、 私 は 熱が 少し 高い ので 外出 は 勿論、 床 を 離れる 

こと さへ 禁ぜられて ゐる c」 

と挨後 をした。 ， 

わが 輩 も 月並の 挨移 をして、 今囘御 推薦 下されて 有難い とい ふやうな 意味 を 述べた。 さう するとい きなり、 

「君 は 役 入になる 镜 りか、 それとも^ 人 はい やなの か ノー 

一役 人が いやと いふ 譯は ありません。 北海道の 奉職 を 止めた の は、 役人が 嫌な ので はなく、 全く 病氣 のた めな の 

でした。 さう して 今度 私 を 採用 下さる について は、 役人と してで はない のです かこ， 一 . 

「^入と すれば せ 等な どに 制限が あるので、 贵 方の 履歷 によると 五等官 以上の 技師より 高く は 出来ない さう であ 

るが、 然し もし、 入で なく 囑 託と かいふ 名義に すれば、 俸給 は 幾らでも 君の 望まる る だけ、 出す ことが 出来る： 一 

「さう いふ 規則 は 私 は 不案內 です が、 これから 生活す るに 他に 藝 もありません から、 矢張り 低く とも^ 人になる 
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より 他に 道がない と 思 ひます。」 

「ただお 氣の 毒な こと は、 係 給が 五等宫 に相應 する ことと なれば、 よくいって 四 級 俸 以上に は 規則が 許すまい。 

もし 嘱託なら 五 千で も 六 千で も 出せる c」 

「私 は女郞 ではない から、 金で 身 を 賣る考 へ はない のです。 豫て 友人から あなた は 面白い 人 だと 聞いた から、 そ 

れ なら 仕 へ てみ ようと 思つ て、 條給 はどうで もよ ろしう ございます。」 

と 答へ ると、 後藤さん は 11: く 目をつぶって 默 つて ゐ たが、 熱が 高まって 苦しい ので あらう と 思って、 収を 告げよ 

うとした。 その 時 また 眼 を 開いて、 

「よく 解った。 有難う。 これから すぐ 御苦勞 だが、 兒 玉總督 のと ころに 行って くれ 給へ。 總赞も 多分 同じ こと を 

問 くだらう が、 その 時 は 今の やうに 答へ ておいて くれた ま へ c」 

これが 今にも 忘れな い、 わが 輩が 後藤 伯に 初對 面した 時の 記憶で ある. - 

その後 數 n を經 すして、 わが 輩は毫 灣總^ 府の 技師に なった ことが、 新聞に 見えた。 しかもれ 等 は 五 等で 体 給 は 

； 級 僚と 揭げ てあつた。 

わが 輩の 叔父 は 何 かの， おりで あらう。 -K 等と 給が こんなに 逮ふ譯 がない といった。 しかるに 翌日 届い た 辭令書 

を 見る と、 全く 新聞の 報す る 通りであって、 その後 過分の 傣給 をき々 受けて をった が、 勿論 わが 輩は滿 足して を 

つた けれ 共、 殊更 この 儀に ついて 總ぉ = や 長 〈：：^ に、 禮を いふ 氣 にもなら なかった。 

然るに 四、 五 年を經 て、 ある 宴會の 席上、 色々 の.；^" 話 を さるる 時、 後藤 伯 はわが. S に 向って、 


I, *? は^に 有難い とも 思 ふまい けれども、 總： $： 府で 初めて 任命した 時、 傣 給に つ いて 內務 省で 大 をした こと 

があった。 それ は 他で もない。 君の 俸給 は 官等に くらべて 多過ぎる、 甚 しい 異例と いふので、 なか/、 承知し な 

かった。 あの 時 は 僕 も 大分 議論 をした よ-二 

と 種々 述べられ たが、 その 中、 祕書 せから 顚末を 聞いて、 いかに 同 伯が わが 輩に 對 して 好意 を 有せられ たかを 聞 

いて、 初めて 更 めて 謝 辭を呈 した ことがあった。 

次に 當時ー 土木 技師に 過ぎなかった 長 半 平 を、 土木 ：iS 長 心得に 擧 用して、 土木 行政に その 手腕 を發揮 せしめた 經 

緯 について は、 長 尾 自身が 次の 如くに 語って ゐる。 

故 伯に 關 する 自分の 記憶 は 明治 三十 一年の， ん. 一、 故 伯に 懇望 せられて、 綺玉縣 の 土木 課長より、 臺灣 總督府 へ轉任 

する 時から 始まる ので ある G 

最初に 後藤さん とい ふ 人 は 成程 評判 の 通り 變 つた 偉い 處の ある 人 だと 思った の は、 內務省 の 土木 W 長の 部屋に 於 

ける 初對 面の 時であった。 それ は 埼玉縣 知事が 自分 を 離したくない とて、 中々 後藤さん の 要求に 應 じない ので、 

知事 を 叱りつ ける と 意氣卷 いて 居られた から、 

「鬼に 角 人の 處の もの を 取 るんだ から、 よこさな いからと て、 叱る 事 は出來 ますまい c」 

と 云ったら、 故 伯 更に 聲を勵 まして、  . 

「ィ ー ャ 叱って やる。 苟も <fr 日 ー縣の 知事た る ものが、 我が 帝國の 南方 經綸の 大方 針の 意義 位 は 解って 居らねば 

ならぬ 害なる に、 それが 解って 居らない 奴 だから 俺が 叱って やる の だ。 この 帝國の 大目 的の 爲 めに は、 一 縣ゃニ 
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縣の 都合 位 を犧牲 にして 何で あるか- ■! 

と 云 ふ 論鋒に は、 敬服 させられた のであった。 

以て、 人村拔 擢に對 する 伯の 當 時の 意 氣 込み を 窺 ふこと がで きょう。 

一二、 火の玉の やうに 

後に 伯が 男爵 を 授けられた とき、 世間 は 呼んで ー蠻 1^」 といった。 さう して、 それが 終生 伯に 附き 纏った。 それ は 

二重の 意味に とれた。 一 つ は 伯が、 臺灣 統治の 事業の ために 校 けられた 爵位で あると いふ ことであった。 しかしい ま 

一 つ は、 伯の 精 i5h にして、 處嫌 はす 奔馳 する 野性 を 指した のであった。 殊に この 第二の 意味の 方が 天下 多数の 感じで 

あった。 

伯の 臺灣 赴任 は 四十 二 歳の 男盛りで あり、 相 馬 事件の 欝愤の 未だ 放散し 盡 さざる ときで はあり、 加 ふるに 一 か 八 か 

の 一 大睹博 を 新 領土に 試みん とする 覇氣冲 天の 祈で もあった ので、 その 鋭鋒 は 到底 當る ベから ざる ものが あった。 

彼 は その 渾身の 情熱 を傾盡 し、 まるで 火の玉の やうに なって 仕事に 掛 つた。 その 有 樣を新 渡 戶稻造 は 語って いった。 

『調べ 事が あれば、 徹脊 する こと 等 は、 普通 一般の ことであった。 公務 上 思 ひ 立った 事が あれば、 夜が 夜中で も、 屬 

僚 を 呼 ひ 起し. 自ら も^る ことなく 休む ことなく、  I しい ものであった c』 

自分が そんな 風であった から、 周 園の 人間が、 少しで も 愚圖々 々して ゐ ると、 怒聲が 百雷の やうに 頭上に 落下す る。 

さう して 口から 出 まかせの 惡ロ雜 言 を 浴びせ かける。 


『貴樣 は 一たい、 三度の 飯 を どこへ 食って る！』 

部屋へ 人って 来た 人間に、 いきなり 頭から 怒鳴りつ ける の だ。 それが 時折、 その 失策 をした 本人で ない こと も あつ 

た。 そんな こと は 彼 は 一 向か まはなかった。 渾身の 情熱が むづく 五體に 疼いて くると、 氣に 人らない 仕事 振りに 對 

して 我慢が ならない。 丁度 その 腹の 立って ゐる とき、 顏を 出した ものに、 その 爆彈が 炸裂す るので ある。 

しかし、 彼 は その 割合に 人の 怨み を 買はなかった。 彼 は霹靈 ー聲、 怒號 すると、 それでもう、 けろ りと して ゐた。 

一度 體內の 蒸氣を 放散 さしてし まへば、 氣壓は 平常に 復す るので ある。 だから あと は、 けろ りかんと して ゐる。 丁度、 

夕立が さ— つと 降った 後 は、 空が バヴ ァ リア 硝子の やうに 澄み渡る と 一 般 である。 

從 つて、 いきなり 「がん！」 と 叱り飛ばされた 相手 は、 心中 怫 然として、 伯の 前 を 去る が、 その 次に きって 見る と、 

まるでけ ろり と 忘れた やうな 態度で あるのに 喫驚した。 さう して、 叱った 後 はきつ と 滴る やうな 愛嬌 を もつ て 接して 

くる 伯の やり方に またびつ くりした。 さう いふと ころ は、 全く 天下一品の 持ち味が あった。 

この 淡泊と 愛嬌と が、 彼 ほどの- S 疲 持ち をして、 比較的に 人の 怨み を 買 はしめ す、 多くの 人の 傾倒 を 鬚ぎ 得た る 所 

以 であった。 

しかし、 それに は、 今一 つ 大切な 緩和 劑が ついて ゐた。 それ は、 和 子 夫人であった。 

伯に 怒鳴られて、 氣の 弱い者 は 意氣銷 沈し、 氣の强 いもの は 切齒扼 腕して 伯の 前 を 去って ゆかう とするとき、 和 子 

夫人 はよ く 隣室から 出て きて、 それ 等の 人々 に、 心からなる 溫情を 披瀝した。 その 聰明に して 溫 かき 夫人の 言葉が、 

伯 を 拾て て 去らん とした 人々 を、 幾 入、 幾ト 入、 伯の 身邊に 引き留め てな たか 知れない ので ある。 
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或る人 はいった。 

『私 は 何度、 伯から 別れ 去らう と 思った か 知れない。 しかし、 そんな 時、 きっと 奥様が 出て こられて、 後藤 は ああい 

ふ 性質で ございます から、 どうかお 氣に なさらないで、 ご 辛抱 下さい ましと、 優しく 慰められ ると、 私 は 思 はす 淚 がー 

胸に 迫って きた。 この 奥樣 のために、 後藤さん の 側に 居て あげようと 思った に  一 

火 人は晚 年に なって、 忙しくな つてから も、 常につ とめて 伯の 身近 かに ゐる やうに して ゐた。 旅行のと きな ども、 ： 

公務 出張 以外のと き は、 つとめて 同伴した。  3 

家庭 內 において は、 伯の 隣室に 居て、 聽环を 立てて、 伯の 動 に 注意して ゐた。 從 つて 伯が 誰れ か を 怒鳴りつ ける-一 

と、 そっと 玄關 側に 出て きて、 その 人の 歸路を 擁して、 上記の やうな 慰藉の 言葉 を褂 けたので ある。 

火 人 はよ く 語って いった。 

『後藤 は 織 田 信 長の やうな ところが あるので す。 叱らな く ともよい こと を、 頭から、 ガミ/ \ 、巾し ますから、 一 けな 

くても よい 怨み を、 入から 受ける やうになる のです。』 

しかし 晚 年の 伯 は、 次第に 圓熟 して、 その 弊 は 殆ど 姿を沒 したが、 臺灣當 時 は、 これが 善惡 ともに、 一番 ひどく 現 一 

はれて ゐた ときであった らしい。  一 

この 當 時の 伯の 倒ぶ り は、 忽ち 土地の 新聞種に なった。 明治 三十 一年 ヒ月じ E の臺灣 日日 新報 r 讀 ます もがな」 一 

蘭に、 次の やうな 記事が 出て ゐる。 

後藤 長 {に 人に 接する に ill^ 簡易、 然れ ども 人の 虛を 見て 之れ を 突く に當 りて は、 あらゆる 惡 口の 形容！！ を 無遠慮に 


吐き出す。 臼く 牛の 小便、 n く 箍の ゆるみた る 桶、 曰く 馬鹿者、 曰く ベラ ボウ、 z: くズ ボラ、 n く チョコく、 

闩 く 泥棒、 臼く 詐欺師。 就中 牛の 小便 を 以て 行事の 遲緩を 罵倒す る は、 日に 幾囘 なる を 知らす。 人 之れ を 聞きて 

咎 むれば、 大笑 一番、 先づ 怒らぬ で 聞け との 一語 を もって 之を掩 ふ。 屬 僚の 小才 ある 者、 近頃 長官の 惡ロ 字典 を 

編纂して 之 を 奉らん とすと は 信 か。 

さう いふ 腐しい 氣 1^ は、 周 M の 人々 を、 强く 刺戟し、 作興した。 ゆ ゑに 三十 臺の發 達 期に あった 人々 は、 この 感激 

多き 雰圍氣 の 中で、 思 ふ 存分に 伸びて いった。 

亳灣 統治の 成功 は、 兒玉 總督が 後藤 民政長官 をして 驥足 を 十二分に 展 ばさしめ た點 にもあった。 しかし それと 同時 

に、 後藤 長せ が、 部下の 官人 をして、 器量 一杯に 活動せ しめた 點に負 ふところが 多い。 

伯 は 臺灣を 作る 前に、 まづ 多くの 人間 を 作った ので ある。 從っ てこれ 等の 年若き 官吏 達 は、 役人 氣 質の 世渡り 術、 

立身 術 を 忘れて、 火の 出る やうな 切磁 琢磨と 公務 的競爭 に 日 を 送った。 その 當 時の 光景 を囘 顧して、 堀 內文次 郞は次 

の ごとく 語って ゐる。 

會議が 熱中して 來 ると、 なぐり 合 ひで も 始まり さうな、 不穩 な空氣 が 漲って 来る。 それ は 皆 熱心の あまり、 其の 

職責 上の 說を强 硬に 主張す るので は あるが、 當 時は兒 玉、 後藤の 御兩所 始め、 皆 深き 決心の 下に 渡臺 して 居る の 

であるから、 無論 家族 等 は 同行して 居る 者 はない。 所謂 「ャ モメ」 共の 集まりで あるから、 自然 氣が 荒くなる。 

其 處で大 將か伯 か、 どちら かの 粹な氣 付で、 料理 亭 吾妻のお 神に 內命を 下し、 議論が 熱中して 穏 かならざる 頃に 

は、 お 神が お茶 を 召 上がれと 出て 來る。 さう すると 呰ニ コ くして 議論が 平靜 になって、 ズンく 仕事が 運んだ 
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ものである。 此の邊 が御兩 所の 普通の 役人と 逮 つて、 所謂 理外の理の 應 用の 妙な 所であった らうと 思 ふ。， 

同じく 三十 前の 靑年 官吏と して 赴任した 東鄕實 は、 次の やうに 語って ゐる。 

自分の 體驗 から 言っても、 伯の 敎育ゃ 指導 を 受けた 當 時の 臺灣の 役人 達 は、 一 種 言 ふべ からざる 意氣と 抱負と を 

有って 居た。 

「自分 達が 此の 新 領土 經營の 大任 を雙 肩に 擔 つて 居る の だ。」 

と い ふ意氣 と、 

「自分 達 は 臺灣に 於け る 各種の 事情 を 研究 調査して、 最も 進歩した 臺灣 獨特の 政治 行政 をな すべき 大使 命 を 有つ 

て 居る の だ。」  . 

とい ふ空氣 に充滿 して 居た のが、 その 頃の 臺灣 の實 情であった。 從 つて、 自分の 如き s:^ 學 出の 一 技術者に 對 して 

も、. 伯 は 常に 政治家 的 氣分を 養成して 行かなければ ならぬ 事を說 かれ、 また その 方針 を 以て 指導され たもので あ 

る。 此れ は 確かに、 伯が 臺灣に 遣され た 一 つの 氣分 であり、 空氣 であった。 さう して、 そこに 植民地統治 上の 大 

なる 效果 を收め 得た こと を 否む 譯には ゆかぬ。 

自分が 直情 徑 行であった だけに、 伯 は 矢張り さう いふ 風な 人物 を 多く 牽き 付けた。 含 糊模稜 の圓滿 居士 は、 もど か 

しくて 堪らなかった。 晩年に 及んで は、 伯 も、 次第に 自分の 性癖 を墙 め、 溫容 もって 人に 接する の 道 を學ん だが、 臺 

灣 時代 はま だ 野性の 馴致され ない 激越な 時代であった。 從 つて 伯の 好んで 用 ひたの は、 輪廓の 鮮明な 人間であった。 

有名な 「鼠 十字」 とい ふ 文字 を 使って、 人 をび つくり させた の もこの 時代で ある。 これ は 長 尾 半 平の 語る ところで あ 


故 伯の 臺灣 時代 は 四十 代で あり、 ことに 元氣 旺盛の 人であった から、 氣の 弱い もの は、 却々 よりつけ ない 様な 勢 

ひであった。 それ だから、 眞 向から 自分に ブッ かって 來る もの は、 寧ろ 好敵手と 云 はん 計りに、 喜んで 相手に も 

なり、 又賴 もしく も 思 はれた 様であった。 或る時の こと、 自分に 或る人 を 評して、 

「あの 男はネ ー、 鼠 十字 だから ダメ だよ c.」 

と 云 はれた が、 其の 何の 意味なる か を 解し なかった から、 聞き直す と、 

「あの 男 は 赤十字で も 白 十字で もない 鼠色 だからよ。 ァ — いふ 人間 は信賴 する ことの 出来ない もの だ c」 

と說 明され たこと があった。 そのため か 故 伯の 周 園に 長く 在った 人 は、 意志の強い人が 多かった 様に 思 はれる。 

.• 儿來が 正直者であった 伯 は、 よく 人に 欺かれた。 さう して 理性的に は、 面從背 非の 人 を 嫌 ひっつ、 實際 は往々 にし 

て かう いふ 人々 に乘 せられた。 ことに 晚 年に 至ってから は、 さう いふ 間隙が 多く 生じて ゐ たやう である。 

しかし 伯 は、 自分の さう い ふ 性病 もよ く 心得て ゐ たので、 成る ベ く 自分に 直言す る やうな 人 を 左右に S きたいと 

めて ゐた。 そのこと について、 永 田 秀次郞 は、 次の やうに 語った。 

後藤さん が 嘗て 私に 話しました。  - 

「俺の 祕書官 は、 おれの 言 ふが 儘になる 者で はいけ な い。 おれの 言 ふ 事 をき かぬ 者でなくて は 駄目で ある C, 一 

此の 一 語 は 如何にも 後藤さん が 人 を 使 ふのに 周到なる 用意が あつたかと 言 ふ 事 を 物語って 居る と 思 ひます。 

御 承知の 通り 天才 肌の 人であります から、 時として 破天荒の 妙策 を 立つ ると 共に、 時として 極めてつ まらぬ 失敗 
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を爲す 虞れ が 無い とも 限り ませぬ。 此の 點に 就いて 後藤さん は 著く 己 を 知って、 之れ に備 へた 人で あつたと 信じ 

ます 

この 伯の 缺點に 一番よ く氣づ いて ゐ たの は 和 子 夫人であった。 伯が 中央 政界の 人物と なり、 舞 臺も廣 く、 勢力 も 著 

しく 增大 してから、 和 子 夫人 はこの 點に 杞憂して、 よく 近親者に 語って ゐた。 

『私の 心配いた します の は、 後藤の 晚 年であります。 若い 時分に は、 伊藤さん、 桂さん、 兒 玉さん と、 後藤の 頭 を 押 

へて 下さる 方が 多かった から、 よかった のであります が、 かう いふ 方々 が、 段々 とお 亡くなり になった 今日、 もう 後 

藤の 頭 を 押へ て 下さる 方が ございません。 それが^の 一 番の 心配で ございます。』 

これ は 夫人の 長逝 前 二、 三年の ことであった。 夫人 はさう いふ 心配 を 抱きつつ、 伯の 全盛時代に 他界した ので ある。 

しかし、 臺灣 時代に は、 伯の 頭の 押へ 手 は 大勢あった。 從 つて 伯 は、 その 缺點 を； i 露す る 憂 ひなく、 縦横 無 盡にそ 

の 天才 を恣 まにした ので ある。 

一 三、 マ ィャ. I 追放の 一 慕 

ここに マイヤ ー 追放の 一 幕が ある。 

この マイヤ ー とい ふの は、 英國 人で あるが、 臺灣に 三十 年 以上 も 住んで ゐた醫 者で、 もとは 淸 朝が 連れて来 たとい 

ふ 話で あるが、 當時は 高 雄に 宏壯な 邸宅 を 構へ て、 威張って ゐた。 彼 は 自ら 日本の 植 K 政策 を 指導す る 御 指南番 を も 

つて 任じ、 傲然と して、 持の 總督府 官吏に 對 して ゐた。 


その 富 時の 日本 は、 明治維新 を距 たる こと 日淺 く、 外國 人より 壓 迫せられ た 記憶の 尙ほ 深い 時分であった。 ゆ ゑに 

今 R において は 想像 もで きない 程、 當 時の 政治家 は、 外人 應酬に 苦心して ゐた。 また 日本が、 治 外法 權を 撤廢 し、 關 

稅 自主 權 を囘復 する ために は、 外國 人の 機嫌 を 害しない ことが、 必要で あつたので ある。 從 つて 日本 政府 は、 價値以 

上の 高給 を支拂 つて、 重要なる 地位に 外國人 を聘慵 し、 これ を 鄭重に 待遇して ゐた。 その 最も 傑出した る 一人が、 外 

務省 顧問の デ 二 ソンであった。 

いま 本 項に おいて 述べん とする マイヤ. I も 亦 その外 人 顧問の 一人であって、 日本 最初の 植ぉ 政治に ついて、 諸外國 

に 好 印象 を與 ふる 必要 上、 雇傭され てゐ たもので ある。 特に わが 領臺 以来 南部の 方面 は 土匪の 横行と か、 阿片の 殿 林ポ 

とか、 種々 の風說 流言が 行 はれて、 人心 頗る 不安なる 際、 香港 方面で は 頻りに 英字新聞に 治 臺に關 する 問題が 出て、 

日本の 聲價 を墜す やうな 記事 も 齢な くなかった。 そこで 臺灣總 督府に 於いて は、 二十 九 年 四月から、 民政が 施行 せら 

るると 共に、 この マイヤ ー を 顧問に 採用 するとい ふ 契約 を 結んだ ので ある。 年限 は 五箇 年で、 その 傣給は 確然と しな 

いが、 何でも 一箇年 五萬圓 位の 報酬 金額であった。 これが 絡え す 土匪 鎮定に 關 する 意見 だと か、 その他 行政 制度の 意 

見な ど を總^ 府に 提出し、 歴代の 總 もまた 彼 を 好 遇して、 その 我儘 を默 過して ゐ たので ある。 

伯が はじめて マイヤ ー と會 つたの は、 明治 二十 九 年 六月、 臺灣衞 生 顧問と して 伊藤 首相、 西鄕 海相、 桂 新總替 など 

の 一行と 共に、 渡臺 した 時で ある。 さう して 二 年の 後、 伯が 民政長官 として 赴任す る や、 マイヤ— は 直ちに 臺 北に 來 

つて、 總督 並びに 長官に 面會 し、 しば/ \ 治 臺の策 を 進言す る 所があった ので ある。 

ー體伯 は、 外國 人の 利用と いふ ことに ついては、 隨分 努力 もし、 又 成功 もして ゐた。 後に 述べる やうに、 萬國 基督 
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敎靑年 會の創 成 者 モット 博士と 交誼 を訂 して、 互に 相援 けたる ごとき、 又 米國の 碩學ビ I アド 博士 を 招聘して、 東京 i 

市政に 獻言 せしめ、 叉 帝都 復興の 意見 を陳 せしめた る ごとき、 伯の 用意 は； „ ^して 尋常一様ではなかった。 それだけに 一 

一 

伯 は、 外國 人の 能 不能、 良 不良 を 鑑別す る 一隻眼 を備 へて ゐ たので ある。  一 

伯 は 忽ちに して、 マイヤ I は 駄目 だと 鑑定した。 そこで この 人物 を 總叔： ：府 から 追放し ようと 決心した。 ところが 困 i 

つたこと に は、 契約 は 五 年で ある。 これ を 如何にすべき か。  一 

そこで 伯 一流の 奇 略に 出た。 横澤 次郞 はこれ を、 次の ごとく 物語って ゐる。  一 

それで 伯 は、 初めの 間 は 彼の 進言 をも眞 面目に 聞いて 居った が、 最早 や 度々 のこと で、 後に は マイヤ ー が通譯 

連れて 色々 な 話 をす る 時に、 長宫は 聞く が 如き 眞似 をして、 ダウ-^ いびき を かいて 寢た 振り をす る。 それで マー 

ィャ I が 時々 驚いて 長 {n を 凝視して 居る が、 その マイヤ I の 凝視して 居る のも氣 付かざる 如くして、 寢て 居る 眞ー 

似 をす る。 マイヤ— も 仕方がな いから その 時は歸 るが、 又 出掛けて 來 ると、 寢た 振り をして 居る。 それがし ばし： 

ば 重なった もの だから、 マイヤ ー は颇る 後藤 長宫に 向って 惡感を 懐いた。 そこで 總督 に來て それ を 話す。 所が 兒ー 

玉總 1^ は、 「それ は 後藤に よく 話して SK れ」 と 言って、 マイヤ— を 相手に しない。 後藤 伯の 所に 來て 語らん とす 一 

ると、 いつも 大 いびきで 寢て 居る から、 これに は マイヤ— も 頗る 困った。 終 ひに は マイヤ ー 自身に も 聊か 吾る， 听ー 

があった と 見えて、 間もなく 辭任を 申出で た。 そこで 「辭任 を するとい ふ考 へがあるなら、 政府 は 決してお 前 を 一 

冷遇 はしない」 とい ふので、 卽ち 後藤さん は 待って 居った と 言 はぬ 許りで、 その 辭任を 好機と して 彼に 優遇 を與ー 

へて、 途に彼 を 解雇せられ た ことがある。  ,  一 


しかし、 伯が よいと 考 へた 外 國 人に 對 して は、 決してかぅぃふ亂2^^なことはしなかった。 現に 大藏 省關 係から 曦ひ 

入れた 顧問 力 I クウ ー. ドに對 して は、 伯 は 相 當の儀 禮を盡 し、 その 意見 を も 尊重した。 その 當時、 

『臺灣 統治 方策に ついて、 見る に 足る もの は、 力 ー クウ ー ドと石 塚 英藏の 報告ぐ らゐな もので はない か-"』 

と 言った の も、 伯であった、 從 つて、 マイヤ ー を 冷遇した の は、 マイヤ ー その 人の 人物と 識見と を もって、 取る に 足 

ら すと 考 へた 爲め である。 

かう いふ 亂 暴な やり方が、 伯に 對し 必要 以上の 敵 を 作った こと も、 否む こと はでき ない、 それ は 後述す る ごとく、 

臺灣 及び 內 地に 瀰漫 したと ころの、 反 後藤 熱の 擡頭 を もっても 知る ことができる。 

一四、 一千 八十 人の 罷免 

役人の 仕事のう ちで、 一番む づ かしい ことの 一つ は、 人員の 整理で ある。 

(H 僚 政治の 病弊 は、 何時と はなしに 人員が 增 加し、 從 つて 經 費の 膨脹と、 繁 文縟禮 と、 新鋭の 氣の闕 如と を 来す こ 

とで ある。 その 根本的 弊害た る 人員の 整理 を斷 行して からでなくて は、 生 氣逾剌 たる 新政 は 起らない。 この 故に、 伯 

は 新地 位に 就く と、 何時でも 必す この 至難なる 人員淘汰 を斷 行した。 

然 らば 臺灣總 督府 における 行政 整理 は 如何にして 始まった か。 

行政の 整理、 官制の 改革 は、 まづ 中央 總督府 における 民政 主義の 徹底から 始まった。 卽ち 明治 三十 一年 六月、 總督 

府は 房、 民政 部、 陸軍 幕僚、 海軍 幕僚より 成る ものと 規定し、 それと 共に、 軍部の 發首權 を 制限して、 政 部の 權 
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威 を 確立し、 これ を 純然たる 政治の 首腦 者たら しめた。 最初 民政 局長と して 赴任せ る 伯の 職名が、 民政長官と 改まつ 

たの は、 この 時で ある。 

この 民政 主義の 徹底 こそ は、 新 統治の 核心 を爲す ものであった。 しかし これに ついては 第二 節に 詳述す る。 ここに 

はま づ、 それに 伴って 生じた 地方 政治の 變 革と、 冗員の 大 整理 を 述べる ことと する。 

明治 二十 八 年 六月に 制定 せられた 法規に よれば、 臺灣の 地方 制度 は臺 北、 臺中、 臺 南の 三縣を 置き、 その 下に 八廳 

及び 獨 立の  一？ B 湖島 廳を 置いて、 頗る 簡單 明瞭な ものであった。 然るに この 制度 は、 僅か 二 箇月で 破毀され てし まつ 

た。 卽ち 臺灣の 地方 制度 は、 明治 二十 九 年に 再變 し、 明治 三十 年に 三變 する 間に、 甚だ 複雜 錯綜 を 加へ て 来た。 ため 

に、 伯が 民政 局長と して 赴任した 時には 臺北、 臺南、 臺中、 新 竹、 嘉義、 鳳 山の 六 縣と懲 湖、 宜蘭、 臺 東の 三 廳 とが 

あり、 この 各 縣各廳 の 下に はおの/^ 辨 務署、 警察署、 撫懇署 があって、 その 數全臺 を 通じて 六十 五 署を數 ふるに 至 

つた。 

行政 機關 の膨騰 が、 その 極に 達した の は、 實 にこの 時に ある。 しかも 行政 機 關の膨 帳の 結果 は、 必然に 繁文 縛禮の 

氾濫と なり、 官吏 分限の 不分辨 となり、 而 して 隨 所に 官吏の 過多 を 伴った。 實に 伯の 赴任 當 時の 臺灣 行政 は、 斷 乎た 

る 斧錢を 待てる 葛藤 場裡 であった ので ある。 

爲 めに 當 時の 臺灣 は、 一般に、 官吏 昇進の 踏み 臺に あら すん ば、 內地 失業者の 救濟 地と 見られて ゐ るに 過ぎな かつ 

た。 そのころ、 臺灣總 督府の 募りに 應 じて、 巡査と なって 渡臺 した もののう ち、 その 行李の なかに 大工 道具 を藏 して 

ゐる ものが、 數 多あった と傳 へられる。 蓋し 巡査と なる の は その 目的に あらす して、 ただ 生計の 途を 得る までの 踏み： 


裹に 過ぎなかった ので ある。 

かかる 人々 によって、 治臺の 成績 を擧 げんと 欲する も、 そ は 木に 緣 つて 魚 を 求む る 以上の 難事業た る は、 一一 目 を俟た 

すして 明かで あらう。 そこで 兒 玉總督 及び 後藤 局長が、 赴任 匆々 著 手した 事業 は、 地方行政 制度の 大 改革であった。 

故に 總： は、 府 員に 論告して 曰く。 

本官 ハ著任 以来、 府內各 課 事務 ヲ通 覽セシ 一一、 其 人員 ノ多 キー 一過 ダル ヲ認メ タリ。 蓋 シ當初 一一 在リ テハ、 多數ノ 

人員 ヲ要 セシ 事情 モア リシナ ラン。 然レド モ 今 日 二 於 テハ其 必要 ヲ 認 メズ。 故 二 本せ ハ專 ラ 事務 一一 熟練 セル 者ヲ 

撰 拔シ、 成ルべ ク 少數ノ 人員 ヲ以テ 成績 ヲ擧ゲ ント 欲ス。 

何ぞ その 辭 令の 嚴肅 にして、 その 衷心に ー點 の情實 なき。 臺灣の 官紀の 振肅 は、 實 にこの 時に 始まる。 

伯 は 先づ、 從來 の煩琪 なる 六 縣三廳 の 制度 を變 革して、 三 縣六廳 たらしめ ようと 欲し、 その 區 劃の 可否 を 部下の 〈：《 

吏に 問した 時、 驚いた ことに は、 全 臺の宫 吏のう ち、 一人と して 臺灣內 地 を 踏査し、 その 地理 を 知る ものが なかつ 

たとい ふので ある。 領臺 以来 二 年 有半、 一人の 全臺の 地理に 精通す る ものがない と は、 殆ど 信すべからざる ことで あ 

るが、 それが 當 時の 臺灣の 官吏 氣 質であった ので ある。 

已むを 得す、 兒玉 總督と 後藤 長官と は、 卓子の 上に、 淸國 時代の 舊地圖 を S き、 色 紛筆を 以て、 大體の 區劃を 定め 

たのであった。 

かくして 新制 度に おいて は臺 北、 臺中、 臺 南の 三 縣。 宜蘭、 臺東、 ？ B 湖、 春の 四廳を 設け、 この 縣廳の 下に、 四 

十四の 辨務署 を m はき、 取敢 へ す 行政 組織の 簡 化 を圖る ことと した。 
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その後、 この 辨務署 は、 三十に 減ぜられ、 さらに 三十 四 年 六月に はつひに 一切の 縣廳、 辨務 署の廢 止を斷 行した。 

卽ち臺 北、 基隆、 〈儿 蘭、 深坑、 桃園、 新 竹、 苗 栗、 臺中、 彰化、 南投、 斗 六、 嘉義、 鹽水 港、 臺南、 蕃 薯蘩、 鳳 山、 

阿餱、 恆赛、 臺東、 澎 湖の 二十 廳が、 地方行政の 主體 となった ので ある。 廳は內 地の 府縣廳 より やや 小に、 郡より は 

やや 犬なる ものであって、 その 廳 長に は 普通の 文官 を これに 任じた。 

廳を 分って 總務、 警務、 稅務の 三 課と する。 しかし 總務、 税務の 二 事 も、 多く は 警察の 助力に よって 爲 される 上、 

支廳長 はすべ て 警部 を 以て これに 任じ、 以下の 官吏 は 悉く 警察官と する ことにな つたので、 玆に 初めて、 植 2^ 地 特有 

の 警察 政治の 制度が 完成した。 總； $： 府の 命令が 下達し、 地方 民の 陳情の 上達す る こと 頗る 敏活に、 行政 機關の 活動が 

大を 加へ たの は、 主として この 制度の ためであった。 

これらの 行政 組織の 變革 は、 必然に 冗員の 淘汰 を 伴った。 否、 冗員 淘汰 こそ は、 行政改革の 主要 目的で あつたので 

ある。 ために 官吏 勅任 以下の 罷免され たる もの 一千 八十 人、 その 當時、 臺灣 から 門 司に 著す る 船舶 は、 船 11- に 數十百 

人の 免職 官吏 を 乘せ來 つて、 人の 目 を 驚かした と傳 へられる。 

かう した 行政の 大 改革 は、 臺灣 全土の 官海 のみなら す、 一般 市民に も大 衝動 を 捲き 起した。 ために、 未だ 淘汰の 始 

まらざる 四月 十七 日、 上野 爲 成の 名 を 以て、 r 總督 並びに 民政 局長 閣下に 呈す」 と 題して、 次の 記事が、 臺灣 新報に 

掲載され た ほどであった。 

拜啓、 御渡臺 早々、 例に 依って、 在臺 吏員の 大 刷新 を 行 はせられ 候 由に て、 吾々 局外者 は 眼 を 拭 ひて 其 結 栗 を 相 

待 候と 同時に、 吏員の 恐慌 奔走に 逞 なく、 延て 商人 一 般の不 景氣を 来し 候 事、 不 一 方 次第 -ー 御座 候 間、 一 日 も 速 


かに 官民 共 落 付 候 樣御取 計ら ひ 願 上 度 候。 サテ 現在の 吏員 中には、 位置 不適任の 人 も 可 有 之、 無能 無識の 冗員 も 

可 有 之と は 千 萬 推測 仕 候へ ども、 翻って 從 來在臺 吏員の 狀 情を觀 察すれば、 殆 んど酱 中腰 浮 足の 姿に て、 國 家の 

爲め 自ら 任じて 事務に 當る ものな く、 只々 一時 姑息の 仕事 をな し 居候。 

偶々 自ら 任ん じて 事に 從ふ もの あれば、 反って 他より 冷評 を 蒙る と 云 ふ 有様に 御座 候。 是れ 全く、 任免 頻繁 朝夕 

を 測られす、 ^員に 安固の 心なき に 原因す る ものと 奉存 候。 此の 如くに して 臺 政の 舉 らん 事 を 望む は、 木に 緣て 

魚 を 求む るより 難き 事と 奉存 候、 次に 下級 官吏 は 勿論、 高等官 にても、 角 緣故情 實の關 係 ある もの は、 不能 無 

識の 輩と 雖も用 ひられ、 緣 故情實 なきもの は、 多能 多 識の士 と 雖も棄 置 せらる、 のみなら す、 罷免の 厄難 を 蒙り 

候。 是れ臺 政の 擧ら ざる 第二の 原因と 奉存 候。 又 總督府 のみ 人材の 淵叢と も存 ぜられ す、 隨分 田舍の 役所に も 入 

才の 屈伏せ る もの 有 之 由に 承り 居り 候 間、 な r 囘の御 改革に は、 充分なる 詮考を 遂げられ、 從來の弊^^^を脫して、 

〈n 民 共に 滿足仕 候樣御 取捨 相 成 度く、 御參考 迄に 此の 段 愚考. e. 上 候。  謹 言 

しかし これら は、 まだ 手溫ぃ 批評であった。 當時 伯が、 この 一千 八十 人の 罷免に よって 蒙りた る 非難 惡篤の 如何に 

痛烈で あつたか は、 次 項に 述ぶ るが ごとくで あるが、 それ は 伯に 取って は、 最初から 覺 悟の 前であった。 ゆ ゑに これ 

等の 言 說には 一 顧 をも與 へす 猛進した。 

斯 くの 如く、 一方 冗員 を 淘汰 するとと もに、 他方 在官 者の 待遇 を 改善す るの が、 伯の 常套手段であった。 殊に 臺灣 

では その 必要が 痛切であった。 それ は 臺灣の 如き 植民地に おいて、 多數 官吏に 永住 安居の 念 を 起さし むる に は、 物 S3： 

的 優遇の 途 より 他に なかった ので ある。 
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かくして 伯 は、 冗員 整理に よって 得た る 剩餘の 一部 を、 在臺 官吏の 優遇に 繰り 向けた。 卽ち 加俸 規則 は 改正せられ、 

滿ニ年 以上の 勤務者に は、 一定の 加傣の 外に、 なほ 增 加俸 を爲す ことと なった。 また 判 任 文官 及び 巡査 看守に して、 

土語 の 通 譯を兼 掌す る ものに は、 特別 手當を 給す る ことにな つた。 

臺灣 官吏の 制服 を 定め 旅行、 服務に は、 必す これ を 著せし むる ことと したの も、 伯の 考案であった。 これ は 官吏 を 

して、 居常の 衣服に 伴 ふ 費用 を 節する と共に、 官吏の 威容と 品位と を損ぜ ざら しめんた めで ある。 制服 を 著 用して ゐ 

ると、 自然に 官吏 は 自ら 克 制して 規律 を 保たざる を 得なくなる の は、 人情の 然 らしむ ると ころで ある。 

全島 到る ところに、 お宅 若く は 寄宿 舍を 建てて、 これ を 吏に 貸與 する ことにし たの も、 伯の 爲 したる 一つの 仕事 

であった。 臺灣の やうな、 貸家 や 貸間の 乏しい 新開地に おいて、 それが どれほど 彼等に 役立った か、 しかも その 貸與 

規則 を 見る に、 各 {ぃ 舍、 少ま 舍には 委員 を 設けて、 會計 課長の 命 を 受け、 衞生 風紀の 取締り を 成す ことにな つて ゐる 

が、 その 禁條の 中には、 鳥類 を！： 養す ベから す、 水槽 中に 菓物 その他の もの を 冷やす ベから す、 洗濯物 を 水槽の 緣に 

かけ 又は 乘せ S  くべ からす、 水 梢より 水 を 汲み取る 時 は 柄杓の 外 使用す ベから す 等、 々、 々。以て 伯 一流の 用意周到 

ぶり を 見る ベ きものが 多かった。 

かう した 英斷 的な 冗員 淘汰と、 かう した 緻密 周到な 設備 用意と が、 治臺の 成績 を擧 ぐる 根本と なった こと は、 智者 

を俟 たす して 識り 得る であらう。 

一 五、 怒涛の 如き 非難 來る 


一 千 八十 入の 馘： fn を 口火と して、 戕 然として 後藤 攻撃の 锋 火が、 內 地と 臺灣 とに 一 時に 投 つた。 

その 在臺十 年の 詬篤 を囘 顧して、 伯は晚 年に よくいって ゐた。 

『俺が 臺灣に 居た ときの 惡ロ を、 み —んな 取って S いて It 風に 貼ったら よかつ たんだ。 さう して 今 n になって 見て、 

攻撃した.^. 等が どうい ふか 見たい もの だ：』 

それ は 功 成り 名 遂げて 後の 言であった。 しかし その 實行 途上に おいて は、 そんな 生やさし いこと ではなかった。 ま 

さに 狂瀾 怒 ill を乘り 切る やうな 光景で あつたの だ。 何と なれば、 この 臺灣の 新 統治に 對 する 非難 は、 すべて 兒 玉總^ 

の 頭 t を 素通りして、 伯の 面 上に 落下して きたから だ。 それ は 伯の 態度が あまりに 傍若無人で あつたに 對し、 兒玉總 

督の それが、 あまりに 溫雍 であった からで ある。 

伯は當 時を间 顧して、 自ら 次の 如く 語った。 

兎に角 明治 三十 一年から 五 年までと いふ もの は、 臺灣で 惡ぃ者 は 誰れ かと 言ったら、 誰れ でも 後藤 民政 長 {EH だと 

言 ふの だからね。 三十 六 年から は 少しよ くな つた けれども、 總督を 悪く言 ふ 者 はない。 皆 民政長官が 惡 いと 言つ 

て 攻撃 をす るんだ。 しかし 總督 は、 そんな ことに 就いては 何も 一一 目 はん。 何 を 言った つて、 後藤が 惡 いこと はない 

の だ、 と 言って 取り合 はない。 そして 兒 玉さん は、 尙齒會 (饗老 典の こと) とい ふ 老人 を 尊ぶ 會だ とか、 詩人の 會 

の 揚文會 なんとい ふ會を やって、 尙齒會 に は 七十 以上の 老人 を臺灣 駕籠で 連れて来て ご馳走 をしたり、 詩人 を 寄 

せて 和 韻 をしたり 何 かば かりして ゐる。 だから 總督 閣下 は 有 德の御 方で、 惡 いのは 皆 民政長官 だとい ふわけ なん 

だ。 そこで 陸軍との 軋櫟が ある。 文官 跋扈と いふ 言葉が はやると いふ やうな ことにな つたわけ なんだ。 
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然 らば 如何なる 點が、 最も 世論の 攻撃 を 受けた かとい ふに、 當 時の 文書に 據れ ば、 次の 如く 箇條 書が して ある。 

一、 政治 雜誌 ヲ許サ サルノ 方針 ヲ改 メ、 言論 警察 ヲ紊 亂ス。 

二、 前項 ノ 結果、 一般. IR 吏 一一 對シ辨 幾罪ノ 吿訴ヲ ナスへ キ コトヲ 訓示 シ乍 ラ、 自ラ之 ヲ實行 セス。 

三、 徒 一一 司法制度 調査 委員 ヲ設 ケ、 ニ審 制度  一丁 ソキ 無用 ノ 改正 ヲ 議シ、 延ヰテ 民間 ノ氣 焰ヲ高 ムルノ  5^ ァリ。 

四、 前議 會ノ當 時、 遂 一一 律令 諮問 機關ノ 設置 ヲ議會 一一 約 スルノ 破目 トナ レリ。 

五、 諸 律令 案/如 キ、 一 モ 通過 セシム ルヲ 得ス。 舊慣 調査 ノ 成果 ヲ無效 一一 歸ス ルノ虞 ァリ。 

六、 灣辯 (註、 臺灣 辯護士 の-こと，) ノ 勢力 漸ク盛 二 シテ、 行政 ノ 支障 トナ リ、 且 產業ノ 發展ヲ 阻害 スルノ 虞 ァリ。 

七、 一方 一一 數人ヲ 引責 辭職 セシメ 乍ラ、 他方 一一 ハ 林野 整理 ノ如キ ハ其ノ 不仕末 陰謀 ノ 原因 ナリト 認定 スルー ー拘ラ 

ズ、 何等 ノ處？ は ナク、 叉 無辜 ノ民 ヲ誅 セル ヲ 警察 一一 責メ 乍ラ、 其ノ 最モ甚 シトノ 風評 アル 陸軍 ヲ責 メサ リシ 

トノ 聞へ ァリ。 鬼 一一 角 賞罰 失當ナ ル ヘシ。 

八、 舊 官吏 ヲ 無能 甚シキ ハ惡人 視シ、 內地 ヨリ 官吏 ヲ招 キ、 一面 舊 官吏 ノ 感情 ヲ害 シ、 一面 却テ 新来 者ノ 能力 乏 

シキヲ 示 スニ至 レリ。 

九、 官制 改正 ノ議ァ リテ、 其 ノ風說 高ク、 而カ モ實行 ナク、 人心 動搖 セリ。 

十、 官民 ノ 私行 ヲ 探偵 スル 一一 急 一一 シテ、 人ノ 感情 ヲ害. ン、 某 代議士 ノ 質問 ヲ 受ケ、 遂 一一 總督 直轄 ノ 警官 ヲ設 ゲン 

トシ タル 事サ ヘア リ. > 

十一、 警察官 ノ 員數ヲ 增加ス (七 百 人 )0 


十二、 官吏 服務 規律 ノ 講義 錄 ノ如キ 訓示 ヲナ シ、 却 テ雜誌 記者 ノ 官吏 攻撃 ノ 材料 一一 引用 セラ レツ、 ァリ。 

十三、 問題 ヲ生 セバ 各官ノ 意見 ヲ聞 キ、 往々 人 ヲシテ 民政長官 ノ 信認 ヲ疑 ハシム。 又お 間ノ 意見 一一 耳ヲ傾 ケ過グ 

ルガ 如シ。 

十四、 部下 一一 對スル 威嚴足 ラサル 爲、 延ヰ テ多數 官吏 (殊 一一 警察官 吏、 及 部局 長) ヲ 出張 セ シメ、 空 巢ノ幾 ヲ受 

ク 0 

十五、 責任 ヲ他 一一 歸ス。 例へ ハ 治水 問題 ヲ沖野 技監 ノ變說 トス ルカ 如シ。 

十六、 陳 中和 事件-一 於ケル 辯護士 報酬 ノ 巨額。 

十七、 寄附 金 募集 ノ不 當ノ 絶叫。 

十八、 判官 ヲ廳 長ュ 轉任セ シム。 

しかし 當 時の 攻撃の 要點 は、 かう した 具體 的な 箇條 書よりも、 むしろ 醫 者の 成 上り 者の 癖に 生意氣 だとい ふ、 感情 

論が 主であった。 さう いふ 攻撃の 急先鋒 をな したる 人々 について、 伯 は 次の 如く 囘 顧して ゐる。 

後に 陸軍大臣 になった あの 楠瀨 とい ふ 人 だが、 その 楠瀨 等が 私の こと を 總督の 御曹子と いふ 綺名 を附 けて ねえ、 

それから 文官 跋扈なん とい ふ 首 葉が はやったり、 一 方に は 日本 新聞が 何でも 彼で もケ チを附 けて 攻撃 するとい ふ 

有様で、 面白かった よ。 それから 本名 は 何と 言った か 忘れた が、 陸軍の 通譯 をして ゐた 王雲漢 とい ふ 支那 人名 を 

冒して 居た 男が、 谷 干城、 馬屋 原彰 などい ふ 貴族院 議員の 所へ 想へ て 来た ことがあ るんで すよ。 豪灣の 統治 は、 

今の 民政長官が 惡 いから、 あと 三十日と は 保たん と 言って 想へ て 来た。 その 時には やつば り 陸軍の 通譯 をして ゐ 
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た 松 本 某 (後に 北 投の溫 泉 主人) とい ふ 人間 も 一緒に やって来た。 それ は山縣 さんが 總理 大臣の 時でした が、 鬼 

に 角ー應 その 言 ふこと を聽 かう とい ふこと で、 總理 大臣の 官邸へ 呼んだ のです。 その 時に 山縣 さんが、 

「今日は 君 決して 怒つ ちゃい かん、 默 つて 閒 いて 居れ。」 

とい ふので、 私 は ー黨の 中で 隣席で 聞いて 居た よ。 所が 僕 は 敵ながら もうまい こと を 言 ふ もの だと 思って、 その 

日 は 陸軍大臣の 桂 も來て 居る、 內務 大臣 西鄕 さん も來て 居る、 僕が 隣席に 聞いて 居る こと も 知って 居 るんだ。 ど 

んな こと を 言 ふかと 思って 聞いて ゐ ると、 

「臺灣 がう まく 治まらなければ いいと 思って 析 つて 居る 者 は、 三百 萬の 臺灣 人の 中に 一 人 も ござらん ご」 

それから その 時に 日本人 は 三 萬 人 を 越して 居った が、 

「その 三 萬の 日本人 中に も 一 人 も ございません。 況ゃ 生蕃 十 萬 人の 中に も 一 人 も ございません。 然るに 其の 統治 

の 成功せ ぬの は、 全く 今の 民政 長 宵 は 暴政 を やって 居る からで、 民心が 服し ません。 とても あと 三十日 は 出で な 

いと 思 ひます c」 

と 言った もんだ。 山縣 さんが、 今日は 默 つて 聞いて ゐ なければ ならん、 と 言った ので、 私 も 仕方がな いから 馬 耳 

東風と もい ふ體 で、 裁判所で 辯 護 士の辯 論 を 閒く檢 事の 樣に默 つて 聞いて ゐ ました。 私が 列座で 聞いて ゐる こと 

を 知って 居って、 さう いふ こと を 言 ふんだ な。 すると 山縣 さんがね え、 それが 濟 むと、 

「や あ、 今日は 實に 御迷惑であった。 ！ Jf; にも ああい ふこと を默 つて 聞く だけの 辛抱が あるから な ァ。」 

と 言つ て挨拨 された よ。 


かかる 激烈な 攻袈 によく 堪へ た 伯の 意力 もさる ことながら、 伯 をして 能く、 朝野に 瀰曰 ほす る 反 對を乘 り 切らした の 

は、 兒玉總 1^ の 絶對的 支持が 然 らしめ たのであった. - 

ニハ、 新^ 政策 

伯 はかう いふ 非難 攻擊を 眼中に Eis- かなかった のみなら す、 自ら 進んで、 これ を わざく 臺灣 島民に 紹介す る やうな 

擧に すら 出た。 館 森 は 次の ごとき 插話を 物語って ゐる。 

臺灣に 在任中の 伯の 面影 を、 もうす こし 話して 見るならば、 伯が 赴任 匆々 の 出来事 だが、 伯の 赴任 を 待って 居た 

とば かりに、 伯の 許へ 建白書 を 出したり、 叉 は 直接 意見書 を 述べて 來る ものが 擇山 にあった もの だ。 そんな 時 は- 

い つも 伯 は  一  々其の 意見 を謹聽 した もの だ。 又 建白書 も 一 々眼 を 通した ものだった。 然し 伯は此 等の 意見 を、 未 

だ 嘗て 一度 も 採用した ことが 無い。 だから さう 云 ふ 連中から は、 酷い 非難 攻擊の 矢 を 向けられ たもので、 或る 者 

は、 わざく 入京して 總理 大臣に 上 巾した 者 さへ あると いふ 有様だった。 然し 伯 は、 ：=^ して 其れに 對 して 微鹿も 

辨解を 試みられる やうな ことはなかった。 當時 外人 を 二 名 顧問と して 傭 ひ 人れ て 置いた の だが、 伯 は 高い 給料 ま 

で拂 つて 傭って Sfi! く 必要 はない と 云って 解雇した ことがあった。 この 時 も、 其の 中の 一人が 上海へ 去って、 向う 

の 新聞に 一週間 速續 して 伯の 惡ロを 叩いた もの だ。 然し 伯 は、 わざ /\ 此の 記事 を飜譯 して、 そのまま 臺灣 日日 

新報に 揭載 させ、 これに 對 しても 一 言の 辨解も 試みようと しなかった。 

かくの 如く 伯 は、 ひとり 雨注す る 攻撃の 矢に たじろがなかった ばかりでなく、 時には 自ら 進んで 喧 樺 を 吹つ かける 
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やうな ことす らした。 それ は 或る日、 新聞記者の 集まって ゐる §g 上で、 彼等 を 「風の やうな to.. だ」 と 5£1 つて、 ー騷動 

を 起した ことで ある。  • 

伯 はこの 話 を、 後年 次の ごとく 囘 顧して ゐる。 

そこで 一 記者が、 

「虱と は 何 だ.」， I 

と 言って 喰って かかって 來 たから、 

一， 虱と いふの は 人の 垢 を 食って 生きて ゐる もの だ。 此所へ來て：^^政長せの職務がどぅだとか、 かう だと か 贵樣達 

に指圖 されて たまる もの か、 馬鹿な こと を 言 ふな c」 

と 言って やっつけ たんだ。 新聞記者 を 虱と は ひどい こと を 言った もんだ と、 今でも 思って ゐ ますが ねえ。 

しかし 矢 i; に喧 ff ばかりす るの が、 伯の やり方ではなかった。 彼 は 多分の 調和 性 を 持ち、 =; つ 人 を 操縦す る コッを 

心得 てゐ た。 つ 政治の 耍；； i. は 與論の 後援 を 得 る ことで あり、 そ の爲め に は 言論 機關を 味方と す る こと が 最も 大切 だ 

とい ふこと は、 夙く から 考 へて ゐた。 

そこで 伯 は、 臺灣 日日 新報なる もの を 起して、 統治の 方針 を 一般 民衆に 周知せ しめる 手段 を 執った。 この 經緯 につ 

いて、 尾 崎秀眞 は、 次の 如く 語った。 

兒 玉さん 後藤さん の 行かれる 前の 臺灣に は、 長 州 系の 新聞と 薩摩 系の 新聞と 二種あって、 代々 の總督 政治 を 助け 

. たり、 攻撃した りして ゐ ました。 乃 木さん の 時 は贫根 長官の 關 係から して、 長と 薩と； 刚 方の 新聞が いくらか 支持 一 


して ゐ ました リ 

兒 玉さん と 後藤さん は、 總^ 政治の ボ a を內 輪から 火 を 出す 樣 では 困る から、 是非 新聞 政策 を 完全に しなければ 

ならない と 云 はれて、 三十 一年から 兩派を 合して、 今日の 臺灣 R 日 新報 を 創立した のです。 これが 非常な 成功で 

あつたので すが、 それでも まだ 臺南、 臺中邊 に は 反對の 新聞が あって、 遠矢に かけて 惡ロを 云って 居る のが あり 

ますので、 これら 全部の 新聞 を 纏めて 總督 直系の 新聞 を 持へ なければ ならん と 云 ふので、 私 は その 種と りに 呼ば 

れ たのです" 

伯の この 新聞 利用 は、 ひとり 毫灣の 新聞の みに 止まらなかった。 伯 は 窃かに 人を內 地に 派して、 常に 內 地の 新聞 を 

操縦せ しめ、 一方、 中央 政 の 機密 を內 報せ しむる と共に 他方、 臺灣 統治に 關 する *1 論の 喚起に 努めた。 その 如何な 

る 機略に よれる もの か は、 人 r に 至って 分明で ない。 しかし 明治 三十 一年 六 巧 三十日、 鈴 木 伊 十から 後藤 民政 長せ に (S" 

てた る 次の 書信 は、 以て その 一斑 を 窺知す るに 足る ものが あると 思 ふ- - 

謹！^；:。  . 

閣下 益ぶ 御淸穆 奉大贺 候。 

豫て 窃かに 閣下に 中 上け 候內地 新聞紙 利用の 件に 就て は、 小生 蔓北出 發の當 時 まて、 一日 本」 「is? 朝 報」 及帝國 

通信と、 心  一 一 定 致し 居候 處、 著 京 種々 の 方面より 實況を 探究 すれば、 萬 朝 報に は 先の 臺灣 日報 主筆 內藤 虎次郎 

氏 外 一名 入社 致し 居り、 臺灣の 事情に はャ、 精通 致し 居り 候 ゆへ、 却て 利用 は 不得策と 存じ、 差控へ 巾、 尤も 同 

社に は 小生 懇意 の もの 有 之 候 に 付、 唯何氣 なく 感情 を 害せ ざる や う 交際 致 し 置き 候。 
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日本 新聞社 中には、 專鬥學 校 同窓の 友 四 名人 社 致し 居り、 所謂 渡しに 舟に て、 首尾よく 關係 相つ け、 小生 歸臺の 

後ハ、 名に て 通信す る ことの 口約 致し 候。 昨ん マの 形勢、 R 本 新聞の 利用 は 總督府 のた め 極めて 必要と 存候。 

細 野猪 太郞 との 通信 交換 一件、 御 下命の 如く、 小生 一個人の 考へ として 相 試み、 彼れ 是れ する 中、 今间の 內閣交 

迭 となりた るが、 帝！： 通信と 大隈 伯と は從來 の關係 あり、 此度ハ いよく 御用 通信と 相 成り、 离事 祕密を 知る に 

便利 なれば、 細 野 氏 通常 通信の 外、 機密 通信 (御用 通信社 なれば、 政府の 事情 を 知る に 都合よ き 代りに、 政府に 

不利益なる もの は 之 を 公に せしめざる を 以て、 其 不利益なる 點をも 通信せ しむる 樣可致 こと) の 任に 當り 度、 彼 

れ も； W てより 閣下の 知遇 を：^ t うした る ことなれば、 必す拔 かりな く 一 事 の 秘密 御 通 知 可 致と、 改めて 彼れ より 巾 

：；< 一み 来り 候。 小.！^ 思 ふに、 今日の 如き 內閣 となりて は、 此の 如き 者 一人 を 東京に ffi  く は 極めて 必要と 被存 候。 唯 

細 野の 人物 如何と 考 ふるのみ に 候。 ^し 彼れ も 最早 幾分の 熟練 も あり、 多少 耽 故に も！^ れ 居る ことなれば、 聊か 

重みの 足らぬ 感 なきに あらざる も、 其 任に 堪へ ざるが 如き こと は 可 無 之と 存候。 閣下 若し 此策を 可 然と 御 考慮 あ 

ら せられ 候ハ 、、 直ちに 細 野 氏 を 以て 之に 充 つる やう 可 致 候。 伏て 閣 T の 御高 見 奉拜待 候。 仉し細 野 氏 を 以て 右 

秘密 通信の 任に 當 らしむ る 以上 ハ、 幾分の 報酬 を 彼れ に與 ふる を 要する こと 勿 41 一一 御座 候。 —— 

一七、 一心 同體 

伯 は 一見 駄々 ッ兒の やうであった。 勝手な ときに 怒り、 勝手な 時に 笑 ひ、 叉 時として は 人前 かま はす 泣いた。 彼 は 

甚怒哀 樂を恣 まにして 一生 を 渡った ので ある。 それで ゐて彼 は、 上長に 仕へ る ことが 上手であった。 幼少に して 阿川 


夫妻に よく 仕へ、 衞 生：；？ では 氣むづ かしい 長 與專齋 によく 仕へ た。 長與が 地方に 出張 するとき は、 縣 Si の 役人 達 は そ 

の 接待に 一 苦 K 力した。 しかし、 後藤 新 平が 隨 行して くると、 何の 心配 も 要らなかった。 そこで 埼玉縣 では、 「後藤 さ 

んが ついて くる 時 は 安心 だ」 と 言って ゐた。 その 話が. でゐ ぶん 後まで、 この 縣廳 に淺 つて ゐ たと、 同 縣 の 土木 課長 を 

して ゐ たことの ある 長 尾 半 平が 話して ゐる。 

それ は 伯が、 少年の 時から、 俗にい ふ 「苦 勞人」 としての修業を^2んでゐるためでぁった。 伯 は 年長者 を 取り扱 ふ 

ことが、 特に 上手で あつたので ある。 

，曰が 兒 玉の 下 に 民孜ぉ 長と し て 赴任し たと き、 久しから すして 兩人は 衝突す るで あら う と 噂した 人 々は、 伯の この 

方面 を 知らなかった ためで ある. - さう して 叉、 兒 玉の 人に 長た るの 资性を も 知らなかった ためで ある。 

後年 伯 は、 ある 座談 會の^ 上に おいて 語った。 

『それ は 私が いくら 威張った つて、 兒 玉さん が 居らなかったら、 滅鉢 立ち をした つて、 あの 三分の 一 の 仕事 もで き は 

せん"』 

事實、 その 時代に 實 現された る 新 領土 統治の 經綸 は、 多く 伯に より 畫策 された もので あり、 その 實 現の 當 面の 责仟 

者 も、 また 伯であった けれども、 そのせ 後に、 兒玉 總督の 偉大なる 力が あって、 四 困の 迫害 を 防護して ゐ なかった な 

らば、 伯 は 恐らく 意外の 苦境に 立たなければ ならなかった であらう。 

この- .1 人の 協力 信賴 は、 年と ともに 深厚と なり、 はて は臺灣 統治の みに 止まらす、 日本の 國政 全體の 上に も 協力す 

る やうに なって ゐた。 次に 記す 長 尾 半 平の 囘顧談 は、 この間の 消息 を 物語って ゐる C 
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兒玉 後藤の 二人 は 自ら 性格が 違って ゐ たので、 政治的 活動 も 自ら 異 つて ゐた。 衆議院の 速 中と 飮む とか、 操縦す 

る こと は、 伯の 得意と する 所で あり、 兒玉總 督の眞 面目に 諄々 として 說く所 は、 贵族院 の 議員 を說 くに 適し、 二 

人 は 各 その 舞臺を 分けて 活動し、 對 策に 何時も 成功した のであった。  •  一 

總 香と 長官と が對 座して ゐる 時、 私な ど その 側に ゐる こと も あるが、  i 

「後藤 ダメ だよ。」 

「聞きません か c」  一 

「何と 云っても 分らない、 ダメだ c」  一 

「老練の 政治家と いふが、 老練と 老朽と が 犬 牙 錯^して ゐ るので す c」  一 

「しかたがない、 かう なれば 叩き 壤 すか c」  - 

叩 き壞す とい ふの は 內閣を 滑す ことで ある。 又 二人が その 氣に なれば 滑す こ と も 出來た ので ある。 その 態度 は實ー 

に キビ/ \ してゐ た。  一 

しかし、 これ だけ 兒 玉の 信任 を 得る について は、 伯の 苦心 は 尊 常 一様ではなかった。 兒 玉は糾 刀の やうに 切れる 頭 一 

腦を 持ち、 その 陸軍省に ある や、 「陸軍 第一 の干涉 家」 と 云 はれた 人間で ある。 さう いふ 兒 玉に 對 する、 伯の 苦心の 一一 

端 は、 尾 崎秀眞 が、  - 

一 

『後藤さん が兒 玉さん に對 する 場合、 その 態度 は實に 丁寧な ものでした。 お 話な どの 調子 もま ことに I ^凝^な もので し 一 

た。 夜分 總 邸の 方へ 足 をむ けて 床 をし かせなかった と 聞いて ゐ ます。』 .  一 


と 云って ゐ るに 見ても、 十分 想 察される。 また 公務に 就いては、 新 渡 戶稻造 も、 次の 如く 語って ゐる。 

我^が 臺灣に 在職 中、 後藤さん に は 殆ど 日々 接した。 私事に 就いては 話し合つ たこと は 少なかった けれども、 公 

務に關 する 事で あると、 如何なる 些細な 事で も、 これ は 總督に 一通り 話して からにす るから、 一日 待って くれと 

か、 三日 待って くれと か、 どんな 些細な 事で も、 民政長官 として 自分で 決定し さうな もの だと 思 ふ 事 も、 必す總 

将の 認を 求めたら しい。 斯 くした からこ そ、 兒 玉さん も 結對に 後藤さん を信賴 した 樣に思 はれた。 

さらに 伯が、 如何に 兒玉を 奉す るの 厚 かりし かに ついては、 その 實例 として、 宮尾舜 治が、 次の 如く 物語った C 

明治 三十 三年の 暮 でありました。 三十 一日の 日、 私と 關屋 貞三郞 君と が、 兒 玉さん と 後藤さん とが 大 磯の 招 仙閣 

に往 くから、 座敷 を 取って 置く やうに と 云 ふこと でありました ので、 兒 玉さん は 鶴の 間と 中し ます か、 離れ座敷 

の 二階、 それから 私と 關屋君 も 相當に 立派な 離れ座敷 を 取りました。 後藤さん は 小さい 所ではお 氣に 人るまい と 

思 ひまして、 大きな 堂々 たる 廣間を 取って、 金 昇 風 を 引き 廻して きました。 それと 云 ふの は、 豫て 吾々 は臺灣 

に 於いて 伯爵の 指揮の 下に 居り ましたが、 兒 玉さん は 榮譽の 源泉で、 臺灣の 統率者であります から 超然と して 居 

られ る。 後藤さん は總理 大臣で、 凡ゆる 問題 は 後藤さん を經 由し なければ ならぬ。 ^し 後藤さん が 居らない とき 

は、 兒 玉さん が 民政長官 にも なられる。 さう して 私共の 持って 往く 書類 を 一 々御覽 に なられる。 それで 後藤さん 

は臺灣 の總理 大臣で ありまし たが、 今日 あたりの 民政長官で なく、 吾々 膝下に 拜 伏-^ て 居りました。 さう いふ 風 

でありました から、 座敷の 選び 方 も、 後藤さん の 勢力 を 想像して やった 所が、 いらっしゃ ると 兒 玉さん の 次の 部 

屋の三 疊に這 入った 切り。 さう して 全身 を擧 げて兒 玉さん に 奉じて 居られる。 私共 それ を 見て、 吁^ これ ある il^ 
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と 思って、 吾々 の學 ぶべ き眞諦 は玆に 在る と 思った のであります。 

しかしながら、 その 私 交に おいて は、 水 魚の 交りと いふよりも、 むしろ 兄弟の 如き 親しみが あった。 特に 二人共、 

諧謔 ゃ惡戲 にかけ て は、 他人に 後れ を とらぬ 方であった ので、 ひとたび 一座が 閑談に 移る * と、 その 舌戰は 底止す ると 

ころ を 知らぬ 觀 があった。 この 二人が、 如何に 親密であった かの、 極く 內々 の 一例と して、 當 時の 副官 堀內 文次郞 は、 

次の 一 插話を 物語った。 

前に 述べた 通り、 大將 以下 皆 「ャ モメ」 だから、 時々 活然の 氣を養 ひに 出かけざる を 得ない が、 當 時の 總^ は實 

にえら いもので、 地方に 出 巡りの 時には、 支那の 天子の 駕籠 (黄色 を 主として 装飾した もので、 十二 人の 籠 界 き 

にかつ がせる) で、 護衞 騎兵 一 小隊 以上 もっけて 歩く とい ふ 大變な ものであった。 そして 便所に 行く にも 憲兵が 

ついて 行く とい ふ有樣 だから、 自由に、 しかも 勝手に 官邸 外に 出る とい ふわけ に はいかない。 それで 伯 以下が 出 

かけた 晚は、 總督 がちゃんと 知って 居られて、 翌朝 眞 面目く さって 出勤す ると、 大將 は、 

「おい 後藤、 おれ も 時々 は 民政 長 {n になり たいな あ •：：• 。」 

で 流石の 伯 も ギヤ フンと 參 つたこと があった し 

臺灣 統治 成功の 秘訣 は、 全く この 兩 者の 和合 一 致に あつたと いふ も 過言で ないで あらう。 彼等 は 一 心同體 となって、 

難治の 臺灣に 新生 命 を 吹き込ま うとい ふので ある。  - 


第二 節 土匪 招 降 策 

一、 土匪の 跳梁 

新 領土 統治の 業^ 治安の 維持に 始まる。  " 

蓋し 臺灣 名物の 一 は、 全島に 横行す る 土匪であって、 淸 朝の 苦しみた ると ころも 亦、 鼓に あった。 ゆ ゑに 日 淸講. S" 

談判の 際、 李 鴻章は 伊藤 全權 にむ かって、 

『臺灣 を 領有な さるの も {几 しいが、 阿： と 土匪に は、 きっと 手を燒 きます ぞ。』 

と、 言った。 これに 對 して 伊藤 は、 宛 かも 自信 ある ものの 如く、 

『それ は 統治の 難き にあら す、 施政 その 道 を 得ない からで ある。 どうか 心配し ないで、 三年の 後 を 見て 戴きたい。』 

と、 答へ た。 

領臺 以來、 二 年 有半 はすで に經 過した。 その 間に、 阿 d:: 問題 は、 どうにか 解決の 根本 策が 立った けれども、 土 ii 政 

策に 至って は、 未だ 五里霧中 たる を 免れなかった。 それほど 土 M の 勢力 は、 臺灣 全島に 5^ 潤し、 それほど 匪の 關^ 

は、 犬牙錯^；！してゐたのでぁる。 

由 來臺灣 に は 一 三年 小叛、 五 年 大叛」 とい ふ 誇が あった。 それ は 島 內を撗 行す る 不逞 浮浪の 徒が、 黨を爲 して 暴行 
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を 働き、 良民 を 傷害し、 財寶を 劫掠し、 時の 政府に 對 する 叛亂 が、 三年 目に は 小さく、 五 年 inr に は 大きく、  12- 覆され 

ると い ふ 意味で ある。 

朝 二百 五十 年の 等閑 政治 は、 この ー點 について だけで も、 落第であった。 實に鄭 成功 亡びて より 以來、 土匪が 臺 

灣 島に 跡を絕 つたこと は、 一日 もなかつ たと 言って よい。 若し 全島が 少しで も 平和の 保 たれた ことがある とすれば、 

それ は當 時の せ^が、 匪 首に 贈賄して 小礙を 保ち、 土匪と 協同して 土匪 を 統御した ときに 過ぎない。 故に 島民の 土匪 

を 見る こと、 政府の 未製品 を 見る が 如く、 ー轉 すれば 何時 眞 正の 政府になる かも 知れん とい ふので、 島民 は 正統 政府 

に 租稅を 納める と 同時に、 土 11 政府に も 土随稅 を納れ て、 一時 を 糊塗して ゐた ほどで ある。 我が 政府が 領臺 以來、 土 

匪 討 減に 鋭意す るの を 見て、 島民 は 私 かに これ を 嘲り、 恰 かも 江 海 を 乾す が 如き ものであると 言った の は、 この 故で 

あった。 

これらの 匪賊に 加 ふるに、 わが 領臺 以來、 日本の 統治に 反抗して 起てる 政治的 叛徒の 淺黨 あるに おいて、 土匪 關係 

はます/ \ 錯雜 する に 至った。 卽ち 一様に 土匪と 一一 目っても、 その 種類 は複雜 多岐であった。 一般 浮浪の 徒の 相 蝤聚す 

るの ほかに、 政治的 意味 ある ものが 加 はった からで ある。 r 臺灣 北部 ノ 土匪 投誠顚 末」 は、 これ を說 明して 次の 如く 

記して ゐる。 

臺灣 ヲ囘復 セント 思惟 スル モノ ァリ。 新政 ヲ喜 ハサ ル乇 ノア リ。 舊政 ヲ慕フ モノ ァリ。 或ハ 良民 ヲ 保護 ス ルト稱 

シ、 敢テ 軍隊 一一 抵抗 ヲ試 ムル ァリ。 或ハ 讒誣-一 依テ、 止ムヲ 得ス、 身ヲ 逆境 二 處スル モノ ァリ。 何レ モ 頑迷 固陋 

一一 出サ ルナ シト 雖、 其 中心-一 於 テ自ラ 持 スル處 ァリ。 卽チ 旗職ヲ 揚ケ、 虚檄ヲ 飛 シテ、 良：^ ヲ强 迫シ、 財物 資糧 


ヲ 供給 セ シム。 

： 史に伯 は、 明治 三十 一年 十二月 十日の 贵族 院本 會議に 於いて、 これ を 別の 方面から 分類して、 次の 如く 說 明した。 

土匪 ト云フ コト 一一 附キマ シテ ハ 種類 ガ多々 ゴザ イマ ス。 デ又 首領 ト云フ 者モ甚 ダ多ィ モノ デ アリマ ス。 之ヲ 一 言 

-丁ン テ巾シ マス ルト、 先ヅ 水 滸傅ノ 活劇 ト. e- シ テ 差 支 ナイ ャゥ ナル モノ デァリ マス。 而シテ 唯宋 公明 ナ キノ ミト 

云フ コト ヲ巾シ マス レバ、 ソ レニ テ 大耍ハ 盡シテ 居ル樣 ナ譯デ アリマ ス。 又 或 一方 一一 於テ ハ、 上 州ノ長 脇差 ノ如 

キ類ヒ ト屮シ テ 乇 、 事實ヲ 得ルャ ゥ ナ 次第 デ アリマ ス。 (中略) 而 シ テ其 性質 ハ 皆違ッ テ居リ マス。 最初 起リ マ 

シ タ時カ ラ 云ヒ マスト、 種々 ナ據史 ガァリ マ ス ガ、 今日 一一 於キ マ シ テ ハ 、 共 一一 皆 衣食 - ー窮シ テ居ル モノ ト屮シ テ 

差 支 ナイ ノデ アリマ ス。 而シテ 其 中 一一 モ大體 區別ヲ シテ見 マスト、 聊カ 土地 ノ 人民 二 名望 ヲ有 シテ居 ッテ、 所謂 

土 照稅ナ ル モノ ヲ取ッ テ居ル モ ノト、 唯 浮浪 ノ徒ノ  JiiH ロシ テ居ル モ ノト アル ノ 1 ァ アリマ ス。 

然 らば 土 Si 稅とは 何で あるか。 土匪 は その 保護 村より 如何なる 方法に より、 如何なる 割合にお いて、 それ を 微收す 

るので あるか。 伯は贵 族 院本 會議 において、 繽 いて 次の 如く 說 明した。 

一方 二 ハ土 随 稅ガ アルガ、 ^シ ドウ 云フ 割合 ヂァ ルカ ハ分 ラナ カツ タガ、 今度 歸順ノ 後 之ヲ詳 ニス ルコ トヲ得 テ- 

純牧穫 百石ノ 中、 三十 石 乃至 四十 石ヲ 保護 村 カラ 取ッ テ居ッ タガ、 ソレ ヲ誰ガ 徵牧ス ルカ ト云 フト、 之 ヲ取ル 者 

ハ皆村 一一 居リ マ ス。 甚ダシ キー 一至 リマ シテ ハ、 所謂 町村 長 タル 街 長 社長 ガソ レ ヲ 取次 イデ 居リ マ ス。 其 取次 イダ 

手數 料ハ、 此 町村 長ノ 俸給 トシ テ渡ス ヨリ、 尙ホ 割合 ノ宜ィ モノ ガ アルト 云フ 次第 デァリ マス。 

以て 土^の 勢威が、 島民の 間にお いて、 如何に 盛んで あつたか を 窺 ふに 足る であらう。 しかも 土匪が、 村落：？：^^^を 
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知る こと は、 政府よりも 深刻で あり、 その 復響の 恐るべき こと は、 政府の 欺き 易き と異 つたが ために、 島お の 土 Ml を 

怖る る こと 政府よりも 茶し く、 總せ府 が、 いかに 良民に 就いて 土陋の 情僞を 知らう としても、 彼等 は 言 を 左右に；.^ し 

て、 祕密を 明さなかった。 

これが 藤 代の 總^、  W 政 長の 最も 苦しんだ ところで あり、 また その 討 減 策の 容易に 成功し なかった 所以で ある。 

かくして 初代-禅 山 總督の 時代 は、 ^！^ど政治的叛徒の討減に經過したと言ってょかった。 また 二 代！ ^ 總^ は、 四方の 

山野に 割據 散在して、 時に 風の 如く 村落に 現 はれて 良民 を擾亂 する 土^の 鎮定に 留意し、 大いに 計畫 すると ころが あ 

つたが、 何分に も 在任 短期な りした め、 その 事業に 著 手す る 暇がなかった。 そこで、 愈. - この 土 定の 大任 を ft- う 

て 赴任した のが、 三代 總 乃木將 車であって、 將. 取 は 任に 就く や 否や、 鋭意 匪 情 を 研究した 結 つ ひに 有名なる 三 

段 警備の 法 を 定め、 これ を斷 行す る ことと なった。 

三 段 警備と いふの は、 臺灣 全島 を刖 つて 三 段と なし、 山間 僻陬、 il 徒の^ せる 地方 を 一等地と して、 是れ に當て 

る に 軍隊、 憲兵隊 を以 てし、 平地、 市街地 は 警察が 治安 保持 の 任に 當り、 その 中間の 地 は 憲兵と 警察が 協力し て 緩 * は 

事に 應す るの 法で ある。 

この 三 段 警備の 法 は、 一見 土匪 治定に 甚だ 適切なる が 如くに 見えた。 しかし その 實、 これ を 施行す るに 當 つて は、 

幾多の 弊害 を 免れなかった。 第一 は、 軍隊 乃至 憲兵隊と 警察との W 突 反目、 延いては^ 部と お 政 部との 粃轔 であつ 

た。 それ は敎 養と 訓練と において、 全然 異なる 二種の 警備 機關 において は、 免れ 難き 数であった。 のみなら す、 かく 

の 如く 土 困 治定の 事業が、 二つの 機關に 劃然 分立せ しめられた 結果、 その 間の 統一と 聯絡 を 失 ひ、 却って 出沒 風の 如 j 


き 士^の 跳. 梁 を、 より 恣 まに せしめる の 結 5^ となった からで ある。 

事實 において、 土匪 を播蕩 する の 難き は、 これ を攻 むる の 難き にあら すして、 これ を發 見す るの 難き にあった。 土 

K が 政治的 叛徒の 如く、 一定の 城砦に 立籠って、 皇軍に 杭す るので あれば、 精鋭なる 我が 軍隊に とって、 これ を討滅 

する は =w 々たる 事業で あつたに ちが ひない。 然るに 彼等 は、 平時 は 良民の 間に 隱れ、 良民と 交際し、 良：！^ もまた 匪徒 

たる こと を 知って、 これ を 政府 に^げない。 故に 彼等の 首領が、 白晝 公然、 警察官の 前 を 通り過ぎても、 I； 木 然と 唯 

過す るの ほかない. - 或は 我が 軍隊のお 舍 して ゐる村 家の 主人が 匪徒で あっても、 軍隊 は それ を 知らす して、 平然 方略 

を 語りつつ あると いふ 有様であった し 或は また 彼等が、 軍隊の 行李 を 運搬す る 苦力の なかに あって、 我が 軍隊 は！！ 徒 

に 糧食 を 托し てゐ たこと すらあった。 

かくの 如く、 -迎 徒と 良 とが？ ^ 港して ゐる 限り、 皇軍 如何に 精鋭な りと も、 如何にし てこれ を 蕩し 得よう。 一 の 

.ui- を も 過ち M 別す る こと を 厳に 取締らん とすれば、 結局 一 の 匪徒 を も 捕 ふること を 得す、 亦 若し 疑 はしき もの を 全部 

Ma すると なれば、 すべての 良：： に繩を かけねば ならない。 事實往 々にして、 士 匪と- U 尺と を 合せ 傷け、 ^：^尺をして愤 

怒の 極、 土匪の 群に 投ぜ しめた 例 さ へ あつたの である。 

ム について は、 伯 自身が、 次の 如く：！ 顧して ゐる G 

ところが 實際 は、 この 三 段 警備と いふ ものが、 さっぱり 駄目であって、 土匪が 襲来した とい ふから、 -4、 が往 つて 

見る 時 は、 巳に 逃げて しまって 居らない の だ。 さう すると 老若男女、 手當り 次第に ひどい 目に 會 はしたり、 行 

して 歸 つて 來 ると いふ 有様で、 大いに 困却した。 それ を 文官が 想へ ると、 武せの 方で は、 贵樣 達の 知った ことか、 
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土匪に は 俺達の 同胞が 殺されて ゐる、 どうしても 土匪と いふ 奴 を やっつけなければ ならん、 とい ふの が大 體の氣 

持なん だ。 だから 兵隊が 出て 行かないでも いい 時に 出て 行く。 機に 後れて 出て 行って は、 今 話した 様な 事ば かり 

やつ て 居る。 

かくして 土匪の 跳梁 は、 三 段 警備の 後と 雖も、 依然として 臺灣 全島に 凝延 し、 軍隊 も 憲兵隊 も 警察 隊も、 ただ 奔命 

に 疲れる ばかりであった。 實に 伯が 民政長官 として 赴任した 當時 において は、 臺北縣 下內山 ー帶、 ならびに 北山 ー帶 

の 方面 は、 一文 武官 此等ノ 地方 ヲ 通過 スル 二方 リテ、 或ハ 隊伍 ヲ組 ミ、 或 ハ嚴然 護衛 ヲ 附スル 一一 ァ ラサ レ ハ、 通過 ス 

ルヲ 得ス」 (明治 三， ^ーギー " 三 =、 內務 大臣 宛て、 後藤 民政 長 {R 報告) とい ふ 有様であった。 

事態 かくの 如し。 若し この 土 11 の 横行に して 鎮壓 せられす、 「此 禍根 一一 、ンテ 拔カサ ラン 乎、 明識ぃ 4. 越ノ 總督、 幾度 

更迭 スル モ、 恐クハ 本島 ノ 統治 意 ノ如 クナ ラス、 新政 普ク 僻隅 一一 徹底 セサル ヘシ」 灣 北部 土 恥 投誠願 末) とい ふの が、 

伯 の i: 政： J 長 就任 當時 の實 であつ た。 

然 らば 伯 は、 如何なる 妙策あって、 この 二 年 有半の 難問題 を、 解決 せんとす るので あるか。 

二、 三 段 警備 の廢止 

土匪 治定の 第一 著 手 は、 三 段 警備の 廢 止に 始まらなければ ならぬ と は、 伯の 夙く も 看取した ると ころであった。 

三 段 警備の 制度 は、 ひとり 土匪 鎮定に 效果が 無かった のみなら す、 却って 一般 行政の 根本 を紊る ものが 多かった。 

それは統治の權カを.^^隊と警察とに分與したる結果、 島お は 一 一人の 主人公に 仕 ふるが 如き 始末と なった からで ある。 


-.V のす でに 許可した る こと を、 憲兵， が來 つて 處罰 せんとし、 軍隊の 命令した る こと を、 縣 知事 は： 等 聞 S, しないと 

いふ やうな ことが、 頻々 として 起った。 それ は W 政と 軍政との 混淆であって、 領臺 以来の 統治 失敗の 淵源であった。 

ゆ ゑに 島： K は、 軍部と 民政 部と、 何れの 命令に 服すべき かと 途方に 暮れ、 三 段 警備 はかくして 衆怨の 的と 化する に 

至った ので ある。  、 

この， 衆の 三 段 警備に 對 する 怨嗟の 聲を 代表した ものが 臺中、 臺南、 臺 北三縣 知事の 連署になる 一三 段 警備 ノ義 11 

付 卑見」 であった。 これ は 勿論、 民政 部官廳 としての 立場から 提出した 上申書で あつたが、 その 間、 一般 民衆の 怨^ 

を 反映して ゐる こと は、 爭 ふべ からざる 事實 である。 

その 全文 は 次の 通りで ある。 

三 段 ノ.^ 度ハ、 键戒 防備 ノ點- ー於テ ハ、 遣 憾ナキ 力 如シト 雖モ、 行政 百般 ノ 苦 及 統一 ハ、 之カ爲 メナ ズ障 少シ トセ ス 0  M 、理. m 

左 一一 敍述 セ ン 0 

一 、 縣 知事、 廳長 ハ 、 ^兵 -ー 對 シ 指揮 命令 ヲ爲ス n トヲ得 ルハ、 憲兵 條例 及薹灣 や- S. 一 兵隊 服務 規則 ノ 定ムル 所-一 據リ、 明 カナ" ト 

雖モ、 是レ只 表面上 職權ヲ 有スル ト云フ - 一過 キス シテ、 其實ハ 4^: 屬ノ善 察 官 ヲシテ 指揮 命令 ノ； トー 一服 務セ シムル トキ ハ、 勢ヒ自 

他ノ 別 十 キ能 ハ ス。 是他ナ シ。 各 其 载 屬ヲ異 ： ス ルカ 爲メ 一一  卟ナ ラ フ、。 旣 一一 隸 屬ヲ異  一 I セ "0 其 上司 ノ指报 命令 ニブば 一一 出 ツル ハ 

-= 然 ^  4? 勢ナ "トス。 然 ル 一一 之 V れ屬ノ  察官ト 同 シク、 行政 司法 ノ 勢 察 -- 服サ シメ、 以テ其 統了ブ 期 セント 欲： <  ル モ、 お得 テ 

紫ム へ ケンャ C 故 -ー 彼/ 听謂 三段^ 備 施行 以來、 ^.3ー兵ノ專眢區 - -屬ス ル 行政 司法 勢 察 事務 ハ 、 條々 統計的 統 一 ヲ示ス -- 過 キス シ 

テ、 11 只地ノ 行動 -- 至テ ハ、 啻-ー 隔靴接 痒 ノ感ナ キ能 ハサ ル/ ミナ ラブ； 之 レカ爲 ヌ行 政ノ 統一 ヲ令： フスん 能 ハ ス、 隨テ， 4- 政ノ 近 

ヲ 阻害 スルノ 虞ナシ トセ ス 。是レ 一一 一段 警備 /不， 5- ナル瑰 由， 一 十リ トス 0 
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一 、 や ¥ 共 ト 譽察官 卜 ハ 、 其 成立 素養 一一 於 テ 自 ラ 異 ナル ァリ。 隨テ 憲兵 ハ 軍事上-一 付テハ 特色 ノ 長所 ァリト 雖モ、 行政 司法 錄察/ 

一事-一至 リ テハ、 專務 警察官 -I 比シ、 或 ハ其 素養 練磨 十分 ナリ ト云フ ヲ 得サル モノ アル 力 如シ。 試-一 看ョ。 營業 # 察 一一 ァレ、 阿 

片 瞥 察 -ー ァレ、 X 衞生 察 -ー ァ レ 、 W 般 ノ 行政 警察 ノ 執行 事務 杲 シ テ 遣憾ナ キ 乎。 蓋 シ 憲兵 自 ラモ 苦慮 スル 听ナ ラン 。斯 ノ如ク 

シ テ以テ 行政 ノ 及 ヲ計ラ ント 欲ス、 豈夫レ 得へ ケ ンャ。 是レ三 段 ii 備ノ 不可 ナル 理由 ノ  ニナ リ トス。 

一、 や 1^ 兵 一一 ハ行 政 費 ナシ。 是 ヲ以テ 阿片 瞥察ノ 如キ、 其經 費-一 支障 ヲ來 シ、 現-地方 廳- -之レ 力. e 费ノ 支出 ヲ 請求 スル 一一 至ル。 

抑モ 憲兵 ノ 行政 警. 祭 一一 於 ケル、 司法 t: 察 上 犯人 搜杏 ト異ナ ルナ ク、 ^?2然其職務 -ー屬ス ル モ ノナ ル ヲ以テ、 獨リ行政^：察ノ執務ーー 

要ス ル§^用 一一 限リ、 地方 廳 ョ "支出 ス へキ謂 ハレ ナキ -ー 依リ之 ヲ担絕 セリ。 所ノ如 キ瑰. e 一一  依リ、 や 1^ 兵 一一 於テ 1= 般ノ 行政 i; 察ノ 

銜  一一 (s ル、 其 W 難モ亦 察セサ ル へ カラス。 隨テ 事務 ノ擧 否-一 關シ、 行政 ノ 統一 ヲ 缺クノ 一原 M ナリト 云 ハサ A ヲ 得ス。 是レ 三お 

螫備ノ 不可 ナル 理由 ノ 三ナリ トス。 

I、 中央 地方 廳 一一 於テ、 旣ー 一前 一列 記 セル カ如キ 事々 物々、 隔靴接 痒 ノ感ヲ 免 カレス 。況 ハン ャ S 接 憲兵 ノ手 ヲ藉 ラサル ヲ 

得サル 辦務署 ノ如キ - 一至 リ テハ更 一一 不便 ヲ感 スルャ 大ナリ トス。 例へ ハ 役ん ぶ 未納者 ヲ說 論シ、 义 ハ 同行 辦務署 一一 引渡 スカ 如キ、 

i!. 祭， ぉナ レ ハ等 シク 地方行政 事務 トシ テ其勞 一一 服ス ルモ、 憲兵 ハ 敢 テ之ヲ 担絕ス ルニァ ラサル モ元來 憲兵 -I ハ 旅費 ナキヲ 以テ、 

辦務 自ラ 掛酌シ テ +,? I 慮ヲ «| ス 力 如キ、 蒈 察官ト ハ 其 間勢ヒ 自他 ノ別 ナキ能 ハサ ル ハ、 止ムヲ 得サル ノ 惜弊ナ リ トス。 故-! 辦務 

署 ハ 獨カ 行政 ヲ舉ケ ン トスル ヨリ 外 手段 ナク、 其 不便 名狀ス へ カラス。 是 フ以テ 替察ノ 配置 ヲ望 ム者、 比々^ 然リ トス。 是レ三 

蒈 備ノ不 町ナル 理由/四 チリ トス。 

一、 一一 一段 勢 備-ー 於テ、 最モ 困難 ヲ 感スル ハ，、 其^？廿區ノ 劃定 -ー 在リ。 15： クモ地 區ヲ 分チ、 劃然 警察 ノ 所轄 ト 混同 セ シメサ ル爲メ  二 

ハ、 其 地勢 一一 依リ テ、 平穩ノ 地 ト雖モ 憲兵 營蘿 二 編人セ サルヲ 得サル - 一至 レリ。 例へ ハ 四 境 皆 山、 中央 皆 平原 -ー シ テ、 其 平原 ノ 

地總テ 半穩ナ ルカ、 或ハ 一方-一高 m ァリテ 一 方 海 一一 濱シ、 其 海 -- 濱スル 所、 總テ 平穩/ 地タ ル カ如キ 地方 一一 於テ ハ 、 其區劃^^：易 

ナリト 雖モ、 此 ノ如キ 地勢 ト 民情 ト ヲ具フ ル ノ地ハ せレタ 稀-一 シテ、 本 麻-一 於テ 辛苦 慘 惜其區 劃ヲ定 メラ レ タル ノ 結果- 1 徴ス ル 一一 


ズ亡部或 ハ其 一 部至：！！：平穩 シ テ、. 土 愛ナ キ虔ト 雖モ、 憲兵 營區ト 《s"、 其 土^ ノ抄 掠未タ 跡ヲ艳 タサル 地ハ、 

却テ擗 察^" トほル モノ： rt々 一一 シ テア リ。 此ノ如 キハ、 其區 劃ノ 商量 缺 クル 听 アル ノ 一  點-ー 罪ヲ歸 スルヲ 得ス。 必竟 一一 一は 制度 ノ 

初メ ヨリお； ffli ナル 制度 タ ル 二 大原 H ヲ有ス ル モノ ナリ。 是レ 一一 一段 勢備ノ 不可 ナ ル 理由 ノ五 ナリ トス。 

大略 以上-一 列記 ス ルカ 如シ 0 而シテ 倚々 顧フ -ー、 仝島旣 一一 鎭靜ト 稱シ、 民政 施行 以來玆  一二 一年 有餘、 照賊未 タ仝ク 跡ヲ絕 タス。 

鎮應 剿：^ S: ヨリ"？. ふ 称 ナリト 雖モ、 然カモ 之レカ 55  メ 行政 ノ齊及 統一 ヲ 缺キ、 其 一斑 ハ 今-;? ホ 依然 軍政 ト異ナ ルナ キ/ 觑 アル ハ * & 

タ遣 憾ナリ トス。 而シテ 地方 (I;- 一； d リテ ハ、 假令 憲兵 專 管- sil  ノ 出来事 ト 雖モ、 一 切 其 青-一任 セ サルヲ 得ス。 斯， 如ク -ー シテ 行政 

ノ， Kgs ヲ舉ケ ン トス。 山：；； 亦 至難 十リト ニム ハサ ルへケ ンャ。 依 テ三段 眷觸ノ 制 变ハ、 斷然錢 .i- セラ レン コトヲ 希 5- スル WW チリ。 

右卑 oi 上申 候 也。 

明治 一一 一十 一 年 六：^  一  n 

臺中縣 知事 木. ト 一  印 

臺南縣 知事 機 貝 靜 藏印 

臺北驟 ，5 事 村 上 義堆印 

臺灣總 普 伯爵 3^ 玉 源 太 郎 ^ 

この 上 巾 書が 總督府 に 提出され たの は、 明治 三十 一年 六月 一日であった。 しかるに、 兒玉總 ^は、 五月 二十 五 日の 

訓示 こおいて、 すでに 三 段 警備 廢 止の 方針 を 言明して ゐる。 (本節，^ 項參 照) かるが 故に、 伯 をして 三 段 警備の 制度 を廢 

4- し、 新たなる 土 招 降 策を斷 行せ しめた もの は、 この 三縣 知事の 上申書に 據る ものでなかった こと は 明かで ある。 

寧ろ この ヒ巾書 は、 三 段 警備 制錢 止が、 中央 政 廳机ヒ の 空論より 出づ るに 非す、 尺 意 を 代表す る 地方 廳の上 巾 を伤っ 

て爲 せる ものであると いふ ことの 形.^ を 整 へんが ために、 窃かに 三縣 知事に 意 を 含めて、 提出せ しめたの ではない か 
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と い ふ 疑 ひさ へ ある。 

同時に 他方、 いよく この 正式の 上申書と なる 前に は、 しば/ 口頭 を 以て、 或は 書面き 以て、 各地 方 II から 陳情 

があった であらう こと は、 容易に 察知し 得る のみなら す、 かかる 頻々 たる 陳情が、 中央 政廳の 方策 變 更につ いて、 多 

大 の參考 、 刺戟と なった こと は、 疑 ふの 餘 地がない。 

然し 問題 は、 三 段 警備の. M 止よりも、 むしろ、 この 花 3 制度 を廢 止した 後に、 如何なる 新制 度 を 布く かにあった。 舊 

制 如何に 不完全な りと も、 代って 布 かれた る 新制が、 舊制 以上に 不完全であるなら ば、 改革 は畢竞 無意味なる のみな 

らす、 むしろ 改革な きに 若かない であらう。 

然 らば この 三 段 警備 制廢 止の 後に、 伯 は 如何なる 妙案あって、 新 方針 を 定めん とする ので あるか。 

兹に 我等 は 運命の 數奇を 見る。 

それ はこの, i^- 大 時機に 當 つて、 我等の. 水く 忘れて ゐた 一 人物が、 突如と して 舞 祭の 正面に 登場し 來 るが 故で ある。 

. それ は 伯の 少年 時代に、 最も S 緣深 かりし、 ！^^；師阿川光裕その人でぁっ た。 

三、 恩師 阿川との 奇遇 

運命 は小說 よりも 奇なる 筋 書 を 編んで、 後藤と 阿川と を臺 灣に邂 返せし め、 しかも 後藤の 臺灣 統治に 示すべき 第 一 

の 切れ味 を、 土匪 政策に 試みし むる とともに、 阿川 をして その 背後の 軍師たら しめた。 

水深の 貧乏 少年 は、 今日 海內錚 の 民政 長せ たり、 奠 日の 恩師 は渺 たる 一 事務官たり。 一は 朝 暾の將 に 地平線 を 離 


れんと する の 姿、 他 は 人生の 長途 を 歩み 盡し、 悠然として 家路に 就かん とする 旅人の 心。 圖ら ざり き、 今 海 南の 孤 <se 

に會 し、 膨-阪 日本の 活舞臺 において、 乎 を携 へて 一大 快 心事 を 成就 せんと は。 

然 らば この 當時、 伯と 阿川との 關係 は、 どうで あつたか。 館森鴻 をして、 當 時の 事情 を 物語らし めよう。 

丁度 後藤 伯が 臺灣へ 赴任した 當時、 偶然に も 阿川 先生が 總叔 府の縣 治 課に 居られた。 阿川 氏 は 或る時 書類 を 持つ 

て 長 {R の 事務室へ 這 人って 行った し 明け 放 たれた 窒の 中に、 長官 は堆 高く； W まれた 書類の 間に 仕事 を やって 居ら 

れた。 阿川 先生 はづ かくと 長官の 傍へ 進んで 行って、 

「新 平、 これ はな ァ c」 

「へ— ッ C. 一 

長れ は 恭しく 頭 を 下げて 挨 接した。 これに は 並み居る 事務 育 を 始めと して 歸官速 もす つかり 驚いて、 唯 呆然と し 

て 此の 光景 を-除めて 居る だけだった。 たかが 縣治 課の 課長 次席の 阿川 氏と、 民政 長せ が 師弟の 關係 にあるな どと 

は、 勿論 新米 の 事務 宫述 に は 判って 居よう 苦が 無かった の だ。 

この 事が あって 以來、 今まで 阿川 氏 を 呼んで r 變物 親爺」 と 藤 口 を 叩いて 居た 速 中 も、 「阿川 先生、 阿川 先生」 

と 尊敬す る やうに なった の は ilw 稽 だった。 

その後、 伯 は 阿川 先生 を 臺南縣 知事に 推薦した の だが、 阿川 氏 は、 

「なに！ 馬鹿な こと だ。 この 老耄 になって、 なにも そんな 名譽 なんか 必要 はない。 東京へ 歸 つて 煙草屋で もや 

る さ。」 
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さう 言って 阿 m 先生 は 飄然 臺灣を 去って 終った。 

a 阿川 は 伯の 著 忤當時 は、 總称部 衞生課 勤務で あつたが、 明治 三十 一 年 十  一 H 縣治 課に 轉 じた。 

然 らば 阿 m は 如何にし て臺 灣に來 つた かとい ふに、 明治 二十 九 年 四月、 臺灣に 初めて 政が^ かれた 時、 阿川 は 熊 

^縣 阿蘇 郡長 をして 居た" 然るに 恰 かも その s^、 衞生 w 長たり し 後藤の 畫策 によって、 灣に 阿片 漸禁 制度が 實行さ 

れる ことにな つた。 それ は 最も 巧緻に 立案され たる 制度であった だけ それだけ、 その 實 施に は 老練なる 行政 技能 を必 

要と した。 そこでその實施の行政^：：：の 一人と して、 選に 當 つたの が 阿 出 郡長であった。 

尤も その 當時、 阿ふ警察とぃ ふ〈に^.^-はなかった.- そこで 先づ亳 灣總 将府： ^政 W 事務せ として、 阿片 警察の 事務に 當 

ら し む ベ く、  ；： _ ^總 # 時代 に 採用され たのであった。 

かくの 如く I： 川 は、 ^in こそ 微々 たる  一 ！：£::. 警察^に 過ぎなかった けれども、 ^事に 頓る 思慮の 深い 人で あり、 そ 

の 當時 は旣 に 相當 の 年輩 に も 達し てゐ たので、 K ゃ灣 に 於け る 所謂. V 那通譯 (にと いふ やう な 方面 にも、 多く の 知 入 を も 

つて ゐ たし 後に 蒙古 K とよ ばれ、 衆議，陀の^;物男となった^々木||;山の如きも、 なほ 壯年 時代であって、 阿川と は毫 

北に 於いて 常に 懇親の 間. W であった。 それが 爲 めに 阿 川 は、 廣く 全島に- 1 つて、 自分の 業務た る 阿片 制度の 實際を 調 

^すると 共に、 土^なる ものの 實情を も、 段々 明かに したので ある。 

卽ち 阿川 は、 伯の 渡臺 する 前から、 土 M 政策 は强壓 政策よりも、 懷柔 手段に よるの 賢なる こと を 察し、 謙 人 かの 手 

によって、 この 祕策 を實 行せ しめようと、 手ぐ すね 引いて _ ^つて ゐ たの だ。 

その 時 天の 一 角に 飛報 あり、 


後藤 新-牛、 方5^灣：；^政：3長となる！ 

； 1： 川 は 恐らく 膝 を 叩いて、 

『新 平が 来る のか！』 

と、 い： 一: 悅の ゆ、 聲 を；^ らした に逮 ひない。 さう して 彼 は、 これ を 敎へ兒 の 新 平の 頭に 人れ ようと、 i 峠 かに 時機 を iii つて 

ゐ たので ある。 そして、 彼の この 計畫 について は、 彼の 盟友 白 井新 太郞 が、 夙く から 彼と 肝瞻相 g 一ら して ゐた G 

s: 、辜 顯榮 

いま w 川 俗が、 その 盟 4^ 白 井新 太郞 とともに、 伯に 勸 めて、 土 ii 招 降 策 を；^ 行せ しめんと 畫 策しつつ あった 時、 

玆に今 一 人、 不思議な 人物が 登場して きた- j 

それが 臺灣 人、 辜顯榮 である" 

榮は淸 國泉州 晋江縣 に 生れ、 臺中縣 鹿 港に 生 ひ 立った 人で ある。 夙く から 獨 立して 商業 を營 み、 靑年 時代から 

:i 州、 門、 <^ 港、 上海、 蘇 州、 南京、 天 ^1;:、 牛 庄等を K にかけ て 活躍して ゐた" 伯が 14 政局 長と して 赴任した 當時 

の、 總权： ：府の 「臺 北紳 十； 人物 月旦 一 によれば、 -揮金 土 ノ如ク 資性 豪放 其 商業 乇屢 振 蹶ス」 と ある-し 財 產は當 時 二 

三 萬 圓と稱 せられた。 

蕞灣が n 本の 領有に 歸 する や、 辜 は 早く も 日本 國の ために、 奉公す ると ころがあった。 卽ち 明治 二十 八 年、 公擧せ 

られ て、 艋舺保 良 il:? 長と なり、 臺 灣靖鎮 の 軍を迎 へ、 南 1 に從 つて 戰功 あり、 やがて 苗 栗、 彰 化の 平定と 共に、 鹿 
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港 保 d{ 總： W 長に 任ぜられ、 粮 ii 運輸の 事 を處理 した。 明治 二十 九 年 一月、 勳六 等に 叙せられ、 單光 旭日章 を 賜 はった 

の は、 この 功に よる ものであった。 

明治 二十 九 年 二月、 臺北 保良總 局長に 任ぜられ たが、 同 解散の 後 は、 實 業界に 人り、 臺北塗 葛 堀 間の 汽船 運轉、 

及び 製腦 事業に 從 事して ゐた。 その 人物 は、 「臺北 紳士 人物 月旦」 に、 「素行 ハ 剛直-一 テ躁 急、 資性 豪： E 一一  シ テ入ノ 

災難 ヲ 救恤 シ 、 地方 公共 ノ 事 一一 熟 心 ス. -惟タ 學問 ノ 涵養 ナシ C 故 一一 時々 過言 ノ弊 アル ヲ免 レス。 名聲ハ 毀 幾-: 褒 相 半 

ス」 と ある を 見ても、 なみ 大抵の 入物でなかった ことが 想像され る。 

然るに 彼の 剛直 躁 急の 性が 禍 ひして、 彼 は臺中 知事 村上義 雄の 愤りを 買 ひ、 遂に 獄に投 ぜられ たし ところが その 報 

一た び 俥 はる や、 「市民 之 を 聞いて 4^ いに 愤り、 述署 嘆願す」 と 彼が 手記に 書いて ゐる やうに、 一時 島 間の 騒ぎ を 

せ 心き 起した ので、 乃 木總^ は 命じて 彼 を 出獄せ しめた。 

阿川と. m:^ とが、 彼 を 伯に 推擧 したの は、 この 時であった。 辜 は その 追懐 記に 於いて 次の ごとく 語って ゐる。 

其 時に 當り (^  3- 玉、 後藤 赴仵？ 昨 を 指す.) 民情 未だ 熟せす、 惟 だ 陛下 愛 の 至 意を體 し、 政を發 し、 仁 を 施す。 

宵と して 先づ 全島に 曉 示し、 良 善 を宣撫 し、 愚 頑 を 開 導し、 民 をして 各 其 業に 安ん ぜ しむ。 卽 ち：^ そ 前に 、りて 

と爲 り、 或は 故意に 匪と 爲 りし 者 も、 如し 能く 過ち を悔 ひて 自 新せば、 悉く 之に 歸順を 許す、 且つ 良お の證脾 

を發 給し、 携帶隨，^5-せしむ。 一面 警官 憲兵に 嚴 命して、 故 無く 驚擾 する を 許さす。 凡そ 愛護 を 事と し、 務めて 信 

を 新附の 人： に 施し、 我が 政府の 刻 意 治を圖 るの 股 を 知らし めんと 欲す。 

然れ ども 當時 王化 未だ 敷かす、 ：^随 雜 居す。 竟に 良民の 證を藉 り、 利用して 奸を 作し 科 を见す 有り。 しき は 白 


や-黄， 行す る あり、 市を截 り、 財貨 を 劫掠す。 兵警 更に 處 澄に 從ふ者 無し。 蓋し 善 惡群を 同う する に S り 

する 莫く、 脊府之 を 患 ふ。 軍隊 を 以て 撲滅 せんと 思 はば、 猶ほ累 を 無辜の 民に 及ぼさん こと を 恐る。 警察 を 以て 

^捕す る 若き は、 則ち カ逮 ばざる あり。 は， つ 一方 深山 伏奔 し、 强梁 割據し (簡 大獅、 陳秋菊 等の 如き E 魁) 一時 

:g る 措 施に 困す。 

時に ま府 地方 課長 阿 出 光裕 氏 を 後藤 公に 薦む。 爲 言く 前 次 雲 林 「今 斗 六に 改む」 の 匪變、 亂北 斗に 至る や、 守 

備 隊長 難に 殉死す。 勢將に 55 獗 なり C 辜 某の 援を聞 得して 始めて 勘 平 を 得たり。 此の 君頓る 才幹 あり。 明治 二十 

凡 こ 當り、 ： すって 鹿 に 食す。 與に興 民 除 暴の 策 を 論す。 ：y (の 條陳 ir> 切に して、 深く：： -iw を悉 し、 能く 大：； ^を 

管。 蓋し 其の 来る を 招き、 以て 業 を 助けし めんと。 S 於いて 公 乃ち I 新 太郞氏 S 派し、 鹿に 来って 招 

かる。 時に < 水、 方に 事に 因りて 獄 より 出で、 小； ほ 臥 病中な り。 

. ^くの 如く、 辜 は 出獄 匆々 のこと では あり、 また 健康 を 害して ゐ たので、 白 井の 勸 * に、 おい それと 應 諸し なかつ 

た。 彼より すれば、 多年 日本 政府の ために 盡 力した 揚句が 投獄され たので あるから、 胸中 釋 然とし なかった 點も あら 

う。 そこで 白ト よ、 彼に 北上して 後藤 民政 局長と 會見 する こと を勸 めた。 辜 は 半信半疑で 臺 北に 出て きた。 さう して 

,0 と會 見して、 一遍で ころりと 參 つてし まった。 彼の 手記が その 光景 を 次の ごとく 物語って ゐる。 

白 井 氏 f 過づる Q 曰 i り、 t 獄 § に 方り、 心 i て 灰す。 家 母 含性剛 なる を 以て、 戒めて 事を擔 ふな 

からしむ。 然して 自ら も 一介の 庸夫 にして 素より 才德 無き I ふ。 重ぬ るに 後藤 公の 稚意を 以て， し、 ti- の 

中に 起た しむ。 難く る を 許さす。 乃ち 命 I けて 奔馳 し、 北上して 公に 官邸に 見 ゆ。 攀霞、 i 故の 如し 
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< 小の 近 狀を詢 ふに 及び、  < 小獄事 深く 自ら 咎むを 以てす。 公 慰撫して n く、 君 屈 を受く 僅かに 五十 餘天 のみ、  < 水 は 

則ち 百有餘 n なり。 然 りと 雖も、 線^の 中、 其の 罪に 非 ざれば、 大丈夫 磊々 落々 たるべし。 何 ぞ懷に 介す るに： ル 

らむ。 卽席 一 詩 を ロ^し、 <.^に見示す。 謂 ふ 「人生 禍福 何時 盡。 天道 是非 2^ 日 休。 w£ 苦 千 辛爲帥 友。 從頭無 恨 亦 

無 憂」 と。 其の 痛快なる 襟懐 は、 今に 至る も 猞ほ追 念して 巳ます。 

これが 伯と 辜顯榮 との 不思議な 交情の 發端 である。 

それ は 伯の 死に 至る まで 一貫、 して 渝ら なかった。 否、 伯の 死後に 至っても、 辜 は 伯 を 追 k:! し、 その 造 露に 敬す る こ 

とを媳 めなかった。 さう して 昭和 九 年 六月、 辜が 最初の 臺灣 人と して 勒選 議員に 叙せられ たと き、 恐らく 彼 は 往年 を 

II 顧して、 無量の 感慨 を 催した であらう。 

さて、 最初の 對面 において、 辜 は 伯から、 土匪 政策の 具 體案を 訊ねられた。 辜の 手記 は つづく。 

繼 いで A 水に 問 ふ。 ffi を 治む る當に 如何。 謂へ らく。 匪 も 亦 人な り。 安ん ぞ 治まらざる 有らん。 惟 ふに 地方 靖か 

ら ざる は、 呰在鄕 の 紳士 團 防の 力 を 失せる に 因る。 故に 匪徒 意を恣 まに 出沒 す。 若し 聯庄保 甲の 制度 を援設 し、 

協力 自治せ しめば、 則ち 彼の 輩當に 自ら 跡 を敛む 突。 此の 事佤し  一 二の 條件を 容れ、 當に 效勞を 試むべし。 一、 

卽ち 軍装 五 百、 小鈇五 百、 彈 丸十 萬發を 貸し下げ、 以て 衞 防に 備ふ。 一、 卽ち保 甲辨事 人員の 出 人に 轄下宫 吏の 

干涉を 許さす、 以て 掣肘 を 避く。 公 余の 言 を 以て 深く 要領 を 得たり と爲 し、 慨然 首肯して 曰く。 事 有れば 只管 此 

に來 りて 面 商す る も 可な りと。 遂に 擧日 與辨 せん こと を嚷 せらる。 

出 一!l 匆々 の臺灣 人に、 いきなり 銑 五 百 挺、 彈 丸十 萬發を 交付し ようとい ふので あるから、 亂；； ル ふといへば 隨分亂 ：れ. f だり 


陸^ 側で これ を 拒絶しょう としたの も 無理 はない。 辜 は つづいて 記す。 

軍隊に 向 ひ、 軍器 を領借 せんとす るに 迫んで、 竟に 拒んで 肯て發 せす。 時に 兒玉將 軍 大いに 怒り、 叱して 部下 を 

して 卽刻給 交せし む" 余 卽ち臺 北の 諸 紳士 を邀へ 集めて 協議し、 保 &總局 を创 立し、 並びに 各庄の 要路 を 糾合し、 

次に 依りて 開辦 す。 初め 按す るに 四 侗月を m 上兀 成せん と。 竞に兩 月間なら す、 聯 庄相繼 いで 設立せられ、 述名 

造 冊して、 れに呈 報す。 秧序從って稍安し，- 

かくして^i^-は、 第一線に 立って、 土匪 招 降の 事に 從 つたので ある. - 口 く。 

憶 ふに 總 w の 開 辦に當 り、 翌日^ 首 林 某 等、 便ち 假 りに 行^と 稱し、 招搖 市を过 る. - 街 謠 惑して-します。 < ^毅 

然として 之 を 招き 来らし む、 林 果して 至る。 W 勢嚴 整に して 車 械森然 たる を 見、 敢て 正視せ す。 余卽ち 諄々 とし 

て； Ti ふるに 正邪の 道 を 以てし、 並びに i^l: ぐるに 政府 招 撫の至 意 を 以てす。 乃ち 歸 去して 改面自 新せ しむ。 是れょ 

り-牛 地の 化氛稍 し。 唯；：：； 魁 節 大獅尙 ほ 草 山に 據る" 兒玉將 ，求 りて 兵 を 派して 之れ を捣 く。 巢穴旣 に 破れ、 大 

獅. ぬ 門に 逃 "お す. - 後 終に 擒に 就き、 北^^ ど 平らぐ。 而 して 保 屮阁防 は 終始 一 彈を费 さす。 仍って5^.械を將て數 

を悉 して 撒还 し、 以て^！贝住をゥ儿ぅす。 これ < 水の 知 を 後藤 公に 一な ける の始 端と なす。 憶 ふに 明治 三十  一、 二 年の^ 

に 在り。 

その後、 '六の 土 a! が 蜂起した とき、 伯 は 再び 辜 を 用 ひて これ を 疋 した。 

其， の 後 斗 六の. 匪變 再び 起る C  .臺 中の 知事 木 下 周 一 出府して 討たん こと を 請 ふ。 公、 余の保屮團防の設辦^^しきを 

得たり し を 以て、 喝 して 知事の 理と爲 す。 余 前 次 村 上 知事の！^ 見に 鑑み、 や、： へる に毫北 なれば 卽ち 公の 卞 下に 
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庇 はれ、 且つ 能く 某の 剛直 を諒 とせら る。 若し 地方に 往 けば、 恐らく は 阻梗を 生す る 無き を 免れ 難き こと を 以て 

す？ 公 曰く。 介す る こと 勿れ。 今界を 命じて 總 督府囑 託、 兼臺中 知事 顧問と 爲 さんと。 卽ち大 鳥圭介 (註、 {ぉ4- 太 

郞の？ &、) 氏 をして、 余に 文 憑を授 く。 且つ 余 多年 辦 公の 需費少 からざる を體 し、 並びに 一時金 千 圓を給 ふ。 翌日 途 

に 木 下知 事と 偕に、 に臺 中に 赴く。 余 仍って 諸 紳士 を邀へ 集めて 計り 議す。 言へ らく) 斗 六の 地勢、 高山 密林 

に 近接す。 故に 陋徒 險に據 り、 藏 に：；^ ぶし。 若し 各 要路に 防 を 設けて 禅禦 し、 北部の 聯庄保 甲の 如く 協力 共 治せ 

ば、 則ち 随 勢 自ら 翁 まらむ t 大。 兹に 於いて、 山陬耍 地の 五十六 庄盡く 皆 響應、 次第に 開辦 す。 余 更に 吉弘 少^と 

會し、 壯丁數 百 を 添 募し、 極力 搜挈、 揭竿ー 呼、 遂に 之れ を鎮 平す。 

辜顯榮 について は、 吾人 はさら に、 しば/ .(、 記す ところが あるで あらう。 今 はた だ 彼の 土匪 招 降に 關 する 事蹟の み 

を錄 してお く。 

五、 軍部の 跋扈 

所謂 「土匪 招 降 策」 の 何者で あるか は、 序 を 追って 次第に 明かに しょうと 思 ふ。 しかし その 根 本義 は、 大随と 小. 1 

とを區 別す る ことにあった。 

土 1 の數、 臺灣 全島に 幾 萬なる を 知らす と雖 も、 世に 言 ふ 土匪 稅を徵 する ほどの 大匪 は、 思 ひの 外に 少なかった。 

まづ 東部 宜蘭 地方に は 林 火旺、 林少 花、 林 朝 俊。 北部 臺北 地方に は陳秋 菊、 林 淸秀、 徐 fi、 鄭文 流、 簡 大獅。 中部 地 

方に は 柯鐵、 黄 國鎭、 王 烏 猫。 南部 地方に は鄭吉 成、 林少 猫。 その他 約 二十 頭目に 過ぎなかった。 


阿川 や 白 井 や 辜が 著 目した の は、 かう した 土匪の 大 頭目であった。 これら は 流石に、 多く は理を 解し、 利に 慧き速 

中であった。 若し 彼等 を說 得して、 進んで 投降せ しむるならば、 雨 餘の無 組織の 小 匪の 如き は、 その 數幾萬 ありと も、 

流 贼小盜 の 類と 共に、 普通の 警察力 を 以て、 漸次に 逮捕 絕： する ことができる。 

これ を刖言 すれば、 所謂 「土匪 招 降 策」 とい ふの は、 土匪 を治定 する に、 軍隊の 兵器 を 用 ひす、 民政 部の 組織力と 

警察力 を もって、 土匪の 主力 を 良民 化しよう とする 所謂 「撫順 政策 I であった。 若し これが 實 現しうるならば、 これ 

に 越す 良策の ない こと は、 何人も 認めざる を 得ない ことであった。 しかし 臺灣當 時の 實情 として は、 それに は 一 つの 

難關 があった。 

それ は臺灣 における 軍部の 跌屋 であった。 

領臺後 二 年 有半、 なほ 多數の 軍隊 を 全島に 駐屯せ しめ、 ：！^ 政 部に 對 立して 陸軍 幕僚、 海軍 幕僚が、 總 督府內 に？ 1 存 

して ゐ たの は、 多く 土^ 鎭定の 大事 業が 前途に 横 はって ゐ たためで ある。 若し 土匪が、 かくの 如く、 一般 警察力に よ 

つ て 鋇定 され 得る も のとしたならば、 軍部の 擁す る 兵器 の 遣り場 は何處 にある か。 

この 土 Si 招 降 策に つき、 軍部 は 果して、 何等の 不滿、 非難の 聲を 揚げない であらう か。 この 對 軍部 關 係に ついて、 

^目 補隆 は、 次の 如く 囘 顧した。 

；兀来 臺灣は 日 清戰役 の 結果 得た 所の 領土で あるから、 云 はば 軍事上の 賜物 だ。 從 つて 軍人の 得意 さは 非常な もの 

で、 ために 文 武官の 親 輟、. 司法官と 行政官の 軋 機 を 生じ、. 惹 いて は 官民の 軋櫟 となり、 民 治よりも 官 治が 更に 困 

難なる ものが あった。 最も 謹厳なる 乃木將 軍が、 これら惡弊の後裕除とも云ふ可き格で赴任され、 骢て荒^|-治も 
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濟ん だと 云 ふ 頃、 兒玉將 軍が 乘 込んだ ので ある。 予が 赴任 當時 は、 此の^ 輟が 非常に 盛んで、 各ぶ 自分の 乾兒の 

配 S にの み 腐心し、 ォレ がォレ がと 云ふ狀 態。 それで は 如何な 名總督 でもう まく 行く 苦が 無い。 

また 宮尾舜 治 は、 次の 如く 語った。 

： 吾々 が 臺灣に 居った 時 は、 まだ ：來 部の 勢 ひが 成 I んで、 一般のお 政に も關 係し、 なかく： 求 部との 關 係が 面倒で あ 

つた。 昔から 支那の 將： 舉は、 文 よりも 勢力が あつたので、 臺灣の 島； K は、 何 か 面倒な ことが 起る と、 直ぐ 旅 園 

長の 所に やって 往く。 將 々々と 言って、 拜んで 泣く と、 ゥン さう かと 言って 聞いて やる。 さう いふ やうな こと 

から、 軍部と： 政 部と、 衝突す る やうな こと もあった。 それで 行政に 關 しても、 W 政 部 は 軍部よりも 弱かった。 

兒 玉さん が總 I：： に なられてから は、 兒 玉さん は 何時でも 後藤さん を 助けて、 政 を 確立す る ことに 努力され、 臺 

灣の 政治の こと は、 殆ど 後藤さん に 任せ ッ きりとい ふ ほど、 後藤さん の 權カは 素晴らしい もので あつたが、 それ 

でも、 兒 玉さん と 後藤さん の 對話を 聞いて ゐ ると、 あのく らゐ兒 玉さん に 信用され てゐる 人で あるが、 例へば 少 

將の 人の ことが 話題に 上って ゐる とき は、 何某 閣下が どうしました、 斯うし ましたと 云って 居られた。 ^は それ 

を 見て、 これ は 様子が 逮 ふと 思った。 其のと き 私共 は考 へた。 政治家と 云 ふ もの は是れ だ、 斯 くの 如くして 初め 

て 後藤さん が兒 玉さん に 使 はれる ので、 兒 玉さん も 亦 後藤さん に 任される ので ある、 と。 

斯 くの 如き 情勢であった から、 この 土 M 招 降 策を實 施す るに ついては、 先づ その 大前提と して、 軍部の 頭 を ゥンと 

抑へ つけて S く 必要が あった。 それが 出来ない 限り、 土匪 招 降 策 如何に 妙案な りと 雖も、 到底 實行 する こと はでき な 


然るに この 對^ 部 問題 は、 意外の 事件から、 急轉 直下、 解決の^ 光を發 見した ので ある。 

六、 宴席の 活劇 

日 戰 < が を 去る こと 僅かに 三年、 海に 陸に 連戰 連勝した る 軍人の 鼻息の、 荒 いのも 無理はなかった。 汉んゃ 武人の 

流血 未が 乾かざる 毫灣に 於いて、 軍人の 意氣 込みの 凄まじかった の は 人情の 自然で ある。 

『此の 島 は 俺達が 取つ たんだ。 また 俺達が 守 るんだ。』 

さう いふ 感じが、 皮下 一分に 流れて ゐた。 從 つて 彼等 は、 文 のい ふこと など、 聞きた くはなかった。 

そこへ 生 意 氣な醫 者 上りの 民政 長， > -が來 て、 兒玉總 普 を 笠に 敏 張り 散らす と 思った G だから、 彼等 は 腹に^ ゑ 兼ね 

た。 何時 誰れ がいひ 出した か、 彼等の 間で は、 伯の こと を 「總 督 の 御曹子， 一 と-お 名して ゐた。 

伯の 方で はまた 伯で、 臺灣 統治の 根本 は、 ； 政 主義 を 徹底す るに ある、 軍人に w 政にまで 嘴 を容れ させて おいて は、 

新 M 土の 經營は 到底で きない、 そのうち 何時か、 機會を 見つけて、 軍人の 頭 を 押へ て やらなければ ならない、 と 心中 

^く 決して ゐた G 

この 故に、 伯と 軍人との 衝突 は、 すでに 運命的であった。 しかも それ は、 意外の ことから、 思った よりも、 すっと 

早く 來た。 それ は 次の 如きい きさつであった。 

裏灣 赴任 後 三 箇月 目に、 兒 玉總督 が、 先づ 各地 方 長官 を 召集し、 繽 いて 幕僚 參謀長 及び 各 旅 團長を 召集した。 當時 

、m 部の 主なる 人々 は、 陸舉參 謀 長 立 見尙文 少將、 臺北旅 團長內 藤 之 厚 少將、 臺中旅 團長松 村務本 少將、 臺南旅 画 長 高 
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井 敬 義少將 等であった。 

績 いて 後藤 民政 « 長 は、 新任 披露の ため、 これ 等の 人々 を、 大稻埋 の淸涼 館と いふ 料亭に 招待した。 この n の 接待 

萬般 は、 總督 副官 堀內 大尉 (今の 文次郞 中將) に 委ねられ てあつた。 

事件 は、 この 招待の 席上で 起った ので ある。 これに ついては、 先づ その 責任者の 一人であった 掘內 をして 語らし め 

よ-つ。 

大將と 伯の 赴任 當時 は、 まだ. 領 後の 餘 弊が 澤山 あり、 內面 的に も 種々 黨派 的關係 等が あって、 花 S 派と 新派と 云 

ふやうな 不折 合の 點が、 下層に は 存在して 居た。 哲派 中には 軍人が 多かった。 その 主席と でもい ふべき 一人に、 

守備 旅 團長松 村務本 少將が 在った。 この 人 は 中々 の やり 手で、 又喧 f. も 好きな 人 (當時 は 一般に 喧啼 が 多かった) 

. であった。 コ チラの 新派の 大將は 伯で、 伯 も 中々 負けて は 居ない 人です から、 色々 の 出来事の もつれの 結 は、 

伯に 向って 來る。 其處で 或る時、 伯が 主人で 5^ 人迚を 料理 亭 「小島 家」 に 招待した が、 酒が！！ つて 來 ると 松 村少 

將が 伯に 喰って かかった。 

0 堀 内？ 談中、 料亭 を 「小島 家」 とせる は、 記憶ち が ひで あらう。 事 K は 上述 S 如く、 淸凉 館であった。 

それが 後藤、 松 村の 大喧 i- のきつ かけであった。 何故かく も 松 村 は、 後藤に 喰って かかった のか。 

その 遠 M は、 前記の やうに、 軍人の 腹の 中に あった 反 後藤 熱で ある。 而 して 直接の； は、 主人た る 伯の 遲參 であ 

つた。 

その n 伯 は、 公務の ため、 心なら す も 招待した 時刻に 遲れ て、 七 時 過ぎに やっと 會 場に 驅 けつけ た。 そして 频 りに 


失 禮の罪 を 謝しながら 著 席した ので あるが、 やがて 1>J -酣 となって、 酒が 廻る につれ、 主人 側が 遲參 すると は 何事 だ、 

とい ふやうな 文句が すこし 諄くな つて、 つ ひに 宴席に おける 活劇と なった ので ある。 その 活 刺の 況は、 堀內の 語る 

ところに よれば、 次の 通りであった。 

滿座 人 だけ だから、 一層 松 村少將 は元氣 がよ い。 なぐり 合 ひが 始まり さう だ。 その 時 伯 は 腕 を まくり 一. 来るな 

ら來 い、 己の 腕に はメ ンコメ シの鐵 筋が 人って ゐ るぞ」 と、 一歩 も ひかす 威張り 出した。 恐らく 伯 一生の 大成 張 

りであった らう。 かねて こんな こと も あらう と 察して 居り、 又： 求人 中で 私獨り は總^ 府の 役人で あり、 特に 伯と 

は 無二の 御 懇意で あるから、 新舊 文武 兩 派の 中間に 立ちて、 和合 を 謀って 居った から、 此の 附 主席の 喧 の 間に 

飛び込んで、 留め男の 役 を 勤め、 無事に すんだ のです。 此の 喧嘩が 後世まで 殘 つて 傳 はって ゐ るの は 前に 巾す 通 

り、 文武 新舊 派の もつれが なか， （- 盛んであった からであります。 

この实 席に おける 活劇の 話 は、 當の 本人た る 伯が、 生前よ く 語った ところで ある。 それ は 堀 內の囘 顧談と は、 す こ 

し W; 、つたと ころもあった。 次の 通りで ある。 

俺 は その 晚、 少し 後れて. 5=!- 會に往 つた G 

； つて 見る と、 もう 軍人の 連中 は 待ち兼ねて、 酒を飮 んでゐ た。 その 中に、 旅 順で 死んだ 松村務 本と いふ 男が ゐ 

た。 これが 少し 酒癖の 惡ぃ 男で ね、 色々 と 俺に 喰って 掛 つてき た G 

「なぜ 主人た る ものが 遲れ てきた。」 

としつ こく 一一 IK ふから、 俺 も 腹 を 立てて、 
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第二  is  h ゆ 招 降^  一一  二  一 

「家で 細^の 顔 を 見て ゐて 後れたん だ。 それが 何が 惡 い！」  . 一 

といって やった。 さう すると 松 村が 怒って、  一 

「何 を 生意氣 な、 總： の 御前 c 子め、 お前の やう. V な 文 {n に 何が 解る。 俺は彈丸雨ャ欣と降る中を^^5っ て きたwf人i 

ぞ！」  一 

とい ふから 俺が、  ， 

「彈 丸- 晌液も 何も あるか。 せ樣の やうな 將れ は、 何千 人の 兵隊の 後の方から、 進めく と 指^して ゐる だけ だ。 一 

俺 を 見ろ。 他 は牢に 入って きた 人間 だぞ。 牟は 一 人で 入 るんだ ぞ。 中 樣は 本に 人った ことがあ るか！  c」  j 

といって、 ふら/ \ と 松 村が 立た うとす ると ころ を、 俺 は 機先 を 制して、 すぐ、 ボカ/ \ と 頭 を つてお いて、 

「我輩 は、 んフ 夜 はこれ で^ 敬す るピ 

といって、 さっさと 歸 つてき てし まった。 

以. t が 伯の 间 顧お である。 堀內の 一一 目 ふごと く、 單に腕 まくり をして 疾呵 をき つた だけで あるか、 或は： n の； 1 額せ し： 

ごとく、 摑み合 ひの 喧啼 となった のか、 人 マ となって は 判定す る こと は 難 かしい。 松 村 はいかに も 武人ら しい 立 15^ なん 一 

で、 後に n 露戰 1^ の 時、 旅 順にお いて 名 譽の戰 死 を とげ、 男爵に も敘 せられた ほどの 人で あるが、 酒癖の わるい こと 

は、 臺灣當 時から 評判で あり、 時に 狂態 を演 する ことのない でもない とい ふこと であった。 伯の 囘顧談 も、 ちと 大袈ー 

すぎる 觀 がないで もない が、 かなりな 活劇で あったら うこと は 想像され る。  .1 

さて、 この 活劇の 跡始末 はどうな つた か。 伯の囘顧^^欣にょれば、 次の 通りで ある。  * 


その 晚、 俺 は 辭表を 書いて、 翌朝、 兒 玉總督 のと ころへ 出さう と 思って 寢た。  . 

さう すると 翌る 朝早く、 俺が 西洋 間の 窓から 見て ゐ ると、 門から ふたり 人が やってくる。 立 見 参謀長と 松 村 だ。 

しかも 一 一人と も 平服 だ。 

俺 は 「はは ァ」 と 思った。 

軍人は：！^^^びをするときは、 平服で くる もの だ。 

それから 應接 間に 通して 會 つて 見る と、 立 見が、 

「松 村 君 は 昨 晚は酒 を 飲んで ゐ たので、 まことに 失禮 しました。」 

とい ふから、 そこで 俺 は、 

「いや 別に 失禮な ことはありません。 私の 方が 失禮 かも 知れない。 私 は 後日の 證據 として、 あなたの 頭 を if つて 

おいた。 それ を 御 記憶 かどう か。」  . 

と 訊いて やった。 すると 松 村が、 

「いや 少しも 記憶し ない c」 

とい ふから、  - 

「それならば 致 方ない。 私 は實は 宴會の 席で お 客の 頭を毆 つた 不屈 者 だから、 早速 この 旨 を 總督に 巾 上げて、 辭 

表 を 出して 次の 船で 內 地へ 歸 らうと 決心して ゐ た。」 

とい ふと、 立 見が、 まあ/ \ と 宥めて 仲裁す るから、 それで 俺 も そのままに すまして しまった。 

笫 一章 臺灣 民政長官  一 ニニ 


笫ニ節 土 陋 招 降 策  一一！： 

しかし いづれ は 總れ； E の 耳に 入る ことで あるから、 その 朝 俺 は、 これ を 總督に 報告して おいた。 

然 らば これに 對 して、 兒玉總 1^ は、 如何なる 處 13 を 執った か。 活劇の 願 末よりも、 實は その 方が、 向後に とって、 

重大なる 關係を もつ。 これにつ いて、 橫澤の 語る ところ は、 次の 通りで ある。 

翌朝 早天、 後藤 伯 は總督 {R 邸 を 訪問した。 總 は 例に 依って 朝起きで あるから、 庭 を 散歩して 居らる る 所に 來て、 

昨夜の 顚末を 總督に 報告せられ た。 然るに 兒玉 總叔" がその 時の 挨 移に、 

「それ はよ かった。」 

とい ふこと であった。 如何にも 後藤 長 {n にと つて は 意外な 挨按 であった が、 深く それ を 總督に 聞き返す とい ふ餘 

地 も 持たなかった。 實は 後藤 伯の 考へ では、 總督も 武人で ある、 相手の 松 村 君 も 武人で ある、 而 して 今や 文 の 

ig- 櫟の しい 時で ある、 その 時に 自分が 武人と 格闘した などと いふ こと は S かで ない とい ふこと で、 或は 總^ の 

叱 言 を 聞く とか、 不滿を 問く とか いふ ことで はなから うかと、 多少 心に する 所が あつ て早朝總^^：：にそれを報吿 

せられた。 然るに 總；^ E は 「それ はよ かった」 とい ふ 挨拶であった ので、 伯 は 奇異に 感ぜられ たとい ふ 話で ある。 

その 晚、 恰 かも 總^ が 矢張り 各 旅^ 長、 參謀 など 軍人 側 をせ 邱に 招. t: して 居られた。 然るにい つも は 邶の 西洋 

館の 方で、 西洋 料理 を 以て 變應 せらる るの が 定例で あつたが、 その 日に 限って 日本 座敷で、 その 頃あった 「ぁづ 

ま」 とい ふ 料理屋から 日本料理 を 取り寄せられ、 且つ {n^ 邸に 藝者 などと いふ もの は 呼ばれた ことがなかった が、 

その 時 は 「あづま」 より 內藝者 を數名 呼ばれて、 全く 日本式で、 各 軍人 を饗應 せられた。 さう して 總^ がー 場の 

簡單な 挨拶 を 述べられた。 その 挨 1^ に、 


「今日は この 土地で 和食 を 差 上げる 位 だから、 萬事不 設備で あるし、 殊に 自分 は 未だ 家庭 も 持た す、 獨 身で 居る 

際で あるから、 總 てが 不行 C3 きで あるが、 どうかお 心 置きな く、 ゆっくり 召 上って 下さい c」 

とい ふ 定例の 挨拶. せられた。 所が その 時に 松 村少將 は、 どうい ふ 風な 感じが あつたか 知らぬ が、 

「御主人の お許しが 出た から、 今晚は うんと 飲んで …… J 

とい ふやうな 風で、 極く 寛がれた 裡 にも、 自ら 角の ある やうな 言葉 を發 せられた。 その 時、 突然 主人の 總： は容 

を 改めて 言 はるる のに、 

「主人が 挨 接した からと いうて、 それに 甘えて、 醉ひ 倒れる 迄飮 むと いふ こと は 紳士の 態度で ない。 而も 陸軍 將 

たる 肩書 を 持って 居る 人 は、 所謂 國 家の 柱石で ある。 その 國 家の 柱石た る 軍人が、 臺灣の 新版 圖に 於いて 醉ひ 

倒れる とか、 文 {n と； if 機す ると か、 格闘す ると かいふ やうな 行動 を とらる る こと は、 甚だ 自分 は 遣 憾に感 する。 

この 澄 は 御 列席の 諸君 も 御注意 を 願 ひたい： 一 

斯うい ふ 風に 總督が 一 本き め 込んだ。 それで 昨晩の 一 件の こと は 一 言 も 出なかった。 而も それからと いふ もの は 

段々 三 段 .# 備も廢 除せられ、 車 人が 行政な どに 向つ て 嘴 を 容れる ことが 全然 なくなった。 

かう して 最初、 偶然に も、 毆り合 ひの 喧嘩とまで なって 爆發 した 民政 部と 軍部との 輕は、 兒玉 總督の 儼然たる 態 

度に よって 事な くま- 壓 された ばかりでなく、 却つ て 臺灣に 民政 主義の 政治 を 確立す るの 一 機緣 となった ので ある。 

政 部に 對 する 軍部の 壓 迫が 除かれた の も、 この 事件 以来であった。 そして 所謂 土匪 招 降 策が、 博る ところな く實 

行され はじめた の も、 この 事件 以来であった。 
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笫ニ節 土 賄 招 降 策  二 六  、： 

七、 兒玉 總督の 一喝  ！ 

しかし 意 氣冲天 の^人 を 抑へ て、 伯の 民政 主義 を 徹底せ しめたの は、 宴席 活劇 事件の みのた めではなかった。 それ 

は設 すると ころ 兒玉 總将の 威望であった。  .ー 

蓋し、 軍隊 をして 軍隊 本来の 職務に 俊歸 せし むる こと、 換言すれば、 軍部の 民政 部に 對 する 容噪を 排除して、 徹底； 

せる 民政 主義の 政治 を 確立す る ことが、 兒玉 總螫の 最初からの 治臺 方針で あり、 同時に 後藤 民政長官との 間の 默 契で 

もあった。 

臺灣ぉ 政 長 { に とし ての 伯が、 世界に 誇る に 足る 程の 治績 を 擧げ得 たの は、 主として この 默 契に 基く ものであった。 

如何に 尺 政 長せ に 縱橫の 機略 ありと 雖も、 總 お：： にこの 不動の 大方 針な かりせば、 恐らく 伯 は 十一 一分に その 手腕 を 振 ふ； 

こと はでき なかった であらう。  ： 

しながら、 ^部 全盛の 當時 において、 しかと 諸將. の 頭 を 押へ、 政 長官 をして 滿 腹の 經綸を 行 はしむ るに つい 一 

一 

て は、 總 4： は、 並々 ならぬ 心 遣 ひ をし なければ ならなかった。 それ は元鹽 水港廳 長たり し 村 上 先が 記す ると ころの、 > 

次の 感想に よっても、 その 一端 を 窺 ひ 得る。  " 

予はー 日 事 を 以て、 將 軍に 請 謁し、 適. - 予の廳 治に 關し、 將 軍に 稟議したり。 然るに 將軍 之れ に應 示して 曰く。 

「予は 兵隊に して 一 も： 政 を 知る 所な し = 往 いて 之れ を 民政長官に 聽け」 と、 猗與、 將軍は 文武 兩 政に 精通し、 

殊に 長く 陸軍 次官の 重 司に 在り、 第一流の 政府 委員と して、 帝 Bi 會に 折衝した るの 事蹟 は、 天下 常に 其 記憶 を 


新たに しつつ あるに も拘ら す、 知りて 而 して 知らす と 言 ふ は、 則ち 民政長^ をして 治臺の 手腕 を 縱橫に 揮 はしめ、 

且予等 地方 官 をして 重き を 民政長官に 寄せし^、 以て 精神 あり、 權威 あり、 統一 ある 臺政を 行 はし めんと する の 

深意 を存 する ものな り。 故に 予は、 雨後 總督の 下問 ある、 已むを 得ざる 場合の 外 は、 民政長官 を 措て、 總^ に 直 

稟す るの 變 則を愼 めり。 

この 兒玉 總督の 大方 針が、 上記 宴席 活劇 事件に 續 いて 現 はれた の は、 臺灣 評議 會 改正 問題の 時であった。 

臺灣 評議 會と いふの は、 本國 政府の 柩密院 以上の 權限を 有する、 總督の 最高 顧問 府 である。 勿論 軍部の 勢力 隆々 た 

る 時代で あるから、 陸海 軍 幕僚 は、 その 正式の 委員た るの みならす、 むしろ 評議 會の 中心 勢力であった。 それが 後藤 

政 長せ の 時代に なって、 陸海 軍 幕ぎ の 地位 を、 この 最高 顧問 府の 臨時 委員たら しめんと したので ある。 

氣 をね ふ當 時の 將軍 達が、 この 改正 を默視 する 害はなかった。 

W しこの 改正 は、 當 面の 問題た る 土匪 招 降 策を實 現す る 上に、 重大なる 關係 があった。 何と なれば、 從來の 制度に 

おいて は、 軍部 は、 尺 政 部と は無關 係に 軍隊 を 動かす ことができた。 故に 土匪 討滅 のために 大 軍隊が 出動しても、 尺 

政 長官 はじめ 民政 部の 人々 は、 數日 後でなくて は、 その 事實を 聞知す る こと すら 許されな いとい ふやうな ことが、 お 

頻 として 起った。 新しき 統 一 ある 土匪 招 降 策と、 かかる 變態的 措置と は 到底 相 容れる こと はでき ない。 

然 らば 兒 玉總督 及び 後藤 民政長官 は、 如何にし てこの 評議 會 改正 を實現 せんとし たので あるか。 伯 は 往時 を囘 顧し 

て 次の 如く 語った。 

さう すると 參謀 幕僚から 抗議が 出て 來た。 それ はけし からん、 吾々 が 今まで 彈丸 雨の 如き 所 を 命懸けで やって 來 
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第二 節 土  SI 招 降 策  二へ 

たのに、 今頃 後藤 等が やって来て、 傍若無人な 事 を やられて たまる もの かとい ふわけ なんだ。 私 もま だ その 時 は 

四十 二だった から、 まあ 相當 無遠慮に やった。 その 評議 會の 改正の 時 は、 兒 王總督 はえら いものでした リ參謀 幕 

僚 等 はえら い 勢 ひで 反對 をした。 その 時の 參謀長 は 立見將 軍と いふ 人であった。 これ は 警視 廳の 方から 陸： 傘へ 行 

つた 人 だが、 武せ 中で は 相 當學問 も あり、 常識 も あり、 高 德の士 で、 その 時 は少將 であった けれども、 中 恃の兒 

玉さん より は 先輩の 少將 であった。 兒 玉さん は 長 州 だから 中將 になった の だけれ ども、 立 見は疾 くに 中將 にな， e 

た 人 だと 謂 はれた 位で、 入 望 も相當 にあった 人です が、 それが 參 謀 長 をして 居った。 

其のう ちに 評議 會の改 案が だんく 面倒に なって 來て、 一日 總督 官邸で 會議を 開いた ことがあった。 その 時 は 立 

見も來 たし、 捬瀨も 來てゐ る。 海軍の 方 もす つと 來て 居る。 そこで 兒 玉さん が、 

「今度 評議 會の 改正に 對 して！^ 諸君に 大分 反對の 御意 見 も ある やう だが、 この 際 後； .il!!; ー應說 明して くれ。」 

と 一一 a ふから、 私が、 

「今度の 改正 は、 地方 長， 5:^ の 要求がなければ 出兵 を しないと いふ ことが 一 つ。 その 要求が あった 時には 速 かに こ 

れに應 する こと。 それから やや 犬なる 軍隊 を 動かさなければ ならん やうに なって、 大隊 以上の 出動 を 必要と認め 

る 時 は、 別. に 研究 をす る こと。 さう して 大隊 以上 を 動かす 時には、 評議 會に 臨時 委員と して、 參謀長 始め 幕僚の 

委員が 出席す る ことになる。 さう して.； fr 日より は： 政 を 布く とい ふこと を、 ：：！^、，：；" に 溶み *K ら 4,- るた： P こ、 これ を 

改正し なければ ならん。」 

とい ふ說明 をした。 さう すると 兒 玉さん が、 


一 政 長 宵 は ああ 言って 居る が、 立 見さん どうです か c」 

と 問うた。 立 見將軍 曰く。 

「これに 就いては 幕僚に だん. /-\ 議論が ある。 臨時 委員と いふと、 平生は 要らん ものになります な。 委員 外に 排 

されて、 これまでの 軍隊の 働きが 無視され る やうになる とすれば、 軍隊の 重大問題で あるから、 參 幕僚の 間 

に は 大分 議論が ある c」  . 

と 言 ふ。 兒 玉さん が、 

「さう です か、 しかし 一般 行政の こと は、 大いに 軍事 行政と 違 ふ。 ， やまで も 民政長官と いふ もの はあった けれど 

も、 此の度は軍政をすっかり^^fめて、 民政に するとい ふので あるから、 よほど 考 へなければ ならん。」 

と 一一 一一 II はれたら、 今度 は 楠瀨が 立って 異議 を 巾 立てた。 さう すると 兒 玉さん が、 どうい ふ 言葉であった か、 忘れた 

けれども、 かう いふ 意味の 言葉であった。 

「立 見 閣下の 御說も あるし、 楠瀨 大佐の 意見 も あるが、 ー體 君達 は 陸軍 行政と いふ もの は どんな もの か 知って 居 

らる るか。 知って 居らる るなら 言って 見 給へ c」 

とい ふんだ な。 さう 一一 目 はれて みんな 默 つて 居る の だね。 みんな 默 つて 居る と、 兒 玉さん が、 

「陸軍に 居って 陸軍 行政の 分らない 者が、 民政の こ， とに 口を出す とい ふこと はない。 よさう/ \。」 

と 言 ふんだ。 誰れ か 何 か 言 ふかと 思 ふと、 何とも 言 はない。 默 つて 居 るんだ ね。 みんな 默 つて 居った が、 暫くし 

て、 

第一章 臺灣 民政長官  一 一 九 


第二 節 土匪 招 降 策  一二 〇  ！_ 

「お 暇し ます。」  一 

と 言って すっと 歸 つてし まった。 何のた めに 會議に 呼ばれた か 分らない ことにな つち まった わけさ。 俺 もび つく 一 

りしち やった。 何 か ありさう だと 思った が、 何とも 言 はな いんだから、 俺 も 驚いた よ。 

「これで 御用はありません か。」 

と 言 ふと、 兒 玉さん が、  .  ， 

「もう 歸 つても よいが、 まあ 晝飯 でも 食って 行け。」  一 

と 言 ふから、 少し 經 つて 歸 つて 来たが、 改正案の こと は それつ きり、 上奏の 手 續を經 て 裁可に なった。 その 時分 一 

に は、 幕僚の 官舍邊 では、 私 を 總督の 御曹子と 綽名し、 私の 通行 を 見て、  一 

「御曹子が 叉 總督の 所へ 行く s^。」  ^ 

と 言って 非難す る 位であった。  ， 

八、 民政 主義の 聲明  一 

かくして 新 領土 統治の 民政 主義 は、 確乎 不動の ものと なった。 

この 大方 針 は、 上述の 如く、 伯が 兒玉 總督 と共に 赴任す る 時から、 すでに 默 契の なって ゐ たもので ある。 しかし こ 

れを 正式 且つ 具體的 に聲 明し たも の は、 地方 長官 會議及 び 軍部 慕 僚會議 に對す る總督 の 訓示であった。 

明治 三十 一年 五月 二十 五日。 地方 長官に 對 する 訓示の 中、 匪徒 處 分に 關 する 一項 は、 次の 通りであった。  一 


土^ ノ害モ 政治 ノ 邪魔 ナリ。 而シテ 土匪 ト稱ス ル者ノ 中 一一 於テ其 種類 ァリ。 能 ク之ヲ 判^ シテ 處分ス ル コ ト 肝要 

ナリ。 一 槪ー I  土匪 ヲ 同視 ス へ カラス。 然ラ ス ン ハ却テ 政策 ヲ錯 ルノ 恐ァラ ンカ。 

是等ノ 禍害  一 r 備 フル 機關 トシ テ、 警察 及 憲兵 ノ  二種 ァリ。 嘗テ 聞ク所 一一 依レ ハ、 憲兵 ハ 警察 一一 優 レリ ト。 今 H^f 實 

地ノ  SEf^ ヲ觀 察スル 一一、 民政 上 寧 n 警察 ノ 適任 ナル へ キヲ知 レリ。 殊ー 一三 段 警備/ 說ノ 如キ、 其 未治臺 一一 適切 ナ 

ル 所以 ヲ知ル 能 ハス。 軍事 ノ敎 育ハ固 ヨリ 警吏 ヨリ 憲兵 ノ優 レル アルへ シ ト雖、 禍機 ヲ未發 一一 禦キ、 其禍 ヲ利シ 

テ其福 ト化サ クムル ノ 妙味 ァ ル ハ 、 警察 ノ 運用 二 如カサ ルナ リ。 

兵力 ハ國 家ノ 靜寧ヲ 維持 ス ルー 一 於テ、 一日 モ缺ク へ 力 ラサル モノ ナリ。 然レト モ 今日 ノ 如 キノ 制ヲ執 リテ丘 ハカ ヲ 

細分 スル ハ、. 兵力 ノ效用 ヲ奏ス * ル能 ハサ ルノ ミナ ラス、 寧 用兵 ノ法 一一 於 テ頗危 險ノ虞 ァリ。 叉 兵力 ヲ耍ス へ キノ 

敵 ナルャ 否ヲ詳 一一 セ ス シテ、 直 一一 軍隊 ノ 偵察 ヲ出ス 力 如キ、 或 ハ 地方 宫ノ 未知 ラ サ ル 11 先チ、 軍隊 ノ已 一一 討伐 ヲ 

試 ミルカ 如キ、 皆 其 {且 シキヲ 得 タル モノ ユア ラサ ルナ リ。 

現今 ノ 匪 情 ヲ察ス ル 二  、 彼 自ラ唯 速 一一 歸順ス ル ノ道ヲ 得ルコ トヲ 希望 ス ルカ 如キモ / ァリ。 此際 一一 於テ、 警察 ノ 

妙 用 ヲ利セ ス シテ、 兵力 一一 一 任 スルノ 狀況ァ ル ハ、 得策 ト謂フ へ カラス。 軍隊 ハ固 ヨリ 行政 警察 的 ノ敎養 アル 乇 

ノ 一一  アラス。 此 ノ如キ 軍隊 ヲ以テ 警察 的 任務 一一 當ラ シムル ハ已- 一 其當 ヲ失ス レ ハナ リ。 然レ トモ 今 之 ヲ急釗 二 制 

ス ルハ、 却 テ弊ヲ 醯スノ 恐 レア リ。 渐 ヲ以テ III 正 一一 カメ サルへ カラス。 

今にして この 一 項を讀 むと き、 總！^ の 訓示と して は、 頗る 思 ひ 切った 言說 である ことに、 一驚 を 禁じ 得ない ものが 

ある。 しかし 當 時の 情勢と して は、 此處 まで 言 はなければ、 從來の 情 弊 を 一掃し 難き 事情が あつたに 違 ひない。 しか 
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もこの 地方 長 {n 會 議に績 いて 行 はれた る、 六月 三ョの 「陸海 軍 幕僚 參謀 長及ヒ 备旅團 長ニ對 スル^ 示 一 において は、 

その 斷案 はさら に 痛烈であった。 

兒玉總 ：$： は、 ま づロを 開いて、 並み ゐる 諸將 車の 頭上に、 一大 鐵槌を 下して 闩く、 「予ノ 職務 ハ裹灣 ヲ治ム ルー 一 在 

テ、 せ 灣ヲ 征討 ス ル 一一 ァ ラ ス」 と。 

一句 以て、 肺赂を 抉る に 足る。 而 して 總督 は、 さらに 言葉 を續 けて、 次の 如く 序說 した。 

其 殊更 一一 閬外ノ 權ヲ予 一一 假サ レ タル 所以 ノ モノ ハ、 只 之 一一 據ル ハ、 當 島新附 ノ民ヲ 鎭壓ス ル 一一 便ナ ルト、 內地ョ 

リ遠ク 離隔 シ タル 當島ノ 防禦 一一 關シ 獨斷 ヲ許サ レ タル 二 過キサ ルナ リ。 

抑 臺灣ヲ 治 ムルノ 要ハ、 第一 政治 ヲ 統一 シ、 第二 土 1  お ヲシテ 其堵- 一安 セシ メ、 第三 殖產ヲ 起シ、 經濟ノ 基礎 ヲ^ 

固ナ ラ シ ムルニ ァリ。 今 左 二  レカ要 it ヲ 略述 セ ン トス。 

さて 本論に 入って、 第 一 の 「政治の 統 一 」 について、 總督の 訓示す ると ころ は、 ただ 簡單 に、 次の 一 節に 過ぎな か 

つた。 

第 一 政治 ノ 統一 ハ 本職 自ラ 之ニ當 ラサル へ カラス。 而シテ 本職 カ此 大任 ヲ全フ スルー 一 ハ、 民政 局長、 陸海 軍 幕 

僚、 參 謀長ノ 補助、 及 間接 一一 各 旅 團長ノ 協力 二 依 ラサルへ カラス。 

兒玉 總督の 訓示が、 特に 主力 を 注いだ の は、 言 ふまで もな く、 第二の 土匪 處分 問題であった。 總督 はま づ、 土匪と 

良民との 15^ 分 論より 始めて、 何が 故に 良民が 土匪と なるやの 點を、 治者 自ら 反省せ ざるべからざる 所以 を說 き、 次の 

如く 述べた G 


第二  土民 ヲシテ 其堵- 一安 ンセシ ムルニ ハ、 土 1 ヲ 滅亡 セサル へ カラス。 土随ヲ 滅亡 スル 根本的 良策 ノ ーハ、 A 

民ト土 il トヲ識 别シ、 良 3^ ヲ驅テ 土匪 爲ラ シメサ ルー 一 ァリ、 良民 ト土 S トヲ 識^ ス ル コト、 之 ヲ言フ ャ=» ク、 

之 ヲ爲ス ハ 至難 中ノ 難事 トス。 

然レ トモ 之ヲ 識別 セサ レ ハ、 之 一一 處ス ルノ 方法 ヲ 見出 ス能ハ ス。 故 一一 先ッ 土匪 ノ根原 ヲ明カ 一一 シ、 次 一一 之-一 處 

ス ルノ 方法 ヲ 案出 セサル へ カラス。 

時代 旣  一一 土. ま ァリ。 其 名ノ來 ルャク 、シ。 土 M、 流 ま、 山 匪、 地痞、 流泯、 散勇ト 云フ。 <fr 曰ノ  土- S ハ、 獨リ 

上述/徒 一一 止ラ ス。 是レ 先ッ其 性ト類 トヲ詳 一一 シ、 彼等 ノ相 牽ヰテ S 徒 一一 黨 ミス ルノ原 M ヲ知 ラサ ルへカ ラサ 

ル 所以 ナリ。 

舊 時代 ノ  土匪 ハ、 無资無 產ノ徒 一一 、ン テ、 良民 ハ之 一一 黨セ+ リキ。 今ノ  土 11 ハ否ラ ス。 產 了リ。 資ァリ C 加之鄕 

黨 ヨリ 愛敬 ヲ受ル モノ ァリ。 此ノ 如キ良 ヲ シテ、 此 ノ如キ 境遇 ニ陷 ラシ ムル ハ、 是聖 ノ 治者 カ大ー 一反 省考 

慮 ヲ要ス ルノ點 一一 シテ、 一 方 ヨリ 此徒ノ 心情 ヲ推 察ス レ ハ、 頓憫ム へ ク、 叉痛ム へ キ次 第ナリ C 此徒ノ  一  ニニ ヲ 

擧ク レハ、 北部 一一 於 ケル林 李 成、 陳秋 菊。 中部 一一 於ケル 簡義、 柯鐵 C 南部 一一 於 ケル都 吉成ノ 類/如 キ是 ナリ。 

然 らば、 上に 擧 げたる 如き 土 通の 頭目 達 を 以て、 「心情 倘 レム へ ク痛ム へ キモ ノア リ」 となす 所以 は何處 にある か. - 

兒 玉總督 は、 その 罪の 一半 は、 從來の 軍部 中心の 討匪 政策の 負 ふべき ものな りと 爲 した。 勿論、 それほど 露骨で はな 

いけれ ども、 言外に その 意 は 躍動して ゐ る。 恐らく 列席の 諸將軍 も、 骨 を 刺さる る 如き 感に堪 へなかった であらう。 

次の 通りで ある。 
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彼等 カ止ム ヲ得ス シテ 土匪 一一 黨ミシ タル 事情 ヲ顧 ミレ ハ、 良民 匪徒 識別 ノ誤 謹、 彼我 意中 ノ 疑惑 ヨリ 來ル モノ、 

其 例 甚タ少 ナカラ ス シテ、 其極遂 一一 一 般 土民 ヲ シテ、 土 Si ハ 日本人 ノ 製造 シ タル モノ ナリト 誤解 セ シムル ニ至レ 

リ。 就中 甚キ ニ至リ テハ、 日本人 來 ラサ レハ、 良民 タル 我等 ノ 父兄 子弟 ヲ 驅テ、 土匪 タラ シメサ リシナ ラント、 

慨 措カサ ルモ ノア リト 云フ。 

此ノ如 キ有樣 ナルヲ 以テ、 良民 等ノ  土^ ヲ見ル コ ト、 往昔 ノ  土お ノ 如ク卑 マ ス。 隨テ 土^ ト 內通ス ル コト ヲ耻チ 

サルノ ミナ ラズ、 寧 之ヲ憎 マサ ルノ風 ァリト 云 フモ可 ナリ。 

^:^{:K等又曰ク土ilヲ{R  二 密吿ス ル モ、 警察 憲兵 軍隊 ハ之ヲ 捕 瘦スル 二 巧 ミナ ラス。 之 一一 反シ、 若 シ土隨 ノ知ル 所 

トナ レハ、 其 禍必我 二 及フ。 故 一一 緩慢 不巧ノ  {R 一一  密吿ス ル ヨリ、 默シテ 禍ヲ被 ラサ ルー 一如 カス ト。 

叉 良： 中 己 ノ^ 怨 ヲ報ス ルカ 爲  一一、 ロヲ 土匪 爲ル 一一 藉リ テ、 他ノ 良：^ ヲ密齿 シ、 ハ 其密吿 一一 誤 ラレ テ、 捕瘦ト 

ナリ、 斬殺 トナ リ、 其 結果 遂  一一 {nc ヲ シテ、 一 般 良：；：： ノ怨府 トナラ シムル 二 過 キス。 愼 マサルへ ケ ンャ。 

總赞は 更に 言葉 を 進め、 土随 を、 そ G  土匪と なれる .s-s により、 七に 細^して、 次の 如く 述べた。 

今 日 ノ  土！！ ハ之ヲ 大別 スレ ハ左ノ 如シ。 

一 、 軍隊 ノ 討伐-一際 シ、 探偵 卽通 譯ノ謬 一一 出ル コト、 又ハ 殺戮 當ヲ 得サ ル モノ アル コトヲ g 慨シ、 逮  一一 土 随ト爲 

リ タル モノ。 

二、 鑛業 條例ノ 結果 (殊 一一 石炭 金鑛ノ 坑夫 並 採掘 者) 職ヲ 失ヒ、 止 ヲ得ス 土  §1 トナリ タル モノ。 

三、 ^丁 屯 丁 力 新制 度ノ爲 ニ職ヲ 失ヒ、 土 S1 トナリ タル モノ、 リ 


四、 土！！ ノ爲 -1 强迫セ ラレ、 止ヲ 得ス： 黨シ タル モノ。 

五、 土匪 ノ 妄言 卽 虛檄ヲ 信 シテ、 土 il トナリ タル モノ。 

六、 f;^ 園-一 於テ 犯？ 非 ノ刑ヲ 逃レ、 密航 シ來 リテ、 土匪 一一 與ミシ タル モノ。 

七、 r」 力 父母 兄お ハ 良民 タ ル -ー 拘ラ ス、 f  一一  5^ 隊 憲兵 警察官 等ノ 爲 一一 殺サ レ タル ヲ 怨ミ、 之ヲ 復仇 セ ンカ爲 一一、 

土 ii ト爲リ タル モノ 比較的 多シ。 

かくして 總# は、 いよ/ \ 結論に 入り、 少なくとも 土 ほの 處分 について は、 ：！！：： 政 部 中心たら ざるべからざる 所以 を 

^一-小した。 否、 訓示と いふよりも、 むしろ 斷乎 たる 命令で ある。 この 最後の 一節に よって、 土  S 政策に 關 する 總^ 府 

の 方針 は 確立した と 言 ふこと がで きる。 

斯ノ如 キ狀況 ナルヲ 以テ、 軍隊 自ラ 偵察 シ、 直チ 二 討伐 スル ハ、 時 トシ テ： g ル危險  一丁 ンテ、 動 モス レハ此 名眷ァ 

ル 軍隊 ノ 聲價ヲ 噴スノ 虞ナシ トセ ス。 故 一一 將來 ハ、 軍隊 一 タ ヒ動ケ ハ 土匪 必滅 スルノ 主義 ヲ執 リ、 地方 ノ  |!： 識上、 

地方せ ノ  f.l 求ヲ待 ッテ討 ヲ行フ コト 一一 改正 セン トス。 去 リナ カラ、 現 二  土匪 横行 ヲ見ル モ、 未タ 地方 ノ化， I 求 

ナキヲ 名 トシ テ兵ヲ 動ササ ルカ 如 キハ、 亦以テ 本島 駐屯 兵ノ 目的 一一 反 スルモ ノト 云 ハサ ルへ カラス。 

要 スルー 一、 通常 ノ 場合 一一 在テハ 地方せ ノ  求 一一 依ル ヲ正则 トシ、 急ヲ 要スル 場合 一一 ハ、 無論 臨機 應變 ノ處置 一一 出 

テサル へ カラス。 只 主 トシ テ 希望 スル 點ハ、 上述 ノ諸耍 旨ヲ辭 吶シ、 軍隊 ノ 動作 ヲシテ 慎重 適切 ナラ シム ルー ーァ 

リ。 諸君 幸 一一 之 ヲ諒セ ョ。 

以上が、 土匪 政策に 關 する 總 の 訓示の 全部で ある。 そして 最後の 殖産 問題に ついて、 總督の 訓示 は、 ただ 次の 一 
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行であった。 

第三 萌 產ノ點 一一 至 テハ、 諸君 直接 ノ關 係ナキ ヲ以テ 

畫龍 點睛、 一句 以て、； i: 政 部に 對 する 軍部の 掣肘 を排し 

た。 

九、 招 降の 布令 


ニニ ハ  一 

之ヲ 略ス。 

臺灣 における 統 一 政治の 施行 を、 基礎 づける ものが あつ 


一切の 準備 は 整った。 兒玉 總督は 立って、 全島に むかって 布令した。 聲は靑 天の 霹讓の ごとく、 島お 三百 萬の 耳に 

墜 ちた。 in く。  . 

總督新 一一 任 一一 就テ、 土  £^  ノ 歸服ヲ 歡ビ、 汝等 一家 ノ圑 欒ヲ欲 スル極 メテ切 ナリ。 若、 ン汝等 一一 シテ歸 順ノ意 アラバ、 

任意 官邸 一一 來ルヲ 許- ン、 疑 ファラ バ お 政 長 {R 自ラ 往 行ヒテ 之ヲ說 カン。 

• 眼中 土 11 なく、 流賊 なし。 皆 これ 陛下の 赤子、 誠意 を 萬 民の 腹中に S いて、 皇化を 新附の 衆庶に 洽 からし めんと 

の氣 宇が、 僅々 數 行の 文字の 裏に 生動して ゐる。 その 島民に 與 へたる 感激 知るべき である。 

； W し 乍ら、 用意周到なる 伯 は、 ただこの 表玄關 よりの 大音聲 のみ を もって、 かかる 困難なる 大事 業 を 達成し ようと 

は 期待して ゐ なかった。 彼 は 水 も 洩らさぬ 用心 を もって、 裏面より この 聲 明の 實 行に 取り 掛 つて ゐ たので ある。 卽ち 

彼 は、 この 土 S 招 降 策 を 行 ふに 先 だち、 まづ 四方に 密偵 を 放って、 土^の 內情を 周密に 內偵 せしめて ゐ たの だ。 

しかも その 內 偵が、 如何に 緻 心.；^ 意 を 極めて ゐ たかは、 r 臺灣 北部 土 投誠顕 末」 に 載す る、 次の 記事に よっても 


察知され る。 

元来 土 1 ノ 招降ト 云ヒ、 歸順ト 云ヒ、 一 種ノ 讒誣 誹謗 盛 一一 行ハ ル 、 ヲ常 トス。 故 一一 之 ヲ行フ 一一 當リテ ハ、 機- ノ 

上ニモ 機密 ヲ要 スル故 一一、 後藤：^ 政 長官 ハ其 ノ內 3;：1 ヲ  一、 二 高等官 一一 命シ タリ。 當時ノ 計 策ヲ聞 クー 一、 一 ノ機關 

ヲ以テ 之ヲ行 ハシム ルハ、 所謂 探偵 的 失政 一一 陷ルノ 恐 アル ヲ以 テ、 同一 ノ事 ヲ右ノ 人々 各刖ニ 擔 任處理 セシ メタ 

リ。 故 二 一ヶ月 間ハ、 互 一一 同一 ノ事 ニ當 リツ、 アル ヲ知 ラサ リシ 由 ナリ。 又 密侦ヲ 使用 ス ル 一一 モ最モ 注意 ヲ 加へ、 

密^5^者相互ノ間 一一 モ 他力 同一 ノ 職務 ヲ執 リツ 、 ァ ル ヲ知ラ シ メス。 若シ此 ノ如ク 個々 別々 一一 從事シ タル 事ノ 報知、 

果シテ 一 致ス ルヲ 待テ、 始メ テ之ヲ 斷行セ ン トス ル 一一 在 リタ リト。 

土 招 降の 最初の 手 を與 へた もの は、 ，：.：i 蘭 土匪の 總 頭領に して、 當時 M 門に ありし 林 李 成の 親戚に 當る、 某なる 

者であった。 伯 は 自ら その 某 を 招致して、 懇々 と臺灣 新政の 趣 を說 論した ところ、 某 は 大いに 立： んで、 必す事 を 成 

就す ベ き ほ を 明言し て 去った。 

それより 伯 は、 引續き 幾多の 有力なる 土人 を 招いて、 土まの性質を|^-ねた。 その 結 明かに なった 事實 は、 臺北 

縣 下にお いて 土  と稱 する ものの 大部分 は、 ； 種の 政治的 不平 分子に あら すん ば、 糊口の 途を 失って、 「しむな く 土匪 

の 群に 投じた ものであって、 純粹の 盗賊 は 一 m 々たる 小 群に 過ぎない とい ふこと であった。 しかも 彼等の 多く は 車隊、 

憲兵、 警 せとの 感情 上の 衝突から、 固なる 反抗に 走った もので あり、 他方に おいて は鑛業 規則、 製腦 規則 等の 實施 

によって、 生業 を へる 徒が、 この 群に 投じ 來 るに 及んで、 ます/、 共に 我が 政令の 苛酷なる を慨 する に 至った ので 

ある。 故に 若し 我が 仁政の 趣きが 彼等に 徹底して、 必す しも 前非 を 咎めす、 彼等 を 招： K す るの 意 ある ことが 1： 明した 
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ならば、 必すゃ 感泣して 投降す るで あらう こと は、 漸く 明かと なった ので ある。  一 

そこで、 更に土^^の朋友、 親戚な どに して、 臺 北に 在る 者 を 招集し、 政府の 意趣 を說 示す ると 共に、 彼等 をして そ 

の 趣 皆 を 更に 土 に 傅 へん こと を勸 めた ところ、 居る こと 十有餘 日に して、 彼等 は 悉く、  土匪に 他意な きこと を 報告 一 

し 来った。 しかも その 點、 衆 口 全く 一致す るの みならす、 吾れ の祕 かに 放てる 密偵の 復命と も、 一言一句 逮 ふところ 一 

がなかった。  ； 

もはや 疑 ふ餘地 はない。 しかも 機 はいよ く 熟し 来った。 ここに 後藤 民政長官 は、 谷景 尾辨務 署長 を 招いて 意 を 含： 

め、 いよ/ 土匪の 招 降を實 行す る ことと なった ので ある。  _ 

その 第一 の 目標 は、 北部 臺北 地方の 頭目、 陳秋 菊であった。 そこで ：介 署長 は、 ぼ を 承け、 男 躍して 任務に 就いた。 

卽ち ：介 通譯 と共に 大いに 幹旋 すると ころが あり、 自ら 山中に 人って 陳秋 菊、 徐祿、 都 文 流 等と 會 れ したる 所、 鄭は我 

が 政府の 盛 意 を 感謝す ると 共に、 今 n に 至る まで、 卑しむべき 賊名 を负 ひ、 せんじて 赛盜 の爲す 所に 傚 ふの 萬 匕む を. 

一得 ざり し 所以 を 愁；^ した 上、 「總# 若シ 前罪ヲ 宥シ、 往非ヲ ひ， t  メス、 良民 ト共 一一 田 畝 一一 耕 耨スル コトヲ 得セシ メハ、 

山海 ノ洪恩 何 ヲ以テ 力 之 一一 報 ヒン。 唯 部下 ノ者素 ヨリ 產業ヲ 有 セス。 新政 令ノ下 一一 於テ、 開^ 採 鎮製腦 等 ノ產業 一一 從 

事スル コトヲ 得セシ メラ レン コト ヲ願フ ノミ」 と、 殆ど 地に 伏して 歎願す るの 有様であった。 

これが 明治 三十 一年 六月 中句の ことであった。 

然るに 陳秋 菊との 交涉 が、 此處 まで 進行して ゐる 時、 突如 立 蘭より 飛報 頻々 として 来った。 n<。 「管下 ノ土 Si 動： 

搖ノ投 樣ァリ 。彼等 愈. -出 テテ 歸順 セント スル モノ ノ如 シ」 と。  ： 


これ は豫 て、 前述の^ 高等せ 及び 西 鄕應長 等の 努力に より、 新 招 降 策の 趣 33 が、 渐く  {HI 閜 地方の 土匪に 徹底し 一 

たと ころに、 今や 陳秋菊 投降の 交涉が 進行しつつ ある こと を 傅へ 聞いた ので、 負けて なる もの かと、 〈儿蘭 地方 まづ先 

頭 第 一 投降の 名 釋 を擔 はんとした ものである。 

其處で後藤：：^政長せは、 陳秋 菊の 方 は 谷 辨務に 一 任し、 七月 十 一 日、 せ 通 譯を宜 蘭に 急派して、 この 方の 招 降 を 先 

きに 片付ける ことと なった， - 

一 0、 林 火 旺の投 誠 

(介 通譯は 直ちに 急行して、 頭阐 山中に、 首 林少花 及び 林 朝 俊と 會 見し、 その 翌日 はまた 碟溪 山中に、 林 火 旺と會 

この 林 火 K こそ は、 東部. {儿 蘭 地方に 跳梁せ る 土匪の 總 頭目で ある。 當時總 督府で 調 した r 臺北縣 及 { 几 蘭 地方 匪 魁 

略 1-」 に據 ると、 「林 火旺 ハ 一 名 飛 鳳、 叉 法平ト 稱ス。 年 三十 六 歳」 と あり、 さらに 次の 如く 記されて ゐる。 

同人 ハ元ト 無頼漢 タリ。 明治 二十 九 年 一月 一日、 前 匪 魁 李 阿成ノ 部下 人長ト ナリ、 ， 冗 蘭城ヲ 襲ヒ、 同年 八月 匪徒 

二百 餘人ヲ 嘯 集シ、 頭 圍堡內 一一 在テ 民財ヲ 劫掠 ス。 明治 三十 年、 匪 首陳木 火ヲ率 ヰ、 匪徒 五 百 人ヲ嚼 集シ、 同所 

一一 在テ： 財ヲ 劫掠 シ、 官丘 っー抗 敵ス。 明治 三十 一年間、 匪 首 林 目 俊、 林少花 等ヲ率 ヰ、 匪徒 八 百 人. ヲ囉集 シテ、 

財ヲ 劫掠 シ、 せ 兵 一一 抗敵 シ、 猖 獗尤モ 甚シ。 

この 林火吓 が、 つ ひに 前非 を 悔いて、 土匪の 名簿 及び 歸 順の 歎願 書 を、 ハ 介通譯 を經て 提出す るに 至った ので ある。 
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ハ介通譯はそれを西鄕^^長に傳へ た。 廳長 は、 大いに 喜び、 谷 通 譯を帶 同して 兒玉總 普に？！ し、 件の 歡： 願書と 匪徒の 現 

狀とを 詳しく 上屮 した。 

彼等の 最も 心配した こと は、 彼等の 上 巾が、 果して 兒玉總 督の心 を 動かし 得る や 否やに あった。 林火旺 以下の 匪徒 

に、 もはや 二心な きこと は、 自ら 事 を處理 したる 彼等の 信じて 疑 はざる ところであった。 然し 總^ は、 鹿 長と 通譯の 

言葉 を 信す る 以外、 何等 判斷を 下す 材料 はない の だ。 若し 輕 信して 事 を 破る 時 は、 帝國 政府の 威信に 關 する のみなら 

す、 また 總！^ の责任 問題で ある。 況んゃ 新 政府の 土匪 招 降 策 は、 內 外の 猛烈なる 反 對の聲 に、 包圍 されつつ あるに 於 

て を や。 

然るに、 おっと 彼等の 報 吿を聽 いて ゐた總 傅 は、 彼等の 言葉が 終る や、 西鄕 廳 長に むかって 言った。 

1! 徙歸顺 ノ 事ハ、 其處理 中；；：； 下 一一 一任 ス。 其ノ 歎願 ノ如 キハ 〈儿シ ク之ヲ 取 拾シ、 爾後 小：：：； 下 ノ 部下 トシ テ之ヲ 愛 抱 使 

^ス ルノ道 ヲ講ス へ シ。 

たった それだけであった。 

感激して {l:: 邱を 引下った 兩人 は、 ぃょ/\责任の115^大なるを痛感した。 何と なれば、 すでに 其の 時には、 各種の 流 

言が 放た れつつ あつたから である。 その 最も 大 なる もの は、 「土匪 ノ招 撫ハ良 尺ノ 怨恨 ヲ招 キ、 人心 ノ離反 ヲ致ス 所 

十リ」 とい ふので あった。 これ は從來 もしば/, \ 行 はれた 流說 であって、 當 iw 者が 常に、 招 撫と討 減との 岐路に 迷 

つたの は、 實 にこの 間の 消 にあった ので ある。 

しながら、 この 流言の 出處 を、 さらに 突つ こんで 調べて 見る と、 案外に も それ は、 通譯 探偵から 出て ゐる こと 0 


多い ことが 判った。 彼等の 多數 は、 直接 間接に、 匪徒の 怨恨 を 受けて ゐる。 從 つて 匪徒の 招撫 は、 どんな 鍵 事 を 彼等 

の 身上に 惹起す るか も 知れない とい ふので、 彼等が 出来る限り、 {n 邊と 匪徒との 關係を 離隔しょう とした こと は、 

はれぬ 事實 であった。 

そこで 西 鄕廳長 は、 一策 を 案じ、 {几 蘭に 歸るゃ 直ちに、 良：^ の 主 立ちた る 者を會 して、 一般 良民の 意 i! を 訊ねた。 

5^ して、 紳士 達は欣 甚^ 躍して、 總督の 招 降 策 を稱揚 し、 その 實 現の  一 rn も 早 からん こと を 希望した。 もはや 遲 疑す 

ると ころで はない。 西 鄕廳長 は、 直ちに 林火旺 一味と 條件を 決定して、 その 歸顺 を聽 許し、 いよく 歸 順の 式 を礁溪 

山 小に 舉 ぐる ことと なった。 

實 に領臺 以來、 最初の 意義深き 盛儀であった。 そして それに は、 是非とも、 後藤： K 政 長せ の 臨席 を烦 はしたい とい 

ふ屮 出であった。 

伯 は 直ちに これ を 快諾した。 だが それ は 相當の 信念と 氣を耍 する ことであった-」 何と なれば、 名 は 歸順宜 誓 式で 

ある けれども、 列席す るの は、 これまで 鬼の 如く 恐れられて ゐた 匪徒 三百 餘名を 率ゐた 無賴漢 あがりの 林火旺 であり、 

此方 は 僅か 十數 名の 文武 {n に過ぎない。 んゃ反 服 常な き は、 土匪の つねであって、 如何なる 變 事が 出来しよう も 測 

られ ない， - 

しかし 伯 は、 何等の 危險を も 感じざる ものの 如く、 匪徒の 本據、 碟溪 山中に むかって した。 其の 間の 消息 を橫 

澤次郞 は、 次の 如く 語った. - 

西 鄕廳長 か ら は 民政長官に 是非 お 立 會を願 ひたいと 云って 来た。 
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然るに その 期日 は 非常に 切迫 をして 居って、 陸路 を 行けば 間に合 はない。 それに 初めての ことで あるから、 是非 

立會 つて やらう とい ふので、 後藤 長 は その S ；、 基 降港內 にあった 僅か 三、 四十 噸の 警察の 小 蒸 汽船に 乘 つて 大 

海に 出で、 基隆 より 鼻 頭角 を經 SI つて、 せ i 蘭管內 の碟溪 に 行かれた。 それ はとても 無謀 極まった ことであって、 

頗 る 危險な ことで ある。 せる 哉、 途中 その 夜 は 遂に 澳 底と いふ 所に 避難 をして 舟 を！！ したと いふ やうな こと 

であって、 翌朝 漸く 碟溪に 達せられた。 その 危險 を危險 とせす して、 長 たる 人が 屬れ 丁お のみ を 引 連れて、 奮 

然 その 碟溪で 初めて 行 はれる 土  S1 の 招 降 式に 參列 せら るるとい ふこと は、 所謂 決死の sf^ 氣と云 はなければ ならぬ 

ので ある。 さう して その 時の 憲兵隊 長が 林忠 夫と いふ 少佐で あつたが、 隊長 は 多少 警察官 等 の 護 衞を擁 して その 

式場に 列 せられん こと を 求めた けれども、 長 {R は、 

一 いや 決して 警察 {n の護衞 など は 要らな い、 單身 群の 中に 行つ て、 さう して 招 降の 次第 をよ く 巾 間け るから。 

それに は護衞 など は 要らな い 『」_ 一 

. と言うて 一名の 屬れ を述れ て、 その外 護衞 なしに 其處に 飛び込んで 行かれた ので ある。 その 當 時に 於いて は、 臺 

北に於ける 一 場の5|^氣の美^:.:^として、 多くの 文 が 地方に 出張して は危險 だな どと いふ やうな、 n 火 をして (M ほ 

奮起せ しむる とい ふ淸 劑 となった 程で ある。 

^しこのお 話 は、 ：^" 釋 なしに は、 誤解 の^れが ある。 ^中 r 單身」 と あるの は、 「護衛の 憲兵隊 または 警 {n 隊を引 

率す る ことなしに」 とい ふ 意味で ある。 何と なれば、 その 歸顺直 誓 式に は 林 憲兵隊 長、 生 井 參謀長 以下が、 列席した 

からで ある。 しかし それ は、 護衞 とい ふ 意味で はなく して、 特別の 意味が あった。 卽ち三 段 警備の 實施 以來、 文武せ 


の 軋 糠、 ：|<政部と.；5^部との一:^^11::とぃふことは、 ：；^ 心に 深く 浸潤して ゐ たので、 今度の 歸順 式に は、 特に 部の 代表者 

の 列席 を 求め、 歸順 土匪 及び 一般 島 をして、 この 土匪 招 降 策が、 文武 一致の 統一 ある 政策の 結果で ある こと を、 

事實 によって 諒知 せしめん がた めの 用意であった。 

誓 式 はいよ く 七月 二十 八日、 碟溪の 公園で 擧 行され る ことにな つた。 その 前の 情 5^ にっき、 前揭 「願 末-一 け..^  . 

の 如く 記して ゐる。 

是 ヨリ 先キ、 匪 首 等 願 シ テ 曰ク。 碟溪ノ 街 巷 一一 匪徒 ノ最モ 信心 セル 守護神 ァ リ、 謝恩 宜誓ノ 式 H 臨ム 一一 先チ、 

一 同 參拜. ン テ旣往 ノ恩ヲ 謝シ、 將來 良民 トナル /誓言 ヲ爲サ ン トス、 幸 一一 之ヲ 許容. V ラル 、 ァ ラ ハ 本懐 ノ至 リナ 

リト。 之 ヲ許ス へ キヤ 否 ヤー 一 付 テハ、 瑞摩 脇說ナ キー ーァ ラサ リ シ モ 、 容； 一一  之ヲ 許- ン タレ ハ、 彼等 ハ大  一一 7 ヌ -ヒ、 

當日ノ 早天 ヨリ、 隊ヲ 狭へ 列ヲ正 フシ、 下山 シテ碟 溪ノ街 巷 一一 處狹マ シト； ^.1 メカ ケ、 一同 參拜ヲ 終リテ 式場 一一 參 

集 セリ。 

式場の 一番 奥に は、 總 5^3 のさ 座が 設けられ、 左方に は 守備隊と 憲 丘ハ隊 の各將 校が 並立した。 二、 三 歩 前が 民政 長せ 

席で、 そこに 伯が 僚 然と 腰をおろした。 右方 は 林 第 八 憲兵隊 長、 左方 は 生 井 第一 旅 圑參謀 長。 二、 三 歩 下に は 西鄕廳 

長、 小濱 辨務、 谷通譯 以下が 整列した G 

その 前方に、 積 首して 並立す る は 林 火旺、 林少 花、 林 朝 俊の 三 匪 首で、 三百 餘 名の 部下 は その後 方に 控えて ゐた。 

^が 定まる と、 後藤 民政長官 は、 や をら 腰 を擧げ て、 一場の 訓誡 を與 へた。 それ は 先づ、 本日の 歸順 式を擧 ぐるに 

至った 由来より 說き 起し、 
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總^ 閣下 御 著 任 以來、 日尙 淺シト 雖モ、 一夫 其 處ヲ得 サルモ 尙ホ深 ク之ヲ 憂慮 セ ラル。 況ン ャ汝等 衆民烦 迷 一丁 ン 

テ、 敢テ 良お ヲ妝 賊シ、 私 產ヲ掠 布サシ タル モノ、 其 罪 iC 死 一一 當 ルー ー拘 ラス、 汝等ノ  #1 一一  至 レルノ 洲ム へキ アル 

ヲ 以テ、 其 前罪ヲ 赦シ、 今後. 水ク汝 等ハ舊 部下 ト共 一一、 汝等 再生 ノ 恩人 タル 西鄕 廳長ノ 命令 一一 服シ、 正業 ヲ カメ、 

ノ實 ヲ效ス コ トヲ 5^ メ ョ。 抑モ汝 等ノ今 n ァ ル ヲ致セ シ 所以 ノ モ ノ、 近ク ハ西鄕 廳長ノ 恩忘ル へ カラス ト雖 

乇 、 復タ守備隊^.:5ゃ4、警察 一一 謝 セサル へ 力 ラサル ナリ。 顧フ 一一 守備隊 ノ侦察 討 e^r 憲 丘ハ、 警察 ノ 戒厳 n  一  n ヨリみ 

ナ ルハ、 汝等 ヲシテ 苦楚ヲ 感セシ メタル ハ 推知 スルー ー餘 リア リ。 然レ トモ 是固 ヨリ 段 ヲ嗜ム 一一 非 ラス シテ、 良：；；^ 

ノ 保護 上 已 ム ヲ得サ ル 一一 出テ タル ノ ミナ ラス、 實 一一 復タ 汝等ノ 悔悟 ヲ促 ス所ノ 懲戒 一一 過 キス。 若 其 H 的 殺 ヲ嗜ム 

一一 ァ ラン 力、 R ヲ期シ 汝等ヲ 剿 討 スル何 ノ難キ カ之ァ ラン。 (中略) 若 シ其レ 一 日 一 悔悟 歸順 シ、 總督 閣下 之ヲ偶 

ミ、 其 願意 ヲ聽 許セ ラル ルー 一 於テ、 其 罪憎ム へ ク、 其 il? 洲ム へ ク、 其 人惡ム へ 力 ラ ス。 今 n 以後、 總^ 閣下 一 視 

同仁 ノ 保護 ノ下 一一 在 ル良尺 ナリ。 (中略) 予ハ汝 等 力 多少 ノ 信義 ト任俠 トヲ 有シ、 恩 一一 泥 レ德ヲ 汚 スノ徙 一一 非サ 

ル へ キヲ 信ス。 (中略) な「幸 二 シテ、 總^ 閣下 明白 洞察、 之 ヲ聞ク ニ隱ス コ トナ キノ 1^ ヲ 以テセ ラル 、 一一 非ス ン 

ハ、 汝 等生テ 天日 ヲ拜 シ、 聖代 ノ良 タル ノ 幸運 二 逢 フ コト能 ハサ ルへ シ。 是レ 本官 ハ今汝 等 ノ爲メ 一一 之 ヲ贺ス 

ルノ ミナ ラス、 本島 將來ノ 治安 ノ基ヲ 開 クコト ヲ贺ス ルナ リ。 今後 信ヲ基 トシ、 義ヲ固 フシ、 始終 ヲ全 クス. ルコ 

トヲ 期シ、 總将 閣下 ノ 鴻恩 二 答 フル コトヲ カメ、 本官 ノ 訓吿 スル所 ヲ穴ェ クスル コト勿 レ。 

更に 伯 は 言葉 を繽 けて、 特に 匪 首 及び 街庄 社長 紳士に むかひ、 懇々 說論 すると ころ あり、 最後に 「本せ ハ茲 一一 言ノ 

W ヲ 結ヒ、 汝等 ト袂ヲ 相分ッ ト雖、 他日 好機 ヲ恃 テ再ヒ 相逢フ へ シ。 唯一 言 ス ルハ、 其 時 一一 於テ ハ、 今日 ノ言 ヲ再ヒ 


セ シメサ ルノ悅 ヲ得ン コ ト ヲ望ム 一一 切 ナルコ ト 是ナリ 一 と 述べ て、 その 訓誡 を 終った。 

その 最後の 言葉が 終る と 同時に、 今まで 肅 然として 傾聽 して ゐた 林火旺 以下 三百 餘 名の 歸順者 は、 一 齊に 叩^して 

敬意 を 表した。 

續 いて 林 S き： 〈隊長、 生 井 旅 團參謀 長の 訓誡 あり。 何れも 歸順 者の 敬禮 前の 如し" 終って 前面 中央に 在りし 林火旺 は、 

少しく 歩 を 進め、 頗る 平易な 口調 を 以て、 左の 謝辭を 述べた。 

我々 ハ淸國 政府 ノ下ニ 於 テハ、 決シ テ世ノ 所謂 土匪 ノ群 一一 ハ アラス シテ、 呰 普通 ノ 良- i:- ナ リシ 力、 n 本 政府 代リ 

テ 本島 ヲ 統治 スル ノ當 初、 我々 ノ平生相^-：カ ラサ ル者、 我々 ヲ 土匪 ナ リト誣 ヰ、 遂ニ 我々 ヲシテ 土！： トナ ルノ止 

ム能 ハサ ル 一一 至ラ シメ タリ。 當 時帝國 政府 ノ政 令遍ク 四隅 一一 透徹 セサ リシ ヲ以 テ、 我々 ハ讒者 ノ陷ル 、所 トナリ 

テ、 如何 ナル處 恃ヲ受 ケ ン 乇測ル へ 力 ラ ス ト 思考 シ、 禍ヲ 山中 二 避ケ タリ。 旣 二 山中 二 入 レハ、 執ルへ キノ 職業 

ナク、 止ム コトヲ 得スシ テ無賴 ノ徒ヲ 聚メ、 或ハ 守備隊 二 抗シ、 或ハ^.ぉ兵警察ト戰ヒ、 又 ハ！： ^家ヲ 11 掠シ、 又ハ 

民ヲ戕 害シ、 凡百 ノ惡 事ヲ途 行シテ 今日 一一 至 レリ。 而カモ 到底 再ヒ世 一一 立ッ能 ハス ト觀 念シ、 益々 兇惡 ヲノミ 

事 トセ リ。 然ル 二 圖 ラサ リキ。 總督 閣下 ノ寬 大ノ 特典 ヲ以 テ、 我々 ノ 歸順ヲ 許容 セ ラル。 是レ實 二 我々 再生 ノ恩 

ナリ。 故 二 今後 ハ深 ク謹愼 ノ實ヲ 擧ケ、 業務 ヲ勵 ミ、 誡意 誠心 以テ鴻 恩 ノ萬ー 二 酬ヒン コトヲ 期ス。 

かくして 領臺 以来 最初の 歸順宜 誓 式 は 終り、 東部 {且 蘭 地方の 大匪は 平定せられ た。 その 結果が、 如何なる 感慨 を 島 

：!^ と 土匪と に與へ たかは、 「歸順 者 良 2^ と 相 擁す， 一と 題す る、 八月 四日 臺灣 日日 新報の 次の 記事に よっても、 察知し 

得る であらう。 
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土匪と 良 K と は 先天的 仇 I ほの 如く 思 ひ 居た る 者 も ありし が、 匪徒 愈 々歸 順して 碟溪 市街 に 人る や 平 生 相 見知 の 者 

は 言 ふに 及ばす、 肩 相 摩し、 手相 觸れ、 歡語 笑話、 人 をして 意外の 感 あらしめ たりと 云 ふ。 

一方 歸順 土匪 も、 身 を 持す る こと 『敗であった。 尤も 多數の 部下のう ちに は、 稀に 心得 1  ほひの ものがない ではな かつ 

たが、 頭目 林火旺 は、 條 として 之れ に 臨み、 規雄を 守る に 努めた。 前掲 新聞紙の 次の 記事 は、 その 一例で ある。 

〔林 火旺 部下 を懲 す〕 歸 順の 事旣に 定まりた る 後、 歸順 者の 一名 良民 を 脅かさん となし ければ、 林 は 之 を 側の 電 

柱に 縛り上げ 痛く 之を徵 治した る 由。 

かくして 東部 宜蘭 地方 は、 領臺以 來ニ年 有半に して、 初めて 眞の 平和 を 享受す る ことができた。 否、 臺灣 における 

土匪な き 生活と いふの は、 有史以来、 殆ど 最初の 經驗 であった であらう。 この 情を傳 へて、 前揭 新聞紙 は 次の 如く 記 

した 

〔土人 夜 往来す」 顶雙溪 ー帶の 地は晝 間と 雖、 護衛な くして 通行す るき 得す。 土人の 如き も {n 吏の 往來 する を 見 

て 群 菜し 來り、 之に 尾して 通行す る を 常と せし が、 匪徒 歸 順の 事 各地に 傳る や、 戶々 太平 を 祝し、 暗夜に 往来す 

る 事に なりたり と 云 ふ C 

最初の 土匪 招 降に 成功した る 後藤：^ 政 長官の 得意 や、 正に 想 見すべき である。 彼 は 今や 意 氣揚々 として、 礁溪を 去 

らんと す。 これ を 見送る 島民と 歸順 者。 その 光景 は、 七月 二十 九日 臺灣 日日 新報の 記事に 躍如と して ゐる。 

後藤 長官 以下が 碟溪を 去らん とする や、 雨降りし きりたり しが、 歸順者 中の 數十名 は II を 擁して 之 を 達り、 又途 

中に 於いて、 山中より 數 百の 歸順者 出で 來り、 聲を 放ちて 之 を 送り、 拜謝總 5^ 閣下と か、 病 日高陞 とか 記した る 


旗を鼸 へして 來り、 之 を轔に 結び付けて 去れり と。 

伯が^ 名物の 鳞 中に、 悠々 と 詩箫を 執り、 次の 七 言 絡 句を賦 したの は、 實 にこの 時であった。 

人な 蘭 城 

悲風慘 雨 一時 晴。 從是萬 民樂 太平。 

初識 聖恩 與天 一。 歡聲湧 起 {且 蘭 城。  ， 

まさに 凱旋 將 軍の 風趣が あるで はない か。 

しこれ を 以て、 政 長れ としての 任務が 終った のではなかった。 何と なれば、 從來 土匪の 招撫 に失收 した-涼 Z の 

一 つ は、 一 旦歸顺 したる 土匪に、 產業を 授け、 これ を 良民 化する の 用意に 缺 けて ゐ たこと である。 その 點 伯に 拔 かり 

はなかった。 んゃ歸 順 者に 正業 を授 くる こと は、 招降條 件の 一 なりし に 於いて を や。 

碟溪ょ り 坪 林 尾 に 通す る 道路の 開 整 工事 は、 實 にこの 三百 有餘の 歸順者 に對 して 與 へられた 應 急の 生業であった。 

率 ゐる者 は 往年の 大 頭目 林 火旺。 流石に 久しく 組織と 訓練と を 有せし 團體 だけあって、 この 道路工事 は 一般の 土工よ 

り も、 秩序よ く 進行した。 

かくして 一方 土匪 を 平定す ると 共に、 他方 臺灣 全島の 道路 網 を 完成 するとい ふ、 一石二鳥の 政策 は、 その 第一歩 を 

踏み出す ことと なった。 

I ほ こ？ 一  且投 誠した る闹首 林火吒 は、 翌々 三十 三年 三：：^ 二十 二：：； 故 あ リて刑 殺さる。 
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一一、 陳秋 菊の 順 

東部 土匪の 頭目 林 火 旺の歸 順が、 かくの 如く 進行しつつ ありし 時、 一方 北部の 匪 魁陳秋 菊の 率ゐる 土匪の 招 降 も、 

同時に 著々 と 進行しつつ あった。 

林 火旺が 無賴漢 出身なる に對 して、 陳秋菊 は 淸國領 時代から、 島 ：！^ の 一 指導者と して、 政府の 委托を 受け、 地方 治 

安の 事に 當 つて ゐ たことの ある 人物で ある。 當時 總督府 の調丧 したる 前揭 「略歴」 に據れ ば、 「陳秋 菊 一 名靑 飛。 年 

四十 四 歳、 面白 身 矮ク體 肥ュ。 同人 ハー： 几 文 山堡旺 耽庄ノ 住人 ナリ」 と あり、 その 經歷は 次の 如き ものであった。 

明治 二十 五 年 (光 紐 十八 年) 花 S 淡水 縣 知事、 同人 ヲシテ 文 山， 化 深坑街 ノ總理 タラ シム。 明治 二十 八 年 六月 帝國臺 

灣受 領ス ルャ、 同月 田 中 臺北縣 知事 叉タ 同人 ヲシ テサバ 地方 ノ 事務 ヲ 取极ハ シム。 同年 七月 下旬、 同人 軍隊 ノ 指導 

者ト チリ、 ；^" 地方 一一 於ケル 匪徒 許 喜ナル モノ ヲ捕據 シテ法 ヲ正ス C 時 一一 同 a- 高 添 和ナル モノ 陳ト 權カヲ 15^ -ヒ、 陳 

ハ 匪徒-一 私通 スト 誣吿 セラ ル。 於 是陳ハ 宽ヲ受 ケテ遂 一一 山林 一一 逃避 ス。 

明治 二十 九 年 一月 一日、 時 ノ匪魁 林 李 成 ヨリ、 劉 永 一幅 ノ爲造 論皆ヲ 給與セ ラレ、 以 テ信ト 爲シ、 兇徒 五 百 人ヲ囉 

集 シテ深 坑街ノ 警察署 ヲ 襲フ。 同年 八月 山林 一一 潜伏 シ、 米 粮缺乏 スルヲ 以テ、 同人 ノ弟陳 雜耆ハ 匪 徒 二百 人ヲ嘯 

集シ、 人 ：！^ ノ 財物 ヲ 劫掠 シ、 强テ 助勢 金ヲ勒 索ス。 

卽ち陳 秋 菊 は、 純粹の 土匪と いふよりも、 わが 當 初の 軍政 時代に、 識 によりて： .」 むな く 土匪の 頭ば となった 者で あ 

り、 從 つて：：^ 政 時代に 人る や、 自ら 進. P で si 歸 順を圖 つたので あるが、 種々 の 理由に よって ffi^ さなかつ たもので あ 


る 。今や 我が 政府が、 十； Ml 招 降 策 を 採る に 及んで、 欣然 これに 應す べき は、 むしろ 當然 のこと であった。 

しかるに 不幸に して 彼 は、 部下に 過 まられ た。 從來も 彼 を 過 まらし めた もの は 部下の 內紛 であった が、 この場合に 

おいても、 徒らに 狐疑 逸 r^J して、 彼の 歸順を 妨げた もの は、 彼の 配下の 者 どもであった。 

玆に 於いて、 後藤：^ 政 長 の 命 を 受けた る 村 上 知事 は、 もはや 尋常一様の 說論を 以てして は、 陳の 部下 を 服し 得べ 

からざる を 知り、 磯部 警部 長 を 匪 首 等の 許に 遣 はして、 一刀 兩斷の 策 を 執らし むる に 至った. - すな はち 警部 長 は、 m 

竹 等の 面をぢ つと 睨みつ けて 曰く。 

企ハ 冗 來汝等 一一 依顿 シテ、 歸順 ヲ求ム ル モノ ユア ラ ス。 汝等 誠意 歸順ノ 意ナク ン ハ、 全 減 ヲ期シ テ-」 ム へ キノ ミ、 

將タ何 力 了 ラ ン 0 嚮背  一 二 汝等ノ 意思 一一 任 シテ可 ナリ。 今日 一一 於 テ決ス ル所ナ クン ハ < 水 ハ斷 シテ歸 廳 セ ゾ ノ ミ。 

しかも これ を 語る 碟部 警部 長と いふの が、 「滿面 漆髯ヲ 以テ 蔽ヒ、 容貌 怪偉、 一見 其 猛勇 ヲ裝 ヒ、 中-一又 破顔 愛 

ヲ 含ミ、 彼 ノ頌陋 愚 冥 ノ輩ヲ 、ヒア、 装 瞻セシ ムル」 に 足る 入物な の だから、 流石の 土匪 共 も慄へ 上って しまった。 

陳秋菊 一派の 歸 順が、 急轉 直下 決定す るに 至った の は、 このと き 以来であった。 かくして 陳秋菊 降る の 報が、 ：；<政 

長せ {1::^ に 達した の は 夜の 八、 九 時 ごろであった。 その 時の 總！ 府： 腦 部の 騒ぎに ついて、 橫-洚 はォ、 の ごとく 語って 

ゐる， - 

それから 間もなく、 北部に 於いて、 陳秋 菊の 一派が 石 碇の山 奧 に 於いて 投降 するとい ふ 事が あった。 それ は 時の 

. 村 上 知事 (義 雄) や、 深 坑辨務 署長 谷 信 敬 君 や 通 譯の谷 君の 盡 力に 依って、 この 陳秋菊 一派が 投降す る ことにな 

つたの だ。 通 譯の谷 君 は 有名な 支那 通譯 者であって 支那 語、 臺灣 語に 精通した 人であった 。 それが 爲 めに その 管 
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內 に 於け る 陳秋菊 を 投降 せし むる ことの 非常な 便 立 を 得 たので あらう。 その 投降 式 にや は り 後藤 長 宵に 列席 を 求 

めて 来たが、 これ 亦、 明日 その 式 を舉げ るから 是非、 明朝 臨席 をして 3K れと いふ 報告が 来た。 その 報告が 夜 八、 

九 時 頃に 長官 邸に 到 著した。 

然るに その 時の 陳秋 菊に 對 する 招 降 は、 道路 開 產 業に 從 事す ると いふ ことが 一條 作であって、 その 産業に 從 

事し、 道路 を 開 整す るに は、 現金 ニ萬圓 やらなければ ならぬ。 そのニ^€圓の要求を知事からもして來たので、 警 

察官に持たしてゃって„,^<れるか、 長官 御自身が 御 臨場 下さる か、 明朝の 時機 を 失って は殘念 だから 是非お 取扱 ひ 

を 願 ひたいと いふ 依 顿が來 た。 

早速に 後藤 長^ は それ を兒玉 總叔" に 持って行かれた。 その 時 は 旣に十 時に 飛ん として 居った。 それから 總^ から 

直ぐに 私が 呼ばれて、 「機密費が 現金で 幾ら あるか」 と 言 はれた ので 調べて 見る と 五、 六 千圓位 はあった けれど 

も、 到底 二 ^圓の 金に 足りない。 どうした らば その 現金が 出来る だら うか、 總叔： ： なり 長 {i:: の 手許に も、 それだけ 

の 金 を 持って 居らる る 苦がない。 明朝 早天に 出發 して 行かなければ ならぬ から、 その 夜の 中に どうしても その 金 

を 調へ なければ ならぬ とい ふこと で、 頗る その 金の 調達 方に 苦心 をせられ た。 

それで は賀田 金三郞 氏に 行って 尋ねて 見 ませう とい ふこと を、 私が^ をした。 その 當時總 5$- の { い 邸 は 以前の 舊官 

邸であって、 一 S ^、門から 出る と賀田 氏の 住居の 裏門に 人る ことが 出来る。 この 裏門に 通す るに は伤か  一丁 か 二 丁 足 

ら すの 間で ある。 「それで は贵樣 行って 來ぃ」 とい ふ 總督の 話で あつたが、 その 時 後藤 長 {B が 「それで は？ 5$ が 一 

絡に 行かう、 S 案內 せい」 とい ふこと で、 私が 後藤 長 {B の案內 をして、 總督 せ耶の 裏門 を 出て 贺 田家の 宴 門 を 叩 


いた。 丁度 田 氏 は 女の 四、 五人も^,.:3せて、 ゎァ /\ 言って 遊び ごと をして 居った と 見える。 「誰れ か」 と 一一 iin ふ 

から 「撗澤 だ. 一 と 言 ふ。 直きに 門 を 開けに 來 たから、 後藤 長官の 案內 をして 來 たとい ふこと を 話した。 

所が 贺田氏 は 非常に 驚いた。 贺田氏 は その 當時大 倉 組 臺北ま 店長 をして 居った。 固より 後藤 長せ に 二、 三 囘位は 

お H に掛っ て 居る こと もあった らう けれども、 夜中に 長官の 御 訪問 を 受ける と いふ やうな 懇親の 間枘 ではない。 

私 は贺田 金三郞 氏と は 同縣の 者であって、 しかも 同じ 萩の 者であります から、 小さい 時から 最も 懇親であった。 

それで さう いふ 夜中に 後藤 長官 を 御案內 して 行った もの だから、 賀田氏 は 驚いて 座敷 を 片付けさして、 初めて 長 

官を 御案內 した。 長官 は 極く 落に、 r 賀田 君、 夜中 だが 金 を 二 萬圓程 貸して 貰 ひたい。 明日 は總： ^のお 手：： んか 

ら撗澤 が 御 返納す る だら うから、 ベ r 夜中に 要る 金 だから 二 寓圓を 持へ て 貰 ひたい」 とい ふ譯 であった。 

突然の ことに 贺田氏 も 非常に 驚いて、 「夜中 私の 店に も それだけの 金 はあります ま い。 外に 行っても 無論 それ だ 

けの 現金 はない が …… J と、 暫く 首 を 傾けて 考 へて 居り ましたが、 「暫くお 待ち 下さい まし。 ちょっと 私が 銀行 

に 行って 來 ますから 二 と 言って 飛 出して 行った。 

その 頃臺 北に は 三十 四 銀行が 支店 を 開いて、 田 村 義三郞 氏が 支店長 をして 居った。 其處に 行って、 「至急に 金が 

二 萬圓耍 る、 實 はこれ くの 次第 だ。 用途 は 知らぬ けれども 總督、 長官の 御用 だから 何とかして 吳れ ないか」 と 

いふと、 「銀行 は 夜分 は 金庫 を 開けぬ 制度 だけれ ども、 總督、 長官のお 話であるなら 金庫の 金 を 出さう。 お前 手 

形 を 書く か」 「無論 書く」 とい ふので、 直ぐ 其處で 手形 を 書いて、 夜中に 金庫 を 開いて 二 萬圓の 現金 を 賀田金 三 

郞 氏に 渡した。 私 は 後藤 長官と 待って ゐる。 其 處には 女 供が 二、 三人 居った から、 それ を 相手に して わ ァくー 百 
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つて 居る 内に、 贺田 金三郞 氏が 現金 を 持って 歸 つて 来た。 そこで 長 { にも、 「これ はかた じけ ない、 明 n 御 返却す 

る」 と 云うて、 その 金 を 持ち 歸られ た 時 は、 夜 も旣に 十二時に 近かった。 

かくして 八月 十 R、 村 上 臺北縣 知事の 手に より、 坪 林 尾に おいて、 陳秋菊 等の 投誠式 は 行 はれた。 次いで 八月 二十 

三日、 水 返 脚の 土匪.^ 阿 等 も、 九 百餘人 を率ゐ て辨務 署に投 誠し、 九月 八日に は、 芝 蘭の 匪 首 簡大獅 もまた その 黨 

五百餘人と共に歸顺した。 ！^^^に於ぃて、 一時 猖獗を 極めた 北部 地方の 大匪 も、 殆ど 平定す るに 至った。 

0 簡大獅 は、 投誠後 問 もな く. $びぉ したる ため、 = 大舉 これ を对 して その 本 據を拔 く。 大鄉. § ち 逃！^ して 行方 を 

晦 したる が、 三十 二 年 三；！： ヤー 口、  ：ra;.^g^ 州に 於いて 捕 纏され、 同 い 九： W 死刑と なる。 

ニー、 反對 論 を駁す 

• 節 大獅招 降の 際の 伯の 行動に ついて、 長 尾 半 平 は 次の 如く 间 顧した。 

土匪 簡大獅 が倡獗 にして； g せす、 總 お：：： 府 でも 困って ゐ たが、 或る時 伯 は 自ら 舆に のり、 武器 を帶 びす、 一人の 護 

衞をも 作 はすして、 彼に 面會に 出かけた。 警務 課長 中 田 直溫氏 —— この 人 は 其の後 廳長 になった. ！ はこの 報に 

接し、 大いに 驚き、 c§ せきき つて 伯の あと を 追うて 飛んで 行った。 幸 ひに して 何等の 事 もなかった。 而し てこの 

事が 北方 lift に 多大の 效果 があった。 後で 「あなた も 隨分亂 ：|5 ぢ やありません か、 あんな こと をされ ると 中 田が 

困って しま ひます」 と 私 は 笑った が、 伯 は、 かう して 進む 男士に は、 矢玉 は 中らぬ もの だとい ふ 信念 を 有って ゐ 

られ たので ある。 自分に は 運命の 保護が ある、 武器 を もっと 否と に拘 はらす、 天の 使命が 自分に ある 以上、 . ^し 


て 自分に 間逮ひ ある もので ない、 使命 を はたす まで は、 自分の 生命 は 大丈夫で あると いふ、 一 つの 確信 を もって 

ゐた。 亂：^ と 云 はれる が、 本人 はこの 信念 を 以て 平然として 行って ゐ るので ある。  ， 

土匪 招 降 策が、 その 實施 以来、 僚 の 火の 如く、 治 定の效 を 擧げて 行った の は、 勿論 その 方針の 正しかった ためで 

あるが、 一つ は その 直接 指树 者た る 伯に、 この 意氣 込みが あつたから である。 「斷 じて 行へば 鬼神 も 避く」 伯 はこの 

時 この 格言 を、 身 を以 て 體驗す る ことが で き た。 

然るに 不思議に も、 前述せ る 如き 囂々 たる 新政 非難の 聲が揚 つたの は、 この 土匪 招 降 策が、 盛んに 功を收 めつつ あ 

る 時であった。 その 主なる もの は、 新 總督の 軟弱 政策 を 罵る 聲 であった。 名 は 土匪の 招 降と 稱 する も、 實は 授産 金 を 

以て 土匪の：^ 心 を 買 ひ、 これと 妥協して 僅かに 治安 を 求む る 如き は、 帝國の 威信 を 傷く るの 甚 しきもの である、 とい 

ふ の である。 

おにつ いて、 齋 藤參吉 は、 次の 如く 語った。 

此の 土匪 政策の 大變 化に 對 して、 當時 臺灣に 居った 陸軍 側の 人は擧 つて 此の 政策に 反對 した。 彼等 は 口 を 極めて 

sa? つて、 「日本 帝國は 土匪に 降參 した」 とまで 絶叫した。 さう して 明かに 兒玉總 # の 方針に 對 して 妨げ を爲 さん 

とした 形跡が あった 位で ある。 此等は 固よ. り大 將の豫 期して 居った 所で、 純粹 なる 民政の 爲 めに、 大將 自ら 其の 

衝に當 つて、 彼等 武人の 跌扈 を抑壓 したので あるが、 其の 威力 聲望は 到底 他の 人に は 見られない。 實に兒 玉大將 

の 力に 非 すん ば、 此の 武人 を 抑へ ると 云 ふ 事 は爲し 能はなかった ので ある。 

かくの 如き 條然 たる 總将 の 態度が あ つたれば こ そ、 後藤 民政 長. {e: は、 安んじ て 土 11 招 降 策 を 進行 せし むる ことが で 
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きたので ある。 

加 ふるに、 當初豫 想せ るが 如く、 大匪歸 順 後に おける 小 SI の討滅 は、 まるで 虱 を 潰す やうに、 々たる 事業に 化し 

た。 それ は歸 順せ る 土匪の 一一 一一 n によって、 所謂 土匪なる ものの 內 ii^ は、 白日の 下に 暴露せられ たからで ある。 從來、 0 

屮を投 索す る 如く、  盜 劫掠の 後 を 追 ふに 過ぎなかった 警察 も、 今では 掌 を 指す ごとく、 小 匪の s« ^窟を 發 いて、 これ 

を纖诚 する ことができ たので ある。 

かくして、 土^ 招 降 策を樹 てて 以来、 僅か 半年に して、 蹇灣 島の 北部 地方 は 殆ど 全く 土匪 を 掃蕩し、 鄉 成功 以来 三 

百年に して、 はじめて 島- は 平和 を 享受し 得る に 至った。 後藤 民政長^ は、 明治 三十 一年 末、 內務 大臣に 宛てて、 土 

匪 招 降 策に 對 する 反 對說の 妄を辨 すると 共に、 其の後に おける 土匪の 狀況を 次の 如く 報告した。 以て 大！！ 歸顺 後の 小 

匪討滅 事情、 及び 治安 恢復の 情勢 を 見るべき である。 

臺 12 一一  於ケル 土照ノ 事、 近 5； 世人 其說ヲ $5 ス モノ 欺 カラス。 中-一 ハ新閲 雑誌 一一 依 リテ、 頻リ 一一 攻攀 ヲ？」 ゥ セン 卜スル モノ ァリト 

i、 多ク ハ是レ S 一一  スル 所ァリ テ 事 IK ヲ； i ヒ タル 妄論 一一 ァ ラサ レハ、 或ル 感情 ノ  „ ぉメ 一一  流布 ス ル 謬說 一一 過 キス。 未タ以 テ 臺地 二 

£ ね ケル. 況ヲ S 得シ タル 者ト 云フヲ 得ス。 W  一一  1：； 況ヲ 知得 シ得サ ルノ ミナ ラ ス、 土 鹿 狀態ノ 端緒 タ モ 知得シ タリ ト 云フヲ 

得ス。 一例 ヲ攀ク レハ、 今！： 臺中^ 內-ー 於 ケル土 1:;^^ 伐 ノ如キ 是ナリ 。此討 i:!!- ハ其资 終^ 域-一 於テ、 其 土 1： ノ 種類-於 テ將乂 其 

他ノ關 係-一 於テ、 確然 臺北 管内 一一 於ケル 土鹏討 ト 異ナル -ー拘 ラス、 唯 臺灣ノ 土匪 ナル 漠然 タル 名稱ノ 下-土！ > 同一視 シ、 稗 

種ノ 臆說ヲ 爲シ、 甚シキ ハ囊ーー歸順シタ ル臺北-：^^蘭ノ土匪-丹ヒ蜂起シタ ル ヲ 以テ、 更 一一 該^ 内 一一 於 ケル土 鹿摄討 プ爲ス モノ ナリ 

ト云フ -- 至リテ ハ、 如何-世 人力 臺灣ノ 事情- -迂ニ シテ、 事理 ヲ究 ムルノ 不親切 ナ ルカ ヲ知ル - 一足 ラン。 (中略) 歸 W 後ノ今 H 

一一 ァリ テハ、 右ノ 地方 一一 於テ、 文武，ぉハ安八，^ 一一  單獨ノ 旅行 ヲ爲 シ、 土 1： ノ 首魁 ハ 何 S- -ー  テ モ辦務 5«  ノ 命-一 應シ -!?= 衙 -ー來 ラシ ムル 

ヲ 得。 加 フル 一-暴-土 鹿ノ 横行 セシ 地方 モ、 遮 ftsf 獨 一- テ 通行 ヲ爲 シ得ル 一一 至 レリ。 此 iJ 化ハ 行政 上ノ大 S< 化-一 シテ、 仝ク 


土  彼等 カ總伃 /趣 ±r ヲ體 シ、 ノ  I：； ヲ舉ケ ン トス ル ノ徵候 ト認メ サ ル ヲ得ス 0 

陳秋 il、 徐！ t、 姊文流 等ハ. 2.5 方面-一 於テ、 簡 大獅、 劉 簡荐、 林 淸秀、 王 研等ハ 北山 方面-一 於テ、 各 道路 開 整-一 從 事シ、 ® 文 流、 

李伍 ノ  3^1 ェ -ー 係 ル 平林尾 ョ リ 閣頭 -1 至 ル 道路開壟ェ 事 ハ 旣 -ー 竣 H シ 、 鄭文流 ハ 郢便遞 送 ノ事 一一 盡カ シ、 李 伍 ハ 土  § 徒 ノ 動静 ヲ 

探索 シ、 曾テ土 M 力 所持 セシ彈 藥ノ出 所ヲ査 知シ、 以テ殘 徒 ヲシテ 復彈藥 ヲ得ル - 一由 ナカラ シメ タリ。 殊- ー陳秋 菊ノ如 キハ、 自 

已ノ 事業 ノ他 一一 後 レサ ラン n トヲ 期シ、 顷來 糧食 ヲ 用意 シテ 山中-一入 リ、 只管 工事 ノ殘 ェヲ 急キ、 執業ノ 外^ 餘念 ナク、 工事^ 

エノ 後 ハ、 景尾 ヨリ 平 林 尾 -ー 至ル 郵便 遞送 二 從事セ ン n トヲ 希望 シ、 又 赤十字社 ノ  }i- 社. 員 タラ ンコト 7 モ願ヒ 出 タリ 0 陳 秋菊ノ 

熱心 ヲ閗キ タル 林 火旺、 亦 十 H 下旬 ヨリ 金 面 山 道路 開鑿 工事-一 從 事シ、 部下 五 百 餘名ヲ 引率 シテ. H 中-一入 リ、 小 舍掛ヲ 爲シ、 是 

亦 専心 工事-一精 勵シ、 三 S 問 ノエ 事ノ如 キハ、 本年 中 一一 ハ竣 エノ 見込 ナリ 。其 他廣錦 春等ノ 徒モ、 不 H 北山-一 於ケル 道路 開整ノ 

起工式 ヲ爲 サン トテ、 今ャ其 準備 一一 是レ 日モ足 ラサル モノ  ノ 如シ。 

次- -臺北 及 蘭 一一 於ケル 土！！ 殘徒ノ 1K 況ヲ述 へ ン 二、  土匪 歸順ノ 事 ヨリ シテ、 從來 未嘗テ 知ル能 ハサ リシ 土 S1 ノ 内情 ハ悉 ク我總 

督府 ノ知ル 所ト爲 リシ ヲ以 テ、 殘陋 復從前 ノ如ク 自由 一一 各所 一一 出 沒スル 能 ハス 。彼等 ノー  攀ー 動、 皆 總督府 -I 先ヲ制 セラ ルル ： 

至レル ヨリ 臺北 附近 ノ廃贼 ノ狼狠 一 方ナラ ス、 殘徒互 一一 同志 討 等 ヲ爲ス ノ奇觀 ヲ呈シ タリ。 然ルヲ 訛 傳者此 狀況ヲ 知悉 セ ス、 恰 

モ歸順 土匪 ノ 一類 カ臺北 ヲ騷カ セシカ 如ク述 フル 者 アル - 一至 リテ ハ、 虚構 モ亦 兹- 一至 リテ極 マ レリ 卜云フ へ シ 0  {且 蘭 ノ如キ ハ、 

當初 ヨリ 殆ント 全 ク静穩 一一 歸シ、 官民 共 一一 意外 ナル 好結果 ヲ驚 嘆ス ル 所ナル  一一、 土匪 招降ヲ 非難 ス ル モノ ハ、 此 著大 ナル亊 ヲ 

祕シテ 之ヲ云 ハス。 其說爲 一一 スル所 ァリテ 讒誣-一 出ルャ 知ルへ キナリ 。臺 北-一 於 ケル醤 察 ハ、 益々 殘徒ノ 内愔ヲ 知リ、 我 is 察ノ 

手 ヲ以テ 捕總ス ル モ ノ績々 相 踵キ、 平均 一 日 十二 名 ヲ下ラ ス。 其 良民 ヲ害シ タル n ト甚タ シキ者 二 シテ、 斬獲セ シ モ ノ今 „!: 迄 -ー 

二 Is 名 以上 -I 達シ、 殘匪ノ 幾分 ハ辛 フシ テ遠ク 山地 一一 お 一 レ入 レリ 0 玆 一一 於テ 力、 嘗テ土  M  ノ 後害ヲ 恐レテ 容易 -ー 其 所在 ヲ報セ サ 

リシ 土人 モ、 今 ャ我瞀 察ノ大 一一 信用 スル 一一 足ル へキヲ 知リ、 密吿ヲ 憚 カラ サル - 一至 レル ヲ 以テ、 普 察ノ 機能 一 層 敏捷 トナ リ、 北 

山 方面 賴. sr 陳水、 C 溪龍、 許 由等ノ 首魁、 悉ク縛 一一 就キ、 唯リ 詹番ノ ミ未タ 逮捕 セラ レスト 雖モ、 彼 モ今ハ 術 盡キ、 屢々 歸順 

ヲ 內願ス ル モ、 時機 旣 一一 後レ タル ヲ以テ 總督府 之 ヲ許サ ス。 X 文山堡 一 帶ノ殘 匪モ、 首魁 王胚、 我 守備隊 ノ手 -ー 描 ハレ シ ヨリ 陳 
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耆等ノ 徒 モ銳氣 -4^ ク 沮喪 シ 哀願 至 ラサル ナク、 從テ掠 狼藉 ヲ逞フ ス ル 勢ナシ 0 加フ ル -- 總督府 番 察ノ 機能 ハ、 苟モ臺 北 附近 

二 於 テ殘匪 ノ加寄 ヲ爲シ タル トキ ハ、 必ス三 ロヲ出 テス シテ其 K 跡ヲ 探知 シ得ル 一一 至ル。 是從 前此ノ 如キ搜 杏ハ企 II シ得サ リシ 

所 ナルヲ 以テ、 今 H 東京 一、 ニノ 新聞紙 上- 1、 所謂 土 賄 橫暴ノ 所 S  ノ如 キハ事 I" 上在リ 得へ 力 ラサル コト ナリ。 況ン ャ白畫 横行 

等ハ 舊時ノ 夢物語 - 一過 キサル ヲャ。 

臺北 蘭 一一 於 ケル土 顯 歸 順後ノ 民心 如何 ハ、 一時 ノ： W 々- 一過 キサ リシ コ 卜ハ、 上來 叙述 シ タル 所 一- ョ リ 類推 ス ル - 一足 ル へ シ。 偶 

以テ 非職 免職 其 他 不平 ノ徒等 讒誣 ノ 材料 ト ナリ、 都人 士臺地 ノ赏況 一一 通 セサル 一- 乘シ、 毒筆 ヲ勞ス ル モノ ナリ。 

一 三、 根本的 掃蕩 

土匪 招 降の 業 は、 破竹の 勢 ひ を もって 成就して いった。 

明治 三十 二 年 三月、 久しく 太平 頂 附近に 跳梁して ゐた柯 鐵が投 誠した。 四月 八日に は、 隨 1 水 港 附近の 阮 等が 歸順 

した。 そして 十一月 十二 日に は、 南部の 大頭 ZI 林少猫 すら 投降した。 

勿論、 彼等の 誠意に は、 疑 ひ を 插む餘 地が 多かった。 しかし 平然と これが 投誠を 許した の は、 幸 ひに して 歸顺の 誠 

を盡 せば よし、 若し 我れ を 裏切る こと あらば、 斷乎 として これ を討滅 する の 用意が あつたから である。 

故に 伯 は、 その 間に、 土匪 を 生業に 用 ふるに 托して その 名簿 を 提出せ しめ、 悉く その 內愦を 明かに すると 共に、 土 

匪の 政治的 名簿 を 作る に 忙しかった。 その 政治的 名簿に は、 區々 たる 末輩まで も、 ぉ眞を 撮影して 貼付し、 萬 一 の變 

に備 ふるところ があった。 

して、 明治 三十 三年、 中部 南方 は 又も 動 搖の兆 を 示して 来た。 これ 一 つ は、 總督府 が 力 を 北方に 傾注して、 中部 


南方 を 顧慮す るの 暇な かりし と、 一つ は臺 中、 臺南 ニ縣の 土匪 招 降 策が 不徹底に して、 未だ 匪徒 をして 釋然 たらしめ 

得なかった ためで ある。 

かくて 明治 三十 三年 五月 五日より、 第二 旅圑長 山中 少將 は、 柯 鐵の殘 黨を淸 掃す るた め、 雲 林 地方 を 討伐す る こと 

二十 五日に 及んだ。 しかも 明治 三十 四 年 二月に は、 罩 蘭の 土匪 詹阿瑞 等、 大擧 して 臺中を 襲 ふ あり、 十一月 二十四日 

に は、 黄 茂 松 等の 土匪、 嘉義朴 仔 脚 支署 を 襲って、 庄崎 支署 長を戰 死せ しむる あり、 物情騒然 として 人心 を動搖 せし 

めた。 

妥 において、 總督府 は、 三十 四 年 十二月 一日より、 いよ/ \ 意 を 決して、 臺灣 南部 地方の 土匪 大討滅 の 軍 を 起す の 

已む なきに 至った ので ある。 

t 時、 兒玉總 ^も 後藤 長官 も、 共に 上京して 留守中であった ので、 この 大討滅 の 指 禅 を 執った の は、 大島 警視 總％ - 

であった。 大島總 長の 電稟 に對 する 兒玉 總督の 電命 は 簡明であった" 曰く 「遣り 遂 ぐるの 確信 あらば 遣れ r 

一句 千 釣。 文 武官 は 躍然、 身命 を 賭して 勦 匪に むかった G 

大島總 長 は先づ 嘉義、 鹽水 港、 臺南、 鳳 山、 阿餱、 蕃募 寮の 警察 をして、 力 を 合して 同日に、 平地 山地の 土匪 を搜 

索せ しめ、 地方 警察 を 主力と し、 軍隊 憲兵 をして これに 協力せ しめた。 また 大島總 長 自ら も臺 南に 出で、 各 廳 を 巡視 

して、 ；^?.t^ の 采配を振った。 その 十二月 十日、 軍隊 は 放 弄 山の 山 寨を拔 き、 鹽水 港の 警察と 軍隊と が 力 を 合せて、 土 

匪 黄 茂 松 以下 四十 人 を 屠った。 超えて 一二 十五 年 三月 九日、 嘉義 警察 は 匪 首 黄國鎭 を、 後大 稀に 撃って 殺した。 四月 八 

口、 嘉義の 保 5- は 匪 首 林 添 丁 を 中埔に 屠り、 四月 十五 日、 鹽水港 警察 は 匪 首 阮振を 店 仔 口に 擒 殺した。 
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かくして 月 を 重 ぬる こと 五。 匪徒 を 殺す こと 三千。 しかも この 討伐た る や、 伯の 苦心の 作た る 政治的 戶籍に 據るも 

のであった ため、 往時の 如く 玉石 俱 焚の 憂な く、 發 すれば 必す 中り、 攻 むれば 必す 取った。 

しかも その後、 僅かに 餘喘を 保って ゐた雲 林の 匪 首柯鐵 の殘黨 張大猶 以下 百 五十 餘名 は、 五月 二十 五日、 歸 順の 式 

場に おいて 妄動した ため、 ー齊に 殺戮され た。 殘る 唯一 の 頭目 林少猫 も、 五月 三十日の 攻撃に 堪へ かねて 戰 死し、 か 

くて 臺灣 有史以来の 土匪 は、 全く 根底から 械蕩 せられた ので ある。  • 

この 土匪 大 討伐が 終った 祝賀の 宴の 日の こと を、 新 渡戶稻 造は囘 顧して、 次の 如く 語った。 

かって 明治 三十 四、 五 年の ころと 思 ふが、 臺灣で 有名な 土匪 征伐が あった。 その 時 わが 輩 評議の 末席を汚して ゐ 

たが、 軍人の 說と 警察の 說と 大分 隔たりが あって、 わが 輩な どに は いづれ が 是か非か 區^ がっか なくなった 時、 

大將 (兒玉 總将を 指す) が 裁斷の 一刀 を 下した 乎 際な ど は、 その 切れ味の あざやか なること、 列席の 文武 {R の ti^T 

を卷 かしめ た。 

數 句なら すして 討伐が 成功した とい ふので、 二十 人ば かりの 主だった 役人が 官邸に 招 ばれて 御馳走に なった。 何 

しろ 吉報に 接した もの ども なれば、 凱旋 的の 心 持 を もって 酒盛り も 一層 賑 はうた。 ワイ/ \ 面白 を かしい 話の 最 

中、 突然 大將は 面相 を變 へて、 

「しかし 土匪の 命ば かりで はない ぜ、 人世 風前の 燈の 如しと いふが、 この 世の 後が どんな もの だか。」 

とい ひながら、 末席に をった わが 輩 を 呼んで、 

「ネ、 新渡戶 君、 さ うぢ やない か。」 


とい はれた ので、 一時 座が しらけた ことがある。 座が しらけた と 思へば すぐに、 滑稽 談を 始めて 與を そへ た。 一 

こんな 時 も 大將の 頭の 働きの 如何にも 電光 的で、 自由自在な もので、 かつ その 範圍が 北極から 南極に 瞬く間に 走 

る やうに 思 はれた。 

かく 酒盛り 最中に も、 折々 閃く 脫俗 的な 考 へが、 彼 をして 偉大なら しめた 根本で あらう と 思 はれる。 

武將淚 あり。 臺灣の 治績の 擧 りし 反面に は、 この 事實の ありし こと を 忘れて はならぬ。 

顧みれば、 政府が 明治 三十 年から 三十 四 年までの 問に、 捕縛した 土匪の 數は八 千 三十 人、 殺戮した る もの 三千 四百- 

七十 三人の 多き に 上った。 さらに 明治 三十 五 年の 大 討伐に おいて は、 捕虜と なし、 裁判の 上 死刑と なせし もの 五 百 三 一 

十九 名、 臨機 處 分に 附 して 殺戮した る もの 四千 四十 三 名の 多き を數 へた。  一 

初め 土匪の 勢 ひ 盛んなる や、 郵便 脚 夫は數 人の 警察官に よって 護送され、 官吏 豪紳の 旅行 するとき、 必す 警察の 保 一 

護 を 必要と した。 臺北城 を 去る  一、 二 里に して、 人 は その 生命の 安全 を 刀劍と ビス トルに 托せざる を 得す、 三十 一年 一 

の 初春 は、 民政長官の 宫邸 にあって、 土匪の 銑聲を 耳に した こと さへ あると 傳 へられる。 

されば 明治 三十 年 以来 三十 四 年までの 間に、 良民が 土匪の 侵害 を 受けた もの 八 千 九 百 三 件、 土匪の ために 殺戮され 

たもの 二 千 四百 五十 九 人、 金錢 のために 土匪の 人質と なった もの 四千 六 百 五十 三人、 土匪の ため 人民の 失へ る 財産 百 

一 

二 萬 九 千 七 百 二十 三圓に 達した。 しかも これ は 表面に 現 はれた もの だけで、 公に されざる 損害に 至って は、 更に 犬な 一 

る ものが あつたに ちが ひない。  一 

然るに 今や、 全島 土匪の 影 を 絶ち、 歸 順した もの は 悉く 政治的 戶籍に 載せられて ゐ るので、 もはや 蠢動の 餘地 なく、 
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殊に 明治 三十 五 年、 これまで 民間に 散在して ゐた五 萬 挺の 鋭 器、 十萬發 の彈藥 は、 悉く 沒收 されて しまったので、 い 

よいよ 土匪の 危害 は 絶えた。 竹 越 與三郞 の 「臺灣 統治 志 一 (二 五丄 一六 頁) は、 臺灣 治安の 情況 を 述べて、 次の 如く 記し 

てゐる 0 

戮道は 日夜 南北の： .1 極より 進み、  < 水が 旅行し つ、 ある 時餘 ます 所 は 中間 約 六十 哩 のみ。 而 して 此間は 輕便鐵 道に 

よりて 接繽 せらる。 此輕便 鐵道は 二人の 土人 (支那 人) によりて 臺車を 推進す る 者なる が 故に、 此間 至る所、 土 

人の 苦力、 群を爲 して 喧囂 す、 其狀、 舊時 東海道の 宿驛に 於て、 雲助の 群を爲 すに 異ならす、 人 をして 一見、 土 

匪の 變裝 したる もの にあらざる かと 疑 はしむ。  < 水 は 六月 十五 日臺 中を發 して 此間 を經 過せ しが、 十六 七 歳の 日本 

少女が 平然として 顧慮す る 所な きが 如く、 余と 相 前後して 南行す る を 見、 余に 同行した る 警部の 一一 一 曰に よりて、 其 

良家の 少女に して 打狗に 赴く ものなる を 知り 得、 警部 をして 其獨 行して 恐る、 處な きか を 問 はしめ たるに、 少女 

は 答へ て 云 ふ 姿は寸 毫も 畏懼す る 所な しと。 一 片の 蘭の 流る、 を 見ても 以て 水の 方向 を 卜する に 足る。 余 は此少 

女の 言に よりて、 深く 臺灣の 秩序と、 平和の 囘復 せられた る を 信す るの 好 證左を 得た る を 喜びたり き。 

蓋し 昔日の 倡撅 なる 土匪 横行の 時代 を囘顧 すれば、 殆ど 夢の 如くに 感ぜられ たに 相逮 ない。 

一 四、 新 警 察 制度の 創 定 

土匪 招 降 策の 成功 は、 他の 一面から 觀れ ば、 臺灣 獨特の 警察 制度の 成功で あつたと 言 ふこと がで きる。 

となれば、 土 §1 招 降 策 は、 三 段 警備 制の 基礎た る 軍隊、 憲兵、 警察の 幷 立を廢 止して、 統一的 警察 制度 を 樹立し 


たと ころに 始まる からで ある。 しかも、 かかる 直大 なる 任務 を もって 甦生せ る 臺灣の 警察 は、 自然に 內 地の それと 異 

なる 特殊の 組織 を もつ に 至った。 

臺灣の 警察 は、 その 始め： 車 政 時代に あって は、 陸 省 噴 員 を 以て、 警察官に 充てた ものであるが、 明治 二十 九 年 三 

月、 ： 車 政を廢 してお 政 を 開く や、 全島 を 三 縣ー廳 に 分って、 警部 二百 三十 人、 巡 杏 千 二百 人 を 配 5は し、 更に 三十 年 六 

月、 {=:: 制 を 改革して 六縣三 廳を設 くる や、 警部 二百 七十 五 人、 巡査 三千 百 人と なした。 その他 幾多の 變遷 はあった が、 

それ は 人員の 數と 配：. a に 止まり、 その 制度 組織 は、 依然として、 內 地の 警察 制度 を 模倣した ものに 過ぎなかった。 

臺灣に 植民地 特有の 警察 組織が 發 達した の は、 一二 段 警備 制の 廢止 以後で ある。 しかも それ は、 その後 幾多の 改革 を 

經て 二十 鹿 制度と なり、 漸く 完成した ものであって、 論者 はこれ を 警察 中心 政治と 言って ゐる。 それ は、 全臺に 二十 

の 地方 廳が あり、 各 廳の長 は 普通の 文 せであって、 その 下に 總務 課と、 警務 課と、 稅務 課と があった けれども、 その 

實、 總務 も稅務 も、 警務 課の 助力な くして は、 一 日 も 業務 を 執行す る ことができない。 警務 課 は、 ひとり 廳の 事務の 

大半 を 占む るの みならす、 その 中心 を爲 したので ある。 況んゃ 下級 官廳 たる 支廳長 は、 明かに 警部 を 以て これに 充て、 

以下の 官吏 は 悉く， 巡査であった。 

卽 ち事實 より 言へば、 總： ^"府 の 手足と なって、 直接に 人；：^ に接觸 する もの は、 警察で あり、 人民の It 目に 觸 るる 所 

の ふ：：：； おは、 ただ 警 {G のみであった。 これ は 臺灣の 如き、 文化の 程度 低く、 社會狀 態の 幼稚なる 植民地に おいて は、 啻 

に 已むを 得ざる 制度で あるの みならす、 また 最も 有效 なる 組織で あつたと 言 はなければ ならな い。 

かかる 特 M (なる 警察 制度 は、 伯の 獨創 的頭腦 から 生れた のであった。 伯 自身 もまた、 これ を大 なる 誇りと して ゐた 
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やうで ある。 明治 三十 八 年、 民政長官 として、 警察官 及び 司獄官 練習所の 卒業式に おいて 與 へたる 訓示のう ち、 次の 

一 節の 如き は、 まさに その 一 端 を 洩らした る ものと 見られ 得る。 

此 臺灣ノ 警察 ハ 一種 特別 ノ系 統一 一依 テ 成立 テ 居リ、 又 臺灣ノ 監獄 ト云フ モノ モ、 此 臺灣ノ 諸般 ノ 制度 カラ 見ルト 

云 フト、 頗ル 完全 ニ過ギ タルモ ノデ アルト 云 フ說ノ 如 キハ、 特殊 ノ 境遇 トシ テ 今日 敢テ此 一一 一言 スルー 一足 ラス。 

第一 一一 此 警察 ノ 制度 ヲ立 ツル 一一 就テ、 斯 ノ如キ 警察 ノ 系統 一一 關 シテ、 世界 ノ殖； ^論者 ノ 注目 ヲ 引キ、 之 ヲ臺灣 一 I 

施行 スル ニ就テ ハ、 大ニ疑 圑ヲ抱 力 レ テ居ッ タノ デ アル。 然ル 一一 今日 臺灣ノ 統治、 稍々 成功 ノ域 ニ至ラ ン トシ、 

其 主 耍ナル モノ ハ 警察 系統 一 1 在ル ト云フ コ トヲ 認メ、 此 一 種特 刖ナル 警察 制度 ノ 講究 ヲ 必要 トス ル 一一 至ッ タノ デ 

アル。 夫デ內 地ト臺 灣トノ 警察 系統、 各 其 制ヲ異 一一 スル點 一一 就テ疑 ヲ抱キ タル 人モ、 漸ク其 效果ヲ 見 ルー 1 至リテ 

ハ、 前日 ノ疑ヲ 解クコ トー 一 至 ッテ來 タノ デ アル。 

この 臺灣 における 特異なる 警察 制度の 基礎と なった もの は、 警察官 及び 司獄官 練習所であった。 何と なれば、 臺灣 

の 警察官た る や、 單 なる 警察 事務の 外に、 阿片 取締 あり、 保 甲 監# あり、 微罪 卽決處 分 あり、 淸國人 上陸 取締 あり、 

蕃界 交通 監視 あり、 食鹽、 樟腦專 賣に關 する 事務 あり、 何れも 特殊の 訓練 を 要した からで ある。 この 練習所 制度の 刽 

設 について、 湯 目補隆 は、 次の 如く 囘 顧して ゐる。 

そこで 予は 警察 統一 に關 する 建言 書 を、 後藤 男の 手許に 差 出した。 それ は 政治の 神 經機關 たる 警察 權は 統一 され 

たもので 無ければ ならぬ。 從 つて 警察 權は總 督府で 握って、 地方 長官の 勝手たら しめす、 乃ち 總て實 權が無 けれ 

ば、 眼 を 入れぬ 佛の 如き もので あ る 事 を 極言 し、 その 方法と して 警察官 及び 司獄官 練習所 の 設立が 必要で ある、 


と 云 ふ 意味の もので、 その 書類 は 長官より 總赞の 眼に 觸れ て、 玆に 今日の 練習所が 生み出され たと 信す る。 

かくの 如く、 警察権の 統一 と 警察官 及び 司獄官 練習所の 設立と を 建白した る 湯 目 は、 更に その 實 現の 事情 を敍 ベて 

次の 如く 記して ゐる。 

卽ち 右の 二 節から なる 右 様の 意味の 建議 書であった。 そして 遂に 將 軍の 容れら るる 所と なり、 憲兵と 巡 茶 を 一 倘 

にした もの を 生み出す 方針で、 特に 總督 府の參 謀に 依賴 して 軍事 講義 を 正 科と して 採用し、 操 練 は 勿論、 實 際に 

於いて 戰鬪 行爲を さへ 行った。 從 つて 此處に 警察官に 對 する 一 關 門が 出 來、 政治の 神 經機關 だけ は、 鬼に 角 勝手 

に 自己の 乾兒を 配置す る 事が 出来ない と 云 ふ 事に なって 了った ので ある。 その 時 練習所の 建物 は、 當時 官^ 對請 

負師 間に 種々 の情實 のあった のを排 し、 鎌 田と 云 ふ 請負師に 請負 はせ、 實際價 格 だけの 堅牢なる もの を 持へ させ 

た。 下 はすべ て コンク リ ー トで 堅め、 ベスト 豫 防の 爲め 天井 は 張らす、 唯々 S 牢 一方と 云 ふ 建築 を 完成 させた 所 

が、 將軍 は、 

「まるで 廐の 様な もの を 持へ たな、 然し 實 際に 適した 建物 だ c」 

と 云って 非常に 褒められた。 

新たに 募集した 巡査 は、 この 練習所に おいて、 まづ 二十 週間 特殊の 訓練 を 受ける。 それ は 上述の 如き 特殊の 事務に 

關 する 攀 習の みならす、 軍隊と 同様に、 兵器の 操縦 を はじめ、 嚴肅 なる 精神 鍛鍊 をな す ものである。 かう して 巡 茶と 

なり、 一定の 勤務 を經 たもの は、 再び 練習所に 人る こと 一年に して、 警部補と なる ので ある。 

警察官の 事務の 重要に して、 その 訓練の 多端なる ことかく の 如し。 故に 伯 は、 その 傣給 についても、 特別の 留意 を 
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拂 つた。 卽ち 臺灣に 於け る 巡 茶の 本俸 は、 內 地の それと 同じで あるが、 そのほか 刖に、 當 時で 十二 圓 乃至 十六 圓の月 

手當を 給し、 平均 一 人の 給 與年傣 三百 六十 一 一圓たら しめた。 

臺灣の 警察が、 植；！ ^地 統治の 中 柩 機關 となった 裏面に は、 かかる 事實が 伏在して ゐる こと を 忘れて はならぬ。 

一 五、 保 甲 制度 

伯の 一 生 を 通じて、 最も 顯 著であった 政治 思想の 一 つ は、 自治の 尊重と いふ ことであった。 

自治に 對 する 伯の 關 心が、 奈邊 より 來 たかは 明瞭で ない が、 その 思想 的搖藍 は、 依然として 衛生に あった こと は 疑 

ひない。 衛生の 极源は 個人に ある。 個人の 自治 自節 である。 

この 點に 於いて、 伯の 社 食 思想の 中には、 多分の 自由主義が 混 人して ゐる。 伯 自身の 性格が 獨 立不疆 であって、 自 

由 主義 的であった 以外に、 思想と しても、 伯 は 個人の 自治 自恃を 尊重した。 

,獨 逸 遊學の 日に おいて、 獨 逸の 自治 制に 與味を 感じ、 さらに 英國に 趣いて、 英國 人の 衞生 思想の 進歩せ る ことに 驚 

いた 伯 は、 英國 の衞生 制度が、 英國に 特有なる 自治 制度と、 左 提右携 せる 實情 を目睹 して、 その 自治に 對 する 關心を 

ますく 深めた ものと 察せられる。 日本に 在りし日、 すでに ダ ー ゥ * ン ゃスぺ ンサ ー の 影響 を 受けて ゐた伯 は、 英國 

に 渡る に 及んで、 當時 なほ 英國の 思想と 實社會 と を 支配して ゐ たべ ン サムの 思想 體 系に、 無意識に 感化され てゐ たの 

であらう。 さう してべ ン サムの 社會 改造の プログラムの 中に ある 「衛生 省を設 くべ し」 との 一項の ごとき は、 伯の 衷 

心の 共， を 呼んだ に 相逮な い。 


斯 くの ごとく、 個人の 自恃 心、 衛生、 自治と ー聯の 思想 徑路 を迎 つて、 伯 は その 社會 思想の 极柢 に、 自治と いふ 考 

へ を 深く 培った ものと 思 はれる。 

その 伯が、 いま 臺灣 に來 つて、 土^ 平定の 仕事に 指 を 染め、 次第に その 善後 處遗 に沒 頭して 行く うちに、 支那！^ 族 

固有の 自治 制度に ぶっかつ たの は、 決して 偶然ではなかった。 

それが、 保屮 制度で ある。 

この 保 巾 制度 は、 伯が 福 _s„^ 全書の 保甲篇 から 暗示 を 得た もので、 これ を發 見した ときの、 彼の 胸中の 喜悅は 想像に， 

餘り ある。 彼 は 早速、 この 制度 を 臺灣に 活用し、 これ を もって、 前述の 獨特 なる 警察 制度の 補助 機關 となし、 もって 

支那： 族の 自治 力 を 利用して、 日本お 族の 政治 能力 を 補 强擴充 せしめようと したので ある。 

蓋し 保 ゆ 制度 は、 伯の 臺灣 に遗 した 幾多の 制度のう ち、 最も 獨創 的な ものの 一 つであった。 この 制度 を 採用す るに 

至った 當 時の 事情 を、 龍 居 賴三は 次の ごとく 物語る。 

臺灣の 保 甲 制度の もとは 後藤さん です。 勿論 その 最後の：^ を 行った のは兒 玉さん です が、 福惠 全書な ど を 調べ て、 

保 甲 制度の 下 持へ 一切 を やった の は 後藤さん だった のです。 

後藤さん は 物の 表 を 見る 以外に、 必， f 裏 を 見た 人です。 民政長官 として 臺灣に 赴任した 當時、 後藤さん が 先づ第 

一 に 行 はれた の は、 臺灣 の舊慣 調べに 重き を？ 5- くこと で、 調査の 結 いい もの を發 見す ると、 

「それ 見ろ、 どう だ、 古い 時代に かう いふ 結構な ものが ある ぢ やない か。」 

と 云った 風で、 新しい 事で 人心 を 驚かす こと を 斥け、 新しい 事 を やる 基礎に 古い 慣習 古法 を 持ち 來り、 そこに 科 
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擧的 調和 點を 見出して 善い 政治 を 布く とい ふの が、 後藤さん の 理想だった のです。 卽ち 善政の 根元 を 日本の 新 文 一 

化の 模倣から 行かない のです。 後藤 先生の 偉かった と 思 ふの は、 常に 事物の 一 皮 も 一 一皮 も內 部に 立 人って ゐ たこ 一 

とです。  一 

要するに 保 甲 制度と いふの は、 支那に 舊 くから あった 隣保 連帶の 自治 的 警察 機關 である。 故に 王 安 石 以下、 勝 代の j 

政治家に して、 紀綱 を振肅 し、 國勢 を富强 ならし めんと する もの は、 一として 保 甲に 著 目し ない ものはなかった。 し 一 

かも 不思議な ことに は、 未だ 曾て 一 囘も 成功した 者はなかった ので ある。 清國 政府 時代の 制 典 舊慣を 見ても、 圃體の 一 

組織、 活動の 方法 等、 周到 精密 到らざる はない が、 さて その 實績を 見る と、 こ は 一片の 理想に 過ぎす して、 事實 はた 

だ その 一分 を 行った に 過ぎす、 監督 も 亦 統一 を缺 き、 任意 放慢、 その 制度 典 章 はさ 文に 馬し、 名 ありて 實 なき 始末で： 

あった。 卽ち伯 は、 宋 以後 支那 1^ 代の 政治家が、 夢想して 成し 得 ざり し處 を、 日本人の 手に よって、 初めて 成就せ し 一 

めた ので ある。 

伯が 正式に 保^制度 を 臺灣に 布いた の は、 明治 三十 一 年 八月 三十日の 律令 第一 一十 一 號、 保甲條 例の 發布 による もの； 

であった。 僅々 七條の 法文が、 この 新制 度の 基礎 を爲 して ゐ るので ある。 その 全文 は、 次の 通りで ある。  一 

保 甲條例  .  ノ 

第 一條 舊慣ヲ 參酌シ 保 甲ノ制 ヲ設ケ 地方 ノ 安寧 ヲ 保持 セシム .  ： 

第二 條 保 及甲ノ 人民 ヲシ テ备 述座ノ 責任 ヲ有セ シメ其 連座 者ヲ 罰金 若ハ 科料 一一 處スル コトヲ 得 

第一 一 一條 保 及 甲 一 1 於テ ハ备其 規約 ヲ定ム へ シ其 規約 中 一一 ハ 褒賞 及 過怠 金ノ 法ヲ設 クル コトヲ 得 


前項 ノ 規約 ハ 地方 長 {R ノ 認可 ヲ請フ へ シ 

第四條 保 及甲ノ 役員 其 職務 一一 遠 北：： シ タル トキ ハ地 方 長官 之 ヲ 鷺戒 ス 

懲罰 、ノ 百圓 以下 ノ 罰金 剝職及 譴責 ノ 三種 ト ス 

第 五條 保 及 甲 一一 ハ 匪賊 並 水火 災ノ 警戒 防禦 ノ爲壯 丁圑ヲ 置クコ トヲ得 

第六條 保 甲及壯 丁圑ノ 編成 指揮、 監督、 解散、 經費、 役員 ノ 選任、 權限等 二 關スル 規定 ハ府令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 

第七條 此條例 ハ 地方 長官 ノ必 耍ト認 ムル地 一一 限 リ臺灣 總督ノ 認可 ヲ經 テ之ヲ 施行 ス 

保 S. 制度 本来の 目的 は、 この 條 例に 明かなる 通り、 各人 民 「連座 ノ 責任」 を 以て、 「地方 ノ 安寧 ヲ 保持」 せし むる 

にあった。 しかし その 草創の 際 は、 時恰 かも 土匪 は 各所に 蜂起し、 地方 不穩の 情 態に あつたので、 保 甲 もまた 從 つて 

聯 注 自衛の ため、 少壯者 は 銑 を 携へ刀 を 執り、 以て 匪賊の 防禦 戡定に 奔命し なければ ならなかった。 

伯に よって 復活せられ た 保 甲 制度が、 土匪 招 降 策を實 行す る 上に 如何に 效果 あ， り し か は 贅言 を 要しない であらう。 

かくして 一時、 非常時に おける 軍事的 一機 關 たるの 觀を呈 せし 保 甲 制度が、 やがて 自然に、 平時 一般の 治安 機關た 

る 本色 を發 揮し はじめた の は、 土匪 招 降の 大事 業が、 一段落 を 告げてから であった。 

保 及び 甲の 編成 は、 主として 街 庄の區 域に 從ふ。 十戶を 以て 一甲と なし、 十 甲 を 以て 一保と する のが 標準で ある。 

勿論、 街 庄の廣 狭と 地方の 慣習に より、 多少の 大小 變通は 巳む を 得 だいが、 大抵 一千 戶の 市街地に は、 十 保 百 甲 を 組 

織す る 割合で ある。 しかし これ は、 隣祐擔 保の 責任 を 負 はしむ る ものであるから、 內地 人と 外 國人は 保 甲 內に編 人し 

ない。 
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保 甲の 役員た る 保 正と 巾 長と は、 その 保甲內 家長の 互選と し、 その 區內 第一流の 名望 識者 を擧げ る。 保 正と 甲 長 は 

無報酬の 名 # 職で、 別に 事務所 を 設けす、 自宅で 執務せ しめる。 所在 警察官の 指掷 監督の 下に、 保 及び ， の 指導 をな 

すの が、 その 役 nM である。 

平時に おける 保 甲の 第一 の 義務 は、 戶 口の 整理で ある。 保 正 及び 巾 長 は、 それぐ 戶ロ 簿を備 へて おき、 異動が あ 

る 場合 は、 家長より 屮 長に、 5- 長より 保 正に 屆 出で、 各 戶ロ簿 を 加除. .3 正す る。 臺灣 全島の 人口 靜態 及び 動態が、 や 

や 明かに なった の は、 それ以来であった。 

保 E- の 第二の 義務 は、 他の 管內 から 人り 込む 旅客 や、 他 管內に 出る 保 を 視察し、 その 行爲を 監^す る ことで あ 

る。 各 家長 は、 來泊 者で なくと も、 犯罪者 ゃ擧動 不審の 者が 人り 込んだ 時 は、 直ぐに S. 長 保 正に IS 出で なければ なら 

ぬ。 かくして、 この 保 3 'の 活動に よって 地方の 治安が 保 たれた こと は、 頗る 犬なる ものが あった。 

保 E- に 壯丁副 を く。 平時の 治安 は 保 巾の 任務で あるが、 他の 管內 から 侵入す る S 贼、 强盜、 _ ^人 等 を 保 屮の隘 門 

に 担ぎ、 掠奪、 馘首 を 防 する の は、 專ら壯 丁 M の 任務で ある。 一 街皮區 內の數 保が 聯合して ー刚を 組織し、 保屮民 

中 十七 歲 以上 五十 歳 未滿の 男子の 中から、 一保 約 十 名の 割合で、 掘 強の 者 を選拔 し、 壯 丁と 爲 すので ある。 保 5- 制度 

萆 創の 際、 最も 活躍した の は、 この 壯丁圑 であった。 これ 等の 壯丁 は、 一定の 服装 を 著し、 警察官の 指^の 下に 勤務 

する ので あるから、 随賊 と：^ 同す る 憂 ひなく、  0^っその地方の責任選拔に係るがゅゑに、 曾て 反抗した ものが なかつ 

たレ 查夜 警戒して、 ひとり 保 甲 を 防護した のみなら す、 時に 進んで 山地に 人り、 匪賊の 討伐 搜 索に 從 事した 例 も il な 

くなかった。 ゆ ゑに この 壯丁 ffl が 土 SlSi 定 に貢獻 したと ころ は、 多大なる ものが あつたと 言 はれる。 


不^s{子弟の敎化も、 また保甲の重大な任務でぁる。 尤もこれは淸朝時代にぉぃては、 一片の 理想に 止まり、 竹 一 

行され た 跡が 見えない が、 伯の 制定せ る 新 保 S. 制度に おいて は、 種 々研究の 末、 先づ 保甲內 の無資 無職 浮浪の 徒 を 網 

羅 して、 保 正 E- 長に 保證 せしめ、 その 行爲を 監視し、 正業に 誘掖 せしめた ので、 その 成績 は 大いに 見るべき ものが あ 

つた。 

その他、 公共 衛生上の 贵任、 阿片 弊害の 矯正、 道路交通の 保全 等、 各地 方に より、 保 甲の 活動 範圍は 相 當に廣 い。 

はて は租稅 ©收 の 事務 すら、 保 甲の 封 £ 助. によって 圓 滑に 行 はれた ものであって、 臺灣 人の 负擔が 極めて 輕 からざる に 

拘 はらす、 台 6 納處 分の 割合に 少なかった の は、 そのため であると 言 はれて ゐる。 

この 保 E. 制度の 發達を 計る ために、 舊惯 によって、 獎勵の 方法 を 設けた。 卽ち 公事に 手柄 を 建てた ものに は 褒賞 を 

與へ、 そのために 死傷した 者に は 祭祀料、 扶助料、 療治 料 を 給す るの 類で ある。 その代り、 保 甲 民に して 規約に 逮背 

した 者に は、 保 ゆ 會議の 議決に より、 過怠 處分 を爲 す。 若し 事態 重大なる に 際して、 隣祐 輔佐 を盡 さない ものが ある 

とき は、 保 または E- の 各 家長 を 連座せ しめ、 以て 他 を威勵 し、 ます/ \ 隣保の 責任 を 重んぜし める ので ある。 

この 保 E. 制度に は、 わが 江戶 時代の 自治 制と、 大いに 類似 點 ある こと を發 見す る。 しかし 臺灣に は 臺灣の 舊惯が あ 

り、 漢民族に は 漢民族の 族 性が ある。 その 地 その 民に 發 生せ る舊惯 ほど 极强 いもの はない。 それ を 巧みに 換骨 楚胎し 

て 新時代に 適合せ しめ、 いは ゆる 生物 學的 政治の 基礎 を 開いた ところに、 伯 獨特の 行政 的 手腕が あつたの である。 

一 六、 笞杖 刑と 指紋 法 
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總て法 維と 制度と は、 その 時代、 その 社會を 地盤と して 設けられなければ ならぬ。 いかに 宏壯 なる 鐵肪 コンク リ ー 

ト 建築の 設計と 雖も、 沼澤 軟弱の 地に これ を 建てん とする は 無謀なる が 如く、 高度の文化社會に行はるる法^^制度を、 

そのままに、 低 文化の 植 14 地に 適用 せんとす る は、 愚と いふよりも 寧ろ 痴に 近い。 植民地に は植ぉ 地 特有の 法律制度 

が あらねば ならぬ。 その 意味に おいて、 伯が 臺灣に 保 W. 制度 を 復活した こと は、 それ 自體 において 一 つの 成功で あつ 

た。 刑法 上に おける 杖 刑の 復活 もまた、 それと 同じ 類 ひで ある。 

们が斷 乎と して、 臺灣に 苔 杖 刑 を 適用す るに 至った 經緯 について は、 上田 恭輔 が、 次の 如く 語って ねる。 

私が ヱ ジプト 總督ク a 1 マ ー 卿に 聞いた 話 を 致します と、 大層 感服 せられて、 色々 と 其の 意見 を 採用され た。 例 

へば ク マ ー 卿 は、 當時 臺灣の やうな、 民度の 低い 未開地で は、 卽決 裁判で、 昔の ままに 矢張り 鞭で 打つ やう 

にしなければ ならぬ と 云 はれた。 何と なれば 印度、 南 支那 及び 臺灣の 如き 民度 低く、 剽 にして しかも 盜 癖に 富 

む 下級 賤： の 多い 地方に 在って は、 逮警 罪の 如き 輕微の 罪に 至って は、 之れ を 文明 諸 邦に 行 はれる 刑法に よつ 

て雜 する こと は 不可能 事で あるの みならす、 寧ろ 有害無益 である。 何と なれば、 五十 錢、 一圓の 罰金 は、 彼等に 

とって は 大金で あれば、 到底 上納し うべき 見込 はない。 さりと て 罰金に 代 ふるに 體刑を 以てし、 拘留、 禁 銅に 處 

すれば、 彼等 は 平素 自分が 住む で 居る 小 家より は 奇麗な 部屋で 遊んで ゥ マ いものが 喰べ られ るから、 喜んで 人獄 

する。 甚 しきに 至って は、 監獄に 這 人らん が爲 めに 泥棒す る 奴が あるく らゐ である。 然るに 笞仗刑 は、 支那 古來 

の斷罪 法で あり、 笞も杖 も 三千 年来、 支那の 司法官の 最も 有效の 刑具と 見 傚す 所で、 德川 時代に は、 我國 にも 行 

はれた ものである。 詳言 すれば、 笞は尖 頭 は 稍. -廣 くな つた 四 尺に 近い 幅の 狭い 薄い板であって、 この 笞を 以て、 


I. 刈 金ー圆 なれば 十 乃至 二十 囘、. 犯罪者の 臂を 叩く ので ある。 杖 は 藤の 鞭 を 以て 同じく 犯罪者の 臂部を 叩く、 之れ 

はや 一：； に 比して 隨分 酷刑で あるが、 頗る 有效 として、 英國は 東洋 各地の 植民地に は 此の 種の 治 罪 法を實 施して 居る。 

然るに 西洋 かぶれ をした 半可通の 法制局 は、 人種の 相 遠、 地方の 傳習 的舊慣 その他 地方 特有の 民情 如何 を 顧慮せ 

す、 苟 くも 日本 政府の 統治 下に 於いて、 何處 でも 彼處 でも 日本 本土 同様の 法律 規 M によって 行政すべく、 異人 種 

にも 必す 日本の 法律 を 課せん とした。 植民地統治の 經驗日 尙ほ淺 しと は 言 ひながら、 此の 點 だけ は！ S らく 英吉利 

人の 13 柏 を 嘗めて 然るべ しと 思 ふ。 

幸 ひに して 後藤さん だけ は、 この 班から 漏れて 居った。 

然しながら、 餘り內 地 法曹界の 反 對が甚 しいので、 後藤 長官 は 先 づ當時 覆審 法 院長、 後に 大審院 撿 事たり し 鈴 木 

宗言氏 を 各國の 植民地に 派遣して、 各地の 實情を 視察せ しめた 結果、 鈴 木 法 院長の 獻策を 容れ、 つ ひに 斷然 n 本 

法曹界の 反對を 押切り、 笞杖 刑を實 施された ので ある。 

この 笞杖 刑の 實 施の 狀況、 並びに その 成績に ついては、 竹 越 與三郞 の 「臺灣 統治 志」 に 次の 如く 記して ゐる。 

此日笞 刑に 處 せられた る もの 六 七 人、 皆其兩 手と 臀部に よりて、 繩を 以て 其 四 體を板 上に 縛して、 俯 偃せ しめ、 

獄丁 麻を卷 きし 杖 を 以て 其 臂部を 鞭つ や、 啼 泣の 聲四邊 を 驚かす もの あり。 而 して 此の 笞 刑と 輕罪卽 決との 結 

は 十分に、 當局 の豫 想す る 所に 酬 ゆるに 足る もの あり。 犯罪 卽決 例實施 前後の 統計 を 比較す るに、 實施前 一年 

の 刑事 第一審の 平均 數は毎 一個 月 五 百 五十 三 •〇〇 なりし に、 實施後 六 個 月間の 平均 數を 見れば、 毎 一個 月 二百 

九十 •〇〇 にして 其の 減す る こと、 殆んど 四 割 五分に 近き もの あり。 更 らに輕 罪に 罰金 笞刑を 用 ゆるの 新法 實行 
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前後の 統計 を 見る に、 實施前 一個 年間の 平均 を 見る に、 毎 一日 在監 者の 數は 三千 八 百 五十二 人な りしに、 實施後 

五 個 月間の 平均 を 見る に、 毎 一 日の 在監者 三千 四百 十 人に 下り、 一 日 四百 四十 一 一人の 在 監者を 減少し 得。 之 を 積 

算 すれば 一 個 年 十六 萬 一 千 人 を 減す る ものなる が 故に、 在監 者の 費用 一 日 平均 十三 錢を 以て 數 ふるに、 節減し 得 

る 所、 二 萬 一千 八 百圓に 達す。 r::^ 之に 隨 伴して 看守 四十 八 人 を 節減し 得る が 故に、 其 諸 給 一 萬 五 千 三百 餘圓を 節 

約し 得べ し。 若し それ 之が 爲 めに 法廷の 事務 を 減少して、 法官 撿察官 を 減す る 等の 事に 想到せば、 其 財 用 上の 結 

果は 驚く べき もの あらんと す。 是れ {1 しく 我 政治家の 深く 考量 を 加 ふべき 所に あらす や。 

この 笞杖刑 調 茶の 際、 伯 はまた 鈴 木 等の 一行に むかって、 指紋 法 及び 陪審制度の 調査 を も 命じた。 ^杖 刑が 幾千 年 

來の 古法なる に對 して、 指紋 法 及び 陪{ さ 制度 は、 日本 內地 においても、 まだ 耳新しい 新奇な 制度であった。 その 新 奮 

取り 交ぜて、 調査 を 命じた ところに、 伯の 頭腦の 働きの 特色が あった。 伯に は 新奇 も哲弊 もなかった。 東西 古 <fr の あ 

ら ゆる 知と 識を 併せて、 それ を 統一 综 合する ことが、 伯の 抱負で あつたので ある。 

■ 右の 陪審制度と 指紋 法に ついては、 當時 その 調 杏に 同行した 上田 恭輔 が、 次の 如く：！ 顧して ゐる。 

その 笞杖 刑の 調査 ミ ッ シ 3 ンの 節、 後藤 長官 は 鈴 木 法 院長 をして、 指紋 法と 陪容 制度の 長所 缺點を 詳細に 調査 報 

吿 すべく 命令され た。 而し てこの 鈴 木 法 院長の ミツ ショ ンには 我輩 も 同行し、 報告書の 作製に も參與 したから、 

その 內容を 詳細に 承知して 居る が、 同 報告書に は、 陪 {さ 法 は 理想と して は屮分 はない が、 英米 佛の實 情 を 見る に、 

陪審員に ロタな 人物 は 出て 居らす、 位 澄と 職業の 關係 上、 敎育 ある 知識階級の 人士 或は 一時 千金の 職に 從事 する 

者 は、 何 かの ロ實を 設けて 陪 {| 員た る こと を 忌避し、 裁判所に 於いても、 成るべく この種の 紳士に 迷惑 を かけな 


い 表に 盡カ する。 その 結果と して、 當今 陪審員と なる 者に は 酒場の 亭主、 ブ 。ー 力 ー、 高^^^貸など時間を^して 

も 左程 痛， を 感じない 代物が 多く、 從 つて 法 雜 思想 は ゼロで あり、 中には 常識 を缺く 鈍物す らも あり、 之 ォを指 

導す る 裁判官 はな か/ \ 骨が折れ、 陪{ 称 制度 は 無く もがな と、 窃かに 歎息す る 司法官の ある こと を 明記して あつ 

た 苦で ある。 

」1 と共に 指紋 法 は^く 我國に 於いて 直ちに 實 施すべく、 尙ほ 指紋と 共に 罪人の 「0r」 を B 眞に 撮り、 指紋 力 ー ド 

に 添附すべき こと をカ說 してあった。 何と なれば、 狡智 にたけ た 常習犯 は 指紋 を 巧みに 變形 する。 然し 耳の 形 だ 

け は、 切斷 する 以外 は 生： 非變 形す る もので ないから である。 而か もこの 指紋 採用 獻言 は、 今 を 去る 三十 年に 近き 

明治 三十 五 年の ことで あるから 驚かざる を 得な い。 

第三 節 臺 灣 事業 公債 

一、 貧 し き 島. 

臺灣は 貧しき 島であった。 

いま 土匪 招 降 策の 成功に より、 有史以来の 平和 はこの 島に 週って きたけれ ども、 それ はた だ茫々 たる 荒 蕪の 境に、 

地なら し をした に 過ぎなかった。 臺灣 植民 政策と 稱 する 大 伽藍の 建築 それ 自身ではなかった ので ある。 
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ただ 治安の 維持の みに よって、 直ちに 政治 經濟の 發達を 見るべく、 臺灣は あまりに 貧しき 島であった。 臺灣 統治の 

大 伽藍の 建築 は、 先づ その 産業 的 礎石 を 置く ことによって、 はじめて 建設せられ 得る。 

この 貧しき 島に、 凡百の 產業を 創造し、 生 民の 生活 を 安定し、 母國の 財政より 獨立 せしめ 得て、 はじめて 日本が 臺 

灣 領有の 意義 ありと 謂 ふべき である。 伯の 全 精力 は、 いまこの 産業 政策に 傾倒 されん とする の だ。 

その 産業 政策の ために は、 先づ E 額の 費用 を 必要と した。 これ を 獲る の 方法と して、 伯の 案出した のが、 臺灣 事業 

公債であった。 その 成否が 臺灣島 隆替の 岐れ 目であった。 

兒 玉と 後藤と が、 その 一身 を この 事業 公債に 賭した る、 また 偶然で はない。 蓋し 彼等 渡臺の 意義 は、 凝って この 事 

業 公債の 成否に あつたから である。 しかしながら、 それ は 日 淸戰役 前後の 日本 全土の 歳出の 約 八 割に 當る ごとき 巨額 

であった ため、 內 地の 反對の 如何に 强硬 にして、 兒玉、 後藤の 奮闘の 如何に 熱烈な りし か は、 <fr 日に 於いて 想像す る 

こ とすら 容易で な い。 

吾人 はい ま 筆 を 新たに して、 この 與味 ある 一大 鬪爭史 を 物語らん とする に 際り、 先づ當 時の 臺灣の 經濟狀 態 を 一瞥 

しなければ ならない。 

およそ 世に 貧弱なる こと、 伯が 赴任 當 時の 臺灣の 財政 經濟 ほど 甚し きはなかった。 産業 は 振 はす、 幣制 は 素 亂し、 

交通と 金融の 機關は 幼稚 を 極め、 重要 物産の 生産 及び 販賫 の實權 は、 殆ど 外國 人の 手 裡に牧 めら れてゐ た。 加 ふるに 

土匪 横行して 治安の 保 たれざる がた め、 內 地の 資本家 や 企業家 は、 未だ 臺灣 島の 事業に 著 手す るに 不安 を 感じ、 隨っ 

て^:^ の 如き も、 極めて 食 弱なる を 免れなかった。  . 


就中、 最も 土 腿の 禍害 を 蒙って、 その 發達を 阻害され たの は 製腦、 伐木、 造林、 開 塾の 如き 山地の 事業であった" 

特に { 几 蘭、 雲 林、 鳳 山地 方の 如き は、 當時 土匪の 巢窟 であった ため、 自然 この 地方の 産業の 開發は 大いに 後れ、 田阂 

ために 荒 廢に歸 してし まった。 しかも この 土匪の 害 は、 內地人 渡来 者の 增 加す るに 從 つて、 內地 人の 上に も 及んで、 

北部に あって は、 例へば 金 瓜 石、 瑞芳鑛 山の 如き、 南部に あって は、 臺灣 製搪會 社の 如き、 しばく 土 1: の 襲撃に 遭 

遇した。 從 つて これらの 事務所に おいて は、 常に 多數の 銃器 を備 へつ け、 何時でも 所員 は 土匪に 應戰 する の 用意が な 

ければ ならなかった。 なかに も 臺灣製 搪會社 橋 仔 頭 工場の 如き は、 工場の 周圍 は繞ら すに 土壁 を 以てし、 全部の 建築 

に 防備 を 施す の 外、 事務所の 屋上に 大砲の 設備 をな し、 屋上と 廻廊に は 銨眼を 穿ち 〔 一方 陸軍 分遣隊の 駐屯 を 乞 ふと 

共に、 他方 社員 中より 壯丁圑 を 組織し、 百有餘 名の 兵力 を 常備し、 劍を帶 び 銑 を 執って、 砂糖の 製造に 從事 する 有様 

であった。 かくの 如くに して、 どうして 產業振 與の實 が擧げ 得られよ うか。 

當時 臺灣の 重要 物産 は 米、 茶、 砂糖、 樟腦 等で あつたが、 その 産額 は 僅かに 米 二百 萬石內 外、 茶 千 五 百 萬斤內 外、 

砂糖 五、 六十 萬擔、 樟腦約 七十 萬 斤に 過ぎなかった。 就中 砂糖の 內地 移出 高 は 三、 四十 萬餘擔 にして、 內 地の 消費 高 

の 一割 を滿 たす にも 足りなかった。 蓋し 當時臺 灣の糖 業 は、 農事、 製造 兩 方面と もに、 頗る 原始的な 方法で あつたの 

みならす、 その 取引 は 次第に 外國 洋行に 壓 倒されて、 臺灣の 商權の 危機 を 思 はする ものが あった。 

樟腦 の商權 もまた、 殆ど 一部 外人に 壟斷 されて ゐ ると 言って よかった。 隨 つて 當時 これが 生産額 も、 いまだ.^ 地の 

產 額に 及ばなかった。 臺灣 がせ 界の樟 腦の觀 權を据 るに 至った の は、 伯が 民政長官 となって、 樟腦專 賣制を 布いた 後 

の ことで ある。 

第一章 臺灣 民政長官  一六 五 


第三 節 臺灣 事業 公債  一 六 六 

茶 もまた 島民の 商人に 有力なる ものな く、 ひとり 洋行が 茶の 商權を 把握せ るの みならす、 一面 金融 機關 として、 强 

犬なる 勢力 を 振って ゐ たので、 製茶 賫買價 格 も、 全然 洋行の ために 左右 せられる 有様であった。 

經濟 流通の 血脈た るべき 幣制 も、 全く 亂脈 の狀 態であった。 臺灣に は 一定の 法貨な く、 市場に 流通す る 貨幣 や 銀 票 

は、 甚だ 多種に して 亂雜を 極めた。 單位 もまた 全島 を 通じて 元 を 用 ひて ゐた にも 拘 はらす、 その 實價は 地方に よって 

1 定 しなかった。 日常 最も 多く 使用され るの は 粗 銀で あつたが、 その 品位 量目 は區々 一 定 せす、 授受の 際 は 一 々秤 量 

を 鑑定し なければ ならぬ 有様であった。 錢仔銀 も 殆ど 補助 貸の 用を爲 さす、 銅鐵に 至って は その 種類 極めて 多く、 枚 

擧に 追がなかった。 なかに も私錢 を、 個人が 隨 意に 濫 透す るので、 市場 は 全く 混 亂に陷 つた。 そこで 明治 二十 八 年、 

わが 領臺 後、 政府の 經費. M 拂 のために、 多額の 日本銀行 兌換券、 一圓 銀貨 及び 補助 貨を臺 灣島內 に 移 人した が、 これ 

を 以て 從來 の錯雜 せる 幣制 を統 一 する 能 は ざり しのみ ならす、 亂雜 なる 通 货に尙 ほ 一 層の 複雜を 加へ た。 

交通 運輸の 設備 も、 また 頗る 幼稚 を 極めた。 鐵 道と 言へば 基 隆臺北 間、 及び 臺北新 竹 間の 六十 二 哩餘に 過ぎす、 そ 

の 線路の 敷設 はまる で 粗； i を 極めて ゐ たので、 樺 山總ぉ はこれ に 應急修 理を行 はしめ たが、 基 降臺北 間に 初めて 軍需 

品 を 輸送した 時の 如き、 積 荷 過重の ために 列車が 動かす、 つ ひに 六十 名の 人夫に 後押し を させて、 やっと 臺 北に 著い 

たと 傳 へられる。 この 他に は、 征臺 時代に 急遽 敷設した 軍用 輕便鐵 道が、 二百 二十 三哩餘 ある だけであった。 

港灣 として は 基隆、 淡水、 安平、 打 狗の四 港が 臺灣 主要の 港灣 であって、 西 磨 一八 六 〇 年より 一八 六 三年の 間に、 

英淸 間の 天津 條約 ( 一 一 五八 年) によって、 開港した ものであった。 しかし、 これ もた だ 自然の 景勝に 放任して、 何 

等の 設備 をな さなかった ために、 全島 唯一の 良港と 稱 せられる 基隆 港で すら、 僅か 千噸內 外の 船舶が、 市街 を 距るー 

-m  ^  


里餘の 沖合に、 停泊し なければ ならぬ 有様であった。 

臺灣當 時の 經濟 事情、 概ね かくの 如し。 卽ち 全島の 重要 物產數 種目の 一箇年 生産額 大約ニ 千餘萬 回、 贸易 年額 は、 

明治 三十 年の 內 地への 移出 額 二百 十离餘 回、 移 人 額 三百 七十 ニ萬餘 回、 合計 五 百 八十 ニ萬餘 M に 過ぎなかった。 また 

明治 二十 九 年の 外國貿 = ^は、 輸出 千 百 三十 九 萬 餘圆、 輸入 八 百 六十 三萬餘 回、 合計 二 千 二 萬餘圆 であった。 しかも 臺 

灣歐米 間の 貿易 は、 せ港經 由の ものが 大部分で、 支那 及び 香港との 貿 が、 輸出 人總 額の 七 割 以上 をい：： めて ゐた。 

臺 灣經濟 界の實 情が この 通りであった から、 從 つて 財政の 獨 立の 如き は、 殆ど 想像 外の ことであった。 明治 二十 八 

年、 はじめて 臺灣を 領有した 時、 その 歳 人 は 九 百 六十 五 萬圓、 しかも 毫灣 政府が 租稅 その他に よって 得た 收入 は、 愤 

かに 二百 七十 一 萬圓に 過ぎす して、 他の 六 百 九十 四 萬 は、 悉く 母國 政府の 補助金に 仰がねば ならなかった。 明治 三 

十 年の 豫算 でも、 千 百 二十 八 萬 圓の歲 人のう ち、 臺灣 自らの 出す ところ は、 僅か 五 百 三十 二 萬圆、 母國 政府 はま だ 五 

百 九十 六 萬圓を 補助 せざるを得ない 狀 態であった。 

n 本の 識者 達が、 この臺 灣の 財政 經濟の 情勢 を 眺めて 長大息し、 つ ひに 公然、 臺灣賣 却 論を唱 ふるに 至った の は、 

無理から ぬ ことであった。 

们 が：！^ 政 w 長と して 赴任した 時の 臺灣と は、 實 にかくの 如き 狀 態であった ので ある。 

知らす。 伯の 胸中、 如何なる 成算あって、 この 貧弱なる 臺灣島 を、 日本 帝 國の寶 庫に 化さん と はする ぞ。 
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二、 六 千 萬圓計 畫 

この 幼稚に して 原始的に 近き 經濟 組織 を 近代化し、 この 荒 燕に 近き 臺灣 を開發 する にっき、 その 第一 要件と して 必 

需 なの は、 言 ふまで もな く 金であった。 

僅か 一町 歩の 荒野 を 開拓す るのに すら 金 を 要する。 況ん ゃ帝國 最初の 大 植民地 を開發 する のに、 先づ 巨額の 經費を 

投ぜ ねば、 到底 その 事の 成り 難いの は 言 ふまで もない。 

伯 は 臺灣開 發の經 費 を、 約 一 億 一 一千 萬圓と 計算した。 

然ら ばかくの 如き E 額の 經費 を、 伯 は何處 より 調達し 來 らんと する ので あるか。 

この 點 について、 從來の 總督、 局長が 唯一 の顿 りと して ゐ たの は、 母國 政府の 補助金であった。 臺灣が 從來、 年々 

六 百 萬圓の 補助金 を 仰ぎ、 財政の 半分 以上 は、 これ を 以て 補って ゐ たこと は、 上述せ る 如くで ある。 然るに この 補助 

金 は、 伯が 赴任の 際、 井上 藏 相の 緊縮 政策の ため、 三百 萬圓に 減額され たのであった。 六 百 萬：！ の 補助金 を 仰いで さ 

へ 困難 を訴 へて ゐた 臺灣の 財政が、 この 大 縮減 を 蒙って、 果して 遣 繰りで きる であらう か。 況ん や、 從來の 消極 政策 

を排 して、 极本 的に 新 領土 經濟 機構の 大 改造 を 行 ふべき、 積極 政策に 轉 ぜんとす るに おいて を や。 

伯 はこの 苦境 を 自ら 囘 顧して、 次の 如く 語った。 (晕灣 口  n: 新報、 明 四〇 二  0.  二 四 所載 「臺 灣鐵道 成功 由 來」) 

就任 匆々 の總督 は、 其の 持 前の 英斷を 加へ て、 財政 上の 基礎 を 立てん ことに 著 眼したり。 是れ 迄に 毎年 國 庫より 

六 百 萬 四の 補助 を 下付され ありし もの を、 時の 藏相并 上 伯 は斷然 之れ を 半減し、 其の 代りに 豫算を 編成す る 方法 


は、 全部 總督に 一任す る 事に 定まりぬ。 是に 於て か、 民政長官 たる 自分 は、 右の 如き 財政 上の 急 劇の：！^ 更を 承引 

する に 大いに 躊躇したり。 然るに 兒玉 總赞は 平然として 之れ を 引き受け、 叉 疑 は ざり き。 

然 らば 何の 故に 兒玉總 叔：！ は、 「平然として」 これ を 引受け、 後藤 局長 も 「大いに 躊路 したり」 と稱 しながら、 實は 

平然と その 椅子に 据 つたので あるか。  . 

それ は 彼等の 胸中す でに、 成 竹が あつたから である。 

そ れ は臺灣 事業 公債 案 であった。 

その 起案 は、 伯の 臺灣 赴任 前、 すでに 抱いて ゐ た計畫 であって、 現に 明治 三十 一年 一月 二十 五日、 井上 藏 相に 呈し 

たる 後藤 衛生 局長の r 臺灣 統治 救急 案」 に、 旣に 次の 文字が あった こと は、 前卷に 記した 通りで ある。 

而シテ 同島ノ 財政 ハ、 蓋シ 公債 一一 賴ル ヨリ 良キ ハナ シ。 乃 チ臺灣 公債 ヲ 一億 乃至 一億 五 千 萬圓迄 トシ、 日本 政府 

一一 於テ 一定 ノ 利子 ヲ保證 シ、 外債 トシ テ 募集 シ、 鐵道、 築港、 水道、 兵舍、 砲臺ノ 築造 ヲ初メ トシ、 支那 沿岸 ノ 

航路 ヲ擴張 シテ、 輸出入 ノ 便利 ヲ 計リ、 以テ需 耍品ヲ 低廉 一一 得 セシム ル等ノ 經費ー 一充 ツルヲ 耍ス。 

さう して その 惯却 方法に ついては、 伯 は その 當時 すでに、 次の 如く 述べて ゐた。 

臺灣ノ 文化 漸ク 進ミ、 交通 事業 發達 シ、 郵便、 電信、 鐵 道等ノ 收入ヲ 初メ、 其 他 海關稅 ノ收人 次第 一一 增加 スルー 一 

於 テハ、 外債 ノ 利子 ヲ 拂ヒ、 且 ッ其ノ 元金 償却 ノ方 法ヲ設 クル コト、 敢テ 難事 ニァ ラザル べキヲ 信ズ。 

卽ち 日本 內地 において、 机上に 立案され たる この 臺灣 事業 公債 案 を、 今や 臺灣 の實 情に 照らし、 具體 的計畫 となす 

べき 時期に 到達した ので ある。  _ 
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後藤：：^ 政 長官 は、 兒玉 總督の 下命に 據り、 直ちに その 具體的 立案に とりかかった。 さて 實 際に 始めて 見る と、 一億 

圃 乃至 一億 五 千萬圓 とい ふ 計畫は 何としても、 あまりに 龙大に 過ぎる とい ふこと が 判った。 それ は 主として 當時 起債 

界の狀 態に 基く ものであった。 故に 伯 は その 基本 事業 を、 自ら 鐵道、 築港、 土地 調査の 三 大事 業、 並びに 給水 事業、 

監獄 署 改築、 舍 建築の ニ附帶 事業に 限定し、 その 總額 もまた 思 ひきって 半減して、 六 千萬圓 となした。 

これが 當時 世上 を喧囂 せしめた る 六 千萬圓 事業 公債、 一 一十 年計畫 案で ある。 

斯 くの 如く、 伯の 臺灣 事業 公債 案 は、 伯 自らの 手に よって、 約半分に 減 削され たもので あった。 然るに 意外に も、 

それが 世に 公表され た 時、 忽ちに して 囂々 たる 反對 論に 圍繞 せられた。 それ は餘 りに 龙大 であり、 杜撰で あり、 無 計 

畫 にして 無謀で あると いふの だ。 

伯 は 後に、 その 當時 を囘 顧して、 次の 如く 語った。 (蹇灣 H  口 新報 、明 四 〇 二 〇•  二 四 所載 「裏 灣鐵 道^ 功 由來」 

彼等 は 臼く。 斯 くの 如き 大計 畫は逮 かに 成立す る ものに 非す、 若し 斯 かる ことが 出来る ものなら ば、 水 野の 時 は 

にも 出來 得べ かりし なり。 一夜 作りの 濁酒 同様の 計畫は 到底 成功すべく も あらす、 否 自ら 欺き 且つ 他 を 欺く もの 

なりと。 斯 かる 調子の 非難 妄評 は、 實は 政府の 內 部より 聞きた る處 なり。 結局 吾人の 心血 を 注ぎた る 此の 計畫を 

通過す る 能 はすと は、 當時 議會の 大部分の 聲 なりき。 穏健なる 思想 を 代表す る 仲間に も、 右の 三 大事 業に して 成 

立す るなら ば、 假令 公債の 愤還計 畫は案 通り 行かす とも 可な りとまで に 疑 はれたり。 要するに 事業 公憒 案に 對す 

る 議會內 外の 議論の 如何な りし は、 當 時の 官報 及び 新聞紙の 記事 之れ を 明かに す。 自分 等の 聲 明せ る豫定 通りに 

は、 臺 灣の經 濟は獨 立し 得ざる 可し。 叉 公債の 愤？； ほが 困難な りし も、 三 大事 業 だけ 出来 上り さへ すれば 猶可 なり、 


後-. i 等の 云 ふ 事 は 到底 信用 出來 ぬと 迄 酷評せられ たり。 

然るに 唯一 人、 この 怒 11! の 如き 非難の 眞只 中に あって、 少しも 法まぬ 男が あった。 

それ は 總将兒 玉 源太郞 であった。 

この 時の 兒玉總 傅の 態度に ついて、 老後、 伯は囘 顧して 次の 如く 語った。 

それから 少し 經 つてから、 今の 金と して は 六億圓 位に 當 るが、 六 千 萬圓の 公債 を 募る とい ふこと で、 一寸 面白い 

話が ある。 六 千 萬圓の 公債 を 募って 仕事 を するとい ふ 計畫に 就いては、 今度 死んだ 中村是 公、 それから 後に 財務 

W 長に なった 祝 K 巳と いふ 人、 この 二人が 非常な 力 を 致した ものです が、 六 千 萬圓の 公債 を 起す とい ふこと に 就 

いての *1 類 は、 何でも 三寸 位の 厚さの ものであった。 それ を兒 玉さん の 所へ 持って行って、 いよくで きました 

からと 言 ふと、 それ は 午後 三時 頃でした が、 その 事に 就いては 明 曰の 朝来て くれと いふ ことであった から、 その 

日 は 一旦 歸 つて、 翌朝 行った ところが、 二三の 質問 をして、 ちょっと 書き判 をして、 

「君、 これ は 一週間 以內に 立って 行かなければ なるまい な。 用意 はして あるか c」 

と 言 ふんだ な。 

「別に 用意 はして ありません けれども、 立つ こと はいつ でも 立てます c」  ， 

とい ふわけ で、 それから 間もなく それ を 政府へ 持って来た C 

背後に 兒玉 總督の 儼然として 存 する あり、 事理 を 解せ ざる 世の 輕佻 浮薄なる 反對 論の 如き、 何 か あらん。 この 意氣 

込みで もって、 伯 は揚々 と基隆 港から 船に 乘 つた。 
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ニー、 路 駝 長 官 

日本 內 地に 渡って 見る と、 世の 反對論 は、 豫想 以上であった。 

誰れ も 彼れ も、 六 千萬圓 とい ふ數 字に 驚いた の だ。 勿論 この 六 千萬圓 は、 一度に 募債す るので はなく、 必要に 應じ 

て、 毎年 小額 づっ 募債す る もので あり、 從 つて その 元利の 支拂 も、 毎年 度に 分割して、 信 却の 方法が 講じられて ある 

ので あるが、 伯 はいきな り、 「六 千 萬圓、 二十 年 計畫」 とい ふ 命題で ぶつつ けた。 それが 伯の 癖であった。 さう して 

それが、 何時でも 世間から 「大風呂敷」 とい ふ 異名 を舆 へられる 所以であった。 

然し 伯 は、 昂然と して ゐた。 徒らに 六 千 萬 圓の聲 に 驚愕し、 卒倒 せんば かりに 啞然 たる 徒輩 を、 眼下に 見下す やう 

な 態度 を 採って、 燕雀 安ん ぞ鴻 鶴の 志 を 知らん やと 爲 した。 爲 めに 時人 は 伯 を 以て r 賂駝 長官」 と爲 した。 その 由來 

は、 臺灣 日日 新報 (明 三べ .s. 二へ) が 次の ごとく 記して ゐる。 

臺灣 二十 年 計 畫に對 する 朝野の 議論の 喧しかった 際、 後藤 長官の 說を 世間に 紹介した もの は、 田 口 鼎 軒の 經濟會 

であった。 長官が 名高い 演說を 試みられた 其の 際、 「ここに 沙漠 あり、 驢馬 曰く、 此の 沙漠 到底 越 ゆべ からすと、 

. 賂駝 曰く。 何ぞ 難き ことか あらんと、 驢馬の なし 能 はざる 所 は、 路駝も 之 を 爲し能 はすと 云 ふは妄 なり」 と 喝破 

された る は、 卽ち 長官が 之れ によりて 驗駝 長官と 評されし 所以な りと。 

かくして 伯 は、 世上の 紛々 たる 反 對論を 見向き もせす、 驀地に 內閣 にむ かって 突進した。 時 は 大隈重 信 を 首班と す 

るい は ゆる 「憲政 黨 內閣」 で、 藏相は 松 田正久 であった。 明治 三十 一年 十月の 初めに 上京した 伯 は、 「東 奔西定 維れ 


H も 足らす、 席 常に 暖かなる に遑 あらす」 して、 つ ひに 內閣 をして 六 千 萬 圓臺灣 事業 公債 案 を、 ほぼ 承認せ しむる こ 

とがで きた 0 

臺灣 日日 新報 (明 一一 三. 二.  二八) は 報じて 曰く。 

後藤 民政長官 の 始めて 京に 人る や、 當時 恰も 憲政 黨內閣 の 末 造に して、 同 內閣は 其の 部下の 獵宫 熱に 動か さ れ、 

重要の 國務 は渾て 殆んど 荒廢に 委して 顧みざる の 傾向 ありし も、 獨り 長官 は、 此の間に 立ちて、 或は 大喂 伯に 勸 

め、 或は 松 田 氏に 說き、 以て 同 法案 規定の 全額 六 千 萬圓の 件に 黉同 せしめた るが 如し。 亦以 つて 長官の 勞多 きを 

推知す るに 難から す。 

以て 伯の 不撓の 努力に より、 臺灣 事業 公債 案が、 奈邊 まで 進行し、 何の 程度まで 成就して ゐ たかを、 察知す るに 足 

るで あらう。 

然るに この 時、 意外なる 事件が、 折角 ここまで 進涉 して ゐた 臺灣 事業 公債 案に、 一頓 挫を來 さしむ るに 至った。 

それ は 明治 三十 一年 十一月、 隙. 板 內閣が 倒れて、 その 八日、 第二次 山 縣內閣 が 成立した ことで ある。 これによ つ 

て 伯 は、 全く 新規 蒔 直しに、 新內閣 にむ かって、 運動 を 開始し なければ ならなかった。 しかも 新 內閣の 首相 山 縣有朋 

は、 石橋 を 叩いて 渡る やうな 堅人で あり、 その 藏相松 方 正義 もまた、 この 法案に ついて、 容易に 前內閣 ほどの 好意 を 

示さなかった。 

かくして、 いよ/. \ 伯の 三面六臂の 活躍が 始まる ことと なった。 

第一章 臺灣 民政長官  一七 三 


第三 節 臺灣 事業 公債  I 七 四 

四、 山縣 首相と 激 論 

臺灣 事業 公債 案の 目的 を 貫徹す るに ついて、 伯の 最も 心強く 思った こと は、 大藏 省に 莫逆の 友 阪谷芳 郞がゐ る こと 

であった。 

伯が 臺灣に 民政 局長と して 赴任す る 時、 「金が 要るならば、 幾らでも 相談に 乘っ てあげよう」 と、 內 約して 吳れた 

のは阪 谷で ある。 故に 伯が この 公債 案 を 作成す るに 就いては、 絶えす 內地 における 阪ハ 介と、 述絡を 取りつつ 計 畫を建 

てた のであった。 そして 伯が、 いよく 確定 計畫を 提げて 上京す る や、 阪谷は 陰に なり 陽に なって、 伯 を 援助した の 

であるが、 明治 三十 一年 も 暮れて、 三十 二 年の 新春 を迎 へ、 臺灣 事業 公債 案が 難關に 差し かかる や、 次の 書面 を 伯に 

呈 して、 助言す ると ころがあった。 

拜^::: 裹灣六 千萬圓 事業 費豫 算ハ、 首相 手許-一 テ御 熟考 中ノ 由、 首相 ハ極テ 心配 深キ 性質 故へ、 如 斯キ大 問題 二 

付テ、 熟考 一一 熟考 ヲ 加へ ラル、 ハ、 國民 ノ深ク 感謝 スべキ 所 一一 有 之 候。 然シ ナカラ、 折角 詳細 一一 取調 タル 經畫 ガ、 

萬 一 一一 モ 見合 ト ナリ、 若 クハ經 畫變更 トナル ハ殘念 一一 付、 首相 ノ 充分-一 了解 アル 様 一一 說明致 度、 多分 贵兄 一一 一番 

一一 尋問 アル へ ク存候 二 付、 都合 二 ヨリ テ ハ 小生 モ 召喚 アラバ、 及 フ限リ 說明可 仕 候。 或ハ 公債 法案 ノミ見 ラル 、 

ト、 此方 一一 ハ委ハ シキ說 明 添付 ナキ 故、 疑起ル モ計ラ レス、 依テ豫 算ノ方 一一 テ 首相 力 裁決 セ ラル、 樣致 度、 過日 

モ御話 候 如ク、 段々 經畫ノ 縮少說 ァリ、 之ハ 必竞單 一一 六 千萬ト 云フ數 一一 驚キ、 事業 ノ互 一一 關係離 ルへカ ラサル 所 

アル ヲ知 ラス、 又 ハ負擔 ノ臺灣 島民 一一 限 ラレ タル ヲ知 ラス、 又 ハ 公債 ノ臺灣 二 テ セント ス ル ノ經畫 タル ヲ知 ラサ 


ル ヨリ 來ル モノ ト被存 候。 會期モ 月 餘ト相 成 候 一一 付、 ァ マリ 切迫 セサ ル內 一一 提出 致度乇 ノト 存候。 必ス上 一一 モ種 

種 御下問 アルへ ク、 尙ホ 時日 ヲ耍 スル儀 一一 付、 取 急度存 候。 匆 々不一。 

一月 二十 一日  芳 郞 

後藤 賢臺 侍史 

さらに 當の阪 谷 は、 當 時の 事情 を囘 顧して、 次の 如く 語って ゐる。 

臺灣の 事業 公債と いふの は、 大變に 重大な 問題で、 是れに は總理 大臣の 山縣 さんで さへ 驚いた。 山縣 さんが 私に 

至急 來 いと 呼ばれて、 總理 大臣の 官邸に 出掛けて 行く と、 

「こんな 電報 を兒 玉から 寄越した が、 氣が逮 つたので はない か。」 

と 云 ふので、 其の 電報 を 見る と、 六 千萬圓 かの 公債 を 起して、 臺灣の 事業 經營を するとい ふので す。 私 は 山縣さ 

ん にさう 言った。 

「是れ は 氣が逮 つたので はない。 私 はよ く 聞かされて 居る。 どうも 此の 位の 金 は 要る らしい。」 

一. それで は、 君が 聞いて 居るなら 安心した。 それから 大藏 省で も 君が よいと 言 ふ 事なら よいだら う。」 

とい ふ譯 で、 やっと 霧議に 上る やうに なった ので ある。  . 

然しながら、 この 臺灣 事業 公債 案 を、 山 縣內閣 をして 承認せ しむる について は、 種々 の紆餘 曲折 を經 なければ なら 

なかった。 殊に その 有力なる 反對 者の 一人に、 法制局 長官 平 田 東 助が あった。 伯 は 平 田と、 半分 喧曄 腰で、 〈ポ はねば 

ならなかった。 それ は 伯の 囘顧談 に據れ ば、 次の 通りであった。 
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ところが 政府の 方 はな かくの 騒ぎで したよ。 その 時の 法制局 長官 は 平 田 東 助 君で あつたが、 その 六 千 萬 回の 中 

に は、 土地 を 測量して 土地 臺帳を 作る とい ふ ことがある。 金 は 一千 萬 圓以內 であった と 思 ふが、 そのこと から 大 

衝突 を 起した。 劉 銘傳が 土地の 測量な り、 臺帳を 作らう として 失敗した。 

「劉 銘傳 でさへ 失敗した の だから、 かう いふ 突飛な こと は 君 止めたら よから う。」 

とい ふの が 法制局 長官の 平 田の 說 であった。 

「劉 銘傳 でさへ とい ふの は 一 體 どうい ふこと だ。 劉銘傳 よりも 兒 玉總督 はいかんと いふの か。 聞 捨てな らんと 思 

ふ。 さう いふ こと を 法制局 長官が 考 へて 居る とい ふなら、 歸 つて 總 督に辭 職勸吿 をし なければ ならん ピ 

とい ふので 衝突 を來 した。 「その 言 を 取消せ」 と 言 ふと、 「取消さん」 と 言 ふ。 

「取消さなければ、 原案 は 通過 を 期されぬ ゆ ゑ、 撤囘の 外 はない。」 

と 言 ふの だ。 (これ は今考 へて 見る と 俺の 方が 惡か つたんだ が、) その 時 は、 

「それなら 俺は臺 灣へ歸 つて、 兒 玉さん に辭 職勸吿 をす る。」 

と 言った が、 そのうちに 桂が 仲に 人って、 どうやら 法制局 長官の 方 は 納まった。 

かう して 伯 は、 內閣 における 關 係各當 局と 折衝す るのに、 寧日がなかった。 その 間 彼 は、 あらゆる 機略 を 用 ひた。 

或は 正面から 當り、 或は 側面から 拜み 倒し、 或は 怒り、 或は 泣き、 その他 あらゆる 術策 を 用 ひたので あるが、 その 目 

的 はた だ 一 つ、 臺灣 事業 公債 案 を 成立せ しめる ことであった。 


山 縣內閣 をして、 結 W この 公債 案 を 認めし むる に 至った の は、 伯の かう した 七 檎八縱 的 奮闘の 結果であった。 尤も 

內閣が これ を認 むる について は、 一 つの 條件 があった。 それ は 公債 額 を、 四千 萬圆に 減額す る ことで ある。 そして、 

これにつ いても、 伯 は 再び、 喧 啤 腰で (辛 はねば ならなかった が、 その 經緯 について は 老後、 伯 自ら、 次の 如く 囘 顧し 

た- 

四千 萬圓に 減らす とい ふこと に 就いて、 總理 大臣 官舍 で會議 があった。 そして 「全體 の計畫 は容れ る。 けれども 

その 金 は 一年に 使 ふわけ ではない。 年度 も ある こと だから、 先づ 四千 萬圓に 減らす こもに 就いて 承知して くれ」 

と 言 ふの だ。 それ を 私 は 承知し ない。 それ は總 督に聽 いて くれと 言ったら、 それお やその 電報 を 書け と 首 ふ。 そ 

の 時 は 大きい テ ー ブル を阗ん で總理 大臣の 山縣 さん、 それから 陸軍大臣 桂、 內務 大臣の 西鄕 さんが 來て 居った C 

大藏 大臣の 松 方 正義 は 居らなかった。 そこで 私が 總督 へやる 電報 を 書いて、 

「これで {儿 しう ございま すか c」 

「せし ぃ0  打って やれ c」 

と 一一 一一 n ふから、 

「打つ の は 打ちます が、 どなたの 名前で 打ちます か。」 

とい ふと、 

「君の 名前で 打って やれ CJ 

と山縣 さんが 言 ふ G 
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一.. それ はでき ません。 私の 名前で 打って やれば、 私が 政府の 話 を 承知した ことになる。 政府と 總^ と 意見が 合 は 

ん 時には、 私は總 督に從 つて 反抗す るので すから、 政府に 御 助勢 中 上げる こと はでき ません。 これ は 私の 名前で 

打つ わけに 行きません。」 

と 言ったら、 山縣 さん 怒った の 怒らない の、 すると 桂が、 

「11^ さう 言 はんで、 總理 大臣の 言 はれる 通り 打ったら よから う c」 

と 仲に 入って くれた けれども 私 は、  ， 

「いや どうしても 打ちません。」  . 

と 言 ふと： K が、  - 

「困った 男 だな あ ノー 

山縣 がそれ なら 他が 打つ と 言って、 祕 書. 打 を 呼んで 打た せた よ。 實は その 前から、 形勢 は總 ての 様子 を-断 號でー 

一 兒 玉さん に內 報して 居つ たんだ。 兒 玉さん から は 「それなら 誰れ の 所へ 行つ て かう 言へ 」 とか、 「それ はかう 

しろ」 とい ふ 風に 言って 來る だら うと 期待した が、 兒 玉さん は 陸 車 次 {n をして、 あの 戰爭を やった 後です から、 

豫算に 就いて 大藏省 各方 面に 對 する 交涉の 經驗 もあって、 何でも 知って ゐ るから と 思って、 一々 電報 を 打つ けれ 

ども、 何とも 言って 來な いんだね。 ところが 今一 百った 四千 萬圓 にす る ことに 就いては、 山縣 首相に 返事が 來た。 

「全 體の計 畫を容 れられ るに 於いて は、 四千 萬圓 として 帝 國議會 に 提出 せらる る ことに 就いて 御 同意 巾 上げる」 

とい ふ 返電が 来た。 翌日 山縣 さんが 呼びに 來 たから、 行って 見る と、 山縣 さん、 大きな テ ー ブルに 一人で 居った 


が、 私が 其 所に 行く と、 

「II？； これ を 見 給へ c」 

と 大きな 聲で 言って、 その 電報 を 投げ出し たよ。 見る と 今 言った 通り 書いて ある。 

「總^ がさう い ふこと であるならば、 私 は 異議が ありません c」 

「それ だから^ はいかん c」  . 

と山縣 さん 言 はれた がね え、 い 鬼に 角 それまで は、 政府と はな かく 意見が 一致し なかった が、 かう いふ ことで だ 

ん だん 一致して 來た。 それ は やっぱり 西鄕、 山縣、 なんかが、 兒 玉さん を：： 用した からですな C 

かう して 遂に、 臺灣 事業 公債 案 は、 四千 萬圓に 減額して、 政府の 承認す ると ころと なった が、 しかし、 まだ 一つの 

難 關が横 はって ゐた。 それ は 如何にして、 帝 國議會 を 通過せ しむる かとい ふ 問題であった。 

五、 M 亨 と 相識る 

運命 は 不思議なる 筋 書 を 編む。 

臺灣 事業 公債が、 伯 を 中央 政界に 導く 東 道の 主と ならう と は、 天下 誰 人も豫 想せ ざると ころであった。 

いま 伯 は、 內閣を 動かして、 四千 萬圓 案と して、 承諾 を 得た。 次に 賛成 を 得なければ ならぬ の は、 上下-. fi.i -、  に 

衆議院の 政黨 である。 

當時山 縣內閣 は、 憲政 黨 (舊 自由 黨) と 所謂 「肝膽 相 照」 の關 係に 立ち、 從 つて 大隈の 憲政 本黨 (舊 進歩 黨) を 反 
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對黨 として ゐた。 

伯の 努力 は、 先づ 憲政 黨を 動かし、 續 いて 憲政 本黨を 動かす ことに 向った。 しかるに 憲政 黨に は、 剛 復强氣 の星亨 

がゐ る。 

如何にして、 星 を 動かすべき か。 

そこで 伯 は、 時の 內務 大臣 西鄕從 道のと ころに 飛び込んで いった。 その 事情 を、 伯 は 次の ごとく 间 顧して ゐる。 

ところが その 四千 萬圓に 就いては、 政黨、 國民 協會、 憲政 本黨の 間に やかましい 問題と なった。 そして 愈 i 今 

口 か 明日、 豫算 委員 會の 分科 會で 決定 を するとい ふ 日に、 西鄕 さんの 所へ 行った。 

「私 も總理 大臣 その他から お叱り を 蒙った が、 いよ/ \- これ を 通過 させぬ とい ふこと であったならば、 私 は 演壇 

から 引摺り 卸される まで やる。 その 覺 悟で 先 づ豫算 委員 會に 出て 言 はなければ なりません から、 それが 惡 いとお 

つし やるなら、 お 政 長 {R を罷 めます。 どっちに か 令 日 は 一 っ御相^f欣を願ひた ぃと思っ て來ましたピ 

と 言 ふと 西郷 さん、 煙草 をスバ ，/\f- みながら 聞いて 居った が、 

「どうぞ この 西鄕從 道に お任せ を 願 ひたい c」 

一お 任せす るの はよう ございま すが、 どう 心得たら ようご ざいます か c」 . 

「明日 御 返事 をいた します。 明日まで 待って 貰 ひたい c」 

「しかし <?r '日 分科 會を やる かも 知れない とい ふ 話です が、」 

「遲 くも 明日 は 委員 會を やる のです から、 西 鄕內相 は、 明日， f 前のう ちに 若しお 答へ がで きなかったならば、 明 


n は 委員 會を 延ばさせます から、 どうぞ 御 安、 七 を 願 ひます-ハー 

と 言 ふから、 私 も 引退って 來た。 

然 らば 西鄕內 相に、 如何なる 成算が あって、 かう した 言質 を與 へたので あるか。 

一 體西鄕 道と いふ 人 は、 化ん 漠 として、 捉へ どころ のない ので 有名な 人物であった。 平常 は戲談 ばかり 言って、 可 

笑し くもない のに、 獨 りで ァハ ハと 大聲で 笑って ゐて、 大抵の もの は 煙に まかれて しま ふが、 それで ゐて、 物の 勘所 

は チャンと 袖へ てゐ た. - 彼が 一 度び 引受けた 以上 は、 必す 何とか 仕遂げな いとい ふこと はなかった。 裹灣 事業 公债案 

の 時 も、 それであった。 伯の 囘顧談 は、 なほ 繽 けて 言 ふ。 

すると その 晚、 西鄕 さんが 呼びに 來 たから、 行った ところが、 

1 , 明晚 私の 邸で 晚餐會 を 開く。 その 時に は 憲政 黨 の 者が 大分 來 るから、 議 會で嗨 みつく やうな こと をす るよ り、 

此 所で 星亨と でも 誰れ とで もやる がよ い。 組 打ちで も 何でも やる がよ ぃノ」 

とい ふこと であった。 

西鄕さ んの邶 は 今の 高 松 宮様 の 御 邸の ある 所でした が、 西鄕さ ん がさう 一 百 ふから、 晚餐會 の 時に よ く^^をす る こ 

とに して、 叉歸 つて 來た。 

その 次の 晚に 行って 見る と、 星 亨ゃ林 有 造、 その外 七 八 人來て 居った が、 西鄕 さんが、 

「今日は *< 藤さん、 喷 みついても、 喰 ひついても ようご わすから、 星さん とおやり なさい 」 

と 言 ふから 星さん と 話して 見る と、 「吾々 はた だいかん とい ふわけ ぢ やない、 大體は 分って ゐ るんだ が そんな 
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に 長く 說明 しないでも いいと 言 ふんだ」 とい ふ 話であった。 そこで 俺 は 一 通り 簡單 に說明 をす るに 止めた。 星が、 

一外の 政 黨の關 係 も あるし、 うちの 政 黨の關 係 も あるが、 兎に角 それ ぢゃ、 やる と 定めて、 それから 後の 變化は 一 

又 何とかしょう。」  一 

とい ふこと で、 鬼に 角 やる ことに 定めて 飯 を 食って 歸 つた。 その 次に は 星の 家で 會 つた。 星の 家 は 令の 山 本条太 

郞の 家で あつたが、 俺が 行ったら、 星が ねえ、  一 

「お、 俺 を 恨むな よ、」」  . 一 

と 一一 一一 n ふんだら う。 どうして かとい ふと、 相 馬 事件で、 あいつが 俺 を 縛った やうな 事 を 一 百 ふんだ な。 まあ そこで 大ー 

いに 肝瞻相 照らした わけなんだ。  一 

Is- こ A は、 その 折の 話 をよ く 近親者に 物語って、 「そのと き 星が、 俺に 向って、 せ を 知る こと 晚 きを 憾む、 といつ 

たよ」 と 言った。 伯 はかう いふ、 口調の よい 文句 を 用 ふるのが すきであった。 

その 當 時の 星 亨は、 自由 黨の星 か、 星の 自由 黨 かと 言 はれる ほどの 勢力 を 持って ゐた。 この 星亨と 肝膽相 ii; らした 一 

以上、 違政黨 の 方 は、 まづ 心配 はない と考 へて よかった。  ， 

加 ふるに 憲政 黨に は、 その 有力なる 領袖に、 前 內閣藏 相 松 田 正 久がゐ た。 彼 は その 藏相 時代に、 すでに 六 千 萬圓案 

の 承認 を內 約した ことの ある 關係 上、 いかに 黨內 に反對 論が あっても、 4r となって 無下に 事業 公債 案に 反對 する こと 一 

はでき ない 立場に あった。  _ 

當 時の 新聞紙 (朿京 朝 U 新聞) の 傅 ふるところに 據れ ば、 松 田の 意見 は 次の 通りであった。  j 


昨年 余が 大藏大 ほたり し 時より、 總将府 の 提議 を 容れ、 專ら 之れ が 調査に 著 手せ しめたる 關係も あり、 隨 つて 此 

の 問題に 就いては、 多少の 責任 を 負 はざる ベから ざる 事情な きに 非す。 且つ 苟も 總督府 なる もの を 造き て 臺灣全 

島の 經綸を 託する 以上 は、 之に 給す る 費用 を 支出す るの は當然 なり。 眞 逆に 總 1$: 以下の 役人 を、 島流し 同様に 1:^ 

. 傚すべき 害なければ、 此の 公債 法案 も 其の 性質と 目的と に 於て、 臺灣 事業の 經營上 必要 缺く ベから ざると 認 むる 

上 は、 決して 之に 反對 する 能 はざる なり。 然るに 實際 目下 內 地への 思惑に は、 臺灣は 今 果して 如何なる 有樣 にあ 

る 乎、 土 陋 騒動 は 絶へ す、 聞 ゆるに 總督府 は 果して 何を爲 しつ k ある 乎と 云へ る 疑念 晴れざる 矢先き に、 四千 萬 

M の 公 情と 聞きて は、 一 層臺 灣に對 する 掛念を 深う する の 情なき を 得す。 併し 總督府 を 信ん ぜ すと あらば 鬼に め、 

おも 主權の 一部 を 割きて、 臺灣 經營の 大任 を 總督府 に 委ねた る 以上 は、 總せ府 に 向って 事業 經營 の效果 を替責 す 

ると 同時に、 之れ が 費用の 供給 を惜 むべ からざる 道理 なれば、 其の 事業の 緩急 を 調査して 該 法案に 對 する 斷案を 

ド さざる ベから す。 而 して；^ バ 法案の 條目 中、 誰れ が 目に も 其の 必要 を感 する は鐵道 事業に して、 之れ に對 して は 

何人も 異議 あらざる べし。  の 所見に は、 鐵道 事業の 十 年計畫 なる を 寧ろ 五 年 計畫に 切り上げて、 成るべく H 、の 

成功 を 急ぎ 度く 思 ふ 位な り。 何れにしても； 法案 は 明日より. &n 由黨の 調査に 附 する りなる を 以て、 調 杏 結了の 

上 は黨議 にて 之れ が 黉否を 決定す るな らん。 

その 言 ふ 所 は、 幾多の 紆餘 曲折が ある けれども、 結論と して 松 田が 臺灣 事業 公憒 案に 黉成 である こと は、 明白で あ 

つた。 

こ れで 憲政 黨 の 態度 はや うやく 決った。 
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更に 憲政 本 黨に對 して は、 伯 自ら、 黨首大 隈重信 を早稻 田に 訪ひ、 縷々 臺灣 事業 公債 案の 成 行 を 物語って 後、 進歩 

黨 をして、 公平無私の 斷案を 下さし むべき ことにつ き 懇願した ると ころ、 大隈は 例の 通り、 悠揚た る 態度 を 以て、 先 

づ國 策の 极本 問題より 說き 起し、 臺灣 統治 問題に ついての 抱負 を披 礎した。 それ は 東京 朝日 新聞に 據れ ば、 次の 通り 

であった。 

臺灣 領有 以来、 ^に 新 條約實 施の 園內に 之れ を S3 くの 方針 を 執り 乍ら、 今に 於て 俄かに 鐵道 敷設 も、 基隆の 築港 

も、 其の 他 一切の 經營 事業 を 中止し 尙、 税法、 敎育、 衞生等 總て之 を臺灣 古来の 舊 制に 復し、 所謂 法 を 三 章に 約 

して、 臺灣の 事 は 唯 其の 自然の 發 達に 任 かし、 總督府 は 土匪の 鎭 撫を專 一 の 事業と 爲せ よと 云 ふ は、 余が 同意せ 

ざる 所な り。 臺灣は 南洋の 耍鎖 として、 軍事上に、 貿易 上に、 遠く 比律賓 群島に 對時 せざる 可から ざるの みなら 

す、 米國 其の 他の 列強が 近く 對 岸の 福 建 省 地方に 益々 商 權を擴 張 せんとす るの 意向 據然 たるの 今日に 方り て は、 

蠆 灣經營 の 一 日も忽 諸に 附 すべから ざる は 勿論 なれば、  <水は總5^:府捉出の：§案六千萬：；^とぁるを閣議にて四千^£？ 

圓に彻 りたる さへ、 聊か 遣 憾に思 ふ 位な り。 

その 說く ところ、 まさに 大隈の 面目、 躍如たる ものが ある〕 しかし 政敵 杜太郞 の 言動に ついては、 流石の 大隙 も、 

黨人 として 一言な かるべ からすと 思った か、 同紙の 記事 は、 大 隈の談 として、 さらに 續 けて 次の 如く 記して ゐる。 

^し 大租權 買^し と 築港 は 著 手 の 順序に 緩急 ある を以 て 、 鬼 に角此 の 際 は 四千 萬圓 にて 差 支へ あらざる べしと は 

思へ ども、 特に 依し むべき は娃 陸相 を會 長に 戴き 居る 臺灣 協會 が、 尙又 之れ に 數百萬 圓の減 削 を 加へ たるに、 

氏が 一 言 も 之れ を爭 はす、 其 儘默々 に附し 去りた るの 一 事な り。 內閣 大臣と しての 娃子 Ig; と熹 灣協會 員た る！ IsiH 氏 


と は、 自ら 其の 資格に 於て 差別 ありとの 考 より、 同 食の 勝手 決議に 一任した るか は 知ら ざれ ども、 苟も 其の 身內 

閣 大臣と して、 其の 決定した る 閣議 を 自家の 統轄す る 協 會の爲 めに 動かさる、 を 見ながら、 知らぬ顔 をして 居る 

と は、 近頃 以て 奇怪の 事と 想 ふなり。 

これで 結 局、 憲政 本 黨の嚮 背 も、 分明と 言って よかった。 しかし 伯 は、 なほ 念のために、 臺灣 事業 公债案 そのもの 

に對す る 憲政 本黨の 態度 を 突つ こ むこと を 忘れな かつ た。 それに 對 する 黨首大 隙の 答 は、 次 の 通りであった。 

斯は 固より 直 犬なる 國家 問題な り。 して 之れ を 以て 一時の 黨略 問題に 供すべき ものに あらす。 縱 しゃ 政府案に 

せよ、 又 政府 黨が 賛成す るに もせよ、 進歩 黨は 此の 國家 重大の 問題 を 左右す る 事 あるべ からす。 此の 儀 は 安心 あ 

るべ し 0 

この 際に 於け る 伯の 三面六臂の 活動 は、 深く 朝野の 人士 を 感銘 さした。 殊に 政黨 首領 は、 はじめて 後藤 新 平なる 快 

男子 を識る ことができた。 これが ため 彼等 は、 此の 好漢の 將來必 す 中央 政界に 活躍すべき を 察し、 る 期待す ると こ 

ろが あった。 

斯 くの ごとくに して、 伯と 二 大政 黨 との 密接なる 關 係が 始まった ので ある。  - 

六、 議 會 通 過 

如何なる 立憲 國に おいても、 議會 政治と いふの は、 要するに 表面的 名辭 であって、 その 實、 大事の 決せられ るの は、 

多く 議場の 外で ある。 殊に 憲政 布 かれて 未だ 年を經 ざる 當 時の 日本に おいて は、 然 りであった。 從 つて 憲政 黨と 憲政 
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本黨の 最高 轮 部から、 上述の 如き 言質 をと つた 以上、 臺灣 事業 公債 案が、 行 倒れと なる 心配 は、 まづ 無い と 一一 一一 n つてよ 

かった。. 

しかし.；^ の公憒 案が、 主 杏會の 議に附 せられてから は、 幾多の 經緯 があって、 伯 は 政府 委員と して、 いろ. 意地 

の惡ぃ 質問に 應^ しなければ ならなかった。 その 當時、 伯の 無遠慮な 應酬 は、 種々 の 波瀾 を 生み、 また 愛嬌 を も 振り 

撒いた。 

或る 議員が 執拗に、 臺灣に 建設 せらるべき 鐵道 について 質問した。 およそ 如何なる 徑路 で、 如何なる 町 を 通過す る 

か說 明せ よと いふので ある。 すると 政府 委員た る 伯 はすぐ 立 上って、 臺灣の 地 園の 上に、 北は臺 北より、 南の 方臺南 

まで、 無造作に 鉛擎を もって、 す— ッと 一直線 を 引いた。  . 

『この 通り、 鐵道を 敷く のであります。』 

これに は 列^の 代議士 も 政府 委員 も、 全く 啞 然として、 それから 質問 はもう 出 なくなった。 さう して 結 W は 政府 提出 

案から、 更に 五 百 萬圓を 削った だけで、 臺灣 事業 公 倩 案 は、 主査 會を 通過した。 

卽ち 査定 案 は、 原案より 給水 費目 を 削除し、 鐵道 敷設 費より 百 二十 萬圆、 廳舍 建築費より 二百 八十 w£ 園 を 削減した 

だけで、 次の 通り 成立した ので ある。 

總 額  三千 五 百萬圓 

內 譯 

鐵道 敷設 費  二 千 八 百 八十 萬圓  . 

築港 費  二百 萬圆  j 


土地 败- 理资  三百 萬圓 

監5|新|5^^  八十 萬圓 

廳舍 建築^  四十 萬 回 

更に 豫箅 總會 において は 竹內正 志、 野 間 五 造の 兩 人から 質問が あり、 後藤 政府 委員との 間に 應答 があった が、 これ 

また 星 亨の赞 成に よって、 結局 主査 會の 杳定 通りに、 通過す るに 至った。 

明治 三十 一 一年 三月 一 一士 一日に 發 布せられ たる 臺灣 事業 公債 法 は、 その 結果と して 生れた ものであった。 その 全文 は 

次の 通りで ある G 

第 一 條 M せ 灣-ー 於 テ左ノ 事業 一一 要 スル經 費 一 一充 ツル 爲 政府 ハ 三千 五 百萬圓 ヲ限リ 公債 ヲ 募集 ス ルコ トヲ得 

一 鐵道 敷設 

二  土地 調査 

三 築 港  , 

四 廳舍 建築 

第二 條 此ノ公 情/利率 ハ 一箇年 百 分ノ五 以下 トス 

第三 條 此ノ 公債 ノ据置 年限 ハ 十箇年 以內ト シ 發行ノ 年 ョ リ四 十五 年以， 內 一一 償還 ス 

第四條 政府 ハ 特約-一依 リ 銀行 若ハ 債主 組合 ヲシ テ此ノ 公債 ヲ引 受ケシ ムルコ トヲ得 

第 五條 政府 ハ 第一 條 ノ經營 ヲ繰替 支辨ス ル爲 一 箇年 以內ノ 期限 ヲ以 テ臺灣 銀行 ヨリ 一 時 借入金 ヲ爲ス コ トヲ得 

此ノ 場合 一一 於ケル 利率 ハ 政府 之 ヲ定. ム 
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前項 借人 金ハ 此ノ公 债募槊 ヲ以テ 之ヲ^ 還ス ル コ トヲ得 公債 募集 金 一一 依ラ ス 、ンテ 之ヲ^ S シ タル トキ ハ其ノ 金 

額 二 相當ス ル 公債 ヲ 募槳セ ス 

第六條 此 /公債 及前條 ノ^ 入金 ハ舊 一 圓 銀货幣 ヲ以テ 起债ス ル コ トヲ 得此ノ 場合-一 於テ 公債 證書ノ 種類 ハ 政府 

之 ヲ定ム 

第七條 此ノ法 雜-ー 規定 スルモ /.  ノ外ハ 明治 十九 年 勅令 第 六十 號 整理 公 债條例 一一 依ル 

さう して この 臺灣 事業 公債 案の、 主たる 趣意と すると ころ は、 次の 通りであった。 

一、 本島 縱赏 鐵道ノ きわ 施ヲ 要スル ハ、 論ヲ待 タズ。 是 ヨリ 先キ臺 灣鐵道 株式 會社 ノ起ル 一一 際シ、 之 一一 建設 ヲ 許可 

セ シガ、 該會 社ハ、 今日 一一 至ル マデ、 成立 ノ運ニ 至 ラズ。 到底 成立 ヲ期ス ベ カラ ザ ルガ 故-一、 斷然 {::: 設 ト爲サ 

ン ト 欲ス。 

一 一、 臺 灣島ノ 沿岸 ハ、 良港 ニラ r ンク、 唯々  ーノ 基 隆港ァ ル / ミ。 然ル 一一 港面ノ 北方 一一 面 ス ルヲ以 テ、 風波 ノ 時 一一 

ハ、 E 浪 大波、 港內  一一 _K 人 シ來ル /ミナ ラズ、 港 內沙洲 多ク、 般舶 ノ砣繁 一一 便ナ ラズ。 之ガ 防波堤 ヲ 築キ、 港 

內ヲ浚 碟シ、 安全 ナル 港灣 ト爲ス ハ、 本島 ノ經濟 上、 軍備 上最モ 必要 ナリ。 

三、 本島 ノ 地籍 ハ、 光緖 十四 年、 舊 政府 ニ於テ 丈量シ タルモ ノア リト 雖モ、 其ノ 丈量ノ 不完全 ナ リシ ト、 戰亂ノ 

後ヲ 承ケ、 簿 冊散亂 シテ、 正確 ナル モノ ナキガ 爲メ、 今日 一一 於テ、 完全 ナル 調查ヲ 遂ゲ、 之ガ 整理 ヲ圖 ルハ、 

本島 經營 上、 最モ急 施ヲ 要スル 事業 タリ。  . 

この 裹灣 事業 公債 案の 成立 は、 新 領土の 經濟 建設の 梁 柱 をな す ものであった。 たと へ 六 千 i€ 圓が 三千 五 百 萬 圓に減 


额 された とはいへ、 伯が、 あれほど 重疊 せる：^ 對論を 押し切って、 つ ひに それ を 成立せ しめた こと は、 初めて 政治の 

扮舞 に 立てる 役者と して は、 豫想 以上の 大成功であった。 

今や 事 を 終へ て、 臺 灣に歸 らんと す。 臺灣に は 知己たり 先輩た る兒玉 總督が 待って ゐる。 伯 は そ も 如何なる 感慨 を 

もって、 ^灣に 歸り來 つたで あらう か。 また 兒玉は 如何なる 心情 を もって 伯を迎 へたで あらう か。 

往時 を囘 顧して、 伯 は 自ら 次の 如く 語った。 

とうく 三千 五 百萬圆 とい ふこと で 通過す る 事に なった から、 臺灣 へ歸る ことにな つて、  <lr 日 東京 を 立つ とい ふ 

, 日に、 兒 玉さん は 南の 方へ？：？ J 廻に 行って しまった。 マての 時の 新聞に こんな ことが 書いて あつたよ。 

一六 千 萬圓の 公債 は 三千 五 百 萬圓に 減らされて、 それでも 大 得意で SI つて 來る。 その 面昆 たくない から 兒 玉さん 

は 南方に 巡 廻に 行った の だ。」 

と 東京の 新聞が そんな 事 を 書いて 居った。 

當時 俺の 境遇が 察せら るる だら う。 ところが 臺灣 へ；^ つて、 總 督が臺 中まで 來て 泊った 時に、 私は臺 中まで 行き 

ました。 東京から 一 々電報 を 打って 知らせて あつたから、 

一 あの 電報 はう まかった とか、 あれ はま づ かった とか、 何 か 言 はれる だら う J 

と 思って、 恐る く 行って 見たところが、 その 挨後 がかう 言 ふんだ C 

「君 はえら い 修業 をして 來 たな c」 

それつ きりなん だ。 これに は 俺 も 驚いた よ。 
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以て 快 傑 兒玉源 太 郞の面 0 を 2^ ズ St する ことができる。 

七、 察； 灣は母 W の 厄介者な り や 

臺灣 事業 公债案 は、 伯の治棗；^^^極策の眼ロでぁった。 卽ち 若し この 新 土 を、 一 の 國家的 企業 地と \ ^傚すならば、 

最初 これに 思 ひきった 投資 を 行 ひ、 それによ つて 植ぉ 地の 經濟 機構 を 近代化して 産業 を 振興し、 貧しき 島 を 富める 島 

となし、 財政 的に また 經濟 的に 獨 立せ しむる のみなら す、 母國に 年々 の 利益 を 齎らす 無限の 寳 庫に するとい ふの が、 

伯 の 治臺 積極策 の 究竞の r: 的であった。 

從 つて、 臺灣の 領有が、 母 國に對 して、 經濟 的に 利益な りし や 否やの 計算 は、 母國の 投資 額に 對 して、 植民地の 擧 

げ來 つた 利益の 比率が、 これ を 決定す るので ある。 

伯 はすで にこの：^ 算を、 明治 三十 五 年度 末にお いて 發 表し、 r 臺灣の 領有 は 母國の 介 者な り や」 に關 する、 ，評 

の 蒙 を-は かんと 試みた。 その 趣き を簡單 に說明 すれば、 次の 如くで ある。 

先づ新 I ぬ 土の 經濟 的經 として、 わが 臺灣 領有 以来、 明治 三十 五 年度までに 使用した 行政 費 を 計算して 見る と、 

總額は 一億 一千 八 百 三十 八萬圆 となる。 外に 軍事費 九 千 五 萬 圓を加 ふれば、 二 億 八 百 四十 一二 萬圆 である。 

これが 新 領土 經營 費の 總額 である。 

然るに この 一億 一千 八 百 三十 八萬圓 のうち、 七 千 百 三十 三萬圆 は、 臺 灣自體 が、 租稅 その他に よって 擧 げたる 歲人 

である。 その 年度 割 は 次の 通りで ある。 


明治 

问 

同 

同 

同 

合 


h 九 年度 

十 年度 

一年 度 

十三 年度 

四 年度 

i  i 年变 

計 


歲入總 額 

萬 円 

二 七 一 

五 三 一 一 

仄ニ五 

一、 一七 五 

一 、四 九 〇 

一 、三 八 〇 

一 、四 六 〇 

七、 一 三 三 


國 


地 方 


七 五 〇 

、〇 一 六 

、三 〇 七 

、 一 七 二 

、二 六 五 


七 五 

一 五 九 

一 As 

二 〇 八 

一 九 五 


この 毫灣 自體 から 擧 げた 歳入 七 千 百 三十 三萬圓 は、 母國の 投資に かかる もので ない。 故に 行政 费總額 一 億 一 千 八 百 

三十 八萬圓 より、 これ を按除 すれば、 四千 七 百 五萬圆 となる。 

然るに その他に、 明治 三十 五 年度までに 使用す る臺灣 事業 公債 金、 千 九 百 七十 四 萬關が ある。 その 內譯は 次の 通り 

である。 


錄  道 

- ^地 Ml 丧 

^  港 

お  舍 

監獄 署 

合  計 


、二 五 〇 

三」 八 ひ 

--raw 

四 〇 

へ J 

、九 七 w 


この 事業 〈ム憒 金 もまた、 一： 几 利と も、 薹灣 自體の 財政のう ちから 銷却す る ものであるから、 何等 母 國の肛 介に はなら 
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ない。 從っ てこれ を も 控除 すれば、 次の 如き 計算と なる。 

總督府 歳出 總額  一 一、 八 一一 一八 

內 臺灣 歳入  七、 一 三 一一 一 

公債, 左  一 、九 七 n 

差 引  二、 七三 一 

差 引 僅か 二 千 七 百 三十 一 离圓 が、 明治ニ十九年ょり三十五年に至る七年間にぉける國^^補：4:-金、 卽ち 純粹の 治臺投 

资 額と 認 むべき ものと なる。 その 年度 割 は 次の 通りで ある。 

明治 二十 九 年度  六 九 四  • 

同 三 十 年度  五 九 六 

同 三十 一年 変  三 九 八 

同 三十 二 年度  一一 一 〇〇 

同 一一 一十三 年度  二 六 〇  • 

同 一一 一十 四 年度  二三 八 

同 一一 一十 五 年度  二 四 五 

國摩 補充 金總額  一一 、七三 一 

見るべし、 臺灣自 體の歲 入が、 年々 非常の 勢 ひ を 以て 增 進す るに 對 して、 國 庫より 受 くる 補充 金が、 年々 著しく 減少 

して、 次第に 影 を ひそめつつ ある こと を。 

これ は臺灣 の經濟 そのものが、 累年 急激に 發展 しつつ あると 共に、 その 財政が、 早く も獨 立の 形勢 を 現 はして ゐる 

こと を 物語る ものである。 伯 は、 これ を 直截に、 次の 圖解を 以て 示した。  - 


年 


万 S" 六 千 喜 

円 在 

i 百 五 千 
円 万 十 


五 百 五 千 胃 


li\ 入 

3T-! 

-ni の 

m 遞 
增 


五 S*  二 千 

円 万 十 


円 万 & 
補 

充 


減 

0] 

解 


十五 Si' 
円 万 


円 万 


〔備 考〕 


墨 線 ハ 臺灣 歳入 

II 躲ハ國 庫 補充 会 


さて 明治 三十 五 年度に おける 臺灣自 體の歳 人 豫箅額 は、 上記 Q 如く 國稅千 二百 六十 五 萬圓、 地方 稅百 九十 五^ 圓、 

合計 千 四百 六十 萬圓 であるから、 これ を純粹 投資 額た る國庫 補充 金の 總額ニ 千 七 百 三十 一 萬圓に 比例 すれば、 五 割 三 

分 餘に當 る。 また 行政 費 軍事費の 總額ニ 億 八 百 四十 三萬圓 のうちから、 臺灣 歳入 七 千 百 三十 三 萬圓を 控除した 殘額 一 

億 三千 七 百 十 萬圓に 比例 すれば、 一 割 六 厘に 當る 計算で ある。 

また 臺灣 領有 以来、 鐵道、 築港、 電信の 建設 その他の 營繕 土木工事に 使用した 镇極的 事業 費 は 三千 二百 三十 五萬圓 
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であって、 このうち 臺 灣自體 が. 兀利を 支拂ふ 公債 金 千 九 百 七十 四 萬圓を 控除 すれば、 殘額は 千 二百 六十  一 is 圓 となる" 

そこで この 殘額 を、 國摩 補充 金 總額ニ 千 七 百 三十 ー萬圓 から 控除 すれば、 母國の 厄介に なった 純粹の 行政 费と いふ も 

の は、 七 年間に 僅か 千 四百 七十 萬圓 に過ぎない ことになる。 

さて 臺灣顿 有の 結果、 帝國國 民の 享有す る 經濟的 利益 を 測定す る眞 正の 標準の 尺度 は、 新 領土の 母 國に對 する 移出 

入貿 0^ 額の 增 進に 求めなければ ならぬ。 それ は 次表の 如く、 非常な 勢 ひで 躍進した。 


移入  移出  總額 

明治 三十^  三 七 四  二. 一一  五八 五 

M 三十 一年  四 二へ  四 二 〇  八 11,=^ 

同 三十 二 年  八 〇 二  三 七 八  一、 ーぺ 〇 

同 三十 三年  八 四 五  四 六- <  一 、三 一 三 

同 三十 四 年  八 七 八  へ 五三  一 、七三 一 

^ 三十 五 年  八 五 五  九 〇 七  一、 七 六 二 

合 計  四、 一八 二  三、 二三 七  七、 四 一九 


しかし この K= ^額 は、 單に 著大な もの だけに 就いて 稅關が 調査した ものであるから、 この 外 少なくとも 一 一割の 調丧 

； I- れが ある ものと、 總督府 は 推算した。 故に これ を 加へ て 推算 すれば、 內 地との 移出 入貿 =^ 總額 は、 八 千 九 百 四萬圓 

となる 0 

然るに 總赞府 の 推定に よると、 總額八 千 九 百 四 萬圓の 一割 五分 は、 母國國 民の 牧 得した 利益と 認められた。 これ を 

金額に 直す と、 一千 三百 三十 五萬圓 となる。 

この 他に、 樟腦の 利益が ある。 これまで 殆ど 廢 絶に 瀕して ゐた內 地の 樟腦 の生產 は、 臺灣 において 樟 腦專寶 法を實 


施した 結 ST 漸くに して 囘復の 兆 を 現 はし、 樟腦價 格 も專賫 以前に 比して 增 進した こと は、 次 節に 述 ぶる 通りで ある 

が、 このために、 內 地の國 民が 收 得した 利益 は、 次の 如く 計算す る ことができる。 


治  一二 十二 年  六 

M 三十 三年  五 四 

问 三十 四 年  五六 

问 三. f '五ケ や  六 九 

合計  一べ 五 


かくして 母國 との 移出 人 貿= ^による 利益 一 千 三百 三十 五萬圓 と、 樟 腦專賣 による 利益 百 八十 五 萬 圓とを 加 ふれば、 

母國國^^の收得した利益は 一 千 五 百 一 一十 萬圓 となる。 

さて 前述の 國 補充 金 總額ニ 千 七 百 三十 ー萬圓 を、 新 領土に 對 する 純粹 投資 額と 假定 する 時 は、 投下資本に 對 する 

利益率 は 實に五 割 五分に 當る 計算と なる。 假に臺 灣經營 を 一 の 商事 會 社と 看 傚しても、 創立 以來七 年に して、 年 五 割 

五分の 純益 は、 相當の 成績と いふべき ではない か。 

誰れ か 臺灣を 以て、 母 園の 厄介者な りと 言 ひ 得る や。  - 

さらに これ を 明治 三十 五 年度 だけに 就いて 見れば、 國 庫 補充 金の 二百 四十 五 萬 圓に對 し、 貿易 上 及び 樟腦價 格 上の 

母 國國： の 利益 は、 三百 三十 三萬圓 であるから、 補充 金より 利益の 多き こと 八十 八萬圓 にして、 すな はち 三 割 六 歩に 

あたる。 

以て 臺灣の 肘 政 は、 旣に獨 立せ る ものと 言 ふ を 得べき であらう。 これ を 統計的 數字を 以て 示せば、 次の 通りになる。 
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十 十 十 十 十^ f  ^ 

三 二 一十 J 
年 年 年 年 年年:: ^ 
度度 度度 度度 度 
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國庫 補充 金額 

千贰： C 九 拾 萬 M 

參 Id: 九 拾 八 萬圓 

參 萬圆 

,s  ノ 拾 萬 a 

甙. n 參 拾べ 萬 W 

甙 四 拾 五 萬 W 

以上が 臺灣 の、 もはや 母國の 1^ 介 者に あらざる 所以 を 明かに せんがた めに、 

吿の 大要で ある。 


貿易 及 制度 ノ爲 

內 地ノ得 タル 利益 

ぺ 拾べ 萬圓ー 

贰拾七 萬圓 一 

八 拾 參萬圓 一 

贰 ；白 五拾壹 萬圓； 

參 jCI 拾 五 萬簡 ： 

參百參 拾參萬 3； 


一 九ん、 

補充 金 一一 對シ賀 易 利 

益ノ 過不足 fx 印， 小：？ 

X 千武： C 甙萬 M 

X 贰 W 七 拾 1>: 萬簡 

七 萬 圆 

X 九  萬  g 

ヒ拾七 萬 M 

八 拾べ 萬圆 

明治 三十 五 年度 末に、 伯が 發 表せる 報 


八、 第 


チ 

一! 一  IB 


眷ー 


が新银 土經營 を經濟 的に 觀 察し、 臺 灣に對 する 國 iraf 補助金 を 一 の 投資と 假定 して、 これより 生じた る 利益 を 計算 

し、 これ を 印刷 公表した の は、 單に その 治績 を に 誇って、 自ら 快 をへ W らんが ためではなかった。. それ は 更に 第二 段 

の 積極 政策 を實 現す るに ついての、 準 傭 工作に 過ぎなかった ので ある。 

最初 六 千萬圓 にて 計畫 せられた る臺灣 事業 公債 案が、 中央政府 において 四千 萬圓 に、 さらに 帝 國議會 において 三千 

五 百 萬圓に 減額され たこと は、 旣に 述べた 通りで ある。 しかも 伯が この 減額に 屈した のに は、 理由が あった。 

『なァ に、 最初 は 四千 寓圓 でも、 三千 萬圓 でも、 とにかく 公 情 案 を 通過 させて、 事業に 著 手し さへ すれば いい。 その 

間に 新 領土の 經濟的 治績 を 擧げ、 この 通り だと 實續を 見せつ ければ、 第二 期、 第三 期計畫 によって、 五 千 i=?^ にも 六 


千 萬 M にも、 增 額させる こと は 容易で ある CJ1 

かう した 肚が あつたから である。 現に 公債 額 を 四千 萬圓に 減額す るの 件に つき、 山 縣內閣 と交涉 中、 おは 兒玉總 1$: 

から、 明治 三十 一 一年 一 一月 四日 午前 十 時發の 次の 祕電を 受けて ゐた。 

事業 公債 ノ件 ハ當 分、 築港 費 一千 萬 圓ノ中 八 百 萬 圓ト、 大租 買收費 一千 二百 萬圓 ヲ減ジ 置キ、 先以テ 四千 isni ト 

滅 定シ、 更ー 一三 十五 年度 一一 於テ、 殘額ニ 千 萬圓ヲ 募集 シ、 築港 事業 ヲ繼 續シ、 及 大租權 ヲ買牧 スルノ 意味 ナ ラバ 

差 支 ナシ。 一日 モ速ー 1 議會 一一 提出 スル ヲ望ム C 

その 意味で 承諾した る 減額であった。 また その 積り で、 銳 意進涉 させた る 事業であった。 而 して 今や 新 領土の 經濟 

的 治績の 擧れる こと、 かくの 如し。 第二 期 計畫を 遂行す る こと は、 寧ろ 當然 の權 利で はない か。 否、 それ は 事業の 進 

行 上、 殆ど 絕對的 必要であった ので ある。 

かくして 第二 期 計畫は 成った。 そして この 時、 伯の 提出せ る 意見書 は、 次の 通りであった。 

今 ャ臺湾 統治 ハ 所謂 三 大事 業 

縱貫鐵 道 

築 港 

土地 111^ 

ト三大 專賣法 

阿片 專賣 

掠腦 専賣 

食盥 win 買 
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ト/ 上-一 建立 セ ラレお レリ。 而シテ 三 大事 業ノ 財源 ハ、 臨時 歲入ノ 特別 事業 費、 卽 チ臺灣 事業 公債-一 取リ、 三 大專賣 法ハ經 

常歲 人， 一 取リ、 將 來此專 寳法ノ 純益 ハ、 土地 調 杏 完成 ノ上、 大租 整理 ノ議 入ト相 須テ、 事業 公債 ノ 元利 廣 却ヲ逮 行シ、 更 二 

糖 業 改善 並 茶 業 改善 ノ業ヲ 積ミ、 道路 並 疏水 開通 ノ利ヲ 興シ、 以テ 拓殖 南進 ノ功程 一一 上ラ ン トス ル ノ 大計 內 一一 立テ、 大略 外 

一一 定ムル モノー 丁 シテ、 現總督 就任 以來： U  -ー  四 年、 其問漸 ク母國 ヨリ 注人シ タル 資金 ノ 利益 ヲ牛； シ、 特別 計 整 理ノ赏 ヲ舉 クル 

- 一至 ル。 然ル 二 三十 四 年度 及 三十 五 年度 一- 涉ル 母 II 財政 ノ 影 |?3 新版 圆 一一 及ヒ、 將 -I 前述 ノ 政策-一 蹉跌 ヲ來 サン トス。 是 レ獨リ 

臺灣ノ 不幸 一一 止 マ ラ ス、 母阈ノ 不幸、 否 帝^ ノ面自 ヲ失ハ シムル モノ ナリ。 故 -ー 余ハ、 成ル へ ク 新版！： ヲ シテ 母^ 财政 i~ 動ノ 

卟  一一 iro カン コトヲ 企 望 シ、 之 レカ爲 一一、 

第一 母^ ハ 公債 募集 ヲ 中止 スル モ、 新版 阖 ノ經營 事業 ハ 公債-一依 リテ 遂行 セシ ムル 事。 

第二、 母 HE 民ノ： i 濟ノ理 一一 通シ 、利害-明 カナ ル モ ノト、 新版 圓未 Si  ノ  E 民トヲ 同視 シ、 往々 聞クカ 如ク、 各^ 消極的 整理 

ト 權街ト ヲ論據 トシ、 臺灣 統治 ノ 政策 ヲ モ之ト 一律 ノ 下-一 规定 セン トス ルカ 如 キハ、 母子 兩^ ノ&づ 一 不得策 ナル 事。 

第三、 新 KSI  ノ 公債 ハ 英國ノ 印度 一一 於ケ ルカ 如ク、 母子 兩國問 ノ別ヲ 明 力 -ー シ、 公債 ノ條 件、 利率 ノ比 準ヲ異 一一 シ、 數理ノ 許 

ス 範圍內 一一 於テ便 {:=: ヲ與フ レ パ， 企業 ノ 財源 ヲ得ル - 一難 力 ラサル 事。 

笫四、 臺灣ノ 事業 公債 ハ、 勿論 從前ノ 如ク、 臺灣 歳入 ヲ以テ 元利 償却 セシ ム ルヲ以 テ本體 トシ、 必要 ノ 場合-一 ハ大藏 大臣 ハ 

ヘム 僙 募集 ノ如キ モ、 總督- 一 委任 ノ 制-一定 ムル トキ ハ、 公債 ノ 募集 モ 決シテ 難事 -1 ァ ラサル 事 C 

笫五、 大蔵大臣 並 議ノぽ 力、 臺灣 銀行-一 與 フル 便.；？ -ーー  ヨリ、 安 仝 一-同 銀行 ハ總 督府 一一 數 Ifl 萬 圆ノ贷 上 金ヲ爲 シ得ル 事。 

第 六、 臺灣 拓殖 ノ爲メ  -ー、 別-一 勸業 銀行 ヲ設 クルカ、 乂ハ 現^ ノ勸業 銀行 支店 ヲ f 议 クルカ、 或ハ 乂臺濟 銀行 一一 對シ、 特別 ノ 

監督 方法 プ ？ W ケ テ 勸業 債券 ヲ 發行 シ 、 長期 贷付 ヲ 許可 シ、 糖 業 改蕃其 他 臺灣殖 *i 上 ノ資ヲ 供給 セシ ムル ノ道ヲ 講 スル 事。 

以上 ノ方 案-一 ヨリ、 财源ノ 得 ラル 、範圍 内-一 於テ、 第一 ハ笫 十三 議會 協贷 豫定ノ 割 額 繰 上 ヲ許ス へ キ事。 卽チ 

三十 11^ 度 近 加豫^ 縱貫鐵 道费繰 上ノ分 金；. en 五十 萬圓。 

三十. ん： や 変 近 加豫， r 笫 十三 議 僉協贊 年 割額ノ 外， } 縱 Ja; 鐵道费 操上ノ 分べ 一一 一：.； r 萬 阒或ハ 二： R 五十 萬 W  r 财 源/都合- 1 ヨリ)。 


ホ i! 卜 年 変 ヨリ IT 十二 年度 迄 ノ年 割ヲ、 三十 六 年度 ヨリー 一一 十 へ 年度 迄 --綠 上 クルト キハ、 今後 一一 一年 ヲ出ス シ テ 、 豫 (允 费額内 

-ー 於テ、 縱貫 鐵道竣 H ス へ- シ。 否 ラサ レ ハ 今後 七 年 ノ後チ 一一 ァ ラサ レハ 竣工 セス」 隨テ 交通 殖產 ノ舉 カラ サル亦 タ辦ヲ t 、タ 

サル ナリ e 

此第 二期 公債 ノ 提出 ヲ 本議舍 一-見 ル コ ト能 ハサ ル トキ ハ、 

丄地誠 杏 

ノニ 大事 業ハ、 三十 五 年 一一 於テ 仝- ク 中止 セサ ルヲ 得ス- 加 之 

土地 調 杏 

ハ 元来 三； .0: 萬阒ノ 公債 支辦 事業 一一 シテ、 五 年 問-一 了 ルへキ モノ ナル 一一、 當初 ノ計畫 ヨリ 今日 迄 進行 ノ 結果、 卽チ元 宜蘭庭 元 

臺北孫^{は內 一一 於ケ ル、 巳-一 赏行ノ 成績-一 ョ レハ、 七 割 以上 地籍 ノ  加 ヲ見ル 。是レ 三百 萬 圓-- テ、 豫定 年限 内-一事 業ヲ 完了 

スル コト能 ハサ ル 原因 ノ、 王ナル モノ ナリ" 而シ テ之レ カ爲メ  - ー要ス ル 金額 パ 

金 二百 四 拾萬圓 

-ー シ テ、 三十 五 年度 ノ年割 額 ハ 

金 六 拾萬圓 

トス。 若シ 不幸-一 シテ此 事業 ノ 中止 ヲ ル 一一 至ル トキ 、へ 來ル 三十 七 年度 ヨリ、 大租權 整理 ノ 結果 トシ テ 收人ス へ キ W 萬鬨、 

並 三 卜へ 年度 以降 年々 二百 萬圓ノ 该入ヲ 失ヒ、 第 十一 一一 議會- ー於テ 協賛 ヲ經 タル 事業 公債、 三千 五 百 萬圓- 一封 ス ル、 元利 俊 却 

ノ 財源 ヲ失 フ 一一 到ル ヘシ。 是レ大 一一 注意 ヲ耍ス へ キコト タリ C 

基隆 築港 

ハ？； 初 事業 公債 一 千萬圓 ノ豫算 中、 先ッ 二百 萬圓ヲ 支出 シ、 後 渫-ー 著 手スル コト トセ リ： 然ル - 一昨年 後 深 船 ニ艘、 共 一一 英國 m 

リ廻 航ノ際 破船 シテ 漸ク 本年 十 =: 迄 一一 廻航 シ來リ 昨今 運 轉ヲ？ E 始シ タリ" 而シテ 三十 五 年度-一 ハ僅カ 一一 五 萬 W ヲ餘 スノ ミナ 
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ルカ 故-一、 目下 英國 二 テ 注文 中ノ 一艘 ヲ加 H 到底 一一 一艘 ノ浚 船ノ 遝轉. 費 一一 充ル - 一足 ラス。 依テ 第二 期 公倩ヲ 提出 シ、 此 八ぶ 額ヲ 

金 一 千 三 七 拾 餘萬圓 

此内 三十 五 年度 ノ  if 割 額 

金六拾^€圓  • 

ノ協賛 ヲ經ル 二 ァ ラサ レ ハ、 到底 此計 畫ヲ 赏行ス ル コ ト能 ハ ス。 

其 他 大租權 整理 費 金 一千 二百 萬圓、 打狗 淡水 築港 費 金 六 百 拾 萬圆、 道路 修築 費 金 二百 十九 萬圓、 合計 

二 千 二十 九萬圓  • 

ハ 强 テ 本^ 一一  於 テ 提出 セサル へ 力 ラサル モノ-一  アラス。 

九、 兒玉總 督の大 活躍 

後藤； 1^ 政 長官が、 この 第二 期 計畫を 提げて、 兒 玉總督 と共に、 再び 活躍 を 開始した の は、 明治 三十 五 年であった。 

その 活動の 實情を 理解す るに は、 まづ當 時の 政界の 情勢 を  一 しなければ ならぬ。 

顧みれば 伊藤博文が、 政 友 會內閣 を 組織した の は、 明治 三十 三年 十月。 この 十二月から 兒玉 は、 臺灣 總督を 以て 陸 

軍 大臣 を 兼ねて ゐた。 この 伊藤 內閣は 三十 四 年 五月に 倒れ、 六月 二日に 桂少壯 內閣は 組織せられ たが、 兒玉は 依然 陸 

軍 大臣と して 留任した。 そして 翌三 十五 年 三月に 至り、 初めて 兼職 を 解いて 陸相の 任 を 內 中将に ゆ づり、 再び 總^ 

專任 となった。 

その^11^の議會、 卽ち第 十七 議會 こそ は、 問題の 第二 期 計 畫を實 現せし むべき、 重大な 時期で あつたので ある。 しか 


も その 議會 は、 性內閣 にと つても、 また 重大な 難關 であった。 伊 藤 內閣は 倒れたり と雖 も、 それ は 閣僚 不統一 の 結果 

であって、 議會に 於け る 政 友會の 勢力 は、 依然として 絕對 的であった。 しかも 此の 議會に 於いて、 ^^內閣は、 海軍 擴 

張と 地租 增徴繼 績のニ 案 を 提出し、 議院 內の多 數と戰 はねば ならなかった。 故に 內閣 においても、 奔走 大いに 努 むる 

所が あつたが、 交涉は 遂に 不調と なり、 桂內閣 はつひに 議會を 解散せ ざる を 得ざる 羽目に なった。 

かくて 臺灣 事業 第二 期 計畫案 は、 第 十八 議會、 卽ち 明治 三十 六 年 五月の 臨時 議會 において、 その 運命 を：^ する こと 

となった ので ある。 

飜 へって 總選擧 の 形勢 を 見る に、 政 友會は 依然として 絕對 多數を 占め、 その 勝ち誇った 勢 ひ を 以て、 臨時 議會に 臨 

みたる を 以て、 枝少壯 內閣の 運命 は、 まさに 風前の 燈の感 があった。 加 ふるに 東亞の 風雲 は 愈 立 急に して、 海軍 擴張 

の 必要 は 一日 を 緩う すべから ざるの 情勢であった から、 桂內閣 は、 その 存在の 上から も、 また 國 家の 大 策の 上から も- 

必死 的 氣組を 以て、 時 周の 展開 を 計らねば ならぬ 立場に 置かれた。 

この 桂 內閣の i§ 境 を 眺めつつ、 遙 かに 臺灣 島より、 第二 期 計 畫案を 提げて 来った のが、 兒玉總 # と 後藤 民政 長れ と 

の .响 人であった。 

彼等 は 今、 何を爲 さんと する ので あるか。 

兒玉 總督と 後藤 民政 長せ と は、 その 特殊の 政治的 地位 を 利用して、 桂 內閣と 政 友 會の間 を 調停し、 大 にして は 國事 

の 急 を 救 ふと 共に、 小に して は、 延 いて 第二 期 計 畫の實 現を圖 らんと 試みた ので ある。 その 當時 を囘 顧して、 總督祕 

書官橫 澤次郞 は、 次の 如く 語って ゐる。 
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將 軍は是 等の 形勢 を觀、 兩 者の 間 を 調停して 國 事に 盡 さん ものと、 自ら 進んで 身 を 渦中に 投じた のであった。 而 

して 將軍は 桂と は 兄弟 も 啻ならぬ 親密な 間柄 であり、 伊藤 公と は 曾て 其の 下に 陸相たり し關係 上、 ぞ咄强 なる 調停 

ほであった ので ある。 而 して 桂 首相、 伊藤 公、 山縣、 井上 諸 元老 間に 來往 して 意志 疏 通に 全力 を 傾けた が、 偶ぶ 

明治 三十 六 年 四月 十日に は 神 戶に觀 艦 式が あり、 同 二十日に は 大阪勸 業 博覽會 があって、 政界の 諸 星、 陛下の 行 

幸 に 愿從し て 京阪に 集中した ので、 將軍は 此の 機 を 逸せす 妥協 の 成立 に盡 力され た。 當時 伊藤 公 は 大阪茶 in 山 の 

刖莊に 在り、 山 縣公は 京都の 無鄰 庵に、 娃 首相 は 土 佐堀芳 川に、 兒玉將 軍 は 今 橋 通りの 知人 田邊 方に 投{£ し、 盛 

んに茶 n 山と 京都と を 往来し、 伊. 山兩 公の 意 も 大いに 和らいだ ので 伊藤、 ：51^ の會 見と なり、 將 軍の：：：： 的 通り 安 

協 の 成立 を吿ぐ るに 至った。 

！:; ^や：： 相と 伊藤 政 友會總 裁との 間に 安 協の 成立した 時 は、 T 度 大阪勸 業 博 覽會の 開かれる 前 一日であった。 一方 は 

大政 翼賛の 重任に 麿り、 他 は 大政 黨の頭 宵と 仰がれて 居る 事と て、 此の 妥協の 成立 を 見る 迄 は 一通りの 氣苦勞 で 

はなかった。 夫れ が 解決した 時は拽 さん も兒 玉さん も 心から 嬉しかった と 見えて、 恰 かも 戰 小に 打 勝った 1^ 旋將 

軍の 意氣 込みで、 大阪 築港の 竹式樓 で、 二人で 所謂 底抜け 騒ぎ を 遣られた。 恰 かも 長 州から 隊伍に 加 はって、 當 

初 上洛した 書生 時代の 若さに 返って、 飮 むは 騒ぐ はで、 昔 流行った 長 州 武士の 奇抜な 流行 哏 やら、 書生 踊り やら 

で大賑 ひであった" 座に 聘ん だ藝 者が 又 何れも 三十 年來 知己の 老妓の み、 常 田 星のお コゥぢ やと か、 此の間 死ん 

だ 勤王 藝 者の 君 尾な ども、 當夜 座に 侍った 一人であった。 やがて 後藤 長官 も 遣って 来られる。 折 柄 山縣公 も亦大 

阪藤 田の 刖莊 に來て 居られる と い ふ 情報が あって、 其の 夜 京都に II られ ると い ふの を 強要し て 同席 を 願 ふと い ふ 


事に なって、 興味 は 更に 深くな つた。 

^內閣 が、 明治 三十 六 年の 臨時 議會 を、 無事に 通過す る ことができ たの は、 この 1; を 協の 結果であった。 

それと 同時に、 臺灣 事業の 第二 期 計 畫の實 現 も、 漸く 目鼻が ついた と 思 はれた。 蓋し 兒玉、 後藤の： l 人が、 かくま 

で 奔走 勸說 したの は、 前述せ る 如く、 一は 國 家の 大事 一日 も忽 せに すべから すとの 考 へからで あつたと 同時に、 又臺 

灣を想 ふの 一念より、 第二 期 計畫を 臨時 議會 において 通過せ しめんとの 熱望に 出で たので ある。 

^るに 意外に も、 事 は 九分九厘まで 運んで、 その 最後の 瞬間に、 思 ひも かけぬ 挫折 を 見る に 至った。 

一 n、 皮 i 起 ^ 

然 らば 挫折 は、 何處 より 來り しかと 言 ふに、 その 火元 は 政 友會內 部に あった。 卽ち 桂、 伊藤の 妥協に 快から ぬ 政 友 

會の 一味 は、 その 腹癒せと して、 臺灣 事業 費の 方に 當 つて 来たので ある。 そして その 反響が、 政 友 會總裁 伊藤博文の 

豹變 となって 現 はれた ので ある。 

その 消應 は、 當 時の 新聞 (： 臺灣 日ロ 新報、 明 一 11 六 • 五. 二 九 」 が 次の 如く 傅へ てゐ る。 

兒 玉總督 は、 昨夜 伊藤 侯を大 磯に 訪問して 懇談す る處 あり。 右 は今囘 主査 會に 於て 臺灣鐵 道、 築港 全部、 製鐵所 

创立、 電話 擴張、 警視 廳 新築、 敎科書 全部 を 削除す る ことに： „ ^した 事に よる ものにして、 元 來臺灣 費 は、 最初よ 

り 安 協の 相談 中に 含まれ、 桂 首相と 伊藤 侯との 約諾に は、 原 敬 氏の 如き も 加 はり 居りた る ことなれば、 伊藤 侯 も 

其の 通過の 爲 めに は盡カ するな らん。 政友會 にて は、 是 等の 削除 を 以て 安 協の 腹癒せと 爲 すに 過ぎ ざれば、 決議 

第一章 臺灣 民政長官  二 〇  一二 


第三 節 臺灣 事業 公僙  ,  二 〇 四 

案 若く は 其の 他の 方法に て むる こと を 得ば、 大部分 は 通過すべし。 併し 臺灣鐵 道 か 築港の 中に て、 多少の 節減 

を 蒙るな らんと 云 ふ。 

しかし 新聞の この 觀測 は當ら なかった。 何と なれば、 伊藤の 態度 は、 案外に も 強硬に して、 固く 反 對說を 執って 動 

かなかった からで ある。 その 經緯 を、 橫澤祕 書 は、 前掲の 談話に 續 いて、 次の 如く 語った。 

ところが 五月に 至つ て 臨時 議會を 開く 段取りと なり、 臺灣 事業 繼辏案 を 提出しょう としたが、 折角 大磯 i^ai 浪閣を 

出で、 帝國 ホテルに 陣取って 居た 伊藤 公 は 固く 執って 聞かぬ。 臨時 議會 に斯る 性質の もの を議 すべきに 非す、 是 

れ 憲法の 精神に 北 n  くと いふので ある。 し 事實に 於いて は 基 降 第 一 期 事業 費 は 使 ひ 切つ て 其の儘 一 年 を 放棄す る 

とき は 既設の 工事 も 減 茶々 々となる ので ある。 事實は 如何と もす る 事が 出来ぬ。 そこで 當初は 後藤 長 {n をして 奔 

走せ しめたが、 終に 自ら 伊藤 公に 會 見して、 去就 を；^ するとい ふ 場合と なり、 帝阈 ホテルに 訪問した 結 ei^ は、 伊 

藤 公も國 家憲 法の 爲め とあって； 观 として-甘かぬ。 遂に 談判 不調に 終った が、 此の 時 兒玉將 軍 は 伊藤 公に 向って 其 

の 志 を 述べ、 今後 政治 上の 問題に 於いて は 再び 閣下と 見ざる 可し と 激語して られ たとの 事であった。 

然 らば その 間、 後藤 政 長 {R は、 何 をして ゐ たので あるか。 

彼 は その 以前から、 兒玉總 督と手 を 分けて、 第二 期 計畫の 復活に、 奔定 努力して ゐた。 兒 玉と 後藤との 活動 舞臺 は、 

その 性格に よって 自ら 異る けれども、 それだけ 二人が 氣を椾 へて 活躍 すれば、 より 效果 的な 場合が あった。 そして 後 

藤 長 {n は、 伊藤 總 裁と 兒 玉總督 との 會 見の 結果が、 つ ひに かかる 破裂に 至り はしない かと 言 ふ豫感 を、 1^  くから 持つ 

てゐ た。 故に 兒玉、 伊藤の. &曰 見の 節 は、 自ら も 帝 國ホテ ル の 一 窒に 頑張つ て、 結果 如何にと iC: ち 構へ てゐ たので あつ 


たが、 果して 結果 は 談判 決裂であった。 如何にすべき や。 ここにお いて 伯 は 更に 勇 を 鼓して、 第二の 活動に 移らな け 

れ ばなら なくなった。 それ は橫 澤の鑌 いて 語る ところに よれば、 次の 通りであった。 

將5£;-の^^れ判は不調となったので、 當春 以来 政府と 政黨 との (女 協に 盡 力され た將^ の 立場 は、 甚だ 以て 氣の ゆな も 

のとな つた。 當時 此の間の 消息に 通す る 新聞紙な ど、 兒玉將 軍に 同情 を 表した 記事 もあった 位で あるが、 當日^ 

は 議會の 政府 委員 室に 居る と、 後藤 長官が 来られて、 

「橫 澤、 君 は 直ぐ 總督 邸に 行け c」 

とのこと で、 僕 は 命を顿 して 出發 せんとし たが、 後藤 長せ も、 

• 「自分 も 娃竹相 を 尋ねて 追 ひかけ て 行く から CI  . 

との 事であった。 僕は藥 王土. T 町の 邸に； E つて 見る と、 此の 時に 將軍 は、 走曰齋 に閉ぢ 込んで 居られて、 事 志と 逮っ 

た 口惜し さに、 抬 然として 涙 を 流して 居られた。 斯 くなる 上 は 是非に 及ばす、 總督の 職 を 一擲す るの 外な しと ：^^ 

心せられ たので ある。 

兒 玉が この 際、 辭職を 決意した の は、 事情 まことに 同情すべき ものが あった。 しかし 總督 が挂冠 すれば、 政 長， W 

も それに 殉 すべ き は、 火 を^る よりも 瞭 かであった。 

それで は 折角 ここまで 漕ぎつ けた 臺灣の 事業 計畫 はどうな るか。 ここ は 是が非でも、 第二 期計畫 だけ は、 實 現させ 

なければ ならぬ と は、 伯の 最初からの 堅い 決心であった。 その 決意に ついて、 當時 總督府 土木 W 經理 課長たり し 今 

周三郞 が、 次の 如く 囘 顧して ゐる。 
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明治 三十 六 年 議會の 時、 築港と 鐵 道の 費目 だけ は 復活させる と 云 ふ 約束で ありまし たが、 遂に 築港 費 は 否決に な 

ると いふので、 築港に 關 する 意見書 を 私が 書いて 出した のでした が、 伯 は、 

「議會 が 解散になる か、 政府が ブチ壊れ るか、 どちらで もよ い。 お前 等 は 心配す るな。 假令 案が 否；^ になっても、 

お前 等の 月給 は 出して やる から、 安心して 居れ。」 

と 笑 はれました。 それでも 其の 時の 意見書に 「今まで 國旗を 掲げて、 盛に 港內 の俊渫 をして 居た 船から、 豫算不 

成立と は 云 ひながら、 急に 國旗 をお ろして 繋船す ると 云 ふこと になったら、 築港の 出来る 出来ぬ の 問題より、 臺 

灣 統治 上の 威信 問題 だ」 と 云 ふこと を 書いたら 大變 にお 氣に 入りました。 

今の 齋 藤 ^ 相が あの 當時海 車 次 {n であり ましたが、 伯に 對 して 種々 同情して SK れ まして、 藤に なり H 向に なり 世 

話した ものです。 基 築港 事業 に 就いて も 餘程內 助 された やうでした。 

たと へ 案 は 否決に なっても 心配す るな、 とい ふところに、 伯 の^い 決意が 仄 見える。 

そこで 兒玉總 ：^:: が辭職 を：^ 心する や、 伯 は 直ちに 走って： ^^竹 相 を 訪ね、 竹 相より ii:^ 惯、 の 言！ 3； をと つた 上、 總： の^ 

§w に {^ま 力した のであった。 その 經緯 は、 橫 澤の續 けて 語る ところに よれば、 次の 通りで ある。 

^首相 を 訪問した 後藤 長せ が、 竹 相の 苦心 を 物語って、 兒玉將 革 を S 心撫 すべき 懇命 を 受けた こと を 齿げ、 基 降 

港 費 は 第一 一期 計畫 決定 ま で 豫備費 四十 萬圓を 支出す ベ く、 之れ を以 て 消極的に H 事 を 維持す ベ しと 決定せ る こ と、 

國家大事の場合愼重に事を鹿せられたしとの懇望を齿げた" 將，：^.も、 ！：^！首相の苦^^を諒として、 不快ながら も 忍 

ぶべ きを 忍ぶ の：^ 心 を させられて^ 任せられ たので ある。 


かくして i„> ！灣 事業 は、 曲り なりに も繼績 する ことができた。 さう して 明治 三十 七 年 四月に は、 臺灣 事業 公債 法は改 

正され、 第 一 の 起 憤總額 「三千 五 百 萬圓」 が 「四千 百 萬圓」 となり、 この 公債の 支辨 事業の なかに 「大 租權 整理. 一 の 

一項が 加 へられ、 更に 明治 四十 一年に は、 起債 總 額が 「七 千 三百 五十 萬圓」 に 改められ、 公債 支辨 事業に もまた 「水 

利 事業」 の 一 項が 追加され た。 

一 一 、 臺灣 銀行 の 設立 

凡そ 未開の 經濟社 會を發 達せし める に は、 二つの 要件が ある。 一は 交通 運輸の 機關 を充實 せし むる こと、 他 は 金融 

機關を 整備す る ことで ある。 

毫灣 事業 公憒 案の 內容 が、 そのい は ゆる 三 大事 業のう ち、 二つまで も、 鐵 道と 築港と であった の は、 第一の 理由に 

基く ものであった。 しかも 第二の 金融 機關の 整備 もまた、 臺灣 事業 公債 案の 實現を 成功せ しむる に は、 重大な 關 係が 

あった。 何故と なれば、 確乎たる 金融 機關の 存立な くして、 かかる K 額の 公債 を 募集す る こと は、 事實 において 不可 

能で あるから である。 現に 臺灣 事業 公債 法が 公布 せられた 時、 初年 度 割の 三百 二十 一 萬餘圓 は、 經濟 界の實 M に 鑑み 

て 公^ を兒 合せ、 衷„^灣銀行の借入金にょっ て辻被を合せたのでぁった。 また 次年度からの 公債 募集に ついても、 公募 

によらす して、 多く は臺灣 銀行の 引受に よった こと は、 次 項に 述べる 通りで ある。 

若し この 時、 臺灣の 金融 機關 が、 昔日の 亂 脈を續 けて ゐ たなら ば、 事業 公债 案い かに 優秀な. りと も、 雨く {5^=vw に實 

現し 得なかった であらう。 
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笫 一一 一節 臺灣 事業 公 If^  . 

故に 伯が il として S  土  g 任した 時から、 i の 一 つと して、 金融 讓の舊 とい ふこき、 1^. 

なかに、 深く 藏 されて ゐた。 金融 機關 こそ は、 資本 主 讀濟の 動脈で あり、 その 指疆 である。 g が蜃 i さ 

とく、 塵の 霧 は 金融 機 關に從 ふ。 しかも 新 領土 金融 謹 S 軸と なるべき もの は、 その 中央銀行 たる 蠢释で 

かるが 故に 伯 は、 臺灣に 赴任して より 半 歳の *^、 ヒ 三 4- 一  ゴ： Sz: ドー 乂：、  C5£  , ゝ 

^  ^^- 七月 三十  一 H 附を て Tt- の 書信 を 添 田 大蔵 次官に 發し、 4彎8< 

行の 急速なる 設立 を 督促す ると ころがあった。  ，  apl 

一、 本 i 幣ノ甚 If …ハ御 承知 ノ 通 i 、今 Hi  i セル モノ ハ、 舊來鳥 民 

ラ I」 プ初メ 豪 ァリ、 銀 i ァリ、 i 圓 銀ァリ 、無 層 ァリ、 ff ハ、 磨 siir  一  S: 


""nu 一  及 uriif ルモ 41!  if  、 眷リ、 其 il ァラ 

皮ノ$ ナ ルヲ雾 トシ、 其 問 各自 仟意ノ 相場ヲ立ー ァ、 民， si ルノ、 、、十 ラズ、 常ニ 

S  ノ  urrr ー乂  i がま ノ 相場-一 比シ § テ 香港ニ 賣 出シ タル 極印 付圓銀 i 入シ 來リ、 i?s. 


:"::r:r ハ、 本 iiif 統計！  二？、  gi^^^h^^ 

！モ靈 有 之 候。？ テ本？ It ト ノ貿？ 少ク. is? 下 ラザク ま： リ &"" 

金融 機 顧 トシ テ依賴 スべキ モノ ナク、 其 大部分 ハ 7. ま晚ヵ r,,.  ？ 1 I-., ナノ モ今 t  二が テ， 

人 シ藝ヲ I ン、？ f.  二、  大， 5£f テ f ヲ S …狀況 ナルヲ 以テ、 き 一 立チ惡 貨ヲ輸 


S 以外 一- 不常 ノ利 ヲ占ム ルハ、 SS  ノ層セ ザル本 鳥人 ヲ對手 卜 シーア、 ¥ テ 行 ヒ易キ 


一 S 


候。 


シ 候- 之ヲ 傍觀 ス ルハ、 本 fepis 警 ノ 「め -ー t レ. iic  ノ  S  .. フ g  、ド A li- 

ス—  -4=  i  ノん- 一々 -ノ. ^ノ  £ フ 能 ノサル タル ハ. &ス： s モナ キ 

一 ほ 上 ほ 一方 參？？ 對スル 本島 $i ト、 一 ま 於テ將 f  "i ス可 

1本土ニ對ス|ト譬、 本鳥ハ爭變據リ、 きハ|以5銀ヲ|シ_:;ー誉、 ^ニ，^^ 


令 モ御效 ：ト ヲ仰ギ irc 候 祈 柄、 此 制度 ノ圓滑 ナル？ ヲ ui ル ハ、 一 一- 有 カナ ル八. -as 梭關， 饑ニ 依 餌 セザル ベ 力 ラ ザん コ トト；^^£- 

：：；； ッ貴^?:、下：；«„5 -ー 於テ ハ、 將來 兌換券 ハ囘 送セ ザルノ 方針 ヲ採ラ ルル コト- ー內定 セル ャ- ー傳承 セ"" 内地ョリノ囘送其ノ！^^ 

グ絕チ 、對 へ 流出 ス ル コ ト 前述 ノ如ク ナル- 一 於 テハ、 島内 復タ 兌換券 ヲ Qi ル コ ト能ハ ザルノ n 來ル べキ ハ 遠 力 ラザル コトト 

存候。 紙幣 及； 5^ 换券ノ 便利 一一 惯レ タル 在臺ノ 本邦 人ガ、 日常 受挖ノ 上 --於テ！^^フ ベ キ 不便 ノ 聲ト、 八 ク 通信 運搬 ノ便 ヲ缺ケ ル 

/ ミナ ラズ、 土 賊ノ出 沒未ダ 其 跡ヲ. 港 タザ ル本鳥 内部 ノ囘 送-一就 テ起 ルべキ 困難 ト危 險ト ハ、 今：；！ ョ" 想像 ス ル --雜 カラ ズ候， 

M 銀ヲ 流通 シ 4^ 換券ヲ 注入 セ ゲル 政策 ヲ取 ルト 同時 一一、 一 覽拂ノ 手形 ヲ發 行シ テ其 不便 ヲ救フ / 械メテ 必要 ナル ハ、 多首ヲ 要 

セザル コトト 作 候。 

三、 卑職著 任 以來鼓 二 1 "に 半 歳、 本邦 ノ 商工業者 ガ 島内 ノ 事業-一 對スル 關係ノ 消 5^ ハ、 特-ー 注意 ヌ怠ラ ザ リシ 听-- シテ、 

ラ其 趨勢 ヲ觀ル 一一、 腦業、 茶業乂 ハ鑛業 等-一 從 事シ、 將來 一一 嘱望 セン 者-一 シテ、 近 來往々 蹉跌 ノ 不幸 ヲ 見、 或ハ其 规模ヲ 縮小 

スル者 ァリ。 或ハ 仝ク絕 望シテ 本島 ヲ去ル 者 ァリ。 近 來甚ダ 萎靡 不振 ノ狀 況ヲ 呈シ、 今-丁 シテ之 一一 處スル ノ道ヲ 講ゼザ レバ、 

漸ク 萌芽 ヲ出シ タル 本邦 人ノ 企業 ハ、 仝ク 枯死 ス ル - 一至 ルノ 恐ナキ 二 ァラ ス。 其 原 a ハ、 SiJ 業者 ガ深ク 本島 ノ 事情 ヲ究 メズ、 

輕擧 二流 レ タルが 如キ、 又 ハ自ラ 其 カヲ計 ラズ、 過大 ノ計 畫ヲ爲 シテ中 f ね 一一 挫折 シ タルが 如キ、 乂 ハ內地 一一 於ケ ル 金融 逼迫 ノ 

影 1! "ヲ受 ケテ、 事業 ノ龃齬 ヲ來シ タル ガ如キ 、種々 ァリト 雖モ、 今日 本島 二 於 テ依ル ベ キノ 金融 機關 ナキコ トモ、 亦 其 重ナル 

原 W  ノ ーナ ルコト ハ 疑ヲ容 レズ 候。 今 ャ現總 督著任 以來、 一方 ニ於テ ハ行 政 機關ノ 組織 一一 刷新 ヲ 加へ、 一方-一 於テ ハ 軍隊 ノ配 

置 ヲ改メ 、官紀 ヲ振 肅シ、 鹿賊ノ 跳梁 ヲ 抑へ、 玆-ー 漸ク新 領土  11 營ノ 緒-一就 カン トス ル 一一 方リ、 商工業者 ノ 後援 トナリ テ、 其 

事業 ヲ 伸張 セシ ム ルー 一足 ルべ キ、 金融 機關ノ 設備 未 ダ成ラ ザ ル ハ、 深ク 遺憾 ト ス ル听- 一 シ テ、 此點 ヨリ 兑 ルモ、 臺湾 銀行 ノ設 

立ハ 一日 モ速ナ ラン コトヲ 切望 シテ止 マザル 次第 一一 有 之 候。 

四、 本島， 一 モ 改正 條約 施行-一 決定 ノ 結果、 新法 典モ K 施 ト相成 候 折 柄 巧-一法 令 ノ靡束 ヲ受ケ 、其 规定ヲ 由 スル假 面 ノド- 一、 W 

而非ナ ルー ニノ 銀行 開設 ヲ企ッ ル者モ 有之樣 子-一 候。 

右 等 ノ如キ モノ ハ、 行政 上出來 得べ キ丈ケ ノ 取締 ヲ 施シ、 危險ヲ 豫防ス ル 積-一 ハ有之 候 得 共、 仝ク 金融 機關ノ 設備 ヲ缺 キ、 〔中 
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ん ァレト 1 來讓 ノー 方-一 傾 キ逝ン デ事 ヲ爲 サズー 商工業者く、、 ナ ラズ、 一已 人-一至 ルマデ 其 不便 ヲ 説へ #t 

rur き、 10 具 備シ テ 零 f  I 來 i テハ、 零 一 却 1 ヲ 得ザル i モ響ァ ラズ。 

"且^:;、！ i 參ル S 々他ノ 企 II シク… 如キ f  i 二、 將 j ナ 用 5:; 

發達少 カラ ザ §ヲ與 フル S ウー テ、 1心§1 第-一 裏 。此點1 ルモ、 藝 f  i ハー" モ 

4* カナ ラン コトヲ 切 sf- シテ， マ ザ ル儀ニ 御」 m 候。 

:1  tile モ -S-I ち ヌレ、 ^^IHM-sm4.^-  K 目. ト其 m 倾 中-一有 之 候。 然ル 二 内地 ト 

ん、 卸 t^s  ノ通リ 、本岛 地方 枇规 則モ旣 ニ發^ セ ラレ - 1 -"^ 

異 ：；、：？5m 扱ヲほ スべキ 銀行 ¥キヲ 以テ、 本 S? 於テ、 ，雜 I 意 トシ 5 扱フ ぶず.. カレ P コ 

トヲ囊 致 I。 未 ダ其御 f 接 セズ候 得 共、 $§iti$l0t^.H^ 

許 W 相 成 候樣、 御盡カ ヲ I 囊銀 S 立 ノ 上 ハ 、如斯 異例 i 扱 ヲヒハ ザ ルモ養 ナキ- 一 至 ルべ キリ トニ テ 其 . 

- お：""" に：" 卜 ハ、， ，得べ： トハ 申ス意 i ま。！ 窗 5 臺 

-, 灣 ！期スル ？、 I 春 意！ ハ兹ニ 籠ノ耍 ナント，、 §テ御|  二 観： 

臺^ u!fi 理由、 太 i  ノ通： 有 之、 1.1 一  i  ノ  i9;!:r: 解" 

, 一 千秋 ノ尋ー 御 i 何卒 右ノ事 霍ト御 S  ノ上、 ま ー響 ノ 召集 ヲ待 タズ、 一 "is  ノ？ ま候樣 I 』 

力 奉 候。 ^很。 

,x ま 附、 伯 は內務 次官に 宛てて 次の 書簡 を發 送した。  . 

S. ま 之疾舞 I 御禁囊 候。 然ハ震 銀行 ノ儀ハ 、御 承知 モ有之 候通、 一昨年 第 十議會 ノ協黉 ヲ經テ 

，ノ  I ヲ見、 大蔵省 ハ其後 速-一 開設 ノ-; -ニ テ、 寶ノ 任命 モ相 運ヒ、 數囘ノ 會議ヲ 重 ネ候析 柄、 內地 g お 

會ノ景 况ハ、 |募集 ノ 到底 困難 ナル 事情 ヲ 表明 致 霍メ、 寶ト當 時 ノ大藏 大臣 松 方 伯 上 i ノ末、 政府 一一 於 


テ 幾分 ノ株ヲ 引受 クルト、 國席金 若干 ノ 無利息 貸 下 ヲ爲 スト ノ 保護 條件 ヲ 以テ、 將 一一 開設 ノ 運 一一 至 ラント シ テ 內 

閣ノ 1S{ 迭ト相 成、 前大藏 大臣 井上 伯乇亦 設立 ノ 急務 ナル ヲ認メ ラレ タルモ、 保護 條件ノ 不可 ナル モノ ァリ トシ、 I 

更ニ國 ii^ 金 三百 萬圓、 五 個 年間 無利子 貸下ノ 保護 ヲ與 へ、 成立 セシム ルコトー 一 決定、 臨時 議會 一一 豫竹サ 提出、 二， - 

通過 ノ運ニ 至 ラント- ンテ、 又々 解散 ノ 不幸  一一 13 遇シ、 終 二 今日 一一 至リ 居候 儀 二 有 之 候。 抑 (一) 從來 本島 一 1 於 テ金ー 

融機關 トシ テ見 ルべキ モノ ハ全ク 無 之 コト。 ニー) 大阪 中立 銀行 ハ 軍政 以來 支店 ヲ設ケ 居 ル乇、 其 働至テ 鈍ク、 n:5 

ッ世ノ 信用 ヲ博 スル 一一 足 ラズ、 金融 機關 トシ テ甚ダ 不充分 ナル コ ト 0  (三) 而シテ 本島 ノ開 發經營 上、 金融 機關ノ 

設備 ハ極 メテ 必要 ナルノ ミナ ラズ、 本島 ト對岸 各 港、 殊ニ暖 門、 否 港 ト從來 通商 取引 上 ノ關係 ヨリ 見 ルモ、 ^又 

東洋 及 南洋 貿= ^市場 一一 於 テ 將來 一一 い：： メント 企畫 セ ル 本島 ノ 地位 ヨリ 推算 スル モ、 本島 一一 有力 ナル 金融 機關ノ 開 や：！ 

極メテ 急務 タル コ トハ、 嘗テ親 シク. 4 島 ヲ踏杏 セラ レ タル 贵官 ノ旣ニ 熟知 セラ ル ル所ニ シテ、 .cfr- 更 褸述ノ 必耍ナ 

シ ト信ジ 候。 金融 機關ノ 設備 ダ 一一 モ之ナ クシ テ、 本島 ノ柘 殖啓發 ヲ望ム ハ、 宛モ 資本 ヲ投ゼ ズシテ 事業 ノ 仲張セ 

ザ ルヲ资 ムルト 一般、 斯 クテハ 本邦 ノ 起業 家 ヲシ テ、 在 來ノ土 商 及 外商 ト兢 一が シテ、 著々 本島 內部ノ 事業  一一 v^:: え 一 

ヲ 伸バ サシム ルハ、 到底 望 ム ベ カラ ザ ル儀ニ 御座 候。 尙ホ 委曲 ノ 事由 ハ、 主管 ノ 件 二 モ 有 之、 大藏次 迄 中立 がは 

候 間、 i ぉト御 協議 ノ上、 一日 モ速 一一 開設 ノ運 一一 相 成 候 様 御嶽 力 奉 S 度、 命 一一 依リ此 段得贵 意 候。 敬 4、。  一 

追而 御參考 迄、 刖紙 大藏次 {B へ 提出 ノ 書面 { お 相添置 候 間、 御 一 覽被下 度 候 也。 

臺灣 銀行の 設立の 急 を 要する 理由 は、 ほぼ 伯の この 二 書簡に 盡 されて ゐ ると 言って よい。 蓋し 臺灣 銀行 設立 以前の 一 

金融 權は、 殆ど 外國 銀行の 手に 握られて ゐ るの 觀 があった。 當時 臺灣の 金融 機關 として は、 外國 銀行の 代理店、 洋行、 一 
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酒 兌 館、 及び 媽振 館で あつたが、 例へば 重要 輸出品の 隨ー たる 製茶の 貿易 を 見ても、 資金 は外國 銀行が これ を 洋行に 

供給し、 洋行 は 更に これ を媽振 館に、 媽板館 はまた これ を 茶 館に 融通 するとい ふ 有様であって、 外國 銀行の 金融 權は、 

延 いて 臺灣產 業の 指導 權 にまで 及ぶ の 傾向が あった。 

よって 明治 二十 八 年、 臺 灣の始 政に 際し、 時の 大藏 大臣 松 方 正義 は、 「臺灣 を 得た る 以上 は、 之 を 開拓す るに は、 

利用 厚生の 主義に 則り、 先づ 金融 機 關を設 1W- すべく、 而 して 其の 金融 機關 は、 紙幣 發行權 を 有する 特殊 銀行たら しめ、 

以て 他 n 非常の 時變 に際會 する も、 克く新 領土の 財政 を 封 £. 助し、 經濟 界の發 達を圖 らしむ るの 覺悟を 要す」 とい ふ 意 

見を發 表し、 第二次 臺灣總 # となった 桂太郞 も、 また 同様の 意見 を 建議した ことがあった。 

玆 において 政府 は、 第 十 囘帝國 議會の 協 黉を經 て、 明治 三十 年 三月、 臺灣 銀行 法 を 公布し、 同年 十一月に は、 野 村 

政 明 以下 十四 名の 臺灣 銀行 创立 委員 を 任命した。 以來 この 创立 委員 會は、 屡ぶ 會 合して、 種々 の 討議、 議決 を 行 ふと 

に、 その 議決した 事項 は、 或は これ を 政府に 上 巾し、 或は 直ちに 實 行した。 

然るに その 當時 は、 日 i,;^ 戰 後の 最も 困難なる 時期であった ため、 政 變は頻 々として 起り、 內閣の 更迭 蹯を 接する 如 

く、 經濟界 は動搖 して 金融 返 迫せ るの みならす、 新： 说土臺 灣に對 する I 論 は 甚だ 冷淡 を 極めて ゐ たため、 臺灣 銀行の 

创立 は遞々 として 進行し なかった。 

伯が 臺灣ぉ 政 長 {R として、 上掲の 二 書簡 を、. 大藏 次官 及び 內務 次官に 呈 したの は、 そのためであった。 

一方 大藏次 {U 添 田壽ー も、 決して 臺灣 銀行の 創立 を、 等閑に 附 して ゐ たわけではなかった。 むしろ 彼 は、 臺灣 銀行 

^立 委員長と して、 その 创 立の 遍々 として 進行せ ざる ことに ついては、 後藤； 政 長せ に 劣らぬ ほど、 焦躁 を 感じて ゐ 


たのであった リ 

だが 彼等の 努力 は、 渐く酬 ひられる 日が 来た。 その 第一 は、 さし も 逼迫して ゐた 金融界が、 漸次 緩和の 兆 を 現 はし 

たこと であった。 他方 土匪 招 降 策の 成功に よって、 臺灣の 治安 は 恢復せられ、 新 領土の 産業 開發 にっき、 朝野の 眼 は 

やう やく 覺醒 せられた。 かくして、 明治 三十 二 年 一月 二十 六 R、 後藤 民政 長 は、 松 尾 臣卷、 森 田 茂吉、 稱 小陳 政、 

水 野？？ 3、 益 田 孝の 五名と 共に、 臺灣 銀行 創立 委員に 任命せられ、 創立 準備 は 全く 成った。 

かくして 臺灣 銀行 定款の 認可 を 申請した のが、 明治 三十 二 年 三月 三十日、 卽日 その 認可 を 受けた。 實 に臺灣 事業 公 

偵 法の 公布され てより、 一週間の 後であった。 同年 四月 十五 日、 创立 委員 は 株式 を 公募した ところ、 所要の 株 數四离 

株に 對し、 應 募株數 十五 萬 八 千 五 百 七十 株、 實に四 倍に 垂ん とする の多數 であった。 かくして 六月 十二 日、 株主 名簿 

を 添へ て、 設立 免許 を 巾 請し、 卽日 これが 免許 を 受け、 尋 いで 六月 十五 日に は、 大藏 次官 添田壽 一が、 最初の 頭取に 

任命せられ た。 

臺灣 銀行 创 立の 經緯 は、 概略 上述の 通りで ある。 それが 如何に 臺灣 事業 公債 案の 實現 を桉 助した か、 また 新 土經 

^の發 達に 貢獻 すると ころ あつたか は、 次第に 明かと なる であらう。 

ニー、  ，！1 給 自足の 理想 赏 現す 

明治 三十 二 年、 臺灣 事業 公债 法の 公布 せらる る や、 政府 は 同年 直ちに 公債 を 募集す る計畫 であった。 しかるに 當時 

經濟界 の 事情 は、 到底 公債の 發行を 許さなかった。 そこで 同年 度 割 三百 二十 一 萬餘圓 は、 第 五條の 規定に より、 臺灣 
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銀行から 短期 借入金 をな し、 必要の 事業 費 を 繰 替支辨 する ことと なった。 以来 臺灣 銀行から は、 毎年 少なから ざる 借 

入金 を爲 したが、 當 初から 明治 三十 八 年度までの 借入金 は、 公債 募集 金に よって 惯 還す るの 方法 を 採り、 公債 發行を 

巾 止した 四十 年 以後 は、 公債 募集 金に 依らす して 1^ 還す る 方法 を 採った。 

かくして 初めて 臺灣 事業 公債が 發 行され たの は、 明治 三十 三年 度であった。 爾來 三十 九 年に 至る までの 間、 公債 を 

發行 する こと 十五：^、 額面 三千 四百 五十 萬 餘圓に 達した" しかし その 方法 は、 何れも 灣 銀行 若く は 國^^ 佘 部の 引 

受て よる： at^ 發行 により、 直接 公募した ことはなかった。 その 槪要を 表示 すれば、 次の 通りで ある。 


？ 行年 u 

明， 治  一二 卜 一一 一 年 人 H  H  h  n 

明治 一一 一十 四： 牛： ん； .--run 

1^  ヒ！ ：！：--- レ - - n 

明治  一二 卜 入： 牛 三 = 卜 九：；： 

明治 一一 一 卜 七 年 卜 二  = ^二十 

明治 三 卜 べギ 二  =j  二 卜 n 


發行額 

九 〇〇、〇〇〇 

几 0〇、0〇〇 

H 一 一 、四 〇〇 

1 、じ：： 二、 六 〇〇 

四、 二べ、 〇〇0 

一 、二べ ra 、一  五 〇 

五、 四 六 一 、七； 五 〇 

四、 〇〇〇、〇〇〇 

三、 〇〇〇、〇〇〇 

f 三、 五六 三、 三 五 〇 

一 五一 七、 ニニ 五 

コー、 二 九 ST  、じ 〇〇 


證券の 種類 一 

臺灣 事業 公 倩 SSg 書へ 

N  一 

一 


M  一 

I  i 

帝！； 五分 利 公債 證書 j 


臺灣 事業 公債 證書 

帝^ん へ 刀 利 ヘム 倩 設書， 


H  六 n; 三 =;  二、 〇〇〇、0〇〇  同 

M  十一 十八：：！  一、 〇 三 九、 八 〇0  同 

明治 一一 一十 九 年ナニ  =； 卜 三 =  一一 一八 五、 六 五 0  同  . 

合  計  三 四、 五 0 八、 五一 一一 五 

臺灣 事業 公债法 第三 條に よれば、 据 S 年限 十 筒 年 以內、 發 行の 年より 四十 五箇 年以內 這と いふ 規定であった。 明 

治 三十 六 年 六月、 この 規定 は 改正せられ、 時 により 据 S 年限 五箇 年、 その 翌年より 五十 箇 年間 £51; ばと なすこと を 得 

となした。 この 改正 は、 この 公債 募集の 目的が、 最初 は專 ら臺灣 及び 南 支那の 資金 を吸收 する にあった に拘 はらす、 

實 際の 狀況 は、 却って 內地 流通 上に 重き を 59  くの 必要が あり、 寧ろ 帝國 五分 利公憒 とする 方が、 便-冗と 認めた からで 

あった。 

玆に 於いて 「^ 灣 事業 公憤」 名稱の 證券 は、 大部分 帝國 五分 利 公債 名稱の 證券と 變換 され、 四十 三年の 五分 利附阔 

債^ 換 整理の 際に は、 現存 高 僅々 九^ 餘；； 1 に 過ぎす して、 同年 七月 これ を 償還した。 

帝國 五分 利 公債 は、 最初から その 名稱で 起債した もの 千 三百 二十 八 萬 餘^、 毫灣 事業 公債 名稱の 證券 を變換 した も 

の 二 千 百 十三 萬 餘圆、 合計 三千 四百 四十 一 萬餘圆 であった。 これに 對し、 政府 は 明治 三十 九 年から 四十 二 年までの 間 

に、 前後 四囘に 1 つて 百 六十 八 离餘圓 の 買 入 銷却 を爲 し、 また 四十 三年に おいて は、 三十 八 年 以前に 發 行した 證 翁の 

現存 高 一 一千 五十八 萬 餘；； i の 全部 を 惯？； ぽ した。 なほ 同年 四 分利 公債の 募集に 當っ て は、 本 公 情に よる 代用 拂込を 許した 

ので、 この 方法で 買 人 銷却 を なすこと 千 百 七十 五 萬圆。 かくして 結局 殘餘の 三十 八 萬 II は、 大正 三年 買 入 銷却 を爲 し- 

鼓に 全額の s^s を 終つ て 整理 は 完了した が、 この 公请 は： 兀來、 臺灣の 歳入に よって 元利 支 拂を爲 す ものであるから、 
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總督府 は 明治 三十 八 年 以後、 年々 著々 と阈 靡に 對 して 元利の 惯 還を爲 し、 大正 五 年までに、 すでに 一千 八 萬餘^ を 償 

還した。 

臺灣 事業 公債の 募集 及び 惯 還の 狀況 かくの 如し。 而 して、 臺 灣の經 濟を發 達せし め、 その 財政 を獨 立せ しめたの は、 

その 极幹實 に 事業 公 倩に あつたの である。 

顧みれば、 伯が 臺灣に 赴任 當 時の 財政 計畫 によれば、 母國 より 受 くべき 補助金 は、 明治 一二 十七 年に おいて 一 百 四十 

九 萬圓、 明治 四十 年に おいても、 なほ 一 百 二十 餘萬圆 に 上る 豫箅 であった。 然るに も拘 はらす、 臺灣 政府 は、 議會が 

協賛した この 百 四十 九离 回の 補助金の うち、 その 一半 を辭 して 僅かに 七十 餘萬 g; を 一 (乂 け、 しかも 翌明台 三十 八 年から 

は、 全く 獨 立の 財政 計畫を 建て、 ー錢ー 厘の 補助金 をも受 くる ことなく、 純然たる 自給 植ぉ 也と なった。 

この 事 實を觀 て、 「臺灣 統治 志」 の 著者 竹 越 與三郞 は、 譜嘆、 して 言った。 

夫れ 佛蘭 S が 印度支那 確 民 地 を終膂 して 以來、 其 古き も 5 は  一 ：e たや 來の關 係 を 有し 、新しき もの も 二  I 年 2統„^ を |-、 其 而橫は 

三十 六 萬 三千 平方 マイルの 大を 有し、 其 人 U は 一 千 七： n,: ハ 十二 萬 人の 多き に 達す。 而 して 其^ 入 は ffi に 三千 二； e:;: 十九 萬： A;T 

ビヤ フ、 トル (千 九 .c: 一年：) に L て、 佛國 は猶ほ 三千 萬 フラン 5 母 國細助 金を與 ふる を 免 かれず。 また 其 最も 成功した りと 稱 せら 

るる アル ゼリ— の 如き も、 其 地積 十へ 萬 四千 raff 七十 平方 マイル、 人口 四； n 七十 三 萬 九 千 五； n;,- 十 人人に して、 ^、ュ is- こ 人 

で 人.，：：： 七十 九 萬 九 千 三 W 七十 二 フラン あるに 過ぎず。 佛 1： 政府 は 之に 對 して ¥ 々七 千 四- P 六十 九 萬 七 千 四- f^n 五リ 五フラ ン を！^ 

助す る を 免れず。 勿論、 軍事 稅、 尊 賣收 入、 其 他の 雜收 入に して、 佛阈 政府の 收入 となる もの 五 千 五； C 九十 一 萬 八 r 七：，：： 卜 一 フ 

ラン..， める を 以て、 之 を 控除す る も本國 政府 は猶 ほ千丌 七十 七 萬 八 千 七. リ il フラン を^ 助す る を asv, へし (千 九丌 年の 豫 葬に 

よる/ 我 臺灣を 以て 沸^：: 附殖 W 地に 比較す るに、 I- 營以來 催に， K 牛、 wisg は 一 萬 五 千 方 マイルに して、 人：： は 三 YI 三 萬.： J 


で 五な 人に 過ぎず。 而 して 二 千 萬 圓の收 入 を 有し、 自家？ 财囊 によ リて自 か-り 衣食.， -、 また 本 S を 填 さ ざらん こと を 期 十" 

に. S りて 之 を 観れば、 我殖ほ 政策 は、 沸^ 的 時代 を 超越して、 巳に 英^的 時代に ft 人した リとー 百 ふべ し" (一一 ニー 丁 三 五 H) 

更に 竹 越 は： n  く， - 

夫れ 佛國が 印度支那 を經營 する や、 二十 11 年に して 千べ 百 八十 七 年よ リ九 十五 年 迄、 八 年間に 國 庫より 補助した る 所、 七 億 五 千 

. 萬フ ラ ン ( 三 億 萬圆) にして- ほ此 外にべ 千萬フ ラ ンハ 公债を 募集し、 近年に 至りて 漸 やく^ 車の 浦 助 を 受けず して 自給す る を 

得る や、 佛^ 相慶 して 新 殖民 政策の 嘵星曙 色な りと なし、 タイ ムス 5 如き も、 また 佛國 の： 大才が igK 政策の 上に 向 ふ  兆な りと 

一 ふに 至る。 今や 我 臺灣は 領有 以來 僅かに 九 年 牛、 國 摩み 費す 所、 一一 一千 萬 画に して 自給 殖民 地と なる。 之 を 以て 佛^ の 印度支^ 

igK 地に 比すれば、 果して 如 何 ぞゃ。 (二 一  九 頁； 

實 にや 日本が 臺灣を 領有した る當 時、 世界が 齊 しく 疑問と したる ところ は、 亞細亞 民族た る 日本人に、 采 して 異人 

種 を 統治す るの 才能 あり や 否やであった。 ル。 ァ • ボ —リュ —の 如き 碩學 すら、 世界の 民族 を 四 級に 分ち、 第一 級 は 

欧洲 人に して、 彼等 は自 から 治む るの みならす、 他人 を 統治す るの 能力 ありと なし、 第二 級た る 日本、 及び 支那の 民 

族 は、 その- M 史と 現在の 國性 により、 自 から 自國を 治む るに 止まって、 他人 を 治む るの 力 はない と斷 じた。 卽ち 植民 

は ひとり 歐洲 人の 特權 であると いふの が、 彼等の 抱け る 信念であった。 

然るに この 彼等の 自惚 は、 わが 臺灣 統治の 實績 によって、 痛快に も崩壤 せしめられた。 ■ 我等 は 他 を 治めた るの みな 

らす、 白人種よりも 良く これ を 治めた ので ある。 

其處 にこ そ 伯の 偉大 さが あるの だ。 伯 は 未開 發の 植民地に、 文明 的經 社會を 建設した るの みならす、 それによ つ 

て、 亚細亞 民族の ために、 萬 丈の 氣焰を 吐いた ものと いふべき である。 

第一章 臺灣 民政長官  ニー 七 


第三， ® 臺灣 事業 公債  ニー  八 

一 三、 臺灣 彩"？： 小 の顚术 

ガ5^灣事業公偵は、 新 S 土 肘政獨 立の 正道であった。 その 成功の 次第 は、 上述の 通りで ある。 しか 丄伯 は、 川.々 たる 

正道 を 淵^す るの みで、 滿足 する 人物ではなかった。 時に 奇道 を馳 せて、 快 心の 微笑 を頓に 浮む る こと を 好んだ。 

臺灣彩 が これで ある。 

S に 漢民族 ほど、 金 錢愁の 旺盛なる はない と 一一 一一 n はれる。 燦然た る 白銀 色 そのものが、 何者に も へ 難き 慾 望の 對象 

なの だ" 彼等 は それ を^ 中に 藏し、 "ifl 深く 塊め、 獨り 自ら 樂 しむ。 殊に 戰亂 陋賊の 不安に 襲 はれ、 銀行の 信すべき 

を 未だ 知らざる 彼等 は、 i;^ がば 蓄へ、 蓄 へれば 卽 ち死藏 する のが 常であった。 

この 死藏 If 沒 せられた るな W を、 資本 市場に 驅り 出して、 活用せ しむる の 方法 はない か。 

他方 また 漢民族 ほど、 射倖心の 旺ん なる 人種 はない と 言 はれる。 キヤ リ フォルニ  了に 出-おぎせ るい 乂那 人が、 孜々 と 

• して 十 年間、 稼ぎ 蓄 めた 萬 金 を、 平然として 一夜の 賭博に 散 じ、 丸裸になれば また 十 年間、 忘れた やうに 勞 苦に 役し 

て悔 ゆる 風がない など は、 他の 種族の 到底 眞 似る ことので きない 心境で ある。 故に 臺灣 にも、 マ 一一 ラ 及び 南 淸の 地方 

から、 成 ん に-!: E 兼が 入って ゐた。 そして それが ために 流出す る 資金 も、 莫大な 額に のぼった。 

何 かしら この 睹博癖 を 合理化し、 この 資金 流失の 勢 ひ を 防ぐ 方策 はない か。 

有る！ それ は總^ 府 自ら 彩 HI を發 行す る こと だ。 {：11 營彩 ならば、 その 信用 は 絶大で あるから、 忽ち 從來の 天 財 

票を壓 倒して、 逆に フ f リツ ピン 及び 南淸の 資金 を吸收 しうる のみなら す、 兼ねてせ 營彩 W- かにより、 彼等の 賭博 を監 


:C: する ことができる。 そして その 利益 を 以て、 新 i 说 土の 社會 政策 的 事 に投 すれば、 ー舉： 吶 得と いふべき であらう。 

それが 伯の 思 ひっきであった。 さう して、 明治 三十 三年 八月、 西 班 _=^、 和 蘭、 及び 英國 の植， 地 統治の 實綾、 並び 

に 熱帶產 業の 調査 研究の ため、 宫尾舜 治 を 南洋諸島、 海峽 植民地 及び 英領 印度に 派遣す るに 富り、 兼ねて マー 一 ラ にお 

ける ぉ簸を 研究し 来るべき ほ を 命じた。 その 結 明治 三十 四 年に は、 はやく も 次の 律令 案と なり、 二月 五日 附を以 

て、 ； g 裁 を 仰ぐ ため、 內務 省に 提出され た。 

臺灣 规则 

笫 ； 條 臺湾贫 ハ 臺灣總 督府若 ハ 臺 灣總督 ノ 指定 シ タル 縣 一一 於 テ 之 ヲ 行 フ 

笫ニ條 前條 二 规定セ ル外 富ヲ行 ヒ若ハ 外國ノ 富札 ヲ 輸入 ス ルヲ禁 ス 又前條 -ー 规定セ ル 富札 -ーァ ラサ レハ、 之 ヲ讓渡 シ讓受 ケ 

若ハ 所持 スル コト ヲ得ス 

笫 三 條 富 ノ  行 ハ 脇引ノ 方法-一依 リテ 札 一一 赏金 ヲ配 當スル モノ トス 

第四條 黄金 卜 シ テ 配當ス へキ 金額 ハ 富札 發行額 / 四 分 ノ三 トス 

笫 五條 富札 ノ似 格ハ發 行數、 當 國數、 赏 金額、 蹈引ノ 日 及， 蹈引ノ 場所 ハ毎 囘之ヲ 定メ 吿示ス へ シ 

ヲ 取消 シ若 ハ脇引 ノ：： ！ヲ變 更シタ ル トキ 亦同シ 

第し へ條 臺 灣總督 、ノ 必要 卜認ム ル トキ ハ 豫メ步 合 ヲ定メ 富 礼寳下 代價ノ 割引 ヲ «s ス コ トヲ得 

笫七條 圈引ハ 臺灣富 委員 會ノ 委員 立 會ノ. 上之ヲ 公行 ス 

臺灣富 委員^  ノ机織 及 權限ハ 府んリ ヲ以テ 之 ヲ定ム 

笫， へ條 阔引 ヲ終リ タル トキ ハ臺灣 富 局ハ其 結果-一依 リ W  - ふ 5 阔表ヲ 作 リ之ヲ 吿示ス へ シ 

笫九條 赏金ハ 常蹦表 一一 依リ テ支拂 フへキ モノ トス 

笫  一 臺 灣 5- 政 1^ せ  •  二 凡 


第一 一一 節 臺灣 事業 公僙  エー 一 0 

第 个 條 赏全ハ 常醐ノ 富札 ト 引換-一之 プ 支拂フ  . 

赏金 ノ 支拂 -I 關シテ ハ 富札 ノ 所持者 ヲ以ー K 所有者 ト ス 

第 十 一條 赏金ノ 支拂ハ ^引/: rr ヨリ 二 週：：； I ヲ經テ 開始 7、  . 

饥支拂 地 ノ狀況 一一 依リ 必要 ト認ム ル トキ ハ 此 湖問ヲ 延期 ス ル n トヲ得 

第 十二 條 賞金/  求ハ 當蠲ノ 富札 ヲ 呈示 シ テ之 ヲ爲ス へ シ赏 金ハ 跑引ノ  = ョり 起算 シ滿ー 筒； 牛 ヲ.！ 過シ タル トキ ハ 求ス ル 

n 卜 ヲ # ス 

第 十 三 條 賞金 請求 權 ノ 差押ハ 赏鑭ノ 富札 ヲ ト；： 有 シ テ 之 ヲ爲 フ、 

第 十四 條 左 / 場合 -ー 於 テ ハ 其 富 礼 ハ 無效 卜 フ、 

I  、 富札 ノ 組織 及樣式 一一 付 定メ タ ル 條件ヲ 具備 セ サル トキ 

一 一 、 常該 官吏 保 箭中乂 ハ 常 該お史 ョ リ 遞送中 -ー 紛失 シ 若ハ 盗難， ー摧 リタん 卜キ 

第れ 五 條 黨金 請求 ノ爲 -I 呈示 シ タル 富札 汚染 若 ハ 毀損 シ 乂ハ其 他 ノ现. W  - 一依 リ 其 HM 正 ヲ 鑑別 シ難キ 卜キハ 臺濟 { お CWIK  , 決 (も 

乂 ハ 臺灣富 委員 會 /, 裁決 一一 依 リ眞： 止ナ リト認 メラ ルル -ーァ ラサ レ ハ 賞 全 ノ 支拂 ヲ受 クル コトヲ 得ス 

第 十人條 賞金 請求 ノ爲 一一 呈示 シ タル 富札 ノ  一一  付 疑 ァリテ 賞金/支 拂 ヲ受ク ルコ卜 能 ハサ ル トキ ハ 富札/所せ 者 ハ 臺灣 

局長 ノ 決定 ヲ請フ n トヲ得 

第 十七 條 前條 / 规定 一一 依 リ 決定 ヲ請フ 者 アルト キハ 臺湾富 局長 ハ 文書 ヲ以 テ之ヲ 決定 シ 申請 人 一一 交付 ス へ シ 

第 十八 條 臺灣富 局長 ノ決定 一一 對シ 不服 アル 者 ハ臺灣 富 委員 會ノ 裁決 ヲ請フ n トヲ得 

第 十九 條 臺灣 總督ハ 臺灣富 委員 > ^ノ具 狀- 一依 リ 必要 ト認ム ル トキ ハ 脚引ヲ 取消 シ 中止 シ义 ハ翻 引 ノロ ヲ， 1 更フ、 ル n トヲ得 

第二 十條 富札 ノ 偽造 X ハ變造 一一 關シテ ハ 刑法 第二 百三條 第二 百 五條 乃至 第二 百 七條ヲ 適用 ス 

第二 十 一 條 第二 條ノ 規定-一 違 iBl シ タル 者 ハ 一 =: 以上 一 た 牛 以下 ノ 重禁錮-一 處 シ十圓 以上 二 一,H 圓 以下 ノ  金ヲ附 加フ、 

第二 十二 條 此规 則/施行 -ー 關シ 必要 ナ ル规 (I 及 施行， 期：：： ハ臺灣 life! 之 ヲ定ム 


總！ 府が この 愤令案 を 作成せ る 理由と して 擧 ぐると ころ は、 多く 肘 政 的 理由であった。 しかし かかる 牧人 法 は、 

W 政 上 は 飽くまで 奇道 たる を 免れない C かるが 故に、 この 律令 案に 添付せ る 一理 由 書」 は、 これより 得る 處の收 益 を 

以て 「當 分地 方 费ヲ補 g でン、 廟社 保存、 慈善、 衛生 ノ資 一一 供セ ン トス」 との 條件 を附 した。 蓋し：！ II 的に よって 乎 段の 

奇なる を蔽 はんと 試みた ものである。 

理由 HE の 全文 は、 次の 通りであった。 

抑 本 鳥 - 一富 ノ 施行ヲ 要ス ル听 以ハ、 本島 ノ如キ 新 領土 一一  ァリテ ハ、 百事 創 草 ニ屬 シ、 之 レョ" 新-一 施設 ヲ 要スル モノ、 鐵道ノ  iS 

s『 港灣ノ 修築、 電信-電話^ 便ノ發 達、 河身ノ 修築、 水圳ノ 設備、 農業 ノ 改良、 土地 zlEir 廳舍ノ 新 J*-、 市- 改正、 §0 

生ノ 施設 等、 枚舉 -ー 5?Sl ァ ラ ス C 然ル 一一 今 口  -ー  於テ ハ 、 中央 國費ヲ 以テぃ 乂辦ス へキ モノ ハ、 或ハ 租校" 收人、 ^ま ノ收益  一一 ^リ 、 

或ハ 公僙ノ 募集-一依 リテ、 夫々 經憲ヲ 立テ、 父 多 タノ 餘裕ヲ 見ル コ トナ シ- 地方 政 費 ノ如キ ハ、 囊 II 車 支辦ト 地方 悅. >乂5«- トノ 

分界 ヲ定 メ、 地方 投ヲ サレ タリ ト雖、 未 充分 其 收入ヲ ル - 一至 ラス。 今後 モ亦 遽- 一之 レカ^ 進 ヲ望ム ヲ得ス C 而シテ 今 =： ノ限 

度ヲ 超へ テ、 國車 ヨリ 之レカ 補助 ヲ爲サ ンコ トハ、 喷 M 難ノ コ ト 一一 屬セ リ- 故-一 諸般 ノ 改良 规畫 完成 シ、 嶋勢ノ 發達ス ル マテ ノ 

問、 暫歐洲 大陸 一一 行ハ ルル 政 麻 ノ富ヲ 興 サン トス" 元 來淸國 人殊- 一本 嶋人 ハ、 常-一 洁國乂 ハ澳 門、 麻尼剌 地方 ノ 富札 ヲ密- ー買收 

ス ルノ習 解ァリ C 現 - 一麻 尼剌 富札 ノ如キ ハ、 同地 方 一一 賣 却スル モノ ハ 力 一一 十分 ノ三 二 過 キス シ テ、 せ ハ七分 以上 ハ活國 ほ 民 ノ 

$ヲ 吸收シ テ、 其 利益 ヲ 占領 スル モノ タルコ ト明 カナリ。 今ャ 之レヲ 政 狩 專有ノ 富札 法 -I 利用 シ、 之レ -I 依テ得 ル^" 收益 ハ 、 

？:! S 分地 方 費ヲ捕 塌シ、 廟社 保存、 慈善、 衞 *i  ノ资- 一 供 セン トス。 況ンャ g 下 麻 尼剌窩 講中. ii  - 一際 シ、 此狀 勢ヲ利 W スル ハ、 最モ 

其 機會 ヲ得タ ル モノ ト謂フ へ シ。 是本 規則 ノ 制定 ヲ要ス ル 理由 ナリト ス。 

この 雜令 案の 囘附を 受けた る 內務省 は、 種々 研究の 末、 律令 案に 二、 三の 改訂 を 施せば、 一. 支那 人種 ヲ以テ 住 K ト 

ナセル 臺灣島 一一 在 ッテ、 富ノ 制度 ヲ創 定ス ルハ、 敢テ差 支へ ナカ ル ヘシ」 と 認め、 次の 案を附 して これ を 閣議に 投出 
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した。 

臺 iss 規則 制定 ノ忭 

臺灣富 規則 制定-一 關シ、 臺灣總 骨 ヨリ 別紙 律 今-案 提出-一 付 調 杏 スルー 一、 支那 人種 ヲ以テ 住； トセ ル臺灣 -I 於 テハ、 此 制度 ハ敢 

テ差支 無 之 ト存候 得 共、 我^  -ー  4ii テ ハ 新制 度 一一 有 之 候條、 一 先 閣議 -ー 提出 相 成 可然仰 高裁。 

臺 灣總赞 ョ リ 薹湾 富规則 制定 ノ 必獎ヲ 認メ、 別紙 律ん" 案 ヲ 提出 セ リ，， • 之ヲ 調 在 スルー 1 、 富 ヨリ 生スル 收入ノ 使〉！^ ハ 慈善 的 事業 

一一 限ルコ 卜、 富ノ歲入歳出 ハ別〉！^|ノ會計ヲ立テ其收支ヲ明 -ー ス ル コ 卜 ヲ錄令 中  一- §^記 ス ル ノ 必要ァ ル へ ク、 义富局 ノ如キ モ ノ 

ハ創 定ノ初 ヨリ， K 制ヲ 發.. ^フ、 ル ノ必 wf- ナカ ル へ ク、 隨テ 律令 中 ヨリ 删除ス ル等、 .猶ホ 多少 ノ修 捕ヲ要 ス ル點 ァリ。 "疋等 ハ 總督 

府へ照 會シ更 一一 改訂 セ シ ム へ シト雖 トモ、 元來 支那 人種 ヲ以テ 住民 トナ セル 臺灣島 一一 在ッ テ、 富ノ 制度 ヲ 創お ス ル ハ敢テ 差 支 

ナ カルへ シト 認ム， - 唯 此ノ制 1- タル ャ、 我 威-一 於チ ハ卽チ 新設 制度 一- 屬セ リ" 依テ 別紙 律令 案ヲ 具シ、 富 制度 ヲ臺灣 二 施行 ス 

ルノ大 體-ー 關シ、 玆 一一 閣議 ヲ fi フっ 

然しながら、 かくの 如き 謂 はば 一種の せ營 賭博 法が、 几帳面なる 日本人の 思想と 相容れ ざる こと は 明かであった。 

殊に 形式的 法雜 規定に 固執す る 政府の 內 外から は、 攀蹙 的な 反對を 蒙った。 この 囂 々たる：^ 對 論に 對 する 伯の 辯駁が _ 

殆ど 天馬 空を往 くの 概が あった こと は、 容^に 想像で きる が、 その 一例と して、 若し 鼓 を 非 法な りと 言 はば、 割增 

金 附勸業 情恭の 如き も、 やはり 一種の 賭博で はない かとい ふ 論法の 如き、 まさに 伯の 面：：： を 躍如たら しむる ものが あ 

る 0 

次に 揭 ぐる 一文 は、 何の 時に、 何人に むかって 發 表せる 意見で あるか、 明瞭で ない が、 以て 伯の 思辨的 傾向 を窥ふ 

に 足る ものが ある。 


一 、 勸業 憤券ハ {:E 籤ノ 一  種 ナリ。 

一 、 勸業 債券 ハ 利息 制限 法ノ趣 ほ - 一反 ス。 

勸業债 5^  ノ割增 金 ハ、 抽錢ノ 方法 一一 ヨリ テ、 當幾者 一一 利益 ヲ與 フル モノー 一  シ テ 、 化 、得 否 ハ 一 一一 偶然-一 篛ス ルコト 

{2 簌ト異 ルナ シ。 其 債券 募集 一一 應スル モノ ハ、 一方 一一 年 五分 ノ 低利 一一 サスル 代 リー 一、 一方 一一 千圓 乃至 十閱 ノ割增 

金ヲ Jgs^ セ ン トス ル モノ 大半 ナ ルカ 如シ。 若シ此 割增金 ナカラ ンカ、 誰レカ 額面 (二十 M) 以上 ノ價 格ヲ 投シテ 

空 シ ク 低利 一一 滿足 スルモ ノア ラン ャ。 唯 富籤 一一 在リ テ ハ 、 全ク其 出資 ヲ失 フ モノ ナ ルー 一反 シ、 勸業 債券 一一 於テ ハ 

早晚 元金 ノ 返却 ヲ 受ケ、 且 毎年 利子 ノ 支拂ヲ 得 ルカ 故 一一、 其 出資 ヲ 全損 スルノ じ ナシ ト雖、 其 趣 3:! 一一  至リ テハ毫 

モ差 ナシ。 若强テ 差ァリ トセ ハ、 程度 ノ 問題 二 シテ、 性質 ノ點 二. 在 ラス。 ャ 又割增 余ナル モノ ハ ：； 儿本ノ 利 

子ノ幾 部-一外 ナラ ス。 本 來之ヲ 總債權 者 一一 均分 ス へキ モノ ヲ、 一 定ノ當 籤 者 一一 附與 シテ、 以テ多 數ノ應 慕 者ヲ得 

ント スルー 一 在リ。 換言 セ ハ 、 當籤者 以外 ノ憒權 者 ハ 、 其 割 增金ヲ 擦悻セ ンカ爲 一一、 其受ク へ キ 利得 ヲ if、 フモ ノト 

ィフ 可ク、 此點 ヨリ 論ス レハ、 其 性質 程度、 割 增金ト 簽ト ハ全 同一 ナリ トイ フテ 不可 ナシ C 

割增 金力 利息 制限 法 ノ趣ヒ = ト 全ク牴 觸スル モノ ナル ハ、 更 一一 多言 ヲ要セ ス-し 何者、 利 制限 法 ハ、 如何 ナル 名義 

ヲ以 テス ル乇、 一定 ノ 利子 ノ外 何等 ノ 利得 金 ヲモ、 裁 利 上無效 ナリト 穴 言スル モノ ナレ ハナ リ. - 

かくして 幾多の 論難 反. 駁を 繰返した 後、 臺灣彩 卵-かが、 やっと 實 現の 運びに 至った の は、 明治 三十 九 年、 伯が まさに 

滿鐵總 裁と して、 臺灣を 去らん とする の 直前であった。 さう して 從來 の關係 上、 專賣： S 長 宮尾舜 治が、 彩： fijw 長の 兼 

任 を 命ぜられ たし 
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しかも 彩票賣 出しの 結果 は、 殆ど 豫想 以上の 成績であった。 ひとり フ ィ リツ ピン 及び 南淸 からの 買 出しが、 臺灣彩 一 

票 に 殺到す る の 傾向 を 示 したる のみなら す、 日本 內地 における 人士の 好奇心 を 刺戟し、 彩 小 は 非常な 勢 ひで 內地 に 流 „ 

人し はじめ、 一時 は 灣 彩； の 七 割まで は、 日本 內 地に 在りとまで 稱 せらる るに 至った。  ！ 

禍 极は實 に其處 にあった。 この 事實は 忽ちに して、 撿事 局の 注目 を惹 き、 忽ちに して、 明治 四十 年 三月の 大撿舉 と： 

なった ので ある。 それが 一時 天下の 耳 0 を 動した r 臺灣彩 票 事件」 であった。 

「內 地に 於て 臺灣彩 Isw の賫買 授受 をな したる 者、 突如 檢擧 拘留 さる」  一 

その 報 を 受けた る 伯が、 如何に 愤 激し たかは、 想像に 餘り ある。 伯 は その 時、 たま， 東洋 協 會大阪 支部 大會に 列 一 

する ため、 列車 中に 在った が、 やがて 大 阪公會 堂に 到る や、 樓 上の ー窒は 忽ちに して、 彩 票 事件 討論 會の 觀を呈 する 一 

に 至った。  一 

支部 大食の 開 會 一時間 前、 その 一室に 菜 まった の は、 當 時の 新聞の 傳 ふるところ によれば、 「當 日の 主人役た る 桂； 

伯、 後藤 男 を^ 頭に、 馳せ 1;^ まった る 面々 は、 藤 堂檢事 長、 長 谷川 造幣 ：5 長、 高 崎 知事、 菊 地 侃 二、 藤 田 平 太郞、 サー 

テ は神戶 より 態々 引き返して 來た 大倉甚 八郞」 の 人々 であった が、 談ゃ うやく 彩- m 撿舉 問題に 移る や、 伯 は 「例の 大„ 

氣焰」 を擧げ て、 次の やうに 論じた と 記して ゐる。  ， 

一 體判檢 事が 閑 だから ァ ンナ 仕事 を 初めた ので、 ァレは 閑散の 競走 だ。 年末 賞與を SK れて やらに やならない。 ー兀ー 

一 

來彩 W ま 買 買 事件 位で、 家宅に 俊 人して 撿擧 するな ど、 は、 世界中 日本より 外に はなから う。 (明 £0 丄亍 二」 東京 


かう まで 痛烈に やっつけられて は、 檢 擧の當 の 責任者た る 藤 堂 撿事長 も、 默 つて は ゐられ ない。 彼 は 重々 しい 口 を 

開いて 言った。 

『いや、 さう いふが 獨逸 などで は、 普魯 西の 彩 票 は 聯邦 各 國に買 はせ るが、 バイ ヱ ルンの 彩 か は普魯 西で 買 ふ 事の 出 

來 ない 規定に なって ゐ る。』 

ところが、 世界 各國の 富籤 法の 研究に ついては、 伯の 方が すっと 專門 家であった。 ー體 伯が 一 つの 制度 を、 實 施す 

る 場合 は、 何時でも、 用意周到なる 調査 研究 を 遂げてから であった。 それが 伯の 特色の 一 つで、 伯の 企畫 が、 表面 奇 

拔に 見えて、 その 實、 割合に 確乎たる 基礎 を もって ゐ たの は、 そのため である。 臺灣彩 票の 場合 もさう であった。 し 

かも この 富 驚に ついては、 伯が 衛生 局 技師と して、 獨 逸に 留學 中、 祕 かに 研究して、 何時か は 日本で もやって やらう 

と 思って ゐ たの を、 愈 M 民政長官 として、 臺灣に 實施丄 たもので あるから、 獨 逸の 實 情に ついては、 檢事 長よりも 詳 

- おであった。 

伯 は 藤 堂の 言葉の 終る を も 待た す、 直ぐに やり かへ した。 

『バイ H ルンの 彩 票 は、 普魯 西で 買 ふ 事 は出來 ぬが、 之れ を 買うても 默 許して ゐる。 全 體ん 「度の 遣り方 は 茶 だ 非 文明 

的 だ。 內 地の 賫買を 絕對に 禁止す るなら、 最初 先づ國 民に 十分 豫吿 を與 へて くの が、 政府 當然の 責務 だ。 然るに 司 

法 省の 誰れ がどうい ふ 意見 だの、 彼が 斯うい ふ 意見 だのと、 新聞紙 上で サモ 政府が 默許 する らしく 吹聽 して 55- いて、 

^^突けに撿擧するなどは不都合千萬だ。 今に 見 給へ、 第 六 囘の大 博 覽會に は 政府が 彩 票を發 行す るから c』 

その 「怪^ 縱橫、 有 繋の 桂 伯まで 啞 然として 煙に 卷 かれて 默聽 の體」 と、 新聞 は 記して ゐる。 そこで 撿事長 は、 何 
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時まで も、 正面から 言 ひ-がふの 不利なる を覺 つた。 そして 談を 巧みに 轉 じて 曰く。 

『さう い ふ 後藤 君 は、 當 代富錢 に當 つた 一人 だからね に 

蓋し 臺灣 民政長官より、 滿鐵總 裁に 轉 じて、 旭日昇天、 意氣冲 天の 概 ある 伯 を 諷した ものであった。 かう 言 はれて 

は、 伯 もまた かう した 席上に おいて、 何時までも カンく に 言 ひ爭ふ ほどの 木强漢 ではなかった。 彼 もまた 呵々 大笑 

して 言った。 

『ァ ハ、、 、。 さう 云へば 沿稽な 話が ある。 新橋で 僕が 藝 奴に 向って、 臺灣の 彩 は 第三 次まで は、 一等が 自分に 當 

る ことに チャンと 決めて 置いた から、 お前 等が ャキ モキしても 駄目 だと 揶揄って やったら、 これ を 眞に受 けて、 熱心 

に 客に 吹聽 して 居る 奴が あった。 新橋 藝妓が 今度の 檢擧. の 厄 を 免 かれた の は 僕のお 陰 だ。 ァ ハ、、 、。』 

その後 も 伯 は、 公に 私に、 屢ぷ彩 票 檢擧の 不當を 鳴らして、 世に 訴 へたが、 やがて 問題が 贵族院 に 移り、 その 大反 

對を受 くるに 及んで は、 もはや 手の 下し やうが なくなった。 加 ふるに 當の 責任者た る 伯が、 すでに 滿 鐵に轉 じた 後で 

あるから、 總^ 府 もまた 鬪志を 失った。  ， 

かくして 折角の 臺灣彩 票 は、 實 施以來 僅か 四 箇月に して、 廢 止す るの 已む なきに 至った ので ある。 その 間の 經緯に 

ついては、 當の责 任 者たり し 宫尾舜 治に 聞かう。 

この 彩 票に ついては、 が 獨特の 抽籤 器 を 工夫して 製作 させ、 專賫 IS の 倉庫 を假 抽籤 場と して、 第一 囘の 抽錢を 

行 ひ、 直ぐに 票の 利益で、 彩 票 W の 建築に 取懸る ことにした。 これと 同時に、 彩 票の 利益で、 臺北 翳院の 改築 

をす る ことと なり、 三等 病视 から 改築に 取懸 つた。 ところが 彩 票 は、 第五 囘 限りで 中止し なければ ならぬ 羽目に 


なった。 當時 在京中の 總： から、 中止の 命令が 来たが、 私 はすで に 刺 裁 を 得た 律令で 施行して ゐる彩 票の 發行を 

中止す る 理由 はわから ぬと、 總 せに 抗議の 電報 を發 した。 すると 祈 返して 詳報が あって、 內地 では 彩- を 殆ど 公 

然赍 捌く 者が あり、 檢擧の 結 ST 相當 知名の 人々 が 彩. m を 買った 實 證を擧 げられ、 事な かくに 面倒と なった。 

司法 省で は 臺灣で 彩 票 を 中止 すれば、 不起訴に すると 云 ふ 意嚮で あると いふので、 殘念 だが、 中止す る 外 はなく 

なった。 そのため 彩 票の 利益で は、 僅かに 彩 票 局と、 臺灣 醫院の 三等 病棟が 三械 ばかり 出来た のみで、 中止す る 

ことにな つたので ある。  . 

第 四 節 三 大事 業と 三 大專賣 法 

一、 縱貫鐵 道 

臺灣 事業 公債の 成立 は、 氣息 々たる この 島に、 起死 囘 生の 靈藥を 投じた ものであった。 半開 野蠻の 天地に、 文化 

開明の 慈雨、 いま 瀟々 として 降らん とする ので ある。 

事業 公债の 結果と して、 生れた る もの は鐵 道、 築港、 土地 調 杏の 三 大事 業であった。 さう して この 事業 公 情の 一： 几 利 

を惯 却した る收人 は、 上記 土地 調査の 結果と して 生れた る 地租 增收 と、 三 大專賣 法の 純益と であった。 

ゆ ゑに 伯 は、 前揭 意見書の 胃 頭に おいて、 「臺灣 統治 ハ 所謂 三 大事 業、 縱貫鐵 道、 築港、 土地 調査 ト、 三 大專賣 法- 
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阿片 專賫、 樟腦 專賣、 食鹽 專賣ト ノ上 一一 建立 セラ レ居 レリ」 と 言 つたので ある。 

實 にこの 六侗の 事業 こそ は、 臺灣 統治 成功の 重大 要素であって、 これによ つて この 貧しき 島 は、 日本の ー资 庫と 爲 

り、 日本 民族 最初の 試練であった 異 民族 統治 は、 安定と 谊久 性と を臝ち 得た ので ある。 

伯の 一生の 傑作た る臺灣 統治 は、 實 にこの 三 大事 業と 三 大專賣 法との 上に 築かれた る ものと いふ も、 不可ない であ 

らう a 

吾人 をして、 今 その 一 々について、 說明 すると ころ あらしめ よ。 

まづ その 第一た る 縱貫鐵 道に ついて 觀 るに、 日本が 臺灣 全島 を 占領して、 上陸 第一歩、 驚愕の 目 をみ はった の は、 

交通 機關が 殆どなかった ことで ある。 

極言 すれば 當 時の 臺灣に は、 道路 は 一 つもない と 言って よかった。 勿論、 村落から 村落に 通す る 里 道 はあった。 村 

落から 市街に 人る 里 道 はあった。 然し 市街と 市街 を 145 ぐ縣 道と か國 道と いふ もの は、 一 つもなかった。 卽ち裹 灣の政 

治 的 統一 は 名義 だけであって、 實は小 市街 を 中心とする 村落の 存在す るの みであった ので ある。 從 つて 村落から 村落 

に 通 する 里 道と いふので も、 田 畝の 畦畔を 少しく 廣 くした、 幅 一尺く らゐの 細徑に 過ぎなかった。 そして その 間 を 旅 

行す るに は、 歩行 か、 然ら すん ば 轎に乘 るより 外はなかった。 

故に 領臺 最初の 仕事 は、 道路の 開鑿であった。 

然し これに 就いては、 自ら 方法が あった。 卽ち 總督府 または 地方 廳が、 一般 行政 費に よって、 道路工事 を 起す こと 

である。 土 随 招 降 策が 實行 されてから は、 歸順 土匪 をして これに 當 らしめ た。 また 保 甲 制度の 實施 以後 は、 甲に 命 


じて 道路 をつ くらしめ た。 かくして 滿 目の 田圃と 荒野たり し 臺灣に は、 縱橫 無盡に 道路が つくられた。 幅員 一間の 道 

路千 四百 九 里、 一間 以上の 道路 七 百 三十 一里、 三 間 以上の 道路 二百 七 里、 四 間 以上の 道路 二十 里。 公道と 稱 して 恥 か 

しからぬ 道路 二 千 四百 四十 九 里。 これが 大部分 は、 明治 三十 一年から 三十 五 年に 至る までの 事業であって、 しかも そ 

の 多く は、 土民の 所有地と 勞 役と を 寄附せ しめてつ くった、 一種の 賦課に よる 道路であった。 

一方、 鐵 道の 方 は、 その やうに 簡單に はいかなかった。 

臺灣が 上述の 如く、 殆ど 道路の ない 狀態 にあった 時、 鐵道 だけ は 鬼に 角、 基隆 から 新 竹に 至る までの 六十 ニ哩 五十 

二 鎖が、 すでに 敷設して あった こと は、 不思議と いへば 不思議であった。 これ は 例の 劉銘 傅の 遣 業であった。 しかし 

劉 は、 財政の 不如意と 反對黨 との 抗爭 のために、 南北 を 一貫す る 能 はす、 光緖 十三 年から 十九 年 (明治 二十 年 —— 二 

十六 年) に 至る 七 年間に、 これ だけ を 敷設した だけであった。 それすら 官吏が 米國 技師 を監蝥 する の 能な く、 その 爲 

すま まに 一任した 結果、 勾配 過 急、 曲線 過多、 機 關車は 僅かに 二十 五噸、 軌道 は 三十 六磅、 橋梁 は 多く は 木造と いふ 

有様で、 安全な 鐵 道に 馴れて ゐた 日本人 技師に は、 到底 不安で 見て ゐられ ないやうな 代物であった。 

當時 この 鐵道を 「後 押付鐵 道」 と 言った。 少し 勾配が 急になる と、 乘 客が 降りて 後押しし なければ ならなかった か 

ら である。 賃銀の 如き も 一定せ す、 その 日の 乘 客の 多少に よって、 率 を 異にする とい ふ 珍ら しい 制度であった。 

玆に 於いて、 臺灣の 我が 領有に 歸 する や、 明治 三十 年 三月、 樺 山總督 は、 縱貰鐵 道 敷設の 議を、 基隆 築港 道路 開^ 

の議 と共に 上申し、 一方 基隆、 臺北 間の 隧道 を開醫 し、 橋梁 を 改築して、 やや 從來の 不便 を 除く ことに 成功した。 

然しながら、 戰後 經營に 急がし かった 我が 政府と して は、 互 費 を 投じて 新 領土に 鐵道を 敷設す る こと は、 事情の 許 
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さぬ もの あつたが、 价 かもよ し、 戰後 企業 熱の 勃興に 浮かれた る 我が 資本家 達 は、 資本金 千 五 百 萬圓を 以て、 臺灣鐵 

道 會社を 創立し、 縱^ 鐵 道の 敷設 を 出願して 來た。 その 社長に 擧 げられ たのが、 伯の 岳父 安場 保 和であった。 政府 は 

喜んで、 これに 敷設 權を與 へたの みならす、 基隆 から 新 竹までの 旣設鐵 道 を 無償で 附與 し、 はて は 官有 地の 無料 使用、 

沿道 木石の 利用 は 勿論、 拂込 資金に 對 する 六 朱の 保護 さへ も與 へた。 

然るに 經濟界 は 間もなく、  動的 不：^ に陷 つたた め、 最初 たちどころに 集まった の は 證據金 だけで、 株式 は ー錢ー 

厘 も拂ひ 込む ものがなかった。 認可 期限 はすで に 切れて、 前後 十 數囘の 延期 を 請求し、 しかも 工事に 著 手す る 望み は 

未だなかった。 ♦ 

伯が 民政長官 として 臺灣に 赴任した の は、 實 にこの 時であった。 玆に 於いて 伯 は、 臺灣鐵 道の 實情を 見、 どうして 

もこれ は 官設でなくて はいけ ぬと 感じた。 

この 第一の 理由 は、 その 工事の 性質 甚だ 困難に して、 內地鐵 道の 比に あらす、 到底 小 資本の 私設 會 社の 手に はおへ 

ぬと いふ ことであった。 第二 は 完成に 長年 月 を 要し、 また 旣成 線の 成績から 見る も、 營業 利益 を 見る までに は、 十 年 

以上の 日子 を 要する と いふ ことであった。 第三 に鐵 道の 利益 は、 築港と 協力し て こそ 擧げ 得らる る ものであるのに、 

私設 會社 では、 築港まで 手 をのば す ことができな いとい ふこと であった。 

そこで 伯 は、 縱貫鐡 道 {n 設の 計畫を 立てる と共に、 技師の 言 を容れ て、 臺灣鐵 道會社 時代の 一千 萬圓計 畫を排 し、 

新たに 三千 萬 圓計畫 を 建て、 これ を臺灣 事業 公债 案の 中心として、 議會に 提出した ので ある。 それが 幾多の 難 關を突 

破し、 結局 二 千 八 百 八十 萬圓 の協贊 を 得て、 いよ，^ 縱贯鐵 道 建設の 事業に 著 手す る 運びに なった こと は、 旣述の 通 


りで あるが、 その 前から 辜： 灣 にあって 錢道 事業に 關 係し、 後に 臺灣魏 道 部長と なった 新 元 鹿 之 助 は、 右に ついて 次の 

如く. 器った。 

それで 私 は 乃 木さん 時代から 彼方に 赴任して 居った ので、 この 鐵道 線路の 調査、 其の 他 豫箅の 調 杏に も 親しく 當 

つ て 居った のであります。 それで 臺灣 鐵道會 社が 云った やうな 千 五 百萬圓 では 到底 此の 鐵 道が 出来ようと は 思 は 

ないし、 況んゃ 其の 资本金 を 一千 萬圓に 引下げる とい ふこと は 勿論 不可能な 話で、 技術者の 立場から 云っても 甚 

だ 困難で あると いふ こと を 私共 は考へ て 居った。 それで 一 千 萬圓で やれる 樣 な豫箅 編成の 命令 を 受けた のです が、 

私 は それで は 到底 出来ない と 云うて、 斷然 之れ を 拒んだ こと もあった。 時恰 かも 兒玉總 俘と 後藤さん が 見えた の 

で、 自分の 所信 を 披瀝して、 結局 三千 萬圓 掛ける と. いふ 豫算を 書いて 出した ので ある。 ところが 時の 當事者 は、 

その 豫算 に對 して 一諾 を與 へた。 さう して 時の 第 十三 議會に 提出され て、 長官 自ら 其の 說 明の 勞を 取られた。 此 

の 間に 處 する 後藤 長官の 盡カ は眞に 一 方なら ぬ ものであった。 要するに 會 社が 千 五 百萬圓 で出來 ると 云つ て 居た 

縱 $1:1^ 線 を、 三千 萬圓の 豫算で やらう とい ふので あるから、 大藏當 お や 閣議に 對 して は 勿論、 議會の 說明等 も相當 

骨が折れ たにち が ひない。 所が 幸 ひ 議員 連中 もよ く 其の 邊の 事情 を 承知した 人 もあって、 結局 三千 萬圓の 豫箅は 

百 二十 萬圓を 減じて、 二 千 八 百 八十 萬圓で 此の 豫算が 成立した。 時の 內務 大臣 西鄕 侯が 其の 間に 大いに 盡 力され 

たやう に 聞いて ゐる。 

かくして 臨時 臺灣鐵 道 敷設 部 官制 は 定められ、 伯 は その 部長に 補せられ た。 ついで 明治 三十 二 年 十一月、 鐵 道部官 

制が 制定 せらる る や、 伯 は 自ら その 鐵道 部長と なった。 
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しかし 鐵道 部長と しての 伯 は、 ただ 大綱 を 統べて、 采配を振 るに 過ぎなかった。 實 際の 計畫、 改良、 建設の 事に 至 

つて は、 殆ど 技師 長長 谷川 謹 介に 任せき りであった。 伯 は、 氣の 付いた こと は、 無遠慮に 言った が、 曾て 干涉 する こ 

とはなかった。 故に 部下 は、 縱橫に その 才腕 を 揮 ふこと がで きたの だ。 

實 に臺灣 縱貫鐵 道の 完成が、 豫期 以上の 成績 を 擧げる ことので きたの は、 技師 長に 長 (介 m を 拔き來 つて、 これに 事 

實 上の 部長の 任を與 へた ことにあった とい ふこと がで きる。 長 谷川の 經歷、 人物、 手腕 等に ついては、 彼の 下に 十 年 

間 技師と して 働いた 新 元 鹿 之 助が、 次の 如く 語って ゐる。 

それと 同時に 日本 鐵道 を罷 めて、 閑散な 地位に ついて 居られた 長 谷川 謹 介 氏 を、 技師 長と して 迎 へる ことにな つ 

た。 同氏 は 所謂 我が 鐵 道に 於け る 最も 古い 技俩の 優れた 技術者であって、 北陸 線の 柳 ケ瀬隨 道な どと 一一 目 ふ 物が 日 

本人の 手で 初めて 出来た 事に なって 居る が、 是れは 卽ち長 谷川 議介 氏が 推へ たので ある。 其の後 日本 鐵 道に 在つ 

て 大部分の 工事 を 仕上げ、 凡そ 實 地の 點 では これ 位な 人 はない。 當 時；？^ は 大學を 出た ばかりで あつたし、 まだ 實 

驗には 乏しかった が、 幸 ひに 後藤 伯が 此の 實驗に 富んだ 優秀な 技術者 を臺灣 にもって 来られた とい ふこと は、 確 

かに 後藤 伯の 先見の明で あつたと 云うて {且 いと 思 ふ。 其のた め 十 年間 縦貫 鐵 道の 工事と いふ もの は 非常に 顺 調に 

進行した。 吾々 も 其の 下につ いて やった のであります が、 仕事の 上に 就いては 干涉を 受ける でもな し、 小言 を 言 

はれる でもな し、 一切 を 任されて 居った ので ある。 もう 唯 事業 これ 一つ を樂 しみに して、 十 年間と いふ もの を經 

過した というて 宜ぃ。 全く 後藤 伯 は 人 を 信す るに 厚い。 また 任せた となったら 自由に 其の 手腕 を 振 はしめ る、 詰 

り 事業 其の ものの ために は、 身命 を擲 つと いふ やうな 心 持 を 起させて、 喜んで 仕事に 携 はると いふ 虱に 部下 を 仕 


上げられた。 伯の 生 氣？？ 呶剌 たる 心 持と いふ ものが、 卽ち 此の 縱^ 線 を 無事に 持へ 上げた と 私共 は 思 ふので す。 

初めせ5!^灣縱サ只鐵道の計畫を樹っるゃ、 詳細なる 實地 測量 を 行 ふの 遑 なく、 伯 は 兒玉總 ^と共に、 や 子の 上に 擴 げた 

參^ 本部の 三十 萬 分の 一 の 地 圖に對 し、 基隆 から 高 雄まで、 赤い 線 を ズ，； ソと 一本 ひいた。 そして  一 f. 一の 建設 费 いく 

らと いふ 豫箅を 立てた の だとい はれる。 これ は 長 尾 半 平の 囘顧談 で、 聊か 無鐵 砲の やうで あるが、 其處に 如何にも 伯 

らしい 面目が 躍動して ゐる。 

しかし 伯 は、 事業の 上に ついては、 不思議な 一種の 本能 を もって ゐた。 それ は 仕事の カン 所 を 直ちに 把握す る 本能 

であった。 それ は 一種の 天稟と いふべき であらう。 

上 揭の新 元は、 右に ついて、 次の 如く 囘 顧した。 

伯 は元來 技術者でなかった けれども、 其の 天才 的の 閃き は往々 にして 意表に 出づる ものが あった。 それで 吾々 も 

油斷が 出来ない と 思った 事が 度々 あつたので あります。 私が 伯と 初めて 會 つたの は 無論 民政 長 {R とじて 臺灣に 赴 

任され、 鐵道 部長 を 兼ねて 居られた 關 係から 鐵道 部に 於いて 初めて 伯に 御 目に かかった ので あるが、 私に 對 して 

の 第 一 の 質問 は、 

「何故 臺灣 の鐵道 工場 を 基隆に 置かない か。」 

と 云 ふ 質問であった。 當時 伯の 考へ では、 臺灣の 工場の 狀態を 見て、 大抵の 材料 を內 地から 取って 居る とい ふこ 

とに 氣が 付かれた と 思った のであります。 實に 適切なる 質問であった。 併しながら 旣 に淸國 政府の 時代から 臺北 

の 工場 もあった し、 叉 一面に 於いて は勞働 者の 供給と いふ こと は、 臺 北でなくて は 都合の 惡ぃ點 があった ので、 
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其の 邊を相 當說明 巾 上げた ところ、 御 諒解に なった やうで ありました。 ^し斯 る 質問で もなか/ \ 鋭利で ある。 

實に觀 察點が 機微で あると いふ こと を 窺 ひ 知られる。 

この 仕事の カンに 鋭敏で あると いふ こと は、 上述の 如く、 伯の 天棄 にはちが ひなかつ たが、 また 一つに は、 伯が 不 

完全ながら 醫學を 修めて、 伯の 所謂 「科 學的 知識」 を 有って ゐ たこと も、 役立った に相逮 ない。 加 ふるに 臨時 陸 

軍撿疫 部に おける 半年の 苦行 は、 この 天稟 を 更に 修練す るに 役立った。 

伯 は 時に 部下 をして 古 を 卷 かしめ る ほど、 技術 上の 問題に ついて、 理解力が 鋭敏であった。 新 一： 儿 技師 は、 繽 いて 次 

の 如く 語った。 

或る時 鐵道隊 時代より 著 手中の 五 堺と云 ふ 所の 隨 道が 崩壊して 居た ので、 其の 蒂後 策に つき 伯 を 御案內 し、 之れ 

に對 して 私 は イン バ— トを 入れる 計畫を 立て、 其の 圖面を 御覽に 人れ たこと があった。 伯 は 一見して、 成程 これ 

は 竹筒 を 地面に 突 込む やうな ものである とい ふやうな 御 話が あつたので、 實に 其の 理解の 早い のに 驚いた ことが 

あった。 それで 臺灣に 居られる 間、 私 は 日夕 御 目に かかって 居た し、 其の 御 指導 を 仰いで 居った が、 未だ 曾って 

仕事の 上に 於いて 小言 を 受けた ことはなかった。 一切 を 擧げて 任され 切って 居た ので、 眞に 愉快に 仕事 をして 來 

たのであります。 

かくして 臺灣鐵 道 部 は、 長 谷川 技師 長 を はじめ、 部員 一同、 勇躍して 建設 改良の 事業に 取り 掛 つた。 從 つて 事業の 

進 渉 は、 豫期 以上の 成績 を擧 げた。 ， 

まづ 北部 改良 課 は、 五 堵隨道 掘 整 工事 を 第一 著 手と して、 順次 舊 線に 改良 を 加へ、 更に 淡水 支線 を 新設した。 これ 


： 淡水 港と？ 法 北と を述 終す ると 共に、 二 は 新 線 工事の 衬料 運搬の 便に 供 せんがた めであった。 

改良す でに 成る や、 明治 三十 三年 四月、 新 竹 以南の 新 線 工事に 著 手し、 次第に 工程 を 進め、 中 港、 ^栗 を經て 三叉 

川に 到る 線路 を 建設した。 別に 三义 川、 伯公坑 間の 運搬 線 を 竣工して 三叉 川、 大安 溪 間の 工事に 便し、 傍ら 伯 公坑、 

甜魔敏 間の 陸運 輕便 線に 接 綾して、 客貨の 運輸 を 開始した。 

かくの 如く、 一方 基隆 を起點 どして、 臺灣 北部 鐵 道の 改良 建設 事業が、 ^々たる 鐵路を 南下せ しめつつ ある 時、 他 

方 南部 打狗 を起點 とする 鐵道 は、 明治 三十 二 年 九月に ェを 起し、 順次 北進して 臺南、 灣裡、 新 榮庄、 嘉義、 、他 里 霧 を 

經て、 明治 三十 七 年 二月に は、 斗 六に 到る 線路が 完成し、 續 いて 濁水に 到る 工事に 著 手した。 

丁度 その Is!、 日露 戰， が勃發 した。 そして 戰局 進む とともに、 縱貫鐵 道の 工事 も進涉 した。 まづ 中部 線 起工の た 

めに 彰化 出張所 を S き、 三十 七 年 四月に は、 早く も燭 水溪、 大肚溪 間の 工事に 著 手し、 三十 八 年 一月に 斗 六、 二 水 間 

を、 同 三月に 二 水、 彰化間 を 竣成せ しめた。 

然るに この頃に なって、 露國の バル チック 艦隊が、 東洋に 囘航 し、 臺灣 海峡 を 通過す る ことが、 だんく と 明かに 

なって きた。 それと 同時に、 臺灣は 防備の 關係 上、 縱. K 鐵道を 一日 も 早く、 貫通せ しむる 必要が 起って きた G 

その 機會を 巧みに 捕へ たのが、 後藤 鐵道 部長であった C 卽ち 軍部と 交涉 して、 臨時 軍事費から 經費を 支出せ しめ、 

未成 線の 竣工 を 繰 上げ 速成せ しむる と共に、 大 肚溪、 甜蘆墩 間、 及び 葫蘆 燉、 伯公坑 間の 軍用 速成 線の ェを 起した。 

その 颜末 は、 新 元 技師が、 次の 如く 囘顧 せる 通りで ある。 

此の 縱贯鐵 道の 進行 中に、 偶え 日露の 戰 役が 起った ので あるが、 この 時に も 後藤 伯の 面目 躍如と して 見える 事が 
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起った。 と 云 ふの は、 當時 バル チック 艦隊が 臺灣近 邊を窺 ふとい ふ 噂が あった。 私 は 其の 時分に 高 雄の 出張所 長 

として、 縱貰 線の 南方の 半分 を 管理して 居った。 それで 何時 敵 艦が 高 雄 近 邊を襲 はない とも 限らない とい ふので、 

日夕い ざ 事が 起ったら、 鐵道 部員 全體を 率ゐて 安全な 地に 移さう とい ふので、 始終 機關 車に 火 を 入れて、 命令 一 

下 ー齊に 安全 を 期 するとい ふやうな 覺悟 をして 居った。 其の 位の 時代で あつたが 故に、 鐵道 の輸途 とい ふこと は 

軍事上に も 非常な 關係 があった ので、 鬼に 角 バル チック 艦隊 東航の 噂 を 聞いて 以來、 後藤 伯 は 時の 陸軍大臣 寺內 

正毅 氏と 相 f< 秋の 結果、 當時 まだ 中部の 濁水と 甜蘆燉 とい ふ 所 は、 其の 間の 速 絡が 取れて 居なかった の を、 陸軍 大 

臣と 協議して、 鬼に 角 軍事費 を 融通して 其の 速成 を 計られた ので ある。 吾々 は 眞に畫 夜 兼行で 此の 工事 を 進めた 

ので ある。 これ は 勿論 輸送 上の 必要に 起った ことに は 違 ひない けれども、 亦 一面に 於いて は、 臺灣開 發に意 を 注 

がれた 結 よく 此の 機會 をつ かまれ c、 其の 目的 を 達成され たとい ふ、 所謂 其の後 藤 伯の 手腕の 凡なら ざる こ 

と を 見る 事が 出來 るので あります。 

この 軍用 速成 線が 竣工した の は、 明治 三十 九 年 五月であった。 卽ち 臺灣縱 赏鐵道 は、 そのお かげで、 豫定 より 二 年 

以上 も 早く 開通す る ことができ たので ある。 そして この 縱貫鐵 道が、 正式に 開通した の は、 伯が 滿鐵總 裁に 轉 じたる 

後、 卽ち 明治 四十 一年 四月 二十日であった。 延長 實に 二百 四十 七哩。 この 時佐久 間總督 は、 伯の 在任 當 時の 功績 を讃 

へて、 次の 如き 電報 を 伯に 寄せた。 

本島の 縱ぉ鐵 道 は、 今や 無事 試 運轉を 了し、 愈ぶ 本日より 開通 營業を 開始し、 玆に 全く 首尾 相 通す る を 得た る も 

のな り。 


兒玉 前總督 及び 閣下の 經營 したる 本鐵 道が、 玆に 完成 を 告げて、 之れ を 閣下に 報す る こと を 得る に 至りた る は、 

本總^ の 心より 滿 足に 堪 へざる 所な り。 地下の 前總 督に對 して は、 在京 祝 民政長官 をして、 之れ を 墓前に 報告 

せしめん とす。 

ひとり 伎久 間總督 のみなら す、 今に 至る も、 臺灣に 旅行して、 縱赏鐵 道に 便 を藉る もの は、 必すゃ 地下の 兒玉、 後 

藤； € 伯の 靈に、 謝意 を 表せざる を 得ないで あらう。 

しかも 伯が 新 領土に 遣した もの は、 單 なる 事業の 形體 のみではなかった。 その 事業に 打ち込んだ 精神であった。 伯 

の 足跡 印す ると ころ、 悉く 一種の 後藤 魂を植 ゑつけ て 行った ところに、 伯の 特色が あった。 

伯が 臺灣を 去りた る 後 も、 なほ 十 有 七 年の 間 は、 臺灣鐵 道 部に 勤鑌 し、 特に 最後の 六 年間 は、 鐵道 部長と して 經營 

の 任に 當 りし 新 元 鹿 之 助 は、 次の やうに 語って ゐる。 

臺 灣を罷 めた 當時、 鐵道 協會で 伯に 御 目に かかった 時に 私 は 申した のであります。 私 は 臺灣に 三十 年 居った が、 

其の 大部 は實 にあな たの 御 計 畫を實 行しょう と 思って、 其の 機 會を窥 ふ 中に、 何時しか 年も經 つてし まった ので 

ある。 實現は 期し 難 かりし も、 私は實 にあな たに 對 して は 無二の 忠僕で あつたと 信じて 居る。 隨 つて 私が 臺灣に 

三十 年 居った ことが 徒勞 であった とするならば、 あなた は 其の 一半の 責任 を 御 持ちに ならなければ ならぬ、 と。 

公開の席 上で 巾し 上げた ことがあ つたが、 伯 はた だ 其の 點に 付いて は 微笑 を もらして 居られた が、 自分 達 は 全く 

其の 積り であった のであります。 

かくの 如く、 伯の 精神 は、 伯 去りて 後 幾 十 年 も、 植民地 經營を 光 被して ゐた。 それ は 伯の 打ち 建てた 大きい 記念碑 
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であると も 言 ひ 得る であらう。 

#  己 

臺灣 縱貰鐵 道の 營業狀 態に つ いて は、 臺灣總 督府鐵 道 部の 報吿 「薹灣 鐵逍ノ 現況」 (1^治三十九年十：：^現*1) が 次の ごとく 記し 

てゐる a 

述输營 業 ノ狀況 運輸 營業 ノ狀 況ハ、 年ヲ 逐ヒテ 良好 H 向ヒ、 殊 一一 明治 三十 八た や 度-一至 リ、 彰 化萌. お， 墩問ノ  t,: 業ヲ IS 始シ、 S 

北 兩線ノ 迚終ヲ 兑ル -I 至リ クル 以來、 一 層ノ 好況 ヲ呈 シ、 從 來曾テ 見サル ノ好成 敏ヲ示 セリ。 若夫レ 三义河葫^|--敏1?未成線路 

完成 ヲ吿 ケ、 y 下 ノ如キ 輕便線 一一 依ル ノ 不便 ヲ除ク コトヲ 得ハ、 更 一一 一 段ノ 好況 ヲ呈ス ル ャ、 期シ テ待ッ へ キ ナリ。 今 liS 往七 

簡 年度 問 ノ營 業收支 決算 額、 及 明治 三 十 九、 四十 雨 年度 ノ豫谆 額 並 一一 其损益 ヲ示セ ハ左ノ 如シ。 
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度 一平 均哩數 
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十二： 牛 度 

十 三 年 度 

十 SI 年度 

IT  i 年 穿 

十 六 年 度 

十七 华度 

十べ 51 '度 

十九^ 度 

十 年度 

算 


S 一七、 孟七 
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さ 三、 六 八 四 
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一つ 50、 五 九 八 

一、 一一 lis  、四 八 二 

一、 S、s-B 


七  一、 § 

八 2W 

一 五六 、六ん 二 

r 六 九 五 

一芸、 八 

lor 八 £ 

1 一一 =1 ケ 00 一 

M 九 七 、八 S 


ニニ、  0 八 一 II 

5、 六 六 一 

1«1 、八 SD 

六 一一 一、 六  一二 

七 rs 

£ ぶ 二 九 

§ョ 


一一 一四 五 、八 五一； 

四  一一 一、 一一 101 

五一 一 rs 

七 一一 九、 一一 I ま 

^^七ー、七&ー 

一、 ニー 二ぶ さ 

1 、さ rs  二 六 

1、 六 八 risi 

二、  25  二ね 


二、  w 數ハ テ 現在 哩 --改 1* シタ ル モノ-一依 ル 

三、  < "印 ハ拟 失ナリ 

ハゃ 変收入 ノ狀況 斯 ノ如ク 明治 三十 五 年度 以降 漸次 好況 一一 向ヒ、 旣 往三箇 年度 ノ問其 收人ハ 支出-一 及 ハス、 常-二お 局 者ノ苦 

心 プ重ネ タリ シモ、 明治 一二 十六 年度-一 在リテ ハ、 旣 -I 少カ ラサル 收入 超過 ヲ見ル - 一至 リ、 更- 一明 治 一二 十八 ひキ 度-一お リテ ハ、 前 

^度 -1 比 シ收人 總 額 一一 於テ 一 躍 約 六十 萬圓、 一 曰 一 观 平均 -ー 於 テ約三 圓ヲ^ 加シ、 其 支出 一一 超過 スル コト、 總額 一一 於テ約 一一 一十 

萬 M、  一  n 一  嘆； 牛 均-一 於テ 約ニ圓 四十 錢- 一達 ス ルノ 好況 ヲロ I ス ル 二 至 レリ。 

二、 築港  . 

毫灣の 最大 缺點の 一 つ は、 海岸線の 長い 割に 出 人 少なく、 從 つて 良港がない とい ふこと であった" 加 ふるに 清朝 二 

百 五十 年の 等閑 政策 は、 殆ど 築港 事業 を拋擲 して 顧みす、 基隆港 以外に は、 毫も 加工した 痕跡がなかった。 

なかに も 基隆港 は、 臺灣 島の 咽喉に 位し、 全島 中 唯一 の 良港と 稱 せられた が、 しかも 殆ど 半 歳の 間 は、 北東 信 風の 

ために 波浪 絶えす、 加 ふるに 港 內水淺 くして、 安全なる 碇泊 地 を 得す、 千噸內 外の 船舶 すら、 市街 を距る 一里 餘の沖 

合に 投錙 しなければ ならぬ やうな 狀 態であった。 

基 降す でに 然り、 他の 港灣に 至って は、 推して 知るべき であった。 故にせ めて 基隆港 だけ は、 港灣 らしい 港灣 にし 

なければ ならぬ と は、 鍋臺當 初からの 日本の 方針であった。 卽ち 臨時 軍 Isl^ 费の 中から、 基隆 築港 調査 費 支出の 認可 を 

受け、 當 時の 海軍 參謀 たる 角 田 少將を 委員長と して、 明治 二十 九 年 九月 以降、 潮流、 深淺、 波浪、 氣象 及び 工事 村 料 

の 調査 を はじめた の は、 そのためであった。 ， 
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この 調査 は、 伯が 民政 局長と して 赴任して 後 も繼續 せられ、 明治 三十 一年 十二月に はつひに 防波堤の 築造、 港內俊 

碟の 設計まで 出來 上った。 そして 基隆 築港 は、 いは ゆる 三 大事 業の 一 として、 臺灣 事業 公憒 案の なかに 包含され、 豫 

箅 一 千 萬圓を もって 提出され たのであった。 

然るに 臺灣 事業 公债 案が、 當 時の 內閣 と議會 とに より、 散々 摘めつ けられて、 巨額の 減額 を餘 儀な くされた 際、 最 

も 手痛い 損傷 を 蒙った の は、 基隆 築港であった。 卽 ち豫箅 一千 萬圓の 築港 計畫 のうち、 僅かに 港內の 一 部を；？4^碟し、 

築地、 周 園の 石垣 及び 船 溜 所 を 完成す る 目的に 對し、 明治 三十 二 年度 以降、 四箇 年の 繼續 事業と して、 二百 萬 圆の豫 

箅を 得た に 過ぎなかった。 

これ は基隆 港に とって は、 大きな 悲運であった。 しかし 若し 當 時の 內閣 に、 西鄕從 道が 內 相の 椅子に 就いて ゐ なか 

つたならば、 これ だけの 豫算 すら、 危うかった と 言 はれて ゐる。 右に ついて、 築港の 當局 者たり し 長 尾 半 平 は 次の 如 

く 物語った。 

基隆の 築港に ついては、 海相 山 本 權兵衞 が反對 して、 容易に 閣議が 纏まらなかった。 そこで 後藤 伯 は、 西 鄕內相 

を 訪ねて、 この 案の 不通 過の 際の 不利なる 事情 を訴 へる と、 內相は 「よしく」 と 言って、 直ぐに 伯 を 述れて 山 

本 海相 を 訪ねた。 そして 海相の 顏を 見る や 否や、 西鄕 さん は 突如、 

「君 はこの 案に 不賛成 だとい つて、 判 をつ かぬ さう だが、 ー體 どうい ふわけ だ。 君が！： をつ かなければ、 それ は 

國務 を溢滯 さすと いふ もの だ。 さっさと 判 をつ け！」 

平常 は 何時も 圆滿 で戲談 ばかり 言って ゐる 西鄕內 相が 怖ろ しい 權 幕で、 命令 的に 迫った ので、 山 本 海相 も 呆氣に 


とられたら しいが、 

「それで は、 ^^蛇に噴はれたと思って、 判 をつ かう。」 

と 言って、 . やっと 閣議が 通った とい ふこと である。 

かくして やう やく 基隆 築港の 第一 期 計畫は 成り、 基隆 築港 局の 宫 制が 制定 せらる る や、 伯 は 自ら.， ての iS 長 を 兼ね、 

營々 として その 事業の 進 渉 を 計った。 

しかも 科學的 日本 建設の 途上に ありし 當時 において、 いかに 伯が、 有爲 なる 拔術者 を 得る に 苦しんだ か は、 次の ェ 

學 博士 川上 浩 一 一郎の 語る ところに よっても 察知され る。 

次に 後藤 氏が 築港 事業 遂行 上に 極めて 周到なる 注意 を拂 はれた る 一 ニニの 實例を 中 上げます と、 明治 三十 三年 十 一 

月に 事務官 今 井 周三郞 氏と 共に，、 私 は大阪 築港 事業 を 視察に 參 りました 時、 後藤 氏 も 東京より 日 を 期して 大阪に 

下られ、 大阪 築港 技師 長ェ學 博士 岡 胤信 氏の 案內 にて、 小 蒸 汽船に 搭乘し 全 工事 を 視察した 事が あります。 此の 

際 その 船中で 私が 後藤 氏に、 基隆 築港 も 不日 俊 煤 船が 英國 より 到 著す る豫定 であり ますが、 之れ が乘 組の 船長 及 

- び 機關長 を大阪 築港より 割愛して 戴く 事が、 基隆 築港に 極めて 必要で あると 進言 致しました 時に、 後藤 氏 は 直ち 

に 之れ を 御 採用に なり、 船中に て 岡 博士に 談判され ましたが、 博士 は 自分の 一存に て卽答 致し 兼ねる と 中され、 

事務所に 歸 著の 後 工事 長 沖 野ェ學 博士に 相談せられ ましたが、 沖 野 氏 は 後藤 氏に、 自分が 苦心 慘憎 養成した 船員 

で 容= ^に 手 離し 難いと 巾され、 頗る 難色が ありました。 後藤 氏 は 懇願に 次ぐ に 強要 を 以てせられ、 遂に 沖 野、 岡 

兩 博士の 承諾 を 得られた 事が 有ります。 之れ が爲 め基隆 築港 は 熟練したる 高級 船員、 則ち 船長 二 名 機 關長ニ 名 を 
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得て、 他の 船員 養成の 基 を 開き、 臺灣の 築港 事業が 最も 圓 滑に 進涉を 見た 原因と なった のであります。 

基隆の 築港に 就いて、 伯の 苦心した もう 一 つの こと は、 衞生 設備であった。 その 當 時の 基 隆は ペスト、 チフス、 コ 

レラ 等の 流行 地であった ので、 かかる 不健康 地に、 職員 はじめ 多 數の勞 働 者 を 使役す るに は、 如何なる 設備 をな すべ 

きで あるか。 また 日用品 その他の 物資の 供給 は 如何にすべき か。 それが 當 時の 大 問題であった。 

その 時 伯 は 一 百った。 

r 流行病 患者が できて は、 事業の 進 渉に 關 はるの みならす、 人命に 關 する 大 問題 だ。 事務官の 二人 や 三人 增 員した つ 

て かま はぬ。 ゥンと 徹底的に やれ。』 

その 伯の 命令 は、 豫算 の關係 上、 十分に 實 現され 得なかった けれども、 ために 醫務 室が 特設され、 また 日用品 供給 

の 共益 部が 設けられた。 基隆 築港 工事が、 流行病より 受 くる 損害の 比較的 少なかった の は、 そのため である。 

かうな ると、 流石 は 衛生 局長 上りの 築港 局長であった。 そして 事 衛生に 關 する や、 伯の 注意 は 何時でも 特に 細心 を 

極めた" 築港 工事中の 出来事の 一 つに ついて、 川上 はまた、 次の 如く 語って ゐる。 

後藤 氏が 衛生上に 非常に 注意 を拂 はれた 他の 一例と して は、 私が 不在の 時の 出来事で ありま したが、 後藤 氏 は 築 

港 視察に 基隆に 御出でになり、 技師 山形 要 助 氏が 御案內 巾して、 浚-煤 船に 至りました 時に、 後藤 氏 は 急に 姿を隱 

されました さう です。 之れ は 後藤 氏が 船內の 最も 不潔に なり：^ い 便所 及び 船員 控室 等 を先づ 親しく 檢查 して 來ら 

れ たので、 出て 来てから 其の 淸 潔と 整頓と を稱 せられた と 云 ふ 事で ありました。 

この 第一 期 事業の 結 三千 噸內 外の 船舶 を、 港 奥  一 ili 半に 導いて、 これに 安全なる 泊地 を與 へ、 浚- サ S によって 有 


效 水面 を增大 し、 その 土砂 を 以て 沿岸に 塊 立地 約 二 萬 一千 餘坪を 造り、 錄脚棧 橋 を 建設して、 三千 if 內 外の 船舶 を、 

同時に ニ^ 繁留し 得る に 至る 等、 基 隆港は 全く 奠 日の 面目 を 一新した。 

_ しかし これ は、 飽くまで 築港 工事の 一部 を竣 へたの みで、 これ を 以て 基隆 港が 眞實 の港灣 となった わけで はな かつ 

た。 從 つて 秋 冬の 候、 北東 若く は 北方の 強風 一度 起らん か、 北方に 港口 を 有する 港內 は、 狂 潤 怒濤 殆ど 港外と 擇 ぶと 

ころな く、 往々 「港內 難破」 とい ふ 珍事 を 出す こと すらあった。 現に 明治 三十 一年から 三十 四 年に 至る 間に 基 险港內 

において 汽船 五 袋、 西洋 形 帆船 一^、 ジャンク 船 十九 雙、 漁船 五十 四隻の 難破 を 見た。 

故に この 難 を 凌ぐ ために は、 どうしても 第二 期 事業の 完成が 必要であった。 また 防波堤が 築造され るまで は、 祈^ 

港內 を俊渫 しても、 暴風の 日 は 巨船 を 保護す る ことができない。 

かくして 第二 期 事業 豫算 は、 明治 三十 五 年の 議會に 提出され た" しかも この 第二 期計畫 が、 或は 議會の 解散に 會ひ、 

或は 豫算の 否決に 會ひ、 その 間、 ただ 維持費と して 僅かの 豫算を 得、 旣成 浚渫 一?M 域 や 船舶 機械 器具 等の 保全 を 努めた 

に 過ぎなかった こと は、 旣に 述べた 通りで ある。 

第二 期 事業が、 やっと 議會を 通過した の は、 明治 三十 九 年の 春 第二 十二 議會の 時であった。 この 時、 明治 三十 九 年 

度より 四十 五 年度に 亙る 七箇 年繼續 事業 費と して 得た 豫算 は、 六 百 二十 萬圓 であった。 そして この 大任 を 校 けられた 

の は、 若き 土木お 長 心得 長 尾 半 平であった。 彼 は その 當時 のこと を 次の 如く 囘 顧して ゐる。 

兒玉、 後藤 兩氏 とも、 よく 部下 を 知り、 部下 を 信す る こと 厚く、 基隆の あの 大 築港 を やる 時の 如き も、 洋行 り 

で當時 三十 四 五 歳の 私に、 
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「どう だ 長 尾に まかせよ うか c」 

「まかさう。」 

と、 かう 簡單 にき まった ものでした。 

そして 一度、 かう して 任せた 以上 は、 大抵の こと は 任せき りで ある。 勿論 大綱 を 統べる の は、 自らの 任と すると こ 

ろで ある けれども、 平常の 事務 は、 長 尾に 任せき りであった。 これ を 長 尾 は 別の 機會に 次の 如く 語って ゐる。 

或る時 基 降 築港の 計畫を 持って 兒玉將 軍の 許に 行く と、 將軍 一人で さへ 有餘る 位で あ^のに、 後藤 民政長官と 御 

揃 ひの 席上で 二 時間 近く も說明 させられた。 さう して 說明中 も、 

「一寸 待って くれ、 令の 話 はどう 云 ふの だピ 

と 一 々質問され ると いふ 風で、 十分 話 を 聞かれてから、 後藤 男 を 顧みて、 

「どう だ それで 宜 からう、 委せて やらして はどう だ c」 

後藤 男 も、 

「{且 う ございませう c」  .  , 

「それで はやれ c」 

というて 委せられ たが、 一度 委した 以上 は、 決して 干涉 はしない。 最後 は 御 自分で 責任 を 食 ふの 決心 を 以て、 思 

ふ 存分に やらせられる。 何しろ 千萬圓 とい ふ 大きな 工事 を、  <lr で こそ 老人 仲間に 足 を かけて 居る が、 其の 當時は 

未だ 自分 も 青二才で ある。 それに 全部 を 委せる と 云 ふので あるから、 其の 度量の 犬なる 事 も 分る ので ある。 


然し 乍ら、 事業の 根^た るべき、 根本 方針 を樹 つるに 就いては、 飽くまで、 民政長官 たる 伯の 裁：^ を 仰がなくて は 

濟 まなかった。 また その 大局より する 判斷 について は、 多くの場合、 伯の 裁決 は 正 鶴 を 得て ゐた。 これ は 伯の 下に^ 

いた 經驗の ある 者が、 均しく 首肯す ると ころで ある。  . 

基 险 の 築港 を 行 ふに ついても、 その 第二 期 計畫に は、 • 甲乙 二 案が あった。 そして それに 最後の 決を與 へたの は、 们 

であった。 しかも 基隆港 今日の 發 達を來 したる 原因の 一 つ は、 その 時の 伯 G 裁決に よる ものと 言 はれる。 それにつ い 

て、 川上 浩ニ郞 は、 次の 如く 語った。 

明治 三十 七 年の 頃 かと 記憶 致します が、 所謂 基隆 築港の 第二 期 計畫を 立つ るに 當 りまして、 現在の 海陸 連絡の 設 

備地 たる 基隆港 奥の 西側と 其 反對の 側、 則ち 現在の 基隆 市街地た る 港 奥の 東側と に、 海陸 連絡の 設備 を 成す 兩樣 

の 設計 を 立てて、 後藤 氏の 選定 を 仰いだ 事が あります。 其 時 後藤 氏 は 運輸 交通 上に 於け る將來 の發達 及び 基隆市 

街 地の 發展等 を 考慮 せられて、 現在の 海陸 連絡 施設 地 を 選定せられ ましたの です。 之れ 又基隆 港が 今日の 發達を 

見る に 至りました 原 H であると 私 は 思 ふの であります。 

かう して 著 手した のが、 所謂 基隆港 第二 期 事業であった。 その 計畫の 大様に ついて、 「基隆 築港 概要」 の 記す とこ 

ろ は、 次の 通りで ある。 

朁仔寮 ヨリ 牛稱 港， 一至 ル 沿岸 一一 、 岸壁 延長 四百 二十 五間ヲ 築キ、 大基隆 ョ リ 小墓隆 ヲ經ニ 沙灣- 一至 ル 沿岸 -ー 、 海岸 石 垣 延長 一千 

三十 九 間、 護岸 石垣 一一 一 百 二十 九 間、 牛稱 港-一 於テ 海岸 石垣 八十 間ヲ築 設シ、 岸壁 ヲ有 スル 陸上-一 ハ、 上家及倉庫ヲ建l!^ン、 海底 

ハ 豫母 @| 公 一 一 お 以内 港. M 約 一一 一 百 間-一至 ル間ヲ 干潮 面以ド 三十 尺 ノ深サ 一一 沒深 シ、 ズ豫公 島 ノ 仝 部及繁 母島ノ 海中 一一 突出 スル 都^ 

ハ、 干潮 面 以下 一一 一十 尺 迄 取 除キ、 仙 洞 鼻以內 一一 於 テ小蒸 汽船 及 戎克ノ 泊地 一一 充ッべ キ 干潮 面 以下 十二 尺 乃至 一一 一十 尺 ヲ有ス ル 水面 
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穰ヲニ 萬 一千 餘坪、 义 干潮 面 以下 三十 尺ノ 水深 ヲ有 スル 泊地 ノ 面積 ヲ 十三 萬 四千 餘坪 トシ、 岸壁 一- ハ 三千 嚷 內外ノ 汽船 四隻、 六 

千噸 內外ノ 汽船 一隻、 繁船 浮標-一 ハ 三千 噸 內外ノ 汽船 七隻、 k 六千噸 內外ノ 汽船 一隻 ヲ藥 シ、 仙 洞 鼻-一 ハ 防波堤 延長 百 三十 問、 

埋立地 三千 六百餘 坪、 土 留 捨石 九十 間ヲ 築造 シ、 港内 碇泊 地ヲ安 仝-一 ナス ノ計 畫ト ナシ、 三十 九 年度 ヨリ 工事-一 著 手シ、 此等計 

畫ノ進 涉ト共 一一 、 船舶.； ^ 泊上ノ 危險ヲ 除去 シ、 旅客 乘降ノ 便利、 貨物 積 卸 ノ簡捷 ヲ得タ ル n ト頗ル 多大 トナ レリ。 

基隆港 をして、 初めて 港灣 らしき 港灣 となした もの は、 實 にこの 第二 期 事業であった。 そして それ は、 急激なる 臺 

灣產 業の 發 達に 伴 ひ、 明治 四十 四 年、 豫算五 百 十七 萬 回 を 以て、 第三 期 事業 を 起す に 至る まで、 臺灣島 物資の さ 吐 口 

たる 役目 を果す 根基と なった ので ある。 

三、 土地 調査 

臺灣島 開發の 目標 は、 その 經濟を 近代化す る ことにあった。 而し てこの 幼稚なる 產 業が 資本主義 化される までの 間、 

少なくとも 幾 十 年 は、 土地 を 資源と する 農業 國 として 發達 しなければ ならぬ こと は、 誰れ の 眼に も瞭 かな 事實 であつ 

た 0 

然るに 世に 臺灣の 土地 制度 ほど、 錯 雜混亂 せる もの は 少なかった。 墾主 あり 塾戶 あり、 大租 あり 小租 ありて、 土地 

所有 權は 分裂し、 小作人 は 二種の 地主 を 戴きて、 その 狀、 簡明なる 土地 制度に 惯れ たる 內地 人に は、 理解す る ことす 

ら 困難な 有様であった。 

臺灣の 土地 制度が、 かかる 錯 雜を呈 する に 至った の は、 臺灣 島が 由來胃 險 者と 流浪 民との 開拓せ る 植民地で あり、 

淸朝 二百 五十 年の 等閑 政策が、 それに 何等の 行政 工作 を 施さす して、 拋擲 せし 結果に ほかなら ない。 


.E:  ノ  J は、 5^ 人 を 山地に 驅逐 する ことによって、 開拓され たもので ある こと は、 すでに 述べた。 從っ 一. 

柘史 は、 一面に おいて、 蕃人との 鬪爭史 であった。 その 必要 は、 自然に 島民の 間に、 豪族 を 生んだ。 かくして こ， 

の 豪族 は、 最初 は 蕃人より 土地 を收 得する ために、 中頃 は その 農民に 衣食 を 給して、 開 塾に 從 事せ しむる ために、 而 

して 終りに は、 無頼 不達の 徒と 蕃人との 襲撃より、 農お を 保護す るの 武力 を 養 ふが ために、 開^地に 對 して 一種の 權 

利 を 確 得する に 至った。 卽ち 彼等 は 自ら 地主と なって 地租 を 得、 政府 もまた これ を 認めて、 正稅は 豪族 をして 负擔せ 

しめ、 同時に 小作人の 身上 を 保護せ しめたの であった。 

この 豪族 を 「塾 首」 または 「業 戶」 とい ふ。 塾 首 は 內に幾 百 千 甲の 田 土 を 有し、 外に 幾 百 千 人の 農民 を 代表し、 勢 

威 隆々、 隱然小 諸侯の 觀 があった と 傅 へられる。 

然るに 時代の 推移に 從 つて、 この 墾 首の 子弟 は 次第に 安逸に 陷 つた。 これに 反して、 その 下に 耕作に 從事 せる 墾戶 

は、 力作に よって、 昔 曰の 赤貧の 境を脫 却し、 自立す るに 至った。 一個の 田園が、 田 骨と 田 皮との ニ權 利に 分割され 

たの は、 この 故であった。 かくして 墾首 を大租 戶と稱 し、 墾戶 を小租 戶と稱 し、 しかも 小 租戶は その 土地 を、 更に 他 

の 小作人に 贷與 して 耕作せ しめたので、 ここに 同一の 土地の 上に、 二重の 地主 を 生す るに 至った ので ある。 

小作人から 小 租戶に 納める 小作料 を 小租、 小租戶 から 大租戶 に 納める 租税 を 大租と 一一 一一 n つた。 しかも 小 租戶と 大租戶 

との 二者 を 併せて 「頭 家」 と號 する に 至り、 土地 所有 權の 二重 性 は 確立す るに 至った。 

しかし 事態 は三轉 して、 大租戶 の權利 はさら に 縮小 せられた。 卽ち 大租戶 はた だ 小租戶 から 大租 を受 くるの 權 ある 

に 止まり、 その 田園 を賣 却し、 貸與 する の權を 失った からで ある。 かくして 大租戶 は、 納稅 義務 者と して、 形式的 所 

第一章 臺灣 民政長官  二 四 七 


第 四 節 一一 一大事 業と 三 大專賣 法  二 四 八 

有權を 有する に 止まり、 事實 上の 使用 權は、 全く 小租 戶に歸 したので ある。 

然 らば 大租 及び 小 租の額 は 如何と いふに、 土地の 肥 寿、 起業の 難易に よって、 全く 各種 各樣 であった。 最も 多い の 

は、 一九 抽 的の 制であって、 その 收穫の ーを大 租戶、 九 を 小 租戶が 取る ものである。 また 一九 五抽 的と いふの は、 大 

租ー、 小租 九の 外に、 小租 戶の收 入の 百 分の 五 を、 手數 料と して. 大租 戶に與 へる ものである。 或は 一甲の 田地から 粗 

八 石 を大租 とする もの あり、 或は 大租戶 が 總收穫 の 十分の 三 を 得る もの あり、 土地に より 惯習 によって、 その 差 は 一 

定 しなかった。 

しかも この 錯雜 せる 田 制の 最も 大きな 弊害 は、 隱 田が 多い とい ふこと であった。 淸國 政府が 臺灣を 領有して 以來、 

未だ 曾て 一度 も 田園 を 丈 量した ことがなかった ために、 その 名 は  一 & にして、 その 實數 甲に 亙る ものが 多くあった。 

そこで 劉銘 傳が臺 灣巡撫 となる や、 光 緒 十二 年、 令を發 して 全島 を 丈 量し、 以て 陚稅の 輕重を 均しう し、 大租 小租の 

關係を 明かに しょうと 計った が、 これ は慘 めな 失敗に 終った。 劉の 丈 量計畫 は、 到る 所 島民の 反抗 を 受け、 茶し き は 

叛亂 にまで 及ぶ ものが あつたから である。 

從 つて 帝國 政府 は、 この 紛雜 せる 田 制 を、 そのままに、 受取らねば ならなかった。 事實、 わが 領臺當 初にお いて は 

臺灣 全島に、 ー體 幾何の 田地が あるの か、 その 實 接すら 判らなかった ので ある。  . 

苟 くも 新 領土に 政治 を 行 はんとす る 限りに おいて、 その 第一 要件が、 土地 調査に ある こと、 いふまで もない。 而し 

て 伯が 臺灣 民政 長せ の 椅子に 就く や、 明治 三十 一年 七月、 臺灣 地籍 規則、 土地 調査 規則 を 公布し、 九月、 臨時 臺灣土 

地 調 茶： を 開設して、 伯 自ら 局長と なり、 中 村 是公を 次長と して (後に 中 村 は ：5 長に 陞任)、 夙く も 土地 調査 事業 を 


開始した ので ある。 更に この 事業が、 臺灣 事業 公债 案の 三 大事 業の 一 に 選ばれ、 五 百 四十 萬圆の 豫箅を もって、 本格 

的に 著 手され るに 至った の は、 上述の 通りで ある。 

ここに 單 純に 土地 調査 事業と 言 ふけれ ども、 その 實、 これほど 複雜 にして 多岐に 亙る 事業はなかった。 勿論 その 事 

業の 本體 は、 全島の 土地 を 測量し、 生産額 を 數へ、 地籍 を 定め、 地 圖臺帳 を 作る ことで あつたが、 その 實 はこれ に 止 

まらない。 附隨 して 起る 仕事 は、 地租 改正 あり、 地價 修正 あり、 地力 考定 あり、 國勢調 杏 あり、 全島 兵 要 上の 三角 測 

量 あり、 民法 上の 法律 關係 を變 革す るの 事業 あり、 苟 くも 土地に 因緣 ある 事務に して、 この 事業に 含まれざる はな か 

つた。 

伯が 土地 調査 事業に、 特に 重點 をお いたの は、 この 故であった。 加 ふるに 土地 調査 事業が、 往々 にして 人 の 疑惑 

を 招き、 紛擾 を來し いこと は、 劉 銘傳の 苦き 經驗 によっても、 明かで ある。 故に その 開始に ついては、 愼 重 の 上. に 

も愼 直なる 用意が 必要であった。 卽ち、 全島の 調 茶 を 行 ふに 先立って、 先づ臺 北縣の 石碇、 文 山、 擺 接の 三堡を 選み、 

測量 調査 を 開始せ しめたの は、 その 愼 重なる 用意の 現 はれに 外なら なかった。 何と なれば、 石" 捉と文 山との 二 ^は、 

地勢 嶮惡、 族 11: 豪、 曾て 土 11 の巢窟 なりと 信ぜられた 土地で ある。 これに 反して、 擺接 は、 地勢 平 机、 田園よ く拓 

け、 風淳 厚なる を 以て、 知られた る 土地であった。 故に この 雞 =^ の兩 極端に 事業 を 試みれば、 全島 大體の 見 透し は 

つくものと 考へ られ たので ある。 

かくして、 臺灣 土地 調査 局が、 いよく 事業 開始の 任に 就く や、 局長た る 伯 は、 事務官、 屬官 及び 技 帥、 枝 手 全員 

を 一堂に 集め、 一場の 訓示 を與 へた。 その 一節に 曰く。 

笫 一章 臺灣 民政長官  二 四 九 • 


第 四 節 三 大事 業と 三大 尊賣法  二 五 〇 

土地 丈 量 其 物 は 人心に 感動 を與 へる ものである とい ふこと は 疑 を容れ ぬ。 加 之 飛語 流言の 盛なる 爲め、 殊に 此囘 

は 言語の 通ぜ ざる 爲め、 種々 の 障害がない とも 限られな いから、 大に 警戒 を 加へ て從 事し なければ ならぬ ので あ 

ります。 (中略) 土地 丈 量な ど は、 往々 人の 墳墓の ある 處の 地面 を 測量す る こと も あるから、 中には 人の 陴を踏 

んで 歩く ことがある かも 知れぬ。 其 時に 「ナ 二  土人のせ_^だから構はなぃ」 と 云 ふ 様な 心得で はいかぬ。 內に誠 あ 

る 者 は 外に 見 はるる とい ふ譯 で、 是等 は大に 人民の 感情 を 害する ものであります から、 成るべく 十分に 注意して、 

人心 を激 腐しない 樣 にして 貰 はなければ ならぬ。 

以て 伯が 土地 調査 事業 を 開始す るに 當り、 如何に 細心なる 注意 を 以て 臨みた る や を 知る に 足る であらう。 

伯 はまた、 全員 を激勵 して かう 言った。 

臺灣に 於て 職務に 就て 居る 人 は、 土地 調査 局の 人 のみでない、 皆內 地に 於て 未だ 曾て 見ざる 所の 困難 を 受けて 居 

るので ある。 暑 氣の甚 しい こと は 勿論、 住居の 便利 は 十分で ない。 一一 a 語の 通じな いのも 其 一 である。 而 して 住居 

の 不便の 爲に、 病氣も 起る 不平 も 起る。 從て 職務に 影響を及ぼす ことになるの である。 併しながら、 臺灣に 居る 

者 は、 住居の 不便 位 は 初から 覺悟 しなければ ならぬ。 今日 辭令を 受けた る 以上 は、 辭令を 受取る と 同時に 其 人の 

額に 其 恪印を 押して 居る ものと 思 はなければ ならぬ。 此覺 悟がなければ、 明日 にても 去って 貰 はなければ ならぬ。 

(中略) 臺灣に 役人 をして 居る 者 は、 內 地の 役人よりも 一 層 も 一 一層 も 學術村 斡 を 具へ て 居る もので なければ ならぬ 

の は當然 である。 內地 では 臺灣は 役人の 養育 院の樣 に 思って 居る。 加 之、 今日の 役人の 內 でも 矢 張 養育 院に 入る 

様な 心得で 居る 者が あるので ある。 諸君 は 本官と 共 に 此處に 於て 事業に 從ふ 以上 は、 是 迄臺灣 に 於て 負 ふた 所の 


汚名 を 雪ぐ とい ふこと は、 又 一 方なら ぬ カを盡 さなければ ならぬ ことと 思 ふ 0 

土地 調査 局の 全員 は、 勇躍して 任に 就いた。 局長す でに この 意氣 あり。 その 事業が 豫想 以上の 好成績 を收 めた の は、 - 

言 ふまで もない。 特に 世人 を 驚かした こと は、 この 試驗的 調査の 結果、 この 三堡の 地籍 面竊 が、 二倍 以上に なった こ 

とで ある。 以て 如何に 穩 田の 多 かりし か を 見る ことができる であらう 0 

地税の 倍加 は、 地租 納稅 額の 倍加 を 意味す る。 若し この 割合で 地籍 臺 帳の 地積が 增 して ゆけば、 臺灣时 政の 獨立 は、 

日 を 期し て 待つ ベ きものが あるで あらう。 

かう して 土地 調査 局 は、 さらに 勇躍し、 八百餘 人の 吏員 を數十 班に 分って、 全島の 調査に 從 つた。 

この 臺灣に 行 はれた る 土地 調査 事業の 一 つの 特色 は、 一 糸紊れ ざる 組織の 下に、 最新の 科 學を應 用した 測量 方法に 

據 つて、 量定 整理され たこと であった。 明治 三十 七 年、 臺灣島 を 視察した る 竹 越 與三郞 は、 それに 驚嘆して 曰く。 

は^ 員と 共に 臺帳を 保存す る 倉庫に 至る や、 民政長官、 吏員に 向つ て 試みに 某の 村落の 地圖を 出す ベ しと 命す 

る や、 一 言の 下に 目錄に 索引 せられて、 參謀 本部の 地圖の 如くに 畫 かれた る庄 (村) 圖の 目前に 開かる る を 見る、 

我々 が 坊間に 見る 所の 參謀 本部の 地圖 は、 二十 萬 分の 一 なれ ども、 庄園 は 六 百 分の 一 にして、 米 田 や、 茶園 や、 

兒 童の 小魚 を 捕 ふる 小 河 や、 豚 犬の 走る 丘 林に 至る まで、 一切 精確なる 三角測量 によりて 割り出されて、 畫圖せ 

られ たる を 見る。 更 らに數 村落 を 合した る 全圖を 見ん と 欲すれば、 同 一 の 形式 を 以て 畫圖 せられた る 二 萬 分の 一 

の堡圖 (郡 圖) あり、 铅筆を 取りて 圖 により 比算 すれば、 直ちに 村落の 大小 を 園るべし。 是ぞ 坐ながら 全 臺の形 

勢 を 掌中に 見る ものと 云 ふべ し。 (薹灣 統治 志 二 〇 九 頁)  . 

第一章 薹灣 民政長官  二 五一 


第 四 節 11 一大事 業と 一一 一大 專賣法  二 五 二 

そして 竹 越 はさら に その 結論と して、 「之に 比して 明治 七 年の 地租 改正の 如き は、 眞に 兒戲に 類す るの 感 ある を 免 

れす」 と 云って ゐる。 蓋し かくの 如き 大規模なる 科學的 調査が、 日本に おいて 行 はれた の は、 恐らく 臺灣 における 調 

査が 最初であった であらう。 

この 時、 伯を援 けて、 土地 調査の 大事 業 を 完成せ しめたの は、 中村是 公であった。 中 村の 人物と 經歷 について は、 

後に 詳述す るが、 (第二 章、 第二 節、 第二 項參 照) はじめ 伯の 下に 次長と して、 後 間もなく 臨時 土地 調査 局長と して、 

實 地に 采配を振 つたの は、 彼であった。 彼 は 終生、 一面に おいて 磊々、 書生 肌を脫 せぬ 男で あつたが、 その 頭 腦は鉋 

くまで 數理 的、 論理的であった。 彼の 性向 は、 どこまでも 地味で、 芝居 氣 がなかった。 故に 土地 調査の 事業が、 一糸 

紊れ す、 整然と 進行し 得た の は、 中 村の 指導に 負 ふところが 多い。 

土地 調査 事業が、 いよく 完了した 時の ことにつ いて、 高木 友 枝 はつぎの 如く 囘 顧して ゐる。 

中 村 曰 y 公と いふ 人 は、 あれほどの 人物で ありながら、 不思議に 喋 舌る ことの 下手な 人でした。 大抵の ことなら 默 

つてす ます、 よく/ \ のこと は 他人 をして 言 はしめ る、 といった やうな 人柄でした。 ところが たった 一度、 この 

中 村さん が、 大雄辯 を ふるった ことがありました。 それ は 例の 土地 調査の 時の ことです。 抑. - あの 事業 は、 はじ 

めから 中 村さん が 主と なって { 元 成した ものです から、 後藤さん の發議 で、 中 村さん がその 報 吿演說 をす る ことに 

なりました。 流石 は 自分の 生命 を 打ち込んだ 仕事 だけに、 この 報 吿演說 は、 全く 一心の 凝った もので、 訥々 とし 

た 調子ながら、 實にニ 時間 半に 亙る 惻々 たる 大雄 辯でした。 見 上 ぐれば、 語る 中 村の 眼に は淚が 光って ゐる。 

聽 く 後藤さん はじめ 吾々 一同 も、 みんな 共に 泣いた ものでした。 聲淚 共に 降る あの 時の 記憶 は、 今に 新たなる 感 


激を もって 想 ひ 起されます。  一 

土地 調査の 事業が 一段落 を吿 ぐる や、 總督府 はいよ く 一切の 大租權 を買收 して、 小 租戶に 完全なる 土地 所有 權をー 

^せし むる の 政 ま を 取った。 先づ帝 國議會 の協黉 により、 第二 期 事業と して、 財源 を臺灣 事業 公債に 仰ぐ ことに 決し、 一 

明治 三十 七 年 五月、 左の 律令 を發 した。 

律令 第六號 大租權 整理-一 關スル 件  _ 

笫 一條 明治 三十 六 年 律令 笫九 號- 一依 リ 確定 シ クル 大 租權ハ 消滅 ス  一 

本 令 施行 後 確定 シ タル 大 租權ハ 本 令 施行 ノ 曰-一 於テ 確定 シ タルモ ノト 看 傚 ス 其 ノ未ダ 確定 セザル 問 ハ之ヲ 行使 スル コト ヲ得ス 

第二 條 政府 ハ前條 一一 依リ 消滅 シ タル 大租權 一一 對シ大 祖權者 又 ハ其 相績人 一-捕 廣金ヲ 交付 ス 

第一 一 一條 補 K 八ぶ ハ臺灣 率 業 公債 法-一依 リ發 行スル 公債 證書 ヲ以 テ之ヲ 交付 ス  .  1 

但シ 公債 證書 ヲ以テ 交付 ス ル コ トヲ 得ザル 端數ハ 現金 ヲ以 テ之ヲ 交付 ス  _ 

第 II 條 捕 償金 額 ハ大祖 額 一一 臺灣總 督ノ定 ムル所 ノ率ヲ 乘シテ 算定 ス  一 

第 五條 抽的 大租ハ 平年 ノ鈉額 ヲ以テ 前條ノ 大租額 トス 

第 六條 臺 灣總督 ハ 確定 シ タ ル大租 權者及 其 ノ 補償金 額 ヲ 公示 ス ベ シ 

第七，„5^  金 ヲ受ケ ン トス ル者 ハ前條 公示 ノ 初日 ヨリ 六個ガ 以内 一一 臺 灣總督 一一 其 請求書 ヲ 提出 ス ベ シ 

第 八^ 前條ノ 期間 內 一一 請求書 ヲ 提出 セザ ル者 ハ 補償金 ヲ受ク ルコト ヲ得ズ 

第九條 大租 權者ハ 明治 一一 一十 七 年分 ノ大租 一-付 テ ハ月割 ヲ以テ 六 個 月 分 ヲ取立 ツル コトヲ 得但シ 二期-一 取 立 ツル モノ ハ其 上半期 一 

分 ヲ取立 ツル コ卜ヲ 得  一 

笫十條 本 令 一一 规定ス ル モノ  ノ外 必要 ナル 規定 ハ臺灣 總督之 ヲ定ム 

第一章 臺灣 民政長官  二 五三  一 


第 四 節 三 大事 業と 三 大專寶 法  二 五 四 

本 令ハ 明治 三十 七 年 六 H; 一  日 ヨリ 之ヲ 施行 ス 

かくして 大租權 の代價 三百 七十 七 iEf 九 千 四百 七十 九圓 十六 錢に對 して、 額面 四百 八 萬 四百 八十 五圓の 公債 證書 (額 

面 百圓を 九十 圓に 換算)、 及び 端数の 現金 十 萬 七 千 四十 一 一圓 六十 六錢 を交附 し、 ここに 全く 大租權 の 買收を 終った の 

である。 

然 らば その 效果 はどうで あつたか。 

數字は 冷然と して、 次の 事實を 物語る。 

卽ち丈 量 以前、 一二 十六 萬 六 千 九 百 八十 七 E. 六 分 五 厘 五毛 六絲 なりと 信ぜられた 土地 は、 その 實、 六十 三 萬 三千 六十 

五 三分 九 厘 九 毛ニ絲 ある ことが 發 見され た。 豫 定に逮 はす、 地積 は ほぼ 倍加した ので ある。 

しかも 地租の 增加 は、 それよりも 茶し かった。 卽ち この 地租 增 加に 加 ふるに、 大租權 買收の 結果、 大租を 地租に 加 

へたので、 從來 八十 六 萬 七 百六圓 六十 四錢ー 一 厘に 過ぎなかった 地租が、 一 躍 三倍 半の 二百 九十 八 萬 九 千 一 一 百 八十 七圓 

十錢に 上った。 

そして これ は、 軍に 土地 調査の 效果の 一面に 過ぎす して、 その 主なる 價 做が、 新 領土の 經 濟的變 革の 基礎たり し を 

思 ふ 時、 誰れ か 調査 事業 を 以て、 理想主義 的 政治家の 閑 事業な りと 爲すを 得よう。 . 

それ は實 に、 科學的 政治家 を以 て 自ら 任す る 後藤 新 平 の 揚げた る 凱歌 であった の だ。 


阿 片は 土^と 並んで、 臺灣の 二 大害惡 と 言 はれた。 衛生 局 時代の 伯 は、 1^ くも これに 著 眼して、 阿片 渐禁策 を 建て、 

これによ つて 新 領土の 阿片 政策 は 決定し、 明治 三十 年 一月、 阿片 令が 制定され たこと は、 旣に 述べた ところで ある。 

これが 日本に おいて、 專賣 制度が 布 かれた 最初であった。 

然しながら、 中道 ほど 世に 至難なる はない。 阿片 放任 は 最も 容易で ある。 阿片 嚴禁 もまた 單純 である。 しかし かか 

る 極端な 方策が、 忍び 難き 弊害 を來す こと も 明かで ある。 故に これ 等の 弊害 を 避けん と 欲するならば、 阿片 漸林： ルの策 

を 執る の 他ない ので あるが、 それ は 放任 または 嚴禁 策の やうな 簡單な もので ないだ け、 それだけ その 實施 者に は、 專 

門の 知識と 變 通の 才能と を 必要と する ので ある。 卽ち、 阿片 漸禁 策が 成功す るか 否かの 鍵 は、 その 人 を 得る か 否かに 

ある。 然るに 遣憾 ながら、 當 時の 日本に おいて、 阿片 そのもの にっき、 正しき 認識 を 抱いて ゐる もの は、 幾人 もなか 

つた。 阿片の 種類 及び 形狀を 知る 人 すら、 少數に 限られて ゐた 時代で ある。 從 つて、 阿片 渐 禁策實 行の 困難 は、 實に 

其處 にあった の だ。 

當 時の 事情に ついて、 橫 澤次郞 は、 次の 如く 語った。 

當 時專賣 事業な どと いふ こと は 日本で は、 未だ 嘗て 行 はれて ゐ ない。 卽ち 煙草の 專賣 とか、 鹽 の專賣 とかい ふ樣 

な專賣 事業が 行 はれる こ と は 夢にも 知らな い 時代であった。 然る に 事情 のよ く 分ら ざ る 臺灣に 於 いて、 且つ 日本 

人が 其の 取扱 ひ 等に 習熟 しないの にも 拘 はらす、 この 吸 食 阿片 烟膏を 政府が 造り、 之れ を {n 營 として 人 尺に 拂ひ 

下げる とい ふが 如き ことに 至って は、 殆ど 人の 想像に も 及ばなかった ことで ある。 その 頃 は 吸 食 阿片と か 生 阿^ 

とかい ふ もの は、 日本人に して その物 質 を 知って 居る 者 すら 殆どない というて {=5 かった。 それで 鼓に 一 つの 奇談 
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が ある。 領臺 後間 もない 頃で あつたが、 臺灣 南部の 高 雄 方面の 警察から、 臺 北の 總 is 府に 電報 報吿 があった。 そ 

れは 島民が 爆裂 彈を數 百 個 輸入 をした とい ふ 報告であった。 總督府 も 大いに 驚いて、 直ぐに 其の 行 先き の 調査 を 

命じた。 だんく 調べて 見る と、 それ は 印度の 生 阿片であった。 此の 印度 生 阿片の 如き は、 一見して 爆裂 彈の如 

き 形 をな して 居る。 それが 爲 めに 警察官です らも、 之れ を 爆裂 彈と 誤認した とい ふので ある。 生 阿片に は トルコ 

製 も あり、 印度 製 も あり、 ペルシャ 製 も あると いふ 風で、 その 種類が 同一の もので ないから して、 之れ に對 して 

種々 の 誤解 を 起して、 軍政 中には 暴よ 問題と なった ことがあ ると いふが 如く、 日本人 は 吸 食 阿片と か、 生 阿片と 

かいふ やうな こと は、 殆ど 識別が 出来なかった 時勢で ある。 

かう した 狀態 であった ので、 臺灣に 阿片 專賣制 を 布き、 政府が 自ら 阿片 を 輸入し 製造 するとい つても、 大變な 騒ぎ 

であった。 第一、 日本の 技師に は、 阿片の 製造 法が、 皆目 わからなかった。 已むを 得す、 その 技 を 臺灣從 来の 阿片 製 

造 者に 就いて 寧ぶ ことと し、 百事 マての 指示 を 仰いだ。 卽ち 民家で 使って ゐる鐵 鍋に 阿片 を蓄 へ、 これ を 七輪 签の 上で 

煑 沸し、 貧乏 團 扇で 爆ぎながら 製造した ものであった。 從 つて 製薬 所な ども、 狭隘 穢陋な 小屋であって、 明治 二十 九 

年 六月、 桂 新 總督が 伊藤 公、 西鄕 侯な どと 共に、 後藤 衞生 局長 を從 へて 臺 北に 人った 時、 この 製 藥所を 見て 長嘆し、 

^ど 絶望 せんとし たの も、 無理から ぬ ことであった。 桂 新總督 が、 臺灣に 衛生 院を 新設し、 伯 を 招聘し ようと 考 へた 

の も、 主として このためであった。 

然るに 衛生 院 創立の 計 は 成らす、 桂に 代って 赴任した 第一 二 代 乃 木總督 及び 曾 根 政局 長 は、 阿片 政策に ついて 冷淡 

であった ため、 祈 角 後藤 衛生 局長の 計畫 によって、 緒に ついた 阿片 漸禁策 も、 中途に おいて 挫折 せんとした。 事實ぃ 


ま 一箇年 そのままで 權績 したならば、 臺灣の 阿片 政策 は、 どう 變 化した か 計られぬ 狀 態であった。 

其處 に、 その 阿片 政策の 計畫 者た る 伯が、 政局 長と して、 新 領土に 赴任し 來 つたので ある。 

かるが 故に、 民政 局長と しての 伯の 最初の 仕事 は、 この 原始的なる 阿片 製作 法 を科學 的、 工業 的なら しむる ことで 

あった。 そのため 伯 は、 遠く 人 を 印度、 波斯 その他の 土地に 派して、 阿片 製造 法 は 言 ふまで もな く、 原料 阿片の 購入 

法、 生 阿片の 外國 市況、 懇 粟の 栽培 法 等 を 研究 調査せ しめ、 つ ひに 完備せ る 製薬 所 を 建つ る ことに 成功した。 

かくして 建設され たる 製薬 所 は、 百事 整理、 規模 廣大、 阿片 製造 器具 装置の 如き、 英領 印度に も 見るべからざる 新 

組織であった。 明治 三十 七 年、 臺 灣を訪 うたる 竹 越 與三郞 は、 その 狀態 を、 次の 如く 記した。 

余が 其 官衙に 人る や、 官吏 は 余が 爲 めに 梭 招の 實の 如き 印度 阿片、 線香の 如くに 装 はれた る波斯 阿片 を 出して 其 

得失、 精粗 を 論じつつ、 企 を 導きて 工場に 至れば、 母國 人が 幾多の 土人と 相 交りて、 阿片 一首 を 製作す る を 見る。 

或 者 は 原料 を破碎 し、 或る 者 は 之を槽 中に 蒸し、 或る 者 は 更らに 酒 を 加へ て煑、 或る 者 は パイプに よりて 之 を 鍋 

に 誘 ふて 和 味し、 或る 者 は 之を鐵 葉の 鐘 中に 封 じ、 或る 者 は 之に 商標 を 粘 貼す。 而 して 全 工場 を擧 げて靜 寂に し 

て、 唯 だ 鍋 中の 阿片の 沸騰す る 響 を 聞く のみ。 工場 內に 於て は、 除 蟲菊を 火に 投じた るが 如き 臭氣 の充滿 する を 

見れば、 阿片 を 吸 ふの 臭氣 もまた 此の 如き ものなる ベ しと 想像 せらる。 (薹灣 統治 志 二 五 五 ー 二 五六 頁) 

第二 は、 阿片 廳 者の、 調査 確定と いふ ことであった。 阿片 漸禁 策の 根本主義が、 If 者に 限って、 薬品と して 阿片 を 

供給 するとい ふに ある 以上、 その 確定が、 阿片 政策の 第一 要件で ある こと は、 言 ふまで もない に拘 はらす、 伯の 赴任 

當時 において は、 未だ その 調査 は 完了して ゐ なかった。 
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鼓に 於いて 伯 は 鋭意 その 調 茶 確定に 努力し、 明治 三十 三年 九月に 至り、 漸く 全島の 纏 者 を 網羅す る ことができた。 

その 數は實 に 十六 萬 九 千 六十 四 人であった。 右に ついて、 高木 友 枝 は、 次の 如く 語って ゐる。 

明治 三十 三年 九月、 全島の 阿片 驛 者の 總數が 十六 萬 九 千 六十 四 人であった 事 を 述べた が、 此の 數 字に 關 して 面白 

い 事が ある。 當初總 督府は 阿片 S 者の 概數を 知る 爲 めに、 淸國 時代に 臺灣に 輸入され た 生 阿 ：！^  (組 製 阿片) の 書 

を 調べた ものである。 年額 四十 萬 斤と 云ふ數 であった。 假 りに 一人 一 匁 を 吸 食す る ものと して 計算す ると、 約 十 

七、 八 萬 人の 吸 食 者が ある 譯 である。 此の 數字を 標準に 總 ての 計畫を 進めて 行った ので あるが、 夫れ が實 數と符 

節 を 合せた 樣 になった の は 妙であった。 

かくて 阿片 漸禁 政策 は、 漸く 實 施の 基礎 を 得た。 然るに これに ついては 一方、 これまで 阿片に よってお 利 を 博して 

ゐた輸 人 商の 猛烈なる 反對 があった。 

當 時臺灣 において は、 政府 製造の 阿 £;： 焖は、 從來 市場に おいて 賫 買され てゐ たものより 高價 である 上に、 その：： § 質 

も 稀- S であると いふ 風說 が、 一般に 信ぜられて ゐた。 從來の 阿片 輸入 商 は、 この 風 說に乘 じて、 私 かに 民心 を煸 動し、 

また 密輸入 を 試みる もの さへ 生じ 來 つた。 ために 總督府 は、 嚴密 なる 監督 を、 この 方面に 行 はねば ならなかった。 

また 一方に は、 臺灣 阿片の 專賣 は、 縦 かに 經費 を惯 ふの みで あるた め、 政府 はこれ を：^ 業に 移し、 關稅 特許料 その 

他 を 以て、 收 人の 增加を 計らん とする ものであると いふ 風說が 盛んに 行 はれた。 これ は當 時の 讀賫 新聞 その他 東京の 

諸 新聞に、 盛んに 書き立てられた。 

この 風說 は、 乃 木總督 時代に おいて は、 全然 無极 とい ふこと はでき なかった やうで ある。 しかも この 風說 は、 總督 


交 迭の後 も 依然として 繼镜 し、 甚 しきに 至って は、 阿片 民業 說は、 後藤 新お 政 長 {n の持說 であって、 「後藤 氏 は 此の 

間に 處 して 巧みに 十 |5£圓 を 儲け、 匆々 京す る 害に て、 後藤 氏が 民政 長 {n となりて 來臺 したる 大 0 的 は、 全く 此 にあ、 

り」 と傳 ふるもの すらあった ほどで ある。 そこで 一 記者が、 この 風評 を 提げて 伯に 迫る と、 伯 は、 

『なに、 タック 十 萬圓か c』 

と、 一笑に 附し 去った と、 臺灣の 新聞 (臺 H、 明 三 一 .，-丄0 は 記して ゐ るが、 蓋し 阿片 漸禁策 を もって、 治 臺の生 

命と なせる 伯に とって、 かかる 風說は 一笑に すら 價 しなかった に逮 ひない。 伯 は、 これら 爲 めに すると ころ ある 非難 

や 風評 を 押し切って、 その 阿片 政策 を勵 行した。 實に、 臺灣 における 阿片 政策 は、 その 計畫 者が 伯であった ばかりで 

なく、 その 實施 についても、 伯の 不動の 意志と、 應變の 手腕に 俟っ ところが 多かった。 

いま 阿片 專賣の 成績 を、 統計 法に よって 示せば、 次の 通りで ある。 


阿片 煙膏賣 下 數量及 額 累年 表； 


. や 

明治 

同 

同 


度 

一十 年度 

十 一 年度 

十二 ハ半 度 

十三 年度 

十四 年度 

十五 年度 

い 六 年度 

十七 年度 


阿片^ i:2 買 下數量 

二 五、 〇 九 〇、 五 〇〇 

四 七、 一 〇 六、 九 〇〇 

五六、 四 九 八、 四 〇〇 

五 四、 七 四 一 、六 〇〇 

三 一 、六 ニニ、 五 〇〇 

三 四、 八 五 九、 五 0〇 

一二 九、 七  一 二、 六 〇〇 

一一 一九、 六 八 九、 三 〇0 


同賣下 額 

一 、五三九、 七 六 六 

三、 四 三 八、 八 三 四 

四、 ニニ 一一、 ニニ  SI 

四、 二三 四、 八 四 三 

二、 八 〇 四、 一 四 一 

三、 〇〇 八、 三 八 六 

三、 六 一 九、 二 一  七 

三、 七 一四、 ニー 一 
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二 六 〇 


同 三十 八 年度 

同 三十 九 年度 

同 11 十 年度 

同 s: 十一 年度 

同 四十 二 年度 

同 四十 三年 度 

同 四十 四 年度 

大正 元 年度 

同 二 年度 

同 三 年度 

同 四 年度 

同 五 年度 

H 六 年度 _ 


四 二、 二 四 〇、 一 〇〇 

四 〇、 一一 一 五 九、 七 〇〇 

三 七、 七 五八、 〇〇〇 

一二 八、 五三 一 、七 〇〇 

四 〇、 五 四 三、 〇〇〇 

二 七、 七 四 五、 九 0〇 

二八、 七 五 一、 一 〇0 

二 七、 三 〇 七、 一 〇〇 

二 七、 二三 九、 〇〇〇 

二 六、 六 四 九、 二 〇〇 

二八、 四 五 九、 一 〇〇 

二 七、 一 九 四、 七 〇〇 

二 四、 五 五 一、 一 〇〇 


四、 一一 〇 六、 五 二 四 

四、 三 九 五、 四 九 七 

四、 四 六 一 、四 八 六 

四、 六 一 四、 -七ニ 

四、 六 七  一 、二八 二 

四、 八 四 四、 五三 四 

五、 五 〇 一 、四 四 九 

五、 二 六 二、 六 〇 六 

五、 二八 九、 四 九 五 

五、 ニニ 六、 四 三 八 

五、 六 七 六、 八 九 七 

六、 一 五 九、 四 五 〇 

六、 六 九 四、 九九 九 


この 統計に よっても 明かなる 如く、 阿片 賫下數 量 は、 明治 三十 二 年の 五 萬 六 千 四百 九十 八 貫 四百 匁 を 最高と して、 

以來 多少の 高下 は ある けれども、 漸次 減少して ゐる ことが 判る。 しかも その 減少 は、 伯の 在任中よりも、 むしろ 阿片 

政策 確定 十 年後の 明治 四十 二 年から、 俄然 顯著 となって ゐる。 

松 を 蓋うて 事 定まる と 言 ふが、 一つの 政策の 是非 は、 少なくとも 十 年の 日子に 俟た ざれば 確定し 難い こと を、 上記 

の數 字が 如實に 示して ゐる。 

次に 賣下 高の 減少に も拘 はらす、 賣下價 格の 却って 漸增 して ゐ るの は、 一 つ は 阿片 價 格の 昂騰した のと、 今一 つ は 

二等 品 三等 品の 需要が 著しく 減じて、 一等 品の 需要が 比較的 增 加した ためで ある。 此處 にも 伯の 接 極 的經濟 政策に よ 


つて、  尺度が、 著しき 向上 を 示した こと を、 反映す る ものと 言 はねば ならぬ。 

さらに 阿片 吸 食 者の 減少に 至って は、 .豫 期 以上の 成績 を 擧げる ことができた。 卽ち總 督府の 調査が 一 段落 を吿 げた 

る 明治 一二 十三 年に おいて、 十六 萬 九 千 六十 四 人と いふ、 巨大なる 數字を 示して ゐた 廳者數 は、 大正 六 年に はすで に 六 

萬 二 千 三百 十七 人に 減少し、 昭和 四 年 三月 現在に おいて は、 男 二 萬 二 千 五 百 二人、 女 三千 七 百 七十 一人、 計 二 萬 六 千 

一 一 百 七十 三人に 激減した。 

かくの 如く、 伯の 阿片 政策 は、 著大なる 成績 を收 めた。 ただ 一 つ、 伯の 遣憾 としたる ところ は、 この 阿片 專寶牧 入 

の 使途に ついて であった。 これ を 高木 友 枝 は 次の 如く 語って ゐる。 

此の 案 (伯の 阿片 專賣 案) を 見て、 衛生の 創立者で ある 長 與專齋 先生 は 一， 專賣に すれば 收 益が 伴 ふ 害で あるが、 

何時の 政府で も 金が 餘っ て 困る とい ふ 政府 は 無い ので あるから、 結局 阿片 を 澤山賣 りたい と 云 ふこと になり はせ 

ぬか」 と 云 はれた ので ある。 其の 時 後藤 局長 は 「夫れ は 阿片 牧人 を 一般 收人 となせば、 其の 虞れ がないでも あり 

ません が、 自分の 考へ では 阿片の 輸入 販賣 共に 衞生當 局の 手で 行 ふこと にして、 其の 收益 も衞 生の 目的に のみ 使 

用す る考 へで あるから、 御 心配になる 樣な こと は 無い と 信じます」 と、 答へ たのであった。 

卽ち 伯の 計畫 によれば、 この 阿片の 收益 は、 全部 衛生 費に 投じて、 自由に 新 S 、土の 文化 政策 を 行 ふ 心算であった。 

それが 不幸に して 實 現さる るに 至らす、 別に 費途 を 求めざる を 得なかった こと は、 後述す る 通りで ある。 

これ を 要するに、 阿片 政策の 成功 は、 伯の 治臺十 年に 亙る 輝け る 業績のう ち、 その 最も 光輝 ある ものの 一 つで あつ 

て、 明治 三十 五 年、 伯が 勳 二等 旭日章 を 授けられ たの は、 この 勳功 による ものであった。 それにつ いて 橫澤次 5^ は、 
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次の 如く 同 顧した。 

三十 五 年に 阿片 行政が 一段落つ いたので、 兒 玉總督 よりして 後藤 長官の 阿片 行政に 對 する 勳！： 力に 依つ て勳ー 一等 a 

日 章 授與の 上奏 をせられ た。 その 秋 頃、 丁度 總^ が 上京して 居って、 賞勳 ：5 へその 上奏の 件で 還よ 私が 行った。 

然るに その 頃 賞勳 おに 書記官の 撗田香 苗 氏と いふ 人が 居った。 こ の橫田 先生な かく この 敍；； の 問 に對し ご 了 

解 をし ない。 「毒藥 を 持へ て敍勳 とい ふ ことがあ るか」 とい ふやうな ことで、 私共が 屢ぶ說 明を與 へても、 なか 

なか その 說明を 諒解せられ なかった。 已むを 得ぬ から 私が これ を 兒玉總 に 巾 上げた 所が、 兒玉總 1^ が 「それで 

はおれが 一遍 行かう」 と 一 百うて 或る日 總# に 私が お供 をして 賞勳 W へ 行った。 さう して 撗田 < ^^書記せ に 面會を 

せられた。 それで その 話の 中に 兒玉 總督が 「いや あれは^ 藥：！ /じて 良薬と なるとい ふ譯 で、 あの 阿片と いふ：^ ゅ藥 

を^^仰でなぃ藥に持へた、 卽ち總 ^府に は 製薬 所と いふ ものが ある、 その 製藥 所で 阿片と いふ 泰藥を 良薬に 製造す 

る、 それ を 後藤が 發 明した のです J と 言 ふと 「ああ さう です か、 さう いふ ことがあ るので すか、 あの 可， ィを支 

人が 飲んで 段々 身 體が惡 くなる やうな 風で なくして、 あれ を 飲めば 身體が 良くなる とい ふので すか」 「さう です、 

あれ は阿ル t;- 靑と いふ もの を製藥 所で 持へ て、 それ を飮 めば 病 者に もなら ぬと いふ 譯で、 所謂 良藥 になった ので 

この 敍勳を 上奏した - 「さて はさう であった か 一 とい ふので、 橫田 先生 も 了解せられ たので ある。 丁度 私共 は 十一 一 

月に 任地に 歸 るので したが、 勳 章が 下りました ので、 私が 代受 をして、 さう して 臺灣 へ掉 持して 行った。 听で臺 

灣 で敍勳 式と いふ ものが あるに 就いて、 勳 二等 を敍勳 する 時には、 矢張り 勳 二等 を 佩びた 人が 居なければ ならぬ 

が、 臺灣に は その 當時勳 二等 を M. びた 人 は 文 武官の 內に 誰れ も 居なかった。 そこで. u む を 得す 直接 5 へ B にこれ を 


傅逹 する ことにな つて、 私が 長せ の 胸に 著け て 上げた。 その 時に 後藤 長 1;?:= は 勳章を びら れて 非常にい せば れ た。 

さう して その 立： びの 言葉に 「自分が 考 へて、 その 考へ を實 行し、 それが {兀 成 をして 貰った 勳章 はこれ が 初めて だ、 

實 はこの 勳章 はわが 身に とつ て は 偉大なる 光榮を 感ぜし むる ので ある」 と 言って 喜ばれた。 ^かも 子供が 玩具 を 

弄 んで？ ュ： ぶが 如き 狀 態で、 そ の 勳章を 幾度 か 手 に 捧げて 見て い： 一: ばれて 居った 様子 は、 今尙ほ 私の 眼底に 映す る や 

うな 次第で、 誠に 心の 裡の 喜ばし さが 顔色に あり/ \ と 現 はれて 居た の を 今 尙ほ私 は 忘る る こと は 出来ない。 

-:- リ： 獨り、 伯の 名， とのみ 言 はんや。 從來、 何れの 國も 未だ 曾って 解決し 得た る ことなき 阿片 問題 を、 かく も 見事に 

解決し 得た とい ふこと は、 實に 世界の 人文史 上に 我國の 誇るべき 事實 である。 國際 阿片 會議が 臺灣の 阿：^ 政策 を 以て- 

世界の 校範 たるべ きものと 認めた の も、 實に その 故であった。 

五、 食 鹽 專 寳 

阿片に 次いで、 臺灣 に專賫 制度が 布 かれた の は、 食鹽 であった。 それ は 明治 三十 二 年 五月、 雜令第 七號を 以て、 食 

盥專賫 制度 を實 施した る 時に 始まる。 

顧みれば 和 蘭が 臺灣島 を 統治して ゐた 時代、 彼等 はバ タヴ ィ ァ の 東印度 會社を 利 せんがた めに、 臺灣 に製鹽 事業 を 

创立 する こと を 許さす、 ために 全島お の 怨^ を 招いた。 故に 鄭 成功 は、 臺灣を 領有す る や、 天日 製 鹽の法 を 人民に 敎 

へて、 食鹽の 自給自足 を 計り、 少しも 食鹽に 課税し なかった。 

こ れ が臺 灣製鹽 事業 の 端緒であった。 
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次いで 淸朝 時代に 入る や、 政府 は食鹽 に課稅 し、 また 雍正五 年に は 全然 私 業 を 禁じて 官業と なし、 爾来 幾多の 遷 

はあった が、 我國が 臺灣を 領有す るに 及び、 ま づ專賫 制を廢 して、 自由 營業 となした。 これ は 以て 一般大衆の 便益 を 

計らん がた めであった。 

然るに 意外に も、 臺灣 の製鹽 事業 は、 自由と なると 共に、 忽ち 衰退して、 その 事業 を廢棄 する もの 一半の 上に 及び、 

容；： ^ならざる 形勢 を 生じた。 これ は 官業 時代の 製鹽者 は、 政府 を 華客と して、 その 製產 品を賣 却す る 門戶を 有って ゐ 

たのに、 自由 營業 となる に 及び、 直接に 人民の 來り買 ふに 俟た ざるべ からす、 その 事 甚だ 頼むべからざる ものと なつ 

たからで ある。 

今一 つ 自由 營 業の 堪 ふべ からざる 弊害 は、 鹽 價の不 均一と いふ ことであった。 卽 ち產鹽 地に 近き 地方の 人民 は、 從 

來 より やや 鹿 價に食 鹽を購 ふこと がで きたけれ ども、 製鹽 地を隔 つるに 從ひ 盥價は 騰貴して、 {仝 前の 高價で この 生活 

必需品 を購 はざる を 得ざる に 至った。 卽ち、 舊淸 朝專寶 時代の 賣下價 格 は、 百 斤に つき 一 圓 四十 錢 乃至 一 圆 六十 錢で 

あった ものが、 いは ゆる 自由 販賫 時代に 人る と、 それが 廉き所 は 七、 八十 錢 から、 高き 所 は 八、 九圆を i? ふるに 至つ. 

たので ある。 

實 おすで にかくの 如し。 食鹽の 自由 營業 は、 獨り 政府の. 一 財源 を 失 はしむ るの みならす、 却って 製鹽 業者と 消費者 

を 苦しまし むる の 結果と なって、 民心 收攬の 目的 を 達する 所以で もない ことが、 明白と なった。 

伯が 民政 局長と して、 食鹽 に專賣 制度 の 斷行を 決心 したの はこの 故であった。 ただ 伯が この 食 專賫 制度 の 實施を 

禱路 したの は、 當時 島內に 不穩の 兆が あつたた めで あるが、 しかも それ を 押し切って、 專 責を斷 行せ しめたの は、 辜 


顯榮の 進言と 盡カ とであった。 事 は それ を 自ら、 次の 如く 記して ゐる。 ♦ 

これより 地方 渐 く 平靜を 見たり。 (註、 土 11 招 降 を 指す) 惟 ふに 肘 源尙ほ らく 開發 すべし。 傅府 因りて 專荧 事業 を 

計畫 す。 而 して { に 鹽 早く 決 案 あり。 未だ 實 施せざる に迨 び、 余爲 めに 公に f.l うて：！ Z く。 鹽政吿 示す る こと 數月、 

速 かに 斷 行せ すん ば、 當； S の 威信 を碍る 有らん。 公謂らく現下の情勢^51小跳梁す、 實施 恐らく は；；^々 ならす と。 

. ^卽ち 意見 を 開陳す。 謂ら く。 前淸； 紳の士  (進 士擧人 秀才 等の 如き もの) 素 勢力 を 負 ふ、 领臺 以後、 呰特權 を 

失 ふ、 逸して 邪 を 思 ひ；；^ し、 彼 輩 若し 困 翁 を 致さば、 且に滋 す 多事な らんと す、 若し 此の 壟 政の 利權を 以て 之に 

與へ、 惠澤に 沾ふを 感ぜし むる 若き は、 治安の 政策に 於いて 當に裨 補 無から ざるべし 焉。 公言 を 聞き、 八 水の 肩 を 

拍 つて 大呼して 曰く。 利の 在る 所、 人必す 之に 趨る、 而 して 君 獨り敢 へて 自ら 專ら にせす して、 而 して 廣く 人に 

导 へんと 欲す、 深く 敬服すべし、 此の 事 當に君 を 煩して 我 を 助くべき なりと。 玆に 於いて、 專賫 US 長 (註、 K は稅 

務 1 長) 中 村是公 及び 兒玉 史郞を 派し、 余と 同道して、 輪に 駕し 首め？ お 湖に 赴き、 繼 いで 臺 南に 至る。 然る 後 南よ 

り而 して 北す、 匝 月の 間なら すして、 各地 期の 如く 開辦 し、 遂に 實施を 見たり。 是れ臺 灣專寶 事業の 第一歩と 爲 

すなり。 

この 專賣 制度 は、 島內 の製墮 業者 をして 製鹽 せしめ、 その 製鹽は 一定の 賠惯金 を 交付し、 一旦 政府に 收納 し、 更に 

公定 價格を 以て 拂 下げ を 爲 すの 法であった。 

これに 對 して、 最初 當 局が 最も 苦心した ところ は、 その 賠償 價格 を、 如何に 定 むべき かであった。 何と なれば、 當 

時の 臺灣 の製鹽 は、 悉く 天日 製であって、 その 製產費 は、 鹽 田の 固定 資本の 利子の 他、 勞働 費ば かりで あるのに、 當 
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時臺灣 の勞銀 は、 一高 一 低して 定まる ところがなかった からで ある。 かくして 食鹽ま 制度 實施 以來、 明治 三十 五 d 

までに、 更正す る こと 前後 七囘に 及び、 初めて 安定 を 見る に 至った。  ■  .1 

いま 一 つの 困難 は、 一 日 一審 賣 制が 廢 止された るた め、 鹽 田荒廢 して その 囘復容 ならざる のみなら す、 その 製法 祖ー 

雜 にして、 色 は 黄黑く 結晶 は 犬に、 なかには 泥土の？ 紕入 する もの さへ あって、 鹽は 白い ものとの み 思って ゐた內 他人 

に は、 殆ど 食 鹽とは 信じ. 難かった ほどで ある。  \ 

しかも 島內 運搬の 不便の ため、 南部の 製鹽を 北部に 供給す る ことができぬ。 巳む を 得す、 對 岸より 食盥を 輸入して： 

北部に 供給し、 南部の 剩 つた 食 鹽は、 これ を內 地に 移出す るの 計 畫を樹 てた が、 そのために は、 鹽 田から 移出 港まで 

の 運河の 開 if 孵の 建造、 荷役の 指導、 包装の 整備、 運輸 系統の 確立、 兵 庫 倉庫の 築造 等、 種々 の 設備 を 施さねば な 

ら なかった。 しかも 折角 これほど 苦心して 移出して 見ても、 內 地の 一般 消費者が、 そんな 黄 黑ぃ鹽 を 使 ふ^がない。 

辛うじて 分析表に よって、 醬油 業者 を說 得し、 邀油 及び 味 #1 の 製造 用と して、 活路 を 見出した ほどで ある。 

臺灣の 食 S 專寶 は、 實 にかくの 如き 苦境 を經 て、 漸く 確立した ものである。 故に 總：^ 府は、 能意鹽 田と 製鹽 法の 改ー 

良 を 計り 二、 三年の 後に は、 早く も內 地の それ 以上に 純良なる もの を 生す るに 至った。 

かくして 專賣 制度 實施 以來、 毫灣鹽 の 進出 は、 實 に目覺 ましい ものが あった。 卽 ち專賣 前の 鹽 田の 面^ は 僅かに 三 

百 五十 四屮、 年産額 一千 九 百 萬 斤 を 出です、 外 國鹽の 輸入に よって、 やっと 島內 需要の 不足 を充 して ゐ たもの が、 翌 

明治 三十 三年に は、 早く も 六 千 萬 \b の製盥 あり、 島內の 需要 を充 してな ほ剩り あるに 至った。  一 

その後ます，^ 鹽 田の 擴張 を獎勵 し、 或は 開設 者に 補助金 を與 へ、 ま は 資本に 對 する 利子 及び 1:=^ 燕の 高低に 應じ、 一 


ハ 


樟 

腦 
專 


臺灣 名物な に，/ \ ぞ、 

砂糖に 樟腦 に、 烏龍茶 
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賠^ 率 を 改定す るな ど 鋭意 改^ を圖 つた 結果、 大いに その 面目 を改む に 至った。 

明治 三十 三年 度より 四十 年度に 至る 食墼販 賣數量 及び 價格表 は、 次の 通りで ある。 


年 

明治 

同 

同 四 


度 

十三 年度 

十 ra: 年度 

十五 年度 

T プ年步 

十七 年度 

十八 年度 

十九 年度 

年度 


贩賣數 量 

五 一 、〇 九 一 、六」 ハ九 

七 七、 九 一一 一二、 六 五 七 

一 四、 〇 人 七、 四 八 八 

仄  一二、 四 四 二、 六 五六 

一 二、 六 二三、 九 三 七 

九 五、 九 一 〇、 五一 四 

〇 三、 七三 五、 九 四 七 

〇 四、 五八 六、 五六 〇 


賣上價 額 

一一 一 五八、 三 三 四 

五 一 〇、 一一 〇 一二 

六 七 二、 八 一 五 

四ヒ 二、 八 五 一 

五 五 四、 五三 七 

六 六 五、 五 二八 

七 四 四、 九 七 六 

二三 九 


專賫 制度 實施 以來 傅か 三年に して、 食鹽販 賣數量 一億 斤 を 超え、 專賣 前の 産額に 六 倍す ると は、 まさに M 〔常の 成績 


とい はねば ならぬ。 從來、 食鹽の 輸入 地たり し 一 

なる 移出 地と なった ので ある。  一 


；は、 忽ちに して 輸出 地と なり、 母國の 不足 食 鹽を補 ふべき、 重要 
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そしてお 米が、 二度 とれる 

山に は 黄金の、 花が #^ く 

臺灣の 茶亭に 遊ぶ 客 は、 藝妓 がー 二 味 線に 合せて 唄 ふこの 歌 を 聞く。 これ は 殖産 局長 新 渡戶稻 造が 作って、 先 づ藝奴 

をして 喷 はしめ、 遂に 全島に 流布した ので ある。 新渡戶 はこの 歌を藝 妓に敎 へる とき、 

『この 歌 を、 內 地から 來た お客さんに は、 きっと 哏 つてき かすの だよ。 さう して、 覺 えて 歸 つて 貰 ふの だよ。』 

と 一一 一 曰 ひき かした。 これによ つて 彼 は 臺灣產 業を內 地に 宜傳 せしめん とした。 そして この 彼の 計畫 はかなり 成功した。 

臺灣 では 西曆 一七 〇〇 年頃から、 すでに 樺腦を 製造す る 者が あつたが、 その 産額 は 極めて 微々 たる ものであった。 

一八 六 三年 九月 道 臺陳方 伯 は、 樟 腦を宫 の專賣 となし、 砲 石、 硫黄と 共に、 に賣 買す る こと を 禁止した。 しかるに 

一八 六 八 年、 英國 領事の 抗議 を受 くる や、 忽ちに して 專賫 制度 は廢 止せられ、 外 國人も 亦 自由に 樟腦 をと つて、 開港 

場に 搬出す る 權利を 得た。 

これが 樟腦賫 買の 商權、 外人に 歸す るの 端緒であった。 

績 いて 劉銘傳 は、 再び 專賣法 を 行 ひ、 一 八 八 七 年 (光緖 十三 年) 大 5 科 31- 及び 彰 化に 腦 務總； IS を 設け、 製造され たる 

檸腦を 悉く 此處に 集めて、 更に その 一 手 贩賣を 最初 獨商 ブッ ドレ ル 伯に、 繽 いて 林朝楝 及び 蔡南 生に 許した。 樟腦製 

造が 盛んにな つたの は、 この頃から である。 

然るに この 專賣法 も、 間もなく 英 商の 嚴 重なる 抗議の ために、 一 八 九 〇 年 (光 緒 十六 年) 廢 止の 悲運に 際會 した。 

それと 同時に、 かくまで 隆盛であった 製腦業 も、 また 昔日の 觀 なきに 至 I- た。 何と なれば、 樟樹の 繁茂す ると ころ は、 


多く は 地に 近き 山中に あり、 從 つて 官業 を全廢 して 內山 駐屯の 兵 を^ 退す る や、 生蕃 は 忽ち 出沒 跳梁して、 その 業 

を 危殆なら しめたから である。 

かくの 如く、 薹灣 の樟腦 事業 は、 時に その 制度に 變遷 があった が、 その 間にた だ 一 っ變ら ざる 事實 は、 外商の 勢力 

が 殿々 と 羽翼 を 張り 來 つたこと であって、 臺灣の 腦價は 全く 杏 港 相場の 左右す ると ころと なった。 

卽 ち淸國 時代に おいて、 表面上 外人 は 通過 券 を 得て 臺灣內 地に 入り、 樟腦の 買 取、 搬出 をな すに 止まり、 外商に 製 

腦を 許可した ことはなかった けれども、 實 際にお いて は、 外商 は 各地に 集 M 所を備 へ、 資金 を 土人に 貸與 し、 その 名 

義を 以て 製 腦に從 事した ので、 事實は 全島の 製 腦業は 全く 外商の 左右す ると ころと なって ゐ たので ある。 

臺灣が 我國の M 有に 歸 した 當 時の狀 態 は、 實 にかくの 如き ものであった。 しかも 樟腦 は、 主として 日本 內地 及び 臺 

灣 より 產 出す る 外、 殆ど 世界の 何國 にも 生產 しない 商品であって、 從 つて それ は 我國の 自然 的 獨ト； I に歸 したので ある 

が、 それだけに、 危險も 亦其處 にあった。 何と なれば、 自然 的獨 占の 商品 は、 それ を 自由に 放任して おくと き は、 忽 

ちに して 投機 業者の 乘 すると ころと なり、 或は 買占め、 或は 賣 崩しに よって、 價格は 必然的に 安定 を 失 ふ。 加 ふるに 

その 總價額 も 亦、 投機と して 左右す るに 容易な 金額であった ので、 樟腦 は獨り 神戶、 香港の みならす、 歐 米の 市場に 

おいても、 しば 投機の 目的に 徙 せられた。 

この 樟腦の 投機的 價格 はまた、 樟 腦生產 にも 影響を及ぼした。 卽ち當 業者 は、 單に 目前の 市價 にの み 注目す るが 故 

に、 時に 生 產過剩 となり、 粗製濫造 となり、 つ ひに 惯 格の 暴落 を 來すを 免れなかった からで ある。 

故に 我國が 臺灣を 領有した る 時、 樟腦 を專賣 とする こと は、 殆ど 絕對の 必要であった。 
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これ 等の 點を、 早く も觀 破した る 伯 は、 民政 局長と して 赴任した る 直後、 明治 三十 一年 六月、 雜 令を發 して、 薹灣 

の 樟腦は 一切 官業たら しむる こと を 布告し、 三十 二 年 六月、 臺灣樟 腦局を 設けて、 その 專賣 制度 を 布いた。 

しかしながら、 樟腦 の專責 制度が 成功す る や 否や は、 販賫 方法の 如何に 槃る ことが 多い。 故に 伯 はこの 專賣 制度に 

ついては、 多大の 技術的 苦心 を拂 つた。 

第一、 毎年 度 內に賣 渡すべき 樟腦 の數量 は、 需要の 模様に よって、 臺灣總 赞府が これ を 定める ことと した。 これ は 

一 方價 格の 維持 を圖 ると 共に、 投機 者に 乘ぜ られ るの を 防ぐ ためで ある。 

第二、. 賣渡價 格 は 臺灣總 督府が これ を 定め、 必要に 應 じて 變更 する 權利を 保留した。 そして 贩寶 希望者 をして、 人 

札に より、 歐 米市場に 於け る 最高の 賣捌恹 格 を 競 (卞 せしめ、 その 最低 者と 契約 を 結ぶ ことと した。 普通の 入札なら ば、 

最高 者に 落札す るの が 常で あるが、 さう すると、 樟腦の 市！^、 は 非常の 高 となり、 或は 販路 を槌 塞せ しめ、 樟腦 代用 

品の 出現 を 促が す 結 Ei^ となる からで ある。 

第三、 搾腦の 投機 化と、 販寶 人の 利益 壟斷を 防ぎ、 消費者の 便利 を圖 らんが ために、 總 |1 府は、 東洋 及び 歐米 各地 

に 需要 相當 の 數量を 分配し、 販賣人 をして その 分配 量の 賫 捌き を爲す 義務 を 負 はしめ た。 そして 販賣人 は 或る 地方に 

委託 販賣人 を？ U くの 外、 負に よって 樟腦を 他人に 一 手に 賫 渡す こと を 禁ぜられた。 また 販資 人が 榨腦 の. 裝を 改め、 

或は 他物 を？^ 和し て賣 捌き を爲す こと も 禁ぜられた。 

以上が 伯の 创定 したる 樟 腦專賣 制の 要項で ある。  - 

然ら ば樟 腦專賣 制度 を實施 したる 效果 はどうで あつたか。 


第一 は、 樟腦 ffi 格の 高騰であった" 樟 腦專賣 の豫算 が、 第 十三 帝國議 會に棍 出される とい ふ 飛報 は、 忽ち 內 外の 榨 

腦 市場 を 驚かし、 當時百 斤に つき 四十 弗內 外であった，；^ 港 相場 は、 一躍 六十 弗の 取引 を 見る に 至った。 豫報 だけで、 

すでに この 通りで ある。 いよく 專賫 制の 開始され るに 至って は、 早く も 七十  一、 二 弗 を へ、 專賫制 施行 六 箇月 後 

に は、 八十 四 弗の 取引 を 見た。 卽ち 總督府 が、 まだ 一斤の 樟腦を も發賣 しないう ちに、 ^格 は 倍加す るに 至った ので 

ある。 

この 腦！^ の 急騰 はまた、 內 地の 樟腦 に、 著大な 影響を及ぼした。 

初め 臺灣 に專賣 制を實 施す るに 際し、 伯 は それが 內地 製腦に 及ぼすべき 影響に ついて 憂慮し、 中央政府に ii 會 した 

ると ころ、 農 商務省の 調 杏に は、 年産額 僅かに 三十 萬 斤で あると いふので、 假に 五十 萬斤內 外と 豫 想しても、 臺灣椅 

腦專賫 に 影響な しとして、 內 地の 製 腦には 何等の 制度 も 設けす、 臺灣 だけに 專賣 法を實 施した のであった。 

然るに 一度 臺灣 に專賣 制が 布 かれて、 この！ £ 、格の 急騰 を 見る や、 內 地の 樟腦は 電氣の 如くに これに 感應 した。 すな 

はち 內地產 額 は 明治 三十 一 一年 度 早く も 八十 萬 斤、 三十 三年 度に は 百 五十 萬 斤に 達し、 なほ 漸次 增 加の 倾向を 示した。 

ために 巿愤に 及ぼす 影響 なか らす、 臺灣專 賣樟腦 はさ し く 庫 中 に 貯藏す るの 外な き 悲境に 陷 つた。 

勿論、 臺灣專 賣樟腦 は、 若し 內地 樟腦 と競举 する つもりな らば、 生産費の 上から、 優に 內地 を壓 倒しうる 地位に あ 

つた。 しかし それ は、 內地 のために も臺灣 のために も、 卽ち 日本の 樟腦界 のために、 採らざる の 策で ある。 兹に 於い 

て 當ぉ者 は、 必然的に、 內 地臺灣 共通の 專賣 制度の 實施を 希望し、 つ ひに 明治 三十 六 年 六月、 初めて 內 地臺灣 共通の 

專寶法 を 施行す る ことと なった。 
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かくの 如く 臺灣 における 樟腦 專賣法 は、 新 領土の 財政 獨 立に 資する ところが 多かった。 と 同時に、 それ はまた、 從 

來 外人の 手に 握られて ゐた 製腦業 及び 販賣 業に ついての 商權 を、 完全に わが 手に 恢復す る 所以 ともなつ てきた。 また 

世界に おける 樟腦の 需給 を 調節す ると 共に、 國 內樟腦 工業の 發達 統一 を 助長した。 樟腦 生産の 平衡 を 保持し、 品質 を 

整 一 になら しめ、 更に 樟樹の 濫伐 暴殄を 防ぎ、 完全なる 造林 計畫を 遂行す る を 得た。 

これ を 要するに、 臺灣 における 樟 腦專賫 制度 こそ は、 新しき 統制 經濟の 妙味 を發 揮して、 それに 成功せ る ものと い 


第 四 節 三 大事 業と 一 11 大專賣 法  二 七 二 

この 點 において、 新 領土 は 却って 母國に 先鞭 をつ け、 伯の 先見の明 は、 白 本 全 體をリ ー ドす るに 至った ので ある。 

かくして 臺 灣の樟 腦專賣 制度 は、 母國 民に 多大の 經濟的 利益 を與 へたの みならす、 他方 多額の 牧益を 臺灣の 財政に 

m し、 新 領土 開發に 資する ことが 犬であった。 明治 三十 三年 度より 四十 年度までの 八 年間 だけで、 棹 腦專賣 益金す で 

に 一 千 三百 六十 五 萬圓、 その 內譯は 次の 通りであった。 
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ふべ く、 その 點伯 は、 <fr もな ほその 先見の明と 共に、 その 經營的 才幹 を、 世に 誇る に 足る とい ふべき であらう。 

七、 煙 草 專 賫 

以上、 阿片、 食鹽、 樟腦 の專賣 が、 所謂 伯の 臺灣三 大專賣 法であって、 新 領土 財政の 极幹 をな す ものであった。 そ 

して これ 等の 專賫 事業 は、 はじめ 各 別の ほ 課に 分掌せ しめて ゐ たが、 明治 三十 四 年 五月 二十四日、 毫 灣總^ 府專賣 

{：：: 制が 發布 せらる る や、 從來の 製薬 所、 鹽務 局、 樟腦： IS は廢 せられて、 悉く 總督 府專賣 局に 統一 せらる るに 至った。 

然るに 間もなく 臺灣 專賣局 は、 この 三 大專賣 の 外に、 今一 つの 專賫 事業 を 追加す る ことにな つた。 それ は 明治 三十 

八 年、 日本 全 國に實 施せられ た 煙草の 專賫 である。 

煙草 專賫法 を 臺灣に 施行す るに 至った 經緯 について、 その 關係 者の 一人た る 藤 田 謙 一は、 次の 如く 語って ゐ. る。 

私が 後藤 さん を識 つたの は、 相 馬 事件 の 當時 裏面 に 働い た 後藤 勝藏と 云 ふ 人の 紹介で. 麻布 の 新 網 町 に 後藤 さ んを 

訪ねた のが 最初でした。 それから 御 認識 を 得て、 愈よ 民政長官に なられた 後に、 煙草の 專賣を 臺灣で やらう と 云 

ふ 時の ことで ある。 私 は 學校を 出てから 大藏 省の 小役人 をして、 煙草の 製造 販賣の 方に 從 事して 居った。 煙草屋 

の 支配人 もしたり した。 そこで 後藤さん が、 

「今度 臺灣 でも 煙草の 專賣を 布 かう と 思 ふが、 どう だ、 君 は 煙草に 經驗が ある さう だから、 何 か參考 になる こと 

を 話せ。」 

と 云 ふこと であった。 そこで 私が、 
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「それ は 政府で 專賣 する より 臺灣 では 民間の 請負に しなさい。 臺灣に 煙草の 商賣を 官吏が しても 駄目です。 失敬 

だけれ ども 民間の 請負に しなさい。」 

と 言 ふと、 後藤さん は、 

「さう か、 しかし 良い か惡 いかお 互 ひに 議論して 見よう。」  . 

と 言 ふので、 私 は 或る 程度、 官廳で やる より 我々 の 民間の 請負に させた 方が いいと 云 ふ 議論 を やった。 ところが 

反對に 後藤さん に 散々 に 吹き飛ばされて、 今でも 覺 えて 居る が、 どうしても 議論に 勝てない。 無論 勝てる 譯 がな 

い。 その 時に 感じた の は、 あの人 は、 何か詻 問に 應 じて、 此方が 意見 を 述べる と、 向う も對 等に なって 盛んに 議 

論 をす る。 決して 負けない。 その代り 負かされたら、 淡泊に その 議論 を 採用す る。 他の 人に あれ だけ 無遠慮に 議 

論したら、 彼奴 生 意 氣な奴 だ、 と 思 はれる が、 後藤さん はもつ と 打 突かって 來 いと、 進んで 議論 を 要求す る 人で 

ある。 そこで 私 は、 もう 一遍 やって やらう と 思って 今度 は 十分 考 へて 二度 行きました。 あの人 は强 いから うんと 

打 突かったら 宜 からう と 思って 研究 をして やつたん だが、 中々 食け ない。 

「どうも 君の 議論 の 限りで は、 ま だ 民間 の 請負 に は 感服 出来な い 。」 

と 言って、 政府 直接に やる と 云ふ說 を枉げ ない。 更にもう 一遍 議論 をし ました。 

「何遍で も 来い。」 

と 言 ふ。 そして 間もなく、 臺灣に 煙草の 專 寶を實 行され ました。 その 時に 感じた こと は 二つ ある。 それ は 後藤 さ 

んに は、 放漫な 議論 をい くら 吹 掛けても 駄目で ある。 細かい こと は 知るまい、 財政 的な 事な ど 少しも 分るまい と 


思って ゐ たが、 中々 財政の ことな ど は、 細心の 注意 を拂 つて ゐる わい と 感じた ことが 一つ。 又 一つ は、 何事で も 

人の 意見 を 丁寧に 聽 くが、 盛んに 議論で 研究 的に 打 突かって 來る こと を甚ぶ 人で ある。 こちら は 斯んな こと を 巾 

. して はと 心配す るが、 向う はま だ 物 足らぬ と 云 ふ 人で ある。 

「藤 田、 もう 一 遍 議論しょう。」 

と 猛烈に 打 突か つ て 行く こ と を 要求す る 人で あると いふ ことであった。 

かくして 明治 三十 八 年、 內 地に 煙草 專寶 法が 實施 せらる ると 同時に、 臺灣 においても、 これ を 施行す る ことに 決し 

た。 

由 來臺灣 における 煙草の 耕作 は、 年久しく 行 はれた るに も拘 はらす、 その 發達遲 々として 振 はす、 常に 支那 煙草に 

壓 せられて、 自給の 力がなかった。 卽ち當 時 調査の 結果、 島 內ー菌 年の 需要 刻 煙草 を 供給す るに は、 約 四百 萬 斤 以上 

の 原料 葉 煙草 を 要するに 拘 はらす、 葉 煙草の 產額は 僅かに 三十 萬 斤 乃至 五十 萬 斤の 間に 出ない ことが 判った。 

そこで 伯 は 一方、 機械、 器具、 工場 等の 設備 を 改良し、 しばらく 支那 產 原料 葉 煙草 を 以て、 島內の 需要 を充 たす こ 

ととした。 ところが いよ/ \ 原料 葉 煙草の 買 人 入札 を 行って みると、 これ は 三 井 物產、 サミ -I ル、 辜 顯榮、 その他 

の 有力 商が 參 加した にも 拘 はらす、 いづれ も 人札價 格が 高くて、 豫定價 格 を 去る こと 遠く、 つ ひに 落札す るに 至らな 

かった。 

然 らば 伯 は 如何にして これに 對處 した か。 實 地に その 事に 當 つた 宫尾舜 治の 語る ところに よれば、 次の 通りで ある。 

この 時 私 は、 後藤-お 政 長官に 呼ばれて、 對策を 求められました ので、 私 は、 
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「それ は當然 のこと で、 これまで 臺灣に は數百 人の 煙草 製造 人が あり、 各緣 故を迎 つて、 支那の 各 産地から、 少 

量 づっ買 人れ て 間に合せて ゐ たのです。 それ を 今度、 一度に 多量の 人 札 を 出されても、 元來 支那の 各地に は、 こ 

れに應 する 市場 もな く、 從 つて 相場 も 立ち 難い わけです。 だから 入札者 は、 取り 敢 へす、 好い加減に 入札 をして 

おき、 落札 後 各地で 買 集める 考 へです から、 勢 ひこん な 高 價な人 札 をす る ことにな つたので す。 だから 專賫 局で 

若し 買 人 をす るなら、 直接 産地で 買 出し をす るか、 或は ー應產 地から 臺灣 までの 買 人の 連絡 をつ けてから でない 

と、 むつ かしい と 思 ひます。」 

かう 申します と、 伯 は、 

「よし、 判った。 では 君 はこれ から 支那に 行って、 その 順序 をつ けて こい。」 

さう いふ わけで、 私 は 三 井 物産と 交涉の 上、 表面上 は 三 井 物産の 店員と いふ 觸れ 込みで、 三 井 物産の 通 譯ニ名 を 

伴 ひ、 幅 建、 浙江、 江 西、 湖南、 湖北な どの 奥地に 人って、 產 地で 直接に 葉 煙草の 買 付 を 行った のです。 さう し 

て、 產 地から 開港 場までの 陸上 運搬、 並びに 代金 支拂の 方法 を 立て、 さらに 開港 場から 臺灣 までの 輸送 船賃の こ 

とな ど、 實 地に 取 極めて、 これ を 三 井 物産に 引繼 ぎました。 この 時、 三 井 物 產に對 して は、 諸 費に 對 して 百 分の 

二 半の 手数料 を支拂 ふこと となし、 以來、 この 方法で 買 付 を 行 ふこと になった わけであります。 

かくの 如く、 伯 は 一方、 原料 葉 煙草 輸入の 方法 を 立つ ると 同時に 他方、 島內に 煙草の 耕作 を獎勵 して、 自給自足の 

； It^ を 建てた。 すな はち 支那 産地より 煙草 耕作者 を 招き、 煙草の 種子 を輸 人し、 これ を 各 街庄に 配付して、 その 耕作 を 

獎勵 するとと もに、 他方、 マ -ーラ 葉の 栽培 を も 試みて、 種々 研究の 結果、 臺灣の 葉 煙草 產額 も、 次第に 增 加す るに 至 


つた" 後- 草專賣 が、 島內需 耍の增 進と ともに、 好個の 財源の 一 となった 基礎 は、 實 にこの 時に 開かれた の 

である。 

第五 節 新 領土 の產業 革命 

一 、 臺 灣の 近代化 

伯の 臺灣 統治 十 年間の 業績 は、 一言に して これ を盡 せば、 原始的 臺灣を 近代的 臺灣に 作り 替へ たこと である。 

一社 會の 近代化と は、 これ を學問 的に 謂へば、 産業革命の 完成と いふ ことで ある。 卽ち 伯の 治臺十 年の 努力 は、 產 

業 革命の 一 路に 邁進した ものと いふ ことができる。 

然 らば 伯 は 如何にして、 この 未開 發の 臺灣に 産業革命の 成果 を與 へ、 以七 新社會 の經濟 生活 を、 根本的に 革新した 

ので あるか。 それ は 日本 內 地の 産業革命が 歐米各 國の先 蹤と軌 を 異にし、 主として 政府の 指導 啓發に 依りた るが ごと 

く、 臺灣 の經濟 革新 も 亦、 悉く その 主動 力 を、 政治 權 力の 中心た る總督 府に發 したので ある。 卽ち 上から 下に 及んだ 

産業革命であった。 

伯 は そのために、 先づ 二十 年 計 畫を樹 てて、 臺灣 事業 公債 案 を 成立せ しめ、 三 大事 業に 著 手し、 三 大專賣 法 を實施 

した。 かくして 新 領土 經濟 革新の 极幹を 成した るの ち、 つづいて 農工 商 全般に S る、 經濟 政策の 實 施に 取 掛っ たので 
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ある。  一 

然 らば 伯 は、 經濟 そのものに 就いて、 如何なる 觀念を 有って 居った か。 伯 は 明治 三十 四 年、 この 臺灣 統治の 大方 針 一 

を說 示した が、 その 經濟 に關 する 一節に おいて、 次の 如く 語って ゐる。 -  ； 

吾輩の 解釋 する 所に 據れ ば、 國 家の 經濟 或は 臺灣の 經濟と 云 ふ もの は、 國 家の 生活 若く は 臺灣の 生活 を 維持す る 一 

に 足るべき 營 養の 供給 法で あると 考 へた。 人身 生活に は 人身 營養 法が ある 如く、 國家 生活に は 國家營 養 法が ある 一 

ので ある。 故に 臺灣の 生活 を 健全なら しめ 様と 云 ふに は、 臺灣 經濟の 講究が 甚だ 必要で ある。 又 改良が 必要で あ j 

る。 然ら ざれば、 臺灣の 發達を 期す る 事 は 出来ない。 

臺灣の 經濟の 狀況は 近く 歳 を 追 ふて 發 達し、 日々 に 面目 を 改めて 來た〕 此の 變遷の 際に 當 つて、 土人 等が 頻りに 一 

不景 氣を唱 へる けれ 共、 其の 事 や 全く 經濟 上の 變 化より 來る 一時の 現象に 過ぎぬ ので、 日々 に發 達しつ、 あると 一 

云 ふこと は 疑 を容れ ぬ。 政府よりも 各般の 施設 を爲 し、 叉臺灣 銀行の 設立の 如き は 其の 發達を 頗る 助長す る もの _ 

である。 併し乍ら 此れ を 以て 滿足 する 事 は出來 ぬので、 將來 益々 其の 改良 を圖ら なければ ならない。 之 を圖る に- 

も 此の  農 商工業に 關 係す  る舊慣 制度と  云  ふ もの  を 明かに  せ  ざれば、  却て 之れ を 助長 せんとす る途 を、 杜絶せ しむ i 

る 所の  卽ち其 生活 を絕っ 所の 原因と なること なき を 保せ ない 次第で ある。 往々 にして 斯 くの 如き ことがある i 

から、 當局者 は 大いに 愼 しまなければ ならない 處 であって、 深く 此の 點に 就いて 意 を 留めて 居る 場合で ある、 其- 

の  變 動の  著しき もの  を擧げ て 將來の 變遷を 推知し 、 又 臺灣の 舊惯を 知 つ て 新 古相對 せし むる の 必要なる こと を證ー 

せんと すれば、 次の 如き ものが あるので ある。 (「 臺灣 舊惯， 記事」 第五 號、 is 三 四. 五. 二 〇 發行)  一 


さう して 伯 は、 つづいて 臺灣 貿易の 變 遷を說 き、 その 改革に 論及して ゐる C 伯が 經濟を 以て、 生物 學的營 養に 比し、 

經辨 革新の 基礎と して 舊慣調 茶の 必要 を說 くと ころに、 伯の 所謂 生物 學的 政治 論の 片憐 が隱 見して ゐる C 卽ち、 産業 

革命と 言っても、 舊き 制度 組織が、 一朝に して 廢滅 せられ、 机上に 案出され たる 理論 や 法律に よって、 全然 新しき 制 

度 組織が 實 現される ので はない。 種子が 芽と なり、 楚を 生じ、 やがて 葉 を 茂らせ、 花を疾 かせる やうに、 經濟 革命 も、 

從來 の 制度 組織 を 基礎と して、 次第に 進化す る ものでなくて はならぬ。 

幼に して 醫 學を學 び、 夙く より 科學的 精神の 洗禮を 受けて ゐた伯 は、 當 時の 政治家の 誰れ よりも、 この こと をよ く 

知って ゐた。 

更に 伯 は、 論 を 進めて、 産業の 發 達と 文化の 關 係を說 き、 次の 如く 語った。 

產 業の 改良と 云 ふこと は延 いて 風俗 習惯の 改良 を來 すので ある。 何となら ば社會 生活の 變遷 は卽ち 習惯の 變遷で 

ある。 此の 社會 生活の 變遷 なる もの は、 衣食住 を 供給す る爲 めに 勞 働す る狀 態の 變遷 より 來る ものである。 ソコ 

デ 令 日までの、 臺灣の 産業 は 如何と 云 ふこと を 十分 調査して 見る と、 將來十 分 の 發達を 企圖す べき ものが 甚だ 多 

い。 之に 由って 亦 民事 商事の 惯 習に 變 遷を來 すが 故に、 將來を 計って 立法の 拫 底を定 むる にも 必要であって、 一 

日 も 怠る ベ からざる もの である。 

伯の 論す ると ころ は、 マルクスの 唯 物 史觀を 通過せ る 我等の 耳に は、 別に 新奇の 觀を與 へない。 卽ち すべての 文化 

は、 經濟 機構の 上に 建設せられ たる 上層建築 であると いふので ある。 ただ 我等の 特に 與味 を覺 ゆると ころ は、 同じく 

ス ベン サ ー 的 思想より 出發 して、 一は 思想家の 頭に より、 一は 實際 家の 手に より、 期せす して 同一の 結論に 到達した 
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ことで ある。 しかも マルクス は、 思想家な るが 故に、 夙く も 資本主義の 彼岸 を 想像して、 彼の 科學 的社會 主義 論 を 打 

ち樹 てた るに 對し、 伯 は 飽くまで、 足 を 大地に 確かと 踏みし めて 立つ 政治家な るが 故に、 この 未開 發 なる 新 鍋 土經濟 

に對 して は、 先づ その 資本主義 化 を 急務な りと した。 

然 らば 植； K 地 經濟を 資本主義 化する に は、 如何なる 方策 を 執るべき であるか。 卽ち 伯が 提示せ る 方策の 一 は、 所謂 

「積極 政策」 であり、 他 は 所謂 「保護 政策」 であった。 卽ち伯 は、 語を轉 じて 曰く。 

今や 輸入超過 を 喋々 喃々 し、 若し 此の 時に 際し、 勤儉 儲蓄 を 以て 之 を 防ぐ にあら ざれば、 國 家の 前途 を 如何せん 

などと 云 ふ ものが ある。 是 れ道德 論と して はまい かも 知れぬ が、 經濟 策と して は 今日に 於て 迂遠なる 譯 である。 

故に 經濟 政策と して は、 よろしく 臺灣に 於け る 砂糖 食鹽の 製作 事業 を獎勵 し、 先 づ帝國 に 輸入すべき 外國の 砂糖 

を 絶つ て、 悉く 臺灣 より 輸送せ しむべき の 途を講 する のが 必要で ある 是れ必 すし も 永き 年月 を 費す ことで はな 

い。 全力 を盡 したならば、 成功 を數 年の 後に 期す る こと を 得る ので ある、 今 は 漸く 四 五 千 萬 斥の 砂糖 を 製 出す る 

に 過ぎぬ けれども、 之 を  一二 年の 間に 三倍 四 倍に 爲さ うと 云 ふことの 難から ぬと 云 ふこと は、 其の 道に 精し き 人 

の 皆 信じて 居る 所で ある。 

さらに 「保護 政策」 の 要に 就いては、 世界の 植民 競爭の 大勢より 說き 起して、 次の 如く 結論した。 

此の 新 領土 經濟と 云 ふこと に 就いては、 本國 の經濟 よりも 甚だ 重き ことで ある。 何ん とならば 領土 經營の 經濟を 

等 良たら しめて、 其の 成功 を 期す ると 云 ふこと は、 各國 の競爭 する 所で ある。 唯々 領土の 統治の 爲 めに 競 IJHJ る 

ので はなく して、 其の 母國の 經濟に 影響を及ぼして、 母國 をして 將來 益々 額 土の 爲 めに 經濟 上の 利益 を 得せし め、 


又 農 商工業 上の 發 達に 對 して 測るべからざる 程 犬なる 結果 を 得せし むる と 云 ふこと が 有る 爲 である。 近來各 闪ノ  , 

つて 領土 經營の 競 爭を爲 す 所以 は、 全く 經濟 上に 關 係して 居る ので、 其の 競爭の 極、 卽ち 植民 政策の 兢 e- の 極、 

或は 平和の "gw となり、 或は {-"ー 戰の 原因と なる 位 ひで ある。 其れ程に 全力 を盡 して、 此の 新 i 别 土の 經濟の 改良 を 

圖 つて 居る.」 之れ 各國の 今日の 競爭の 主なる ものと 云って 差 支ない ので ある。 吾が 國に 於ても、 其の 間に 立って" 

此の 經營を 全うして、 母國の 面目 を 立て、 利益 を圖 らんと する に は、 臺灣 の經濟 上の 舊惯を 明かに して、 其の 改 

良 を 力めなければ ならぬ ので ある。 故に 其の 改良 をす るが 爲には 一 定の 保護 獎勵 をし なければ ならぬ ので ある。 

近來は 各國皆 自由貿易、 營業 自由の {仝 論 を 捨てて、 英國の 如き も猶ほ 保護 政策 を 取る の 傾きで ある。 故に 臺灣の 

如き も、 此の 邊の 講究に 就いては、 決して 保守に 流れて 將來の 結果 を 失 ふが 如き ことの 無い 様に 力め、 其の 經營 

と 云 ふ もの は、 內 外の 大勢に iii し、 而 して 遺 策 無き を 期せん として 居る ので ある。 

その 說く ところ、 粗枝大 葉なる を 免れす と雖 も、 伯が 民政長官 として、 新 領土に 樹立 せんと 志した る經濟 政策の 根 

本義 を 察知す るに 足る。 

吾人 は 更に 進んで、 重なる 事業に ついて、 その 大體を 記述し、 臺灣の 資本主義 的 新經濟 政策が、 如何にして 實 現せ 

しか を 描く であらう。 

二、 砂糖 政策 

n 本が 初めて 臺灣を 領有した ると き、 最も 注目され た 事業 は 砂糖であった。 しかし 當 時の 臺灣 砂糖 事業 は、 實に幼 
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稚な ものであった。 この 原始的な 産業 を 近代化して、 新 領土 經濟の 中心たら しめる とい ふこと が、 民政長官 としての 

伯に 提供され た、 一大 課題であった。 

臺灣 における 糖 業の 濫觴 は、 遠く 隋朝 時代に 溯る。 當時 支那 人に よって 移植 せられた 農作物の うち、 廿^ こそ は最 

初の もので あつたと 俥 へられる。 降って 和 蘭 統治 時代に おいて は、 旣 に臺灣 物産の 重なる ものの 一 に數 へられ、 甘庶 

圜は米 田の 約 三分の 一 を 占めて ゐ たと 信ぜられ、 蘭人が 日本人 及び 支那 人と 毎に 葛藤 を 生じた の は、 多く は 砂糖に 關 

してで あつたと 言 はれて ゐる。  - 

鄭 成功 臺灣 島の 主人公と なるや、 大いに 自彊の 策を樹 て、 福 建 地方より 庶苗を 輸入して、 搪業 を獎勵 し、 臺南 地方 

の 平原 多く は 甘 t!;; 作の ために 開拓せられ、 その後 五十 年間に、 臺灣 砂糖の 產額 は、 約 三倍に 上った。 然るに 淸朝 時代 

に 入る や、 政府 は 寸> おも 保護 を 加 ふること なく、 只管 收斂に 努めた るた め、 治世 二百 五十 年、 殆ど 何等の 進歩 を 見す 

して 終った。 加 ふるに 支那 資本家 は、 耕作者 或は 製糖 者に 資本 を 前 貸す る 術策に よって、 金利と 搪 業の 利と、 二重の 

利益 を壟斷 して、 生産者 を 苦しめた るが ために、 臺 灣が數 百年の 間に 砂糖より 得た る 利益 は、 少しも 搪 業の 改良に 費 

さるる ことがなかった。 その 製糖 法ゃ廿 i;; 辩 作法が、 數 百年 前に 異ならざる、 幼稚に して IS 始 的なる ものに 止まった 

の は、 この 故で ある。 

伯が 民政 局長と して、 新 領土に 赴任した 當 時の 臺灣糖 業 は、 上田 恭輔 の囘 顧せ るが 如く、 

初めて 臺灣に 赴任した 頃の、 在来種の 甘 は、 釣竿よりも 細く、 ヒ ヨロく した 實に 貧弱な もので、 大きな 石臼 

の 上で 水牛が 漫々 綏々 と 之 を壓碎 し、 薄汚ない 密 汁の トロ リ くと 滴る 中には 水牛の 小便 も浞 じり、 之れ が 精製 


された ところで 一 塊の 黑砂搪 たるに 過ぎす、 汉んゃ この 産額に 至って は 論外に 僅少であった。 

とい ふ狀 態であった ので ある。 しかも 臺 灣の塘 業が、 かかる 幼稚なる 產業 制度に も拘 はらす、 尙ほ 能く 五 千 萬 ^ir 乃至 

一億 斤 を 生産し、 輸出 もまた これに 準じて 少なくなかった こと は、 臺灣 島が 砂糖 産地と して、 如何に 天^ 無限なる か 

を 示す ものであった。 この 原始的なる 糖 業 を 近代化して、 この 埋もれた る 財寶を 採掘 增殖 する に は、 二つの 大方 策が 

必要であった。 

一 つ は 農業 的に、 種と 耕作 法と を 改良す る ことで あり、 他 は 工業 的に、 從來の 糖 藤と 稱 する 原始的 生産 法 を廢し 

て、 大工 業 制度に 移す ことであった。 

而 して 第一 の 農業 的 改革の 重任 を 授けられ たの は、 米國歸 りの 若き 農學 者、 新 渡戶稻 造であった。 後に 新 領土 糖 業 

の 基礎と なりたる 「糖 業 改良 意見書.」 を 提出す るに 至る までの 經緯 について、 新渡戶 自身の 囘顧談 を 引用 すれば、 次 

の 通りで ある。 

著 任 後一 一箇月 も 立たない 內に 直ぐに ジャワに 製糖 事業 を視に 行きました。 私 は殖產 局長と 云 ふので 臺灣の 財政の 

獨立 を計畫 する に 付て、 臺灣 にどう 云ふ產 物が 最も 適して 居る かと 云 ふこと に 付て 意見 を 書いて 吳れと 云 ふ譯で 

ありました。 私 は 砂糖 だナと 思って、 それ ぢゃ 鬼に 角 ジャワに 往 つて 砂糖 を 研究し ませう と 巾し ますと、 直ぐに 

往 つて 吳れと 云 ふこと になった。 それから 歸 つて 全島 を 僅か 三 週間 計り 歩きました。 汽車 も 碌にない 時分で あり 

ました。 さう して 臺 北に 歸 つて 来る 「君、 直ぐに 意見書 を 出して 吳れ， 一 と 後藤さん が 言 はれる。 「僅か 三 週間 視 

た 位であります から、 意見 II 曰 はもつ と 調べた 上で 差 出します」 r ィャ 調べなくても 良い から 直ぐに 出して 吳れ」 
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「それ は 困ります ナ」 私 は 今 こそ こんな 變な 者に なって しま ひました けれども、 其 頃 はま だ 自ら 學者を 以て 任じ 

て 居った から、 學徒 として 左様な 輕卒な 意見書 は 出せない と 思った ので、 「能く 調べて 色々 參考書 も 見てから 意 

見 書 を 書きます」 と屮 します と 「ィャ そんな 事 は 要らない。 臺灣 のことの 能く 分らない 內に 書いて sK れ。 君が 臺 

灣の實 際 を 知る と、 眼が せて 思 ひ 切った 改良 策が 出なくなる。 ジャワ を 見た 眼の 高い 所で 書いて 吳れ。 行 はれ 

ない 事で も 何でも 良い から、 高い 所 を 見た 眼で 書いて nJK れ」 と 言 はれました。 其 時に 兒 玉さん も 後藤さん もさう 

云 ふ 風な 遣り方で あるから、 思 ひ 切った 事が 成る の だと 深く 感じました。 所が 實 際に 迂 ぃ學說 や 理想論な ど を 言 

つ て 頭から 刎 付けられ ると 思って 居り ましたが、 幸に も 私の 意見が 容 れられ ました。 

更に この 「搪業 改良 意見書」 に對 する 兒玉 總督の 態度に ついては、 新渡戶 は、 自著 「偉人 群像」 (三 三 一二— 一一 一三 六 頁) の 

なかに、 次の 如く 語って ゐる。 

わが 輩 殊に 兒玉將 軍に 接して、 彼の 心の 動きに 感服した こと は、 右に 述べた 產業 意見の 內に、 搪 業に 關 する 意見 

書 を 總督に 出した が、 總^ 自ら 讀 むに 先 だち て、 關 係官 衙の者 共が 考究して、 終りに 總督の 手元に 達した。 スル 

ト總督 はこの 意見書 を讀み 終って、 わが 輩 を 呼び出し たので、 我輩 總督 官邸に 行く と、 兒玉 總督は 軍服 を 著て、 

唯一 人 机の 側に 坐って ゐた。 その 机の 上に は、 我輩の 意見書が 一冊 撗 はって ゐた) 我輩 を 見る や、 

兒 『君、 僕 はこの 糖 業 意見書 を 見た。 しかも 二度 繰返して 見た。 一 體 わが 輩 は 書類 を 二度 も 繰 返す こと はしない 

男 だが、 臺灣 財政 獨 立の 基 を 築く 极底 論で あるから 念 を 入れて 見た が、 そこで 聽 きたい ことがある。 界 これで 行 

ける のか c』 


新 『はい、 行ける と 思へば こそ 書いた のであります c』 

兒 『本當 にこれ で 行ける かね"』 

新 『はい、 技術 上、 學術 上から 推せば、 必す 行ける と 思 ひます。 しかし この 意見書 通り、 實行 する かせぬ かによ 

るので あって、 この 中に 殊に 閣下に 讀ん でいた きたいと 思 ふところが、 一べ ー ジ 御座いま すがお 氣 にっき まし 

たか。』 

とい ふと 暫く 首 を 傾けて ゐ たが、 

兒 「それ はフ レ デリック 大王の ことで はない か。』 

新 『全く さう であります。 フレデリック 大王が プロシアの 農政 改革 實 行の 爲 めに、 時には 警察 權を用 ひ、 時には 

憲兵の 力 を かりたり して、 なか/ \ 手 きびしく やりました。 しかるに こ 、 に 瑭業を 基礎と して 臺灣の 时政獨 立 を 

計る に は、 フレデリック 以上の 決心 を 要する ものと 思 ひます。 なかく この 保守的の 農民 を 相手に 改良種 を植ゑ 

つけたり、 進んで 機械 を 用 ひる こと は 容易で なから うと 存じます 故に、 假に 閣下が 私に これ を やれと 仰せられた 

ところで、 一 兵卒の ない 技術 官には 何も 出来ません。 とに 角 この 意見書で やる か、 やらない かとい ふ 問題 は、 全 

く 總督の 決心 一 つ による ことであります：』 

と 述べた ところ、 總督は 椅子から 立ち上って、 部屋の 中 を 五六 度 も 歩き 出した。 

わが 輩 は 彼の 返事が イエス かノ ー か、 彼の 態度 様子に ついて 注目して ゐた。 暫 らくあって 彼 は W び 椅子に 戾 つて 

來て、 手 を 振って 二 ッ コ リ笑 ひながら、 
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『君、 やらう。』 

この 一 言が 卽 ちかの 臺灣糖 業の 今日の 大發展 の 出發點 となった ので ある。 

兒玉 大將の 「行ら う」 とい ふ 一 言 は眞に 力強い ものであった。  • 

何 ゆ ゑ なれば 彼 は 思想の 人より 實 行の 人で ある。 彼の 履歷を 見ても 實行、 敢行、 斷 行の 生涯が 一貫され てゐ る。 

實 に臺灣 をして、 世界 有数の 砂糖 生産地たら しめたる もの は、 民政長官 たりし 伯の 達見と、 總督 たりし 兒玉將 軍の 

決斷 とに よる ものであった。  .  . 

この 新渡戶 博士の 改良 意見 を實 現すべく、 明治 三十 五 年 六月、 搪 業獎勵 規則 及び 施行 細則が 發 布され、 同時に 搪務 

局 を 設けて、 專ら 製糖 事業の 發達を 助成す る機關 となした。 由來、 砂糖 獎勵の 事 は、 殖産 局に おいて 管掌す る 一 方、 

稅務 課に おいても、 稅源滿 養の 見地から、 獎勵策 をと つて ゐ たもの を、 糖務 局が 設置 さるる に 及んで、 これに 統一し、 

さらに 擴充 さるる に 至った ので ある。 

かくして 糖 務；； 5 は、 種 改良の 施設と して は、 大目 降甘庶 試作 場 を 起し、 各地 方の 苗圃 を 統一して、 外國種 優良^ 

苗 を 養成し、 一甲 當りー 萬 四千 本の 割合 を 以て、 一般 il 作者に 無償 下附 する こと 二百 四十 四 萬 本に 達した。 その 結果、 

耕作者 も 漸く 改良種の 優等なる こと を 諒解し、 植付 を 希望す る 者が 激增 したので、 明治 三十 七 年に は、 斗 六 以南に 

苗 養成 所 を 設けて、 苗 用 甘庶の 作付 を爲 さしめ、 これに 對 して 改良種 苗 を 無 筒 交付し、 且つ 一甲 歩當 五十 圓の 肥料 代 

を 補助し、 養成した^ 苗 は 相 當價格 を 以て 買 上げ、 之れ を 一般 庶 農に 交付した ので、 年 々在来の 劣等 種 植付 巾 數を減 

すると 同時に、 改良種 植付 W 數を增 加した。 卽ち、 搪 業獎勵 規則の 公布され た翌 三十 六、 七 年期に おける 甘^ 钟作面 


镇ニ萬 一千 餘 甲のう ち、 改良種 甘 の 植付けられ たの は、 僅か 二百 餘甲 歩に 過ぎす、 全然 劣等 種ば かりと 言っても よ 

かった ものが、 絮年 改良 せられて 大正 六、 七 年期に は、 總 植付 甲數が 十二 萬 五 千 七 百餘甲 歩に 達する と共に、 その 大 

部分 は改 種であって、 劣等 種 はま だ 拫絕に は 至らなかった けれども、 僅か 一 萬餘 2. 歩に 過ぎなかった。 

耕作 法に おいても、 臺灣糖 業 は 一段と 進歩 を 示した。 由 來臺灣 農民の 通弊 は、 施肥 を輕視 する ことであって、 甘 il 

钟作も その 例に 洩れなかった。 そこで 當局 は、 溏務局 開始と 共に、 無料で 肥料 を 交付して、 大いに 施肥 を獎勵 したの 

で、 明治 三十 七 年に 至り、 一般に 施肥の 風が 起り、 つ ひに 豫定 の經 費で は、 肥料 下附の 請求に 應 する ことができ なく 

なった ほどで ある。 そこで 當局 は、 共同 購買の 便法に よって、 農家 をして 施肥 を自營 せしめ、 當：： ：5 はこれ に 補助金 を 

與 ふるに 止めた のみなら す、 その 補助金 額 も、 幾度 か遞 減す る ことにした。 しかし その 時 はすで に、 農家 は 施肥の 效 

用 を實驗 した 後であった ので、 自ら 進んで 肥料 を 施す に 至り、 從 つて 牧 穫を增 加し、 品質 を 向上す る こと 顯著 であつ 

た。 そのほか 灌漑 排水に 關 する 補助金 を 交付し、 或は 農具 を貸與 して 深耕 法 を獎勵 し、 また 模範 耕作 鹿 園 を 開き、 補 

助 苗圃、 宫營 苗圃 を 設置す るな ど、 獎勵の 法 殆ど 盡 さざる はなかった。 

他方、 側面から、 この 種と 耕作 法の 改良 事業の 實施を 助けた の は、 辜顯榮 であった。 彼 は それ を囘 顧して、 自ら 

次の 如く 記して ゐる。 

其の 次 は 則ち 搪務 を與辦 す。 督府 毎年の 歳費、 尙ほ須 く墊を 中央に 仰ぐべし。 急に 殖産 を 開拓し、 財源 を 捻出せ 

んと 欲せば、 搪務を 以て 墜 政に 較 ぶる に、 利 源浩大 なり。 早に 殖産 局長 新渡戶 博士と 計畫擧 興す。 時に 後藤 公內 

地より 歸り、 卽ち 余の 爲 めに 言 ひて 曰く。 政府 搪務を 興す に 決す、 內 地を經 由して 三百 噸の 機械 を 運び 到る、 按 
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する に 資本金 五十 萬圆 なり、 而 して 政府 年 六 分 を 補助し、 藉 けて 以て 獎勵 す、 十 年後 を豫 想す るに、 擴充 して 五 

百 萬 包に 至らば、 內 地の 消需を 供給し、 以て 利 權の外 溢す る を 免るべし、 然るに 臺灣 在来の 竹 照を査 する に、 年 

收 二十 萬 包に 過ぎす、 此の 種の 竹 i;; 若し 改良せ ざれば 恐らく は 發展し 難 からん、 故に 督府已 に 爪哇に 向って 改良 

の 種 を 採 買す、 久しから すして 臺に 到らん、 此の 事 再び 君の 力 助 を 煩 はさんと。 含く。 固より 當に勞 を效す 

べし、 佤臺灣 現在の 搪業を 鑑みる に、 北部 は 絶無、 中部 は 僅少、 唯 南部 多き に 居る、 蓋し 南 地 は天惠 の熱帶 にし 

て、 ^§1を植ぅるに適宜す、 故に 此の 事 須く臺 南 諸 紳士と 之を議 すべし と。 其の 時 督府將 に 揚文會 を 開かん とし、 

前 淸縉紳 の士、 南部の 叙 子許廷 光、 蔡 玉屏、 蘇 雲梯の 如き 諸氏 等を延 請す。 將に今 井臺南 知事と、 同じく 來 つて 

會に 赴かん とす。 當に 機に 乘 じて 之と 面 商すべし。 諸 紳旣に 至る に迨 び、  < 水 前 一 日に 造り 訪れ、 督府 の與辦 方針 

を 陳述し、 其の 籌資承 辦を勸 む。 而 して 彼等お もへ らく。 在 來糖愤 甚だ 賤し、 如し 科び 稅金を 課せば、 必す缺 損 

を 致さん と。 故に 皆 難色 あり。 余 更に 督府獎 勵の趣 i: を 以て 詳 かに 說明を 加 ふ。 謂へ らく。 從來は 唯 島內の 一隅 

にの み消将 せり、 若し 改良して 產額 を擴充 する を 得、 內 地に 移出し、 或は 海外に 移出せば 糖 惯必す 增すを 見ん。 

大いに 發展の 厚 望 ある は、 搪業 幼稚の 時代に 如く は 無し。 經濟 知識 未だ 開けす、 諸氏 終に 左右して 詞を 托す。 翌 

夜、 公總督 と共に 諸紳 及び 今 井 知事 等を延 き、 筵 を i^. ね 席 を 設け、 款曲備 はり 至る。 詼諧 談笑、 賓主 歡を盡 す。 

酒 まさに 闌 ならん とす。 總督卽 ち 此の 案 を 提議し、 並に 與辦 の內容 を將て 一 々親しく 說 明を爲 し、 盡カ黉 襄を希 

望す。 前途 發展 せば、 利且 に倍蓰 せんとす、 諸 \1 ^意見 如何と 詢 ふに 及んで、 席上 各 言 を 聞いて 相 顧み、 默 して 答 

へ をな さす。 總督狀 を 見て 悅 ばす。  乃ち 諸氏の 爲に S ぬへ、 率先して 出資、 十五 萬圓を 引受く" 餘 の半數 は、 臺 


南方 面より 壽 出せん こと を 望み、 再 四 慫慂、 諸氏 仍敢 て應 承せ す。 終に 亦濟ら す。 逮に 懸案と なる。 而 して 爪哇 

の^ 苗 は將に 次いで 臺に 著せん とす 突。 公奈ん ともす る 無く、 再び 余 を 招いて 善後 辦法 を議 す。 余卽ち 個人の 資 

力 を 以て、 中 南部 地方に 於いて 著々 試植 し、 苦心 獎勵 す。 然れ ども 因と 農民 は 在来の 竹 を植 うるに 惯る。 蓋し 

竹 il は 土地の 肥 一 ^を擇 ばす、 叉 天候の 旱 浸に 碍 げられ す 發育自 如。 芸鋤叉 工夫 を 費 さす。 而 して 改良の^ 種 は、 

必す 土の 〈几し きを 揮び、 且つ 年に 三次の 除草と 兩 度の 施肥と を須 ひ、 栽培に はなはだしく ェ本を 費す。 況んゃ 乾 

早 すれば、 則ち 焦心 枯死し 易く、 淫雨 すれば、 則ち 收极蒌 縮し 易し。 故. に 皆 難 を 長れ て 却 避す。 < ^極力 獎勸、 拮 

据 經營、 始めて 漸く 普及す。 爱に 機械工 場 を 設け、 八十 噸 より 百 二十 噸、 に 至る。 次第に 共に 一 十八 處を 建つ。 臺 

灣糖 業の 改良、 當 にこれ を 以て 矢と 爲 すべきな り。 卽ち 今の 大日 本の 斗 六 五 間 暦、 東洋の 嘉義水 痛 頭、 新 高の 

彰化 中禁、 明治の 臺中、 溪 湖の 备 製糖 場 は、 皆 企が 當 時手づ から 之れ が 基を创 め、 其の後 會 社に 歸讓 して 擴大せ 

る ものな り。 惟 ふに 當時十 年後 を豫 想す るに 産額 五 百 萬 包に 至らん。 令 は 則ち 一 千 三百 萬 包 を 超過す。 臺灣の 天 

惠豐 厚な りと 曰 ふと 雖も、 亦 未だ 始めて 後藤 公興辦 開拓の 功に 非ん ば あらざる なり。 

の 記す ところの 如く、 この 一 種と 耕作 法の 改良の 效果は 覿面であった。 卽ち甘 ー户； の 收穫高 は、 明治 三十 五、 六 年 

期に おいて、 六 億 八 千 三百 餘萬 斤な りし ものが、 翌年 期に はは やく も 一躍 十億 斤 を 超過し、 伯が 滿鐵に 去りし 翌年に 

は 二十 億 斤 を 突破した るの みならす、 大正 六、 七 年期に は、 實に 六十 七 憶 斤 以上に 達した。 

この 農業 上の 改革と 並行して、 H 業 上の 改革 も、 急速 力に 實 現されて いった。 工業 上の 改革と は、 要するに、 舊來 

の 幼稚なる 搪廍 制度 を廢 して、 大工 場 制度 を 設ける ことに 外なら ない。 しかも 臺灣に 大規模の 製糖 會社 を與 すに つい 
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て、 最も 苦しんだ の は、 資金 難であった" 臺灣の 資本家が、 これにつ いて、 いまだ 何等の 理解 を 有せす、 風馬牛 相！ =5^ 

ばざる 態度 を 以て これに 接する 一方、 內 地の 資本家 も、 土匪 難 を 怖れて、 進んで 投資す る もの は 少なかった。 その ® 

にあって、 百方 勸說の 末、 明治 三十 三年、 はじめて 臺灣 製糖 株式 會社を 起さし むる までの 伯の 苦心 は、 容：^ ならざる 

ものが あった。 この 臺灣 最初の 製糖 會社は 三 井、 毛 利、 原、 細 川、 藤 田 等の 富豪、 及び 內藏寮 等が 大 株主と なり、 一一 

百 萬圓の 資本 を 以て、 橋 仔 頭に 興した ものであって、 總^ 府 はこれ に 六 分の 補給 利子 を與 ふる 約束であった。 ノ 

これが 创立當 時の 事 について、 山 本 涕ニ郞 は、 次の 如く M 顧した。  一 

1 體 私が 最近まで 社長 をして 居った 臺灣 製糖 會社 は、 臺灣の 今日の 砂糖 業の 元祖で あるが、 之れ を從 端-して 创 .H! 

せしめた のは兒 玉總督 並びに 當 時の 後藤； 1^ 政 長官で ある。 ところが その 當時 は臺灣 領有 後間 もない ことで あり、 -. 

臺灣 のお 心 は 甚だ 不！^ であって、 所謂 土 11 と稱 して、 満洲の 馬賊に 等しい 强盜の 集阁が 各所に 横行して 居った と.： 

いふ 時代であった C しかも 砂糖 業 を科學 的に 經營 した 者 は 未だ 一人 も 臺灣に はない し、 隨 つて その 結果に ついて ュ 

も、 何人も 確た る 信念 を 有つ ことが 出來 ない 時代であった。 それで 砂糖 業の 爲 めに 內 地の 資本 を 臺灣に 人れ よ 1 

としても、 殆ど これに 應 する 者がない とい ふ狀 態であった その 時に 今の 大日 本 製糖 會 社の、 その 當 時の 社長 を 一 

して 居った 鈴 木 藤三郞 とい ふ 人と、 それから 斯く 中す 自分と がその 話 を 承け て、 遂に 三 井 を 中心として 百 萬 圓のー 

株式 會社 を创 立して、 新式の 製糖業 を 創始 するとい ふこと になった。  ； 

然も この 臺灣 最初の 製糖 會社 は、 創立 當 初から、 あらゆる 困難と 障 礙とを 突破し なければ ならなかった。 まづ その 

第一 は、 土 難の 難であった。 橋 仔 頭は臺 南、 打狗の 間に あり、 產業 的に 見れば、 位 §a も 交通 も あらゆる 點 において、 


理想に 近かった が、 それ は：^ かも 土 Si の巢 窟の中 心に 位して ゐ たため、 彼等 は 最初、 武装して 事業 を經營 しなければ 

ならぬ 有様であった〕 それ を臺灣 製糖の 武智直 道が 次の 如く 語って ゐ る。 

當 時の 臺灣は 療癘の 地であった のみでな く、  土^と 云 ふ 厄介者の 爲 めに 良民 は 安らかに、 その 自らの 業に 從 事す 

る 事の 出来ない と 云 ふ 有様、 就中 臺灣 製糖の 工場 所在地で ある 橋 仔 頭 は、 恰 かも 土匪の 巢 窟の眞 中に 在り、 時々 

刻々 に 危險が 迫って、 迎も 安全に 製糖が 出来ない 樣な事 もあった。 當時 まだ 臺灣に 於いて、 本島人に 對 して 紙 |5 

の效 力が なく、 勞傲 賃金の 支 拂は總 て 銀 貸 を 以てした。 從 つて 工場に は 常に 銀貨 を藏 して 居た から、 時には 土 匪 

の 頭目が 職工に 化け 込んで、 隙 を 凝 ふと 云 ふ樣^ 事 も あり、 叉 一 圑の土 に 襲来され た 時な ども あつたと 云 ふ 風 

で、 その 危險 は實に 言語に 絶して 居た。 そこで 巳む を 得す、 兒玉總 お 3 に 向って 軍隊 派遣の 事 を 願った 所が、 將 

は 早速 之れ を 許されて、 兵士 七十 人と 若干の 將 校と 下士 を 派遣して 貰 ふ 事が 出来た。 そこで 會社は 構 內にバ ラッ 

ク 式の 兵舍を 急造して 其處 を屯營 とし、 尙ほ 社員 中から も 三十 人の 壯士團 をつ くり、 總督府 から 鋭 を 貸 下げて 貰 

ひ、 ，s 校から 訓練 を 受けて、 常に 百 名の 戰鬪カ を 以て 事業に 從 事して 居た 次第で ある。 

斯 くの 如き も、 果斷 なる 將 軍が 會 社の 苦心 を 察せられ、 いと 快く 軍隊 派遣と 云 ふ 臨機の 處置を 取って 下す つた 爲 

めで、 その 結果 三囘も li 徒の 襲来 を 受けた が、 幸 ひ 無事に 經營 する 事が 出来た ので ある。 實 際に 事業に 對 して 常 

に 熱心 なる 注意 を拂 はれた 將軍 であつ たれば こそと、 今 も尙 ほ 感謝 措かざる 處で あ る。 

しかも この 土匪の 害より 怖ろ しいの は、 島民の 反對 であった。 卽ち 初めて 臺灣に 製糖 會社 起る や、 舊來の 糖 廍等は 

その 業 を 11!^ はれる こと を 恐れて、 流言 浮說を 放ち、 百方 手段 を 講じて、 甘 鹿 原料が 會 社に 賫られ る こと を 妨げた。 た 
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めに 伯 は、 自ら 橋 仔 頭に 乘 りこみ、 製 街 會 社の 事務室に 各街庄 長、 參事、 有力者 五十八 名 を 召集し、 二 時間に 亙って、 

懇々 と 訓示 を與 へねば ならなかった "その 一節に 曰く。  - 

製糖 會社は 已に數 十 萬の 資金 を 投じ、 此の 事業 を經營 せり。 假令 二三の 反對者 あるが 爲 めに、 其の 事業 を 中止せ 

ん とする ものと なす か。 將 また 反對 する 搪 藤の 所有者 は、 其の 不完全なる 壓搾 器に 由り、 此の 會 社の 大 器械と 兢 

(；^ をな し 得べ しとす るか。 大 いなる もの 生ぜん とき、 小なる もの、 淘汰 せらるべき は 自然の 結果に て、 <fr さら 如 

何ん ともなす 能 はざる 處 なり。 然 りと 雖も 政府が 斯 くの 如き 地方 小 糖廍の 閉鎖 を豫 想しながら、 此の 會社を 保護 

する を 以て 地方 糖 業者 を抑壓 せんとす る ものな りと 誤 想す ベから す。 是れ實 に 政府 苦心の 存 する 處 にして、 卿 等 

は 深く 本 {n が 云 はんとす る 處を諒 悟して 以て 其の. 朋輩に 傳 ふるの 義務 を 負へ る ものた るを諒 すべ きなり。 

本島の 搪 業が、 其の 耕作の 方法に 於て、 製造の 方法に 於て 極めて 不完全な るが 故に、 世界 市場の 競 (少に 於て 年 一 

年不結^^を來しっ 、ぁるは^^ふべ からざる事實なり。 見よ 現に 爪 i.r 布 哇に產 する 砂糖が 本島 產 糖に 對 して 已に 

一 一倍の 市價を 有せる は 著しき 事實 として 觀 取すべき に 非ら す や。 若し 此の儘に 放任せば 本島 糖 は 漸次 收支相 償 は 

す、 久しから すして 衰滅の 域に 陷 らん 事 明白の 事實 なる ベ し。 

此の 時に 於け る 本島 糖 業者 の 地位 を豫 想せ よ" 是れ實 に 政 府が 留意 經營 せんとす る處 にして、 當 製 搪會社 の 如き _ 

卿 等 一般 をして 世界に 於け る搪 業の 現狀を 知らし め、 以て 自奮經 營の途 に 出で しめんと する のみ。 其 規模に 至り 

て は、 必す しも 製糖 會 社の 如く 廣大を 要せす して、 而 して 多額の 利益 を 享有す る を 得べき ものに て、 本 は 卿 等 

が 心 を 開き に 日 新の 實を 擧げ ん こ と を 訓示し、 併せて 這般の 設備 に關 して は、 地方 當 W 者の 誠實 なる？！？ 助を享 


けんこと を吿知 せんと 欲する ものな り， - 

事理 明白、 まことに 時勢の 要務 を 說き盡 して、 餘蕴 なきものが ある。 勿論、 この 一場の 訓示 を もって、 瑭^ 等の 反 

對が、 終， S する 苦はなかった】 しかし それ は 自動車に 對 する 人力車の 1^ 對の 類であって、 結 W は 時勢に よって 解決 さ 

れる ものである。 そして 伯の 訓示 は、 それ を 催 進す る ものであった。 

話 は 多少 岐路に 外れる 觀が あるが、 丁度 この 訓示 を 與 へる ために、 橋 仔 頭に 乘り 込んだ 時であった。 隨 所に 逸話の 

種子 を播 いて 歸る伯 は、 此處 でも 一つ、 好個の 話題 を殘 して 行った。 それに 就いて、 山 本^  ニ郞は 次の 如く 語った。 

後藤さん が 嘗て 臺灣で 吾輩の 經營 して ゐた 臺灣 最初の 製糖 工場の 橋 仔 頭と いふ 所へ 来た ことがある。 さう したと 

ころが 地方の 役人 共が、 えらい 歡迎の 準備 をして、 歡迎 門まで 搏 へて、 しかも その 門の 扁額に 「奉迎 一とい ふ 文 

字 を 入れて あった。 吾輩 も それに はよ く氣が 付かなかった ので ある C 後藤さん は來て その 門 を 眺めて 非常に 怒つ 

たレ 「おれが 來る 時に 奉迎 だとい つて、 陛下が 行幸 遊ばされた 場合に は 何とい ふ 文字 を 使 ふつ もりで あるか。 あ 

まりに 沒 常識 も 極端で はない か、 直ちに これ を撤囘 しろ。 撒囘 した 後に 自分 はこの 門 を 潜って 行く から J と、 え 

らい 意氣 込みで 怒鳴り 散らした こと を、 今猶ほ 記憶して 居る，】 自分 を 守る と 同時に、 これらの こと を 下僚の 者に 

もよ くへ 一;？ f 解させる と い ふこと に 力めた 痕跡が、 今猶ほ 見られる やうに 思 ふ。 

さて 製糖 會社 は，、 かくの 如く、 內 外の 反 對と戰 ひっつ、 その 業務 を績 けなければ ならなかった。 しかも 障礙 は、 ひ 

とり 土^ や 糖廍の 類の みに 止まらなかった。 總！ 府の內 部に おいて すら、 製糖 會 社に 對 する 反對者 は、 充滿 して ゐた 

ので ある。 極 首 すれば、 砂糖 事業の 近代化 を 確信して ゐ たの は、 總督、 長官 を 除けば 二、 三 子に 過ぎす、 大部分 はま 
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づ 小規模の 製造 法より はじめて、 漸次 大規模に 移る を 可とする の 姑息 說を 採って ゐ たので ある。 ために 地方 廳と會 社 

との 間に は、 厦々 行逮 ひが 生じて、 つ ひに 民政長官 たる 伯 をまで、 烦 はさねば ならぬ 事態に 立ち 到った。 

さう した 場合、 伯が 如何なる 態度 を 執った かにつ いて、 山 本 涕ニ郞 は、 前記に 繽 けて、 次の 如く マての 體驗を 語って 

ゐる。 

嘗 て 或る 直 要な 問題 に 就いて、 地方 廳と會 社の 間に 大 衝突 を來 した ことがあった。 さう すると 突如と して 蹇北總 

#府 からして、 時の 顯 であった 中 村 是公君 を 派遣して、 その 解決に 當 らしめ たので ある。 然るに この 中 村^と 

も 吾輩が どうしても 說が 一致し ない。 それで 自分 は その 當 時む かッ脰 立てて、 ナ 一一 自分 は 食 ひつめ て內 地から 此 

處に來 たので はない のであって、 兒玉ゃ 後藤が、 臺灣の 統治 は 臺灣を 產業的 に開發 する こと を 前 投 としなければ 

ならない、 その 又產 業の 開發 といへば、 先づ 見込の ある もの は 製糖業で ある、 それ故に 一つ 奮發 して、 國家 のた 

めに 臺灣に 行って くれ、 斯うい ふ 話で あるが ために 來 たの だ。 その 當 時の 條 件と して は、 總 I" 府は 出来るだけの 

好意的 態度 を 以て、 事業 を 保護 するとい ふこと であった。 ところが <F 現在 斯 くの 如き 問題に 逢 著して 見る とい 

ふと、 總将府 の 心 板の 在る ところ を 疑 はざる を 得ない。 左様な 次第なら ば、 此處に 居って 下僚の 役人な ど を 相 乎 

にして 彼れ 此れ 苦心 を 重ねて 見たところが、 結 S 思 ふ 存分の こと は 出来ない からして、 自分 はもう 明日 高 雄から 

船に 乘 つて るから とい ふことまで 一 百 ひ 放った ので ある。 それで 中 村界は 丁應、 話の 調 はない. 儘で 臺 北に 歸 つて 

行った。 

さう すると 直きに 折返して 後藤から 電報が 來て、 吾輩に 臺 北に 出て くれろ とい ふ。 それから 臺 北に 出て 行って 見 


ると、 後藤 は 吾輩 を 呼んで、 實は 地方の 役人な どで は 話が 分らない からして、 それで 特に 中 村 を 派 遺した わけで 

ある、 ところが 中 村 さへ も尙 ほよく 總督の 意志 を體 得して 居らない のか、 まだ 話が 纏まらな いさう であるが、 つ 

いて は 明日に も 中 村と 君 を 吾輩の 面前で 一つ 會同 せしめて、 雙 方の 中分 を 聞いて 見る とい ふこと にす るが、 この 

時には 君の 考 へて 居る ところ、 君の 主張す ると ころ を 少しも 遠慮す る こと はない から、 何も彼も 巾 述べ、 又 固く 

主張 もして 貰 はなければ ならない、 斯うい ふ 話であった。 それで 翌日 その 通りに 中 村と 吾輩が 後藤の 面前で^ 判 

をした ので あるが、 遂に 後藤 は 「山 本の 申 分に も相當 理窟が ある やうに 思 ふから、 大 W の 上から これ は 矢張り 會 

社の 巾 分の やうに する が {且 しい」 とい ふ 判決 を 下した。 で、 あとから して だんく 聞く とい ふと、 後藤 は 初め か 

ら會 社の. E. 分 を 取上げ ると いふ こと に 腹 を 決め て 居ったら しいが、 それ を 直ぐに 天降り 的に 實行 すると い ふ途を 

とらす して、 先づ 以て 中 村 を 出張せ しめ、 さう して それから 更に 吾輩との 間の 會談 を、 自分の 面前に 於いて させ 

ると いふ やうな 手績 をと つたの は、 その 間な かく 深く 考 へた 結果ら しい。 その 邊は 確かに 後藤が 事 を 行 ふに 當 

つて は 思慮の 風 密を缺 かなかった とい ふ 一 例 だと 思 ふ。 さう いふ やうな こと は その後 も澤 山あった のであって、 

年 話した こと は 唯 その 一 例に 過ぎない。 

かう して 伯 は、 身 はお 政 長官と して、 下僚に 命令す る 地位に ありながら、 時には 官僚と 會 社との 間に 立って、 調停 

の 任に 當ら なければ ならなかった。 其處に 伯の 苦心が あった G だ。 

しかも かう した 仲 違 ひ は、 ひとり 糖 業に 關 する 意見の 相違から ばかりでなく、 官僚と 資本家との 「氣 質， 一 の 相異か 

らも、 しば-, 起り 勝ちであった。 

第一章 薹灣 民政長官  二 九 五 


第五 節 新 領土？ 産業革命  二 九 六 

當時は 一一 きふまで もな く、 官僚政治 全盛の 時代で あり、 これに 對抗 して、 新興 資本 階級が、 漸く 擡頭しつつ あるとき 

であった。 況 んゃ植 K 地 は、 その 統治の 必耍 上、 內地 以上に 官僚 的なる を 免れない 處 であり、 他方 製 搪會社 は、 新 典 

階級のう ちで も、 氣銳 なる 分子 をす ぐって 集めた 觀 があった。 從 つて 兩 者の 衝突 は、 むしろ 必然と 言 ふべき ものが あ 

つた。 

然ら ばかう した 場合、 すでに {R 僚の 頭目の 一人と なって ゐた伯 は、 如何なる 處 S に 出で たので あらう か。 山 本^  二 

郞は、 右に ついて、 興味 ある 一つの 插話を 物語った。 

それから 叉 世間で は、 後藤なる 人 は 大體に 於いて 宫僚 式の 思想 を 有って 居った とい ふ 風に 見て 居る が、 これ も大 

なる 誤り だと 思 ふので ある。 替て 斯うい ふこと があった。 それ は 前に もお 話した 通りに、 なか/^ 總督府 の 役人 

と 吾輩の 間が 折 合と いふ ものが 常に 圓滿に 行かなかった。 それが 爲 めに 總督府 の 役人 測の 吾輩に 對 すると ころの 

攻撃 非難が 隨分 盛んな ものであった。 遂に 吾輩 を 肝 煎して 臺灣へ 遣った 井上 (磐) 侯^まで 持ち込んで、 吾輩が 

中間に 歸 京した 時に 井上 侯から 呼ばれて 「お前 は 役人と 衝突ば かりして 居る さう だが、 そんな ことで はいかぬ。 

ー體 役人 を 扱 ふに は 役人の 极ひ 方と いふ ものが あるから、 その 呼吸 をよ く 心得て やらない と、 唯 理窟 一方で 突拔 

けようと しても、 なか/ \ さ うは 行く もので ない の だから」 とい ふ 注意が あった 位で あるが、 その 當時 吾輩 は 井 

上 侯に 答へ て 言 ふのに は、 「それ は 裏門から 入って、 奥さん や 飼 猫の 御機嫌まで 取って、 役人 を操縱 するとい ふ 

の も 一つの 方法で、 その 方法 は 臺灣邊 りに 於いて は 盛んに 行 はれて 居る 方法で あるが、 それ は 私に は 出来ない。 

これ をしょう とすれば 鶴の 眞似 をす る鸦 になる だけの ことで ある。 生れつき さう いふ 技能 を 有つ て 居らない もの 


が、 俄かに そんな こと をしょう としても、 それ は出來 ませぬ。 又 一方、 表玄關 から 入って 行って、 理論に 5^ へて 

f:?t 解 を 求む ると いふ こと も 一 つの 方法で あるので あるが、 私 は 寧ろ その 方なら ば 自分で 多少の 自信 を 持って 居る 

ので あるから して、 私 は 今 その 方法で やって 居る C 細工 は 流々 で、 仕上げが 良ければ それで 宜 いのでせ うから、 

マァ 三年 程の 間 私に 任して 一 つやら して 見て 貰 ひたい I 一  といった やうな わけであった。 

ところが 其 後な かく 吾輩の 排斥運動が 盛んで あつたが 爲 めに、 井上さん も大變 心配して、 後藤さん が 丁度 上京 

した 時に、 井上 侯から 吾輩 を 罷めさせよう かどう かとい ふ 相談 を、 後藤さん に 持ち かけた。 その 時 は 後藤さん が 

「それ は 已むを 得ますまい 一 とい ふ 挨拶 をしたならば、 直ちに これが 實 行され る譯 であった ので ある。 ところが 

そこ は實に 今日で も 意外 だと 思って 居る ので ある。 實 をい へば 總督府 の 役人ば かりで なくして、 隨分 後藤さん と 

も 吾輩 は その 當時 しば/ 衝突 をした ことがある。 だから 井上 侯爵 邊 りから さう いふ 相談 を かけられたならば 普 

通の 考へを 以て 推測 をして 見れば、 後藤さん は 一 一つ 返事で これ を 承認す ベ き 筋合に なって 居った。 ところが 後藤 

さん は 曰く。 「それ はいけ ませぬ。 役人な どが 彼れ 此れと いふが ために、 民間の 局に 當 つて 居る 者 を 直ちに 左右 

する が 如き ことがあって は、 腕の 良い 人間 は臺灣 にもう 來は しませぬ。 少し は剛 骨で、 役人と たび/ \ 衝突して 

も、 眞に 腕前の ある 者なら ば、 何處 まで もこれ を 擁護して 仕事 をさせる とい ふこと でなければ、 將來 21^ 間の 臺灣 

經營と いふ こと は出來 ませぬ。 それ故に 山 本 を 呼び戻す とい ふこと は 不同意です」 とい ふこと を はっきり 言 ひ 切 

つた】 それで 吾輩が 引鑌 いて 留任す る ことにな り、 それで 幸 ひに 事業 を 成功させる ことが 出来て、 今日 臺灣の 砂 

搪業 全盛の 緒 を 開いた わけ だが、 そこらから 見る とい ふと、 なか/ \ 後藤と いふ 人 は 思 ii5 も 深いと 同時に、 世間 
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で 見て 居る やうな 輕 薄な {m 僚 根性 は 有って ゐ なかった やうに 思 ふ。 

臺灣 における 最初の 製糖 會社 は、 實に かかる 各種の 障 礙と戰 ひっつ、 發展し 来った ものである。 しかも 時勢の 進 運 

は、 あらゆる 妨害 を 打破した。 まことに 伯の 豫想 せる 如く、 近代的 產業 は、 次第に 蔡式糖 一 ^を壓 倒して、 著々 とその 

地歩 をお めて 来た。 しかも 臺灣 製糖 會社 がーた び 成功す る や、 島お もまた 相 競うて 製糖 會社を 起さん とする に 至り、 

陳 中和 等の 臺灣 钟士五 人、 力 を 合して、 二十 四 萬 圓の资 本 を 以て、 鳳 山に 新興 製糖 會社を 起し、 蘇雲梯 等が 六 萬圓の 

資本 を 以て、 阿餱に 南！ ：2 製糖 會社を 起すな ど、 漸次 島內资 本家の 覺醒を 促した る 外、 內 地の 资 本家 もまた 臺灣 製糖 事 

業の 有利なる に 著 眼して、 當初 工場 一、 能力 三百 噸、 资本百 萬圓に 過ぎなかった 新式 製糖業 は、 伯の 臺灣 在任中、 早 

くも 工場 八、 能力 一千 五 百 五十六 顿、 fib; 本 一千 五 百 八十 六 萬 ニ千圓 となり、 つ ひに 今日の 臺灣 製糖業の 基礎 を爲 すに 

至った ので ある。 統計表に より、 當 時の 臺灣 糖業發 達の 情勢 を 示せば 次の 如くで ある。  一 
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備考 明治 二十 七 年 変に 至る 迄 5 臺灣 糖の 輸入 

此外 K_ -灣は 支那 及 香港に 向けて、 年 々左の 砂糖 を 輸出す る を 見る。 

度  數量  JH 


年 

三 ，r 

三 十 


三 〇、0 六 二、 

一 二、 四 11 八" 


三 五 一 . 


？  格 

五八 六、 八 四 五 

六 六 九、 二 四 四 


三 4-  S: 年  一 ヒ， r:^ 三 九、 一 〇 九  一 、〇 三 一 、三  一 二 

三 十五 年  一八、 一  < "七、 三ヒ 〇  一、 0 五 九、 一六 三 

刖に 亩^- 灣 人が 消费 する 砂 搪は、 一千 五 百 二十 一 萬 斤 (三十 五 年) であった とい ふから、 此 等の 總てを 合して、 母 

に 供給す る も、 猶 ほその 母國の 需要の 十分 一 強に 過ぎなかった ことが 判る であらう。 然るに 今 n: に 於いて は、 灣の 

砂搪は 日本 內 地の 消費 を充 たして なほ 餘り あり、 年々 海外に 輸出す るの 勢 ひとな つて ゐ るので ある。 

三、 臺灣 米と 烏龍茶 

臺灣 における 搪業 革新の 殊勳 者た る 新渡戶 博士 は、 往時 を囘 顧して、 次の 如く 語った。 

臺灣 南部 を 荒した 最後の 土 SI も 討伐が 濟ん で、 土匪の 齒長 某の 所有に かかる 大きな 畑地と 原野が 沒收 された。 此 

の 處分を 如何にすべき かとい ふ 問題で、 當時總 督府で 土地に 關 する 事務 を 預かって 居った 中 村是公 氏、 殖產局 を 

预 かって 居った 我輩、 其の 他 土木の 技師 やら、 十餘 名の 者 共が 後藤 民政長官に 隨 行して 南部へ 行った ことがあつ 

た。 ^へ乘 つて 大名行列で 行った ので ある。 現場へ 行って 轔 から 降りて 一 同 徒歩で 掉 長の 最後の 隱れ場 や 奮闘し 

た 場所、 倒れた 所な ど を 見つつ、 今後 此の 廣漠 たる 土地 を どうしたら {に からう とい ふ 問題 を、 めいく 腦 裏に 抱 

きつつ 進んで 行った。 勿論 後藤さん は 先頭に 立って 土地の 詳しい 者の 案內を 受けつつ 行った。 數歩隔 つて 我々 が 

歩いて 行った が、 僕 は 中 村 氏に、 

「君、 こんな 大きな 土地 は 使 ひ樣に 依って は 面白い ことにな リさ うだ。 うっかり 分割して 民間に 拂ひ 下げるな ど 
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は考へ もので はない か。 縦し さう 云 ふこと にしても 其の 前に 改良 的の 施設 を 行って 排水 や 灌溉を 整へ てからに し 

た 方が 〈几から うで はなから うか。 一度 民間の 手に 落ちて は、 あとで 改良 的 施設 は 面倒で ある、 どう だ c」 

餘り隨 行の 人々 にも！^ れては 面白くな いと 思つ て、 歩きながら 低い 聲で 言うた 所が 中 村 氏 は、 

「さう だ、 私 もさう 云 ふ 同じ 考 へだ。 實 は此， の 土地 を战 つて、 旣 に利權 漁りな どが 貸 下げ を 願 ひ 出たり して 居る 

ので、 我輩 迷惑 をして 居る。 けれども、 是れ位 大きな、 然 かも 耕作に 適した る 此の 場所に、 何 か 大工 事 を やりた 

いもの だな。」 

と 言って 頻りに 意氣 組んで 居った) それ も 尤もで、 土地 計畫の 事業 は 中 村 氏の擔 任して 居る 所であった から、 一 

仕事した く 思った の だら う〕 同氏の 考へ と 僕の 考へ はガ ッ チリ 合った が出發 點は逮 つ て 居った。 そこで 我輩 は， 

「君、 愉快 だね、 是れ 丈け の 原 好、 是れ 丈け の 不毛の地 を 砂糖 泰で蔽 うて 了ったら 何と 見物で はなから うか。」 

と言うたら、 中 村 氏 も 颇 る悅に 入った 様子で 我輩に、 

「君、 親方に 君から 言 ひ 出して 5:<れ 給へ。」 

と 言 ふ。 我 華 は、 

r ィャ jgl 接 に^の 擔 営して 居る 仕事で あるから、 是れは^?9から意見を發表する方が{几からぅ0」 

「さう でない、 屹度 大きな 話 だから 親方 は乘 るに 逮 ひない。 君から 言 ひ 出して aK れ。」 

低い 聲で 後藤さん から 五、 六 間 も 後ろで 話して 居った。 頻りに 親方 は 話に 乘るぞ とか、 乘 せて やらう とかい ふや 

うな こと を 言った。 所が 或る 地 點に來 ると、 案內 者が 一行 を 止めて 地理の 說明を 始めた。 案內 者の 周 W に 我々 も 


% まって、 を 放っと 一 望 千里と 一一 ー曰 はう か、 茫々 とした 果てし もない 廣原 だ。 t:! く 地形 だの 最後の 討伐の 說明を 

聽 いて 居る と、 突然 後藤さん が 中 村 氏と 僕の 立って 居る 方へ 視線 を 向けて、 

「何と {=| い 所 だね、 これ：^ 君、 親方 も 乘るぜ c」 

といつ て 例の 意味 深き 笑 を 放った ことがある。 それから 我々 も 吹き出して、 

_ 御聽 きでした か。」 

「何 を  。」 

しらば くれながら、 ことさら 丁寧な 言葉 を 用 ひて、 

「私 は 何も 聽 きませ ぬよ。 唯 私は乘 せられる だけの 準備 はして 居ます よ。」 

と 言 はれた。 其の 夜 宿泊所に 著いて 大體の 設計 を議 した ことがあ るが、 今 は 其處は 立派な 水田と それから 砂糖 灿 

に變っ て 居る。 

實 にや 土地利用と いふ ことこ そ、 植 1  ぉ經濟 政策の 根本 問題の 一 つで あつたの だ。 特に 臺灣の 地 は溫帶 より 熱帶 に^ 

がり、 從 つて 氣候も 亜熱帶 より 熱帶に 近く、 植物の 生育に は、 最も 適した る 土地で ある。 雨 は 多い けれども、 一定の 

時期が あって 淫雨に あらす、 その 炎天 も 時に 水 蒸氣を 含んだ 陰影が あって、 あらゆる 草木の 生長 を 助け、 地味 また 豐 

沃滋 厚で ある。 故に 臺灣 において は、 淸 朝の 等閣 政策の 時代に おいて すら、 農業 だけ は繁榮 して ゐ たので ある。 

いま 明治 三十 五 年の 統計 を 見る に、 人口 三百 餘萬 人中、 純然たる 農民 は 百 八十 九 萬 七 千、 戶數 三十 六 萬 五 千。 農 i: 

は 殆ど 人口の 三分の 一 一 を 占めて ゐた。 
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玆 において 土地の 上に 立つ 產業、 卽ち 農業 及び 農業 的產 業の 開發 とい ふこと が、 植民地 經營の 重大問題の 一 つと な 

つたので ある。 

右のう ち、 砂糖に ついては、 すでに 述べた。 この 中部、 南部の 砂糖に 對抗 する ものに、 北部 地方の 茶が あり、 さら 

に 全島 耕地の 大部分 を 占める 米が ある。 

米 田 は舊淸 時代に おいて、 最も 惠 まれた る 産業であった。 何と なれば、 彼等の 幼稚なる 植民 的 知識 は、 農業 助長の 

ほか、 何等 知る ところがなかった からで ある。 從 つて、 他の 一切の 政治に は、 少しも 保護 溫 育の 跡な きに 拘 はらす、 

米 田 だけ は、 努めて 開墾に 意 を 用 ひた。 かくして 米 田 は 田園の 最大 部分 を 占め、 明治 三十 五 年の 植付 段別 三十 五 萬 五 

千 六 百 八十 七屮、 收樓は 一期、 二期 を 合して、 五 百 六十 四 萬 二 千 八 百 四十 六 石に 達した。 

當 時の 臺灣 米の 狀 態に ついては、 東洋 協會 における 伯の 講演が、 割合に 要領 を 得て ゐる。 その 一節に 闩く。 

米 は 幾ら 出來 るかと 云 ふと 先づ 五、 六 百 萬 石 位で ある。 年に 二度 穫れ ると 云 ふけれ ども 內 地の  一 ^！樓れるょり少 

し餘計 位に しか 注かぬ。 是れは 農業の 發 達に 依る ので あるから 4- 後 文明の 進む に隨っ てモッ ト發 達する かも 知れ 

ぬ。 (中略) 而 して 內 地に 一番 澤山這 人り ました 時には 五十 萬 石 這 入って 居る。 是れ 迄で 五十 萬 石の 金 は 先づ平 

均 五 百 萬：.！ と 云って. K しい。 此の 臺灣の 米 は 何 處へ這 入って 居る か 呰樣御 承知がない。 ドコ へ 注ったら 臺灣の 米 

が 買へ るかと 云 ふと 皆さんの 口 へ 這 入って 居る。 甚だ 不思議なる ものであります (笑 聲)。 それで 此の 米 は 何う し 

て さう であるか。 安いから 持って 來 るに は 異 ひありません が、 臺灣米 は 日本 米の 中に 混じて 居る。 其れ を 臺灣米 

は 私 は 食 はぬ と 云って 居る の は を かしい。 此の 米 は 少し 乾燥が 惡 いのであります けれども、 な 「後 改良し ましたな 


らば 必す又 成功す る こと は 疑 ひない 樣 であります。 是れは 未だ 試驗 中であります が <fr 後 十分に 試験 をし ましたな 

らば 良くな り ませう。 

卽ち 明治 三十 六 年に おける 臺灣 米の 輸出 統計 を 見る に、 海外 輸出 八十 五萬餘 回、 內地 移出 四百 八十 九萬问 弱、 以て 

米が、 臺灣 經濟の 均衡 上、 直 要なる 物産の 一 つであった こと を 窺 ひ 知る ことができる。 

然しながら、 上掲 伯の 講演 中に も ある 如く、 臺灣 米の 弱點 は、 耕作 經營が 粗大であって、 二期作と はいへ、 その 牧 

穫は內 地の 一期 作の 少し 上の 程度に 止まる ことであった。 從 つて 伯の 農業 政策 は、 主として 耕作 改良の 方面に 發^ さ 

れた。 或は 農事 試 驗場を 設け、 或は 巡囘 講演 を 行 ふな ど、 百方 農事 改良に 努めた。 

裏 灣 における 灌漑の 計畫 は、 土地 調査の 時に はじまる。 どうせ 地形 や 高低の 測量 をす るので あるから、 その 序でに 

灌漑 や 水力 電氣 のこと を 調 在せ しめ、 他日 事業 計畫の 豫備衬 料と いふので、 伯 は 德見常 雄と いふ ェ學士 をして、 この 

仕事に 當 らしめ た" かくして 土地 調査の 終了と 共に、 灌溉 計畫の 豫備村 料と、 水力 發電の 基本 調査 は 完成し、 その後 

幾多の 年月 を經 て、 この 計畫 が、 順次 實 行に 移さる る ことと なった ので ある。 

この 灌溉 計畫 は、 主として、 在來の 埤圳を 改良 擴大 すると 共に、 南部の 畑地 を 灌漑して、 米 及び サー ほ： の 生 產を增 加 

し、 北部 平地の 茶園 はこれ を 山地に 移し、 その あと を灌溉 して 水田と なし、 米の 增收を 計る にあった。 今の 南部に お 

ける 嘉南 大圳、 中部に おける 新 竹の 桃園 埤圳 など は、 みなこの 計畫に 基く ものである。 山地 新開の 茶園と して は、 三 

井 茶園が その 雄なる ものであって、 ために 茶 業の 成功 はもと より、 それと 同時に、 平地に 多くの 水田 をつ くる を 得た 

の である。 

第一章 薹灣 民政長官  一 110 五 


fll 付 


作 


め-: 


糠 

m 期 
作 作 


數 總、 

二 一  總 
期 期 
作 作 數 


次 


― 五 


^ 八 

0  0 


TU  Mm 
^  ― 


七 ^ 
三 か 


ん 0 

八 六 


一期 作 

二期作 


11 一一、 ま Ilia 

一 If! 、四 iKilll. 


ニー、 Isli 一一 

二、  Q 八ャ S, 


一 B  、六 一 ク四八 


1  一一 nosi 

一一 一 一、 二  Qii 


一 5 一  EMI 

一 2< 六 .ー 一一 Oi 


一一 一 I、 七 四ん ニー  七 

S  、舌ャ 五一， 


父 


穫 


高 


數 


總 數 

一 期 作 

二期作 


一一 、屋、 R< 

一 、さ ini 一 


mscrom 

一 「一二ん、 一一 一六ん 

一二 さ、 六 Oi 


六、 一 一一 一一、 六 ま 

一一 一、 さ 0、£< 

一一、 1  一一 一 10 ぶな 


五、 六四 一一、  <四<： 

1 一一、 ニー、 Igl 

11、 量 一 、さ 一一 一 


七、麦1、四11ー 

一一 I、 九 u、2 一一 

一 fglgnal 一一 


<、ーー 二 气七ー S 

四、 llso、2 八 

四、 0 ま、 OSC 


一期 作 


二、 1 一六 ル、1£ 

1 、五一 四、 二  _* 


1、 ん八 r 八 一一 10 

一一、 og、SHt 


一一、 0<r&i 六 


1ー、ん11六、<1~ 

20  i 


111、 六 <s、Hm 

一一 I、  一一  m  、わ 八 一一 一 


s、00 ち、 八 二 七 

二、 八 至、 ん七七 


期 =5= 


5|、0 一一 一 

一四 气さ 一六 


srw 一一 一ん 

一一 一ん、 £0 


一一 5 八 八 

一 i 一一 一 、八 四 二 


一八 Enl 

一四 气 まお 


ョー 3  00 

一 ま、 H0 


一一 一一 10、  on 

一一 二  3 六 * 


^を 更に 細別 すれば 
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いま 當 時の 米に 關 する 統計 を褐 ぐれば、 次の 通りで ある。 

作 は E- 数 及收穫 
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次に 臺灣が 年々 輸出す る 所の 米 は 左の通り である。 
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以上の 統計表 を 見れば 年々 歳々 高低 ありと 雖も、 輸出 米 は 概して 增 加しつつ ある ことが わかる" 此處に 擔と云 ふの 
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第五 節 新 領土の 奄業 革命  三 〇 ぺ 

は、 我が 十六 贯九 十九 匁 なれ ども、 臺灣 米は內 地米に 比べる とや ゃ輕 いから、 一 擔四斗 三 升に 相當 すると 見て よから 

う。 さう すれば、 三十 五 年度の 外國 輸出 米 は、 二十 六 萬 五 千 七 百 八十 石と なる。 そして 臺灣 から 母 國に向 ひて 移出せ 

ら， e たる もの は、 格から 推算 すれば、 ほぼ 二十 萬 石 前後なる を 知る を 得べ く、 三十 七 年に は、 約 七十 萬 石 を 輸出し 

たものと 言 ぜら る。 

米に 次いで 重要なる 農産物 は、 茶であった。 あたかも 砂糖が 中 南部 地方の 持產 物なる がごと く、 茶 は 主に 北部 地方 

から 產出 する。 その 主なる もの は £11 龍 茶であって、 これに 包 種 茶 を 加 ふれば、 年 輸出 量 は 約 一千 三百 萬 斤、 その 價額 

は 約 六 百 五十 萬圆內 外であった。 すな はち、 次の 輸出 累年 表に 示す がごと くで ある。 


i;:^ 龍 茶 


包 種 茶 


明 治 


十 ハ牛 

十 一 年 

十二 年 

十三 年 

十四 年 

十五 年、 

十六 年 


數 量 

1 一一 1、ーー1、21 九 
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以上の 外 烏龍茶の 母國に 輸出せられ たもの、 三十 四 年に は 六十 八 萬 四千 七 百 四十 九 回、 三十 五 年に は 一 一十三 萬 八 千 

一 百 八十 九 § であり、 其の 大部分 は 祌戶、 橫濱 を經て 米國に 輸出せられ、 其の 一部分 は 歐洲に 輸出せられ たる もので 


ある。 今 これ を、 三十 五 年に おける 茶灣の 輸出 總額千 三百 八十 一 萬 六 千 八 百 六十 六^に 比すれば、 同年の rtll 龍 茶の 輸 

出 は 正に 全 輸出 額の 半 數に當 る。 

かくの 如く、 茶 は 從來、 裘灣 輸出の 大宗 を爲す もので あつたが、 ただ 伯が 赴任 當 時の 臺灣茶 は、 上述の 如く、 その 

商權が 悉く、 對岸. M 門に 在る 外國 銀行の 手に 掌握され て をり、 從 つて 島內の 製茶業 者、 茶園 勞働 者まで が、 この 外國 

銀行の 資本の 支配 下にあった】 かくして 烏龍茶が 初めて 輸出 せられし 以来の 三十 八 年間に、 少なくとも  ー^^五六千萬 

M の 金 は、 臺灣に 入って ゐる苦 であるのに、 勞銀 としての ほか、 殆ど 製茶 地元に は 金が 落ちなかった ので ある。 

從 つて 茶 業の 改革 は、 まづ 資本 關 係から 始められねば ならなかった。 そして 主として その 任に 當 つたの は、 ^灣銀 

行で ある。 

臺灣 銀行 は、 明治 三十 二 年 開業 當 初から、 茶 資金の 融通に ついて、 深く 考慮す ると ころがあった。 絶えす 總ぉ府 と 

述絡 をと つて、 努力す る： nw;f は、 K 門 中心の 取引 關係 をー變 して、 裏 北 中心と なし、 茶 商 をして 直輸の 利を享 けしむ 

るに あった。 しかし これ は容 ならぬ 仕事であった。 多年の 2； 襲 は、 容易に 拔き 難き 故で ある。 かくして 臺灣茶 集散 

の 市場 及び 金融の 中心 を臺 北に 移し、 輸出 茶の 資金 を臺灣 銀行に 仰ぐ ことので きる やうに したの は、 明治 三十 七 年 七 

：=: の is 制 改革 以後であった。 

この 资本 及び 金融 關 係の 變動 は、 惹 いて 島內 製茶業に 變化を 及ぼした。 內地 資本家に して、 箭 茶に 著 EE する もの 

も、 漸く 多くな つた。 かくして 伯が、 毫灣を 去る 頃に は、 殆ど 完全に、 外人の 利益 壟 斷の弊 を 打破して、 「臺灣 のた 

めの 烏龍茶」 の 理想 を實 現し 得た ので ある。 

笫ー車 臺灣 民政長官  一一 一〇 九 
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さらに この 龍 茶 を、 肚界の 市場に 賣り 出したい と考 へた 伯 は、 東京の 貿易商 野澤 源次郞 のこと を 思 ひ 出した。 さ 

うして、 野澤と 相談の 結果 はじめた 仕事が、 .4r 日 世界 各國 に、 烏龍茶が 行き渡る やうに なった 發端 である。 

この 經緯 を、 野澤は 次の やうに 物語った。  、. 

ある 曰、 後藤さん にお n にか かると、 

「君、 臺灣 の 烏龍茶 を外國 に寶り 出して 見て くれん かピ 

と い ふお 話で ある。 そこで、 

「さあ、 旣に 他の 茶の 人って ゐる ところ は、 むづ かしいで せう が、 新しい 市場なら 寶れぬ こと もあります まい c」 

と ご 返事 をして、 一 つ 豫洲に 賫り出 L て 見ようと 考 へた。 そこで 郵船の 支店長の 林 民 雄 君に 援助して 貰って、 ダ 

ルデ ッ テ ィ商會 と いふ 大きい 店に 述絡を 取って 责 つて 見たところ、 相當の 成績 を 擧げる やうに なりました。 

ところが、 其の後、 後藤さん は 臺灣を 去られて 娃內閣 に 居られる ころ、 日英 博覽會 (明治 一一  R 牛 西紀-九 一 〇 ギ) 

が 倫敦で 開かれる ことにな りました。 すると 後藤さん が、 叉 私 を 呼ばれて、 

「日英 博覽會 で 烏龍茶 の宜傅 をして くれん か。」 

とい ふお 話で、 私 も 喫茶店 を 出す の は、 全く 困り ましたが、 たって 言 はれる ので 御 承^す ると、 

「それで は 臺灣總 $ ^府 から 補助金 を 出さす ことにしよう。 宮尾 に 話して おくから。」 

とのこと で、 その後、 私が 宮尾 さんと 御 相談して、 補助金と して 三萬圆 頂戴して、 倫 敦の博 覽會で 喫茶店 を 出し 

ますと、 これが なかく の繁吕 で、 それから、 英國に 烏龍茶が 年 々数千 箱 出る やうに なりました。 その後 私 は 七 


年間 綾け て 倫敦で 立傳 して 居りました。 

今日で は 世界 各國に 出ます が、 <f 「は 米國に 一番 多く 出て ゐ ます。 後藤さん とい ふ 人 は、 不思議な 人で、 御 自分が 

臺灣に 居ても 居られなくても 同じで、 臺灣 のこと を 始終 考 へて ゐて、 こんな 世話 をされ るので した。 

四、 南 去 北 来の 人 

伯の 一 生の 牛ば は 旅に 過ごされた。 

少年の 日に 東京、 幅 島、 須贺 川と 轉々 したる ごとく、 その 晚年は 少年 團の 講演に、 政治 倫理 化の 行脚に、 さう して 

途に その 最後 は、 岡 山への 旅 上に あった ごとく、 伯 は 止まる ところな く、 旅から 旅へ と 動いて ゐた。 

それ は 渾身の 精力の 自然なる 發露 でも あつたが、 又 一 つに は、 自然と 人間との 客觀的 研究の 上に 生涯の 事業 を 築い 

たと ころの その 性格に もあった 0 

現に 伯の 臺灣に 於け る 事業 は、 臺 北の 宏壯 なる 官廳の 安樂 椅子の 上に 立案され たので はなく して、 南 去 北來、 寧日 

なき その 實地踏 1^ の 上に 建設され たので ある。 それ は 次の 出張 日誌が、 最も 雄 辯に この間の 消息 を 物語って ゐ る。 

一、 臺灣 赴任 一一 一十一 年 一一 一月 廿 三日 東京 出發 二十べ 日 著 任 

一 、 大嵙莰 出張 三十 一 年 六 U: 十四：：： 大嵙 W 坎 出張 成 茱硼、 樹祀 林、 新 竹ヲ. S テ 十-: ハ：： T 歸府 

一 、 淡水 出張 三十 一 年 四月 十 一 日 淡水 出張 翌 十二 日歸府 

一 、 せ 閑 出張 三十 一 年 七 廿六 rw 出發頂 双溪、 頭圍 ヲ經テ 二十 八日 宜蘭著 三十 一 日歸府 

一、 士林 出張 一一 一十一 年 九 =： 十：：： 士林 出張 卽日 歸府 

笫 一章 臺灣 民政長官  三 一一 
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上 京 三十 一 年 十 W  一  ：：！ 出 發祌戶 京都 ヲ經テ 八： W 東京 著 三十 二 年 四=; 一 日東京出發京都祌戸ヲ！^ァ七ロ歸府 

新 竹 出張 三十 二 年 四 H: 十五 H 新 竹 出張 十七 日歸府 

茶隆 出張 三十 二 年 六お-: ハ = 水源地 及檢 1« 所 視察 ノ爲メ 出張 卽 H 歸府 

甚隆 出張 三十 二 年..： ハ =： 一； 十四：；！ 基隆 出張 翌 = 歸府 

鳥內 南部 出張 三十 二 年 九！ W 十 一 = 海路 出發澎 湖、 打狗、 鳳^、 阿猴、 潮 州庄、 臺南、 鹽水 港、 嘉義、 新 營庄、 安平 ヲ. i テ 

W ヒ 海路 (暴風雨 一一 逢フ) ？ が 湖島- 1 廻リ十 =; 九 口 歸_^ 

上 京 一一 一十 二 年 卜；：：；：  一：：！ 出發七 = 東京 著 一一 一十三 年 一：： ^二十-: H 東京 出發 二十へ：；： 歸府 

州 出張 三. H 二 年 一一 一リ 二十； 五 = 出發 ぎ-門 ヲ經テ 三十 一 = 福 州 へ：：： 问地 出發^ 州^ 門ヲ 1^ テャ 九：：： 歸府 

瑞芳 出張 三十 三年 五 七 = 出 發瑞芳 出張 金 瓜 石ヲ經 テ翌八 ：= 歸府 

烏 内中 部 出張 一一 一十三 年 五 W 十； ム ：= 出發臺 中、 彰化、 北 斗、 斗 六、 嘉義、 北 港、 鹿 港、 牛 堪顷、 苗 栗、 新 竹 ヲ終テ 人； = 

歸府 

金 包 及 富貴^ 出張 三十 三年 人 W 十一 一一 HI 出張 金 包 里、 富貴 角、 淡水 ヲ！^ ァ十 五：；； 歸府 

甚隆 出張 一一 一十一 一一 年 七パ七 R 基隆 出張 卽 H: 歸府 

上 京 三十 一一 一年 七 =： 十 gl  = 出張 同 二十  一口 束 京 著へ：：： 二  HT 東京 出發同 七：；； 歸府 

淡水 出張 三十 三た 牛へ =； 十 s:= 淡水 出張 翌十五 口 北 投ヲ經 テ歸府 

淸國 厦門 出張 一一 一十三 年べ =：. 二十 五 H 淡水 出發 二十 六 n 厦門 著 三十  一 口 歸府 

上 京 三十 三， ギ九 =: 一日 出 發同六 口 東京 著 同 十七：：： 東京 出發 二十；； nf 針 

社 祭 鳥 出張 三十 一二 年 十一 =;MIS 社 $_ム 島、 牛调港 視察 ノ爲 甚隆 出張 翌= 歸府 

上 京 一一 一十三 年 十一 n 十：：：： 出發祌 戸、 名 古屋、 熟 海 ヲ經テ 二十 二  s 東京 著 

N 一 一  十七 H 東京 出發 築港 視察 ノ  S  メ大 阪 出張 祌戸 ヲ， 經テ 十二  =： 一一 一  = 鹽 業視. 祭 ノ爲 メぉノ  3 迫ヲ M テ 松 永 一一 出張 五 U 

大阪 一一 歸 著名 古 屋ヲ終 テぺ： Z 束 京 著 

同 二十 U 兒 玉總督 出迎ノ $5 東京 出錢祌 戸出 張 二十  一 =! 東京 著 一一 一十 や 一 十；； =r 名古屋 -ー 出張 歸京セ =:  一 n 

朿 京出發 七：：： 歸府 


： 上 京 三十g:年七H;十SI::l出發=^-i^7.s^ァ十へ：=東京著，，"  =  九=朿京出》sナw^»w 

一、 某隆 出張 三に^ 年 十 =； 十三 = 某隆 出張 翌 = お W 

一 、 岛内^ 部 出張 〈北. n 川官 下 -ー 隨從) 三十 四 年 十  一 二日 海路 出發 (軍 淺問 便乘) 打狗上 Si 蹇南、 樯仔 頭、 濟裡、 i, 

彰化、 苗栗ヲ^^ァ十=歸府 

一、 上 京 三ャ ni^ 十一：：：： 卜 七：：； 出發 一-卜 四：： r 束 京 著 三十 五 年 四 九 n 束 京 出發十 2:=:^ 府 

一 、 基隆 出張 港 視察) 三十 五 年 五月 二十 一 日基 隆 出張 翌 H 歸府 

一、 屈 尺 及 大嵙崁 方面 出張 三十 五 年 五 R; 十二 日出 發、 屈 尺、 桃 仔 11、 大嵙崁 ヲ終テ 十五 日歸府 

しかも これらの 出張た る や、 交通の便 開けた る內地 旅行と 異なり、 或は 鶴に 搖られ て 山地 を往 き、 或は 小船に 乘じ 

て 海浪を 渡るな ど、 その 難 苦言 ふべ からざる ものが あった。 

就中、 異に 命懸けの 旅行 は、 明治 三十 二 年 九月の 南部 地方 出張であった。 この 旅行 は、 後から 考 へれば、 最初から 

凶兆に 見舞 はれて ゐた。 その 發途の 日の 前夜から、 伯 は發熱 一二 十九 度に 及び、 その 朝に 至っても、 減退の 兆 を 見ざる 

ことが これであった。 しかし 剛氣 なる 伯 は、 山ロ醫 院長に 迫って 言った。 

『何が何でも 今夜 中に 癒して 吳れ。 若し このために、 巡視が 延期と なって は、 折角 準備して 待って ゐる 各地の 人々 に 

氣のは ゆだ。』 

かう して 伯 は、 病の 身 を 以て、 長途の 旅程に 上った のであった。 

■n の 他 は、 幸 ひに して 旅行 中に 全快した。 以來 伯の 元氣は 旺盛に して 當る ベから ざる ものが あった。 當 時の 伯 は- 

他^ 自慢であった。 伯 はま だ 若かった。 その 五體は 活動 慾に 燃えて ゐた。 どんな 無理で も 押し通す とい ふところに、 

伯の 自信が あった。 

第 一車 臺灣 K 政 お  三 一 三 
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この 旅行に 隨 行して 行った 臺灣 日日 新報 記者 松 井 啓 夫 は、 「南 遊 紀行」 のうちに 記して 曰く。 

長 宫は朝 は 一行 中 最も 早く、 夜も遲 くまで 濶 がす、 土人に 對 する 訓示、 各 官衙に 就ての 精密なる 事務 視察 等、 九 

時に 至る も澗 がす、 長 の 熱心と 勉勵と は 非常なる ものに て、 氣 力の 旺盛なる 驚く に堪 へたり。 

かくして 伯 は、 無事に 打狗、 臺南、 嘉義 地方の 旅行 を 終へ て、 安平より 安平 丸に 乘じ、 歸路に 就いた。 危難 は その 

路の 船中に 起った ので ある。 前揭 「出張 日誌」 の に、 「九月 一 一十 九日 安平 出帆、 ？ B 湖島 著、 三十日 同 島 を 出帆 セ 

シモ、 暴風雨 ノ爲メ 進航 スル能 ハス。 十月 二日 再歸 港シ、 八日 出帆 セシ ナリ」 と あるの が これで ある。 

その 歸航 も、 最初 は 頓る順 潮に 進んだ。 同行の 木 村 匿 記す ると ころの 「ts 一難の 記」 に 依れば、 一行の 加 藤 事務 の 

如き は意氣 頗る 昂 つて、 常に 人に 誇って、 「予は 天下の 寵 運兒、 天 公 亦 我 行路 を妨 ぐるの： なし」 と 豪語した とい ふ 

ことで ある。 然るに 第一 囘の 頓挫 は、 二十 九日に 來 つた。 それ は 「遭難の 記」 によれば 次の 通りで ある。 

九月 二十 九日 午後 六 時 を 以て、 船 は 馬 公灣を 離る る豫定 なりし も、 風波 荒き が爲に 午後 八 時に 延期し、 更に 三十 

日に 延期した りき。 蓋 測候所の 言に 依れ は、 前日 を 以て 暴風 經 過したり と 言へ り。 故に 船長 も 亦 暴風 經過 後の 餘 

波收 りたる 後に 出帆す る を 便と したるな り。 

これ は 頓挫と いふべ く、 餘 りに 小なる ものである。 だが 次々 と來る 頓挫 は、 そんなお 手柔 かなものではなかった。 

船 は 巳に 三十日 午前 五 時 を 以て 解欖 せりと 雖、 高浪は デッキ を 洗 ひ、 船 體は掀 翻せり。 宜 なる 哉、 其の 斜傾甚 し 

きとき は、 四十 九 度に 及べり と 云へ り。 

然し 船長の 佐 藤 市郎次 は、 老巧に して、 L かも 年齢に 似合 はす 奚氣の ある 人であった ので、 人々 はま だ 安心し 切つ 


てゐ た。 ただ 速力 僅か ニ哩 半、 あまり 遲 いので、 伯 は、 

『牛の 小便に は 少々： ： 木れ るな ァ。』 

と 啷 ちながら、 船中に 整 伏して ゐ たのであった。 と、 その 夜半であった。 突然 風波が 牧 まった のか、 四面 寂 塞、 ど 

船の 動搖を 感じ なくなった。 そして 頭 を 枕に 著け たま ま、 夢現の 如く ゥト くして ゐ ると、 瞬間、 船長 は眞ッ 蒼に な 

つて やって来た = 「逆潮の 爲に 普通 針路より 二十 五哩 流され 右方 短距離の 所に 淺瀨 ある を發 見したり」 と。 是れが 第 

二 s: の 頓挫であった。 然し 幸 ひに して 滿潮 は來 り、 船 は 淺瀨を 離れた。 一同 は 漸く 心 を 安んじ、 ただ 此の上 は 一時 も 

早く 淡水 沖に、 窗貴角 の 燈臺を 認めん こと を：. W るば かりであった。 

然るに 最後の、 しかも 最大の 頓挫 は、 なほ 一行 を 待って ゐた。 「遭難の 記」 は績 いて 記して ゐる。 

船 は已に 淺瀨を 去り 進行した りと 雖、 高浪 益々 加 はり、 船客 告 病める が 如し。 二日 午前 十 時に 至り 全船 傾 動す. - 

人呰怪 む。 而 して 忽 にして 船 動搖を 感ぜす して 馳 する 疾 きが 如し。 人 皆 反って 怪しむ。 船長 は 報じて 云へ り。 昨 

^より 全速力 を 以て 走る も 二十 時間 六哩に 過ぎす。 徒らに 船客の 苦悶 を 致す のみ、 寧ろ 馬 公に 歸り、 天候の 定ま 

る を 待ん と。 蓋 前に 全船の 傾 動した る は逆轉 したる が爲 にして、 其の 動搖を 減じた る は 順風に 從 ひたれば なり。 

一 體伯 は、 旣述の 如く、 人一倍 船に は 弱い 方であった。 しかし この 航海に おいて、 伯 は 唯 一 の 長 せ であった。 故に 

努めて 元 氣を裝 つて 言った。 

是 天災 止 を 得ざる なり。 予は 寧ろ 船長の 勇氣 が、 此ニ晝 夜の 苦心 慘 憎に 堪 へたる を 感ぜ すん ば あらす。 今の 政事 

家に して 此の 船長と 勇 を-がふ もの 果して 幾人 か ある。  . 

笫ー章 薹灣 K 政 長官  三 一 五 
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然るに 午後 四時に 至る と、 船 はつひに 恐る ベ き 腿 風に 襲 はれた。 

颶風 は怒號 して 濁 浪は空 を排 し、 山崩れ 能戰 ふが 如し。 日 星爲に 光を隱 し、 山岳 は 爲に形 を 潜め、 船長が 馬 公に 

歸 るの 唯一 の^ 準た る 北 島 は、 見れ ども 見へ す、 呼べ ども 答へ す。 忽ちに して 見 ゆる もの、 忽ちに して 崩る る激； 

浪 なりき。  一 

かくして 船長 は、 心に 金 比 羅權現 を：.^ りながら、 船 を 進む るう ち、 使 かに ー樓の 望み を 波間に 認めた。 それ は 「山； 

か 山に あらす 浪か浪 に 非ざる」 やうな ものであった が、 船長 は それ を 山と 斷定 して、 針路 を 定めた のであった。 蓋し： 

一 疑 ふて 進まん か、 暗 碟に觸 れん。 進ま ざらん か、 風に 挫 されん。 俱に 船長の 責を 免れす。 遂に 大勇 斷 せる」 もので 

あ つ たリ  一 

船の 運命 は it 氷 を 踏む よりも 急な り。 彼 は 遂に 大喝 逆轉を 命ぜり。 船 は^も-: S る" が 如くに 動け り。 怒 S は 山の 一 

如く 襲へ り。 然も 山 11^ の迚 なる が 如くに 左お 前後より 襲へ り。 (中略) 而 して 此の 海底 危碟巖 石 最多、 航海 者の 常 一 

に 心 を 苦しむ る 所、 同船 の 高津？ i 湖 廳長廣 丙 號及奈 良 丸 の沈沒 したる 等の 事 實說き 得 て詳 かなり。 之 を 聞け ば轉； 

一 

た風悲 み浪胆 く鬼哭 する かの 思 を 致さし む。 已 にして 薄暮 冥々、 大空 寂々、 唯 激浪 船を搏 つの 勢、 雷電 を 崩す がー 

如き あるの み。 (中略) 然るに 天祐 は 辛く 午後 七 時 十分に 至り、 此 安平 丸 を 漁 翁 島の 燈臺 下に 導き、 以て 前に 疑問 一 

の 間に ありし 北 島の 實 在を證 明し、 而 して 今や 波浪 靜 かなる 馬 公に 人り し を 示し、 全船 皆覺 えす 萬歲を i? へ 「シ： 

ヤン パン」 を 傾けて 陲る。 時に 二日の 午後 十 時。  -ー 

これ は、 その 難航 を 叙して 「遒 難の 記」 が 結んで ゐる ところで ある。  i 


かくして 伯 を 載せた る 安平 丸 は、 危く 一死 を 免れ、 馬 公 港に 人った のであった。 そして 車 艦 髙千德 の 基 に 向 ふ を 

幸 ひ、 伯の 一行 はこれ に便乘 し、 十月 九日、 やう やく 基隆 港に 人った のであった。 

これが 伯の 臺灣 時代に 適 遇せる、 九死 一 生の 記録の 概略で ある。 

五、 阿里 山開發 

かくの 如き 幾多の 危難 を ET しつつ、 伯 は 全島 を 踏査す る こと 數 千里、 その 足跡 殆ど 到らざる ところな きに 至った が、 

なかに も 多くの 收 穫を擧 げたの は、 明治 三十 七 年 九月の 阿里 山 踏 茶であった。 

由 來毫灣 の 山野 は、 樹木 蓊欝 として 繁茂し、 樹種 もまた 頗る 豐富 である。 ただ そのうち、 平！^ 地に 近いと ころ は、 

清國 時代に 於け る濫 e^: の 結果、 多く 價储 なき 原生 地 または 秀 山と 化し 去って ゐ たが、 海拔 三千 五 百 尺 以上の 地 は、 ®s 

蒼た る 深 林で、 多く は 生 の M 地であった けれども、 その 面 稍 は 概算 二百 十一 萬 六十 町歩、 全島の 約 百 分の 六十 を 卜；： 

めて ゐ たし 

これ ぞ將 來、 無 藏 なる 林業 地た るべ き 約束 を 持つ もので はない か。 

これらの 林業 候補地の うちで、 伯が 第一 に 眼 を 著け たの は、 阿里 山であった。 抑 も、 阿里 山の 大 森林の 發見は 明治 

三十 三年 六月、 總督府 殖產課 小 笠 原 技師の 調査に はじまる。 しかし 當時は 未だ 匪賊の 跳梁 はなはだしく 折角の 齊庫も 

如何と もす る ことが 出来なかった ので あるが、 三十 五 年 五月、 土^の 掃蕩 も 一段落つ いた 結 mr いよ/.、 これが 具體 

的 調 茶 を なすこと になり、 翌三 十六 年 十一月より 調査 を 開始し、 渐 くその 全貌が 明かに された。 それらに よれば、 阿 

第一章 薹灣 民政 長 宵  三 一七 
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里 山の 檢林 は、 概略 三千 四百 五十 三 町歩に して、 松 樹の大 なる ものに 至って は、 • 百 三十 尺の 長さに 達し、 これ を 切れ 

ば その 切株の 上に 直徑 十一 一人 を 立た しむる を 得る ほどの 太 さ を もっと 言 はれた。 その 樹木 を數 ふれば、 針葉樹 七十 六 

i€  二 千 本、 一千 四百 十八 萬 九 千 尺/、 澗葉樹 三十 七 萬 五 千 本、 三百 八十 四离 一千 尺/であり、 その 價格 を算 ふれば、 

尺/一本 四、 五十 § はする であらう が、 假に 三十 圓 としても、 なほ 五庶圓 の價が あり、 1 母 年 二十お 尺/を 伐柁 しても、 

優に 八十 年 を 支へ 得る と 一一 一一 n はれた。 

八十 年と いへば、 一家に して 三代、 若し その 採 伐 したる 森林の 後に を植 うれば、 八十 年後に は 更に 別個の 新 林が 

生す る。 かくして 臺灣の 山林 は、 ^ど 無限の な S を包藏 する ことになる" 

伯の 阿里 山 踏査 は、 かかる：！ 算 から 試みられた ものであった。 その 踏査の 時隨 行した 臺灣 日日 新報 記者 尾 崎秀眞 は、 

往年の 伯の 面影 を 追憶して、 懷舊の 情に 堪 へざる ものの ごとく、 次の やうに 語った。 

阿 M 山に お供して 登った 時 は、 それ こそ 大變 な騷 ぎでした。 第一 風 n,;: 桶 を ズックで 作れば、 一人で も 持てる と 云 

ふ考 へで、 作って 持って行きましたら、 翌朝 水氣で ffl いのなん の、 二人で も 直い のです、 遂に 生蠻 二人 を 敏んで 

かつがせた のでした。 

長 谷川 雜介、 祝" ぉ已、 林學 博士の 河 合な ど 云 ふ 人々 三十 何人が、 1 母晚 せまい 所に  一^くたに 寢 るので すが、 後藤 

さん は 毎晚何 か惡戲 する のです。 實に 子供 を 見る やうない たづら をす るので す。 

或る 晚 夜中に 長せ 川の に 山 を 這 はせ よ うぢ やない かと 云って、 巡 杏に 「おい 山^ 一  . え 取って来い」 と 云 ひつ 

けたので す。 巡査 もまた それ を 持って 來 たのです。 こんな 長いので すが、 それ を 伯が 長 谷川さん の 枕元に 這 はせ 


て s いて 「オイく 大變 だ、 おきろ 一と 云って 起した のです が、 ィ ャ大變 なさ わぎでした。 

十日 間ば かり はそんな 風の ことが 綾いて、 長官 も 至極 御滿 足の 様子であった のです が、 遂に 伯の 面目 丸^しの 事 

件が 持ち 上った のです。 

しかし この 事件 を 理解す るた めに は、 かう した 巡囘 中に おける 伯の 生活が、 どんな もので あつたか を、 知って おか 

ねばならぬ。 伯の 精力 絶倫ぶ り は、 前項で も 述べた が、 伯 は 一面、 茶： n ッ氣 たつぶ りで、 時に 途方もない 惡戯 をす る 

かと 思 ふと、 また 一方に は謹嚴 にして 犯すべからざる 半面 を備 へて ゐた。 

伯が 全島 巡視の 途中、 臺中 における 宴 會の 夜の 話で ある。 當時臺 中 新聞記者 をして ゐた 奥山 十 平 は、 席上 伯の 皮肉 

にムッ として、 £ -然席 を 蹴って 立ち去った。 が、 その後に おいて、 犇々 と 迫って 來 たの は、 悔悟の 念であった。 そし 

て その後の ことに ついては、 奥山 自らが、 次の 如く 囘顧 してなる。 

夏の 夜の 明け 》^ くして、 東天紅 を吿 ぐる 頃と なった。 つまり 終夜 眠らす して、 夫れ から 夫れ へと 思 ひ を 廻らした 

ので ある。 其の 結果 「長官に 濟 まなかった 一 と 云 ふ 一 念が 勝 を 制し、 早速 長官 を 訪問して、 謝意 を 表する ことに 

決心した。 而 して 家 を 出かけた のが、 所謂 拂曉 である。 長官の 宿に 著いて 見る と、 隨 行の 屬 {R 等 は、 まだ 白 川 夜 

舟で あるのに、 長官 一人 は、 ベランダ ァに 椅子 を 持ち出し、 夫れ に 凭って 獨 逸書 を 讀んで 居られた。 僕 は ヅカヅ 

力と 長官の 前に 進んで、 「昨 资は誡 に 御 無禮を 致しました」 と 謝 辭を呈 した 處、 長官 は 「ャァ /\、 どうした」 

とば かり、 至って 上機嫌であった。 

此處 でも 其の 絶倫の 精力に 感服した ので ある。 昨夜の 宴會 は、 よし 氣の 措け ぬ 宴 會とは 云へ、 兎に角 人 を 招んだ 

笫  一 .3^- 臺灣 民政長官  .  一一 二 九 
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ので あるから、 幾分 か 心 を 使 はねば ならぬ 上に、 实會と あるから は、 其の 終り は 多少 夜も觅 けたに 相： ほ 一ない 夫 

れ にも 拘ら す、 朝 夙く 起き 出で て、 屬 {;： の 起き 出で ぬ 間に、 蟹 行文 字に n を^す と 云 ふこと は、 凡人の 到底 出來 

ない 業で ある。 是れ 精力 絶倫の 致す 處 では あるまい か。  " 

ー體 に陽氣 であった 伯 は、 宴席で は 何時も 賑 かであった。 晚 年に は 流石に 落 著 きが出来て きたが、 若い 時分に は 陽 

氣が 過ぎて、 人 を 怒らす こと も往々 あった やうで ある。 しかし 宴 を 撒して 獨 りに 還れば、 早 曉床を 離れて 書 を樂 しむ 

餘裕は 失はなかった。 この 一 見 矛盾した 兩面 は、 彼の 一 生 を 通じて 隱 見して ゐた。 

さて 話 はもと に戾 つて、 阿里 山 踏破の 後、 その 途 における 出来事で ある。 何しろ 山中 十日の 生活 を 終へ て、 そろ 

そろ 人里 戀 しくな つた 時、 久し 板り で 高 雄の 宴席に 出た ので は あるし、 年 はとい へば 一番の 年長が、 四十 歳 をい くら 

も 出ない 後藤 長せ だ。 隨行 三十 幾人 は、 みんな 血氣 盛んな 述中 ばかりであった から、 つ ひ 思 ひも かけぬ 棟 事が 出来し 

たのであった。 

然 らば 彼等 は、 如何なる 失策 を 演じた か。 その 失策 者の 一人たり し 尾 崎秀眞 は、 續 いて 次の 如く 語った。 

か へ り途 になって 高 雄で 盛んな 歡迎會 を 受けた のです が、 何しろ 若い 連中 交って 三十 何人です から、 呰で 相談し 

て、 九時顷 から 長官 を寢 かせて 全員 あそびに 行った のです。 祝さん だけ は 堅い 人で 行かす に殘 り、 隨 行の 全員 三 

十 何人 比 £ 行った のです、 四 五軒に 分れて： m りました。 

處が 翌日の 日程 は、 陳 中和の 新興 製糖 會 社の 開業 式に 臨む 約束で、 朝 四時に 起き、 五 時 出 發と云 ふので した。 

起きて 見る と 全員 不在。 後藤さん と 祝さん と 一 一人 だけ チヤ ンと 用意した が 誰れ も：^ つて 來な いのです。 そこで 巡 i 


充 でも 駆って 探して" iK れれば わかる のです が、 そこが 後藤さん で、 非常に 愤慨 もして 居られる が 茶 ：=: 氣も あるの 

で、 構 ふなと 云 はれて、 警察官 を 促して、 唯 二人で 出發 してし まった のです C  一二 十 何人 睡ぃ眼 を こすり 乍ら {£ 舍 

に 来て 見る と、 長官 は 非常の 御 立腹で モウ 立 たれた と 云 ふので す。 齊藤 參吉： J^: などの 心配， ぬ W たらない のです。 

伊能 嘉矩 君な ど は 片足に 靴、 片足に 下駄と 云 ふ あわて 方で 追 ひかけ たが、 どうしても 追 ひつけない。 ャット 開 

式場に 著く と、 モウ 切りつ めた 時間で 行 先き に變更 出来ない と 云 ふので、 式 をす ましてお 二人 は 立った 後な ので 

す。 式場に は 三十 何人 隨 行の 席次 を チャンと 設けて S いたのに、 後藤 長 と 祝さん と 二人き り 著 席して、 氣の i: ゆ 

とも 何とも 云 ひ 様の ない 面 持で、 式 を 終って から 陳 中和の 立食の 御 馳定を これ 亦 唯 二人で 受けて、 一時間ば かり 

して 出發 したと 云 ふ 後に、 私共が 到 著した のです。 如何にも氣の_^抑でぁり、 また 後藤さん として は、 てれ 臭く つ 

てた まらない。 怒り 心頭に 發 したので す。 

其 所から 全員 駕籠の 用意が あつたので すが、 「奴等 来ても 駕籠に 乘 せるな。 尾 崎 だけ は 役人で ないから 乘 せても 

よい」 と 云 はれた と 云 ふので す。 ィャ ハヤ 到る 處 面目 丸？ はれ、 流石の 我々 もこれ は 全く 相濟 まぬ と 思 ひまして 靑 

くな つたので す。 渐く： 们る 所に 行って 追 付い， たのです が、 我々 を： ぬめる こと 相 成らぬ、 追 ひ せと 云 はれる 始 

末。 賀來 (倉 太) 警視な ど 全く 靑く なって しまった のです。 樣々：^1fぴ入ったがsl參が叶はなぃのです。 

そして 伯 は 「尾 崎 だけ は 役人で ないから 來 るなら 來 い。 あと は 皆 出張 取り消し だ」 と 云 ふので す。 そして 實際臺 

北 に 出張 命令 取消し の 電報 を 打った のです。 あの 寛大 な 後藤 さんが カンく になって ゐ るので 大 變な騷 ぎです。 

祝さん がー 晚 とりなし 役で 漸くの こと 11~參 が 叶って、 翌日 恆 春に 著き 二、 三日 あの 近遷を 視察して、 恆 春から 船 
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で歸 りました。  .  一 

私 は 通信の 役で ありまし たが、 まさか、 そのこと を 通信す る譯に はいかんので したが、 後 曰 後藤さん が 木下大 東； 

(新 三郞) に 「尾 崎 は、 あれ は 惡ぃ奴 だ。 自分 等の 失策に 就いては 何も 通信し ない」 と 云った さう です。  一 

然しながら、 これらの 失策 も、 過ぎ去って 見れば、 酒席の 笑 ひ 話になる ほどの、 懐かしき 憶 ひ 出の 一 つに しか 過ぎ-: 

なか. つた。 また 伯 は、 一度 赫 つと 怒^って しまへば、 それ を 何時までも 极 にもつ やうな 人物ではなかった。  -ー 

ただ 我等の 忘るべからざる こと は、 この 時の 阿里 山 踏査が、 單 なる 探撿 旅行に 終らなかった ことで ある。 卽ち、 そ 一 

の 結果と して 生れた のが、 世に 有名なる 森林 鐵道 であり、 伯の 所謂 阿里 山經營 であった からで ある。 その 經營の 直接， 一 

當事 者の 一 人たり し 新 元 鹿 之 助 は、 それ を 次の 如く 語った。  .1 

伯が 熱心 に 主張され て 居た もの は 阿里 山の 森林 伐拔 であった。 これ は嘉義 から 殆ど 四 十三 哩 の 山奥で、 海拔八 千 一 

五 百 尺まで 上って 居る とい ふ大 森林で ある。 これ を鐵 道に よって 開發 しょうと いふ ことで、 當初藤 田 組の 手に よ 一 

つて 著 手され たので あつたが、 不幸に して 藤 田 組が これ を拋棄 するとい ふこと になった ので、 私共 は 佐久間 總备； 

に隨 行して 親しく 其の 實況を 調 杏し、 結 M{n 營で やらう とい ふこと にして、 技術 方面 は 私が 兼務と して 此の 鐵道ー 

を 完成した のであります。 なか/ \ -我國 などに 見る ことの 出来ない 嶮峻な 山であって、 鐵道線路などは^^どニ十： 

分の 一 で 全線 を 終始して をる C 隨 道の 數が 七十 四 ある。 斯う 云ふ狀 態の 中に あって、 獨 立山と 云 ふ 山 は 隧道で 殆； 

ど 三卷半 廻って 居る とい ふやうな ことで、 世界に も 類例の ない 鐵 道で ある。 斯る難 工事 を ものと もせす、 只管 附. 

近の 開發 に盡瘁 された 後藤 伯の 剛復 雄大に して 物に 屈しない 氣象 は實に 驚くべき ものである。 かかる こと は 伯に 一 


し て 初め てな し 得る ことで、 到底 其の 他の 人 で は 出来る もの ではない と 思 ふ の であります ふ 

かくして 生れた る 阿里 山經營 が、 如何なる もので あるか は、 次-の ー臺灣 銀行 二十 年 誌」 の 記事が、 最も 要を盡 して 

ゐる a 

阿里 山の 作業 は、 本邦 林業 中 匹儔な き 最新の ものにして、 集衬货 車 接 込 は、 米國式 架空 式鐵 索築材 機械 を 使用し、 

運搬 は 所謂 阿里 山鐵 道なる 森林 鐵道を 利用し、 製材 場は範 を米國 西岸 各 州 工場の 設備に 採り、 我阈の 製品 種類 木 

材 利用の 狀態 等を參 的した る 特殊 工場に して、 最新式の 機械 力 及 電力に 依り、 系統的 設備 を 以て 作業し つ、 あり 

て、 葡來の 面 G! を 一新して 順調に 向 ひ、 今や 生 產木村 は 阿里 山村と して、 各地の 需要に 應じ、 其の 豐 i3E なる 蓄 

^は、 益 事業の 發展を 促す こと 多大なる が、 殊に 扁柏及 紅检は 市場の 聲價 高し。 

そして 先人 未踏と 云 はれた^ 里 山に かくの 如き 最新式 經營の 施さる るに 至った の は、 後藤 民政長官 時代の 經输の 結 

架であった。  ■ 

伯の 踏 以來、 阿 ffli 山經營 について、 如何なる 苦心が 拂 はれつつ あつたか とい ふこと は、 阿里 山中より 後藤：；^ 政 長 

{n に 送りた る、 次に 掲げる 林 學 博士 河 合 鈽太郞 の 書信 (明治 三十 九 年 七月 七 n: 附- が、 最もよ く活寫 して ゐる。 

H;^:: 盛暑 之 候 益御淸 勝、 大賀之 至 ニ奉存 候。 陳者先 H 登山 之 際、 長 (介 川 技師 病氣 一一 福 ラレ、 途中 御 北の：： J む を 

得ざる に 至り 候 ハ 、 殘念 11 有 之 候處、 同氏 も 其 後 快方 11 赴き、 現今 1 一 於テ ハ 花 3 體 -ー 御 囘復之 由、 客 敷 之 事 -I 御座 

候。 藤 田氏ハ 至極 储全 一一 て 所期の 視察 ヲ遂 けラ レ、 一 同も大  一二 女心 仕 候 C 唯 木 村 陽 一 一氏 ハ 心臓病の 發起ヲ 氣付カ 

ハレ 候た め、 萬 歳 山 視察 之 後 歸北セ ラレ 巾 候." 小生 ハ達邦 社 一一 於 テ藤田 氏ト刖 カレ、 後藤、 丸 山、 笠 原 三 君ト共 
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一一 登山 仕り、 此 後の 經營 一一 關スル 大概の 方 案 ヲ定メ 候た め、 全山 一一 十 一ヶ所 ノ 山小屋 ヲ設 ケ、 本 H ヨリ 清 日 マテ 一 

一一 全山 ヲ跺 涉シ、 後藤、 丸 山兩氏 一一 森林の 實態ヲ 示ス苦 一一 御座 候。 從來小 笠 原 氏の 調査 一一 於て 未た 精査 ヲ遂 ケサ 

ル點 等モ、 同時-一 踏査 仕 候。  一 

本 森林 ハ 少シ內 部 一一 入 リ候得 ハ全ク 徑路ヲ 絕チ候 間、 歩行 も g ハル 困難 一一 御座 候 得 共、 何分 凉冷 一一 て 候 間、 行動 は 一 

至極 容易 -ー 御座 候。  一 

な r 囘藤田 氏の 登山 ヲ 期し、 林 中 著 シキ山 一一 新名ヲ 附シ屮 候。 從來 化物 山ト 稱セシ 山脈 ヲ 後藤 山 トシ、 阿里 山 ヨリー 

新 高山 ニ至ル 二通 過 セサル 可 力 ラサル 高山 ヲ兒玉 山 ト稱シ 巾 候。  . 

後藤 山 連 兒玉山 新 高山 秀 f:- 其 間 检陰時 識天風 渡 靈氣 吹 徐拂 顔。 

乞  琴 山 生  j 

棲 霞 閣下 一 樂  一 

豪 壯を奵 む 伯に とって、 阿里 山 は 終生、 忘れ 難き 追憶で あつたに ちが ひない。 そして 伯の 名 は、 後藤 山の 名の 殘る _ 

かぎり、 ^代 阿里 山中に 止まる であらう。  一 

しかし、 伯と 阿里 山との 關係 は、 これ だけで は 終らなかった。 伯が 遞相 として、 第二次^ 內閣に 列して ゐた 時に、 j 

阿里 山 問題 は 中央 政界の 大 問題と なり、 遂に 憲法 問題まで 惹き 起す やうな、 大騒ぎと なった ので あるが、 それ は 第二- 

次 娃內 閣の卷 において 詳說 する  であらう。 


六、 鑛 業 

薹灣島 は 帝阈の 領有 當時、 金、 石炭、 銅、 石油、 硫黄 等の 有用 鎮 物が 豐 であると、 瞩 IIE せられて ゐ たが、 伯の 赴 

任當時 は、 鑛業は 尙ほ微 々として 振はなかった。 なかに も 金 は、 臺灣鑛 產の大 小で、 金 瓜 石、 瑞カ、 牡丹 坑の 三者 は" 

臺灣の 三 金山と 稱 せられて ゐ たが、 それすら 當時 はま だ 普通 の 手 掘 法 を 用 ひ てゐる 有様で あつ た。 

この 幼稚なる 鑛業 を、 次第に 近代化し たの は、 伯の ：！！^ 政 長官 時代であった。 伯が 如何に 臺 灣の鑛 業に 留意して ゐた 

かに ついては、 その 先驅 者の 一人た る 木 村 久太郞 が、 次の やうに！： 顧して ゐる。 

鍍業 家と して、 私の 一生 を 通じ 特筆 明記すべき こと は、 明治 三十 九 年に、 牡丹 坑 金山の 擴張 について 百窝 M 增资 

に 決意し、 先づ 半分の 五十 萬圓は 今までの 山の 利益に 依って 支出す る ことが 出來 たが、 あとの 五十 萬關を 到頭 後 

藤 伯の 所に 持ち込んだ ことで ありました。 其の 時に 伯 は、 事苟 くも 臺灣の 開 發に對 して 重要なる 鑛 業の 資金で あ 

つ たなら、 早速 大藏 大臣に 話して やらう とい ふので、 其の 當 時の 大藏 大臣 阪 谷芳郞 氏を烦 はすべ く 快く 引受けら 

れ ましたが、 驚いた ことに は 翌朝、 早速 電話が 掛 つて、 直ぐ 來て sK れと 言って 来られた。 そして 卽日、 臺銀を 代 

理 として、 興業銀行より 低利資金で 融通して 貰った ことがあり ましたが、 私の 一生 中、 此の 時ぐ らゐ 感激した こ 

と はあり ませぬ でした。 當 時の 五十 萬 圆は實 に 大した もので ありまし たが、 伯の 事業に 對 する 洞察力 は 極めて 强 

く、 自分が 善な りと 認めた 事に 對 して、 機敏に 動作 をせられ たこと は、 全く 敬服き 通り越して 痛快 を 叫ばざる を 

得 ませぬ でした。 伯が 如何に 國家觀 念が 強く、 臺灣開 發の爲 めに 力瘤を入れて 居られ たかは、 之れ に 依っても 想 
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像せられ るで あらう と 思 ひます が、 是れ など は 決して 凡人の 能く 爲し能 はない 所で あらう と 思 ひます。 特に 其の 

時私に對してしみ/^と注意されたことを、 今な ほ 明瞭に 想起す るので あります が、 

「君、 臺灣 では 木 村と 言へば 知らない 者 はなから うが、 東京で はキ ムラと 假名 を附 けなければ 通用し ない。 一 つ 

將來は 大いに 奮發 して、 木 村に 假名 を附 けなくても 通用す る やうに しなければ 駄目 だよ。」 

斯うい ふこ と を 言 はれた のであります。 當 時臺灣 に は 幾多 の 鑛業家 が參 りまして、 その 多くが 石油 鏑區を 持ち、 

鑿井の 出 來る狀 態に 澄 かれて ありました けれども、 各ぶ 手 を 拱いて 鶴 井に 著 手す る ごと を掉 え、 誰れ か 一石で も 

石油 を 掘り出したら 事業 を 開始しょう として 居りました。 自分 は 常に それ 等の 者の 先端 を 行き、 多大の 權 牲を拂 

つて 臺東、 {=j 蘭に 於け る 金山、 六 重溪に 於け る 石油 坑の 採掘 整 井 を 試み、 これが 鍍業 家と して、 又臺灣 の 住：^ と 

しての 義務で あると 信じて 居りました ので、 伯 は 之れ を 非常に 憂慮せられ、 4 「までの やうに 血氣に はやって 事業 

に 手 を 出す こと を やめて、 もっと 慎重に 熟慮の 上で 事に 當り、 早く 金 を 返す やうに しなければ ならぬ と、 暗に 誠 

めて =t 犬れ られ たので あらう と 想像せられ るので あります。 その後 此の 金 は 速 かに 返濟 し、 幸 ひに して 山 も 大いに 

發展 して 來 ましたが、 所謂 伯が もっとく 大きい 木 村に なれと 誠心 を こめて 忠告して 下さった のに 對し、 未だに 

片 假名 を附 けなければ 木 村の 名前が 通用 しないの は、 地下に 安眠 せられる 伯に 對し、 沟に慚 愧に堪 へない と 思 ふ 

次第であります。 

かくの 如く、 伯は鑛 業の 發達 についても、 常に 不斷の 努力 を繽 け、 先驅 して 事を爲 さんと する 事業家に 對 して は、 

親切なる 指導 を 文！： まなかった。 さう して 伯の 鑛業 政策が、 如何なる 成 5^ を收め たかは、 次の 統計表が、 明かに 事實を 


物語って ゐる。 

年 次 

g; 治  一二 十 年 

同 三十 一年  二、  i 一 

同 三十 ニギ  Is  、たへ 

同 一一 一十一 一一^  九 一一、 sxn 

同 三十 四〔ゃ  一芸、 SIS 

同 三十 五 年  ニー 一一ん、 六ズ 

同 三十六^  二 

同 三十 七 年  四 00、 ん六七 

すな はち 伯が 臺灣に 赴任 前の 數 字と、 赴任 後 七 年の 數 字と を 比較す ると、 金の 産額 は 明治 三十 一年の それの 約 三十 

八 倍と なり、 砂金 は 明治 三十 年の 産額の 約 十八 佶、 石炭 は 約 四十 倍、 硫黄の 如き は 實に五 百倍 近くにまで 躍進した の 

である。 

七、 水力 電氣事 業 

臺灣を 工業化す る 動力 は、 水力 電氣 によらざる ベから すと は、 多くの 技術 家の 一致した 意見であった。 何と なれば 

臺灣の 地勢 は 到る 處、 水力 利用に 適して ゐ たからで ある。 

しかし 白が 臺灣に 赴任した 當時 は、 可し ろ電燈 といへば、 總督 官邸と 長 {n 官邸と に、 蒸 氣發電 の 直流 電氣 が點 いて 
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ーーー、 一 
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ゐる だけと いふ 憐れな 有様であった。 この 後れた る 新 I が、 土 を、 今日の 進んだ 電氣國 に 化する までに は、 なみくなら 

ぬ 苦心が あつたの である。 

然るに 偶然の 機會 は、 臺灣 島に 水力 電氣の 發達を 促した。 それ は 土地 調査の 際、 數萬 5- 歩の 土地 を 丈 量して、 塊圳 

を 設ける にっき、 その-副産物 として 落差が 生す る。 この 落差 を 利用して、 灌漑に 使用す る 前に、 一 萬 馬力の 電力 を發 

生す るの が 有利で あると いふので、 ここに 後年、 資本金 三千 萬 園の 臺灣 電力 會 社が 创設 される に 至った ので ある。 

當時、 電氣 作業 所長と して、 屈 尺に 發電所 を 設けた 長 尾 半 平 は、 その 苦心談 を、 次の 如く 語った。 

この 時の 工事な ど は實に 苦心 慘擔 たる もので 屈 尺まで 行く 途中に 殺人 堺と いふ！^ 柱が 立って ゐて、 それから 奥地 

に 人る 時 は 測量に 前進す るに は 八、 九 名の 警手が 銃で 四方八方の 峰 ゃ溪を 狙って は^ 人が ゐな いこと がた しかに 

なると、 後 を 向いて 乎 招きす ると、 &師述 がそろ り/ \- とその 後 を 前進しながら 浏量を するとい ふ 始末でした。 

^'しろ^^人と い ふゃっは大變迷信家で、 測量な どして ゐ るの を 見る と 何 を やる か 1- ら ぬから、 少しも 油斷 力なら 

ぬ。 或る時な ど、 發電 H 事の H 夫 小屋 をお そって、 十四 首 を 取って 行った ことがある。 その 時 一人の 男が 溪 川に 

落ちて、 首 だけ 出して その 光景 を 見て ゐて、 ； 4 のと ころへ 報告に 來 たもの だ。 かう いふ 風 だから、 私な ど 當時新 

娘 間 もない 時であった から、 一歩 出張と なると、 門前まで 途 る^子 を 狼り 返り 見て は、 これが 今生の 训れ となる 

かも 知れぬ と、 涙ぐましくなる ほどで、 全く 戰 場に でも 出陣す る やうな 氣 持でした。 當時は 蕃人よりも 土 S が更 

にこ わい もので、 これ は 人 を 段す のは^が ほしいの でなくて 物 を 取る のが 目的です。 ですから 私な ど 出張と なる 

と、 警手 四 人が ついて、 これに 護ら れて 進む のです が、 汽車が なくなる と トロ または 駕籠で 行く のです が、 盡は 


危險 だから、 夜 火 を 消して 密林 や 蔽の中 を ガサく 進む 時な ど、 全く 地獄へ でも 行く 心地でした。 當時 は. IS 場に 

つくと、 そこには澤山の商人が總^§^府の高官の來るのをまってゐたもので、 商人な ど は、 高 {n が來 ると 警手が ち 

やん とついて ゐ るから 安心 だと、 自分 達の 進む あとから ついて 來て は、 奥地に 人った ものでした。 

屈 尺 の 發電 事業が 完成し て、 臺 北に はじめて 電氣 が點ぜ られる やうに なった のであります。 

ところが 伯 は、 この 時 もまた、 一 つの 逸話 をの こした。 それ は 長 尾の 語る ところに よると、 次の 通りで ある。 

臺 北の 水力 電氣が 竣工した ので、 民政長官の 官邸に 据ゑ 付けて あった 直流の 電扇 を、 交流の ものに 取替 ゆる 必要 

が 生じた。 電 氣の& 帥が 豫算を 立てて 長 宵の 決裁 を 仰ぎに 行ったら、 故 伯 はか かる 必要 はない、 直流の もの は廢 

棄す るに 及ばす とて、 ひどく 叱られて 歸 つて 来た、 そして その 技師 は心竊 かに 泣く 子と 地頭に は 勝たれな いと 觀 

念 はした ものの、 胸 の^が 治まらぬ。 それで 「藪 醫者は 政治家に 通用す るか も 知らん が、 交流と 直流と は 通用 出 

來ぬ」 と獨 語した。 それ を 傅へ 聞いた 祕書官 某が、 或る日 故 伯と 私の 居る 處で 面白半分 「長 {R 閣下よ、 勇 將の下 

に f;^ 卒 なしと いふが、 長 尾 土木； IS 長の 手下に はかう いふ 偉い 技 帥が 居ます」 と、 これ を すっぱ 拔 いた。 すると 故 

伯 は 開き直って、 「そんな ことがある もの か、 交流 を 一， モ ー トル • コ ンヴァ ー タ—」 にかけ て 直流の 電扇を s 力 

せば よいので ある」 とカ說 された。 自分 等 も 職務 上 此の 位の 事 は 承知して 居った が、 一 邸の ために かかる 設備 

は 甚だ 不經濟 故に、 取替への 案 を 立てた ので あつたが、 かかる 大 政治家に は 不必要なる 知識まで 持って 居られた 

に は 敬服した のであった。 

これ は 伯の 失策 話の 一 つと して、 傳 ふべき もので あらう。 しかし 生 嘴りながら、 コ ンヴァ ー タ，' まで 知って ゐ ると 
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ころに、 伯ら しい 面影が あった。 そして この 近代 科 畢に對 する 伯の 理解が、 臺灣の 産業革命 を W らさ しめたる 重要な 

力の 一 つで あり、 特に 今日 臺灣 全島 を、 電力 化せし めつつ ある 大勢の 基礎 をな した ものであった。 

八、 海運 政策 

新 土開發 について、 却すべからざる 要件の 一 つ は、 交通 運輸 制度の 完備と いふ ことであった C 特に植：^：-地と母 

國、 ならびに 海外 諸國 との 航路 は、 海外 贾县 發展の 上から も、 直大 なる 條件 をな す ものであった。 

何と なれば、 臺灣が 帝國の 領有に 歸 したる 當時、 臺灣と 南 支那との 海運業 は、 殆ど ド グラス 汽船 會 社に 獨 占せられ、 

他の 船舶 はこの 航路に 侵入す る こと すら、 容 =^ でない とされて ゐ たからで ある。 

玆に 於いて、 帝國 政府 は、 この 海運 權を 我國に 恢復す るた め、 明治 二十 九 年、 大阪 商船 會社 をして、 沖繩經 由神戶 

基 隆線を 開始せ しむる と共に、 郵便物 輸送の ため、 伊 萬 里 運輸 會社 をして 基 降、 澎 湖島 及び 安平 を經 由し、 打 狗に至 

る 航路 を 開始せ しめた。 

これが 臺灣 における 補助 命令 航路の はじめで ある。 

翌 明治 三十 年に は、 日本 郵船 會 社に 對し、 更に 基隆 より 門 司を經 由して 神戶に 至る、 往復 毎月 ニ囘の 定期 航路、 い 

は ゆる 基隆. 祌戶 線の 開始 を 命す る 一方、 大阪 商船 會 社の 基 隆. 神戶 線に 改廢を 施し、 また 基 隆 • 打狗線 及び 基 隆 • 

% 葛 堀 線の 航路 を 開始せ しめた。  . 

これが 伯の 赴任 當 時の 狀 態であった。 然るに 伯 は、 政 長 の 椅子に 就く や、 早く も、 ド グラス 汽船 會 社の 勢力 を、 


:r,;:s より 驅： 逸して、 南支那海の 海運 權を、 わが 手に 掌捤 すべきの 大望 を 抱いた。 その 結果と して 現 はれた のが、 明 1 

治 三十 二 年、 大阪 商船 會 社に 命じて 開始せ しめたる 淡水 • 否 港 線、 安平 • 香港 線、 福 州 *ォ け 港 線、 福 州 ニニ 都^ 線、 一 

幅 州 • 興 化 線、 _ 酸 門 • 內港 線であった。 

さらに 明治 三十 八 年に は、 命令 條 項の 改廢を 行 ひ 福 州 ニニ 都 港、 福 州 • 興 化 線、 及び 暖門 *內 港 線の 三 航路 を廢 し、 一 

その代りに 福 州 *ォ は 港 線 を 上海に 延長して 福 州. 上海 線と なし、 また 淡水 • 福 州 線 を 新設して、 大いに 南 支那 方面の 一 

海運 界に 活躍す る ことと なった。 

さ しも. 水 年に 亙り 獨占的 地位 を 誇 つて ゐたド グラス 汽船 會 社が、 つ ひに この 方面の 航路 を斷 念す るに 至った の は、 一 

このためであった。  - 

然るに 明治 三十 八 年に 至って、 この 航路に は 動搖が 起った。 バルチ" ク 艦隊 東洋 囘航の 報の 餘波 である。 それにつ 

いて、 當 時の 通信 ：3 長 代理 官賀來 佐 賀太郞 は、 の 如く 岡 顧した。 

0 シァが バル チック 艦隊 を 東洋へ 2 航 して 来る とい ふ；^ 報が 傳 はって 来た S ；、 臺灣 の：：^ 心は顿 る動搖 した。 そし 

て內 地と 灣と の 述 絡に 從 事し てゐ たと ころ の 述絡船 は、 御用 船と して 徴發 されて しまった。 

當時、 大阪 商船が この 速 絡 航路の 一 (乂命 社であった。 それで 商船 側で は、 對策 をい ろく 考究した 51 句、 內 地と 臺： 

灣 との 連絡に は 獨逸船 を 以て これに 充てようと いふ 事に 取 極め、 この 旨 を 總督府 へ 通達して 寄越した。  一 

この 通達に 接せられた 後藤 長官 は 大いに 憤慨され た。  一 

「中 橋に 言うて やれ。 そんな 非國家 的な 事 をす るなら、 命令 航路 を 取消す というて やれ。 實に 怪しから ぬ 事 をす 
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る 奴 だ。 中 橋の 方へ 急電を 打て！」 

と 私に 命じられた。 卽 座に 電報の 案文 も 出来た。 そして 私 は 「ハイ 直ちに 打電し ます」 と 承知し て^った。 しか 

しょく 考 へ て 見る と、 

. 「長. ぜの 命令 通りに 電報 を 打つ と、 商船 もこの 非常の 際、 手の つけ やうが なくなる であらう。 萬策盡 きて 獨逸船 

を賴ん だので あらう から、 今、 長^の 仰せの 通りの 電報 を 打つ と、 かへ つて 商船 側と 總^ 府 との 關 係が 惡 化する 

かも 知れない ピ  . 

とい ふ 結論に 到達した ので、 一 晚 その 電報 を 打つ こと を 保留した。 

その 翌日で ある。 長せ から 呼ばれた のでお 會 ひする と、 

「中 橋から 返事が 來た かど 

そこで 私 は 巾 上げた。 

「商船 側の 執った 措 S は 誠に やむ を 得ぬ と 思 ひます。 この 際は述 絡が とれれば よいと 云 ふ 事に して、 御 許し をお 

願 ひしたい。」 

すると 伯 は、 

「ゥ ン、 それ はよ かった。」 

赫 つと 向 ッ股を 立てれば、 飛んでも ない 無茶 を 言 ひ 出す の は、 伯の 癖であった。 その代り、 間途 つたと 思へば、 直 

ぐに 改める。 まことに 光風 霧 月であった。 


この 贺來佐 贺太郞 は、 明治 三十 六 年臺灣 赴任、 翌三 十七 年 三月、 直ちに 拔擢 されて、 通信 局長 代理に 任ぜられた 人 

物で ある。 その 次第 は、 贺來 自らの 語る ところに よれば、 次の 通りであった。 

私 は 明治 三十 六 年に 赴任した。 三十 七 年の 二月、 日露 宜戰の 布 吿が發 せられた が、 同年の 三月に 鹿 子 木； 13 長が 洋 

行す る ことにな つた。 

その 時、 後藤 長せ から、 

「君の 方の 長が 洋行す るから、 その 不在 中、 君 は 代理の 仕事 を やれ。」 

とい ふお 話で ある。 何しろ 當時、 私 は 高等せ 六 等と いふ 低い 官等であった、 それで 私は屮 上げた。 

「それ は餘 りに 無茶です。 この 若僧で は 到底、 そんな 重任 を 背負 ひきれ る ものではありません。」 

すると 伯 は、 

「w 長 は 表面、 大內參 事官が やる。 しかし 實 際の 仕事 は 君が やれ。 入 間と いふ もの は 一生のう ちに 會 心な 仕事に 

從 事す る機會 とい ふ もの は 殆どない。 あっても 一 度 か 一 一度 位の もの だ。 おれが 1!; を かばって やる から 一 生 懸命に 

やって 見ろ。 それ を 穩路 する やうで は、 ！ は駄 n だ c」 

とい はれた. -  , 

かくて、 とう，/ \ 私 は 敢然、 この 重任に 當る 事に なった G 

何しろ、 通信 W のうちに は 郵務、 電務、 海事、 庶務と いった やうな 課が あるば かりで なく、 自分 は その 當時は 海 

事と 庶務との 課長に 過ぎなかった。 これが 通信： S 長が 不在の 間、 全 IS に對 する 責任 を 負 はんとす るので あるから 
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實際 無茶と いってよ い 位の 事であった。 

それで私に^5|みをっける爲めに、 後藤さん は 特に 私に 對 して 「通信 局長 代 ™tl.(：^」 とい ふ 官名 を與 へて 下さった。 

一方に 破格の 拔擢 をして S いて、 他方に は 周到な 用意 をして おくのが、 伯の やり 口であった。 

さて 贺來 はさら に、 日露 戰 ハサ 時代、 海運 交通に 關 係した 出来事に つき、 伯の 如何に 思慮 綿密に して、 機略 縦横なる 

のみなら す、 その 間 溢る るば かりの 情味 ありし かの 一面 を 物語った。 それ は 次の 通りで ある。 

日露 戰 1^ 中の 事で ある。 バ ル チック 艦隊が 臺 灣海峽 附近 を 通過す るか も 知れぬ とい ふので、 私 は 代理 {n: として：^ 

情 視察に 出かける と共に、 若し 戒嚴 令が 布 かれたり すると、 陸軍 關係、 海軍 關 係が 複雜 になる し、 又此 等との 交 

逋 運輸の 關係 もコミ 人って 來 るから、 此の際、 一定の 方針 を 確定す る 必要が あると 考 へた。 そこで 戒嚴 令の 布 か 

れた 場合に おける 陸軍、 海軍、 總督府 との 關 係に 就いての 板 本 方針 案なる もの を 作成した。 

案が 出來 上った ので 伯 をお 訪ねした が、 その 頃、 伯 は 乾^ 肋 脱 炎で 寢窒に 休んで ゐられ た" 私 は 伯の 病室へ 通さ 

れて、 案の 草稿 を 御 目に かける と 伯 は、 

「これ は實 にょい。 これで 陸海 軍 側と 協定して おけば よい。」 

と 言 はれた U 依って 私 は 早速、 谷 田 臺灣軍 參謀長 を 訪ねて 案を說 明す ると、 

「怪しからん、 言語 道斷 だ。」 

と 大愤慨 である、 ハ介田 參謀長 は、 旣 に戒嚴 令が 布 かれて しまった やうに 考 へて ゐ たの だから 堪らない。 私 は、 

「島お 關 係の 事 も 重大です から、 この 案のう ちに 記載され てあります c」 


と 主張す ると (介 田 参謀長 は、  、 

「一 體、 中：！：； 樣は 生意氣 だ。 贵樣の 等 は 六 等で ある。 六 等宫が 閣下た る 我輩の 命 を 奉ぜぬ とい ふ 事が あるか。」 

と 大いに 怒り 出し、 「山 本 大佐 (名 正滕、 海軍 側の 參謀長 ) を 呼べ」 と 命じて、 山 本 大佐 を も その 席上へ 呼び出した。 

一 私 は 閣下から 直接 指揮 を 受けない" 從 つて 上 {n と は 思 はぬ。 臺灣 總督府 民政 部の 一 職員と して、 陸軍 並びに 海 

軍 側に 內 相談に； S つたまでの 事で ある ノー 

と 冷 靜に言 ひ 放っと、 山 本 大佐の 如き は 憤りの 餘り 劍を拔 かんば かりに 興奮した。 そして 「只今から すぐ： 政 長 

{n: の虑へ 行く から 貴様 も 共に 来い」 とい ふので、 私は兩 氏と 共に 後藤さん の 病室へ 出かけた。 後藤さん にお 會ひ 

すると、 谷 田參謀 長が 私の 立案した 書類 を 伯に 提示して、 

「かかる 案 は 全く 陸軍 側 を 無視して ゐる。 實に 不都合 千 萬 だ ノー 

と 怒^り だした。 後藤さん は默 つて その 書類 を 見て ゐられ たが、 すぐ 私に 對し、 

「コ ンナ 書類、 これ は 何 だ。」 

と 言 はれる。 

「それ は； 3^ の 案でして、 この 際 一 番 大切なる 運輸 交通に つ いての 大方 針 を 規定ん たもので す C —一 

とい ふと 伯 は 更に、 

「我輩の 印を附 かぬ もの を 何故、 他へ 示した のか 二 
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第-五節 新 餌 土の 廣業 本命  三 三人 

とい はれる から、 私 は、 

一 I. こ れは 內議を 要す ると 考 へまして、 關係當 W と 打 合 せる 心算で 示した のです c」 

と 答へ た。 すると 伯 は 俄然、 大きな 聲を 張り上げて、 

「贵樣 は ー體、 どこで 飯 を 食って をる！」 

と 私に 怒鳴りつ けられた。 そして 芥田、 山 本 兩參謀 長に 對 して、 

「分りました。 私が 後 を 取纏めます。： 一 

と 云 はれた ので、 兩參謀 長 は 得々 として 立 去った。 自分 はこの 時、 實に 怪しからん こと だと 考 へた。 こんな 理解 

のない：；^ 政 長せ の 許に ゐては 到底 駄目 だと 痛感した ので、 家 へ SI ると 直ぐ 書齋 へ 入って 辭表を 書き 始めた。 

すると 伯の 夫人から、 私の 妻に 電話が 掛 つて 来た。 そして 妻が 「私に 是非 電話口へ 出て？？ < れ」 と 言って 來 たので、 

電話口に 出る と 和 子 火 人から 「 一 寸 でもよ いからす ぐに 來て 欲し い」 との 御依顿 である。 それで 辭表を 懐中に し 

て病窒の伯をぉ^！-ゃねすると、 私が ドア を あける や 否や、 兩手を さしのば して、 

「難 有う  あれで よかった。 さぞ 君、 吃驚した らう。」 

と淚を 流さん ばかりに 謝意 を 表明され る。 

自分 はサッ パリ わから なくなって しまった。 宅して から 考へ て も 分らん。 その 日 は 役所へ 行く 氣 もせぬ ので、 

馬に 乘 つて 氣 晴らしで もして やらう と考 へて 遠乘 りに 出かけて つて 來 ると、 妻が 飛んで 出て 來て、 「山 本參謀 

長が 先刻、 お^びに お出に なりました」 とい ふ。 更に 亦、 ： 介 田參謀 長から も迎へ の 使 ひが 來 たとの 事で ある。 


それで、 一層、 分ら なくなって、 トニ カク 伯の 處へ、 夕め し をす ませて からお； H ひする と、 初めて 一切の 成行き 

が 判明した。 

伯 は、 病 を 推して 上田 臺灣軍 司令お を 訪問せられ たので ある。 そして 私の 書いた 案 を、 上田 將： 阜に 提示され て說 

明され ると、 上田 將軍 は大贊 成であった。 そこで 伯 は ー然 らば、 ； g 參謀長 を 更迭して 欲しい， 一 と 主張 せられた。 

上田 將軍 も黉 成せられ たと ころ、 兒 玉さん から 返電で 「谷 田 參謀長 は 更迭す る餘 地がない。 山 本 は 直ちに 更迭す 

る」 と 云って 來た。 そして 山 本 参謀長 は 待命に なった。 私 は 今でも、 この 事は氣 のぶ ゆな 事 をした と 思って ゐる。 

戰 中に 軍人が 恃 命になる 事 は 萬々 なから うと 思って ゐ たの だ。 それから (介 田參謀 長と 懇意になる 爲 めに は 甥 を 

使って やれとの 事で、 私の 部下と して 谷 田さん の 甥の 方 を 使 ふ 事に した。 

自分 は 今でも、 病室の 伯 をお 訪ねして 辭表を 出さう として 扉 を 開けた 時、 伯からの 言葉 を 思 ひ 出す。 一生 忘れる 

事が 出来ない。 その 時の 私 は、 私の 顏全體 が 痙攣した やうに 思 はれた。 

九、 臺灣 貿易の 躍進 

臺灣產 業 革命の 目標の 一 つ は、 經濟 生活の 統 一 とい ふこと であった。 

伯が：^ 政 W 長と して、 新〉 5 土に 赴任した る當 時に おいて は、 まだ 眞 正の 意味に おける 臺灣 經濟と い ふ もの はな かつ 

た。 臺灣 各地の 市府 は、 その 附近 数十の 村落 を 率ゐて 一圃と なり、 半獨 立の 組織 體を なして、 中央政府の 制令 を 受け 

すして 自立して ゐる狀 態であった。 
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第五 節 新 領土の 産業革命  三 三 『へ 

しかも その 最も 甚 しいの は經濟 生活であった。 それ は、 次に 揭 ぐる 當 時の 臺灣 各地の 物價を 比較して 見る と、 一目 

瞭然たるも^：がぁらぅ。 

見よ、 臺北 において 五圓 三十 六錢ニ 厘の 玄米 は、 嘉義に 行けば 三圓 二十 錢 となり、 祭 北で 三十 四錢 七厘の 石炭 は、 

嘉義 では 一圓と なる。 これ だけで も、 すべての 經濟 生活が まだ 地方 的であって、 物资が 全島 的に 支配され てゐ なかつ 

たこと を、 知る に 足る であらう。  . 

せ，. 藷， 
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若し かかる 狀 態が、 資本主義 化された る 社會に 起った としたならば どうで あるか。 三圓 二十 錢の米 は、 

の市價 ある 臺灣に 輸入 さるべく、 三十 四錢 七厘の 石炭 は、 一圓の 市價を 有する 地方に 洪水の 如く 流れ 行， 


直ちに 五圓 

、であらう。 


然るに 毫灣 島に おいて は、 鐵道 なく、 電信な く、 郵便な かりし 割據的 地方 經濟の 習 12 が、 依然として 勢力 を 逞しう. 


か か る：！ { 態 的狀態 を 保存 して ゐた のであった。 

かくの 如き 狀 態の 下にあって、 經濟社 會の專 制 君主と なる もの は、 必然に 地方 商人で ある。 中央に あって、 顧客に 

平 身す る 商人 は、 地方に あって は 却って、 sit;!:: をして 低頭せ しめる。 物價は^；而要供給の自然法に制せられすして、 商 

人に よって、 恣 まに 定められる。 臺灣 における 商利の 莫大な りし は、 實に 想像 以外であった。 

然るに かかる 變態 的經濟 事情 は、 さらに 不可思議なる 事實 を臺灣 島に 生ぜし めた。 それ は、 臺灣 における 商利の か 

くも 犬なる に拘 はらす、 臺灣 島民の 資力が、 甚だ 有なら ざり しこと であった。 千圓內 外の 小 商業 すら、 一人に よつ 

て營 まるる もの 少なく、 多く は 出資 組合であった。 

それ は 何故かと いふに、 臺灣の 利益 は、 殆ど 悉く、 支那 商人の ために 吸收 せられ、 その 鄕 里なる 福 建 地方に 輸送せ 

ら れてゐ たからで ある。 しかも その 北" 後に あって、 彼等 を 操る もの は、 多く 英米 等の 外人であった。 

若し 火れ これらの 商人が、 家に 對 する 取引に 至って は、 慘酷を 極めた ものであった。 卽ち 商人 は、 年 內に發 一 ^：; す 

べき 茶、 米、 樟腦等 を抵當 として、 農家に 農業 資金 を贷與 する。 一度 かかる 貸惜關 係が 生す る や、 商人は：ト-！^：^にして、 

農民 は奴隸 であった。 彼等 商人が、 ^片の 夢 を 貪りつつ、 不當の 利益 を拷 取して ゐる 間に、 汗水たら して K 力 働す る岛 

は、 最低生活費 しか 給せられ す、 終生 この 經濟的 桂 楛を脫 する を 得なかった ので ある。 しかも これらの 資金 は、 <^ 

港、 ぼ 門、 上海より 来る もの 多き が 故に、 臺灣 の經濟 社會は 殆ど これらの 對岸 商人に よって 支配せられ、 あらゆる 經 

的壓 ：？」 によって、 臺灣の 利益 は^ど 全部、 對岸 支那 及び 英米に 持ち ら れてゐ たので あるし 

かくして 米、 茶の 生產 せらる る こと 幾 百年、 樟腦、 砂糖の 輸出 さるる こと 幾 十 年、 しかも それ は 年々 歲々 輸出 額 を 
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第五 節 新 領土の 庵 業 革命  一一 一四 〇 

加 ふるに 拘 はらす、 毫灣 島に おいて は、 米 田の 地主が 幾分の 富裕 を 加 ふる ほか、 茶畑に も砂搪 畑に も、 依然として 貧 

なる 農民が 蜩 集し、 毫末 も改； レ；： の 跡 を 見なかった ので ある。 

かかる 變態的 事^ をー键 したの は、 伯の 敢行せ る 産業革命であった。 いは ゆる 三 大事 業 は 著々 として 進行し、 三大 

專實 法は實 施せられ た。 運輸 通信の 便は備 はり、 產 業の 統制 は 進行した。 i5 制 は 統一 せられ、 銀行 金融の 制度 は {. 兀備 

した。 かくて は 最早、 從來の 割據的 地方 經濟 の、 存續は 不可能で ある。 そして 蘇生の 思 ひ をした の は、 秦灣島 であ 

つた。 これまで 土人が 土中に a 蓄 して ゐた 銀貨 すら、 市場に 流動して 來た。 

新 M  土の 經濟 生活 はー變 した。 

しかも その 産業革命の 進行が、 いかに 急激で あつたか は、 次の 簡單 なる 統計表 を 見る と、 一目瞭然 であらう。 

重要 品 生 產愤額  內外 S 风易額  <w 社 数  问上 資本金 

治 三 十二 年 三 六、 五六 〇、 四 五 四 三 七、 〇 五 〇、 一一 一 一 だ  四  六、 〇〇〇、〇〇0 

M  §： 卜 一年 八 八、！ 一一 六 七、 〇 七 七 七 一、 〇 七 二、 九 一 〇  四 七  三 六、 四： 九、 七 五 〇 

大 正 L 年 二.！ ハ六、 八 五 九、 〇 七 六 二 四 三、 一七 二、 六 九 〇 ： ニー マん 二 〇〇 、八 九 五、 五三 二 

而し てこの 新 土 産業革命の 實績 を、 最も 如 實に現 はす もの は、 お 統計の 變 化であった。 無感 its なる 數 (卞 は、 儆 

として、 一つの 大事 實を 物語って ゐる。 

まづ 明治 一 一十 九 年より 大正 七 年に 至る 內外貿 n 勿品價 額の 統計表 を 見よう。  い 
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この 統計表の うちで、 最も 顯 著なる 事實 は、 臺 灣對內 地の 移出 人 貿易が、 共に 逐年 健實 なる 遞增を 示した ことで あ 

る。 卽ち 從來、 香港 を經 由して 臺灣に 再輸入 されて ゐた 燐寸、 洋伞 その他の 雜货品 は、 明治 三十 二 年の 關稅 撤廢 以來、 

直接 內 地から 移 人され たのみ ならす、 衛業 その他 各種 産業の 著しき 進展 は、 對內國 貿易 を 好況なら しめ、 つ ひに は臺 

灣 を中繼 として 南支、 南洋 方面に 輸出す る、 いは ゆる 中 繼貿ぶ ^ すら 發 達する に 至った からで ある。 殊に 內 地への 移出 

において は、 二 大宗た る 砂糖 及び 米の 移出が、 著しく 增 進した のみなら す 酒精、 食鹽、 樟腦 油、 S ま i 實、 樟腦等 も、 

何れも 移出 を增 加した。 內 地からの 移入 品 は、 綿布 を 筆頭に 海産物、 肥料、 鐵村、 酒類、 米、 小麥 粉、 紙 及び 燐寸等 

で、 これ また 概して 增進を 示した。 しかも その 總額 において は、 明治 三十 年、 五 百 八十 二 萬餘圆 なりし ものが、 明治 

四十 年に は、 三千 七 百 四十 萬圆 弱と なり、 大正 七 年に は、 實に 一億 七 千 六 百 二十 ニ萬餘 回の ぼ 額に 上った。 これに 1^ 

して、 海外 輸出入 貿易 は、 著しき 臺灣經 濟の發 達に も拘 はらす、 概して 不振に 陷 つた。 これ は 交通 及び 金融の 關 係が、 

漸次 內 地と 接近し 来った ため、 從來 輸出 重要 品たり し 米、 砂糖 等 も、 內地 移出に 轉 向した ためで ある。 ために 明治 三 

十一 年に おいて は、 殆ど 三千 萬圓に 達して ゐた 輸出 人贾县 は、 明治 四十 年頃まで は、 二 千萬圆 から 二 千 二百 萬 圆の間 

を 往来す る狀 態とな つた" これ を 要するに、 臺灣に 行 はれた る 産業革命の 結果の 一 つ は、 臺灣經 ^の 支配 權を、 對岸 
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支那 及び 英米 外國 より 奪！： して、 毫灣 及び 內 地の 商 權 下に 立た しめた。 そして それ はまた 循環 的に、 臺 IT 及び 內 地の 

經濟 進展 を 促進 したので ある。 

政 長 {R としての 伯の 經濟的 治績の 總 決算 は、 實に 以上の 如き ものであった。 いま 參考 として、 重-要 移出 人品 及び 

直 要 輸出 人 品 の 統計 を 示 せ ば、 次 の ごとくで ある。 
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第 六 節 文化的 臺灣の 建設 

一 、 擧將 天下 坐 春風 

伯が 少年 時代、 阿川 光裕の 敎へを S けて ゐた 頃の 話で ある。 

阿川 は 安井 息 軒の 門に 學び、 殊に 周 2^ に 詳しかった。 或ると き 阿川が、 伯に 易の 講義 をして ゐ ると、 伯 は 突如と し 

て 問うた。 
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油糟 (豆 茶糟 共) 

阿  片 


『易 は 聖人の 作で ありませ うが、 聖人の 仕事の 目的 は 何です か。』 

阿川 は 響きに 物の 應 する 如く 答へ た。 

『おに 對時育 萬 物と いふ 語が ある。 これが 聖人の 仕事の 目的 だ J 

これ を 問いて、 伯 は 非常に 感激した。 そして これ を 篆刻して 關 防の 印と した。 名古屋 時代、 多くの 書生 を 養成して、 

一— 對育舍 J と稱 したの も、 これであった。 

伯 はまた 考 へた。 

「自分 は 勿論 聖人で はない から、 萬 物 を 育 ふこと はでき ない。 せめて これ だけで も 自分の 仕事の n 的と しょう。」 

と。 さう して 出来 上った のが 次の 詩ー篇 である。 

人生 在 ぼ 道化 公 樂地 自存 名敎中 

良 相 良 醫無異 術 擧將 天下 荐風 

これは第 一 卷 (第ニ^^：笫五節八) に揭 げたる？ を、 後に 推敲した ものである。 

天 下 を舉げ て^ 風に 氷 一せ しめん。 i それが 伯の 終生の 政治的 n 標 となった。 

伯 は 毫灣： ：：： 政 長せ として、 新？^^土統治の直任に當ること十年。 その 間に、 滿， S の 經綸を 傾けて、 臺灣 經濟の 開發に 

お.：：： した。 その S ハカ は 幸 ひに 酬 いられて、 從來 母國の 厄介物 視 され、 甚 しき は 賣却論 さへ へられた 新 領土が 今や 帝 

闻の齊 庫と 稱 せられる までに 發 達した G 

しかし それだけが、 伯の ZZ 的ではなかった。 

第一 臺灣 K 政 長官  三 阿五 


笫六節 文化的 臺灣の 建設  三 四 六 

天下 を 擧げて 春風に 坐せ しめん。 ！  ：：^ をして 王道に 悅服 せしめ、 鼓腹して 太平 を樂 しまし める 淨 土の 建設が、 伯 

の 政治の 大 目標であった。  一 

大正 五 年 四月、 まお 灣始政 二十 年 記念 博覽 會發會 式へ 參 列の ため 渡臺の 際、 船中で 執舉 したる 祝辭の 腹案の 一部と A 

見るべき 覺書 は、 日本 郵船 株式 會 社の 旅客 用姜の 上に、 萬年薩 曰きの 伯の 字で、 次の 如く 記されて ゐる。 

九億ノ 住； W 君臨 ス へキ 東洋 ノ 一  大帝 國  丄 

二十 年間 ノ 休戚 

日本 帝國 一一 割譲 セ ラレ タル 臺 灣ハ、 本國 タル 支那 國民 一一 比 シテ、 不幸 ナ ルカ 將タ 幸福 ナ ルカ。  1 

此界中 ノ割讓 セラ レ タル 境 土中、 臺灣 ハ最モ 幸福 ナル モノ ナル ャ、 將タ 不幸 ナル モノ ナル ャ。 其 事 實ヲ擧 ケテー 

以 テ 之ヲ例 證シ、 毎 事 ヲ 合 シ 來 テ 、 其總和 一一 就テ 決斷ヲ 試ョ。 應代 大せノ 施政 ハ 其 明治天皇 ノ大. 4 ヲ覆ス 一 

一 

二 至 リタ ルカ。  i 

良港 缺乏、 土^、 生蕃、 惡疫  .1 

科學的 智識 缺乏、 水 滸傳的 活劇 ノ習惯 

米 糖 其 農事 上ノ 改良 (陳 中和 ノ例) 

毫灣 住民 生活 ハ 向上？ 返？^?  一 

士  EJisr 移住 母國 人生 活ト 入 トノ兢 一 や  . 一 

母國 ノ納稅 ト毫灣 ノ納稅  - 


灣教さ 、 r 智成 te、  二十 年間 國語 # ！: 及 成績 

國語 齊 及-一 於ケル 5=： 力 減少 (新 工夫 ナキ コト) 

(2?歌感化ノ#=及) 

文屮、 終濟的 施設に 關 する もの も 少なくな いが、 その 言 はんと 欲する ところ は、 要するに 「世界中 ノ割 1^ セラ レタ 

ル 兄 十-中、 臺灣 ハ最モ 幸福 ナ ル モノ ナ ルャ。 將タ 不幸 ナ ル モノ ナル ヤーと いふ 一 點 であった。 以て 伯が 新 領土 統治の 

道點 を、 何處に き、 何 を 目標と して 努力せ しか を觀 取し 得る に 足る であらう。 

然 らば、 115； 〈に i: をして 悅服 しめ、 天下 を 擧げて 春風に 坐せ しむる の 道 は、 何處 にある か。 

何人に も 異論の ない 道 は、 ポ敎 である。 

かるが 故に、 歐 米の 諸國 が、 植民地 を 開拓 せんとす る や、 その 先頭に 立って 蠻 地に 入る もの は、 つねに 穴敎師 であ 

つた。 神の 惠 みと 敎へを 眞ッ 向に かざして、 これらの 宣敎師 が、 土民 を敎 化した る 背後から、 小 銑に 護ら れ たる 商人 

隊が從 ひ、 植 W 地の利 益 を吸收 しつつ、 次第に 經濟の 開 發に從 事す るの が、 植 W 政策の 鐵 則と 稱 せられた ほど、 彼， 

の 常お 段と なって ゐ た。 

然るに ひとり n 本 は それと M (つて ゐた。 r 歐米 人の 海外 發展の 先頭に は、 十字架を^5|;げた立敎帥が立ってゐる" 然 

るに n 木 人の 海外 先驅者 は、 紅^ を飜 へせる；：！ 人車 だ」 と は、 皮肉なる 社會 批評家の 記す ると ころで ある。 それ は 勿 

論、 n 本の名 ，ではない。 

然 らば 伯 は、 十字架 を捧 ぐる 宜 教師に 代 ふるに 何者 を もってせん とする ので あるか。 これにつ き、 明治 三十 四 年 九 

第一章 臺灣 R 政 長. ：？=  一一； 四 七 
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月、 伯 は 公醫會 における 演說 において、 次の 如く 述べた。 

抑. - 本島に 公醫を S きたる 所以の もの は、 新版 圖 統治 上、 大いに 資すべき もの あるな り。 卽ち外 阈賴： ^政略 を 見 

るに、 今來 何れの 國も、 概ね 宗敎を 利用して、 其の 統治 を 助けざる ものな きが 如し。 蓋し 之れ 人情の 弱 點に乘 じ 

て、 布教し、 其の 迷妄 を 解き、 以て 人心の 統一 を 期す るに 在り。 然るに 吾國に 於て は、 未だ 完全なる 宗敎 なきが 

故に、 同じく 人間の 弱點 なる 疾病 を 救 ふの 途も 亦、 統一 の 一策な りと 認めて、 此の方 法に 出で たる ものな り。 此 

の 方法 は、 未だ 今日に 於て、 架して 外國が 採る 所の 宗敎 政策に 及ぶべき 程の 效梁 ある や 否や は 知る ベから すと 雖 

も、 予は 彼れ に 比して、 決して 其の 讓ら ざる こと を 信す。 卽ち 現に 心性の 信仰に のみ 依賴 して、 其の R 的 を 達す 

る 能 はざる の證 として、 外 國{ ほ ；敎 帥が、 往々 醫術を 兼ねて 物質的 感化 を與 へつ. - ある を 見ても、 亦 此の方 法の 適 

切なる を 知る に 難から す。 

伯が R "一 敎師に 代 ふるに 公醫を 以てす」 と 言った の は、 この 會 合の 性質 上、 その 最も 著しい 實例 を擧げ て、 その 理 

想の 一端 を 示した に 過ぎなかった。 伯の 意圖 すると ころ を、 伯の 思想 及び 實行 について、 お 合 的に 考察す るに、 それ 

は ひとり 公 翳 制度と いはす、 或は 廣く 衛生 制度の みとい はす、 もっと 廣ぃ 文化的 施設 を もって、 W 心を悅 服せ しめ、 

端的に 言へば、 文化 を 以て 宗敎に 代 へんと する のが、 その 心願であった ことが わかる。 

そして 伯の 統治 十 年 は、 その 理想 を實 現す るに 適かった。 

それ は 一 つ は、 伯が 嘗 時の 政治家に は 稀ら しく、 近代的 文化に 理解 を もち、 几つ それに 對 して 旺盛なる 研究 慾 を も 

つて ゐ たからで ある。 


伯 は 相 當な讀 書家 であった。 好んで 東西 古今の 書 を渉獵 した。 

尺玫長 {R 時代と なって、 伯の 讀書に は、 もはや 專門 的なる もの は、 なくなった やうに 思 はれた。 その 範阅 は、 森羅 

象、 ^ど 無 際限なる が 如くに 見えた。 それで ゐて、 この 一見 雜. 駁な るが 如き 讀 II 曰に も、 伯のお 合 的 頭腦の 動き を 見 

る ことができた。 

伯 の 讀 f! 上 の 秘 »1 たりし 森 孝 三 は、 次 の 如く 語 つ た。 

伯 を 大成せ しめた、 尙ほー つの 原 W1 は、 4「R: の 如き 完全し 過ぎた 學校 がな かりし 爲め、 伯の 性格に 叶 はざる、 所 

謂 無用の 知識の 重荷 を 負 はす、 しかも 多情 多感なる 伯が、 自己の 嗜好の まま、 また 當 時の 事情に 於いて、 許され 

たる 限りに 於いて、 凡ゆる 書籍 を渉獵 して、 言 はば 獨學 的に、 其の 天賦の 才能 を 完成し 得た 事に ある。 過日、 某 

舉界の 席上に 於いて、 齋藤 子爵の 追懷^ 中に、 同 子爵が、 十四 歳まで 伯と 鄕里を 同じく した 爲 めに 交遊しつつ あ 

つたが、 子爵が 海軍 兵舉 校に 人學 し、 數 年後に 至って 偶. -會談 したる 際、 伯が 船舶の 機械の 如き 事項に 對 して、 

全然 無 知識な らんと 想像した るに、 何ぞ圖 らん、 伯 は 此の方 面まで も、 讀書 により 相せ 田の 知識 を 有したり しこと 

に 就いて、 一驚 を 喫 したりとの ー捅話 ありし に 鑑みても、 伯の 知識 慾の^ 盛に して、 多方面な りし を 知る に 足る 

と 田 心 ふ。 

亳灣： ^政 長 といへば、 天下の 刻 職のう ちで も、 名 だた る 劇職の 一 つであった。 しかし その 劇職の 間に あっても、 
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この 讀 *5 癖は媳 まなかった。 巡 M の 途. 宴席の 翌日、 早朝 藤 椅子に よって、 獨 逸書に 讀み 耽った 伯に ついては、 す 

でに 記した。 邸に あっても、 終日の 釗務に 疲れたる 身 を 休む る喂 もな く、 寸陰を 偷んで 書 を 手に したの が、 ；£ の 生 

活 であった。 

讀書は 終生、 伯の 娛樂の 一つであった U 

尺 政 長 となって、 多少 財政 上の 餘裕が 生じる と、 伯は讀 書の 助手 を 雇って、 この 飽く なき 知識 愁を滿 足させた。 

或は 自ら 書 を 讀んで 筆記 させ、 或は 他人に 讀 ませて 自ら _ホ 記した。 その 筆記 役に 廻され た 一人、 奥山 十 平 は、 往時 を 

追憶して、 次の 如く 語って ゐる。 

僕が 臺灣 日日 新報の 記者であった 時で ある。 終日の 編輯 事務 を 了へ て、 ャッと 宿 合 に 引き揚げ、 近所の 錢 湯に 一 

浴して、 ^心の 疲勞を 癒し、 奵 きな 晚 ：5 の 四 合 を 平らげて、 陶然 萬 事 を 忘れ、 間もなく 床に 就いて、 鼾聲： 雷の 如 

しで もない が、 兎に €： 快眠 を 貪って 居る と、 社長からの 使者が 來て、 「後藤 長 {K から 中：：：； 下に 來て „4<れ と 云うて 來 

. ました」 とのこと であった。 一杯機嫌で 奵ぃ心 持に. K 人った 眠り 端で ある。 大概の ことなら 斷 るので ある けれど、 

また 心 窃かに、 今頃 呼びに よこす の は、 何 か 面白い 事件で も出來 たので は あるまい かとの 好奇心 も 起って、 幾分 

氣も昂 ぶって、 早速 衣 物 を著替 へ、 として 長官々 邱へ驅 け 著け た. - 

暫く 應 接の 間で 待って 居る と 「此方へ」 とのこと だ。 そして 通された の は、 長 の書齋 である。 間もなく 出て 來 

た 長官 は、 一冊の 獨逸 ブック を 手に して 居る。 「ャァ 夜分に 御苦勞 だった  是れ から 少し 俊が 之れ を讀 むか 

ら、 夫れを筆記して„.^<れ給へ」 何のことだ、 好い 種子で も 攫んで、 明日 同僚 共 を アット 云 はせ ようと 思うた 期 


は 全く 裏切られて 仕舞うた。 併し 事兹に 到って は、 辭 むこと も 出来ない" 唯々 として 命 維れ 從 ふより 外 はない。 

で、 彼れ 讀み 我れ 記す の藝當 が、 凡そ 二 時間ば かり 辏 いた。 流石の 長官 も 稍. - 倦いた と 見えて、 「今晩は 是れだ 

けに 仕よう 一 と 云うて 卷を掩 うた 時、 僕の 手に 在る 筆記 原稿 を 見る と 凡そ 二十 枚ば かりであった。 夫れ を 整理し 

ながら、 僕 は 「長 {n、  二十 枚ば かりにな りました。 字句の. 訂正 やら 淨書 やら をして、 持って 上る の は、 明 後 n に 

なります が  」 と 云 ふと、 長官 「さう か  一とば かり： g る 不機嫌で ある。 「ぢゃ 勉強して 明日 屮に 持つ 

て來 ませう」 「さう して „JK れ 給へ、 早く 見たい から， 一と 御機嫌が 忽ち 直った。 

是れ がー 度で 終ったなら、 別に 迷惑に も 感じなかった ので あるが、 其の後 三日 或は 五日 目ぐ らゐ に、 きっと 呼び 

出されて、 ロ譯の 筆記 を 仰せつか つたので ある。 是れに は 僕 も 殆ど 閉口した。 すると 天の 祐け か、 神の 保護 か、 

或る日の こと 友人の 館 森 袖 海 君が 訪ねて 來て、 「奥山 君、 今 居る 處は 頗る 手狭で、 i^K 力に なって 居る の も 氣のホ ゆ 

である。 如何 だら う 後藤 長官の 官邸へ 遣いて 貰 ふこと が 出来まい か」 と 云 ふので あった。 館 森 君 は漢學 者で、 當 

時 總督府 の 囑託か 何 かであった。 そして 此の 賴みを 受けた 僕 は、 その 賴みを 聞いた 刹那 直感した の は、 「館 森 君 

が 長 宵 官邸に 居る やうに なれば、 僕の 毎度の 呼び出し を 免 かれる ことが 出来る」 とい ふこと であった。 そこで 早 

速 「夫れ ァ良 からう、 長官 {R 耶 ならば 廣 くも あるし、 君 一人ぐ らゐ 居た つて、 別に 邪魔に もなる まい。 {儿 しい、 

僕から 長官へ 頼んで 遣らう」 と、 早速 引き受けて 仕舞うた。 

其の後 機會を 見て、 長 {R に 此の 話 をす ると、 長官 は 暫く 考 へて r ゥム からう」 と輕く 承諾して eK れた。 雨來館 

森 君 は 長官 官邸の 人と なった が、 長 H^::: も 「內の 孔子 樣」 と號 して、 頗る 重寳 がられた と 同時に、 僕の 豫想 通り、 
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一 

僕の 呼び出し は爾來 絶無と なって、 ^寢の 夢の 安らかなる を 得た。  一 

稿 紙 二十 枚に もなる と 云 ふ飜譯 は、 下手な 學 者の  一 n 仕事で ある。 夫れ を晚 食後の 二 時間ぐ らゐ で、 やり 上げる A 

と 云 ふの だから、 絶倫の 精力 家で なければ 出来ない ことで ある。  一 

伯の 讀ん だ外國 語の 書物 は、 多く 獨逸 語であった。 獨逸 語の 方で、 長く 伯の 顧問たり 祕 書たり し は、 森 孝 三で あつ： 

た。 伯 は 森 をして、 獨 逸書 を講述 せしめつつ、 自ら， をと つて、 ^記す るの が 常であった。 森 は それ を 次の 如く； S 顧 一 

した。  一 

伯 は、 其の 他 政治、 外交、 文化、 哲 學に關 する 新刊の 雜誌、 新聞 を愛讀 し、 往々 企に 講述 せしめつつ 自ら i 卞 記せ 一 

られ た。 最初の 間 は 多く 速記者 を 陪席せ しめて 速記せ しめたが、 1： くしてから 伯 自身で i 卞記 する 事に 變更 せられ 

た。 伯； I く。 「兎角 人に i 卞 記せし めた 丈け にて は、 腦裡に 印象す る 事が 深くない。 自ら， 記す る 方が よい」 と。 一 

それで 余 は 鷹ぶ 伯の i.^ 記 を IN 見した。 原文の 難^に して 飜譯容 ならざる 侗處 を、 伯が < 水 のロ譯 により 了解した 一 

りし や Ka やと 思って、 其の， 記 を 見る と、 文章 簡潔に して 良く 其の 要領 を盡 し、  < よの 一一 一一 C はんと 欲して 言 ふ 能 は ざ 一 

る 難解の 文章 を 簡明に 譯 出して あった。 又^ 蹟も 極めて 達， であった ので、 一 n 八 ポは 冗^に 「伯 は大 Hi を 止めて： 

も、 立派に 筆記で 食べられ ますな あ」 と 言って 互 ひに 大笑 ひした ことがあった。 

一 

そして 一日、 森が 伯に 向って、 獨逸 語の 讀書カ ある 伯が、 何故に わざ， （. 森に 講述 せし むる やの 所以 を 尊ね た 時、 一 

伯の 答へ は、 伯の 性格 を 躍如たら しめる ものが あった。 それ は 森 自身の 囘顧 によれば、 次の 通りであった。  一 

また 伯 は 極めて 感激 id に 富んで 居た 爲め、 自ら 感激し 又 他 をして 感激せ しむる 性質 を 有って 居て、 これが ため 身 一 


に 禍ひを 蒙る に 至った 苦き 經験も あると 同時に、 後年 大 なる オルガ ニゼ ー シ ヨンの 中心として、 多數の 部下、 - 

員 並びに 天下 公衆 をして、 自己の 理想、 自己の 主張に 共鳴せ しむる こと を も 得た ので あるが、 伯の この 感激 的 性 

格は讀 書の 上に も 現 はれた。 余 曾て 伯に 向って 「貴下 は獨 逸書 を 達者に 讀み、 よく 了解す るに 拘ら す、 何が 故に 

余 をして 講述 せし むる や， 一 と 訊ねた るに、 伯 は 「多忙の 身 故、 貴下に 下讀 みのつ もりに て講述 を依囑 する も 其の 

一 ISH なれ ど、 實は、 余は讀 書中 感激 措く 能 はざる と、 聯想 交々 到って 一岡 だ もよ く讀 了した る ことなく、 貴下 

に講述 を依喝 すれば、 受身の ことと て 他に 聯想す る餘 地な く、 從 つて 感激す る 必要がない」 と呵々 大笑 せられた 

事が あった。 

かう して 伯 は、 みづ から 讀！！ 曰に 耽った ばかりでなく、 總督府 官吏の なかに、 讀 書の 風 を 作興 せんがた め、 みづ から 

率先して 讀書會 なる もの をつ くった。 それ は 毎月 數 II、 時として は 毎週 ー囘、 相會 して、 その 讀み 得た る 書物の 內容 

を 語り合 ふ會 であるが、 その 書物 は、 ひとり 職務 上の 必要に とどまらす、 文藝、 詩歌、 奇談、 紀行、 あらゆる 書 Rr に 

瓦った。 そしてし まひに は、 總督府 の {R 吏ば かりで なく、 臺北 居住の 市民まで が、 聽聞 者の なかに 列す る やうに なつ 

た 0 

この 讀書會 について は、 上田 恭輔 が、 次の やうに 囘 顧して ゐる。 ■ 

臺 北に 来られて 間もなく、 讀書會 なる もの を 長官の 邸に 開設され、 新渡戶 先生 も 大いに 肩 を 入れられ、 洋行 歸り 

や、 新 知識の 持主が 晩餐 後 何 か 話す ことにな つて 居りました。 此れ は 御 自分の 爲め ばかりでなく、 兒玉總 督に新 

知識 を與へ る爲め もあった 樣 であります。 
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しかし 飽くまで 實際 家であった 伯 は、 して 讀書 のた めの 讀 書の 弊に 陷ら なかった。 讀書 子の 讀書 は、 眞の讀 書に， 

あらす、 實務 に忙敎 さるる 活動家が、 寸暇 をぬ すんで 讀む書 こそ、 眞の 血と なり 肉と なる の だとい ふの が、 伯の 意見： 

であった。 書 は 心 を 以て 心を讀 むべ し、 目 を 以て 文字 を讀 むべ からす。 我れ 凡衞 にして、 神より 宇宙の 眞理 を直傳 す. 

るの 資格な きが 故に、 聖賢の 書に より 之れ を 補 ふに 過ぎす と は、 しばく 伯の 語る ところであった。 

それ は 後年、 伯の 所謂 「學俗 接近」 の 主張の 极底 を爲す ものであった。 事實伯 は、 自 から 學 俗の 仲介者 を 以て、 任； 

じて ゐ たやう であった。 從 つて 讀み 行く うちに、 これ はと 思 ふ 節に 行き 當 ると、 伯 は それ を 天^と なして、 すぐに 實： 

地に 應用 する のが 常であった。 それにつ いて、 讀 II 曰會 員の 一人たり し 柵 瀨軍之 佐 は、 次の 如く  M 顧して ゐる。 

後藤 伯 は 民政 長 {R 時代 月 ー囘づ つ、 官邸で 夜 會に讀 書會 なる もの を 起しました。 これ は 官吏 側で は 各： S 長 級の 人 一 

物、 民間 側で は、 贺田金 三郞、 荒井泰 治、 山 下 秀實、 木 下 新 三郞、 藤 原 銀 次郞の 諸氏 や 私 等で、 皆 固くならない 一 

で 種々 の 理想論 を 吐く。 其れ を 後藤 長 {B が默 つて 聽 いて 居り、 時には 意見 を も 述べる。 そして 是れと 認めた 事 は 

ド シ く實 行し て 行く。 謂 はば 私設 の 行政-維 議會 の 様な ものでした。 

假/ ぽ臺灣 電燈、 市區 改正、 建物 會社、 其の 他 目 ぼしい 事業 は 皆 この 讀書會 での 談話に 胚胎した と 云っても よい 

一 

くら ゐ でした。 後藤 伯が 衆智 を需 めたり、 學者を 其の 配下に 集めて 其の 說に聽 き、 施政に 資する と 云 ふやり 方 は 一 

全く、 前後 一 貫して 居ます。  j 

また 長 尾 半 平 は、 ウェルズの 「アン ティ シぺ ー シ" ンズ」 より 暗示 を 受けて、 病室の 構造の 改良に 及んだ ことに つ- 

き、  次の やうに 物語った。 .  i 


話した ことが 有益と 思 ふと、 伯爵 は 之れ を實 行に 應用 された。 いまより 二十 何年 前であった。 伯はェ —チ .ジー 

• ゥ ェ ル ズのァ ンチシ ベ ー ショ ンズと 云 ふ 本 を 示し、 この 本 は 頗る 有益な もの だとい ふから、 君 これ を 一 讀 して、 

讀書會 で 皆に 話して 貰 ひたいと 云 はれた。 そのころ 總督、 長官 を 始め 文武の 高官 連 を 集めた 一 つの 讀書會 が あつ 

て、 各人の 讀ん だもの を、 ここに 報吿 する ことにして ゐた。 私 は 命ぜられ たので 之れ を通讀 して 報告した。 <f 「日 

では ゥ 1.1 ルズと 云へば 何人も 知らぬ ものな きも、 明治 三十 六、 七 年の 當 時に 於いて は、 如何なる 人物で あるか を 

知る ものな く、 外國 通の 或る 學 者です らも、 H ンヂ ユア ー だら うと 噂した くら ゐ であった。 この 本の 中には、 

來の 交通 機 關を說 い て ゐ たが、 なか/ \ 奇抜な もので あつ た。 すな はち 將來の 交通 機關は 汽車で なく 自動車と な 

る、 isBl. 場な どなくな り、 車 は 好きな ところで 自由に 停まる、 而 して 徐ろに 自然の 大觀を 眺め、 或は 花 を 摘んで 

樂 しむ、 今 は 鐵軌が あるが、 そのころ は 特別な 自動車 道が 作られ、 それが 交通の 主たる ものと なる、 汽車 はきた 

ない 堤の 上 を、 老いぼれた 汽關 手に 運轉 され、 煙 を 濠々 と 吐いて 荷物 を 運ぶ、 昔 は 人間が すべて この 車に 乘 つた 

ので あるが、 今 は 寧ろ 好個の 記念物と なって ゐる、 また その 終りに、 いまに 制 海權を 握る ものが 戰に 勝つ が、 ^ 

來は 制空 權を 握る ものが 戰に 勝つ と 云 ひ、 また 國と國 との 問題 は、 國 境に 於け る 設備に より、 專門 家がず： に 交渉 

を まとめ、 全國 民が 知らぬ 間に 問題 は 平和的に 解 する、 つまり 今後の 社 會の實 勢力 を 握る もの は ェ學士 で、 社 

會と 家庭 も 技術者が 之れ を ま 配す るに 至る、 とい ふやうな こと を 書き、 社 會に大 セン セ ー シ ヨン を 起した もので 

ある。 

この 本の 中に、 窒の 隅が 角に なって ゐ ると、 塵 もた まり 掃除が しにくい。 寧ろ これ を 丸く すれば 掃除が 便 だとい 
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ふこと があった。 この 記事に もとづき、 伯は臺 北の 病院 を 建築す る 時、 室の 隅々 を 丸く させた。 

その後 三十 年 を 過ぎて 海外 視察に 赴き、 一一 ュ， 1 ヮ ー ク のゥォ I タ ー マン 萬 年 筆の 工場 を 見た 時、 私 を案內 した 總 

支配人 は、 工場の 隅々 を 丸く して ゐる こと を 誇って ゐ たが、 私 は、 後藤 伯 は 三十 年 前に 之れ を 病院に 實 施して ゐ 

ると 吿 げた ことがある。 

かう して 讀み 行く うちに、 伯の 藏書 の數 は、 知らぬ 間に ふ ゑて 行った。 また 讀書會 によって 作興され た 一般 讀書の 

風 は、 各官舍 ゃ官廳 に、 書物の 山 を 積む やうに なった。 それで はこの 夥しい 書物 を 基礎と して、 圖書館 を 作ったら ど 

うだらう とい ふ議 が、 人々 の 頭に のぼるの は、 自然であった。 それ を眞ッ 先に 主張した の は、 上田 恭輔 であり、 直ぐ 

に 賛成した の は 伯であった。 上田 自らの 語る ところに よれば、 次の 通りで ある。 

明 台 三十 五 年、 初めて 我輩が 臺灣に 赴任した 際 は、 首府 臺北、 乃ち 總督府 のお 膝 もとに すら、 一個の 圖書館 も 無 

かった。 同時に 臺灣の 役人 ほど 洋行した 官^の 澤山 ある 役所 は、 日本 無比であった だけに、 いづれ の 役所 を观ぃ 

て 見ても、 贵 重なる 洋書が 累々 と堆 精して ゐた。 また 舊惯 調査 局 及び 支那 通 譯官の 手許に は、 珍奇な 書籍が これ 

また 山 をな して 居た。 依って 民政長官に これらの 和漢 洋の 無数の 書籍 を、 防火 設備 を 施した る ー圖書 館に m 集せ 

ん こと を 提案す ると、 長官 は 一 も 二 もな く 快諾して、 臺 北のお 城の 城壁の 石で、 圖書館 を 作らう とな さった。 そ 

して 土木 n:^ 長の 長 尾さん に 相談に 參 ります と、 あの 石 はもう 他に 使ひ途 をき めた とい はれた。 それ を 聞いて 後藤 

伯 は 大層お こられて、 そんなら 自分の 家 を圖書 館に すると 云 はれて、 民政長官 邸 を 隅から隅まで 圖 書で 埋められ 

た。 それ は 役所の 中に あった 色々 の 本 を 取り あげて、 一 ぱいに 積まれた ので あるが、 それが 今日の 臺北圖 書 館の 


起り である。 

後日、 臺 灣を訪 うたる 竹 越 與三郞 をして、 一見 驚嘆せ しめたの は、 實 にこの 長官 官邸 圖書 館であった。 彼 は その 著 

「臺灣 統治 志」 中に 記して 曰く。 

余が 臺北 にある 時、 民政長官の 官邸に 至り、 樓上樓 下、 通路の 左右 悉く 書架なる を 見て、 我 故人の 藏 書に 富める 

の を 驚 tJs 、したる に、 後藤 氏 答へ て 曰く。 否な 是れ 多く は總督 府の圖 書な り。 我等 は總ぉ =府 を 以て、 日本人が 未だ 

卒業せ ざる 殖 學を 研究す る大學 となす、 總督は 校長に して < 水は榦 事な り、 此書 は卽ち 殖民 大學の 圖書窒 なる の 

みと 0 

この 所謂 長官 邸 圖書館 は、 ます/^ 擴充 して 行った。 そして 後に は 一般 圖 書の 外に、 敎育的 博物 標本の 鬼 集より 始 

めて、 一大 ミュ ー ゼ アムに 及ぼす べしとの 上田 恭輔の 提案が 容れ られ、 折 柄 臺灣彩 票が 廢 止の 厄に 遭 ふや、 その 壯歷 

なる 彩 票 局 建物 を 博物館と して 利用し、 更に 兒玉 後藤 記念館の 竣工と ともに、 博物館 を 其の 方へ 移し、 彩 票 局 跡 は、 

純然たる 圖書 館と してつ かふ ことにな つた。 

三、 小 泉盜泉 

當 時の 政治家と して は、 有 數の讀 書家で あり、 且つ 一種の 思想家であった 伯の 周圍に は、 何時でも、 並 "通の { い 僚 や 

政治家 や 事業家 以外に、 種々 の 奇妙な 人間が 集まって ゐた。 

そのな かで も、 臺灣 民政長官 時代に、 最も 特色 を 放って ゐ たの は、 小泉盜 泉であった。 
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盜泉名 は 政以、 學は 東西に 通じ、 識は 古今 を 貫き、 當時 すでに 世を壓 する 「無名の 大學 者」 と 言 はれた。 

やね」 泉が 伯と 相識った の は、 明治 三十 七 年の 秋、 伯が 病 を 得て、 臺北 醫院に 入院して ゐた 時で ある。 伯の 無聊 を 慰め 

ん とて、 病 窓 を 訪れた 彼 は、 その 初對 面から、 はやく も 伯と 哲舉 上の 論戰を はじめた。 伯が 政治家 中の 變り 種で あつ 

た 如く、 彼 もまた 學者 中の 變 物であった。 「眼中 王侯 權贵を 認めざる 彼 なれば こそ、 彼 は 後藤 民政 長 を 爾汝の 友人 

視 して、 遠慮 會釋 なく. トシ/, \- 切り込んだ」 (臺灣 新報 明治 四  一 二 〇 に 0 かう した 人物 を 特に 好 愛する のが、 伯の 性 

癖であった こと は、 旣述の 通りで ある。 かくして 伯と 盜 泉と は、 その 初對 面から、 水 魚の 交り を 結んだ。 

以來 伯と 盜 泉と は、 形影 相伴 ふが ごとく、 伯の 在る ところ、 必す盜 泉の 影が あった。 宛 かも 豐太閣 の 背後に 黑田如 

水 あり、 德川家 1^ の帷 1： に 天 海 正 ありし 如く、 伯の 座右に は、 常に 小泉盜 泉が あった。 明治 三十 八 年 八月、 伯が 滿 

韓に 出張す る や、 盜泉 もまた 隨 行して 北京に 赴き、 大連 にも 亦 相伴った" 伯の 上京の 際 も、 必す 彼が 隨 伴した。 それ 

を 時の 人 は 伯の 「_:^^{^\tj と 見 傲して ゐた。 

この 小 泉盜泉 を、 伯 は 評して、 「小 泉 は 稀に 見る 人物であった。 殊に 確信の 强ぃ、 博覽强 記な、 文章の 達者な、 人 

格の 高い 人物であった」 と 一一 一一 n つた、」 さう して また 曰く。 

彼に 就いて 最も 豪 か つたと 思 ふの は、 彼が 私の 云 ふ 事 を 私の 思 ふ 通りに 書いて 吳れ たこと である。 私の 云 ふ 事 思 

ふ 事 は、 何れ かと 云 ふと 非常にむ づ かしい 方で、 大抵の 者に は 書き 得ない。 私自身が それ を 文章に はなし 得ない 

ほど、 不順-;: f に不 秩序に 話す。 其れ を 彼 は 統一し 按排して 立派な ものにす るの みか、 私の 思 ふ 所 を 符節 を 合せた 

樣に 書き上げた。 要するに 頭に 溢れる 程の 素養が あって、 其れ を應 用す る 力が あつたからで、 到底 通常 人の 爲し 


得ない 所で ある。 

然るに この 小 泉盜泉 は、 明治 四十 一年 九月 一日、 飄然と して、 あたかも 風の 吹き 去る 如く、 この 世から 姿を消して 

しまったの である。 

その 前後の 消息 を 見る と、 彼 は その 前から とかく 健 が 勝れす、 伯が 箱极轉 地の 際 は、 これに 隨 伴して ゐ たが、 八 

月 十八 日伯が、 箱极を 立って、 二十 一日 更に 鹽 原に 轉 地した ので、 盜 泉は翌 二十 二日、 鄕里仙 臺に歸 省した ので あつ 

た。 然るに それより 一週間ば かり 經 つて、 伯が 所用の ため 盜 泉に 書信 を 送る と、 盜 泉の 實 弟政忠 から、 驚くべき 通知 

を 受けた。 

それ は 八月 二十 二日に 來 仙した 盜 泉が、 九月 一日、 飄然 家 を 出で てより このかた、 として 消息 を絕 つたと いふの 

である。 

そこで 騒ぎが 大きくな つた。 その 情 を、 當 時の 新聞 (臺灣 ロロ 新報 明 四  一二 〇丄0 は 記して 曰く。 

男爵 (註、 伯.； こと) 始め 不審 を 起し、 近来の 健麼不 勝と 氏 平素の 理想と より、 人間 を 出 離せし にあらざる か を 疑 

ひ、 男 露より 政忠 氏へ 詳細の 報道 を 促した る 事 あり。 遣 書に 依れば 「， 身體 すぐれぬ 故、 愈ぷ出 離の 兄に 到るべく、 

老母 は汝 (令弟 政忠) に賴み 人る」 と あり、 猶 「誰 人に も 葬られ ざらん 事 を 欲し、 身 後の 痕跡 を 止め ざらん 事 を 

欲す， 一 と 認め、 又 r 滿鐵 i 後藤 男 I より 消息 問 合 あれば 失踪と でも 申 越 けよ」 と あり、 文中 旣に死 を 決し 

たる 事 明かな り。 

かくして 伯の 病中、 風の 如く 飄然と 伯 を 訪れ 来り、 以来 四 年の 間、 水 魚の 交り を爲 したる 小 泉盜泉 は、. いま また 病 
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餘の伯 を 地上に 殘 した まま、 飄然 風の 吹き 去る ごとく、 姿を消して しまったの である。 伯 はこの 得難き 知己の 去れる 

こと を 痛惜して、 東京の 新聞記者に 次の 如く 語った。 

今度の 行衞 不明 は 無論 自殺した と は 思って 居る が、 殊に 依る と 山の 奥な どに 這 入って 飢餓に 迫って 居る かも 分ら 

ない。 併し かう なること は、 今より 二 年 も 前 私と 議論 を鬪 はした 時に 分って 居た から、 敢て 怪しみ はしない。^ 

し 惜しい 人物 を 失った。 (中略) 彼が 自殺 心 を 起した と 云 ふの も、 つまり は 此の 深遠な 學問 中毒の 爲で、 して 

發狂ゃ 病 氣の爲 ではない。 其ん な譯 で、 若し 濟 度しょう とか、 慰安 を與 へて 自殺 心を飜 へさせよう としても、 書 

籍ゃ學 問 上の 事で は是れ まで 及ぶ 者がなかった 位で、 其の 濟 度が むづ かしい。 若し 彼を濟 度し 得る 者が あれば、 

其れ は 大悟 徹底した か 何 かであった らう。 であるから、 私が 房 州 保 田の 乾坤 山 日本 寺に 寺 を 建て、 やる から、 

其處 へで も 行って 偕 侶 生活 を やって 見る がい、 と 迄 言った が、 其れ を實 行し ない 中に 去った ので ある。 何れ か 

と 云 ふと 人に 使 はれる やうな 人物で ない。 若し 彼が 愈々 死んだ としたなら、 其の 時 は 後で 私が 淚を 流す だら うぐ 

らゐの 事 は、 彼 も 思って 死んだら うと 思 ふ。 

それからもう 一つ 彼の 豪い 事 は、 死ぬ 其の 前まで 醫師 に掛る 事を辭 さない 性質 を 有って 居た ことで ある。 つまり 

人事 を盡 して 天命 を 待つ と 云ふ考 へからで もあった らうが、 一 つに は 今 直ぐに 死ぬ まで も、 爲 すべき 事盡 すべき 

事 を、 死ぬ からもう よいぐ らゐ に輕視 しない 點 があった 云々。 

しかも、 小 泉の 自殺と いふ 推測 は、 どうも 眞實 らしく 思 はれた。 何と なれば、 彼が 出 離して 以來幾 十 年、 何人もつ 

ひに 彼の 消息 を 知らないから である。 かくして この 無名の 大學者 は、 自らの 期せし が 如く、 「身後の^^、跡を止むるこ 


となく 一  この 世 を 出 離して しまったの である。 

伯の 身邊に 去来した 多くの 凡人 非凡 人のう ちで、 最も 不思議な 人間 は、 小泉盜 泉であった。 

四、 衞生 設備の 完 成 

臺灣 島が 日本の 領有に 歸 した 時、 臺灣 とい ふ 名が、 人々 に與 へた 最初の 印象 は、 瘴癘の 地、 惡疫 の巢窟 とい ふ 感じ 

であった。 事實、 當 時の 臺灣 は、 流行病 全島に 蔓延し、 統計の 數字は 明白に、 島， の 死亡率の 甚だ 高き こと を 示して 

ゐ た。  - 

が 第二次 總督に 任ぜら るる や、 伯 を 祓いて 衛生 院を 創立 せんとし たの は、 一つ は 阿片 政策 遂行の ためで あつたが、 

いま 一つに は、 この 土疫 撲滅の 必要からで もあった。 

今や 當 の 伯が 政 長官の 椅子に 就いた の だ。 臺灣 衛生 制度 の 治績 こそ は、 世の^ 目して 期待せ しと ころであった。 

そして 伯 は 流石に、 その 期待 を 裏切らなかった。 伯が 渡臺の 際、 臺灣衞 生の 指導者と して 推薦した の は、 伯の 衛生：；^ 

時代から、 その 片腕と して 働いた 高木 友 枝で ある。 彼 は その 赴任の 事情 を、 次の 如く 語った。 

そ も， （-私 を 臺灣へ 速れ て 行って 下さった の は、 兒 玉總督 で、 臺灣に 文政が 布 かれた 最初でした。 一日 兒 玉さん 

からお 呼び出しが あってお：！ ひする と、 會談 五分に も 及ばぬ 內に、 卽 座に 「君に 臺灣の 衛生に 關 する こと は 全部 

を まかす から やって 吳れ」 との 話です。 勿論お 受けしても、 長 上官の 決裁がなくて は 何 一 つ 出来ない こと は 明か 

な ことです から、 「全部 まかす」 とい はれた からと て、 それで 喜んで 飛び立つ たわけで はない のです が、 とかく 
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兒 玉さん とい ふ 方 は、 人 を 知り 人 を 使 ふことの 大變 上手な 方で、 實に 立派な 方で、 私が 今日まで、 この 人の ため 

なら 死んでも よいと 感じた 偉人 は、 全く この 兒 玉さん でした。 兒 玉さん にかく も 心 を ひかれた 所以の もの は、 最 

初お 會 ひした 時、 勿論 後藤さん の 紹介が あつたた めで も ありませ うが、 初對 面の 會見 なのに、.， 二十 年 も 親交の あ 

る舊 知でなくて は 話せぬ、 兒 玉さん 自身の 祕密を 私に 話された ことでした。 

しかし、 いざ 實 地に 當 つて 見る と、 この 新 領土に 衛生 制度 を 完備 するとい ふこと は、 豫想 以上に 困難な 事業で あつ 

た。 それ は 臺灣の 流行病が、 意外に 猖獗 であった のみなら す、 島お の衞生 思想が、 まるで 低劣であった からで ある。 

その 當 時の 苦心 を囘 顧して、 高木 は 次の 如く 語って ゐる。 

臺 養 とい ふところ は、 御存じの やうに、 マラ リャと ペストで 有名です が、 私が 赴任した 最初の ころ、 四千 五 百 名 

にも 及ぶ ペスト 忠 者の 出た ことが 二 年 も ありました。 この ペストに は實に 困らされ たもので、 一時 は^の 衛生 課 

畏官舍 が、 三方の {n 舍 から ペスト 忠者を 出す、 衛生 課に 數十 頭の 病 鼠が 發 見され、 床 をめ くって 鼠の 穴へ 二、 三 

斗の 水 を そそぎ 込む 等、 大變な 騒ぎ を やりました。 當時は 臺灣人 は、 ベスト は 日本人が 臺灣 にやって 來 たから 流 

行す ると 信じて ゐ たので、 1^ が 持ち込む などと いったと て 承知す る ものではなかった のです。 

防疫 講演 も 所々 で やり ましたが、 通譯 する ので、 防疫と いふ 极本觀 念が なく、 無駄 講演 を續 行し、 警攀 校の 本島 

人生 徒に 注意され て、 通譯を この 生徒に 變 へて、 やう やく 成功した とい ふやうな ナンセンス も ありました。 高 雄 

は 有名な ペスト 流行 地で、 當時臺 南 警備隊の 衞戌 病院 長 をして ゐた 某氏が、 橋 仔 頭の 臺灣 製糖に ゐた山 本 涕ニ郞 

vi^ に、 高 雄に おける 總督府 のべ スト 防 _ ^策 は 成って ゐな いと 攻撃した ことが 後藤 長官の 耳に 人り、 大變な 騒ぎと 


なり、 早速電報で高雄を所管してゐる域山^^-長が呼び出されるゃら、 ベスト • ハウ ス八十戶の調査書類を^^^北ま 

で 電送して 折衝の 結果、 臺灣 婦人 慈善 會 から 金 を 出して もらって ベスト • ハウス を取拂 ひ、 高雄の贫：！^街、 今の 

平和 街 を 作った とい ふ 騒ぎ も ありました。 

1 體伯 は、 臺灣の 衛生 制度の 完成に ついては、 一 つの 成案 を もって ゐた。 それ は 阿片 專賫 によって 得た る 利益 を特 

刖會 計と して、 これによ つて 衛生 事業の 發達を 計る とい ふ 案であった" しかるに これ は、 前述の 如き 次第で、 實 現さ 

れ なかった。 

そこで 伯 は、 別に 衛生 費の 捻出 方法 を考 へなければ ならなかった。 そして 最初 著 目した のが、 魚茱 市場と 屠畜 場で 

あった。 この 二つ を 基礎と して、 伯が 如何に 「公共 衛生 費」 なる 世界 獨特の 費目 を 案出した るか、 それが 如何に 新領 

土 衛生 制度の 完成に 貢獻 した かに ついては、 次に 掲げる 高木の 談話が、 微に 人り 細 を 穿って ゐる。 

領有の 當時、 物資 供給の 爲め飮 食品 その他 雜貨類 を 軒下に 陳列した ものである。 夫れ に は蠅が 一 ぱいた かって 居 

る。 死んだ 豚の 肉 を賣る もの も ある、 殺し た^の 血管に 水 を 注入して 目方 を ふやして 賣る者 も ある、 と 云 ふ 狀！^ 

なので、 當時は 軍政 時代で あつたが、 當局者 は內臺 人の 多少 資本の ある ものに 命じて、 屠畜 場と 魚 菜 市場 を 作ら 

せた のであった。 命ぜられた 連中 は 官命 默 止し 難く、 しぶく 是 等の 設備 をした ので あつたが、 後に 至って 人の 

羡む やうな ボ a ィ 儲け を 見る ことにな つた。 と 云 ふの は、 屠畜 場に しても 魚 菜 市場に しても、 竹の 柱に 萱の 屋根 

と 云 ふ 至って 粗末な ものであった から、 建築費 は 二、 三百 圓で 出来た ものである。 屠 畜手數 料は隊 一頭 十 錢の定 

めであった から、 平常で も 一日 十圓ゃ 十五 圓の收 入 は ある。 まして 盆 祭の 頃になる と、 一日 七、 八十 圓も收 入が 
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あった。 市場の 場代 收人 も、 資本に 對 して は 暴利と 見ら るる やうに なった。 

軍政 は 民政と 代った。 後藤さん の智 養が、 此の方 面に も 働いた。 最初 は不當 利益の 幾分 を、 衛生の 目的に 寄附 さ 

せた。 明治 三十 二 年に は、 一片の 民政長官の 依 命 通牒に 依って、 之れ を 公共 團體の 手に おさめた。 公共 衛生 費 中 

に は 渡船場の 收签も 含まれて あった。 はじめの ころ は、 公共 衛生 費の 年牧 十萬圓 ぐら ゐの もので あつたが、 大正 

七、 八 年 ごろに は 七、 八十 萬圓に 達した。 ペスト 患者が、 全島に 四千 五 百 人も發 生し、 臺北市 だけで も 千 二百 人 

以上の 患者が 出た 年 も あり、 マラ リャも 流行す る、 熱帶 赤痢 も 流行す ると 云 ふ 時代に、 僅々 五、 六 萬圓の 傳染病 

豫防費 を 以て、 衞 生の 仕事 をな し 得た の は、 此の 公共 衞生 費のお かげであった こと を、 今日で も 痛切に 感す るの 

である。 

然るに 公共 衛生 費 は、 前に も 述べた 通り、 K 政 長官の 依 命 通牒で 成り立った ものであるから、 法律上の 极據が 無 

い。 そこで 各方 面から 此の 金 を 取りに 來 たもので、 金庫 番は 相當 骨の 折れた ものである。 財務 は 地方 稅收 入に し 

たいと 云 ふ、 學 務は學 校に 使 ひたいと 云 ふ、 其の 他 種々 なる 主張が あった ものである。 

此の 公共 費 は、 衛生上 傅 染病豫 防 等、 直接の 働き をな したば かりで 無く、 臺灣 到る 虚に 下水が 出來、 其の上 內地 

に 見られな いやうな 屠畜 場な り、 魚茱 市場な りが 出來 たの も、 全く 此のお 藤で ある。 自分 は 此の 制度に 法摔 上の 

极 據を與 へ、 永遠の 福利 を 計りたい と 思って 居る 間に、 大正 八 年に 轉職 する ことにな り、 同 九 年に 地方 制度の 改 

正と 共に、 地方 稅收 人と なった ので あるが、 今日で も殘 念な こと をした と 思って 居る。 

公共 衛生 費と 直接 關 係の ある ことで は 無い が、 當時總 督府の 肘 政が 如何に 困難であった か、 從 つてべ スト、 マラ 


リャ、 孰ー帶 赤^、 コレラな どの 豫 防に 僅々 五、 六 萬圓の 金より 使 ふ 道が 無かった と 云 ふこと、 それ故に 公共 衛生 

费が 多大の 働き をした と 云 ふこと を 知る 爲 めに は、 次の 話が 參考 になる と 思 ふ。 

總^ 官邸と 長官 官邸の 間 は、 4r 日で こそ 新 公園と 稱 して、 樹木 欝蒼、 百花 爛漫の 遊園地と なって ゐ るが、 後藤 さ 

んの 時代に は、 竹 藪 あり、 草原 あり、 沼 も あり、 水たまり も あると 云 ふ 荒れ地であった。 そこで 後藤さん が 地 均 

し をしたい と 云 ふので、 土木の 人に 見 積ら せた ので あるが、 其の 地均しの 金が 出來 なかった。 當時長 {R は、 「あ 

れを 地均し 仕度い と 思 ふが、 土木の 奴等に 見镜ら せる と 五百兩 かかる と 云 ふから ナァ」 と、 自分 だけで も 三度 か 

此の 、聲を 聞いた ものである。 總督府 が 如何に 財政 上 苦しんで 居た かが 判る と 思 ふ。 それでも 必要な 仕事 だけ は 

著々 進めて 行った ので ある。 

流石に衞生官上りの：^^政長官だけぁって、 衛生 方面に おける 伯の 施設 は、 實に 用意周到 を 極めて ゐた。 或は 臺灣俥 

染病豫 防 規則 を發 布し、 或は 地方の 長老 をして 政府と 共同して 豫防 消毒 事業 を 行 はしめ、 或は 汽車 撿疫 規則 を 布き、 

或は 基 降、 淡水の 二 港に 撿 i 乂 所と 避病院 を 設け、 或は 南方 諸 港に 臨時 海港 撿_% 所 を 施設す るな ど、 ^^ど行はざるとこ 

ろはなかった。 

しかし 流行病の 巢 窟を衝 いて、 この 极絕を 計る に は、 かかる 姑息なる 手段の み を 以てして は、 到底 駄 ほであった。 

その 拫本 要件 は 上水、 下水の 完備と いふ ことであった。 伯 は 夙に それ を觀 破して ゐ た。 ただ 伯の 苦心した るー點 は、 

財源 を 何 處に 求むべき かとい ふこと だけで あつたが、 臺 灣土疫 の現狀 は、 もはや 水道の 敷設 を 躊躇す ベから ざる もの 

があった。 その 由来に ついて、 高木 は 次の 如く 語って ゐる。 
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臺灣は 全島 各 都市が 大抵 水道 を 持って ゐ ます。 これに も 面白い 歷史が あるので、 私達の 渡臺 した ころ は、 軍政 時 

代に 軍艦の 給水、 駐在 軍隊の 飮料 その他の ために 軍事的に 作った 水道が、 基隆と 淡水の 二箇所に あった だけで 臺 

北、 臺中、 彰化 など は 地下水 を 用 ひて ゐ ました。 

南の 方 は、 鹽分 乃至 鐵 分が 多くて ほとんど 飲料水が 得られす、 南方 を 旅行す ると、 湯に 人っても 卵 を石鹼 のか は 

りに 使用して ゐ ました。 私が 全島 視察の 途に 上り、 斗 六と いふと ころへ 來 ますと、 ここに は 飲料水の 井戶 がー つ 

しかない とい ふので、 その 井戶の 見學に 出かける と、 劍付鐵 砲の 番兵が 立って ゐるぢ やありません か。 そして 町 

長と か 家長と か 兵隊さん など はこの 水が 飲める が、 他の 一般人お 達 は 近くの ：1:-5^ のた まり 水、 それ も鐵 分が 含ま 

れてゐ る 上に、 水牛 や 豚の 龚が ブク/ \ 浮いて ゐる ところへ、 そばやの ざるの やうな もの を 持ち出して、 その 內 

に 人った 水 を 取って 用 ひて ゐ るではありません か。 是非 水道 を 作らねば とい ふこと になり、 水道 計畫が 始まった 

のです。 私は臺 灣の廳 所在地 二十、 支廳 所在地 八十 中、 九十 六 位のと ころへ この 水道 を 設けようと 思った のです 

が、 三十 數 個し か出来ませんでした。  - 

かくして 世界 流行病の 根源 地の 一 つに 數 へられて ゐ た臺灣 は、 却って 內 地よりも はやく、 上下水道 を 完備す る 衛生 

地た るに 至った。 これ は ひとへ に、 伯の 如き 衛生 專門 家が、 K 政 長官の 任に 當 つたた めで あつたと 言 はねば ならぬ。 

竹 越の 「臺灣 統治 志」 (四 六 九 I 四 七 〇 頁」 に、 その 事實を 指摘して、 次の 如く 記した。 

企が 想像した る 臺灣の 首府 は、 純然たる 支那 街に して、 二 間 乃至 三 間の 狭^なる 道路に、 丸石と 角 石と を參 差し 

て 固め、 》r 上に は 汚水の 溢れ、 上水と 下水と 混淆し、 市中に 隊兒の 出 人す る ものな りき。 然れ ども 余の 見た る臺 


の； in 府は、 純然たる 欧洲 風の 淸潔宏 潤なる 市街に して、 銜路は 東京の 道路の 如く、 或は 東京の 道路よりも 完全 

に、 マカダム 流に 築造せられ、 道に 於て は 其 幅員 八 間より 十 間、 枝道に 於て 五 間 あり、 道路の. 吶 側に 二 間の 歩 

道 を 作り、 歩道と 車道の 間に セ メ ント と、 石 もて 固めた る 深さ 一 尺 乃至 一 一尺の シ ン ガボ ー ル 流の 開 第 下水道 を設 

けて、 汚水 雨水の 疎通に 便に す。 是ぞ 所謂 巿區 改正なる もの、 結果に して、  は 寧ろ 巿區 改造なる べき を 信す。 

此 改正 計 畫は、 城內を 中心として 四方に 及ぼさん とする ものにして、 城內の 工事 は 略 ぼ 落成し、 城外 も：^ 路は多 

く 成りたり と 云 はる。  ： 

そして その 愛に 至りし 所以 は、 高木の 語る ところに よれば、 .h- の 通りで ある。  - 

臺灣に 來る人 は、 市 151! 整然として 上水 下水の 完備して 居る に 驚く やうで ある。 額 臺當時 の 市街地 は 支那 式で あつ 

たこと は 巾す 迄 も 無い。 後藤さん の 長官に なった 翌 明治 一二 十二 年に は、 市 E 計畫 委員 會を設 ：.：sl し、 其の また 翌年 

に は 家屋 建築 規則 を發 布した。 績 いて 水道 下水の 設備 を 著々 進めた ので ある。 臺 北に は 掘 拔井戶 の 便が あった 爲 

め、 水道 は 比較的 後に 出來 たので ある。 明治 三十 九 年 臺灣を 去らる る 直前に 決裁した ものである。 當時. 0 分 は、 

「おれが 居 なくなれば、 臺 北の 水道 もどうな るか 知れぬ から  J と 云ふ考 へで、 急速に 決裁した もの だと 思 

つて 居た。 

當時我 邦に は 上下水道に 熟練な 技術 家が 居なかった から、 後藤さん は 衛生 顧問 時代に、 大學 の雇敎 帥であった 英 

人 バル トン 氏 を 臺灣に 薦めた。 此の 人 は 後藤さん が衞生 局の 技師 時代から 懇意であった 人で、 函 館の 水道 は 二人 

で 相談して 設計した ものである。 臺灣 では、 基隆 水道 は バル トンの 設計に 依った ものである。 又 臺灣の 下水 構造 
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様式 は、 バル トンの 設計 を <lr 日で も 襲用して 居る。 此の 人 は 惜しい ことに、 臺灣赤 刺に 感染して 東京で 亡くなら 

れた。 名利に 恬淡なる 尊敬すべき 學 者であった。 

臺灣に 衛生 制度 を 完成す るに ついて、 いま 一 つの a 難 は、 それ を實 施すべき 衞生官 の缺乏 とい ふこと であった。 そ 

れを 供給す るた めに、 伯の 創始した もの は、 臺 灣醫學 校の 設立と、 公 翳 制度の 採用であった。 それ は 伯が まだ 臺灣衞 

生 顧問 時代の ことであった。 右に ついて、 高木の 語る ところ は、 次の 通りで ある。 

外國の 植民地に は、 いつも 宣敎 帥が 先驅 する か追隨 する ので あるが、 日本で はそんな 譯には 行かぬ。 そこで 後藤 

さんの 考 へたの が、 翳 者 を 宜敎師 の 代りに 使 はう と 云 ふので あった。 明治 二十 九 年公醫 制度 を 設け、 + 內 地から 醫 

者 を 招いて、 之れ を公醫 候補生と 稱し、 臺灣に 必要なる 熟帶 病の 知識 やら、 臺灣語 やら を 授けて、 各地に 配布し 

たの も、 此の 考 へに 基いた ので ある。 また 各地に ある 醫院の 管理 を、 總督府 の 直轄と なした の も、 同じ 考 へから 

である。  - 

同一 の考 へからして 臺灣 衛生 顧問の， 時代から、 時の 臺北醫 院長 山 ロ秀高 氏に 醫學敎 育 を 試みさせ たので ある。 多 

少國語 を 解す る ものと か、 醫生 (從來 の翳師 の稱) の 子弟と か 云 ふ もの を 集めて、 醫學を 授けて 見た。 夫れ で ど 

うに かかう にか 敎 へられぬ こと も 無い と 云 ふ見當 がつ いたので、 後藤さん が 民政長官 になった 翌年の 明治 三十 一 一 

年に は醫學 校が 設立せられ たのであった。 

然しながら、 言語 も 慣習 もまる で 違 ふ 植民地に 建てられ たこの 醫學 校が、 その 创立當 初、 幾多の 困難に 遭 逢し なけ 

れ ばなら なかった こと は、 一 百 ふまで もない。 當時 創立 事務に 關與 し、 後に 醫學 專門學 校の 校長と なった 醫學 博士 堀內 


次 雄 は、 その 苦心談 を 次の 如く 語った。 

今で こそ 醫專が 設立せられ たからと てなん の 不思議 もない が、 公 學校を はじめ、 敎育 機關は 何も 無く、 日本語 を 

知って 居る 者 すらない 當時、 醫專を 設けようと 云 ふの だから、 無謀 千 萬で、 新聞 は 筆 を 揃へ て反對 した もので あ 

る。 数理の 頭が あるの か 無い のか、 全く 未知 數な、 文化の 遲れて 居る 民に、 新しい 科 學的敎 育 を 一足飛びに 敎へ 

ようと 云 ふの だから、 反對 する の も 無理 はない 。然し 先見の明が あつたの か、 伯 は 飽くまで これが 實 行に 向って 

進んだ。 そこで 私 は 二十 九 年に 來臺 し、 初代 校長であった 山 口 秀高氏 や、 電力 會 社の 高木 氏 等の 來臺を 見る 事に 

なって、 之れ に 著 手す る ことにな つたが、 日本人で こそ、 醫 者と 云へば 立派な 職業な の だが、 當 時の 臺灣人 は醫 

者 を 卑しく 見て 居た。 それに 少しで も 國語を 解せ る 者 は、 通譯 として 高給で 慵 はれる やうな 時代であった から、 

さて 始めようと はした ものの、 應募 者がない。 そこで これが！^ 一段として、 三十 年に 漢法醫 を 集め、 見習 看護人 

なる 名稱の もとに、 給料 を支拂 つて 數 字から 敎へ、 ニ箇 年の 速成 敎育を 施した。 これに 見込み を 得て、 遂に 今日 

の翳專 となった ものである。 

この 醫學 校と 並んで、 初期の 臺灣の 衛生 制度の 中樞 をな した もの は、 公醫 制度であった。 公醫は その 當初、 警察 {n 

と 並んで、 直接に 人！^ に 接し、 臺灣 統治の 第一線に 立てる 重要 機關 であった とい ふこと がで きる C その 運用に ついて、 

^內次 雄の 語る ところ は、 次の 通りで ある。 

次いで 公醫 制度で あるが、 醫學 校から 卒業生 を 出す 迄に、 百 二十 名の 醫師 を內 地から 呼び寄せ、 全島に 分布して 

診療に あたらし めた。 外國 ならば さ しづめ 宣教師に 醫擧を 吹 込んで 派遣す ると 云 ふ 所 だが、 我國 では それ もなら 
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す、 公 翳 制度 を 布く 事に なった。 その 公醫も 診療の 外に 衛生 行政に も參與 せしめ、 文化の 指導者と して 各地に 送 

つた。 中には 如何 はしい 醫師も 居た が、 これが 爲 めに 各地の 衞生狀 態 は 著しい 向上 を 見た。 

しかも 臺灣の 衛生 制度 完成の 原動力と なった の は、 醫學 校であった。 その 發 達に は 幾多の 荊棘が あった けれども、 

やがて は 世の 感謝 を受 くべき 運命 を もって ゐた。 その 發 達の 情況 を、 高木 は 次の 如く 語って ゐる。 

當時は 公學校 (小攀 校に 似た る もの) 三年 程度ぐ らゐの 者、 又は 少しく 國語を 解す る 者 を 集めて 敎 へたので ある 

から、 其の 困難 は 一と 通りではなかった ので あるが、 追々 と 普通 敎育も 進んで 來 たし、 設備 も 整ったり したので、 

今日までに 約 一 千 二百 人の 卒業生 を 出 だし、 其の 卒業生 は獨 り島內 ばかりで 無く、 北 は滿洲 より 南 は シン ガポ ー 

ル 方面まで 進出して 盛んに 活動して 居る。 臺灣 人の 醫學 博士 も 四 人 ある 苦で ある。 また 生蕃 人に して、 此の 學校 

を 出で て 公務に 從 事して 居る 人 も 三人 ある。 鬼に 角 後藤さん の 目的 は 完成した もの だと 思 ふ。 學 校の 名稱は 今で 

は翳學 專門學 校と なって、 內臺 人が 共學 して 居る。 校長 は醫學 講習 所 時代から 熱心に 盡 力した 堀內 (次 雄) 博士 

が 今でも や つ て 居る。 

かくして、 物的に また 人的に、 各種の 準備が 整 ふと 共に、 臺灣の 衞生狀 態 は 次第に 進化し、 伯の 渡臺五 年後に おい 

て， 臺灣島 はすで に 舊來の 面目 を 一新し、 たと へ 絶對の 健. K 地 を もって 許す 能 はざる も、 もはや 疫癘と 土疫 との 巢窟 

ではなく なって ゐた。 竹 越 與三郞 は 「臺灣 統治 志」 (四 六 八— g 六 九 頁 に 記して 曰く。 

余が 三十 七 年の 五月 を 以て 臺灣に 向 はんとす る や、 余の 親朋、 余 を 以て 事を好みて 危地に 人る ものと なし、 或は 

臺灣に 人り て 一ヶ月 以上 滞留せば、 マラ リャ 熱の 襲 擊を受 くべき が 故に、 豫 じめ キ-ー イネ 丸藥を 用意して、 上陸 


の 一 二日 前より 服用すべし と吿 ぐる もの ありたり き。 余 は臺 灣が此 くまで 不健廣 なるべし と は 信ぜ ざり しも、 親 

朋の言 を 聞きて は、 また 惑 ふ 所な きを 得す。 基隆 より 臺 北に 至る に 方り、 汽車 中に 於て 薄暮、 數 十の 蚊に 襲 はれ 

し 時の 如き は、 マラ リャ が蚊體 中に ありと 云 ふ を 想起して、 甚だ 快 意なる 能 は ざり しが、 臺 北に 入りて 後ち、 南 

行す るに 及び、 傅 聞す る 所 東京に 於け る臺灣 通の 言 ふ 所、  < 水が 想像す る 所 は、 悉く 數年 前の 惡夢 にして、 今は覺 

酸せ るが 如くに、 凡ての 狀 態の ー變 せる に iK 驚し、 余 は 直ちに 東京の 親 朋に書 を 贈りて HI く。 余 は 甘んじて 企の 

子弟 を臺灣 に 送るべし、 衛生の 注意 の行屆 ける のみなら す、 其 暑熱 もまた 決し て 抵抗す ベから ざる ものに は あら 

すと。 

伯の 治績 は 衛生 方面に おいても 亦 著し かりし とい ふべき である。 されば こそ、 大正 元年 十月、 伯が 再び 臺灣に 渡つ 

て、 全島 を 視察した とき、 最も 懷舊の 情に 堪 へなかった の は、 衛生的 事業であった。 當 時の 新聞 ssn 日 新報 大" 正 元. 

一一 • 八) は 記して 曰く。 

醫事 衛生的 一 切の 施設 は臺灣 統治の 根本的 解決 を 得た る 基礎な り。 七 年 再 渡の な r 日 先生が 到る 處に當 年 施設の 跡 

を 視察し、 而 して 最も 深き 興味 を 有し、 最も 精細に 觀察を 遂げられ たる は、 亦 此の方 面に 在る もの、 如し" (中 

略) 兹に 於て か、 先生 は 先 づ臺北 醫院に 就いて、 疾 床より 厠 池に 到る まで、 一 々仔細に 之 を 巡視し、 最後に 仁濟 

院の內 部 を點撿 し、 隨員を 顧みて 「ドウ だ內 地に もなから う」 と 下 村 氏に 戲れ た。 「人 院 したくな り はしない か」 

と 破顔 一 笑、 眞に 無量 怕悅の 情趣 其の 顏 面に 溢れた る を 見たり。 

伯が 滿 面の 得意、 服 前に 見る が 如し。 しかも また 故 ありと 言 ふべき である。 
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五、 敎 育の 理想と 實際  一 

伯 は 或る時、 自治 協會の 席上で、 人々 に 語った。  一 

『臺灣 に 墓が 三つ 出来ない 以上 は、 決して あの 島に 自治 制 を 布いて はいけ ない。』  . 

蓋し 眞の 政治が 臺灣 島に 行 はるる ために は、 祖父母と 父母と 子と、 三代 を 葬り 終って、 その；^ 墓の 上に、 堅實 なる 一 

社會の 建設され る 日まで 待たなければ いけない とい ふので ある。 

それ は廣ぃ 意味の 敎育 事業の 完成 を 待つべし との 心で ある。 しかも 世に、 臺灣 における 敎育 ほど、 人に 遼遠の 觀を 

抱かし むる ものはなかった。 それ は 島民に 敎 育を勸 める の は、 ひとり その 風 を 移し、 俗 を 易 ふるに 止まらす、 直ちに 

その 心性 をー變 する にあら すん ば、 爲し能 はざる ところであった からで ある。  一 

故に いやしくも 臺 灣を敎 化せん と 欲するならば、 ゆっくりと 腰を据 ゑ、 急がす あせらす、 永遠の 計の 下に、 徐々 と 一 

尺 心の 轉向を はからなければ ならない ので ある。  - 

政 長官と して 新 領土に 赴任した 伯 は、 夙く もこの 事 實を觀 破した。 それが、 かの 世 を 騒がした る r 敎育無 方針」 

の聲 明と なって 現 はれた ので ある。 當 時を囘 顧して、 伯 は 語る。  一 

小擧 校の 敎員 の 會議が あ つた 時に 面白い 話が ある。 例の 公事 校 だな。 ところが 其の 當 時臺灣 へ 行って 居る 奴 が議 

論 好きで ねえ、 攀 校の 敎員 でも 盛んに 議論 をす るんだ。 それが 會議 をした 時に、 臺灣に 於け る 教育の 方針 を 民政 

長 {G から 承りたい とい ふから 俺 は、  』 


r 臺灣敎 育の 方針 は 無 方針であります。 どうしても 一つの ゼネレ ー シ ヨン を、 二十 五 年と すれば 七十 五 年- 三十 

年と すれば 九十 年經 たなければ、 本當に 民心 を 理解し 得る こと はでき ません。 年限の 經 つたと ころで 方針 を 立て 

なければ ならん。 今 はま だ 日本語 を敎 へて 行く 時代で、 日本語で 一定 方針 を敎 へる とい ふ 時代で はない。 日本語 

を敎 へる。 日本人 は 臺灣語 を學ん で、 臺灣の 事情 を 知る こと を 努めなければ ならん 時代で ある。」 

とい ふこと を 述べた。 すると 議論が 沸騰した。 人 を 馬鹿にして 居る、 敎 育の 方針が 立たん やうな ことで どうす る- 

と いふ ことで 騷 いで、  兒 玉さん の 所へ 敎員 等が やって 行つ たんだ。 さう すると 兒 玉さん も、  - 

「それ は 無 方針 だ。 例の 生物 學の 原則 だから M 

と 言った もの だから、 とう/ \\ それつ きりに なつち まった よ。 

蓋し その 當時、 臺灣學 政の 局に 當る もの は、 一 つの ヂ レンマの 上に 立って ゐた。 それ は 支那 人 をして 敎 宵に 向 はし 

める に は、 彼等に 實學 を獎勵 して、 これによ つて 身 を 立て、 衣食の 道 を 講ぜし めなければ ならぬ。 何と なれば、 世に 

支那 人 ほど、 實利 的なる 人種 は 少なく、 彼等に 敎 育を勸 むれば、 彼等 は 直ちに 反問して、 r 敎育は 我等に 幾何の 黄金 

を與 ふる か」 と 一 百 ふの が 常であった からで ある。 然るに この 實利 的なる 新 附の民 を、 日本に 同化せ しめんと 欲せば、 

ま づ國語 教育に 全力 を 集中し、 その 心性の 變化を 待たねば ならぬ のに、 かかる 同化 主義の 敎育 は、 勢 ひ 實學に 疎から 

ざる を 得す、 從 つて 敎育を 以て 衣食の 道と なす 彼等の 思想と、 衝突し なければ ならなかった からで ある。 

わが 臺灣 領有の はじめ、 新 領土 學 制の 目 lii としたの は、 所謂 同化 主義の 敎 育であった。 故に 明治 二十 九 年、 民政の 

起る と共に、 總督府 は 國語敎 習 所を臺 北、 淡水、 基隆、 新 竹、 臺中、 鹿 港、 苗 栗、 雲 林、 嘉義、 雲 南、 鳳 山、 恆春、 
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^湖島、 埔里 社、 臺 東の 十五 市に 開設し、 單に 日本語 を 土人に 教習せ しむる を 主と し、 土人に して 學科を 終りし もの 

は、 政府の 通譯、 その他の 雑役に 雇 使した。 

然るに 伯が：！^ 政 長官の 椅子に 就く や、 直ちに 擧 制の 大 改革に 著 手した。 卽ち 明治 三十 一年 七月、 この 國語傳 習 所の 

開設 區域 を臺 東、 恆 春の ニ廳 下に 限り、 しかも それ は單に 熟蕃と 生蕃と に、 日本語 を傳 習す る 所と なした ので ある。 

この 蕃人 教育の 結 は 甚だ 良好で、 彼等の 中より 幾多の 巡査 補 を 出し、 生蕃 討伐の 際、 非常の 便 {且 をな した。 

一方、 以上 蕃界に 接せる 二 廳 の 外 は、 一切の 國語傳 習 書を變 じて、 公學 校と なした。 しかも この 公學校 は、 敎 員の 

赴任、 旅費、 俸給の 外 は、 一切 地方 人民の 負擔 となし、 人民の 寄附 金 または 公共 收人を 以て、 この 負 擔に堪 ふる 地方 

に 限って、 これ を 開設す る 規定と したので ある。 

この 公學校 制度 は、 以来 著々 として 發 達した。 卽ち 明治 三十 一年、 七十 四に 過ぎなかった 公學校 は、 三十 六 年に は 

百 四十 六 校と なり、 敎員は 母 國人男 二百 五十 九 人、 女 八 人、 臺灣人 男 三百 五十一 人、 女 三十 四 人を數 ふるに 至った。 

そして 生徒 は、 男 一 萬 九 千 百 三十 一 人、 女 一 一千一 一 百 七十 五 人に 達した。 

これが 新 領土に おけ 新 普通教育 施行の 中心 設備であった。 しかも この 外に 臺北、 基隆、 立 蘭、 桃 仔圃、 新 竹、 苗 栗、 

臺中、 彰化、 嘉義、 臺南、 鳳 山、 # 湖島の 十二 市に は、 內 地の 小 學 校と 同一 Q 組織より 成る 高等 尋常 小畢 校が あって、 

その 教員 六十 人、 生徒 一千 九 百 六十 七 人であった。 

しかし これらの 新しき 教育 施設の み を もって、 急激に 舊き 寺小屋 式 敎育を 一掃す るに は、 多大の 努力と 日子 を 必要 

とした。 卽ち、 支那の 11 生が 兒 童に 小 學、 大學 の素讀 を敎授 する 「書房」 が、 なほ 相當の 勢力 を もって ゐ たからで あ 


る。 これ は公學 校の 入學 時期に は、 その 近傍に おいて 之れ を 閉ざさし める ことと したが、 明治 三十 六 年な ほ 全島に 一 

千 七 百 九十 一 の 書房が あって、 その 收容 する 兒童三 萬 二 千 二十 五 人を數 へた。 

公學 校の 上に は、 國語擧 校と 師範 學 校と を 設けた。 師範 學校 は、 臺灣 人に して 公學 校、 書房、 私塾の 敎 員た らんと 

する ものの ために 設けられた のであって、 その 組織 は 割合に 簡單 であった が、 國語學 校に 至って は、 單ー學 校と いふ 

よりも、 多くの 學 校の 混成と もい ふべき ものであった。 卽ち 普通の 中學 部の 外に 鐵道、 電信、 農科 あり、 母國 人に し 

て、 公學 校の 敎師 たらん とする もの を 養成す る 師範 部 あり、 臺灣 人の 年長 じたる 者に 日本語 を敎 へて、 {n;B< の 補助た 

らしむ る 岡 語部 あり、 おまけに 國語學 校敝屬 校に おいて は、 臺灣 人の 婦人に、 裁縫 や 刺繍 や 編物 や 造花な どまで 敎へ 

て、 相當の 成績 を あげたの であった。 

以上が 伯の 民政長官 時代に 於け る舉 制の 大體 である。 しかしながら、 伯の 教育に 關 する 理想 は、 かかる 通り一遍の 

舉 制の 完備 を もって、 滿 足すべく もなかった。 端的に 一 百へば、 伯 は 文部省の 敎育 方針に ついて、 多大の 不滿を 抱いて 

ゐた。 敎 育の 本義 は、 人物 を 養成す るに ある、 敎 育と いふ 鑄 型で 製造した 機械 人形 をつ くるた めで はない とい ふの が、 

伯の 年来の 主張であった。 これにつ いて、 長 尾 半 平 は、 興味 ある 一 插話を 物語った。 

或ると き 何 かの 話に 本 鄕區の 或る 地 點を故 伯に 說明 する 必要が あった 時に 「帝 犬の 看板の かかって る 門の 前 を 通 

つて 云々」 とお 話しす ると、 伯 は 直ちに 之れ を 聞き咎められて、 r ナ-ー そんな 看板 は何處 にか かって 居る か」 と 

反問され るから、 自分 は眞 面目に なって、 「赤門の 處 にあん な 大きな 看板が あるの が 見えません か， 一と 云 ふと、 

「ゥン あれが 君に はさう 見える のか。 自分 は 片輪 者 養成 所と 書いて ある 様に 讀んで 居った」 と 云 はれて、 初めて 
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故 伯が 常に 學俗 接近の 必要 を說 かれて 居る こと や、 又 故 伯が よく 自分の 九九 は 造物主から 直傳の ものであるから 

或る 場合に は 「一 一二が 五、 二三が 十」 とい ふ 計數も 出る ので あると 云 はれた 意味 も 解った ので ある。 

その 伯が、 臺灣 民政長官の 椅子に 就いた の だ。 一 つ 自分の 思 ひ 通りの 學校 をつ くって、 天下に 範を 垂れて やらう と 

いふ 抱負が、 勃然と 伯の 胸中に 湧き上つ たの は、 自然で あると 言 はねば なるまい。 その 相談 相手の 一人たり し 新渡戶 

稻造 は、 次の やうに 語った。 

後藤さん に は 世人の 知る 通り 頗る ハイカラな モダ— ンな 西洋 崇拜 とも 云 ふべ き 方面が あった。 此の方 面 を 最も 能 

く 現 はした もの は 伯の 中等教育に 對 する 考 へであった。 此の 考は 我輩 臺灣に 就任した 始めからの ことで、 度々 會 

話に 伯が 述べられた。 ー體 文部省の 劃一 的 敎育を 非常に いやがって 居られた。 東京に 於いて すら 何 か 新しい 敎育 

法 を 開きたい 希望 を 叶-かれた ことがあ るが、 取敢 へす 臺灣で 文部省の 管理 を 受けない 學校を 招へ て、 之れ を 天下 

の校範 にしよう とした。 其の 計 畫には 我輩 も 度々 相談に 與 かった。 實行 する 時には、 我輩 は 旣に臺 灣を 去って、 

長 尾 半 平 君な どが おもに 相談 を 受けた やうに 思 ふ。 要するに 西洋式の 紳士 を 養成 せんとし たので ある。 寄 舍を 

全然 西洋式の 建築に して、 服 も 食物 も 皆 西洋式、 寄宿 舍の 監督 は歐 米の 婦人 を 頼んで 生徒の 言行、 或は 食卓の 禮 

儀 作法、 洋服の 著 方、 いづれ も 之れ を 西洋式に した。 知識より は 寧ろ 人格 養成に 重き を 1!^ く 敎練を 授けよう とし 

た。 此の 主義の 下に 中 學校を 創立した ので ある。 

然 らば この 風變 りな 中學校 は、 どうな つた か、 それ は、 その後 その 指導の 任に 當 つた 長 尾 半 平の 語る ところに よれ 

ば、 次の 通りであった。 


鲁 

其の 婦人 を搜す こと は臺北 敎會の 牧師と 自分と に 託された が、 其の 資格 は 「熱心なる 基せ 敎 徒で 相 當の敎 育 ある 

而 して 禮儀 作法に 通じた る餘 りに 年老いざる 婦人」 とい ふ 事であった。 それで ミス • セプ トンと いふ 米國 婦人 を 

呼んで 來た。 セプ トン はしつ かりした 女 だから、 自分の 權 利の ある 所に 「それ はいかぬ」 など 言 はれる と、 「ど 

うして 出来ない」 と 反問す る やうな 女で、 して 妥協 的に 出ない 人であった。 亞米利 加から 來た 人であって、 立 

派な クリスチャンで、 あちらの 敎育を 受け、 中々 見識の ある 女でした。 あちらで は學 校の 先生 をして 居った やう 

でした。 それ を こちらに 呼んだ のです。 

この 風變 りな 中學校 は、 セプ トンの やって 居った 時代 は 理想的に いって 居た。 この 事 は 私 等が 注意した ので はな 

い。 伯が オリ ヂナル に考へ 出した ので ある。 彼 處にゐ た 川 井と 云 ふ 牧師、 その 人 は 今 は旣に 亡くなり ましたが、 

その 人に も 話されて、 長 尾に 相談して やって 吳れと 言 はれ、 牧師さん は 耶蘇 敎の宣 傅の 上から 言 ふと、 こんな 好 

ぃ機會 はない と 思って 一 生 懸命に なって やった し、 私 等 は 拓殖の 一 つの 精神的の 施設と して 大事な ものと 思うて 

やりました。 つまり 其の 婦人に 一定の 中學 程度の 靑年を 托して、 一 寄宿 舍內に 起臥せ しめ、 英語の 學課は 固より、 

日常 實 用の 會 話を實 生活と 共に 練習せ しめ、 其の 婦人の 信念の 感化に より、 靑 年の 人格 を 陶冶し、 立派な 而 して 

實社界 に 有用なる 人間 を 造り上げん とする 理想であった のであります。 

所が 文部省の 干涉が 中々 やかましい。 それで 已むを 得す、 この 特別の 中學 校と、 それから 普通の 文部省 型の 中擧 

と 二つ 持へ た。 さう して 特別な 方 を 第一と 曾った が、 その 方に 特別な 敎育を やった のです。 ^しその 後に 來た校 

長に は、 どうしても 思 ふやうな 人物が 得られす、 爲 めに 期待され た 程の 效果を 擧げる ことができなかった。 
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しかし 私が、 後藤さん とい ふ 人 は、 成る 程え らいと 感心した の は、 かう して 特殊 中學 校が 失 耽した 後、 ^偶 ぶこ 

の 事に 及ぶ と、 トルストイ 翁が 理想的な 學校を 創設して、 失敗した 事な ど 想起され て、 微笑に 附し 去られた こと 

であった。 

ー體 後藤さん は、 淸 書した 原稿 を考へ 出さぬ 人で ある？ 鉛^^；！^か何かで拙く書ぃてぁるゃぅなものでぁる。 だから 

その 原稿 を 咀嚼して 立派な もの に 淸書を 仕上げる ことの 出来る 人が —— 言葉 も 足りな からう し、 文字 も 間逮っ て 

ゐる かも 知れぬ が、 それ を 立派な 文章に 仕上げて やる ことが 出来る 人が 11 先生から 指示 を 受けて 完成す ると、 

その 考 へが 立派な ものになる が、 それだけの 力の ない 者が その 考へ を聽 くと、 薩張 駄目に なって しま ふので す。 

さう すると 先生 は それが 出来損なっても 何とも 思 はない。 「ああ、 あり や、 失敗だった。 まだ 時勢が そこまで 進 

んでゐ なかつ たんだ c」 

六、 饗老 典と 揚文會 

臺 北に 創立した 特殊 中學校 は、 伯の 敎 育に 關 する 理想の 片鱗 を 現 はす ものであった。 しかし 伯 は、 徒らに 理想に 馳 

せて、 現實を 忘却す る やうな 漢 子ではなかった。 

植ぉ地 統治の 要諦 は、 民心 を撫 順す るに ありと は、 伯の „^ に觀 破せ ると ころで ある。 新 領土に 施行 せんとす る 新制 

度が、 その 當初 において、 民心に 不快なる 刺戟 を與 へ、 惹 いて 新政に 對 する 反感 を 惹起すべき こと は、 伯の 豫め覺 悟 

せる ところであった。 しかも この 反感 は、 たと へ 一時的な るに もせよ、 これ を 放置す る は、 爲政 者の 愼 むべき ところ 


であらね ぱ ならぬ。 

かくしてl^s^老典は興され、 揚文會 は 創められた のであった。 

この ，继 老 典と 揚文會 と は、 特に 兒玉總 督の氣 に 入った やうであった。 むしろ この 二者に ついては、 總督が 主催者で 

あり、 長 {C! は 却って 後援者た るの 觀 があった。 この 點、 他の 諸事 業と は、 およそ 逆であった。 伯 はまた これ を囘 顧し 

て 次の 如く 言って ゐる。 

兒 玉さん は饗老 典と いって、 老人 を 集めて 一緒に 酒 を 飲んだり、 揚文會 といって、 古い 支那の 儒者と 一緒に 詩 を 

作ったり して ゐ たので、 臺灣 でも 人氣 があった。 こんどの 總# はいい、 惡 いこと は、 みんな 民政 長 が、 馨の 

威 を 笠に 著て やる の だと、 誰れ 一人、 兒 玉さん の 惡ロを 一一 目 ふ もの はゐ なかった。 

老典は 三十 一年 七月 十七 日、 はじめて 臺 北に 開かれた。 會 する 者、 老爺 老 51 三百 十四 人、 これに 附添人 を 合すれ 

ば、 その 數七 百餘 名に 及んだ。 その 時總督 は、 大禮服 を 著け て、 その 席に 臨み、 嚴 かな 口調で 左の 祝辭 を朗讀 した。 

凡そ 人生の 至 幸 至福 は 長壽に 如くな し。 然れども長^^^れを求むるも得べ からす。 其 之れ を 保つ 所以の もの は、 

必すゃ 素行の 表 施すべき もの ありて 存す。 是を 以て 君に 仕へ て は忠、 親に 奉じて は 孝、 加 ふるに 德行 堅贞を 以て 

す。 至 幸 至福の 報應 ある 所以の もの 豈 偶然な らん や。 余 此德行 を 敬 ひ、 此 幸福 を 欣び、 兹に薄 儀 を 擧げて 敬意 を 

表す。 

座に 在る 老ロ老 これ を 聞いて、 感激の 情に 咽び、 軟欲 流涕、 面を掩 うて 座に 堪 へざる もの すら あつたと 傳 へられる。 

式が 終る と餘 興に 移り、 主客 共に 歡を竭 した。 しかも 辭す るに 臨み、 彼等 は惠 賜の 菓錢 を懷 にし、 暗 淚を谋 へ、 一 々 
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總督に 謝意 を 表して 去った。 純情なる 總俘 もまた、 彼等の 無 邪氣な 喜び を 見て、 しばく 手 巾 を 眼に する を 禁じえ な 

かった とい ふ。 

第一 次の 饗老典 は、 かくして 非常なる 成功 を牧 め、 ：^^心に慰安を與ふること多大でぁった。 そこで 翌三 十二 年 四月 

に、 第二次 饗老 典を彰 化に、 同 十一月 第三 次 を臺 南に、 明治 三十 三年 十二月、 第 四 次 を 鳳 山に 執行し、 何れも 少な か 

ら ざる 成功 を 以て、 その 式 を 終った。 

揚文會 は 明治 三十 三年 三月 十五 日、 臺北 淡水 館に 開かれた。 この 日、 招きに 應 じて 會 せる 全島の 學士 すべて 七十 二 

人。 樓 上なる 式場の 正面に は、 「揚 文」 なる 二字 を 大書した 扁額 を 褐げ、 その 左右に は麗 はしき 生花 を. 並列した。 演 

壇の 傍なる 柱に は、 r 振 武威 荒 服、 揚文肅 遠墟」 とい ふ 古句の 機聯を 懸け、 その上 はすべ て 藤 花で 掩 うた。 

さて 定刻 午前 十 時に 及ぶ と、 會員 は繽々 來 集し、 一同 式場に 入る や、 兒王 總督は 後藤 ：！^ 政 長官、 村 上、 木下附 知事 

を從 へて 著 席し、 やがて 演！， 1 に 進んで、 左の 祝辭 を朗讀 した。 

天產暢 茂して 民 物繁 生す。 旣に 精華 を 薈萃し 又 人 地の 秀靈 を鍾 む。 之れ を繩 すに 文敎を 以てせ ざれば、 風化の 醇 

美 易 そ 得て 望む ベ けんや。 抑 も 臺島は 素と 人文の 區と稱 し、 夙に 庠序を 興し 人付 を 涵養す るの 道 已に備 はれり と 

謂つべし。 然れ ども 其智を 開き 世 を 益す るの 具、 豈亦缺 如の 感 なからん や。 況ん ゃ改隸 の當時 兵馬 侘惚、 文治 を 

顧る に 遣 あらす、 爲 めに 文物の 廢類を 致し、 名士 昇 息 多く は 梓 里歸掉 し、 屈して 伸びす、 懷昔思 今の 情 良に 慨す 

べきな り。 今や 已に六 星霜、 百廢 俱に擧 り、 諸闕 均しく 整. ふ。 其 政令 制度 煥然 一新の 秋に 際會 し、 文運 亦 當に其 

歩武 を 進むべき 也。 


玆に 文教 を 振興 せんこと を 念 ひ、 揚文 會を擧 行す。 夫れ 揚 文の 會 たる、 文人 學士 の搜羅 して 共に 一堂に 會し、 之 

れを 優待す るの 典 を 施し、 敦風 勵學の 儀を隆 にして、 其 所長 を展 べしめ、 以て 文明の 化 を同赘 せんこと を 望む。 

而 して 我 帝國の 文教に 於け る、 常に 實行實 用、 專心 講究 を 期し、 殊に 致 知 格 物の 學に 至りて は、 鋭意 討究す る も 

の已に 久し。 

此新 化の 地に し. て、 WI 循 之れ を 講習せ すん ば、 善く 實 美の 風を濟 すべ けんや。 想 ふに 本島の 人士 亦 必す此 感を同 

くし、 我 帝 國が長 を 取り、 短 を 補 ふの 善意に 樂從 せんこと を 信す。 

以て 斯會の 趣旨 を盡す に餘蘊 なしと 云 ふべき である。 

總督の 式辭に 次いで、 三 縣ー廳 參列會 員の 總 代が、 順次 式 壇に 登って 答辭 を進讀 し、 何れも 總督の 文に 厚き の德を 

^した。 そして 答辭 の進讀 終る や、 や をら 若々 しい E 軀を 演壇に 運んだ の は、 後藤 民政長官であった。 

その 日伯 は、 これら 古き 支那 文明の 代表者に むかって、 新しき 科學 文明の 眞 髓を說 き、 新 m 、土敎 育の 板 本が r 溫故 

知 新」 にある こと を 明かに せんと 欲した のであった。 伯 は 開口、 まづ揚 文會の 開催に ついての 祝意 を敍 ベた る 後、 突 

如 喝破して 言った。 

揚文會 と は 何ん ぞ" 故き を溫 ねて 新しき を 知る の 機實に 此の 會に存 す。 而 して 諸君の 會同 は實に 大人の 學 を發揚 

する ものな り。 大人の 學卽 大擧の 道な り。 大學は 明明 德に 在り 新 民に 在り 止 於 至善に 在り。 揚 文なる もの 素より 

虚 文に 走り 俗儒 記誦 詞章の 弊 を發揚 する にあら す。 總督 閣下 は 日 新の 學 文明の 德を 普及し、 以て 斯 民の 福利 を 起 

さん 事 を 期し、 世人 をして 徒らに 新 故の 敎育其 他の 方 同じから ざるに 眩惑し、 其の 道の 一なる 事 を 知らざる の 弊 
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に 座す る を 悟らし めんが 爲め、 乃ち 本會を 開き 玆に 有識 諸君 を 招集 せらる。 若し 諸君 ー邊 豁然と して 貰 通す る處 

あるに 至らば、 衆多 書房 敎 育に 從 事す るの 徒 も亦應 然として、 其の 風 を II め 自ら 新たなる の 域に 進む に 至らん。 

是れ實 に 本島 將來に 於け る 福利の 母な り。 依て 予は玆 に 新 政府の 學政 及び 事歷を 叙す るの 命を辭 せざる なり。 

夫れ 揚文 は虚 文を排 する にあり。 俗儒 記誦 詞章の 弊を嬌 むる に 在り。 かくして 伯 は、 巧みに 揚 文の 名を捉 へて、 古 

學 者に 古學の 弊を說 得した る 後、 績 いて 日 支 文明 比較 論に 人った。 

然 らば、 その 謂 ふ 所の 日本 文明の 特色と は 何ぞ。 そ は 建 國以來 二 千 五 百 六十 年、 萬 世 一系の 皇統 を紹 ぎ， あらゆる 

文明と 敎育 とが、 この 森厳なる 國體 と、 終始一貫して 相 離れざる ことに ある。 しかも 日本 文明の 特色 は、 かかる 絕對 

的 保守主義 を 固持しながら、 新しき 文明に 對 する 鋭敏なる 感受性 を 失 はす、 絶えす 進歩的 要素 を攝 取し 來 つたこと に 

ある。 伯は績 いて 曰く。 

斯 くの 如く 我が 國敎 育の 神髓は 建國の 初めより 存在して、 益ぶ 成長し 外敎の 渡来す るに 當り 能く 之と 融和して、 

而 かも 其の 本 體を變 化する ことなく、 立 面の 本旨、 國 の 元氣、 之が 爲 めに 嘗て 沮喪せ し 事 あらす。 外敎 は：^ も 

諸事の 飮 食物の 體 中に 消化 せられて 身 體を衞 養す るに 異ならす。 而 して 其の 他 邦の 文敎 市め て 吾が 國に 入り 來り 

し は、 今より 千 六 百 三十 年 以前、 第 十五 代應神 天皇の 朝、 三韓より 支那 印度の 文學技 藝續々 鞾入 せし 頃に 當り、 

百 濟の王 仁 漢文 を窗 らした るを始 とす。 是れ より 先、 第二 代綏靖 天皇の 頃、 印度に 於て 釋： i 出で、 佛敎を 開きし 

が、 漸く 漢土に 傅 はり、 第二 十九 代欽明 天皇の 朝、 此の 敎も亦 我國に 渡来せ り、 當時 我國民 は、 從來發 達せる 識 

量 を 以て、 能く 之 を^ 味 咀嚼して、 文運 發 達の 資に供 したり。 泰西 文學は 近代の 輸 人に 係る も 亦 之 を歡迎 し、 宗. 


敎哲举 の 如き 無形の 原理より、 有形なる 百ェの 科學に 至る まで、 收 めて 以て 之 を 開 物 成 接に 利用し、 網羅して 遣 

す 事な きを 期せり。 

然るに 支那 文明 はどうであった か。 翻って 伯 は 曰く。 

支那 は 世界の 舊國 にして、 文物の 開けた る は 吾が 國 よりも 久し。 大聖 孔子の 如き は、 百 代の 師表に して、 惠みを 

後世に 垂る。 爾後 賢哲の 輩出せ る ありて、 文敎最 盛の 國と稱 せらる。 惜 いかな 「三千 之 徒 獨曾氏 傳其宗 至 孟子 沒 

而其傳 「泯： や I」 而 して 一 朱 子 痛 論 俗 懦 記誦 詞章 之 習 其 功 倍 於小學 無用 異端 虚無 寂滅 之 敎其高 過 於大學 而無實 又說宋 

德 隆盛 治敎休 明」 と。 然れ ども 此の 無用 無 實の學 弊、 今日に 於て 淸國否 臺灣に 於て、 全く 改進 を 見る 事 能 はす。 

後世の 學者、 詞章 訓詁の 末技に 耽り、 實學を 務めす、 陋墨卷 を 取りて 浮華 を 事と し、 文 風 日に 敝れ、 土 習 亦 問 

ふべ からざる に 至り、 科名 聲 利の 習 は 深く 人心に 入り、 積 重 返し 難し。 

それが 支那 文明の 弊であった。 その 弊 も、 今 はや 臺灣に 無しと 言 ふ を 得よう か。 故に 伯 は 言 ふ。 

夫れ^^人は物に礙滯せす、 能く 世と 與に 推移す。 孔聖孟 賢に して 今の 世に 在らし めば 果して 如何。 旣 に國廣 く；： 

多し、 高見 達識の 士 ありて、 文敎を 振起し、 庶政 を釐 革す る あらば、 宇內に 雄飛す る 決して 難から ざるな り。 

かくして 伯 は、 臺灣 における 新 教育制度の 极 本が、 徒らに 古き 文明 を 破 壌す るに 在る にあら す、 むしろ それ を 活用 

して、 虚 文の 弊 を 除き、 日進月歩の 時代の 進 運に 適應 せしめん とする に 在る を說 いた。 

夫れ 人生 處 世の 要訣 は、 之 を 道理に 反 求し、 其の 時と 處 とに 依りて、 {^i しき を 制せざる ベから す。 而 して 人間 社 

會の 思潮 は 暫く も靜 止せす C 是れ大 學が新 民の 要を說 き、 湯 之 盤 銘に苟 日 新 日日 新 又 日 新と in ひ、 康誥の 作 n 新 
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民, の 言 ある 所以に あらす や。 今や 本島 は 啓蒙 時代に 馬し、 思潮 は將に 大いに 變 =^ せんとす るの 時期たり。 

此の^ 蒙 時代の 變遷 は、 之 を 古 4r 東西の 思想界の 歷 史に徵 せば、 炳焉组 を 見る よりも 明かな り。 徒らに 舊物を 墨 

守し、 宇 內 思潮の 大勢に 逆 ふが 如き、 君子 人の 爲 すべき 所に あらす。 

そして 最後に、 次の 如く、 揚文 會に參 集せ る 儒生の 代表者 を激勵 して 言った。 

以上 陳述せ しもの は、 我國敎 育の 大要に 過ぎす。 之れ を 概括して 言へば、 教育 は國 家と 相 離る ベから すして、 國 

民の 賢愚 は國 家の 盛衰に 影響す る を 以て、 國家は 敎育を 普及せ しむる の 責務 を 有し、 國民は 自己 及國 家の 爲 めに 

敎 育を受 くべき 義務 を 有す。 而 して 其の 敎育 方法の 良否 は、 今日 宇內の 大勢に 徵 しても、 明瞭なる こと を 敷演せ 

しに 過ぎす。 諸君 は 本島の 先覺 者に して、 後進 子弟の 模範た るべき もの なれば、 歸鄕の 後、 此の 趣 皆 を賛襄 し、 

益ぶ 揚 文の 實務を 奏せられん 事 を、 吳れ くも 希望す。 

この 伯の 演說 は、 會 衆に 多大の 感銘 を與 へた ものの やうであった。 蓋し 當 時の 臺灣 は、 古き 文明の 廢墟の 上に、 新 

しき 文明の 漸く 芽生えん とする 轉換 期に あり、 新舊 思想の 衝突 は、 到る 處に 波紋 を 捲き 起しつつ あった。 しかも 伯の 

演說 は、 この 問題の 急所 を 突いて、 その 解決に 一道の 光明 を與 ふるものが あつたから である。 それにつ いて、 臺灣日 

日 新報 は、 r 捣文 會に對 する 會 員の 心情」 と 題して、 次の 記事 を揭 げた。 

揚文會 に 出席の 爲め臺 南より 來府 せる 蔡國淋 等 一行に 就き、 揚文 會に對 する 所感 を 叩きた るに、 總督の 優遇に は 

勿論 感 佩した る もの、 如く、 特に 後藤 長官の 演説に 就いて 深く 感動した る もの、 如し。 曰く 「長官の 演說 中、 孔 

孟 の 聖賢 を して 今日の 狀勢を 見 せしめ ば驚哎 の 外な かるべく、 聖賢 は 時と 共 に 推移す るとの 一 百 は、 誠に 其の 言 の 


如し 一 と。 依て 彼等 は 同志 會 して 協議す る處 あり、 卽ち 後進の 士を して 日 進の 學藝を はし めん 事 を 思 ひ 立ち、 

：!^ に 總督の 許可 を 受けて、 歸 南の 上、 臺 南に 新 學會と 云へ る を 起し、 少壯 の士は 勿論、 四十 前後に 至る までの 秀 

才、 稟生、 貢 生を會 員と し、 母國 より 學識に 富める 人 を 招聘して 敎師 となし 嘉義、 鳳 山 等に 分會を 設け、 同じく 

日本 敎師を 招聘して 日 進の 學藝 を播布 せんとの 旨 趣に あり。 斯 かる 機運に 導きた るを以 つてしても、 後藤 長官の 

演說の 如何に 感動に 價 ひせし か を 卜 知す る を 得べ きなり。 

更に この 一， 後藤 民政長官 揚 文會演 說.」 は、 漢文に 飜譯 せられ、 全島の 學士、 儒生、 書房に 配布 せられた。 それ は 新 

領土に おける 文化 政策の 眞髓 を、 閬 明して 餘蕴 なかり しが 故で ある。 

七、 臺灣 婦人 慈善 會 

臺灣 における 慈善事業 は、 鄭 成功の 時 以來、 淸 朝の 事業で、 まだ 存續 して ゐる ものが あった。 しかも これらの 事業 

は、 これに 附屬 する 財產を もって ゐ たので、 總督府 はこれ を 別途に 保管して ゐた。 

伯の 赴任 後、 明治 三十 二 年 五月に 設けられた 臺北仁 濟院、 臺南 慈惠院 など は、 これ を 基礎と した ものであった。 そ 

の 他、 日本 赤十字社 あり、 愛國 婦人 會 あり、 また 基督 敎 外人 宣教師の 建てた る 施療 院 あり、 孤兒 棄兒院 あり、 各種 慈 

善事 業の 數 において は、 決して 備 はらざる を 責める こと はでき なかった。 しかし 是 等の 慈善事業 は、 多く は 限られた 

る； nr 的の 下に、 限られた る 活動 をな す ものに 過ぎなかった。 

すでに 前半生に おいて、 社會的 事業の ために、 生涯 を 捧げん とまで 決心して ゐた 伯が、 それだけで 滿足 できよう 答 
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はなかった。 

伯 は 常に 人に 語って ゐた。 

『肖 人に なつてから、 また 貧民に なつてから、 その 者に 與 ふる 百 圓 より は、 病に 被らぬ やうに、 貧乏に ならぬ やうに 

する ー錢の 方が、 遙 かに 有意義で あり、 また 必要で ある。』 

, それが 伯の 理念であった。 廣き 意味の 社會的 施設で ある。 架して 然 らば、 新 領土 臺灣 こそ は、 この 多年の 主張 を實 

現すべき 好個の 舞臺 ではない のか。 しかも 伯 は、 かかる 眞 正の 慈善事業 を 遂行すべく、 誠に 適當 なる 助力 者 を もって 

ゐる ではない か。 

伯の 夫人 和 子で ある。 

政 長官 夫人と しての 和 子のと ころに は、 これまで も 度々、 いろ/ \\ な 婦人 圑體 から、 會長 または その他の 名 春 職 

に 就いて くれと いふ 依囑 があった。 しかし 伯 は それ を 許さなかった。 世に 婦人 圑體 ほどうる さい もの はない。 從 つて 

その 內紛 が惹 いて 伯の 公事に 紫 を 及ぼさん こと を 恐れた からで ある。 

伯が 夫人 をして、 ^志 看護婦 人 會の會 長 を 謝絶せ しめた 事情 を、 「臺灣 婦人 慈善 會記 錄」 は、 次の 如く 記して ゐる。 

加 藤 尙志君 (當 時文 書 課長) から 後藤 夫人に、 篤志 看護婦 人 食の 支 倉 長 を 願った が、 主人が 承知 なれば やっても 

よいとの 夫人の 答であった。 加 藤 君 は 之 を 後藤 長官に 話したら、 いけない と 言 はれた。 加 藤^ は、 實は火 人が 內 

內 承諾 せられて ゐる 皆 を 語る と、 長官 は それで は 妻 を離緣 すると 言 はれた ので、 大島 夫人が 引受けられた。 蓋し 

長 {nz の 意思 は、 女の 會 はむ づ かしい、 殊に 陸、 m との 關 係が 面倒で ある。 長お 自身 さへ 陸軍との 關 係に 困って ゐら j 


れた 際であった から、 夫人まで も 其の：^ 中に 投ぜ しめた くないと 思 はれた 爲め であらう。 

然るに 毫灣 婦人 慈^ 會は、 伯 自らの 創意の 下に、 伯 多年の 抱 食を實 現せん がた めに、 創立され たもので あった。 伯 

は ひと リ央 人の 會長 就任 を 許した ばかりでなく、 自ら は 誠意 を 傾けて これ を投 助した。 

かくして 明治 三十 七 年 十月 二十  一、 二十 二の 兩夜、 まづ臺 灣慈菩 音樂會 が、 臺北榮 座に おいて 開かれる ことにな つ 

た。 その 趣意書 は 次の 通りであった。 

我 邦の 人 は 古より 慈善の 志 篤く、 上長き 御 あたりより、 下賤の 者に 至る まで、 人 を 惠み世 を憫む 心の 深き こと 二 

千 五百餘 年の 久しき に 亙りて 渝 りなき 國 がらな り。 今日に 於ても 廣く 慈善事業 など を 起して、 此の 美しき 光の ま 

すます 加り ゆく は悅 ばし き 限りなれ ども、 中には 徒らに 其の 聲 のみ 高う して 其の 實の副 はざる もの 多 かる は、 か 

へ すか へ す も 口惜しき こと に こ そ。 

今 我 邦 公に 私に 事繁 しき 折に 方り、 我等 は 婦人の 身 なれば とて、 手を控 へて 國 家の 艱難 を餘所 事に 看過し さるべ 

き や。 乃て 玆に相 語ら ひ、 博愛の 紳士 贵 女達の 賛同 を 得て 慈善 音 樂會を 開き、 其 收入を 以て 秩序 ある 慈善事業 を 

起す の 資金と 爲し、 且つ は 基礎の 確立せ る 博愛 事業 を 補助して、 聊か 奉公の 萬 一 を 51 さまく 思 ふなり。 

微力なる 我等が 企 も、 慈善の 君た ちの 賛助に よりて、 幾 干の 成果 ある を 得 は、 管に 我等の 光榮 のみな らん や。 

この 慈善 音樂會 は、 豫想 外の 盛況であった。 往時 を 追憶して、 その 世話役の 一人たり し 賀來佐 贺太郞 は、 次の 如く 

語って ゐる。 

何しろ 當時は 軍政から 文政に なった 最初で したから、 總 てに 新味 を 加へ ねばと いふので、 陸軍 以外の 官民が 協力 
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して 臺灣 婦人 音 樂會と いふ もの を 始めました。 これ は 後の 臺灣 婦人 慈善 會の もと をな した ものであります が、 こ 

の 音 樂會に は、 長官 を はじめ 總督府 の 官吏 は 勿論、 在留 內地 人、 本島人 も 打って 一丸となって 參 加し、 活人畫 を 

やる、 當 時め づ らしい 蓄音器 を かける、 活人畫 に は 課長 連が 出場す る、 場 內のサ ー ビス は 長官 夫人 はじめ、 局 課 

長 夫人 その他が あたる、 警視 總 長大 島 久滿次 氏 は 木戶番 となられ、 土木 局長 長 尾 半 平氏 は 燕尾服に 威儀 を 整へ 舞 

臺に立 たれた と 云った やうな ことで、 私な ど は 庶務 會計 を分檐 しました。 みんな モ ー 一一 ング、 フロック といった 

平和な 風 をして 集まって、 平常 御 目に も かかれぬ 長官 夫人から お菓子 やお 茶が 頂ける のです から、 本島人ら は 無 

上に 喜んだ の も 無理 C ない ことです。 

この 第一 囘音 樂會 は、 財政 的に も 非常な 成功であった。 卽ち 入場料、 寄附 金 その他 を 併せて 壹萬六 百 四十 四圆 九十 

四 錢の收 入 を 擧げ、 經費 一千 四百 三十 五圆 八十 一 錢を差 引いて、 なほ 九 千 二百 九圆 十三 錢の 純益 を擧 げた。 このな か 

から 陸海 軍恤兵 部、 臺北 篤志 看護婦 人會、 臺 北愛國 婦人 會 支部への 寄附 金 一千 七 百 圓を差 引いた、 七 千 五 百九圓 十三 

錢を 基金と して、 臺灣 婦人 慈善 會は、 創立 さるる に 至った ので ある。 

時に 明治 三十 七 年 十月 一 一十 五日。 會 長に は 後藤 民政長官 夫人 和 子が 推された。 

婦人 慈善 會は、 第一 囘音 樂會の 成功に 勵 まされて、 明治 三十 八 年 七月 十一、 十二 兩 日に 第二 囘を、 明治 三十 九 年 六 

. 月 七、 八兩日 第三 囘を 臺北榮 座に 擧 行して、 基金の. 募集 を はかる と共に 直 蘭、 基隆、 新 竹、 桃園、 臺中、 彰化、 南 投- 

斗 六、 嘉義、 鹽水 港、 臺南、 鳳 山、 阿猴、 苗 栗の 十四 廳下 において、 引 績き音 樂會を 開催した。 

かくして 婦人 慈善 會は、 基金の 募集 を績 行す る 一方、 それ 自體の 活動 を 開始した。 その 第一 著 手 は、 蓄音器 を 購入 


して、 各地 方 支部に 配布す る ことであった。 しかも これ は、 伯 自身の 提案であった Q だ。 

三十 八 年 十二月 二十 三日 附、 在京 後藤 民政長官より 高木、 長 尾の 兩慈 善會 相談役に 宛てた る 書面の 一節に 曰く。 

此 事に 付いて は、 斯 程の 資金 を 投じた る 丈の 功 能 あり や、 疑し とする 一部の 反 對說も 可 有 之 候 得 共、 總 じて 未開 

の 人民の 智識 を開發 する に は、 先づ 奇なる もの を 利用して 珍しき 感想 を 起さし めつ"、 自然に 誘導す るが 最捷徑 

に 可 有 之、 果して 然 らば、 二 千金 決して 吝む にも 足らざる べしと 存候。 御意 見 如何 や。 

その 議は 異議なく 火定 された。 そして 伯 は、 自らの 新作に かかる 唱歌 「新 高山」 及び 「世界の 友」 を、 特に 私費 を 

以て 米國コ 口 ン ビア 會 社に 注文し、 蓄音器の 音譜 板 を 製作せ しめ、 各 四十 八 枚 を 婦人 慈善 會に 寄贈した、 慈善 會 はこ 

れを 二十の 支部、 及び 總督 官邸、 國語學 校、 臺北小 公學校 等へ 配付した。 

ー體 伯に は、 何事に つけても、 新し 物好きの 性癖が あった。 當時 活動 寫眞 はやつ と發 明され たばかりで、 內地 でも 

珍ら しい 方であった。 それ を 早速 臺灣に 取り寄せ、 婦人 慈善 會 をして、 各地 を映寫 して 歩かせた の は、 伯であった。 

その 任に 営った 長 尾 半 平が 語って ゐる。 

その 當時 活動 寫眞を 亞米利 加から 取 寄せて、 フィルム も 買って 說 明して 歩いた。 外國の ものです から その 時分 は 

說明も 何もつ いて 来ない ので、 畫を 見て、 私が 說明 を拚 へて、 ステ ージ* マネ ー ジャ ー になって、 燕尾服 を 著て- 

ちゃんと 本式の ドレス をして 舞臺へ 出て、 皆に 私が 說 明して 歩いた。 それで 能く 後藤さん が 「活 辯と 云 ふ もの は 

储か 君が 元祖 だね」 と 謂 はれました。 その 時分に 活 辯と 云 ふ もの はあり はしない。 內容 でも 今の ものの やうで な 

く、 何か敎 謂に 富んだ やうな 畫が 多かった。 これに 依って 抬 へた 金が 五萬圓 ありました。 

第一章 臺灣 民政長官  .  一一 一八 九 


第 六 節 文化的 臺灣の 建設  一二 九 〇 

さて 臺灣 婦人 慈善 會の 事業と して は、 明治 三十 九 年、 東北 三縣 翁： 救助の ために 義捐した の を 始めと して、 各種の 

社會 事業、 敎育 事業に 寄附 または 補助 を なすこと 幾 十 度、 その 額 も 數萬圓 に 上った。 或は 自ら 蕃：^ 救助、 i^w- 救助の 

任に 當る こと もあった。 また 勞働者 住宅 を 建築し、 北投 浴場、 長生 閣 などの 經營 もした。 その 成せし ところ、 殆ど 社 

會、 敎^、 慈 it.、 百般の 事業に 1^1 ら ざるはなかった。 中で も 一番 著し いのは、 平和 街の 建設で ある。 そして 高木 友 枝、 

長 尾 半 平、 賀來佐 賀太郞 の 三人 は 婦人 慈普會 のために は、 終始 盡瘁 した 殊勳 者で あつたが、 彼等の 語る ところに よれ 

ば、 平和 街 建設の 颜末 は、 次の 通りであった。 

打狗 (今の 高 雄) は當時 鳳山廳 下で あつたが、 打 狗の旗 後に ぺ ストが 流行した。 漁村で、 貧民 部 ^であって、 家 

も 僅かで ある 所に、 其の 當時 打狗 から 臺灣 製糖 會 社の 砂糖 を 接 出す ことにな つたので、 商船 會 社の 船が 頻繁に 出 

人す る やうに なり、 人夫が 急に 增 加した 爲め、 土人 は 自分 どもの 家 を內地 人に 貸して、 自分 等 はかけ 出し をした 

り、 或は 膝 小屋の 上に 石油 箱 や ブリキ 罐 など を 延ばした 板で 屋根 を 苺いて、 其の 中に 住んで ゐ たので、 ベスト 患 

者が 益. -繽發 した。 如何にもべ スト • ハウスと いった 家が 八十 戶ば かりあった。 

故に 橫山 11 長 ゃ荒卷 警務 課長 及び 支廳長 等と 協議の 上、 人間の 住むべからざる 此の ペスト • ハウスの ある 間 は、 

ペスト は 撲滅 出来ない。 之れ を 取 除いて どんな 小屋で もよ いから、 新しく 衛生的の もの を 建てようと いふ ことに 

なった。 そこで 橫山鹿 長 は 出府して 後藤 長 {R に 狀況を 報告し、 不潔 家屋 を 取 除き、 婦人 慈善 會の 方で、 新しき 住 

家 を 建てて 貰 ひたいと 願った。 長官 も 頗る 心 を 動かされ、 協議 を 重ねた 結果、 途 にさう してやら うとい ふ 事に な 

つた。 初め 横 山 II 長 は、 竹 を 寄附 又は 安く 買って、 鐵 道で 無貨 輸送 を fg ひ、 おは を 保 巾の K 力 力で 刈 取り、 竹の 柱に 


萱の 屋根 を 造る 考へ であった が、 それで は 火災の 危險が あると いふので、 鳳 山 鹿の 建築 技手 山 下 松 太の 說に、 打 

狗 にある 蝶 虎石 を 集めて 壁 を 作り、 屋根 は 臺灣の 敷 瓦 を 使用す ると、 安愤に 出来る と共に、 火災の 危險 もない と 

のこと で、 之れ に 決定し、 總經費 三 萬 一千 餘圆を 以て出来 上った。 

然るに 其の 年の 秋、 暴風雨の 爲 め破壞 せられた ので、 土木； S に 依頼して 復舊 改築 を 加へ、 堅固な 十四 楝 二百 四十 

戶の 住家が 出來 上った ので、 之れ を ー戶、 日 家賃 八 厘で 貧民に 貸與 し、 ベスト 豫防 上に 非常の 效果 があった。 又 

は 家の 緩和 も 出来て、 貧民街と して 知られる に 至った。 これが 竣功す る や、 橫山廳 長 は 高木 技師と 協議 を 遂げ、 

新 平の 平と 和 子の 和 を 結びつけて 「平和 街」 と 命名した の だ。 其の 內ー戶 を 無 家賃で 貸 渡し、 其の 者に 日 家賃の 

徴 收に當 らしめ た。 其の後、 此處 彼處に 居住者が 電燈 をつ けたので 偉 觀を呈 し、 且つ 打狗 街の 美 觀を增 したと い 

ふこと であった。 

然 らば 婦人 慈善 會は、 これらの 事業の 財源 を、 何處に 仰いだ か。 

婦人 慈善 會が、 幾度 か 音 樂會を 開催して、 基金の 募集 を 行った こと は、 上述の 通りで ある。 それ は 結：： r 總 計五离 

五 千 四百 餘圆の K 額に 達した。 しかし 會は その 間に、 幾多の 施與 または 設備 をな したので、 明治 四十 四 年 一月、 財圃 

法 入 組織に 改めた 當時 は、 現金 僅かに 一 千 三百 餘圓に 過ぎなかった。 

そこで 當 時の 商議員 長長 尾 半 平 は、 基金 二十 萬圓 作成 計畫を 建て、 その 實 行に 移った。 そのために 慈善 會は、 先づ 

八 千；！ を 投じて、 打狗 における 陳 中和 等 數 名の 共有地 を 買 入れた。 そして これ を 十六 萬 圆に賫 り、 十五 萬圆 以上の 利 

益 を、 基金に 編入す る ことができた のであった。 しかも この 土地 を、 かく も 易々 と買牧 する ことので きたの は、 臺灣 
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婦人 慈善 食の 記錄 によれば、 

一 に陳 中和 氏が 本會の 趣旨 をよ く 理解 黉同 された のと、 一は 後藤 民政 長 {n 時代に 於け る 仁政に 對 する 報恩の 意志 

を 表明され て、 幾多の 便宜 を 圖る所 ありし に 依る ものであって、 本 會の記 錄に價 すべき 美擧 であった ので ある。 

そして、 この 基金 を こしら へる までの 苦心に ついては、 實際 その 衝に當 つた 賀來 が、 次の 如く 间 顧して ゐる。 

打狗 埋立地の 買 收を思 ひついた の は、 長 尾 半 平氏であった。 所が 長 尾 氏 は、 そのこと を 行 ふに 至らす して、 突然 

離臺 される ことと なった ので、 その後 をう けて、 私が その 衝に當 る ことにな つた。 さう して 元の 枝 臺中廳 長に 依 

囑 して、 彼から 土地 所有地の 陣中 和を說 得させた ので あるが、 なか 納得し ない。 さしく 時を經 過す るの みな 

ので、 そこで 私自身が 陳 中和 (外 十六 名の 共有者 參集 せり) を 訪ね、 これ は 後藤 元； ii- 政長宫 夫人が 組織 せられた 

慈善 會 の 財源の ために 分讓を 希望す るので ある 3ni を 詳述した ところ、 陳氏 は 直ちに 快諾し、 今日まで 應諾 しな か 

つたの は、 實は近 ごろ 政府筋の 處 © に不滿 があった ためで あるが、 後藤 長官 夫人の 御 事業 なれば、 立 ： んで 仰せに 

從 ふと 云って、 その 場で 契約 *1 に 調印した。 

當時 支廳長 だつ た 高 橋 信吉氏 は、 前 々 よりの 成行き を 承知し て ゐ ただけ に、 こ の陳の 態度の 急變 したのに 驚 い て 

ゐた。 また 枝支廳 長の 如き は、 後に これ を 聞いて 頗る 不快の 感を懷 かれた とい ふこと である。 

さて 買收 額の 八千圆 であるが、 實は陳 氏が 餘り アツ ケ なく 承諾した ので、 その 用意 もして ゐ なかった 私 は、 ハク 

と金 策に 困った。 しかし この 件に ついては、 豫 てから 柳 生臺銀 頭取に 話して あつたから、 _a ちに 打 狗臺銀 支店に 

赴き、 借入金の 交涉 をな し、 翌日 その 同意 を 得た ので、 卽日 M 山 登記所に 行って 譲渡 手績 一切 を 完了して 臺 北に j 


歸 つた。 

財政的^^4礎はっひになった。 そして、 その後 臺灣 婦人 慈善 會は、 ますく 發 達して、 現在に おいて は、 この種の 圑 

體 のなかで も、 日本 屈指の 地位 を 占めて ゐる。 ただ 憂 ふべき は、 その 基礎が 定まり、 その 勢力が 增 すに 從 つて、 これ 

を 政治的に 利用 せんとす る ものが、 度々 現 はれた ことであった、 伯 去りし 後、 その 弊 を 極力 除く に 努めた の は、 上揭 

高木、 長 尾、 贺來 等であった。 臺灣 婦人 慈善 會の 今日 あるに 至った について は、 後藤 伯 夫妻の ほかに、 これらの 人々 

の 獻身的 努力 ありし こと も 忘れて はならない。 

八、 鯛の 目と 比 良 目の 目 

伯が はじめて 新 領土に 赴任した 時、 兒玉 總督の 伯に 指示した 大方 針 は、 「目前の 行政 上處理 すべき 問題 を 整理し、 

^せて 將 來に對 する の 計畫を 深く 講究す る こと を 怠って はならぬ」 とい ふこと であった。 これ は 誰れ しも、 異論の な 

いこと であった。 然しながら、 所謂 將來 百年の 計を樹 つるに は、 どう すれば いいので あるか。 

この 時 伯の 注意 は、 期せす して、 舊慣 調査と いふ 問題に 拂 はれた。 新 領土に 新 統治 策 を 布かん がた めに は、 まづそ 

の 前に、 舊 くから 行 はれて ゐた惯 習 制度 を 究めなければ ならぬ。 それ は 政治の 生物 學的 原則 を 信す る 伯に とって は、 

當然の 結論であった。 

故に 伯 自身と して は、 赴任 當 初から、 すでに 新 領土の 舊慣 制度に 興味 を もち、 また 私 かに 研究 を 怠らなかった ので 

あった。 伯 は機會 ある 毎に、 臺 灣の舊 慣を聽 問し、 これ を 以て 新 領土 統治の 參考 とする のが 常であった。 

笫 一章 臺灣 民政長官  111 九 111 


第 六 節 文化的 臺灣の 建設  一一 一九 四 

辜 顯榮は 語る。 

公、 の 事に 任す るに 勇なる を 謂 ひ、 政務の 餘収、 輒ち<;^を邀へ て談話し、 熱心に 輿 情 を採聽 す。 故に 1:^ 土曜日 

曜、 必す 官邸に 造り、 凡そ 舊 時の 制度、 1  お 間の 惯習を 擧げ、 以， て冠婚 喪祭、 風俗 土. S に 及ぶ。 悉く以て^^詢に傭 

ふ。 公 自ら 筆 をと りて 之 を 撮す。 余以 へらく。 政治 は 人情に 本づ く、 臺 灣と內 地と 風化 M (殊 なり、 治 臺は必 す 在 

來の 慣例 を掛 酌す るを務 むべ し、 方に 錯枉 を擧 直す るな くんば、 上下 隔膜の 弊 あらむ と。 公 深く 之を邋 しとす。 

然しながら、 かかる 廣汎 にして 複雜 多岐な 問題が、 單 なる 個人的 研究 を もって 足るべき 害はなかった。 徹底的なる 

新 統治 策 を 新 領土に 行 はんと 欲せば、 徹底的なる 舊惯 調査に 俟 たねば ならぬ。 しかも それ は、 多數の 專門學 者の 系統 

的に して 組織的なる 調査 研究に よって、 はじめて 期し 得らる ると ころで ある。 

伯の 胸中、 すでに その^ 案 は 成って ゐた。 

然るに 實際 上の 必要 は、 更に この 腹案の 實現 を、 督促して 巳まなかった。 それ は 所謂 三 大事 業の 一として 開始され 

た、 土地 調査 事業の 進行であった。 「臺 灣經營 上舊惯 制度 調 杏二 關スル 意見」 の 一節 は、 その 次第 を 記して 言 ふ。 

明治 三十 一年 七月、 律令 第 十四 號ヲ 以テ、 臺灣 土地 調査 規則 ヲ發 布セ ラレ、 土地 ノ 調査 一一 從事シ タル トコ 口、 其 

間 異例 異習 ノ存 スルァ リテ、 當局者 ハ让ハ 取扱 一一 關シ 種々 ノ 困難 一一 遭遇 シ タリ。 就中 土地 一一 關ス ル權利 義務、 及 親 

挨關係 ヨリ 生 スル權 利 ノ得喪 等 一一 付 テハ、 到底 之 ヲ 本邦 法律 并 一一 歐米諸 法 一一 準 據判斷 シ 得へ 力 ラサル 事實ァ リタ 

ルヲ 以テ、 同局 一一 於テ ハ特 ニ舊惯 調査 ナル モノ ヲ置 キ、 土地 ノ 調査 二 先チ、 豫メ 土地 二 亍スル 地方 的 慣習 ヲ 調査 

セ シメ、 然ル 後實地 調査 ヲ爲サ シムル 方針 ヲ取リ タリ。 然レ トモ 該 調査員 等ノ 調査 スル舊 惯ハ、 單ニ  土地 一一 關ス 


ル業 主權ノ 存在 ヲ確 ムル 二 止 マル ヲ以 テ、 未タ之 ヲ以テ 私法 的 全般-一 涉 ル舊惯 制度 ノ調杳 ト肴ル へ 力 ラサル ハ勿 

論 ナリ。 是 一一 於 テカ尙 其 調査 ノ範 W ヲ擴 充シ、 人事 百般 法規 一 切 ノ舊惯 一一 付 精！^  ノ 調査 ヲ遂 クル 一一 ァ ラサ レ ハ、 

到底 法制 ノ 確立 ヲ 企圖ス ル 基本 材料 トナル へキ モノ ナキヲ 發見シ タリ。 

S において 伯 は、 明治 三十 三年 三月、 京都 大學の 岡 松 參太郞 博士 を 引き 来って、 臺 灣舊惯 制度に 關 する 調 #i を 依嘱 

する ことにな つた。 これに ついては、 兒 玉總？ _ "にも、 異論が あらう 害はなかった。 岡 松 博士 は、 その 就任の 事情 を、 

自ら 語って 言った。 

私 は 明治 三十 三年 兒玉 總赞 時； に、 舊惯 調査の 依囑を 受けて 今日に 至って 居る が、 是 れは當 時の 兒玉 總督 及び 後 

藤お 政 長官の 發 意で、 人情 風俗の 異 つた 植民地の 奮い 慣習 制度 等 を 研究し、 而 して 之れ に 最も 能く 當て 嵌まる ベ 

き 法律 を定 むる と 云 ふ 事 は、 植民地 を 統治す る 上に 於いて、 最も 根本的の 施設で あると 云 ふ 事に 氣が 付かれて、 

總督に 著 任さる る や、 先づ第 一番に 此の 事に 著 手され たので ある。 夫れ で 私 を 招 ばれた が、 私 は 初め、 「さう 云 

ふ 事に 關 して 少しの 經驗 もない ので、 著 手して やって 見てから でなければ、 何時までに 果して 是れ が出來 上る か、 

また 如何なる 方法 を 以てする が 立い か、 と 云 ふ 事 も總て 見當が 付き ませぬ」 と すと 將軍 は、 「總 てお 前の 自由 

にす るが {且 い。 政治 上の 問題と 云 ふので はなく、 畢 問の 研究 をす ると 云 ふ 積り で やって 宜しい」 と 言 はれて、 私 

も 之れ に 著 手した。 

かくして 明治 三十 四 年度に は、 舊慣 調査 費なる 一項 を、 追加 豫算 中に 編成し、 帝 國議會 の 協 贊を經 たので、 三十 四 

年 十月に は、 いよ， （-臺 灣舊惯 調杏會 規則の 發布を 見る に 至った。 
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この 調査 會の會 長に は、 伯 自ら その 任に 當 つた。 これ を 二部に 分ち、 法制 調査 を擔 任す る 第一 部 は、 岡 松 博士 を 部 

長と なし、 經濟 調査 を擔 任す る 第二 部 は、 愛 久澤直 哉 を 部長と して 實 際の 仕事 は 宮尾舜 治が 主と なって 行 ひ、 明治 三 

十六 年、 宫 尾が 歐米 出張の 後 は、 持 地 六 三郞が これに 代った。 さらに この 年、 織 田 i€ 博士 を 人れ て、 行政 調査の 事に 

當 らしめ た。 そして 第二 部 は、 明治 一二 十八 年 二月、 「臺 灣經濟 資料」 ニ卷の 刊行と 共に 廢止 せられた が、 第一 部 はな 

ほ 事業 を繽 け、 伯の 滿鐵に 去りた るの ち は 法制、 行政、 立法の 三部 組織と して、 舊惯 調査の 事に 從 つた。 浩瀚なる 臺 

灣哲惯 調 S 會 報告書 は、 この 調査 會の 成績 を、 永久に 記念す る ものである。 そ は ひとり 學問上 貴重なる 資料た るの み 

ならす、 本國と 風俗 習慣 を 異にする 植民地統治の 上に、 量るべからざる 寄與 をな したので あった。 

然も 臺灣 において は、 特に この 舊慣 調査 事業 を 必要と する 特別の 事情が あった。 それ は臺 灣社會 構成の 複雜 とい ふ 

ことであった。 それ を上揭 「意見」 は 記して 曰く。 

臺灣ノ 地 タル 蕞雨 タル 一 孤島 一丁 ンテ其 面接 甚タ廣 カラス ト雖、 中 一一 ハ 生蕃 ト 稱スル 先天的 兇惡ノ 野蠻人 ァリ、 支 

那移 住民 ァリ、 移住 民 中 一一 ハ福建 人 ァリ、 廣東人 ァリ、 更ニ 之ヲ小 l5iK 刀ス レバ、 泉 州 人 ァリ、 涛州人 ァリ、 湖州 

惠州其 他 舰ハ化 永 定等ノ 人種 ァリ、 此等ハ 皆 各 其 風俗 習慣 ヲ異 一一 スルヲ 以テ、 古来 分類 械鬪頻 々相 踵キ、 互 一一 鬩牆 

的戰 5^ ヲ爲ス コト厦 ナリ。 殊 一一 領臺 後一 ー於テ ハ 本邦 人ノ渡 來スル ァリ。 隨テ 私法 的 法律 關係 ノ舊慣 一一 於テモ 地方 

一一 因リ 差異 アル ヲ免 レス。 

故に かくの 如き 複生 社會に 臨む に、 單 純なる 制度 を 以てする は、 むしろ 暴に 近き ものが あった。 伯 は 論じて：：： く。 

此の 舊惯 制度 調査の 事が 十分 進まなければ、 總 ての 永久 統治の 法律制度の 確立 は 難 かしい と 云 ふことの 一端 は、 


臺灣に 於いて は數 千年 來の活 歴史 を、 同時に、 卽ち 現在に 一島 地 內に鬼 集して 居る ので、 之れ を 統治す るの 複雜 

なること は 思 ひの 外で ある。 一方に は蠻 的な 未開の 國 土の 人民 あり、 一方に は 文明 人の 雜居 する あり、 而 して 其 

の 島內狹 しと 雖も、 言語の 種類 甚だ 多く、 彼我 相通ぜ ざる もの あり、 隨 つて 其の 慣習 制度の 一なら ざる 事 も 甚だ 

多い。 之れ に對 して 其の 慣習 を も 調べす、 叉複雜 なる 民事 商事の 慣習 を 調べす、 唯だ內 地の 法律 を實 行す る も 可 

なりと 云 ふが 如き 推論 を 下す こと は 甚だ 輕忽 である C 是れ卽 ち當事 者の 最も 苦心す る 所で ある 故に、 此の 永久 統 

治の 爲 めに 此の 準備の 急務た る こと は、 やや 臺灣の 情 態に 通， する 人 は 決して 非難し ない 所の 事で あらう。 同意 を 

得る 所の 事で あらう と 確信す るので ある。 

然るに 當時 日本の 世論 は、 一般に、 舊慣 調査の 如き 事業 を 以て、 迂遠なる 學 者の 閣 事業な りと なすに 傾いて ゐた。 

严 T くも 臺灣が 日本の 領土で ある 以上、 日本の 法律が 其 處に行 はれる の は、 當然 のこと である、 勿論、 必要と 時 〈几に 應 

じて、 多少の^ 量 を 爲すは 妨げない が、 极本 方針 は 飽くまで、 臺灣が 日本の 領土で あると いふ 事實を 忘れて はならぬ 

とい ふの が、 形式的な 法律 思想で 固まった 當 時の 官僚政治 家の 意見であった。 伯 は當時 自ら、 そのこと を 語って、 次 

の 如く 述べた。 

世の中に は ひどく 急進の 人が あって、 一部 は內 地の 法律と 云 ふ もの を 以て、 臺灣に 居る 內地人 を 支配して 旣に數 

年 を經て 居る から、 臺灣人 もや や 其の 事に 適 似す る 様になった から、 內 地の 通りの 刑事 商事 民事に 關係 する 法律 

を 同一 にしたならば どう だ、 決して 難い こと はないだ らうと 云 ふまでに 極論 をす る 人が あった。 

勿論 伯と 雖も、 臺灣 における 舊慣 制度が そのままに 承繼 すべき もの だと は考 へなかった。 卽ち 伯の 論す ると ころに 
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よると、 

臺灣に 於け る 法律制度の 狀態 は永繽 する ことの 出来ない と 云 ふこと は 明かで ある。 旣に 此の 事が 明かであるなら 

ば、 是れを 改正して 如何にすべき かと 云 ふこと を 定め、 一日 も 早く 確定の 方針 を 立てる ことが 國 家の 職務で ある 

の である。 

然しながら、 かるが 故に、 直ちに 日本の 制度 を 新 領土に 施行して、 直ちに 治績が 擧 がると いふ やうな、 架空 論に 與 

する こと はでき なかった。 むしろ 逆に、 「其の 改革 をす ると 云 ふことの 爲 めに は、 先 づ舊惯 の 制度 を 調査す ると 云 ふ 

ことが 一番 必要で ある」 と考 へたので ある。 これが 法律 的頭腦 と、 生物 學的 頭腦 との 相異 である。 そして 伯 は 確信し 

た。 

此の S 、土に 對 する 政策と 云 ふ もの は、 時と 場所と に 依りて 同じから ぬので ある。 して 是れは 何れの 國が 成功し 

て 居る が 故に 之れ に 校 做すべし と 云 ふが 如き 單 純な こと は 出来ない ものである。 本國 の國體 にも 依る し、 其の 新 

土の 事情に も 依らなければ ならぬ。 故に 歐米諸 國が新 領土に 對 する 所の 政策 は各國 一 ならぬ。 又 一 國 にして 新 

領土に 對 する もの 又 一 ならぬ ので ある。 其の〉 ま 有の ほ 的、 領地の 種類に 依って M (同 あると 云 ふこと は、 深く 注意 

を 致さなければ ならぬ ので ある。 

们 の臺灣 統治 十 年が、 世界 人文史 上に 燦 たる 治績 を擧げ 得た る 所以 は、 實に 伯の かう した 根本的 思想に 負 ふところ 

が 多かった。 伯 自ら も、 終生、 この 舊惯 制度 調査 事業 を 誇りと して、 しばく それにつ いて 語った。 

伯 はよ く 「柳の 0 と 比 良 目の 目」 とい ふこと を 言った。 


ね、 比 ft^IZ の ：il を 鱗の 目に する こと はで きんよ。 鲷の目 はちゃん と 頭の 兩方 について ゐる。 比 良 E の 目 は 頭の 一 

方に ついて ゐる。 それが 可笑しい からといって、 鲷の 目の やうに； g 方に つけ 巷へ る こと はでき ない。 比 良 目の 目 

がー 方に 二つ 付いて ゐ るの は、 生物 學上 その 必要が あって、 付いて ゐ るの だ。 それ をす ベて 目 は 頭の 兩 方に 付け 

なければ いかんと いったって、 さう はいかんの だ。 政治に もこれ が 大切 だ。 

社會 の習惯 とか 制度と かいふ もの は、 皆 相當の 理由が あって、 永い 間の 必要から 生れて きて ゐる もの だ。 その 理 

由を辨 へす に 無暗に 未開 國に 文明 國の 文化と 制度と を實 施しよう とする の は、 文明の 逆 政と いふ もの だ。 さう い 

ふこと をして はいかん。 

だから 我輩 は、 臺灣を 統治 するとき に、 先づ この 島の 舊惯 制度 をよ く科畢 的に 調査して、 その 民情に 應 する やう 

に 政治 をした の だ。 これ を 理解 せんで、 日本 內 地の 法制 をい きなり 臺灣に 輸入 實施 しょうと する^ 等 は、 比 良 n 

の 目 を い きなり 糊 の HI に 取り 眷 へようと す る 奴等で、 本當 の 政治と いふ こと の 解ら ん 奴等 だ。 

この 點 について、 伯の 知己の 一人たり し 水 野 鍊太郞 は 語る。 

自分 は 伯の この 舉を贊 して 「是 れ實に 百世に 傅 はるべき 大事 業で ある」 と言うた。 これに 對 して、 们は 「この 眞 

を 知る 者 は；？；； の 外にない。 實は斯 かる 事業に 金を使 ふこと に 就いては、 自分 は 非難 を 受けた。 斯 かる 閑 事業 は 

空論家の 爲す ことで ある、 それより はモ ッ ト 他に 必要なる 事業が あると いふ こと を 主張した 者 もあった ので ある 

が、 これらの 論者 は 唯 だ 眼前の こと だけ を 見る のであって、 この 事業の 眞 愤を認 むる 者 は、 の 如き 學識 あり、 

經驗 ある もので なければ 分らない。 君が この 書物 を 讀んで 僕の 事業に 共^せられ たこと は洵に 喜ばしき ことで あ 
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つて、 自分の 事業の 知己で ある」 というて 非常に 得意であった。 

豈 ひとり 一水 野との み 言 はんや。 旣に 三十 幾年 を隔 つる 今日に 於いて、 臺灣 統治の 業績 を眺 むる もの は、 伯が 時流 

に 挺ん じたる 見識 を認 むる に 丈：： かで ないで あらう。 人 は 去り、 時勢 は 移る。 ^しながら 极本 的なる 社會 進化の 理法に 

基く 事業 は 永久に 亡びない。 伯の 名 を 後世に 留 むる 事 功 ありと せば、 薹 灣舊惯 制度 調査の 基礎の 上に 打ち 建てられた 

る 新 領土の 統治の ごとき は、 蓋し その 一 つで あらう。 

九、 日本 最初の 國勢 調査 

舊慣 調査 事業 は、 新 領土 統治の 基礎工事であった。 その上に 施行 さるべき 新政 は、 科學的 精神に 基く もので あらね 

ばなら ぬ。 そして その 核心 をな す もの は、 統計 事業であった。 

伯 は 常に 人に 語って 言った。 

『我々 は 神様の 陪臣 以下で あるが、 少なくとも 直臣 たらん と 心掛け、 所謂 大數觀 測の 統計的 研究 法に よって 神慮 を忖 

度し、 宇宙の 眞理 を研鐵 しなければ ならぬ。』 

この 統計 事業の 第一 著 手と して 行 はれた の は、 土地 調査であった。 そして これが 完結 を 見た 明治 三十 八 年、 ^はつ 

ひに 戶 口調 査を斷 行す るに 至った ので ある。 

國勢 調査の 必要 は、 明治 二十 九 年、 伯の 衛生 局長 時代、 すでに 政府に 獻言 すると ころあった こと は、 すでに 述べた 

通りで ある。 しかし この 獻言 は、 つ ひに 容れ られ なかった。 その後 明治 三十 六 年、 國勢 調査 實 施の 法律 は 議會を 通過 


したが、 これ また 時局の 關係 上、 つ ひに 實 現す るに 至らなかった。 

この 日本 內地 においても 至難と された 事業 を、 伯 は 植民地た る臺灣 において、 率先して 行 はんとし たので ある。 そ 

れは 一種の 政治的 勇氣を 必要と するとと もに、 また 周到なる 用意 を 要した ので ある。  . 

臺灣 總将府 が、 戶ロ 調査 事業の 準備に とりかか つたの は、 明治 三十 六 年 九月であった。 そして 三十 八 年 五月に は、 

臨時 臺灣戶 口調 杏 部の 官制が 發 布され た。 その 部長 は 伯 自ら これに 當り、 大島 警視 總 長が 副 部長、 祝 財務 局長 及び 水 

科 七三 郞 技師が、 主事と なった。 

何しろ R 本 開 闘 以来の 國勢 調査 を、 民智 未だ 開けざる 新 領土に 行 はんとす るので ある。 そこに は實 になみ/ \- なら 

ぬ 苦心が あった。 當時、 その 第一線に 立って 活動した 水 科 技師 は、 その 苦心ぶ り を 次の 如く 語った。 

第一 囘 臨時 臺灣戶 口 調査の 準備中、 明治 三十 八 年の 春、 r 所帶蔡 記入 心得」 が 出来 上った 時、 之れ を 訓令の 形式 

を 以て 發令 せんとして、 其の 文書が 後藤 長官の 手許に 至る や、 長官 は 私 を 呼んで 闩 く。 是れ は專門 家の 界 等が 十 

分に 洗練した ものであるから、 甚だ 結構 だが、 調査員になる 者が、 大部分 は 警察 {n 殊に 巡査で あるから、 此の 巡 

査に 能く 解る 様で なければ いかぬ、 依って 試みに 臺北 市の 各方 面 (當時 城內、 艨舺、 大稻垤 の 三管區 になって 居 

た) から 三名づ つ、 尤も 內 一名 は 最 優良なる 巡査、 一名 は 中位の 巡 杏、 一名 は 最も 劣等の 巡査 を 集め、 これら 九 

人の 中から 議長 一名、 番外 一名 を 選み、 殘り七 名 を 委員と して 「所 帶票 記入 心得」 の遂條 審議 會を 開き、 而 して 

君 等 は 之れ を傍聽 せば、 大いに 得る 所 あらんとの ことであった。 依って 早速 臺北廳 の當事 者と 協議して、 斯 くの 

如き 會合を 催した 所、 果して 鱼曰 き 現 はし 方が 餘り 理詰めで あったり、 或は 省筆 法 を 用 ひたり、 或は 推理 法 を 用 ひ 
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たりした 所に 於いて、 往々 意見が 區々 になる 虞れ ある を發 見し、 所謂 負うた 子に 淺瀨 を敎 はるの 觀を呈 し、 爲め 

に 多少の 修正 を爲 すの 必要 を 感じた から、 之れ を 記して 委細 長官に 復命した 所、 長官 は 唯 微苦笑せられ たのみで、 

若干の 修正 を爲 し、 通過せ しめられた。 此の 一事に 徵 しても、 伯が 事を爲 すに 當り、 如何に 注意 周到で あつたか 

を 想 見す るに 足り ませう。 

次いで 三十 八 年 八月、 兒 玉總督 は、 臨時 戶 口調 杳に關 する 論 吿を發 した。 この 論 吿を發 する まで、 伯が 如何に 八方 

に氣を 配りつつ、 萬 遣 漏な きを 期し たかは、 水^ 技師が 「論吿 文の 由來」 と 題して、 「臺灣 統計 協 會雜誌 」 第 四十 四 

號 (明治 in 一  •  一  u 發行) に 寄せた る 次の 一 文に よっても 察する ことができる。 

今 は 昔と なりぬ。 思へば 三十 八 年の 臺灣 センサ スは、 未曾有の 一大事 業で、 其 準備より、 實 査を經 て、 整理 や 編 

成に 至る まで、 豫期 以上の 成功 を 獲た る は、 上下 一致 協力の 結 m たる は、 今更 喋々 する にも 及ばぬ 事ながら、 當 

局 者の 苦心 慘擔 たる 光景 は、 尙ほ 忘る、 能 はざる ものが ある。 此 度の 記念 鎗 葉書の 一葉と して、 兒玉總 誓の 論吿 

文 あるに 因み、 其の 由 來を中 述べて 見ようと 思 ふ。 

臨時 戶ロ 調査 部と 云 ふ 特設 機關が 設置 せらる 上 S 後 は、 臺灣セ ンサ スに關 する 諸般の 準備が、 最も 多忙なる 時で、 

吾々 は 服 を 廻 はす 様であった。 當 時論 吿を發 せらる k の議が 決した 時、 官房 文書 課 を 兼務して 居られた 橫山 (虎 

次) 稅務官 (今の 鳳山廳 長) の 手で、 其の 草案が 出来 上り、 M 議の 形式と なって、 關係 機關を 通過して、 遂に 後 

藤 長せ.： (今の 男爵 遞信 大臣) の 手許に 行った。 すると 同 長官 は 土地 調査に 關 する 論告 は、 土地 調査： S 長の 發 した 

ものであるから、 總 哲の發 せられた 法令 等 を 布衍 說明 する も 差 支へ がない が、 今度の 論吿 は總督 自ら 發 せらる \ 


所の 論吿 であるから、 總 督の發 せられた 府令 等を經 として 布衍 說明 する は、 其の 體を 得た る ものに あらす と あつ 

て、 一 面に は橫澤 (次 郎) 文書 課長 を 官邸に 招いて、 其の 改案を 命ぜられ、 一 面に は 尋で私 を 又 官邸に 呼ばれて- 

右の 意 を 申 聞 けられ、 最後に、 彼れ にて は 其の 體を 得ぬ かと 思 ふが、 君 は 如何 考へ るかと 言 はれた。 私 は 之を聽 

いて 如何にも 道理 ある 高見に 對 して 何とも 考へ やうがなかった。 そこで 吾々 の 不明 を漸 謝して 辭し 去らん とする 

や、 長官 は 尙ほ語 を 權で言 はる \ に は、 此の 件に 就いては、 先刻 橫澤 文書 課長に も談じ 置き たれば、 篤と 相談せ 

よと。 依て 役所に 歸り來 る や 否や、 橫澤 文書 課長に；？ i 議 したる に、 同 課長の 意見に て、 小 泉 氏 (盜 泉) に、 更に 

起稿 を 託する こと、 なり、 私 も 之に 同意した。 玆に 特に 一寸 附け 加へ て 置きた きこと は、 長官が 私に 向って 改案 

の 必要 を 言 はる、 や、 極めて 親切に して、 誡 に理義 明白なる にも 拘ら す、 其の 體を 得ぬ かと 思 ふ、 と 結び、 疑問 

の餘地 を存し 澄き て 他の 意見 を 問 はる 、等、 實に 寛厚の 態度に 出で 冷汗 背に 洽 かりし は、 今尙ほ 忘れん と 欲して 

忘る、 能 はざる 所であって、 嚴 たる 其の 上官の 風、 溫乎 として 下僚 を 指導す る 態、 敬虔 措く 能 はざる 所で ある。 

それ はさて おき、 數 日の 後、 小 泉 氏の 稿 成り 囘 付し 来る。 就て 見る に、 氏の 文章の こと，^ て惡 からう ネ= なく、 主 

意に 多少 不備の 點 もあった が、 文字に 魅せられ、 左程 氣 にも 留まらなかった。 そこで 再び 改案を 具して 中途 參事 

官窒 まで 行く と、 今度 は 參事官 に 異論が ある。 當 時の 參事官 は 大內氏 (丑 之 助、 今の 關東 都督 府 外務 總長) と、 

大 ill!; 氏 (麟 平、 今の 警視 總長) であって、 先 づ大內 氏の 言 はる &に は、 成程 文章 は 善い、 併し 戶ロ 調査の 論齿と 

して は、 尙ほ 不備の 點が あると。 而 して 之 を大津 氏と 計りた るに、 大津氏 も大內 氏に 同じた。 是に 於て 乎、 私 は 

再び 修正案 を 起草すべく 餘儀 なく せられた。 そこで 私 は 更に 一案 を 起し、 參事官 に 提出した るに、 參事 {R は 之が 
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文 宇 を 修正せられ たる 上、 小 泉 案と 參事官 案と を携 へて、 長官の 決裁 を 請 はれた るに、 長官 は參事 {R 案 を 採られ 

た。 卽ち 三十 八 年 八月 二日、 論吿 第二 號を 以て 「府 報」 に發 表せられ たる ものが、 それで ある。 此の 論吿、 發表 

せらる る や、 有 泉 (朝 次郞) 飜譯官 之 を漢譯 せられ、 谷 (信 敬) 飜譯 {R 校正せられ、 山 本 (竞 山) 氏に 執， せし 

めら れ、 長さ 約 五 尺、 幅 約 二 尺五寸 (以上 曲尺) の 一枚 招 を、 五 千 三百 部 印刷して、 街庄 役場 や、 保 甲 役場 や、 

市場、 廟宇 等、 本島人の 出 人 頻繁なる 所、 又は 群集す る 所 は 勿論、 常に 往来の 頻繁なる 路傍 等に、 之 を^ 附 して、 

戸口 調査の 主 3:: の存 する 所 を 周知せ しめられた。 

かくして 臺灣 における 戶ロ 調査 は、 明治 三十 八 年 十月 一 日より 三日に かけて、 蕃地 を 除く 臺灣の 住民に 關 して 行 は 

れた。 それ は 民籍、 男女、 年齢、 家族 關係、 職業、 住居、 言語、 阿片 吸 食 如何 等、 廣汎に 亙る もので あり、 明治 四十 

年 十月、 報吿を 完成した。 

顧みれば この 戶 口調 茶の 斷 行に ついては、 伯 は 八方から 非難の 聲を 浴びた ので あるが、 しかも 伯 は、 見事に 日本に 

おける 最初の 國勢 調査に 成功した のであった。 伯の 得意 まさに 想 見す ベ きで ある。 

伯 は 最初の 戸口 調査の 終った 明治 三十 八 年 十 一 月 十六 日、 臺灣 統計 協會 第一 一 囘總會 の 席上に おいて、 次の 如き 演說 

をな した。 

「せん さす」 卽ち戶 口 調査の 事と 云 ふ もの は、 最も 重大の 事業で あると 云 ふ 事 は、 令 さら 中 述べる 必要 もない 事 

であり ますが、 各般の 人生 生活の 上に 影響を及ぼす 事で 御座います。 曾て 去る 明治 三十 年に、 當 時の 內務 大臣 樺 

山 に 向って、 が衞生 W 長たり し 時に 意見書 を 出して © きました けれども、 中々 此の 事業 は實 施せら るる 運 


びに 至らなかった。 而 して 段々 星-霜 を經る 間、 議會に 於いて 一般に 實行 する 事 を 決した ので ある けれ 共、 時 W 等 

の爲 めに 妨げられて 實行 する 事が 能 はぬ ので ありまし たが、 臺灣の 方に 於き まして は、 幸 ひに 實行 する 事 を 得た 

のであります。 ； W し 乍ら 臺灣 の從來 の藤史 と臺灣 Q 治績に 向って、 或は 餘り 重大の 事業に 過ぎ はせ ぬかと 云 ふ 事 

は、 人々 呰 疑うた 點 であります。 然るに 之れ を完 うした と 云 ふ 事 は、 全くせ 民 協力に 成った 事に して —— la 接 W 

に當 つた 人 は 勿論の 事で ある けれども —— 此の 效果は 恐らく は 祖國に 刺戟 を與 へ、 善良なる 方法に 向つ て 良く H 

夫して 行く やうに と 云 ふ 事 を、 勸 齿 したる 事實 であらう と 思 ふので あります。 凡そ 此の 新殖 地の 事業 は、 祖闽 

に 刺戟 を與 へて、 其の 治績の 成功 を 以て 祖國の 腐朽 —— 老朽 を 防ぐ と 云 ふ 事 は 見聞して 居る が、 事實の h に斯く 

の 如き 事 を 見る を 得た るは滿 足す る 所であります。 獨り^^の滿足のみならす、 諸君に 於いても 滿 足せら るるで あ 

らう。 如何と なれば 此の 事業の 作す 所の 力 は 犬なる ものであった からであります。 

しかも 伯の 統計に 對 する 關心 は、 ひとり 戶ロ 調査の みに は 止まらなかった。 伯の 主張 は 常に 統計の 活用と いふ こと 

に存 し、 臺灣 統計 協會 における 伯の 講演 は、 何時でも 統計に ついての 學俗 接近と いふ ことで 終始した。 この 統計の 活 

用に 關し、 水 科 技師 は 追憶して 次の 如く 語った。 

叉 伯が 民政長官 在任中、 私 は 一日、 領臺 以来 十 年間の 進歩 を 統計的に 表 章して 之れ を 公刊され て は 如何と 提議し 

たるに、 長官 は 我が 意 を 得たり と爲 し、 直ちに 私 を 階上の 書齋に 導き、 つ 書架に 分類した る 各種の 統計 を 示し、 

r 予 (伯) は 曾て 此の 事 を 思 ひ、 斯く 材料 を m 集し つ、 ある も、 未だ 完成の 域に 達せす、 故に 速 かに 著 手せ よ。 

而 して 臺灣 財政 獨 立の 計畫に は、 幾多の 重要なる 統計が あるから、 峽 事務官に 就いて 閱 覽 せよ」 との 注意 を 受け 
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た。 是れ から 數 箇月の 後. 私 は 和英 對譯の 「臺灣 十 年間 之 進歩」 (The  pro.liTess  of  Taiwan  (Formosa)  for  tho 

Years  189rL  604) を 編纂した。 これ は 明治 三十 九 年 二月、 發刊 されて 廣く 中外に 配付され た。 當時內 地に は大 

なる 反響がなかった 樣 だが、 歐 米の 新聞 雜誌 中には、 之れ を摘錄 し、 或は 批評 的に 臺灣の 進歩 を讃歡 した もの も 

あった。 而 して 外人が 統計 を 見る の 明 あるに は、 敬服した こと もあった。 

さらに 臺灣 における 統計の 整備に ついては、 統計 學者 たる 猪間驥 一 が 次の 如く 記して ゐる。 

伯の 臺灣に 於け る 事業 を 語る 際、 4r 一  つ 言及 せざるを得ない ものが ある。 統計の 整備 之で ある。 戶ロ 調査の 如き 

も 統計 事業に 相違ない が、 之 は 規模が 大きい のと、 一時的に 可な りお 祭騒ぎ をして 行 ふの だから、 多少 遣り 映え 

のす る 仕事で あるが、 普通の 行政 統計 は、 當局 者と して 全く 面白味の 少ぃ 仕事で ある。 ； W し 伯 は、 嘗て 衞生 局長 

時代に 建議され た 所 を 自ら 臺灣に 於いて 實 施された。 臺灣現 住 人口統計、 同人 ロ動靜 統計、 同 罪 統計、 同事 事 

統計 を 初めと し、 通信 農業 工業 糖 業 等に 關 する 統計の 充實 は、 往々 內地 統計 を拔 くもの が あり、 其の 斯 C 如き を 

致した もの は、 全然 伯の 行 爲とは 云 はざる 迄 も、 伯の 力 最も 多き を 疑 ひ 得ない。 斯る 地味な 仕事に、 多大の 注意 

を拂 はれた こと を 見る によって、 伯が 如何に 科學的 精神に 富み、 如何に 社會の 合理的 經營を 心掛けて 居られた か 

を 知る ので ある。 (「都市 問題」 笫八卷 第六號 一 三 〇 頁) 

一 〇、 臺灣 中央 研究所 

伯が 臺灣に 創設せ る 調査 研究 機關 にして、 逸すべからざる ものの 一 つ は、 臺灣 研究所で ある。 


研究所の 前身と もい ふべき もの は、 專賣； S 檢定 課であった。 その他 殖産 局に も、 醫學 校に も 試驗所 はあった。 

しかし これら は經 費の 關係 上、 限られた る 目的の ために、 小規模に 限定せられ ざる を 得なかった。 これら を 給 合し、 

統一して、 大規 校なる 研究所と したの は、 高木 友 枝の 建言で あり、 且つ は 伯 自身の 創意であった。 右に ついて 高木 は 

語る。 

臺灣 研究所と 云 ふの は、 東京の 理化學 研究所の やうな ものである。 從 つて 都市 衛生と は關 係が 薄い かの 如くに も 

思 はれる が、 其の 內に 衞生學 部と 云 ふ ものが あって、 熱帶 病理 以外に 熱帶 衛生の 研究 をして 居る 東洋 唯一の 機關 

である。 此の 硏究 所の 出来る 迄 は、 ガス も 無く 水道 も 無い 時代で あるから、 試 驗管は アル コ— ル ランプで 熟する、 

壓 力の かかった 水 は 絕對に 使 ふこと が出來 ぬと 云 ふ 不便 極まる ものであった。 そこで 自分 は 此の 不便 を 除く 爲め 

に、 綜合 研究所の 必要 をカ說 すべく 復案を 練って 長官 邸に 行った。 面接して 自分から 三、 四 分 間 話 をす ると 後藤 

さんが、 「それ は その：：」 と 云って 膝 を乘り 出して、 あべこべに 研究所の 必要 を 一時間 半 ほど 自分に 講釋 をし 

て、 研究所 設立の 議が卽 時に 決した のであった。 如何にも 後藤 式で ある。 臺灣に 来た ほどの 人 は 博物館、 專賫： S 

ェ 場と 共 に 必す 見學す ベ き 學問上 の 名所 である。 

かくして 裹灣 研究所 は、 明治 四十 年度より 五箇 年 繼續、 新營費 五十 五 萬圓を 以て、 创設 される ことにな つた。 その 

RE 的 は、 

本島 一一 於 ケル產 業 並 一一 衛生 一一 關シ、 特 一一 研究 調査 ノ 必要 ヲ 認メ、 玆 一一 科學的 研究所 ノ 設立 ヲ計 畫シ、 一 ハ科學 上 

ノ 見地 ヨリ、 本島 ノ產業 並 二 衛生上 ノ 施設 二 資シ、 一 ハ熱帶 一一 於ケル 各般 ノ 研究 調査 ヲ ナサ シメ、 大 一一 科學界 一一 
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貢獻ス ル所ァ ラ ン。 

とする にあり、 明治 四十 二 年に は 一部の 建築が その ェを竣 つたので、 同年 四月から、 いよく 研究 を 開始す る やうに 

なった。 この 研究所 は、 最初 その 目的に 準じて、 化學部 及び 衛生 部の 二つに 分った。 そして その後、 必要に 應 じて、 

次第に 業務 を擴 張した が、 部 制 は 依然として 化學、 衞 生の 二部であった ため、 名實 やや 相 協 はざる の 感を爲 すに 至つ 

た。 卽ち 次の 通りで ある。 


三 

プ 


三 

七 


化學部 

一 般 ノ化學 分析 一一 關ス ル 事項 

農業 一一 關ス ル化學 的試驗 研究 

電 氣化學 -關ス ル試驗 研究 

純正 化學  一 I 關ス ル試驗 研究 

有用 動植物 一一 關ス ル試驗 研究 

衞生擧 部 

細菌 學及 原生動物 學 一一 關スル 研究 

熱帶 地-一 於 ケル衞 生-一 關スル 研究 

家畜 傳染病 及 殖産 上 ノ 細菌 一一 關スル 研究 

其 他 衛生 一一 關スル 一 切 ノ硏究 


二  H 業 ニ關ス ル化舉 的試驗 研究 

四 衛生 一一 關ス ル化學 的試驗 研究 

六 物理 化學 -關ス ル試驗 研究 

八 其 他化學 一一 關ス ル 一 切 ノ硏究 

十 白 蟥害豫 防 調査 一一 關スル 事項 

二 傅 染病ノ 病原 病理 豫防 法治 故 法 一一 關スル 研究 

四 藥物 學^; ゅ物學 一一 關スル 研究 

六 水中 細菌 學-ー 關スル 研究 

八 隨造 一一 關スル 試 驗硏究 


のちに 研究所に、 隨造學 部、 動物 學部等 を增設 したの は、 この 研究 範闺擴 張の 實 際に 應 ぜんがた めであった。 そし 

て 大正 十 年 八月に は、 さらに 總将府 管下の、 各種 產業調 茶硏究 施設まで 統一して、 その 名 も 中央 研究所と なし、 農學 

部、 林學 部、 衞生部 等の 部 を 設け、 各部 を さらに 科に 分ち、 地方 支所 を 統轄す る 組織と なった。 そして この 中央 研究 

所が、 純正 科學 上、 多大の 貢獻 をな すと 同時に、 植民地の 實際 施設の 上に、 重要な 寄與 をな した こと は、 顯 著な 事實 

である。 

臺灣 研究所の 開設 は、 すでに 伯が 滿鐵に 去った 後で あつたが、 その 创始 は、 伯の 臺灣 在任中に あって、 いはば これ 

は 伯の 臺灣に 遣した る 最も 有意義なる 僵土產 であった と 云 ひ 得る。 

一 一、 聖上の 叙感に 浴す 

明治 三十 六 年养、 大阪に 博 覽會が 開催され た 時、 臺灣の 新聞 は、 「臺灣 館 御 臨幸 J と 題して、 五月 一日 大阪 發電の 

記事 を 次の 如く 掲げた。 

本日 午前 十一 時 天皇陛下 臺灣 館に 臨幸 あらせられ、 篤慶 堂に 暫時 御 休憩の 上、 後藤 民政 長 {R 審杏 部長の 資格に 

て館內 各部 を 御 案內申 上げ 陛下に は 少しも 御 倦怠の 御氣 色な く 全部 天覽 あらせられたり。 明 二日 は 皇后陛下 

御來館 あらせら る、 苦な り。 

それ は臺灣 にと つても、. また 後藤 長官に とっても、 無上の 光榮 であった。 明治 三十 六 年と いへば、 伯が 新 領土に 赴 

任して すでに 五 星霜、 土匪 はすで に 平定し、 三 大事 業の ェも 半ば 成り、 三 大專寶 法 は 活用 を 開始し、 産業の 開發、 文 
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化の 施設 も 急速なる 進展 を 現 はしつつ ある 時であった。 

さう いふ 時に 當り、 臺灣 館に 明治天皇の 行幸 を 仰ぎ、 新 領土 經營 に關 する 御 認識 を 得た ので ある。 伯 を はじめ 臺 

灣島 悉くが、 感淚 にむ せんだ こと は、 想像に 餘り ある。 これ を當 時の 新聞 は (臺灣 n! 日 新報、 一一 一人. 五. 五) 次の 如く 

傳 へて ゐる。 

天皇陛下が 新 領土に 御 心 を 注がせ 給 ふこと は、 本島人と 共に 內地 人の 等しく 感激に 堪 へざる 所で あるが、 仄かに 

承る に 兒玉總 督に對 せられて は、 拜謁 毎に 詳しく 臺灣の 事情 を 御下問に 相 成り、 又 イツ、、 ソャ 後藤 民政長官に 拜 SI 

を 賜った 節、 何 sK れ となく 新 領土の 近狀に 就き 御下問に 成った さう だ。 

それで 長官 も聖 慮の 在る 所に 感激 措く 能 はす、 報 效の念 益々 堅し と 傅 へらる \ が、 ー體 陛下の 親しく 御下問に 

预 るの は 親任官 以上と 限られて ある さう だ。 然るに 此の 破格の 御下問 を 蒙った の は、 いまだ 親任せ ならざる 後藤 

長官の 榮譽 とせら る、 所で あらう し、 如何に 陛下が 臺灣に 御 心 を 注がれ 給 ふか を 推測し 奉る 所で あると 云って、 

當時 陛下の 御 側に 居た 人が 話した さう だ。 

後年 伯 は 明治天皇の 御 盛 德に關 し、 臨時 陸軍 檢疫 部の 際の 光榮 と共に、 この 大阪博 覽會當 時の それ を拜 話して、 

その 感激 を 新たに した。 

其 の 次に 自分 は大阪 博覽會 に 於いて、 臺灣 のこと に 就い て 親しく 御 說明申 上げる 光榮に 浴した ことがあった。 

陛下 は 「さう かゥ ンく」 と 仰せられ てお 笑 ひに なった ことがあった。 當時田 中光顯 伯が お供して 居られた が、 

其の 內に 京都で 伯に 會 つた 所が 伯 は、 君 は 非常な 榮 だぞ、 此の間 博 覽會の 說明を ゆ 上げられ たが、 陛下の 御 


感に 人って、 「さう か ゥン/ \J と 仰し やった が、 あんなお 言葉 を 得た 者 はない ので あるから、 實に 大變な こと 

だ、 君 はどう 感じた かと 問 はれな。 自分 は 唯 だ 恐縮 罷り 在る 斗り であり ましたが、 別に 何も 感じ ませなん だと 言 

ふと、 田 中 伯が 「彼 はな かく 臺灣 のこと は 勿論 經綸 に對 しても 考 へて 居る やう だ」 と 云 ふ 御言 葉が あつたから、 

君に 一寸 傳 へて 置く と 云 ふこと を 言 はれた。 この 事 も 前段 *. 述べた と 同様に、 自分の 心中に 深い 感激 を 刻まれた 

ことの 一つ である。 

伯の 感激 恐愤、 まさに 察知すべき ものが ある。 況んゃ 明治 三十 九 年 四月 十一 日、 臺灣 統治の 勳 功に 依り、 特に 男爵 

を 授けられ、 特旨 を 以て 華族に 列せられ たるに 於て を や。 

相 馬 事件に 述 座して 入獄し、 渐く靑 天 白日の 身と なって より 十 有 一年 餘。 その 當時 において、 何人が 今日の 光榮を 

豫 想した であらう。 しかも 伯の 名譽 は、 人爵の みに 止まらなかった。 伯が 統治 十 年、 臺灣 島に 建てた る 文化的 新社會 

は、 永久に 生長す る 彼の 記念碑で ある。 事實は 永遠に 拂 拭すべからざる 記録と 爲 つて、 人文史 上の 幾 頁に その 姿を殘 

したので ある G 

その 記念碑の もう 一 つ は、 農學士 川上 瀧 彌が、 新 高山 頂に 發 見せる 新 植物に 付けた 「兒玉 菊， 一、 「後藤 草」 なる 名稱 

の 上に も ある こと を、 ここに 書き！^ ふへ てお かう。  . 
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一、 桂の 南進 論 

n 本が 初めて 臺灣を 領有した 時、 當 時の 指導者 達の 頭に 閃いた 偉大なる 事實 は、 對 岸に 支那 大陸が 撗 はって ゐ ると 

いふ ことであった。 

殊に 福 建 省 は、 ？萨 湖島 を 挟んで、 一一 百 はば 臺灣 から はほんの 一 跨ぎの 地で ある。 巨體を 擁する 黑船を 用 ふるまで もな 

く、 帆と 權 による 無数の 戎克 船が、 臺灣と 厦門と を 絶えす 述 絡して ゐた。 

靑 色に 蜜ら れた地 圖の海 は、 臺灣が 外界から 隔絶せ る 一 孤島で あるかの 印象 を、 人々 に與 へる。 しかし 事實、 海 は 

民 土 を 隔離す るよりも、 これ を 連絡す るに 役立つ 方が 多い。 山岳に よって 割られた 陸續 きよりも、 海に よって 隔てら 

れた對 岸の 方が、 經濟 的に、 社會 的に、 また 文化的に、 密接なる 關係を 結ぶ のが 常で ある。 

加 ふるに 民族的に 觀れ ば、 臺灣と 福 建 省と は、 全く 同一人 種の 建てた る社會 であった。 臺灣 島お の 大部分 は、 對岸 

地方からの 移民であった。 彼等 は 絶えす、 故鄕 なる 對 岸の 親戚 故舊と 交通して ゐた。 歴史的に 觀て も、 臺灣島 は 永く 

福 建 省の 附屬 地と して、 その 行政 的範圍 のなかに ：1 人され てゐ た。 

これらの 地理 的、 社會 的、 經濟 的、 文化的、 歷 史的、 民族的 事實 は、 臺灣が 日本の 锁 有に： I したる 後 も、 牢乎と し 


て 存在して ゐた。 この？： g 然 たる 事 實を 無視して、 新 領土 を 統治す る こと は 不可能で ある。 

端的に 言へば、 臺灣 統治と いふ こと は、 一面に おいて、 對 岸經營 とい ふこと であった ので ある。 

加 ふるに 大ョ本 主義の 潮に 乘れ る當 時の 指導者 達 は、 臺灣島 を もって、 日本の 植民 的發展 の終點 とは觀 なかった。 

それ は 南へ 南へ と 伸び 行く 國 力の 一 つの 飛石に 過ぎなかった。 この 飛石の 上から 手を驟 して 眺 むれば、 西の方に は 南 

淸の廣 犬なる 沃野が あり、 南の 方、 雲 波の 上に 浮ぶ もの は、 南洋の 諸島で ある。 一た び臺灣 島に 鵬翼 を 休めた る 後、 

何時か はこの 大陸と 大洋の 上に、 飛翔す る 時が 来なければ ならぬ。 

その 最初の ー擧 手と して、 對 岸經營 とい ふこと が、 また 重要性 を 喚起した。 

北 は 樺 太、 南 は 臺灣に 到る 列島に よって、 亞細亞 大陸 を 半月形に 抱き、 以て 東洋 平和の 耍鍵を 握る ことが、 明治 維 

新 以來、 日本の 國 策の 根 本義であった こと は、 すでに 述べた 通りで ある。 今や 日 淸戰爭 の 結果、 朝鮮半島に 扶植せ る 

わが 勢力に よって、 日本海の 安全 は 確保 せられた。 次いで 南支那海 における 覇權の 樹立 は、 對岸福 建 省に、 わが 潜 勢 

カを蓄 ふること から はじまる。 若し 福 建の 沿岸に 適當の 立脚地 を 得たならば、 この 狹隘 な る 臺灣 海峽を 航行す る 船舶 

にして、 日本の 視野 を 免れ 得る もの は 殆どない であらう。 この 意味に おいても、 また、 對 岸經營 とい ふこと は、 新領 

土 經營と 離るべからざる、 重大 關鏡 をな す ものであった C 

この 當時 日本の 指導者 達の 抱け る經綸 を、 最も 露骨に 披瀝せ る もの は、 第一 一代 臺灣 總督桂 太郞の 意見書であった。 

彼 は 先 づ筆を 起して 曰く。 

太郎 曩 一一 臺灣 總督ノ 重任 ヲ蒙 リ、 ータヒ 任地 一一 就キ、 臺灣？ a 湖 及 ヒ南淸 沿岸 ヲ 巡視 シ、 將 一一 其 職 一 I 當ラ ン トス ル 

第 臺灣 民政長官  ■  四 ニー  一 


笫七節 對 岸經督  四 一四 

一一 方リ、 將來ノ 施設 一一 關シ、 1; ナ乂 一一 所見 ノ概 梗ヲ摟 述ス。 

戰勝ノ 結果 トシ テ臺灣 ノ我帝 國版圖 一一 歸ス ルャ、 其 施設 經營ス へキ者 諸多ァ リト雖 トモ、 之ヲ要 スルー 一、 內 一丁 ン 

テ殖產 興業 以テ富 源ヲ開 發シ、 之ヲ外 一一 シ テ臺、 懲ノ 地勢 一一 據テ國 勢 伸張 ノ他ァ ラサル ナリ。 熟 ラ惟フ 一一、 臺灣 

ノ 施設 經 營ハ、 單ー 1 臺灣ノ 境域 一一 止 ラス、 更ー 一大 一一 對外 進取 ノ確 策ナ カルへ カラス 

然 らば その 「對外 進取 ノ確 策」 と は 何で あるか。 それ は對岸 地方 を經營 して、 わが 南進 策の 根據 とすると 共に、 列 

强 支那 分割の 形勢に 備ふ べしと いふの が、 桂 總督の 意見であった。 卽ち續 いて 曰く。 

抑モ臺 灣ノ？ B 湖 列島 ヲ挾 ミテ 南淸ノ 沿岸 ト相 對シ、 而カ モ 門ノ 要港 二 交通 シ、 以 テ南淸 一 帶 ノ地ト 關係ヲ 保チ、 

南ハ 南洋諸島 一一 連リ テ遠ク 南海 ヲ制ス ルノ 形勢 ハ、 恰モ 日本海 一一 於テ 九州 ノ對島 ヲ介シ 朝鮮 牛 島 ト*< 持シ 釜.^ 

港ト 交通 密接 シ、 以テ 半島 ヲ控制 スルノ 形勢 一一 彷彿 タリ。 旣往 ハ獨リ 日本海 ノ 安全 ヲ 維持 シ而 シテ 國敏ノ 失墮ナ 

シト雖 トモ、 將 來ハ更 一一 進ンテ 支那 海ヲ 壓シ、 南淸ノ 沿岸 ト 密接 シ、 南洋 ノ 列島 ト 交通 シ臺、 ？ B ノ地利 一一 據 テ.^ 

テ大 一一 國勢 伸長 ノ策ヲ 採 ラサ レ ハ、 遂 一一 百年 ノ憾ミ ヲ遣ス 一一 歸セ ン。 

淸ノ 老朽 積弊 ハ、 永ク其 版圖ヲ 維持 シ能 ハサ ルハ、 列 國ノ旣 一一 環視 豫想ス ル處、 特 ニニ 三ノ强 國ハ、 遼東 還付 ノ 

報酬 トシ テ、 將ニ 彼レガ 財政 ノ權 カヲ 占得セ ント 務メ、 其 政策 著々 視ル へ キ者 ァリ。 一 朝淸ュ シテ事 端 ヲ開カ ン 

力、 强國ハ 競 テ彼レ 力 i 乂土 一一  割 據シ、 以テ 多年 ノ 欲望 ヲ達 セン トス。 

此時 一一 當リ、 我 帝國ハ 果シテ 如何 ノ策 一一 出 テンカ。 空 シク袖 手 傍觀セ ン トセ ハ卽チ 止ム。 苟乇 風雲 一一 乘シ テ阈勢 

ノ 伸張 ヲ計 ラント 欲セ ハ、 豫メ其 要意ナ カル へ カラス。 而シテ 之 レカ耍 意 タル 者他ァ ラサル ナリ。 (中略) きチ 


s 門 一一 密接 ノ 交通 ヲ 開始 シ 、 福 建 ー帶ノ 地-一 潜 勢 ヲ保ッ べシ。 

^しながら、 かかる^ 極 政策に 對 して は、 小 日本 主義に 依る 消極 主義者の 反對が あり、 且つ 恐 歐病忠 者の 蕃縮 論が 

あった。 これらに むかって、 桂 總督の 記す ところ は、 次の 通りであった。 

或は 言ハ ン。 大陸 一一 我 領土 ヲ保ッ ハ、 偶々 以テ 外交 ノ 紛擾 ヲ 醸シ、 國家ノ 爲メ採 ラサル 所、 H 鑑近 ク遼島 一一 在リ 

ト。 又 或 ハー 一一 一口 ハ ン。 境壤 ヲ大國 一一 接 シ自國 內治ノ 紛亂ヲ 招 力 ン ヨリ ハ、 寧 n 之レ 一一 近接 セサ ルノ 優レル 一一 如 力 ス 

ト。 此 論議 一理 ナシト (「セ スト」 脫歟) 雖 トモ、 是 レ徒ラ 二 長 縮 偏執 ノ論ニ シテ、 我 帝國爲 政ノ主 3" ト爲ス 一一 足ラ 

ス。 遼東 ノ轍ハ 前者 旣ー 一之 ヲ識 ル。 後者 豈 一一 顧慮 スル處 ナカラ ンャ。 況ンャ 當時戰 後ノ國 勢止ム へ 力 ラサル モノ 

ァリテ 存ス。 蓋 シ苟モ 國カヲ 量 ラン トセ ハ、 時勢 ノ 異同 ト實 カノ 差違 ハ以テ 考究 セサル へ カラス。 假令强 國ト境 

壤 ヲ接ス ルト雖 トモ、 其 强國ハ 只 版 圖ノ擴 張 一一 止メ、 殖 ぉ地ノ 造成 一一 過キ サルノ ミ。 其 本 國ノ首 力 ハ遠ク 歐洲ニ 

列シ、 而カモ 其 列國ハ 相互 一一 疾視 反目 赏隙 ヲ覬 龊シ、 一日 ノ苟安 ヲ保ッ 能 ハサ ルノ 狀勢ヲ 胚胎 シ、 到底 其 首カヲ 

隔絶 ノ  5?1 (域 一一 擴充 スル能 ハサ ルャ 瞭然 タリ。 旣 一一 然リ。 强國カ 僅 一一 餘カヲ 以 テ 保護 維持 スル殖 地ト 隣接 スルモ _ 

お ンソ我 內治ノ 紛擾 ヲ醸ス ノ虞ァ ラ ンャ。 若シ 夫レ此 進取 策 一一 伴 フ我帝 國作戰 上ノ計 畫ハ、 他日 ヲ以テ 開陳 ス ル 

處ァ ル ヘシ。 

さらに 桂 總督は 筆を轉 じて、 臺灣 と南淸 との 地理 的、 經濟 的、 風 敎的關 係を說 いて、 對岸 經營の 必要 を說 くと とも 

に、 その 最も 時 {且 を 得た る 所以 を、 次の 如く 論じた。 

臺灣ノ 地 利 一一 依テ、 南 淸ニ我 勢力 ヲ 扶植 養成 セント スル ハ、 敢テ 難事 ニァ ラサル ノ ミナ ラス、 地勢 上然 ラシ ムル 
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處ニ シテ、 恰モ我 九州 ノ 上海 ト頗繁 交通 スル ノ狀ト 一般 ナリ。 南 淸ノ各 港、 就中^ 門ノ如 キハ、 近ク？ B 湖ノ 列島 

ヲ隔テ 、臺 灣ト相 向ヒ、 K 船大舶 一一 アラス ト雖 トモ、 猶能ク 僅々 數 時間 ノ 航海 ヲ以テ 達シ、 從來 彼此 交通 ノ 要衝 一 

一一 當リ、 臺灣ノ 貨物 ハ ータヒ 門 一一 集 收シ、 而シテ 四方 二 輸出 スルノ 現 狀ヲ呈 セリ。 故 一 一^門 ハ 自今 我 風敎、 货ー 

物、 流入 ノ新 門口 トシ テ我 政事 上、 貿易 上 最モ榧 耍ノ區 タリ。 之レ 一一 依 テ以テ 福 建 一 帶ノ地 一一 我 潜勢力 ヲ 扶植 養 一 

成シ、 他日 有事 ノ機 一一 備フ。 誠 一一 無理 ノ 業-一 アラス。 臺灣ト 度 門ノ關 係斯ク ノ如ク ナルヲ 以テ、 臺灣 一一 於ケル 土： 

匪 暴徒 ノ 鋒起 ハ、 該地人 等 ノ敎咬 鼓舞 スルー ーァ ラサル ナキ カト、 人ノ 思慮 スル 處ナ ルモ、 斯ル事 實ノ無 キハ、 常 一 

一一 該 地方 ヲ 偵察 スル者 ノ報吿 一一 依テ 明瞭 ナルノ ミナ ラス、 現 一一 本 宵 親シ ク該 地ノ我 外交 當 W 者 一一 就テ 確聞 ス ル處ー 

ナリ。 唯該地 一一 於ケ ル淸國 政府 ノ 官吏、 或ハ 政府 ト 密接 ノ關係 ヲ保ッ 二三 ノ商賈 等、 遙 一一 聲 援ヲ與 へ タル ノ 事跡 一 

ナ キー ーァ ラ ス。 然レ トモ 此地 旣往數 百年 來、 外交 ノ 風習 アル ヲ以 テ、 一 般 人お ハ 只管 商業 勿 一一 從事 シ、 而 j 

力 モ {m 有 ノ商賈 ハ 旣 一一 泰西 文明 ノ 何者 タ ル ヲ覺知 シ 、 我 邦人 一一 同情 同感 ヲ表 スル モノ ァリ。 特 一一 將來 臺灣ノ 事業 i 

ハ、 到底 我 邦人 ト結托 協同 ス ル 二 ァ ラサ レ ハ、 其 不利 ナル 事ヲ 覺知ス ルー 一至 レリ。 是レ 一一 依 テ考フ ，ル モ、 人心 ノー 

傾向、 地勢 ノ樞 要ハ、 正 シク我 勢力 ヲ 養成 扶植 スル 二足 ルノ 要地 ナリ。  一 

次いで 桂總督 は、 南淸 地方と 臺灣 との 關係 を、 朝鮮半島と 九州との 關 係に 對 比し、 「南 淸ー 帶ノ地 ハ^ モ 朝鮮半島； 

ノ 如クナ ラシ ム」 べしと 論じた。 次の 通りで ある。  一 

飜テ 朝鮮半島 一一 於 ケル我 勢 カノ 如何 ヲ顧 ミル 一一、 時 一一 消長 變化ナ キー 一 アラス ト雖 トモ、 其 勢力 ノ國內 一一 潜入 シタ： 

ル實ニ 異常 ノ數ニ シテ、 假令 半島 ハ 瓦解 土 崩シ、 二三 强國ノ 倂吞ニ 任 セン トス ルモ、 我 潜勢ノ 有力 ナルヲ 顧慮 シ： 


テ、 容 3^ 一  1 爪牙 ヲ張ル 能 ハサ ル ハ、 是レ現 時 ノ狀勢 ナリ。 斯ル勢 カノ 扶植 養成 セラ レシ ハ、 固 ヨリ 多年 施政 ノ妥 

一一 出テ タルモ ノー 丁 ンテ、 一朝一夕 ノ業ニ ァ ラサル ャ論 ナキナ リ。 朝鮮半島 I 一  於 ケルノ 證跡旣 二 此ノ 如シ。 今す 港 

ヲ 立脚 ノ地ト 爲シ、 厦門 ノ港門 ヨリ 我 勢力 ヲ南淸 一 1 注入、 ン、 他日 南淸 一 帶ノ地 ハ恰モ 朝鮮半島 ノ 如クナ ラシ ムル 

ノ要 意ハ、 今日-一 於テ 緊急 切 實ナル 所以 ナリ。 

これ を 要するに、 ；：！！^ 總 普の 意見 は、 臺灣を 以て、 わが 植民 政策の 終點 たらしむ る ことなく、 帝國 南進 策の 起點 たら 

しむべし とい ふに あった。 そして 彼 は、 結論と して、 次の 如く 述べた。  - 

臺灣ノ 地勢 ハ獨 リ南淸 一一 對ス ルノ ミナ ラス、 更 一一 南方 群島 一一 羽翼 ヲ 伸張 スル 一一 適宜 ノ 地位 ヲ 占ム。 現今-一久 門 ヨリ 

南洋 一一 向 テ勞働 出稼ス ル者實 一一 拾 萬ノ多 キー 一達 シ、 隨テ 南洋 貿易 ハ 米穀、 雜貨極 メテ多 キー 一達 シ、 將來 臺灣ヲ 

據 トシ 、南洋-一向 テ 政事 商事 ノ 勢力 ヲ 伸張 スル、 又 固 ヨリ 難事 一一 アラス。 之 ヲ實行 セント スル 者ハ、 一 一一 航海 力 

ノ 強弱 如何 一一 依テ 存ス。 航海 擴張 ノ議旣 一一 廟議ノ 存スル ァリ。 然レ トモ 臺灣 及南淸 沿岸 南洋 一一 對スル 航海 摘 張 ノ 

議ハ、 本官 又 別 一一 處見ノ アルア リ。 要 スルー 一 我 日本 帝 國ハ、 前 一一 日本海 ノ 安然 ヲ 保チ、 朝 ii 半島 ヲ控 制シ、 浦盥 

斯 德港ノ 咽喉 ヲ捉 セシ 力、 戰後ノ 今日 時勢 ー變、 所謂 北 守 南進 ノ策ヲ 執リ、 日本海 ノ  til 域 ハ遠ク 支那 海 ノ區域 二 

進メ、 其 沿岸 各地 一一 向テ 進取 ノ計 畫ヲ立 テント 欲スル 一一 在リ。 

以上が 明治 二十 九 年 七月、 臺 灣總督 子爵 桂 太 郞の忌 律な き 意 である。 そして これ は當 時日 本の 指導者 達が、 ひと 

しく 胸に 描け る國 策の 大樣 でもあった。 
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二、 兒 玉の 對岸經 營覺書 

桂に 次いで、 乃 木 希 典が 第三 代 總督の 任に 就き、 その 辭 職の 後 を 承け て、 第 四 代 總督の 椅子に 就いた のが、 兒玉源 

太郞 である。 

兒 玉と 桂と は、 共に 長 州 系 軍部 出身の 政治家であって、 私的に も 親交が あり、 特に 深く 政治的に 連繁 して ゐ たこと 

は、 旣に 述べた ると ころで ある。 その 南進 政策に ついて、 兩 者の 意見が、 符節 を 合する 如くな りし こと は、 毫も 怪し 

むに 足らない。 

明治 三十 二 年 六月、 兒玉 總督の r 臺灣 統治 ノ旣往 及將來 一一 關ス ル覺 書」 は、 上揭 桂の 意見 を 敷衍し、 さらに 具體化 

した ものであった。 卽ち 次の 通りで ある。 

1、 南進 ノ 政策 ヲ完 ウス ルー 一 ハ、 內 統治 ヲ 勵シ、 外 善隣 ヲ努 メ、 可成 國際 上ノ事 端ヲ生 スルヲ 避ケ、 對岸 國並 

一一 南洋 ノ 通商 上 一一 優勢 ヲ占ム ルノ策 ヲ講ス ル事。 

一、 本島 民ヲ 統治 スルノ 全效ヲ 收ムル 一一 ハ、 唯 島 內ノ鎮 壓ト其 民心 ノ收 欖ノミ ヲ以テ 主眼 トスへ カラス。 必ス對 

岸 福 建 省、 殊 一一 厦門 ノ 民心 一一 注意 シ、 其 歸向ヲ 察シ、 反射的 一一 島民 ノ 安堵 ヲ 圖リ、 統治 ノ 目的 ヲ 達スル 方針 ヲ 

採 ル可キ コ ト。 

この 二 項 は、 帝 國南淸 政策の 极 本義 を 閱 明せ るに 過ぎない。 ただ 桂の 意見書に 比し 異色と して 認 むべき は、 對岸經 

營の 必要 を、 臺灣 統治の 方面より、 カ說 せる 點 である。 桂が その 論據 を、 大日 本 主義 的國 策の 遂行に のみ 求めた こと. - 


は、 たと へ 架空 的と いふべ からざる も、 兒 玉の 主張す る この 論據の 方が、 より 實際 的に して， より 強力なる 壓カを も 

つ こと は、 疑 ふべ からざる ところで ある。 これ は 多年 臺灣 統治の 實 際體驗 が、 日本の 指導者に 敎 へたる 厳肅 なる 教訓 

であった。 

さらに 次の 二 項 は、 對岸經 營とは 直接の 關係 はない。 一は 財政 獨 立の 見地から、 三 大專賫 法の 實施 を說 き、 他 は 民 

治の 极本 として、 土地 調査 及び 保 甲 制度の 必要 を 論じた ものである。 ただ 注目に 値する 事實 は、 十四 項に 互る 兒玉總 

督の覺 書のう ち、 純粹 の島內 統治に 關 する もの は、 次の 二 項に 止まる ことで ある。 以て 彼が 臺灣 統治 上、 如何に 對岸 

經營に 重點を 置け る や を 見る に 足る。 

換言すれば、 兒 玉總督 の臺灣 統治と は、 要するに、 對 岸經營 とい ふこと と 同義で あつたので ある。 

一、 本島 財政 ノ獨 立ヲ 圖リ、 可成 母國 政治 上ノ變 動、 又ハ 財政 ノ變更 ヨリ 被 ルへキ 影響 ヲ避 ケ、 且旣ー I 經驗 シタ 

ルカ 如ク、 本島 統治 ノ 方針 一一 變更ヲ 及 ホシ、 爲メ 一一  母國ノ 威信 ヲ失フ 所以 ノ 原因 ヲ 除却 スルヲ 必要 トス。 是 

二 於 テカ阿 £::、 食鹽、 樟腦ノ 三 大專賣 ヲ以テ 主ナル 財源 トシ、 之ヲ助 クル 二、 地方税 ノ 制ヲ以 テシ、 凡 ソ三ケ 

年 ヲ以テ 其 大成 ヲ期 シ、 公債 一一 依リテ 必要 ノ 事業 ヲ 起シ、 地租 及 關稅ノ 增加ヲ 以テ、 返 濟スル ノ方案 ヲ定ム へ 

キ コ ト 0 

一、 地籍 詳ナ ラス、 人口 明 カナ ラサル ハ、 皆 統治 ノ本 ヲ紊ル モノ タル ハ 勿論 一丁 ンテ、 特ー 一新 領土 一一 於テ、 統治 上 

是等 詳明ノ 急要ヲ 認メ、 之レカ 調査 ノ機關 トシ テ、 土地 調査 ノ制ヲ 定メ、  i ッ保甲 ノ制ヲ 設ケ、 地籍 人口 ヲ明 

確 ニシ、 永久 統治 ノ 用意 ヲ知 ラシ ムへキ コト。 
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第五 項に おいて 兒玉總 ^は、 築港 問題 を 論じた。 しかも 度 門 港 を 以て r 臺灣 島-一 附置セ ラレ タル 東洋 有數ノ 良港」 

と =1 する に 至って は、 彼の 氣宇 すでに 對岸 地方 を 呑める を 見るべき であらう。 また. _ ^門 港 を 以て、 事實 上臺灣 島の 附 

屬 地と 觀る ことが、 却って 臺灣 統治の 大方 針 を 誤 まらし めざる 識見であった。 兒 玉の 論す ると ころ は、 次の 通りで あ 

つた。  - 

一、 築港 ノ業略 調査 ヲ了 セリ ト雖、 本島 從來 天然 ノ 良港 ヲ 缺ク。 是治臺 策 ヲ說ク 者ノ皆 齊シク 歎- t スル處 ナレト 

モ、 畢竟 經營ノ 眼識 本島 內-ー ：！！^ スルノ 致ス所 ナリ。 少ク 眼識 ヲ大 一一 シ、 a 帝國ノ 本島 占領 ノ本 ビピ 一依 リ經 營ヲ 

試ムル トキ ハ、 東洋 有數ノ 良港 本島 一一 附置セ ラレ、 旣 一一 數 百年 來島 K ノ 利用 セル モノ ァリ。 之ヲ 利用 スルノ 方 

法 ヲ講ス ル ハ、 所謂 天惠ヲ 空フ セサル モノ 一一  シテ、 抑モ 亦帝國 本島 占領 ノ意 ニ副フ モノ ナル ヘシ。 而シテ 所謂 

東洋 有數ノ 良港 ト ハ 厦門 港卽之 レナ リ。 范任 以-來 此點- 一向 テ 苦心 經 營シッ 、 アル ヲ以 テ、 早晚其 目的 ヲ達 スル 

時運 二 到著シ 得へ キ コ ト。 

第 六 項 は、 厦門 住 2^ の、 わが 臺灣 統治に 對 する 意向の 變 化を說 いた ものである。 

一、 厦門 住民 ノ 意向 近来 一 變シ、 大 一一 臺灣ノ 統治 ヲ仰 慕シ、 歸化ヲ 乞フ者 日々 一一 加 フル ノ ミナ ラス、 諸般 ノ 企業 

一一 就 キ總督 府ノ誘 掖ヲ乞 ハント スルノ 傾向 アル ヲ以 テ、 總 督府ハ 此機ヲ 外サス 歩武 ヲ進 メ、 大 一一お 心ノ收 lg ヲ 

努ム ル事。 

而 して この-陵 門 n;^ 心の 變化 は、 わが 臺灣 統治の 實 績が擧 がるに 従って、 ますく 顯著 となって きた。 前述の通り、 

厦門と 臺灣と は、 あらゆる 點 より 觀て、 密接 不可 離の 關係を 有する 姉妹 地で ある。 臺灣が 對岸福 建 省 を 除外して 統治 


し 得ざる が 如く、  門 もまた^ 灣島を 度外視して 生活し 得なかった。 從 つて、 裏灣統治の實績と•i^門！li^心の：：^化とは、 

互に 因果の 關係を 以て 循環しつつ、 わが 對岸 經營の 基礎 を爲 したので ある。 

ゆしながら、 かくの 如き 民心の 變化 は、 單に さ漠 たる 「意向」 の變 化に 止むべき ではなかった。 この K 心の 變 化に 

塵すべき、 經濟的 施設の 變化 があって、 初めて 問題 は具體 化する ので ある。 そして 兒 玉總督 が、 その 第一 著 手と して 

提 i? したの は、 臺灣 銀行 支店 厦門 設置の 議 であった。 

一、 臺灣 銀行 支店 ヲ度門 一 Is クコ トハ、 夙 一一 總督府 ノ計畫 スル所 一一 シテ、 其眞意 上來述 フル 處ヲ 達スル 手段 ノ重 

要ナル モノ、 一  トス。 之 一一 依リ臺 厦間ノ 爲替ヲ 開始 シ、 次テ 厦門 ト他ノ 各地 方 トノ間 一一 於 ケル爲 替權ヲ S リ、 

尙淸國 人ノ预 金ヲ此 銀行 一一 收集 スル トキ ハ、 淸 國人ノ 帝國ト 利害 ヲ共 一一 スルノ 念 自然 一一 增加 スルヲ 以テ、 帝國 

ノ 威-信 先 ッ 厦門 一一 加 ハリ、 反射的 一一 臺灣 一一 及 ホシ、 治臺 ノ效ヲ 倍加 ス ル ハ 必然 ノ 結果 ナリ。 之從 來臺灣 統治 ヲ 

說ク者 ノ未タ 企 圖セサ ル所ニ シテ、 其 功鑌ヲ 牧ムル 一一 歳月 ヲ耍 スル コ トモ、 人ノ 想像 ヨリ ハ 速力 一 1 シテ、 確ナ 

ル へ キ事。 

一、 臺灣 銀行 支店、 厦門 一一 於テ、 各地 一一 爲替權 ヲ握ル トキ ハ.， 福 州、 潭州、 泉 州 一一 往復 スへ キ、 百晰 內外ノ 汽船 

ハ、 日 本籍 乃 日章旗 船ト 爲スヲ 得へ ク、 旣 一一 此等 沿岸 小 汽船、 日章旗 ヲ揭 クル ノ日 ハ、 福 建省內 要路 ノ 交通 權、 

卽チ鐵 道 架設 權ヲ、 專有 スルノ 伏線 タル へキハ 勿論 一一 付、 戰ハ ス シテ、 厦門 占 « ノ實ヲ 收ムル ハ難カ ラサル へ 

キコト 0 

一、 厦門 ニ於テ 上來述 フル 所ノ 優勢 ヲ占 ムル トキ ハ、 我 帝 國ハ、 恰乇彼 ノ英國 力 r スゥ M ス」 地峡 一一 於 ケルト 同 
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樣ノ 勢力 ヲ、 東洋 一一 專有 スルヲ 得ルモ 決シテ 難事  一一 了 ラサルへ キ事。 

臺灣 銀行 厦門 支店 設置の 問題 は、 事實 において、 對岸 經營の 經濟的 根本 を定 むべき、 直 犬なる 問題であった。 しか 

しこの 點 について は、 後藤 民政長官の 對 岸經營 意見 を 論す る 場合に、 これ を詳說 する ことと する。 

兒玉總 ^の覺 書 は、 更に 進んで、 在 門 特務 機關設 問題、 福 州 船 政局 問題、 福 建 省 鑛山撿 索の 議、 日本語 舉校を 

厦門に 設 くるの 議、 臺灣歸 化 法 制定 問題 等に 及んだ。 次の 通りで ある。 

一、 前來述 フル 處ノ 目的 ヲ達 スル 豫備ノ 手段 トシ テ、 或 事業 ノ爲 臺灣 總督ハ 厦門 一一 官吏 ヲ 在勤 セ シメ、 官衙ヲ 置 

キ、 叉 ハ 便宜 K 門 領事館 員ヲ シ テ其 事務 ヲ兼 ネシ ム ル ヲ得ル ノ制ヲ 內定ス ル コ ト。 

一、 福 州 船 政お ハ衰翻 ヲ極ム ルカ 故 一一、 之 ヲ帝國 一一 讓 ラシ ムルノ 策 ヲ講ス ルカ、 又ハ福 州、 腹門兩 所ノ內 一一 船渠 

ヲ 設ケ、 帝國 造船 ノ 技術 ヲ 示シ、 又 一方 一一 ハ、 對岸 交通 船 並 沿岸 交通 船ノ 新造 修理 一一 便 スルノ 策 ヲ講ス へキコ 

一、 福 建 省鑛山 撿索ノ 爲メ、 總督府 ヨリ 技師 ヲ 派遣 シ 調査 セシ ムル ハ、 今 日ノ 急務 タルコ ト。 

一、 日本語 學校ヲ 厦門 一一 設ケ、 總督府 ヨリ 補助 ヲ爲ス コト。 

一、 國籍 法ノ外 一一 臺灣歸 化法ヲ 設ケ、 恰 モ彼ノ 英國ノ 香港 又 ハ海峽 殖民 地 一一 於ケル 英國歸 化法ト 同一 ノ モノ ヲ規 

定 スルノ 必要 ナル コト。  以上 

以上 十四 項 を 以て、 兒玉總 督の覺 書 は 終って ゐる。 その 多く は、 實際的 施設に 立脚した ものであるが、 當時、 兒玉 

總督を 首班と する 臺灣 統治の 大方 針が、 奈邊 にあり しゃ を 察知す るに 足る ものが ある。 しかも この 覺 HE が、 單 なる 兒 j 


玉 源 太郞の 私見に あらす して、 他の 多くの 意見と 同じく、 民政長官 たる 後藤 新 平との 合作であった こと は、 想像に 難 

くない。 

し か も 後藤 民政 長官の 對 岸經營 に關 する 意見 を、 さらに 詳密に 表現せ る ものと して は、 次に 揭 ぐる 臺灣 銀行-腹 門 支 

店設 i!^ に關 する 意見書が ある。 

三、 臺灣 銀行 廈門 支店 設置 論 

その 當時 しば./. \ 會議を 重ねつつ あった 臺灣 銀行 创立 委員 食に 提出され たと 覺 しき、 次の. S 門 ま店設 S に關 する 意 

見 書 は、 果して 後藤 民政長官の 名に よりて 提出され たもので あるか、 或は 兒玉 總督の 名に よる ものであった か は、 不 

明で ある。 しかし、 たと へ兒玉 總督の 名に おいて 提出され たと しても、 その 一流の 論法より 觀て、 それが 後藤 民政 長 

宫の 起草 または 口授 成文に なった であらう こと は、 容易に 推察す る ことができる。 また この 意見書に は、 年月日 を附 

してない が、 「香港 上海 銀行 本年 上 半季 決算」 として、 一八 九 八 年上 半期の 決算 を 掲げて ゐる點 から、 この 意見書の 

起草が、 明治 三十 一 年の 秋から 冬に かけて であった こと は 推定せられ 得る。 

さて この 意見書 は、 ま づ臺灣 銀行 設置の 問題より 說き 起し、 r 臺灣 銀行 ハ其 業務 ノ範 圍極メ テ廣大 ナルヲ 耍シ、 政 

府モ 亦必他 一一 比類 ナキ特 權ヲ與 へ サルへ カラス」 とい ふ 世論に 同す ると 共に、 「從來 世人 ノ多 ク唱へ サ ル  一 ノ 希望」 

を 陳述 せんとて 次の 如く 記した。 

余ノ是 ヨリ 述へ ン ト 欲スル 希望 ハ、 徒ラ 二 範圍ノ 廣大ト 特別 ノ 保護 ト ヲ望ム モノー 一  アラス シテ、 銀行 其 モノ ヽ完 
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全ナル 成功 ヲ期ス ルカ 爲 一一、 ® 門 一一 一 ノ 支店 ヲ設 クル 一一 在リ。 而 シテ此 支店 タル ャ、 名 ハ臺灣 銀行 ノ 支店 タリ ト 

雖、 其 資金 ト勞カ トヲ用 フル コ ト臺灣 銀行 本店 ヨリ モ大 ナラ ンコト ヲ耍ス ルカ 故 二、 少ク トモ 其資 カノ 半 以上 ハ、 

之ヲ 支店 一一 充 テラ レン コ トヲ X 布望ス ル モノ ナリ。 

これが 門 支店 設篮 論の 骨子で ある。 然 らば 何の 故に、 かくの 如き 大 支店の 設置 を 必要と する か。 そ は 實に臺 灣經 

營の 死活に 關 する 大 問題で あるから である。 伯は繽 いて 論 する。 

該 銀行 ノ 設備 ハ、 本島 諸般 ノ經營 一一 關シ、 最 重要 ノ關係 アル コト ヲ認 メタル モノ ハ、 實 一一 將來 一一 於 ゲル 經濟 政策 

上 ノ問题 ナレ. ハナ リ。 若 此經濟 政策 一一 シテ完 力 ラサ ラン 力、 臺灣ノ 經營ハ 竟ニ營 養 不給ヲ 免 レス。 隨テ 諸般 ノ施 

設 亦其效 ヲ奏ス へ カラス。 否 必然 枯死 ス へ キヲ 信ス。 余 固 ヨリ 經濟 ノ經驗 一一 乏シ ト雖、 之 力 攻究 ヲ 等閑-一 付スル 

能 ハサ ル 所以 ノ モノ ハ、 其 必要 避ク へ 力 ラサル 地位 二 在 ルヲ以 テナ リ。 

それより 更に 論 歩 を 進めて、 臺灣 と對岸 地方の 關 係を說 き、 臺灣 經濟の 中心 は 淸國に 在りとまで 斷 じて、 その 所論 

を强 調した。 卽ち 曰く。 

今 ャ企ハ 攻究 ノ 結果、 對岸 地方 卽チ 淸國ト 本島 トノ 經濟 上ノ關 係ハ、 恰乇 ー國內 一一 於 ケル關 係 ト異ナ ル所ナ キノ 

ミナ ラス、 臺灣 經濟ノ 中心 ハ却 テ對岸 地方、 卽 チ淸國 一一 在リト 云フモ 不可 ナキ ヲ認メ タリ。 元來經 濟上ノ 事亦頗 

行政 ト密 切ノ 關係ヲ 有シ、 行政 ノ事更 一一 其 歷史ト 密切ノ 關係ヲ 有 スルヲ 思へ ハ、 經濟 政策 一一 就テ 確固不動 ノ 方針 

ヲ立ン 二 ハ、 行政 上 並 歴史上 ノ關係 一一 注目 ス へキコ トー 大要 件 タル ヲ知ル へ シ。 

卽ち伯 は、 毫灣島 が 福 建 省より 分割して、 臺灣 省なる 獨 立の 一省と なった の は、 「今 ヨリ 僅々 十 有餘年 以前」 のこ 一 


とであって、 しかも 臺灣 省と なつてから も、 なほ 福 建省總 香の 監督に 屬し、 一行 政 百般 ノ事 ヨリ 農工 商業 ヲ始 メ學術 

技藝- 一至 ル迄」  一 i 建 省の 支配 下に 在る こと 一 一 百年 以上な りし 事實を 擧げ、 次の 如く 斷定 した。 

乃チ 知ル、 2^ 門ハ 臺灣ノ 中心、 少 クモ臺 灣ノ經 濟界ヲ 制. スルノ 中心 點タ リシ 麼史ヲ 有シ、 延テ 人： ^一般 深 ク此惯 

習ヲ爲 シテ、 殆ト  一 ノ遣傳 性 ト成レ ル コ トヲ。 故 二 今日 直 二 此 惯習ヲ 打破 セ ン トス ルノ 至難 ナル ハ、 容：：^ヹー推知 

スルヲ 得へ シ。 

然るに 世人 動もすれば、 英國の 香港が 能く 支那 大陸の 商權を 左右す る事實 を舉げ て、 今後 は淸國 南部の 商權 を臺灣 

に 移すべし と說 くもの があった。 これに 對 して 伯 は、 「香港 ノん 「日 アル 決シテ 一朝一夕 ニシ テ爾ル モノー 1 アラス。 經 

營 鼓-一 四 五十 年、 始テ其 成就 ヲ見 タル モノ  二 アラス ャ」 と 答へ、 「其 貨物 集散 ノ點 ヲ臺灣 一一 移サ ン トス ル如 キハ」 決 

し て 策の 得た る ものに あらす と斷 一一 百した。 

往時 厦門 道 臺ノ職 ヲ置カ レシ 以来、 厦門 ト臺 灣ト 相互 ノ間 一一 密接 ノ關 係ヲ 有シ、 今尙 通信 上 彼我 一 國ノ如 キ關係 

アル ノ ミナ ラス、 經濟 的中 心點ノ 厦門 一一 存ス ル コ ト上來 樓陳シ タル 所ノ 如シ。 企ハ此 關係ヲ 利用 シテ、 經濟ノ 中 

心點 タル 厦門 ノ地 一一 一 支店 ヲ 設立 シ、 以テ 外部 ヨリ 臺灣 一一 於 ケル經 濟ヲ封 巾 助シ、 恰モ 本店 ノ如ク 其 效用ヲ {兀 ウセ 

シメン コトヲ 希望 シテ止 マサル ナリ。 

その 一例と して、 伯 は臺灣 における 茶 商の 實情を 述べた。 そして 臺灣 金融の 中心が、 對岸 厦門に 在る の實 際より 說 

き 起し、 臺灣 銀行 はむしろ H 門の この 支店 を 立脚地と して、 香港 上海 その他 支那 重要の 開港 場との 取引に、 重點を 11^ 

くべき 所以 を 論じて、 次の 如く 記した。 
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若臺灣 銀行 ヲ シ テ 本島 內 一一 止 マ ラシ ヌハ、 臺灣 銀行 ノ 預金 ハ多キ モー 千萬圓 ヲ出テ サル ヘシ ト雖、 此 支店 ヲ シ テ 

厦門 一一 於テ 商業 上 一 大勢 力 ヲ得セ シムル ニ於テ ハ、 幾千 萬圓 ニ至ル ャ知ル へ 力 ラサル モノ ァ ラン。 果シ テ然ラ ハ 

該 支店 設置 ノ事 タル、 唯 臺灣經 營上ノ 金融 機關 トシ テ其效 用 ヲ完ゥ スルノ ミナ ラス、 帝國 將來ノ 南洋 商略 一一 就 テ- 

一大 效益ヲ 起スへ キハ固 ヨリ 明ナリ トス。 

然 らば 何の 故に、 臺灣 銀行 厦門 支店 を 以て、 「帝 國 南進 ノ前 驅」 なりと 爲 すか。 ここに 伯 一流の 廣辯 博辭は 始まる。 

曰く  0 

帝國 南進 ノ前 驅ト シテ 第一 著 手 一一 決行 スへ キハ、 厦門 一一 於ケ ル臺灣 銀行 支店 設置 ノ コトヲ 措テ他 一一 良策 ナ カルへ 

シ。 況ンャ 近 ク我帝 國ハ淸 國ト、 福 建 省 ヲ以テ 永久 不割讓 地 タルコ トノ 條約ヲ 締結 シ タル ニ於テ ヲャ。 人 「後國 際 

上 一一 於 ケル競 爭ハ、 腕力 ヲ以テ 土地 人民 ヲ 侵略 ス ルー 一 アラス シテ、 金力 ヲ以テ 土地 人民 ヲ 占領 スル 二 ァリ。 卽チ 

戰略ハ 變シテ 商略 トナル コ トー かフ へ 力 ラサ ル ノ事實 ナリ。 帝國 臺灣ヲ 占領 シ、 臺灣ノ 經營ハ 唯臺灣 一一 止リ、 帝國 

ノ 拓殖 ハ單ー 1 臺灣ノ 拓殖 一一 止 マラ シメン ト欲ス レ ハ則チ 止ム。 苟 モ帝國 一一 シテ、 北 守 南進 ヲ以テ 國是ト 爲シ、 帝 

國ノ 恩澤ニ 浴スル モノ 獨リ 臺灣 人民 一一 止ラ ス、 臺灣ノ 占領 ハ  ーノ  r ステ ー シ ヨン • コ 。二 ー」 ノ 適地 ヲ得 タル ノ 

ミニ シテ、 支那 南部 ヲ初メ 南洋諸島 ノ 人民 モ、 亦 能 ク帝國 ノ恩澤 一一 浴セ シムル ノ大圖 ヲ完ゥ セント 欲 セハ、 一日 

モ速 一一 卑見 ヲ 採用 シテ、 之ヲ 斷行セ ラレ ンコ トヲ X 布 望 シテ止 マ ス。 

そして この 意見書 は、 香港 上海 銀行の 報吿を 引用して、 いかに 對岸 地方に おける 金融業の 重要に してし かも 有利な 

るか を 述べ、 「乃 チ敢 テ臺灣 經營上 門 二 支店 ヲ 設立 スル ヲ急耍 トス ル 卑見 ヲ 開陳 シテ、 諸君 ノ贊成 ヲ得ン コトヲ 熱 


望スル 所以 ナリ」 と 結んで ゐる。 

以て 實際的 政治家と しての 伯が、 對 岸經營 について、 如何なる 實際的 意見 を包藏 せし や を 知る に 足る。 そして この 

意見 は、 結局 创立 委員 會 において 採用せられ、 臺灣 銀行 門 支店 は、 わが 對岸 經營の 重要 機關 たるに 至った。 

s:、 對 岸 出 張 

桂、 兒玉、 後藤の 三 個の 意見書に よって、 對岸經 營に關 する わが 意向が、 およそ 奈邊に 在りし か は、 分明した であ 

らうと 田 ：5 ふ。 

それが 軍事的た るべき か、 將 亦經濟 的た るべき か は、 海內 海外の 形勢の 決すべき ところで ある。 ただ 對岸. 陵 門の 地 

を、 わが 勢力 範圍の 下に 置き、 それ を 立脚地と して、 南淸 地方に 帝國の 勢力 を發展 せし むる ことが、 大 にして は 大日 

本 主義の 國策を 遂行す る 上から も、 小に して はまた 臺灣 統治の 效を收 むる 上から も、 絡對の 肝要 事で あると いふ ー點 

に 至って は、 三者に 共通せ る极 本の 結論であった。 

さう して、 この 結論 を實 現すべく、 その 基礎 工作と して 行 はれた のが、 後藤 民政長官の 福 建 省 視察 旅行であった。 

隨 行者 は 松 岡縣治 課長、 小澤 副官、 三 好 外事 課囑 託、 熊 谷 外事 課囑 託であった。 他に 來 府中の 澤村繁 太郞、 中島 M 雄 

並びに 臺日 記者 奥山 十 平 も、 その 一行に 加 はって ゐた。 

一行が 淡水 丸に 乘 じて、 淡水 港 を 出帆した のが、 明治 三十 三年 四月 一日。 翌 二日に は、 早く も 魔 門 港に 到 著した。 

後藤 民政長官の 出發に 臨み、 臺灣 日日 新報 は、 特に 左の 論說を 掲げて、 長官に 期待す ると ころがあった。 
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後藤お 政 長官 は 愈々 本日 を 以て 淡水 を發 し、 南淸 巡遊の 途に 上らん とす。 それ 決して 尋常の 官遊 にあら ざるべき 

事 を 吾人 は 信す る。 

惟 ふに 臺灣 事業の 經營 計畫は 其の 一段落 を 吿げ、 島の 备 部局、 漸く 生動し 来らん とする を 見る。 世人が 土 隨問题 

に喧囂 の議を 極めつ、 ある 間に、 當局者 は旣に 胸中 麵畫の 熟する あり、 庶政の 刷新 を 計り、 本島 經營 上の 諸般 事 

業 を扳與 し、 今や- M 々として 成功 を 見るべき あるに 至れり。 唯 殖産 興業の ー點に 於て、 未だ 企畫の 世に 發 表した 

る もの 多から す、 此處に 於て か臺 灣は搖 籃を脫 して 自動の 位置に 進み、 その 好 對手を 得て、 生存 競 举場裡 に馳驅 

すべきの 時機に 達せり。 卽ち當 局 者が 本島の 爲 め企畫 すべき は、 一 に 通商 貿 の 振興に 歸 著せり。 

本島の 地位より 見れば、 通商 貿易 上の 關 係に 三つ あり。 第一、 內 地との 關係。 第二、 南洋諸島との 關係。 第三、 

は 所謂 對 岸との 關係 之れ なり。 而 して 此 等の 裡 最も 重要に して 急務なる は、 對 岸との 通商な りと す。 臺灣が 福 建 

小. 1? より 分離して 一省 をな せし は 傅かに 十數年 前にして、 其の 民族の 相 同じき は 勿論、 風俗 習慣 皆 同じ。 本島 經營 

上、 對岸を 攻究す ると 同時に、 對岸 經營は 最も 急 要に 屬 する を 知るべし。 當 115 者 も 昨年来 特に 對 岸に 注目し、 或 

は南淸 航海 を獎勵 し、 或は 日本語 學の注 人 を 計り、 以て 本島と 對 岸との 關係を 密接なら しめんと し、 且つ 南淸駐 

在の 帝國 領事と 妥協して 大いにな す 所 あらんと し、 福 州及廣 門に 於け る專管 居留地の 設定と 共に、 我の 南 淸に對 

する 態度 漸く 歩武 を 進め 來 たれる を 見る。 後藤 長 {n: の 今 M の 出 遊、 果して 何ん の 畫策を ゃ裔ら さん。 吾人 は敢て 

後藤 長 せ に 望む に、 世人の 所謂 對岸經 營を以 つてす る ものに 非す。 吾人 は 寧ろ 往 いて 見て 而 して 靜 かに 企 畫 する 

所 あらん こと を 希望せ ざる を 得す。 Ji: となれば、 其の 當に爲 す こと を 得べき 事業 は、 通商 貿易の 外に 出で ざる を 


以てな り。 

吾人 は 共に 注意せ ざるべ からざる 事 は、 其の 外に 向つ て 施設 あらんと する は、  <lr 日に 始まる を 以そ愼 重の 意 を 

さ るべ からす。 卽ち臺 灣が裝 甲帶劍 して 初陣 せんとす るの 際 なれば、 世界の 注目 を惹 くの 大 なると 同時に、 其 

の 施設に 對 する 舆評 も、 亦隨 つて 異樣雜 多なる を 期せざる ベから ざるな り C 此の間に 於け る對岸 政策な り。 決し 

て 容易の 業に は あらざる なり。 若し 此の 難關を 破りて、 其の 目的 を 圓滿に 達する 事 を 得ば、 始めて 本島 經營 の完 

實を 得たり と 云 ふべき なり。 

吾が 二百 餘 萬の 黎 民と、 彼の 一千 餘 萬の 民と は、 互に 相呼應 して、 我が 通商 貿易 上の 先鋒と なり、 四 億の 民 を 平 

和 的 競 爭場裏 に馳驅 し、 世界の 經濟界 に馳驅 する に 至る や 期して 待つべき なり。 

伯 は 果して、 何事 を爲 さんと する か。 吾人 は 筆を更 めて、 彼の 幅 建 行 を 記述す るで あらう， - 

五、 福 建 省 訪問 

四月 二日 午前 七 時、 暖門 港に 到 著せし 伯の 一行 は、 領事 その他 居留 日本人の 出 迎へを 受け、 八 時 ごろ 上陸、 各 その 

所に 落 著いた。 伯の 宿所 は 領事館と 定められた。 

二日の 午前中 は、 上野 厦門 領事、 豐島福 州 領事 等と 膝 を 交へ ての、 臺灣 及び 對岸 政策に 關 する 協議に 費やされた。 

午後 は 對岸隨 一 の 資産家た る 林 維 源の 来訪に 接した。 

林 維 源と 伯と は初對 面であった にも 拘 はらす、 その 會見は 三時 間の 長き に り 「其の 會談の 如き、 如何にも 打ち 解 
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けたる 樣こ， て、 時には 哄笑の 室外に 洩る、 を 聞きし 程」 であった と、 當 時の 新聞 は 傅へ てゐ る。 しかし この 林 維 源と 

の關 係に ついては、 後に 詳記す ると ころ あるで あらう。 

翌 三日 は、 領事の 案內 で、 虎頭 山專管 居留地 を巡覽 した。 それから 蓬 船で、 蹇 1! 銀行 •  腹 門 支店 を 訪れた。 これ は 四 

月 一日 開店した ばかりで、 家屋 も、 もと 料理店で あつたの を、 近頃 借り受けた ばかりで あつたが、 新鋭の 氣は、 赤 羽 

支店長の 眉宇に 溢れて 見えた。 

この 日 午前 は 東亞 書院の 授業 參觀、 教師 達への 訓示、 夜 は 林 維 源 訪問に 過ごされた。 正式の 淸國耍 人 訪問が はじま 

つたの は、 翌 四日から であった。 

四月 四日 午前 十 時、 伯の 一行 は、 先づ楊 提督 を その 衙 門に 訪ねた。 席 定まり、 ー應 の挨拨 終る や、 伯 は 先 づロを 開 

いて、 

<$ 初メ任 一一 臺灣 一一 臨 ムャ、 統治 上 母 國ノ關 係 アル 對岸 各地 ノ 風土 人情 ヲ 視察 スル ハ尤モ 必要 ナルヲ 以テ、 巾：：：； 地觀 

光ノ念 アリシ ト 雖モ、 著 任匆々 公事 多端 其 志 ヲ 果サ、 >  リシ 力、 近 來臺灣 ノ 庶政 モ 稍其轿 一一 就キ、 百般 ノ 施設 漸 ク 

其 宜ヲ得 ルー 一至 リ、 近頃 稍 公暇 ヲ得 タル ヲ以 テ、 一 ハ 初志 ヲ果 サン ガ爲 メ、 一  ハ贵地 諸 官トノ 交誼 ヲ溫メ ンガ爲 

メ、 我 力 總督ノ 命 二 ヨリ 来航 セリ。 

との 意 を 述べ、 會談に 移った が、 その 多く は 外交的 辭 令に 止まって、 未だ 突 込んだ 會 話に は 至らなかった。 「後藤 K 

政 長 {12 對岸 巡視 應接 談話 筆記」 は、 それ を 次の 如く 記して ゐる。 

長官が、 贵 下若ク ハ貴 幕僚 諸官ノ 薹灣ニ 來遊ス ル コトァ ラハ、 及フへ キ丈ノ 待遇 ト盡カ トヲ惜 マ ザルべ シ云々 ト 


首 ヒ タル トキ ハ、 公事 多端 擅 一一 離任 ノ機會 ナキヲ 奈何 セント 簡短ノ 言辭 ヲ 以テセ シ モ 、 淸國武 {U  ノ 比較的 勢力 ナ 

ク、 夫レ等 ノコ トモ 心 一一 任セ スト ノ意 ハ、 言外 一一 溢レ タリ。 然レ トモ 這 般ノ會 見ハ、 楊提脊 一一 於テ 終始 懇切 ト恭 

謙ノ詞 ヲ以テ 接シ、 殊  一二 迗迎共 多 タノ 屬僚ヲ 率ヒ、 儀仗兵 ト 三發ノ 祝砲 等ヲ 以テセ シハ、 態 勲ノ禮 遇ヲ塑 セシモ 

ノナリ ト云フ ベ シ。 

その 歸途、 伯の 一行 は、 厦門 道臺 延年 を その 衙 門に 訪 うた。 延年 は 流石 洋行 歸り だけあって、 客室 はすべ て 洋風に 

装飾せられ、 饗應窒 の ほか 別に 應接窒 を 設けて ゐた。 楊提 #1 に對 すると 同様の 挨援が 終った 後、 延道臺 の 持ち出した 

の は 臺灣福 建 人民の 人籍 問題であった。 延年 は 曰った。 

臺灣ト 福 建トハ ー輩帶 水ヲ隔 ツル 一一 止リ、 商民ノ 往來殊 一一 頻繁 ナルヲ 以テ、 譬へ ハ當地 一一 於テ 犯罪 ノ末臺 灣ニ逃 

レ、 巧 一一 人籍 手段 ヲ ナス トキ、 弊 邦 一一 於 テハ、 該 犯罪者 ノ 貴國籍 タル ヲ以 テ、 此ヲ. S 究スル 二道 ナキカ 如キ、 彼 

我ノ 交際上 障害 歡 ナカ ラサル ヘシ。 

伯 はこれ に對 して 答へ た。 

ソハ 御尤ナ ル事ナ レド、 此等モ 畢竟 兩國 官吏 ノ往來 親密 ナラ ザル 結果 一一 外ナ ラス。 如何 ントナ レバ、 我總^ 府ニ 

於 テハ、 上陸 條令等 其 他 入籍 一一 關スル 諸 規則 ハ、 殆ント 遣憾ナ キ迄ノ 設備 ァリ。 責官ノ 憂 フル コトノ 如 キハ、 所 

謂 無頼 ノ徒機 一一 乘シ巧 一一 法網 ヲ逃ル 、モノー 一  シテ、 彼此 當局 者ノ關 係彼ノ 人民 一一 於ケ ルカ 如ク 親. お ナルヲ 得バ、 

シテ此 等 ノ事ハ 深ク憂 フル 一一 足 ラザル ベ シ。 故-一貴 官等 ノ如 キモ、 是非 一度 ハ我 臺灣 一一 來リ、 我 制度 施設 等ノ 

如何 ヲ 視察 スルァ ラハ、 啻ニ 貴官ノ 參考ト ナルへ キノ ミナ ラス、 國際上 裨益少 ナカ ラサル ヘシ。 
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そして 更に 言葉 を績け て 曰く。 

日本 ノ文 明ハ、 卽チ 西洋 备國 ノ粹ヲ 拔キ、 是ヲ 東洋 ノ 文物 一一 應用シ タル モノ ナルヲ 以テ、 就中 兵備、 警察 制度 ノ 

如キ、 比較的 費用 ト勞 カヲ 省クヲ 得ルノ ミナ ラス、 我 東洋 ノ 民度 風俗 一一 適切 ナルヲ 以テ、 贵國ノ 如キ、 我 制度 一一 

模倣 スルァ ラハ、 所謂 他力 一 1 ヨリ、 文明 ノ效 果ヲ 利用 シ得ル モノ 一一  シテ、 經濟其 他ノ點 ヨリス ルモ、 至極 適實ナ 

ルべ シ 0 

これ は 日本 文明に 關 する 伯の 持論で あつたが、 それ を 以て 對岸 淸國耍 人に 呼びかけ たの は、 以て 文化的に 對岸 地方 

を 日本の 勢力下にお かんとす るの 用意であった。 

さらに 延道臺 が、 洋行 歸り である ことに 想到した 伯 は、 言葉 を繽 けて 言った。 

^ ト 贵宫ノ 交情 ハ 、 今後 益 濃厚 ナ ラン ヲ欲 スルト 同時 一一 、 意 氣相投 セ ハ、 然 リ否ノ 兩語 ヲ 以 テ 意志 ヲ通シ 得へ キ 

モノ ナリ ト、 某 博 言 博士 ノ言ヒ タルコ ト モアレ ハ、 人 「後ハ  ーノ 隔意 ヲ存 セス、 未熟 ナガ ラ御互 一一 研究 セシ獨 逸 語 

ヲ以テ 遠慮 會釋 ナク ぉ夭ス ル程ノ 交誼 一一 至ラ ン コトヲ 期ス。 

. そして 互に 洋行 中の ことども 物語り、 ますく 親密なる 談話に 移った。 上揭 「^記」 は その 情を傳 へて、 「得意 ノ 

色道 臺ノ 滿 面-一 溢レ タリ。 要 スルー 一 同道 臺ノ 態度 ハ 、 f テ歐洲 遊歴 ノ 素養 ァ ル ヲ 以テ、 應對 流暢 殊 一一 外交的 ノ 手腕 ハ 

支那 官吏 中罕レ 一一 見 ル所ノ モノ ナリ ト云フ べシ」 と 記した。 

四 五日、 楊提脊 は答禮 のた め、 延道 臺は挨 俊の ため、 引繽き 領事館 を 訪問し、 午餐の 雙應 があった。 そして その 

午後、 一行 は；^ 久 門を發 して、 翌 六日 福 州に 到 著した。 


七日、 伯の 一行 は 許 總移を 訪問した C 伯の 挨移 前の 如く、 それより 外交的 辭 令に 人った が、 その 際 伯 は、 さらに 突 

込んで、 

我國ノ 文明 ハ、 西洋 ノ 長所 ヲ、 我 東洋 ノ 程度 一一 應 用セシ モノ ナルヲ 以テ、 我國ノ 文明 ヲ貴國 ュ輸人 スルハ 、東洋 

ノ關係 上 必要 ナル コトナ レバ、 贵國 若シ、 我國 ヨリ 武員 其他ノ 人才 ヲ聘 用スル ノ意ァ ラハ、 立" ンテ 周旋 ノ 任-一 當 

ルべ シ C 

と 言った。 總督 のこれに 對 する 應答は 勿論、 ただ 日本 文運の 盛大なる を賞讃 する に 止まった が、 この場合 伯の 驚いた 

こと は、 此處 でも 幅 建 臺灣人 入籍 問題が 提出され たこと であった。 伯の 答へ は 前同斷 であった。 前掲 「筆記」 は、 そ 

の 會談の 情 を 記して 口  く。 

許 總督ノ 態度 ハ、 所謂 支那 官吏 ノ 模型 トモ 云べ キ 有様-一 テ、 對話ノ 語 氣總テ 守舊的 ノロ 吻ヲ晚 セス、 進取 活？ I れノ 

談話 ナシト 雖モ、 大體 ヨリス レハ、 本日 ノ會見 程 嚴肅ー 1 シテ 鄭重 ナル ハ、 從 來各國 公使 等ノ 訪問 一一 於 テモ稀 二見 

ル所 ナリト 云フ。 

その 歸途、 伯の 一行 は、 洋務 局に 立 寄った。 其 處で會 見した の は 張 布 政 使、 周按察 使、 楊洋務 局長 代理、 t: 鹽法道 

臺、 徐ー i 州府 知府、 劉間縣 知縣、 葉候宫 縣知縣 等であった。 此處 でも また、 張 布 政 使から、 福 建 省 人 K 人籍 問題が 提 

出された。 これで 三度 目で ある。 

ー體、 淸國 要人の 常と して、 外人に 接する に、 ただ 美辭 麗句 を 連ぬ る を 以て 能事と し、 强て 現實の 問題に 觸 るる を 

避く るの 風 あり。 臺灣 日日 新報 記者の 通信の 如き、 「只 美辭 のみ を 以て 答へ、 更に 自已の 意見ら しきもの を 叶 かす。 
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長官 は 常に 攻勢に て 種々 問を發 したり。 是れ 故意に 吐かざる に 非す して 吐く 能 はざる 者の 如し。 蓋し 支那 官史 に は 凡 

て 此の 風 あり I」 と 記せし 程であった。 然るに 何故 彼等 は、 入籍 問題の 如き 枝葉の 問題 をば、 さも 天下の 一大事の 如く、 

かく も 執拗に 提起す るので あるか。 伯 はもう 我慢が しきれ なくなった のか、 次の 如く 喝破した。 

我臺灣 總餐府 一一 ハ 入籍 規則 等 夫 々ノ 手繽 ァリ。 取締 上 別 一一 遠 算 アル コトナ シ 。 只 奸譎ノ 徒 政府 ノ聲氣 相 通 セサル 

一一 乘シ、 漏網ノ 手段 ヲ逞ゥ ス ル 一一 過 ギス。 然レド モ贵 {R 等ノ言 一 1 ョレ ハ、 我 總督府 二 取リ 迷惑 至極 ノ コト、 云ハ 

ザルヲ 得ス。 現 二 我 屬僚等 ノ報吿 一一 ョ レハ、 裏地 ノ 犯罪者 一一 シテ 法網 ヲ逃ル 、モノ、 過半 ハ、 多ク ハ贵地 一一 窥 "腔 

シテ跡 ヲ味マ ス モノ ナリ ト。 本 官 今囘ノ 要務 ハ此 事-一 ァラザ ルヲ以 テ差控 へ居リ タル コ トナレ トモ、 却テ 贵方ョ 

リ 御話ァ リタ ルハ、 晤 一一 符合 シ タルモ ノト 云フ へ シ。 

そして 彼等 は、 この 說 破に 會 つて、 初めは 互に 顏を 見合 はせ るば かりで あつたが、 結局 わが 入籍 規則 を 研究し、 後 

日、 豐島 領事と 協議 決定すべし といって 結 著した。 

四月 九日 及び 十日に S つて、 筵 を； i 州 領事館 內に 開き、 淸國 紳士 及び 我が 居 を 集めて、 伯 は 一場の^ 說を 試み 

た。 その 一 節に 曰く。  . 

頃日 來、 許 總督初 メ諸官 人 二 面接 セ シ 二  、 其 抱負 スル所 一 トシ テ我正 一一 一 百 ハ ン ト欲シ 施設 セ ント 欲スル モノ 一一  符 

合セザ ルナ ク、 此 現象 タル ャ、 我 東洋； 面 ノ正ニ 一進 歩 ヲ來タ サン トス ル 時期 熟シ タルモ ノト 云 ハサ ルヲ 得ス。 

我 帝國ハ 諸君 ノ 了知 スル 如ク、 三十 年 來深ク 西洋 ノ 文物 ヲ 研究 シ、 其 長 ヲ採リ 其 短 ヲ捨テ タル モノ 一  1 シテ、 我 帝 

國ノ 進歩 ハ少 クモ 各國ノ 文明 ヲ 比較的 廉惯- 一 比較的 無造作 二 輸人ス ルノ 祕訣ヲ 發見シ タル モノ ナルコ トハ、 是又 


諸 ノ 首；, スル 所、 卽チ我 東洋 ノ美德 ト習惯 トヲ損 ハス、 此ヲ開 物成務 厚生 利用 的 一一 應用シ 得 タルコ トヲ、 天下- 

一一 表白 セ シ モノ ト云フ べシ。 如何 トナ レハ、 當初 一 般 一一 於テ 耶蘇 敎國 二 ァ ラサ レハ、 眞ノ 文明 ト 福利 ハ 享受 ス ル 

コト能 ハサ ル モノ ナルャ 二 解釋セ ラ レ 、 赞 一一 西洋 各國人 二 於テ認 メタ ルノ ミナ ラ ス 、 我 東洋人 中 一一 於テ ス ラ其迷 

夢中 一一 徘洞 シ、 殆ント 儒 敎國ニ 於ケル 文明 ノ 仲間 人 ハ斷 念ス へ キ 問題 ナルャ ュ 誤解 セラ レ タリ。 然ル 一 1 前段 二 モ 

言ヒシ 如ク、 我 帝 國ガ飽 迄 儒 敎ト佛 敎トヲ 极本ト ナシ、 終 一一 今日 ノ如キ 日 新 文明 ノ極 一一 達シ タル ハ、 耶蘇 敎國人 

ト雖モ 一驚 ヲ IK セ シナル ヘシ。 殊ニ 贵國 ト帝國 トハ、 脣齒輔 車 ノ關係 一一 於テ、 同心 協 カノ 必耍ヲ 認メ、 歩武 一 齊- 

共 二 日 新 文明 ノ 彼岸 一一 達ス ル ヲ期セ ザ ルへ カラ ス。 故 一一 我帝國 カ淸國 一一 對シ 種々 ノ 經營ヲ 試ミ、 大 一一 施設 スル所 

アラント スル ハ、 畢竟 東洋 ノ 大局 ヨリス ル モノ 一一  シテ、 政略 的ノ モノ ナ ラサル コトハ 云フ迄 モナ ク、 諸； ノ  了知 一 

セ ラル、 所ナル へキヲ 信ス。 希ク ハ 諸君 此意ヲ 體シ、 大ニ舰 ハ亞ノ 政策-一 盡 カセラ レ ンコ トヲ。 

蓋し、 明治の 初年に おける 日本が、 盛んに 歐米 先進 國 より 人 を 招いて、 文化的 開 發の業 を 進めた るが 如く、 今後 は 

n 本より 支那に 人 を 送り、 日本の 手に よって 亞細亞 大陸の 文明 を開發 する ことが、 大日 本 主義の 理想 を實 現す る 上 か 

らも、 東亞の 政： IS を治定 する 上から も、 最も 1  お 切なる 要務で あると は、 伯 多年の 持論で あつたので ある。 そして 伯 は、 

機會 ある 毎に、 支那 朝野の 人々 にこれ を 力 i<9 ^すると 共に、 實際 11； 題 を 提げて、 彼等の 迷夢 を まさん とおめた。 

これに 對 して、 彼等 はた だ 日本 文明に 對 する 賞讃の 麗句 を 連ぬ るに 過ぎなかった が、 なかに ただ 一 つ、 最も 彼等 を 

駭目 せしめた もの は、 臺灣 における 阿片 政策の 成功であった。 そして この 政策の 輸入に ついて、 最も 食指 を 動かした" 

もの は、 恐らく 許總督 自身であった らうと 思 はれる。 
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許總： ^が、 後藤 民政長官 を 訪問した の は、 四月 十一 日であった。 その 情を傳 へて、 臺灣 日日 新報の 通信 は、 次の 如 

く 記した。  • - 

當日 午後 閬浙 總督、 許 應験は 領事館に 長官 を 訪問せ り。 其の 行列の 兒戲 的に して 大業なる は、 先づ 第一 銅 雜を鳴 一 

らし、 護衛兵 を 引率す る 等、 騷々 しき 事 一 方なら す。  •  一 

そして その 長時間の 會談中 「就中 許 總督ノ 注意 ヲ惹キ タル ハ 阿片 專賫ノ 一事」 にして、 伯が この 問題に つき、 

阿片 專賣 ノコ トハ、 元ト 本官 ノ 建議 ヲ 採用 セラ レシ モノー 一  テ、 此ヲ 昨年度 ノ成鑌 一一 徵ス レハ、 我 臺灣ノ 人口 僅々. 一 

一 一 百 七十 萬餘ナ ル ニ拘 ハラス、 殆ンド 四百 十七 萬 圓餘ノ 歳 人ァリ タル ヨリス レハ、 假 リニ 福建ノ 人口 一 一千 萬ト スー 

ルモ、 此 法ュョ レハ、 少ク モー 千 萬 圓位ノ 收人ハ 難 力 ラサルへ ク、 此 ヲ以テ 兵備 警察 費 等 一一 利用 セハ、 人民 一一 於； 

テ痛痄 相關セ ス シテ、 國利 民福 ノ增 進上 偉大 ノ功 アルべ シ。  一 

と 言った 時、 許 總哲は 初めて 膝 を乘り 出し、  .  一 

煙； 赏專賫 一一 付テ ハ、 本 一一  於 テモ已  一一 il 畫スル 所 ァリ。 知 ラス 貴方 ノ 方法 ハ 如何 ナル モノ ナル ャ、 御 說明ヲ 仰 キー 

度シ。  一 

と、 實際 政策の 問題に 人った。 阿片 政策 は、 伯の 得意 中、 最も 得意の 問題で ある。 その 說明 指導 は、 詳細 懇切 を^め 

た。 そして、 

一 

尙貴國 一一 シテ該 制度 ヲ 採用 セ ン トセ ハ、 能 ク外國 條約ノ 關係ヲ 査究ス ルト共 一一、 或 ハ外國 人等ノ 猜疑 モア ル へケ 

レハ、 發表 ノ曉迄 ハ務テ 機密 ヲ取 ラル、 コトハ 必要 ナル ヘシ。  -  * 


等々、 「一 々親切 的ノ 勸吿」 を與 へたに 對し、 許 總督は 非常の If 足 を もって、 一 々首せ したやう であった。 蓋し 上揭 

「筆記」 の 記す ところの 如く、 「畢竟 スル 一一 我 長官 ノ談 話ハ、 心 胺的國 家主 義ノ致 ス所ト ハイへ、 許總督 平素 ノ理肘 

主義 一一 投合 シ タル ノ 結果、 本日 ノ會見 程適實 親密 ナル コトハ 曾テ見 サル所 ナリト 云フ」 に 至った。 そして この 阿片 政 

策 は、 延道 S を はじめ、 諸 官吏の、 伯に ついて 熱心 講究の 結果、 次第に その 心 を 動かした やうに 見えた。 

かくして 伯の 一行 は、 雨 を 冒して 福 州を辭 し、 馬 尾に 向 ひ、 十五 日 馬 尾發、 十六 日の 未明 度 門に：！ つた。 

十七 n::、 一行 は潭 州に 向った。 涛州 において は、 榮 道臺、 楊副將 車、 劉 知府、 孫 知 縣 等と 會談 し、 なほ 伯 は、 本願 

寺 布敎 所に おいて、 一場の 演 說を爲 し、 十九 日 厦門に 歸り來 つた。 そして 林 維 源と 再び 交驩の 後、 二十四日 度 門發、 

翌 二十 五日、 海路 恙く 淡水 港に 到 著した。  ， 

六、 林 維 源と 相 許す  - 

かくして 伯の 對岸 視察の 旅 は 終った。 時日に して 一箇月に 足らす、 また 何等 特殊の 案件 を帶 びての 旅行で はな かつ 

たけれ ども、 臺灣 島と 對岸 地方との 密接なる 關 係に 鑑み、 その 旅行 は內 外の 注目 を惹 くもの があった。 當 時の 臺灣日 

日 新報の 通信に 曰く。 

長官の 此の度び の 行に 就いては、 獨り 支那 官吏の 耳目 を惹 きたる のみなら す、 當地 外國人 等に も大 いなる 注意 を 

惹起した る もの \ 如し。 

特に この 旅行の 副産物と もい ふべき は、 伯が、 對岸隨 一 の 富豪た る 林 維 源と 密接なる 交涉を 開いた ことであった。 
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林 はもと 臺灣 における 大 事業家と して 全島に 威 を ふる ひ、 改隸以 來^ 門に歸 つて、 對岸 地方に 勢力 を 扶植して ゐた在 

野の 人物で あるが、 マての 聲望 は、 却って總^^；：布政使を凌ぐものがぁった。 林の人物を評して、 臺灣 日日 新報 は 報じて 

口  く。 

元 來林維 源 は 世人 も 知る 如く、 福 建 省 中に ての 富豪に て、 位 は ニ品官 なる を以 つて、 自ら 尊大に 構へ、 敢て 人に 

下る 事を爲 さす、 道臺の 如き も 新たに 任に 就けば、 先 づ維源 を 訪問して 新任 を 披露し、 I!:- つ 其の 說を 叩きて、 施 

政に 資する 程なる にぞ、 維 源の 聲望は 益々 增大を 致せし なり。 蓋し 維 源の 聲望 ある 偶然の ことに あらす。 

彼 啻に 互資を 投じて 實 業界に 勇飛し 居る のみなら す、 其の 才識も 亦 尋常なら す、 支那 人に は 有數の 入物なる が 故 

に 人 を 見る の 明 あり、 平凡 人の 容易に 彼と 對抗 する を 得ざる 處 なり。 是れ 今日まで 能く 彼 を 動かして 自己 額 中に 

納れ 得る ものな き 所以な らん か。 

然るに 後藤 長官の 一度 厦門に 來る や、 林 は 前記の 如く、 直ちに 長官 を 領事館に 訪ひ、 內 外人に 怪訏の 念 を懷 かしめ 

た。 蓋し 從來、 林 は 領事の 注意 を 受けて、 初めて 訪問の 禮を盡 すの が、 習慣であった からで ある。 しかも この 二人 者 

は、， 相會 ふや 一見 舊 知の 如く、 伯が 十九 日、 漳州ょり^^來するゃ、 待ち兼ねて その 翌朝、 再び 伯 を 訪ね 来った。 

この 日の 會談 は、 臺灣 北部の 炭礦 問題、 理蕃 問題より 始まって、 甘 請より アル コ ー ルを 作る 事業の ことにまで 及ん 

だが、 ^いよ /\ 佳境に 入る や、 伯 は 林に 勸 めて 言った。 

貴家 ハ 從來ノ 素封家 ト シ テ、 何等 憂フ へ キノ 點コ レナ キー 一 似 タレ ド、 將來 子孫 ノ計ヲ 思 へ ハ 、 叉忽 一一 スべカ ラ ザ 

ル所 ァリ。 依テ 足下 モ 一度 臺灣ニ 渡リ、 家政 整理 ノ 必要 アル ヘシ。 


蓋し 林锥. 源の ごとき 大 富豪 を、 再び 臺灣に 招び 還す こと は、 新 領土の 經濟 的開發 に、 多大の 關係 があった からで あ 

る。 これに 對 して 林 は 答へ た。 

閣下 ガ我林 家 一一 對スル 御 保護 ノ厚 キハ、 常 一一 感泣 スル所 一一 シテ、 在臺： g 人ノ小 供へ 乇、 萬 事 閣下 ノ御 指^ ヲ仰グ 

べキコ トヲ、 常  一一 . ^遣 ハ シ S キタレ ハ、 偏 二 閣下 ノ庇薛 ヲ仰ガ ン トス。 

そして 兩 人の 間に、 

長官 「良 藥苦 ロノ 譬へ、 全ク： 吶 人ノ爲 メナ レハ、 常ニ訓 的/注意 ヲ與 へ、 及フへ キ丈ノ 世話 ハス ル^リ チリ。」 

林 「斯ク 御 面會相 遂ケ御 懇命 ュ預リ タル 以上 ハ、 早 晚必ス 渡臺ノ 上、 恭シク 轅門ヲ 叩キ、 常 一 一大 敎ヲ^ ク ノ期ァ 

ルべ シ ej 

との 挨按 があった 後、 伯 は 突如と して 言った。 

足下 ハ此 鼓浪 嶼內ニ  一  ノ別莊 ァリト 聞ク。 足下此ヲ<:^ニ送ルノ意ナキャ。 

如何に 親密に なった とはいへ、 伯と 林と は 昨 <Jr の 交際で ある。 然るに、 一 君の 別莊を 俺に 吳れ ないか」 と は 流石の 

林 も 驚いた にち が ひない。 しかし 林 は、 そしらぬ 顔で 卽 答した。 

御 入用 トァラ ハ 奉呈 ス ルモ差 閊へナ シ ト雖、 同所 二 ハ 三楝ノ 家屋 ァ レ ハ御 希望 ノ 一  菌所ヲ 奉呈 ス ルコト 、セン。 

知 ラス 閣下 明日 御 公暇 アル へ キヤ。 若シ御 差閊へ ナク ハ、 同家 屋內 一一 於テ 午餐 ヲ供ス へケ レハ、 領事 並 一一 譯 {R ト 

共 一一 钾撿分 旁 裨光臨 ヲ 烦ハシ タシ。 

さう して 四 GT  二十 一日の 正午、 前約に よって、 伯 は 林 維 源 を 鼓浪 嶼の別 莊に訪 ひ、 午餐の 饗應を 受けた。 その 席上 
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において、 林 は 突然、 またも 別の 問題 を 提起して、 伯の 斷案を 迫り 来った。 それ は上揭 「通信」 によれば、 次の 通り 

であった。 

現 總督の 施政 誠に 其せ しき を 得たり。 然れ共 彼の 前 總赞の 時代に 於て、 予が大 i 科崁 の^ 地 を沒收 せられし は 如何 

にも 苛 察の 政と 云 ふべ し。 善政 を 布 かる、 日本 政府の 旨 意と も 思 はれざる が 如何。 

これ は 臺灣が 日本の 領有に SI したる 際、 林 維 源が 一家 を 擧げて 厦門に 逃げ 歸 つた 爲め、 大 i 科 Kf  {=: 蘭、 桃 仔 園、 大 

稻 一の 四 箇所に ある 林 所有の 土地 家屋が、 軍政 時代の 我が 政府の ために 沒收 され、 その後 I お附 の手績 が、 遲々 として 

進まざる こと を、 伯に. 訴へ たもので ある。 これに 對し、 伯は卽 座に 答へ た。 

當時 之れ を沒收 せし は 當然の 事な り。 如何ん となれば、 當時 吾が 帝 國人は 足下 を以 つて 擧家 逃亡せ しものと なし、 

日本の 臣：： となる を 欲せす、 所謂 敵 人の 形跡 顯然 たる 者と 認む。 且つ や 現に 彼の 家屋 は賊の 极據地 となりあ. り、 

彼 地 を領 する に は 兵力 を 用 ひて 占領したり。 故に 沒收と 云 はんより は 占領と 云 ふ を 適當 なりと せんか。 然れ ども 

後に 至り 足下の 事情 も 明かに し、 現總督 閣下、 特に 之 を還附 する を _0當 なりと して、 其の 處分を 決せられ たるが 

故に、 之 を遷附 したる に 過ぎす。 乃ち 是れ 我が 日本 政府の 德と云 ふて 可な り。 

この 伯の 說明 によって、 林 は 初めて 釋 然とす ると ころがあった やうに 見えた。 しかし 日本 政府に より 「敵 人」 と認 

めら れ たる ことに ついては、 一言の 辨明を 試みなければ ならぬ と 思った。 口 く。 

誠に 然り、 予の說 誤れり。 然れ ども 兹に 一言 辨ぜ ざる 可から ざる は、 當時 家を携 へて 逃れた る爲 めに 賊名 を帶び 

たる 事 之れ なり。 元 來予が 當時家 を 提げて 逃れた る は 獨り吾 倚の みならす、 其 他に も 多々 あり。 且つ 當時 臺灣を 


以 つて；^ 主國 となさん との 企圖 ありて、 徼を 四方に 飛ばし、 吾 倚 も 其の 協議 を 受けたり。 然れ ども 能く 之れ を稽 

考す るに、 K 主 政と なして 飽くまで 日本軍に 抗抵 すると も 到底 勝算な し。 況ん ゃ淸國 政府に 忠 ならん と 欲する も、 

寧ろ 淸國 政府の 命に 隨ひ 難く、 卽ち 止むな く 日本 政府に 服す るに 如かす。 座して、 W 主 論 家の 擁する 處 たらん よ 

り も、 脫 して 海外に 難 を 避く るに 如かざる 事情な りし こと、 宜しく 明察 あらん 事 を 請 ふ。 又單に 軍費 兵力の 點に 

, 顧 りみ て 勝算な きなり. C 故に 吾等 は斷 乎と して 其 議を排 し、 逃れて 此の 地に 來り しのみ ならす、 熹 地に 出せし 

財產の 如き、 何人も 動かし 能 はざる 樣に處 置して、 全く 民主 論者の 氣勢を 挫きたり。 此の 處 S たる、 心 窃かに n 

本 政府に 對 して 微衷 を 致した る 積り なりき" 然るに 豈圖 らん や、 家を携 へて 逃れた る爲め 却って 贼名を 受けん と 

は。 且つ や 逃れす して 臺 地に 留まりし もの、 中には、 却って 資 翁の 念を懷 きながら、 僥倖 を 得た る もの あり。 彼 

等 は 所謂る 首 鼠 兩端勢 を 看て 去就 を；^ する の 徒な りき。 而 して、 此徒 啻に 賊名 を 受けざる のみなら す、 却って 日 

本 政府の 厚遇 を受 く。 是れ 吾等の 一言 せんとす る 次第な り。 然れ共 現總督 並びに 長官 閣下の 施政 を 見る に、 犬い 

に感 佩す る 所 あり。 吾等 も 亦 一度 渡臺 して、 天皇陛下 洪 恩の 餘 波に 浴 せんとす 云々。 

かくして 伯と 林と は談じ 行く ほどに、 伯の 所謂 r 然否」 の 間と なり、 林の 日本 政府に 對 して 抱け る 疑惑 は、 漸く 除 

かれた やうに 見えた。 そして 林の 沒收 財産の 返還 手鑌 が、 遲々 として 進まざる 點 について、 伯が 微笑 を 含んで、 

0  乇负ヒ タル 子 一一 抱キ タル 子ノ譬 へ、 林 維 源 タカ ラ 跡 廻 シデ モヨ 力 ラウト ハ、 實ニ已 ムヲ得 ザルノ  態、 世間 

ノコ トハ 兎角 此ノ 如キ モノ ナル べシ。 

と 言 ふに 及び、 林 もまた 「こ は 迷惑 至極のお 言葉 かな」 と、 呵々 大笑して、 この 問題の 終結と なした。 
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次いで 伯 は、 語を轉 じて、 最近 開設され たる 臺灣 銀行 厦門 支店の 經營 及び 活動の 問題に 移り、 左の 如く 林に 懇請す 

ると ころがあった。 

老人 モ 承知 ノ 如ク、 臺灣 銀行 ハ 資本金 五 百 萬圆ノ 外、 政府 ヨリ 無利子 一一 テ貸シ 下 ケア リ。 殊 一一 紙 IB 發行特 權ヲ有 

シ 居ルノ ミナ ラ ス、 我 總督府 一一 關ス ル國 i!^ 金 一 切 ハ其取 极ヒヲ 引受 ケ居 リ、 尤モ確 實ナル 銀行 一 1 テ度 門へ モ 支店 

開設 ノ害ナ レハ、 相當ノ 助力 ァ ラン コトヲ 請フ。 

事實、 臺灣 銀行 腹 門 支店の 經營 につ， いて は、 林 維 源の 後援の 有無が、 重大な 關係を もって ゐた。 そこで この 伯の 懇 

請に 對し、 林が、 

同 銀行 二 就テ ハ 、 此迄ノ 御交涉 ニョ レハ、 定款 上 合資 等 ハ更 ラナ リ、 株券 所有 ノ コ ト モ 出来 ザ ル ヨシ、 此上ハ 買 

辦ノ 一事 ヲ 御 引受 ケスル ヨリ 致シ 方 無 之。 

と 答へ たので、 伯 は 進んで、 

架シテ 株券 所望 トァ ラハ、 買牧ノ 手續ナ キー 一 ァラザ ルモ、 額面 拂込 以上 ノ高價 ナルヲ 以テ、 他日 增株等 ノコ トァ 

リタ ル際 申込 方 得策 ナ ル ヘシ。 

と說 明す ると、 林 は 忽ち 不. 港 を 起した る ものの 如く、 

開業 早々 ノ 今日、 株券 ノ 額面 以上 二 登ルノ 理由 ハ、 如何 ナル譯 ナルへ キヤ。 

と 訊ねた ので、 伯 は臺灣 銀行が、 日本銀行に 準すべき 特殊 銀行なる 所以 を、 諄々 と說 明した ので、 林の 臺 銀に 對 する 

認識 はー變 し、 これに 對 する 態度に も、 重大な 變 化が 起った やうに 見えた。 それ を 評して、 前揭 「筆記」 は 次の ごと 一 


く 記して ゐ る。 

要スル -1 林 維 源 ノ人ト ナリ、 己レ. ノ 敬服 スべ キ人 ヨリ 適切 ン指 導ヲ 受ケサ レ ハ、 何人 ノ說明 ト雖モ 深ク意 一一 止メ 

ザ ルノ風 ァリ。 現 二 翌日 長官 ヨリ 紹介 シ タル 赤 羽暖門 支店長 ハ、 曾テ 二三 囘ノ 面識 アル -ー拘 ハラ ス、 長 {R ノ 引合 

セニ ヨリ 初 テ其人 アル ヲ知 リタ ルカ 如キ、 以テ 同人 性質 ノ 一端 ヲ窺フ べシ。 

さらに 例の 训莊 譲り受けの 問題に ついて、 「筆記」 の 記す ところ は、 次の 通りで ある。 

i< 食後、 林 維源ハ 約束 ノ如 ク、 構內三 箇所 ノ 家屋 (內 一箇所 ハ卽 此ノ饗 應窒) 一一 案 內シ、 林 維 源ハ、 御 約束 一一 從 

ヒ 母屋 ヲ除キ 後邊ノ 一箇所 ヲ 進呈 スべシ ト言ヒ タル 二、 長官 ハ、 足下 ノ贈 與ヲ受 タリ トテ、 强チ 私用  一一 ノミ 供ス 

ル 次第 ナラ ザ ルべケ レハ、 X 市ク ハ 中央 ノ 本屋 ヲ貰 ヒ受ケ タ シト 要求 セ シ 一一 、 林 維 源 ハ、 元 ヨリ 差 岡へ 無 之 モ 、 不 

日 ® 門ノ 家族 共 引越 來ル べキ 害ナレ ハ、 他 一一 適當ノ 建築 出来 迄 御 猶豫ァ ラン コトヲ 請フト 答へ、 長官 モ 事情 已ヲ 

得 ザルヲ 察シ、 深ク 追究 セス、 其場ヲ 引取 リタ リ C 

かくして 林锥 源との 交涉は 終った。 _ この 對岸隨 一 の大 富豪との 關係 は、 伯の 一箇月の 巡遊の 副産物と 稱す るに は、 

あまりに 大きな 牧穫 であった。 何と なれば、 社會を 動かす 行政 的 勢力 は、 表面的で ある だけ、 時に 皮相 的なる を 免れ 

ない けれども、 林の 如き 在野の 實 勢力 は、 裏面 的で ある だけ、 根強い ものが あつたから である。 

七、 北 淸事變 に乘ず 

伯の 對岸 地方 巡遊 は、 兒玉 總督の 「厦門 事件 ノ頭末 及對岸 將來ノ 政策」 に、 「*- 一  後藤 民政長官 ヲ 厦門 福 州-一派 遣 

第一章 臺灣 民政長官  四 四 三 


第 七 節 對岸經 營  四 四 W 

シ、 許總督 以下 官吏 及 諸 紳士 一一 交際 シテ、 彼我 事情 ノ疏 通ヲ圖 ラシ メ J と ある 如く、 何等 特殊の 具體的 任務 を帶 びた 

ものではなかった。 

それ は豫 ての 腹案た る帝國 南進 策 を 遂行す る 上の、 地均し 工作に 過ぎなかった ので ある。 

然るに 伯の 歸臺後 未だ 二 箇月なら ざるに、 支那 大陸に は 意外の 變亂が 起って、 この 南進 策の 實現 を、 急轉 直下せ し 

むる に 至った。 

それ は北淸 地方に 起った 義和 圑の亂 であった。 

北淸 の變亂 は、 直ちに 南淸に 波及す る。 當時 上京中であった 兒 玉總督 は、 直ちに 歸臺 の途に 就いた が、 彼等の 意見 

は、 期せす して、 この 時 態に 應じ、 帝國の 恩威 を もって、 對岸 地方に 確固たる 勢力 を 扶植す べしと いふに 一致した。 

兒 玉總督 は、 その 「K 門 事件 ノ顧 末」 に、 この間の 事情 を、 次の 如く 記して ゐる。 

北淸 擾亂ノ 形勢、 各國 軍艦 派出 ノ 時期 ハ、 本せ 上京中 一一 在リ。 

圑匪暴 擧 ノ 趨勢 ハ 南淸 一一 波及 スルノ 傾向 ァ リ。 南淸ノ 動靜ハ 直接 一一 本島 ノ 治安 一一 關係 スルヲ 以 テ 、 本 { に ハ 東京 ヲ 

出 發シ、 其 任地 ニ著シ タル ハ 七月 八日 ナリ。 

當時 本官 ノ 考案 ハ、 一 一一 此北 淸ノ 時態ヲ 利用 シ、 我 帝國ノ 恩威 ヲ以 テ、 少ナク トモ 福 建省ノ 平-お ヲ 保チ、 勢力 範 

圍ノ實 ヲ顯ハ シ、 他日 國際 問題 ノ 基礎 ト爲サ ン コ トヲ 希望 セリ。 

m ュ 後藤 民政 長 {n: ヲ-设 門 福 州 一一 派遣 シ、 許總督 以下 官吏 及 諸 紳士 一一  交際 シ テ 彼我 事情 ノ 疏通 ヲ圖ラ シ メ、 次 一一 添 

田臺灣 銀行 頭取 ヲ 同地 一一 派遣 シ、 專ラ 經濟上 ノ關係 ヨリ 本島 ト相 離ル へ 力 ラサル 所以 ヲ說カ シメ、 大ー 1 人心 融和 


シ タル 場合 ナルヲ 以テ、 殊 -I 前陳 ノ希 望ヲ增 大ナラ シメ タリ。 

1^ において 伯 は、 奚の對 岸 巡遊 中に 親交 を 結びた る、 張 布 政 司に むかって、 次の 忠吿的 書信 を 送り、 「我 帝 國ノ恩 

威ヲ 以テ、 福 建省ノ 平穏 ヲ保 ッ」 の 基礎と なさん とした。 

布 政 司 張 大人 足下 

拜別 以来、 貴 邦と 吾が 帝國 との 親交 日に 厚き を 加 へんと する の 時に 當り、 不幸 驀然 北淸 事件の 起る あり。 爲 めに 

犬に 兩國の 親交 を 害せん とす。 豈 千秋の 憾 ならす や。 蓋し 許 總督を 始め、 贵 大人に 於ても、 深く 遣憾 とせら る、 

處 ならん。 然れ どもべ つ 日の 形勢、 未だ 以て 日 淸兩國 の 開 戰と云 ふ を 得す。 蓋し 北 淸に對 する 吾が 帝國の 出兵の 如 

き、 唯 だ是れ 公使館 及 在留 日本人の 危害 を防壓 せん 爲め、 列國 協議の 結果に 外なら ざるな り。 故に 南淸 地方、 特 

に 福 建 省、 卽ち 許總督 閣下 を 始め 貴 大人の 治下に 在って は、 幸に 平穩 なること を 得て、 通商 貿易の 安全 を 害する 

ことなき は、 大に 慶賀に 堪 へざる 處 なり。 然るに 近来 一種の 流言 あり。 臺 灣總督 府は數 千の 兵 を； g 門 福 州の 地方 

に 派遣す べしと。 嗚呼 是れ 何等の 言ぞ や。 蓋し 是れ 固より 荒誕 無稽 齊東 野人の 唱道す る處、 敢て 意に 介す るに 足 

らす。 吾が 臺灣 總督府 は、 南淸 現在の 局面に して 變狀 を呈 せざる 限り は、 決して 軍隊 を 派遣す る 等の こと あら ざ 

るべ し。 又 曾て 幅 州に 遊びし 時、 贵 大人と 親しく 膝 を 交へ 胸襟 を 開きて 談 せし 如く、 吾が 帝國は 淸國の 保全 を圖 

り、 將來國 運の 隆 al に 赴かん こと を 期し、 之れ と 同時に、 吾が 帝國 特に 臺灣 と贵省 各地との 通商 貿 =^ の 閱滿に 

つ 幸福に 發 達せん こと を 祈る の 外、 他意 あらざる なり。 而 して 北淸 事件の 如き も、 必すゃ 日なら. f- して 暴徒 鎭壓 

の 功 を 奏し、 平和の 克復 を 見る こと 又 疑な き處 なりと 雖も、 此の間に 處 して、 苟も ー國の 志士た る 者、 衆庶 臣ぉ 
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の 塗炭に 苦む を 坐視す るに 忍びん や。 此氣 洩れて 遂に 足下に 一言す るの 巳む を 得ざる に 至りし なり。 蓋し 此際公 

然 若く は 祕密に 彼我の 意思 を 通す るの 要な しとせ す。 果して 其耍 あるの 場合に 臨み、 若し 貴 大人 若く は 許 總督閣 

下にして、 企に 對し、 密かに 依賴 せらる、 こと も あらば、 余 不敏な りと 雖も、 敢て 微力 を 致さ ざらん や。 是れ固 

より 余が  一 ^見に 過ぎす と雖 も、 此の 如き 見 を懷く 者、 必す しも 余 一 人に 止まざる を 信す。 

近く 吾が 臺灣總 督兒玉 男爵 閣下 東京より 歸府 せられ、 其北淸 事件に 關 して 談話 せらる &處を 聞き、 且つ 同 男爵 閣 

下の 意思 ある 處を 忖度す るに、 世の 所謂 支那 分割 論の 如き、 之れ を實行 せんとす るの 意志な きのみなら す、 可成 

的 支那の 保全 を 企圖 せらる \ もの \ 如く 思惟せ ざる を 得す。 故に 現在の 局面に して 再三 變 化し、 終に 列強の 提出 

する 意見に 依り、 日本 帝 國も亦 如何なる 要求 を爲 さざる ベ からざる や は、 固より 4r 日 小生 斷言 する こと 能 はすと 

雖も、 近く 東京の 消息 を 聞きて、 彼の地の 意 氣を推 溯す るに、 吾が 帝國は 充分 淸國の 保全に カを盡 し、 且つ や 又 

一 歩 を 進め、 時 {ュ に 依って は列國 より 提出す る 要求 を輕滅 し、 以て 東洋の 平和 克復に 力 を盡 すに 吝 ならざる もの 

の 如し。 故に 北淸 事件 善後策の 間に 於て、 吾が 兒玉 總督を 介し、 帝國 政府に 密かに 依頓 せんとす る こと あるか、 

若く は贵邦 の 有力なる 5! 只緩士 にして 此の 如き 企 望 を 有する 場合に 當り、 余 に 望む に 其 間 に 在って 周旋 の 勞を 取ら 

ん こと を 以てせば、 余 は 敢て其 勞を辭 せざる べし。 唯 だ 此の 如き は 密に附 し 且つ 愼 重に 事 を圖 つて、 苟も 他 邦人 

に 其 間の 機微 を窥ひ 知られ ざらん こと、 是れ 緊切の ことなり とす。 蓋し 余が 此の 言を爲 して 敢て 足下に 獻 する 所 

以は、 贵 地に 曾遊の 日、 贵 大人と 相 逢 ふや 一見 舊 知の 如く、 襟度 を 開いて 相談し、 其語沬 未だ 乾かざる に、 月 を 

閱 する こと 尙ほ數 月なら. f して、 不鮮 此の 北淸 事件の 起る に 際し、 嗟嘆 措く 能 はざる の餘 り、 聊か 1  肘 心 を 吐露し、 


以 て 將來益 々 兩國 の 親交 と 幸 幅の 增進を 圖る爲 め、 微力 を 致す に齐 ならざる の 意 を 表明して、 小； 只 大人に 吿 げんと 

する の 意に 外なら す。 而 かも 是れ 決して 貴 國の爲 めの みならす、 東洋 全お の爲 めに も、 吾々 東洋人 中の 志士た る 

者、 其 天職と して、 相 當のカ を 致さん との 意に 過ぎざる なり。 故に 筆意 を 載せす して、 尙ほ盡 さざる ある は、 請 

ふ 之れ を諒 とせよ。 

蓋し 北 淸事變 の 善後策に ついては、 淸國 をして 先づ 我に 賴 らしめ、 帝國の 仲介に よって、 一方 列強の 淸 國に對 する 

要求 を輕 減せ しめ、 以て 淸國の 領土保全 を 計る と共に、 一方 我國の 大陸 經營 上の 發言權 を增大 せしめん とする のが、 

兒 玉總督 及び 後藤 政 長 {R の意圖 であった-" 對岸 經營の 問題 も、 勿論 その 重要なる 一 項目 をな す ものである。 

而 して 伯 は、 右の 書信 を 張 布 政 司に 發 すると 同時に、 在野の 政治家に して 勢力 ありし 內閣大 學士陳 寶珠に 宛て、 次 

の 書面 を發 し、 陳を 通じて 總督張 之 洞 を 動かさん とした。 

拜別以 來筆硯 恙なき や。 近 來淸國 の 情勢 を 見、 特に 北淸 事件に 就て は、 轉た 感慨の 至りに 堪 へす。 足下 平常 國家 

に 忠良なる、 一層 國 運の 日に 非なる を 嘆 せらる-^ ならん。 念 ふて 足下の 心事に 到れば、 暗涙の 襟 を 濡らす を 知ら 

刖書其 意 を 摘んで、 足下 自ら 密かに 張 之 洞 老大官 に 致す か、 若く は 布 政 司 張 大人と 相 謀議して 之れ を 致す か、 其 

何れ を 問 はざる も、 願 はくば 書 意 を 張 之 洞 老大官 に 致して、 東洋の 平和 克復の 爲め、 充分の 效 wi- を收 めら れんこ 

と、 希望の 至りに 堪 へす。 

^  書 
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今や 北 淸に事 ありて 砲火 相 閃く と雖 も、 未だ 以て 淸國と 各列國 若く は 日本 帝國と 宣戰に 及びたり と は 云 ひ 難し。 

何と なれば、 各國 共に 其 出師の 名義 を 問へば、 在淸 公使館 及 居留民の 危害 を防壓 せんが 爲め、 已むを 得， f 軍隊 を 

派遣した りと 云 ふ を 以てな り。 特に 日本 帝國に 在って は、 馬關 媾和 條約 成って 以來、 專ら 東洋の 平和 を 希望し、 

殊に 淸國の 保全 を 以て 東洋の 平和に 最も 必要な りと し、 漫 りに 他 邦の 疆域を 窺 ふ 等の 野心 を 抱 かざりし こと は、 

旣往の 事實に ii らして 明かなる 處 なり。 且つ や 淸國に 在っても、 近來 益々 同種同文の 國と 提携す るの 必要 を 感じ、 

張總督 並に 劉 總督の 如き、 青年 有 爲の士 を 吾が 帝國に 派遣し、 其研學 修得す る處を 以て、 淸國 開明の 資に供 せん 

とする に熟衷 せられつ、 ある は、 吾人の 確認す る處 なり。 然るに 圖らす も 今 囘義和 圑の亂 よりして、 動もすれば 

各國 との 平和 を 全然 破 却し、 加 之なら す、 其 極 淸國の 社稷 を 危殆に 陷 れんと する に 至り、 施いて 日本 帝國 との 親 

交 上に も 其 影響 を 及さん とする の狀 あるに 至れり。 然れ ども 吾が 帝國 は、 各國 協議の 間に 於ても、 常に 慎重の 態 

度 を 取り、 純ら 淸國の 保全 を 目的と し、 萬 巳むな く 兵 を 派遣す るに 至りても、 往日 日 淸戰爭 の 際に 於け るが 如き 

迅速なる 行動に 出です、 常に 私 か に淸國 豪傑 の士 にして、 克く 自ら 這般 の 暴徒 を鎭定 する の 日 あらん こと を 希望 

したる が 如き は、 已に 足下 も 明察 せらる、 處 ならん。 然るに 時； 15 は 次第に 變遷 して 愈々 危殆に 陷り、 今日 を 以て 

將來を 卜する に、 必す ゃ莕後 策に 於て 各國 合議の 際、 困難 を 醸し、 或は 叉 一時 幸に して 其 局 を 結ぶ に 至る も、 列 

國 との 關係 上、 東洋に 於て 吾が 帝國 と淸國 との 有力に して R つや 本 固なる 提携 を妨 ぐるの 情勢 を 生す る ことなき を 

保せ す。 是れ大 に 余の 兩國 の爲 め、 特に 東洋 大局の 爲め憂 ふる 處 なり。 蓋し 贵國の 志士 仁人の 間に 於ても、 必す 

や 又 < ^と 同一 の 所見 を 懐く もの あらん。 而 して 此 際に 於て 施すべき の 術 は、 ：：！ 國の 間に 全く 猜疑の 念 を 去る こと 


是れ なり。 其 猜疑の 念 を 去らん とする に は、 張總拟 I の 如き 贵國の 先 擎の士 と、 吾が 帝國の 有力なる  一 二 先；^ の士 

との 間に、 密かに 意志 を 通し、 肝 膽 相 i 一ら して 互 ひに 意氣 投合す るに 至らし むる を 第一と す。 13 に張總 1^ の 如き 

は、 多 數の靑 年 有 爲の士 を 吾 か 帝 國に派 遺し、 - 水く §5 學 せしめた る を 以て、 吾 か 帝國の 意志 を も 知り、 諸 先：^ と 

の 交 親密なる も、 或は 已に 之れ あらん。 然れ とも 列國 猜疑の 今日に 於て は、 國際 上の 正式に 據ら すして、 或は 

他の 機密なる 私 交 的の 方法に 依って、 其 意志 を 通す るの 必要 必す しもな しと は 云 ふべ からす。 蓋し 此事 たる、 列 

國の 知る 處 となれば、 却って 猜疑の 念 を增大 にし、 時局の 困難 一層 甚だしき に 至る ベければ、 極めて 鎮密 なる： 汪 

意 を 要する こと 、す。 

余 は 曾て 中：只 地に 遊びし 時、 東洋の 大： W に 就きて、 聊か 抱負の ある 處を叶 • 露 せし こと あり。 是れに 由って 其 意の あ 

る處 は、 已に 明察せられ 居るな らんが、 若し 北淸 事件の i 丧後 策に 於て、 日 淸：. S 國の 親密なる 提携 を 妨げられ、 W 

國各其 所 欲 を 達 ふし、 清 國の爲 め 不利益 を來 すに 於て は、 實に 千歳の 恨事に して、 且つ 終に 囘復 すべから ざる を 

知る が 故に、 今より 憂慮に 堪 へざる なり。 聞く、 近頃 臺灣總 督府が K 門 及 福 州に 數 千の 兵 を 派遣す べしとの 流言 

を爲 し、 當事者 中大に 之れ を 憂 ふるもの なきに あらす と。 叉 或は 聞く、 吾が 帝國 軍艦の 出入 常時に 在っても 數々 

之れ あれ ど、 此 際に 於て は 其 出入 を 以て 疆域を i 规ふ ものと し、 贵國人 をして 風 聲鶴淚 に 驚愕せ しむる ものな きに 

あらす と。 是等は 皆な 兩國の 意志 未だ 全く 明かなら ざるの 致す 處 にして、 之れ より 推測す る 時 は、 後 策 を講す 

るに 當 りても、 兩國の 間に 謂れな き 猜疑心 を 起す ことなき を 保せ す。 從 つて 之れ より 百般の 不利益 を 醸成す る こ 

と あらん を 恐る。 吾が 臺灣總 督府に 在って は、 現在の 時局に 一大 變 遷を來 さざる 以上 は、 ：：^ して 多 數のー 4、 を 派遣 
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して 事 を 構 ふるが 如き 不當 のこと を爲 さざる べし。 叉 吾が 總督兒 玉 男爵の 平常に ii らして 一考す る も、 或る 國の 

凶暴に 傚 ふが 如き 行動 は 萬 之れ あらざる ベ し。 況んゃ 近く 兒玉總 ^閣下 東京より： g 府 せられ、 其 北 事件に 關す 

る 所說を 聞く に、  < ぶの 平常 信す る處と 毫も 異なる ことなく、 專ら 淸國の 保全 を圖 り、 贵國 政治家 中の 先輩 をして 

此時 15 の 紛擾 を收 めしめ、 以て 可成 的 淸國の 不利益 を 避けし むる と 同時に、 東洋の 幸福 を 損 減せ しむる ことな か 

らん を 期せら る、 もの、 如きに 於て を や。 曾て 足下に 談 せし 如く、 吾が 兒玉 總督の 如き は、 傑出の 將官 にして、 

又 有力の 政治家たり。 是を 以て、 其ー擧 一作 は必 す帝國 にも 著大の 效カを 現 はすこと 確く 信じて 疑 はざる なり。 

乃ち 吾が 兒玉 總督 と、 足下の 信ぜら る \ 張總督 との 間に、 最も 縝密 なる 各國の 猜疑 を 避く る 手段 を 撰びて、 內密 

に 意 を 相 通じ、 以て 互 ひに 協力す る こと を 得る に 至らば、 北淸 事件の 善後策 を 施す に當 りても、 其婢益 少なから 

ざる こと を斷 言して 憚らざる なり。 故に 此 事の 必要なる 場合に は、 足下 若く は 張 布 政 司の 如き、 余の 最も 信用す 

る 人より 依頼 せらる k に 於て は、 其 間に 立って 斡旋の 勞を 執る こと、 是れ 余の 敢て辭 せざる 處 なり。 足下に して 

余と 所見 を 一 にす る あらば、 此の 意 を 張 總督に 致して、 張大 爺の 意の ある 處を 問へ。 是 れ清國 今日の 危急存亡な 

る 秋に 當 りて、 決して 等閑に 附 すべき ものなら ざる を 信す。 蓋し 張 總督の 門下に して 帝國 に遊學 する もの、 或は 

帝國 人に して 張總^ の 門に 出入す る もの 多々 之れ あらん。 此 等の 輩 を 捞し來 りて、 帝國と 重要 問题に 就き 意志 を 

通す る 具に 供す る こと も あらんに は、 或は 淸國人 若く は 各外國 人の 猜疑 を 買 ふ 端と ならん も、 亦 未だ 知る ベから 

や。 之れ に反して、 若し 張總督 より 張 布 政 司 若く は 足下 を 通して、 吾が 總督に 意 を 致す に 於て は、 此 等の 憂ひ毫 

も ある ことなき のみなら す、 吾が 帝國の 閣臣及 元老 をして、 充分 張總^ の 意の ある 處を 知らし むる に 就ても、 吾一 


が 總# に 依る の 優れる に 如かす。 吾が 總督の 言 は、 優に 閣臣 若く は 元老 をして 耳 を 傾けし むる の 力 ある を、 信じ 

て 疑 はざる なり。 蓋し 斯く 樓々 數百言 を爲す 所以の もの は、 敢て 民政長官 として 言 ふに あらす、 隣邦の 一友 人が、 

友邦の 多難なる 場合 を 見る に 忍びす、 且つ 志士の 天職 は、 斯 くの 如き 場合に 當 りて、 獻策 以て 世 を 救 ひし は 古今 

の例證 少なから ざるに 依り、 敢て^ 心 を 吐露して 足下に 獻 するな り。 其 取る と 取らざる と は 蓋し 足下の 意に 在ら 

ん。 敬白。 

八、 動亂福 建に 波及 せんとす 

前項に 揭 げたる 伯の 二 書信に よっても 明かなる 如く、 北淸 事變當 初にお ける 兒玉、 後藤の 臺灣總 督府の 政策 は、 外 

交 的 活動に 重點を き、 これ を 基礎と して 南淸に 勢力 を 扶植 せんとす るに あった。 

然るに 一度 北活に 捲き 上った る 義和團 の動亂 は、 北淸 地方 だけに 局限され なかった。 それ は 直ちに 全 支に 波及し、 

延いては、 その 機に 乘 じて、 露 西亞は 牛莊を 占領し、 英國は 上海に 陸兵 を 揚げた。 

これらの 列強の 行動が、 帝國 政府の 態度 を、 次第に 硬化せ しめた こと は、 言 ふまで もない。 しかも 帝國 政府 をして、 

执 手傍觀 する を 許さなかった こと は、 この 動 亂の餘 波が、 楊子 江 を 越えて、 次第に 南淸に 及ばん とする ことであった。 

勿論 この 形勢 は、 七月 中 はま だ、 表面的の 事實 となって 現 はれて ゐ なかった。 卽ち在 福 州 領事 豐島拾 松が、 靑木外 

相に 宛てた る 七月 一 一十 四日 附の 報告に は、 

當地ハ 不相變 平 iJ2 ノ狀體 一一 有 之 候 得 共、 北方 ノ騷擾 鎮定 セザル 爲メ、 當地無 賴ノ徒 一丁 ンテ、 時々 義 和團ノ 名ヲ藉 
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リ、 檄文 様 ノ者ヲ 貼付 シ、 某月 某日 許 總督ヲ 殺害 スべ シト 力、 舊曆 七月 一 日 居 §S 外 國人ヲ ：！^ ルべ シ等ノ 文字 ヲ用 

ヰテ、 人心 ノ 激動 ヲ ^#ル 者 ァリ。 又タ 先般 福 州 城 ノ內外 一一 テ、 山 東 音 ヲ操ル 者、 ニ囘程 排外的 演說 ヲ試ミ タル 者 

有 之 候 由、 聞 及 候 得 共、 檄文 ノ如 キハ直 一一 地方 {n  ノ爲メ 刺 取 ラレ 候 一一 付キ、 未タ 人心 ノ 激動 ヲ挑發 スルー 一至 ラズ 

シ テ 止 ミ 候。 且ッ地 方 {n、 右； g 動的 ノ 言動 ヲ爲ス 無頓漢 ノ 探 似 一一 從事致 居候 得 共、 未 ター 人 トシ テ 捕縛 セラ レタ 

ル者無 之 候 間、 時々 城ノ內 外へ 檄文 ヲ 貼付 スル者 有 之 候 趣 キ聞及 候。 叉タ 在留 外國人 等ハ、 向 一一 地方せ 等ト 契約 

書へ 記名 後ハ、 鎖 ル愼重 ノ體度 ヲ保チ 居候 模様 相 見へ 候。 併シ宜 敎師間 一一 ハ 多少 恐慌 ヲ起 居候 様子 一一 テ、 近日 便 

船 毎 一一 繽々 福 州 ヲ去ル 者 有 之 候。 然レ トモ 口下 ノ 形勢、 突然 暴徒 蜂起 等 ノ事可 無之ト 思考 致 居候。 

とあった ので も 解る。 超えて 八月 一日 附、 豐島 領事よりの 報吿 は、 次の 通りであった。 

客月 廿 四日 附外機 第二 二 號ヲ以 テ御報 中 進 S 候 後、 異 情無 之、 ； g ル平！ « 之 有様-一有 之、 且ッ地方，バハ 百方：；^心ノ 

靜譜 ヲ保ッ / 方法 ヲ講 シ、 城ノ 內外 一一 ハ 多數ノ 兵 勇 ヲ派シ テ、 無頼漢 等ヲ シ テ 蠢動 ス ル事能 ハ ザ ラ シ ムル 等、 注 

意 周密^ ント！ Ig;;! ナキ 有様 一一 有 之 候。 尙ホ 楊洋務 W 長ハ、 客月 廿 九日、 別紙 之 通 リ當地 駐在 各國 i 别 事へ 通知 致シ、 

若 シ 不逞 ノ徒 一一 シ テ 强竊盜 其他容 ：；^ チラ ザ ル企ヲ 爲ス者 アルト キハ、 容赦 ナク兵 SJ^ ヲ シ テ 銑 殺 セシム ルコト トシ、 

又タ 居？ S 地 保護 ト シ テハ、 更 一一 兵 奥 三 拾 名ヲ增 加、 ン テ贰百 四 拾名ト ナ シ、 洋務 W ハ 新 一一 巡丧ヲ 募集 シ百六 拾名ト 

爲シ、 咋 n ヨリ 居. ぱ地內 外 一一 配布 シ 、 嚴重 ナル 取締 ヲ爲シ 居候。 故 一一 近日 ハ 省 城內外 一一 於 テハ絕 へ テ 謠言 ヲ放ッ 

者 ナク、 又ク 過般 檄文 様 ノ齿示 ヲ爲シ クル 者 アル ヲ以 テ、 地方 官ハ、 若シ人 K  一丁 ンテ 檄文 ヲ^ 付シ タル 者ヲ 拿捕 

スル者 一一 ハ、 一名 一一 付 キ五百 = ^ノ 賞金 ヲ與フ べキヒ S 吿示致 候 一一 付、 人 5:： 等 ハ右微 文 貼付 者ヲ 見出 サン ガ爲 メ、 頗 


ル 注意 致 居候。 

併しながら、 これらの 報告に 現 はれた る 南 淸の平 r おは、 飽くまで 表面的 事象に とどまった。 その 底に は、 恐るべき 

事 變を豫 すべき 暗流が、 ^々として 流れて ゐた。 それ はまた 南淸 在留 外人の 敏感なる 知覺 に、 反應 せす にはゐ なか 

つた 0 

七月 四日 附、 上野 S< 門 領事が、 後藤： 政 長官に 宛てた る 私信に は、 すでに. の 如く 記されて あった。 

拜啓。 御 書信 正-一 拜誦之 所、 益 御 安 .说 被 爲在候 段 奉 恭賀 候。 本地モ 無事 罷在候 間 御 安念 被 成 下 度 候。 其後训 -1 相 

異、 候 事情 無 之、 例 之 讅ー百 ハ日增 一一 種々 ノ 想像 ヲ 生シ、 支那 人 之 眞相ヲ 知 ラサル 外國人 等ハ、 一層 心配-一心 配ヲ重 

居候 様子-一有 之 候。 支那 人間 之 流言 一一、 日本 兵 三千 御 地 ヨリ 來 云々 ノ事ハ 今一 一止 ミ不 屮、 旣ー 一福 州 迄 モ流レ 渡 

候 由 一一 承リ 候。 御地ノ 新聞紙 一一 モ-设 門 通信 トテ 種々 ノ記 事相 見 候處、 取留 メナ キ事 ノミ 一一 御座 候。 殊 一一 六月 廿九 

日 發免ノ 分-一 門 警戒 i 某 報 ト云フ 題 下 一一、 各國 領事 會議 一一 テニケ 條ヲ： ^定 云々、 之レ 一一 臺灣 守備兵 ヲ 派遣 スル コ 

トヲ 請求 ナト、 記載 有 之 候。 之レ ハ何處 ヨリ 出 候 力、 定テ例 之 門 通信 トシ テ 一笑-一 付 シ去ル 事 一一 ハ 候へ 共餘リ 

馬鹿々 々 シ キ 通信 ュ 付、 御 打消 シ被下 度 候。 

一 漳泉 地方 之 事モ、 今日 ハ何 タル 事變 ナシ。 只 タ外國 人間  一一 土民 之 浮說ヲ 信シ、 種々 ノ 取沙汰 致 居候 モノ 有 之- 

先ッ ：：： 下 ノ處ハ 無事 平 S  二 付 御 安念 被 下 度 候。 只タ 今日 ノ 場合 ナルヲ 以テ、 可成 丈 ケ單獨 一一 テ內地 一一 入 込ミ、 土 

-i- トノ間 二 衝突 ナド 生セサ ル樣、 各自-一 注意 致 © 候。 大抵 ハ內地 ヨリ 本 港 迄 歸來致 居候。 其 後 本 地-一 ハ 北部 之 確 

報更 一一 無 之 候。 獨國 公使 去月 十八 日 一一 北京 一一 於テ 殺害 セラ レ タル 云々 ノ 公報、 一昨日 本 地 同 領事へ 打電 ァリ" 各 
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國ハ之 レー ー對シ 半旗 ノ  禮 ヲ表シ タルー 一、 昨日 御地ョ リノ 噂 一一 ハ、 東京 來電 一一 依 レハ各 公使 無雍十 リトノ 趣、 實 

一一 何 レカ眞 ナルャ 想像 一一 苦 居候。 

右 之 外 細 情 毎 便 可 申 上 候. R 々 不備。 

專 一 拜 

七月 四日 

後藤 長 {n 殿閣 下 

二. C 本 地 各 領事 ノ 相談 會ハ、 萬 一 非常 ノ 際-臨 ミ、 居留民 卽チ 婦人 子供 等ノ 安全 ヲ 謀リ、 は ッ备國 鎖 事 一一 於テ必 

要 ト見ル トキ ハ、 之レ ヲ相當 ノ場處 一一 集メ、 共助 ノ 保護 ヲ與 フル 事 一一、 前以 打合セ § にク事 ナドー 一過 キス。 耍スル 

一一 萬ーノ 場合 ヲ思ヒ タル モノ 一一 御座 候。 之 レハ； 兀 ト英國 人-/ 大 心配 ヨリ、 英領 事 ヨリ 相談 會ノ  f,l 求 ァリ、 萬ーノ 

時節 一一 備フ ル 手段 ヲ 協議 シ タル 位 一一 御座 候。 御 含 迄 一一 內々 屮 上：. f は 候。 

右の 書面 は、 卷 紙に 毛筆で 記された 私信で あるが、 それに は 添書と して、 領事館の 十三 行郵 紙に 認めた、 次の 書翰 

が 同封して あった。 

或報吿 一一 據レ ハ、 淸國人 ノ學校 一一 於テ、 其 敎師カ 頃 者 下 ノ如キ 問題 ヲ 提出 シ タリ ト云フ 。其 略 一一 r 裹灣ハ * シテ 

吾輩 等ノ 恢復 シ得ル モノ ナルャ 否 云々」 然ル 二 生徒 ハ 恢復 シ 得べ シト ノ答ヲ 發シ、 續 テ之レ ヨリ 四 ヶ月 ヲ期 シテ 

恢復 シ 得べ シト 答へ タル 由。 比ノ 如キハ 素兒戲 一一 類 スト 雖モ 臺灣ノ 割讓 ハ 如何  一一 0 一一  彼等 ノ腦中 一一 印セ シャ。 

本 地 一一 ハ尙 臺灣恢 度ナド 云へ ルコト ヲ夢ル 痴漢 乇往々 有 之、 何-一力 動機 サ ヘア レバ、 必. ス 恢復 ノ 二字 ヲ唱 へ居ル 

事 推 シ テ 知 ルべキ 儀 一一 有 之 候。 一 笑話 ト 、ン テ兹ニ 附記 ス。 


然るに、 この 上野 領事の 私信に も 窺 はれる 「暗流 一は、 八月に 入る や、 俄然 表面的 事象と なって、 現 はれ 来った。 一 

そして これまで は、 飽くまで 樂觀的 態度 を 持して ゐた豐 島 領事 も、 八 巧 二日 附、 次の 報吿を 外相に 致さなければ なら 

なかった。  . 

1 邵武府 -ー ハ、 大凡 一週間 前、 暴民 蜂起 シ、 敎 會數ケ 所、 及 耶蘇 病院 ヲ燒毀 致 候モ、 右 各 家屋 ハ當時 已-ー 無住 

人 一一 テ、 外 國宜敎 師ハ約 三 ヶ月 以前 引揚 タル ヲ以 テ、 幸 一一 ーノ 死傷 無 之、 民ノ 目的、 單- 一家 肘 ヲ掠楚 セル ュ 

アル 乇ノノ 如 シト云 ヘリ。 本件 一一 付テ ハ、 宜敎師 ヨリ 米國 領事 一一 報 吿致候 モノ モ有 之、 一般 一一 外人 間-一信 セラ 

レ 候事實 一一 有 之 候。 

一 本 月廿八 n 、當地 城外 ノ 下道 ト稱ス ル街上 一一 テ、 一 無賴漢 耶蘇 信者 ナル土 入/荒物屋 一一 テ 落花生 ヲ 購買 致、 一 

少シ ノコ トヨ リロ 論ヲ 始メ、 數 百名ノ 無賴漢 一時 一一 蜂 集シ、 該店ト 其 近傍 一一 アル 耶蘇 敎堂 ヲ破壤 セント 致 候處、 一 

密齿 セル モノ ァリ、 當地 海防 廳 長ハ 自身 二百 餘名 ノ兵ヲ 率ヒ、 現場 一一 至 リ之ヲ 取 鎮メ、 首 導 者 ハ他保 ^.^^^ 

ヨリ 縛 捕 差 送ルコ トト相 成、 大事 一一 至 ラサ リシ ハ幸 一一 候 C 又 當城西 門外 豹 頭 山 一一 ハ、 數多ノ 無頓漢 立籠 リ居、 

兵 至 レハ 四方 一一 散シ、 去レ ハ搏ヒ 集リ、 地方せ ハ顿ル 困却 致 居候 由 一一 有 之 候。  _ 

一 在當地 英米 佛宜 敎師 ハ 、 十 中 七 八悉ク 本邦 其 他 へ 避暑 ヲ名ト シ テ引揚 候" 外國 商人 ハ 却ッ テ右 等宜敎 帥ノ當 

地 一一 不在 ナル ヲ悅ヒ 居候。 

右 ノ如ク 人 氣稍不 12  ノ徴有 之 候へ トモ、 本年 一日 付 外 機 第二 三 號ヲ以 テ御報 申 進 候 通リ、 地方 官ハ 頗ル 注意 ヲ 

加へ、 果斷ノ 處置ヲ 施シ、 內 外人 保護 ノ 方法 ヲ講シ 居候 ヲ以 テ、 未 タ差シ タル 出 來事モ 無 之、 外 阈人ハ 何 レモ 
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安心 致 居候 様子 一一 有 之 候。 元來在 當地ノ 重ナル 商業 ハ、 全 ク廣東 人ノ左 4；： スル トコ a 一一  有 之、 M- ッ不 人望 ナル 

總督モ 廣東人 一一 シ テ、 常 一一 同鄕人 一一 私ス ル傾有 之候ヲ 以テ、 總へ テ廣東 人 ハ 宜敎 • 帥 ト同樣 土人 ョ リ 敵視 セラ レ 

居候へ ハ、 當地 一一 若シ： # 徒 蜂起 ノ徵 候ァレ ハ、 必 ス先ッ 土人 ハ廣東 人 ト茶ノ 取 S ヲ 中止 スへ シ。 然ル 一一 未タ此 

事 無 之 ヲ以テ 見 レハ、 當地 ハ先ッ 平-お ナリ ト云フ ヘシ 云々、 經驗 アル モノ  ノ 直話 一一 有 之 候。 

, 右 御 報 巾 進 候。 敬具。 

この 報吿 において、 豐島 領事 は何處 まで も、 その 樂觀的 觀測を 持すべく 努めて ゐる 跡が- M 然として ゐる。 しかも こ 

の 、事の 努力に も拘 はらす、 この 報 吿の與 ふる 印象 は、 南淸 における 形勢が、 いつのまにか 不 r おの 空氣 に. まれて、 

山. 则將 到風滿 樓の概 ある ことであった。 

南淸の 形勢 かくの 如し。 しかも 列強 は、 この 事變の 機に 乘 じて、 軍事的 行動 を 起す に遲れ ざらん ことこれ 努む るの 

傾向 あり。 支那 大陸の 動向に ついて、 最も 關係 密接なる 我國 が、 ひとり 傍觀的 態度 を 守る こと は、 つ ひに 事實 不可能 

となった。 

かくして わが 山 縣內閣 の 態度 は、 俄然と して 硬化し 來 つた。 その 急先鋒 は、 山 本 海相で あつたと 傅 へられる。 橫澤 

.¥ 郞が當 時 各方 面 の 內報 をお 合 L ての 觀察 は、 次の 通りであった。 

當時 吾國の 廟堂 は 如何なる 顏觸れ であった かと 巾す と、 首相 は山縣 さんで、 西鄕 內務、 杜 陸軍、 山 本 海 車、 靑木 

外務と いふ 樣な ところで、 山 本權兵 衞 氏が あの 通りの 業物 だけに、 自然に 其の 意見が. 1 議 のまき をな すと いふ 傾 

向が あり、 門出 兵の 如き も、 其の 發議に 成立った ものら しい。 卽ち北 清に 於け る、 義和 ffl とい ふ 贼徒を 討伐す 


ると 同時に、 次第 に 排外 思想 の {:&<延 しつつ ある 南淸を 抑へ て S くと いふ 事 は 必要 だとの 主張から 來 たも のに 外な 

ら なかった。 此の 措 S は、 動ともすれば * お 病 神の 爲 めに 魔 はれて、 手 も 足 も 出ぬ 吾が 政府と して は、 隨分思 ひ 切 

つた 措 W むと いって 良かった ので ある。 而 して 兒玉將 車 は、 平生より 二十 七、 八年戰 役の 結果と して 締結 せられた 

馬 關條約 中の、 一 i 建 省 不割讓 とい ふ條文 を、 最も 鞏固なる 基礎の 下に W はきたい とい ふ 主張から、 臺灣 赴任 以後、 

手を對 岸に 染め 學堂を 建てて 彼 地の 子弟 を 教育し、 本願 寺の 布敎 師を簡 派して、 布 敎に從 事せ しむる 等、 常に 炯 

眼 を 彼 地に 注がれて 居られた 時であった から、 政府の 此の 措：. a に對 して は、 快 然として 賛意 を 表せられ たので あ 

つた。 

^門 事件に ついて、 當 時の 內閣 における 主動 者が 果して 何人で あつたか は、 训問题 とする。 ただこの 急轉 直下せ る 

支那の 形勢に 應 じて、 わが 廟議 が、 俄然 硬化し 来った こと は、 (少 ふべ からざる 事實 であった。 そして その 閣議の 結果 

は、 八月 十日の 祕電 となって、 東京から 臺北 へと 飛んだ。 それ は 露國が 牛莊を 占領、 し、 英國が 上海に 陸兵 を 陸揚げす 

るな ど、 事態が いよ/ \變 調を呈 しはじめ たのに 對 して、 帝國 もまた 必要の 場合に は、 強硬 手段に 訴 へても、 斷 乎と 

して、 南淸 における 在留邦人 を 保護し、 わが 權益を 守らん と 決意せ る こと を 示す に 十分であった。 

しかしながら、 これに 對 する 兒玉 總督の 返電 は、 南淸 地方に 對 して 強行 的 手段 をと る ことに ついては、 むしろ 氣乘 

薄なる かの 如き 態度 を 装った。 蓋し 横澤の 記せる ところの 如く、 事玆に 至って は、 帝國が .3 門地 方に 對 して、 斷 乎た 

る 行動 を 採る ことにつ いて、 臺灣 總督府 側に 異存が あらう 苦はなかった。 ただ 彼等の 虞れ たると ころ は、 中央の 廟議 

が 架して どの 程度の 決心 を 固めた る や 否やの ー點 であった らうと 思 はれる。 若し この 事局に 應 じて、 一歩 を稂極 的に 
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踏み出し たる 以上 は、 結局 はわが 國運を 賭する ほどの 大覺悟 を 要する こと は、 言 ふまで もない。 山縣內 閣に染 して そ 

れ だけの 決意が あるか どうか。 

兒玉 總将ゃ 後藤 長せ の 憂慮 は、 實 にこの 點 にあった ものと 思 はれる。  • 

九、 急 湍 を ド る 

然るに 中央の 廟議 は、 この 臺灣總 督府の 懸念 を 杞憂と する ものの 如く、 ただ 一路、 强行的 態度へ と 急進す る ものの 

やうに 見えた。 

八月 十五 日 未明に は、 桂 陸相からの 次の 飛電 (十四 H 午後 發常) が、 兒 玉總督 {に 邸 を 驚かした。 

海軍大臣 ヨリ 在 暖門和 泉 艦長 一一 與へ タル 左 ノ祕密 訓令 ヲ 通報 〇 高 千德、 和 泉、 筑紫ノ 兵員 ヲ 以テ、 必要 ノ 時機 二 

11^ 門 港： 响岸ノ 砲 臺ヲト ：！ 領スル ノ計畫 ヲ爲シ 置キ、 叉 外國ト 共同 動作 ヲ爲 スノ 時機 一一 至レ ハ、 他-一 遲ク レサ ルハ勿 

論、 常  一丁 王位 ヲ占 ムルノ 覺悟ヲ 爲シ、 成 ルへク 他國ヲ シテ、 カヲ 居留地 一一 致サ シメ、 我兵ハ 極力 砲毫 ノト： ヲ務 

メ、 若シ 全砲臺 一一 對シ カノ 及 ハサ ル アラバ、 主 耍ノ砲 臺ヲ取 ルコトー 一 著 目シ、 祕密 一一 且愼重 一一 其計畫 ヲ爲シ 51は キ、 

計 畫ノ耍 旨ハ速 一一 直接 海軍大臣 一一 報吿ス へ シ。 •© 門地 方不 Ite  ノ狀 5^ アル 力、 又ハ他 一一 乘ス へ キ機 會ァラ ハ、 同地 

滞在 帝國 領事 ト 協議 シ、 帝國 人民 保 謹 ノロ 實ヲ 以テ、 若： 十ノ 兵員 ヲ 上陸 セ シムル コトヲ 務メ、 躊路 機會ヲ 失セサ 

ルコ トニ 注意 ス ヘシ。 

若し 事態 急迫し 來 らば、 對岸 地方に 對 して、 軍事的 行動 を 採る に 躊躇す る もので ない とい ふ、 帝國 政府の 態度の 決 


定は、 もはや 疑 ふの 餘地 はない。 

士 灣總^ 府は 俄然. 緊張の度 を 加へ た。 そして、 直ちに 相 陸相に 宛て、 次の 返電 を 送った。 

_ ぬ 門 砲 臺ノ占 ト 同時 一一、 川 石山 ノ 電信局 ヲ 占領 ス ルコト 必要 ナリ。 御 記憶 ァリ タシ。 海軍大臣へ 協議 ヲ乞 フ。 

蓋し 兒 玉の 上 揭 「顧 末」 に 依れば 「當 時. 陵 門 福 州 等 排外運動 盛ン 一一 行 ハレ、 竟 一一 騷擾ノ 免レ難 キヲ見 認メ、 第 一 一一 

占領 ノ 緊要 ナル ハ、 m 石山 「シ— ヒ ー ト」 ノ 電信局 ナルヲ 以テ、 之ヲ 政府 一一 注意 シタ」 る ものである、」 

それと 同時に、 臺灣總 #府 は、 鲤登 大尉と 川 電信 技師 を 福 州に 密行せ しめ、 實 地に 偵察 を 行 はしめ た。 

然るに 彼等の 歸途、 驚いた ことに は、 英國の 砲艦が 一隻、 すでに 川 石山に 在った ことで ある。 そこで 帝國 軍艦 宮古 

も、 また 直ちに 派遣され る ことにな つた。 

八月 十六 日、 兒 玉總督 は、 桂 陸相に 宛てて 次の 如く 打電した。 

海軍大臣 ヨリ 和 泉 艦長へ ノ祕密 訓令 落手 セリ。 高 千穗、 和 泉、 筑紫 ヲ合シ 上陸 シ得 ラル ル者ハ 三百 人 一一 足 ラサル 

へ シ。 今 厦門 支那 兵 一 一千 內外 ァラ ン。 假令 支那 兵弱シ ト雖、 數ノ上 一一 於テ 不足 ヲ感ス へ シ。 應援 陸兵 ノ計畫 如何 

成リ居 ルャ。 返詞ヲ 乞フ。  ， 

これに 對し、 寺 內參謀 次長から は、 直ちに 次の 返電が あった. - 

十六 日發 陸軍大臣 宛ノ 電報 承知 ス C 若 シ福建 地方 一一 出兵 ヲ要 スル トキ ハ、 臺灣 ヨリ 幾何 ノ兵ヲ 出シ得 ルャ。 又 其 

發船ト 運送船 ノ 有無 トヲ 至急 返電 ァ レノ 

この 電報に 接した 總督 は、 直ちに 次の 如く 寺內 次長に 報じた" 
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臺灣 ヨリ 福 建 地方へ 迅速-一 派遣 シ得ル 兵力 左ノ 如シ。 〇 歩兵 一 大隊、 山 砲 一 中隊、 S 砲 一 中隊、 工兵 二 中隊。 發 

船地ハ 基隆。 內 工兵 一中 隊ハ 安平、 運送船 ハ臺灣 航路 ノ者ヲ 一時 繰合セ 使用 スレ ハ 足ル。 

そして それと 同時に、 軍用 物資 調査の ため、 金子 中 渡邊 中忤、 藤 田 軍 醫正等 を、 _设 門に 密行せ しめた。 かう し 

て 厦門 出兵の 準備 は、 著々 として 進行した。 待つ ところ は、 中央政府の 命令一下 のみで ある。 

然るに 八月 二十 三日、 桂 陸軍大臣から、 次の 訓令の 傳達を 受けた。 曰く。 

勑ヲ 奉ス。 左ノ 訓令 ヲ傳 達ス。 

今後 或機會 一一 際ス レハ、 我 帝 國ハ、 門港ヲ 卜：： 額 スルノ 必耍ヲ 認メ、 此レカ 爲メ本 月 十四日、 海： 舉大 臣ハ 在^ 門 

和 泉 艦 長 一一、 豫メ 腐 門砲臺 ヲ.^ ： ぬスル 計畫ヲ 爲シ、 機會至 ラハ速 一一 兵員 ヲ 上陸 セ シメ、 該港ヲ いひ W スへキ It 訓令 

セリ。 因テ贵 ハ、 和 泉 艦長 ヨリ 請求 ァレ ハ、 速 二 其 地 駐屯 諸 隊ノ中 ヨリ、 歩 允二 大隊、 砲兵 二 中隊、 工-ぉ r 一中 

隊 以內ノ 兵員 ヲ 適 {且5^ 門 一一 派遣 シ 、 海軍 ト 協力 シテ、 其 目的 ヲ達 セシム ル樣、 豫メ 準備 シ ク ヘシ。 

この 訓令に 接した る兒 玉が、 ルビコン ：！： の 51 に 立てる シ ー ザ ー の 如き、 緊張に 慄 へたで あらう こと は、 想像に 餘り 

ある。 彼 は 直ちに 派遣隊の 編制と、 輸送の 準備 を 整へ た。 しかも 廣瀨 海軍 大佐が、 海 ^sf 大臣の 訓令 を携 へて、 門に 

渡航の 途次、 總餐府 に 立 寄り、 廟議の 模様 を傳 ふるところ あり、 これでい よ/ \ 帝國 政府の 態度 も 明らかになった。 

そして 政 長 宵 たる 伯が、 廣瀨 大佐と 同行して、 -设 門に 密行す る ことにな つたの は、 このためであった。 

骰子 は將に 投ぜら れんと す！ 

その 事情 を 記して、 上揭 「顕 末」 は、 次の 如く 述べて ゐる。 


乃チ派 造隊ノ 編制 及 ヒ鐵道 運送船 等 諸般 ノ 準備 ヲ 整頓、 ン、 岡澤 陸軍 大尉、 下 平 海 5^ 大尉 ヲ3< 門 一一 派遣. ン、 艦長-一 

準備 ノ次 第ヲ 報吿セ シメ、 且 今後 ノ 聯絡 ヲ保 タン カ爲、 救 時 駐在 セシメ タリ。 時 一一 廣瀨海 大作、 東京ョリ海^^- 

大臣 ノ 訓令 ヲ 銜ミ、 e 門 一一 渡航 ノ 途次 當地 一一 立 寄 ラレ タレ ハ、 廟議 ノ在ル 所ヲ詳 一一 スルヲ 得 タリ。 其 大意. ぬ 門い： 

領ノ實 行 ヲ：^ 促スル 一一 在リ。 H テ 占領 後ノ所 I はヲ 補助 セ ンカ 爲メ、 後藤： li^ 政 長 {R ヲ シテ、 瀨海 車大^ ト 同行 セ 

シメ タリ。 

事件 はい ま 急流 を 下る ごとく、 刻々 展開して いった。 

帝國 南進の 經綸、 將に その 第 一歩 を蹈 まんと す。 英米 獨佛の 各國は 如何に これ を迎 へる であらう か G 

東亞の 形勢、 知らす、 雨なる か、 はた 風なる か！ 

一 〇、 矢 は 弦 を 離れん とす 

八月 二十四日、 門から 飛電が あった。 

二十 三日 午前 一時、 暴徒 本願 寺ヲ 燒ク。 我 陸戰隊 三十 五名、 領事館 ヲ 守ル。 厦門 街 一一 ハ 斥候 ヲ 出ス。 

ーぽ K は 二十 四 口の 午前 一時で ある。 二十 三日の 夜半な り しため、 かく 問 違へ たも？ と 思 はれる： 

いよく 厦門 事件の 火の手が 揚 つたの だ。 

抑 も義和 圑の亂 は、 宗敎的 迷信に 端を發 した ものであった。 從 つて 北 淸事變 においても、 最初 血 祭に 舉 げられ たの 

は、 何時でも 敎會 堂と 牧師であった。 若し 北淸の 變亂が 南方に 波及す る 時 は、 第一 にわが 本願 寺が 危ない と は、 臺灣 
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總 府の 夙に 注意 を 怠らなかった ところで ある。 勿論 その 點に、 萬 遣 漏 ある 兒玉 總督ゃ 後藤 民政長官ではなかった。 

横澤 次郞 はかう 語って ゐる。 

當時 北淸に 於け る洋夷 排斥 の 影響 を 受け て 、 南淸 地方 又 物情 不 ite の 有様であった ので、 總 府 では 民情の 實際 を； 

聽 取すべく、 腹 門 本願 寺に 在った 布 敎師を 臺灣に 招く ことと なった。 此の 布 教師が 兒玉將 軍に 見込み をつ けられ 一 

て、 對岸布 敎に從 事して 居る 位であった から、 氣骨梭 々たると ころが あり、 憂國の 志士と もい ふべき 坊さんで あ 一 

つ た。 將軍 は5!^^か に 對岸 の 事情 を聽取 され、 ィザ鎌 倉と いふ 場合の 注意まで されて 門 に 還され たの であ る が、 

厦門に 於け る 排日の 凶亂は 漸次に 加 はり、 遂に 無頼の徒 相 嘯 集して 吾本 願 寺 布敎所 を燒拂 つて 仕舞った。 此の 本 

願 寺の 燒拂 ひに 於いて、 右の 布 敎師は 僅かに 身 を 以ての がれた。  - 

この 本願 寺に 揚 つた 火の手に ついて、 K 門 領事館 付 警部 日吉又 男の 提出せ る 報告書 は、 次の 通りであった。 i 

明治 三十 三年 八月 一 一十 s 日 午前 一 時 一 一十 分、 _ ^門 山 仔 頂 街 東 本願 寺 布 敎所內 止宿 片貝 治四郞 急報 シテ n ク。 只今 一 

暴徒 當 本願 寺 布敎所 一一 放火 シ、 一面 ノ 火災 ト ナリ、 虎口 ヲ逃 レ來 レリ ト C 依テ ー應其 狀況ヲ 問ヒ、 中： GJAR 一一  其 由ヲ： 

報 吿シ、 小 {R ハ 巡査 上 原 寅 太郞ヲ 率ヒ、 實情 取亂シ ノ爲メ 出張 シ、 途中 當 領事館 波止場 一一 碇泊 シ 非常 ヲ 警戒 シ居ー 

タル 軍艦 和 泉 ノ小蒸 汽船 當直  付キ 狀況ヲ 尋ネ タル 處、 今 ヨリー 時間 前-一 東 本願 寺ノ アル 方 一一 火ノ手 揚リ、 一 

尙銑聲 十發餘 アリシ ヲ 聞キ、 只事 ナ ラスト 領事館へ 通報 セント 考へ タルモ、 火ノ 手間 モナ ク止 ミ、 銑 聲トテ 引鑌； 

カサ ルー 一 付、 通報 ヲ 見合 セ タリ ト。 此言 ヲ聞キ 小官 等ハ、 旣 一一 現場 ヲ逃 レ來リ 急報 セシ者 ノ言ノ 如ク、 尋常 ノ火 

災ュ アラス。 先日 來能嚴 州 ヨリ 遂 一一 漳州 附近 敎會 堂ヲ燒 棄或ハ 破壞セ シモ ノト 同一 轍ナル コ トヲ斷 定シ、 ^ホ市 一 


中 ノ校樣 平素 ノ 市中 ノ 如クナ ラス 認メ ラレ タルー 一 付、 一 應 軍艦 小 蒸 汽船 ニテ聞 キ取リ タルコ ト、 及 市中 ノ情汉 報 

吿ノ 爲メ歸 館、 此由 贵官ー I 報吿 セリ。 

約 一時 五十 分、 贵 {B  ノ命 一一 依リ、 贵官ノ 書面 ヲ携 へ、 上 原 巡査 ヲ從 へ、 高 千德艦 一一 向テ出 發シ、 同 二 時 二十 分髙 

千 撾 艦 著、 書面 ヲ渡 シ、 同 艦 ヨリ 和 泉 艦-一至 リ待 ッ可キ ヲ命セ ラレ、 亦直チ -ー和 泉 艦 一一 至リ、 同 二 時 三十 分 ヨリ 

同 艦長 室-一命 ヲ 待ッ。 三時 三十 分、 水兵 一 分隊、 將校 一名 ト 共-一同 艦ヲ 發シ、 暖門港 仔 口 街 波止場 ヨリ 上陸 シ、 

小官 等 導 トシ テ 木履 街、 二十 四 崎 頂 街、 走 馬 路街ヲ 經テ、 同 四時 山 仔 頂 街 ナル東 本願 寺 布敎所 一一 至リ レハ、 

同 布 敎所ハ 旣-ー 灰嫿ト ナリ、 餘 ス所ハ 門內兩 側-一 アル 雇人 部屋 而已ヲ 殘シ居 タリ。 尙ホ 火災-一 掘 リシ ハ 4 ^布教 所 

壹棟ノ ミニ シテ、 隣 佑 密接 スト 雖モ、 少シノ 類燒ヲ ナサ ス。 門前 二 於 テ練勇 左 哨六隊 及 練 勇 左哨七 隊ト書 セシモ 

ノト ノ 提灯 二 個ヲ 點シ、 兵 丁 拾餘人 ァリ。 依 テ此者 等 一一 其 狀況ヲ 問 フー 一、 悪漢 等ノ 放火 ナルコ トヲ問 クモ、 我等 

ノ來 リシ トキ ハ旣 一一 何者 ヲモ 認メサ リシ ト云 フ。 尙ホ 附近 ノ者 ノ模樣 ヲ見ル 二、 孰レ モ 犬-一驚 キ タル 模様 ュ テ、 

我 力 一 行 二 對シテ モ亦大 一一 恐怖 ノ色ァ リテ、 附近 ノ者 一一 付 キ模樣 ヲ問ハ ン トス ル モ、 皆 ナ避ケ テ接セ ス。 附近 皆 

ナ固 ク戶ヲ 塞シテ 出テ來 ラス、 依テ止 ムナク 一 應狀況 報 吿ノ爲 メ歸館 セリ。 

本件 ヲ案 スルー 一、 初メ 領事館 一一 急報 シ來リ タル 片只ノ 巾 立、 及 和 泉 艦 小 蒸 汽船 當直 水兵 ノ 談話、 並 一一 現場 一一 ァリ 

タル 淸國 兵ノ話 一一 徵シ、 龍 巖州漳 州 附近 ノ敎會 堂 ヲ燒却 或 ハ破壤 セシモ ノト 同一 轍 一一 出テ タル 所爲ト 思料 致 候。 

右 當夜ノ 現狀及 現場 出張 取調 ノ 大要 及 御 報吿候 也。 

かくして、 當時 厦門 港外に 遊 犬して、 變に備 へて ゐた 帝國 軍艦 は、 直ちに 陸 戰隊を 上陸せ しめて、 居留： JJ^ 保護の 任 
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に腭 らしめ た" この 時 陸戰隊 の极據 地と して 選ばれた の は、 總^^府の施設にかかる東亞書院でぁった。 

人心 憎々、 腹 門 全市 は 忽ち、 鼎の 沸く やうな 混 亂に陷 つた。 

その 時 伯 は、 廣瀨 大佐と 共に、 腹 門 密行の 途上に 在った。 すな はち、 すでに 臺 北を發 して 淡水に 至り、 まさに 對岸 

に 渡航 せんと、 待ち 構へ てゐ たので あるが、 不幸： 黎 風雨に 妨げられて、 空しく 淡水の 港に、 風浪の 激しき を 眺め、 扼 

腕して ゐる ところであった。 

すると 八月 二十 六日の 夜半に 至って、 兒 玉總将 より 伯 宛てに、 次の 電報が 飛来した。 

只今ん ノ電信 ァリ。 「我 領事 監督 一一 屬スル 東亞 書院 保護 ノ爲 メ、 支那 兵ヲ入 ルトノ 確報 ァリ。 因 リテ之 一一 先立 チ、 

我 兵 二 小隊 派遣 セリ。 高千德 艦長。」 

當 に帝阈 が、 意 を 決して 起ち 上るべき、 絕對 の機會 である。 伯 は 直ちに 廣瀨 海軍 大佐 を 促して、 高千穩 艦長に 与^ 電 

を發 せしめた。 それ は 八月 二十四日 著、 桂 陸相より 總5_ リ；^ てに、 「贵官 へ 兵員 派遣 ヲ 要求 スルノ 任ハ、 H 門 二 在ル海 

！ 故 參者卽 u 下ノ 場合 高千徳 艦長 一一 アルべ キ 3=、 海、 es- 大臣 ヨリ 通報 ァリ」 とい ふ 電報が あって、 裹灣總 哲に對 する 出 

-ぉハの^?§求は、 高千德 艦長より 爲す ことに 打合せて あつたから である。 

そこで、 廣瀨 海軍 大佐と 後藤：^ 政 長 {R と は、 協議の 上、 高千秘 艦長に 宛てて、 急 電を發 する ことと なった やうに 思 

はれる。 電文の 內容 は、 その 紛舉 走り書きの 草案に よれば 次の 通りで ある。 

假令 海軍 ノ丘 ハカ 一一 テ 門ヲ 一 時 占 S 、ス ル 一一 ハ 充分 ナリト 雖モ、 、水 之レ ヲ以テ 守備 一一 任ス へ 力 ラサル ャ明 ナリ。 . 

支那 兵ヲ 東亞 書院 一一 人レ ン トシ タル 一一 先チ、 二 小隊 ヲ 派遣 セラ レ タリ トノ 電報 ュ 接ス。 一時 一一 同島ノ 權カヲ 確定 一 


スルノ 策-一 出テサ レハ、 時機 ヲ失フ 恐 ァリ。 此際 海軍 兵 カノ 多少 一一 係 ハラ ス、 總^^ーー陸軍派遣ヲ請求ス ルヲ得策 

ナ リ ト 確信 ス。 請求 ヨリ 二日 二 シテ先 一中 隊ハ W 門-一達 ス ヘシ。 

んノ 電報 ヲ 領事 一一 傅へ ラレ タ シ。 

廣  瀨 


厦門 人心^々 激動、 兵力 一一 テ 保護 スべキ 時期 一一 至リ タル 上ハ、 此 後ノ爲 一一 陸兵 派遣、 永久 持 鑌ノ策 ヲ示ス 盱要ナ 

リ. -若シ 人心 询々 ノ度 ヲ減シ クル 後 二 ハ、 陸兵 ヲ 派遣 セン トス ルモ、 時機 ヲ失 シ、 名義-一 苦 シムノ む i 、ァリ 。艦長 

ト 協議 ノ上、 兩人 ヨリ、 速力 一一 請求 ァ レ。 

,  後  藤 

この 時 伯が、 如何に 蟲く胸 を 抑へ つつ、 この 電報 を發し たかは、 二十 六日 夜 十一 時 四十 分 著の 總督の 電報 紙の 宴 面 

に、 伯が 自ら 鉛筆 を 探って 記した る、 電文 第一 草案の 筆蹟に よっても 察知され る G 

この 二通の 電報の 結果 は、 八月 二十 七日 午後 一時 三十 分 發、， 午後 六 時 著の 兒玉 總督 宛て、 高千穗 艦長、 上野 領事 述 

名の 次の 電報と なって 現 はれた。  - 

目下 ノ 情況 一一 應 シ 、 臺 灣總督 へ 出兵 ヲ 請求 セリ。  . 

一 目下 砲臺 一一 兵備 ヲ加 フル 確證 薄弱 ナル (一語 不明) ニ集ノ 入港、 一般 增兵ノ 模様、 淸國士  {：：： 居留民 保護 ノ爲メ 

ノ陸 戰隊ノ 一部 一一 向テ 撤去 ヲ 要求 シ タル 等 ノ事 實ハ、 明 一一 敵對ノ 意志 ヲ示 スモ ノト 認ム。 
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二 危險 一一 對 シ テ 、 現在 ノ 陸戰隊 ハ 保護 ノ 實ヲ擧 ルー 一 不足 ナリト 認ム。 臺灣島 ョ リ 陸兵 派遣 シ テ 、 我 居留：： ヲ 保 

護ス ル事ヲ 二 語不 s、 道 臺？) 並 二 各國 領事 1 一 通知 ス 。 

三 臺灣總 # へ 陸兵 準備 整 次第、 順次 至急 出發セ シメ ラル ル コトヲ II ス。 

四 第一 項ノ 事實- 一依 リ、 砲臺 一一 向ヒ、 兵備 ヲ 撤去 ス ルカ、 砲臺ヲ 引渡 スカ ヲ、 當方 一一 テ定 メタル 時限 一一 於テ囘 

答 スル樣 巾 込、 若シ囘 答ナケ レハ、 我 巾 込 ニ應セ サルモ ノト 認ム。 兵力 ヲ以テ ぉ領ス ヘシ。 

五 砲臺 占領 ノ 方法 ハ更 ニ之ヲ 講究 ス。 

遂に 殺 子は投 ぜられ たの だ！ 

一一、 最後の 大 頓挫 

高千穗 艦長、 上野 0、 事 連名の 電報に 接した 兒 玉總督 は、 豫 ての 訓令の 旨 趣 を 奉じて、 直ちに 陸軍 軍隊の 出動 を 命じ 

た。 卽ち 二十 八日 午前 九 時、 宮島丸 を もって 歩兵 ニ箇 中隊 を 派遣す ると 共に、 爾餘の 諸 隊は臺 南 丸、 明 石 丸 を 以て、 

二十 九日 午前 九 時、 出港すべく 用意 をと とのへ しめた。 

彼等 は 如何に 熱烈なる 島民の 歡呼を 浴びつつ、 勇躍 征途に 上った か。 其 情況 を：！ 顧して、 横 澤は次 の 如く 語った。 

之れ と 同時に、 急遽 臺灣 守備 第一 旅圑を 派遣す る ことと なり、 命令 は當 時の 旅圑 長たり し 土 屋少將 (後 大將， ) に 

下り、 同 旅 團長は 奥 躍 直ちに 出征す る 事と なった， - 折 柄 基隆に 入港 中であった 商船 郵船の 汽船 は、 悉く 〔車 用船と 

して 徴發 せられ、 士氣 昂れる 陸軍の 將士は 欣然と して、 基 隆卑頭 熟 心に 見途り 来れる 官 おに 別れ を敍 し、 5^ 艦譴. 


衞の 下に 出發 した。 而 して 萬歲を 浴びせて 征途 を壯ん にした。 見送りの 人々 も 此の 時ば かり 晴れ や 力なる 壯快を 

感じた 事はなかった。 

一方 後藤 民政長官 は、 その 時す でに 門に 上陸し、 領事館に おいて 艦長、 領事と 共に、 陸戰隊 上陸 後の 處 いお を、 M 

首 協議す ると ころがあった。 その 時 決定され た 行動方針 は 次の 通りであった。 

一 先著ノ 運送船 ニ乘組 ムニ 中隊 ノ內、 一個 中隊 古浪喚 一一、 一個 中隊 ハ 厦門-一 上陸 セシメ 、居留 ノ保 護一 一任- ン、 

領事館 及 商品 陳列 場 一一 アル 陸 戰隊ニ 個 小隊 ハ、 保護 ノ 任務 ヲ引 繽キ、 東亞 書院 一一 集中 ス。  - 

一 其他ノ 運送船 一一 乘組ム 陸兵 ハ、 總テ 門 一一 上陸 スル モノ トス。 

1 最後 ノ決 答狀 携帶ノ 使者 額 事 館 ヲ發シ タル 時 (三十日 午後 時ト 定ム) ヨリ、 軍隊 ハ戰 鬪ノ 行動 ヲ始 ムル 

モノ トス 0 

一 旅團 長、 軍艦々 長、 陸軍 海軍 ノ兩 大隊 長及參 謀ハ、 三十日 午前 九 時 ヨリ 領事館-一 會合、 (領事 副領事 列席) い W 

領 一一 關スル 協議 ヲ開 キ、 打 合 ヲ爲シ S クコ ト。 

1 陸 車 及 海軍 陸戰隊 ハ 協同 一致 ノ 行動ヲ 取 ルコトー ー最モ 注意 スル モノ トス。 

1 砲臺占 领ノ時 一一 要スル 海陸 ノ 通信 信號 (假令 ハ 陸軍 海軍 ノ陸 戰隊 砲臺ヲ 占 I まシ タル ヲ速 一一 5^ 艦 一一 通信 スルノ 

類) ヲ 定メ、 軍艦 ヨリ 同士 打ノ如 キ過チ ナカラ シ ムルコ ト。 

1 軍艦 ヨリ 砲臺 攻擊ノ 順序 ヲ 別紙 ノ通リ 定ム。 

1 砲臺 占領 ヲ了 ラハ、 本國其 他へ 飛報 ヲ發ス ル時ノ 手 害ヲ定 メ置ク コト。 
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一 陸軍 兵ハ 三十日 午前 六 時 一一 到 著 シ了ル ノ豫定 トシ テ、 左 ノ通假 定ス。 

一 三十日 午后 ヨリ 三十日 正子 ヲ 期シ、 训紙ノ 通各國 領事 一一 通知 シ、 及 汽船 丸ヲ 避難 用 トシ テ內港 

一一 止メ  1； れクヲ 以テ、 希望 ノ者 ハ乘船 差支ナ キ旨ヲ モ 通知 ス ル コ ト。 

一、 三十日 正子 ヲ期 シ、 最後 ノ決 答狀ヲ 發シ、 三十 一日 午前 三時 ヲ限 リ囘答 スへキ 事、 囘答ナ ケレハ 直 一一 開戰ノ 

態度 ヲ取ル コ ト。 

一、 三十 一日 未明 (午前 五 時)、 軍艦 ハ 錙 戰鬪ノ 態度 一一 移リ、 適宜 ノ 距離 一一 到 ラハ、 先ッ 高千德 ヨリ 砲 擊ヲ始 

ム。 陸上 ノ諸 兵ハ此 砲聲ヲ 聞キ、 開戰ノ 合圖ト 定ム。 

また その 時、 旅圑長 及び 高 千 穂 艦長の 名 を 以て、 三十日 正子 を 期し、 楊 軍門に 提出すべき 決 答狀の 文案 は、 次の 如 

く假 決定され てあつた。 

以 書翰 致 啓上 候。 閣下 頃日 砲臺ノ 防備 ヲ嚴 一一 シ、 兵 勇ヲ增 徵シ、 砲臺ノ 修理 一一 勉メ ラレ 候ハ、 總テ 排外的 行動 一一 

出ルモ ノト 確認 致 候。 加 フル 二 過般 ニ隻ノ 兵船 港內 一一 入 リテ、 竊 一一 我 艦 ノ動靜 ヲ伺フ モノ ト被存 候。 

本官 等、 4. 居留民 保護 ノ任ヲ 帶ヒ、 此地 一一 駐在 シ、 是等ノ 動作 ヲ見テ 晏然傍 觀難致 儀 一一 有 之 候。 

右ノ 理由 一一 據リ、 本官 等ハ 居留民 保護 ノ任ヲ 全 フス ル爲、 閣下 一一 向 テ左ノ 條項ヲ 提議 致 候。 

一 本 港兩岸 各所 ノ 砲臺ヲ 本官 等 一一 引渡 ス ヘシ。 

一 前項 中 込-一 對スル 諾否 ハ 時 迄-一 囘答ス ヘシ。 

1 若 右 時間 內 一一 囘答ナ キト キハ、 承 fjf セ サルモ ノト 認メ、 不得止 武力 ヲ以テ 占領 ス ヘシ。 


右三 項 -I 對シ 御處； ^相 成 度此段 申入 候。 敬具。 

年月  日 

旅圑長 

高千穗 艦長 

楊 軍門 閣下 

手 害 は 悉皆 調った。 今 は宮島 丸の 著く を 待つ ばかりで ある。 伯 は 直ちに その 3:: を、 次の 如く 兒玉 總替に 報じた。 時 

に 八月 二十 八日 午後 一時。 

艦長 領事 一一 訓令 セリ。 旣 二 占領 計畫 整備 陸兵 到著ヲ 待チ、 三十 一 日 拂曉始 ムル豫 定，" 安心。 

「安心」 の 一句、 その 時の 伯の 感懷 を寫し 得て 餘蘊 がない。 そして 同時に、 .f^、の別電を、 兒玉總 i^s 宛てに 發 した。 

三十 一 日 臺南丸 一一 テ SI ル。 土語 ノ出來 ル通譯 四 五名 直ク送 ラレ タシ。 谷關ロ 兩通譯 官ノ內 一 名 直ク途 ラレ タシ。 

かくして 對岸 厦門に は 後藤 民政長官 を 中心とする 艦長 領事の ー圑 が、 胸曜ら せつつ、 目 睫の 間に 迫れる 征戰の 策 を 

廻らしつつ あり。 海に は 歩兵 二 中隊 を 載せた る宮島 丸が、 臺灣 海峡の 浪を 蹴り、 全速力 を 以て 急行しつつ あり。 臺北 

に は兒玉 總督の 命令一下、 臺南 丸、 明 石 丸に 乘 じて 征途に 上らん とする 壯 士が慘 として 驕ら す、 劍を撫 して i^: ちつつ 

あり。 東亞の 危： は當に 一 髮に懸 つて ゐた。 その 瞬間であった、 一 通の 飛電 東京より 来って、 這箇の 一 切 を、 粉碎し 

去った の は、 二十 八日の 夕刻、 桂 陸相 發の 次の 訓電 は、 突如、 上野 領事の 手に 達した。 

貴下 ハ 宮島 丸乘組 ノ渡邊 中佐 一一 此 電報 ヲ傳へ ラレ タシ。 

貴官ハ 令 下 一一 アル 軍隊 ト共 一一 歸臺ス へ シ。 本件-一 關シテ ハ臺 灣總督 一一 モ命令 シ僵 ケリ、 此 電報 受領 セ ハ直チ -ー其 
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第 七 節 對 岸經營  四 七 〇 

旨 返電 ス へ シ。 

萬 事 休す e お。 彼等の すべての 計畫と 努力と は、 ここに 全く 水泡に 歸 したの だ。 

一方 兒玉 總督 は、 二十 八日 午後 十 時 十五 分、 桂 陸相の 次の 電報に 接した。 

.吖= 號第 九、 本日 睦 海兩 大臣 ノ速 名ヲ 以テ、 高千械 艦長 一一 左ノ 電報 訓令 ヲ與へ タリ" (中略) 砲臺 占領 ヲ實 行スル 

ハ、 我 政府 一一 於 テ未タ 時機 一一 アラス ト 認ム。 故 一一 陸兵 其 港 一一 到著セ ハ、 高千穗ノ錨地附近ーー^！伯セ シメ ンカ、 港 

外 二 於 テ 運送船 一一 訓令 シ 、 一 時懲 湖島 一一 碗 泊 セ シメ、 時機 ノ熟ス ルヲ待 タシム ヘシ。 

この 時の 兒玉總 # の 感慨 はどうで あつたか。 上褐 「願 末」 は、 ただ 「是 一一 至 リテ本 {ぃ 等 一時 憮然 タリ」 と 記して ゐ 

るの みで あるが、 その 時 總督の 側近に あった 祕 書官橫 澤次郞 は、 次の 如く 物語った。 

處が 今朝 見送って 愉快に 歸 つて 来た その 午後に、 廟議 忽ち ー變、 南淸 出兵 は 見合せ たとい ふ 電報に 接した ので あ 

る。 ァァ 何たる 輕卒千 萬な 事で あらう。 基隆 埠頭に 出兵 を 見送って 歸 つたば かりの 其の 日、 此の 電報に 接せん と 

は 實に思 ひも 寄らぬ 事であった ので ある。 

厦門 出兵 見合せ の 電報 は、 其の 出兵が 官民 歡 呼の 下に 見送られた だけに、 意 氣銷沈 を 感ぜし めた。 吾々 でさへ 斯 

くの 如し。 況して 閫 外に 在りて、 臺灣 統治の 責任 を 有し、 且つ 南淸 方面に 鵬圖を 有して 居られた 兒玉將 軍の こと、 

胸中 必すゃ 痛憤 禁じ 難き もの あるべし と、 推量に 難から ぬ處 であった が、 果せる 哉、 將軍は 出兵 見合せ の 電報 を 

手に せる、 儘、 暫時なん の 言葉 もな く、 感慨無量と いふ 有樣。 身動き だ もせす 考へ に 沈んで 居られた が、 やがて 熟 

淚 須を專 うて 流れた。 將軍は 無念の 齒を喻 ひしば り、 軍隊 上陸 見合せ、 島に 引 還し 後 命 を 待つべし との 電報 


を 打て、 との 命令であった。 併し 當 時の 運送船に 無線電信の ある 苦 もない から、 此の 電命 を 下す に 於いても 尠な 

からす 當 惑した が、 門 ：^^ 泊の 軍艦 宛てに 此の 意を傳 ふる 事と なり、 間もなく、  門に 到 著せる 土 屋旅國 長 は、 

意外 千 jEj にも 港口に て 軍艦より 止まれの 信號を 受け、 端艇に て乘り 付けた る  一 士官より、 臺灣觚 ^の 命令 電報 を 

受取り、 目的地に 著しながら 一歩 を- S 門に 印す る 能 はす、 空しく？： め 湖島に 引返して 來 たので ある。 遣 恨 千秋と は 

斯 かる 場合 を 指す ので あらう。  . 

對 it 經營の 主動 者た る 兒玉總 が、 この 帝國 政府の 全く 出し 拔 けの 豹 變 によって、 絶好の 機會を 空しく 逸した こと 

を 如何に 悲愤 慷慨した るか は、 全く 想像に 餘り ある。 ？ れんや 身 は 動亂の 渦中に あって、 ただ 一指 彈 を もって 大勢 を 支 

配すべき 地位に あった 伯が、 この 思 ひがけな き 停止 命令に 接して、 切齒捉 腕した の は 言 ふまで もない。 

伯 は 八月 一 一十 八日 午後 七 時、 取敢 へす 次の 急電を 兒玉總 督に發 した。 

陸軍大臣 海軍大臣 ヨリ 艦長 一一、 砲臺 占領 陸兵 上陸 ヲ 見合、 時機 ノ熟 スルヲ 待シム へ シトノ 報 ァリ。 各國モ 軍艦 當 

港 一一 集合 ノ模樣 ァリ。 時機 ヲ逸 スルハ 占領 ノ 時機 ヲ失フ へ シ。 御 指揮 ヲ乞 フ。 人員 其他ノ 送付 見合 ラレ タシ。 . 

この 電報に、 「人員 其他ノ 送付」 と ある は、 前電に 通譯其 他の 送付 を 請求せ る こと を 指す ものと 思 はれる。 

しかし 如何に 伯が、 魔 門變亂 の眞只 中に 立って、 齒 ぎしり しても、 獨カを 以て 帝國 政府の 態度 を變更 する こと はで 

きなかった。 不可能と 知って 諦められる ことならば 尙ほ 忍ぶべし。 諦めても、 諦めても、 諦め 切れぬ の は、 この 折の 

ことであった。 恐らく 伯 は、 その 夜 は 眠り を爲 しえなかった であらう。 翌 二十 九日、 伯 は 再び 纷 J ポを 採って、 毫灣總 

督府の 十三 行鮮 紙に、 次の 電文 案 を 走り書きし、 直ちに 兒 玉總督 宛てに 打電せ しめた。 
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八月 廿 九日 午前  _ 

當地ノ 情況 ハ、 中央政府 ノ 意見 ト反對 一一 テ、 時機 熟シ、 ロ實モ 薄弱 ナ ラスト 信ス。 道臺 提督 ハ旣 -1 家族 ヲ移 シ。 

單身 一一 テ應ス ルノ覺 悟ヲ爲 セリ。 艦長 領事 トモ 非常 ノ 決心 ヲ トリ タル 今日 二 於テ、 更ニ 時機 ノ熟ス ルヲ待 ッノ必 

要 ナシ。 唯米國 領事 及稅關 ノ外國 人中、 各國ノ 抗議 ヲ引起 サン ト試 ムル モノ、 如シ。 一： S 日中 一一 ハ米 佛英ノ 軍艦 

各  一 ffi 來ル へ シ トノ說 了リ。 來著ニ 先 テ砲臺 占領 ヲ實 行セ ン トシ タル 二、 中止 ノ 命令 ァリ。 大ニ面 冃 一 1 關ス。 閣 

下/.... ョ リ 中央政府 ノ 大 決心 ヲ促サ レ ン コ トヲ y:^ 望。 

伯の 慷慨の 情、 眼に 見る が 如しで ある。 繽 いて 伯 は、 外務大臣 宛ての 電文 案 を、 卷 紙に 毛筆 を 以て 走り書きした。 

それ は 次の 通りであった。  • 

淸國 暴民 ノ擧 一一 乘シ テ、 臺灣 土^  ノ 逃 レテ其 附近 一一 在ル モノ、 厦門 一一 居留 ス ル臺灣 人 八 百餘名 一一 害ヲ加 フル ノ魔 

ァリ。 臺灣人 等 ヨリ W 應其 保護 ヲ總 5^ 一一  乞フ。 小 {に總：：_ "ノ命 ヲ 奉シ、 昨朝 腹 門 一一 來ル" 領事 艦長 等ノ 決心 漸ク^ 

クシ テ、 特 一一 其效 ヲ見ン トス。 然 ルー 一兼 テ 外國 人間 一一 探侦ヲ 命シ タル 一人 來リ 云フ。 米國 領事 其他大 一一 此擧 ヲ シ 

テ顿挫 セシメ ントノ 畫策ヲ 爲シ、 歡ヲ 淸國人 一一 買ハ ント スト 報ス。 暫時  一丁 ンテ 其說事 實トナ レリ。 卽 東亞 書院 陸 

戰隊 引投ケ 訓令 來ル。 慨嘆々々。 之 カ爲メ 一一  臺灣 人將 一一 此後ノ 保護 ヲ失ハ ン トス。 抑 東亞 書院 ハ臺灣 居留民 ノ保 

護 柩耍ノ 地 ナリ。 故 一一 提督 モ之 一一 兵ヲ置 カント セシ ナリ。 然 ルー 一新 一一 募 第 シ タ ル淸兵 不規律 一一 シ テ 、 臺灣人 二 害 

ヲ與 へ、 事 ヲ生ス ル恐 アル ヲ以テ 陸戰隊 ヲ人レ タル ナリ。 毫モ 不可 ナル コ トナ 、ン。 然ル 一一 事ヲ 枉ケテ 中央 一一 靜へ、 

撤兵 ノ命 下ル。 不，！ ^二 堪へサ ルナ リ。 一 外人 ノ 運動 此 一一 到 ルハ、 畢竟 此地ノ 事情 中央 二 達 セサル 二 ョルモ ノト 察 


セラ ル。 ^事ノ ヲ以テ 大臣 ノ 再考 ヲ仰ク コ 卜ハ、 獨 リ臺灣 新版 圖人 民ヲ 服從セ シ ム ル爲ノ ミナ ラ ス、 帝國外 

交 上 二 於 テ此事 實ヲ明 二 スルノ 必要 ヲ感 シ、 別電 ヲ發セ シム。 事情 ヲ 明察 シテ、 外 國人ノ 奸策ヲ 排斥 シ、 東亞 書 

院陸 戰隊引 51  ノ件 取消 サ レン コトヲ 請フ。 小 宵 實況 一一 就キ 見聞、 ン、 右 切望 スル處 ナリ。 

同時に 桂 陸相に-:^ てて は、 ，^-の電報を發5}1^した。 この 二 電が發 せられた の は、 二十 九日 午前 十一 時であった。 

小 せ 昨朝 此地 一 1 來ル。 已 一一 艦長 領事 用意 ハ 周到 ナ リシ。 不幸 一一 シ テ 米 領事 等ノ 之ヲ 頓挫 セシメ ントノ 企圖 ァリ。 

事 實ヲ曲 ケテ訴 へ、 早ク已 一一 中央政府 ヲ 動力 シ、 時機 ヲ逸セ シム。 此後 好機 會ナ カル ヘシ。 其 他 臺灣人 門 一一 在 

ル モノー 一 危害 ヲ增 スへキ 訓令、 青木 山本兩 大臣 ヨリ 來ル。 默止 スルー ー堪 ヘス。 小 {：：： ヨリ 別電ヲ 以テ、 外務大臣 一一 

實驗ノ 事情 ヲ陳 セント、 镧譯 傳達ヲ 請フ。 且御 ー覽ノ 上、 卑見 貫徹 スル樣 御 盡カヲ 乞フ。 臺 灣ノ爲 ナリ、 帝國ノ 

爲 ナリ。 如何 ナル 中央 ノ 事情 ナ ルカ、 不審 一一 付、 御 內電ヲ 請フ。 

抑 も 南進 論の 提唱者 は 桂ではなかった か。 しかるに 身 はい ま 陸相と して これ を實 行すべき 絶好の 地位に 在りながら、 

百事 決行の 潮に 乘 つた 最後の 瞬間に 變 心する と は、 何事で あるか。 千里 外、 異鄕 に客往 したる 伯 は、 何としても 桂の 

心中が 料り 兼ねた。 

しかも この ー斷 が、 諸 外 國の反 對に會 ふべき は、 初めより 豫 期せられ たる 當然 事ではなかった か。 僅かに 一 米國領 

事の 策動に よって、 旣に弦 を 離れた る 矢 を、 再び 收 めんと する がごと き、 青木 外相の 行動 は、 抑 も 何の 理由に 基く の 

か。 伯 は 語る に 友な き 旅先で、 ひとり 換惱し 痛憤した G 

この 廟議 一 變の 理由 は、 後 文に 於いて 說く であらう。 
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ニー、 英米の 進出 

かくの 如く、 伯が 厦門 领事 館樓 上に、 焦慮しつつ ある 間に、 事態 は 刻々 惡 化しつつ あった。 

2^ 門の 暴徒の 最も 恐れた る もの は、 我が 陸兵の 上陸であった。 北淸 における 皇軍の 敏速に して 果敢なる 行動 は、 す 

でに 南淸の 風評にまで 傳 はって ゐた。 然るに 非常な 意氣 込みで、 腹 門まで 押し寄せて 來た日 兵 は、 上陸 もせす に 空し 

く 引 揚げて いったの だ。 

この 帝國 方針の 急變 は、 却って 暴民の 氣勢を 爆った やうに 思 はれた。 二十 九日 午前 九 時、 田 井 聯合 陸 戰隊指 禅れ が、 

高千德 艦長に 宛てて 提出した る 一 一通の 報吿 は、 次の 通りであった。 

報 吿 (七) 

昨夜 門 陸上 二 於ケ ル銑聲 及 砲聲ノ コ ト 二 付キ 探索 セ シ モ、 不分明 ナ リ シガ、 只な 「手 島少 主計 ガ三井 洋行 一一 於テ 

聞キ來 リシ 處ー 一依 レ ハ、 提督 管下 ノ戎克 ヨリ 發シ タル モノ 一一  シテ、 其故ハ 避難者 ノ多 キー 一 乘シ、 門 沿岸  一二 母 夜 

海賊 ノ出 沒スル モノ 多キ ヨリ、 戎 克ハ此 海賊 一一 付キ 警戒 シッッ アル 際、 恰カモ 五十人 計リ 來襲シ タルー 1 付キ、 之 

ヲ 退治 セシ爲 一一 砲發シ タル チリ。 而シテ 海賊 三人 ヲ殺 シ、 十三 人 ヲ擒ニ セリト 云フ。 

又 本日 午前 十時顷 (？ y  一  isf お ヨリ、 野砲 二 門 ヲ陸捣 シテ、 牙；^ 內ノ 方向 一一 運搬 セリト 云フ。 

右 及 報吿候 也。 

報 吿 (八) 


日本人 酒 井 (汽船 飛鳳ノ 持主) ノ言 一一 ヨリ、 昨日 午後 三時、 汽船 飛 鳳 一一 テ、 潭州 ヨリ 三百 人ノ 募集 兵、 マ 一一 ラ移 

住ノ 名義 ヲ以 テ當港 一一 著シ、 上陸 直 一一 牙城 ノ 方向 一一 向ヒ タリ ト云 フ。 

又 Molest  8.  ノ 主人 ノ  口 ヨリ レ タル 言ナリ ト云フ ヲ閱ク 一一、 昨夜 居留 外國 人ハ、 に ossorslitan  Hotel il 會 

合シ、 何カ祕 密會議 ヲ開キ タル 由。 

翌 三十日に なると、 英國は 陸戰隊 上陸の 貼 札 を M 門の 各所に 貼り 出した。 米國 もまた 陸 戰隊を 上陸せ しめんと し、 

米、 佛、 露の 軍艦 は、 _ 腹 門に 向って 急行しつつ あった。 かくして 帝國 政府の 態度が 一度び 軟化す る や、 諸 列強の 鼻息 

は 急に 荒くな り、 それと 共に、 支那 人まで が 傲慢の 色 を 現 はし、 「日本 頃 事 逃ゲタ J と嗜 する に 至った。 

これらの 情況 は、 次に 揭 ぐる 在 厦門 岡澤參 謀の 兒玉 總督に 宛てた る ニ電、 及び 高千穗 艦長の 電文に よって、 ^るが 

如くに 描かれて ゐ る。 

S  ^  f へ 月 三十  一 HI 午前 十 一 時 三十 分發 

la;  if 謂 同  午麥 五 時 四十 分 著 

三十日、 英國 領事 ハ、 日本 兵 上陸 ノ爲メ 人心 恐慌 ヲ來 タシ タル 故、 英國ハ 陸 戰隊ヲ 上陸 セシ メタ リトノ 布せ ヲ、 

暖門ノ 諸 所 一一 貼リ出 セリ。 此布吿 一一 對シ、 我 副領事 ノ 意見 未ダ決 セズ。 外務大臣 ヨリ 後藤へ ノ 電報 見タ。 東亞 書 

院ノ 兵ハ引 上グべ キノ 電報 達 シタ。 今朝 三時 東亞 書院 ノ兵ハ 皆 引上ゲ タリ。 米國 領事 ハ陸 戰隊ヲ 上陸 セ シムべ キ 

3:: ヲ道臺 一一 セリ。 米、 佛、 露ノ 軍艦、 今明日 ノ內 一一 人 港スル 由。 今ャ 門 一一 於 ゲル 帝國ノ 威信 地  一一-.^ チタ ルニ 

外交 ノ  25 一一  當 ル 其 人 ナシ。 眞 一一 慨歎 -ー堪 へズ。 
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在： K: 岡 澤參謀 


舉 八月 一一 一十一 B 午後 一一 一時 三十 玉分發 

萄請同  七時ーll十^^s. 


七 時 一 11 十五 分 著 

兩 三日 以来、 支那 兵ノ 厦門 一一 來ル モノ 左ノ 如シ。 

泉 州 ヨリ 約 一千、 潭州 ヨリ 六 百-一 シテ、 大部 ハ砲臺 二 在リ。 支那 兵士 ハ傣給 渡 ラザル 爲メ、 三十日 午後 三時 ヲ期 

シ暴 行ヲ爲 サン トシ タルー 一、 道 臺ノ盡 カー 一依 リ傣 給ヲ 渡シ、 强盜ノ 首ヲ嚼 ラシ、 漸ク事 ナキヲ 得 タリ。 金 ハ米國 

領事 上海 銀行 ヨリ 一 萬圓ヲ 借リ出 シテ與 へ、 三千 圓ハ シ タイ 行 銀行 ヨリ 道臺 一一 貸シ タリ。 支那 兵 諸 所-一歩 哨ヲ 

立テ 警戒 シ、 支那 人 豪 慢ノ色 ァリ。 日本領 事逃ゲ タト 噂ス。 

在 廈門 岡 澤參謀 

1 ^  f 八 =： 三十  一 口 午前 九 時 厦門 發 

P?  詞同  曰 午後 ニ時受 

臺灣 總督宛  高千穗 艦長 

情報 二 依 レハ、 砲臺 近傍 ノ 「レン プケ ウタ」 -ー、 本日 午前 十一 時 頃、 支那 兵 約 五十人 兵營 一一 人リ タリ。 小 銑 四十 

梃 ヲ兵營 ュ 運搬 セリ。 昨夜 腹 門 一一 於テ 暴徒 拔刀 一一 テ 一 一個 ノ 人家 ヲ脅 カス。 

地上に 眞空 無し。 日本の 後退 は、 列國の 躍進であった。 好機 一度 去って、 翻 馬 も 及ぶな し。 帝國 南進の 計、 この 日 

に 敗れ 兒玉、 後藤の 苦心 は 忽ちに して 水泡に 歸 した。 かくて、 日本 民族 は 再び 旗 を 捲いて 北に 歸り、 英米 ニ國の 勢力 

は、 俄然と して 南太平洋の^ 面に 展開した。  i  •  I 


一 三、 聖旨 兒 玉に 降る 

一 呼に して 萬弩 將に發 せんとす る 最後の 一瞬に おいて、 帝國 政府 は 何故に かく も 突如と、 その 態度 を豹變 したので 

あるか C 

それ は、 當時 はま だ 不明であった。 しかし この 廟議 の急變 は、 兒 玉總督 を、 濟 ふべ からざる 地に 陷れ た。 公然 

陛下の 軍隊 を 動かしながら、 上陸 だに 爲 さしめ すして、 あたふたと 影 湖島に 引 揚げし むる と は、 見やう によって は、 

富士川の 水鳥の 羽音に 驚いて 敗走せ る 平家の 公達と 言 はれても、 仕方のない ものが あった G 

勿論、 それ は兒玉 總督の 責任ではなかった。 厦門 出兵が 廟議の 決定に 基く ものであった 如く、 その 半途 撒 退 も、 政 

府の 命令に よる ものであった。 しかし 新 領土 統治の 大任に あって、 新附の 民に 蔽む 以上、 斯の 如くに してよ く 臺灣總 

督の 威信 を 保つ ことができ るか。 

端的に 首へば、 兒 玉總督 は、 帝國 政府の ために、 煮 湯 を 呑まされ たの だ。 總督が 悲憤 痛 S 人、 陸兵の 引揚 命令 を 下す 

と 同時に、 內相 西. 鄕從 道に 宛てて、 病 氣と稱 して 轉地 療養 を 出願した の は、 無理 もない ことであった C 

後藤 民政 長 {R にむ かって は、 直ちに 歸臺の 命令 を 下した。 しかるに その 時 厦門に は、 都合の よい 便船がなかった。 

すると 兒 玉總督 は、 いきなり 怒, T つた。 • 

『便船がないなら、 此方から 迎 への 船 を やれ。』 

たった 一人の ために、 三千 #. の 船 を 動かさう とした こと を 見ても、 その 時の 總！^ m の 悲憤の 情が 低 ばれる。 
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事實 この 時 は、 後藤 長官 を迎 へる ため、 わざ.. - \-亮 南 丸 を-ぬ 門に 向け 差 向ける ことにな つて ゐ たので ある。 其の 折 

伯から 電報が あって、 軍艦に 搭乘歸 臺の途 に 就いた ことが 分った ので、 臺南丸 は その 命令 を 取 止められた。 

一方 內閣 から は、 山縣 首相、 西鄕內 相の 名 を 以て、 今日の 場合、 臺灣 以外に おいて、 病氣 療養 は 許されな いとい ふ 

返電が あった。 兒 玉總哲 はこれ に對 し、 直ちに 次の ごとき 願意 を 表示した。 

一 此： s 厦門 地方-一 於ケル 帝國ノ 威信 ヲ墜 シ、 延 テ臺灣 統治 上 一一 モ尠カ ラサ i 影響 ヲ及 ホス 一一 至 レリ。 是 總督不 

明 一一 シテ、 政府 訓令 ノ主 a: 誤解、 ン タル ノ 致ス處 一一 シテ、 深ク 恐縮 漸恍 ノ餘、 左ノ ニ件ノ 一  ヲ 哀願 ス。 

一 轉地疫 養 

ニ辭 職 

これが 八月 三十 RQ ことで ある。 

翌 八月 三十 一 日の 午前 十 一時に は、 後藤： 政 長 {R が、 軍艦 和 泉に 搭乘 して、 淡水に：！ 著した。 そして 足 を 家門に 人 

るる の^も なく、 直ちに 總督 官邸に 人り、 轉地 療養 及び 辭 表の 經緯を 詳細に 打合せた 後、 伯 は その 場で 上京 を 命ぜら 

れた。 

かくして 伯 は 九月 一 日、 臺南 丸に 乘 じて、 上京の 途に 就いた。 言 ふまで もな く、 總督辭 職 問題に つき、 內閣 と交涉 

する ためであった。  . 

伯が 總^ 辭職 問題 を 提げて、 東京に 姿 を 現 はす や、 政府 は 忽ちに して、 恐慌の. 過の なかに 投 ぜられ た。 何と なれば、 


門出 兵の 件 は、 長れ 多く も 天聽に 達して ゐ たこと である。 しかも この 問題の 责任 は、 殆ど 全部 內閣 にある のに、 

その 當 面の 任 者が、 却って 臺灣總 J^:: の 辭職を 慰撫せ ねばならぬ 立場に 立った からで ある。 

事情 かくの 如し。 この 時、 最初 伯と 交涉の 任に 當 つたの は、 主管 大臣た る 西鄕內 相で あつたが、 流石 調停 役と して 

は 天下 一 品と 稱 せられた 西 鄕從道 も、 この 時ば かり は ホトく 弱り 拔 いたと 傳 へられる。 

この 內閣 との 交 涉の經 過 は、 勿論 臺灣 なる 兒玉 總督に 宛てて、 刻 々報告され た。 幸 ひに して、 伯の 自 i ホ になる その 

報告の 電文 案の 主なる ものが、 今に 保存され てゐ る。 その 第一 報 は、 九月 六日 午後 五 時半 發途、 次の 通りであった。 

午後 一時 西 鄕內務 大臣 ヲ訪 ヒ、 總督ノ 請求 ハ止 ムヲ 得サル 事情 タルコ トヲ 陳述 シ、 綜理ハ 差 支 ァリ、 明日 面會ノ 

苦。 〇 今晚 外務 並 海軍 ノ內 情分ル 普、 追テ 報吿ス へ シ。 〇 旣 一一 西 鄕內務 大臣 自ラ渡 臺ノ議 モア リトノ コト 直話 ナ 

リ。 政府 ハ 小官 ノ 上京 必大 議論 アルべ シト、 少シク 恐 レ居リ タル 様子 ナリ。 議論 ナキニ ハ更ニ 驚愕 ノ氣味 ト察セ 

ラル。 伊藤 侯ハ 軟說、 山 縣侯ハ 硬說、 露國 撤兵 提議 一一 テ 閣議 マト マラス、 渐ク 軟說ノ 勝利 トナリ 撤兵 同意 ノ由。 

明日 マテ 二 ハ確ト 閣議 ノ樣 子モ明 カナ ルべ シ。 〇 兩三 日中 一一 ハ 是非 決定 セ シムル 見込 ナレ トモ、 大體 難事 ナ レバ 

遷延 スル ャ乇知 レス。 

次いで 同日 午後 十 時、 伯 は 次の 第二 報を發 した。 

當初ョリ內閣ノ意向ハ-^^門ーー對シ確定シ居ラ ス。 各 大臣 互-一 責任 讓合ノ 姿 アリシ 一一、 去廿 六日、 露國 ヨリ 撤兵 ノ 

提出 一一 付、 打擊ヲ 受ケ、 跪病ト チリ、 伊藤 侯 ノ軟說 一一 動 サレ、 上野 領事 一一 一時 ノ 責任 ヲ 歸シ、 當座ノ 始末 ヲ付ケ 

ント ノ意ナ ルカ 如シ。 〇 結局 ハ西鄕 大臣 勒命ヲ 以テ、 渡臺ノ コ ト 一一 ナラ ンカト 推察 セラ ル。 
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卽ち 九月 六日の 交涉 によって、 閣議 急 變の內 情 は、 ほぼ 分明と なった やうであった。 それ は 列強の 十涉 と、 伊藤 侯 

の軟說 とが、 最初から 右顧左^ 的であった 閣議 を動搖 せしめ、 つ ひに かかる 結果 を 生じた ものと 察せられた。 當時臺 

灣總： ^府 において、 政治的 內報鬼 集の 任に あたった 横 澤次郞 は、 その 內情を 次の 如く 語って ゐる。 

ー體 S 門出 兵 問題が、 初め 晚 鬼の 如き 勢 ひ ありし ものが、 何故 忽ちに して 處 女の 如き ものに 變じ たかと 申す と、 

閣議で は K 門出 兵 を 決行す る ことと なり、 直ちに 實 行に 取り かかった が、 當時 閣外に 在った 伊藤さん が洽 浪閣に 

閑 臥しつつ あるう ち、 おの 出兵 問題 を环 にし、 夫れ は 飛んでも ない 事で ある、 ん r 日の 場合 南淸の 出兵 は、 忽ち 英 

國と禍 端 を 醸す こと を 免れない。 左 すれば 東洋の 平和 を攪亂 する の 責任 を帶 ぶる ことと なって、 世界 列國 の干涉 

を受 くるの 苦境に 陷ら ねばならぬ、 とい ふ 意見で、 急遽 上京 靑木 外務大臣に 事の 實否を 確かめて 見る と、 如何に 

も南淸 出兵 は事實 なりとの こと、 固より この 青木と いふ 人が 外交に かけて は 所謂 對外軟 の 方面で、 最初から 南淸 

出兵に は 二の足を踏 むで 居た が、 山 本 海相な どに 壓 迫され て、 已む なく 一味した 事と いひ、 伊藤さん の 意見 を 聞 

くと 一 も 一 一 もな く 夫れ に 生 捕りに なって： H 舞った。 そこで 伊藤さん は靑木 外相よりの 材料 を 得て 山縣赏 相に 忠せ 

とい ふ 事に なった ので、 廟議 がグラ 付いた のであった らしかった。 

然しながら、 その 內情は 如何 ともあれ、 今と なって 焦眉の 問題 は、 兒玉總 督の辭 任 を、 如何に 決定すべき やで あつ 

た。 しかも マての 點 について は、 兒玉 總螫の 意志 は 頑として 動かす の 術な く、 伯の 態度 もまた 飽くまで 强 硬で、 山縣首 

相 も 全く 苦境に 陷 つたと 傳 へ られ る。 

九月 七日の 朝、 伯と 山縣 侯との 會 見の 經^ は、 同日 零時 半發、 伯より 兒玉 總督に 宛てた る、 電報に よれば、 次の 通 


りであった。 

九月 七日 午後 零時 半發送 

今朝 踪理 大臣 ヲ訪 ヒシ 一一、 總： 辭任 スへキ 理由 ナシ トノ說 ヲ根據 トシ 居 レリ。 事情 樓々 陳述 ノ後、 明朝 更ニ 面會 

ノ^-一  テ 分ル。 理： g ル苦 辛ノ體 ナリ。 厦門 並 臺灣ノ 事情 能ク分 ラス。 綜理モ責ヲ領事ト艦長 一一 ^^セ ン トノ意ーー 

過 キス。 然ル 一一 事 重大 一一 涉ル 問題 トナ リシ 二 ハ 困却 ノ樣子 ナリ。 綜理ハ 厦門 一一 新 ロ實ァ レ ハ再 擧ノ意 十分 ァリ。 

併 伊藤 侯ノ 意思 ト共 一一 明確 ナル上 一一 非サ レ ハ、 信ヲ ffi ク能ハ ス。 委細 ハ 明日 報齿ス へ シ。 

これによ つても、 ひとり 山縣 首相の 苦心の みならす、 內閣 そのものの 狼 狱の情 を、 察知す る ことができる。 ー且伊 

の軟 說に壓 せられて、 魔 門 撤兵 を 命令しながら、 な r また 兒玉總 ^及び 後藤：^ 政 長せ の强 硬なる 態度に 會 ふや、 搏 

擧の議 を 仄めかす。 たと へ山縣 首相 は 最初から 硬說 であった とはいへ、 その 間、 內閣 無定見の 畿りを 免れない であら 

-っ 0 

しかし 流石に、 この 再擧說 は、 漸次 勢力 を 失って 来た。 それ は 九月 八日の 朝、 伯が 再び 山縣宵 相と 會 見の 上、 午後 

二 時、 兒玉 總督に (m てた る 電文に よれば、 次の 通りであった。 

今朝 再踪理 大臣 一一 面會 セ リ 。 轉地 療養 許可 一一 ハ 不同意、 又 善後策 トシ テ、 再ヒ ：5 面ヲ 轉囘 ス ル 勇氣 乇 少 シ 乏 シ キ 

樣ナレ トモ、 事情 ノ行遠 ハ 分明 ト ナリ、 何 レ內務 陸海 軍 外務大臣 ト 相談 ノ上、 追テ 返答 ス ヘシ、 小- K 明日 ノ出發 

見き ス へ シト テ^ル。 今日 右-一 付お 理 大臣 官邸 一一 會議 アル へ シ。 〇 タブ ン 十八 日ノ船 一一 テ 11 府ノ コ ト 一一 ナラ ン。 

しかも この 再擧說 が、 伯の 推測した る 通り、 さらに 軟化して、 もはや 斷念 する の餘議 なきに 至った こと は、 九月 十 
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日 午前 九 時發、 兒 玉總督 宛ての 次の 電文が 明白に 語って ゐる。  一 

度 門 事件 中止 ノ 理由 稍 分明。 差シ タル 外交 上 抗議 モナ シ。 畢竟 恐怖 ノ餘 一一 出 タル 失肷 ナリ。 殘念限 リナ シ。 再擧： 

ノ策ハ 先便 モ申述 タル 通 リ勇氣 ナシ。 〇 上野 領事 今日 ノ船 一一 テ^！任セリ。 委細 本人 ヨリ 御 聞 取 ラレ.：. 乙フ。 ， 

かくして 再擧說 は、 何時の間にやら 立 消えと なった。 しかし その 時 こそ、 山 縣內閣 が、 最後の 運命 を 決意せ ねばな 一 

らぬ 重大 時機であった こと は、 容易に 推察す る ことができる。 若し 再起が 不可能と あれば、 兒玉總 督の辭 意 は、 最 早ー 

飜へ すに 由 はない。 そして 若し 兒玉 總督 に、 厦門 出兵 問題の 責を 負うて 辭 職され たなら ば、 その 眞の資 任 者た る山縣 j 

內閣 が、 晏如 として 廟堂の 椅子に 坐して ゐる こと は、 不可能と なる からで ある。  一 

俄然、 山 縣內閣 は 窮境に 陷 つた。 九月 十 一 日、 午前 十 一 時半、 伯 は兒玉 總督に 報じて E く。 .  " 

本日 午後 內閣 一一 出頭 スへ ク、 山 縣絵理 大臣 ノ直 書-一 テ申越 セリ。 是 一一 テ落著 ナルへ シ。 內閣 瓦解 ノ徴 少ク 見ュ。 

總督ノ 意志 ヲ飜ス コト能 ハサ レ ハ、 直 一一 瓦解 來ル へ キカ。 

山 縣內閣 瓦解 ！ その 最後の 瞬間に おいて、 首相 山 縣有朋 の 採った 決斷 は、 萬 事 を 天聽に 達して、 御 裁斷を 仰ぐ 一 

とい ふこと であった。 それ は 九月 十 一 日の ことであった。 

翌 九月 十二 日、 午後 二 時、 伯 は兒玉 總脊に 宛てて、 次の 如く 報告した。 

昨日 山縣侯 ハ 事愦ヲ 陛下 二 上^ シ タル 二、 一  兩日御 考慮 遊サ ル 旨、 內達 一一 止 マ レリ。 萬 事 ハカ バ カシ カラ ズ。 一 

內閣モ 困却 ナル へキ 力、 小官 モ 困却 シ居 レリ。  一 

而し てこの 波 欄 ま疊を 極め、 ils 餘 曲折 を經 たる 厦門 事件の 始末 を、 一刀 兩斷の 下に 解決した もの は、 畏くも 明治； 


天皇の 御裁斷 であった。 その 事情 は、 兒玉 總督に 宛てた る、 伯の 密電 によれば、 次の 通りであった。 

此 電報 ハ？； ^重 秘密 一一 願ヒ タシ。 

陛下 痛ク度 襟ヲ惱 マサ レ、 米 田 侍從ヲ 十八 日ノ船 一一 テ遣 ハサ ル、 コト 二 ナリ タリ。 又下官 唯今 侍從職 ヨリ 召サ レ、 

參 內拜謁 仰付ケ ラレ 陛下 親シ ク左ノ 勅語 ヲ賜 フ。 

兒玉 病氣ノ 趣、 目下 ノ 形勢 一一 付、 靜 養勤續 スル樣 一一 致ス コトヲ 望ム。 

尙 退出 後、 岩 倉 侍 從長ヲ 以テ、 事情 ハ綜理 ヨリ 御 聞 取 在 ラセ ラレ タリ ト ノコ ト、 且下官 H 乇兒玉 ヲ助ケ 十分 奢勵 

スべ シトノ 御沙汰 ァリ タリ。 此事米 田 侍從著 迄ハ、 新聞 其 他 一一 モレ ヌ樣願 置ク。 踪理 大臣 ハ此 通信 ダ- ー禁セ ラレ 

タリ。 〇 下官 十八 日ノ 船-一 テ 歸臺ス へ シ。 

なほ、 これらの 內情を 漏れ 承った 横澤 が、 追憶して 語る ところに よれば、 次の 通りで ある。 

兒玉將 軍 は、 かねて 日本の 外交の 腑甲斐な きを 憂慮して 居られた 事と いひ、 吾が 日本の 將來に 大關係 を 及ぼす ベ 

き 此の度の 出来事に 就いては、 どうしても 辭意を 観へ すが 如き 事はなかった。 で內閣 では 弱り切って 居た 際、 事 

の 趣き 天聽に 達し、 九月 十五 日宮內 省より 後藤 長官に 參內 すべき 通知が あった。 然るに 圖ら ざり き 陛下に li 見 

を 仰 付けら るる ことにな つて、 奧御學 問 所に 於いて 天顔に 尺し 奉った。 しかも 侍 從を經 すして、 直々 に將 軍の 

辭意を 御 聽許相 成らざる 旨の 御沙汰 を 下し 賜 はれた のであった。 此の 直々 の 御沙汰 を拜 する は 長 {„:;: として は實に 

破格の 事で、 御沙汰の 趣き は、 病氣 職に 堪 へす とせば 在職の まま 靜 養すべく、 臺灣の 地 は 帝 國の將 来に 重要の 土 

地 なれば、 其 職に 留まり 朕が 意 を 安ん ぜ よと いふ 御主 意で あつたと 拜察 できる ので ある。 事玆に 及んで は、 如何 
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に 決心 固き 將軍 といへ ども、 唯 だ 感泣 天恩に 酬ひ 奉る の 外 はない。 陛下 は 更に 將 軍に 右の 御沙汰 を 俥 達せし むべ 

く、 態々 米 田 侍 從を臺 灣に差 遺せられ たので ある。 後藤長官は侍從に御供して臺灣に^！り來り、 ii^: 從は總 ^邱 

に 於いて 將 軍に 右の 御沙汰 を傳 へられた ので あるが、 當時將 軍の 傍に 在り、 其の 校 樣を拜 見す るの 光榮を 有した 

僕 は、 將軍 の 謹嚴 にし て 感懐 無量と もい ふ ベ き 有樣を 見て、 君臣 水 魚と も い ふ ベ き 美 はし さ に 感淚を 禁じ 得な か 

つた。 

事 天聽に 達して 親しく 優渥なる 御 靛を拜 す。 兒玉 はた だ 感泣して 聖盧 の鴻大 なる に 恐懼す る 外はなかった。 

かくして 厦門 事件の 內政 上の 責任 は 落 著した。  • 

一四、 兒 玉の 後圖 

所謂 「-睃 門 事件」 は斯 くの 如くに して 落 著した。 しかし これ を 以て、 ® 門 問題 それ 自身が 解消した ので はない。 

何と なれば、 對 岸經營 は、 _设 門 事件の 有無に 拘 はらす、 臺灣 統治 上 不可避なる 措置で あり、 帝國 南方 經營の 禊 子で 

あつたから である。 

故に 兒玉 總督 は、 事件 直後、 「股 門 事件 ノ顔末 及對岸 將來ノ 政策」 なる 覺書を 記して、 事件の 眞相 を記錄 すると 共 

に、 對岸 經營再 建設の 規準たら しめんと した。 

この 覺 書の 前半 は、 門 事件の 經緯を 記述す るに 當り 殆ど 全部 を 引用した。 よって 後半に よって、 事件 後の 對岸經 

營 を敍述 する ことと しょう。 


省の 後半 は、 まづ， を 起して、 「抑々 對 ナル閩 車.. 各地 經營ノ 目的 ハ、 國際的 以外 一一 勢力 ヲ 潜伏 セ シメ、 ね-. 

益ヲ 收ムル 一一 在リ」 と 記し、 對岸 經營の 基礎 工作と して、 門專管 居留地、 東亞 書院、 病院、 航路、 小船. お、 沙 頭 

の 七 問題に ついて 論じた。 次の 通りで ある。 

第一 -® 門 專管居 地ハ、 前陳 目的/基礎 ヲ爲ス へ キ者ト 認メ、 同地 埋立 事業 ヲ當府 一一 於テ 引受 タリ。 此 事業 ハ 

大約 五十 萬圓 ヲ要ス へ キ 見込 ノ 大事 業ナレ トモ、 其 資金 一一 對シ 當府 ノ經濟 ヨリ 相當ノ 利子 ヲ 保護 シテ 成功 セ シメ 

ン トス 0 

右埋立 事業 ノ 成功 ト 同時 一一、 地上 ノ 利用 ヲ 講究 セサル へ カラス。 .卽 高澗壯 大ナル 一家 屋ヲ 建築 シ、 祭ぬ 仍 樂部ト 

ィ フ者ヲ 開設 シテ、 現在 借家 住居 ナル三 井 物產會 社、 臺灣 銀行、 大阪 商船 會社 等ノ 支店 ヲ始 トシ、 其 他 資本 ヲ携 

へテ 住居 スル 者ハ 皆是處 一一 移シ、 以テ 日本 紳商 ノ 模範 ト 爲シ、 又 商業 上 必要 ナル 電話 倉庫 等ヲ 設備 シ、 漸次-一 商 

利ヲ 吸收セ シメン トス。 

第二 東亜 書院 ハ帝國 ヨリ 一 萬圓ノ 寄付 ヲ得テ 設立 セ ラレ、 當府 ヨリ 敎員ヲ 貸 與シ且 經費ヲ 補助 セリ。 此 レ專ラ 

地方 紳士 ヲシ テ帝國 一一 接近 セシ ムルノ 目的 一一 シテ、 敢テ恩 惠的ノ モノ 一一  アラス。 開院當時ハ較ぶ盛！^^ヲ呈シタレ 

トモ、 北淸 事件 起 ルー ー及テ 一時 閉院 スル ノ已ム ヲ得サ ルー 一至 レリ。 卽 今再ヒ 開院 シ、 未 タ全ク 恢復 セ スト 雖、 大 

體 一一 於テ素 ヨリ 生沾 ノ多數 ヲ望ム モノー ーァ ラサ ルナ リ。 

第三 病院 ノ計 畫ハ 三十 四 年度 豫算 一一 於テ 提出 セリ。 此 レ專ラ 慈惠ヲ 目的 トシ、 無吿ノ 病患 ヲ救 ヒ、 帝國ノ 恩威 

ニ感セ シメ、 併セテ 文明 ノ醫 術ヲ 注入 スル 一一 在リ。 固 二 一時 ノ 寄附 的 事業 一一 アラス。 且 一面 一一 ハ 居留地 ヲ 開キ紳 
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商ノ 出店 ヲ促ス 上 一一 於テ、 最 乇必耍 ノ機關 タル ヲ認 ム。 

第 四 航路 ハ三 十二 年 ， ヨリ 大阪 商船 會社 ヲシテ 開始 セシ メタル ヨリ、 ド グラス 會社ト ノ競爭 ト爲リ タレ トモ- 

政府 保護 ノ名ノ 上 一一 於 テ漸ク 信用 ヲ博 シ、 殊 一一 今囘 開始 セ シ メタル 香港 福 州 間ノ如 キハ、 初航 ヨリ 非常 ノ 好；^ ヲ 

呈 セリ。 今後 船體ト 船員 トー 一十 分ノ 改革 ヲ 加へ ハ、 兩 三年 ヲ出 テス ド グラス 會社 ヲ壓倒 シテ、 此 航路 ヲ獨 占スル 

ャ 必然 ナリ。 尙ホ 上海 香港 間ノ 航路 ハ 船舶 不足 ノ爲 運賃 非常 一一 高ク、 且皆 洋人ノ 支配 船 一一 シテ、 支那 人ノ 待遇 頗 

ル殘 刻ナル 今日 一一 於テ ハ、 帝 國ノ開 航最モ 必要 ノ 時機 クル へ ク、 叉 將來商 權擴張 上、 帝國 ノ者タ ラサル へ 力 ラサ 

ル 事業 ナリト 認メ、 大 一一 勸 誘獎勵 シッ、 ァリ。 

尙. 腹門ヲ 中心 トシ テ汕 頭、 漳州、 泉 州、 同 安 等ノ小 航路 ノ 占領 モ亦 必要 ナリ。 此 占領 ハ-度 門 其他ヲ 占^ シ クルト 

同  一 ノ 結果 ヲ 得ルャ モ知ル へ 力 ラ ス。 乃至-おべ 門 ノ 警察 權ヲ 掌握 ス ルノ價 値 ハ 十分 ナリト 認ム。 如何 トナレ ハ 厦門 

ヲ 生活 セ シムル 者 ハ卽此 小 汽船 ナレ ハ ナリ。 然レ トモ 經費ノ 出 處ナキ 力 故、 未 タ著手 スルヲ 得ス。 

第五 小船 渠ハ  一 ノ引揚 ドック-一過 キス。 隨テ其 價額モ 一 萬 圓以內 ヲ以テ 買 收シ得 ラル、 見込 一一 付、 本年度 ノ豫 

算-ー 提出 セリ。 

第 六 大船 渠ハニ 千 喷內外 ノ船體 ヲ容ル へ キ ドック 一一 シテ、 現 一 一洋 人 株式 組織 一一 シテ 營業シ 相應ノ 利益 ァリ。 價 

格 大約ー 一十 萬圓 內外ノ 者 ナリ。 此ハ 南淸 航路 一一 隨伴シ テ必耍 ノ機關 ナレハ 他日 資本 ノ計 畫ヲ爲 シ買收 セン トス。 

第 七 沙坡頭 ノ地ハ 人乎セ サルヲ 得ス。 該地ハ 厦門 島ノ 西南 方-一面 スル 陸地 ノ 突出 シ タル 岬-一 シテ、 澄 州 府ノ管 

轄 一一 屬 シ 厦門 開港 ノ 區 域外 一一 シ テ、 風害 ヲ避 クルー 一 適 シ 、 將來鐵 道 ノ 起 點其他 陸地 商業 ノ 起點 トシ テ尤モ 有望 ノ 


地 タリ。 若シ 時機 ノ許ス 一一 至ラ ハ、 海軍 ノ 貯炭 地 其 他 如何 ノ 名義-一 テ モ借入 若ハ買 收スル コ ト 必要 ナリト 認ム。 

次に 一 i 州 は、 K 門地 方と 異なり、 經濟的 關係は それほど 臺灣と 密接で はない けれども、 福 建 省の 政治的 中心地と し 

て、 對 岸經營 について は、 等閑すべからざる 關係を 有する。 故に 兒玉總 督の覺 書 は、 馬 尾 造船所、 銀 元 局、 同文 學堂、 

間 報の 四 項に 亙って、 その 經營に 論及した。 

福州ト 本島 トノ關 係ハ、 從來 駁船ノ 連絡 アル 一一 過キサ レハ、 福州ノ 紳士 本島 ヲ 一見 シ タル 者 幾ント y が ナリ。 隨テ 

一般人 民ノ 知見 最モ 固陋 一一 シテ {n 尊民卑 ノ度甚 高ク、 僅少 ノ 事業 ト 雖宫邊 一一 緣故ヲ 求メサ ルレ ハ之ヲ M ハス コトヲ 

得ス。 此 レ曾テ 後藤 民政長官 ヲ 派遣 シ 其路ヲ 開キ、 添 田 銀行 頭取 ヲシテ 多少 ノ交 涉ヲ 嘗試 セシ メタル 所以 ナリ。 

第 一 馬 尾 造船所 ハ全ク 佛人ノ 管理 一一 歸シ 居ル ハ喋々 ヲ俟 タス。 然ル 一一 淸佛 ノ條約 期限 ハ 本年 九月 一一 在リ。 淸國 

官吏 ハ漸ク 佛人ノ 專横ヲ 騰ヒ、 且 經費乇 亦繼續 セサレ ハ、 玆  一一 ロ實ヲ 設ケ、 此 期限 ヲ以テ 契約 ヲ解 キ、 淸 國人ノ 

一手 一一 テ此 事業 ヲ爲 サン トス ルノ 意向 ァリ。 唯ぶ 佛國 ヨリ 大約 二百 萬圓ノ 負債 ァリ テ、 其處分 一一 苦 シミ、 未タ發 

言スル ヲ得サ ル 場合 ナ レハ、 兹ニ 臺灣 銀行 ノ 性質 ト帝國 政府 トノ 關係ヲ 說キ、 彼ョ リシ テ 金主 タル ノ 請求 ヲ促サ 

シメ、 其 初歩 トシ テ銀券 通用 ノ路ヲ 開 カン コトヲ 計 畫シ、 其 結果 ハ獨リ 銀券ヲ 通用 セシ ムルノ ミナ ラス、 福 州 政 

廳仕拂 及 兵隊 ノ 給料 等 一一 モ 仕用ス へ キト 迄 一一 承諾 スル 一一 至 レリ。 不幸 一一 シ テ北淸 事件 ノ爲メ 談判 中止 トナリ タル 

ハ t 憾 ナリ。 

第二 銀 元 局 ハ孫葆 ；增ノ 私立 造幣 所 一一 シテ、 現 一一 銀貨 ヲ鑄造 セリ。 同局 ハ或條 件ノ下 一一 一切 臺灣 銀行-一 委 托スル 

コトヲ 申込 タレ トモ、 是レ 亦北淸 事件 ノ爲メ 一一  中止 セリ。 孫 氏元來 維新 黨ノ 一人 トシ テ、 支那 人中 一 1 テハ 內外ノ 
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事情 一 1 通シ クル 者 ナリ。 福 州 洪水 摧災 救濟金 募集/ 爲、 本年 八月 本島 ュ渡 來シ、 二週間 許滯 セシ 力、 此レ 一 ハ 

本島 ノ 事情 視察 ヲ兼ネ タル 者 ナリト 云フ。 孫氏ノ 來臺ハ 不幸 一丁 ン テ北淸 尤モ殘 刻ナル 時機 ナ リシ 力 故、 廣ク 救助 

ヲ求ム ルコト 能 ハス ト雖、 帝國ノ 恩威 義俠ト 將來ノ 述絡ヲ 維持 スルヲ 目的 トシ、 極メテ 小範圍 一一 於テ義 5^ シ、 金 

一 萬 圆ヲ窗 ラサ シメ クリ。 孫氏ハ 時機 ノ好カ ラサル 二 モ關セ ス、 卽時 一一 此 大金 ヲ得 タル ハ、 唯ニ災 2^ ノ幸； 1 ナル 

ノ ミナ ラス、 自身 渡 臺ヲ穴 ェセ サルノ 厚意 ハ深ク 感激 シ タルモ ノノ 如シ。 

第三 同文 學堂 ハ； i 州 維新 黨ノ 紳士 ノ 設立 一一 シテ、 東亞 同文 會 ヨリ 若干 ノ 補助 ヲ舆へ タル 者 ナリ。 其 性質 ハ 厦門 

東 亚 書院 二 同シ。 東亞 同文 會ノ 補助 廢止シ タル ヲ以 テ、 當府 ヨリ 之 ヲ繼續 セリ。 

第 四 閩報ハ 一週 ー囘 ノ發刊 漢字 新聞 ナリ。 是レ亦 同文 學堂ト 速 絡 ヲ保ッ 者 ナリ。 

かくの 如く、 兒玉總 の覺書 は、 對岸經 營に關 する 基礎 工作 を 記述した る 後、 門 事件 以後の 形勢 を 論じて、 次の 

如く 述べた。 

之ヲ耍 スルー 一、 北淸 事件 ハ 南 淸經營 一一 非常 ノ 障害 ヲ與 へ 、 就中 門ノ 出来事 ハ 彼 地 紳士 等ヲ シ テ 疑惑 ヲ起サ シ メ 

タルコ ト タ大 ナリ。 然レ トモ 紳士 等 ハ 清國 政府 及 ヒ す； め國 官吏 ノ 到底 依頼 スへカ ラサル ヲ 1^ 破シ、 異種 異文 ノ 政 

府ニ屬 セン ヨリ ハ、 同種同文 ノ 治下 一一 立 タン コ トヲ望 メル ハ 異口同音 ナ ルカ 如シ。 故 一一な r 後 諸般 ノ 事業 ヲ 計畫セ 

ン 一一 ハ、 務 メテ國 際上ノ 繁雜ヲ 避ケ、 地方 紳士 ト投携 スルノ 方針 ヲ取 ルコト 必要 ナリ。 又 紳士 等 ヲシテ 其 資產ヲ 

帝國 保護 ノ下  一一 S は 力 シメ、 遂 一一 其國籍 ヲ移サ シメ、 帝 國ハ之 一一 相 當ノ位 if は ヲ與フ ル コ ト 必要 ナリ。 聞 ク所ー I 據レ 

ハ、 厦門 附近 ノ 紳士 一  1 シテ、 南洋諸島 一一 所有 スル財 產ハ、 二 億 萬 M 乃至 四 億 萬 圓ナリ トイ フ。 而シテ 彼等 ハ 支那 


人 トシ テ外國 政 廳ノ下 一一 非常 ノ 虐待 ヲ 蒙リ、 非常 ノ重稅 ヲ課セ ラル 、今 日 一一 在テ ハ、 寧 U 日本 帝國ノ ほ：：；：： ト 爲リ、 

洋人 同様 ノ 保護 ト 權利ト ヲ得ン コトヲ 希望 シ居ル モノ ノ如 シ。 抑モ南 淸ハ寒 療ノ地 タリ ト雖、 其 形勢 本島 ト 至大 

ノ 關係ァ リテ、 實 一一 南淸 政策 ノ 策源地 タリ。 是故 一一 南淸 政策 ハ單 一一 南淸 一一 止 ラス シテ、 又タ 南洋 ノ 政策 タリ。 火 

レ此ノ 如シ。 則南淸 政策 ノ 成功 ハ固 ヨリ 急 促ノ間 一一 求ムへ カラス。 必 ラス ャ時 ヲ權リ 機ヲ見 テ漸々 設 施シ、 以テ 

年月 ノ 後一 一期 セサル へ カラス。 此レ 本官 當初 就職 ノ時 ヨリ 請求 スル所  一丁 ンテ、 終始 一徹 渝 ハラス。 又タ嘗 テ少シ 

ク モ浮議 ノ爲メ  ニ撼 カサル 所以 ナリ。 

以上 ハ 北活梭 亂ノ後 M 久門 一一 起レル 事件 ノ顚 末、 及 ヒ南淸 政策 ヲ敍 述シ タルモ ノナリ 。惟 フー 一 北淸 事件 今ャ大 段落 

著シ、 其 報酬 タル 賠^ 及ヒ 土地 割讓、 土地 不割讓 等ノ問 题ハ、 對淸 政策 トシ テ實 行セ ラルへ キ ハ當然 ノコ トナリ 

ト 信ス。 而シテ 本案 ハ嘗テ 此レカ 政策 一一 論及 セス。 

見るべし。 腹 門 事件の 挫折の ため 政治的、 軍事的 進出に 望み を 失った 蔡灣總 ^府 の對岸 方針が、 再び 經濟的 經營に 

立ち もどって、 洁國 の社會 における、 實 勢力の 把持 者た る 「地方 紳士 ト 提携 スルノ 方針」 の 下に、 その 志 をの べんと 

せる こと を。 事實 また それが、 .ぬ 門 事件 後の 帝國の 大方 針と なった ので ある。  ， 

一 五、 三 五 公司 

北淸 事件 以後 に お ける 對岸 經營 の 中心 事業と して 設立され たの は、 三 五 公司であった。 さう して その 首腦 者と し て 

活動した の は、 臺灣 統治 上、 經濟 方面に おける 伯の 最高 顧問と して、 縱橫の 機略 を ふるへ る 愛 久澤直 哉であった。 伯 
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もまた その 「臺 灣總督 府對岸 經營ノ 由來」 の 末尾に、 自ら 赤 筆 を 以て、 特に 左の 如く 記して ゐる。 

以上 ノ總務 ハ愛久 澤直哉 一一 專任シ 來リ、 現今 後繼 民政長官 祝 辰 巳 監督 ノ責 一一 任ス へク、 不^ 顧問 トシ 後圖ー 1 與ル 

處 ナリ。 

然 らば、 三 五 公司 は、 如何なる 趣旨の 下に 設立され たもので あるか。 愛 久澤は 伯の 離臺 後、 明治 四十 一年、 伯に 捧 

げたる *1 の 冒頭に 記して 曰く。 

抑 モ？』 國ハ、 其 名-一 於テ國 家政 府ノ 存在 スル アル モ、 其ノ  S 質-一 於テ ハ 近世 所謂 國 家政" 肘ノ 存在 ナク、 反テ  一 «7K 族鬧 集-一過 

ギズ。 隨 テ之レ 一一 封 スル 我が 處理ノ 方法 モ、 亦 自力 ラ他ノ 純 乎 タル 國家 政府 一一 封 スルモ ノト、 其ノ 措置 ヲ異 一一 スべキ モノ  、如ク 

ナルヒ ロハ、 不^;:ノ爾來曆1開陳セ ル所ナリ。 而シ テ對？ 印經 營ノ 上-一 於テモ 此ノ、 義- 一則 リ、 キ； トシ テ主耍 民 屬トノ 抱合ヲ 試ミ、 

其ノ抱 合力 ヲ利 川シ、 彼ノ 所謂 政府 ト稱ス ル モノ-一  應對ス ルハ、 甚ダ 必要 ノコ トナ リト 信ズ。 

輓近 我國、 特-ー 歐米各 國-ー 於テ、 淸 II 覺醒 ヲ呶々 シ、 急 轉_& 下 ノ勢ヲ 以テ、 完 仝ナル 法： 1^1; ノ  ft:s 阈 一一 出現 ス ルカ 如ク 說クモ ノア 

リト 雖モ、 其ノ 所^ 覺醒ト ハ果シ テ 淸國國 家ノ爲 一一 爲ス モノ ナ ルカ、 將 タ民屬 各自 特別 利益 ノ爲メ  二 スル モノ ナリヤ、 容易-一 斷 

定スべ カラ ズ。 況ンャ 北京 朝廷 ノ 施設 セル 諸 改革 ノ如 キ、 淸國 特種 ノ國狀 ト多ク 銜突ヲ 來シ、 唯只タ 有名 無赏、 皮相 外而 的ノ改 

革-一 終ル モノ、 比々 皆ナ然 ラザル ハナン。 杲シテ 何レノ 時-一力 能ク 改革 ノ K 行ヲ期 スべキ 力、 未タ 容易 一一 知ルぺ カラ ズ。 近年 歐 

米ノ 生産力 發展其 度-一過 ギ、 供給 鏡多ノ 紡果、 百事 ヲ 放擲 シテ贩 路ヲ 見出 サン トス ル ヨリ、 爾來 ノ强壓 暴慢 ノ 態度 ヲ 键 シテ、 一 

意-一 淸國ノ 甘心 ヲ得 テ其ノ 得意 ヲ擴 大セ ン トシ、 國交ノ 様式 一一 於 テ互讓 恭謙 ノ風 アルが 如 キモ、 彼等 ガ果 シテ何 S- マデ、 不 

議ナル 卞；5 國 政府 ノ k 理 一一 屈服 ス ベ キヤ、 甚ダ 疑ナキ コ ト能 ハズ。 思フ 一- 現今-一 於 ケル各 II 對淸ノ 態度 ヲ以 テ、 W チ -ー淸 ^内薆 外 

患ノ 除去 セラ レ タルモ ノト 解スル ハ、 早計-一失 スル モノ ナ ラム 力。 事態 杲シ テ然リ トス レバ、 從來 一二 五 公司 ノ腦務 一一 依" テ、 福 

建 K 族- 1 近 ヅキ、 鐵務- 一依 リテ is 洋 K 屬ノ 一部 ト抱合 シッ、 アル 關係 ヲ持續 維持 スル ハ、 決シテ 無用 ノ事 タラ ザル べキヲ 信ズ。 


蓋 シ淸阈 ハ恐ル 、-- 足ラズ トス ルモ、 支 ノ转濟 吸 集 カハ赏 -ー懦 ルべキ モノ ナル べク、 之 レヲ敵 トス ルト、 之レヲ 味方 トス 

ル トハ、 邦家 年/計-一 於テ 得失 最モ 著大 ナル モ ノア ラム 力。 三 五 公司 ハ其 ノ對 岸转營 一一 於テ、 其/南洋 施設-於 テ、 常-一 是ノ 

キ-義 -I 原ヅキ 行動 シ、 走 馬 燈的政 麻ノ虔 理ヲ度 外-置 キ、 固ク 民族 ノ 咽喉 ヲ 扼シ、 深 ク其ノ 肺 阡-一人ん -- 於テ ハ、 其事ノ 大小-一 

:J1 ナク、 又 我 政府 ノ時々 一一 變更 セラ ル 、方略 ノ 如何- 1 係 ラズ、 伸縮自在、 邦家 ノ爲 メ得ル 听在ル モ、 決シテ 担ス ル コ トナ キヲ疑 

ハズ C 故-一年 ト共 一一 此ノ 趣き ノ實 行ヲ 镄たセ ント冀 へ リ。 

直 言 當に、 當時 淸國の 社會搆 成の 急所 を 突きた る ものと いふべき である。 厦門 事件 後に おける わが 對岸 經營の 大方 

針 は、 實 にこの 認識の 上に 樹立され たもので あり、 三 五 公司と は その 實行 機關 として 創立され たもので あった。 而し 

て愛久^^！と三五公司との關係は、 彼の 上揭 意見書の 前文に、 彼 自ら 次の 如く 記せる によっても 明かで あらう。 

後藤 男爵 閣下  . 

不 5= 去ル 明治 參拾參 年、 閣下 ノ薄 舉ヲ辱 ゥシ、 督府對 岸 營ノ 事務 ヲ狭 掌シテ ヨリ 以來爱 一-八 九 年、 其間弗才爲ス^=?^キノ不^幾 

多ノ 批難 ト 誹謗 ノア ル コト アル -ー 係 ラズ、 故將軍 並-一 閣下 ハ涯 リナ キノ 恩遇ト 後援 トヲ舆 へ ラ レ、 祝、 中 村 二君 亦 其 問 二 助言 幹 

旋ノ 勞ヲ採 ラレ 終始 渝 ル コト ナク、 爲メ 一一  大過 ナ クシ テ 今日 - 一至 ルヲ得 タル ハ、 不肖 / 常 一- 感激 シテ措 カザル 所ナリ トス。 然ル 

二 斯ノ如 キ寵遇 ヲ以テ シ斯ノ 如 キノ 後援 ヲ以 テセ ラル 、 モ、 尙ホ 能ク其 間-一 何等 奏功 ノ錄ス べキ ナク、 空シク歲次 一一 巨？^^ヲ支消 

シ、 得 ル听反 テ失フ 所 一一 及 バズ、 遂- ー或ハ 靡 職 ノ謗ト 忌ムべ キノ 誤解 トヲ來 タシ、 不測 ノ累ヲ 恩人 畏友- 1 及 ホス 恐ナキ ヤヲ 懸念 

シ、 深ク自 カラ 材識ノ 不足 ヲ感 ジ、 漸愧 苦悶 ノ 情-一 堪へズ 。幾度 力 身 ヲ退キ 賢 ヲ薦ム ルノ意 アリシ モ、 唯只タ 知遇 ノ感ト 事 称ノ 

性質 ト ハ 中途 改廢 挫折 ヲ容 サズ、 自ラ 鞭撻 ヲ 加へ、 日夜 不背 ノ及ブ 限リヲ 盡シ、 以テ 庇護 者ノ 面目 ヲ建 ツル コ トノ 一  日モ速 カナ 

ラ ム コ トヲ冀 ヒ タリ キ C 

この 三 五 公司 は、 表面上 は、 日 支 合辦の 事業 會 社であった。 しかし 事實 は、 上述せ る 通り、 臺 灣總督 府の對 岸經營 

第一章 臺灣 民政長官  四 九 一 


第 七 節 對 岸經營  四 九 二 

方策 を實 行す るた めの、 國家的 色彩の 強い 機關 であった。 從 つて その 事業の 中心 は、 樟腦 事業と 潮汕鐵 道の 經營 であ 

つたが、 その他に 新 架 坡殖林 事業、 佛領 東京 採 貝 業務、 源 盛 銀行、 東亞 書院、 龍 岩 及び 福 建 鐵路、 、仙 頭 水道 事業 等に 

及び、 若し 順 潮に 發達 すれば、 滿洲 における 滿鐵の 如き、 植： き 社と なり 得る の 性質 を帶 びた ものであった。 

この 三 五 公司が、 如何なる もので あり、 如何なる 活動 を爲 せる か は、 次の 作業 報吿 によって、 その 一般 を 窺知す る 

ことが 出来る。 

三 五 公司 作業 報告 (自明 治 三十 九 年 十二  = ^至 5^ 四十 一年 五 H0 

一 、 腦務 作業 

國腦務 ハ 本季間 盛衰 最 モ甚 シク、 隨テ 公司 作業 收支 ノ 上-一 甚大 ノ 影響 ヲ 及ホシ タリ キ。 初メ 明治 三十 ぺ 年末 ヨリ 腦惯 漸次 二 

昂 ii セシ 紡果、 CSS- 公司 一一 於 テ專ラ 作業 セシ； i 逮 ftw 卟ノ地 一一 於 テ、 腦務 ノ發達 シッ、 アル 狀況 アリシ ヲ 以テ、 公司 ハ明 抬參 

拾 八^ 四 五 = -ノ交 ョ"、 役員 ヲ廣 西廣朿 湖南 江 西 浙：； d  二 派シ、 其お 況ヲ -1^ スルト 共-一、 ^地 一一 於ケル 作業 創設 ノ計畫 プ建テ 

シメ タリ。 福^^ 內- ー於ケ ル腦^ 腦丁ノ 類、 亦 共 一一 之 レ 一一 付隨シ テ産腦 地 一一 分配 セ ラレ、 其後腦 亦頗ル 奔騰 シ。 香港-一 於 

ケル市 似 丙 斤 la 七 拾 元ヲ超 エタ ルヲ 以テ、 三十 九 年末 ヨリ 四十 年貳參 W  ノ交 -I 於 テハ、 H: 次 ノ康出 贰參十 萬 斤-一達 シ、 優-一 臺 

灣及ビ 日本 內地專 賣制ノ 基礎 ヲ 動力 サン トス ルノ 恐ァ リキ。 此問 公司 ハ 上海- 1 於 テ買收 所 本部 ヲ設 置シ、 副ュ ルー- 腦 油.； 5 製 所 

ヲ以 テシ、 江 sift 讀 州府、 吉安. 府、 建 昌府、 九 江 並-一 浙江^ 石 浦、 海門 鎮、 ？ i 州府、 魔 州庥、 衞州^ 等-一 買 收所ヲ 設置 シ、 其 

問 ハ代辦 所十數 箇所 ヲ以テ 之レヲ 補綴 シ、 福 州 本部 ト相 呼應 シテ、 各 贫產腦 ヲ我ガ 手裡- -歸セ シメン トセ リ。 然ル 一一 同 ケキ四 w 

ノ初、 米 國商界 驚 惶ノ報 一度 傳播 スルト 共-一、 腦愤 一時 一一 暴落 シ、 百 斤 一一 付 無慮 七，^ 十元ノ 低落 ヲ來 タシ、 臺灣 專賣局 モ亦賣 

下 愤格ヲ 引下 ゲ ラレ タル ノ 紡果、 腦愤ハ 愈々 -丁 0 シ、 殆ンド 底止 スル コ トナキ 一一 至 レ リ。 ！=； 況此 / 如ク ナ リシ ノ ミ ナ ラズ、 督 

府 ヨリ 生^ 抑制 ノ內命 モア リタ ル 付キ、 公司 ハ 一 時 爾来 ノ積械 的 方針 ヲ中 止シ、 地方-一 於テ ハ專ラ 生産 過多 ノ恐ル ベ キヲ說 


キテ、 製腦 者ノ廣 出額 ヲ縮 少セ シメ、 市場-一 於テ ハ淸國 産腦ノ 一  時 的ナル 事由 ヲ 周知 セ シム ルコトー 一 メタ リキ。 

爾來 今：：！ -ー  至ル モ腦況 沈 靜プ： W  メ、 寶ロ思 ハシ カラ ズ、 腦惯モ 亦 下落 一一 下落 ヲ重 ネ、 最近 百 斤仄拾 元臺プ フ ル ，ー 至 レリ。 

之レヲ 昨^ 最古 2^ 格-一 比スル トキ ハ、 無慮 百元ノ 相違 二 シ テ、 其 差ノ大 ナル甚 ダ驚ク べキモ ノア"。 思フ -I 歐米ノ 商況 不拫ト 

すお^ 產腦  一 ノ劇 * 卜 - 一驚 惑セ ル 結果、 此ノ大 變動ヲ 至 セル モノ ナル ベタ、 漸 ヲ以テ 恢復 ノ期 アル ベ キモ、 此ノ虔 む 〔从或 筒 3f ハ 

?^阈製腦3^次 ノ 產額 ハ.^ 體-ー 於 テ贰百 萬 斤內外 - 一過 ギザ ルべキ 力。 

公司 ハ福州 上海 兩、 王 部-一 及 テ出來 ル限リ 之 レヲ拾 收シ、 腦權ヲ 專理セ ン コトヲ 期ス。 

公司 腦務從 業者 ハ H 本人 五 拾べ 名、 付 屬淸國 人 百 拾餘名 ナリ。 

本 季間ノ 公司 收ナ乂 ハ試笄 表及ビ 明細書 ヲ以テ 之 レヲ示 セリ。 四十 年度 損失 十八 萬 五 千餘元 一一 達シ タル ハ、 該 年度 ヨリ 營業资 金 

利 a- ヲ S 收シ、 卽チ該 年度 分 四 萬 五^ 餘元ハ 之 レヲ試 $3- 表收人 一一 記 上 セリ。 叉腦！^ 一  定セザル ヲ以テ、 次年度ノ安4^ヲ謀リ、 

残 有 品廿五 萬餘元 /  ^割 五分 ヲ „M 却セシ メタル ヲ 以テ、 結 05 ベ 萬 元 内外 ノ拟 失ヲ^ 大 セリ。 而シテ xsf 餘拾 萬餘元 ノ 担 火中、 

爲替差 损 金、 役员給 與及ビ 諸雜費 一一 於テ約 三萬餘 元ハ、 お； 架 坡碓林 勘定 補助 費ヲ 計上 セシ モノ ナ ルガ 故-一、 結局 該 年度 樟腦作 

業 純 拟失ハ 約 六萬餘 元ナリ トス。 

、 潮 汕鐵道 作業 

潮 汕鐵道 建設 作業 ハ、 明治 三十 七 年 六月 初 著 手 以來、 貳箭 年半ノ 多大 ナル 歳月 ヲ綞 過シ、 同 三十 九 年 十一 S ヲ以テ ffi カー 一 完成 

ヲ吿ゲ タリ。 竣功 ノ連々 タ リシ 理由 ハ、 爾來旣 一一 報告 セ シ 所ナル ヲ以 テ敢テ 愛一 一再 セズ C 

該 公司 財政 並  一 I 建設費 ハ、 別紙 公司 報告書 ノ 示スガ 如ク、 建設費 及 ビ付屬 諸 費 ハ總計 參百四 萬へ 千餘 元-一 シテ、 旣定资 本額甙 

百 萬 元 一一 超過 スル コト、 K  二 壹百四 萬 八千餘 元ナリ トス。 今 其 費ノ 主要 ナ ル モノ ヲ擧グ レ バ、 

m  地  費  四 二八、 〇〇 三、 七 一四  . 

S 地 收 費  ニー 一一 九、 〇〇 五、 ニニ 五 

萌廣市 暴徒 事件 費 立替金  一 五一、 四 九 四、 七 ニニ 
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護  勇  費  五 七、 一 一 四、 五八 三 

政府！^ 遣 技師 詹 天 to 一行 解職 手  一 Eld 、一二  二、 一一 一ん つ 

當 暴徒 事件 北京 费及 完工 慰勞金  - S  ニー-一  三 九 C 

等ナリ トス。 用地 ノ總 面積 ハ約參 千 參百畝 (一 畝 百 七 拾 六 坪) ナルヲ 以テ、 一 畝 平均 百 參拾元 一一 相 常ス。 由 來汕： m ノ地、 外國 

移民 成功者 ノ 歸來ス ル モノ ハ、 競テ 田阖ヲ ga; 收ス ル ヲ以 テ、 地！^  ノ 高直 ナ ル n ト 比隣 多ク其 比ヲ ズ。 瓷畝ノ 上 E 大抵 武百元 

下田 ト雖モ 百 元ヲ下 ラザル ヲ 以テ、 平均 參拾元 ハ甚ダ 至 當ノ價 格 ナリト ス。 然レド モ之ヲ 買收セ ン が爲メ  -I 要セ シ 用地 買 收 

諸 費 * 拾參萬 九千餘 元ハ、 該 用地 所在 都市 村落 一一 於 ケル數 百ノ紳 親及ビ 出張 官吏、 吏員、 兵員 等 ノ贈贿 押惜、 並 一一 鐡路 公司 本 

支局 總理 役員 ノ諸經 費 並 - 一役 德金 -ー 支 消 セラ レ タルモ ノー 一  シテ、 其 性質 決シ テ正 當ナル モノ-一  非ズト 雖モ、 之レ ヲ 支出 セザラ 

ンカ、 勢ヒ 事務 ノ 進行 ト 土地 ノ收 用ヲ 決行 ス ル コ ト能ハ ズ、 鐵道 工事 ハ 中ソ！^！停止 スルノ 外 ナカ リキヲ 以テ、 誠-一 無 據ノ費 tH ナ 

リ卜 ス 0 

葫廣市 暴徒 事件 費立替 金ハ、 政府 常 局 一一 於テ 一 時鐵路 公司 ヲ シ テ該 費目 ヲ立替 シメ、 追テ 暴民 ヨリ 賠償 セ シムル ノ約ナ リシ モ 

旣 一一 政府 ハ H 大ノ 款ヲ暴 K ヨリ 掠取セ ルー ー係ハ ラズ、 未 ダ鐵路 公司 一一 賠還 セズ、 义後 H 果シ テ 之レヲ 交付 ス ベ キャ否ャ^^タ疑 

ハシ。 本 一 費目 ノ如 キ、 護 勇费ノ 如キ、 北京 費/如 キ、 悉ク 暴徒 事件 ヨリ 生シ タル 費 H-I シテ、 政府 派遣 技師 解雇 費ト共 一一、 

鐵路 公司-一 採リテ ハ^^ダ憫然ノ缺拟ナリト謂フ可シ。 之レヲ 耍スル 二 鐵血ノ 略、 飜弄ノ：！^ァ ル政^ノ後按ァル 一一 ァラザ レバ、 

國現 狀ノ下 -ー 本 種 事業 ノ 遂行 ヲ試ミ ン トセ ハ、 勢ヒ此 ノ種ノ 冗費 ヲ豫想 セザル ベ カラ ズ。 其ノ之 レヲ豫 彻セザ リシ ハ、 IK  -I 

不 $H 無 |g 驗ノ致 ス所ト 深 ク術愧 -ー 椹 H ザル所 也。 

鐡路 公司 ノ 支出^ 加此ノ 如クナ リシ ヲ以 テ、 壹百餘 萬元ノ 不足 ヲ生 ジ、 更-ー 株式 ヲ募第 セシメ タルモ、 僅 カー 一 g: 拾 II 萬 餘元ヲ 

得 タル 一一 過 ギズ。 其餘ノ 不足 ハ專ラ 總理張 京堂ノ 信用-一 據リ、 銀行 其他ノ 借入金 ヲ以 テ之レ ヲ支辦 セリ。 其 額 I:-- 一六 拾 八萬餘 

；兀 一一 達 セリ。 

營業 作業 ハ^ー ー此ノ 如キ狀 態ノ下 二、 明治 三十 九た 牛 十 一 月 十六 口 ヲ以テ ii 始 セラ レ タリ。 而シテ t.: 業 仝 體ヲ舉 ゲテ壹 箇年飯 拾 

五 萬 元 ヲ以テ 之 レヲ三 五 公司-一 受負ハ シメ、 鐵路 公司 本局 並-一香 港 支局 ハ壹箇 約 參千元 ノ豫算 ヲ以テ 支辦 スべキ コ トヲ 定メ 


タリ。 公： ii- ノ *Ce 業 以外 R: 次參千 元ノ  E 額 ヲ要ス ル ハ甚ダ 不當ナ ルガ 如 キモ、 公司 ハ淸 II 政 W  ノ命 ズル 听定ノ 兵勇ヲ 養ヒ、 乂卞府 

^ 一  般ノ惯 行 --ST なヒ、 公司 役員 ヲ 具備 セザル ベ カラ ズ。 純 乎 タル 膂業上 所用 人員 以外-一、 形式的 ノ冗 扶持 スル ノ 義務 アル 

ノ ミナ ラズ、 輓近利 權：！ 收熱ノ 流行 ハ、 公司 ヲシ テ斯 ク裝フ コトヲ 一層 必需 ナ ラシ メタ リ C 該費 目ハ 別紙 豫^ -15^ ナリ。 次 

if 度 一一 於テ ハ 之 レ ヲ武千 元 二 節約 セ シ メ ン ト試ミ ッ、 ァリ。 

營業ノ 槪況ハ 比較的 良好 H シテ、 最初 壹哩 平均 收入九 元 内外 ナ リシ モ、 年度 末 四十 一年 十一 rc  - 一  於 テハ廿 五六 元 二 達シ、 货物 

最初 無ナ リシ モ、 iif 度 末ハ百 哂 以上 ヲ ル - 一至 レリ。 其 詳細 ハ 別紙 報告 ヲ以テ セリ。 

鐵路 公司 本季 間^ J 緒 Jjf  一一 一一 一 武： S 萬參千 0 九 元 餘-ー シテ、 總 支出 ハ參拾 九 萬 0 九 W3i 元 餘、 差 引 拾 六 

萬 七 千 六 百 參拾壹 元餘ノ 不足 ヲ生 ゼリ。 此レ 別紙 明細書 ノ如 ク、 意溪 支線 費 其他ノ 新設 工事 アリシ - 一由 ル。 

本季 問新规 株式 應募參 拾貳萬 餘元ナ リシ ヲ以テ 、別紙 明細書 通リ、 株金 貳百 七十 七 萬 貳千七 IW 七十 元 トナリ 、借入金 ハ新规 事業 

费ノ 支出 アリシ -I モ係 ラズ、 減 ジテ四 拾 七 萬 參千參 百 七十 元 餘トナ レリ。 目下 切リ 一一 新株 募集-一 勗メ 借入金 诚 殺-一， s.:! 心 セリ。 

次た や 度 一一 於 テ ハ 、 鐵路公 司 ハ專ラ 意溪 支線 ノ 完成 ヲ 必要 トシ、 明治 四十 一年 五月 ヨリ 三 五 公司 ヲ シ テ本 工事 -ー 著 手セシ メシタ 

リ。 思フ - 一本 工事 落成 ノ上 ハ、 潮汕 往復 貨物 約 四 拾 萬 i_- ノ 四分ノ 一  ヲ 取得 スル ハ、 決シ テ遠キ 一一 ァラザ ルべキ 力。 

鐵路 公司 -I 於ケ ル 三 五 公司 日本 從 業者 ト 公司 ノ關 係ハ、 頗ル圓 熟 ナルが 如シ。 唯利權 囘收ノ 風潮 ハ、 岡 外 ノ淸國 若シク ハ官 

憲ヲ 驅テ稍 モス レバ 日本人 排除 ヲ試 ミ、 其 防禦 - 一就 テ 終始 腐心 シッ 、ァ リ。 思フ -I 早 晚斷乎 タル 處理ヲ 採ラザ ルべ カラ ザルノ 

n アルべ キカ。 

一 、 M 架 坡殖林 業務  - 

本 業務-一就 テハ 爾來赏 地-一就 テ種 々研究 ヲ遂 ゲ、 昨 四十 年度 ヨリ 別紙 收支豫 算覺書 一一 原キ 作業 セリ。 支出-一 於 テ^ 額ヲ 0- ル ハ 

買 收地内 未開墾地 千 贰百八 拾 H 1 力 I  ノ 木 開拓 ヲ作シ タル 一一 依リ、 X 收入 一一 於テ 減少 セン 、ノ、 生産 ゴ ム代 ヲ將來 市^  ノ 下落 

ヲ豫 想シ、 從前 ー擔參 弗-一 評 慣セシ モノ ヲ、 安 仝 ヲ計リ テー擔 貳：， ：： 弗-一 計算 シ、 且ッ 肉蔻樹 ノ根圍 ララン 草 ノ爲メ 一一 萎縮 シ 

產菜 減少 セシ 一一 付キ、 產出 豫算ヲ 減少 セシ  一一. m ル。 但シ其 改善 一一 就テ ハ H 下其轿 一一 就キッ 、ァ リ。 本業 務ノ. W 細ハ 別册 收支表 
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ュ 詳ナル ヲ以テ 愛-一 冗 セズ。 同地 所在 金鑛- 一就 テ ハ、 未ダ 充分 調査 ノ餘 裕ナキ 卜、 一而 若シ該 業-著 手發 展スル トキ ハ、 ゴ ム 

林 作業/統一 ヲ缺ク 恐 レア ルヲ 以テ、 單 一一 權利ヲ 確ムル 二 止メ、 充分 ノ搜索 試掘 ハ之 レヲ 後日 -I 讓 レリ。  . 

、 沸 領鬼京 採 貝 業務 

採 貝 業 称 ハ去ル 明治 三十 九 年末 ヨリ、 M 本 潜水器 及 口 本 潜水夫 等ヲ 使役 シ之レ 一一 從事セ シメ、  w 十 年末迄 約查箇 ケ牛 試 採 セシメ 

タリ。 常 初 駐在 佛國 官憲 ハ 猜忌ノ 眼ヲ以 テ之レ ヲ妨ゲ タル ヲ 以テ、 種々 ノ 不便 ヲ來シ タリ シモ、 其 後佛^ 人 「マイヤ ー」 ヲ以 

テ 名義人 ト シ、 多ク 東京 土人 ヲ使 W シ タル ヨリ、 多少 妨 ヲ少 ナカラ シ ム ル ヲ得タ リ。 而シ テ せ ノ：^ H ！^、 珠ヌ 及ビ黑 11: 貝 

ノ存^ ハ確 K ナル モ、 其ノ 存在 ノ區 域ハ 東京 十.^ 馬 島 ヨリ 安 南 沿岸 一一 至ルマ H 数十 哩ノ 延長  一！ 亙リ、 ^所-一族 牛-セル モノ ナルヲ 

以テ、 之レガ 採集-一 從事セ ン トセ ハ、 先ヅ豫 メ其ノ 大部分 ノ簇 生地 探見ヲ 了"、 然ル 上-一 テ計畫 ヲ ナサ ザル ベ カラ ズ。 而シテ 

此ノ 事業 ハ 到底 些少 ノ 資金 ヲ 以 テ 能ク ス可キ 事- -ァラ ザルノ ミ ナ ラズ、 一一 a 語 重譯ノ 不便 ハ 作業 經费 ヲ^ 大シ、 收 支補微 ノ  • 

易 一一 見込 ナキヲ 以テ、 一先 ヅ 本業 ヲ 中止 シ、 更ー I 役員 ヲ派 シテ 土語 風俗 ノ 研究-一 從事 セシメ タリ。 向後 三 五 年 ヲ.^ テ、 举備 {ー： 儿 

成 ノリ ヲ 待テ、 更 -I 著手ス ルノ季 アル 可シ。 本業 收支 明細 ハ 別表 プ 添フ。 

、 源 盛 銀行 

同 銀行 ノ 業務 ハ 漸次 盛大-一 赴 キッ、 ァリ。 吳理卿 主 トシ テ之 レヲ 料理 ス。 去ル 光緒コ 一十一 年 ヨリ 三十 三 年 迄た 牛 次 一割 ノ配 《3 ヲ 

ナシ タリ 0 

、 東亜 書院 

束 Mi 書院 ヲ K 業學校 組織 トス へ キ冀望 アリシ モ、 浩 M ノ氣風 一お セズ、 未 ダ其ノ 時機-一 ァラ ズト信 ズルヲ 以テ、 i= ラク 其！ ：！ 行 

ヲ 延期 セリ。 而シ テ本季 問-一 於 テハ、 專ラ三五公司所5ノ^5^人^|^ーロ本人ヲ敎養セリ。 本季 問、 本校 ヲ雜テ 現-潮 汕鐵路 二 

於ケル 公司 業務-一 從事 セル 國人贰 十 名、 H 本人 H 名-一 シテ、 在學 中ノ學 生ハ、 存漢並 M 潮汕鐵 路委托 生活^ 人 或ね 七 名、 及 

ピロ 本人 四 名 ナリト ス。  . ~ 

、 龍お 及ビ福 建鐵路 


龍 岩 炭坑 及ビ！ S 建 鐵路- 就 テハ、 怠 ラズ考 案ヲ運 ランツ、 アル モ、 胡^. ぼ ノ來： ^ナキ マ 以テ、 未ダ &| 好ノ 方法 ヲ 出 スコト 能 

ハザル ハ、 タ造憾 トス ル所 ナリ。 胡ハ本 fe- 七 W 來會ノ 約 アル モ、 果シ テ來ル ベ キヤ 否ャ 不明 ナリ。 福 建 繊路ハ 爾來陳 嫂探監 

ノ： 卜-一、 艇 1： 港 附近 ヨリ 約 參哩ノ 地均ト 倉庫 建築 ノ中 "すね-一 シテ 目下 休業 セリ。 聞ク 所-一依 レバ、 旣- 一七 十餘 萬-. 儿ヲ §i 消シ、 

资金仝 ク缺乏 セルが 爲 メナ リト。 目下 ノ狀況 -I テ ハ、 其 完成 ハ遠キ 將來ナ ルべキ 力。 

一、 汕l^水道事業 

本 事業 ハ爾來 潮 州 汕頭ニ 紳阒ノ 作業 爭ト ナリ、 官ノ 仲裁 アル モ 依然 出資 ノ多 キヲ競 ヒ議熟 セズ、 資足テ 業起ラ ザルノ 奇態 ヲ ：！ 壬 

シ、 其 儘 荏 _ ^歳 プ經過 シッッ ァリ、 公司 ハ 二者 ノ 問-一介 シ 協議 セシメ ッ、 ァリ。 

一六、 福 建 省の 樟腦 事業 

三 五 公司が、 對岸 經營の 大業 を 遂行す るに ついて 選んだ 二 大事 業 は、 福 建 省捧腦 事業と、 潮仙鐵 道の 經營 とで あつ 

た。 然 らば 三 五 公司 は、 如何にして 樟 腦專賣 事業に 著 手す るに 至った ので あるか。 その 經緯 は、 伯の 「■ 臺灣總 府對 

岸 經營ノ 由來」 によれば、 次の 通りで ある。 

臺湾總 督府ハ 帝^ 殖 -i- 政策 ノ發展 上、 對岸 11 營ノ忽 一一 ス へ 力 ラサル ヲ認 メ、 夙 一一 之レガ 企賓ヲ 旋ス所 アリシ， 力、 去 明治 一一 一 卜 £: や 

八 九パノ 交、 福 建せ 樟腦專 賣 ノ擧 アル ヲ 探知 シ、 法ヲ 設ケテ 該 專賣權 ヲ我 レー 一獲 得シ、 一 ハ以テ 帝 國棒腦 專賣制 ノ 保障 タラ シメ、 

一 ハ以 テ對岸 經濟殖 K  ノ 地盤 タラ シムル ノ議ヲ 決. シ、 好シ 第一 ノ 目的 ヲ 十分 建 シ得サ ルモ、 第 ニノ 目的 ヲ達 セン n トヲ 细シ、 愛 

久澤 _ ^哉 ヲシテ 主 トシ テ其 街-常 ラシ メ、 駐 厦帝國 領事 上野 專ー ノ封巾 助 - 一依 リ、 M 年 十 ヨリ 翌三 十五 年 六：^ 迄、 お 福 州 福 建 總 

瞀 府及ビ 北京 總理 門 - 一就 テ 交涉プ 重ネ、 同 六月 四日 ヲ以テ 事 實上該 專賣權 ヲ我レ 一一 獲得 ス ル ノ： H 的ヲ 達シ、 右 二係ル 契約 ノ調 

印ヲ了 セリ。 同年へ 一至 リ愛 久澤 直哉ハ 部員 ヲ率 ヒ、 福 建 省 厦門 ヲ 中心 トシ テ、 該 契約-一原 キ 樟腦專 賣制ヲ I：：！ 施ん ル - 一至 レリ。 
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然るに、 かくして 帝 國が福 建 省に おける 樟腦 事業の 霸權を 樹立す る や、 忽ちに して 猛烈なる 列強の 反對 運動 を 惹起 

する に 至った。 

それが ため、 支那 官憲 を めぐりて、 日本と 列强 との 間に、 複雜なるーニ面的紛^_^を來したことは、 上記 「由 來」 が績 

いて 次の 如く 記す ところで ある。 

然ル  一二 i 建 省駄在 ノ各歸 領事、 就中 英國 領事 ハ、 我 力 此舉ヲ 目 シテ、 ：：； 人獨リ 貿易 上ノ 利益 ヲ壟斷 スルモ ノト ^シ、 北京 駐剳各 

^公使 卜 氣脈ヲ 通ジ、 通商 條約 ノ條 规ヲ： 解 シテ、 淸國 官憲-抗議 スル所 アリシ 一一 依リ、 我レ ハ法现 ノ存ス ル所ヲ 示 敎シ、 國 

官憲 ヲシ テ這般 抗議-一 答辯セ シメ、 一面 專賣 制ノ 行ヲ 彼等 抗議-一頓 著ナク 進行 セシメ タリ。 此 ノ如ク 初-一お リ テハ、 iwl: 官 

憲ハ お腦 契約 ノ條ー 3- ヲ邋 守シ、 他ノ 抗議 ヲ 排除 シテ 我レヲ 庇護 シ來 リシ モ、 各 II 公使 領事 ノ 抗議 ハ頗ル 頑 强-ー シテ、 其 法 瑰上ノ 

爭議 - 一勝 ヲ制ス ルノ理 アル モ、 自 ラ之ヲ S シ 得ルノ 力足 ラザル コトヲ 畳 ルャ、 種々 ノ 陰險 ナル 手段 ヲ述 シ、 無 敏活 人 ヲ 指喊シ 

テ專賣 條规- 一反 シ密 製-一 從事セ シメ、 之レ -I 不法 ノ 庇護 ヲ與へ テ淸國 官憲-一 對 抗セシ メタ リシ ヨリ、 腦 務ノ攒 張-一伴 ヒ紛， 彌加 

ハ リ、 齐國 領事 ハ 之レヲ ロ赏ト シ テ 抗議 一- 次ゲ 抗議 ヲ以テ シ、 涛^ 官憲 ヲ シ テ 其烦累 堪へサ ラシ メン トセ リ。 

兹 において 帝國の 政策 は 一 轉 した。 卽ち 從來の 如く、 形式的なる 專賣權 に 糊 著す る こと を やめ、 むしろ 地方 豪族と 

結んで 樟腦 事業の 實權を 握る ことに、 努力 を 集中す るに 至った。 それ は、 一は 上記の 支那 社會 構成に 關 する 認識が 漸 

く 深まりた ると、 他 は 福 建 省 支那 政府の 更迭に よって、 患との 連絡が 不利と なった ためで ある。 「由来」 の繽 けて 

記す ところに よれば、 次の 通りで ある。 

而シテ 一方 一-於 テハ、 創業 後年 餘ご K 驗 一一 依リ、 i^s 國 政府 官憲 人民 社會共 一一、 我 レー 一 於 ケルモ ノト 多ク其 » 織 性質 ヲ異 ラン、 其 

地方 督撫ノ 地方 人民 一一 於ケル 關係ノ 如キ、 一 面 無制限 ノ專制 政治 ト稱ス へ キモ、 亦 ター 面 一一 於テ ハ絕對 的 自治 制 ト稱ス へ キ 傾向 

ァリ。 故- 1 此種民 屬-ー 對シ、 一 片ノ 法令 能 ク專賣 制ノ赏 施ヲ遂 ケシメ ン トス ル ハ 至難 ノ 事-一 屬シ、 收支捕償ノ55^!亦タ^ ン ト望ァ 


ルコト ナク、 早 晚我ガ 行方 法ヲ 更スル ノ要ァ リキ。 其 後 三十 六 七年ノ 交-.; d リ テハ、 淸國官 や .5- ト各國 領事 トノ紛 SIf- 愈 i 其 度 

ヲ 加へ、 ：s„5 赏初 ヨリ 正 議ヲ採 テ秸抗 セシ間 浙總督 許 以下 ノ大官 免黜 セラ ルル-一至 リシ ヨリ、 後 繼者ハ 一意-一 腦務 ^ ^ヲ 錢棄シ 

テ， s-^ 抗 ノ源ヲ 杜絶 セン トシ、 事ノ 理非曲直 ヲ 斷スル -ー逮 アラス、 遂-ー 各^ 公使 領事 ノ聲 按ヲ賴 ミテ、 爾來 共-提携 御 侮シ來 

リ タル 我-一 對シ、 ^s^橫非行ノ名義ノ下 ー|排斥ヲ加 へ ント 試ミ、 义タ腦 務專寳 契約 ノ 存在 ヲ知 ラサル モノ  、如 クナ リキ。 此 レ他國 

一一.；^ リテ ハ殆ン ド有リ 得へ 力 ラサル 現象 ナ ルへ キモ、 姑息 偷安 ヲ此 レ事ト ス ル淸國 官+: 在リテ ハ、 赏- 一 據ナキ 事 ナリト IS ッ へ 

シ。 事狀此 ノ如ク ナ リシ ヲ 以テ、 我レ ハ 卽チ淸 國 官憲 一一 ノ ミ 依賴ス ルノ 愚ヲ捨 テテ、 更ラ -I 地方 一 ハ承族 ト投携 働作ス ル ヲ 得策 ト シ、 

稱 來年餘 -I 亙リ 著々 其 準備 ヲ遂 ケ、 三十べ 年 八 九月 ノ交、 其方 法 漸ク整 シ、 腦 務專賓 契約 ヲ廢棄 スルモ 腦務ノ ，槻ハ 依然 我レ 

-ー 掌据シ 得ルノ B 度 確立 スル 一一 至 リタ ルヲ 以テ、 卽チ 同年 十 ヲ以テ 福 建 官憲 ノ冀 望ヲ 容レ、 賠償 ヲ得 テ爾來 紛爭ノ 极源タ リシ 

專賈 契約 ヲ撤廢 セリ。 

この 實權 主義の 確立 は、 結局に おいて、 わが 勝利 を 物語った。 卽 ちその 以後と いへ ども、 列強の 反對と 支那 憲の 

迫害と は、 絶えす 續 いた けれども、 三 五 公司の 樟腦 業務 は、 その 間 著々 と 進行し、 明治 三十 九 年の 末、 伯が 臺灣を 去 

る ころに は、 すでに 動かすべからざる 地歩 を、 福 建 省に 樹立して ゐ たのであった。 卽ち 「由来」 の 記す ところに よれ 

ば、 次の 通りで ある。 

其 以後 三 聯單ノ 方法-一依 リ、 平和 一一 我が 稼 行ヲ繼 續シ、 康 出額 ノ如キ モ漸ク 大シ、 三十 八^ 末 一一 於 テハ、 一 筒 ¥ 三 四十 萬 斤 二 

達シ、 從業日洁人數千ヲ^4;ス ル 一一 至リ、 翌 一二 十九 年-一至 リテハ 事業^々 活氣ヲ 呈シ、 一箇年 八 九十 萬 斤ヲ鹿 出スル ノ勢ァ リキ。 

然ル 一一 不信 不義 ナル淸 II 官憲 ハ、 我が 事業 ノ 盛況 一一 シテ 利益 ノ 多大 ナル へ キヲ想 見 シ、 專賣 契約 撤廢後 未タ數 =- ナ ラサル -1、 前 

：= 紛、 争ノ 苦痛 ヲ忘 レ、 W ヒ 腦務專 賣制ヲ 興シ、 福建官 腦局ノ 名義 ノ下 一一 自ラ 其處理 一一 任シ、 我 力 苦心-一依 リテ 成立 セシ腦 務ノ利 

益ヲ 楚取セ ント試 タリ。 此レ货 一一 三十九年四=； -ー於ケ ル出來^$ 一一  シテ、 之レト 同時 一一 各國 領事、 ノ  W ヒ 抗議 ヲ 呈出 シ、 乂々 前 = ノ 

第一章 薹灣 民政長官  四 九九 


笫七節 對 岸 0 營  ，  五 〇〇 

紛爭ヲ 1$::^ セ シモ、 我レ H 於テ ハ 彼等 淸國 官逮ノ 到底 爲ス ナキヲ 確信 セ シヲ 以テ、 別 -ー斷 乎 タル 抗議 ヲ試ム ル n トナ ク、 彼等 力 

爲ス儘 一一 放 擬シ、 依然 トシ テ 地方 豪族 ト 共-一機 {r=i  ノ 方法 ヲ設ケ 行ヲ持 續セシ 力、 5^ビァ三十九年十 一 =： 一一 至リ、 福 建 {H: 腦 C5 ハ 

數萬ノ 互資ヲ 空费シ タル 上、 閉局 ヲ餘儀 ナクセ ラル 、 - 一至 リ、 我ガ 自由 稼行ノ 妨害 ハ 自然-一 除去 セラ ル 、 一-至 リ タリ。 口. 卜ノ狀 

況ー 一依 レバ、 我レノ處理 ーー屬ス へ キ本年度福建^^！産腦ハ約八九十萬斤-ー シテ、 之レト 共-一昨 年度 ヨリ 著 手 セル 浙江、 江 5:、 - 廣朿、 

湖南 各 竹ノ產 腦モ、 亦タ 漸次-一せ 大 シッッ ァリ。 

之レヲ 要スル  一一、 ； i 建腦務 契約 創定ノ 一事 ハ、 各 S ノ妨害 ト淸國 官憲 ノ 不信 不義 ナル 行動 トニ 依リ、 ？ W 初豫期 ノ如ク 劃然 タル 專 

賣 制ヲ實 行ス ル n ト能 ハサ リシ モ、 シカ モ數年 ノ經營 一一 由 リ、 該^ 腦務ノ 權 ヲ我レ -ー 掌 挺 スルノ  B 的 ハ殆ン ト達 セラ レ タルモ 

ノー 一  シテ、 此ク 名ヲ棄 テテ 實！ N 取ルノ 方^ ハ、 近時 淸^ 利權囘 收熱ノ 風潮 アル-一際 シ、 該國ニ 於ケル 他國人 業 經營上 、誠-一止 

ムヲ得 サルノ 次， 笫ナ リト謂 ッべキ 力。 

斯ノ 如ク、 ； i 建 腦務ヲ 以テ對 岸 經營ノ 地盤 タラ シメン トス ル 當初ノ 第一 目的 モ、 亦タ 漸次 其 緒-一就 ク 旁ラ、 三十 七 年 一-於 テハ笫 

二目 的-一 及フノ 端ヲ開 ケリ。 

一七、 潮 汕鐵道 

三 五 公司の 二 大事 業の 他の 一た る 潮 汕鐵道 は、 伯の 指揮の 下に、 愛 久澤の 活動に より、 廣東 省， 油 頭から 潮 州に 至る 

までの 鐵道 敷設 權を 得た ものである。 尤も その 建設 經營 について は、 外交 財政 その他 內 外の 關係 上、 適 當の費 HT がな 

いので、 便宜上 臺灣 罹災 救助 基金の 內 から、 七十 萬 圓を林 某に 貸出し、 林の 名義で 株金 を 引受け しめたの であった。 

そして これ は 明治 三十 七 年 六月 二十 八日、 閣議の 決定 を經 て、 直ちに 實 行され た、 その 閣議 は、 次の 通りであった。 

汕 .m 鐵道 敷設 -ー 關スル 閣議 


前年 來外務 大臣 及臺 湾璁督 一一 於テ 赍掌シ タル、 汕頭鐵 道 敷設 - ー關ス ル 商議 進行 ノ程 度、 及 右 商議 - 一依 リテ定 メタル 本邦.' CIS ト 

特權ト 關ス ル條 件ハ、 別紙 臺湾 總督 上申書 二 陳ル所 ノ如シ e 此ノ條 件 一一 依 レハ、 該鐵道 敷設 權ハ亊 赏 上我レ 一一 歸シ タル モノ  -ー 

シテ、 此ノ 敷設 權ノ 取得 ハ、 南 淸-ー 於ケル 我利 益線擴 張ノ爲 重大 ノ關 係ヲ有 スルヲ 以テ、 速-一本 商議 ノ：^ 果ヲ -K 行スル コト メ 

テ 必要 ナリ トス。 之ヲ！ ：31 行スル 一- ハ、 國自ラ 之ヲ. Iss ス ルカ、 乂 ハ 民間 ノ會； M 等ヲ シテ之 ヲ經醤 セシム ルヲ以 テ最モ 適 (S ト ス ル 

ト雖、 本件 - 一就 テ ハ、 外交 財政 其 他 内外 ノ關 保少 ナカラ ス。 今日 未タ 終局 ノ處分 方ヲ定 ムルノ 時機 - 一達 セ サルヲ 以テ、 先ッ 差， M 

キ左ノ 計齋ヲ 以テ 之- ブ 逮行 セ ント 欲ス。 

一、 本邦 ノ手， 1 テ 出金 ス へキ 株金 七十 萬 圓ハ、 左ノ手 綾一 一依 リ、 臺灣ノ 罹災 救助 基金 ノ內ヲ 以テ、 其 運用 ノ 一方 法 トシ テ之レ 一- 

充 ツル 事。 

(ィ) 林 某 ヲ以テ 名義 上ノ 借主 トシ、 之 レー 一所 要 金額 ヲ 交付 ス。 

(0) 林 某ハ右 金額 ヲ以テ 株式 ヲ 引受 ケ、 而 シテ此 株式 仝部ヲ 提供 シテ 借受金 ノ擔保 トス。 

(ハ) 右 株式 - 一封 スル 利益 配 常 金ハ 總テ臺 灣權災 救助 墓 金 一一 納入 ス。 

r- 一) 株主 ノ權 利ハ 名義 上 林 某 ヲシテ 之ヲ行 ハシム。  . 

二、 臺灣 罹災 救助 墓金ノ 現金 ヲ以 テ、 右 所要 金額 一一 應 スルー 一足 ラサル トキ ハ、 該墓 金-一 屬スル 公債 證書 ヲ國庫 預金 部-一 買受 クル 

三、 鐵道 建築 工事 請負 ノ 益金 ハ臺灣 罹災 救助 墓 金-一 假納ス ル事。 

s:、 臺灣總 督ハ觸 係 各省 大臣 一-稟議 シ 本件 赏 行ノ責 一一 任ス へキ 事。 

五、 以上 ハ 目下 ノ急耍 -I 應スル 臨機 ノ處分 トシ、 永久 ノ處分 ハ追テ 適當ノ 時機-一 於テ 決定 スル 事。 

今にして 思へば、 潮^ 鐵 道の 禍根 は、 當 初の 出發點 における この 姑息なる 手績 にあった とい ふべき である。 右の 閣 

一にお いて は、 明かに、 「以上 ハ 目下 ノ急要 一一 應スル 臨機 ノ處分 トシ、 永久 ノ處分 ハ追テ 適當ノ 時機 一一 於テ 決定 スル 
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事」 と 定められ てあつた けれども、 その 「永久 ノ處 分.」 は 容易に 實 現されなかった からで ある。 

それに も拘 はらす、 伯の 臺灣 在任中 は、 潮！^ 鐵 道の 經營 は、 割合に 順調に 進行した。 そして 三十 九 年 十一月に は、 

旣に 建設工事 を 竣工して、 開業す るに 至った ので ある。 上記 「由 來 J の 記す ると ころに よれば、 次の 通りで ある。 

廣東^^油頭ョ リ潮州府 -- 至ル潮汕鐵路ノ計畫ァリ。 其 建設 ハ我レ 一一 一 任セ ラレ、 爾 來ニ箇 年餘、 其 間 種々 ノ 妨害 故障 アリシ 一一 係 

ラス、 一一 一十 九 年 十一月 竣功 51 業スル 一-至 リ タリ。 而シテ 該鐵道 向後 ノ營 業ハ、 特許 名義人 ト愛 久澤直 哉トノ  n 一-締結 セル 祕密契 

約-一. 5 リ、 赏際 我レノ 審理 -ー 歸シ、 目下 主要 從 業者 ハ、 悉ク = 人ヲ使 ffl シッ 、ァ リ。 本鐵道 開通 以來 甚タ 好景氣 ナルヲ 以テ、 昨 

今更 ラ -ー攒 張ノ議 ァリ。 其 協議 該地 淸人ト 愛久澤 g 哉トノ 問-一行 ハ レツ、 ァリ。 ホ之レ 一- 忖隨シ テ汕頭 水道 布 設ノ議 ァリ。 目 

下臺灣 總督府 技師 ヲシ テ赏 測-一 從事 セシメ ッッ ァリ。 

かくの 如く、 上述の 如き 姑息なる 處分 にも 拘 はらす、 潮！^ 鐵 道の 經營 が、 凡ゆる 妨害と 故障 を排 して、 當 初の 目的 

に 猛進す る こと を 得た の は、 臺灣 總督府 に、 その 指揮者と して、 後藤 民政長官が 礮 として 控 へて ゐ たからであった。 

やがて 伯が 滿鐵 に榮轉 して 臺灣を 去り、 また その後 任と して 選ばれた 祝 長官が 急逝す るに 及んで、 潮汕鐵 道の 經營 は、 

もはや 蛸 集す る 障礙を 排除して 進行す るの 實カを 失った。 そして 內に は、. 南 淸經營 の 大方 針 を 確守す る 首 腦者を 失 ひ、 

外に は 清國 朝野の 反抗 を 受けて、 言 ふに 忍びざる ヂ レンマに 陷 つたこと は、 上記 愛 久澤の 伯に 贈れる 意見書が、 次の 

如く 記せる によっても 明かに 察知す る ことができる。 

潮 汕鐵路 事務-一就 テ ハ、 爾來 幾多 ノ 妨害 ヲ 排除 シ、 漸ク今 H ノ狀 況トナ リタ ルヲ 以テ、 仲お シ良ク 冗費 ヲ 45： キ收 利ヲ謀 レバ、 齊業 

收人 補-腐 ノ〉！ 1*4^ ク望ナ キー 一 ァラズ 。然ル -ー該 鐵路- 一就 テハ、 北京 政府 ノ郵 電部ハ 全ク、 目今 流行 ノ利 櫞囘收 熟-一 浮 サレ、 浮浪 ノ 

學牛； aaf  ノ蜚詰 -I 耳ヲ 藉シ、 現狀 二 委ス ル ハ淸國 、王權 ヲ害ス ル モノ トシ、 邦人 排除 ヲ該 鐵路 公司 二 命ズ ル コ ト 去歳以 來其ノ 幾囘ナ 


ル ヲ知 ラズ。 力 一一 彌錄ヲ 施シ今 H 一- 至 リシ モ、 旣 斷乎タ ル鬼理 ヲ«5 ス ベ キノ 季- 一達 セシ モノ  、如 シ。 而シ テ之 レ -ー 35： シ、 不 

货ガ常 初 企 * 上陳セ シガ 如ク、 セ， SlI 政 若シ 不法 ノ干涉 ヲ加フ ル トキ ハ、 株、 タル 薹濟籍 民林ノ IK^ ヲ危フ ス ルノ 理由-一依 リ、 

我ガ 政府 ノ後 5^ ヲ受 クル ヲ以テ 最良 手段 トス レ トモ 輓 近我ガ 政府 ハ各國 ノ淸^  - ー對ス ル體度 -ー 楚ミ、 果 シテ此 ヲ 決行 セラ ル ベ 

キカ。 爾來 觸レ 之-一 赏リ 常-一愚 ヲ 陳セシ 如ク、 淸國 政^ 及ビ民 来-一封 シテ ハ强弱 硬軟 共-一定 見 アル ヲ要 シ、 若シ强 硬ノ狀 

ヲ 装ヒ、 シカモ 中道 軟化 ス ル ガ如ク ンバ、 寧。 初メ ヨリ 屈從 スルノ 優レル 一一 如 カズ。 況ンャ 本件 ノ如 キ、 其累 ヲ我ガ 共力 者 張 京 

堂 二 及 ボスべ キ ハ甚ダ 豫 ナ ルガ 故-一、 決シ テ 妄動 ス ベ カラ ザル モノ  、如 シ。 假リ 一一 籍民 保護 ノ 方法  一 I 據ル ベ カラ ズ トセ バ、 次-一 

5- ル間題 ハ張京 堂 ヲシテ 契約 違反 ヲ名 トシ、 我ガ 資金 ヲ賠款 セシム ルカ、 或ハ 我-一 於テ大 讓步ヲ ナシ、 部 形式 上ノ 紛爭ヲ 避ケ、 

淸國 政府 主張 ノ如ク 該鐵路 ノキ； 管 ヲ淸國 人ノ手 被-一 歸シ、 我レ ハ 之レヲ 外部 ヨリ 監督 シテ其 成 行 一一 任セ、 我 ガ资金 ノ安仝 ヲ計ル 

べキ 力、 二者 其 ノー  ヲ採ラ ザルべ カラ ズ。 然 レ共此 ノ如ク ン バ 鐵路ノ 安 仝 ハ 著シク 危害 セ ラ レ、 隨 テ我ガ 資金 プ 危袷ノ 地位 一一 陷 

シムル コトナ レバ、 責任者 ト シテ不 $!  ノ耐ュ ル能ハ ザ. -听 ナリ。 サレド モ亦ー 面 張 京 堂 ノ 心情 ヲ 顧ミ レバ、 彼レハ 假令ヒ 不幸 一一 

シテ 國民 タル ノ 結果 トハ 云へ、 暴民 ノ濫暴 ヨリ 生ジ タル 該鐡 路ノ 冗費 仝 部ヲ負 擔シ、 其 ノ责任 支出 ハ我ガ 資金 ノ倍數 以上-一達 

シッ、 アル ノ ミナ ラズ、 我-一 對シ テ常 一一 全幅 ノ 好意 信頼 ヲ表ス ル 二 係 ラズ、 彼ノ 政府/無法、 不； 張ノ  «s  メ、 我が 爲メ  -ー  更ラ 一一 賠； 

ノ 厄若ク ハ背國 ノ究罪 ヲ蒙ラ シ メラ レン トス ルハ、 靑-ー 情-一 於テ忍 ビザ ル / ミナ ラズ、 三 五 公司 本來ノ  S: 的 逮行ノ 上  一一、 來多 

大ノ 障害 タ ラ ズ ン バ ァ ラ ズ C 

そして それ以来、 南淸 鐵道經 營に關 する 方針 は、 支離滅裂の 窮 態に 陷り、 帝國は ひとり 潮 汕鐵道 を 失った のみなら 

す、 三 五 公司まで も 奪 はれて、 伯の 苦心 も 希望 も、 つ ひに 水泡に 歸し 去った こと は、 新 元 技師が 次の 如く： a 顧す る 通 

りであった。 

後藤 伯 は 常に 臺灣を 南支、 南洋に 對 する 策源地で あると 心得て 居られた ものである。 臺灣の 生命 は 全く 鼓に あり 
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と 云 ふ 心得で 居られた に 遠 ひない。 それ故に 三 五 公司と いふ 日 支 合 辦の會 社を创 立し、 この 乎に よって^ 頭と 潮 一 

州 間の 鐵道を 建設され た。 その 目的 は 更に 之れ を 江 西 省の 方へ 延長し、 揚子江 沿岸に 速 絡 を 取らう との 理想が あ 

つたに 違 ひない。 此の方 針 は 獨り鐵 道ば かりで なく：^ 頭、 潮 州 等に 於け る 電燈、 水道 これ 等 も 共に 其の 手で 經營 

しょうと いふ 畫策を 廻らされた のであった。 幸 ひに 此の 潮， ま 鐵道は 其の 手で 無事に 出来 上った けれども、 伯 は 其； 

の後內 地の 方へ 引 揚げられた。 私 も 其の 遣 策を繼 いで、 常に 機會 あらば 其の 意志 を實 行したい とい ふ考 へで 多年 一 

注意 をム： -ら なかった。 それで 私 も 此の 江 西 省の 鐵道 線路の 調 茶に 出掛けた こと もあった ので ある。 ；兀來 此の 福 建 一 

省の 不 割譲と 云 ふこと を、 我國は 支那と 條 約の 上に 規定した ものであった けれども、 不割讓 とい ふ 權利を 保持し： 

ながら、 鐵道 など は どの 逢 を 通す かとい ふこと は、 外務 當 W に 於いても 一向 調べが 付いて 居らなかった。 吾々 は： 

此の 潮：^ 鐵 道の 延長 は臺灣 經營の 最も 重大なる 事項で あると いふ こと を考へ て、 鋭意 其の 實現を 期して 居った の I 

である けれども、 其の後 時勢の 變遷 によって 遂に 其の 機會を 失して、 後藤 伯の 希望 も 水泡に 歸 したと いふ 次第で 一 

ある。 潮：^ 鐵道も 遂に 三 五 公司の 手より 全然 支那の 國 有に したと 云 ふこと で、 今から 考 へる と實に 惜しい こと， 

をした と 思 はれる のであります。 

かくの 如く、 ひとり^ 門 事件が 中央政府の 不決斷 によって 頓挫した るの みならす、 これに 次いで、 經濟 的對岸 經營ー 

も 亦、 後 繼者を 得すして 中絶す るに 至った ので ある。 知らす 一人の 日本人、 立って 桂、 兒玉、 後藤の 遣 圖を繼 承し、 一 

南進 日本の 經 綸を實 現す る ものな きか。 吾人 は 永久に 南太平洋 を、 アン グ a サクソ ン nj^ 族の 跳梁に 委せざる ベから ざ 一 

るか。.  •  一 


$ ^節 外 遊 

一、 出 發 

fl,.^ 地 統治 は、 世界的 識見の 上に 建設され ねばなら ぬと は、 伯の 多年の 持論であった。 

母阈的 見地から 植：； ^地 を 統治す るの 言語 道斷 なる は、 すでに 述べた ところで ある。 故に 伯 は 生物 學的 政治 を カ說し 

て、 植：： ^地 そのものの 有する 自然 的 發達カ を 近代化す る ことに、 新 領土 統治の 根本 方針 を 定めた。 

然しながら、 この 方針 は 一 つの 危險を 伴 ふ。 それ は 眼界 を 植民地 だけに 跼蹐 する 結果、 五大 世界に 羽翼 を 張る こと 

を 目標と する、 植民 政策の 究極の 理想 を 忘却す るの 危險 である。 

伯が 常に、 世界的 識見 を 口にした の は そのためであった。 故に 伯 は、 植民地に 人材 を簡拔 する に當 つて は、 好んで 

洋行 歸 りの 新進 氣 鋭の 人物 を 選んだ。 然ら ざる もの は、 機會 ある 毎に、 努めて 海外に 派遣して、 新しい 空氣を 呼吸 さ 

t±,0 さう する ことによ つ て 自ら もまた 常に 新鮮な らんと 力めて ゐた。 

伯の 時代の 臺灣 が、 絶えす 清新 逾剌 の氣が 動いて ゐ たの は、 すべて ここに 根ざして ゐ るので ある。 

明治 三十 五 年、 臺灣 統治の 大業 を 完成す るた め、 伯の 創始せ る 諸事 業が、 漸く 一段落 を 告げた 時、 伯 はいよ く 意 

を して、 歐米 巡遊の 旅に のぼる ことにな つた。 
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それ は實に 明治 二十 三年、 內務省 衛生 局の 一 技師と して、 獨 逸に 留學 してより 十 有 二 年、 伯の 生. 泥に おける 二度目 

の 洋行であった。 

その 旅行の 豫定 は、 次の 如く 定められた。 

六月 十三 日 横 濱解續 の H ム プレス • ォヴ • チャイナ 號 にて 出帆し、 米國晚 香坡に 上陸し、 市 俄 古、 聖路^、 一一  ュ ー 

ォ ルリ アンス、 欢瑪、 フ „! リダ を 巡遊し、 華 盛頓、 费府、 紐 宵、 ボストンに 至り、 更に 加奈陀に 趣き、 再び 紐 育 

に戾 り、 同所より 倫 敦に航 し、 巴 里、 伯林 を經 て、 聖彼得 斯堡に 至り、 莫斯哥 を 過ぎり、 君士  丁堡、 巴 耳 幹 半 

島に 人り、 希躐 より 埃 及に 航し、 之 を 旅行の 終點 として 歸航 の途に 就く。 

かう して 伯の 洋行が；：^ まると、 暫く は その 準備で 忙しかった。 たと ひ 何等 具體 的な 要務の ない 視察で あっても、 全 

く 不用意な 旅行 ほど 無益なる もの はない。 伯が 事 を 行 はんとす る や、 その 前に 何時でも 不必要と 思 はれる ほどの 準備 

をし なければ、 容：^ がに 手 を 下さぬ 人であった こと は、 幾度 も 述べた 通りで ある。 旅行に ついても 亦 さう であった。 

伯が 今度の 洋行に ついて、 如何なる 準備 を 整へ たか。 その 細密に 至って は 分明で ない が、 それにつ いて 星 一の 語る 

ところ は、 次の 通りで ある。 

亞米利 加から 歐羅 巴まで 行く ので、 その 準備の 爲 めに、 毎晩の やうに 領事 や 其の 他の 外人 を 呼んで 話を聽 いて 準 

備を 致されました。 私 は その 領事館に 行く 使 ひ を 致しました。 その 領事の 中で 米國 領事の デヴ イスと いふ 人に、 

後藤 伯 は 金 を やって 臺灣の 歷史を 英文で 書いて 貰 ふこと にして あつたので、 私が 度々 デヴ イスさん の 所へ やられ 

ました。 叉デヴ イスさん も 旅行に 付いて 有益なる 注意 を與 へました。  j 


また 伯の 同行者と して 選ばれた の は、 當時 臺灣 總督府 の殖產 局長 をして ゐた新 渡戶稻 造であった。 彼 は その 時す で 

に、 英文 「武士道」 によって その 聲名 海外に 高く、 その 學殖の 深く して 語學に 堪能なる、 これ 以上の 同行者 はない と . 

思 はれた。 故に 伯 は、 濠洲 旅行 中の 新 渡 戶に急 電を發 して、 その 同行 を 求めた のであった。 その 時の ことに ついては 

星 一 が 次の 如く 語って ゐる。 

後藤 伯 は、 私に r 亞米利 加へ 行く のに は 誰れ を 連れて行ったら 宜 からう か」 と 聞かれた ので、 私 は 「新 渡戶 博士 

以外に は、 他に 人 はありますまい」 と 中し ました。 叉 杉 山 先生から のお 話 もあった ので、 杉 山 先生の 所に 居る 佐 

藤と いふ 男 を、 飽 持ちに 連れて行 くが ± からう と 話し ましたが、 二つと もさう すると 言 はれ、 神 戸から 船に 乘る 

ときに、 後藤 伯 は 私に 當時、 濠洲に 旅行 中の 新渡戶 博士に 電報 を 打てと 言 はれて、 私 は 祌戶の 郵便局から 新渡戶 

博士に 出した ので ありました。 さう して 臺灣に 著く ときには、 新渡戶 先生から 直ぐ 歸 つて 來 ると いふ 返電 も あり 

ました。 

かくて 伯 は、 明治 三十 五 年 五月 二十 五日、 臺 灣を發 して 外遊の 途に 就いた。 その 狀況 を當 時の 新聞 は 報じて 曰く。 

後藤 長 { じ、 新 渡 戶殖產 局長 は 豫定の 如く 一昨日 午後 二 時當地 を出發 し、 同 五 時基隆 出帆の 橫濱 丸に 搭 じて 東上せ 

り。 當日は 市民 有志 者 は 盛大に 見送りたり。 午後 一時 停車場に 於て 烟花三 發を打 揚げ たれば、 これ を 合圖に 官民 

の 停車場に 集る もの 無慮 四百 餘名、 出 車 前 十分 頃、 後藤 長官の 来らる、 や、 烟 花三發 を合圖 に嘣喷 たる 音 樂を奏 

して 之を迎 へ、 其の 出 車に 際して は、 烟花 爆竹 音樂 交々 起り、 一同 靜肅に 其の後 を 見送れり。 基隆に 於て は、 停 

車 場に 文 武官の 出迎へ あり、 民間 有志 者も來 りて、 これ を乘 船まで 見送れり。  . 
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顧みれば 十二 年の 昔、 はじめて 洋行の 途に のぼった 時 は、 微々 たる 內務 省の 自費 留 畢生に 過ぎなかった のが、 今や 

新 領土の 副 王に 擬 せられて、 隆々 たる 聲望 を擔 ひ、 煙火と 樂隊に 送られて、 萬 里の 鵬程に 上る ので ある。 往年 を 顧み 

て、 流石の 伯 も、 恐らく は 感慨無量なる ものが あつたで あらう。 

さて 伯 を 載せた 横 演 丸 は、 二十 九日 午前 十一 時祌戶 著、 伯は齒 の治疫 のた め、 大 阪に滯 在す る こと：.！ 三日に して、 

六月 三日 上京し、 諸種の 用件 を濟 ました 後、 いよく 六月 十三 日、 H ム プレス • ォヴ • チャイナ 號に乘 じて、 太平洋 上 

の 客と なった。 

その 出發の 情景 を、 新聞紙 は 次の 如く 傳 へて ゐる。 

後藤 民政長官、 大內參 事官、 新 渡 戶殖產 局長の 一行 は、 豫定の 如く 本 月 十三 日 午前 九 時 二十 五分 新橋 發の 汽車に 

て、 歐米 巡視の 途に 上られた るが、 內海、 寺內、 淸 浦の 各 大臣、 齋藤、 山 本、 山縣、 阪^_=の各總務長.芥、 添田與 

銀總 裁、 都筑驚 六、 渡邊 子、 大倉喜 八 郎等の 諸氏、 及び 朝野の 紳士 無慮 五 百餘名 は、 新橋 停車場に 見 達り、 時な 

らぬ 雜咨を 極めたり。 長官 以下 は 前途の 希望 を 其の 顔色に 現 はしつつ、 一 々見送り 人に 挨拶し、 後藤 長 {nisj 歲聲 

裡に、 汽車 は 新橋 を發 せり。 猶ほ 一行 を 見送らん が爲 めに、 添 田 博士 外 數十名 は 横濱填 頭まで 同行した るが、 同 

日 正午 出帆の 加 奈太行 汽船 は、 愈 々長官の 一行 を乘 せて、 太平洋 横 斷の途 に 上れり。 

伯の 外遊に 當 つて は、 相 變らす 種々 の 取沙汰が 行 はれた。 最も 有力な の は、 外資 輸入の ためで あると いふ 臆測で あ 

つた。 しかし 伯 は、 哄笑と 共に それ を 打消した。 

政府 は 僕に ソ ンナ事 を 依賴も 仕まい。 僕もソ ンナ事 を 引き受ける なんて 眞ッ平 だ。 先 づ病氣 保養 旁々、 歐 米に 於 


ける 萌：： ^政策 を 研究して、 我が 新 領土 統治 上の 資料に 供す るに 外ならぬ。 

と、 當 時の 新聞 は、 この 伯の 談を褐 げたる 後、 次の 如く 附記す る こと を 忘れなかった。 

然れ ども、 敏腕 辣 手の 後藤 長官に 加 ふるに、 學 識深宏 なる 新渡戶 博士の 伴 ふ あり。 言外 必す ゃ計畫 する 處 あるな 

らんな ど、 長 {B 一行の 歸朝 迄に は 千揣萬 摩の 臆說 想像、 例によって 滿 都の 新聞紙 を 賑やかす 事な らん。 

以て： W がすで に 政界の 一 惑 曰生視 されつ つあった こと を 見るべき である。 

二、 米國 訪問 

伯の 一 行 を 載せた ェム プレス. ォヴ. チ ャ イナ 號は、 六月 一 一十 六日、 ヴ ァ ンク ー ヴ ァ ー に 著いた。 それ を國： ：^^ 新閗 は、 

後藤 政 長官 一行 中の 某つ 人 見 一太郎なら 6 の 書狀の 一節な りと て、 次の 記事 を 掲げた。 

六月 十三 日横濱 解纜の 翌日まで は 海上 隱か にして、 同行の 日本人 打 揃 ひて 食堂に 現 はれ たれ ども、 次 日より 天氣 

惡く船 稍 動搐を 始めた る爲 め、 何れも 船 房內に 横臥 呻吟せ り。 日本人の 上等 船客 は 都合 八 名に して、 後藤 民政 長 

{R と 大內參 事官は 一房 を 占有し、 之を號 して 上屋敷と.^ し、 新渡戶 博士と 藤 村 氏との 割據 せる を 下屋敷と 稱し、 

小生と 本 間 氏との 卜：： 領 せる を 「セ ン トラ ル • クラブ 一 と稱 せり。 隔日に 「セ ゾ トラ ル • クラブ」 に 於て 日本食の 

馳走 あり、 長 {ぃ 始め 日本人 一同 寢卷の 儘に て 集り 来り、 米飯に 福 神漬を 添へ 舌鼓 を 鳴らせり。 十七 日 以後 は 海 波 

, 穏 かに 食堂 もなかく 賑 かなりし。 一夜 新渡戶 博士の 日本の 現 浞に關 する 英語 演說 あり。 一行 日本人の 爲 めに 氣 

焰を きたる のと、 ヴィク ト リアに 著す る 前夜、 盛大なる 音樂 食の 催し ありし との 外、 船中 何ん の 面白き 趣向 も 
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なかり し。 後藤 民政 長 {nl も、 船中 呑氣な 生活に 健康 次第に 囘復の 有様に て、 同行の 新渡戶 博士、 大內參 事官、 藤 

村 氏 何れも 壯健 なり。 長官の 一行 はヴ アンク ー ヴァ ー に 一： 汨の 上、 シカゴへ 向て 出 發の害 にて、 同地に は 茶 業 組 

合絲育 出張所の 古谷 氏出迎 へに 来る 害な り。 米國 巡遊の 日程 は 同地に て 決定の 都合に て、 未だ 確定せ ざる も、 長 

育 一行 は 多分、 八月 上句 絲育 出發の 汽船に て 渡航すべく、 英國に は 十日 位滯 在の 後、 伯林に 渡り、 巴 里に 趣く 豫 

定の 由。 

この 船中に おける 新 渡戶の 英語 演說 は、 餘程 同船の 外 國人を 驚かした ものと 見えて、 その 翌日、 ー獨 逸人 は 伯に 向つ 

て、 「君の セクレ タリ ー は、 非常に 蹄識な 人物で あるが、 あの やうな 人が 日本に は、 まだ 澤山 居ります か」 と 訊いた 

ので、 伯 は 言下に、 「拼で 量る ほど 居ります」 と 答へ た。 

後年よ くその 話 をした 伯 は、 

『その 時、 その 獨 逸人が びっくりして、 眼 を 丸く して、 は ぁッ！ と 言った の は、 實に 可笑しかった ねえ。』 

き と 言って、 大笑 ひした。 

シカゴで は、 かね/ 伯の 恩顧 を 受けて ゐた星 一が、 一行 を迎 へた。 星 は 一 船 前に アメリカに 渡って ゐ たの だ。 シ 

カゴ における 伯に ついて、 星 は 次の 如く 囘 顧した。 

後藤 伯と 一緒に 行った の は、 新渡戶 先生の 外に 人 見 一太郎と、 參事官 の 大內丑 之 助と 藤 村と いふ 秘書官と であつ 

た。 又 茶業會 社の 絲育 出張所の 本 間と いふ 社員 も 同船で あつたと 思 ひます。 私 は 市 俄 古に 後藤 伯を迎 へに 參りま 

した。 後藤 伯の ために、 市 俄 古の 湖水の 側の 大きな ホテルの 見晴 しのよ い 部屋 を 取って 準備し ました。 


市 俄 古の 領事 だの、 三 井 物産の 紐 育 支店長の 岩 原 謙 三 氏 だの、 たくさん 集まって 来て、 巿俄古 見物の 後藤 伯の 案 

內 をしょう として、 ジャクソン .パー クだ の、 湖水 だの、 いろんな 話 をし、 殆ど それに 決まり かかった 時に、 私 

は 後藤 伯に 對 して、 「市 俄 古に は 名物が 三つあります、 それ はこの 窓から 見える、 向う にある 大きな 高い 建物で 

ある、 グレ— ン •  H レヴ -ー 1 タ ー で、 田舍 から 小麥を 運んで 來て、 それ を あの 高い 處へ 上げて、 篩に かけて 精 撰 

し、 更に また 貨車に 積み、 それ を 紐 育へ 送り、 紐 育から 船で リヴ アブ ー ルに 送る ので、 この グレ ー ン • エレ ヴ 

1 タ ー が 市 俄 古名 物の 一 つです、 その 次 は 屠殺場で、 牛 だの、 豚 だの、 羊 だの を 毎日 殺す ストック • ャ ー ドと、 

もう 一 つ は 寢臺車 を 持へ る フォルマン • 力 ー 會 社の 工場、 この 三 つで ある。 だから それ を 見られたら 〈几から うと 

思 ふ。 其處へ 行く 途中に 公園 は 見られる かも 知れない、 亞米利 加へ 来たら 何處 かの 公園 を 一 つか 二つ 見たら、 そ 

の 餘は繪 葉書 を 見る と、 たいてい 間に合 ひます」 と. E- したら、 「うん、 その 通り だ」 と、 直ぐ あの グレ —ン • ェ 

レヴ" ー タ ー へ 行く と 言 はれて、 其處へ 行かれ、 二百 尺 以上 も ある 高い ところへ 登って、 暗い 間 を 綿密に 見られ 

たのであった。 

ー體 伯の こんどの 外遊 は、 前に も 述べた 通り、 何等 特別の 要務 を IW びた る もので なく、 いはば 一種の 漫遊に 過ぎな 

かった。 しかし それ だからといって、 並" 通の 人の する が 如く、 ただ 漫然と、 名所 蔡蹐を 見物す る だけで 滿足 する こと 

は 伯の 性格が 許さなかった。 伯 は 絶えす、 新しき 物に 觸れ、 新しき 人に 接して、 その 識見 を 開く ことに、 無上の 與味 

を もって ゐた。 

ために 伯の 旅行 は、 相當に 忙しい ものであった。 
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一行の 某より 在 臺灣の 友人に 宛てた 書信 (八 HMIH 紐 育發) として、 臺灣 日日 新報に 揭 げたる ものの 一節に、 次の 記 

事が あった。 

我等 一 行の 米 國沲留 は 僅かに 一 ヶ月 餘に 過ぎす 候 間、 各地の 巡 廻に、 {^^„;客の途迎に遣なく、 深く 事物の 觀察 をな 

す 日 數も無 之 候 得 共、 新渡戶 博士 始め 絲 育に は、 長官の 爲め盡 力す る人少 からす、 共の 人々 に案內 せられて、 燬 

くが 如き 炎熱 をも賊 はす、 長官 は 毎日、 東西に 奔走して 視察 應 接せられ 候故、 米國の 事愦は 大體觀 察する を 得、 

少日數 の 割合に は 得た る 所 少なから ざる を 覺ぇ申 候。 

星 一 もまた 次の 如く 語って ゐる。 

後藤 伯 は 朝早くから 夜遲 くまで、 普通の 旅人の やうな 見物 は 私の 主張 を容 れて输 葉書に 委せて、 有 要な こと を眞 

劍に 研究され たので、 飽 持ちの 藤 村 は その 劇務に 堪 へす、 馬車の 中で へドを 吐いた ことがあ つたが、 後藤 伯は少 

しも 疲勞を 感ぜす によく 視察され た。 

事實伯 は、 殆ど 「新奇 癖」 といって もよ いくら ゐ、 新しい ものと いへば、 何でも 感心した。 紐 ぶ=! の 新 問 社で、 モノ 

タイプ を 見た 時の 事に ついて、 頭 本元 良 は 次の 如く 語った。 

明治 三十 五 年で あつたと 思 ふ。 後藤 民政長官が 臺灣 から. i. 育へ 旅行 をして 來た。 新聞が 見たい とい ふから、 私が 

絲育 サンの 本社に 案內 をした。 そこで 印刷工 場の モノタイプ を 見せた ところが、 後藤 伯が 偉い こと を 言 はれた。 

「成程 これ はえら い 機械 だね、 いちどきに 印刷 も 出來、 活字 も出來 るから いいな。」 

これに は 全くよ くものに 氣の つく 人 だと 感服した。  ：； 


, ；たプ ルック リン. ブ リツ ヂの 砂糖 工場 視察の 際の こと を、 星 一は 次の 如く 語った。 これ は 新 領土 經營 に、 重大な 

關係 ある ことと て、 特に 念入りに 視察した ものと 見える。  . 

紐 育で 私 は ブル "クリン • ブ リツ ヂの 側に ある 製瑭會 社の 工場 を 見る こと を 話しました。 私 は その 前に 日本から 

來た長 尾 三十 郞と いふ 人に、 その 工場 を 見せて やって、 その 工場の こと は 知って 居る から、 是非 後藤 伯に 見る 必 

要が あると 言って、 その 事 を 話しました。 所が 大變に 喜んで 見る ことにな つたが、 ； WL 製 猜會社 は 技術者 を 犬：！！ { 

に 嫌って 居る ので あるから、 後藤 伯に 見せたら、 あと は 誰れ にも 日本人 は 見る 事が 出來 なくなり はせ ぬかと 思 ふ 

程であった ので、 その 工場 を 見に 行く となったら、 三 井の 支店長 も 亦 その他の 紐 育に 居る 有名な 人 も、 お供 をし 

たいと 言った ので あるが、 私 は それ 等の 人よりも、 本當に それ を 見て 分る 人に したいと 話したら 「その 通りに す 

るから、 それ 等の 人 は 斷れ」 と 言 はれて、 私 は その 人 等を斷 りました。 後藤 伯 は、 偶 i 獨 逸に 留學 して 製糖の こ 

と を 研究して 日本に 歸 りつつ あった 新渡戶 先生の 弟子の 佐々 木と かいふ 人と、 いま 一 人 やはり 新渡戶 先生の 弟子 

で 合 衆國の 南部の 方の 製溏會 社に 居る とい ふ 人と、 この 二人 を 總督府 に 技師と して 採用す る ことに 決めて、 その 

事 を 大內丑 之 助と いふ 参事官に 話し、 參事官 は 總督府 に 電報 を 打って、 その 許可 を 得て 一 ー人を^^用することにな 

つた。 さう して その 二人 を つれて、 その 工場 を 見に 行く ことにな つたので す。 工場 を 見た の は、 後藤 伯と 新渡戶 

博士と 参事官と、 その 二人の 人と、 人 見 一太郎 君 等 だけであった。 

その 工場 は 七 階 も ある 大きな 建物で、 ^^瑪から積んで來た鹿搪の俊を最上階へ 上げて、 順次に 下りつつ ある 間に 

それが 精製され、 一番 下で は t: にかけ て 袋に される 連續 的の 働きが 出來 るので、 脫 色に 用 ひる ものな ど を、 その 
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技 帥 のん などが ポケットへ 摘んで 来たので あった。 これが 後藤 伯な り 新渡戶 先生に 精製の 知識 を與 へ、 毫灣の 製 

糖 事業 を 起させた 大きな 信念 を與 へたので あると 思 ふので ある。 その 人 見 一太郎 君 は、 後に 後藤 伯から 南洋の 方 

へ 送られ、 大 m に 製糖所 を 作る 働き をした のであった。 

然しながら、 伯の 樂 しんで 爲 したの は、 かう した 視察よりも、 むしろ 海外 朝野の 人物との 會 見であった。 十二 年 前 

の留學 時代と は 異なり、 植： 地 統治者と しての 伯の 名 は、 すでに 世界的と なって 居た ので、 かう した 會 見や 訪問に は 

好都合であった。 當 時の 新聞 は傳へ て 曰く。 

近著の ジャパ ン. アンド • アメリカに 後藤 長官の 肖像 を 揭げ、 同 長官 及び 新 渡 戶殖產 局長、 大內參 事 官が歐 米 及び 

各殖： li- 地 視察と して、 米國に 来れる it を 記し、 三 氏の 略應を 揭げ、 後藤 長せ が 刀圭家に して 政治 舞せ 5- に 人り、 臺 

灣の 政治に 於て 大いに 成功し、 臺灣 の狀態 をー變 せる を說 き、 新渡戶 氏が 多方面の 學者 にして 有名なる 武士道の 

著者なる を 記せり。 

们と 朝野の 名士との 會 見の 際、 何時でも 通譯の 任に 當 つたの は、 新 渡戶稻 造であった。 ー體 伯の 談話 は、 奇警な 文 

：? が 口 を 突いて 出る ので 有名であった。 それが 伯の 座談に、 奕々 たる 生彩 を 添へ た。 他方 新 渡戶の 英語 は、 當時 すで 

に 天下 一 品の 稱 があった。 新渡戶 あって はじめて 伯の 會談 は、 その 露價 を發树 したので ある。 

星 一 は 語る。 

新渡戶 先生 は 常に 後藤 伯の 通譯 をされ たが、 或る時 先生が 夫人の 里の フニ フ デルフィ ャに 行って 居る^ 守に、 總 

領事の 內田定 槌氏を 其の 通 辯に 使ったら、 間に合 はない と 見えて ふり/ \ 怒って、 私に 「直ぐ 新 渡戶を 呼べ」 と， 


言 はれて、 私 は 新渡戶 先生に 電報 を 打った こと を 記憶して 居ります。 

これほど 有能な 新渡戶 であった けれども、 金 勘定の 事になる と、 伯 は 決して 彼 を 信用しょう としなかった。 また こ 

の點 新渡戶 は、 極端に 無頓 著であった。 

新 渡戶は その 著 「偉人 群像」 ニニ 九九： 四 00 頁) のなかに、 これ を 追憶して 次の 如く 言って ゐる。 

酋て 伯と ともに 歐米 旅行 をした 際 は、 同行の 會計 官吏に 殊更ら 命じて 「新 渡 戶は錢 勘定 を 知らぬ 男 だから、 ！？； 5 が 

よく 取締れ」 と 命じられた。 この 人 は 何事に よらす、 人口の 事で あれ、 經濟 統計で あれ、 いやしくも 數 字に 關す 

る こと を わが 筆が 述べれば、 決して わが 輩の 言を眞 面目に とらなかった。 

わが 輩が 數を 擧げる ごとに ニヤく 笑って、 わが 輩を數 字に ついては、 全くの 低能 兒の 如くに 取扱った。 だし 

き は、 最も 簡單 なる 寄せ算、 引き算に ついても、 買物の つり 錢、 ホテルの 勘定に ついても、 決して わが 輩の いふ 

こと を 信じなかった。 

以て 伯と 新渡戶 との 交情 密 なる を 見るべき である。 この 交情 は 新渡戶 の渡臺 以来、 終生つ ひに 渝る ところが なかつ 

た。 しかし 人間 對 人間と して、 兩 者が 互に 許し 合った の は、 この 外遊の 際に はじまる と 言って よかった。 旅 は 人間 を 

赤裸に する。 この 二人の 變り者 は、 旅舍に 車窓に、 諧謔と 戲言を 交して ゐる うち、 その 心の 深 所に おいて、 互に 琴線 

に 觸れ合 ふ 何者か を發 見した にち が ひない。 

そして 伯が この 外遊 中に、 心から 愉快 を 感じた の は、 新 渡戶夬 人の 兩親 を、 フィラデルフィアに 訪ねた 時であった 

と 思 はれる。 
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新渡戶 は、 往時 を 追懐して、 次の 如く 語った。  一 

我輩が 後藤さん 同 で 西洋 を 漫遊した 時に、 後藤さん が 二三！ 1 家內の 宅に 来られた 事が あって、 それ以来 は、 家 一 

內の 父親 を 古武士々々々 と名附 けた。 アメリカ人に は 珍ら しい、 これ は 現 の アメリカ 式で はない 男で、 身體も 

大きくて、 ^い 寧ろ 苦い 樣な顏 をして 居て、 どっしりした 嚴格 極めた 男であった から、 初めて 會 つた 時な ど は殆ー 

ど啞 然として、 こんな アメリカ人が 居る もの かと 言った 事 もあった。 母親の 事は佛 さん/ \ と 言って 居った。 是： 

れは 全く お人好し 一方と いふ 様な、 冗談 言っても、 それ は 本當の 事で ないから、 嘘の 一種と 心得て 居る やうな 人， 

であった。  . 

かう して 伯 は、 紐 育より 費府 へ、 華盛頓 より また 紐 育へ と、 米國の 東部 地方 を遊歷 する こと 一箇月 餘に 及んだ。 

三、 人工 樟腦 談判 

滯米 一箇月 半に して、 伯の 一行 は、 英國 汽船 セル ティ ック 號に乘 じ、 八月 六日、 英國に 向った。 

リヴ アブ ー ル より 倫敦に 出で、 英國滯 在 一週間。 八月 二十 三日、 ド— ヴァ ー 海峡 を 渡って 巴 里に 入り、 佛京 見物の 

後、 途中 デ， ッセ ルドルフの 博 覽會を 見て、 九月 四日、 # 遊の 地 伯林に 人った。 

伯林に おいて、 伯 は 一つの 要件 を もって ゐた。 それ は 人工 樟腦の 件に 關し、 シ， - 1 リング 會 社と 交涉 する ことで あへ 

つた。  - 

シ I  —リング 會社 は、 人工 樟腦 の發 明に 成功した りと 稱し、 帝國 公使 を經 て、 「日本 政府 樟腦專 賫上ノ 利益 ノ爲メ 一 


# 社ト 協商 スルノ 意 アラバ、 相 當ノ條 件 ヲ以テ 協商 ヲ爲ス べシ」 と 申込み 來り、 次いで、 その 人工 樟腦の 見本 を送附 

して 來た。 そこで 日本 政府が、 その 試驗 をして ゐ ると、 會 社の 理事 アン トリック は、 總督府 に 宛てて、 「六月 迄 一一 協 

商 二 關シ、 日本 政府 ノ 確答 ヲ得ザ レバ、 會社ハ 人工 樟腦 ノ贩 賣ヲ、 隨意 一一 市場 一一 試ム べシ」 と赞 促し 来った。 伯が そ 

の 通信 を 得た の は、 ^かも 歐米^ 遊の 命 を 受けた 時であった ので、 途次 伯林 を 通過す る を 幸 ひ、 直接に シ .<1 リング 

會 社と、 交涉 せんとした ものである。 

若し 人工 樟腦の 製造が、 工業 的に 成功した ものと すれば、 卽ち 天然 樟腦 より 廉價 に、 しかも 多量に 生産し うる もの 

とすれば、 これまで 世界 樟腦の 獨占權 を 把握せ る 日本に とって は、 まさに 一大事で ある。 これに 對 して、 適 {且 の 協商 

を 締結す るの は、 緊急の 必要事であった。 

しかし シ". I リ ング會 社 は、 果して 工業 的に 成功して ゐる のか どうか。 

先づ 第一に 疑 ふべき は、 會 社が 六月 迄に 確答 を 得 ざれば、 獨カ斷 行の 3 曰を發 言せ るに 拘 はらす、 未だ 製造 事業に 著 

乎した 模様の ない ことであった。 そこで 種々 調査の 結果、 會 社の 大體の 模様 を、 探知す る こと を 得た。 當 時の 書類に 

よれば、 それ は 次の 通りであった。 

化學者 社會ノ 說ヲ聞 クー 一、 人工 樟腦ノ 發明ハ 成功 シ タルー 一 相 逮ナシ トス ルモ、 之ヲ 非常 ナル 廉惯 ヲ以テ 製造 スル 

コ トハ甚 タ疑フ ヘシ ト云 ヘリ。 某 化 學者ノ 如 キハ、 人工 樟腦ノ 發明サ へ未タ 完全 ナ ラスト 斷言 セリ。 是 ヨリ 先キ 

伯林 一一 來ルノ 途次、 デュツ セル ドルフ 博覽會 一一 於テ 「ボン 大學」 教授 ライン 氏 一一 會ス。 氏ハ 有名 ナル 商業地 理學者 

二 シテ、 ェ藝 一一 關スル 諸發明 一一 注意 シ、 亦社會 一一 重ヲ爲 スノ人 ナリ。 同氏 又シ. - 1 リング 會社ノ 成功 ヲ 信認 セサ 
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リキ 0  . 

かくして 臺灣； 政 長 {R 後藤 新 平と、 シ"， I リ ング會 社 理事 ァ ント リツ ク との 會 見と なった。 時に 九月 十日、 場所：^ 

伯の 宿舍 たる パラ スト - ホテルの 一 窒。 交涉の 席に 列した の は、 後藤：！^ 政 長 と アン トリ ッ クと新 渡戶の 三人の みで； 

あった。 用語 は 先方の 希望に よって、 獨逸 語と し、 新渡戶 がその 通譯の 任に 當 つた。 

伯 はま づロを 開いて、 上述の この 問題の 經過を 語った 後、 アン トリックに 訊ねた。  ： 

贵 會社ノ 中出ハ 此事實 一一 逮フ コ トナ キヤ。 今日 ト雖 猶之ト M  (ナル コ トナ キヤ。  一 

これに 對し、 アン トリック は、 直ちに 答へ て 曰く。  一 

協商 ヲ爲ス ハ 弊社 ノ尤モ 立： フ所 ナリ。 然レ トモ 閣； 卜ハ 如何 ナル條 件 ヲ以テ 協商 ヲ爲サ ン ト欲セ ラル 、 ャ。 願ク ハ 

其條件 ヲ示サ レン コトヲ C 

一 

然し 乍ら、 かう した 交渉に 當 つて、 此方から 先き に 條件を 持 出す の 不利なる こと は 言 ふまで もない。 ：n は 勿 倫 そ，— 

を 担んだ。 一方、 商 赍氣の ある アン トリック は、 何處 まで も、 先づ 我が 條件を 知らん と 欲した。 かう して ：5 者 は 叩し 

問答 を 重ねなければ ならなかった。  一 

民政長官 曰く。 此條 件ハ我 ヨリ 之ヲ 提出 スル コトヲ 得ス。  <只 會社ト 日本 政府 トノ間 一一 協商 ヲ爲 スト セハ、 條件ハ 

之 ヲ贵會 社 ヨリ 提出 スト 發言セ ラレ タル 一一 アラス ャ。 元來 協商 ノ條 件ハ、 人工 樟腦發 明 ノ內容 _1 關 係スル モノ ナ 一 

リ。 今 此內容 ヲ明カ 一一 セ ス シ テ 條件ヲ 提出 ス ルカ 如キハ 全ク 不可能 ノ事 一一 屬ス。  ： 

ァ ン トリ ッ ク 曰ク。 日本 政府 ハ眞 面目 一一 弊社 ト 協商 ヲ爲ス ノ 意ァ リャ。 シ テ 意ァリ トセ ハ、 其條^ ハ 自ラ定 マ： 一 


レルモ ノア ラン。 敢テ之 ヲ聞ク コトヲ 得へ キヤ。 

民政 長せ P ク。 勿論 日本 政府 ハ贵會 社ト眞 面目-一 協商 ヲ爲 サン ト欲 ス。 然レ トモ 發明 ノ內容 ヲ審カ ュセサ レハ、 

到底 協商 ノ端ヲ 開 ク能ハ サ ル ハ 前述 ノ 如シ。 從テ其 條件ノ 如キ ハ固 一一 我 ヨリ 提出 ス ルコト 能 ハス。 贵會社 ノ發明 

確實ナ ル モノ ナリ トセ ハ、 協商 ノ 條件ノ 如 キハ、 惟 フー 一 *:リ： 會社 二 於テ旣 一一 決定 シ タルモ ノア ラ ン 。 願ク ハ 之ヲ聽 

ク コトヲ 5：： ンカ C 

かう 言 はれて は、 流石の アン トリ ッ クも、 自ら 條件を 提出せ ざる を 得なかった。 そこで 齊し 「禱 籍ノ 色」 を 見せた 

後、 次の 如く 答へ た。 

其條件 ノ如キ ハ.、 弊社 一一 於 テ尙ホ 重役 全體ト 協議 ヲ盡 クス 一一 非レ ハ、 之ヲ 公言 スル コトヲ 得ス。 然リト 雖< 水 一個 

ノ 意見 ヲ述 ヘン 力。 人 H 樟腦 ノ發 明ハ旣 一一 五箇 國 一一 於テ 特許 ヲ得 タリ。 其 他 ノ諸國 一一 對 シ テハ今 正 一一 特許 ノ 要求 

中 ナリ。 而シテ 其 見本 ヲ送リ タル 各 セルロイド 會 社ハ、 其 成績 ノ 良好 ナルヲ 賞 セリ。 人工 椅腦ノ 成功 斯ノ 如シ。 

願ク ハ 充分/信用 ヲ與へ ラレ ョ。 而シテ 其 要求 ス へキ條 件ハ、 第一 會社ノ 製造 一一 係ル人 H 樟腦 ノ發明 特許 ヲ買上 

ラル、 力、 笫ニ 人工 樟腦ノ 販賫區 域ヲ劃 シテ、 此 區域內 一一 ハ贵國 ノ樟腦 ヲ販賣 セサル コトト ナスカ、 第三 中； □! 國樟 

腦ヲ 約定 價格 ヲ以テ 販賣セ シ メラ ルル カノ 方法 一一 過 キサラ ン。 試ミ 二 右三 條件 ヲ會社 ヨリ 提出 ス ル トセ ハ、 日本 

政府 ハ孰レ 二 賛成 セ ラ ル へ キヤ。  . 

かくして 問題 は、 その 條件 交涉の 基礎た るべき、 發 明の 內容の 討議に 移った。 アン トリックの 質問に 對し、 伯 は 直 

ちに 答へ て 曰く。 
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責下 提出 ノ條件 一一 賛否 ヲ言フ 能 ハス。 且ッ贵 下ノ說 ヲ聞テ 益々 發明ノ 內容ヲ 明 力 一一 スルノ 必要 ヲ認メ タリ。 若シ 

內容ヲ 明, ン タル 後 一一 於テ 貴說ノ 條件ヲ 問題 トセ ハ、 本官 ハ 其條件 一一 付 貴會社 ト 協商 ヲ 開始 スルノ 必要 アル コト 

ヲ、 日本 政府 二 明 吿スル コトヲ 得ン。 

これに 對 して ァ ン トリック は、 

人工 椅腦 一一 關シ テハ 巳-一 特許 ァリ。 各 セルロイド 製造所 ノ賞讃 證明書 ァリ。 又 見本 ァリ。 其 發明ノ f 容ノ 如キハ 

敢 テ疑フ へキ モノ ナキ 一一 アラス ャ。 

と 答へ て、 强 ひて その 內容に 言及す る を 避く るの 風が あつたので、 伯 はさら に突ッ 込んで 質問した。 

贵說ノ 如 キハ. u 一一  本 ノ知ル 所 ナリ。 奈何 セン。 見本 特許 ノミヲ 以テ、 人工 樟腦 製造 一一 對シ 確信 ヲ措ク 能 ハス。 

試ミ 一二；：； 下 一一 問ハ ン。 敢テ 製法 ノ祕 密ヲ聞 カントニ ハ非 ラス。 人工 樟腦 製造 一一 ハ 如何 ナル村 料ヲ用 ヒル ャ。 純粹 

化學 カー 一 依 ルャ。 或 ハ電氣 カー 一 依 ルャ、 其 大體ト 製造 费用 トヲ 明言 ス ル コトヲ 得 ルャ。 

流石に 科學的 素養 ある 人物の 質問であった。 ァ ント リツ ク はこれ に對 して、 

製造 方法. は 純 粹化舉 カナリ。 製造 費用 ノ 計算 モ亦 明言 ス ル コトヲ 憚 ラス。 獨リ 使用 材料 一一 至リテ ハ 秘密 一一 屬スル 

ヲ以. テ之ヲ 言 フコト 能 ハサ ルモ、 其 材料 ハ豐富  一丁 ンテ 之レヲ 獲ル事 容易 ナリ。 獨逸 國ノミ 一一 於テ 一箇年 六 百^ ヲ 

得ルコ ト難カ ラ ス 。 

と、 極めて 抽象的なる 阔 答を爲 すと 共に、 

閣下 ハ 弊社 人工 樟腦ニ 關シ、 日本 政府 ヨリ 如何 ナル 委任 ヲ享ケ ラレ タリ ャ。 其 委任 ノ 如何 ニ依リ テハ、 或 ハ發明 


ノ內 容ヲ明 一一 目セ ン コ ト ヲ得ン モ 亦知ル へ カラス。 冀ク ハ 委任 ノ範圍 ヲ示サ ルレ ハ 幸甚。 

と、 逆襲して 來た。 これに 對 する 伯の 答へ は、 流る るが 如くであった。 曰く。 

本官 ハ 日本 政府 ヨリ 贵會社 發明ノ 確 實ナル ヤヲ 判定 シテ、 日本 政府 ハ 立 シク 協商 ヲ開ク へ キヤ 否 ヤヲ 政府 一一 具 中 

ス ルノ命 ヲ受ケ タリ。 貴下 一一 シ テ 日本 政府 ト 協商 ヲ試 ミント 欲セ ハ、 余ニ贵 會社ノ 確實ナ ル コト ヲ證明 セサル へ 

カラス。 幸 一 一 貴 會社 製造所 ヲ 一 覽スル コト ヲ得ン 力。 是レ 或ハ贵 會社ノ 信用 ヲ證 スル 一 端 一一 アラス ャ。 

かう して その 日の 會見 ぱ、 物別れと なった。 何と なれば、 「覺 書」 によれば 「此時 アン トリック ー百ヲ 左右 一 1 托. ン、 

弊社 ノ製迭 所 ヲ贵覽 一一 供ス へ キモ、 i! 見 ノ外ハ 之ヲ許 ス能ハ ス ト 云ヒ、 叉 人工 樟腦ハ 目下 少量 ヲ 製造 ス ルー 一過 キス ト 

云ヒ、 言 辭暖眯 ニシテ 要領 ヲ 得ス」 とい ふ 有様であった からで ある。 そこで 伯 は、 十三 日に 再 會見を 期す ると 共に、 

「此日 マデュ 疑 團ヲ水 解 スへキ 確實ナ ル證明 方法 ノ 講究 ヲ 促シ」 て、 別れた のであった。 

九月 十三 日 午後 三時、 豫定の 通り、 パ ラス ト • ホテルに 於いて、 第一 一 囘の會 見が 行 はれた。 この 日 「ァ ン トリック 

ハ 前日 一一 比 シ奥氣 沮喪 ノ風 ァリ」 と 覺書は 記して ゐる。 

會談は 劈頭、 伯の r 證明ノ 方法 ヲ得 タリ ャ J とい ふ 質問に 始まった。 これに 對 して アン トリ y クは、 依然、 「食 社 

ノ 信用 上 必要 ナリ ト認 メラ ルレ ハ、 製造所 ノ大體 ヲ貴覽 一一 供ス ル乇、 樟腦ノ 製造 ハ 不幸 一一 シテ之 ヲ贵覽 一一 供ス ルコト 

ヲ 得ス」 と 答へ たので、 伯 はもう 一 つ 高飛車に 出た. - 

予ハ敢 テ贵會 社 ノエ 場 ヲ見ル コトヲ 望 マス。 他 二 證明ノ 方法 ナ キヤ。 

しかも 一. アン トリック ハ 前日 ノ 演述ヲ 再演 ス ル ニー  過き す、 事實 よりもむ しろ ー百辭 によって、 時に我れを威^^；する 
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が 如き 態度に 出で た。 曰く。 

抑モ 人工 掉腦ノ 製造 タル、 贵國 一一 取リテ ハ 非常 ノ 影響 ヲ及ホ ス モノ ト信シ タル ヲ以 テ、 贵國 政府 ノ 利益 ヲ 保護 ス 

ル 爲メ特 一一 祕密 一一 付シ タリ。 是ヲ 以テ贵 國樟腦 二 影響 ヲ及ホ ス コ ト古. モ之レ ナカ リシ ト雖、 若シ 弊社 二 於 テ巿場 

二 競-印 ヲ試 ミハ、 f:n; 國登夫 レ 晏然 トシ テ マン ャ。 弊社 一一 於 テ 五 萬 麻克許 ノ 損失 ハ、 之ヲ 支出 スル モ敢テ 社 二 

影響 ヲ及 ホス ナシ。 今 若シ 是レヲ 以テ、 世界 ノ巿場 一一 一大 飛躍 ヲ試 ミハ、 樟腦價 格ヲ提 亂スル 敢テ難 キニァ ラサ 

ルナ リ 0 

そこで 伯 もまた、 押し問答の 最早 無用なる を 察し、 特に、 ン •-— リング 會 社の 人工 樟腦 なる ものの 底 も、 大體見 究め 

がつ いたので、 次の 如く 應 じて、 會 見の 終結と した。  • 

日本 政府 二 於ケル 目下 ノ價格 ハ 必ス シ 乇 固定 ノ モノー 一  アラス。 (アン トリック ハ 現在 ノ 買入惯 格 ヲ見テ 現^ ヨリ 

下スコ ト能ハ スト 信 セリ) 政府 ハ買入 愤格ヲ 降下 シ、 又 現！^ ヲ 低應ナ ラシ ムルヲ 得、 活殺 共 二 自在 ナリ。 若シ 巾： 3: 

會社 一一 於テ 世界 ノ 市場 一一 競\J_^ヲ試ミ ラル レハ、 政府 ハ好ン テ贵會 社 ノ敵タ ラン。 要スル 一一 贵 會社ノ 證明 ハ 予ヲ滿 

足セ シムル 二足 ラス。 人 「贵下 ト 面識 ヲ得 タリ。 此 交誼 ヲ 以テ、 他日 贵會社 製造 ノ 樟腦 市場 ニ出テ タル 後-一 於 テ 兢 

ー印 ノ 損害 ヲ避 ケテ、 雙方 利益 ヲ 保護 スルノ 端 トナレ ハ幸 ナリ" 

さう して 事實、 シェ ー リング 會 社との 交涉 も、 これで 一時 打 切りと なった ので ある。 

四、 ネクタイ 物語 


伯林の 仕事 をす ましてから、 伯 は 露 西亞を 視察して、 填 太 利から バルカン半島に 入った。 

この 填 太 利 訪問 は、 伯の 今： S の 外遊 中の 重要 目的た る、 ボス 二 ァ、 ヘルツ-一 ゴヴ ィ ナ の新植 5^ 地？ il 視の ためで あつ 

た。 蓋し 填 太 利の 右一 一州に 對 する 政策 は、 わが 臺灣に 資する ところ 頗る 多 かるべき を豫 想した からで ある。 

その 二 州 訪問の 便 s を、 填國 政府より 得る の途 は、 首府 維納に おいて、 これ を爲 すの 外 はない。 而 して その 唯一の 

方策 は、 在 填 日本 公使の 斡旋に 俟 たねば ならない。  - 

時の 公使 は、 牧野 仲顯 であった。 

伯 も 新渡戶 も、 牧野に は初對 面であった。 そこで 維納に 著く と； § 人 は、 電話 を もって 面會の 時間 を 打合せて、 馬車 

に同乘 して 公使 {n 邸 を 訪問した。 

維納 は當 時、 巴 里と 並んで 歐洲舊 都の 一 として その 繁華 を 謳 はれて ゐた。 街衢の 淸楚 にして、 都人の 典雅なる こと 

は、 歐洲 名物の 一 つに さへ 數 へられて ゐ た。 さう して この 地に 帝國を 代表す る 牧野 は、 若く して 英國 に遊學 し、 父大 

久保屮 東の 風を繼 いだ 重厚 謹嚴の 紳士で あつ た。 

伯と 新 渡戶と は、 この 壯麗 なる 都 を 馬車の 上より 眺めつつ、 意 氣揚々 として、 公使 官邸に 到 著した。 玄關に 案內を 

化 I ふと、 豫て 待ち設けて ゐた 下僕 は、 人 を 應接窒 に 招 じた。 

5^ 子に 著いて 待つ こと 少時、 奥の 扉を排 して 顯 はれた の は 主人 牧野であった。 伯 は 立ち上って、 

『牧野さん であります か、 私 は 後藤であります：：。』 

と 丁寧に ー禮 した。 すると、 主人の 牧野 は、 返禮 もしないで、 
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『あつ！』 

とい ふとす ぐ、 今人って 來た 扉から 奥に 消えて いってし まった。 

伯 はこの 時、 內心 頗る 怪訝の 情 を 催した。 

—— 牧野と いふ 男 は、 怪しからん 男 だ。 人が 挨拔 する のに、 返禮 もしないで、 すぐ 奥に ひつ 込む と は、 妙な 事 をす 

る 人間 だ 11  . 

まもなく 又 元の 扉 を 開けて 再び 主人の 牧野が 現 はれた。 さう して、 物 も 言 はすに、 紙に 包んだ もの を、 恭しく 伯に 

差 出した。 

『どうぞ、 これ を —— 』 

不思議な こと をす る 人 だと 思 ひながら、 伯 はなに 氣 なく、 その 包み を 受取って、 それ を 開ける と、 こんど は 伯が 思 

t す、 

『あつ！』 

といった。 それ は ネクタイであった。 本能 的に 自分の 喉に 手 を やる と、 菜して、 伯 は ネクタイ 無しで、 ホテル を 出て 

來てゐ たこと を發 見した。 

『いや、 これ は：：』 

さう いって、 流石の 伯 も、 少々 てれて、 それから 鏡の 前で、 その ネクタイ を 結んだ。 

その 訪問が 終っての 歸 へる さ、 馬車の 上で 二人ぎ りになる と、 伯 は 新 渡戶に 訊いた。  一 


『君 は 今朝、 一緒に 馬車で 來る 途中、 僕が ネクタイ 無しの ことに 氣が 付かなかった の カレ？』 

『いや 氣が ついて 居りました c』 

『それで は、 なぜ 伎に 注意して くれなかった の だい c』 

すると 新 渡 戶は卽 座に スケ くと 答へ た。 

『いや、 あれが この頃の 流行 かと 思 ひまして ネ。』 

これに は 流石の 伯 も、 啞 然として、 一言 もなかった。 

们 も惡戯 好きで 有名で あつたが、 新 渡戶も その 道に かけて は、 決して ひけ を 取らなかった。 そこに 彼等 雨 人の 溫か 

い 交 があった。 

この 物語 は、 この 旅行 中の 傑作と して、 伯 はよ く 家庭で 物語って 哄笑した。 

一九二 七 年 春、 新渡戶 がいよ/ \國 際 聯盟 事務 次長の 重任 を 終へ て 東都に 歸り來 る や、 伯 は 彼のた めに 私邸に 一夜 

の实席 を 設け、 相客と して 牧野 伯ゃ阪 (介 男、 德富猪 一郎な ど を 招いた。 その 席上、 伯 は 新 渡戶の 人物 を 紹介す るに 托 

して、 この 話 をした。 謹厳なる 牧野 も、 この 時 だけ は、 腹 を 抱へ て 笑 ひ、 新 渡戶も 子供の やうに 打ち 與 じた。 

五、 歸 朝 

白 は それより、 伊太利 半島 を 行脚し、 十一月 十三 日、 ネ ー プルスから、 獨 逸船ケ ー 一一 ッヒ • アル ベルト 號に乘 じ、 

印度 を經て 歸途に 就いた。 
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この 伊太利 旅行 中、 フロ ー レンスに おいて、 慈善の 女神 像 を 買った 話 は旣に 述べた。 r 第一 卷笫五 章笫ニ 節ニ參 照) 

かくして 歐米 半年の 遊- M を 終へ て、 歸途 についた 伯 は、 せ 港に おいて ケ ー 一一" ヒ • アルべ ルト號 を 拾て、 十一 一月 十 

四日 香港 出帆の 大義 丸に 乘 じて、 再び 臺灣 島に 歸 つて 来た。 伯 を 載せた る 大義 丸が、 淡水 港に 人った の は、 十二月 十 

七日であった。 その 日の 情景 を、 當 時の 新聞 は、 次の 如く 報じて ゐる。 

長官 は 昨 H 淡水 港 入港の 大義 丸に て安赛 せられた るが、 蓬 北より は、 大.： wi; 視總 お、 ほ立檢 察お：：^、 鈴 木 覆 法-おお、 巾 村 土地 

調査 局 以下、 高等官 数十 名、 及び にて は 柳 生 一義、 荒井泰 治、 金子 介、 藤 原 銀 次郞、 山下秀 K 氏 等 十数お は、 午前へ 

四十ん 分の 汽車に て、 石塚參 事. おお 外 十数 名？ 高等 1:^ は、 午後 零時 三十 分の 列車！ 一て、 何れも 淡水まで 出迎 へ、 淡水に て は稅關 

其 の 他.^<:{»：：^ の 吏員、 公學校 生徒、 及び 小學校 生徒 率 頭に 整列して、 長せ 5 人 港 を 待 もしが、 大義 丸 は 午前へ 時 •  ゅ旣に 淡水 沖に 

其の 形 を 現 はし、 Is 時 潮 合 を 待ちて、 午前 十 時 1st 淡水 港に 人 港せ り。 後藤！^ おは 準 頭に 於て、 ^<:出迎者に挨按し、 稅關- おお 4= に 

て 暫時 休息、 同所に て 午髮の 上、 午後 一時^の 汽車に て 入府の >ft にっき、 問 二 時 二十-: ハ分蹇 北 停車場に 著せし が、 同所に も 佐々 

木旅圃 « 以： ト、 文 武官；. a 餘名、 及び 民 問 有志 者數十 名出迎 へ、 長官 は 一 々出迎 者に 挨拶し、 石 «參 事お と 馬車に 同乘 してお 邸 

に 入れり。 

全世界 を 一周して 歸來 した 民政 長 {::;: の 口から、 世界の 珍ら しい 話 も 間 かう、 半年の §w 守 中に 起った 幾多の 事務の 報 

齿 もしょう、 さて は歡 迎會、 相談 會、 その他 凡百の 計畫を 胸に 描いて 居た 朝野の 人々 は、 その 翌日の 新聞 を 見て、 あ 

ッ と 吃驚した。 

伯 は その 翌々 十九 日 午後 二 時半 出帆の 签山 丸で 東京へ 向けて 基 降 を出發 してし まった ので ある。 

始めから 終りまで、 後藤 式の 洋行であった。 


第 九 節 夫と 妻 

一、 和製 口— ズヴ H ルト 

せ 3fl? 時代 は、 伯の四十ニ^；成から五十歲までの時で、 肉體 的に も、 精神的に も、 全盛期であった。 兒玉總 も 精力 的 

で、 威風 堂々 たる ものが あり、 軍服 を 著て 應接窒 に 現 はれる ときな ど は、 窒 いっぱいに 見える ほどの 威容が あつたが、 

ほんと は 極く 小柄であった。 ー獨 逸の 世界的 名醫 が、 わしの 身體を 見て、 小柄 だけれ ど、 あなた ほど 理想的に 均整の 

とれた 身體は 珍ら しいと 言った よ」 と、 兒玉は 自慢して ゐ たけれ ども、 「後藤 長官と 一緒に 寫眞を 撮る と、 おれが 根 

する から 嫌 だ， 一 と、 滅多に 撮さなかった ほど、 兒玉は 身體が 小さかった。 本 卷に揭 げた 寫眞 は、 有 合せの や； W 箱の 上 

に、 兒玉を 立た せて、 北 = 丈 を 揃へ たもの だとい ふこと である。 

これに 反して、 伯 は 身長 も體重 も、 事實 堂々 として ゐた。 明治 三十 七 年 九月 四日の 臺灣 日日 新報に、 次の やうな 記 

事が 載って ゐる。  . 

K 勇 線 巡視 中の 後藤 民政長官 一行が、 去る  一 B 釣羅灣 停車場に て 發車を 待合 はせ し 折 柄、 談話 は 偶と 體 量の 事に 及び、 誰れ が 重 

い、 ィャ 誰れ は 輕 いと 各 i 互に 讓ら ざ リ し が、 論 よ リ s、 一  っ抨 量して 10- ようと 云 ふので、 析節 停車 51 栴內 に あ V し 量器に て 

試し たる^ 果、 

«  官  一九、 三 六 〇  上 遠 野 海軍 書記  一七、 六 0〇 

長 谷川 技師 長  一七、 ニー  0  苗 栗喾務 課長  二八、 九 六 〇 
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五、 五 二 〇 

三、 六 〇〇 

一一 一、 四 四 〇 

二、 三 二 〇 

五、 〇 七 七 


となりし かば、 今更の やうに 人の 體を 眺め 合 ひたりし が、 果て は 長官 は何處 まで も 重 貫 (ちゃうく わん) なりと て 大笑 ひなり し 

と 云 ふ。 

この 五 尺 四寸、 十九 貫 三百の 肉塊の なかには、 疼く やうな 精力が はちきれん ばかりに 溢れて ゐた。 

加 ふるに 伯 は、 性來 健康 自慢であった。 醫者 上り だけに、 平常から 健康に は 細心の 注意 をして ゐ たけれ ども、 少々 

の病氣 なぞ は、 頭から んで かかって ゐた。 從 つて 伯 は、 生涯の 間に、 幾度 か 生死に かかる やうな 大患 を やった が、 

その 多く は 無理押しから 來てゐ た。 

或る 「故 伯 を 低ぶ 夕」 において、 臺灣 民政長官 時代の 大患に つき、 佐 野 夫人と 鶴 見 夫人と は 交.^ 左の 如く 語った。 

佐 野 夫人 臺灣の 民政長官 時代の 議會の 時、 ひどい 流感 をし まして 熱が 九 度 以上 あっても 起きて 行きました。 そ 

れ から 家に 歸 つて フゥく 言って 寢て、 それから 翌日 は 又 出て 行きました。 さう して 設備の 整ったう ちに 寢て居 

ないで、 板 敷の ままで 蒲圑を 枕に して 寢てゐ ました。 

鶴 見 夫人 私達 は 分りませんでした けれども、 あの 時分 は 赤十字 病院に 入って 居て、 私と 兄と 二人で 見舞に 行く 

と、 今度 は 病院から 馬車 を やとって それに 乘 つて 一 日 議會に 行って 居ました。 其の 馬車が 病 1  凡に SI つて 來 ると、 


私達が それに 乘っ て 家に 歸っ て 行きました。 それがしよ つちゅうであった のです。 

病氣の 時で さへ かう である。 况んゃ 平常に おける 精力 掘り は 素晴らし いもの であった。 

躯 ハに乘 すれば、 夜 一時 二 時まで も、 投を 搴げて 且つ 論じ、 且っ^^れすることも稀らしくはなかった。 そのく せ 朝 は、 

四時 か 五 時には チャンと 起きて、 規定の 散歩 をす ると、 ダンく 仕事に とりかかった。 常時 暫く、 長 ふ：；： 耶の 一室に 

生活して ゐた星 一 は 語る。 

後藤 伯 は 極めて 朝 早い ので、 四時 半 頃に は 毎朝 起きた。 起きる と、 私に 「亞米 利 加 人 早く 起きろ」 と 一 百うて 呼び 

に來 て、 さう して 後藤 伯 夫：！ と、 毎朝 殆ど毫 北 の 町 は づれの 古亭庄 の 田圃の 中に ある 兒玉 總督 の 刖莊の 所まで 行 

つて： g つて 來て、 それから 朝飯 を 取る のが 日課の やうに なって 居りました。 

後年 伯が 第一 一次；：：^ 內閣に 入った ころ 一 和製ロ ーズヴ ルト」 とい ふ 掉名を もって 呼ばれた の は、 鼻眼鏡の せいば か 

りで なく、 實 はかう した 精力 主義の 生活ぶ りから 來てゐ るので あった。 當時は 米國の 第二 十六 大統銜 セォド —ル • 

口 —ズヴ " ルトの 全盛 時； i:- で、 彼 は その 著書 「奮闘 生活」 の 中に も 記した ごとく、 絶倫の 精力 を もって、 超人的の 活 

動 をつ づけて ゐ たので、 口. I ズヴ エル ト卽 精力 主義と いふ 風に、 世界が 考 へて ゐ たのであった。 さう して、 伯の 非凡 

なる：^ 力 生活が 又、 彼に 匹敵す る もの ありし ところより、 何時と はなく 「和製 口 —ズヴ ェ ルト」 の 異名 を 得る やうに 

なった ので、 それ は 一生 伯に つき 纏って ゐた。  . 

かう して 伯 は、 五體に 漲る 精力 を發 散せ しむべく、 スボ ー ッに專 念す る 少年の やうに、 禳々 と tBi^ んで、 新 領土 經營 

の 事業に 向って ゐ たので ある。 
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第 九 節 火と 1^  五一 一一 〇 

二、 癎癖 と溫情 

伯が 臺灣 統治の 功に 依って、 男爵 を 授けられ ると、 口さがなき 京宽 は、 これ を蠻 1^ といった。 時には 蕃餅 とも 記し 

た。 それ は 子爵に なっても、 伯爵に なっても、 彼の 身に 終生つ き 纏って ゐた。 さう して 世間 は それ を、 ある 親しみき 

もって 微笑し つ つ 聞いた。 如何にも 彼に ふさ はし い 名前の やうに 思 はれた からで ある。 

他の 一 つの 理由 は、 彼が 非常な 癎癜 持ちで、 しかも 往々、 突に して 奇矯なる 一 百 動に 出で たからであった。 始人 

の ごとき 野性が、 終生 彼から 離れなかった G だ。 さらに また 一 つに は、 彼の 授£ ^の 理由が、 生蕃 熟蕃の 住む 蠻地 臺灣 

の 統治に あった こと も、 こ の 名 を 尤もら し く 響か せた 理由であった とも 考 へられる。 

彼 は 生れ 付きの 好男子であった 上に、 風采 服装に ついては、 相當 のし やれ 者であった， ^ その 潇 is たる 奵 £R 子を蠻 8^ 

と 呼ぶ ところに、 一味の アイ ロニ— を 感じて、 世間 は 一層 與味を 催した ので あらう。 それ は 矛盾に 富みた る 彼に ふさ 

はしき 異名であった。 

彼が 如何に 激しい 癎瘤 持ちで あつたか は、 少しく 彼に 接した る 人の 悉く 經驗 したと ころで ある。 しかも それ は 人並 

外れた 不思議な 癎瘕 であった。 和 子 夫人 は、 よく 笑 ひながら 次の やうな 話 をした。 

後藤 はだしぬ けに 癎瘕を 起して 人 をび つくりさせます。 

まだ 臺灣に 居りました 時でした が、 風 を 引きまして、 熱が 高い ので、 タオル を顏 にかけ て、 發汗 させて 居り まし 

たが、 私 は 一寸 用事で 部屋の 外に 出て 居ります と、 大きな 聲で、 


「人殺し！ 人殺し！」 

と 怒, T つて 居ります から、 何事が 起った かと 思って、 びっくりして 飛んで #1 ります と、 

「タ. K ルを 取って くれ！」 

と、 怒って 居る のでした。 

曾て 葉 山に 別莊の 出来た とき、 夫婦で それ を撿 分に 出掛けた。 

ところが 建^が、 何 か 彼の 氣に 入らない ところがあった" すると 彼 は 矢庭に、 下駄^き のままで、 緣 側に 驅け 上つ 

て、 土足で 障子 を バラく と蹈み 破って、 

『こんな 家 は 駄目 だ！』 

と 叫んで、 メ チヤく に壤 して 歩いた。 

かう した 癎疲 は、 彼 一流の 犀利な 頭腦 と、 辛辣な 舌端と を もって 爆裂した。 ゆ ゑに 正面から これにぶ つかる 者 は、 

十六 时の E 彈が、 頭上で 炸裂した やうに、 びっくりした。 

『贵樣 は 一たい、 どこに 飯 を 喰って ゐ る！』 

とい ふの が、 何 か 失策した 時に、 彼のよ く 浴びせた 叱聲 であった。 

ある 時、 彼 は 新年の 拜賀 に參內 する 自動車の 中で、 ふとした ことから 怒り 出して、 二重橋 前の 廣 場で、 大禮服 姿の 

まま 例の 癎瘤を 爆裂 させた。 

『あんなに 困った ことはありませんでした c』 

第  一 ^ 臺 灣 政お お  五 三 一 


笫九節 夫と 妻  五三 二 

と、 和 子 夫人 はよ くそれ を 話した。 

この 癎瘤は 伯の 大きい 缺點の 一つであった。 さう して それ を 一生 耐へ 忍ぶ ことが、 和 子 夫人の 擔 つた 涙ぐましい 十 

字 架であった。 

元來 小心であった 夫人 は、 この 癇癖の 強い 良人の 傍に あって、 四六時中 戰々 恂々 として 慕して ゐた。 しかし 天才 的 

な、 精力 絶倫な 夫が、 思 ふやう に 事の 運ばなかった 時に、 じれて 爆裂す る 心情 を 汲んで、 夫人 は どんな 無理な 怒號で 

もぢ つと 從 順に 辛抱した。 これ を 辛抱す る ことが、 伯の 心 を 和げ る こと を 知って ゐ たから だ。 叉 誰れ かに 向って 爆裂 

しなければ、 伯 自身の 心內 に內攻 して、 その 健康 を 害し、 頭腦の 働き を 鈍らす こと を 腐れた からだ。 

『後藤 は 妙に 遠慮す ると ころがありまして、 自分の 子供に も、 思 ふこと をす つかり 言 ひ 切れないので すが、 私に だけ 

は 遠慮がない ので、 それで 無暗に 私に 怒る のです。』 

と、 和 子 夫人 は 言って ゐた。 

また 和子夬 人の 最も 5^、 れた ところ は、 伯の 激しい 怒號 のために、 周 園の 人の 心 を 失 はんこと であった。 ゆ ゑに その 

癎疲を 一身に 引受けて、 周 の 人に 及ぼさ ざらん とする のが、 夫人の 始終の 心掛けであった。 それ は 前掲の 贺來佐 IM 

太郞の 事件の 際に も 現 はれて ゐる。 

『私 は 後藤に よく. 5. すので あります。』 

と、 和 子 夫人 は 言った。 

『あなた は秀吉 ではない。 信 長です よ、 まるで 信 長の やうな 癎.. 般 持ち だ、 と 私は屮 すので す。』 


それ はよ く當 時世 間で、 伯の 豪放磊落 にして、 奇策縦横なる 性情 を もって、 秀吉に 比した 者の あつたに 對 して、 實 

はむしろ 信 長に 似て ゐ るの だと、 夫人 は 言った の である。 

火 人の^れ た點 は、 そこに あつたので ある。 信 長が その 曠世の 天才 を 以てして、 遂に 明智 光秀の 怨みに "お れた ごと 

く、 伯 も 亦 その 癇癖と 毒舌と を もって、 人の 怨みに 失脚 せんこと を 憂へ たので ある。 

夫人の 言葉 は、 その 方面に 於いて は 正しかった。 伯 は その 天 さ 海濶の 一面に 於いて は 秀吉と 類似しながら、 また 他 

方甚 しく 信 長に 似て ゐた。 その 奇闢獨 創に して、 勇往 果敢なる、 しかも 一時の 喜 怒 哀樂を 抑 ふる 能 はすして、 衆人 櫊 

坐の 席に 腹心の 士 を 痛罵し て その 怨み を 買つ た 信 長 の 性行 は、 伯に 於いて 叉 等しく 認められる ところであった。 さう 

して この 性情の ゆ ゑに、 信 長が 天下 を 取る 能 はすして 中道に 1«1れ たる ごとく、 伯 も 亦周圍 硬骨の 友 を 失って、 その 志 

を 中央 政界に 仲ぶ るの 日な くして 死 せんこと は、 和 子 夫人の 心中 私 かに 憂へ たると ころで あつたの であらう。 

しかし 信 長に 比して、 伯の 異 つて ゐ たの は、 その 明朗 性であった。 無類の 癎， M 持ちで ありながら、 一度 その 癎瘢が 

爆裂して しま ふと、 あと は 天 廣く日 暖かに、 日本晴れの 好天 氣 であった。 それ故に こそ 尙ほ 人の 心 を 失はなかった 所 

以 であり、 また それが、 和 子 夫人 をして、 生；^ これ を 忍ばし めた わけで もあった。 伯 は 我れ を 忘れて 怒 號狂唤 した 後 

は、 心底より これ を 悔いた。 さう して これ を 優しく 忍んで くれる 和 子 夫人 を、 一層に いとしく 思って 愛撫した。 日の 

强 いところ に 藤 も 深い。 天才 的であった 彼 は、 斯 くの ごとく 明暗 交錯す る 感情 生活 を 送って ゐ たので ある。 

:0 はまた 同時に、 性來の 性急で もあった。 飛んでも ない 時に、 飛んでも ない こと を 言 ひだして、 それが 直ぐに、 田ん 

つた 通りに ならない と、 忽ち 癎瘦が 破裂した。 ャッと 言 ふ 間に 整 はない と、 氣に 入らない の だ G 
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『それ ッ 參內！ 大禮 服！』 

さう いふ 時、 ハンカチ ー フ 一 つ 間 誤つ いても、 伯の 癎瘤玉 は、 恐ろしい 勢 ひで 破裂す る。 だから、 そんな 時には、 

いま 破裂す るか、 爆發 する かと、 家 內の者 は ビクく ものであった。 

これから 旅行に 出かける とい ふ 時で も、 さう であった。 どうした もの か、 彼 は、 旅行の 計畫 を、 前以て 人々 に. S ら 

せて おくの を、 好まない 癖が あった。 だから、 さァ 旅行と なると、 家人 は 何時でも 轉乎 古舞であった。 今 井 周 三郞が 

言って ゐる。 

伯が 旅行され る 場合、 たと へば 上京され る 時な ど、 その 事 を 容易に 周阐の 人々 に 云 はない 。奥さんに も 仲々 云 は 

ない。 何時でも 突然であった さう です。 奥さん は 伯の 素振りで 大抵の こと を 察して 準備 をされ たとい ふこと でし 

た。 何の わけ か 知りません が、 「何時でも 準備 をして け」 と 云 ふわけ かも 知れません。 

そのために 和 子 夫人 は、 人一倍の 苦勞 をして、 身 邊の物 を 常に 支度して おいた。 どんな 時で も 旅に 出られる^ 用と 

手 廻りの 荷物 を 整へ ておいた。 それが 彼女の 一生 を 必要 以上に 多忙に した。 彼女が 年と ともに、 その 健康 を つてい 

つたの も、 かかる 間斷 なき 氣苦勞 が、 全然 無關 係で あつたと は 言 はれない。 

しかし かう いふ 性急と 癎 瘤との 一方に は、 彼 獨特の 愛すべき 性癖が 付いて ゐた。 それ は 天 眞燜漫 な稚氣 と、 滴る や 

うな 愛嬌と であった。 

機嫌の よい 時の 彼ぐ らゐ、 側に 居て 氣持 よい 人間 は 少なかった。 跋河灣 の 初夏の 風光の やうに 彼は朗 かであった。 

1 碧 萬 頃 の 大海原が 赤 い 日射し を 受けて 緩 かに 搖れる やうに、 彼 は ゆったり として 見えた。 さう して 澄み渡つ た靑空 


に 銀 線 を 引く.：： El^ の やうに、 彼の 心 は ある 莊嚴な 超然と し た 悟道に 安住す る やうに 見えた。 

さう して 彼 は、 樓々 として 盡 きざる 話の 絲を 手繰って、 過ぎ 来し 日の 失策 談、 功名 譚、 さて は接觸 したる 東西の 偉 

人 傑士の 涕、 ある は讀 みたる 聖賢の 文、 乃至 は 未来に 描く 大 いなる 夢な ど、 それから それへ と 物語った。 少しく 東北 

5^ りのある 彼 は、 その 男らしき 風貌に こぼる るば かりの 愛嬌 を 浮べて、 且つ 笑 ひ 且つ 語る の だ。 

それ を 陶然と して 聞き入る 時に、 和 子 夫人 は 連日の 苦しみ を 忘れ、 幾多の 悲しみ を 忘れた。 いづれ は 死すべき 地上 

の 生、 生きて この 漢子 のために 苦しむ は、 無爲の 五十 年に 優る こと 幾倍ぞ と、 幾度 彼女 は 思った であらう。 

さう いふ 時に、 二人 は、 最も 幸福なる 夫婦であった。 

ニー、 部ドへ の 思 ひやり 

直情 徑行を もって 一生 を 終始した 伯 は、 晚年 よく 近親者に 向って、 「俺の 眞似 をして はいかん ぞ。 俺 は 勝手 放題に 

やって 世の中 を 渡って きたの だが、 この 眞似 だけ はして はいかん」 と 言って ゐた。 それ は 彼 自身 も、 その 飾る ところ 

なき 投げ やりの 言行が、 多くの 人の 感情 を 害な つたこと を 知悉して ゐ たから だ。 

しかし 彼 は その 割に は、 深刻な 敵 を 作らなかった。 それ は 彼の 生れ 持った 人德 でもあった。 世間 は 彼の 矛盾 撞 著と 

痛罵 放言 と を、 むしろ 微笑して 眺めて ゐる やうであった。 

彼の 不思議な 頭のう ごきに ついて、 新 渡戶は 次の やうな 一 插話を 物語った。 

. ^る 時、 何の 問题 であった か 今 は 忘れた が、 後藤さん と 話 をして 居る 間に、 突如と して 某氏の 噂が 出た。 此の 人 
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は 其の後 どうな つた か 知らぬ が、 當時 は相當 官吏 社會 では 名の 聞え た 人であった。 僕 は 唯 名のみ を 知って ゐて、 

其の 人に 遇うた ことはなかった が、 ー兩 日中に 面會 をす る 約束が あつたので、 其の 人の 名が 話題に 上った ので あ 

る。 後藤さん が 突然、 

「君、 彼奴 は 惡ぃ奴 だぞ、 よほど 注意し 給へ：：」 

とやり 出した。 尙ほ 言葉 を績 けて 言 ふに、 

「彼奴 は 今迄 色々 な惡戲 をして 居る。 俺に 對 しても 大分 不義理 をして 居る。 ああ 云 ふ 奴 は あの 儘に 放任して 篮く 

と、 人に どんな 迷惑 を 掛ける かも 知れぬ から、 釘 打ちに してし まって、 釘の 頭 を 曲げて：：」 

と 言 ひ 出した、 僕に は 此の 修辭が 分らなかった ので、 

「釘 を どうす るの です つて？ •  I 

と 聞き直す と、 

「釘 を うんと 打ち込んで、 頭 を 曲げて 一 一度と 世に 浮ばれな いやう にして かぬ と いかぬ c」 

と 言 はれた。 此の 文飾の 極端なる に は 僕 も 意外に 思った が、 

r ハァ そんな 人です か c」  . 

と 唯 漠然と 一 百うて、 あまり 人の 面白くない 噂 を 聞く の も 好ましくな いから、 話題 を變 へて、 ただ 其の 人に 面會の 

節 自分で 警戒す る 心 持で 居った。 

面會 後、 彼の 提出した 要件に 付いて 後藤さん に 遇って 話 をす ると、 態度が がらり と變 つて 居る。 此の 三 四 n の 間 


に 後藤さん が 彼に 遇って 何 かの 諒解で もあった もの かと 思った が、 さう 云 ふ樣子 もない。 今迄の 行 招り 上、 當人 

も 後藤さん に 合 はす 顏 もなかつ たものと 見えて、 臺灣へ 来ても まだ 訪問し ないやう であった。 或は 第三者の 手 を 

經て 後藤さん に 以前の 詫びで もした ことか、 其の 邊の 消息 は 我輩 別に 訊し もしなかった が、 後藤さん の 態度から 

見て さう 云 ふ 風 もなかった。 さう して 申出した 要件 は、 権利と か 利害 關 係の ある もので はなく、 臺灣 統治に 關す 

る大體 意見の ことであった。 密かに 役人 を 想 はし 利權 漁りに 来た もので はない から、 殊更 時の 長官に 阿ねる 必要 

もなかった らしい。 故に 面會 もしなければ 又 他人 を 煩 はして 諒解 を 求め もしなかった らしい。 それで 後藤さん の 

態度が 全く 變 つて 居る こと は 我輩に 不思議に 思 はれた。 彼奴 は 善い 奴 だと は 言はなかった けれども、 彼奴の 言 ふ 

こ と は 幾らか 尊敬 を以 て 倾聽し て やって eK れ、 好意 を以 て 彼を迎 へ て やれと 言 はぬ ばかりの 様子で あつたので 僕 

i、 

「あなた の 此の間 の钾 話と は 大分 逮 ふではありません か c」 

と 聞き返した 所が、 

「ィャ 彼奴 は 善くない 奴 だけれ ども、 叉 ちょっと 取り所 も あるよ。 人に 害 を 加へ る 位な 扠は、 矢張り それ 丈け 乎 

腕 も 持って 居る 奴 だから、 そこ だけ は 助けて やる 方が 宜ぃピ 

と 前言 を 全く 取消す やうな 風であった から、 我輩 不思議に 思って、 

「あの 釘の 一件 はどうした のです"」 

と 訊く と、 先生 例の 豪傑 笑 ひ をしながら、 
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「釘 も 曲げ 樣に 依って は 浮ばせる こと も 出来る よ。」 

と 言った。 

かくの 如き は、 甚 しい 例で ある けれども、 それに 似た こと は、 始終あった。 初めて C 人 は 不思議に 感じる が、 惯れ 

た 人々 は 別に これ を 怪しまなかった。 伯 はた だ、 感す るが ままに 直言し、 是と 信じる と、 昨日の 言 を 掌 を 覆す ごとく 

變 へたので ある。 ただ その 間、 如何にも 淡泊で 飾りがなかった ので、 却って 他人 を 感激せ しめたの である。 それ を 今 

井 周 三郞は 語る。 

伯 は 常に 私に 「貴様 は 意見と 云 ふ ものがない。 おれの 云 ふこと を 何でも 聽 いてば かり 居る」 と 云 はれまし たが、 

時には 「屁 理窟ば かり 云って 居る 者より、 云 ふこと を聽く 人間が 可愛い」 とも 中され ました。 

混沌 時代であります から、 惡 いこと をした 人間 やせ is^ も 時にはあった のでせ うが、 罪に した もの は 殆ど ありませ 

ん でした 0 叱りつ けて 「明日の 船で スグ歸 れ！」 位であった らしい のです。 急に 役 を 退いて、 匆々 世帶を たたん 

で內 地へ 歸る 人が ある。 何の 爲 めの 歸國か あたりで は 知らない。 然るに 餘程經 つてから 何々 の 縮！：：^ があった と 知 

れ たと 云 ふ 類の ことが 時々 ありました。 私共が 時々 少 さな 失策が あります 場合、 伯の 前に 行って 「やり そくない 

をし ました」 と 云 ふと 「神様で ないから 致 方がない、 二度と するな よ」 と 云 はれました。 何か言 ひ譯 がましい こ 

と を 云 ふと、 靑く なって 叱った ものです。 

人 を 使 ふに 寬嚴 よろしき を 得る ことが、 上に 立つ 者の 最も 心すべき 祕訣 であると 云 はれる。 しかしながら 伯に は、 

最初から、 寛厳よ ろしき を 得よう などと いふ 成 心はなかった。 


時なら ぬに、 火の 出る ほど 怒. りつけ るかと 思 ふと、 相當 大きな 間遠 ひで も、 「ああ、 さう か」 で 通す こと も あつ 

た。 しかも 部下が、 よく 伯に 服した の は、 伯の 胸中、 一 點の蟠 り もなかつ たからで ある。 技巧 ゃ作爲 がなかった から 

である。 

伯 は 部下に 對 して、 親切であった。 しかも その 親切 は隨分 徹底して ゐた。 

人一倍 早起きであった 伯が、 人一倍 朝寢坊 であった 長 尾 半 平に 對 して、 どんな 態度 をと つた かにつ いて、 長 尾 自ら 

が 次の 如く 語って ゐる C 

臺灣に 在った 時、 自分の せ 舍は 民政長官 官邸に 極く 接近して 居った ので、 散歩 をな さる 時には 時々 まだ 寢て 居る 

處 など を 見舞 はれて、 閉口した ものであった。 故 伯 はこの 朝寝坊の 癖 を 直して やり 度い ものと 思って 居られたら 

しいので、 一 早 起」 とい ふ 小冊子 を 贈って よこされた。 讀んで 見る とその 中には 歐 米の 知名な 人達の 朝 起に 關 

する 逸話な どが 澤 山あった。 自分の 朝寝坊 はな かく これ 式の 手ぬ るい 治療で は 癒らなかった。 或は 自分の 長男 

(當時 六七歲 位) が、 故 伯が 常に 乘 馬で 運動され てゐ るの を 見て 羨ましく 思った と 見え、 自分に しきりに 馬 を 買つ 

て くれと せがむ から、 戲談に 後藤さん の 小父さんの 處へ 行って 貰つ て來 いと 言った。 すると 之れ を眞に 受けて 行 

つた ものら し い。 或る 朝の こと、 長男 は 丼の 中に 水 を 一 杯 入れて 走つ て來 る。 其の後から 女中が 「坊ちゃん、 坊 

ちゃん、 何 をな さるので すか」 と 云 ひながら 追 ひかけ て來 る。 丁度 自分の 寢窒の 隣り の窒で その 井 を 奪 ひ？； S すと 

いふ 一喜 劇が あった。 段々 譯を 聞いて 見る と、 故 伯との 關 係らし い。 卽ち 長男が 馬 を 吳れと 故 伯に 言うた 時に、 

故 伯 は 「おとうさんの 朝寝て 居る 時 頭から 丼 一杯の 水 をプッ 掛けたら ば、 其の 御 褒美に 馬 を 買って やる」 とい ふ 

第一章 臺灣 R 政 長官  五 111 九 


笫九節 夫と 妻  五 四 0 

條， 牛 附突約 をな さった もの だから、 この 契約の 條件を 履行 せんとした ものである ことが 解った。 叉 或る 朝の こと、 

自分が 臺灣 勅任 {nl の 制服 帶劍 で、 役所へ 出勤しょう として 公園の 前 を 通りかか ると、 園內に 遊んで 居った 小兒の 

一群 中より、 しきりに r ャィ朝 寢坊」 と大聲 連呼す る ものが あった。 よく 見れば 自分の 長男であった。 是 れも閒 

き 質して 見る と、 馬との 交換 條 件の 一 つであった ことが 解って 大笑 ひした が、 しかし かう した 出来事の 中に どう 

かして 自分の 朝 寢坊を 直して やらう とい ふ、 故 伯の 厚意が 含まれて 居った こと を 感謝した ので ある。 

新 渡 戶稻造 もまた、 自分の 體驗を 次の 如く 語って ゐる。 

ー體 我輩が 臺灣 から 招聘 を 受けた 時、 其の 就任 を辭 する 一 の 理由と して 擧げ たこと は、 其の 顷神經 衰弱の ひ J れが 

あって、 晝食 直後 必す 一時間 睡眠 を 取る 必要が あるから、 役人 生活 は 出来ない とい ふこと であった。 然るに 兒玉 

後藤の： € 氏 は、 それ は病氣 であるから 匕む を 得ぬ、 差 支へ ない との 返事であった。 一 體臺灣 の 總瞀府 から 初めて 

招 f£ を 受けた 時 は、 ^かも 我輩 は 亞米利 加で 病 を 養って 居った 際であった。 三度 辭 したが 鄭重なる 辭を 以て 迎へ 

られ たので、 遂に 承諾す るに 至った ので ある。 辭 する 理由の 一 つ は 晝寢の 一 件であった。 しかし それ も 構 はぬ と 

いふ ことにな つて は、 他に 述べた 理由 も 段々 消滅して、 遂に 總督府 に 職 を 奉す る ことにな つたので あるが、 愈. - 

就任して 見る と、 外の "uIpK 達 は 臺灣の 炎天に それぐ 肌 著の まま 精勵恪 勤して 居る 有様で、 如何に 病氣 であるか 

ら といって、 同僚に 對 して 我輩ば かり 晝寢 をす る譯に はいかない。 辛い と は 思 ひながら 晝も 役所で 辨當を 食って 

晝寢 はせ すに 居った？ 所が 数日なら すして 局長 課長の 會議 があった。 我輩 も 之れ に參 加して 出席した。 時 は 午後 

一時、 後藤さん が 議長 席に 著いて 出席者 を 見渡して、 突然 我牽を 指して、 


「新 变戶 君、 君 はもう a 寢 は濟ん だの か。」 

斯う 言 はれた。 

「ィ ェ <fr 日 はま だ やり ませぬ。」 

「今 n やらぬ とい ふの は、 毎日 例の 晝寢 はして 居る かね C- 一 

と 言 ふ 其の 口調の 間に、 お前 は 就職 後醫 者の 命令に 北. - いて、 i 々に對 しても 遠慮して 晝寢 をし ないで 居る の だ 

な、 とい ふ 心 持が 現 はれた やうに 僕の 耳に は 響いた。 卽ち漠 は 就任 後 晝寢を 見合せ て 居った とい ふこと を、 同氏 

は 知って 居る 如く 僕に は 思 はれた。 纏て 聲を 張り上げて、 全局 長 課長に 聞え る やうに、 

「^の^5.體は少し逮ふのだから、 豫ても 話して： 返いた やうに、 午後 一時間の 晝寢は 怠って はいけ ない。 今日の 會 

議の 様子 は あとで 知らせる から、 早速 行って み 給- 」 

と 言 はれた。 其の 時 同氏の 腹 も 能く 分った やうな 心 持が した。 其の後 は 同僚に も 遠慮なく 一  時間の 午睡 をと る こ 

と を 得た。 我輩の 室に は 長椅子 を 一 つ 置いて、 食後 一時間 公認の 高鼾で 健康 を 養 ふこと が 出来た。 

のこの 徹底せ る 親切心 は、 磁石の 鐵を吸 ふ 如く、 伯の 周圍に 幾多の 人材 を惹 きつけた。 さう して、 この 人 によ 

つて 結びつけられた 關係 は、 伯が 任地 を 去った 後まで も殘 つた。 それが 所謂 「後藤 閥」 であった。 それ は 一 つ は、 伯 

が 自ら 创始 し たる事業 を季る 故で もあった が、 今一つ は、 自分が 見出して 育て 展ば した 人材 を、 季 るが 故で も あ 

つた。 

,0 が 臺灣を 去らん とする や、 中 村 是公を 新任 地に 拔擢 すると 共に、 祝 財務 局長 を 後任 民政 長せ に 推し、 其の 他の 配 
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下 悉くに、 安定せ る 地位 を 確保した る ごとき、 その 一例で ある。 それ は 自己の 勢力 を增大 しょうと いふ 私心よりも、 

むしろ 事業 を 完成した いとい ふ 心と、 さう いふ 人々 を 十分に 働かせて やりたい とい ふ 心からであった。 

次に 揭ぐ る贺來 佐 贺太郞 の 談話の 如き、 如何に 伯が、 部下に 對 する 愛 の 濃 やかな りし か を 物語る と 同時に、 物の 

間途 ひから、 飛んだ 喜 悲劇 を 演じた ところに、 無限の ュ— モアが ある。 

內 田嘉吉 さんが 民政 長 { にに なられた 時、 伯 はわ ざ/ \內 田さん に 手紙 を 出して r 贺來 とい ふ 男が ゐ るから 注意し 

て 使って 欲しい」 と依賴 された。 內 田さん は 赴任す ると 一週 ー囘、 部 W へ來て 事務 を 見る。 その 時の 會議に は 事 

務官も 出席せ よと いふ 事 を 命ぜられた。 併し 私 は反對 した。 

「長せ が 局の 意見の 未だ 決定せ ぬ もの を 見る ことに なれば、 IS 長が とても やり にくい からい けない。」 

といって 反對 し、 その 結 eT 私の 局 だけ は 部：：^ 會議を 開かぬ 事に なった。 

ところが 內 田さん の 私に 對 する 態度 は、 かも 犯罪の 嫌疑者 を 內 偵す る やうな 有様で、 尾行の やうな 人間 を 私に 

配置され た。 私 は實に 1^ しからん 事 だと 愤慨 して、 辭 職しょう かと も考 へて ゐた。 

その 年の 秋、 田 氏が 上京して、 伯に ぉ會 ひに なつてから 歸毫 せられた が、 早速 私 を 呼び出して、 

「君に 陳謝し なければ ならぬ 事が ある。 その 證據 物件 は iti に 持って ゐる。 實は 後藤さん から 君 を 注意して 使へ と 

一 百って 少访 越された ので、 自分 は 一生懸命、 君に 對 する 內愤を 進め、 大いに 警戒して ゐた。 しかし 別になん にも 變 

つた 事がない。 それで、 今度 上京した 時に、 後藤さん に 「その後、 IM 來の內 偵 を 進め ましたが、 一向 怪しい とこ 

ろはありません」 と. E. 上げた 處、 後藤さん は 大笑 ひされて 「君 は 大變に 誤解した」 と 一 百 はれた。 實に 相す まなか 


つた」 と 言って 諒解 を 求められた 事が あった。 

彼のた めに 獨 逸書 を講讀 し、 晚年は 親しく 彼の 身 邊に附 添って ゐた森 孝 三が、 初めて 彼と 相識る やうに なった 經綠 

について、 或る 宴席で 微 種 を帶 びた 氣 安い 心で、 次の やうに 物語って ゐた。 

俺が まだ 臺灣で 低い 役人 をして ゐた 時に ね、 長官から 命令され て 土匪の 居る ところへ 使 ひに やられた ことがある 

のさ。 隨 分危險 なと ころだった がね、 俺 も 若かった から、 思 ひ 切って 往 つて 見た よ。 ところが 何しろ 交通 不便で- 

臺 北へ 歸 つて 来る のが 大變 さ。 長官 邸へ 著いた の は 夜中だった。  - 

さう するとお ゃぢ はちゃん と 起きて、 俺の 歸 るの を 待って ゐて、 報吿を 聞いて しま ふと、 

「や あ、 ご苦勞 だった。 疲れたら う。 君と 一緒に 風呂に 入らう と 思って、 俺 は 待って ゐた c」 

といって、 俯と 一緒に 風呂に 入って くれ るんだ ね。 

その 時 俺 は、 この 人の 爲 めなら、 死んでも いいと つく. <\> 思った ね。 

さう いふ 逸話 はま だ澤 山あった。 

伯！？！ 後藤 5^ 太郞 は、 維新の 豪傑 後藤 象 次郞の 嗣子で、 親讓 りの 豪放が 禍 ひして、 一生-泥 を 波瀾 靈疊 の视に 過ごした 

人で あるが、 この 人 を 伯 は、 臺灣 時代に 引取って 臺 北の 自分の 家に 置いて ゐた。 他人の 言 ふこと を^ ど： あばかなかった 

猛太郞 も、 伯の いふ こと だけ は從 順にき いて ゐた。 

ある 日、 親友の 杉 山 茂 丸と 對 座して ゐた 折、 彼 はふと 新 平 伯の ことに 言及して、 

『君と 兒 玉さん に は 恩 報じな ど はせ ぬが、 後藤 男の ために は、 自分の 心の 濟 むだけ のこと を 仕て 盡 したい ものお や。』 
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といって、 はら-. f-- と落淚 した さう である。  ^ 

四、 兒 玉と 伯との 淚 

.  一 

们は淚 もろい 男であった。  .  . 

と對 坐して ゐる 祈で も、 何 か 胸に こたへ ると、 すぐ ほろ-/ \ と淚を こぼした。 少しく 彼に 親炙した 人で、 彼の 淚ー 

を 見なかった 人 はないで あらう 。彼 は 時として 泣きながら 人 を 叱り、 淚の 中に 笑った。 

新 渡戶稻 造が、 あの やうに 趣味 性行 を M (にしながら、 伯と 親しかった の は、 その 涙脆い 性情に 强く牽 かれて ゐ たか i 

らの やうであった。 新渡戶 はかう 言って ゐ るし 

或る時 某と いふ 老 書生が 後藤さん を 訪ね、 政治問題 か社會 問題に 就いて 激論 をした。 可^しい 奴だった が、 其の 

が 少なから す 後藤さん を 怒らした。 其の 時 此の 男が 急に は 返かないで、 社 會問题 を 論じて 自分の 事業の 爲 めに 

若- トの 出金 を 要求した。 此の 事業 は 後藤さん が、 餘り赞 成しないで、 其處で 激論と なって、 少なから す 後藤さん 

を 怒らした の だ。 所が 此の 男 もなか/ \\c 〈けない 奴で、 大聲を 上げて 泣き出した。 すると 後藤さん も 激した 言葉. 

で、 

「贵樣 の 様な 奴 は 出て 行け。」  一 

と 怒鳴り 乍ら、 二十 五 圓の金 を やって 追 出した 事が ある。  一 

さらに 新 渡 ーハは 語る。 


常に 困った 書生さん など は 後藤さん の處に 無心に 行く と、 まあ 最初の 一 囘目は 叱り付けて 「靑 年が こんな 風で ど 

うする」 と 云って 居る が 「いいえ 實際、 此のーニ日ばかり何も，^^1べ なぃで居ります」 と 云 ふと、 淚を ほろ，/ \ 流し 

て、 「それ 程 迄 か、 まあ 氣の毒 だ」 と 云って 二、 三十 圓は 出して 吳れ る、 「貴下のと ころに 行く と 一 泣き 二十 五 

同なん ださう です ね。 私の 所に も 多分に 來 ますが、 私 は 二十 五圆所 かニ圆 五十 錢も 出せな いんだから、 贵 下の 所 

にやって 二十 五则分 泣かせる ことにし ませう か」 と 云ったら、 先生 「いや それ は 困る ね」 と 言って 笑って居られ 

た。 困る かどう か 私 は 知らぬ けれども、 他人 を 救って やる と 云 ふ 伯の 淚脆 いことの 一例であります。 

しかし 彼の この 淚脆 さは、 感傷的な 女々 しさと いふ 感じ を 人に 與 へなかった。 むしろ 少年の やうな 純情が 人々 を 打 

つた。 

兒 玉と 彼と は、 その 性格 は 非常に 逮 つて ゐた。 しかし 磨かれざる 璞 であった 兒 玉の 中には、 萬 斛の淚 が、 その 剃刀 

の やうな 頭腦 とともに 存在して ゐた。 それ を 普通人 は看遁 した かも 知れない。 しかし 鋭い 人間 觀察 者であった 新渡戶 

稻造 は、 はっきりと 看て ゐた。 それ を 彼 は 語る。 

話が 兒 玉さん に涉 ります けれども、 私 は臺灣 の 役所 の 食堂に 晝食を 食 ひに 柱った 所が、 高等官 連中が 集ま つて 居 

て、 「君 良い 所に 来た、 いま 大 議論 を やって 居る 所 だ」 と 或る人が 言 ふので す。 「何の 事 だ」 「いや 吾々 の總督 

(兒 玉さん) に淚が あるか、 ないかと 云 ふ 議論 をして 居る 所 だ」 「ァァ さう か、 それで どう 決まった」 「マ ァ淚 

はない と 云 ふこと に滿場 一致で 決まった の だが、 君 はどう 思 ふ」 と 一一 一 曰って 聞かれました。 そこで 私が. 5- すに は、 

「見渡した 所、 此處に 總督の 祕書官 をして 居った 人が 三人 も 居る ではない か、 それから 旅に も 一緒に 出たり、 宿 
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屋 にも 一緒に： W つたり、 家庭の こと も 知って 居る 人達が ある、 ^し 私 は 一遍 も祕 書宫 をした 事 もない の だが、 其 

の 人達 は 何と 言って 居る か」 「其の 人達が 言 ふに は、 淚は 一滴 もない と 云 ふの だ」 そこで 私 は 「それ は 違 ふ」 と 

言って、 其の 證據に は 斯う 云 ふこと もあった、 ァァ云 ふこと もあった と ニー 二の 例 を 引いて、 實際兒 玉さん が ポロ 

ボ尸淚 を 流した こと を 見た 話 をした。 さう すると、 そんな ことがある のかと 云 ふやうな ことがあ りました。 兒玉 

さんと 度々 实會の 席に 列した ことがあり ましたが、 兒 玉さん は 赤葡萄酒に 平野 水 を 混ぜて 飮 まれる。 一杯機嫌に 

. なると 例の 通り、 私 は 高等官 何等で、 さう して 技師で あるから、 末席に 坐って 居る と、 兒 玉さん は ズット 私の 方 

を 見渡して 「新 渡戶 君」 と 呼ばれる。 「ハイ」 「君、 今日 斯うして 飲んで 居る が、 明日 はどうなる ごと かナ」 と 

笑 ひながら フィ とさう 云 ふこと を 言 はれた。 人生の 無常と か 云ふ觀 念が 湧いたら しい。 さう 云 ふやうな 情に 觸れ 

る やうな、 センチメンタルと でも 言 ひます か、 良い 意味に 於いての センチメンタルの 所が、 實際 家の 兒 玉さん に 

も ありました。 

新渡戶 は、 兒玉將 軍 を さう 評した 後、 さらに 言葉 を續 けて、 

後藤さん は センチメンタルの 點に 付いて は、 兒 玉さん より 一層 厚い。 常に 人生の 無常、 人に 對 する 同 と 云 はう 

か 感情と でも 言 はう か、 イン テュ ィ ー シ ョ ンの 一部と でも 言 はう か、 さう 云 ふこと は 確かに 人並 以上に 深かった 

やうで ある。 隨 つて 涙^い 人であった。 

と 言った。 そして その 一 つの 實例 として、 新渡戶 は、 自分の 見聞した こと を、 次の 如く 語って ゐる。 

或る時、 築地の 某亭に 於いて 小 * 會 があって、 我輩 も 用あって、 末席に 居った が、 兒 玉さん が 主賓であった。 某 


とい ふ 落語家が おもしろ を かしい 話 をした が、 其のう ち 不憫な 所 もあった ので、 席が 白けた 事が あった、 ， ぶち 又 

笑 ひ 話に なって 濟ん だが、 傍に 居った 藝 者が 我輩に 耳 こすり をして、 

「閣下 は (兒玉 大將の 事) 直ぐに 御 泣きになる のです よ，」」 

と、 言った。 我輩 は兒 玉さん が淚脆 いと， いふ 事 を 二三： 見た 事が あるので、 其の 女性の 言 ふ 事に は 驚かなかった „ 

併し バッを 合せて、 

「さう かい、 ： 本人に は 似合 はない ね c」 

と 白ば つくれて 言うたら、 彼女 はな ほ、  • 

「けれども 閣下より ひどい 泣きが あるので すよ ピ 

「誰れ だ。」 

「それ は 後藤さん です よ。」 

と 直ぐ 脇に 居った 後藤さん の 方に 目 を 配つ て 言うた 事が あった。 

兒 玉と 伯と が、 その 複雜 にして 癖 多き 性格に も關 はらす、 相 許して 八 年の 久しき に 亙り、 察灣 統治に 協力す る こと 

のでき たの は、 この 底に 港む 純情に 於いて、 相 共通し、 相 牽引す る ものが あつたから であらう。 ゆ もに 後年 彼が、 伯 

1^ に 陞鄉の 恩命 を 受けて、 兒 玉と 同 lis となった 時、 兒 玉の 後嗣 秀雄を 訪れて、 

『今 囘、 圖ら す、 故 大人と 同 爵の榮 を 得る こと は、 心 私 かに 恢怩の 情に 堪 へない。』 

と 語って、 ほろ/ \ と 落涙した さう である。 
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兒 玉と 彼との 臺灣 統治 は、 ただ 頭 だけの した 事業ではなかった の だ。 

五、 派手な 交際と 質素な 家庭 

伯の 矛盾した 性格 は、 その 金 錢に對 する 態度に 於いても、 よく 現 はれて ゐ た。 

彼 は 一方に て 浪費 者の やうに、 金錢 に無頓 著な ところが あるかと 思 ふと、 又 他方に は 大1{ な 締り屋 の やうに々 A かい 

ところがあった。 しかし 概して 言へば、 公共の 方面に 於いて は、 派手と 思 はれる ほどよく 金 錢を散 じたが、 私生活の 

方面に おいて は、 極端に 質素な 締り屋 の ところがあった。 ゆ ゑに 金色 燦然た る 大禮服 を 著 て菩 んでゐ るかと 思 ふと、 

穴の 開いた 背 廣服を 著て 平氣で 歩いて ゐた。 殊に 家庭の 者に は、 身分 不相應 と 思 はれる やうな 儉約を させた。 その 心 

持 をよ く 吹み 込んで ゐた和 子 夫人 は、 大臣になる まで は 家族の 旅行 は、 いつも 三等 汽車です まして ゐた。 鐵道 院總裁 

になって から は、 驛長 などが 夫人の 出 人に も 見送り 出迎ひ をす る やうに なった ので、 已むを 得す 二等 車に したと、 夫 

人 は 話して ゐた。 民政長官 時代 は、 家族の 者の 東京での 食事 は、 魚 や 肉な ど は 滅多に 食べない やうな 儉約 ぶりで あつ 

た。 娘の 愛子な ど は 麻布 新 網 町の 家から、 魏町平 河 町の 學習 院女擧 部へ、 一時間が かりで 徒歩で 通 はされ、 繼 ぎの 當 

つた 著 物な ので、 體 操の 時間な どに 羽織 を晚 がされる と、 それが 解って 閉口した とい ふ 有様であった。 嗣子の ー藏な 

ども、 繼 ぎの 當 つた 制服で 學習院 に通學 して ゐた。 

家庭 內で はさう いふ 質素な io^ し をしながら、 公の 生活に は 思 ひきり 金 を 散 じたの が、 伯の 生活であった。 さう して 

は、 その 二つの 矛盾 を、 少しも 矛盾と も 極端と も 思って ゐ なかった の；^。 


それで 政 長 {B 時代に は、 月給で は 到底 足りない やうな 金の 散 じ 方であった。 それが 爲 めに 隨分 借金 をして ゐ た。 

彼 は 嘗て 筆者に 語って、 

『月給で 足りた の は、 滿鐵總 裁の 時 だけだった。』 

と 笑って ゐた。 性 来が 派手 好みで、 積極的であった 彼 は、 借金な ど 眼中に 置かす に、 どし く 金を使った。 それ は 多 

く 政治的の：：： 的に 散 じられ た 金であった。 

當 時の 政治家の うちで、 彼 ほど 廣く 人に 交 はり、 又よ く 金 を 散 じた 人 は 少なかった と 一 百 はれる。 それ を 藤 田 謙 一が 

次の 如く 言って ゐる。 

.R.H. 左右 前後、 上から 下まで 幾多の 人に 非常に 廣く 交際が あった。 彼く らゐ 人に 噪ら せる 人はなかった。 何人に 

でも 放漫に 無遠慮に 喋らし める。 さう して 自分 も 喋る。 一面に は 人 を容れ ないやう でゐて 非常に 包容力 も ある。 

人に 反對 する やうで ゐて 矢張り 包容され、 溫 かみ を 感じる から、 人との 交際 は 益ぶ 廣く 深くな つて 行く と 云.^ こ 

と を 非常に 感じました。 もう 一 つ は 矢張り 金 錢には 頗る 淡泊で あると 云 ふこと を 感じた。 同時に 金錢を 能く 散 じ 

た。 私 も 幾多の 政治家に 多少 御 交際 をし ましたが、 一番 金錢 に、 悪く言ったら 放漫、 善く 言ったら 淡： 们で、 能く 

散 じたの は 後藤さん でありました。 

しかし 伯が、 よく 金 を 散 じたの は、 決して、 家に 有り 餘る鉅 萬の 資産 を 擁して、 やって ゐ たのではなかった。 手許 

は 何時でも 苦しかった。 それ を ちっとも 苦にしないで、 必要で あると 思へば、 いや 他人から は 不必要と 思 はれる ほど 

のこと にまで、 どし く 金 を 散 じたと ころに、 伯の 伯ら しさが あった。 

第一章 臺灣 民政長官  五 四 九 


第 九 節 夫と 妻  五 五 〇 

であるから、 この 良人の 性癖 を 知悉して ゐた和 子 夫人が、 一層 家庭生活 を 切り詰めて 行かなければ ならなかった の 

は當然 である。 

相 馬 事件の 苦き 經驗 は、 何時たり とも 浪人し 得る 心の 用意 を 彼等 夫妻に 與 へて ゐた。 ゆ ゑに 公生活 は 派手で あつ K 

も、 私生活 は 飽くまで 質素に して 置かなければ ならぬ と考へ てゐ たの だ。 

彼が： 政 長官 在職 中 は、 いつも 三百 圓の 現金 を、 自分の 机の 抽斗に 人れ て？ はいた。 彼 はよ くその 心 持 を 茶の間に 胡 

ゆ； を かいて、 ^茶 をす すりながら 家庭の 者に 話した。 

『ね、 役人と いふ もの は、 何時でも 辭 職の 出来る やう、 また 何時 免官 されても 搆 はぬ やう、 平生の 用意が 肝心 だ。 自 

分 は 臺灣に 居た 時 は、 いつでも 辭 職して 歸京 できる やうに、 歸 りの 旅費の 三百 圆 だけ は、 ちゃんと 机の 抽斗に 人れ て 

おいた。』 

それが 私生活に 於け る 彼で あつたの だ。 さう いふ 伯の 儉素 ぶりに ついて、 藤 原 銀 次郞が 次の 如く 言って ゐる。 

日常の 生活で も、 堂々 たる 大 邸宅 を 構へ、 歐 米の 觀光者 達 を、 自分の 邸宅で 接待して、 來會者 達 を 煙に 卷き、 種 

種 古今の 談話 を 交換され、 その 輪廓の 大きさ は、 いかにも 珍ら しい 方であった。 其の 他、 東京の 復興の 如き もの 

でも、 臺灣の 統治で も、 凡て 此の 维法 であった。 ^し 此の 大きな 派手な 計畫 をされ る 伯が、 自分の 一身上に 就い 

てな さると ころ を 見れば、 全く 正反對 のこと をされ た。 例へば、 今 自分の 住んで ゐる 邸宅 は 伯の 造った もので、 

之れ を 伯から 讓り 受けた ものであるが、 之れ で 一番 驚いた の は、 毎晚 伯が 寢窒 とされた 處は、 西洋 館の 二階で、 

疊も 何も 敷いて ない 板の間で、 其處に 蒲圑が 敷かれて、 十數 年間、 何とも 思 はす 生活され たこと である。 こんな J 


こと は 我々 として、 到底 出来ない ことで あらう。 政 長官まで した 人が、 板の間に を 敷いて 休むな ど は、 極 

端の やう だが、 こんな こと は 構 はす、 質素な 生活 をされ たこと は、 一面から 見れば、 到底、 奥の 知れない 人 だと 

いふ 感じが した。 

他に 一 例 を あげれば、 非常に 派手な 生活に も拘 はらす、 穴の あいて ゐる著 物 を、 平氣で 著ら れた。 家に おいての 

著 物 等 も、 家人が 構 はなければ、 どんな 著 物で も 奢られ、 民政長官 時代に、 穴の あいた 洋服 を 召され、 呰に 冷や 

かされた。  - 

^Jの生活の矛盾は、 一つ は 伯の 性向の 矛盾から も 起って ゐる。 例へば 板 敷の 上に 蒲團を 敷いて 寝る にしても、 それ 

は 決して、 苦しい の を 我慢して、 無理々々 やって ゐ るので はなかった。 伯に は、 それ は 少しも 氣 にならない、 當りま 

へ のこと に 過ぎなかった の だ。 

伯 はー體 に、 大 I 衣裟な ことが 好きで あつたが、 形式的な 體裁 をつ くる こと は 好きではなかった。 

その 趣味 も、 大體に 派手 好みで あつたが、 また 溢い ものに も 趣味が あった。 概して 一一 一一 口へば、 伯の 生活 や 趣味 は小ぢ 

ん まりと 纏まった ものではなかった。 論理的に は 矛盾 だらけの こと を、 そのままに 包容し、 それ を 人格 的に 統一して 

ゆく ところに、 伯の 特色が あった。 藤 原は績 いて かう 言って ゐる C 

伯の 趣味に 就いて 二百す ると、 書 を 書く 事、 詩 を 詠む 事、 又書畫 も 一通り 批評 をな さり、 之れ と 云って、 かたま 

つた 趣味 は 無かった が、 少しづつ は 何でも、 お分りに なって 居た。 

茶 も 好まれ、 私の 處へも 始終 来られた。 招かれる 事を好んで 居られ、 犮 人の 家へ も 折々 行かれ 「どんな 西洋 料理 
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や 日本料理よりも、 茶の 會席 料理 は 美味 だ」 と 云 はれた。 濃 茶が 好きで、 普通の 人の 一人前 分で は 足らす、 二人 

分ぐ らゐ飮 まれた。 

又 私共の 感心して 居る 事 は、 茶に 招待され た 時で も、 伯 は 身分の 高い 方 だから、 席で はお 正客になる。 此の 役 は 

非常に 面倒で、 素人に はとても 務 まらない もの だが、 伯 は 此の 禮式を 少しも 知らす に、 勝手次第な 事 をされ るが- 

それが 自然に 茶の 法に 叶 ひ、 立派な お 正客になる。 今から 考 へて 見る と、 伯は隨 かに 得道して 居られ、 脫 俗して 

居られた からだと 思 ふ。 

六、 和 子 夫人の 内助 

哲人 エマ— ソン の 一 百 葉に r 戰々 兢々 として、 首尾 一 貫 を 事と する は 小人の 業な り」 とい ふの が あるが、 本當の 人傑 

は、 多く は 矛盾 撞著を 意に 介せ すして、 その 善と 信す ると ころに 邁進した 人々 である。 それ は 人間の 性格が 不統一 矛 

盾で あるた めより は、 人間の 動く 現象 世界が 刻々 に變 化して 一定せ ざるた めに、 現 實社會 の 實行家 は、 前後の 言動の 

矛盾 支 吾 を 顧みる ことができな いので ある。 

们の 一生 を眺 むる 人 は、 その 行動の 矛盾 撞 著に 富みた るに 氣づ かすに は ゐられ ない。 否む しろ 矛盾が 彼の 特性の 一 

つであった。 さう して 矛盾 を 少しも 意に 介し なかった のが 彼の 一生であった。 

矛盾 を 眼中に 置かなかった ところに、 彼の 自然 さが あり、 又 彼の 間斷 なき 發達 があった。 感受性の 人 一倍に 強く、 

直觀と 空想の 豐 かであった 彼 は、 論理の 階梯 を 一歩々々 踏みし めて 昇る こと をし なかった ので ある。  • 一 


後に 記す ごとく、 德 {:3 蘇 峰が 彼 を 評して、 「後藤さん は、 洗練され たる 頭腦を 持たなかった」 と 言った の は、 -廿綮 

に當 つて ゐる。 さう いふ 奔馬の ごとき 性格の 人が、 一人歩き する こと は 非常な 危險を 伴 ふ。 破 淀 を 生じ 力く、  ^^に 

陷り やす いからで ある。 

その 伯の 缺點を 補 ふために は、 和 子 夫人 は 絡 好の 內助 者であった。 夫人 は その 性格に 於いて、 伯と 正反對 のと ころ 

があった。 伯の 派手 好きに 反し、 彼女 は 地味であった。 伯が 天馬の ごとく 大空 を奔 らんと する 折 も、 彼女 は卞の ごと 

く靜 かに 大地 を 歩んで ゐた" 伯が 直觀と 空想の 鵬翼 を 羽搏きして 無限 に 翻 翔しつつ ありし 時に、 彼女 は理 と 道義 

の 手綱 をし つかと 引き締めて、 狭き 人間 社會の 埒內に 止まって ゐた。 伯の 氣 まぐれと 初物 喰 ひに 反し、 彼女 は 十 年 一 

日の ごとく 同 一 人 同 一 物に 信義 を渝 へなかった。 

約言 すれば、 伯が 飛躍的な 天才 肌で あつたに 反し、 彼女 は 律義なる 平凡 人 型であった ので ある。 

しかし 地上に おいて、 この 不思議なる 天才 兒 後藤 新 平 を、 最もよ く 了解した る もの は 彼女であった。 彼女 は 長短と 

もに、 良人の 性格の 全部 を 理解した。 さう して、 その 長所と ともに、 その 短所 を も 執 一 愛した。 この 燃 ゆるが ごとき 愛 

情が、 彼女 をして、 伯の 同伴者と しての 苦しき 一生 を、 喜びと 滿 足との うちに 過ごさ しめたる、 重大に して 唯一の 理 

由であった。 

ハ牛 若き 花嫁と して、 男爵 安場 保 和の 平和なる 家庭より、 波瀾 重疊 する 貧乏 醫 者の 家に 嫁し 来りし 彼女 は、 年と とも 

に A 人の、 稀代の 天才に 開眼して 行った。 さう して この 熱血漢の 眞 情に 感激 するとと もに、 彼のた めに は、 一死 尙ほ 

悔 ゆると ころな しとい ふ、 強烈なる 妻と しての 自覺に 燃えた。 彼女の 一生 は、 かかる 情埶 一の ための 精進で も あり、 
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難で もあった。 それ は 火の やうな 愛の 一生で あつたので ある。 

さう いふ 精進と 努力の、 淚ぐ ましき までに 發^ された の は、 ^^灣時代でぁった。 ^灣 時代 こそ は、 伯 一人の 全 成 肌 期 

ではなく して、 问 時に 和 子 夫人の 全盛期で もあった ので ある。 當時 を^ 顧して 新 渡 戶稻造 は 語る。 

和 子 夫人 は 前に もい ふ 如く 聰明な 上に、 人 味が 深く、 意志の強い人であった。 ゆ ゑに 人の 性格 を 見る ところが 

中々 鋭かった から、 度々 わが 輩に 語られる こと もあった の は、 

「後藤 は あの 通り 大ざっぱ ですから、 誰れ にで もお 交り をして をり ますた め、 隨分 ましくない 人 も 周阐に をり 

ますので、 これ だけが 誠に 心配で なりません。 例へば 某の 如き は頭腦 もよ し、 辯 や ：！ も爽 かです が、 女の 服に は 偽 

物の やうに 映ります が、 ^3;方にはどぅぃふ御觀察ですか。」 

などい ふ 如き 質問 は 屡. - あった。 而 して 夫人の 名指した 怪しげな 人 は、 早晚 伯に 迷惑 を かけた。 その代り 一時 伯 

の 怒りに 觸れ たもので も、 夫人が、 

「あの人 はいい 人な のに、 何 ゆ ゑ あんなに この間、 向つ 股 を 立てた のか、 氣の^1§でたまりません、 折が 1^ つたら 

贵 方から 說 明して あげて 下さい。」 

などい はれた こと も 一 一度 や 三度で は 無かった。 

夫人の 細心なる 注意 は、 ひとり 人間の 上ば かりではなかった。 一家の 財政の 上に ついても、 夫人 は 一通り ならぬ 氣 

苦勞 をし なければ ならなかった。 夫人が 新 渡戶に 語って ゐた 一一 一一 n 葉 は、 次の やうな もので あつたと いふ ことで ある。 

宅 は ああい ふ氣 風です から、 何 處で何 をす るか 分りません。 朝家 を 出ましても、 歸る迄 は 安心 は 出来ません。 何 


處で どんな；：： にあって 居る かと 思 ふと 氣が氣 でありません。 あの 相 馬 事件 以來は 安心と いふ 安心 はした 事が な い 

ので、 マァ あの 事件 もい い gi 梅に 片付いた からよ ぃ樣な ものです が、 あれが 一つ 間」；！ つたら、 私 初め 子供達 は 今 

はどうな つて 居る か、 想像 も 出来ません。 御覽の 通り 子供達に 洋服 一 著 持へ て やる のに も、 表に ポケットの 付い 

て 居ません の は、 裏返しす る 時の 事を考 へて 持へ て 居る ので、 あの人と 連れ添った 以上 は、 どんな 谷底に 投げ 落 

される か、 始終 其の 心 持で なければ 居られません。 

和 子 夫人 は、 事實、 それほどの 覺 悟で、 伯に 內 助の 功 をつ くして ゐ たので ある。 夫人 は 伯の：^ 政 長 {R 時代、 一 新開 

記者の 問 ひに 對 して 次の 如く 答へ た。 

私 は 逆境に 立つ 覺 悟で 以て 順境に 立つ の覺 悟が 大切の 事と 思 ひます。 どうも この 順境の 時期 は 誠に 短 かい 間で、 

人間の 一生に 何程 も 御座いません。 渐 つと 順境に なった、 先づ これで 安心と 思って 居る 間に、 もう 逆境の 素 ral が 

芽 を 出して 居ります ので、 目出度い 時は不 ば 出度い 時が もう 迫って 來て 居る 時で 御座 います。 

伯が 生. 涯、 私生活に おいて、 大 なる 破綻な しに 過ごす こと を 得た の は、 夫人の 內 助の 功に 負 ふところが 多かった。 

であるから、 ある 人 はこれ を 評して 言った。 「若し 後藤に 良い ところがあるなら、 それ は 夫人から 得た の だ。 若し 火 

人に 惡 いところ があるなら、 それ は 後藤から 得た の だ」 と。 

それ は 勿論 誇張で あり、 又 半分 は 冗談で もあった。 しかし さう いふ 批評が 出る ほど、 和 子 夫人の 美點 は、 多くの 人 

の 眼に つ いて ゐ たので ある。 

伯 を あれまでに 大成せ しめた 功績の マ 半 は、 少なくとも 和 子 夫人の もので あつたと 言 ひ 得る であらう。 

笫 一章 薹灣 民政長官  五 五 五 
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七、 夫婦で 早朝の. E 轉車乘 り 

和 子 失 人 を 骨の 髓 まで 叩き上げ たの は、 相 馬 事件であった。 

時め く衞生 ：！^ 長から、 一 落 千 丈、 囹 Mi の 人と なった 時に、 後藤 新 平と その 一家に 當る 世間の 風 は 冷たかった。 伯 も 

和 子 夫人 も、 この 時 初めて、 人間性の 裏の 裏まで 見せられた。 

良人が；^ 然として 蹶起した やう に、 和 子 夫人 も 金剛力 を 出し て 立ち上 つ た。 

それから 間もなく 廻って きた 臺灣 時代の 花々 しい 生涯で ある。 伯が この 成功で 有頂天に ならなかった の も、 和 子 夫 

人が これで 氣を 緩めなかった の も、 全く 相 馬 事件の 苦杯の ためであった。 であるから、 伯が 東京から 臺 灣に歸 任して" 

臺 北の 停車場に 車 を 拾て ると、 黑 山の やうに 群がる 出迎 人が、 犇めき 騒いで 伯の 周圍に 寄り添 ふ 光景 を、 後に 殘 つて 

車中から、 ー藏と 愛子との； S 兒に 指しながら、 

『あれ を 御覧なさい。 あの 大勢のお 出迎 への 方々 は、 ぉ父樣 をお 出迎 へに いらっしゃ つたと 思ったら 大 間-へ..^ ひです よ- 

あれ は 棗 灣 民政 長お をお 出迎 へに いらっしゃ つたので すよ。』 

と敎 へた 和 子 失 人であった。 この 心 こそ、 彼女の 父が、 良人の ために 書き 與 へた 軸物の 文字の やうに、 「處 富貴 安富 

贵。 處 貧賤 安 貧賤」 とい ふの が、 彼女の 終生の 處世訓 であった ので ある。 從 つて 伯が お洒落で あつたに 反し、 和 1；!- 夫 

人 はいつ も 身の 廻り を 構 はす、 髮 など 碌々 結 はす、 粗服で 家の 中 を 走り ま はって ゐた。 白粉の 香な ど 殆ど 無かった。 

ただ 一生懸命に、 良人に 後れない やうに 修養し、 努力して ゐた。 その 當 時の 光景 を、 佐野靜 子が 次の ごとく 語って ゐ 


る o 

特に^3!-灣時代は、 やっぱり 一生懸命で したね。 マァ 自分が 勉強しょう として、 後れない 様に 姓强 しょうと いふの 

で、 一生懸命に、 髮を橫 つちよ に 結って、 何度 結っても 丁度に 髮が 結へ ない、 横つ ちょに 髮を結 ふ。 さう して 紐 

で ここに 持って行 つてね。 

それで 臺灣に 行って お 料理まで 自分でした。 それ迄し なくっても よかった らうに、 私が 側に 居た 時には、 晝 から 

朝夕のお 料理まで やって 居た。 マァ私 はお 藤 樣で覺 えた けれども、 お 料理まで して 居って、 それにお 客樣は ある 

し、 綾いた ものではありません ね。 コック は 居る の だから、 あそこまで 行ったら、 それに 任せて 自分 は 少し， 體 

を 休養す る 事 を考へ て もよ いのに：：。 

父 は 何しろ、 人の 話 を 聞き 乍ら 平氣で 居眠り をす る 人です から、 體も 休まる わけです が、 母 は 晝間寢 ないです か 

ら、 父と 同じように 早起き 夜更しで は堪 つた ものではありません よ、 女が ねえ。 

夫人が 自轉 車の 稽古 を はじめた の も、 臺灣 時代であった。 良人の する こと は、 何でも 一緒にしなければ ならぬ、 何 

でも 一緒にしよう、 さう 決心した からであった。 そして 毎朝、 伯 夫妻 は、 自轉車 をなら ベて、 運動す るの が 常で あつ 

た。 それ を 持 地 ゑい子 は囘 顧して、 次の 如く 語った。 

伯 は ー體、 大變に 早起きの 方で ありまし たが、 夫人 は それよりも 早く 11 毎朝 三時に は キットお 起きに なって、 

伯が 氣持 よくお 眼覺 めに なられる やう、 家事 萬 端 を きちんとお 調へ になって から、 四時に 伯 をお 起しな さるので 

した。 そして 官邸から、 そのころ 苗圃と. m 'して 居りました 植物園まで、 一緒に 散歩のお 伴 をな さるので ありまし 

笫 一章 薹灣 民政長官  五 五 七 
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た。 何事 もみん な、 伯が 一日の 仕事 を氣 持よ くな される やう、 そして 健康 を 害 はれぬ やうとの、 夫人の ゆかしい 

心 遺 ひであります。  - 

この 朝の 散歩 は隨 分な がい 間續 けられ ましたが、 そのうち なんとか、 新しい 速 動を考 へて 氣持 を變 へなくて はな 

ら ぬと ぉ考 へに なりました もの か、 こんど はちゃう ど、 その 頃 流行して ゐ ました 自轉車 を、 伯に ぉ獎 めに なり ま 

した。 そして 夫人 も 矢張り 自轉 車に 乘 つて (臺灣 服 を 召して) 每朝、 邸から 一 里 位 も ある 臺灣 神社 迄、 お 作 を 

された のであります。 その 頃、 臺 北に 居た 人達 は、 この美 はしい 情景 をよ く 服に した もので ありました。 

しかし 夫人 は、 何時の まに 自轉 車に 乘 るお 稽古 をな された のでせ うと、 よくお 嗜中 上げた ものであります が、 そ 

の顷 誰れ にも 判りませんでした。 後に 至って、 夫人と お 親しい 間柄に あった 三 好重彥 氏の 話に よります と、 1 母晚 

十二時から、 召使 も 女中 も、 祕 H 曰官 も、 屬官 も、 すっかり 寢 鎮まった ころ、 夫人 は タッタ 一人 コッ ゾリと の 

庭に お出に なって、 そこで 轉ん だり 起きたり 膝 を 擦りむ いたりしながら、 一生懸命に 練習され たの だとい ふこと 

でありました。 それ は； 1;^ 政 長 {R の 夫人と なります と、 良い につけ 惡 いにつけ 人の 口の端に かかり やすいので、 夫 

人 も それ を 嫌って ゐられ たからで ありませ うが、 また 一面、 「民政長官の 夫人が、 今日 自轉 車から It げ 落ちた」 

などと 噂され ますと、 自然 伯の 威嚴 にも 關 する こと を、 お 怖れに なった からだら うと 思 ひます。 そんな 細かな 心 

遣 ひ をな さりながら も、 主人の 健 艇の爲 めに は、 自分で 自轉 車のお 稽古まで なさる とい ふの は、 とても 並 H 通の 人 

に はでき ない 事であります。 

然 らば 伯 は、 何のた めに、 自轉 車に 乘 つて 歩いた ので あるか、 それ は 一 つ は、 伯の 新奇 癖からで あった。 當 時自轉 


車 は、 今と ちがって、 乘用 車のう ちの 最も 新しい ハイカラな ものであった。 臺灣に は、 二 K せか 三^、 あるかな しで あ 

つた。 その 輕快 さに、 伯が 魅されない わけはなかった。 しかし その他に、 もっと 深い 理由が あつたの だと、 e 祌社 

宮司 山 口 透 は 語って ゐる。 

其の 頃 自動車 は 更なり、 自轉 車も臺 北に て、 商業 上試驗 的に  一 ニ臺を 見る くら ゐの ものだった が、 伯 は 賢夫人の 

^れ 高き 和 子 刀自と、 風 の 外 は 殆ど 日課と して、 毎朝 六 時 前後 雙々 相述 なって、 恥より 一里 拾餘 町の 新道 郎 

ち 御成 街道 を乘り 切って、 社頭 一 の c:! 居の 側に て 下車し、 先づ ひ 漱ぎ嚴 かに 參拜 せられた 後 は、 自ら 手植 ゑせ 

られた 若木の 生 ひ 立ちな ど  一口して、 叉 自轉車 を 一走りに 立歸ら る、 に は、 最も 一般の 注目 を惹 いたので ある。 

要は 主として 神社へ 朝詣 での 良い 手本 を、 其れと なく 示さる、 のと、 今一 つ は 其の ころ 幅 八 間 も ある 一直線の 新 

道 も、 周圍 がー 面 田畑 地に て、 あたりに 住宅 とても 無く、 只なん となく 物す ごい 感 あるより、 折角の 新開 道 も 行 

通 至って 稀れ にて、 神社へ 參詣 する 者 は、 少し 道 は 遠くても、 やはり^ 山への 舊道を 往来す るので、 新道 は 道の 

巾に さへ、 何時しか i いが 生える 樣 になり ゆく を、 伯 は 深く 氣遣 はれて、 其れと なく-おに 注意 を與 へられた ので 

有った の だら うと は、 共の IS の 三寸であった。 

八、 夫人の 好學  ， 

は 無二の 精力 家であった。… 

衣 は 興に 乘 すれば、 十二時 を 廻っても、 殆ど 更 くる を 知らなかった。 しかも 朝 はまた 無暗と 早かった。 

第一 車臺灣 K 政 長官  九 
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それ こ， 歩調 をき はせ る だけで も、 容易な ことで はない。 しかも 夫人 は、 その 餘暇を 見て は、 書を讀 み、 學に勵 まな 

ければ ならなかった。 周 ii の 人々 は、 あれで よく 身 體が繽 くもの だと、 ^を 捲く より ほかはなかった。 それ を 和 子 火 

入の 姊、 安場 灰 子が 襄 書して ゐる。 

『臺灣 時代、 和 子 は 後藤さん がお 寝み になって から 後が、 自分の 時間に なった のです。 それで 和 子の 就」.^ 時間 はお 晚_ 

十二時、 一時 頃に なった のです。』 

實際、 和 子 夫人 は、 一生懸命に 勉强 した。 そして 周 W の 人々 にも、 努めて 向學の 風を勸 めようと した。 當時 夫人の 

手許に あって 育てられた 姪の 富 永 和氣子 は、 次の やうに 言って ゐる。 

御 自分 も 本當に 一生懸命 になって、 御 本なん かも 讀ん でゐ らしった らしい、 英語の 御 本な ど を。 それで 私共に し 

よ つ ちゆ う 其 の お 叱 言 で す 。 本を讀 まな けれ ばいけ ない /\ と、 何時も それ を 一 一 言 H に は 言 つて ゐ らっしゃ いま 

した。 

しかし 夫人の 硏學 は、 還 境に 强 要されての、 いやくな がらの 勉强 ではなかった。 また 必す しも、 何 かの：：： 的 を 達 

する ための 手段と しての 勉强 でもなかった。 それ は 天性の 飽く なき 知識 慾で あり、 言 はば 夫人の 大 いなる 趣味で あつ 

た。 夫人 は研舉 そのもの を樂 しんで ゐ たので ある。 

さう いふ 夫人の 性行に ついて、 新 渡 戶稻造 は、 その 著 「偉人 群像」 のうちに 記して 曰く。 

わが 輩 初めて この 夫人に 紹介 を 得た の は、 臺灣 赴任 當 時であった。 臺 北に 著して、 數 日なら すして 時の 長官々 邸 

に 晩餐に 招かれて、 初めて この 人 を 知り 得た が、 その後 一二 週間 を經 て、 夫人が 草花 を 非常に 愛翫 さるる 由 を 聞 


いて、 一日 植物園に 御 夫婦 を 招いた。 その 節 伯 は 例の 通り 大ざっぱな 話の みで 時 を 移した が、 夫人 は 細かに 熱帶 

植物の 名 やら、 その 性質、 使用法に ついて 質された。 

その 質問が 單に 好奇心 のみでな く、 眞面 は にして、 且實 用の 考 へより 出る ことが 明かであって、 わが は 彼女の 

頭腦の 細やかなる ことに 注意 を惹 かされた。 

この 時 わが 輩が 彼女に 如何なる 印象 を與へ たかは、 その後 數 年を經 て、 彼女の 口から 聞く ことが 出来た。 

「； 5^ は？ 灣に參 りまして 別にお 友達 もな く、 他に 慰み も、 また 稽古 をす る こと もなかった ものです から、 かねて 

草木が 好きな ため、 それ を 幸 ひ熱帶 植物の 名 だの 用途 だの を 知りたい と 思 ひまして、 色んな 方に 伺 ひました が、 

御存じの方が 少ない のに 困って をり ました。 - 

ある 時 この こと を 主人に 話しましたら、 主人の 申します のに、 もう 少し 待って をれば 新渡戶 とい ふ農學 博士が 來 

る やうに なって ゐ るから、 さう すれば 何でも 解る といって 慰めて sK れ ましたので、 私は贵 方の 御 赴任 を 待って を 

りました。 

ですから 植物園に 御 招待 を 受けた 時に、 日頃の 望みが 適 ふ ものと 存じ 喜んで 上りました。 ところが 中；：：； 方 は 御 記憶 

になって ゐ るか 存じません が、 何 を：^ つても 贵 方の 御 返事 は 「存じません」 の ー點 張りで、 初めのう ち は 御謙遍 

と 思 ひました が、 實際 御存じが なさ さうな ので、 あんなに 失望した ことはありません。 

御存じな いのも 程度問題で すが、 貴方の 御存じな さ 加減 は、 私より 上で あつたし、 また 官舍の 給仕 等の 知って ゐ 

る こと も 御存じなかった ので、 ある 日 官邸に 歸っ て 後藤に 話して どんなに 笑った ことでした らう。 

第一章 臺灣 民政長^  五六 一 
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この 述懷談 は 寸分 事實に 誤りな く、 わが 輩 も 初めの 質問の 二つ 三つ は 平氣で 知らないと 答へ たが、 五つ も 六つ も 

十 も 二十 も、 知らない くの 連發を せねば ならぬ 羽目に なった 時 は、 聊か 當 惑した こと を 容易に 忘れ もしな かつ 

た。 (四 〇 七— 四 〇 九 頁) • 

以て 彼女の 研究の 範圍 が、 如何に 廣汎 にして、 叉 その 知識 慾が 如何に 旺盛な りし か を 知る ことができる であらう。 

彼女 はまた 特に： i 史に 趣味 を もった。 しかも 史書 を繙 くに 當り、 一種の 見識 を 持って ゐ たこと は、 次の 持 地 い 子 

の 談話に よっても 窺 ふこと がで きる。 

夫人の 歷史の 研究 は 一種 獨特の もので ありました。 事實 は事實 として 見ても 必す 今日の 時代に 比較し、 表 はれた 

人物の 行動に はいつ も 第三者 的な 批刺を 加 へられて ゐ ました。 御自身が さながら 歷史の 中 を 逍遙して ぉゐ での 如 

く、 滔々 と 繰り出され るお 話に は、 「まあ/ \ よくも かう 勉强 をな さった もの だ」 と 感服 させられた ものです。 

夫人 は 家庭 文庫 を 作る ことが 私の 願 ひだと 云って をら れて、 貴女の 趣味で 宽 めら れる 本が あったら 何んでも 云つ 

て くれる やうに と 仰し やる ので、 丁度 弟が 高等 學 校に 居りました から、 よく 顿ん では、 最も 新ら しい もの を 送つ 

て もら ひました。 そして 5£ 意 になって、 もって まゐ ります と、 「ありがたう。 こないだ 讀 みました よ」 の 御 挨拶 

. に、 いつも 「また か」 と、 负 けたく やし さ をと り 1^ す 事 は 出来ませんでした。 

かくの 如く、 彼女の 讀書は 廣汎に fa- つて ゐた。 それ も學 者の 研究と ちがって、 飽くまで 實際 生活 を 離れない ところ 

に 特色が あり、 また 娛 しみ もあった ので ある。 長 尾 半 平 夫人 は囘 顧して 言 ふ。 

お 奥様 はお 忙しい 御 方でした が、 絶えす 勉強して ゐ なさい ました。 ぉ讀 みなさった 書物 は 西洋の 詩集、 教訓に 關 


する 害 物で あつたと 記憶して ゐ ます。 

一 藏樣が 外國に 行って ゐられ ました 頃、 奥様 は 拙宅 をお 訪ね 下さいました。 そして 「一 藏が外 國にゐ て、 行く先 

先から 便り を 寄越す のを樂 しみに して ゐ ます。 手紙 ゃ鎗 葉書が 到 著す る 毎に、 必す 地圖を ひろげて、 ー藏の 滞在 

地 を 知って 喜んで ゐ ます。 アナ タの 御子 達に も、 地理に 就いての 知識 を 養成して おかれ ますこと は、 大變 必要な 

事と 存じます， 一 と 仰し やって 三、 四 冊 地理に 關 する 書物 を 頂いた 事 もあります。 

この 當時 夫人 は、 難解な 力— ライルの 「サ ー タ ー • レサ ー タス」 など も讀 んでゐ た。 しかし 夫人が 一番 愛讀 した 英 

文の 書の 一つ は、 ワシントン • ァ ー ヴ イングの 「スケッチ • ブ ッ ク」 であった ひ 

また ゴ ー ル ドス ミスの 「ゼ • ヴ イカ， I  . ォヴ. ゥ H 1 クフィ ー ルド」 を愛讀 した。 ゆ ゑに この 一 一冊 は、 他の 和文 漢 

文の 愛讀 書と ともに、 松の 中に 收 めて 青山 墓地に 埋葬され た。 

九、 細心なる 補助 者 

夫人に 接した ほどの 人の 誰れ しも 感じた こと は、 夫人が 伯と はまた 違った 意味に おいて、 徹底して 親切であった こ 

とで ある。 

一見 豪放 粗大に して、 時に 辛辣なる 皮肉 を 浴びせ、 時に 眞 向から 怒^りつ けながら、 その 間に 一脈の 人情味が あり、 

人 を 思ふ眞 心が あつたと ころに、 伯の 親切の 特色 はあった。 

しかし 夫人の 親切 はこれ と 違って ゐた。 それ は何處 まで も溫 かで 常識的で、 そして 行き届いて ゐ た。 いは ゆる 痒い 
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ところに 手が W くと いふの が、 夫人の 天真であった。 長 尾 半 平 夫人が、 そのな がい 憶 ひ 出のう ちから、 次の やうな 逸 

話 を 語った。 

私 は 十九の 時に 母 を 亡くして、 家庭的な 仕事の 訓練 は 全くな く、 叉 結婚して 十日 目に は 臺灣に 赴任し ましたので、 

社交 上の こと も 全然 わからなくて 非常に 困り ましたが、 奥様 はまる で 母が 娘に 敎 へる 様な 行き IS いた 細かい 御 親 

切で もって 導いて 下さいました。 今もって 溫か い 御 心 を 忘れる こと は出來 ません。 

或る時 子供達が 次，々 と 風邪 を 引いて、 中耳炎 を ゎづら ひました。 

丁度 其の 時、 奥様の 處に 久し： りに 伺って 色々 のお 話の 序に、 子供の 病 氣の事 を 中し ましたら、 中耳炎なら すぐ 

ぉ歸 りなさい と、 盛んに 歸れ くと おっしゃる のでした が、 それ 程に も 思はなかった ので、 自分 は 吞氣に 構へ て 

居り ましたが、 後に なって、 病氣の 性質の 大事なる を 知りまして、 初めてお 心 を 有難く 感謝 致しました。 

また 主人が 喉 を 痛め ましたが 仲々 醫 者へ 參 りません。 困った 揚句お 奥様に ご 相^ 致しました。 すると 奥樣は 「そ 

れ では 明朝 早く 後藤の 方へ 來る やうに ぉ傳へ m はき 下さい」 との 事で、 歸 宅して 主人に 話す と 「何の 御用 かな」 と 

言って ゐ ました。 翌日 主人が 歸 宅しての 話に、 r<fr 日 は 驚いた。 後藤さん のと ころへ 伺 ふと、 給仕が 盆の 上に い 

ろん な藥を 持って来た、 伯 2时 が 岸 先生の 治療 を 受けられた、 それから 次 は 長 尾の 番 だとい ふので いや 應 なしに 114 

先生の 診察 を 受けさせられた、 岸さん は、 「これ は 大變惡 い、 暫く 通 はぬ と 全快せ ぬ」 との 事であった と。 お 藤 

で 主人の 喉の 病氣 も、 なほして 頂いた 次第です。 

前に も 度々 記した やうに、 新： ぬ 土 統治の 首腦 部と して、 渡臺 した 人々 は、 まだ 三十 臺の 新進 氣 鋭の 土が 多かった。 


^土 經營 の大 策に ついては、 萬 丈の 氣焰を 叶 • いても、 私生活に おいて は、 新婚 早々 の 初心者 も 少なくなかった。 從っ 

て、 それらの 若い 夫人 達に よき 指導 を與 へ、 樂 しき 家庭生活 を營 ましめ る こと は、 卽 ちその 良人 達の 活躍 を 容= ^"？ なら 

しめ、 延いては 新 領土 統治に 貢獻 する わけであった。 

その 重大な 任務 を、 自ら 進んで 引受けた のが、 和 子 夫人であった。 

長 尾 火 人の 如き、 和 子 夫人の 啓發を 受けた 著しい 實 例の 一 つで あるが、 その 當時 臺灣に 在った 若き 夫人に して、 怯 

かしく 和 子 夫人 を 2; 顧せ ざる もの は 少ない。 賀來佐 贺太郞 もまた 次の やうに 語って ゐる。  - 

私の も その IS ；、 大變 長官の 奥様の 御世 話に K かった。 私の 妻 は 交際と か 社交と かいふ やうな. 事 は 全く 心得て ゐ 

なかった。 引 込 思案の 女性であった。 それ を啓發 して 戴いた のが 和 子 夫人であった。 

和 子 夫人 は 「私が あなたの 交際して よい 相手方の 奥様 をお 知らせ 致して 上げます」 と 妻に お話し 下されて、 中 村 

是 公さん の 奥様、 宮尾舜 治さん の 奥様、 祝 辰 巳さん の 奥様 達 を 御 紹介 下さった。 

私自身が 伯から 非常な 御 指導 を 辱う したば かりで なく、 私の 妻 も 亦 伯の 奥様から 世渡りの 道に 就いて 敎へを 受け 

たので ある。 

しかも 彼女の 心 遣 ひ は、 ひとり 周圍 にある 若き 夫人 達の^ 發 だけに は 止まらなかった。 單 なる- 2: 助の 功 だけで はな 

く、 出来 得れば、 良人が 心魂 を 打ち込んで 行 ひっつ ある 新 領土 統治に、 積極的の 助力 をしたい と は、 彼女の 素 願で あ 

つた。 事業と して は臺灣 慈善 婦人 會の 如き、 その 最も 著しい 實 例の 一 つで あるが、 彼女の 最も 心 を 悩ました こと は、 

-们と 外部との 關係 を、 できるだけ 圓滿に するとい ふこと であった。 
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伯 はー體 に、 喧嘩早い 方であった。 殊に 臺灣 時代 は、 その 五體に 溢る る精氣 が、 一層 伯 を 喧嘩早く した。 勿論 伯 は、 

前後 不覺 に、 無暗と 他人と 衝突す る やうな 人間ではなかった。 粗暴な やうに 見えても、 その 內心 はな か/ \ 如才な か 

つた。 しかし 何と 言っても、 この 悍馬 を遣憾 なく 活躍せ しめる ために は、 緩衝 地帶を 必要と した。 

夫人 は 自ら その 緩衝 地帶 たらん と 決心した ので ある。 

それらに ついて、 夫人が 如何に 細心の 注意 を拂 つて ゐ たか。 持 地 ゑい子の 語る ところ は、 次の 通りで ある。 

臺灣は 不健康 地でありまして、 ちょっと 病氣 をしても すぐ 人院 するとい ふ 習惯が ありまし たのに、 御 職掌 柄 御 知 

己 も 多い 事と て 病院のお 見舞 はしば くで ありました。 その 訪問の 時には 前もって 病院に、 「誰れ が 人って 居る 

か」 と 云 ふ 事 をお 問 ひ 合せに なって、 子供に は 玩具、 女の人に は 花と いふ 風に、 それぐ の 相當の もの を もって 

お見舞に なりました、 優し いお 心 遣 ひ はいつ の 場合 も 公平で ありました。 

殊に 夫人 は、 行政 部と 軍部との 接觸 を、 少しで も なめらか にと 云 ふお 考 へから、 日頃の ささやが な行爲 でも、 お 

ろ そかに はなさらなかった と 思 ひます。 

「なんで あの 奥さん は あんなに 丁寧に」 と 思 はせ る 位、 陸軍の 方の 奥様 方に は 細かい 御注意の 外交 振りで、 決し 

て 私共の 様な 心安 さではありませんでした。 

長官 夫人と しての 公け の 夫人と、 個人と してお つきあ ひする、 私人と しての 夫人と は、 實に 明かに 區刖 されて 居 

りました。 公け の 夫人に は、 いつの 場合に も、 長官 夫人と 云 ふ 自覺と 責任が 動いて 居た と 思 ひます。 あの 大事 業 

の 中で 多くの 信任 を 集めて、 多事であった 長官と 釣合って、 些かの 劣る ところの ない 立派な 態度 を 持して 居られ 


ました 0 

一 〇、 明 暗 交 錯 

新渡戶 博士 は、 その 著 「偉人 群像」 のなかに、 和 子 夫人 を 次の 如く 記して ゐる。 

彼女 は 頗る 嚴 格な 古武士 的 家庭に 敎育を 受けて 人と なった。 折々 わが 輩 も 話 を 親しく 聞いた が、 衣食に 關 する 心 

掛け、 身の たしな み、 言葉 遣 ひ、 一部始終 兩 親の 直接 監督の 下にき た へられた から、 あの 喧しい 後藤 伯の 夫人と 

なっても、 何の 不足 もなかった。 

殊に 彼女の 忍耐の 力の 偉大なる こと はわが 輩屢ょ 目撃した ことで ある。 それに 日々 の 修養に 心掛けられ たこと は 

誰 人も夬 人に 會 つた 人の 氣が ついた ことで あらう。 

わが 輩 は 幼少の 折に 祖父の 言と して 「人生 は 我慢で ある」 との 敎訓を 耳に して ゐる。 何事が 起っても、 もう 少し 

我慢 すれば 濟 むと 考 へる。 只 時に この 我慢が 耐へ 難く 思 はれる ことが 屢ょ ある。 故に 誰 人と して 辛抱強い 性格の 

所有者 を 見れば、 普通 以上に その 人 を 尊敬す る。 

後藤 和 子 夫人の 生涯 は、 種々 なる 點に 於て、 平常 人より 遙か 以上に 惠 まれて ゐ たと 同時に、 一生 を 通じて、 又 そ 

の 日 その 日 も 我慢の 生 1^ であった やうに 推量され る。 (四 六 01 四 C 七 H) 

和 子 夫人の 一生 を、 我慢の 生涯で あつたと いふの は、 或る 意味に 於いて 當 つて ゐる。 また 伯の 如き 異色 ある 人物 を 

良人と する 以上 は、 其 處に何 かの 我慢がなくて は、 勤まらなかった に 違 ひない。 
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彼女が 肉體 的に 隨分 無理な 生活 をし、 それ を 押し通す ために、 多くの 我慢 を 必要と した こと は、 すでに 述べた 通り 

である。 しかも 毫灣 時代に なって は、 それに 精神的の 重荷が 加 はって 來た。 

それ は 伯の 女性 關 係であった。 

この 方面に おいて 伯 は、 從來 とても、 決して 負 潔であった とい ふこと はでき なかった。 これ は 名古屋 時代、 司 馬 凌 

海の 感化に 起った こと は、 すでに 述べた。 勿論 伯 は、 凌 海の やうな 遊蕩 兒的 傾向 は 現 はさなかった けれども、 臺灣 

政 長官の 椅子に 就き、 社會的 地位が 一段の 向上 を 示す とともに、 時に 浩然の 氣を養 ふの 度が過ぎて、 だいぶ 發展 する 

やうな 傾向 を 帯びて 來た。 

夫人が これらの 問題に ついて、 深刻な 惱みを もつ やうに なった の は、 少なくとも 臺灣 時代から であった。 しかも 我 

慢强ぃ 失 人 は、 かう した 問题に 直面した 時、 懸命の 努力 を 以て、 感情に 逸る こと を 制し、 これ を 出来るだけ 理性的に 

處理 しょうと 努めた。 その 場合、 彼女の 一番 頼りに なった の は、 她初 勢であった。 事實、 伯の ながい 生. 卵に 於いて、 

幾度 か 女性 關係 について、 種々 の悶 著が 起った にも 拘 はらす、 それ を圆滿 に處理 する ことができ たの は、 夫人の 我慢 

と、 姉 初 勢の 助力と であった。 

,H は その 意味に 於いて、 この 二人の 女性、 特に 和 子 夫人に 感謝し なければ ならなかった。 また 伯 も、 この 感謝の念 

を 忘れる やうな 人で もなかった。 それにつ いて、 新 渡戶稻 造が 「偉人 群像」 のなかで、 次の 如く 記し C ゐる。 

明治 四十 年の 頃と 思 ふ。 夜分 遲く 伯が わが 輩の 宅に 見えて、 

「今日は 少し 頓 みごとが あって 來た。 先日 君の 話に 近々 奥さん を アメリカに 遣る とい はれた が、 それにつ いての 


顿 みごと だ。 實は 今年 は 僕の 結娇 二十 五 年になる。 世間 並の 事 を すれば、 人で も 招んで 实會を 開く ので あるが、 

少しく：：： 立って やる と、 小 一 萬 圓の金 はか かる。 そして 誰 人 も 益す る ことがない。 酒 を 川に 流す やうな もの だ。 

僕 も 家 內には 相 當苦勞 を かけた から、 折が あったら 慰めて やり 度い と 兼々 思って をった が、 その 一 つの 方法と し 

て 西洋 を 見せたい と 思 ふの だが、 これ も わが 輩が つれて 行けば、 男 本位の 旅行と なって、 ただ^: S な： ：！ を させて 

女と して 見たい もの も 見られまい。 そこで 君の 奥さんが 行かる、 とい ふこと をき いて、 もし つれて 行って 下さる 

なら、 これに 越した 機會は あるまい と 思 ふ。 

尤も 奥さんが アメリカに 行かる、 と、 御兩 親ゃ舊 友と 時 を 過ごす ことになら うから、 御 邪魔 はしたくない。 只 道 

中 一所に 行って アメリカで 落つ いた 時、 奥さんの 眼で 確と 思 ふ 知己の 方に でも 賴ん で、 世話 を燒 いて 貰 ひ 度い の 

だが どうで あらう か c」 

と、 この 談判の 結果 わが 輩の 家內 が、 和 子 夫人 をお 速れ して 渡米した。 その 顷の火 人の 動作 は實に 見上げた もの 

であった と、 わが 輩の 家內も 友人 も 今 だに 嗜 する。 (四  一 二— 四 一 四 頁) 

この 夫人の 洋行 は、 伯の 滿鐵總 裁のと きのこと である。 この やうに 伯 は、 一見 無頓 著の やうに 見えて、 失 人の 助 

と 苦 辛に 對 して は、 ^险る 、ばかりの感：^と敬愛を^^ げてゐた。 故に その 家庭生活に は、 掬すべき 味が ただよって ゐ 

た。 それ を實證 する の は、 明治 三十 二 年 十二月 五 ョ附、 上京中の 伯に.：^ てた る 火 人の 書简 である。 

基 降御乘 船の 際 は 波 あらく、 殊に 一 S さへ 降り 候との 御 事に て、 嘸. -御 難儀 被 遊 候 御 事と^ 上 候" 然し 馬關 よりの 

御 電報に て 大安 心 致 候。 ー藏 停車場に て少ぇ 泣き出し 候との 事に 候 間、 東京に 行きたくて なき 候 1W,、 又お とっさ 
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んに御 別れ 中す のがい やにて なき 候 哉と 尊ね 候處、 別れる のがい や だからな いたのと、 例の 通り 椅子に 颠を かく 

し少 i うるみ 聲 にて：^ ふ. E. 候。 富 美にまで ベ 「顷は 何 處迄御 出に なりし：^、 船が ゆって 御よ ひに なった か、 もう 御 や 

すみに なった かな どと 屮 つづけ、 其 夜 は御寢 棗に 獨 りで やすみ 候。 

夜 あけがた n を 配し、 もう 何處 まで 御 出に なった ろうと、 又 御 噂 巾 出し 候、 いつ 馬 關に御 著 か、 いつ 東京 御 著な 

どと、 一日のう ちに は 幾度と なく 巾 出し 居候。 昨日 は 久し ふりに て天氣 よろしく 候 ま、、 丸 山 下の 密钳圃 見に 出 

かけ 候處、 密柑は 皆ち ぎり 候て 木 斗に 相 成 居候 間、 臺灣祌 社へ 參り 度と 巾 候て、 川まで 參り 候へ ども、 橋な くな 

り、 且 穴 H 模様 も惡 敷な り 候 ま、、 歸路 にっき 候。 此日は 愛子 も 往復と も 大方 歩み 申 候。 御 立 後 は 叉 暖に相 成、 フ 

ラ ネル 一枚に て宜敷 程に 有 之 候。 

本日 は 神 戶御著 之 日に 候 間、 何卒 船客 中に 病人な く 撿疫も 故障な く 御 通過 出来させられ 候 様、 失の み 上 居候。 

久々 の御歸 京に て、 皆 々様 嘸 かし 御賑. -敷 人ら せられ 候 半と 存上 候。 此方 はフラ ネル 掛 候へ ども、 御 地 は 十二月 

に 候 ま&、 如何 斗 御 塞く いらせられ 候 半と、 御 噂 申 上 居候。 此文著 致 候 ころ は、 とく 御 地 御 安 著に て、 御 忙敷事 

ならん と存上 候。 御 豫定の 御用 向濟 せられ 候て、 年 內御歸 臺被遊 候 樣祈上 候。 巾 上 度 事 山. - 御座 候へ 共、 次便に 

讓 りて 御 左右 伺まで、 あらく めて 度 かしこ。 

十二月 五日  和 

御 母上 様 

御 姉上 樣 


新平樣 

御 許へ 

なをく 時候から 祈 €： 御- 敝ひ 遊し 候 やう 上 候。 餘り種 i 恐 人 候 得 ども、 お 之 品ぶ も 御 之 節 御 持 歸り願 上 候。 

愛子 雪駄 壹足 (下等 品に て. K 敷 候) 

うみ ほう づき、 愛子 はかま、 ま k 事 道具 

一 藏は かま、 ぁぢ わりぼう ちょう 

以て 臺灣 時代に おける 伯の 家庭生活の 一斑 を 知る に 足る であらう。  . 

第 十 節 南より 北 へ 

一、 兒 玉の 入閣 

新 領土 統治 十 年の 治績 は兒 玉、 後藤の 緊密なる 協力の 上に 建設され たもので ある。 それ は 車の 兩 輪の 如く、 その 一 

を缺 くも、 運轉を 不可能と する であらう と は、 世の 普ね く認 むる ところであった。 

然るに 明治 三十 三年 末、 突如と して、 兩 者の 結 索が 斷 たれん とする やうな 事態が 發 生した。 

それ は 中央に 起れ る政變 であった。 
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明治 三十 一年 十一月に 成立した 山 縣內閣 が、 北 淸事變 後に おいて、 瓦解の 危機に 遭遇した こと は、 旣述の 通りで あ 

る。 さなき だに、 政 友 食の 反噬に 遭って、 難色 ありし 山縣 ft 閣は、 この 痛手に は堪へ かねた。 そして 北淸 事件が 一段 

落つ くと、 明治 三十 三年 九月、 つ ひに 骸骨 を闕 下に 乞うた ので ある。 

その後 を繼 いで 成立した のが、 政 友會を 主力と する 伊藤 內閣 であった。 前 陸相 桂太郞 は、 山縣 內閣辭 職の 前、 すで 

に 病 氣の故 を 以て、 辭意を 洩らして ゐた。 從 つて： ii^ 陸相が、 伊藤 新 內閣に 留任した の は、 單 に適當 なる 後任 者な きの 

故に 過ぎなかった。 しかし その 時、 桂の 胸中に は、 すでに 意中の人 物 は 決定して ゐ た。 

それ は兒玉 源太郞 であった。 

十二月 十七 日、 兒玉總 脊は、 伊藤 首相の 急電を 受けて、 突然 上京の 途に 就いた。 そして 彼是 交 涉の結 ^の 後 を 

一 C>{ けて 陸軍大臣の 椅子に 就く ことにな つた。 時に 明治 三十 三年 十一 一月 二十 三日。 

尤も 兒玉總 ^の 陸相 就任 は、 臺灣の 治 政に、 多くの 障 礙を與 ふること なくして 止んだ。 何と なれば、 - 伊藤- s: 閣は兒 

玉、 後藤の 意見 を容れ て、 兒玉新 陸相の 臺灣總 督兼攝 を 認めた からで ある。 臺灣の 實際的 統治に ついては、 後藤 民政 

長せ が 在任す る 限り 先づ 安心であった。 むしろ、 中央政府との 關係 如何に、 その S 點を？ y いて ゐた當 時の 植 尺地 統治 

の 上から 言へ. ば、 總督が 內閣に 一 つの 椅子 を 占めて ゐる ことが、 却って 好都合で もあった。 

かくして 兒玉總 ^は、 陸相の 地位に 就いて、 中央政府との 述絡を 主と し、 後藤 民政 長 {R は臺灣 にあって、 主に 新領 

土 統治の 事に 當る ことにな つた。 そして 兒 玉總螫 が、 上京の 途に 就いた 時、 伊藤 內閣 に對 する 手土産の 一 つと して 持 

參 したの が、 「拓殖 務省設 S  ノ意 見」 であった。 


二、 拓殖 務せ 設置 意見 

兒玉總 ：$! の携 へたる 「拓殖 務 省設？ a ノ意 見」 が、 後藤- 政 長官の 劍案 である こと は、 この 意見書の 草案の 端に、 伯 

の自^^^を以て、 「閣下 ノ名 ヲ以テ 伊藤 侯 一一 與 フル ノ書」 と 記して あるに よっても 明かで ある。 その 內容は 次の 通りで 

ある。 

i§ 國 進取 ノ^" 疋ハ、 歐米ノ 文明 ヲ輸 入シ、 之-一依 リテ內 治 外交 ノ 整備 ヲ 致シ、 帝^ ノ 基礎 ヲ 鞏固-一 スルノ 指針 ト $3 リ、 旣- 一い 分 

ノ 成功 ヲ得 タリ ト雖、 二十 七 八 年 戰役ノ  果臺 濟ヲ得 ルー 一 及 ヒテ、 ^國 進取 ノ國 是ヲ 領土 經營 一一 推 顿シ、 之ヲ植25^政策上 -ー應^ 

スルノ 必要-一迫 リ、 ッ 今ャ假 令臺灣 ヲ得サ ルモ、 ^I^J ハー ©ェ"£ノ 事業 上 若クハ 軍事上 ノ 目的 ノ爲- 一、 益 々杭 K 的 事業 ノ擴 張ヲ 

爲サ、 ルヲ 得サル -I 至 レリ。 蓋シ歐 米列國 ハ、 I 界ノ各 隅 一一 角逐 シ、 干戈 相 見 ルノ慘 劇 ヲ演ス ル モ敢テ 辭セサ ラント スル ハ他ナ 

シ、 植；！ S{ 的 事業 ノ競爭  一一 W ラス ン ハ アラス。 故- 1 植民 的 事業 ノ 伸縮 ハ、 一一 國權ノ 消長 ト 爲リ、 阈家 盛衰 興亡 ノ  W リテ 岐ル 、所 

タル ハ、 世界 各國ノ  K 史 一一 徵シテ 明 ナリ。 方今 和、 西、 葡等 ノ諸國 ハ.、 昔時 ノ如ク 隆盛 ナル n ト能ハ フ、 シ テ英、 W 气 米、 獨等ノ 

諸國ハ 益々 强盛 ナルヲ a- ル 、ノ、 植 的 事業 ノ 伸縮 ハ 國家ノ 盛衰 興亡-一 關ス ルャ、 父タ何 ソ辯ス ルヲ須 タン。 故-一 開^ 進取 ノ國是 

ヲ 以テ、 歐米列 國ノ問 一一 馳騁セ ン ト欲セ ハ、 則チ 植民 的 事業 ヲ以 テ之ト 競爭セ サルヲ 得ス。 況ンャ 帝 II 人：： ノ¥- 殖ハ、 

政策 ノ 振興 ヲ 促シ、 農工 商事 業ノ發 達ハ. 被 民 的 事業 ヲ擴 張ス ルノ止 ムへカ ラサル ニ於テ ヲャ。 

かくして この 「意見」 は、 筆 を 列強の 植民 競 I?:- に 起し、 「植； ^的 事業 ノ 伸縮 ハ、 國家ノ 盛衰 興亡-一 關 スル」 阈家的 

大 問題なる こと を 論じた る 後、 筆を轉 じて、 帝國の 朝野に 行 はれたり し 植民 政策に 關 する 從來 の認想 を、 次の 如く 論 

じて、 以， て 新 省 設置 論の 前， 2W1 となした。  ， 
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然ル 一一 帝 國ノ愦 勢 ヲ顧レ ぺ 均シ ク是レ 領土 經營ノ 知識 一一 乏 シク、 甚シキ ハ 植民 的 事業 ノ 何物 タ ルヲ知 ラス、 故 -I 臺灣ヲ 得テ赏 

局 者ハ其 施設-迷 ヒ タル ハ 勿論、 局外者 ハ 徒- -Is 想 謬見 ヲ抱 キテ放 一一 H 妄論ヲ 事 トシ、 外^人 ヲシテ n 本人 ハ 領土 終營ノ 能力 ナキ 

カヲ 疑ハシ メタル ノ 事！：：； ナキ 一一 アラス。 今ャ放 一一 IE 妄論ノ 徒 稍 前非 ヲ悟 リ、 常 一:l?4if 漸ク 1^ 驗ヲ稹 ミテ、 統治 上ノ 方針 ヲ定ム ルヲ得 

タルカ 如クナ レ トモ、 P 、想 謬 ヲ抱ケ ル 者動モ ス レ ハ輒チ 臺政ヲ 妨害 セ ント ス ル ァリ。 《3 局 者ノ之 カ爲メ 一一 豫想 外ノ 苦心 ヲ^ シ 

タル ハ其 幾囘ナ ルヲ知 ラス。 源 太郎臺 灣總督 一一 承 乏シ、 職 一一お ル コト 鼓-一 殆ント 三年。 乃 チ前仵 者 ノ赜ヲ 追想 シテ、 之 ヲ自ラ 施 

f 耿シ タル 所-一 Si ス -1、 常 局者ノ 苦心 ハ 意外 ノ邊 一一 存シ、 而シテ 其 极本ハ 官制 上ノ 不備 一一 布 ルヲ知 レリ。 

然 らば これらの 弊害の 极本 たる 「官制 上ノ 不備」 と は 何で あるか。 それ は 「意見」 によれば、 臺灣 統治の 監督 權が、 

內務 大臣の 手に あると いふ 一 事で ある。 卽ち續 いて 記して 曰く。 

憐フ -ー 現行 ノ 制度 ハ、 臺灣 統治 上ノ 監督官 ハ 內務大 E  二 シテ、 憲法 上ノ 責任 ハ 1:5 然 内務 大 ほ-一 歸 セリ。 然レ ドモ其 監督 機 關ハ府 

縣 行政 ヲ 措辦ス ル 内務せ ノ 一  隅 一一 在リ、 薄弱 狭小 一一 シ テ且？ '仝 ク臺政 一一 通 セス。 故 一一 其 監督 權ヲ 行使 ス ル 一一 常 リテ、 往々 緩急 度 

ヲ 失ヒ、 或ハ放 澄-一流 レ或 ハ偏脾 一一 陷リ、 臺 灣總督 ヲシテ 系統 アル 施政 ヲ爲ス 能 ハサ ラシ ムル コト ァリ。 义 臺灣總 督ノ權 限ハ頗 

ル 廣大ナ レ ハ、 仝然統^5ノ責任ヲ1?1!フ 力 如 クナレ トモ、 や 法 上 ハ內務 大臣 一一 歸ス ルヲ以 テ、 動 モス レ ハ薹灣 総督 ヲ シテ 進退 1 一 迷 

ハシム ルノ嫌 ナキ能 ハス。 义 内務^ ハ臺湾 タル 知識 ヲ 中央政府 或 ハ 内地 一般 一一 周知 セシム ルカ ナク、 隨テ 臺灣總 督庥ハ IS 据經營 

セン 卜ス ル 事業 モ、 亦却テ 阻絕セ ラル 、 コト  一 W 度- 1.^ ラス。 官吏 選 擇ノ如 キモ亦 然リ。 按ス ル 一一 英國 政府 ノ 印度 行政 i:B 任用 ノ 

制度 ハ、 其輔 佐官-一至 ル迄、 拔群ノ 人物 ヲ以テ 之-一充 テ、 加フ ル - 一本！； 政府 ヨリ 印度 政府-一 轉任ス ル ハ、 一 ノ榮轉 タル コ トヲ以 

テセリ 。帝^ ハ 之 一一 反 シ テ 、 常初臺灣^？^吏 ノ 綺遞 ヲ 怠 リ、 槪ネ 其 材器 一一 ァ ラサル 者ヲ仵 用 シ タルカ 故、 や〕 一一 裏 灣 {12 吏 ハ 劣等 ナル 

者ト 誤信 スルノ 惡弊ヲ 生シ、 一一  監督官 廳タ ル 内務^ 一一  於 テ 、 - 讨臺灣 官吏 ハ 尋常一様 ノ 人物 ヲ以テ 足 レリ トス ルノ 妄想 ヲ懐 ケル 

ハ、 思 ハサ ルノ 甚シキ ナリ。 蓋シ此 誤信 妄想 ハ赏 一一 臺灣 統治" 妨害 ス ルノ 一大 病 源 ト謂フ へ シ。 

斯 くの 如く、 植民地 經營の 監督 機關 を、 內務 省臺灣 課なる 「薄弱 狭小」 なる 一-課に © くこと より 生す る 流 弊 を、 痛 


烈に 論じた る 後、 この 「意見」 は 筆 を再轉 して、 新 領土 統治の 業た る、 複雜 錯綜 を 極め、 到底 r 內地ト 同一 雜ノ下 一一 

©ク へ カラス」 との 議を 論じて、 次の 如く 記して ゐる。 

抑. -臺 溝ハ、 數 千年 問- 1 生ス へ キ總テ ノ社會 的 現象 ヲ有 シ、 生蕃 ァリ、 熟蕃 ァリ、 支那 稀 族 ァリ。 而シテ ：！： 一種 族ノ 中-就 テ言 

語習惯 ノ仝ク 相同シ 力 ラサル 者 ァリ。 加フ ル -ー 文明 國人ノ 雑： w ヲ以テ ス。 今之ヲ 統合 シテ圓 滿ナル 政治 ヲ行ハ ン トス ルハ 固-一至 

難ノ 事業 ナリ。 顳フ -ー赏 局 者 以外-一 於テ、 其臺 政-一通 曉 スト 稱ス ル 者ハ、 大抵 短期 問 一一 臺地ヲ 周遊 シ タル 者 ナリ。 次ハ 一地 方-一 

-ぉ 吏タ リシ 者 一一 シテ、 其他ハ 臺北ヲ Ss 兑シ タル 者-一 ァ ラサ レハ- 則チ 罷免 官吏 ヨリ 臺政ノ 一端 ヲ傳 開 シ タル 者 ノミ。 今 世人 ノ蹇 

タル 知識 ハ淺 薄皮 相ナ ル コ ト赏 一一 此ノ 如シ。 而シテ 領土 經營ノ 複雑 錯踪 ナル コ ト彼ノ 如シ。 臺 政ノ舉 ラサル ハ固 一一 常然ノ  n ト 

-_ シテ、 丑 ッ薹灣 以外- -對ス ル帝國 植民 政策 ノ 方針 立 タサル ハ 偶然 一一 ァ ラサル ナリ。 

囊-ー 閣下 内閣 ヲ組綠 セラ レ タル トキ、 薹湾ハ 內地ト 同一 律ノ 下-一 置クへ カラ スト ノ議ヲ 一定 シ、 臺灣ノ 統治 ハ薹 灣總督 一一 ー仵シ 

テ外 問ノ擎 肘ヲ容 レサ ラシ メラ ル。 今ャ (S 局者タ ルト否 トヲ問 ハス。 之ヲ 是認 スルノ 倾向ヲ 生 セリ。 而シ テ臺湾 總赞ハ ゃ：！^ 法 上 ノ 

责任 ナク、 其 監督者 タル 內務 大臣 ハ屢 A- 内閣 ト共 一一 更迭 シ、 薹政ノ 事情-一通 セサ ルー ーモ拘 ハラス、 何^  ノ 場合 一一 モ其監 骨 權ヲ行 

使 スルヲ 得 ルカ 故-一、 臺政 ヲシテ 終始一貫 セシム ルコト 能 ハサ ルハ、 事 赏ノ免 レサ ル所 タリ。 此レ 今：：： ノ弊 根-了 ビア、 是 i; 极ヲ 

絕ッ -ーァ ラサ レ ハ、 領土. i 營ノ 完成 ハ得テ §C ム へ カラス。 

然しながら、 伯 並びに 兒 玉總将 が、 柘. 務 省の 新設 を 建言した の は、 單 に臺灣 統治の 治績 を擧 げんがた めの みで は 

なかった。 臺灣は 彼等の 意見に 據れ ば、 大日 本 主義の 國策を 遂行す る 上の  一；！^ 場に 過ぎなかった。 しかも この 大國 

策を實 現す るた めに は、 內閣の 重要なる 構成分子 として 「植民 政策 ヲ 操縦 ス へ キ责任 アル 一省」 を 必要と する ので あ 

る。 そこにむ しろ 新 省 設置の 重點 はあった。 卽ち 論じて 一 百 ふ。 

蓋シ帝 國ノ國 是ハ、 一 ノ葺灣 統治 ヲ以テ 滿足ス へ キー 一 アラス。 而シテ 南 淸ー帶 ノ地ハ 勿論、 南洋諸島 ヨリ 退羅波 斯等ノ 未開 國-ー 
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„s! スル， €3ェ ^等 ノ械 W 的， 事業 ハ、 ク帝^  ノ！？ ふ務 シテ、 其 政策 ノ大 方針 ヲ 確立 ス へキ ナリ。 ^チ彼 W 政治 ノ 初歩 タル 蹇«ノ 

S ヲ仝 ウス ルト 一一、 之 ヲ 很據地 卜 シ テ 、 束 TOk-- 般 二 對 ス ル 帝 1 ノ植 政策 プ施ス へキ i ぉ述ー 一際.^: セル ナリ。 故  一！ 今， 時 一一 

ぉリ、 tt-i- 政策 ヲ操 縱スへ キ责務 アル  一^ ヲ 置キ、 臺湾ノ 政治 ヲ有效 一一 監赞 スル卜 ゆ-一、 系統 アル 彼-: 政策 プ. 2 外-一 施 サシム 

ル ノ 必要 ァリト 信 セリ。 

續ぃ てこの 「意 a -」 は、 新設 拓 ti^ 務省の 制度 及び 經费の 實際淪 に 入った。 その 最も 色と なすべき は、 毫灣總 の 

監督 機關 として 拓殖 務 大臣 を S べに 非す して、 「臺灣 總# ヲシ テ國務 大臣 ヲ兼 攝セ シメ」 ると いふ 點に あった。 次の 

通りで ある。 

今此 一竹 ヲ設？ ^スル -I 就テ、 制度 及ヒ. 1 費上ノ 際ヲ n 陳 セン 一- 內務. 5^ ノ臺灣 課 ヲ廢シ テ之ヲ 新 IS ノ 竹-一 移シ、 今 = 外務 竹ノ管 

理- 一場 スル移 は 其他梳 W 事務 ヲ之- 一 併セ、 =5 ッ帝國 植民 政策 ノホ動 地 タル 臺灣 ノ， 終營 一一 就キテ ハ、 臺灣總 曾 ヲシテ 其 實任ヲ 令： ゥ 

セシメ ンカ §1  メ 一一、 臺 潜璁督 ヲシテ 讓務大 E ヲ諕 攝セ シメ、 や  1 一法 上 臺濟. M 營 上ノ贵 任ヲ； ハ シム ルト同 一一、 帝^ 一般 ノ植 民政 

策ヲ シテ、 臺灣 / 終 營ト相 背馳 スル n ト ナカ ラシ メンヲ 期 セサル へ カラス。 其お ノ如キ モ亦タ 臺政 一一 干與 シ タル 者 ヲ仵 W シ、 

乂 ハ臺 灣總督 府ノ吏 a; ヲ シ テ 兼務 セシ ムル コト、 セハ、 啻 一一 彼我 ノ 事情 ヲ疏通 スルノ 便 アル ノ ミナ ラス、 經 费ノ點 -I 於テ モ亦タ 

大 一一 節約 ヲ 得、 大約 十萬圆 以内 ヲ 以 テ足ル コト、 思考 ス 。 

そして この 「意見」 は 最後に 結論と して、 次の 如く 記して ゐる。 蓋し 兒玉 總赞と 後藤 民政 長せ とに、 最も 近親な 伊 

藤 內閣の 時代 こそ、 日頃の この 意見 を實 現す るに、 最も 機 ま を 得た ものと 爲 したる が 故で あらう。 

本お 久 シク已 一一 此意 0^ ヲ 抱キ、 嘗テ屢 前 内閣 一一 具陳 セ ント 欲シ、 而シ テ 時機 ヲ得ス 0 今ャ幸  一一！？ <閗" 卜ノ. S 閣- 一遇 フ n トヲ 得。 

竊 -ー以 Is ラタ。 此 意見 ハ本官 一 人ノ 私見 一一 アラス、 K  - 一  閣下 前 ロノ 趣 an- ブ 擴充シ タル 一-過 キス。 夫 レ此ク ノ如ク -I シテ始 メテ、 

臺 湾 統治 ノ 方針 終始一貫 倫 ハラス、 帝國植 -i- 政 1^ モ亦之 一一 據リテ 確立 スルヲ 得へ シト。 若シ 然ルヲ 得サル トキ ハ、 则 チ臺灣 統治： 


ノ？ 《J 1?^- 一功 ヲ  一^-一^ クノ憾 アル ノ ミナ ラス、 帝國 植民 政策 ノ 方針 モ亦 確立 シ難 カラン。 此レ 本お， 別紙 {::! 制 案 概 

^書 ヲ 具シ、 以テ建 一一 a スル 所以 ナリ C  . 

以 h を 以て、 「拓殖 務省設 S ノ 意見」 は 終って ゐ る。 附霉の 「せ 制 案」、 「理由 蚩曰 一、 「各 阈ノ 類例 I、 「經 费槪算 《1ー 

は 省略す る。 蓋し この 意見 はつひに 容 れられ す、 拓殖 務 省の 設 S は 結 35 實 現されなかった からで ある。 また 兒玉總 ：§3 

が、 假へ 陸相と はいへ、 內閣の 一員と して 連帶 責任 を 執って ゐる 以上、 當座 はさ ほど 不便 を 感じなかった ので ある。 

S みに この 拓殖 務省 設置の 意見 は、 終始一貫 渝ら ざる 伯の 意見であった。 後述す る ごとく、 第二次^ 內閣に 入閣 を 

您 想せられ たる 時に も、 伯 は 柘殖務 大臣た る默 契の 下に 承諾した 形跡が ある。 さう して その 計畫 は、 拓殖 W として 實 

現し、 ：Si 總 裁の 下に 伯 は；！ i 總裁 として その 實權を 握った のであった。 

三、 後 住 總督を 固辭す 

第 四 次 伊藤 內閣 は、 政 友 會總裁 伊藤博文 を 首班と する 政黨內 閣と稱 せられた が、 事實 において は、 新政 黨と舊 {n 僚 

との 聯立 內閣 であった。 そして 內閣の 禍根 もまた 其處 にあった C 

第 十五 議會 が、 二度まで も 貴族院の t: 會を 見、 遂に 勅語の 下賜に よって、 僅かに 內閣の 命脈 を 鬚ぎ 止めた と 思 ふと、 

今度 は 渡邊藏 相と 政 友會五 大臣との 間に、 激しい 確執が 起って、 政局 は 再び 紛糾した C それ は 渡邊藏 相が 經濟 界の趨 

勢 を 案じて、 公債 募集に よる 官業の 遂行 を 否認し、 斷然 公債 ま 辨に屬 する 三十 四 年度の 官業 を 中止し、 根本より 財， K 

の 改革 を斷行 せんとし たるに 對し、 政 友會五 大臣が 猛烈に 反對 したので ある。 
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その 間に 立って、 この 內紛 調停の 中心人物 となった の は、 兒玉 陸相であった。 政治家と しての 兒 玉の 力量が 大いに 

認められ たの は、 それ以来であった。 そして この 內紛 は兒玉 陸相、 加 藤 外相、 山 本 海相の 盡カ により、 一時 il 、靜 する 

こと を 得た が、 渡邊藏 相が 更に 三十 五 年度 財政 計畫を 閣議に 提出す るに 及び、 雨 者の 確執 は 再び 爆發 した。 そして 內 

閣 成立 以来 僅か 七 箇月 半に して、 伊藤 內閣 は崩壞 する に 至った ので ある。 

明治 三十 四 年 六月 二日、 元老 會議の 結果、 その後 を 承け て 生れた のが、 ；：！ ^太郞 を 首班と する 所謂 「少壯 內閣」 であ 

つた。 そして 兒玉 陸相と 山 本 海相と は、 聖 意に 基いて 內閣に 留まり、 ；！ 新 首相 を 助けた が、 第 十六 議會 が兒玉 陸相の 

奔走に より、 紛亂の 中に 漸く 切拔 くる を 得る や、 彼 は 柱 內閣の 遊撃隊と して 閣外より これ を 援助 せんがた めに、 陸相 

の 椅子 を 寺 內正毅 中將に 譲り、 臺灣 總督專 任と なった。 時に 明治 三十 五 年 三月 二十 七日であった。 

然るに 挫少 壯內閣 が、 海軍 擴 張と 地租 增徵繼 續のニ 案 を 提げて、 第 十七 議會に 臨む や、 忽ちに して 政 友會の 對に 

際會 し、 加 ふるに 憲政 本黨も 亦、 政 友會と 袖を聯 ねて、 反對派 を聲援 したる ため、 ；：； 內閣は 怖るべき 難關 にさし かか 

つた。 

この 時臺灣 島から 馳せ來 つて、 內閣と 政友會 との 間に、 調停 奔走 これ 努めた の は、 兒玉總 ^であった。 そして 病 を 

力めて 大碟に 伊藤 侯を訪 ひ、 挫 首相の ために 說 客の 役 を 買って出で、 大いに 政 友會を 動かした の は、 このと きで あつ 

た。 かくして 第 十七 議會は 解散 を 見た けれども、 この 奔走の 結果 は 伊藤 政 友會總 裁と 桂 首相との 會見 となり、 無事に 

第 十八 議會 を切拔 くる こと を 得た ので ある。 

その 間に、 帝國 朝野の 視聽 は、 俄然 滿洲 問題に 集中され つつあった。 露 國は撒 兵 を 行 ふべき 期に 至る も、 依然 それ： 


-行 せざる の み ならす、 却って ます/ \兵備 を 修め て、 我れ を^ 嚇 せんとす る 形勢 を 示して 來 たから である。 

^^內閣はぃょく本腰を入れて、 露 國に對 する の 決心 を 堅めなければ なら なくなった。 しかし その 先決 條件 は、 

閣の 改造 補强 であった。 

明治 三十 六 年 七月 十五 日、 兒玉 總督が 再び 臺灣 島より 出で て內務 大臣 を兼攝 し、 同 十七 日、 文部大臣 を 兼任す るに 

至った の は、 そのため である。 それ を臺灣 日日 新報 は 論じて 曰く。 

然 らば 本島の 政治 如何ん と 云 ふに、 是れ亦 憂 ふるに 足らざる ベく、 本島 經營 の規畫 は旣に 成り、 今 は唯當 初の 計 

畫に 依りて 之 を 遂行す るに 過ぎ ざれば、 兒玉 總督の 常に 本島に 在らざる も、 甚だしき 不便 を 感んぜ ざるべし。 特 

に 後藤 長官 は 依然と して 其の 職に 在る ベければ、 本島 政 治の 上に 聊か も變 動を與 ふること なかるべし。 且つ 今 本 

島の 憂 ふる 所 は、 本島 經營 上の 計畫 立たざる に 非す して、 其の 計畫の 遂行に 要する 經 費の、 動もすれば 中央 政界 

に非認 せらる るに 在り。 然るに 兒玉 總督は 今や、 本島 政治の 直接 監督者た る內 相の 椅子に 據る。 此の 如きの 弊 を 

II 正す るに 於て 無上の 便宜 を 得る を 疑 はざる なり。 

治臺 すでに 五 年 有餘、 伯の 威望 まさに 全島 を蔽 ひ、 事實上 總督の 貫祿を 具へ 来りつつ あ-りし を 見るべき である。 ま 

た、 事實 において 兒玉 總督の 意中に は、 すでに 後藤 民政長官 を臺灣 總督の 後任に 推さん との 心が、 動きつつ あった や 

うで ある。 尤も これにつ いて、 ただ 一 つの 障礙 は、 總督 武官 制であった。 これにつ いて、 新聞 は 報じて 曰く。 

兒玉 男の 內 相と 臺 灣總督 兼任 は 如何にな り 行くべき か、 未だ 极據 ある 報道に 接せ ざれ ども、 娃 首相 は 是非とも 男 

の 中央政府に 留る こと を 必要と し 居れば、 兒玉男 も 結 IS 內相 兼任と なる に 至るべく、 同時に 臺灣總 « "に關 する 赏 
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制 改正せられ、 文せ 總督を S くこと、 なるや も 知れす と 云 ふ。 蓋し 松 方 內閣の 時に 於て、 一た び 文せ 總督を 置丄 

に內 決した る 事 ありし も、 文れ にして は 守備隊 の 指揮 を 託す ベから すとの 議論 陸軍 部內 に 起り て、 實 行す る に 至- 

ら ざり しが、  今日となりては土匪^^定し、 時々 勦討の 必要 起 りても、 大抵 警察官の 手に て 之 を 行へ.. -。 從 つて 平； 

時に 於て 總督が 守備隊 を 指揮す るの 場合 少なく、 文官 總督 にても 實際上 差 支へ なしと なり。 

然しながら、 當 時の 情勢 は、 いまだ 總督 文官 制 を實 現し 得る までに は 進んで ゐ なかった。 伯 もまた、 それ を排 して 一 

まで、 總督の 椅子 を 獲得し ようとい ふ 意志はなかった。 今 井 周三郞 はかう 言って ゐる。  ， 

大正 五 年 四月に 臺灣共 進會が ありました 時、 伯が 渡臺 致されての II り途、 神戶で 私が お 目に かかった 時の 話で あ 一 

ります。 私が 不圖 斯う 云うた のです。 「臺灣 も 今日は 軍人さん でな くも 總 5^= はよ いと 思 ひます が、 閣下 は 如何 

しで 御座いま すか」 と。 すると 伯は卽 座に 「それ は 不可ぬ、 植： 地と いふ もの は、 文 {：：^ では 不可ぬ もの だ。 武 

一 

人 は 新附の 民に 威容 を 示す 上に も、 叉政黨 員な どの 容噪を 退ける 意味に 於いても、 實に 都合の よい ものである。 一 

文， }： ^は 其の 點に 於いて 到底 武人に は 及ばない。 日露戰^^になって兒玉總督が滿洲に行かれるので、 私 を總赞 とい 一 

ふ說 があった が、 それ はィケ ませぬ と辭 退した。 兒玉總 |3 の 名に 於いて やる のなら、 たと へ 總权： ： が 御 不在と 雖も • 

何年 間で も 立派に やれます が、 後藤 總督 では 迚も やれ ませぬ と 云った」 云々 とい ふこと でありました。  一 

卽ち今 井の 語る ところの 如く、 後藤 民政長官 を臺 灣總督 後任に とい ふ說 が、 實現 性を帶 びて 来たの は、 明治 三十 六 

年 十月 十二 日、 兒玉總 将が內 相の 椅子 を 松て て、 自ら 參謀 次長の 職に 就いた 時で ある。 

しかし こ-の 時 も、 伯が 上述の 理由に よって、 自ら 總# 就任 を 避けた こと は、 朝 比ん ぶ 知 泉の 次の^ 話に よって も^ふ 一 


ことができる。 

參謀 次長 田 村 怡與造 中將の 日露 戰 _w 將に 開始 せんとす るに 際して.！！. た 死す る や、 將軍 (兒 玉) は 此の 大役 大山 總長 

を 助く る もの 外にな しと 決心して、 當時 總督の 職、 武人に 限りた るに 拘ら す、 斷然 文官た る 後藤 を 以て 之れ に 任 

ぜんとし、 れ制變 更の奏 議を懷 にして、 其の 內意を 後藤 伯に 示した。 後藤 伯 之れ を固辭 して、 亳灣の 方 は 何とか 

バッを 合 はせ ませう というて 退きた る當 時の 內事 を、 伯が 初めて 衆人の 前に 披露した の は、 去年 藤圃會 第一 の會 

を 開いた 時の 事だった。 

かう して 伯の 臺灣總 # 說は實 現せす、 やがて 日露の 戰端 開かる る や、 兒玉將 軍は臺 灣總齊 のままで、 滿洲の 野に 出 

祉 して 行った。 しかし この間、 伯が 事實 上の 總督 として、 新领土 統治の 大任 を 一人で 擔 つて ゐ たこと は、 勿論の こと 

である。 

四、 積極 主義 の 大國策 

明治 三十 六 年の 春 は、 わが 政界が、 內 外より する 狂 瀾 怒濤の 奔騰に、 應接 追な かりし 時であった。 外に は滿 Si に對 

する 露 西 亞の壓 迫 あり、 內には 地租 增徴案 をめ ぐる 政府と 政黨 との 抗 SJ^ あり、 囂々 の 聲は朝 に滿 ちわた つた" さう 

して 結：； r 地租 增徴案 を撒囘 する 條 件の 下に、 總理 大臣 桂太郞 と、 政 友 會總裁 伊藤博文との 間に、 1. 交 協が 成立して、 

やう やく 第 十八 議會 を乘り 切る ことができ、 桂內閣 が、 いよく 對露國 策の 遂行に 驀進す る ことにな つたこと は、 前 

項す でに 述べ たると ころで あるし 
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玆に ー篇の 伯の 論策が ある。 その 起草 提出 せられた 年月日 は 明かで ない が、 その 內容 から 見て、 第 十八 議會の 直前 

安 協 問題の まし かつ た 最中で ある こと は 確か である。 また 何人 に 宛てて こ の 論策 を 草した る や も 明かで な いが、 そ 

の內容 より 見て、 內閣諸 公に 呈し たもので あらう と 思 はれる。 その 前文に は 次の 如く 記されて ゐる。 

外交 ハ滿洲 問題 ヲ以 テ終ル へ キー 一 非サル 也。 內治ハ バタ 協 問題 ヲ以テ 就 レリ トス 可キ 一一 非サル 也。 而カモ 外、 風雲 

ノ急 勢如斯 キー 一際 シテ 內ハ尙 國論ノ 一致 ヲ缺 キ、 紛々 擾々、 ：：^ 心ノ歸 著スル 所ヲ知 ラサ ラシ ムル モノ 抑 モ誰ノ  1^ 

トカ 爲ス。 由來 政府 ノ議會 二位 ムャ。 切 一一 時 ノ 圓滿ヲ 期スル ノ餘、 唯 タ麵齪 操縱ヲ 是レ事 トシ、 嘗テ峻 嚴難侵 

キノ 氣勢ヲ VI；？ ス。 議會 亦タ徒 一一 衆愚 ノ意 ヲ迎へ テ、 12- 抗 要路 二 迫ルノ 外、 復タ 至誠 以テ議 政 ニ參與 スルノ 意志 ァ 

ルナ シ。 喧乎 如斯ク 二 シテ、 邦家 ノ隆興 ヲ期セ ン トス ル モノ、 誰 力 其 難易 ヲ知ラ ス トセ ン *^。 世界 ノ 大勢 ハ駸々 

我 一一 先 驅シテ 去リ、 外 强ノ壓 迫ハ、 R 一一  四 圍ヲ襲 フテ歇 マサル へ ク、 如斯ク 一一 シテ我 力 擴翼ノ 好機 一 去、 復タ挽 

囘スへ 力 ラサル ノ 悲境 一一 陷 ルナ キ ヲ保ス 可ケン 乎。 吾人 玆 一一 菲薄ヲ 顧 ミス、 一片 綢！ ！ノ念 二 驅テ、 敢テ諸 公ノ賢 

明 ュ訴へ ン トス ル モノ、 亦タ應 一一 時 W  ノ歇ム へ 力 ラサル モノ アル  一一 K 胎セ ス ン ハ非 ラス。 

以て この 論策 起草の 動機 を 知るべき である。 かくて 伯 は、 この 前文に 綾いて、 直ちに 次の ごとく 論じ 進んだ。 

正理 公道 ハ 天下 ノ 大法 ナリ。 是レ ュ准フ モ ノ ハ 與リ、 之レ 一一 悖ル モ ノ ハ 亡フ。 而カ モ叨リ 一一 權術 ヲ界 シ、 利運ヲ 

僥倖 シ、 以テ 一時 ノ 損益 ヲ打 箅シ、 更 一一 大勢 ノ 歸スル 處ヲ識 ラサル 力 如 キハ、 其陋 ヤ^ス 可 カラス。 

伯 は斯く 疾呼した。 そして 區々 目前の 政略 を 超越して、 國家 百年の 長 計 を 樹立せ ざるべからざる 所以 を說 きたる 後、 

まづ 當時 の 大 問題た る議會 論及び 政黨論 に 入った。 


豫算ノ 議定 ト 立法 ノ 協賛 トハ、 憲法 ノ 欽定 一一 因テ 附與セ ラレ タル 議會 ノ權能 ナリ。 憲法 ノ 神聖 ナルト 同時-一、 議 

會ノ權 能亦タ 神聖 ナリ。 乃チ 祌聖ナ ルカ 故 二、 之レカ 權能ノ 作用 ハ最 モ愼重 ナル へ ク、 放 縱ナル へ カラス。 

しかも 伯の 論策 は、 帝 國議會 が旣往 において、 「輒モ ス レ ハ濫恣 放縱」 なりし こと を慨 、すると 共に、 議會 を.； i:! 右 

する 政 黨に鋒 先を轉 じて、 

試ミ -ー 議會多 數黨ノ 主張 ス ル處 ヲ案ス ルー 一、 ーモ 合理 適實ナ ル モノ アル ヲ\ ^ス。 旣ニ  .：- ナ內ノ 大勢 一一 鑑ミ ルァ リテ、 

第三 期 海： 車擴 張ノ擧 ヲ贊ス ルモ、 之レカ 財源 トシ テ最モ 適實笨 固ナル 地租 增徵 ノ策ヲ 否認 シ、 而シ テ替フ ル 二 粗 

放漫 散 クル 兩政 整理 ヲ設ク 力 如キ、 或ハ 國富增 進-一 缺ク へ 力 ラサル 交通 機關ノ 設備、 其 他生 產的 事業 總テ ノ經營 

ヲ 排却ス へ シト說 クカ如 キ抑モ 何ノ意 タル ャ得テ 知ル可 カラス。 

と 攻撃し、 彼等が 世界の 帝國 主義 時代に おいて、 「穴 ェシ ク無爲 小康 ニ安ン シテ」 消極 主義 を 持す る もの 「果シ テ能ク 

國家 存立 ノ理義 一一 通シ、 國富 增進ノ 途ヲ識 レリ ト無 スヲ 得へ キ敷」 と 反問した。 そして、 

空前 ノ大 榮譽ヲ 荷へ ル戰勝 後 ノ帝國 力、 二十世紀 ノ 活舞臺 一一 處シテ 衡ヲ 中原 一一 爭ハ ン トス ル 一一 方リテ ハ、 勢ヒ國 

費ノ 膨脹 ヲ否ム 能 ハサ ル ハ 自然 ノ數 ナリ。 

と^ 破し、 ついで 帝 國の財 計 を英、 佛、 露、 填の 肘 計と 比較して、 未だ 甚だ 小なる 事實 を擧げ て、 次の 如く 增稅 il を 

提唱した。 

今ノ時 ハ租稅 ノ輕重 ヲ論ス へ キー 一 アラス。 況ンャ 其 稅法ノ 爾ク諸 外國ニ 比シテ 過重 ナル ヲ見ル 二 アラス。 却テ阈 

民 ノ负擔 カー 一 於 テ猶ホ 十分 ノ餘裕 ヲ存ス ル ハ掩フ へ 力 ラサル ノ事 實ナル - ー於テ ヲャ。 
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然 らば 伯の 論策 は、 何の 故に かくの 如き 增稅論 を 提唱す るので あるか。 それ は、 「生産 的經濟 一一 伴フ 財計ノ 膨股ハ 

所謂 國運 伸張 ノ礤 # 二 シテ、 國威發 揚ノ大 動機 ナ ラサル へ カラス」 と 信す るが ためで ある。 そして r 是ニ 於テ乎 所謂 

^極 的經 營ナル モノ  、 成案 ナカ ル へ カラス。 請 フ左ニ 其 梗概 ヲ摘 述セ ン」 として、 (一 ) 外資の 輸入、 (一 一) 歳 人の 增加、 

(三) 新 事業の 經營の 三 項に N つて、 說く ところがあった。  . 

第一、 外資の 輸入に 就いて、 伯の 論じた ると ころ は、 次の 通りで ある。 

國债ノ I？ 加ヲ 以テ、 政家ノ 痛苦 ヲ感 セシ メクル/時 代ハ、 遠ク 昔日 ノ 夢想 ト 化了シ 去リ、 跌近 W 家 肘 政 ノ极^ 

ト經濟 運用 ノ途 一一 於テ、 國愦ノ 增加ハ 寧。 國 カノ 發展ヲ 意味 シ、 國家ノ 信用 ヲ 表明 スルノ 具 トナル - 一至 リシ ハ、 

現實ニ 活歴 史ノ 證明シ テ餘 リアル ヲ見ル へ シ。 若 シ國債 ノ爲メ 一一 失收ノ 迹ァリ トセ ハ、 其ハ國 債ノ罪 一一 アラス シ 

テ、 一一 一 活用 其 途ヲ過 テルニ W ル ノミ。 

しかも 伯 は、 n 洁戰 役の 捷利、 日英 同盟の 成功、 海外？ 只 タ„- の 仲 張に よって、 我が 公债 の聲價 漸く 高 からん とする 今 

口 こそ、 外？ 一? 輸入の 絶大の 好機な りと なし、 

IS ラク難 得 キノ 好機 ヲ利 シテ、 資ヲ 海外 薄利 ノ 市場 一一 求メ、 其 用途 ノ 緩急 ヲ 探究 シ、 以テ 鐵道ヲ 建設 スへ ク、 交 

通 及 通信 機關ノ み兀備 ヲ圖ル へ ク、 將タ 港灣ヲ 築設ス へ ク、 農工 業 ヲ獎勵 發達セ シ ム へ シ。 試ミ 一一 吾人 ノ 概算 ヲ以 

テス レ ハ、 約ニ惊 萬^  ノ給資 ハ以テ 經畫ノ 大要 部ヲ 辨スル 一一 足 ラン 歟。 而シテ 二 億萬ノ 资ハ、 之レカ 供給 ヲ 米 

ノ巿場 一一 求 メテ敢 テ難キ ヲ覺へ サルノ ミナ ラス、 執 ル處ノ 手段 ト 時期 ト 一一 於テ 好適 ナルヲ 得ハ、 反 テ彼ノ 歡迎聲 

裡 一一 好 ヲ收メ ンコ トハ、 我 力 公情ノ 海外 一一 於ケ ル聲^^如何 一一 微ス ルモ疑 ヒナ キヲ信 スルー 一足 ル ヘシ。 


と說 いた。 しかも 帝 國がニ 億關の 外債 を 必要と する の は、 單に國 內生產 事業 助長の ための みで はない。 「現下 列强/ 

全力 ハ^ン ト 東亞 一一 集注 セ ラ レツ、. 一 ある 形勢に 鑑み、 「帝 國ノ 安危 ト 東洋 ノ 平和 トヲ 維持 ス ルカ 爲メ 一一  ハ、 齢 ク乇 

有事 一一 準備 ス ルノ財 案 ナカ ル へ カラス」 となす が 故で ある。 

外債 ノ 用途 一一 關シテ ハ、 必 ラス シモ借 入 名目 ヲ 遵奉 スルヲ 要 セス、 其 一 分 ハ旣ニ 公表 サ レ タル モノ  、资金 一一 充用 

ス ルモ、 其 約 四 分ノ三 以上 ハ須 ラタ 有事 ノ日 ニ備 フ可キ モノ トシ テ國 庫-一保 存シ、 必耍ュ 應シテ 紙幣 ノ發行 又 ハ 

其他ノ 準備 一 一充 ッへキ ナリ。 斯クノ 如 クー 一 シテ歲 々困 厄 セル 政府 ノ 事業 費 ヲ支 辨シ、 W テ內、 航產 M ハ業ノ 途ヲ^ 

キ外、 列強 一一 對 f ス ルノ實 力 初メテ 望ミ得 ラル へ キヲ 信ス。 若 シ夫レ 外資 運用 ノ上 一一 於テ、 年 一 割 以上 ノ 利潤 ヲ 

收ムル ハ敢 テ難シ トス へ キー 一 アラス。 是レ 一一 向テ 是非 ヲ云 爲ス ル モノ、 如 キハ、 未タ 以テ國 家經濟 ヲ談ス へ キ 一一 

アラス 0 

以上が 伯の 外 情 論で ある。 第二の 歳入の 增 加に ついては、 

我 ガ國カ ヲ以テ 二 億 五 千 萬 關ノ租 稅負擔 一一 堪 ヘス トシ テ、 進取 國是ノ 大計 ヲ拗 却シ、 漫 一一 非 增稅ヲ 1? へ、 事業 ノ 

縮少ヲ 主張 スルノ 徙ハ、 架 シテ何 ヲ以テ 富 カノ 增進ヲ 圖リ、 國威ノ 宜揚ヲ 期 セント 欲スル 欺。 吾人 其意ヲ 解スル 

一 1 苦シ マサル ヲ 得ス。 

と 論じ、 一 方、 

唯 夫 レ我國 人 ロノ 六 割 七分ヲ 占ムル 農民 ノ歡 心ヲ 求ムル 一一. 於テ、 地租 ノ輕 減ヲ說 クハ、 虚名 ノ遞テ 自家 ノ愁 望ヲ 

充タサ ン トス ルノ徒 一一 於 テ止ム ヲ得サ ルノ策 ナル可 キモ、 事 實ハ明 力 一一 農民 力 三分 三 厘 以上. ノ稅率 ニ堪へ サルャ 
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否 ャハ、 旣 一一 問題 ト スルノ mffi ヲ有セ ス 。 

と爲 して、 地租 增徴 論を說 くと 共に、 「吾人 ハ更ニ 歲人增 加ノ. 方法 トシ テ 考慮 ス ル所ノ モノ ハ、 卽チせ 業 ヨリ 生スル 

收益 也」 と 論じて、 國家專 賣論を 試みた。 

かくの 如く、 伯の 論策 は、 當時 民間に 欝然 たる 勢力 を 持てる 消極 政策 を排 して、 外資の 輸 人に、 歳計の 增 加に、 極 

力 積極 政策 を强 調した。 しかし この 論策の 最も 特色と すべき は、 第三の 新 事業の 計 畫に關 する ものであった。 何とな 

れば、 伯 は、 

新 事業 ノ計 畫、 是レ帝 國ノ將 来-一 於テ 多大 ノ 希望 ヲ屬セ ラレ、 過重 ノ勞苦 ヲ耍ス へ キノ 事業 ハ、 前項 已 一一 要 論セ 

シ 如ク、 諸般/生 產的 設備 一一、 軍備 ノ充實 一一、 將タ敎 育 ノ獎勵 一一、 新與 ヲ要ス へキ モノ、 改良 ヲ期ス へキ モノ、 

固 ヨリー ヲ以テ 數フへ カラス。 特 一一 急須 缺ク へ 力 ラサル ノ 要務 ハ、 蓋シ對 外關係 ニ屬ス ル 設備 ノ經營 二 在リ。 

と爲 して、 次の 二 項 を 掲げて ゐ るからで ある。 曰く。 

(一 ) 淸 韓兩國 一一 對スル 通商 貿易 上、 必. 須ノ 海陸 交通 及 金融 機關ノ 完備 ヲ期 シ、 其 他 殖民 的 事業 ノ經營 ヲ努ム へ 

シ 0 

(二) 滿洲ノ 開放 ヲ期 シテ、 通商 貿易 及 殖民 事業 一一 關スル 利權ヲ 獲得 シ、 之レカ 經畫ヲ 遂行 ス ヘシ。 

そして この 二 項に ついては、 さらに、 

以上 所 揭ノ如 キハ繙 一一 時局 ノ 急務 一一 題スル ノミ。 要ハ 唯タ淸 韓兩國 ノ經營 一一 向テ 努力 邁進  一 n ヲ弛 メス 以テ 效ヲ 

、水 遠 一一 期ス ル 一一 在リ。 蓋 シ帝國 安危 ノ岐ル 、處、 一 一一 係 リテ淸 韓兩國 ノ利源 一一 屬ス ルノ 多大 ナル ヲ信ス レ ハ也。 


と概 言し、 この 論策の 結論と して ゐる。 

以て 伯の 國家 經綸の 識見が、 當 時の 大 問題た る滿洲 問題に 刺戟され て、 帝國 南進 策の 策源地た る |1  ぉ灣 島より 次第に 

離れ、 北の方、 支那 大陸に 轉 向しつつ ありし を 見るべき である。  • 

しかも 今日に 於いて、 この 論策の 結論 を 見る もの は、 伯の 意見の 旣に實 施せられ たる を 知る であらう。 比の 點に於 

いて 伯 は 三十 年 時流に 先行して ゐた とも 謂 ひ 得る であらう。 

五、 桂 首相へ の 建 由 書 づ 

明治 三十 六 年 十月 二日、 兒 玉總督 は內務 大臣 を 免ぜられ、 參謀 次長に 補任され た。 

內務 大臣 兼 臺灣總 叔：； としての 兒玉將 軍の 聲望 は、 まさに 當 時の 政 IS を 風靡して ゐた。 何人も 彼が、 伟內閣 の 大黑柱 

たる こと を 疑 ふ ものはなかった。 しかるに 彼が 此の 內 相の 要職 を、 破れ 草履 を 拾て る やうに 一擲して、 參謀 次長の 職 

に 就いた とき、 世 は 今更の 如く、 日露の 風雲； 過 迫せ る こと を 痛感した。 

福田雅 太郞大 將は囘 顧し て 云 ふ。 

その 中に 參謀 次長の 田 村 怕與造 少將は 動脈硬化症で 長逝した。 この 大事の 瀨戶 際に 名 次長 を 失った ので、 政府 は 

もとより 參謀 本部で は 大騒ぎ、 たれが 後任になる かによ つて 天下の 形勢 はき まると 噂され てゐ た。 その 時 參謀本 

部に 突然、 內務 大臣 兼 臺灣總 督の兒 玉 源 太 郞中將 が參謀 肩章 をつ けて やって来た。 物好きな ものが ある もの だぐ 

らゐに 思って ゐた ところ、 呼び だしが 来たので 行って 見る と、 「今日から この 兒 玉が 次長 だ」 との 話 。事の 意外 
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に みんな 驚いて しまったが、 その 日 更に 兒玉新 次長 は 動員、 作戰の 主任 をして ゐた私 を 呼んで 「作戰 Q 計 畫は出 

來てゐ るか」 とのお t なね。 「ハイ 出来て ゐ ますが、 ただ 朝 北部の 地圖 だけが 完全ではありません。 實は 早く 作 

つて 置きたかった のです が、 陸軍省の 方で 金 を だして くれません」 とい ふと、 「それなら 心配す る こと はない。 

すぐ 請求して くれ」 との 話であった。 この 決裁で 测量師 は 直に 朝 ii に 飛び、 地圖 作製に 取り かかった。 私 はこれ 

で 政府 も 開 戰の覺 悟 をき めた こと を 知って、 田 中 (義 一) 少佐 等と 嬉し さの あまり si- 泣きに 泣いた。 私の 一生；^ 

を 通じて、 こんな 嬉しい ことはなかった。 長い こと 苦しんで 來た 甲斐が あって、 今 こそ 「戰が 出来る」 と 雀躍り 

して 喜びあった。 (東京 朝 口 新聞 杜發行 「その 顷を 語る」 二 〇 八 I 二 〇 九 頁) 

しかし 一方から 考 へれば、 昨日まで 內務 大臣の 要職に あった 人が、 急轉 直下、 參謀 次長の 椅子に 就く とい ふこと は、 

お よそ 異數 のこと であった 0 

もとより 參謀 次長の 職が、 輕 いとい ふので はない。 しかし 地位 格式の 上から 言へば、 內務 大臣より は遙 かに 下で あ 

る。 しかも 地位の 高下 を 論ぜす、 彼が 自ら 進んで 次長の 職に 就いた の は、 田 村將軍 亡き後、 帝 國參謀 本部 を 北リ负 つて 

この 難：： 1： に當り 得る 人物 は、 乃公 以外に はゐ ない とい ふ、 深い 自信が その 胸中に あつたから である。 

それ は 兒玉將 軍でなくて は、 ちょっと 出来ない 藝當 であった。 

伯 は 兒玉總 # を囘 顧して  一一 一一 n つ た。 

人材と いふ 點に 至って は、 とてもえ らい ものです ね。 それから 身分の ことなん かは考 へない。 內務 大臣 を やめて 

參謀 次長に なって 戰に 行く とい ふやうな 人です から、 身分の ことなん か はなに も考へ ない。 そして 實に淸 ^な 人 


でした， - 

かう してお： 土總将 が參謀 次長の 椅子に 倚って 對露 問題に 專念 し、 後藤：^ 政 長 {n が蔓灣 にあって、 植： 地 1,^ 營の 大業 

に沒 頭しつつ ある 間に、 東亞の 大勢 は急轉 し、 つ ひに 日露 戰 _w となって 爆發 した。 そして 參謀 次長と して 對露 作戰の 

屮心 人物たり し 兒玉將 軍 は、 滿洲軍 總參謀 長と して 出征した。 

一方 臺灣 島に あって、 植 地 統治の 事に 從 つて ゐた伯 もまた、 この 戰 局の 進展 を 眺めて は、 內心||勃たる憂國の^^ 

を 催さざる を 得なかった。 勿論 作戰の 事に 至って は、 兒玉將 軍の 專 門で、. 伯の 關 知し 得る ところではなかった。 しか 

し， 咸 後の 政治的 經綸、 特に 經濟戰 の 問題に 至って は、 伯 一流の 識見な きを 得なかった。 

政治家と しての 伯の 特色の 一 つ は、 常に 獨创の 見識 を 抱いて ゐ たこと であった。 伯の 胸中に は、 何時でも 所謂 妙 想 

や、 ：5 策が 雲の 如く に^いて ゐた。 勿論 その なかには、 單 なる 妙策に 過ぎす して、 實現 性に 乏しい もの も 多かった とはい 

へ、 また is^ て 難き 示唆 を國 策の 上に 與 ふるもの も 少なくなかった。 

ん やい ま組國 日本 は、 國運を 賭して 露 國と戰 を 交 ふ。 伯 はも はやこの 獨创的 奇策 を、 單 なる 一家言と して 死藏す 

るに 忍びなかった。 そして i ホを 執って、 最初に 桂 首相に 呈 したの が、 次に 揭 ぐる 建言 書であった。 それ は 年月日 は不 

詳 であるが、 その 內容 によれば、 n 露戰 ゆの 初期に 呈 せられた ものの 如くで ある。 

識テ 一 書ヲ 内閣 總理大 E 枝 伯爵 閣" 卜 一一 呈ス。 

惟フ 一一 ： ナでト ノ事機 一一 先チ テ機ヲ 制セス ム ハ、 機-一 後 レテ機 ヲ制セ サル可 ラス。 機 後 機 ヲ制ス ルハ、 固ョ リ 機先 機 ヲ制ス ルー 一如 力 

スト 雖モ、 遂ー 一之 ヲ制 セサル 二 優ル。 今ャ 日露 ノ戰 端旣 二  g カレ、 機先 機 ヲ制ス ル ノ機舍 亦 求ム可 カラ スト 雖モ、 機 後 機 ヲ制ス 

ル ノ  sf.- 未タ. 4- ク絕へ タル 一一 非ス。 時局 -ー 處 スルノ 道、 克ク 機 後 ノ機ヲ 逸 セスシ テ之ヲ 制スル  一！ 存ス。 
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然 らば 所謂 「機先 機ヲ制 スル」 と は 何で あるか。 伯に よれば それ は、 戰 前にお ける 經濟 財政 戰で あった。 卽ち 干戈 

相 見 ゆるに 先立って、 敵 國に肘 政 的 壓迫を 加 ふるの 策であった。 卽ち 次の 通りで ある。 

夫レ 一 國ヲ舉 テ戰ハ ン トス ル、 必 ス ャ f;s! 大ナ ル 思慮 ト 周密 ナル 準備 トヲ 耍ス。 戰爭 S 砲火 相 0-  H 干戈 相 交 ェ 、 輪 -M ヲ 兵力 一一 ョ リ 

テ 〔1* フ ノ^ノ ミナ ラ ムャ。 亦 彼我 經濟及 財政 ノ戰 ナリ。 故 ー-敵國ノ兵カハ固ョリ^1;外ーー搭クプ許サ スト 雖モ、 之ト與 一一 其 财政ノ 

情 態ヲ精 杏シ、 财政上 外 二  Is シ テ如何ナ ル關係ヲ^？ス ル カヲ攻^シ、 我ハ之 - ー對シ テ强大 ナル^ 迫 ト迫ポ "ト ヲ加フ ルノ 手段 ヲ識 

セサル 可 ラサ ル必耍 ァリ。 

そして この 財政 經濟的 壓迫策 を、 事 實に卽 して、 伯 は 次の 如く 論じた。 

試 一一 國ノ财 政 プ看ル -- 、 其 賴ル所 ハ專 ラ外资 一一 ァリ。 低利 ノ资金 ヲ外國 市場 一一 仰キ、 其 设計プ 立 テ、 其ノ W カ發展 -ー资 スル ハ 

傅來ノ 政策 ト ス ル所 ナリ。 露^ ハ财政 上 佛國ト 斷ッ可 力 ラサル 緊切 ノ關 係ヲ 保チ、 其ノ白 耳義、 米 鎖、 獨逸 齐闕市 卜 ノ關保 亦 

タ淺 カラス。 若シ 我-一 シテ 白、 獨ノ 市場-一 於ケ ル露國 公债ヲ 低落 セシ ムルノ 手段 ヲ識 シ、 更-ー 米^- 1 於テ、 新聞紙 利 川 其 ノ他ノ 

方法 ヨリ テ、 露 國财政 ノ 甚礎ノ  tel ク鄉！ i§ 危險 ナルヲ 明-ー シ、 外國 一一 於ケル 露^ 公 一一  シ テ Y-0  - 一次 ク -ー 0 ヲ 以 テ セハ、 沸^ 

-ー アル 露國 公债お ンン獨 リ其ノ 聲^ ヲ 維持 ス ルヲ得 ムャ。 露國 财政ノ 信用 一度 ヒ 地-二 5^ チ ムカ、 彼ノ财 源忽チ 一一 シテ枯 祸シ、 

资之 ヲ求ム ル  一一 .£ ナク、 隆 海ノ眾 隊之プ 動力 ス 一一 術 ナク、 或 ハ戰爭 一一 至ラ ス シ テ 昨局ノ l^J '和 的 解決 ヲ タ リシ ャモ 必ス可 ラス。 

是レ 機先 機ヲ 制シ、 戰 ハス シ テ先 ッ勝ッ モ ノ  -I シ テ、 善 ノ善ナ ル モノ トイ フ可 シ。 W ム へ シ今ャ 交戰ノ 時代 一一 ァリ。 戰前 -ー 試 

ム へ キノ 策 之 ヲ交戰 後一 ー施ス ヲ 得ス。 我 ノ採ル へ キノ 策 ハ唯タ 機 後 機 ヲ制ス ル ノ 一  ヲ剩ス ノ ミ。 機 後ノ機 ヲ制ス ハ次ノ 次ナ ル 

モノ- ナリト 雖モ、 我 之 ヲ制セ スンハ 我 他 ニ制セ ラル。 是レ 下ノ； ト十ル モノ 一一  非 スシテ 何 ソャ。 

謂 ふ 所の 機 後の 機 を 制する の 策と は 何で あるか。 伯の 意見に よれば、 米 國に人 を 派して、 { ュ傅戰 を 行 はしむ る こと 

であった。 およそ 外交の 妙； 1 は、 大使館の 表 玄關と 闕 務 省の 正門と を繁ぐ 大道よりも、 むしろ かう した. 暗中の 飛躍に 


ありと は、 現在に おいて は 公然の 祕密 であり、 歐 洲諸國 並びに 支那が その 術に 精なる に拘 はらす、 今に 至っても、 わ 

-が 日本 は その 技 未だ 堂に 人ら す、 國際舆 論 を 我れ に 有利に 轉囘 する に 巧みで ない が、 日露 戰举當 時に おいて、 旣にそ 

の 直 要 性 を 道破せ ると ころ、 まさに 伯の 面目 躍如たる ものが ある。 曰く。 

今 = 於テ機 後ノ機 ヲ制セ ム トス ル、 時楼 少シク 後レタ ル 一一 似 タリ。 然リト 雖モ未 タ全ク 逸 シ去リ タルモ ノト ィフ， S- ラス。 其 策 

タル 適任者 ヲ米國 -I 汲シ、 巧-一新 聞 政略 ヲ行ヒ 並-一 鯉 濟社會 一一 於ル 有力者 ト結ヒ 、巴组 及 ヒ各國 市場-一 於 ル露國 公債 ヲ 下落 セシ 

メ ムカ S-I 努メシ ムル 二 ァリ C 我國カ 米國ノ 同情 ヲ求 ムル ハ敢テ 難事 -I 非 ラス。 殊- 一同^ 布留ノ 猶太 人ト 協同 シ、 排露的 感情 ヲ 

鼓 is- セハ、 以テ露 國 公債 ヲ 下！^ セ シ ムルト 共-一、 同 市場 ヲ シ テ露 國ガ更 一一 公債 ヲ 募集 セ ム トス ル -I 際シ、 之-一 應セサ ラシ ムル 

ヲ 得へ ク、 施設 {=i シキヲ 得 、ノ  、 米 國人ヲ シ テ今ャ 下落 シ ッ、 アル 本邦 公債 ヲ買 占メ シ ムルコ トモ 望ミ 難シト ナサ ス。 

かくして 伯 は、 戰爭 を戰爭 以外の 手段に よって 勝利に 導くべき 秘策 を 論じた る 後、 これに 對 する 反 對論を すると 

共に、 當時 日本の 拙劣なる 國際的 財政 戰の 現狀を 慨嘆して、 次の 如く 記した C 

或ハ日 ハム。 是レ 51- ム へ クシ テ出來 得 可 ラサル 所ナリ C 何トナ レ 、ノ、 巴 里  一 I 於 ル露國 公債 所有者 ハ、 此ブ以 テ其財 *3 トシ、 此 -ー 

ヨリ 衣食 スル モノ、 露國 公債 ノ下 落ハ、 單-ー 彼等 力 直接-一 蒙ル へ キ损害 タル ノ ミナ ラス、 其 影 礬ハ延 ィテ佛 ^仝 體- ー及ハ ス ム ハ 

休 マサル ヲ以 テナ リト C 事赏ノ 眞相ャ 論者 ノ首ノ 如シ。 然リト 雖モ事 K 斯 ノ如ク ナ ルカ 故-一、 露^ 公債 ヲ： 卜落セ シムル n ト能 、ノ 

スト ィフ ハ、 能 ハサ ル 一一 アラス シテ 爲サ、 ルナ リ C 佛國 ハ露國 公債 一一 對シ テ殆 ント露 國ト其 利害 休戚 ヲ齊フ シ、 财政上 -- 於ル兩 

II  ノ關 係ハ、 ^？ホ債權者カ大ナ ル債務者ヲ倒ス コト能 ハサ ルカ 如キ 趣無シ トセ サ. -モ、 此事 賞、 ノ露國 公債 ヲ下 iiS セシム ル能ハ ス 

トノ 總テノ 理由 ナリト ナス 能、 ノ- -、、 假 リー 一 一 步ヲ讓 リテ能 ハス トス ルモ、 我^  ノ 海外-一 於ル 施設 宜シ キー I 副 ハム 力、 露阈ヲ シテ 

新-一外 3： 市場-一 起債 ス ル モ之 一一 應ス ル モノ 無ラ シ ム ル ヲ 得へ シ" 鑼テ 我國ノ 外債 募集 ノ 方法 ヲ 0- ル 二、 其 攻究 未 タ足ラ ス、 其ノ 

手段 未 タ完カ ラサル 所ァリ C 我^  ノ 海外  一 iKI 債ス ルャ、 前 一一 ハ甲國 一一 於 テシ、 後-一 ハ乙 一一 於 テシ、 機- 1 臨ミ 時-一 應シテ 其 市 
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ヲ異- 一 ス。 是レ應 募 者 一一 對シ 信義 ヲ缺 クノ甚 タシキ モノ ナルノ ミナ ラス、 亦 我^ 公債 所有者 カ其ノ 愤格ヲ 維持 シ、 nj ッ之 ヲ臉貴 

セシメ ン トス ルノ努  一！ 酬ュ ルノ 所以-一 非 ラス。 帝！： 一一  シ テ 更 一一 兩！：  於 テ 公債 ヲ 募集 セム トス ルカ 如 キコト アル-一 於 テハ、 屮乙 

-.sni- ハ我^  ノ 公債 ヲ 听有ス ル 一一 拘ハ ラ ス、 其ノ 愤格ヲ 下落 セシメ スムハ 休 マサルへ シ。 斯 ノ如キ ハ其 罪應募 者-一 アラス シテ、 

其 責却テ 募集 者 一一 ァリ。 n- ッ夫レ 我^ 知名 ノ 政治家 若ク ハ經濟 家 二 シ テ、 往々 經濟 上ノ鎖 國論ヲ フ ル モ ノア リ。 若ク ハ我カ W 

政- -對ス ル悲觀 的 意見 ヲ發 表シ、 タ シキ ハ^ 家 破産 ヲ殿ー {-2 ス ル モノ ァリ。 斯 ルー 百 動 ノ爲メ 一一  我阈 財政 ノ對 外信 e ハ毀担 セラ レ、 

延ィテ 布 外 公債 ノ聲 愤ヲ 失墜 セ シ メタル コトハ 意 想ノ外 一一 ァリ。 海外市場 一一 於ケ ル我國 公債 ノ 下落 亦タ K シ ム - 一足 ラ ス。 而シ テ 

我膀 海軍 ノ連戰 連勝、 列^  ノ視聽 7 錄 勉セシ メタル 一一 モ拘ハ ラ ス、 昨今 我 力 公債 ノ 暴落 ヲ來シ タル 力 如キハ 如何 ソャ。 或ハ是 レ 

0^ 一一  於テ、 我^ 力 露^ 公債 一一 對シ テ行フ へキ 听ヲ、 我 1： 公債 一一 對シ テ 逆施シ タ モノ  一一  ：！^ ラサル 無 キヲ得 ンャ。 事 IT:: ノ 示ス听 一一 

ョ レハ、 昨年  一 W 中 露國ノ 外債 ゝ i  一  §£ 一一  シ テ今 H 尙ホ 九十 三お ノ^ 格 ヲ保チ ッ、 アル 一一 拘ラ フ、、 帝阈 外債 ハ昨 一  =： 中 八十 六 

Y かンナ リシ モノ 今ハ .：( 十二 傍-一 暴落 セリ、 斯ル大 暴落 ハ決シ テ健 仝ナ ル我财 政上ノ 情態ト 相副フ モノ 一一  非 ラス。 述败ノ 露^ 公債 力 

暴落 ス へ クシ テ不 (3  ノ^ 格ヲ 維持 シ、 速 勝ノ帝 n 公債 力 其^ 格ヲ 維持 ス へ ク シ テ不^^ノ暴落ヲ！：^ル ハ、 我！； 力 極東-一 伉シ、 歐米 

列^ 卜 隔絶 セ ルコトー 源 因 タル へ シト 雖モ、 露 國カ隱 約ノ間 一一 我^ 财政ノ 信用 ヲ 毀損 セシ ム ル -I 努メ タ リシ コ トモ、 亦タ 其 源 

S  ノ 一  ナ ルへキ 力。 然リト 雖モ、 今 = 一一 於テ 適切 ノ 方法 ヲ廻ラ サム 力、 我 财政ノ 信 S ト我カ 外債 ノ 相場 ヲ 囘復ス ル コ ト敢テ 不可 

能 二 非ス。 

マて して 伯は續 いて、 當時 一部の 間に 行 はれた 不換紙幣 發行說 に反對 して、 次の 如く 記した。 

^或 ハ倫敦 一一 於 ル我^ 公债ノ 惯格ハ 六十 ニ磅 一一 過 キス、 假令 我^- 1 於 テ不換 紙 |B ヲ 發行ス ルモ、 克ク此 ト：^  一  ノ^ 格 ヲ保チ 得へ 

キヲ 以テ、 已ムヲ 得 スムハ 不換紙幣 ノ發行 ヲ以テ 新 -ー 外債 ヲ起ス 一一 優 レリ トノ說 ヲ爲ス モノ ァリ。 思 ハサ ルノ タシ キノ ミ。 假 

リ 二 戰爭畏 期 一一 亙リ テ其ノ 終^ ノ 何時 ナ ルカ ヲ期 シ難シ トス ルモ、 若クハ 新-一外 債ヲ 募集 スル ハ不換 紙 IE ヲ 發行ス ルト M  一^ 果 

ヲ來 タス トス ルモ、 寧 D 外債 ヲ 募集 シテ 他：；： 不換紙 W ヲ發 行ス ルノ餘 地 ヲ存ス ルプ利 トス。 我 力 外債 ノ愤格 暴落 シ タル！ g  メ 一一、 


不換紙 IS ヲ發 行ス ルカ 如 キハ、 ノ得 タルモ ノト 云フ可 ラス。 

以上が伯の^^首相に呈せる意見書の前半でぁる。 次に 伯の 筆 は 外債 問題より 一 轉 して、 講和 問題に 入った。 それ は 

常時に おいて は、 大瞻 不敵の 提案と 言 はねば ならなかった。 蓋し 國：： はま さに 戰爭に 熱中し、 <fr にして 講和 を議 する 

ものの 如き あらば、 ど 國賊と R せらる ベ き 形勢であった からで ある。 

しかし 伯 は 敢然と して、 首相に 直言した。 

夫レ 戰期ハ 今：：； 一一 於テ 豫測ス へ カラス C 乃チ 豫測ス へ カラ スト 雖モ、 我國 ハ 一 年 二 年若 ク ハ 其 後 ，ー モ 亙リテ 繼綾ス ルモ ノト^ 

シ 、 今：：； -ー於 テ豫メ 之 一一 對 スルノ  W 政計畫 ヲ 立テ、 對外 施設 ノ爲- 一 其ノ仝 カヲ ffl ヒサん 町 ラス。 古金 銀 / 提 W 極端 ナ ル 儉約 I：； 行 

ノ 如キ、 豈- 一時 局-一 對シ テ用ュ ル 妙策 ナリ トセ ムャ。 . 

=1 露 戰爭ハ 短期 一一 於テ 結了 ヲ吿ク へ キカ、 若ク ハ 長期 一一 互ルへ キカ、 是レ帝 國ノ财 政 經濟ノ 將來ヲ 慮ルモ ノ、 切 n 知ラ ン ト欲ス 

ル所 ナリ。 思フ - ー箕戰 以外 別-一 戰期ヲ 伸縮 ス ル ノ 術無キ 一一 非 ラス。 而シ テ戰期 長短 如何 ノ 問題-一 對ス ル判 斷ハ、 內 閣カ果 シテ此 

術ヲ 講究 シ 几 ッ 著手シ タリ ャ否ャ 一一 ヨリ 下サル へ キ モノ ナリ。 若シ 戰爭ノ 終結 ヲ 一 -ー 戰爭其 物 一一 委シ、 戰期ノ 伸縮 ヲ  一 一一 5* 人ノ 

力-一任 ス ルカ 如キ ハ、 譬へ ハ拙手 對局四 ッ目殺 シヲ以 テ其技 ヲ鬪ハ フ、 一一 均 シク、 徒 二 石 子 ヲ盤上 -ー 碁 布 羅列 シ、 石 子童キ テ勝败 

決 セス。 冗， 一 取石ヲ 交換 シ テ相 爭ヒ、 遂 一一 石 子ヲ下 ス ノ餘地 ノ無キ 一一 至 リテ滕 敗 漸ク決 ス。 名手 一一 至 テハ然 ラス C 多ク手 ヲ下サ 

ス、 多ク 石子ヲ 投セス シテ、 滕 耽乃チ 決ス。 若シ 世界 政局 一一 於テ 此種ノ 大手 腕 ヲ試ミ ム トセ ハ、 軍事 ハ之ヲ 軍人-一 委シ、 議侖 3- 一 

封ス ル 政務 ハ之ヲ 主任 大臣 ヲシ テ當ラ シ メ、 內閣ノ 主班 一一 立 ッ總理 大臣 ハ、 專 ラカヲ 外交 政策 ノ攻 究ト赏 行ト -ー W ュ ル所ナ カル 

へ カラス。 對議 會策ノ 攻究、 政黨 操縱ノ 如キ、 焉ン ソ總理 大臣 自ラ手 ヲ下ス ニ値セ ムャ。 若シ a 卟析銜 其 シキヲ 得ハ、 櫞姐ノ 

問 一一 於テ 戰期ヲ 短縮 スルノ 奇算 妙計 必 スシモ 之 レ無シ トセ サ ルナ リ。 

然 らば 「實戰 以外 一一 刖 一一 戰期ヲ 仲 縮 スルノ 術」 と は 何で あるか。 それ は 列國の H- 涉で あった。 これ また、 日淸 戰ハ？ 

第一章 臺灣 民政長官  五 九 三 
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後に おける 三 國干涉 の 記憶い まだ 新しき 當 時の 日本に とって は、 驚く ベ き 提案と 言 はねば ならなかった。 しかし 伯 は、 

平然と して その 論 をつ づ けた。 

如何-一 シテ 戰期ヲ 短縮 ス ルヲ 得へ キカ、 曰ク列 國ノ戰 局-一 對ス ル 干涉是 ナリ。 常 局 者果シ テ此事 一一 關シ 考慮 ス ル听 ァリ、 ッ施 

設ス ル 所ァリ ャ否ャ 一一 至テ ハ、 本官 得 テ之ヲ 知 ラスト 雖モ、 戰局ヲ 那邊迄 進メ、 如何 ナル 時機 一一 於テ、 如何 ナル^ー 一  ヨリ、 如何 

ナル 方法 ヲ以テ 干渉 セシム へキ カー 一就 テハ、 當局 者必ラ ス成！^！ァ ラム。 若 シ試ミ ラル へ キ干涉 一一 シ テ、 帝國ノ 目的 ト スル所 一一 副 

ヒ、 帝國 ノ欲ス ル所ノ 結果 ヲ以テ 時局 ヲ 解決 ス ル ヲ 得ハ、 是 レ帝國 一-於 テ 外交 上 列强ヲ 飜弄ス ルナ リ。 若シ反 之、 帝國ノ 欲セサ 

ル干 涉ヲ蒙 ルカ 如キ コトァ ラム 力、 是レ 帝國ハ 外交 上 列强ノ  一一  飜弄セ ラル、 ナリ。 從 來帝國 ハ我カ 欲スル 所ノ干 涉ハ之 ヲ受ケ 

タルコ ト ナク、 受ケ タル 干涉 ハ我カ 欲セサ ル所ノ モノ ナルヲ 以テ、 總テ干 涉ヲ以 テ甚タ 恐ル へ ク避ク へ シト ナス。 然リ ト雖モ 

干 涉-: M 一-恐 ル へ ク避ク へ キ 種類ノ モノ  ノ ミナ ラム ャ。 若シ我 一一 利 一一、 敵國 一一 不利 ナ ル干涉 力、 我ノ 希望 ス ル 時機 一一 於テ、 我 一一 好 

意ァ ル 友邦 一一 ヨリ 試ミ ラル、 トセ ンカ、 帝國ハ 交戰ノ 目的 ヲ達 シ、 光譽 アル 平和 ヲ以テ ヲ 解決 シ 得へ キノ ミカ、 亦 タ以テ 

數億ノ 軍事費 ヲ 節約 ス ルヲ得 ヘシ。 本官 ハ閣 -卜ノ 聰明 ナル、 必 ラス ャ此- 一 注意 セラ ル 、所 ナルヲ 疑 ハス。 唯タ斷 行ノ速 ナルヲ 

希望 ス。 

伯 はさら に、 列國干 涉に關 する 具體的 問題の 一として、 獨 逸の 態度 を 次の ごとく 論じた。 

u 露 談判 交渉 中 及 開 戰 後-一 於テ、 極東 事件 一一 對ス ル獨逸 皇帝 ノ 態度、 甚タ 明瞭 ナ ラス。 然ル 一一 近 者其ノ 態度 一 1- シ、 我國- ー對シ 

テ 好意 ヲ示ス 一一 至 リタ ルハ、 i 是- 一喜 フ へキコ トナリ トノ說 ヲ爲ス モノ ァリ。 夫レ 或ハ然 ラム。 然リト 雖モ、 獨帝カ 我 -ー 示ス 好意 

ハ、 亦 タ露國 一一 對シテ 示 ス處ノ モノー 一  非 ラサル 無 キヲ保 セムャ 。卑見 ヲ以 テス ルー 一、 今日 ノ耍 ハ、 獨帝 ヲシテ 速力 一-其 ノ 態度 ヲ 

明確 一一 定メ シメ、 衷心 ヨリ 我 一一 對シ テ 好意 ヲ倾ケ シ ムル， 一 ァリ。 若 シ出來 得可ク ハ、 我 力 外交 手段 ヲ以 テ、 獨帝ヲ シ テ土耳 古、 

波斯 - ー對シ テ 抱懐 ス ル 招昔ノ 志望 ノ 一部 ヲ建セ シメム 力、 獨帝ノ 好意 ハ露國 一一 向 ハス シ テ我國  ー| 倾倒セ ラル 、 一一 至 ルャ必 セリ。 

本 ハ 此點 一一 就 テ 、 常 局 者 ノ 施設 ノ 遺恭無 ラム コトヲ 切 セ サルヲ 得ス。 


伯が獨帝を^^-用せんとしたるにっ ぃては、 世間 異論な しとし ないで あらう。 しかし 伯が 外交的 活躍 を もって、 單に 

列國の 所謂 「好意」 を繁 ぐの 術と 爲 さす、 實を 以て 實を 得ん とする の^ 極 的 打算 戰 術と 觀 じたる ところに、 その 一隻 

眼 を 見る。 

そして 伯 は、 この 桂 首相に 呈 する 長文の 書の 結論と して、 次の 如く 記した。 

现 お- 1 於テ 世界 ノ列國 ハ概 ネ帝國 -I 對シテ 同情 ヲ表 シッ 、ァ リ。 今ャ列 國ハ、 平和 克復 ノ後發 現 シ來ル へ キ<< ：般ノ 問題 ヲ 攻究 シ 

ッ、 アル コト ハ、 本 ii= ノ疑 ハサ ル所、 若 シ帝國  一丁 ン テ戰爭 中 一一 於テ 一 切ノ 問題 ヲ 解決 シ了ラ ス ムハ、 交 戰紡了 後-一 於テ列 國ノ異 

議は 出ス へ ク、 特 -I 韓 阈問题 一一 於 テ然ラ ム C 韓^!^ 營-ー 關シテ ハ 本官 »シク 卑见ノ アル ァリ、 別 睿-ー 於 テ之ヲ iE 陳ス ル ノ  a;.E ヲ 

得ムト 欲ス。 唯 タ夫レ 财政及 外交 上、 我 國カ歐 米列國 一一 對シテ 施設 ス へ キ 要件 二 至リテ ハ、 速力 一一 廟算 ヲ立テ 、、 機な ヲ失ハ ス、 

戰局ノ iS 展- 一伴 フテ、 著々 其功ヲ 奏スル ノ道ヲ 講セム コトヲ 希望 ス。 今 ャ帝國 ハ振古 未曾有 ノ 時機 - 一際 シ、 國運ノ 消長 繁リ テ此 

s-- 一  在リ。 本官 不敏 自ラ揣 ラス、 敢テ 卑見 ヲ 開陳 シ、 閣下 ノ烕 厳ヲ冒 濱ス。 閣下 幸-一 其ノ非 禮ヲ处 E メス シテ、 本官 ノ 微衷 ヲ諒ぉ 

シ給ハ 、、 幸 *s 之 - 一過 キス。 

以上 を 以て、 伯の 呈書は 終って ゐる。 その 說く ところ は、 やや 抽象的なる を 免 かれす と雖 も、 當時 伯が、 戰！^^の勝 

肷 及び 國 家の 經 營に對 して、 いかなる 考へを 持して ゐ たかを、 察知す るに 足る と 思 ふ。 

そして 伯の 戰時 財政 及 び戰 後經濟 に關 する 具體的 意見に 至って は、 續 いて 伯が 桂 首相 に呈 せる 第二の 建言 書 によつ 

て 明かで ある。 
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六、 桂 翁 相へ の 建白書 n 

日露の 戰 IS 漸く 進みて、 明治 三十 七 年末に 至る や、 十二月 十七 日、 伯 は 再び 一書 を 裁して、 軍國經 營の大 策に つき- 

逢 首相に. 建言す ると ころがあった。  一 

：: 儿來 伯の ョ露戰 ，觀 は、 他の 憒々 者 流と、 いささか 撰 を 異にする ものが あった。 皇軍が 海に 陸に、 述戰述 勝、 無人 一 

の 境 を 行く が 如き を 見て、 一般 國 民が 狂喜 亂 舞しつつ ありし とき、 伯 はむしろ 他を考 へて 慄然と して ゐた。  ： 

それ は 連戰連 耽、 國內 動搖の 危機に 瀕しながら、 しかも 毫も ：！^ する の 色な かりし 露國の 底力であった。  一 

大奈翁 を 破った もの は、 結 IS 鈍重なる ス ラヴ 民族ではなかった か。  1 

伯 この 日露 戰- かに 對 する 悲 觀的觀 察 は、 當時 記された ると 覺 しき、 メモに も 現 はれて ゐる。 それ は卷 紙に 毛筆 を 一 

以て、 丁寧な 行書で 書かれた ものであるが、 その 全文 は 次の 通りで ある。 

一、 露國述 戰連肷 ハ彼餘 一一 日本 ヲ輕 蔑シ タル 一一 出ッ。 今 ャ彼大 二日 本人 ノ戰術 二 巧 ナルト 其 勇敢 ナル トニ 恐レ、 

一 

更ニ其 長短 ヲ 講究 スル處 アラント ス。 其 結果 如何 ナル發 動 ヲ試ム へキ 力、 未タ豫 言シ易 カラス ト雖 トモ、 終 一一. 

能ク我 弱點ヲ 衝ク術 ヲ發見 シ得ル 一一 至ラ ハ、 甚 タ恐ル へ キ事 一一 屬ス。 我 二 於 テ講ス へ キ點少 力 ラサル へ シ。 一 

一 、 一 氣呵成 的 ノ戰術 ヲ以テ 成功 スル コ トハ、 懸軍 萬 里數年 一一 涉ル 戰鬪 一一 適セ ス。 是我國 人 ノ長處 一一 シテ亦 能 短： 

處ノ存 スル點 一一 非 ラス ャ。 s シク 自ラ顧 ミル ヲ要 ス。  ュ 

一、 國民ノ 迷信 及 君主 ノ 迷信 ハ甚 タ恐ル へキ モノ ナリ。 露國ー 1 於 テ此： .S 迷信、 卽 最終 ノ 勝利 ハ露國 一一 在リ トス ル j 


コト是 ナリ。 之ヲ 破壊 スルハ  一 二 器械 的 乃チ戰 'ノカ ニノ ミ依 賴スへ カラス。..； ni シ ク他ノ 間接 ナル方 案 ヲ講セ 

サルへ カラス 0 

一 、 露 國トノ 戰局ヲ 吿ケ、 此 講和 ヲ見ル モ、 是 永久 ノ 平和 ト見ル 可 力 ラス。 唯一 時ノ 休戰ノ ミ。 然ラ ハ則之 一一 對 

ス ル國民 ノ覺悟 ナカ ルへ カラス。 

1 國家 慈善事業 

2 國 家經濟 事業 

一、 露 國蠻行 主義 ヲ藏 爾シ、 歐米 大陸 ヲ瞞 シ、 日本 ヨリー 層 諸般 ノ點 一一 於テ 進歩 シ、 殊 一一 博愛 一 ふ S メルカ 如ク認 

メシム ル 手腕 アル 事。 

一、 宰相 兇手 二 斃レ、 顯官ノ 政府 反 對者ニ 逆殺セ ラレ タル モノ、  一  二 シテ足 ラス。 而シテ 尙ホ內 國亂ヲ 鎮定 シ、 

外 勁敵 一一 對シ 連戰 連敗 ノ餘 響ヲ 防キ、 國威 ノ囘復 ヲ敢セ ン トス ルカ 侮 トル へ 力 ラサル モノ ァリ。 

一、 數月 一一 涉ル 連戰 連敗-一、 加 フル 一一 黑鳩ト 亞歷ノ  樣ハ、 內 外人 均シク 認ム ル處。 而シ テ述敗 ヲ以テ 意-一介 セ 

ス、 刖ニ最$^-良計ァル乇ノ  、如 ク、 安ン シテ兩 人間 ノ 不和 モ 不問 一一 附シ、 皇帝 始メ之 一一 對スル 物議 ナキ モノ  ノ 

如シ。 彼ノ 行動 二 關シ大 一一 恐ル へキモ ノア ラン。 

一 、 日本人 ハ 遼陽戰 1^  ノ 英 新聞 一片 ノ 評-一 恐レ、 其 態度 ヲ亂タ シ タル ハ、 實 一一 惜シム へキ事 一一 屬ス。 

一、 日露戰ハ？！^-ハ實ーー我帝國運命ノ係ル所ナリ。 若不幸ー丁ンテ帝國失敗ーー歸スルコトァランカ、 我 陸軍 海軍-一 制限 

ヲ加 フル コ ト、 彼 ノ首張 タル へ シ。 是我 同胞 ノ 今日 迄 十分 此ニ著 眼 セサル ュ非サ ル ヤヲ 疑 フ點少 カラス。 

第一章 臺灣 民政 長. ：？=  五 九 七 
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明治 三十 七 年 十二月 十七 日、 再び 桂 首相に 呈 せる 建言 書の 前文 は、 上の メモの 趣 旨 を、 敷衍した ものであった。 卽 

ち 臼く。 

= "露 戰局ノ 支持 ハ、 彼我 兩阈ノ 共 一一 困難 ヲ感ス ル所 -ー シテ、 帝國 軍事上 ノ^ カノ 如キ ハ、 旣 -ー其^?4底ヲ罄シタルノ觀ァル -1、 露 

II ハ 窮セリ ト雖、 而 モ未タ 其極盡 ノ地步 一一 至 ラス、 今日 猶ホ 漸ク 其戰鬪 カヲ^ 供ス。 

戰氣ノ 振 張 民心 ノ 一致-一 於 テハ、 帝 國ハ露 國-ー 比 シテ週 力-一 優勢 ヲ示 スト 雖、 而モ露 國 民心 澆滴ノ 說ヲ聞 ィテ其 與ミシ 易 キヲ侮 

リ、 若ク ハ其 内難ノ 迷發ヲ 激伟ス ルカ 如 キー-至 リテハ 、抑， 亦恃ム 所ヲ知 ラサル モノ ト云フ ヘシ。 

露 國戰局 支持 ノ 困難 ヲ概 觀スル 一-、 其國民 ノ窮苦 怨嗟 ハ週カ 一一 我-超 H タリ ト雖、 彼レ固 ヨリ 歐洲 一 方 ノ大土 一一  負 峭シ、 列國ト 

利害 ノ關係 ヲ結フ ャ深ク tq- ッ久 シキカ 故-一、 多少 姑息 ノ計 ヲ弄ス ルモ、 猶ホ能 ク債ヲ 列國- ー募ル ノ便ヲ 有スル ハ、 其 立^  ノ地步 

之ヲ シ テ然ラ シムル モノー ーシ テ、 s  二 帝！：  ノ之ヲ 奈何 ン 卜 モス ル コト能 ハサ ル所 ナリ〕 

歐洲大 ノ平 和ハ、 露國 ノ由リ テ以テ 最終 ノ 勝利 ヲ 期シ、 百 败不權 戰局ノ 持久 ヲ恐 レサ ル听以 ナリ。 殊 一-露^  ノ 接近、 英弗ノ 協 

商ハ、 歐洲 大陸 諸國ノ 平和 7 保障 シ、 近 キ將來 -ー 於テ 軍事的 行動 ヲ敢へ テ ス ル ノ 氣遝ヲ 0- サル へ キヲ 以テ、 露國ノ 募債 並 一一 軍隊 

ノ 東洋 派遣 一一 便益 ヲ與 へ、 露國 ヲシテ 最後 ノ夢 ヲ覺 醒セシ ムルノ H ヲ遲カ ラシ ムル 所以 ナレ ハ、 之 力 爲メ我 力 帝國ニ 於ケル 軍事 

财 政上ノ 準備 モ、 其 规模ー 曆强大 ナルヲ 耍ス。 

然るに 帝國 朝野の 日露 戰 ゆに 對 する 態度 を觀 るに、 動もすれば 輕佻 浮薄の 憂 ひが ある。 若し かくの 如くに して、 一 

朝 形勢の 逆轉を 見たならば、 どうで あるか。 露 國の强 味 は 鈍重 なれ ども 根強き 點 にある。 これに 對し 我國は 非常なる 

大覺悟 を 必要と する。 

それが 伯の 意見であった。 卽ち鑌 いて 曰く。  • 

計ヲ 帷幄 二 定メ、 滕ヲ千 Si  - 一決 ス ル 所以 ノ意 一一 至リテ ぺ 帝國 今日 朝野 ノ 信紫甚 タ疑フ へキ モノ ァリ。 之 7 常路ノ 政策 -ー 楚ムル 


-I  、 頻次 高利 ノ 外债 モ - 一 一億 ノ 少額 ヲ超ュ ル コ ト能ハ ス C 之 ヲ 輿望 - ー徴ス レハ、 15 戰以 來未タ  一^ ナ ラサル-一. m ク旣 沙河 

旅 順 ノ戰場 -I 據リ テ 終局 ノ  |g 默 ヲ稱ケ ン コ トヲ 庶幾 シ、 嘗 膽臥齊 ハ 徒 一一 虚語 タリ、 ぼ 戰不 iS! ハ ロト 心ト合 ハ ス。 不幸 戰局 二 シ テ 

帝國ノ 不利-一 終 リタ ラン トキ、 敵國 ノ常サ 一一 要求 ス へ キ听、 音-一^  土 割 讓戰费 賠廣， 打 一摩-一止 マラ ス、 海 {=-ハ 船- 萬 if ヲ 

^軍ハ 常備 兵 五萬ヲ El リ、 及 若干 ノ賠 K ヲ了ス ル 年限 以内 -ー 於テ ハ 艦隊 ノ 新造 7 許サ ス ト云 フカ 如キ、 陵 S 滅國ノ 使え-的 屈1& 抑 

壓ヲ加 へ サ レ ハ饿 ラサル へ キ、 必至 ノ禍 機ヲ 伏在 ス ル コ ト -I 想到 セ ス。 滿洲  一 二 陣ノ戰 勝、 a チ 一一 以テ强 大ノ名 1：：； ヲ致ス -- 足ル 

へ キ カ如ク -ー 思惟 シ去 リ、 諫然 タル 歡聲ー 國 興亡 ノ 危機 ヲ樂觀 ス-- 夫レ 露國ハ 十九 世紀 ノ  一  年 問ヲ通 シテ、 戰 SIf-- ー從 事セシ コ 

ト 前後 二十 四 箇年、 其 戰局ノ 支持 十 箇年ヲ 跪 H タル n トー 次、 牛 ヲ踰ェ タ ル n トー 一一 次、 露 人其國 難-一 處ス ル道 -I 於テ. E 験ノ 

橫 メル n ト此 ノ如シ C 今：：！； 滿洲 ノ戰氣 KIT 敗ス レ トモ 挫 ケサル 所以，. モノ ハ 偶然 一一 非サ ルナ リ。 .E 來阈述 ノ逝步 ハ^ 談 ノ能ク ス 

へ キ所 一一 非ス C 海内 朝野 ノ主戰 論者 中、 今日 早ク旣 一一 外艱 ノ接應 一一 港ミ、 脣ヲ 反へ シテ 姑息 ノ 平和 ヲ呼ハ ント 欲スル モノ ァリ C 

彼レ安 ンソ： H 露 戰爭カ 帝 國國運 進 步ノ 歴程 一一 於ケ ル 必路ノ 一  大 鑪輔タ ル コト ヲ知ラ ン。 娃見 ノ憫ム へ キ未タ 之 - 一過 キ タルモ ノア 

ラサル ナリ C 

而 して 伯の 最も 深憂 措く 能 は ざり しもの は、 戰 局の 無限に 長び くこと であった。 假に帝 國戰時 財政ん マ 後 一年の 計 は 

ありと する も、 戰局 若し 更に 三年 若く は 五 年 を m 糸ぬ ると き はどうで あるか。 卽ち 知る r 此際 持久 ノ策ハ 一 - 一之 ヲ 財政 

一一 ：5^ ッ ノ ミ 一 なる を。 

伯の 建言 書の 記す ると ころ は、 次の 通りで ある。 

人 或 ハ曰ハ ン。 今： W 帝^ 第 事上ノ 供カヲ 早計 シ テ、 旣 一一 其ーs底ヲli^ン タル ノ觀 ァリト ナス 一一 至リ テハ、 是 レ輕卒 ノ妄斷 一一 シ テ、 

國カ觀 察ノ赏 ヲ獲タ ル モノ  --非 スト。 然レ トモ、 今此 戰局更 一一 年次 ヲ累 ネ、 三年 若シク ハ五 年-一 亙ル ヘシ トセ ン 一一、 國 家果シ テ 

其 財政 計畫 ノ豫定 ヲ有ス ルカ。 緩急 應承ノ 準備 ヲ有 セル 力。 若 シ之ヲ 有セリ ト云ハ 、、 則 チ听謂 一 S 底罄盡 ノ說、 其レ或 ハ諫妄 ナ 
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ラ ン。 今 有 カナ ル财政 家 經濟家 一一 シ テ 公一 一 rE ス ルモ ノア リ。 曰ク 帝^ 戰時 財政 今後 一年 ノ計ハ 則チ之 ァリ、 之 ヨリ 以往 ハ得テ 保障 

ス へ カラ スト。 曩 一一 财政赏 局 者、 外債-一由 リテ金 紙 兩貨ノ 差 ヲ平カ -ー シ、 現況 ノ 比較的 好！^ 過ヲ得 タル ヨリ、 豫メ樂 觀者ヲ 戒メ、 

將來ヲ 替虞ス ルノ狀 アル ハ 可ナリ ト雖、 豫後 ノ經綸 二 至リテ ハ策ノ 之- -應ス ルナ ク、 寸前 闇黑日 二  一口 ヲ送 ルノ疑 ナキヲ 得ス。 

軍事上 器械 カノ 供給 ハ其 最大 極-一達 シテ旣 一一^ 供 ノ餘裕 ナク、 强鹫ノ 末 ハ沙河 旅順ノ 決戦-一 限ラ レ ン トシ、 財政 现狀旣 -ー不 得 保 

障 ノ四字 一-遮 ラレ テ、 嗣後 ノ算確 赏ヲ闕 クー 一至 リテハ 誰 力 藏底罄 盡ノ感 ナキコ トヲ得 ンャ。 

若 シ敵國 持久 數年 一一 亙ル コト ァラ ハ、 我 ハ手ヲ 批シテ 列 國ノ干 涉ヲ望 ムノ外 一一 策ナキ 力。 此際 持久 ノ策ハ 一 - 一之 ヲ财 政-一 待ッノ 

ミ。 敵 慊ノ氣 幸 -ー 旺盛 ナリ ト雖、 财カ之 -ー 副 ハ ス、 經濟家 唯 財政難 ヲ之レ ：！ 一一  シ (其 先 ナ ル 力 愚見 ナ ル 力 ハ姑ク 合ク) テ、 

別- 11^ 綸ノ餘 地 ヲ存セ ス ンハ、 戰爭ガ 畢竟 帝國ノ 不利 一一 終 ルへキ 一一 於テ ハ  一 ノミ。 

假 -ー 戰時 财政ノ ミヲ 抽象 シ テ之ヲ  一一 H ハン-一、 iS 戰以 來帝國 ハ假令 ヒ敵國 一一 制セ ラル、 モ、 杲シ テ能ク 敵^ ヲ制シ » タル n ト之ァ 

ルヲ聞 カス。 戰爭 ハ 戰術 一一 於 テノミ 人 一一 制 セラ レサ ルヲ 以テ足 レリ トス へ カラ ス。 鳴呼是 レ思 ハサ ル へ 力 ラサル 所 ナリ。 

かくして 伯の 建言 書 は、 次第に 本論に 入り 来る。 若し 戰爭 窮極の 勝利 を 得る の 道が、 財政 持久の 法 を 建て、 ：^^ 心の 

ー兀氣 一新 を 求む るに 在りと せば、 ここに 斷然 臨時 議會を 召集して、 帝國の 一大 長 策を定 むる の 外ないで はない か。 伯 

は 疾呼して ni ふ。 

爲政者 此-ー 處スル 所以 ノ道ハ 怖 フー-他 ナシ。 K 心 自强輿 情 t 〔策ノ 方ヲ 求メ、 ー兀氣 1 新 以テ敵 國ヲ成 脊シ、 其戰 志ヲ汎 權スル -I お 

ル ノミ。 然ル 一一 今期 議會- 一際 リテ 表示 セラ レ タル 政 W ノ 政策 ハ、 一 モ爱- ー出テ タリ ト認ム へ キ モノ ナク、 諸豫 算法 律按唯 是レ彌 

総 補綴 ヲ旨 トシ タル 一-過 キサル ハ、 其 然 ラサル ヲ得サ リシ 所以 ヲ霧カ 一一 セ ス ト雖、 抑く 亦 小 巧 無 計 適、 ゝ 民心 ヲ 沈昏ス ル -ー 足リ、 

赏 一一 听 謂敵闕 ヲシテ 聞 カシム へ 力 ラサル モノ ナリ" 私 力  一一^  ノ  „ ぉメ 一一  謀ル -ー、 内閣 諸 公 一 大 決心 ヲ以テ 一 大長 策ヲ定 メ、 更 一一 臨 

時 議會ヲ 召集 シテ、 上； 卜 一 致 堂々 此 大局 一一 處スル - 一如 カス。 其 事項 大要 下ノ 如シ。 

然 らば、 伯の 所謂 「一大 長 策」 と は 何で あるか。 それ は 伯の 意見に よれば、 鐵道國 有と 砂糖 專賫の 二者であった。 


. 策に おいて、 歳入の 增 加の 項に、 ぉ業收 入なる 抽象的 文字 を述 ねたる 伯 は、 俄然 その 具 體的投 案を投 示し 來っ 

たので ある。  - 

一 、 鐵道國 有 今 仝 國鐵道 ノ收益 ハ官線 ヲ除ク モ猶ホ 一 千 五 W 萬 W 以上 ァリ。 之 ヲ以テ 五朱ノ 利息 ヲ支 辦ス レ ハ、 外 使 一二 ヲ 

食擔ス ル 二足 ルへ シ。 如シ官 線ヲ併 セテ之 ヲ計レ ハ、 更-ー 幾多 ノ收 人ヲ 得へ シ。 故-一 錄道^ 有ヲ斷 行シ、 其 他 1 ニノ 大收 人ヲ 

得 テ之プ wts 一一  供セ ハ、 互 額 ノ卟債 ト雖招 力 スシテ 之 ヲ來ス コトヲ 得へ シ C 

鐵 道國存 關 シテハ 從來物 論 多 シ ト 雖、 要 之 反對論 US ハ 、 舊時 英米 一一 行 ハレ タル fi:  競. 爭、 義 ノ  兑 ヲ 妄執 シ 、 而 シ テ 邦土  ノ 

大小 ハ鼓^ 統一 其 利害 ヲ 一 -ー セサル コトヲ 察 セサル 一一 坐ス。 帝國 ノ如キ 境域、 資本、 人！ sl、 經濟及 交通 機關 政策 ノ上 ヨリ 之ヲ 

觀ル モ、 鐵道 國有ノ 必要 早 晚之ヲ 斷行ス ル ノ外ァ ラサ ル " ト ハ 事理 明 切 一一 シテ、 而モ外 艱ノ凌 迫 ハ. K  - 一之 力 決行 ノ  «sx 一一  最ぁ 

機ノ ぼヲ^ ス ル モノ タリ。 

一、 砂糖 專賣 專賣 事業 ハ 現代 財政政策 ノ  u-fw トシ テ、 非常-一 必要 ノ 方法 ナルヲ 以テ、 利 祸ヲ精 核シ、 制度 ヲ 改善 セ ハ、 大ナル 

利益 ヲ收 ムルコ トヲ得 ヘシ。 

現行法 ノ成鎮 一一 據レ ベ 砂糖 消費 稅收入 一 年 一 千 七 百 萬圓强 一一 過 キス。 目今 砂糖 ノ 消費 額 四 億 斤 一一 シ テ、 之ヲ 人口 一一  平分 ス ル 

二  ^^！^ノ例 一一 比シ テ^^3カ 二 少キ ハ、 是レ明 力 一一 今後 漸次 ノ^ 加 ヲ豫示 スル モノ ナルヲ 以テ、 之ヲ 有望 財源 ノ 一  -ー數 へ、 改メテ 

aHR 法ヲ 施行 ス ルト セン-一、 其實施 一一 關聯ス ル諸 支出 ヲ 控除 シ純收 入 一一 一千 萬圓ヲ 舉ケ、 而モ 糖價ヲ シテ 外國ノ 糖惯ト 平均 ヲ維 

持 シテ、 更-ー 幾分 ノ 低廉 ヲ保 タシメ 得へ キコ トハ、 條到ナ ル調杏 ノ示ス 所 ナデ。 1 ッ將來 之 ヲ擴充 シテ、 收入五 千萬圓 一一 上ラ 

シムル n トハ、 亳 モ 難事-非 ス トス。 砂糖 專賣- 一由 リテ現 收入ノ 外 一千 五 百萬圓 以上 ヲ 得へ シ トセ ハ、 此せ 收ノミ ヲ擔保 トス 

ルモ、 更 一一 五 朱 利 一一 一億 ノ 外債 一一 當ル 一一 足ル。 是レ鐵 道國有 以外 於テ第 一 指 ヲ屈ス へ キ良财 源 ナリ。 

(右 鐵道國 有 及 砂耱專 賣經濟 一一 關 フ、 ル 調査 ハ 別記 一一 付ス) 

以上が 伯の 建言の 具體的 骨子で ある。 併しながら、 鐵道國 有、 砂糖 專賫の 如き、 平常 時に おいても、 容易に 斷行を 
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し 難き 大 問題で ある。 況 んゃ强 露と-卜 戈 を 交へ つつ ある 非常時に おいて、 これ を實行 せんとす。 それに は 幾多の 反 

對 論を覺 悟し なければ ならなかった。 戰時 多額の 外債 を 募る は、 果して 時機 を 得たり となす か。 假に 時機 を 得たり と 

する も、 果して 我れ に その 募債 能力が あるか。 

また 海外市場に その 應募 能力が あるか。 

^敦巿 場の 實カは 菜して それに 堪 へ 得る か。 

むしろ 和； 15 の 後に する を 得策と せざる か。 

國家 は果し て 要 額 以外 の 高利 國債を 食 ふに 堪へ 得る か。 

これらの 疑問 は、 雲の 如くに 湧き 來る。 ここに 於いて 伯 は、 「世間 自ラ許 多 ノ惑見 ァリ。 時 ほノ爲 メュ、 少シク 其 

謬 妄ヲ排 シテ、 爲 政家ノ 決意 ヲ促サ 、 ルヲ 得ス」 となし、 顺次 それ 等の 諸點 にっき 明快に 論破す ると ころがあった。 

曰ク。 多額 ノ 外債 ヲ募 ルカ 如 キハ今 誠 一一 不利 ノ 時機 ナ リト。 n ース 等ノ說 タル、 S1M 一一  所謂 其 一 ヲ知 リテ其 ニヲ知 ラサル モノ ナリ。 

戰局ハ Hp- - 一  砲火-一由 リテ輸 H ヲ制セ ラル へ キ モノ 一一  非ス。 敵 1： ヲ烕應 シ其戰 志 ヲ稷フ 所以 ノ 最大 勢力 ハ、 一 - 一之 ヲ經碑 問題 ノ傻 

隊- ー待ッ ノミ。 今 外債 -I 由 リテ戰 時 經濟ヲ 整備 シ、 敵ノ 國計ヲ 屈シテ 戰期ヲ 短縮 ス ルコトー 〔牛 ナラ ハ、 五 億 乃至 七 億ノ戰 費ヲ節 

ス へ キカ故 一一、 假 一一 一割 ノ 高利 ヲ以 テ借リ タル 五 億ハ正 一一 十億 以上 二 値スへ シ。 何 トナレ ハ、 此 外債 五 億 圓ノ爲 一一 一一 一年 ノ戰 期ヲ 

一 年若 ク ハニ年 ，1 短縮 スル トセ ハ、 毎年 耍ス ル戰 費ヲ五 億ト假 定シ、 之 ヲ節シ 得へ ケレ ハナ リ。 然ラ ハ 一 割モ ホ且ッ 五 朱 以下 

一一 (S ル ノ紡杲 トナル 一一 非 スャ。 之ヲ換 一一 H セ ハ、 五 億ヲ借 リタ ルカ  <ぉメ  -ー戰 期 短縮  一 ナラ ハ、 是レ 4" 億 一一 値シ、 更 一一 二： 中ナラ ハ 

十五 慮 ニ值ス へ キヲ 以テ、 此推 II- 一一 由レ ハ、 其 利 ハ僅カ 一一 一一 一 朱 五 厘 以下 ノ 低利 二相 常ス ルノ 紡果ヲ ル 一一 非サ ルカ。 況ンャ 非常 

ノ  區々 利率 ノ 高下-一 悶著ス ル 一一 足 ラサル ニ於テ ヲャ。 ッ 多額 ヲ 孃フト 言 フモ、 而モ 外債 ハ竟 一一 之ヲ募 ラサル ヲ 得ス。 ttfi 少 


額 ヲ募レ ハ則チ sils 利 ヲ憤ハ サル へ 力 ラサル ノ ミナ ラス、 屢 i 民 疑ヲ^ シ、 ssi 敵 侮ヲ長 ス ル n ト ヲ免レ ス。 

曰ク。 K 額ノ 外債 ハ之 ヲ募ラ ン ト欲ス ルモ、 遽カ - 一得 ル コト能 ハサ ルへ シ ト。 單 二 之 ヲ戰费 トー 百 へ ハ、 则チ 帝^ 財政/信 m、 或 

ハ未 ター 呼シテ 互額ヲ 得へ 力 ラサ ラン モ、 一方-一 鐵道國 有ノ如 キ生康 事業 ノ 整理 ノ爲メ 一一  セハ、 必 スシモ 慕得シ 雜シト チサ、 ル 

ナリ C 

曰ク。 K 際 外國ハ 多額 (五 億圓 以上) ノ慕債 -I 應スル ノ カナ キカ故 -ー、 一時 一一 慕 債 シ得ス ト。 是レ偶 iw テ； WW 者ノ 無能 ヲ 1^ フ 

ル モノ  -ー  非サ ルカ。 抑、、 亦 H 本 帝國ヲ 世界 -I 紹介 ス ル - 一巧 ナ ラス シ テ、 其 1R 價ヲ 下落 セ シ ム ルー 一 非サ ルカ。 假 一一 現金 ヲ以テ 外 IS 

ヲ得 ル能ハ スト スル モ、 -史 一一 其债額 ヲ以テ 必耍ノ 現品 (鐡 若ク ハ其他 必要 材料) 一一 代フ ルノ 手段 モ亦 之ナ. 一  非ス。 況ンャ 倚 

ノ 方法 理論 一一 副 ハサ ルノ ミナ ラス、 甚タ實 際 一一 合 セサル モノ アル 一一 於テヲ ャ。 亦況 ン ャ從來 墓 債 力 內外情 K  ノ  II 綿 ュ 束縛 セラ ル 

ル モノ アル ニ於テ ヲャ。  . 

或ハ 臼 ク。 せ ハホ債 毎次 一 億 乃至 一 億 二 千 萬-一 止ム ルハ、 倫 動 金融市場 ノ赏カ ヲ計リ テ爲ス コ ト 一一 シテ、 一 千萬磅 (卽チ  一 s^ra,/ 

以上 ァ  一 上 クル コ ト ハ、 同市 場 ノ動搖 ヲ免レ ス、 故 一 一英 ^政府 力 募債 ヲ 1^ ス モ亦常 一一 一 囘ノ 度ヲ 一 千萬磅 内外-一止 ム、 

帝國 政府 ノ當局 者モ亦 之-一 準 由スル モノ ナリ ト。 是レ常 昨 低利 募債 ノ法 ナリ。 今世界 ノ 市場 一一 於ケル 金融 ハ、 此 抵？； E 確 K 一一  シテ 

金利 高キ モノ  -1 對シ、 其 募 一一 應ス ルノカ 力、 五 億若ク ハ 十億 一一 達ス ル能ハ スト 謂ハ 、， 世界 ノ 財力 ヲ 誤算 スル モノ ナリ。 

曰ク。 募債 ハ S シク 之ヲ 和局ノ 後-一 於テ ス へ キモ ノナ リト。 此說 ャ言フ - 一善 クシ テ行フ - 一善 カラ ス。 恐 ラタ ハ^  -ー乘 シ錢 ニ處ス 

ル n トヲ解 セサル モノ  、空談-一過 キサル へ シ。 

曰ク。 耍額 以外 ノ 高利 債 ハ負フ へ カラ スト。 听謂 耍額ト ハ 畢竟 何 ソャ。 戰局 決勝 ノ計 S 唯リ 砲火  一一 ノ ミア ラ ン ャ。 是レ 定メ テ常 

ニ拘 ハリ變 ヲ遣レ タル ノ說 ナリ。 外債 未タ 消費 セ ス シテ和 局 先 ッ成ラ ハ、 國家 ハ直チ 一一 难產 興業 多 般ノ资 本 ヲ耍セ ン。 運用 {N シ 

キ ヲ得ハ 高利 ヲ僙フ ト 雖猶ホ 幾多 ノ 利益 ヲ收メ ン。 是レ 高利 ヲ シ テ 正負 地ヲ易 ヘシ ム ルナ リ。 此ハ 大蔵^ 商務 常 局 者ノ最 モ意ヲ 

注 カサル へ 力 ラサル 所 ナリ。 假- ー我ハ 五億ノ 外債 ト更- 一十 億 以上 ノ内 债ト 一一 由リ、 十五 億 以上 ノ 軍費 ヲ要ス トセ ハ、 敵ハ 少クモ 

三倍 以上、 卽チ 四十 五 億 乃至 五十 億 ヲ要ス へ シ。 是レ決 シテ彼 レノ能 ク耐フ ル所 一一 非サ ルナ リ。 世界 ノ金 融ハ 共通 ナリ。 公債 市 
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21- 一 於ケル 彼我 ノ 得失 一 一一 機先 ヲ制ス ル 一一 在リ。 今 戰滕年 观=^ 是レ我 力せ シク 機先 ヲ制ス へ キノ 秋 一一 非ス ャ。 

玆に 於いて 伯 は、 徒らに 姑息の 策 を 立てて 一時 を彌 縫す るに 急なる 人々 をば 「悠々 ノ樂觀 者」 と 罵り、 今や 外に 逑 

戰速 勝、 內に 農村 豐作、 お；：^ „ ^順調なる 今日 こそ、 この 一大 決心 を斷 行す るの 絕 好機な りと なし、 次の 如く 提唱した。 

然ル 一一 政府 ノ 業家ヲ 召集 弊吿セ シ 所ハ、 ^一一  ^債ノ 慕 一一 應セ ョ、 其 本業 一一 安 ンセョ ト云フ - 一過 キス。 甚シキ ハ誤レ ル勤 儉ヲ說 

キ、 徒  一一 K 心 ヲシテ 萎縮 セシ メタル 一一 止メ、 進ンテ 外債 政策-一 方針 ヲ 定メ、 生産 業 上猜！ S 的 運 ffl 意見 ヲ徵ス ルカ 如キ 要務 ハ、 舉 

ケテ 等閑-一 付セ ラル。 今 = ノ 通弊、 偏-一 小利 ヲ顧ミ テ大益 ヲ遗ル 、ヲ免 レサ ルハ 一 一一 此等 消極的 誤 0-  一 i 墓ッ カル サル モノ ナシ。 

戰鬪 準備 ノ如キ 、始メ ョ リ大 规模ノ 布弊ナ カリ シ カ爲メ 一一、 事 毎 -ー 遽碎 一一 逐ハ レ、 高惯ヲ 償ヒ、 顕ミ テ 依然 大规模 ノ赏ヲ 核へ サ ル 

へ 力 ラサル 一一 終ル。 假 令へ ハ 水雷艇 ノ 如キ、 毛布 统器 彈藥 ノ如キ 諸器械 ノ 調度 ノ 如キ、 器械 工場 ノ徵發 ノ如キ 、愈.^ 後レ愈 i 屢 

シテ 愈.^: 1： 愤-ー 困 シミ、 敵 ヲシテ 愈 A- 我 力 戰備/ 脆 薄ヲ侮 ラシ ム。 鐵材其 他 諸 資料 ノ 如キ、 Esfm 旣二 餘ァレ ハ之ヲ 業 ノ所需 

ffi ス へ ク、 工場 徴發ノ 如キ、 今：：： -ー シテ大 施設 ヲ加フ ル モ、 口 後 多々 益々 辨 シテ餘 カノ 遣ス へキモ ノア ラサルへ ク、 諸 終 待 中 s-i! 

ノ爲メ 一一 招キシ 所ノ高 惯ハ、 一 画家 拆チ テ之ヲ 负擔ス ル モ毫モ 不可 ナシ。 是レ K 一一 目今 閣キ 難キ必 計ナル 二、  is 局 者モ亦 措ィテ 

之ヲ問 ハサ ル ハ、 S 時情ノ 大患 一一 非 スャ。 試 一一 彼 レ悠々 ノ樂觀 者 二 問 ハン 一一、 今 幸 一一 年豐カ 一一 貿易 K 況ナ レ トモ、 戰 局數ギ 一一 l«q リ 

勝負 未 タ央ナ ラサル 一-際 リテ、 飢饉 一 タ ヒ漆ラ ハ 如何 ス へ キヤ。 假令 我カ國 カ未タ 一雨 年 ノ凶歉 一一 屈スル -us ラス トス ルモ、 正 

^一分 プ 流出 ス レ ハ财政 信用 ハ 一分 ヲ減 返セサ ルヲ？ W ス。 口  戰爭ノ 時、 決笄ノ 正貨 ヲ要 セシ モノ、 戰费 十分 ノ 一  ト^ セ ラル。 今 

问ノ戰 © 中 正貨 支辨ノ 割合 ハ、 必スャ 日 淸ノ時 ヨリ モ多カ ル へ シ。 此 場合 一一 於テ、 災厄 一 タ ヒゅ^^リ、 其紡果 準備 ノ 減少 ト -ー、 

K 易 市場 一一 於ケル 輸入超過 ノ逆勢 s^i 々トシ テ製 ヒ來ラ ハ、 K 货ノ 流出 果シテ 歲計幾 億-一 上ル へ キヤ。 乂之カ Is  メ終濟 社.^" ハ 恐慌 

ヲ 惹起 シ、 朝野 舉ケ テ有ラ ュ ル 危懼 ト 疑惑 ト -ー滿 タサレ タラ ン 二 ハ、 其 數 ノ及ハ サル损 ^£ 木シテ 如何 ソャ。 何人 モ戰ト む 中飢鍾 

ノ雜 ラサル コトヲ 保 スルモ ノア ラサル ヘシ。 飢鎭旣 二 然リ、 其 他 一 切 意外 ノ 損害 亦漆ラ サルコ トヲ保 スルモ ノア ラン ャ。 然ラ 

ハ则チ 今：：： 帝^ 財政 ノ^ 凡 偸安 ハ、 K- 一之 ヲ 薄氷 上ノ 舞踏 ト謂 ハサ ルヲ 得サ ルナ リ。 但 其飢储 ヲ來ス へ キ； 大候 ノ變ヲ ル /時- 


至リ、 若クハ 外國米 ノ楡入 ヲ仰ク へ キノ 際 二方 リ、 軍事 ノ爲メ 一一  外債 ヲ募 ラント セハ、 其 不利 ナ ル ハ論ヲ 埃 タス。 之-一反 シ戰^ 

|„: 年 貿易 順 i 乂ノ今 =- ー於テ 五億ノ 外債 ブ 斷行ス ル ハ、 東洋 大帝 國ノ 新開 面 トシ、 爲 政家ノ 一 大雄略 トシ テ、 ノ之 ヨリ モ W タル 

ハナ キ n トヲ 信ス。 §^年必 ス：大災ノ來ル へ キヤ 否ャ ハ固 ヨリ 知ん へ カラス。 然レ トキ 何人 モ未タ •  太 候 ノ變ヲ 慮 ラサル ノ R  - ー於テ 

假令卒 力 二 災^ ュ； フモ、 女然 トシ テ時 な-一 處ス ルノ道 ヲ講セ サルへ カラス ト議ス ルハ、 之ヲ 祀人ノ 変-一 比ス へ 力 ラサル ナリ。 

之れ を 要するに、 露 國と戰 ふに 當 つて は、 常に 谊久 的なる 大 準備 を 建て、 その 事 實を內 外の 人心に 徹底せ しむる に 

あると いふの が、 伯の 意見の 根本であった。 それが 却って、 敵 をして 早く、 徹底的に： g せし むる の 道で ある。 いづく 

んぞ 「不測 ノ將來 ヲ控へ テ、 樂天ノ 無事 ヲ 夢想 ス へ ケ ン ャ」 とい ふので ある。 

故に 伯は續 いて E  く。 

今 若 シ外债 五 億 ヲ得テ 內債慕 集ノ遝 W 一一 资 セン 力、 更 一一 其 數倍ヲ 得 ンコト 疑 ナキカ 如シ。 然ラ ハ -ー  ：：年乃至 三〔牛 -ー 涉ル戰^-财 

政ノ人 準備 ァ ル コト ヲ示ス モノ ナ ルカ 故 一一、 竟 一一 敵 國ヲシ テ 屈服 プ 餘俵ナ クセ シムル 二足 ルノ ミナ ラス、 ；牛和 談判^ 始ノ嘵 一一 於 

テモ、 之ヲ 以テ更 二 敵^ ヲ折 衔シ、 終始 我 レ能ク 優勢 ヲ 維持 ス コトヲ 得へ キヤ 明 カナ"。 況 ンャ此 旦額ノ 外債-一 剩 餘ァラ ハ、 

上 陳ノ， 如 ク之ヲ 平^  二 轉用シ テ、 生産力 ヲ 助長 スルノ 道 アル 一一 於テ ヲャ。 亦 互 額 外債 一一 ョ リ テ 英米 ト 握手 ，ス ル ハ 、 攻守； M 盟 以上 

ノ效 アル 一一 於テ ヲャ。 何 ソ其レ 五億ノ 外債 一一 € リ テ其i^;ル所爾ク大ナ ルヲ思 ハサ ラ ンャ。 今 H ノ危乏 一一 H 循シ テ帝^ ノ 不利 二 終 

ラ ハ、 將來 外債 ノ 困苦 モ亦勝 ケテ 想像 ス へ 力 ラサル モノ ァリ。 由是觀 之、 外交 上 和 戰ノ仝 命ヲ制 シテ、 以テ榕 俎 最後 ノ膨 利ヲ 要 

スルノ 道モ、 其 得 カノ 方 亦 他ナキ コト 知ル へ シ。 夫レ 所謂 和 局ナル モノ ハ、 假ニ 之ヲ近 キ將來 ニ致ス ヘシ トス ルモ、 此ハ. 仝ク空 

名 二 シテ、 其 K 一場 ノ休戰 一一 過 キス。 善後 ノ 一  策 唯 戰備 アル / ミ。 统砲彈 藥ノ费 タモ猶 ホ互額 ヲ耍ス へ シ。 假令ヒ 戰備ヲ シテ 

犬-一 餘カァ ラシ ムル モ、 猶ホ 恐ラク ハ之ヲ 常事 一一 流用 シテ大 一一 不足 ヲ訴へ ンコト ヲ。. 之ヲ 奈何 ン ソ 消極 ほ 攻ヲ之 レ事ト シ、 不測 

ノ將 來ヲ控 へ. テ樂 -大ノ 無事 ヲ夢 想ス へケ ンャ。 是レ鐵 道國有 以下 財政 時務 ノ要現 ヲ指陳 シテ、 臨時議^^：ノ召！！ヲ希^ス ル所以ノ 
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大意 ナリ。 • 

以上 を 以て、 伯が tti 首相に 呈 したる 「戰時 財政 策」 の 建言 書 は 終って ゐる。 その 說く ところ、 當時 日本の 實際的 i^i 

勢に 顧みて、 實現 性の 乏しき 憾み はあった けれども、 それだけ 伯の 識見の 非凡なる を 示す ものが あった。  一 

七、 講和 條件論  一 

明治 三十 八 年 一月 一日、 旅 順 は 開城した。 陸軍 は 三月 十日、 奉 天に 露 國の大 軍 を 破った。 海軍 は 五月 一 一十 七日、 日 

本 海に バ ル チ ッ ク 艦隊 を 撃滅した。 

かくして 日露の 戰 ：5 は ほぼ 定まった。 卽ち 六月 九日、 米國 大統領 nl ズヴ ルトの 調 俘 あり、 講和の 議 漸く 進ん： 

で、 七月 三日に は 小 村、 高平兩 講和 全權の 任命 あり、 小 村 全權の 一行 は 七月 八日の ミネソタ 號に乘 じて、 米國に 向つ 

た。  一 

さう して 八月 十日から、 ボ— ッ マスに 於いて、 日露 講和 會議は 開始され た。 そして この <si は、 意外の^..ゎ速度を以ー 

て、 著々 と進涉 した。 ただ 其處に 二つの 難 關が殘 つて ゐた。 それ は 樺 太 割 讓と戰 費 賠惯の 二 件であった。 他の 諸 點にー 

ついては、 ほとんど 盲 H 的に 我が 要求に 屈從 する の觀 ありし 露國 は、 議 この ニ點に 及ぶ や、 顽 として これに 應じ なか 一 

つた。 講和 會議 は、 はたと 停頓した。 一方 戰 勝の 餘 榮に醉 へる 我が 國民 は、 土 割 讓と戰 費 賠惯の ニを缺 ける 講和 を. 

以て 「屈辱 講和 一 となし、 舆論 はために 囂 々として 沸騰した。  . 

、  I 

怖るべき 危地に 陷 つたの は、 講和 會議 ばかりではなかった。 殆ど トンく 拍子に 日露 戰 を 指導し 来りし やに 見え 一 


てゐた 桂內閣 もまた、 こ こ に 抜き差しならぬ 翁 地に 陷 落した ので ある。 

^土 割譲、 戰费賠 惯のニ 件に ついて、 何等かの 妥協 策の 發 見せられざる 限り、 講和 談判 は 決裂す るの ほかな く 見え 

た。 さりと ておの 二 件を讓 らん か。 國民舆 論の 政府に 對 する 反 唆 は、 火 を睹 るよりも 瞭 かであった。 

この 時日 本の 一角に、 敢然 起って、 領土 割讓、 戰費賠 俗の 必す しも 戰 目的に あらざる 所以 を呼號 して、 独 內閣に 

所信 斷行 を激勵 する 人物が 現 はれた。 

それ は臺灣 民政長官 後藤 新 平で あつ た。 

次に 揭 ぐる 伯の 論 稿 は、 單に 伯の 一 私見と して 發 表せる ものなる や、 或は 直接、 娃 首相に 呈 せんがた めに 草せ る も 

のなる や、 不明で ある。 しかし 何れに もせよ、 帝國十 年の 國 策の 基本た るべき 講和 問題に 關 する 伯の 意見 は、 この 一 

文に よって 分明で ある。 伯はまづ！^^を起して曰く。 

講和 談判の 進 程ハ、 露 國仝權 に 於て、 旣に帝 國 仝權 提出 條件 十の 九 を 允 承し、 今や 唯. - 境域 割讓、 戰費賠 憤の 二 件に 葛藤す と 開 

く。 世論 紛々、 ー是ー 非、 之 を 築 一一 a する もの、 稲して 硬軟 二 論と なす。 大略 條 件に 讓 りて 講和に 成らん と 欲する もの、 之 を： ML 

て 軟と云 ひ、 戰を 賭して 割 地 償金 を必 する も？、 之 を 目して 硬と 云 ふ。 若シ 硬軟の 目に して、 果して 物質的 所？ の 多寡に 由り て 

之 を 判つ へき ものなら しめ ハ、 我輩の 意見の 如き は 所謂 軟 5 又軟 なる ものな り。 然れ とも 悠々 たる 浮議、 抑. -何そ 深く 硬軟の 名 

を爭 ふに 足らん や。 要ハ 帝！"  S 將來を して 繁固 旺盛の 地に 立た しむる を © ハ則チ 足る のみ。 

今 夫れ 割 土 償金の 條 件を必 する も S ハ、 ^太 一島の 地と 十 幾 億の 金との 獲得 を爭 ふか 爲に、 英大の 戦局 を滿洲 Q 野に 暴す こと を 

避けず。 是レ 割土廣 金、 所謂 物質的 所得 を 以て 今次 戰爭 終局の 目的と なし、 之に 滿 足せん と 欲する ものな り。 嘗 ミに此 等の 硬派 

論者に 間ハん に、 日露 戰爭に 依りて 發揚 したる^ 威 は、 此區々 の 條件を 超えて、 更に 永遠 雄恢の 所得 を來 すに 足ら さる か。 此 *ぉ 

第一章 臺灣 K 政 長官  六 0 七 


第 十 節 萌ょリ 北， へ  六 〇 八 

E たる 利獲ハ 果して 以て 露國を 屈し、 W タヒ銜 を 帝 國と爭 ふの 計 を 生せ さらしむ るに 足る か。 若 シ然ら すと 云ハ 、， 则チ硬 者 か 

^家の $5  メに彻 する 所 も 亦 小な りと 一 K ハさ るへから す。 大戰 カ餘炎 國烕？ 發揚、 苟も 此に 審處 する に 於て ハ、 今後 東洋！^ お" の 酒 

權ハ、 舉 けて 帝 國の把 掌に 歸す へく、 之 か爲メ にして、 今日の 物質的 听得を 僻す るか 如き は、 寧 。希 逢： „w  くへ きの 奇貨た る こと 

を 解せ すん ハ、 軟者 哄然として 彼れ 硬 者の 孱劣 を笑ハ ん。 

卽ち 伯の 言 ふ 所 は、 日本が 敢て 干戈 を 取って 露 國に相 見えた る 所以 は 領土、 惯 金の 如き 卑近なる 物質的 利益で はな 一 

かった 苦で ある。 もっと 高遠なる 目的の ために、 起ち 上った 苦で あると いふの. である。 勿論、 伯と 雖も、 これ 等の 條ー 

件 を 以て、 全然 不當 であると 言 ふので はない。 卽ち 伯は繽 いて 論じて 曰く。 

然れ とも 我 條件旣 に 具し、 談判 旣に 開く。 割 地 償金 ハ 極力 之 を、 H.: 張せ さるへから す。 唯 i 其 成敗の 如き は、 毫も 俗論に 和して、 

我心 慮 を勞 する に 足らす。 其 成る も 可な り。 其 成ら さる も 可な り。 談判 不協萬 巳む を 得さる に 至りて、 谈然手 を 撒して 生面 を 和 

• 局に 開き、 割 土 償金の-値に 什 倚 倍す る 所の 奇貨 を收 めて、 此局を 了す る？ 成^ あら ハ、 目前 紛々 の WW 藤の 如き は、 之 を lit 烟過 眼； 

に附 して 足る へし。 我 に此小 問題の 爲 めに 國運 飛躍の 一大 幸 機を蹉 過す るに 與ミ する 能ハ すと 雖、 而も 此小間 題の 得失 を以 

て _&チ に 幸機仝 局の 累 となす ものに 非す。 物質的 所得の 多少 ハ 深く 較 する に 足らず。 要するに 八ん く 取る 所な きの 決意 を 以て、 仝 

く 取ら ん こ とをカ5^^す へきの み。 其 カ爭す る は則チ 局面の 展開 を 明かに して、 無形 の 大所 得 を 3a  ！ へす る 所以な リ 。 

然 らば 所謂 「無形の 大所 得 J と は 何で あるか。 曰く。 帝 國の滿 韓經營 であり、 これによ る 東洋 政お 指導 權の 把握で： 

ある。 伯の 論 稿は績 く。 

一 

熟 i 東洋の 形勢 を觀 るに、 露^ ハ滿洲 終營に 於て、 帝國 ー戰？ 挫 捲 を 受けたり と雖、 彼レ 決して 之 か 爲メに 其 雄心 を銷 续 する も 一 

のに 非す。 其國 性に W りて 之 を 推せ ハ、 捲土重来の-志 は、 ー败の 記念に 因りて 更に 愈 かるへ L 。朝鮮の 宗、 王 權の 如き、 今 

漸く 我 か 手に 歸す るに 至れり と雖、 弱阈の 劣情 到底 平和 手段の 能く： Hi 格し 得へ き 所に 非す。 必すゃ 威武 膺懲 骨に 徹し、 面 を 革め 一 


て而る 後チ已 まさるへ からさる ハ、 恐らく ハ數 年の 内に 在らん。 SE^ 衰 fgf 列 强眈視 す。 m 來帝^ ハ自ラ 任して 之 か 指導に 麻 ると 一 

雖、 從前 5 紡 果に徴 する に、 其 利未タ oi えす して、 其 弊 愈 i 簇る。 事 勢 僅かに 動く カロ、 亂窳 を研斷 する の 快刀 ハ、 夙く 把 柄 を ^ 

帝^? 手中に 收 めさる へ からす。 獨逸 ハ喁を 支那の 一 角に 負 ひ、 徴々 として 口 本 9 戰勝を 嫉視す。 國乾辆 一 タ ヒ 崩る X の：！！、  _ 

先 ッ帝阈 眼中の 釘 をな す もの ハ必 す獨 人な らん。 凡ソ此 等の 形勢 一として 東洋 不測の-妖雲た リ、 帝 國將來 ？重仵 たらさる なし。 . 

今：：： 區々 の 償金 割 土ハ、 采 して 帝國 の 爲メに 此重仵 斡旋の 地步を 来す に 足る か。 戰勝 講和の 立脚 ハ、 利して 以て 此地 步を來 すに 

足る もの ある を 知らす。 徒らに 硬 論に 牽 かれて、 f= 斷不顚 の 露國と 蚌鹬相 持し、 英斯哥 侵 襲 を 空談して 國カを 一局に 顿す るが 如 

き は、 * して 國 家に 忠 なりと 云 ふこと を 得へ きか。 由 來韓を 凝し、 淸を 操り、 露 を 伐つ、 稱 して 束洋 平和の 爲メ なリ となせ とも、 

此 ハ帝^ 從前^ 位 力 望の 限る 所、 外交の 辭 命然ら さる を 得さり しに 由る ものにして、 其- K は 我^家 生存の 必要に 迫らる、 の教せ 

し 所に 過き す。 巧僞ハ 以て 一時の 曲折 を濟 すへ し。 體露 堂々 に 非され ハ、 終に 以て 經掣を 遠大に 排す るに 足らす。 苟も 闽家 をし 

て 其 進む へき 所に 澗步 公行せ しめんと 欲せ ハ、 必 すゃ國 家の 萆位カ 望 をして、 列强關 係の 耍 勝に 據 らしむ るの-策 を 取ら さる を 得 

す。 是レ 決して 膚淺貪 劣なる 硬 儐 主義の 能く 成す 所に 非 さるな リ。 古の 人 之 を 行 ふ もの あ. り、 ビス マ ー ク是 なり。 今や 唯 i 米國 

大統領 あるの み。  一 

かくして 伯の 論 稿 は、 ー轉 して 講和の 斡旋者た る米國 のこと に 及んだ。 大統領 口  I ズヴ H ルト は、 何のた めに 世界- 

の 面前に 起って、  自ら 調停者の 役割 を 占めん としたの であるか。 若し 我れ にして 執拗 その 要求 を 執って 動かす、 ため 一 

に 談刺を 決裂に 導く に 至らし めば、 その後の 國際舆 論 は、 果して 我れ に 有利に 展開す るで あらう か。 憂 ふべき はむし 一 

ろ その 點 にあった。 伯の 論 稿 は 進んで それらの 諸點に 及んだ。 

ル ー ズ ベルトの 帝國、 王 義ハ、 列！： 權数旁 午の 間に 在りて ハ、 明快 鷲 g を 以て n« せられ、 機變多 方なる 獨逸 元首 を籠罩 して、 其 奇- 

を； うする こと 能ハ さらしむ。 彼レ ffi サに合 衆 國を挈 けて 列國關 係の-上層に さんと 準 §S する もの i 如し。 合 衆 國のカ 望 を 料る 一 

に是レ 未 タ必す L も 成し 難き の， 計に 非す" ル， ズ ベルト 大統領 か 曰 露 戰爭を 調停し、 兩國 の銜を 列强觀 望の 間に 持 せんとす るの 一 
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意、 亦揣り 難しと せす。 米國の 我に 於け る や、 帝：！ に 歴史的 歡好 除く へから さるもの あるの みならす、 東洋 新興の 我 邦と 結 托す 

るハ、 其 S 雄 を 世界に Ln ふるの 略に 於て、 其の 願 ふ 所なら さるへ からす。 今時 和 の 周旋、 其 我阈に 於け る や、 大統領の 好意 亦 

多と すへ し。 然れ とも 試 ミに地 を 易へ て露國 の爲ズ に、 之 を 思へ は、 堂々 たる 世界の 大國、 ー戰の 失敗 俄かに 地 を 割き、 金 を-お 

ふの 約に 屈する 能ハ さる も 亦 其 情なり。 故に我^^^權、 談判 カ爭不 協の 地に 至る も、 亦处 a を歸 すへ き 所な きなり。 此の 時に おりて、 一 

我 は悻々 然として 眼 を 噴ら して 干戈 を尋 ぐの 外に、 更に 善 處の道 あらざる か。 是 レ經國 者の 再思 を 要する 所な り。  ； 

我楚 をして 其 私见を 申へ しめよ。 亜米利加 大統領 3= 露 戰爭を 調停す るハ、 啻に 米國の 錄紫此 一大 斡旋に 任す るに 椹へ たる こと 

を 表 1； す る Q み ならす、 人道 の 大義に 依りて 兩 交戰^ S 協和 を勸說 したる 大統領 5 成功 は、 米阈 W の 名譽 と. L て 希 §1;- す る 所なら 

さるへから す。 丑ッ 大統領の 勸 說ハ、 第一 一一 者た るの 態度 を 明かに して、 厳； 中立 國の 表面 を 保留す と雖、 間く 所に 擔れ ハ、 二  W 

に對 する 言 議の此 に 出つ る や、 列^^ 係の 機密より 觀て、 自ら 十分の 地歩 を 占む る 所 ありと 云 ふ。 果して 此の 如く なれ は、 H 露 . 

和 局の 成る と 成ら さると ハ、 大統領 乃至 米 國の聲 望に 取りて、 決して 兩可忽 漠の钿 故に 非 さる か 故に、 談判 場 中 兩！： の 中執 拗不 一 

協の 名に 落つ る もの は、 必すゃ 米 國の疾 惡を惹 く 所た らん。 而 して 其 結果 ハ 世界の-平和 を？ P ふるもの をして、 一 相 目して 手 を 

义 くに 至ら しめ、 兩！： の 交戰は 新に 無期 繼續の 局面 を 開かん。 假令ヒ 我 邦 をして 1； 債 募る へく、  ^1 歉堪 ふへ く、 以て ー华兩 歳の 一 

戰局を 支持し へからし むる も、 之に. E リて Sj! る 所、 果して 今 S 要求 を 超えて、 其 失 ふ 所 を 償ハ. L むる に 足る へき か。 米 阈の仲 

裁に 春 癒す るに 杏な りしの 結果、 列國の 感情 旣に從 前に 異 るの 日に 於て、 更に 形勢に 據リて 時局 を 誰何し 來る もの ハ必す ゃ獨逸 一 

なる へく、 此の 時に？ り已 むこと を すして 之に 聽 いて 和 を 講 する も、 其條 か 果して 幾何 か 帝國の 名譽と 利益と を 袖 ふ へき や 

は、 赏に 危疑 不測の 事に 屬す。 故に 今 us 計、 我 か 要求 條 件の 力 爭 遺憾な く、 而 して 露 II 到底 之を容 る、 能ハ さる？ 機 決に 臨ま j 

ハ、 我ハ a ちに 其 要求 を 撤！： し、 速 かに 和 局 を 成して、 以て 美名 を 米 國に讓 るに 若く ハ なし。 E く 米 國旣に 人道の 爲に 兩交戰 n 一 

の 間に 調停す、 我 獨リ我 か 要求 を 主張して 此 好意に くハ 不祥な リ、 帝國の 要求 條件 を讓る は、 露^ を るに 非す して、 米^の 一 

道義 を @ 敬す れハ なりと、 其辭 命の 如き ハ 固より 5 お 局の しき を 制する に 在り。  一 


-す るに 伯の 說く ところ は、 nl 前の 小利 を てて、 將來の 大利を 得ん とする にあった。 言葉 を換 へて 言へば、 講和 

は それ 自身が EI 的に あらす して、 將來 東洋 制 凝の 大目 的 を 貰 徹する の 一 手段に 過ぎなかった。 故に講和條件の^^重の 

如き、 この 大目 的 を 規準と して 判斷 すべし と 言 ふので ある。 卽ち論 を 進めて 曰く。 

所く の 如くなら ハ、 彼 5 友邦 を 蔑 如し、 和議に 恃戾 する 固 我 執拗？ 名ハ、 我-一 非 ラス シテ 展 然として 露 阈に歸 すへ く、 而 して 之 

と Ms- に 米^の 善意 同情 ハ招 かすして 我に 歸 せん。 今や 沸 W 旣に 露^ を 疑 ひ、 顧みて = 英 と相聯 らんと 欲する の 時に 際り て、 

に 米^と &】 相： gi ふこと を ハ、 露獨 誰か 敢 へて 我 か 戦勝の 餘威を 正視す る こと を 5^ ん" 果して 能く 斯くハ 如くたら ハ、 他 =Ss 

韓終營 束 作 1： 題の 前  >广』 ハ、 帝 國の義 と 與國ハ 信望との 前に 於て、 堂々 澗步 して 破竹の 功を收 むる こと を ？む へし。 "疋れ 其 今 H の 

0 々 た る 償佥割 地の 値に 倍； 徙 する こ と 果して 幾 そ。 之 を 今 H 廣金割 地 力 小 問題に 固 著せし の 結果、 他：：； 舉手投 足 悉く 列！： の 惡 

視經擎 を 買 ふに 比すれ ハ、 52： 失 果して 幾何 そや。 

丑 ッ割地 償金の 如き、 露國 をして 容易に 之 を 承諾せ しむる を 得ハ、 固よ リ帝國 の 利益た るに 妨 なしと 雖、 一利の 一 弊 を 伴 ふハ數 

の 免れさる 所に して、 反面よ リ 之を考 ふれ ハ、 此 物質的 所得 ハ必 すし も 深く 戀 ふに 足る もの あるに 非す。 m 淸戰爭 は舉阈 慨然 臥 

薪 嘗膽の 聲 を 以て 其 局 を收め たれと も、 爾後 十 年の 傾向 國 民の 浮 靡 凝 怠に 流れた る こと、 1  口ん と 言語の 外に 布り。 十 半ー戰 して 

必す金 を 取 リ地を 割く に 独れ しめ ハ、 嗣後十 年 二十 年、 更に 臥 薪 嘗膽搔 土 重 來の新 露 國を迎 ふるの 日に 於て、 果して 利 あるか 害 

あるか、 未た 輒く 判定す へからす。 反 之國民 をして 將來 永く 一 簣の馓 を 平和 條 約に 含み、 西 望 奮 勵の意 をして 巳む ことな からし 

めハ、 則ち 束洋？ 事 庶幾く ハ 成す あるに 足る へきな り。 

かくして 伯 は、 當路の 諸 公に 向って、 n 前の 小利に 惑 はされ、 眼前の 小 反對に 屈して、 國 家の 長 計 を 1^、 るな からん 

こと を警吿 すると 共に、 政府に その 所信 斷 行の 勇 を激勵 し、 次の 如く 述べて その 長 論 稿 を 終った。 

割 地 償金 讓步の 意 兄に 對 して ハ、 降. 海軍 及 所謂 硬派 論者の 反對は 固より 免れさる へし。 然れ とも 沿海 洲 漁業 權 獲？：： の 上に 於て、 
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f 太 一島の if 之を 言に 爭 ふに 足ら さる は 前述の 如し。 或 S ふ。 若し II すん ハ我 S を 奈何 せんと。 然れ とも 戰 

勝 Msi 濟に 於て、 ¥數 億の S を 奈何と もす る こと 能ハ さるへ しと 祀季 るか 如き ハ、 に 自ら 侮リ 自ら 辱し むる の 

S きものに して、 f  SQ 略 ある ものよ り之| れハ、 寧ろ 襲に 堪 へさる の 俗論た るへ し。 斯 S き Isf 誤られ 

て、 列虽 關 係 仝 局面の 排 募に：^ て 自ら 處 する 所以 を 失 ふか 如き ハ、 豈 政治家の 爲す へき 所な らん や。 

然れ とき 151 心に は、 亦 必すゃ 外 5? 强 ふへから さる 苦心の 消 まるへ し。 f 瑞 るに 此等 sf 斷行 せらる 

る こ f て 諸公笫 一の 顧慮 は、 想 ふに 霍粗 俗なる多數世 論の i におらん。 是 れ未タ 深く-まるに 足き るな り。 I 誠に 國 

a 其 今 曰に 已 むへ をき」 る听を 具して 音 s< 子に 5、 奮 S する f  2、  If^iJ^ 

ハ、 内閣の 地位の 如き は I 何人 こ- 讓 ると 雖可 なり。 § ひ 憤々 たる 硬 論者 流、 露に 代 ハリー」 要路に 立つ も、 終に 何事 を か 成 

す こと 墓ん。 諸 ま f  I し 之 I 濟し、 亦 f 棑斥 交？ るつ 5之を 掌 S すか 如くな らんの み。 S 一た ひ f リ 

^運 之に. S りて 盛んなる こと を 得ハ、 内閣の 取與の 如き は 固より 立憲 國の 常事に 過き さるな リ。 


八、 病中 所感 

前項に 述べた る ごとく、 伯は當 時の 國民舆 論に 反對 して、 日本 は區々 たる 物質的 利益に 固執す る ことなく、 むしろ 

將來 東洋 驚の 要 f 我れ ^ 收 むべき 群 S 立 S 力 を 傾注すべく、  SS 公 I 勵 した。 ||£ ちし 桂 

內閣 に、 果して この 大覺悟 ありし や 否や は、 別問題で ある。 しかし その後の 講和 會議 は、 事實 において、 伯の 論 稿の 

趣 皆の 如くに 進行した。 

我れ は 領土 割讓、 償金 賠償の ニ點 について、 重大なる 讓歩を 試み、 日露の 講和 は 遂に 成立した ので ある。 


果然、 所謂 「屈辱 講和」 に對 する 國 民の 憤激 は爆發 した。 九月 五日、 帝都の 中央に 行 はれた 燒打 事件の 不祥事が こ 

れ である。 伯 は 如何なる 感慨 を 以て、 それ を觀 望したり しか。  . 

ここに 「病中 所感」 と 題して、 卷 紙に 紛 筆の 少年ら しい 稚拙な 筆蹟 を 以て 記された 覺 書が ある。 恐らく、 病^^£にぁ 

る 伯が、 嗣子 ー藏 をして 筆記せ しめた もので あらう。 筆蹟 はたし かに ー藏の それで ある。 

病中 所感 

燒打 事件 ノ 演說 、ノ 如何 一一 國民ヲ 刺擊セ シ ャ。 聞ク所 一一 ョ レ バ 不平 分子 誘引 的ノ 事 多ク、 寒心 一一 耐 H ザル モノ ァリ 

ト。 實ュ 彼ノサ ハグ 何ノ 主義 ナク 定見 ナシ。 今 彼等 ヲ考 フル モ、 不敬 不祥 ノ事 ナガ ラ 皇室 一 1 向ハシ メタ ラバ、 

少シ モ考へ ナ キ彼ノ 暴民 ノ如 キ、 今ャ a 肚會 主義 的 性質 ヲ」 として 抹殺.) 歐米 文明 ノ 風潮 社 會ノ 上下 ヲ問 ハ ズ浸來 

シッ、 アル 時 一一 當リ テ、 古來ノ 大和魂 胸 ヨリ ヌケ テ、 物 珍 キー 一 カブ レツ、 ァ リテ、 忠義 其 胸底 一一 ァ レド、 一時 ノ 

熱 上 ユカ ラレ、 如何 ナル 暴力 ヲモ 加へ ザル ヲ保シ 難ク、 二 千年 來ノ金 甌無缺 ノ我御 國體ヲ 傷 ルー 一至 ル事保 スべカ 

ラズ 0 

人間 生レテ ヨリ 死 一一 至ル 迄、 物 ヲ取越 シ苦勞 セズ、 愉快 二 送ルコ ト 肝要 ナレ。 

我 ハ佛ノ 如 ク世ヲ ハカ ナミ、 厭世 思想 ヲ抱 テ、 一生 之ト奮 鬪スル 又要ァ ラン。 

大聖 ハ別 トシ 普通人 ヨリ 見 レバ、 愉快 一一 暮ス 方ョ シ。 世 二 云フ 面白 ォカシ ク太ク 短 タト 云フ意 一一 ァ ラズ。 現下 ノ 

趨勢 世界 大勢 ヨリ □□□□ 國家ヲ 元 トシ、 我國 民ハ特 一一 皇室 ヲ 中心 トシ テ、 ナット ゥ賣シ ジミ賫 ニナ リテ モ國 

家ノ 爲ナル 様、 卽 人-一 ョク ナシ、 己ガ業 ヲハゲ メバ、 貧 クナル モ己ガ カノ 足ラザ ル爲、 運 ナリ。 時 ナリ。 { 儿シク 
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其 境涯 一一 於テ、 出 來得ル ダケ 一一 誠心誠意 ノ上 一一 立 テル 愉快 ヲ得ル 二 至 ル樣ニ セザル ベ カラ ズ。 凡人 AsjLscscfi 

マ ヮリ道 シテ安 心 立命 ヲ得 レハ、 苦 シマザ ル變リ 极據淺 キモ、 直接 一一 其 所-一至 ル ト考フ べシ。 此世ノ 中 一一 大ナル 

宗敎ヲ 起シテ 人ヲ導 モヨ カラン 乇、 願テモ 出來ヌ コトハ ヤメ、 其 レハ先 祈：： ノ志ヲ ツギ、 先ヅ 我等 ヲ 愉快 ュ 樂シク 

生 住 セシメ 給 ヘル 天照大神 ヲ始メ 八 萬 八 千 ノ祌ヲ 仰ギ、 現世ーー；^^：^カ レト我等ノ爲ーー計リ給フ 皇窒ヲ 護リ、 之 

二 敵 スル乇 ノト 大 一一 戰フべ シ。 

佛ハ 本來签 夢現 ト云 ヒ、 愉快 一一 正シキ 道ヲ、 誠 ヲ至テ 進ムガ 人ノ職 ナリ。 徒 一一 出來モ セ ヌ モウ ゾゥヲ 起スべ カラ 

ズ。 コ ノ事定 マリ テ 後先 一一 進ム べシ。 現世 ノ萬 象モ分 ラズ、 此ノ千 態 萬 物ヲ究 メズ、 佛ノ國 二 行 クモ、 -叉 佛ハ先 

ノ國 一一 在スべ シ。 

尤も この 「病中 所感」 を 以て、 直ちに 屈辱 講和に 激昂せ る、 民衆の 燒打 事件に 關 する もので あり、 その 報 を 得る や 

直ちに 感慨 を^ 記せし めた ものであると 斷定 する の は、 かなり 危險 である。 何と なれば、 帝都に 燒打 事卞の 起った の 

は、 明治 三十 八 年 九月 五日で あり、 その 當時伯 は、 兒玉將 軍を訪 はんとて、 滿洲 旅行 中であった。 さう して、 次 頃に 

記す る ごとく 渡 滿 の 船中に ありし 伯の 日記に は、 九月 一日の 項に、 「終日^ 嚼、 熱 ナシ。 人 浴後 汗發、 ^床 前 服藥」 

と あるの みで、 その後 刖に 病氣の 記事 はない。 そして 豫定の 旅行 を繼續 して ゐる ところ を 見れば、 ^に鞋 こむ ほどの 

病氣 ではなかった ものと 思 はれる。 故に 或は 歸朝 後燒打 事件 を囘 顧しての 病中 所感で あるか も 知れす、 また この 燒打 

事件 も、 辱 講和に 關 する ものではなくて、 明治 三十 九 年の 電車 燒打 事件であった かも 知れない。 

しかし、 吾人の 關 心する ところ は、 その 時日よりも むしろ、 內容 である。 平常 獨樂の やうに、 頭腦と 肉體を 現實界 j 


に 働かせて ゐる だけ、 一寸で も 平臥の 機が あると、 急に^ 學的、 宗敎 的の 暝 想に 耽る の は、 生 .非 を 通じての 伯の 癖で 

あった。 最初の 獨逸 §出學 の 際、 病中 鉛 をと つて、 造言 狀と 思しき、 容：： に 意味 を 捕捉し 難き 一文 を 記した こと は、 

すでに 述べた 通りで あるが、 この 「病中 所感」 も その 亞流 である。 

かう したと ころに、 伯の 性格の 一面が あった こと は、 見逃すべからざる 事實 であった。 さう して、 この 所感 は、 「し 

が 人生 觀を 己が ために *1 きとめて おくと いふよりも、 むしろ 子女の ために、 人間 はたと へ 納豆 賫、 ^賫 になっても、 

その 天来の 分に 應 じて 皇室の ため、 國 家の ため、 社會 のために、 誠心誠意 を 以て 全力 をつ くす こそ、 この 世に 生 を 

享 けたる ものの 本分 なれと、 訓 論す るが ごとき 口調で ある。 これ は 一 つ は、 その 舉 記者が、 嗣子 ー藏 であった ため、 

自然に さうな つた ものと 思 はれる。 

九、 戰 場に 兒玉 を訪ふ 

日露の 和 W 漸く 終末に 近づかん とする ころ、 伯は戰 地に 在る 兒玉將 軍を訪 はんがた め、 滿韓の 旅に 上った。 

その 前後の 行動 は、 伯の 當 時の 日記に、 次の 如く 記されて ゐる。 

八：：：： 五：：：： 有 馬 ヲ發シ 、午後 w 京杉ノ 井一 一 著。 

六 U 午前 山 縣侯ヲ 訪ヒ、 午後 八 時 京都 ヲ發 ス。 

七 口 東京 著。 鹿 子 木 來訪。 

A  n 內務 大臣 ヲ訪ヒ 内務、 大蔵 參^ ス。 

參事官 長官 制 ノ 件 -ー 付總督 ョ リ 來電。 a 1 一 臺灣 -I 移牒。 
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九 ：：！ 桂 餘理伊 束、 有 地 ヲ訪フ 。祝 局長へ 電報 シ置 ク。 

十 口 大岡 育造 來、 中 村 利恭- 一日 本 新聞 ノ 事-一 付 相談： 直-一 赤 石內示 

十  一 n 外務 次官 二 面會。 

十二 日 价藤 侯爵 ト 墨堤-一食 ス。 

十三 日 綜理 大臣 面會 後藤 E ヲ 訪フ。 

十四日 JJevis 來訪。 

十五 n! , 滿韓 行-一 付 總督ノ 認可 ヲ受 ク。 

十六 H 內務 大臣へ 滿 韓行ノ 認可 ヲ受 ク。 

十八 日 山縣 元帥-一面 會ス。 

廿 二日 藤侯ヲ 訪フ。 

廿三 口 藤 m 傳三 郞來。 Harris 招待。 

廿四ロ 伊藤 侯 訪問。 憲法 發 布淸國 大使 談ヲ 閉ク。 

廿 五日 都 筑馨六 來訪。 

猛 太郞ト 高峰 負 倩 整理 ノ談ヲ 聞ク。 

廿 七日 講和 談判 愈 困難 ヲ極 ム。 滿韓 出發ヲ 見合 ス。 綜理ノ 内 喋-一 ョ ル„ 

廿 八日 東京 ヲ發 シ滿韓 行程-一 上ル。 午後 四時 綜理- 一面 會 G 

廿九： Z 午前 七 時半 京都 著。 下 村 面。 同人す ま 迄送リ 來ル。 

卅 口 宇 品 ヨリ 午後 ニ時乘 込。 海上 平靜。 

卅 一 日 夜來鼻 感冒。 海上 極 平穩。 

一 H 終 n 噴 嚏。 熱 ナシ。 入浴 後發 汗。 臥床 前 服藥。 
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二  rn 海上 少シク 風波 ァリ。 正午 過 キ大連 著。 石 s!^ 方- 1 投招。 市中 巡視 ス。 

三 = 午前 十 一一 一 十分 發奉天 -ー， M フ。 天 i& 及 東京 -ー 通信。 

四 r= 午前 遼陽 -ー 到リ 一 時間 休息" 午後 三時 奉 天 著。 總 司令部 -ー 投宿。 兒玉 閣下 -ー 面せ。 

五 日 福 陵 及 宮殿 ヲ見ル 。正午 大山 閣下 ノ 招宴 一一 侍ス。 此夜 總督ト 前途 協議 濟。 

六 日 午前 桂 首相 へ 書狀" 總督 ノ 閱 一一 供 ス 。 ^51  -I 發信。  . 

午後 零時 半 奉天發 前線 - 一進 ム。 鐵嶺 一泊。 

七 n 午前 九 時鐵嶺 發。 午後 一 時 EEI1 著。 前線 ヲ視 ル。 昌闞 一 泊。 

八 日 午前 八 時 前線 ノー  部 ヲ見ル 。正午 出發。 午後 十一 時 奉天驛 一一 著。 

福 島少將 休戰ノ 爲戰線 行。 . 

九 H 營 口-一向 ヒ、 午後 七 時 奉： 大ヲ 發ス。 

十 口 午前 九 時營ロ 著。 領事館 一一 投宿。 市中 ー覽。 天津 一一 電報 ヲ發 ス。 

十一 日 營ロヲ 發シ、 天津-一向 ヒ、 山海 關 一一 一泊。 

十二 日 天津 著。 

十一 一一 H 天津 午後 一 11 時武 十分 發。 午後 六 時 二十 分 北京 著。 林 ホテル 投宿。 

十四日 北京 ヲ發 シ、 太沾- 一向 フ。 同處 一泊。 

十五 日 正午 太沾ヲ 發シ。 黄昏 山海 關ー 一入 リ 一泊。 

十」 ハ 口 營 ロー 一向 ヒ、 午前 六 時 山海 關ヲ 發ス。 

十七 n 此：： ： 休戦-一決 ス。 午前 十 時 營ロ發 。大 連行 汽車 中-一 寢ル。 夜行 ノ苦 ナシ。 

十八：：！ 大連著 (午前 五 時)。 卽 七時發 -I テ旅 順行 十一 時 著、 支署 長官 舍-ー 著。 二 〇 三 高地 ヲ見ル _ 

廿 日 午前 港内 外 一巡。 沈沒 船ヲ 見、 一一 一浦 少將ノ 作業 ヲ見、 午後 タチ 丸-一 テ大 連- 1 歸ル。 
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廿  一 R 大述發 韓！： 行。 

廿 二：： r 龍 岩 午前 九 時 著。 午後 三時 安東 縣著。 

廿 三：：： 午前 三時 牛 起 五 時 安柬縣 發平壤 著。 

廿 ran 平壤 ra 時 起 五 時 出 發車站 六 時發。 

サ六 H 京 城發。 

サヒ： n 签山。 

廿.^ u 門 司 著。  _ 

廿 九日 廣島 著。 

世 曰 ニノ 島撿 授所ヲ 觀ル。 

一 口 打 手村賀 E 別莊 著。 

二  n 大阪ヲ 經テ歸 東ノ程 一一 上ル。 

三 H 午前 七 時半 著 京。 綜理 内務 兩 大臣 ヲ 訪フ。 

四 = 山縣； -^!<ヲ 訪フ。 陸軍大臣 ヲ 訪フ。 藤 原 銀 次郎來 ル.。 

五 口 總督へ 返常ヲ 發ス。 钣野吉 一一 一郎 電話。 兒玉 大將- ー關シ 面談 ヲ求メ 來リ、 乂-宽 話 一一 テ 通話 ヲ求メ 來ル。 

相 れて旣 に玆に 一年 半、 いま 帝國 安危の 繋る 戰 線に 相 見る。 兒 玉と 後藤の 感慨 栗して 如何な りし ぞ。 

當時 「ー隨 員」 の 筆に 爲る 「後藤 長官の 奉 天 行き」 の 一 節に は、 次の 如く 記されて ある。 

吾人の 乘れる 特設 客車 は、 四 人の 夢 を 載せて 夜を舍 てす 進みて、 翌 四日の 曉 色を迎 へたり。 幾多の 短 停 長 驛と大 

卜.：' リ？ - 過ぎり て、 奉 天驛に 著した る は 午後 二 時な り。 到れば 旣に總 司令部より 出迎 人力 ー キ 服の 軍人 の^てる 


十 EJ 


あり。 長 {n は 一 々彼等と 握手し 歡 笑し、 六 時 休憩の 後、 差し向けられ たる 肥馬に 跨り、 悠然として 北 小 逢 門 を 指 

して 行けり。 俟等は 三人、 例の 名物なる 支那 馬車に 駕し、 野と もっかす、 道と もっかざる 場所に 廢を 投げつ、 又 

搖， られつ & 先行の 馬に 尾して 往く。 (中略) 

かくて 往く事 一 里餘 にして、 嚴然 たる 黑 門前 大日 章 旗の 交叉せ るを視 る、 此處ぞ 卽滿洲 "取の 藝謀 活動の 中心た る 

總：！ i. 令 部なる。 吾人 は 此の 門前に 車より 下りて 肅然 たらざる を 得 ざり き。 

餘光を 以て 門 側の 衞士に 誰何 せらる、 事 もな く、 ー楫 して 進み 入り、 奇語妙 句 を 書き出せる 門聯を 左右に 眺め、 

數十 歩に して 右側の 土間 績 きの 洒潇 たる  一 {, 至に 導かる。 長官 旣に 椅子に 憑り て 談笑す。 其の 對座者 は、 眉宇 精 

と 俊 爽の氣 を 以て 充 たされた る 一 將軍兒 玉總督 閣下な り。 卽ち 謁す。 

少焉 にして 乾坤 一 挪的 壯圖雄 謀の 泉 源 地なる 此の 一 窒を辭 して 出で ぬ。 

長官 は總 司令部 內の 一房に 齋 藤氏と 共に 投宿せられ、 小 泉 氏と 僕と は 程近き 名に しおう 滿洲 ホテルの 一角に 陣取 

りたり。 

此處に 於て 滿洲 行の 目的 は 或る 意味に 於て 達せられぬ。 

長官 遼 陽に 人り て 以来、 感懷 特に 動きたり と 見え、 錦心繡 腸の 作 少なから す。 な r 左に 其の  一 ニを錄 せむ。 卽ち 

寵韜虎 略 制 機先 海陸 出師 經兩年 行 見 山河 新戰地 馬頭 風 冷滿洲 天。 

〇 

元 戎百萬 奉 天 城 秋 到 星 門 金氣淸 衞士 不知 布 衣 客 誰何 策 馬 入 軍營。 
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かくして、 伯 は、 奉 天に おける 兒玉將 軍との 會見を 終る や、 直ちに 次の ごとき 一書 を 裁して、 その 要 3 曰 を 桂 首相に 

報告した。 

時下 益 御 淸榮、 此際は 一層 御盡瘁 と、 爲 邦家 奉敬賀 候。 一昨 四日 午後 著、 其 夜 總督と 緩談。 先府 務に關 し、 豫算 

並 急耍之 件より、 代理 中 行政 諸般の 梗概に 涉り、 遂に 此 代理 三年 中、 世間に は 成功との 話 も 有 之 候へ とも、 下官 

の 遣り 損 ひ 失敗 も 有 之、 總督 より 見る 時 は 更に 下官の 見る よりも 多大なる へく、 旁此 局面 ー變之 上、 可成 速に 歸 

任、 府務 の旣往 を檢閲 し、 將來 に對し 矯正 を 加 へられ 度、 人事 も 歳 人 變遷と 共 改正 を 要すへ き理に 付、 各 高等官 

に對し 事務の 實況に 就き、 御 指揮 を 仰ぎ 度 皆 熱 請 致 候處、 必 面 一 變復任 致へ く、 是 兼て 期す る 處に付 承り S はく 

との 決意 を 示され、 一 段 相 濟み中 候。 後 閣下より 御 內命三 ケ條、 卽第 一 休息、 第一 一甲の 後繼、 第三 乙の 後繼に 付、 

御內 意の 次第 簡明. W. 述、 十分 御 諒察 相 成、 兒玉 大將の 御內意 承り 候處、 

第一 休息 は 止 を 得さる ものと 認む。 然る 時 は 第二の 點 甲後繼 とする は、 此 場合と して 異議な し。 第三の 點の乙 後 

繼論、 目下 左様の 考は 毫も 意中 無 之、 山 縣. 忮來 天の 時 も 鄙見 明言し ffi き、 唯今も現ぉ面 一 變の上速に^！府の件、 

前段の 如く 現に 承認 致 居る 次第に 有 之、 將來の 時局 難易 利 不利より 囘避 進取 之 意に 無 之、 此由 桂へ 十分に 傅ら れ 

度との 中心 快諾せられ、 一 に 閣下の 休養と、 國家 將來眞 利害 を 考察 進む へき 餘地 今日に 講 せらる、 御 衷情と して 

諒 せられた る もの Q 如し。 而 して 論功行賞に 付而 は、 下 官韓國 行 歸京も 相 後れ 候 故、 此際 可成 速に 兒玉 閣下の 決 

定を 閣下に 急報す るの 要 ある ものと 信し、 書留 を 以て 中 上 候。 

伯の 滿ぉ 巡遊が、 尋常一様の 旅行でなかった こと は、 前揭 日記に も 記された る 如く、 その 出發 前に、 厘ぶ^^^竹相及 


び 伊藤、 山縣ニ 元老 を 訪ね、 また 八月 二十 七日の 條に、 「講和 談判 愈 困難 ヲ極 ム。 滿 a お出 發ヲ 見合 ス。 5^ 理 ノ內牒 一一 

ョル J と あるに よっても 明かで ある。 

そして 伯の 要談の 一 つ は、 戰後兒 玉 總督の 就くべき 地位、 及び それによ つて 生すべき 後繼 者の 人選であった こと は、 

上掲の 書信に よって、 容 =^ に 推測され る。 

兒玉 自身に 關 する 問題 は、 書中 第三 乙の 後繼 云々 に存 した こと は、 兒 玉の 「第一 二の 乙 後繼論 目下 左様の 考は 毫も 意 

中 無 之」 云々 に徴 しても 明かで あるが、 然 らば 如何なる 地位 を もって 兒 玉に 擬 したる や。 大山の 後 を 襲うて 參謀總 長 

となる の義 なる か、 或は 桂の 後 を 襲うて 首相た るの 義な るか 明白で ない が、 少なくとも 臺灣總 1^ と 兼任す る を 許さぬ 

ほどの-直 要な 地位であった こと は、 これ を辭 する 理由と して、 局面 一 變の上 は 速 かに 臺 北に 歸府 すべき こと を、 すで 

に 承認して ゐる こと を 以てして ゐ るに 見ても 明かで ある。 從 つて 問題 は 「第一 休息」 であるが、 それ は 桂が、 講和 談 

判 成立の 上 は 一旦 閑地に 就きて 休息した いとい ふ 意味で あらう と 思 はれる こと は、 この 書翰に おいて 伯が、 「閣下の 

休養」 を 問題と して ゐる によっても、 ほぼ 推察され る。 若し 然り とせば、 兒玉 は戰後 桂の 後 を 承け て 自ら 內閣を 組織 

する の 意な きこと を傳 へ たものと 見る ことができる。 

「第二 E- の 後繼」 と ある は、 全然 明瞭 を缺 くが、 或は 戰 後山 縣 參謀總 長の 後 を、 大山 大將 をして 襲 はしむ るの 義で 

あつたか も 知れぬ。 これに 對 して 兒玉は 「此 場合と して 異議な し」 と 答へ てゐ るが、 事實 もまた その 通りに なった。 

或は また 「第二 屮の 後繼」 と は、 戰 後西 園 寺が、 後繼 首相た る ことに 關 する ものであった かも 知れぬ。 これ もまた 

事實、 桂は戰 後の 事業 一段落 をつ ぐる や、 西 圜寺政 友 會總裁 を 招いて、 委 ぬるに 後事 を 以てし、 西 園 寺 は桂內 閣總辭 
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職の 後 をう けて、 明治 三十 丸 年 一月、 自ら 內閣を 組織した。 

しかしながら、 伯の 書翰の なかの 晤號的 文句 を、 上述の 如く 解す るの は、 更 めて斷 はるまで もな く、 全く 吾人の 推 

測に 止まる。 

一 〇、 満 韓經營 意見 

日露の 講和 條約 は、 國 論の 反對を 押し切って、 締結され た。 しかも 一度び 平和 克復す る や、 國民は 翁の 激昂 を 忘却 

したる ものの 如く、 再び 戰 勝景 氣に 浮かれ はじめた。 

然 らば 日露 戰 の 結 * として、 必然に 我 國の雙 肩に かかり 來 りし 滿 韓經營 の 大業 は、 どうな つたので あるか。 

心 ある 人 々 をして 眉を颦 めしめ たの は、 國 がそれ を 等閑 視す るが 如くに 見えた ことで ある。 

戰時 中し ば， （- 意見書 を 草して、 經國の 志を敍 ベた る 伯が、 再び i.^ を 執って、 次の 一文 を 草した の は、 そのためで 

あった。 伯の 意見 *1 は、 ま づ攀を 起して 曰く。 

征露ノ 戰局斯 二 平キ、 國家 戰後ノ 綞營ヲ 談スル モノ 囂々 トシ テ 朝野 一一 滿ッ。 衆 U  ノ略 同 シキ所 ヲ觀. 祭スル 一一、 大要 财政ノ 整理 

ヲ以テ 仝 局ノ關 鍵トナ ス モノ  -I 似 タリ。 今 誠 一一 财政ノ 良策 ヲ得 テ、 之- - .m リテ丙 般ノ緩 わ-一 應ス へ カラ シメ ハ、 則 チ生麼 事業 起 

ス へ シ、 軍備 擴張ス へ シ敎育 振作 ス へ シ。 财政 整理 果シテ 戰後ノ 要務-一 非 スト セサ ルナ リ。 疑フ へ キ所ハ 多 般ノ财 政論 者、 4f 張 

徒 一一 切 一一 シテ、 成 ni- 或ハ具 ハラス、 乃至 H 前 小成 ノ策 一一 急 一一 シテ、 後來ノ 大計 ヲ顧 ミル モノ 少キ  一一^ リ。 其 弊或ハ 恐ル。 财政緊 

縮 二 偏 シテ、 巳 一一 多大 ノ國 債ヲ 賭シテ タル 殖； K 的 行政 發展ノ 天地 ヲ顧 ミル -Isfl ァ ラサ ル モノ  、如 ク、 否 其 天地 is 喊 ヲ忘ル 、 モ 

ノ、 如シ。 滿 洲總督 h れ新タ 一一 成 リテ、 恃 ム所ハ 臨時 軍事費 經濟 ノ餘沾 -1 過 キス。 一年-一 シテ 此舍計 終 リヲ吿 クル ノ後、 滿洲 統治 


ノ緒 i!S ハ之ヲ 奈何 一一 スへキ 力。 タ 韓^ 經營ノ 事 二 至リ テモ、 統監 wi^^ 廳費ノ 支辦ノ 外ハ、 一 切ノ l^i^ 之ヲ 他/.：:::^  -I 待 ッへー 

シト ナシ、 此等ノ 方按カ 如何 ナル禍 极トナ リテ、 他 H 國 家-一 酬ヒ 來ル へ キヤ ヲ深察 セサル ハ果 シテ 大計 ヲ顕ミ タル モノ ト^フ コ 一 

トヲ 得へ キカ、 滿 韓終詧 ハ戰捷 カ斑ラ セ ル所ノ 帝國ノ 大責仵 -I シテ、 戰後 財政問題 ノ 大^:：: ナリ。 而ルヲ 昨 議ん辻 洞ナル n ト徒ー 

-- 此ノ如 シ卜ス レハ、 予輩ハ K  - 一前 マ：，； 1 ノ爲 -I 許多ノ 疑惑 -ー麼 ハレ サルヲ i!;:: ス。 一 ^ノ 殖民 政策 ナ ル モノ ハ、 所謂 殖：^ 地力 其 ^領 一 

タル ト 保護^ タル ト租惜 地 タル トヲ論 セス、 一定 ノ條瑰 方針 ァリ テ、 多 方 斡旋 ノ キ-腦 タル 一一 非サ レハ、 隨なノ施設モ徒 -ー|?=^ノ 

小 巧 クル 一一 止 マリ テ、 豫 後期 待ノ 信念 セラ ル へキ モノ ナク、 無 成算 ノ 投資 ハ 局面 ト共旋 轉シテ 常-一 不俊 ノ耗失 タル ，ー 終ル ヘシ。 

かくの 如く、 伯 は 世人が 徒ら に 財政 整理 論に 急 にして、 滿韓經 營に關 す る 大方 策 樹立 の 重要性 を 忘れた る こ と を 指 

摘した る 後、 次に _ ホを轉 じて、 植民 政策の 板 本義 を 論じ、 滿韓 を經營 する に は、 先づ E 額の 投資 を 必要と する 所以 を 

提 iP した。 それ は臺灣 島に 驚くべき 成功 を收 めた る、 植民地統治の 第一人者の 言と して、 世 をして 傾聽 せし むる もの 

があった。 

• 一  國カ其 植民 政策 ヲ 支持 スル - 一際 リ テ最モ 苦シム 所ハ、 之 力 經費ノ 供給 一一お リ。 古來各 n 植 K 政策 失 股 ノ展史 ハ概. ^此  一一 W.5 シ、 

而シテ 其 結果 ハ 常-一 非 領土 擴張 主義、 非 拓地难 民、 干； 義トナ リテ、 國運發 展ノ前 一一 反動 ス。 之-一 對 スル殖 ri- 論者 ノ定說 ハ^タ 切 

(3 ナリ C 曰ク。 殖民 地 經營ノ 費用 ハ、 母 II 力 其 殖民 地トノ  一一  行へ ル 互市 貿易 ノ 純益 一一 比 シテ、 其 額 ヲ論ス へキ モノ ナリ ト。 蓋 

シ阈費 ヲ以テ 殖民 地 ノ财政 ヲ辦ス ル ぺ 母国 年々 ノ剝 削- 1 似 タリ ト雖 トモ、 其 額 一一 シテ 貿易 ノ 純利-一 準 ス ル 以上 ハ、 闕 富-一 於テ ， 

毫モ 失ス ル所 ナク、 而シテ 母^ ハ之 一一 由リ テ其國 カノ 發展ヲ 得ル モノ タルカ 故 ナリ。 レ K 一一  殖民 史家 力、 .ig-i^ 地 終 WW 上、 利 

害 得失 精 究ノ餘 二 出テ タル 適 赏ナル 結論-一 シテ、 世-一 偏お， 吝費ノ 一 、干； 義 ヲ以テ 殖民 ノ 能事 ト ナセル 淺見 ノ大 謬ヲ 醒登ス ルー-足 ル - 

モノ ナリ。 是ー I 由リ テ之ヲ  一一； 3 へ ハ、 今 若 シ韓國 ノ我カ 保護 經營 一一 六 百萬ノ 經費ヲ 耍シ、 斯クノ 如 クスル コト十 年 一一 シテ、 其殖柘 ... 

地 ノ功ヲ 收メ、 彼我 賀易ノ 市利ヲ シ テ今： H  ノ幾倍 - 一 上 ラシ メ符 ヘシ トス レハ、 六 萬 ，ノ 而上更 一一 超過 ノナ 乂出ヲ 辦スル モ毫モ W ム 一 
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へ キパ 謂レ ナキナ リ。 殖民 事業-一 幼稚 ナル 我カ國 論ハ、 韓國 ノ爲- 一十 年 問-! 六 千萬ノ 巨費 ヲ負擔 シテ、 之 一一 換フ へ キ S 人 ノ勒券 

ヲ與へ ス ン ハ、 必ス ャ紛々 ノ 異議 ヲ滋生 セン。 此等ノ 理解 ハ要 スル - 一戸 嘵人 諭ノ得 テ辦ス へ キ听 -ー 非ス。 唯不 ii ノ 責任 心 ヲ以テ 

戟後ノ 國務- ー膺ル モノ、 其 小 巧 姑息 ノ計ヲ 去 リテ、 國家 永遠 ノ爲 一一 之ヲ 信念 敢爲 スルー ー在ル ノミ。 天下 固 ヨリ 其 榮養ヲ 去 リテ其 

藩 息 ヲ致ス へキ モノ アル n ト ナク、 此等ノ 有機 體的 定理 ハ國家 一一 モ個 生物 一一 モ 截然 公道-一 シテ、 人 偽ヲ以 テ之ヲ 二三-一 ス ルコト 

ヲ， ス。 唯 所謂 小 巧 姑息 ノ 計ハ、 目前 ノ偏 取吝 費ヲ悅 フカ 爲 一一、 動、 モス レ ハ此 定理 ヲ撥無 シテ、 圃家ノ 禍极ヲ 養成 ス。 

然 らば 朝鮮半島 經營 について は、 何 を 以て 先務と 爲 すべき か。 伯 は 答へ て、 移民と 殖産な りと 言った。 卽ち、 對韓 

國王 及び 韓國 政府との 間の 政治問題の 如き、 移民 殖産の 實が擧 がり さへ すれば、 自然に 解決すべき ものであって、 政 

治り. 5§举 に沒 頭して、 移民 殖産の 業 を 忘る る 如き は、 本末 顯 倒の 甚 しきもの なりと いふの が、 伯の 意見であった。 意 

見 *1 は繽 いて 記して 曰く。 

蓋 シ滿韓 初メテ 我カ權 力-一 攝セ ラレ、 其經營 遠大 ノ 見-一至 リテ ハ、 赏局 者ト雖 トモ 今日-:^ ホ 未定 ノ中 一一お ルモ ノア ラン。 滿洲ノ 

間 題 ハ姑ク 之ヲ舍 カン モ、 予 Ss> 以テ之 ヲ觀ル 一一、 所謂 財政々 策 ノ韓國 經營- ー於ケ ルャ、 せ シク移 K ト殖 鹿ト ヲ以テ 先務 トナ シ、 

其發 達-一伴 ヒテ、 敎育衞 生 各般 ノ 施設 二 及 ホス へ シ。 從來ノ  K 況 一一 徴スル -ー、 我 カ對韓 政策 活動 ノ„5 面ハ、 i= ント 京城ノ 一地 方 

一一 局 足 シテ、 周 達ノ槪 ナク、 其 結果 《往 々一丁 ンテ韓 主 及 其 政府 ニ對ス ル爭鬩 凌應ト ナリ、 韓民ノ 僧怨ト ナリ、 外人 ノ指 目ト 

ナリ、 物情 徒， 一 艱 ミテ收 功之 -ー 副 ハサ ルモ ノア リキ。 今後 韓國ノ 保護 政策-一任 ス ル モノ ハ、 {几シク旣往ノ失 ーーs^、、、 韓主 ノ云爲 

行動 ノ如 キハ、 カメ テ之 ヲ噬 視ニ附 シテ、 牽掣ノ 態 ヲ示ス へ カラス。 區々 密ノ繩 墨 ヲ以テ 無識ノ 韓官ヲ 規括ス ルカ 如 キハ、 彼 

等ヲシ テ免レ テ耻ナ キ / 惡智ヲ 長 セシ ムルト 同時 一一、 彼等-一 代リ テ民怨 ヲ被フ ル 無益 有害 ノ 失策 タ ル 一一 過 キス。 世 或 ハ 韓 -ー 

アル カ爲メ 一一  治 術 ノ易カ ラサル へキヲ 一一 r  ロフ。 然レ トモ 我 力 { 且シク 把捉 ス へ キ 所ハ、 八道 ノ (i ^力-一 在" テ小 朝廷 ノ 名分 一一 在 ラス。 

李 朝/未 タ<1 ヒサ ル ハ、 方サ 一一 我 力 保護 政策 ノ幸 一一 シテ、 治體ヲ 辦セサ ル彼ノ 君臣-一 ハ 其昏， 艦 ヲ弄ス ル - 一任 セ、 我ハ K 權 兵力 ヲ 


手- 1 シ テ含默 事-一 從ヒ、 宮廷 ノ多 婊ヲ遒 ケテ、 ^ig: 冷錢 セル 八道 ノ 民杓ヲ 開拓 セ ハ、 數年ノ 後人 心 何 レヲ忘 レテ： S レ 一一 雜フ へ キ 

ャ ハ、 卜 ヲ待チ テ知ル へ キー-非 ス C 故 一一 我カ瑰 -i- 事業 ノ如 キモ、 其 立 鐵點ハ せ シク 中央 都 府ヲ離 レテ、 北 ハ平壤 南 ハ大邱 ノ，. ^地 

二 定メ、 缺々 クル^ 論-一 遠サ カリ テ、 极址 アル S カヲ 地方-一 扶植 整踞 セシメ ン n ト ヲ務ム へ キナリ C 

かくして 伯 は、 韓國 殖産の 實際 論に 人り、 畜産と 水利 事業と を 論じた。 

離 産ノ務 -I 至リテ ハ、 農事 ヲ以 テ先ト ナシ、 其急ナ ル モノ ョ リ始メ テ、 漸々 周備ノ 施設 一一 趨ク へ シ C 之？ 韓地ノ  K 況 ， ー&フ ル ，1 

業 上：^ 前ノ须 1;:.,^ ハ、 畜 ノ衰惡 及 灌漑 ノ缺乏 プ濟フ |ー  在リ トス C 韓國固 ヨリ 多ク 牛馬 ヲ產 シ、 年々 數萬硕 ノ輪出 ァリ。 然レ共 

現在 康種ノ 劣 惡ナル 一-加へ テ、 獸疫ノ W 護闕如 セル ハ農產 主要 ノ國土 二 取リテ 痛切 ナル弊 事ナリ トス。 且ッ 八道 ノ 山川 ハ、 畜産 

事業 ノ. 經罃 一-於 テ颇ル 有望 ナル ノ ミナ ラス、 韓. 地 -ー 於ケル 畜産 ノ 盛衰 ハ我カ 國防ノ 上 二 取 リテモ 重大 ノ 利害 關係ヲ 有ス ル モノナ 

ルカ 故-一、 なシク 時-一 及ヒテ 一之 カ處置 ヲ定ム へ シ。 先ッ 疫 豫防ノ 方法 ヲ講 シテ 畜產ノ 減耗 ヲ防 キ、 *2 耕 ノカプ せシ、 次-一 

良種 ヲ 導入 シ、 全土 ノ畜 種ヲ 改良 シテ、 十 年ノ後 食用 軍用 耕 運搬 ヲシ テ、 一 應ノ 供給 一一 應ス へ カーフ シメン コ トプ 彻フ、 へ シ。 

水利 事業 ノ卜 M 莽- 一至 リテ ハ、 ！ 1M- 一  韓國ノ 爲-ー 恨 15- ー堪へ サル モノ ァリ。 其官營 タル ト 民業 タル ト ヲ問ハ ス、 我ハ. a シク费 W ヲ吝 

ム コ ト ナク、 十分  一 I 之ヲ 疏通ス へ シ。 數年ヲ 出 テサル 一一、 韓地ノ 農産 ヲ シテ、 非常 ノ發 達ヲ 致サシ ムル -I 足ルノ ミナ ラ ス、 其 施 

設 {=1 シキヲ 得ハ、 韓民 ヲシテ 加護 帝國 ノ恩澤 ヲ感セ シムル -I 足ル へ シ。 而シテ 水挽ノ 徵收、 轉シテ 我利 分-一 歸ス へ キ モノ、 、水久 

一一 亙リ テ甚タ 大ナル モ ノア ラン。 * 稅ノ徵 收ハ须 ラク穀 納ノ制 ヲ取ル ヘシ。 世 問 穀納ノ 不便 ヲ  一一 H フ モノ、 赏 - 一 其 運輸 ノ 多费、 菩 

蔵ノ 困難、 減耗 變败 ノ损失 ヲ患フ .ル 一一 在レ トモ、 金納 制度 ハ 未開 國土ノ 民情  一 I 適セ サルノ ミナ ラス、 佥鈉 一 タ ヒ其 率ヲ定 ム レ ハ 、 

地 憤 穀價ノ  E 巧 低 ト永ク 相 一致 スル コトナ キー 一 終ル。 今夫レ 韓國ノ 水利 事業 タル ャ、 實 際未タ 精査 ヲ サル モ、 其赏 況啻- 一大 旱ノ 

好雨ノ ミナ ラ ス、 灌慨ノ 便 四通セ ハ、 仝韓ノ  10^、 作 ハ忽チ 一一 シ テ驚ク へ キ生産 カノ^ 加ヲ 來フ、 へ シ。 是レ旣 -ー殖 K 政策 上 英大ノ 利 

益 タル ノ ミナ ラス、 其水稅 ハ穀納 主義 -ー 由リ、 評價 稅額ヲ シ テ市惯 一一 比シ常 一一 一 割 二割 ノ 低廉 ヲ持セ シムル トキ ハ、 農民 ハ安ン 

シ^ 其 徵收- 一 應シ、 且ッ 自ラ相 率ヰテ 金納-一 赴ク へ シ。 然ル ， 一 韓國ノ 耕地 ハ、 水利 一一 由リテ 多大 ノ^ 加 ヲ致ス へ キノ ミナ ラ ス、 
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穀^ ナル モノ ハ、 人民 生沾 程度 ノ 上進 二 伴ィテ 年々 昂 險スル モノ ナ ルカ 故-一、 §ハ 比準ヲ 米穀 時慣ノ 高低 一一 取ル ト云フ ト雖、 

其 赏ハ加 フル ァリ テ減ス ルナ ク、 假令 初年 -ー 於テ 水道 終 營费ノ 利率 i ツル 二足 ラサル コト ァリ トス ルモ、 幾年/後 二 ハ終 ニ^ 

雜箨ナ キー 一至 ル ヘシ。 年 -ー豐 歉ァリ ト雖、 耍ス ル 二 此收益 ハ將來 永久 ニ互ル へキ モノ ナ ルカ 故-一、 之 ヲ極言 ス レ ぺ 國家ハ 之 力 

爲 一一 如何 ナル E 费 ヲ投ス ルモ W ム - 一足 ル モノ ナシ ト云フ コトヲ 得へ シ。 殖民 政策 ノ祕 訣ハ K 心 ヲ傷フ コトナ クシ テ、 收益ヲ ^大 

セン ムル 一一 在リ。 殖民 論者. ハ、 由 來收益 投黄ノ 平準 ヲ以 テ、 喊民地 經《_ ほ 政ノ (t 說 トナセ トモ、 此種ノ 機な-一 涉リテ ハ、 勢之ヲ 

詳論 スル コトヲ 得ス。 獨リ此 定說ヲ 因襲 スト 稱スル 列國ノ 殖民 事業 力、 枚ヲ 銜ンテ 此種ノ 機せ-赴 ク アル ヲ 兑ルノ  、、。 成 書ヲ繹 

ネテ成 書- 1 魅 セラ レ、 徒-一 地 經營難 ヲ訴フ ルカ 如キ ハ、 所誚 眼光 ノ 紙背 一 一徹 セサル モノ ナリ。 

然 らば 植民地 經濟 の獨立 は、 ー體 どうなる ので あるか。 伯の 最も 誇りと せし 臺灣經 濟の獨 立 は、 如何に これ を觀る 

べきで あるか。 この 疑問に 對し、 伯 は 意外に も 次の 如く 答へ た。 

論シ テ此- 一至 レハ、 人 或ハ疑 ハン、 蕞爾 タル 臺灣モ 業 巳-一 其經 濟的自 營ヲ辦 セリ、 國 家何ソ 隣邦 保誰ノ  《M、 無窮 ノ 給費 ヲ la 擔 

セサル へ 力 ラサル ノ理ァ ラン ャト e 嗚呼、 帝 國ノカ ハ發展 ノ前ゃ _J 一一  向ィテ 重大 ノ 禍因 ヲ 啓キ、 將來雍 民 史上 ノ闇 點ヲ 作出ス ル モ 

ノ ハ、 K- 一  此等ノ 謬見 ナル へ シ。 蓋 シ臺灣 ノ银有 ハ帝國 闢疆ノ 起 手-一 シテ、 常時 ノ輿 情未タ 海外 殖民 事業 ノ 趣ヲ解 セス、 相舉 

リテ 經營ノ 困難 ヲ呼 ヒ、 甚 シキハ 臺島賣 却ノ危 論ヲ 試ムル -1 至リ、 其紡杲 1= ント我 力 海外 殖民 事業 ノ前 程ヲ シテ、 絕意ノ 底 

, 一 葬 ラシ メン トス ルノ虞 アル ヲ感シ タリ キ 0 是レ赏 一一 國運進 返ノ 危機 ナリ。 當 事者崇 論 宏議- 一 SS1 アラス、 決意 盡カ 前後 十 年- -シ 

テ獨立 經濟ノ 基礎 ヲ建 成シ タル ハ、 一 面ノ觀 察-一 於テ ハ固 ヨリ 史上 例ナ キノ 成功 タル へ シ。 然レ トモ 其 K ハ昨情 ノ驅ル 所、 意氣 

ノ 激スル 所、 國 家ノ爲 一一 帝 國カ戰 -ー 勝チ テ治 一一 敗ル、 ノ疑ヲ 除クへ キノ 急 要 -_ 迫ラ レ、 之 ヲ以テ IgK 事業 上、 其將サ  一一 S 捲セ ン 

トシ タ ル 國 民ノ 自信 ヲ支 f- シ得タ ル  一 I 過キサ ル モノ-一  シ テ、 今日 ノ時 情當 * 者ヲ シ テ、 観然ト シ テ -3； ホ臺 湾獨立 經營ノ 成功 ヲ公 

言 セサ ル ヲ 得サラ シムル モノ アル ハ、 國家 ノ爲 一一 痛惜 -ー堪 へ サル所 ナリ。 凡ソ， 许屬 領土  ニ敎ュ ル-ー 獨立 自營ノ 可能 ヲ以テ ス ル ハ 

則 チ^チ 一-其 レ ヲシテ 母！： 服屬ノ 必要 ヲ疑ハ シムル 所以-一 シテ、 母 國統丁 義ノ 破^ ハ、 領土 獨立自 策ノ認 叨 ト 相對ノ 關係ヲ 


有ス へ シ。 而ル -- 淺陋 ナル彼 ノ吝費 主義 ハ、 此 大段ノ 弊害 ヲ察セ ス シテ、 徒- l^sse  ノ 慳裔ヲ 喜ヒ、 終-一^ ノ 自资ヲ 加へ テ、 初 

メテ *<w 消 統治 ノ 成功. ブ許ス へ シ ト云フ -I 至ル。 夫レ 政費旣 -ー獨 立シ、 軍備 モ亦 自辦セ ハ、 屬國 タル モノ 何ヲ 苦-一 シテカ 母^  ノ庇 

蔭-一依 ルノ 必要 ヲ認メ ンャ。 韓國衰 へ タリ ト雖 トモ^ ホ ー國 タル ノ名ヲ 存ス。 保護 ノ恩烕 ノ入リ 難 キヤ、 啻 二 臺濟 統治 ノ 比ノミ 

-I 非サル へ シ。 今ャ 臺灣旣 -I 其 從前倒 行 逆 施ノ迹 一一 鑒 ミテ、 豫後ノ 方針 ヲ 調節 セサル へ 力 ラサル ノ 時期-一達 セリ。 韓國- -敎ュ ル 

-ー 獨立 經營ノ  W 能 ヲ以テ セ ハ 、 幾年 ノ後 帝國 保護 ノ名實 ヲ疑フ モノ、 必ス ャ啻- ー韓國 君民 ノ ミ 一一 非サ ル-! 至 ラン.^ 

そして 伯が、 これらの 結論と して 記す ところ は、 次の 通りであった。 

韓 W 保護 經營 ノ道ハ  一 二 シテ足 ラサル へ シ。 以上 ハ特 -I 其 先務 ト看ル へキ モノ ヲ槪首 スル ノミ、 戰ノ 後-一 戰來ル トハ、 タル 

モノ a? 寐 -I 服陶 セサル へ 力 ラサル 應史 ノ敎訓 ナリ。 日露 ノ和 局-一 シテ 假シ十 ¥ノ 無事 ヲ保シ 得へ ク ン ハ、 此十 年ハ帝 國ノ爲 二 ^15- 

二期 大試 驗ノ 準備-一 供 セラ レ タル、 貴 Imf 過キ易 キノ 短 時問タ ラサル ヲ得ス C 此試驗 ノ埂場 重 ネテ開 タノ  n ハ.、 韓ノ 八道 ハ 我-一 取 

リテ ハ 必要 第 1 ノ 立脚地 步 タラ サルヲ 得ス。 其 生^ ヲ厚ク シ、 其 民 志 ヲ定ム ルハ、 形ハ 韓ノ爲 一一 スルー 一 似テ、 赏ハ我 力 ^家 生存 

ノ爲ニ ス ルナ リ。 是 一一 由リテ 之ヲ 言へ ぺ 沒條理 ナル彼 ノ吝費 主義 ノ如キ ハ、 恰モ之 ヲ食ヲ 惜ミテ 飢ヲ忍 ヒ勞ヲ IW リテ業 ヲ錢ス 

ル ノ 愚者 二 況フ へ シ。 十 年 ハ 短日月 ナリ。 予輩ハ 當局者 力 夙 ク此覩 易 キノ 理ヲ執 リテ、 日 後ノ悔 ヲ貽ス ナカラ ン コ トヲ 希望 セ サ 

ルヲ 得ス。 若 シ滿洲 問題 ノ解 释- 一至 リテ ハ、 韓國 殖民 政策 ト相連 リテ、 東洋 大局 ノ重 事-一 屬 セリ、 他日 端ヲ 改メテ 所見 ヲ陳ス ル 

ノ機 アルへ キヲ 信ス。  - 

以上で 伯の 朝鮮 經營 に關 する 意見書 は 終って ゐる。 これ ぞ 南方 植民地の 經營に 歴史的 成功 を 示した る 伯が、 その 豐 

富なる 經驗を 提げて、 日露 戰爭の 結果 我が 手に 歸 したる 北方 植民地の 經營 にっき、 その 經綸の 一端 を 洩らした る もの 

に 外なら ない。 
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一 一、 兒玉 去り 佐 久間來 る 

日露の 戰局、 わが 勝利に 歸 する や、 明治 三十 八 年 十一月 二十 五日、 總 司令部 は、 いよく 凱旋の 途に 上った。 十二 

月 三日 宇 品 上陸、 暫く 廣 島に 足 を 留めた る 後、 兒玉 總參謀 長が、 帝都に！^ 旋 して 来たの は、 十二月 七日であった。 

帝 國の國 運を雙 肩に 擔ひ、 満洲の 野に 戰 ふこと 二 春秋。 いまや 戰 勝の 餘 榮に醉 へる 帝都 を 見る。 將 軍の 感懐 果して 

如何な りし ぞ。 

しかも 時 は、 議會を 眼前に 控 へて、 政；： S 漸く 多事な らんと する 時であった。  . 

顧みれば 槐少壯 內閣が 成立した の は、 明治 三十 四 年 六月 二日であった。 以來 しばく 內閣の 危機が 傅 へられた にも 

拘 はらす、 四 年 半の 長壽を 保ち 得た の は、 ひとへ に 日露 戰爭 のた めであった。 その 日露 戰爭 も、 帝國の 勝利に よって 

終結 を吿 げた。 講和 談判に ついては、 猛烈なる 國 論の 反 對に會 ひ、 滿身 創痍 を 負 ひながら も、 漸くに して 戰 勝の 跡 仕 

末 も 一 段落つ いた。 

今や 桂內閣 が、 -e: 閣を 明け渡して、 誰 人 かに 政 權を讓 らんと する こと は、 殆ど 旣定 の事實 とされた。 然 らば その後 

を 承け て、 帝 國の戰 後 經營の 大任に 當 るの は、 何人で あるか。 

兒玉 內閣說 11 それが 政局の 一部に 唱 へられ はじめた の は、 その 時であった。 然るに 不思議に も將軍 は、 凱旋 匆々 

飛ぶ が 如く 帝都 を 去って 臺灣に 向 ひ、 新年 を臺 北に 迎 へて、 また 中央 政界の 風雲に 關知 せざる ものの 如くであった。 

これ を 見て、 或は 將 軍の 嘉灣を 想 ふの 深き に 感じ、 或は 政局 變轉 の禍 中に 投ぜ ざる 明 智を稱 する もの もあった。 しか 


しそれ は、 むしろ 豫定の 行動であった。 何と なれば、 より 重大なる 任務が、 將軍を 待って ゐ たからで ある。 

明治 三十 九 年 四月、 果然 それ は事實 となって 現 はれた。 兒玉將 軍が 臺灣 總督を 免ぜられ、 大山 大將の 後 を 襲うて、 

參謀總 長の 重任に 就いた ことであった。 

殘 された る 問題 は臺灣 總督の 後を繼 ぐの は 何人で あるか。 また 後藤 民政長官の 去就 はどうな るか。 とい ふだけ であ 

つた。 しかし それ も、 事前に すでに 決定して ゐた。 卽ち臺 灣總督 の 後任 は 陸軍 大將佐 久間左 馬 太、 後藤 民政 長 {:ic は留 

任と。 その 經緯 を、 伯の 日記 は、 次の 如く 記して ゐる。 

明 治 三十 九 年  . 

一 月 廿六： H 總脊 ヨリ 大山 ト ii 長 更迭 ノ. w 話 アリシ ト 承知 ス。 

一 日 黃昏 ヨリ 原內務 大臣 ト會 見ノ 害" 

二 日 此夕 原內務 大臣 ト六三 間 題 解決 ヲ議シ 、勅令 案ノ事 一一 決シ、 總督へ 報告 ノ上 囘答ヲ 約ス。 

三 日 午前 參謀本 都 總督ヲ 訪ヒ、 午後 伊藤 侯 ヲ訪フ C 參 内中 面會 セス。 

十五 日 ^;^1大將ヲ訪フ-〕 後任談ヲナ ス。 

十六 口 大 機滿洲 事件 會合。 

十七 日 兒玉大 將大機 ヨリ 歸ル。 停車場-一 迎フ。 

十九 日 .15^1 伯ヲ訪 ヒ淸浦 H  S 遊 セリ。 

黄昏 柏亭 -I 杉山ト 會談。 前夜 兒玉大 將ト會 合 ノ狀ヲ 聞ク。 

五 日 明日 午前 來訪 ヲ望ム 旨山縣 侯爵 ヨリ 電話 ァリ e 明日 午前 十一 時參邸 スべキ コトヲ 約ス。 

六 口 午前 九 時參謀 本部 兒玉 大將 ト會談 C 十一 時 山^ 侯ヲ 訪フ。 後任 總督 佐久 問大將 ヨリ 留任 ヲ望ム 一一 付、 快諾 ス 
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へキ n トヲ 懇請 セ ラル。 明日 確答 ヲ 約 ス 。 

兒玉 邸-一 供 束 男 其他會 食。 

兒 玉大將 一一 山縣侯 トノ 會談ノ 狀況ヲ 報ス。 快諾 ヲ與フ ル コト - 一決 ス。 

三 r: 八 口 午前 十 時 山 條侯ヲ 訪ヒ、 前 n 來御 談示ノ 件、 佐久問 大將ノ 請求 一一 應ス べキ コト， ブ 確答 ス。 

三 十一： M 午前 十 時 寺 内 陸軍大臣 ヲ訪ヒ 、佐 久問關 係 解決 ノコ ト並 臺灣 總き府 統治 一一 翻スル 法律 六十 三 號間題 解決 ノ事 

ヲ 談シ、 昨夜 内務大臣 下ト 協議 ノ上、 勅令 案 起草-一定 メタル コトヲ 報ス。  , 

この 臺灣 總督の 更迭 は、 あまり 多くの ショック を 島お に與 へなかった。 それ は、 それと 同時に、 後藤 民政長官の 留 

任が 發 表された からで ある。 

治臺八 星霜、 事實 上の 副總督 としての 伯の 貫錄 は、 すでに 十二分に 備 はって ゐた。 兒玉總 # の 留守中、 總督を 代理 

して、 伯 は 少しも 位收 けの 感を 天下に 與 へなかった。 何人が 總督の 後任た らんと も、 伯が 民政 長 の 椅子に あらん 限 

り、 臺灣の 統治 は 大丈夫で あると いふ 安心が、 朝野の 間に 存 して ゐ たからで ある。 四月 十二 日の 臺灣 日日 新報 は 論じ 

て 曰く。 

本島 今 總督を 失 ふと 雖も、 代りて 總督の 任に 就かる &佐久 間大將 は、 其の 地位より 云へば、 前總^ の 先輩たり。 

今後 本島に 於て 執らる 、施政の 方針 も、 必すゃ 前 總督の 方針と 異る ことな からん。 是れ 吾人の 推測に 過ぎ ざれ ど、 

前總督 並に 新 總督の 平生に 稽 がへ、 私 かに 其の 出處行 藏を揣 摩して、 吾人 は 斯く斷 言す るに 憚らざる なり。 矧ん 

や 後藤 民政長官 は、 前後の 總督を 通じて、 共に 赤心 を 其の 腹中に 置かる X 人、 本島の 施政方針 は 依然として 現 時 

に變る ことな かるべく、 單に其 氏名の 變化、 卽 ち總脊 r 兒玉」 の 代りに、 總督 「佐久 間」 を 得たり と 云 ふの 差異 


あるの み。 吾人 は 前後 總 5^ の更 任に 對 する、 些の 驚異の 感を惹 き 起す を 要せす。 

然も 一方 二 介の 武辨」 に 過ぎす と 言 はれた 佐 久間將 軍が、 甘んじて 臺灣 總督の 任に 就いた の も、 ：；^^ 政 長せ に 後藤 

新 平 ある こと を、 、深く 信賴 せし がた めであった。 否、 この 新任 §5 任の 間に、 すでに 默 契が 成立して ゐた であらう こと 

は、 伯の 前揭 日記 を讀む も、 容易に 察知す る ことができる。 

故に 佐久間 新總将 は、 その 總督 官邸の 夜會 における 挨援 にあたり、 先づ 壇に 上って、 

諸君、 臺灣の 統治 は创 業の 功 成り、 今や 完成の 時機に 到達 せんとす るに 及んで、 自分 は 乏しき を 以て 此の 光榮な 

る臺灣 總酱の 大命 を拜 したので ある。 

然れ ども 之 を拜受 したる Q 所以 は、 後藤 政 長官 の 在任す る こと、 及び 重要なる 官僚の 適材 を 適宜 に 澄 かれた る 

ことに、 深く 安心 を 得た が爲 めであります。 行政 上に 經驗 なき 自分が、 而 かも 何等の 勞 する 處 なくして、 此の 名 

譽 ある 官僚 を 部下と したる 光榮 は、 實に 感謝に 耐 へざる 次第であります。 故に 將來の 施設に 對 しても、 後藤：： 政 

長 {R; 以下に 深く 信頼し、 以て 統治の 完成 を 期せん と 欲する のであります。 

と 述べ、 後藤 民政長官に 信賴 する の 深き を 示した。 しかも これに 對 する 伯の 答辭、 ならびに その 光景 を 叙して、 當時 

の 新 は 次の 如く 記して ゐる。 

總^ 擅 を 下らん とする や、 後藤 長官 は 壇 下に 進み、 來客 一同 を 代表して 謝辭を 述べぬ。 其の 時の 光景 は、 人 r にし 

て 思 ふ も實に 堂々 たる ものな りき。 特に 總督 がいた く 長官 を 推 重せ る 言に 對 して、 長官 は 一段と 謹嚴 なる 態度に 

て 語調 を 高め、 「殊に 新 平に 關 して は敢て 當らぬ 所であります」 と 述べた ると き、 フト展 史畫を 見る が 如き 思 ひ 
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して、 一種 得 も 云 はれぬ 深き 感じ を惹き 起したり き。 

以て この 總督 更迭に より、 伯の 臺灣 統治に 對 する 任務が、 いよ/ きを 加へ 來 つたこと を 思 ふべき である。 

ニー、 満鐵總 裁 受諾 . 

思へば 兒玉、 後藤の 兩 雄が、 帝國 南進 策の 急先鋒と して、 手を携 へて 新 領土 臺灣に 渡って 来たの は、 八 年 以前の こ 

とであった。 さう して、 截治 中の 難治 地と いはれ たる 臺灣 島が、 帝國の ー寳 まに 數 へらる るに 至った こと は、 すでに 

雜述 せる 通りで ある。 

然るに 時勢の 變化 は、 この 帝 國の國 策に、 一大 轉向 を與 へた。 一は 厦門 事件に よる 南進 策の 頓挫で あり、 他 は露國 

の 南下 强行 による 北方の 脅威であった。 

帝國は "く 南方の 手 を 緩めて、 北の方 滿韓 に、 その 力 を 集中せ ざる を 得 なくなつ たので ある。 

n 露戰爭 における 帝國の 勝利 は、 さらに この 形勢 を 促進した。 眉に 火の つく やうな 大陸 經營の 緊急に 迫 はれて、 帝 

國は 一時、 その 南進 策に 足踏み を 命令せ ざる を 得 なくなった。 北 守 南進の 形勢 はー轉 して、 南 守 北進の 國是 となった 

ので ある。  . 

そして 帝國 北進の 指揮 宫 として 選ばれた のが、 新たに 參謀總 長 に 任ぜられた 兒玉將 軍で あり、 帝國南 守の 鎮臺 とし 

て 留められ たのが、 臺灣； K 政 長官に 留任せ る 後藤 新 平であった。 

それが 明治 三十 九 年の 四月の ことであった。 


然るに それより 僅か 三 箇月なら すして、 形勢 は再轉 した。 それ は 伯の 滿鐵總 裁 就任 問題であった。 

急迫せ る 時勢の 必要 は、 この 一 偉材 を、 南 守に 專ら なる 臺灣 に留 むる ことす ら齐 み、 拔擢 して 北進の 第一線に 立た 

しめんと したので ある。 

帝 國の進 運に 關 する 伯の 意見が、 日露 戰 後より して、 南方より 次第に 北方に 轉 じつつ あった こと は、 すでに 說 

いた。 故に 伯に とって は、 その 滿鐵總 裁 就任と いふ こと は、 決して 藪から 棒の 唐突 事ではなかった。 況んゃ n 露戰後 

において、 ！ i 鐵總 裁の 職に 就き、 大陸 經營の 業 を 始める とい ふこと は、 日淸戰 後に おいて、 臺灣ぉ 政 長 宫の寄 子に te? 

り、 新 領土 統治の 任に 就く よりも、 更に 快 心なる 事業であった 害で ある。 

然るに 伯 は、 何故か、 滿鐵總 裁 就任に ついて、 幾度 か躊 路し遂 巡した。 

然 らば 伯 をして、 しかく 躊路逡 巡せ しめたる 理由 は奈邊 にあった か。 しかも この 逸 巡 決せざる 伯 を 鞭打って、 大陸 

經營の 第一線に 立た しめた もの は 抑 も 何で あつたか。 それ は 一 に兒玉 參謀總 長の 急逝と いふ 突發 事件で あつたの であ 

る。 帝國 北進 策の 指揮官た るべき 將 軍の 急逝 を 見る や、 伯 は 慨然、 將 軍の 遣 志 を 奉じ、 帝國 のために 戰 はんとの、 悲 

壯 なる 決意 を 固む るに 至った。 これ 等の 經緯に 就いては、 次章に 於いて 詳說 する であらう。 

ただこ こに 特_ホ せざる ベから ざる 一事 は、 かかる 事態の 急變 のために、 滿鐵 赴任 を餘 儀な くされた る 場合と 雖も、 

九 年 心血 を 注ぎた る 臺灣島 を拋棄 し、 倉皇として そのまま 飛び出す やうな 伯ではなかった とい ふこと である。 

伯 を 滿鐵總 裁に 引拔 くに ついては、 元老 閣僚 總 出の 努力が あった こと は、 次章に 記述す ると ころで あるが、 この 時 

伯の 提出した 問題 は、 r 然 らば 臺灣の 方 は、 如何にす るので あるか」 とい ふこと であった。 そして 山縣 元帥から、 滿 
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鐵總裁 就任 を 翌年 一 一月まで 延期し、 その 間に 臺灣 統治の 根本 を 定めて、 北方 大陸に 向って は 如何と いふ V 女 協 案 を 提出 

し來 つた 時、 伯の 意 は 初めて やや 動いた ので ある。 

この 趣意 を 直ちに 佐久間 總督に 打電した る 時、 七月 二十 三日 午後 五時臺 北發、 總督の 返電 は 次の 通りであった。 

來電ノ 趣 委細 了承 首相 始メ 山縣 元帥、 兒玉大 將-ー 對シ、 . 貴官 カ爲シ タル 答 辯ハ、 然諾 ヲ重 ンジ タル 頗ル 公明/言 

一一 シテ、 本官 實 一一 之ヲ諒 トス。 

均 シク國 家 ノ爲メ ト云フ モ、 臺灣 ヨリ 以上 ノ關係 二 テ 有用 ノ付 ヲ要ス ルガ 爲メ、 贵官ノ 退 {R ヲ餘儀 ナクス ルノ事 

情 生 スト セバ、 單リ 臺灣ノ 利便 ノミヲ 主張 シ居ル ベ キー ーァ ラズト 雖モ、 倘シ 事情 ノ許ス 限 リハ、 少 ナクモ 現在 企 

畫ノ 事業 緒-一就 ク迄、 是非 現職 一一 在テ、 所謂 臺灣 一一 於ケル 有終 ノ美 ヲ完 ウセ ラレ タキ ヲ望 ムャ切 ナリ。 

然 ル 二 山縣 元帥 ノ 云 フ總裁 就任 ヲ來年 二 月 迄 延期 ス トセ パ 如何 トノ事 二 就 テハ、 反 テ 少 シ ク 考慮 ヲ要ス ベ キ歟、 

本官 今假リ 一一 貴官ノ 位置 一一 立チ、 若シ 政府 元老 ノ 懇請 ヲ容 ルル ト 決心 セバ、 斷然 创立ノ 今日 一一 於テ 引受 ケ、 然シ 

テ 一切 萬 事 意 一一 適スル 施設 ヲ此ノ 際 一一 於テ 爲スヲ 得策 トセ ザ ルカ。 山 縣 元帥 ノ說 ハ、 寧 a 臺 灣ノ爲 メ深ク 考盧セ 

ラレ タルー 百ナ レド、 臺 灣總督 トシ テ ハ此ノ 說ニ黉 同シ、 情 ニ於ケ ルーセ 一 日モ 留任 ノ長 カラン コ ト ヲ欲ス レ ドモ、 

早 晚總裁 就任 ノ餘 儀ナキ モノ トス レバ、 佐久間 一 己ノ 意見 トシ テ ハ、 責 官ノ爲 メ此ノ 延期 說 如何 ト思ハ ル。 御參 

考迄。 

總督の 言 ふところ、 事理 {是 に 公明、 國 家の ため を 思 ひ、 また 伯の ため を 思 ふの 至情、 言外に 溢る る ものが ある。 

この 返電 を 得て、 初めて 伯の 滿鐵總 裁 就任 問题 は進涉 した。 そして ほぼ 內定を 見た る 八月 一日、 伯が 佐久間 總督に 


對 して、 その 承諾 を 求めた るに 對し、 總督の 返電 は、 次の 通りであった。 

國家 a 大ノ關 係トァ レバ 致 方 ナシ。 誠 一 I 臺灣 ノ爲メ 遺憾 千 萬 チレ ドモ、 不得止 同意 ヲ 表ス。 後事 ハ御 歸府 ヲ待テ 

萬 事 御 協議-一 及ブべ シ。 (八 n:  二  n 午後 八 時 五十 五分 薹北發 ) 

この ー電が 伯と 臺灣 との 分 袖 を 決定した。 

一 三、 臺灣 總督府 顧問 兼任 

伯の 臺灣 民政長官 辭 任が、 島民に 與 へたる 衝撃 は、 總督の 更迭よりも、 むしろ 深刻であった。 何と なれば、 島民の 

信賴 は、 新任 總督 よりも、 留任 長官に あつたから である。 

そして 伯が、 この 臺灣 政務の 急變を 避け、 同時に 人心に 與 ふる 衝撃 を 緩和 せんがた めに、 案出した る 方法の 一 つ は、 

顧問 制度の 復活と いふ ことであった。 

卽ち滿 鐵總裁 就任と 雖も、 伯 は臺灣 總督府 顧問の 地位に 止まり、 島內 政務の 大綱に 與り聽 くの 制度で ある。 そして 

これ は、 伯の 滿鐵總 裁 就任の 一條 件と して 容れ られ、 實 現された のであった。 

然し この 顧問 制度に は、 多くの 難點 が附隨 する こと を 免れなかった。 第一 に、 それが 佐 久間總 督に與 ふる 感觸は 如 

何。 滿洲に 去りた る 後 も、 依然 總^ の權 限に 容喙 せんとす る やの 疑 ひ を、 總督に 抱かし むる 憂 ひ はなき か。 第二に、 

それが 島內 朝野の 人心に 與 ふる 感想 は 如何。 足 を 北方に 入れて、 しかも 眼 を 南方に 注ぐ。 徒らに 權 力に 執著す る やの 

感を與 ふるの 虞れ はなき か。 
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故に 伯 は、 明治 三十 九 年 九月、 一書 を 裁して、 その 實に 止む を 得ざる に 出で し 綿々 の 情 由 を 具し、 佐 久間總 督の諒 

解 を 求む ると ころがあった。 その 文に 曰く。 

臺灣總 脊佐久 間 子^ 閣下 

前 月 拜辭人 京の 後、 西 園 寺 首相、 山縣 元帥、 故兒玉 參謀總 長に 歷 謁し、 滿洲鐵 道總裁 就職の 件を勸 めら れ たる 事 

に關 して、 當時 電報 を 以て 閣下に 稟聞 する 所 あり。 閣下 直ちに 覆 示 を 辱 ふし、 吿 ぐるに 臺 灣滿洲 時務の 輕 重に 

か. み、 進 止 を 思 ふべき の 優 3 ほ を 以てせられ たる は、 某の 深く 感激す る 所な り。 然るに 此 覆 示の 未だ 達せざる に、 

參謀總長溢かに^^ん去し、 邦家の 不幸 上下の 同 恨 を 来せし のみなら す、 當 路內閣 は滿洲 問題 主持の 中心 を 失 ひ、 某 

は 進 止處決 唯一 の 裁量 者 を 失 ひ、 一時 此 問題の 收結 如何 を 知らざる の感 ありき。 

某 固より 滿洲 問題に 關 して 何等の 智能 經驗を 有せる に 非す。 加 之 閣下 膺 命の 初に 當り、 辱く 某 を 要して 臺地殖 ：：^^ 

政策 支持の 全權を 委ねられ、 將 來の爲 めに 謀りて 此 知遇に 酬ゐん こと を 思 ふの 股な りし を 以て、 其 事情 を 擧げ奉 

公の 忱は 地の 南北に 由り て 其義を 殊にす る ことな かるべき を陳 し、 前後 再三 固く 此選 を辭 したる に拘 はらす、 S 

相 元帥 終に 之 を 許さる、 の 意な し。 因りて 竊 かに 就職 豫 後の 計 を 思 ふに、 滿洲鐵 道が 單に 一 商事 會 社の 營利 事業 

として 經營 せらるべき ものに 非ざる は 論な く、 滿洲の 全 問題 は 事實に 於て 寧ろ 首 腦を鐵 道 經營に 有すべき か 故に、 

その 總裁者 は 勢滿洲 殖民 政策 主持の 實責 に當ら ざるべからざる ものなる こと を 感じたり。 將た臺 灣の經 營に關 し 

て は、 首相 元帥 共に、 某 か 致仕 以後の 措歷に 就いて、 刖に成 見 を 示さる、 所な く、 某 をして 併せて 之を考 料せ し 

めら れ たり。 某以爲 らく。 事 旣に此 に 至る、 唯須 らく 國 家の 急務と 諸々 の顧囑 との 爲 めに 一身の 得失 を 忘る へし 


と。 卽ち 滿洲鐵 道經營 大要の 意見 及臺 灣總^ 府並關 東都！^ 府 顧問 置 職の 方按を 提言せ しに、 =fz: 相 元帥 之 を 容れ、 

某 をして 鐵道總 裁 を 以て 此兩 顧問 を 兼し め、 兩地殖 政策の 主持に 任す へきの 內 意を與 へられたり。 此 節に 關 

して は、 之 を 裁して 大島關 東 都督の 所見 を 請 ひ、 旣に 允諾を 得たり。 而 して 鐵道總 裁 は 其 職制に 於て 關 東都 将の 

直接 監督 を受 くる と 同時に、 滿洲 政務の 最高 監督 を 外務大臣に 受く ベ きを 以て、 更に ^書 を 具し て 外務大臣の 意 

見 を 質し、 並に 首相 元帥 兩 侯の 同省 を 請へ り。 兩 書の 謄本 は此 に附呈 する 所の 如し。 閣下 幸 はくば 之 をお して、 

本件の 事相と 某 か 進 止の 本意と を 鑑みら れんこと を。 

惟 ふに 今日に 及んで 顧問 制度 を臺 灣に聚 むる のみなら す、 其れ をして 遙 かに 關 東都 督府 顧問 を 兼ねし むる が 如き 

は、 旣に 閣下の 豫 期に 非す。 亦 某が 素 意に 非す。 事 勢の 推轉頓 かに 此に 至る と雖 も、 閣下 鬼して 諒 として 之を是 

認 せらるべき や 否や。 某 曾て 臺灣 の爲 めに 外人 顧問の 制度 を拂 斥したり しに 拘 はらす、 今日 自ら 其 職に 居らん と 

する が 如き、 閣下 果して 利害 如何と 見ら るべき や。 且つ 顧問 職員 存廢の 決の 如き、 之 を 閣下に 委して 不可な かる 

べき か 如くなる に拘 はらす、 特に 勅令 を 以て 之 を 規定 せんと 欲する 中央政府の 本 皆 は、 果して 閣下の 賛同 せらる 

べき 所なる や 否や。 是れ皆 某の 惑 ふ 所な り。 將た滿 洲鐵道 總裁を 以て、 南北 "吶 地 殖民 政策 主持の 資に 任す るが 如 

き は、 某 も 未だ 他日の 成敗 利鈍 を斷 言し 得へ き 所に 非す。 但 事務の 巳む を 得ざる 所と、 當路諸 公の 慫慂 とに 迫り 

て、 不竹を 揣らす 身を此 局に 捧 くると 云 ふの み。 臺灣の 時務の 如き、 今日 ー應 成功の 外 觀を呈 すと 云 ふと 雖も、 

過去 十 年應急 權宜の 施設に は、 將來弊 竇の救 はざる ベから ざる もの 旣に 多く、 敎育 事業の 方針の 如き、 殖産 水利 

の 問題の 如き、 某が 從來 留意 熟考して、 閣下の 爲 めに 努力 經紀 せんと 期待した りし 所の もの 一 にして 足らす。 今 
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一朝に して 身 を 臺灣の 外に 置かん とする は、 或は 閣下の 知遇に 背く に 類し、 遣憾窮 りなし。 當路諸 公之 を諒 とし、 

某 をして 責を 臺灣に 絶た しめん こと を 欲せす、 顧問 制度に 由り て 之 を竊紲 せられたり。 然れ ども 外 間より 之を觀 

は、 或は 恐らく は 某 を 以て 權 勢に 纏 繞し、 不 分の 重 寄 を 貪る となす もの あらん。 此は 某の 不幸に して、 屑々 辨疏 

の 限に 在らす と雖 ども、 假し 閣下 信任の 屬 否と、 顧問 制度の 可否と に 至りて は、 此際之 を模梭 迎合に 附 せんと 欲 

する も旣に 得べ からざる なり。 官途 邂返 辱く 閣下に 親善し、 戆 直不传 概ね 旣に之 を 了せられ たり。 其 初め を 苟も 

して 其 終り を 悔ゐん が 如き は、 某の 能くす る 所に 非す。 臺灣當 さに 某 か 顧問の 職に 在らん こと を 要すべき か、 將 

た某當 さに 此 任に 處 るべ からざる か、 去就 進 返 某に 於て 一毫の 私懾 あるな し。 但 閣下 明かに 之 を 裁せ よ。 

この 臺灣 總督府 顧問 制に 對 する 佐 久間總 おばの 感想 は、 勿論、 あまり 良好ではなかった。 むしろ これに 對 して、 武人 

らしい 愤慨 さへ 感じた であらう こと は、 次の 高木 友 枝の 囘顧談 によっても、 容 =1- に 推察す る ことができる。 

こんな ことがありました。 總督の 佐久間 大將が 或る日、 高官 連 を 官邸に 集めて、 その 臺灣 總督府 顧問 問題に つい 

ての 意見 を 求められました。 ー體、 佐久 間さん は、 兒 玉さん などより 先輩なん ですから、 兒 玉さん を 呼ぶ にも、 

いつも 「源 太 郞々々 々」 と 呼び 棄て にして ゐ ましたが、 その 時總督 は、 かう 云 ひました。 

「源 太郞の 時に 必要でなかった ものが、 なぜ ヮシの 時に 必要 だと 云 ふの か！ ヮシ は、 なるほど 一介の 武辨 者、 

政治と か學 問と か 云 ふこと は、 自分で も 元 來緣が 遠い ので は あるが、 しかし、 任 を 受けて 臺 灣總督 となった 以上- 

臺灣の 統治ぐ らゐ、 何も 顧問 を 置かなければ ならぬ ほど、 無能で はない つもり ぢゃピ 

と、 氣 頗る 穩 かならざる 樣 子でした。 そこへ、 一座のう ち 二人ば かり、 別に 總督の 御意 を迎 へようと 云 ふ 意味 


ではなかった らう けれど、 「さう です、 實に 不都合な 話です」 と 云 ふ 工合に 相槌を打つ たのです ネ。 一座す つか 

り 白け 渡つ て 了 ひました。 

この 時 は、 祝 長 {B は 上京中で ゐ ませんで したが、 丁度、 私の 横に 中 村是公 氏が ゐ ました。 中 村さん が 私 をつつ い 

て、 そっと、 

「君、 これ は 困った こと だ、 こ、 で 賛否 論な ど戰 はして ちゃ ァ大變 な ことになる、 君 一つ、 かう 發 言して くれ、 

この 場 はー應 解散して、 別室で 皆で よく 相談して 御返辭 致します から、 とネ e」 

そこで 私 は、 實は中 村の 代 辯 者と なって、 前述の 趣き を 總督に 申 上げました。 そして 一同 近くの 法院に 赴いて 相 

談 しました。 色々 議論の 末、 臺灣は 今 整理 期に 臨んで ゐる、 そして 後藤さん は、 臺灣に 取って は 大功 勞者 であり- 

且つ 臺灣 のこと は 一 番 精通して をら れる、 かう 云 ふ 人 を 以て 指導 的 地位に 置く こと は、 今の 臺灣に は 少なくとも 

必要で ある、 依って 總督に は、 多少 御不滿 の點は あらう が、 臺灣 の爲に 暫く 忍んで 戴かねば ならぬ、 と 云 ふこと 

に 決定し ました。 要するに、 ここでと かくの 議論が もめて は、 それ は 結局、 佐久間 總督の 進退 問題にまで 發展す 

る の 虞れ が 十分に あ つたから、 ここ はどうして も總督 の 隱忍を 必要と し たのです。 

さう 事が 決って、 それ を 總督に 巾 上げる について、 また^に とのこと でした が 今度 は 私 も、 どうも 氣 持が惡 い。 

そこで、 勒 任の 筆頭に ゐた長 谷川 謹 介 君 を 頼んで、 この 旨 を 總督に 言上し、 それで やっと 顧問 問題 は 治まった の 

でした。 

一方、 佐久 間總督 にしても、 一旦 元老と 內閣 との 間で 決定して ゐる こと を、 何時までも 駄々 を こねて ゐる こと はで 
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きなかった。 それに これが 臺灣 政務の 急變を 避け、 K 心の 動搖を 緩和す る事實 について は、 何人も 認めざる を 得な か 一 

つた。 ゆ ゑに 佐久間 は、 これに 對し 承諾の 返事 を與 へ、 事件 は 圓滿に 解決した ので ある。  一 

これと 同時に、 伯の 最も 心を碎 いたの は、 後任 民政長官 を 何人と 爲 すべき やとい ふ 問題であった。 中村是 公と すべ 一 

きか、 祝 とすべき か、 幾 囘か彼 は 惑った 末、 遂に 中 村 を 滿洲に 伴 ひ、 祝 を臺灣 に. 53 むる ことに 決した ので ある。 ； 

伯の この 提言 は 叉、 佐久 間の 容 るると ころと なって、 祝 は 伯の 後 を 襲って、 政 長官の 椅子に 倚った。 これ こ. よって 一 

又 島お は臺灣 統治の 不變を 知る こと を 得た ので ある。  . 

一四、 麗しの 島よ さらば  ： 

九 年 苦 岡 の 蔓灣を 去 る ベ き 日 が來 た。  ： 

伯 は 八月の 末、 和 子 夫人と 嗣子 一蔵と を從 へて 東京 を發 し、 九月 一日、 基隆に 著いた。  . 

初めて 渡 臺の日 は、 雄圖 胸- g に？ 妣 るると は 云へ、 未だ 世人の 以て 未知 數 となして ゐた 人、 いま は 新 領土 開發の 殊勳ー 

者と して、. 聲名海 內を壓 し、 ここに 新たに 滿鐵 統率の 大任 を檐 ひ、 昇る 朝日の ごとく この 島に 人る の だ、 船舷に 凭つ 一 

て 翠浪を 眺めつつ、 彼が 心中の 感慨 果して 如何な りし ぞ。  ，  』 

殊に 和 子 夫人 は、 氣 丈と 言 ひながら 孅き 女性で ある。 曾て は、 機略 縦横の 良人が、 その 機略の ゆ ゑに 却って、 颇倒： 

失脚す るの 悲運に も 遭 逢した。 その 苦き 記憶 は 幾年 彼女の 心 胸 を 脅かしつ づけて きたので あつたが、 いま 幸 ひに、 臺" 

灣 統治の 業 は、 花々 しき 成功 を もって 終った。 聰明なる 彼女 は、 此の 邊が 切上げ 時と 思って ゐ たに 相 逮 ない。 ただ 如 


何に して 切上げる か。 好運 は 意外の 邊 から 現 はれた. - 滿洲に 向って. f4、 るので ある。 恐らく は 火 人 は、 だ y 灣九 年の 成功 

よりも、 これ を^つ けす して 去り 得る 良人の 幸運 を 一"；！： んだ であらう。  . 

また 伯と しても、 その 平生の 處世訓 が、 「仕事 を 始める とき は、 どうして これから 手 を 引くべき かを考 へてから 始 

める。 進む は =^ く、 退く は 難い ぞ」 とい ふので あつたから、 この^ 灣 引上げに ついては、 必すゃ 心中に 4 ^きい 滿足を 

感じて ゐ たで あらう。  . 

彼 は 九月 一 日に 到 著して、 十月 三日の 出發 まで、 約 一 箇月 を この 地に 過ごした。 n 々の^ 會、 ；！^^客、 視察の 忙し い 

n 子であった。 しかし 彼の 中心の 仕事が、 事務 引繼 であった こと はいふまで もない。 彼 は 自己の 育成した る 多くの 史 

僚 を 後に 留め、 自己の 後任と して 信賴 する 祝 K 已を殘 すので あるから、 引上げと して は 滿點の 引上げで ある。 小 早出 

降景の 退陣 振り を 常に 讚 歎した る 彼と して は、 この 引上げに は 無限 の 誇り を 感じた であらう。 

しかし 此 等の 僚に 對 して は、 臺灣 統治の 眞 精神 を 傅へ てお かなくて はならぬ。 そこで 彼 は 例の ごとく 「覺書 」 を 

手記して、 それ を 彼等への 13 土產 とした。 それに 曰く。 

明治 三十 九 年 七月 臺灣 統治- 1 關シ 訓示 シ部， 下 宜 僚-一 贈言セ シ覺 書。 

一 、 統治 ノ 方策、 地文 學的 考察 一一 ョルへ キ事。 

1 、 統治 ノ 方策、 生物 學的 考察 一一 ョルへ キ事。  • 

一、 新版 圏の 統治 ハ 生物 學的ノ 原則-一基 キ、 地文 學 的-一照 考シ、 旣往將 来-一推 究シ、 能ク 時代 ト場處 ト-ー 應シ、 

徒-一 繩 1^ ニー  拘束 セラ レ ス 活殺自在 ノ斷行 ヲ得ン コ トヲ 期シ、 列國 殖民 政策 ノ得 失ヲ 知リ、 之ヲ實 際 一一 參考 スル 
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ヲ 要ス。 然レ トモ 列 國殖： 政策 二 模倣 ス ル コ トヲ戒 メサル へ カラス。 

一 、 統治 策ノ 耍ハ、 各科ノ 調和 (ハル モニ ー) ヲ得ル コ トヲ期 セサル へ 力 ラサル 事。 

一、 各般 調査 ヲ行 フー ー當リ テハ、 學術的 ト應用 的 トノ別 アル 力 故 一一、 豫メ之 力 分界 ヲ 明-丁 ン、 必要 上 混 « スルコ 

ト アル. モ、 其 性質 分別 ヲ ナス ヲ 要ス。 

一、 經 濟的發 展ハ、 單-ー 數字的 若クハ 法制 的ノミ 一一 ョ ラス、 其 本源 理化學 的 能力 一一 歸因ス ルコト ヲ忘ル へ カラ ザ 

ルコト 0 

一、 經濟 政策 ハ 小島 國ト 大陸 ト 同一 轍 一一 出 ッへカ ラサル コト。 並 資本注入 企業 ノ 程度 ト、 物價 昂騰/ 關係ヲ 酌量 

スル コトヲ カムへ キ事。 

一、 課稅ノ 痛苦 ハ、 課稅ノ 多少 ヲ生 スル ヨリ モ、 寧 口 稅法ノ 良否 二 ョルコ トヲ知 ラルサへ カラス。 

一、 十 年 速成 ノ 統治 一一 ハ、 之 一一 準スル 病根 ァリ。 之ヲ 除却 スル方 案ヲ講 スへキ 事。 

一 、 趣味 ァ ル發達 ヲ圖ル へ キ事。 

彼が 九 年 統治の 精神 は、 この. F 數 行の 文字に 盡 きて ゐる。 數十萬 字 を 費して、 彼が 治績 を敘述 したる 我等 は、 いま 

この 短文 を 見て、 無限の 與 味を感 する。 それ は 彼の 臺灣 統治の 結論と も 見られ 得る からで ある。 また 彼の 政治に 對す 

る极本 精神の 披瀝と も 眺められ 得る からで ある。 

さらに 彼の 臺灣 統治 に關 する 意見 は、 彼が この 當時廳 長會議 に 臨んで 試みた 次の 演說 にも、 それ を 窺 ふ ことができ 

る。 彼 は先づ 蹇灣 統治の 發達 を、 人 體の發 育に 比し、  * 


本島 ノ 統治 ハ之ヲ 十 年 以前 一一 比べ テ著シ ク發ぶ H シ、 較 i 小兒ノ 成長期 ノ如 キ感ガ アル。 斯ク 成長 シテ居 ルー 1 ハ逮 

ヒナ ィガ、 併 シ乍ラ 是デ滿 足 ハ出來 ナイ。 完全 デ ナイ。 抑 i 小兒ノ 成育 期 二方 テ ハ、 頭ハ大 キク 發達 シテ モ嗣ガ 

發達シ ナイ， - ^ ハ 手 ャ足ハ 發達シ タケ レド モ他ノ 部分 ガ發達 シテ居 ラス。 未タ 全身 ノ發達 ノ出來 ナイ。 是 デハ滿 

：： 止ガ出 來ヌ。 未ダ 十分 二 成長 ヲ遂 ケサ ル所ガ 澤山ァ ルノデ アリマ ス。 

と 述べて、 臺灣 統治 完成の 方向せ 何れに ある やの 點を 暗示した る 後、 語を轉 じて、 帝 國の國 策 全體の 上から、 灣 

統治 問題 を、 次の 如く 論じた， 

當初 ヨリ 毫， 灣 統治 ノ：！ 的 トス ル 點ハ、 何處 二 在 ルカ ト屮ス ト、 臺灣ノ 此島ノ ミ ヲ以テ 統治 ノ 目的 トセ ラレ ナカ ッ 

タト 云フ コ ト ハ、 前總 5_ロ 閣下 力 施設 ノ其 規模 ノ 遠大 ナル事 ハ中ス 迄 モナ ク、 是ハ 諸君 ガ 日常 ノ間 一一 於テ其 施設 ノ 

如何 ヲ思ハ 、、 思 ヒ半バ 二 過 クル 所 ァリト 信 スルノ テア リ マス。 是皆 帝國カ 東洋 ノ 平和 ヲ以テ 主眼 トシ、 平和 ノ 

範阐 ヲ廣ム ルト 云フコ トノ 大目 的 ヲ達ス ル上 一一 就テ、 此 臺灣ノ 統治 カ大 一一 關係 アル 力 故 一一 、 唯獨 リ此臺 灣島ノ ミ 

ノ 事ヲ鑑 ミス シテ、 周 W  ノ關係 —— 之ヲ大 キク. E 'セ バ 世界 ノ 大勢 二 鑑 ミテ、 統治 ヲ行ハ ネ ハナ ラス。 統治 ノ ほ 的 

トセ ネ ハナ ラスト 云フノ テア リ マス。 卽チ當 初 力 ラ其 目的 ト ス ル所 ノ經營 二 由リ 施行 シ來リ タル 今日 ハ 如何、 旣 

一一 ゅ界ノ 注目 ス ル所ノ 地位 二 立テ、 稍よ 其 目的 ヲ達セ ン トス ル 端緒 力；^ ケ テ 居ルノ テア リマ ス。 夫テ 臺灣ノ 位地 

ト云フ モノ ハ、 獨リ臺 灣ト母 國トノ 關係ノ ミナ ラ ス、 母國ト 世界 トノ關 係 一一 大ナ ル 影響 ヲ及ホ スト 云 フ事ヲ 諸君 

力 記憶 セ ラレ テ、 諸君 カ是 二 向 ッテま サ レン コトヲ 希望 スルノ テア リ マス 0 

此處に 彼の 年来の 主張が 現 はれて ゐる。 飽く迄も 「一部と 全部との 關係」 主義で ある" 卽ち 臺灣 とい ふ 一局部に 囚 
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はれて、 日本 全體を 忘れ、 义 日本 全體に 3： はれて、 阯界 全體を 忘れて はならない とい ふの だ。 

卽 ち臺灣 統治の 根本 は、 日本 統治の 大 策の 一部で あり。 この 大國是 と 調和 合致す ると ころに、 その 使命が あると い 

ふの だ。 卽ち、 

唯臺灣 一部 ノ 殖産、 一部 ノエ 藝、 一部 ノ敎 存、 一部 ノ衞 生ト云 フカ 如 キノ ミー 一 アラス、 帝國ト 新版 圖トノ 「ハル 

モ 一一 ー」 卽チ 調和 テ アル。 先 ッ初メ 一一  此 調和 ト云フ モノ ヲ、 新版 圖ニ 於テ各 施設 ノ間ニ 之ヲ得 ナケレ ハナ ラス。 

ので ある。 或は 頭が K き 過ぎたり、 F 足が 短 か 過ぎたり する やうな、 少兒 的體^ を 以てする ので は、 いまだ 完全なる 

植： 地と いふ こと はでき ない。 しかも、 おに 一段の 高所に 立って これ を 眺めるならば、 

其 調和 ヲ得 ナイ コト 力、 ^島 內. ノ事ノ ミ テァレ ハ、 甚タ S ィ コ トナレ トモ、 然 シ乍ラ 火力 母國ト ノ關係 二 ァ ル。 

況ャ 世界 トノ關 係 ト云フ コ トー 一至 ッ テハ、 此 調和 ヲ得ル コ ト  一一 §、 ル 困難 力 アル ノテ アリマ ス。 

んゃ 植民地統治に ついては、 常に 中央政府の 干涉 あり、 議 會の壓 迫が あって、 過去 十 年、 その 間 多大の 心 を 免 

れ なかった が、 しかし 「調和」 がすべ ての 极本 たる 以上、 臺灣 統治の 方針 は、 常に 界對 n 本と いふ 大 問題と 關聯せ 

ねばなら ぬと 說 いた。 

そして 伯 は、 さらに 一一 一一 n 葉を更 め、 一 此席ニ ハ他ノ 人力 居 リマ セン カラ、 悼 ラス シテ ぉー步 進ンテ 屮シテ S キタイ 一 

と 前提した る 後、 

0^, 此毫灣 統治 ノ上 一一 最モ 必要 ナル 事ハ、 祕密 一一 伴フ所 ノ默契 ト云フ モノ 力 アル。 此事 ハ帝國 國民ノ 共-一 結へ 

ル所ノ 事 一一 シテ、 我々 子孫 千 ief 年 ノ後ト 雖モ、 此 默契ヲ 忘レテ ハナ ラス。 此默契 ハ殖： ^ノ地 一一 關シテ ハ悉ク 服膺 


セサル へ 力 ラサル コト ト lis スル G 

と斷定 した。 然 らば その 所謂 「默 契」 と は何ぞ C そ は 勿論、 その 當時、 心より 心に 傳 ふべ くして、 口より.； t に； fli るべ 

からざる ものであった に途 ひない が、 伯 のこの 時 意味せ しと ころ は、 恐らく 次の 一節であった らうと 思 ふ。 n く。 

我 帝國ノ 將來ハ 北進 南行 テ アル。 此 北進 南行 ハ帝 國ノ 一大 主義 テ アル。 此點ハ 後世：： 迄： 只 シテ變 ラサル 所ノ 

主義 テア ルケ レ トモ、 俊 略的ノ 意義 一一 アラス、 平和 ノ 主義 ヲ 擴張ス ルー 一 在 ルコト ハ勿論 テ アル。 決 シテ他 ノ終綸 

ヲスル モノ テナ ィ。 何 ラカ諸 一一 於 テ此默 契ノ上 一一 就テ 十分 ノカヲ f 苄ン、 全キ 一一 至ラ シ メ ルャゥ 希望 致ス ノ テア 

リ マス C 

兹に 伯の 懷 抱せ し大 n 本 主義の 國 策が、 その 片鳞を 雲間に 示して ゐ るので ある。 

〔本 民族の 使命 は、 この 蕞爾 たる 六十 餘 州の 天地に 跼蹐 する ことで はない。 世界 离 邦の 地と- との 上に、 その 文化 

を 光 被し、 その 社會 制度の 敎訓を 推 及す る ことに ある」 かかる 民族 理想の 一端と して、 はじめて 裹灣 統治の 意義が 了 

解せられ るので ある。 

蓋し？ 灣 統治 は、 n 本 尺 族に 於け る ari- 族 統治の 最初の 試驗 であった。 而 して 今や 我等 は：！ n 尾よ くこの 試驗に 合格 

した。 卽ち、 我等 n 本 1^ 族が 大和 島极 以外の 天地 を 統治す るの 資格 ネ能 は、 この 臺灣 統治に よって 折紙 を 付けられた 

ので ある。 玆 において か、 大 n 本 主義 は、 もはや 紙上 ール のさ 文に あらす して、 <fr や 實際 政治の 問題と 化して きて ゐ 

るの だし 卽ち 我等 は <fr 新たに 滿洲の 一部と^ 國とを 我が 統治 下に S かんとして ゐる。 しかも それ は臺灣 統治が 我等に 

許容した る： li^ 族 的 資格で ある C 

^一幸 毫 湾- if 政お お  六、 四 五 


笫十節 南より 北へ  六 四 六 

ゆ ゑに 我等の いま 北進す るの は、 必す しも 北進 南 守 を 意味す る もので ない こと は、 嘗て 我等が 臺灣に 精力 を 傾注し 

たる ことが、 して 北 守 南進でなかった と 同意義で ある。 日本：^ 族 發展の 天地 は、 北で あると か、 南で あると か、 西 

であると か、 東で あると かいふ やうな、 地理 的 區別を もって 制限 さるべき もので はない。 東西南北 到る ところ、 天の 

時と 地の利に 應 じて、 我等 は 運命の 導く ままに 進むべき である。 換ー百 すれば、 全世界に 向って 膨股 する ことが、 我等 

日本！^ 族 の 崇高なる 使命 でなければ ならない。 そして その 搖籃 の 地が 臺灣 であった ので ある。 

この 日本 膨 股の 大國是 を 指して、 伯 は r 默契」 といった ので あらう。 さう して 彼が、 これ を 明白に 具體 的に 表現し 

なかった の は、 それが 外國へ の 影響 を 慮り、 叉國內 の神經 質なる 論者の 興奮 を 買 ふこと を 憂へ たからで あらう。 

何と なれば、 それ は 侵略的 帝阈 主義と して 誤解 せられる 危險が 十分に あつたから である。 民族の 海外への 膨 K を も 

つて、 武力 的 進出と 經濟的 搾取と 見る ことが、 當 時より ぼつく. とせ 界 のうちに 起りつつ あった 議論で ある。 殊に 日 

本が R 淸、 日露の ニ大戰 勝の 餘威 を驅 つて、 東洋 各地に その 版 圖を擴 張すべし と は、 西洋 备國の 均！  く 杞憂す ると こ 

ろであった。 然 らば、 時機の 到来す るまで は、 輕々 しく これ を 口にして はならない とい ふこと は、 用意周到なる 伯の 

心中 深く 決して ゐた ところであった ので あらう。 それ ゆ ゑに、 彼 はた だ 抽象的なる 「北進 南行」 の 四 字に これ を 止め、 

これが 我國の 治臺の 「默 契」 であった とい ふ 含 糊 摸稜の 言葉 を もって 表現した ので あらう。 

それ は 謂 はば、 彼の 世界政策の 暗示で あつたの だ。 

兌るべし。 後藤 新 平 治臺九 年の 業は單 なる 新 為 臺灣の 行政に 非す して、 躍進 日.^ の 一 礎石の 强化 にあり しこと を。 

灣 より 滿洲 へ、 滿洲 より 東京べ、 彼 は 少年の 日の 夢 を 追うて、 大日 本 建設の 理想の ために、 いま その 第二 歩 を 踏み 


出さん とする の だ。 

さらば、 懷 かしの 臺灣 よ！ 

麗 はしの 島よ、 いで さらば！ 

御身の 上に 輝く 星斗 は、 かま 闌干 として、 滿洲の 天に 輝いて ゐる。 我れ は その 運命の 星の 導きに 從 つて、 いま 海 を 

渡つ V 北に 去らん とする。. しかし 乍ら、 椰子の 葉す れを聽 いて 起臥せ し 九 年の 日 は、 、水久 に 我が 夜半の 夢に 通 ふで あ 

らう。 そ は 我が 男盛りの 最も 贵 重なる 日子で あつたの だ。 身は朔 北の 地に 去る とも、 我が 魂 は 永久に 魔 はしき 御身の 

上に 止まる であらう。  . - 

恐らく は それが、. いま 船舷に 倚って、 遠ざかり ゆく 臺灣の 翠葉綠 情 を 眺めつつ ある、 伯の 肚裏に 湧きし 感懷 であつ 

たで あらう。 

麗しき きょ、 いで さらば！ 
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それ は、 n 露 開戰の K 彈が、 全世界の 耳！！ を. 难 動した 明治 三十 七 年の 初めであった。 B 本阔 おが 戰 (.， の 遂行に 沒頭 

して 又 他 を 顧みる の収無 かりし 時、 この 戰 W を 如何にして 牧 拾し、 戰 後の 東洋 を 如何にして 經營 すべき やにつ いて、 

思 ひを碎 きつ つ ある 一 一人の 漢子 があった。 

その ； 人 は 策戰の 中心た る參謀 本部に t し臺 であり、 いま 一 人 は 遠く 帝都 を隔 つる 南海 S き ありし 後藤で 

あった。 その 間の 事情 を 知悉した る 上田 恭輔 は、 次の やう こ 語った。 

顧して 1= ど を 捲かん ばかりに 驚^ & します こと は、 丁度 明治 三十 七 年の n 露戰， 開始の 初期の ことで ありま 

して、 ^は 兒玉大 將に從 つて 参謀本部 內に 勤務 致して 居りました 時の ことであります が、 當時歐 米 各國は 日露の 

勝收 如何 を 非常 I ぶんで f、 亞米利 加 あたりで は先づ 四分六 分と 見て 居りました。 つまり 露 西 亞に六 分の 勝 

S あり、 =i は g 分ぐ らゐ だと 言って 居た のであります。 まろが 黑木 軍が 朝鮮に 上陸して 以来、 間もなく 皇 
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軍 は新義 州で 露 軍に 大勝して、 聯隊 旗と 用地 圖を 分捕りし、 次いで 敵 を 鳳凰 城へ 追撃して 居る と 云 ふ 驚くべき 

急報が 来て、 參謀 本部で は 皇族 方 を 初め、 陸軍 首 腦が參 集され て、 ひっくり返る やうな お 祝 ひ 騒ぎ をした ことが 

ありまし てから、 二三 日經 つた 後に、 一 R 突然 兒玉 大將が 私に 言 はれる のに は、 「おぬし は 東印度 會 社と 云 ふ も 

のの 性質 組織と その 事業に 就いて 何 か 知って ゐ るか」 と 尊 ねられます から、 私 は 何の 氣も なく、  ^くも 西洋史 を 

縮いた 者なら 誰でも 識っ て 居る 事柄で ある こと を 答へ ますと、 「それならば 一 寸 調べ て m はいて =_ 尺れ」 との 大將の 

^！^でぁりましたが、 戰 後の 滿洲に 滿鐵會 社なる 龙大 なる 機 關が创 立され た 時に、 初めて 私は旣 にあの 時に 將來露 

西亞 から 受取るべき 南 滿鐵道 は 如何に 經營 すべき かと 云 ふこと が、 兒玉 大將の 頭に あつたの かと 追想 致しまして、 

兒 玉さん は 何とい ふ ヱ ライ 明徹 なる 頭腦の 持主で あるかと 考 へて、 殆ど 啞 然とした ことがあり ましたが、 E おはか 

らん や、 其の 意見 を 出された 當人 は實は 後藤 伯であった さう であ 力ます。 伯 自身 は、 その 事に 就いては 一切な に 

. も 巾され ませぬ が、 大將の 側近のお 方から、 後で 其の 事 を 承りました。  . 

新 土の 統治に 九 年 苦 樂を俱 に したる 彼等 は戰後 に 起るべき 大陸の 經營 について、 額 を 集めて 凝議して ゐ たので あ 

る。 その 時 伯の 胸中に 浮んだ の は、 英 國 の 印度 統治であった。 英國の 印度 經 略が、 一 六 〇〇 年に 創設せられ たる 東 印 

度會 社と 稱 する 商事 會 社に 濫觴した こと は 人の 周く，^ ると ころで ある。 彼等 は 業々 しき 官制 軍制 を 設けす して、 さり 

げ なく 一  商事 會社を 設立し、 名を赏 ：3^.? 商事に 藉 りて、 實は 印度 大陸の 征服 を 行 ひ、 その 無 ま i 藏の 金銀 財 资を英 本國に 

奪ひ歸 つたので ある。 その 掠奪の 實は傚 ふべ からす、 その 經 略の 形 は 採る ベ し。 マ てれが 恐 もく は 伯の 胸中に 湧いた 思 

想で あつたの だら う。  - 


们 はこの 创兑 を兒 玉に 呈し、 兒玉は その 炯胆を もって、 近ち にこの 大策を れた. - それが 滿鐵 會社發 生の 源，：：！^ であ 

つた。 兒 玉の 命 を 受けた 伯 は、 この 创 見の 具體 化に 取 掛り、 戰 W 進展の 最中、 彼 はこれ が 條項を 整へ、 休 戰到來 とと 

もに 滿洲 に兒 を 訪れた 時には、 旣に 明瞭なる 草案と なって ゐた。 それが 次揭の 「滿 洲經 營策梗 I^J である。 

滿洲 經營策 梗概  * 

.  (ボ ー ッ ヌス條 約 締結 以前 一一 於ケル 故兒玉 大將ノ 立案) 

戰後滿 洲經營 唯  一. ノ 要訣 ぺ ^一一  鐵 道經營 ノ 假面ヲ 裝ヒ、 陰 一一 百般 ノ 施設 ヲ實行 スルー ーァリ C 

是ノ 要訣 一一 隨ヒ、 租借地 內ノ 統治 機 關ト、 獲得 セシ鐵 道ノ經 營機關 トハ、 全然 之ヲ^ 側ノ モノ トシ、 IS 道 ノ經營 

機關 ハ 、 鐵道 以外 毫 モ 政治 及 軍事 一一 關係セ サル如 ク假裝 セサル へ カラス C 

租借地 ノ 統治 機關 ハ 、 1= 下 詮議 中 ノ 遼東總 5^ 府ヲ以 一で 之 一一 充ッ。 

鐵 道ノ經 營機關 トシ テ、 別 一一 滿洲鐵 道廳ヲ 起シ、 政府 直轄 ノ機關 トシ、 鐵 道ノ營 業、 線路 ノ 守備、 雜、 山ノ 採掘、 

移民 ノ獎 勵、 地方 ノ 警察、 農 エノ 改良、 露國及 淸國ト ノ交涉 事件 並 一一 軍事的 諜報 勤務 ヲ盤 理セ シメ、 兼テ 平時 鐵 

道隊 技術 敎 i!H  ノ 一  部. ヲ 擔任セ シ ム ヘシ。 

然レ トモ 我 一一 獲得 セシ鐵 道ハ、 長 春 ヨリ 大連 一一 至ル 幹線 及 數多ノ 支線 ヨリ 成リ、 其 一部 ハ遼 東總^  ノ脊轄 地內ヲ 

通 走 スルヲ 以テ、 動 モス レ ハ總^ 府ト鐵 道 廳トノ 間 二、 意思 ノ 衝突 ヲ來 タス コ トナシ トセ ス。 之 ヲ豫防 セン トセ 

ハ、 錢道廳 長 ハ I ぬラク 都督 ノ 兼任 ト爲ス へ シ。 鐵道 守備隊 ハ、 遼東總 督ノ令 下 一一 アル 軍隊 ヨリ 派遣 シ、 守備 ノ 

任務 一一 關シ テハ、 鐵道廳 長官 ノ指 揮ヲ 受ケ シム ヘシ。 
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これが、 居然と して 北方 大陸に 現 はれた 南 滿洲鐵 道 株式 會 社の 萌芽であって、 このい と 小さ やかなる 芽 は、 华 とと 

もに 成長して、 遂に *1 界鍾 n の 中心と なる の n を迎 へる ので ある。 

. 二、 伊藤博文の 満洲 經營論 

して 兒 玉と 怕 との 豫 期せし ごとく、 露 西 亞の東 淸鐵道 南部 線 は、 それ 沿線の 炭礦 所有 經ぉ E 權 とともに、 の 

に歸 する ことと なった。 それ はボ ー ッ マ ス條 約の 第六條 以下に 揭 ぐると ころで ある。 

笫六條 露 w 亞帝^ 政府 ハ長春 (寛 城 子) 旅 順 口 問 ノ鐵道 及其ノ 一切 ノ 支線 並-一同 地方- 1 於テ 之-一 附 屬スル • 切ノ權 利、 特根& 

财 及 间 地方 二 於 テ該鐵 道 -ー屬 シ乂ハ 其ノ 利益 ノ爲メ 一一  經營 セラ ル ル 一 切ノ 炭坑 7 浦资ヲ <s>{ ク .1 トレ. ク =• e 阈政 承諾 プ 

以 テ =: 本 帝^ 政 W  -ー  移 轉讓渡 ス へキコ トヲ約 ス 

$s ハ 前記 規定 -ー 係 ル 活 1 政軒ノ 承諾 ヲ 得へ キ n トブ 互 -ー 約 ス 

第ヒ條 H 本 國及露 西亞^ ハ滿洲 M 於. K ル. 自ノ鐵 道 ヲ仝ク 商工業 ノ  0 的-一 限リ賴 營シ決 シ テ 軍略 ノ  ：！： 的 ヲ 以 テ 之 V 終營 セサル 

n トヲ： S ス 

該 制限 ハ ^^|東牛島祖借權カ 其 ノ效 カヲ及 ホス 地域-一 於 ケル鐵 道- 1 適用 セサル モノ ト知ル ヘシ 

第八條 H: 本 帝！； 政府 及 露 西亞 帝！： 政府 ハ 交通 及 運輸 ヲ 1^ 進 シ 且之ヲ 便易ナ ラシ ムルノ 目的 ヲ以 テ滿洲 一一 於ケ ル其ノ 接 緣鐵道 業 

務ヲ 規定 セムカ 爲メ成 ル可ク 速-一別 約ヲ 締結 ス へ シ 

兹に 於いて、 明治 三十 八 年 十月 一二 十 R、 わが 滿洲軍 參謀福 島 安正 少將 と、 國滿洲 軍參謀 次長 オラ ノ フス キ ー 少將 

と は、 四 平 街 停車場に 會 見し、 兩 軍の 滿洲撒 兵の 手 績を定 むる と共に、 鐵道 線路 引渡しの 順序 を 協定した。 そして、 
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この 協定に よって 引渡し を 受けた る鐵道 は、 これ を 野戰鐵 道棍理 部の 管掌に 委ね、 內 地に？： S 送す る. 舉隊、 北 〈器、 糧^ 

その他の 軍需品の 輸送 を爲 さしむ ると 共に、 公衆 輸送 を も 掌ら しめて ゐた。 

卽ち日.^^の干戈はすでに堰まりたりと雖も、 戰後約 一年 半 は、 事實上 滿洲は 軍政の 下にあった ので ある。 

^^しながら、 これ は？ 1 くまで、 戰 後の 必要に 基く 一時的の 機 {且 の 措 S に 過ぎす、 やがて は 軍政 を撤廢 し、 帝 國の滿 

洲經營 を、 -ir: 政 的 活動に 委せねば ならぬ こと は 明かであった" 

H: 台 三 卜 九 年の ii^ となって、 その 機 は 漸く 熟しつつ あった" しかも それ を 促進した もの は、 英米 その他 列强 の^ 

であつ た。 

この 尺 方針 を 決定した 記念すべき 會議 は、 明治 三十 九 年 五月 二十 二 n、 午後 二 時 四十 五分 を もって、 魏町區 永 田 町 

なる 竹 相， W 邱に 開かれた。 

それよ 「滿洲 問題に 關 する 協議 會」 と 呼ばれ、 その 出席者 は ：一 ル老、 重臣、 閣僚 を 網羅し、 その 論す ると ころ は、 大 

陸經 營の极 本に り、 まことに 日本 膨騰 史上の 一大事 件であった ( 

當 日の 列席者 は、 次の 通りであった。  . 

統  監 

.  柩 密 院 議 長 

內閣 總理大 臣 
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伊 Jii^ 文 は、 元老の 首席と して、 又 本會議 の發案 者と して、 先 づロを 開いて、 次の ごとく 說 明した。 

本日 ハ 余ノ 要求 二 依リ、 總理 大臣 ヨリ 諸 公 ノ御會 合 ヲ促サ レ タル ヲ 以テ、 余 ハ先ッ 愚見 ヲ 陳述 致ス へ シ。 顧レ ハ 

本年 一 一月、 余 ノ韓國 一一 赴任 ス ル前ニ 當リ、 時ノ 外務大臣 加 藤 高 明君 ヨリ 滿洲 問題 ニ關 シ各國 ヨリ 種々 ノ  i 一 會ヲー 父 

ケ、 之 二 對スル 囘答ヲ ナス ノ 必要 ァリト 雖モ、 軍衙ト 外務省 ト ノ交涉 容易 一一 解決 セサ ルヲ 以テ、 囘答 遷延 セル 事 

:w ヲ閒キ タルカ 故 一一、 大碟 一一 山縣 大山 兩俟加 藤 外務大臣 及當時 ノ參謀 次長 兒玉大 將ノ裨 會見ヲ 乞ヒ、 殆ント 一 = 

ヲゅ (シ 協議 ヲ章， ン タル 結果、 一箇 條ヲ除 クノ外 懸案 ノ 問題 ヲ悉ク 解 シ、 之ヲ 行スル コト、 ナ レリ" 爾來 < ^ハ 

任地 一一 在 リテ、 外務省 ト各 國間ノ 往復 電報 一一 テ 事情 ヲ 承知 シ タル ノ ミナ ルカ、 三月 末 頃 一一 至 リ米國 政府 ハ 滿洲問 

題 二 關シ我 政府 一一 嚴重ナ ル照會 ヲ寄セ 來リ、 英國 一一 於テ モ 議院 ノ 問題 一一 上 ル等ノ コ ト ァリ、 余 ハ甚タ 憂慮 セリ。 

蓋し 世界の 大勢に 通曉 し、 常に 外交に 注意 を 怠ら ざり し 伊藤 は、 英米の 視線 やう やく  3 本の 滿洲 政策に 注がれ、 し 
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笫； 節噺 任の 賴^  六 1 ベ 

かも 幾多の 危惧 を 生じつつ ある こと を 知った。 

さう して 彼 は^ 國 統監と して、 滿洲 問題が 當然鶴 林 八道に 影響す るの 事實に 鑑み、 三月 三十 一日 附を 以て、 英國大 

使 マ ックド ー ナ ルドが 送付し 來 りし 私書 を、 協議 會の 席上に 披露した のであった。 

是 レ或ハ 拙者 ノ， 、見 ナルャ モ圖ラ レチ ルモ、 z: 下 英米 ノ  §:J;C^ 社會 一一 殆ント 公言 セラ レ居 ルハ、 滿洲 一一 於ケル n 本 

ノ軍宫 憲ハ、 軍事的 動作 一一 依 リ外國 貿易 一 1 拘束 ヲ 加へ、 滿洲ノ 門 戶ハ囊 一一 露 西亞ノ 掌中 一一 在 リシ 時 一一 比シ、 一展 

閉鎖 セラ レ タルコ ト ナリ。 而モ 其 閉鎖 主義 ハ 專ラ歐 米 人 一一 對シテ 行 ハレ、 日本人 一一 對 シ テ ハ 開放 主義 ヲ實施 シ ッ 

ッ ァリト 云フ。 故 一一 昨今 米阈 ヨリ n 本 政府 一一 對シ、 電信 命令 一一 テ 嚴重 ナ ル i ー會 ヲ 爲シ、 英國 政府 モ 亦 同様 ノ 舉 一 1 

出テ タリ。 愚見 一一 依 レハ、 現 時 n 本 政府 ノ取ル 政略 ハ、 卽露 國ト戰 'ヲ ナシ タル 際 n 本 二 同 ヲ 小せ セ：. s;.?^ ヲ 供給 

シ タル 阈々 ヲ全 ク^ 隔スル n 本ノ 自殺的 政略 ト評 スル ノ外ナ シ。 抑 諸 外國ノ  n 本人 一一 同情 ヲ少 W セ： 求费ヲ 供給 シタ 

ル ハ、 n 本 カ門戶 開放 主義 ヲ 代表 シ、 此 主義 ノ爲 一一 戰フヲ 明知シ タルカ 爲 ナリ。 然ル  一一 n 本ノ、 ¥ 事 的 方面 一一 於テ 

唱道 セラ ル 、說 ヲ聞ク 一一、 露 國ハ早 晚復鑼 ヲ企ッ へ キヲ 以テ、 ベ 「日 ヨリ 之 一一 對スル 設備 ヲ滿洲 一一 於 テ爲ス ノ必耍 

ァ リト。 此說或 ハ可ナ ラン。 乍 併 今日 ノ儘 一一 テ進 マハ、 日本 ハ與 國ノ 同情 ヲ失 ヒ、 將來 開戰ノ 場合 ニ於テ 非常 ナ 

ル 損害 ヲ蒙ル 一一 至ル ヘシ。 日本 ノ 政治家 一一 於テ斯 ノ如キ 明白 ナル 利害 關係ノ 見 H サル 道理 ナシ。 否 日本 二 ハ此政 

策ハ狂 氣ジミ タル 政策 ナリト 其 眼 二 映スル 政治家 モ固 ヨリ 多々 アル へ シ。 若シ然 ラス トス レ ハ、 如上 ノ說 ハ或ハ 

拙者 ノ誤見 ナルャ モ圖ラ レス 云々。  . 

これ は隨分 露骨なる 言 ひ 分であった。 しかし 當 時の 日本の 國カ として は、 かかる 外國 使臣の 言葉 を も、 正面から S 


る こと はでき なかった c 殊に 伊藤の ごとく、 維新 以来、 ^立 無投の 後進 阔 日本 を率ゐ て、 傲|!1なる歐米，.^國代^^!;者と 

榑 の 間に 折衝し 来りし 經驗 ある ものに 取って は、 上記の 英 大使の 手書 は、 多大の 痛心 を與 へたに 相逮 ない。 殊に 英 

米 國が日 露戰！^中 の 援助 を も つて、 滿洲の 門戶 開放 を 日本の 手に よって 達成 せんとす るの 主旨に 出 づと爲 すの 言 に 

至って は、 藤の 最も 關心 を覺 えたる ところであった であらう。 そこで 上記の 英 大使の 私信 を 紹介した る 後、 伊藤 は 

更に 進んで、 次の ごとき 意見 を 述べた。 

< -ハ 本書 ヲ 接受 シテ、 我國 前途 ノ爲 一一 益 V 憂慮 セリ。 加 之 他方 一一 於テ歐 電ハ頻 一一、 日本 ハ再ヒ 露國ト 戰フノ 準備 

ヲ爲 セリ、 日本人 ハ 「ボ ー ッ マス」 條約ヲ 以ニァ 講和 條約 ト認 メス、 休戰條 約ト目 シッ、 ァリ ト報シ タル ヲ以 テ、 

當時 北京 ノ露淸 談判 ハ、 斯 ノ如キ 報道 ヲロ實 トシ テ 遷延 日 ヲ躋フ シ容 0^ 一一  結了 セ ス。 隨 テ露國 ハ滿洲 撤兵 ヲ進抄 

セ ス、 極東 ノ 形勢 容ぶ ^ ナ ラサル 一 1 至ル へ キ ヲ察シ タリ。 然ル ニ英 大使 ノ書 ヲ見ル 二 及 ンテ、 復讎 說ハ 日本 ヨリ 傳 

ハ リタ ルヲ知 リ、 日本 ノ爲ー 1 此 報道 ヲ頗ル 痛惜 セリ。 

さらに 伊藤 は 「清國 政治家 中最モ 日本 一一 同情 ヲ寄セ 居ル袁 世颜」 すら、 「日本 一一 對シ テ 不滿ノ 念ヲ 抱キ、 R 本 ノ^ 洲 

二 於ケル 行動 ヲ以テ 北京 條約ノ 違反」 となし、 常に これ を 明言せ る 事實を 擧げ、 次の 如く 論じた。 

若シ今 ロノ 儘 二 放任 セ ハ、 啻ー 1 北淸ノ ミナ ラス、 二十 一省 ノ 人心 ハ、 終 二日 本ュ 反抗 スル ニ至ル へ シ。 愚見 一一 依 

レハ、 日本 ハ淸 國ニ對 シテ、 指導者 勸 吿者ノ 位地 二 立 タサル 可 ラス。 清國 目下 ノ狀況 ヲ見ル 二、 一般人 心 ハ決シ 

テ 平！ « 無事 ナ リト稱 スルヲ 得ス。 淸 人中 一一 ハ國權 恢復 ノ 意見 ヲ抱ク モノ 多ク、 其 勢力 決シ テ侮ル へ カラス。 外國 

人ハ此 意見 ヲ目 シテ 排外 思想 ト爲ス モノ  、如 シ。 孰 レニ モセ ョ、 其 波及 スル所 ハ卽チ 同  一 ノ 結果 ヲ 生スル 一一 至ル 
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へ シ。 孰レ ノ 方面 ヨリ 觀察ス ル モ、 日本 ニ取リ テハ、 淸國 一一 騒 亂起ラ サル ニ如ク ハナ 、ン。 隨テ 可成 淸人ノ 不滿ヲ 

買 ハサ ル様 努ム ルハ、 二 取リテ 最モ適 當ナル 方策 ナリト 信ス。 

. そして. 尹 藤. H へ 一 日； 支那に 擾亂 起り たる 場合に おける 日本の 苦境 を說 き、 結 W 今 n の 事態 を 救 ふに は、 ： 車 政 署を廢 

4- す る の 一 へ；^ 一 あ るの みなる 所以 を 4.1 じ て 、 次 の 如く 斷 じた。 

軍政 署ノ綱 顿ナル モノ ヲ見ル 二、 之ヲ 實行ス レ ハ、 fi£ 國人ノ 活動 スル 餘地更 一一 ナシ。 否 領事 ト雖モ 活動 スルコ ト 

ヲ 得ス。 軍事 當 W 者 ハ固 ヨリ 相 當ノ御 考慮 ァ ル へ シ ト 雖モ、 自分 ノ見ル 所 一一 依レ ハ 、 軍政 署ナ ル モノ ヲ廢ス ル 一一 

非レ ハ 不可 ナリリ 

これ は 文治 派の 頭 M たる^ 藤の、 ^斷 派に 對 する 苦言で あり、 戒飭 である" しかも^ h に は. * 人 派の 竹な たる 山縣 

を 始め 4< 山、 ^、 山^、 兒玉も 列」 2? して ゐ るので ある。 また 當時は 日露 戰 勝の 直後で ある。 伊藤の Kis^ と 誠心との 如 

;e なる ものな りし や は 想像に 餘り ある-し 

ゆ ゑに 彼の 所說 は、 そのまま では 通過し なかった。 ，Mt 種々 の 意見が 出て、 種々 討 渝が行 はれた" しかし 結 W は大 

體ム I とし て 議 なしと して、 竹 相 西 園せ の& 出した 次の ：^^ 議案 を 可： „ ^した。 

大體/ ム 1 ハ 全會； 致 ノコ ト 

おノ 意-一基 キ將來 ノ經綸 ヲ進ム ルコト 

關聚總 i:^  ノ 機關ヲ 平時 組織 一一 改ム ルコト 

5^ 政 1!!?: ヲ 順次 二 廢スル コト、 事 ノ在ル 所ハ直 一一 之 ヲ廢ス ルコト 


それ は 明白に 文治 派の 勝利であった。 

しからば！？ 洲の 政を廢 して、 何をもっ て これに^^るの中心組織と爲すべ きか。  - 

それ はボ— ッ マス 條約 によって、 露國 より 引繼 ぎた る 南 滿洲鐵 道でなくて はならぬ。 

-甘. に 於いて、 問題 はさら に 起る し 然 らば この 滿鐵は 誰 人 をして 經營 指導せ しむべき か、 その 具體 的な 問題で ある。 

卽ち滿 鐵總裁 は、 この 新 國是の 代表者と して R 本の 新たなる 大陸 政策 を實 現すべき 重要人物 となる からで ある。 そし 

て、 それ は また 英圃 往年 の 東印度 會社 社長 の ごとく、 帝國 膨股戰 の 先陣 の 大將 であるから である。 

三、 ：兀老 重に ： 致の 推萌 

これ ま： 要なる 協議 會 のあった 後、 約 一箇月 を經た 六月 二十 八日、 ぎ： ゃ灣 にあった 伯 は、 在京の 灰 人 杉 山 i« 丸から、 突 

如と して 長文の： 附號 電報 を 一一 乂 取った G 

その 電報 を： る 前に、 吾人 は 先づ杉 山の 人物、 並びに 彼と 伯との 關係を 知る こと を 要する。 

これに ついては、 此の： 响 人と 親交あった 余 杉 英五郞 をして、 說明 せしめよう。 

後藤 伯の 大規 校なる 諸 建 案 は 天下 一 品で あつたが、 これに は 始終- S れ たる ー參 謀の 在りし こと を 見遁す こと は 出 

来ぬ C それ は 稀代の 智謀 家 杉 山 其 日 主人で ある. - 彼 は 能く 親切に 伯に 建言 實行 せしめた ものであった。 今より 

一 一十 年 ほど 前より 惡友會 なる もの を 組織し、 ；母月 一 ー囘會 合して 先づ 後藤に 各種の 建策 を爲 し、 W 綾き 書畫の 批評- 

5^^: 恭食等 をす るので あった" 其の 會 員が 杉 山 茂 丸、 故 近 藤^-牛、 故 加-; 勝 正義、 M 崎 邦輔、 窒田義 文、 岩 原 謙 三 
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その他 五、 六 人であって、 野人 も會 員の 一人で あつたが、 平たく 言へば 後藤 後援 會 とで も稱 すべき ものであった 

の だ。 此の 會 にて は 忌憚な く 後藤 を こきおろす ものであって、 後藤 は 不利 もあった らうが 利益 もあった に 相逮な 

いと 思 はれる。 

かくの 如き 關係 にあった 杉 山と 伯と であった。 ゆ ゑに 杉 山が その 長い 電文の 劈頭に 於いて、 「玆 一一 一大 問题 ：55 出セ 

リ。 深ク 考慮 シテ、 僕マデ 返事 シテ 置ィ テク レ」 と 書いた とき、 伯が ハツと して、 これ を熟讀 したで あらう こと は 察 

せられる。 その 電文 は鑌 く。 

牛 込ノ爺 (；^ "、兒 玉大將 のこと。 大將 S 邸宅 は 牛 ス-區 市 ケ谷藥 王 寺 町に ある" 一 一一べ r 朝逢タ 處ガ、 爺 ノ話ニ  、nf 洲鐵 道會社 

ノ创立 委員長 タルコ トヮ、 曾テ君 一一 相談 シタコ トモ アリシ ガ、 未ダ 公然受 ケテハ 居 ラヌ、 然ル 一一 右 鐵道會 社ノ總 

裁ノ 人選 一丁 ソキ、 衆 ロー 決、 後藤 新 平 ヲ總裁 一一 スル 外、 此滿洲 經營ノ 原動力 タル 鐵道ノ 始末 ヲ付 ケ得ル モノ ナシ 

ト云フ 事 ニナ リタ リ、 其ハ 第一 山縣 ガ言ヒ 出シ、 第二 伊藤 ガ言ヒ 出シ、 第三 西 園 寺 ガ絕對  一丁 王 張 シタ、 然 シ何レ 

モ佐久 間 新任 當時 一一 テ、 之レヲ 承諾 サ セル ノ辭枘 ヲ得サ ル爲、 苦心 シ居 レリ、 ffil モ段々 熟考 ノ上、 ァノ マ、 永久 

一 1 臺灣 一一 力 カツ テ居 ル事モ 如何 故、 ドウ モシ テ 後藤 ガ ャッ タガ良 イト 云フ事 二 同意 シ タリ、 君ガ 意見 ヲ聞 ク爲待 

ッテ 居タ」 トノ話 故、 戾ハ左 ノ通リ 答へ タ。 「後藤 ハ 留任 承諾 早々 一一 テ、 其ノ 困難 ハ 新任 早々 ヨリ モ甚 敷ト思 フ- 

殊ニ 未ダ三 ヶ月 モク、 ザル內 一一 體ヲ引 キ拔ク 事ハ、 國家 ノ爲、 臺灣 ノ爲、 後藤 一身 ノ爲、 ffi 大ナル 問題 ト思ヒ マ 

ス故、 私 一 個ノ 意見 トシ テ 乇、 何等 ノォ答 ヲ今ス ルコト ハ出來 マ セヌ、 深ク 前後 ノ 事情 ヨリ 將來ノ 事 迄 考へタ 上 

ュ テ御 返事 致シ マ セゥ」 ト 答へ タ 所ガ、 爺ハ 「至極 尤 モナ リ、 然ル 二 昨日 山縣ノ 意見 二 テ ハ、 お 政 長 〈に 兼 商事 會 


社ノ 社長 滿洲鐵 道 總裁ハ 到底 出來ス コトデ アラウ ガ、 後藤 ノ 見込 アル 相 當ノ剐 總裁ヲ キ、 之ヲ監 将シテ 一年 計 

リノ 間ャ ラセ テ S キ、 化 ハノ上 一一 テ 民政 長 {c;  ノ 後任 ヲ 定メ、 後藤 ハ佐 久間ノ 事情 ヨリ 臺 灣ノ關 係ヲ斷 タレス ト云フ 

事ナ レバ、 表面 總督ノ 顧問 若クハ 御用 掛ノ 名義 一一 テ、 實際總 ^ヲ 補佐 シ、 是非共 丙 園 丄小ノ 意見 通リ、 後藤 ニ此ノ 

東洋 大 問題 ノ 滿洲鐵 道 總裁ヲ 引受 ケサ セル 工夫 ヲセ ネバ、 將來ノ 安心 ハ出 來ヌト 言ヒ居 レリ、 右ノ 樣ナル 方法 一一 

テ  モ何ト カレ クマ ト、 後藤 ヲ 承諾 サ セル 工夫 ハ アル マイ 力」 トノ話 故、 一夫 レト テモ 何分 一身上、 就任 上關係 

重大 ナ ル 事故、 熟考 ノ上 一一 ァラザ レバ、 私ノ 愚見 モ 御 速 答出來 ス」 ト 答へ S イタ. - 

卽 ち：： 儿老 重臣の 意見 は、 滿鐵總 裁 は 後藤 新 平と いふ ことに 一決した とい ふので ある。 しかも 部の 頭目 山 縣がロ を 

切り、 文治 派の 總大將 の 伊藤が 裏書きし、 現職の 首相の 西圜 寺が 熱心に 支持す る、 とい ふので あるから、 先 づ舉國 一 

致の 推薦の 形で ある G 

さて 杉 山 は、 上の 如く、 兒 玉との 對談の 要領 を 報告した 後、 ーサ テ此ノ 以下 ハ俟ノ 意見 ナリ」 と 記して、 次の ごと 

く、 伯の 受諾 を勸 めた。 

力 カネ テ豫 言シタ 通リ、 ァメゴ 一人 二  ^八 人、 元老 及ヒ內 閣員 ノ間 一一 テ、 後藤 一人 睨 ミノ 天下 ト成 リ來 レリ. - 

而シテ 此ノニ 億 圓 ノ大會 社及ビ 滿洲ノ 凡テノ 主權、 卽チ 支那 露西亞 朝鮮 等 一一 對ス ル、 軍事 外交 ノ 割出 ヲ定ム ル、 

大根 一 兀ノ鐵 道 總裁ヲ 引受 ケ置ク 事ハ、 實 一一 千載ノ 一遇 タル 好 時機 ト思フ 。今朝 鮮ノ事 ナドー 一手 ヲ出ス ノハ、 此間 

話シ ク通リ 無論 早過ギ ルガ、 一 度ビ此 鐵道ヲ 始末 シッ 、アル 內 一一 ハ、 朝鮮 ハ 大抵 ャ リック スト 思フ。 其 時 一一 滿洲 

ト 關聯シ タル 考ヲ 以テ、 遂 一一 朝鮮-一宿 換へ ヲスル トイ フコ トハ、 物ノ 順序 ヨリ モ 仕事 ノ 大勢 ヨリ モ、 君ノ 世界 二 
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對スル 經歷上 ヨリ モ、 二度 得難 キ好 時機 ト、 屮心斷案ヲドセリ。 然.ン.^^國ノゥ ィ ッ テ ト經-|-ヲ同ジゥ .ン、 先ヅ此 

ノ 鐵道ヲ 始末 シテ 世界一 一勢 カヲ 得、 相 當ノ金 持 一一 モナ ルガ 奵 イト 思フ。 义ニ 億^  ノ 資^金 ノ內- 一、 一億 ^丈へ 日 

本 政府 一一 テ引 一な、 其 ノ他ヲ -i^ 間及ビ 支那 朝鮮 ノ 資本家 ヨリ 募集 スル會 社 故、 M 界 無比 ノ大資 本、 殊 一一 a  〔事業 ハ軍 

事 外交 一一 偉大 ナル關 係 ヲ持ッ 商事 會社 一一 テ、 之 又^ 界 無比 ノ會社 ナリ。 第 ニノ 日露 戰 一一、 凡テノ 使命 ヲ制 スル 

コト、 此ノ 以上 一一 出ル 事業 ナシト 信ズ。 之レハ 多少 ノ闲 難ヲ忍 ブモ、 一番手  一一 f- シテ 引受 ケ べキ壯 快ナル 事業 ト 

思フ。 サス レバ 朝^ モ共 一一 併 \； ^スル コト、 掌ヲ 指スガ 如シ、 若 シ君ガ 熟考 ノ上、 玆ー 一定 ムル所 アラバ、 ハ 全力 

ヲ： ば イデ 犬馬 ノ勞 ヲ執ル べシ。 臺灣ノ 村長 助役 ノ  Z 緣ヲ 切ル コト、 各-: 儿 老及內 閣員 一致 ノせ勿 合-一 ァラザ レバ、 乂 

成シ難 キ事ナ ラ ン ト lllT ス。 5^ シテ兹 一一 決ス ル所ァ ラバ、 深 ク其ノ 決心 ヲ祕 シテ、 安資セ ス 工夫 第 一 チリ。^ ハ此 

ノ 返事 ヲ聞ク 一一 ァラザ レバ、 山縣 一一 モ卞 込ノ爺 一一 モ大黑 (註、 杜 のこと：) 一一 モ面會 出來ヌ 境遇 二 ナリ居 レリ。 深ク考 

慮ノヒ 明斷 一 決ノ 返事 ヲ恃 ッ。 

この 杉 山の 電報に 對 して、 伯が 何と 返電し たかは、 明かで ない。 勿論、 用意周到なる 伯が、 ^^ぐに明確なる承諾を 

與 へよう 苦はなかった。 しかし 滿更、 斷然担 絶と いふ 意味で もなかつ たと 見えて、 その後 幾度 か 電報 を 往復した る 後、 

七月 七日 附、 伯 は 次の 電報 を 杉 山に むけて 打って ゐる。 

俟ハ 國家ノ 爲ナラ ハ、 絕對 一一 拒ヌト 云フ迄 一一 テ、 マダ承 ン タル 一一 非 ラス。 條件 次第 一一 テ斷ル^0ナリ。 は モ 

中々 後ノ 憂ナク ハ 進行 ス へ シト ハ思ハ レ ス。 容ぉ 一一 承諾 出 來ヌ。 僕 一 身 モ輕卒 一一 進退 ヲ決シ 難シ、 餘リ運 ヒ過キ 

テ、 後ノ 迷惑 ナキ 様、 注意 ァ リタ シ。 耍スル 二、  ^一一  ハ總裁 タラン コトノ 志望 毫モ之 ナシ。 御 勸！^ トァレ ハ篤ト 


お へ テ 御返^^ ス へ シト 云フ位 ナリ。 

しかし かくの 如き 電報 は 鼓した もの の、 運命 は 何時までも、 伯 をして 安閑と^ 灣 にお 轉ん でゐる こと を 許さな かつ 

た。 彼 は 間もなく、 倉 C ぶと して 上京した。 それ は-ぬ 內 相からの 招 電が來 たからで ある。 

!:、  ，a 絕の ため 個別 訪問 

•£ 小. 2： 相からの 急 電に 接し、 七 ：=；： 二十 二 n、 急遽 上京した 後藤 民政 長お は、 直ちに-! g 內相を 訪ね、 その 足で 两^ せ：！ n 

相 を； つれた。 

要件 は 案の定、 滿鐵總 裁 問題であった。 

伯 は 次第によ つて は、 必す しも、 總裁 就任 を峻析 する ifH りはなかった。 しかしながら、 若し 任に 就く は、 その 

前に、 大陸 經營の 大方 針を定 むる と 同時に、 それに 對 する 各方 面からの 干 涉を排 担し 得る やう、 確乎たる 制度 を 定め 

てからでなくて はならぬ と 思った。 

植 ：1|^ 地 を 治む るの 難き に 非す、 內地を 治む るの 難き に 在りと は、 伯の 治 K せ， 十 年の 體驗が 示せる 偉大なる 敎訓 であつ 

た。 兒玉總 ^の えらかった の は、 新 M 土 を 開拓す るよりも、 政府の 頭腦を 開拓した ことで あると は、 伯のしば/.-|^^1 

つて ゐた ところで ある。 

故に 伯 は、 西 園 寺 首相から、 滿鐵總 裁 就任の 從-通 を 受けた 時、 第一 に發 した 質問 は、 滿鐵 經營の 統理の 中心 點は、 

何處 にある かとい ふこと であった。 そして これに 對し、 滿 足なる 解答が 與 へられなかった 時、 伯 は 直ぐに、 そんな こ 
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とで は、 私に はとても 引受けられ ませぬ と 答へ た。 

その 經緯 は、 伯の r 滿鐵總 裁 就任 情 由 書」 に據れ ば、 次の 通りであった。 

明治 三十 九 年 七月 二十 二日、 召に 應 じて 人 京す る や、 先 づ謁を 原內務 大臣に 取り、 內務 大臣の 示に 據 りて、 直ち 

に 首相 閣下に 參 見し、 玆 に滿洲 鐵道總 裁の 職に 就くべき こと を勸 めら る。 某仍 りて、 滿洲鐵 道 經營の 全局が 何人 

の 監督に 屬し、 其 統理の 中心 點を 那邊に 求めら るべき や を 進 問せ しに、 首相 閣下の 齿 げられ し 所に 曰く。 監将權 

は關東 都督に 在る も、 中央政府の 責任者 は 外務大臣 たるべし と。 某以爲 へらく、 滿洲經 營は國 の 重 事な り、 其 政 

策上究 しく 先 づ极址 を 一定し、 專責の 寄すべき 所 を 明かに して、 而る後 之が 經營を 言 ふべ し、 今 政府の 立 意平綏 

なること 此 Q 如く、  ^に 搆按を 費やさる、 所な きものに 似たり、 是れ 不肖 村 力の 獨り 能く 堪 ふべき 所に 非ざる な 

りと。 由り て對 へて 曰く、 鐵道總 裁の 任務 は 重大な り、 其 適任者 を 得る の 難き は 自ら 閣下の 苦心 を存 せらるべき 

所な り、 且つ 某の 如き は從來 商事 會 社の 事業に 經驗を 有せす、 將た滿 洲鐵道 事業 方按の 內容に 於ても 亦 未だ 其詳 

曲 を與り 聞かす、 是を思 ひ 彼 を 想 ふに、 總 裁の 任 は 恐らく は 某が 適する 所に 非す、 幸に 願 はく は 推 選を辭 する を 

得ん と。 

伯が かう 云って、 總裁 就任 を 担 絶した 時、 竹 相の 勸說 は、 贵下 はすで に 裏灣で 十分 經驗を 核んで ゐ るの だから、 と 

いふ ー點 であった。 これ はむしろ、 伯の 思ふ壺 であった。 伯 は 直ちに その 一語 を捉 へて、 植民地 經 營に關 する 日頃の 

抱負に 就き、 長 廣舌を 抓った。 - 

植民地と は、 本國 とい ふ樹 になった 實 である。 熟すれば 卽ち樹 より 離る と。 


然 らぱ植 地 をして、 ながく 本 國に屬 せし むる の 方策 は 如何。 それが 伯の 說 かんと 欲せし ところであった。 「情 由 

蚩日」 の 記す ると ころ は、 次の 通りで ある。 

首相 閣下 君： ねて 吿 ぐらく。 滿洲經 營の人 村 を 待つ や 今の 如く 其れ 急な り、 足下 臺灣の 經營に 於て 旣に 幾多の 經驗 

を 有せる のみなら す、 予が 時局の 爲 めに 足下 を勞 して 重ねて 滿洲の 難 W を理 し、 其 生面 を 開かし めんと 欲する は、 

今や 臺灣の 經營も 旣に其 成功 を吿 げたれば なりと。 某對へ て 曰く。 今 曰 *1 人 動もすればお ^^灣 殖民 政策の 成功 を 速 

斷 して、 了 事 安 頓の想 をな せど も、 區々 十 年の 歳月 は 本と 是れ 殖民 史上の ー彈指 頃の み、 毫灣 小な りと 雖も、 此 

短日月の 間に 於て 殖民 政策の 能事 を畢 ふると 云 ふが 如き は、 理に 於て 事に 於て 固より 之 ある ことなし、 せに 臺灣 

の 成功 を說 くもの は、 概ね 單に其 財政の 獨立を 抽象して、 其 餘を速 了懸斷 する のみ、 蔓灣 財政の 獨立 は、 實に當 

初帝國 殖民 地 統治に 關 する 輿論の 危殆に 迫られた る應 急の 處辨 にして、 其 結果に 伴 ふべき 必然の 弊害に 至りて は、 

一 啻に 外國 をして 聞かしむべからざる のみなら す、 又 臺灣新 附の民 をして 聞かしむべからざる もの ありて 存す、 是 

れ 恐らく は議 者の 能く 省す る 所に 非す、 今日の 臺灣 は、 僅かに 其 逆 取の 急を濟 せし に 止まる ものにして、 將來順 

守 大成の 務に 至りて は、 更に 識者 多大の 盡カを 要すべき 所な り、 某 從來此 に 省る 所 あり、 贫て兒 玉 前總^ と議 し、 

帝國 の 爲 めに 臺地、 水 遠 安固 の 基礎 を 劃せ ん と 謀れり、 以爲 へら く、 新 附；： ^心 自恃 不馴 の 禍 W を 鉗 絶 せ ん と 欲すれ 

ば、 〔ぬらく 教育 殖産 百般の 行政に 里り て、 常に 統一 の 精神 を 保ち、 ：：^^むを開導して、 反側に： おあら ざら しめん こ 

と を 要すべし、 此は 一切 施設の 中樞 主張に して、 一端に 卽 いて 之を說 くべき に 非す と雖 も、 就中 財政の 偏 安 を 貪 

り新附 の： ii:^ カを誅 求して 母 國の食 擔を緩 ふるが 如き 形迹 は、 今後 切に 之 を 忌むべし、 例へば、 毫灣 をして 守備の 
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せしめん とする が 如き、 y  (最 不可 なる ものな り、 今 若し 臺灣 生産 事業 の： i 起の 爲 めに^ 灣に 增稅 せ ば _ 

心 は 順，, 乂 すべ く、 li^ 乃 は 長 養すべく、 帝阈は 事實の 上に 於て 輸入 防止の 財力 を毫， 灣に 负擔せ L むる こと を 得べ 

し、 此 等の 遠大なる 殖：^ 政策に 由ら ば、 新版 圖に 得る 所 をして、 母國 統治^の 尺 ふ 所に 倍徙 せし むる に：： もるべき 

なり、 試みに 其 一策 を擧 げんか、 地 向後の 事業 大略 水利よりも A き はなし、 全毫 二十 三 所の 水源 を 開き、 一億 

五 千 の资 を投ぜ ば、 水力 電氣七 萬 馬力 を 得る にい 止る、 之を應 用し 蒸汽 事業 を 改めて 電氣 事業と なし、 比 ハ餘カ 

を 以て 灌漑の 利 を 開き、 農 產を豐 足し、 はっ電氣分析ェ場を^めて^^^んに製造業を起さん、 此審假 ヘリ I 時 全舉す 

る こと 能 は ざらん も、 先づー m 三 所の 水力 電氣 事業より 始 むる も 四、 五 年の 內產 糖價額 凡そ 三千 五百^ M、 米 二 千 

お^、  H、 外 製 鹽製藥 を 加へ て、 一 年 七 千^ 乃 至 一 憶^の 收人を 得ん こと 敢へ て 難き に 非す、 內 は！：！^ を 增し外 は 

輸入 を^き、 お：" -灣を して 安んじて 母國 同化の 統治 の 下に 立つ を 得しむ ベ きもの は、 必 すゃ此 等の 計畫に 依ら すん 

ば あるべ からす、 U っ航： 地の 敎靑享 業お 針の 如き、 切に 愼盧を 要すべき ものにして、 敎 育の 偏 1^1 なる 進歩 は、 

W 政獨」 仏の 早 成と 同じく、  心！！. の禍 Z を 伏す る ものなる が 故に、 之が 調節に 關 して は、 某が 兒玉 前總^ に從 

ひて^^„^灣に服{ぃせしの1=ょり、 深く 注意 を 加へ 來 りたる 所な り、 (今 日韓 國及 滿洲 方面に 在りて、 ^^；^阈開發の要 

務と 信じ、 漫然 注 人 せらる、 所の 敎育 施設の 如き、 他年の 弊害 恐らく は 洞見に 勝へ ざる もの あらん) iwii 遠から 

す、 英國 が從來 印度 敎育 事業の 不用意の 爲 めに、 ：：：：心反撥收^^すべからざるの今日を來せしが如き、 (N- みて 其 道 

を- U さん こと は、 之 を殖； ^政治家の 祕訣 韜略と 謂 ふ も 可な りと、 化 久間總 ^更 任し、 某 一時 桂冠の 意 を 決せし の 

日に 當 りて、 此 等お 按 の 詳細 を陳し て 之を總 2^ の 參考 に资 せんと 欲せし かど も、 總れ： ：無條 件を以 て 統治 の 全權を 


委任し、 以て が 任 を 要せられ しが 爲 めに、 ぶだな：^^^^陳するに^^ぱざるのみ、 然れ ども 此は義 に 於て、 某が 

必す總 1^ の爲 めに 努力 經紀 せざる ベから ざる 所の 豫後 問題た るな り、 ：， 坷に 未だ 來者 =^ して 何の 意見 をな す を 知ら 

す。 將た此 問题必 すし も 某 を ちて 而る 後に 成るべし と 首 はす、 ffl> ^灣統 冶 成功 祸 遠く、 某が 進退 I ル膀 の^く 

なること 能 はざる 所以 は、 卽ち 此の 如き もの ありと。 

この 長 を聽 いて ゐ た^! 相 は、 これ は 到^、  • 肪繩ではぃかぬと思った。 それでは_*に.^、  ^玉參^？^總長 

に會 つて、 よく 相^して 尺れ と、 後藤 ロ說 落しの 役 を、 溺 卩に轉 じた。 そこで 伯が、 兒玉將 .i^ を；^ ねる と、 は 

『！ 1?； のロ說 落し は 西 園.^—、 鐵道 問題の 經 過の 說明役 は 僕、 伎久 間の 承認 を 得る の は山縣 と、 決まって たん ぢ やが 』 

と 言 ひながら、 まづ鋒 尖を轉 じて、 

『一 體滿鐵 の經營 は、 おが 竹說 して、 に說 いた こと ぢゃ 了ない か：』 

と； iii め少 やって来た。 その 間の 經過 を、 . 一 情 由 書 一 は 次の 如く？^ して ゐる C 

是に 於て^ 相 閣下 は、 唯 鐵道總 裁 就職 事 の 續考を 求めら る" と 同時に、 喩 すに 兒玉 參謀總 長に 會し 熟議-安 協す 

べき を 以てせられたり。 

1 一十一 一日 午後 零時 一 一十 分兒玉 參謀總 長を訪 ひ、 竹 相 閣下の 喩を陳 して 意見 を ふ。 參謀總 長 却って 竹 相 閣ドの 言 

如何と 問 はる。 某對 ふるら く。 叨 りに 不肖 を 指して 滿洲鐵 道總裁 適任の 選に 擬 せられ、 辭 すれ ども 朱 だ 命 を 得す- 

^si 下に 進 il すべき こと を囑 せられた りと。 S: りて^ 相 閣下の 意、 無 乃 B 其 自ら 斷 すべき 所を讓 り、 參謀總 長の 

ロを藉 りて 某 を 調 服 せんと せらる. -に 非ざる かの 疑を呈 し、 並に 鄙衷の 他な きを 省して 辭意を とせら れんこと 
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を 請へ り。 參謀總 長卽ち 某が 爲 めに 諄々 として 事情 を說 き、 某 をして 感激 詞を 措く こと 能 は ざら しめたり。 是れ 

實に 薨去 十 時間 前の 事に して、 某に 對 する 末 後の 垂喩 たりし ものな り。 席上 對晤 堅く 辭意 を陳 し、 爲 めに 參 總 

長 をして 三時 間 半の 談說 を勞 する に 至らし めたり し は、 今にして 之 を 思へば 實に某 平生 不^の 一 恨事たり。 當時 

參謀總 長所 談の 要に 曰く。 

予の 現在の 地位 は、 君が 爲 めに 滿洲鐵 道總 の 就職 を勸說 する に 適せす、 此事 首相 閣下 夙に 之を諒 せり、 首相 閣 

下 は 君が 辭意 を說 破すべく、 鐵道 問題 從來 の經 過は予 之を說 明すべく、 佐久 間總督 をして 君の 進退 を 承允せ しめ 

ん こと は山縣 一； 儿帥 閣下 之 を解說 せらる ベ き は、 前 n の 成 言な りき、 然れ ども 首相 閣下の 覿面して！^ を說 破せ ざり 

し 所以の もの は、 惟 ふに 他意 あるに 非す、 蓋し 事 まを愼 重す るの 餘に 出で たるな りと。 

參謀總 長の 發言 此の 如くな りしに 拘 はらす、 語氣 漸く 轉 じて、 自ら 某が 辭意 を說破 せられん とする もの "如し。 

：11  く… 

抑ぶ 滿洲鐵 道の 經營 は、 一： 儿來^ の首說 せし 所に 非す や、 去 歲旣に 書 を 寄せて 予に吿 げし 所 あり、 嗣 いで 予 を滿洲 

： 求 總參謀 部に 訪ひ、 懇々 として 其 要む 說 きたりし に 非す やと。 

參謀總 長は樓 々とし て 某が 舊來論 列 せ し 所 を 追お し 、 今日 某が 辭意 の 謂 はれな きを 黃 めら れ たり。 

そしてお 玉 參謙總 長が、 樓 々數千 言、 ：5 に勸說 せし ところ は、 一 情 由 書」 に據れ ば、 次の 通りで あったり 

n  く。 滿洲鐵 道 事業に 關 して は、 當時 ij?; と予 と共に 國有 經營の 意見 を 持せ しも、 俄かに して ボ ー ツマ ス條 約の 限 

る 所と なり、 .A. は， 既に：！： i 、會社 事業 經營の 方針 を赞 成せり、 而 して 君 も 亦 a (然ら ざる を 3^ ざる こ とを認 むる に 非す 


や、 隨て 之と-お 接 關係を 有する 所の^ 國鐵 道の 如き、 今後 或は 之 を 私設 會 社に 資與す るの 必要 あらざる ベ き 力の 

疑問に 對 しても、 君は此 事業が 滿洲鐵 道と 脊齒相 依の 關係 ある を 以て、 事實上 事業の 統一 を 要すべき も、 必 すし 

も、 費與の 必要 あるに 非す、 训に之 を 滿洲鐵 道經營 者に 貸附 して、 統一 經營を 行 はしむ べきの 捷徑 ある を說く は、 

亦予が 同感 を 表する 所な り、 予が此 問題に 對 して、 當 時の 內閣に 提言す る 所 ありし も、 亦 君が 意見 を 得て 予が意 

を强 くす る もの ありし に 由る、 予が滿 洲鐵道 調査 委員長と なり、 尊いで 鐵道會 社 創立 委員長と なるや、 身 5 ^職の 

耍路 に當れ るが 爲 めに、 物議の 蛸 集 ありし かど も、 時勢の 必要に 鑑み、 敢然 其說 を持續 し、 困難 を排 して 裁可 を 

經 るに 及べり、 n く、 日露の 衔举は 恐らく は 滿洲の ー戰を 以て 其 局 を 了すべき に 非す、 第二の 戰-印 * して 何れの 

年 を 以て 来るべき か、 勝算 我に 在る とき は、. 先んじて 以て 人 を 制すべく、 勝算 未だ 立た すん ば、 持 重して 以て 機 

を 待つべく、 假 令再戰 して 勝 を 得ざる も、 我 は猶ほ 善後の 餘 地を留 むべ く、 要するに 我 は 滿洲に 於て、 常に 主 を 

以て 客 を 制し、 佚 を 以て 勞を 待つ の 地歩 を 占めざる ベから す、 此を爲 す 所以の 要件、 一に 鐵道 經營の 巧拙 如何に 

在りと は、 此も亦 君が 持說 なりし に 非す や、 其 然る を 得る 所以の 計 は、 第一 鐵 道の 經營、 第二 炭礦 開發、 第三 移 

尺、 第 四 牧畜 諸 農工 業の 施設に して、 就中 移民 を 以て 其 要務と なさ V るべ からす、 今日 韓國の 宗主 權を 皮相す る 

もの、 徒らに 之 を 戰勝若 は 外交の 結果に 歸 すれ ども、 其實は 此の 如き 簡單急 成の 功に 非す。 宗主 權の 獲得 は、 舊 

來我國 民 韓地移 人の 上に 於て 列國の 優先 を^め、 ロ^^を以て爭ふ能はざるの事實を存したるに由れるなり、 而も 

此は 移して 以て 滿洲 問題の 解釋に 供すべし、 制度 規矩の 細に 至りて は 抑. -後 なり、 今鐵 道の 經營に 因りて、 十 (キ 

を 出で ざるに 五十 萬の 國民を 滿洲に 移入す る こと を 得ば、 露國 倔強と 雖も漫 に 我と 戰端を 啓く こと を 得す、 和戰 
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綾 急の 制 命 は 居然と して 我 手中に li^ ちん、 假令露 國ー戰 して 我 を 破る も、 我 猶卷土 囘復の 素地 を 失 はざる なり、 

今 若し 第一 一 滿洲戰 ゆの 軍费ー 一十-憶 を 要すと せんに、 戰 期綏杼 年間の 我滿洲 經營費 をして 之が 利^に 準ぜし めば、 

-个和 維持 の^も 亦 〔版な りと 云 ふべ し、 鐵道 炭礦の 經營 も、 ゆ (用 を 此算內 に 取らば、 政策 上 屡ぶ 免れざる 所の- 

經濟的 消極 說の 妨害の 如き、 之 を 防ぐ こと 難き に 非す、 戰 は 常勝 を 期す ベから や、 永久の ：.^ 勝は繁 りて； 口の 

肖 長 こ 在る こと、 普 佛戰， に 於け る H ルサス、 。—トリン ゲンの 例に 鑑 むる も、 亦其消^=^を察するに足るべ し、 

我 若し 滿洲に 於て、 五十 萬の 移；^ と數百 萬の 畜産と を 有せん か、 戰機 若し 我に 利なら ば、 進みて敵阔をl^^略する 

の 準備と なすべく、 亦 若し 我に 不利なら ば嚴然 不動、 和 を 持して 以て 機 會を俟 つに 足るべし、 是れ滿韓經|5^大3 

の 主張な， りと、 是れ亦 4； が 持論に 非す や、 予 はせ 間 徒らに 戰 勝の k より 滿洲問 题を說 くもの ある を 聞け ども、 未 

だ gwft を-十 均し、 著實 周-おの 經營 方針 を 淡す る こと、 おが 意見の 如き を 問 か. f、 予は深 く^の 所 說に赞 同し、 采 

りて 以て 帝 闲將來 の 政策と なさん と 欲せし が 故に、 ^^を挺して自ら任する所ぁり、 ：ャ をして 物議に 杭して 滿洲鐵 

道创立 委員長と ならしめ しが 如き は、 聊か 自ら 所信 ありし が爲 めな りと 云 ふと 雖も、 而も 或は^の 予を驅 り 

て、 此 地に 立た しめたる もの あるな り、 n く、  S 今 政府の 滿洲 經營^ に參 じて、 政策の 無 中心 を^め、 都^ 

府 の 薄 力 を 嫌 ひ 、 お りに 自ら 外 立して 滿洲の 事 挺身 致 力す るに 足る ものな しと 云 はば、 他人 或 は 君が 言 の理 ある 

を はんも、 予は斷 じて 君が 志 節を肯 はざる べし、 我輩！^ く siii 朝に 周旋し、 時務 を與り 聞く。 難 W に 逢 ふて 间避 

を 許さば、 S 其 平生 を羞 かしむ るに 庶幾から す や、 予 は近來 自ら 厭 ぼの 念に 堪 へす、 夢寐に Jsl^ 退 を 思 ひて. u まざ 

にど も、 時の 許さ る もの あるが 爲 めに、 ^進みて 維：；？ に當 り、 =• つ 滿洲 問題 解： „ ^の 適 it 者 を 求む る や 切なり、 


今日の 事 衆に 選びて、 一 大臣の 才を 得ん こと は = ^く、 滿洲 問題解決の 爲 めに、 一十； を 得ん こと は 難し、 今 衆 口 相 

合して Iff; の 適 村 を 推す、 ^若し 時と 際く ことな くんば、 必す 進みて 之に 當れ、 予は唯 鐵道會 社^ 立の 事に 任す ベ 

きのみ、 殖 21^ 政策の 中心 點に 至りて は、 お 必す之 を 執れ、 予は旣 に 君と 大同の 意見 を 持して、 之 を當 道に 提議せ 

り、 ^相 閣ド、 山縣 ..儿 帥 閣ド、 幸に M へ議 なし、 必 (勸 めに 從へ、 若し 滿洲 經營 上、 隨 時の 緩急に 至りて は、 

f は必す^；；が爲めにカをセ意すべ し、 予は斷 じて 從 前の 關 係に 據 りて、 ^の 村 力 を 操作 頤使 せんと 欲する ものに 非 

す、 せ 若し 邦家の 爲 めに 進んで 此： W に當 らば、 予も亦 必要に 應じ、 ^=ん じて 自らお が 利用に 供す るを辭 せざる ベ 

しと、 し 

以上が a;- 玉 參謀總 長 の 大 陸 I 綵營 に 關す る 抱^^; で ぁ る 、 と 言 ふよりも、 寧ろ 兒 玉の 言 を藉 りて 開陳せ る 伯の 多年の 終 

綸 であった。 對 f せ 二 時間 有餘に 及んだ とい ふから、 その^ 多く 大陸 經營 論に fc- つたで あらう こと は 疑 ひない が、 その 

內容を 故ら に 長文に つて 記述した の は、 兒玉 參謀總 長の 言に 藉 つて、 自己の かねて 抱懷 する 經給を 披瀝して、 以て 

他 H に備 へ ん とする 用意で あつ たと 思 はれる。 

さて、 伯と お 玉 參媒總 長と は、 彼是祌し問^パ、：を^511-ねたるのち、 結 W 再考 を 約して、 袂を训 つ ことにな つた。 一 is.E 

蚩曰」 に は 次の 如く；^ されて ある。 

. 參 總長 辭氣條 慨咄々 と L て梠 迫る- - H 、乎 生の 事業 必す i:;; を恃 ちて 終り を- ：-ル くすべき こと は、 予の 確お I て 疑 は 

ざり し 所な りと 云 ふに 至りて は、 一 ■  ばの 中 幾た び. か 其 語 を 聞け り。 化ハ當時參謀總長傾吐捆：^ボ§、る手*»の機錚に類 

せざる を M ハ しみたり と雖 も、 而も 辆其 幽明 撤 手の 训. たらん こと を ふに 由な く、 以爲 へらく。 是れ或は參*^^總 

第ニ^^  0  m  ^  M  人 ま. 
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長 言 を 以て 某を激 するな りと。 2： りて 答へ て ほく。 滿洲鐵 道經營 の說は 某實に 之を發 せりと 雖も、 固より 他日 應 

さに 鐵道總 裁 去就の 問題 あるべき を 知り L に 非す、 且つ^ 久間總 督旣に 某に 囑す るに 臺灣殖 ：；^ 政策の 支持 を 以て 

せらる、 奉公の 義行 くと 留まる と 立し く 相異る ことな かるべ し、 聞く 山縣 元帥 及 閣下と 首相と 共に 某 を 目して、 

滿洲 鐵道總 裁の 任に 適せり とせら ると、 某光榮 之に 過ぐ る はなしと 雖も、 自ら 顧みて 微力の 大事 を蔽 ふに 足ら ざ 

るを危 ふむ に 至りて は、 謹んで 其 選を辭 する の 外に 途な きを 信す と。 參謀總 長 乃ち 曰く。 

^？；が平生事に臨みて怯なることは予固ょり之れを知れり、 而も 君が 善く 怯なる は卽ち 君の 能く 事に 處 する 所以 

なること 予亦之 を 知れり、 今 この 時に 當 りて 殊に 薄 力 自危を 以て 詞 となす も、 予は之 を 聞く こと を 願 はざる な 

りと 0 

某對 ふるら く。 閣下 幸に 某が 地位 如何と 察せられよ、 用舍 時に より 信疑 人に 由る、. 若し 偏に 旣往を 引いて 將來を 

强 ひられば、 某た る もの 亦處し 難から す や、 識者 之 を 謀り、 能 者 之に 當り、 萬 行 はれす して 而る後 某 を 試用 せら 

れん も、 未だ 晚し となさざる べしと。 參謀總 長 又 曰く。 

<frnn の 事 勢 領臺の 時と 緩急 旣に 異なり、 前に 不測の 忠を 伏し、 後へ に E 创の 痛を褒 む、 一 張 一 弛 以て 定 W を俟 

つべき の 際に 非す、 衆望の 集まる 所是れ 君が 驚れ て已 むべき の 地に 非す やと。 

參謀總 長の 言 は、 終に 首相 閣下に 代 はりて 某が 執 意 を說破 せらる、 ものに 似たり。 急に 電話 を 通じて 某 を 山縣元 

帥 閣下に 紹介し 往 ii して 意見 を陳 せし む。 別に 臨み 某 更に 熟考の 時間 を 乞 ひしに、 參謀總 長 之 を し 丑つ 曰く。 

君 徒に 前 意 を 固執す る こと 勿れ、 此 選の 辭 すべから ざるの 義も亦 併せて 之 を. 难 思せ よと。 是れ 參謀總 長が 某に 


對 する 永訣の 一 語たり き。 

次いで、 山縣 元帥との 會 見の 顚末 は、 「情 由 書」 によれば 次の 通りであった。 

其 日 午後 四時、 元帥 閣下 を訪 ひ、 滿洲 鐵道經 營に關 する 鄙見 を呈 し、 會 社の 組織 計畫 にして 果して 所 聞の 如くん 

ば、 總 裁の 如き は 之 を 陸軍 官憲より 選 用す るの 優れる に 如かざる べき を陳 す。 元帥 閣下 乃ち 曰く。 武官 總^ も. 

き 難き に 非ざる べし、 唯 只 適材 を 選ばん が爲 めに 君に 及ぶ のみと。 某是に 於て、 元帥 閣下 別に 其 人 を 選ばる ベ 

きを 庶幾せ り。 

五、 兒 玉の 死と 就任 受諾 

しかるに 天 は 意外の 事件 を 投下して、 人間の 情意 を 粉 蜜し 去った C それ は、 兒 玉の 急死であった。 

七月 二十 二日 朝、 臺灣 より 人 京し、 原、 西 園 寺、 兒玉、 山縣 と歷訪 討論した る 伯が、 深更 家に 歸 つて 一睡す ると、 

翌朝 七 時半、 兒玉 邸からの 電話で、 その 急逝 を 知った。 

それ は 全く、 靑 天の 霹靂であった。 

さう して それが、 滿鐵總 裁 問題 を ー舉に 解決す るの 契緣 となった。 伯と して は、 かうな つて は、 もはや 故人の 遣 志 

として、 滿鐵を 引受ける より 外 は 無くなつ たので ある。 これ を- 後年に 至って 伯 は、 次の ごとく 囘 顧した。 

あ Q 人が 死ぬ 前の 日の 朝、 私 は 政府から 召されて 臺灣 から 東京へ 著いた。 著く と 西 園 寺總理 大臣の 所へ 直ぐに 來 

て くれと いふから、 直ぐに 行って 見た。 すると 私に 滿洲鐵 道の 總 裁に なれと 言 ふ、 私 はならん と 言 ふ、 それ ぢゃ 
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兒 玉と 話 をして くれと いふから、 兒 玉さん の 所へ 行ったら、 「何故ならん か」 「どうしても ならん」 「それ ぢゃ 

山縣 にも 話して あるから、 山 縣に會 つたら よから う」 と 一一 目 はれる ので、 もう 四時 過ぎだった が、 山縣 さんの 所へ 

行った。 山縣 さんから 歸り がけに 又 寄らう かと 思った けれども、 S だった が、 もう 六 時 頃に なった ので、 改めて 

話し た 方が いいと 思つ て 寄らす に歸 つ た。 

その 別る る 時に 臨み、 總督は 「君 やらぬ 方の 側ば かり 考 へないで、 やる 方の 側を考 へて n. ^れ」 と 言って、 玄關ま 

で 逢って 來て戶 を 締められた。 其の 當時 はしば らくの 間 その 光景が 彷彿と して、 私の 眼に 留まって 居りました。 

さう すると 翌朝 七 時 頃に 電話 を かけたら、 「まだお 休みに なって 居ります」 とい ふこと であった。 ところが それ 

から 三十 分も經 たんう ちに 「大病 だから 直ぐ 來て くれ」 とい ふ 電話だった から、 びっくりして、 「翳 者 は 誰が 來 

てゐ るか」 と 一一 目 ふと、 「加 納が 來てゐ る」 「そんな 藪ぢ やい かんから 誰か 呼べ」 と 言 ふと、 「もう 駄目です」 と 

電話 を かけて ゐる 人が 泣いて ゐ るんだ な、 これ は大變 だと 思って 直ぐに 驅け 付けた。 

跃け 付けて 見ます ると、 最早 事切れに なって 居られて、 寺內 閣下と 同時に 門 を 人って、 初めて 總将の 遣骸に 接し 

た譯 であります。 そこで 心機 ー轉 して、 俗に 謂うたら ひ 合 戰と云 ふか、 單に兒 玉總^ の靈に 奉す る爲 めに やら 

う、 斯う 云 ふ 決心で 之れ に從 事す る ことにな りました。 

かう して 兒玉 參謀總 長の 急逝に より、 伯の 滿鐵總 裁 就任の 意 は 決った。 その 時の 伯の 心情に ついて、 當 時の 大藏大 

臣阪谷 劳郞は 語る。 

其の 晚に兒 玉さん が 卒中で 死んで しまった。 それで、 後藤さん が 二三 日た つて 見えまして、 「どうも 是れ は、 私 


も兒 玉さん が 生きて 居る と、 もう 一問 答す るの だが、 考 へて 見 ませう と 言って 歸 つたの だから、 自分 はこと わつ 

て もよ いわけ だ、 しかし 非常に 自分 を信賴 して、 自分 を 引立てて くれた 兒 玉さん の 言葉 だから、 更に 大 なる 责任 

を 感じて 「考 へて 見 ませう 一 と は 言った が、 生きて 居られるなら、 ことわっても よいが、 今と なって は、 どうも 

ことわる 事 は 出来ない、 受ける より 仕方がない から、 成敗と もに 故人に 向って 犧牲 になって お受けしょう」 斯う 

いふ こと を 言 はれました。 それで 私 も 「兒 玉さん が 非常に 信賴 して 言 はれた こと だし、 私も兒 玉さん に勸 めた の 

だから、 どうか 引受けて くれ、 其の 代り、 人物と お金の 御 心配 は あなたに はさせ ません から、 滿鐵の 經營を やつ 

て 下さい」 と 言った。  . 

かくして 伯の 意 は 決った。 しかし その 決意 を實 行す るまでに は、 それだけの 準備 工作が 必要であった。 すな はち 伯 

は 一方、 佐 久間臺 灣總督 の 諒解 を 得る と共に、 他方 西 園 寺 首相、 山縣 元帥 並びに 兒玉將 軍に 代りて 滿鐵创 立 委員長に 

任ぜられ たる 寺內 陸相に 對 して は、 再び 辭意 を陳 じて、 その 間、 總裁 就任に ついての 條 件を贯 徹する に 努めた。 そし 

て、 それ 等の 條 件が 容れら るるに 及び、 初めて 就任 を 承諾した。 

時に 明治 三十 九 年 八月 一 日。 

その 間の 經緯 を、 「情 由 書」 は 次の 如く 記して ゐる。 

此夜兒 玉 參謀總 長 は 薨去 せ り 。 

二十 三日 上來諸 公と 談ぜし 所の 要 3 曰 を 括して 佐久間 總督に 電報せ しに、 總督返 示 あり。 言 ふ。 滿洲の 君 を 要する 

こと 果して 臺灣以 上に 在らば、 予も亦 必す しも 此方の 便宜 の 爲め に 前約 を 固執す る ことな かるべし、 君 其れ 之 を 
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. 維 思せ よと。 二十四日 首相 閣下に 謁し、 重ねて 辭 意を陳 す。 閣下 斥けられて：！： く。 

予は 君が 所謂 部下に 人 を 得る の 難き と、 君が 事に 怯なる との 理由 を 以て、 辭 意の 當を 得た る ものと 認 むる こと 

能 はす、 所謂 殖民 政策 無 中心の 疑問の 如き、 是れ 正さに 滿洲 問題が 君を耍 する 所以なる のみ、 之 を 極言す るに、 

君に して 此選を 避けん と 欲せば、 其辭栴 なきに 苦まざる へし、 予は 時の 爲 めに 謀り、 此 重任 を 挈げて 君が 平生 

の 義俠に へ、 必す 然諾 を與 へられん こと を 祈 求す るの 外 他 計な きなりと。 

二十 五日 元帥 閣下に 謁して 凝 意を陳 す。 ：兀帥 閣下の 就職 を您； il せらる る こと 却て^ 相 閣下の 如し。 つ！：：  く。 滿 

洲 時務に 對 する 君が 材能 適否 如何の 問題の 如き、 予は旣 に 新たに 君と 之 を 商量す へきの 必要 を 認めす、 聞かん と 

欲する 所 は、 君が 現職 を 去る の 後臺灣 政務 善後の 計に あり、 君 其れ 之 を 商量し 来れと。 某是に 於て か、 武 お 總裁 

の前說 が、 元帥 閣下の 採る 所と なら ざり し を 疑へ り。 

首相、 元帥 兩侯 閣下 は、 皆 旣に殖 K 政策の 中心 點 を^せ て 某に せ屬 し、 某 をして 無 中心の 疑問 を 以て 推 選 を敲す 

るに 由な からし めんと する に 似たり。 W りて 竊 かに 滿洲 經營の 前途 を思綠 し、 二十 七日 兩侯 閣下に 歷 謁し、 考按 

の大 皆 を陳 して 可否 を 乞 ふ。 要は 時お の 急 要に 鑑み、 現行 〈：：：： 制の 許すべき 限內に 於て、 權化 施設の 途を 開き、 

侯 閣下の 主意 を體 し、 故兒玉 參謀總 長の 遣 志に 副 はんとす るに あり。 兩侯 閣下 之を納 れられ たり。 

旣 にして 寺內 陸軍大臣 亦 某が 就職 を 要望 せらる る 所 あり、 牛 や 某此推 選に 對 して、 囘 避の 途旣に 絶えた る を 感ぜ 

り。 因りて 三十 一 日 を 以て、 就職 條件を 元帥 閣下に 呈し、 八月 一 日 亦 之 を 首相 閣下に 呈 して、 玆に 謹んで 就職 を 

承諾せ り。 其 八日、 大島關 東都 哲と 陸軍大臣 官 邱に會 し、 書面に 憑り て 滿洲經 營の重 事に 關し、 特に St 見 を 採 


せらる べきの 允諾を 得、 別に 一通 を して 之 を 元帥 閣下に 呈し異 日の 參考 となせ り。 

かくして つ ひに、 伯の 滿鐵總 裁 就任の こと は 決定した。 顧みれば 七月 二十 二日、 伯が 急遽 上京して 以來、 僅か 十日 

間であった けれども、 この間に は、 上述の 如き 錯綜せ る經緯 があった ので ある。 

六、 就任の 條件 

然らぱ 伯 は、 何故に その 就任に 當り、 かく も 執拗に、 辭意を 表して まで、 情 由 書の いは ゆる 「就職 條件」 の^3;徹に 

おめた ので あるか C 

それ は滿 鐵の經 營に當 り、 必然に 起り 来るべき、 外部よりの 干 涉と壓 ：？」 と を、 顧慮した るが ためであった。 

これ を具體 的に 言 ふなら ば、 その 第一 は、 植民地統治に 關 する 軍部の 干涉 とい ふこと であった。 言 ふまで もな く、 

滿洲の 野 は、 わが 忠勇なる 將士 が、 年餘に 1 りて 惡戰 苦鬪 せる 記念の 地で ある。 一流の 小 河、 一條の レ ー ル にも、 彼 

等の 憶 ひ 出 は 深い。 煙硝の 臭 ひ 未だ 消えす、 流血の 痕 未だ 乾かざる 時、 これ 等の 軍人た ちが、 戰 後の 經營 について、 

大 なる 發言權 を 要求す る こと は、 自然の 勢 ひで あると 言 はねば ならぬ。 

然しながら、 架して それでよ いかどう か。 

伯 は 別の 意見 を 抱いて ゐた。 素より 伯と 雖も、 戰時 において、 我が 將士 の樹 てた る偉勳 について は、 これ を 十二分 

に認 むる に吝 かではなかった。 然しながら、 一度 平和 克復した る 以上、 事態 は 自ら 異 つたと 見なければ ならぬ。 

彼等の 偉勳 をして、 永遠に 靑史 にの こらしめよ。 戰後 經營の 大方 策 は、 攻城 野戰と はまた 刖 な觀點 から、 樹立され 
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なければ ならぬ。 滿 鐵經營 について、 軍部が 不當 の壓迫 干涉を 加へ るの は、 攻城の 作 戰に文 が容噪 する のと、 同じ 

過誤に 陷る 虞れ が ある。 

それが 伯の 意見であった。 しかし 事實 は、 どうも さう はいかなかった。 その 經緯 は當 時內閣 にあって、 滿鐵 中心の 

經濟 的經營 策の ために 奮闘せ る殊勳 者の 一 人な りし 阪谷藏 相に ついて 聞かう。 

いつでも さう であらう が、 戰時狀 態から 平時に 復 する 場合に は、 軍部が 跋屋 して， 平時 通りの 文官 政治 を 行 ふこと 

が 難 かしい ものである。 この 時に も、 西 園 寺 首相 は 純粹な 文人 出身であった から、 軍部 は 色々 强ぃ 主張 をした も 

のであった。 例へば 大述 においても、 殆ど その 全部の 土地 を 陸海 軍 御用 地と した 位であった が、 殊に 問題が 難 か 

しかった の は、 新たに 滿洲に 得た 鐵道、 炭坑 等 を 如何にして 經營 する かの 問題が 決って ゐな いこと だった。 そこ 

で 私 は 「戰- がが 濟 めば、 總て 軍人の 手に ある もの は、 普通 行政の 手に 讓 つて もら ひたい、 滿洲は 積極 方針で ゆく 

が、 これ は 支那の 領土で あり、 叉 關東州 は 租借地で ある 以上、 鐵道 炭坑の 經營は 日本 政府が する の はよ くない か 

ら、 私設 會 社の 經營に するがよい」 と 主張した ので あるが、 一 M 對も隨 分 多 かつ. た。 

然し この 私の 主張に 對し西 園 * 首相、 兒玉滿 洲軍總 參謀長 (源 太郞 大將) は 私の 案に 赞 成で、 殊に 兒玉大 將は軍 

人で はあった が 陸軍大臣、 臺 灣總督 など を. やって 文政に も 通じ、 文せ 政治 を 理解して ゐた 人で あるから、 極力 私 

の 說に贊 成された。 しかし 陸 ではな か， （-滿 洲 から 兵 を 引 揚げる のは容 M 勿で ない と 主張した。 初めの 頃 は 一年 

も かからねば 引 揚げ は 出来ない といって ゐ たが、 兒玉 大將の 骨折りで、 一年 經 たない 內に引 揚げ を 了した。 さて 

撤兵 後の 滿洲を どうす るか、 他 國の頓 土で あるから、 日本の 政府が そこで 商賫 をす るの は 面白くない。 色々 考へ 


た 末、 私自身 筆 をと つて、 南 滿洲鐵 道 株式 會社條 例 を 作成した。 この 條 例に 對し 陸軍 殊に 山 縣公は 不平で、 西圃 

寺 首相に 1^ 對の 意を傳 へられた が、 首相 は 私に は 何も 話さす、 私の 考へ 通り 遂行 させた。 後で 聞けば、 その 一？^ 面 

で兒 玉大將 が、 熱心に 私の 案 を ま 持され たこと も亦與 つて 力あった さう だ。 (「その 顷を 語る」 二 五三— 二 五 五 百) 

^鐵 立に ついて、 すでに 然り。 その 經營 が、 さらに 多くの 障礙に 遭遇すべき は、 豫 想す るに 難くなかった。 

軍政と民政との^^-機にっ ぃては、 伯 はすで に臺灣 統治に ついて、 言 ふべ からざる 苦汁 を \ ^まされて ゐ る。 一： it; 灣 にお 

いて は、 背後に 兒玉 總督の 光りが 5： して ゐ たが 故に、 やっと 難關を 突破す る ことができ たが、 今や 將軍 亡き 今日、 伯 

の 力 してよ く これらの 障礙を 征服す る ことができ るか。 

況んゃ 滿洲鐵 道 は、 その 實質は 問 はす、 その^ 式 は 飽くまで 一 株式 會 社に 過ぎぬ。 滿洲に は 租借地が あり、 從 つて 

軍部 を 代表す る 都督 府と、 外務省の 出先た る 領事が ある。 その 間に 處 して 一 株式 會 社に 過ぎぬ 滿鐵 が、 よく 大陸 經營 

の 中心 機關 たる 地位 を 保つ ことができ るか。 

世に これ を 三頭政治と 言った が、 その 一頭 を 保ちうる かさへ 確かで ない のに、 よく 他の 二 頭 を 抑へ て、 大陸 經營の 

重任 を 3^ すに は、 よほど 特殊の 處 S がなくて はならない。 

. 伯が 深憂した ると ころ は、 實 にこの 點 であった。 後に 幸俱樂 部に おける 講演 (大正 三年 五月  >  において、 伯 は囘顧 

して 曰く。 

滿洲に 於け る 三頭政治、 卽ち 領事と 南滿洲 鐵道會 社と、 都督 府と斯 ふ 云 ふ ものに 別れて 其の 統一 を缺 くこと、 そ 

れが從 つて 又 陸軍と 海軍と 都 哲府と 一 致せぬ 爲 めに 遂に 五頭 政治に なりまして、 統 一 を缺 くと 云 ふこと に對 して 
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も、 何等 其統 策な く 等閑に 附 せられて 居って、 餘程 困難なる 事情で ありました。 是 れが卽 ち、 其 當時兒 玉 總督と 

私との 間に、 數 時間の 議論 を鬪 はした ことにな つたので あります。 (中略) 其の 事柄 は 何んで あるかと 云 ふと、 

多 頭 政治で 統一 を缺 くと 云 ふこと と、 兄弟 墻に 鬩げ ども 外 其 侮を禦 ぐべき 場所に 於て、 帝國の 威信 を完 うする と 

云 ふこと は餘程 困難の ことで あるから、 是れは 多 頭に 分れて はいかぬ と 云 ふこと がー つの 問題で ありました。 又 

兒 玉大將 は、 私に 其の 統一 融和 を 圖れと 云 ふ 注文であった。 さう 云 ふこと は 得て 爲 すべから ざる 事柄で あるから、 

是れは 必す自 から 其の 人が あるで あらう と 言った のであります。 

そして この 障礙の 一部 を 打破し、 大陸 經營の 統一 を圖る 一助と して、 案出され たのが、 滿鐵總 裁 をして 關東 都督 府 

顧問 を 兼ねし める と 云 ふ 便法であった。 

伯が 滿鐵總 裁 就任に 際り、 提出した る條 件と いふの は、 今に 殘 つて ゐる伯 自筆の 覺書 によれば、 次の 如くで ある。 

一 、 在官 ノ儘 外國 政府 一一 招聘 セラ ル 、モノー 一 對シ、 三十 三年 勅令 ノ 所定 一一 準シ、 滿洲鐵 道 一一 招聘 セラ ル 、モノ  二 

對シ、 同一 待遇 ヲ與 ヘラ ル可キ 勅令 ヲ發セ ラレ 度 事。 

一、 鐵道總 裁 ヲシテ 關東洲 行政 長官 ノ實權 一一 干 與シ、 鐵道 會社ト 都督 府トノ 間 一一 一致 ノ 行動 ヲ缺ク コトヲ 防ク爲 

一一、 都督 府 一一 顧問 ヲ 置キ、 行政 一一 關シ 都督 ノ 諮詢 一丁 應シ、 且之 一一 關シ 意見 ヲ 開陳 スル職 ヲ投 クル 單行 勅令 ヲ發 

セ ラレ、 總裁ヲ 顧問 一一 任用 シ置 カレ 度 事。 

一、 總裁 一一 ハ 就職 前 一一 親任 ノ 官職 ヲ與 ラレ、 將來 淸國各 大臣 及 總督ト 交際上、 重要 ナル 待遇 ヲ有セ シムル ノ道ヲ 

開 カレ 度 事。 


且出來 得 へ クハ、 總裁 就職 後 モ此 親任 待遇 ヲ 享有 セシメ ラレ 度 事。 

故兒 玉大將 ヨリ 發議 ノ敍勳 モ此際 併セテ 實行セ ラレ 度 事。 

而 して、 これらの 諸條件 を、 覺書 として 西 園 寺 首相に 提出し、 飽くまで その 貫徹 を圖 らんと したる 所以に ついては、 

明治 三十 九 年 八月 二日 附、 山縣 元帥に 宛てた る 伯の 書翰に、 次の 如く 記されて ゐる。 

拜；^ ；:、 昨日 御 示敎を 辱し、 拜辭之 後、 首相に 面會、 最早 決心の 程 を 明に 告白し、 今後 必要なる 徘の 衣と 八 絛裝裟 

を も 書面に 致し 候條、 擧 要求 致 置 候。 或 者 火事 盜の 樣、 首相の 推測 も 如何と 存 候へ 共、、 天爵 墨染 衣の 主義の ミ 一一 

て、 淸國其 他の 濟度六 ケ敷者 勿論 一一 有 之、 拜別之 節、 首相 者 難事 を 後 廻し 一一 致し 可 申 僻 も 有 之 哉 一 1 承り 候 故、 書 

取 を 以て 中 出、 幾分 一一 て も 肝瞻相 照す こと 能 はさる 點 あれ は、 斷然 破談と 決心し 一 諾巾出 S 候。 人生 意氣 一一 感す 

の 一句 者、 今日 不肖 を 安樂 土より 苦境 一一 轉 せしめ、 其實 全き 成案 も 無 之 一一 踏 出し 候 次第 一一 付、 此處 閣下の 御誘掖 

一一よ る義 一一 候へ とも、 首相 も 十分 一一 斟み 取られ 度 ものと 切望 之 至 一一 不堪 候。 先 者 首相 囘答之 次第 御 報 導 申 上 候。 

草よ 敬具。 

後藤 新 平 

山縣 侯爵 閣下 

御 執事 

右の 書翰に よって 觀れ ば、 伯の 提出した る三條 件のう ち、 伯の 重き を 置いて ゐ たの は、 むしろ 第三の 滿鐵總 裁 親任 

待遇の 件であった。 然るに 事實 において は、 第二の 關 東都 督府 顧問 兼任の 件 は 貫徹され たけれ ども、 親任 待遇の こと 
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は實 現さる るに 至らなかった。 これにつ いて 伯の 抱け る不滿 が、 如何なる 形に おいて 吐露され たる か は、 後に 記す。 

しかし， R は、 それ は それと して、 暫く は、 貫徹され たる 第二の 條件を 基礎と して、 滿洲 經營の 統一 化の 實 現に、 その 

主力 を 注がねば ならなかった。 

七、 水も洩 ら さ ぬ 用 意 

滿鐵總 哉と ともに、 關 東都 督府 顧問の 地位 を 確保して、 伯の 目的の 一部 は 達成せられ た。 しかし 單に 一片の 辭令を 

る ことによって、 こ の 眞意は 遂げられ たとい ふこと はでき ない。 

それに は關東 都督の 滿 腹の 支持 を 必要と する。 兹に 於いて 伯 は、 この間の 事情 を樓述 して、 先づ大 島關東 都督の 諒 

解 を 求めた。 この 手翰の 全文 は 次の 通りで ある。 

關東 都督 陸軍 大將大 島 男爵 閣下 

滿洲 經營の 所謂 鐵道 事業なる か、 將た鐵 道 事業の 所謂 滿洲 經營 なる か、 現今 滿洲 經營 なる 問題 か、 其實に 於て、 

大要 鐵道 事業の 問題に 過ぎさる こと は、 國 論の 齊 しく 認諒 せる 所なる が 故に、 此 問題の 解決に 任す る もの は、 國 

家に 對 して 重大の 責務 を 分つ とい ふべ し。 

今 西 園 寺 首相 は 某 か 不肖 を 以てせす、 擬す るに 滿洲鐵 道の 總裁を 以てせら る。 此 は不肯 なる 某に 於て せし く退讓 

に遑 あらさるべき 所な り。 然れ とも 暫く 一身の 毀 譽勞佚 を 措いて 之を國 家の 急に 鑒む るに、 實に揖 讓多議 以て 時 

月を喊 ふすべき の 際に 非す。 I::- っ某此 問題に 於て 旣に 山縣 元帥 及 故兒玉 參謀總 長の- i を 辱う せし 所 あり。 是れ某 


が 自ら 力 を 端ら す、 敢て^ 相の 您 想に 從ひ、 不 背の ネを擧 けて 此 問題の 解決に 犊供 せんとす るの 意 を 決した る 

所以な り。 

其 終 を 全く せんと 欲すれ は、 其 始を愼 まさるべ からす。 某 か 任の 重く 道の 遠き を 思へ は、 日 後 開：！ の大 節ば を豫 

料し、 嫌 を 犯し 敢 言して 滿洲 都督 閣下の 裁 斷に訴 へさる を 得さる もの あり。 是れ此 問題に 於て、 未た 都将 閣下の 

成 見 を與り 聞く こと を 得 ざり し 所の 某が 應 さに 效 すべきの 義務な り、 事に 赴く の 順序な りと 信す る を 以てな り。 

某が 今日 敢へ て滿洲 鐵道總 裁の ま 任 を 負 はんとす る は、 必す しも R 細詳悉 確然 挾む へ きの 成 見 あるか 爲に 非す。 

^之 を 幾多の 議 者に 微 する も、 不幸に して 終に 何等の 成 見 ある を 聞かさり しか 爲に、 將た殖 地の 事業に 於て、 

旣往 多少の 經驗を 有し、 误 ちて 諸 公の 認信を 辱う する 所 ありし か爲 めに、 奮 ふて 此責 に膺 ると いふの み。 若し 遽 

かに 其 成算 如何と 問 はれん か、 事後 運用の 妙 恐らく は 一 々之 を 今日に 概言 すべから す。 必 すゃ不 竹の 才鞠躬 乃 

幾れ て已 むと 云 ふに 過ぎす。 閣下 節を滿 洲に駐 むる こと 旣に 年餘、 此 等の 事 若し 一 定の成 見 を 具せられ なば、 願 

はくば 年 日に 於て 霧 かに 之 を 開示 せられん こと を 請 ふ。 謹んで 研究 を 加へ、 奉して 以て 將來 鐵道經 營の規 1^ とな 

さん。 是れ 某が 閣下の 高 明に 仰く 所以の 第 一 件な り。 

次に、 若し 事 固より 逆附 すへから す、 向後の 計須 らく 共に 努力す べしと 云 は i -、 則ち 某に 一議 あり。 他な し、 所 

謂鐵道 事業の 滿洲 經營に 於け る や、 名 は 緒餘の 如くに して、 實は主 重の 本務なる が 故に、 軍事 行政 一切の 擧措 も- 

形 は鐵道 事業 を 規制すべく して、 實は鐵 道 事業の 爲に 規制せられ ざるべ からす。 某が 見る 所 を 以てする に、 凡そ 

滿洲 鐵道總 裁の 责任 たる や、 事實に 於て 都督 閣下の 一切 重 事 を 與り聽 き、 可否 を 論 陳す るの 能力 を 認めら る、 に 
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非 すん ば、 恐らく は 未た 責む るに 多般の 成功 を 以てすべ からす。 閣下 3^ して 此 見を諒 として、 行政 一切の 機 {al も 

枉げて 某に 垂 問す るの 約 を 賜 はるべき や 否や。 用兵の 術 は 某の 知る 所に 非す。 行政の 得失に 至りて は、 事 i 巧も滿 

洲經營 の 主題に 關 する 以上 は、 某當 さに 盡 言して 講 むこと なかるべし。 閣下 果して 其 意 を 省し、 閣下の 名に 於て、 

某の 進言す る 所 を 行 せらる ベ き や 否や。 

滿洲鐵 道 は、 單に之 を營利 事業と 看る に 於て は、 其經營 方針 未た 必す しも 甚た 計畫し 難から す。 隨て 之が 總裁者 

の權能 も、 特に 爲に 重き を 寄す る を 要せ さるもの あらん。 然れ とも 今國家 多大の カを假 して 此 事業 を經營 し、 其 

成功 を邀 ふる 所の 意 は、 固より 一味 營 利の 爲 にす るに 非す。 滿洲鐵 道の 經營 たる や 其 主要の 意義に 於て は、 居然 

たる 緊急 切要の 國家 問題なる が 故に、 鐵道も 亦其營 利の 便宜 以上に 於て、 此急耍 に 赴かん こと を 3 曰と せざる ベ か 

らす。  ， 

事態 此の 如くなる に當 り、 閣下の 文武 員辨 各よ 其 便 を 主張し、 右より 左より 擾々 として 鐵道を 掣肘 拘 率し、 而 

も 几つ 其 著々 進 功して 接 濟に饿 なからん こと を 求められば、 鐵道 たる もの 亦 難から す や。 ： 求 政：： ^政 文武- K の^ 蝶 _ 

若く はせ 情賠 阻隔 の 如き、 殖民 地に 於 て 有り き の 現象に して、 流 弊の 事 を 害す る ゃ往 々 言 ふに 勝え さる こと 

あり。 閣下 果して 能く 此 事情 を諒 し、 某に 假 すに 別に 一路の 地 望 を 以てし、 某 をして 滿洲 文武 員 辨の擎 S 糸 を 受け 

しめさ らんこと を 約 せらるべき や 否や。 更に 未定の 一問 題に 關 して 此に附 言せ ざるべからざる もの あり。 政府 は 

不日 一 令を發 し、 都督 閣下の 幕府に 顧問 を 置き、 滿洲鐵 道總裁 をして 其 任に 當 りて 以て 行政に 干與 し、 都督 府と 

^洲 鐵道會 社と をして、 施設の 閒 互に 相扦 格す る ことなから しむべし と。 此 等の 處 S たる や、 一般 行政 組織の 體 


統 より 言 は- -、 事 勢の u む を 得さる 一種の 權 {儿 と稱 すべし。 抑ぷ殖 地 統治 顧問 員と して 外！： 人を延 くの 策に 對 

して は、 某 特に 所見 あるが 爲 めに、 曾て 極力 之 を 12- 撥せ り。 顧 ふに 都餐府 顧問 員の 問題の 如き、 S くも？； 一 かさる 

もん 且 しく 之 を 閣下の 權內に 委して 不可な きが 如くなる ベ し。 然る を 今 政府 特に 勒令を 以て 此事を 規定 せんとす る 

は、 蓋し 必す 別に 見る 所な く は あるべ からす。 閣下 此 顧問 制度 を 見て 以て 無用 有害と なすこと、 曾て 某 か 外國頸 

問 を 見し に 類す る ことな からん か、 此も 亦滿洲 時務 策 中 宜しく 先つ 閣下の 意 を 請 ふべき もの k 一なる を感 す。 

以上 陳 する 所、 越 姐 冒 濟嫌を 避く るに 他な きを 覺ゅ。 然れ ども 方べ？. 軍國 多務、 賢 不肖 分に 隨ひ身 を 致す に 追 あら 

ざる、 恐らく は 嫌 諱小拘 之れ 事と すべきの 秋に 非す。 卽ち耿 々私 を 忘れ 國に 許す の 意 も、 唯 知者の 爲に 一一 目ぶべし、 

俗人と 言 ひ 難き なり。 閣下 幸に 一一 百の 硬 突を恕 して 微衷の 在る 所 を 省し、 軍刀 案 を りて 明かに 是非 を 裁せ よ。 

明治 三十 九 年 八月 

爵 氏名 

かくの 如く 伯 は、 大島關 東 都督の 裁斷を 求む ると 共に、 後日の 紛雜を 避けん がた め、 更に 所謂 r 滿洲鐵 道總裁 就職 

由 書」 を 裁して、 山縣 元帥、 西 園 寺 許 相、 並びに 林 外相の：^ 覺に 供した。 これ は 一方、 山 縣と西 園 寺と に對 して、 

ダメを 押す と共に、 林 外相の 所見 を 質さん とする ものであって、 その 前文 は 次の 通りであった。 

滿洲鐵 道總裁 は關東 都督の 監督の 下に 立つ と 同時に、 都督 府 顧問と して 外務大臣 監督の 下に 立ち、 都督 行政の 一 

切 を 與り聽 くべ し。 不肖 某 辱く 乏を此 職に 承 けんとす るに 當り、 此權宜 の 局 を 踏んで 此大 經營に 任す る は，、 後來 

に 向って 多大の 愼慮を 要すべき もの ある を 思 ひ、 曩に旣 に 其 梗概 を疏 して 大島關 東 都督の 裁諾を 求む る 所 ありた 
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り。 蓋し 鐵道總 裁 をして 都^ 府 顧問 を 兼ねし め、 假 すに 一 切 行政 千 與の權 能 を 以てして、 滿洲の 經營を {兀 ふせん 

とする が 如き、 當今 事情の I しむ を 得ざる 所、 驅 りて 此に 至れる 大 端の 消， は、 當 W 諸 公の 認諒 せられた る 所なる 

べしと 雖も、 此は抑 も殖お 地 行政 國務の 體統に 於て 破格 非 例の 措：. 1^ に屬 し、 將來群 疑の 攙人 もれん んど豫 期す るに 

堪 へたる もの ありと 謂 はざる ベから す。 凡そ 一切 應變權 立の 處 なる もの は、 事に 關 する もの、 らく 竹 尾 相 應 

じ、 利害 相濟 し、 終始 扦格 する 所な くして、 始めて 止 〔成功 を 望むべし。 

若し 苟且 牽合 面從後 言し、 觸途の 小 紛を以 て 全 W を 未了に 破る が 如き こ と あらば、 所謂 權 〈且も 寧ろ 始めより 之 を 

事と せざる の 介 潔なる に 如かす。 某實に 此に感 する 所 あり。 別に 專書を 裁して 外相 閣下の *g 否に へんと 欲せし 

かど も、 退いて 之 を 思 ふに、 事情の 關聯 する 所總 核して 之を陳 する に 非 ざれば、 恐く は 一端 を 擧げて 一一 目 質 を邀ふ 

るの 嫌に 近し、 乃ち 爐絮を 避けす、 事の 始末 を敍 して、 列 位 諸 公の 存識を 乞 ひ、 並に 外相 閣下の 鑑裁を 仰がん と 

欲す。 

かくして 伯の 「情 由 書」 は つづいて、 滿鐵總 裁の 椅子に 就く までに 至る 情 由を樓 々叙述した。 その 本文 はすで に 全 

部 引用した 通りで ある。 さう して 伯 は 最後に 次の 如く 記して、 主として 外務大臣に 對し、 その 決意 を 促が すと ころが 

あった。 

凡そ 事對外 政策に 關 すれば、 名 實表裡 相 一致す る 能 はざる こと 多く、 隱密詭 祕の策 を； 设 むに、 法理 名分 を 以てせ 

ざるべ からざる こと 常に 少 からすと 雖も、 其權略 利害 未だ 滿洲 鐵道經 營の實 情に 過ぐ る は あらざる ベ し。 昔時 英 

國 殖民 政策に 於け る 東印度 會 社の 設 ffi の 如き、 其國 家との 關 係に 於て 複雜を 極め たれ ども、 要するに 東印度 會社； 


は、 實に 自ら 完全の 主權を 擁したり しものに して、 今の 我滿洲 鐵道總 裁が、 商事 會社 經營の 題！ ：！！ を 以て、 都将監 

^の 名分の 下に 殖ぉ 政策 上 重大の 責任 を帶 ぶる が 如きに 比すれば、 事の 難： V ぶ 恐らく は 同日の 論に 非す。 然る を 若 

し 〈M 僚 政治の 流弊此 間に 溶 入し、 殖 2^ 政策 上 無 經驗の 徒 此權宣 の 事； S を 解せ す、 漫に 法律 宵 制の 具 文に 牽 かれ、 

枝葉の 理論に 趨り、 實務を 口 の 間に 誤る が 如き こと あるに 至らん か、 是れ 〔=■ 政に 滿洲！ ^營 の大忠 なり。 今日の 姑 

政策 は 全く 事 勢の 如何と もす ベ からざる 所に 出で たる ものにして、 東印度 會 社の 故 態 を 滿洲に 再演し 得べ きも 

のに 非ざる こと は、 固より 某の 了知す る 所 なれ ども、 其 然るが 爲に 特に 當 2? に 望む に 深く 此已む を 得ざる の 事情 

を f,!^ し、 隱忍 志 以て 有終の 美 を 責めら るべき の 識度を 以てせざる こと を 得す、 某 不肖の 材を 以て、 俄かに 鐵道 

總 裁の 選 を 受けん と 欲する に 至れる も、 斷 じて 苟且 好事の 粗 心に 出で たるに 非ざる こと は、 幸に 上來敍 する 所、 

諸 公と 往復 談論の 主 3n を挹 みて 至 意 を 言外に 省 せらる ベ し。 今や 某 は 諸 公の 寄屬 に感發 し、 一 身を窗 らして 滿洲 

經營 問題 の 犧牲に 供せ ざるべからざる を 自認せ り。 願く は當 諸 公 各 ぶ 其 位 より 某 を 援助して、 心 力の 足らざる 

所 を 扶持 せられん こと を。 事 若し 功 あらば 主因 は 必す列 位 医 救の 力に 在らん。 總裁は 場に 當 りて 便 を 行 ふの み。 

功 若し 成ら すん ば、 某が 失敗 は悔 ゆるに 足らす。 邦家 前途の 憂 ひ、 諸 公 必す等 閣岐視 すべから ざる もの あらん。 

嘗 みに 臺灣殖 民政 策の 事蹟 を 顧みる に、 未だ 容= ^に 其 成功 を 許す ベ からすと 雖も、 尙其 今日の 小成 を 致す を 得た 

る 所以の 主 因 を尋 ぬれば、 其 經營の 中心 常に 故兒玉 總督に 在りて、 出 人 進退 方針 渝ら す、 次の 內閣^ 能く 之 を 

是認 倚 重せられ たりし が 故な り。 今日 某 俄かに 滿 洲經營 の 中心 點を 主持 せんとす る も、 智能 力 望 諸 公 の 認 むる 所 

となる もの、 實に故 總督の 後塵 を 望む に 足らす。 而るを 諸公叨 りに 選拔を 辱く し、 臺 灣の旣 往を概 推して 實例を 
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滿洲の 新 局面に 要せら る。 是れ某 僅かに 官秩を 卸して 却て 總督の 實責を 荷 ふなり。 今 代列國 殖民 政策の 爲 めに 儼 

然 たる 國務 大臣の 椅子 を備 ふるだ も、 猶 成功の 難き を 歎す るの 日に 當り、 微々 たる 某の 身 を 以て、 敢て國 家の 爲 

めに 無官 總督の 重責 を 負 はんとす る は、 識者より 之 を 見ば 恐らく は 忘 分の 誚りを 免る ベ からす。 然れ ども 此誚り 

を 甘ん する は、 適さに 某が 諸 公の 知遇に 酬 ゆる 所以な り。 幸に 諸 公 徒に 推 選に 急に して、 援助に 疎なる ことな か 

らんこと を。 且つ 滿 aj: の 經營は 對淸關 係に 於て 重大の 利害 を 有すべき が 故に、 外務大臣 閣下 及駐淸 公使に 望む に 

篤く、 某が 爲 めに 謀りて 便せ を 失 は ざら しめん こと を 以てせざる を 得す。 某 も 亦 其の 指導 誘掖 を善受 し、 肝膽相 

照して 此經營 の 局を完 ふせん こと を 旨と せざる ベから す。 所謂 殖民 政策に して、 果して 紙上の 空論たら ば 卽ち已 

む。 严叼 も國家 重大の 事實 問題た るより 以上 は、 空理に 拘 はり 議論に 束ねられ、 觸處 相掣累 して 以て 大局 を 誤つ こ 

と、 S 間往々 見る 所の 外交 事 弊の 如くなる ベから す。 要 を 以て 之 を 言 ふに、 今後 外務省と 滿洲 鐵道總 裁との 關係 

をして、 故 兒玉總 督の歷 代 內閣に 於け るが 如く、 各地 領事と 總 裁と をして 福 建 領事の 臺灣總 督府に 於け るが 如く 

ならしめ、 意志 疏 通し 表 裡相濟 はに、 庇 はくば 互に 收 なきに 幾 からん。 是れ 某が 今より 深く 外相 閣下の 體察を 希 

望す る 所な り。 

然れ ども 外務省 は實 に滿洲 政治の 主務 者な り。 中央政府に 於け る 最上 監督官 廳 なり。 滿 洲經營 に 於け る事實 上の 

主力 を假 して、 之 を 鐵道總 裁に 委す るが 如き、 外相 閣下の 容易に 同意 を 表せら るべき 所なる や 否や 未だ 知る ベ か 

らす。 果して 斯 くの 如くならば、 某 願 はくば 此 際に 於て、 外相 閣下と 著實 親切に 是非 を 論究し 得失 を 決定 せん。 

假し 所見 を 直言す る こと を 許さば、 從來 外務省の 殖民 政策に 於け る や、 空疎 不振 旣に 久しと 云 ふべ し。 4r 一能 才 


を 得て、 外務省の 爲 めに 殖民 政策 を 主持 振起せ しむる こと を 得ば、 誠に 國 家の 慶事な りと 雖も、 抑 M 政策 實務の 

能才 は、 {R 制の 文按 と共に 一朝に して 造 出し 得べき ものに 非す。 某 好みて 外務省の 短所 を擧 ぐるに 非 ざれ ども、 

此 問題た る や、 圉 家の 現勢に 省みて、 玆に 言及せ ざるべからざる 所に 屬す。 外務省 栗して 某が 言の 不當を 論 明せ 

ば、 某應 さに 罪 を 引いて 前言 を撤囘 すべし。 萬 一 單に其 言 を 咎めて その 實を效 すに 丈；： ならば、 帝阈 殖民 政策の 前 

途豈 勝け て 言 ふべ けんや。 語に 云 ふ。 言 者 罪な し 聞者戒 むる に 足る と。 假し 某が 言 を 以て 聽く べきの 理 ありと せ 

ら れんか、 滿 洲經營 殖民 政策の 中心 主持、 其 宜しく 何人に 委 すべき かに 至りて は、 固より 唯ぶ 外相 閣下の 聰明に 

待ち、 可否の 一 言 を 承 くれば 足る のみ。 

更に 思 ふに、 滿洲鐵 道總裁 は關東 都督の 直接 監督と、 外相 閣下の 最高 監督との 下に 立 つべき ものた るに 拘 はらす、 

某が 所感 を 以てすれば、 4r 囘選 任の 消息の 如き、 主として 首相 閣下の 約諾に 成り、 外相 閣下 及關東 都督に 對 して 

は 披瀝 未だ 至らざる 所 あり。 

是れ曩 に 特に 一書 を 具して 大島 都督の 裁諾 を經 たりし 所以な り。 若し 外相 閣下 及 其僚屬 にして、 某 就職の 事由 上 

述の 如く、 鐵道總 裁 置 職の 權宜も 事の 止むべからざる に 出で たるの 實勢を 察せられす、 他日 情爲相 格し 繩墨相 

拘 制する が 如き こと あらば、 滿洲の 經營は 遂に 一場の 兒戲 環視の 戮 辱に 終らざる を 得す。 是 某が 今日に 於て 嫌 を 

冒し、 提言して 所見の 當 否と 就職の 是非と を 外相 閣下に 質し、 快く 賛否の 決を與 へられん こと を 請 ふ 所以な り。 

滿洲鐵 道總裁 就職 事宜に 關し、 潜妄を 咎めす 私見 を聽納 せられた る 元帥 閣下、 首相 閣下の 雅量 は 某の 感激 措か ざ 

る 所な り。 然れ ども 豫後 某が 任 の 重く 道の 遠き を 思 へば、 憂心 兢々 深く 諸 公 の 同情 體察を 乞 は ざ るべ からざる も 
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の ある こと、 上述の 如し。 元帥 閣下、 首相 閣下、 外相 閣下、 某が 煩 言 を 嫌 はす 俯して 同省 を 賜 はぐ、 幸甚の 至り 一 

に堪 ふるな し。  一 

この 情 由 書 は、 八月 二十 二日 附、 林 外相に 呈し たもので あるが、 八月 二十四日 山縣 元帥に、 八月 二十 六日 寺內 陸相 一 

に、 八月 二十 八日 西 園 寺 首相に、 各 一通 を呈 した。 そして 西 園 寺 首相に 對 して は、 さらに 次の 一書 を 副書と して 添付 i 

した。  一 

先般 大島關 東 都督より、 滿洲鐵 道總裁 就職 事件に 關 する 下名 申出 覺書、 閣下の ー覽に 供せられ 候 趣 承 及 候處、 猶； 

此義 に關し 更に 外相 閣下の 高見 を 叩き、 井に 閣下 及山縣 侯の 御 聞 置 を 請 ふへ き爲、 別紙 就職 情 由 書 を 裁し、 一通 

を 呈覽致 候。 右の 如く 就職 事宜に 關し、 此際 書面 を 以て 件々 に 各方 面の 承認 を 求む るが 如き は、 或は 總裁 たる も： 

の 場合 を 利用して、 自家の 權域を 開く に 急なる の 嫌 を 免れざる ベく、 此點は 下名 不本意の 感も有 之 處に候 得 共、 ： 

問題 は 全體に 於て 舊 格の 據 るべき ものな く、 後來 細大 の 事 端に 就き 自他 疑惑 を惹く こと あるべき は、 <{r 日に 於て； 

切に 關心を 要すべき 義 にして、 之が 解釋の 日に 臨み、 相互の 意見 聚訟を 来し、 其 都度 臺閣 の决 定を累 はすが 如き 

こと 有 之 候て は、 事態 都て 善なら ざるの みならす、 事業 全局の 利害に も 影響す る こと 可 有 之、 此際他 嫌 を ZN す も； 

寧ろ 豫 料の 及ぶ 處を 率直に 決定し 置く の 優れる に 如かす と 思考す る 義に有 之 候。 仍て本 情 由 書別謄 一 封を附 し、 

閣下より 外相に 差 廻 はさ れんこと を 希望 致 候 間、 前段の鄙意を諒とせられ^^1、 右 樣御處 置 相 成 候 樣致度 候。 萬 一一 

此事も 場合 不 當 等の 御 見込 有 之歟、 或は 又 就職の  一^ 如き 諸事 含 默に讓 るべき ものとの 尊意に も 有 之 候 は^、 一 

折返し 明白 御 示 報 相 成 候樣、 併て 希望 致 候、 下名に 於て はた 刃く も 決心 を 以て 事に 任す る 以上 は、 從來の 紛疑を 招 一 


くが 爲に、 事前に 於て 關係 諸方と 剴切の 成 言 を 要すべし との 鄙見に 過ぎざる の 義に候 得 共、 由來此 等の 切 直なる 

考慮が、 一身の 利益 をな す もの 無 之 事 も、 粗 ぼ 承知 致 置 候に 就て は、 隨宜 俯仰の 精神 を 以て 穩便 事に 當 るべき 筋 

にも 有 之 候 は t -、 此も又 謹で 熟考 可 致 候 間、 何れに も 御高 見 相 仰 候。 敬具。 

明治 卅九年 八月 廿 八日  爵 氏名 

と。 以て 彼の 用意周到なる 性格 を 窺 ひ 見るべき であらう。 

第二 節 大陸 經營の 陣容 

一、 午前 八 時 主 義 

いま 伯の 就任 承諾に よって、 その 中心 を發 見した る 南 滿洲鐵 道 株式 會社 は、 伯の 登場 以前、 旣に 七月 十三 日 を もつ 

て 創立 委員 を 任命し、 著々 準備 を 進めつつ あつたの である。 

これ は實 に大掛 りな 委員 制であった。 その 委員長に は 參謀總 長の 兒玉源 太郞を 以て これに 當て、 兒 玉の 殁後 は、 陸 

相 寺 內正毅 を もって その後 を 襲 はしめ、 その 委員に は 朝野の 名流 八十 名 を 網羅した。 卽ち 左の通り である。 

法制局 長官 法學 博士 岡 野 敬次郎  法制局 參事官  道家  齊 

外務 ^ 政務 局長  山 座 圓次郎  外務省 通商 局長  石井翦 次郞 

外務 贫參 事官  倉 知 鐵 吉  大蔵 次官  若槻 禮次郞 
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六 九 二 


大蔵 主計局 長 

降&^ェ兵大佐 

海軍 次官 

製鐵所 長官 

鐵道 作業 局長 ェ學 博士 

遞信^ 管 船 局長 

遞信 技師 ェ學 博士 

關束州 K 政 著 事務 


從 二位 動 一 等 

正三位 勤 一 等 

從 一一 一位 

正 四 位 

正 四位勳 三等 

從四位 動 三等 

從四位 動 三等 

動 三等 

從四位 黝四等 

從四位 勳五等 

正 五位 動 四 等 

動 四 等 

正 五位 

正 五位 


子 $10 

男爵 

子爵 

子爵 

男爵 

ェ學 博士 

法學 博士 

ェ學 博士 


荒 

松 


近 

益 


井 賢 

藤 友 

村 雄 

井 晴 

ネ i 

屋 貞 

^ 彌 

澤 

邊 

E 壽 

藤 應 

橋 是 


太 

太 

榮 


E 傳 

田 


三 


吉 


直 

養 


箕 沛 


平 

貢 

お E 

孝 

人 


^軍 次官 

陸軍 砲兵 中佐 

商務 次官 

遞信 次官 

遞信 竹鐵道 Eg  _ お 

遞 信竹經 理品畏 

遞信 書記官 

關東州 民政 5!19 警視 

正 一一 一位 勳 一 等 

正三位 勳 二等 

從 三位 

正三位 

正 四 位 動 一一 一等 

從四 位勳ー 11 等 

從 五位 勳 三等 

正 四 位 勦 四 等 

從四位 動 ra 等 

正 五位 勳四等 

liH ハ位勳 四 等 

勳四等 

正 五位 

正 五位 


子爵 

男爵 

子爵， 


法學 博士 


石 

和 


曾 

大 

奥 

阖 

栗 


本 


之 

谷 

家 

田 

谷 


新 

宇 三 

0 次 

内 一 

宗 

虎 

逸 次 


義 

喜 八 

徳 五 

善 次 

嘉 兵 


次 

力 


# 福 
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人 


古 


新 吉 


原 亮 


從 五位 動 五 等 

從 五位 

動 五せ サ 

從四位 動 六 等 

正 七 位 


早 

缣 

也 
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川 千 

0 總 

E 勝 

方 幸 

川 . 敬 

內 

井 吉 

本 豐 


吉 

太 


次 


恭 

兵 


郞 

營 

.ぇ 

舉 


^五位 il 人 等 

六 位 勃 五 等 

正 六 位 

iH ハ等 

從七位 


J 

き 


平 


河 

ム a 

貝 

大 岡 

野 E 

佐 々 

-奥 E 

近 藤 

麻 生 

登 m 


通 

^ 左 

友 

0 三 

太 


夫 
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造 

郞 

吉 

周 


中 


源太郞 

兵 右衞門 


n 館に 開く と共に、 常務 委員と 定款 調査 


八月 十日に は、 會社 設立 委員 事務所が 設置せられ、 第 一 囘 委員 總ム 

委員と が、 次の 通り 選定され た。 

常務 委員 

岡 野 敬次郞  山 座 圓次郞  若槻 禮次郞  荒 井 賢太郞 

石 本 新 六  仲 小路 廉  山之內 一次  關  宗喜 

笫ニ章 滿鐵總 裁  六 九 一一 一 


山 座 圓次郞 

和 田 彥次郞 

土 居 通 夫 


荒 井 賢太郞 

^澤榮 一 

中 野武營 


中 ト 

堀 田 

大 岡 


正 

育 


造 
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定款 調査 委員 

岡 野 敬次郞 

山之內 一次 

大 石正已 

佐々 友 房 

今日の ごとく 膨脹 發展 したる 日本に あって は、 一 滿鐵會 社の ごとき は、 數 多き 大會 社中の ー會 社の 感を與 ふるに 過 

ぎない けれども、 日露 戰 ハサ 直後の 日本に あって は、 資本金 一億 を 超 ゆる 會社 は、 同社 を もって 噶 矢と 爲 したる ところ 

であり、 又日露戰！：^の犧牲尙ほ生々 しき當時でもぁったので、 滿鐵の 創立 は 日本 全 國の關 心と 興味との 中心と なった 

ので ある。 

旣に 創立 委員が 斯 くの ごとき 大掛 りの ものであった 關係 上、 その 成立 後に 於け る首腦 者の 顏觸れ 如何 は、 世間 注目 

の 的であった。 しかも 新總裁 は奇闘 獨创を もって 嗚 るの 人で ある。 果して 如何の 陣容 を もって、 この 新 事業に 指を染 

める であらう か。 天下 は 足 を 爪立てて これ を 眺め 見た。 

raK せる 哉、 新 總裁は 全く 世間 意表の 外に 出づる 人選 を爲 して、 天下 を啞然 たらしめ た。 それ は 思 ひ 切った る 壯年者 

の拔擺 とい ふこと であった。 彼 は 當時颺 言して、 

『滿洲 は 午前 八 時の 人間で やる の だに  , 

といって ゐた。 その 意 蓋し 人生の 盛り を 過ぎた る 名前 倒れの 人物 を 登用せ すして、 全然 未製品た る 若年の 人材 を 菜め 


て 仕 f を するとい ふので あった。 これが 一 後藤の 午前 八 時 主義」 として 世上に 喧傳 された。 

彼 は 老年に 至る まで 口癖の ごとく、 

『名高 かの 骨 髙かは 駄目 だ、」』 

といって ゐた。 つまり 聲名を 天下に 買って、 旣に その 全盛期 を 過ぎた る 人物 は、 實 際の 役に立たぬ 人間 多し との 意で 

ある。 

いま 滿鐵の 首 腦部を 組織す るに 當り、 伯 は 思 ひ 切って 若年 無名の 人物 を 登用した。 

彼が 先 づ副總 裁と して 拔擢 したの は、 臺灣總 督府の 財務 局長 兼總務 局長の 中村是 公であった。 當 時の 中 村 は 毫灣に 

於いて こそ、 多少 人に も 知られて ゐ たが、 內 地に 於いて は 殆ど 無名の 一 吏 僚に 過ぎなかった。 その 中 村 を、 伯 は 何故 

に拔擢 して、 副總 裁の 椅子に 据ゑ たので あるか。 そこに 伯 一流の 人事行政 を 見る が 故に、 吾人 はしば らく、 中 村の 人 

物と 經歷と を 略述して、 他の 首腦 者に 及ばう と 思 ふ。 

二、 中 村是公 その他  . 

伯 は 臺灣を 去って 滿鐵に 赴く にあたり、 誰 人 を 臺灣の 民政長官に 推し、 誰 人を滿 鐵副總 裁と して 同行すべき やにつ 

いて、 深く 商量した。 その 結果、 祝 UK 巳を臺 灣に殘 し、 中 村 是公を 滿洲に 同行した のであった。 

これにつ いて 和 子 夫人 は、 後年よ く 近親者に 語って 言った。 

『後藤 は臺 灣を發 ちます とき、 祝さん と、 中 村さん と、 どちら を滿洲 にお 伴れ しょうかと、 餘程考 へた やうです が、 

笫ニ章 滿鐵總 裁  六. 九 五 


第二 節 大陸 經營の 陣容  六 九 六 

つまり 中 村さん をお 伴れ しまして、 本當 にょい こと をした と 思った やうでした。』 

これ は必 すし も 祝が 中 村に 劣って ゐ たとい ふ 意味で もなかった らしい。 ただ 祝 は 程なく 病死した に 反し、 中 村 は 能 

く 伯の 女房役と して、 又後繼 者と して、 到る 處に 伯に 追隨 したから である。 

中 村是公 は慶應 三年 を もって、 山ロ縣 15^ 珂郡 愛.： 石 村に 生れ、 はじめ 柴 野と いったが、 中 村 家に 養子に 行って、 その 

姓 を名乘 つた。 

彼 は大學 時代 はボ— トの 選手で、 腕白、 の 隊長であった。 同級に 夏 自金之 助と いふ 青年が ゐて、 この 二人 はかなり 意 

氣相 投合して ゐ たと 見える。 その 金 之 助が、 後の 文豪 漱石 である。 夏 目漱石 は、 その 小品 文 「滿韓 ところどころ」 の 

なかに、 當 時の 學生 生活 をつ ぎの やうに 囘 顧して ゐる。 

其 頃 は 大勢で 猿樂 町の 末廣屋 とい ふ 下宿に 陣取って ゐた。 此 同勢 は 前後 を 通じる と 約 十 人 近く あつたが、 みんな 

揃 ひも 揃った 馬鹿の 腕白で、 勉強 を輕蔑 する のが 自己の 天職で あるかの 如くに 心得て ゐた。 下讀杯 は？ んど 遣ら 

すに、 ー學 期から ー學 期へ 辛 じて 綱渡り をして ゐて、 英語 は敎 場で 中 てられた 時に、 分らない 譯を 好い加減に 付 

ける 丈であった。 數學は 出来る 迄 塗 板の 前に 立って ゐ るの を 常と して ゐた。 余の 如き は 毎々 一時間 ぶっ通しに 立 

往生 をした もの だ。 みんなが 代 數書を 抱へ て 今日 も脚氣 になる かな ど 云って は 出掛けた。 

かう 云 ふ 速 中 だから、 大概 は 級の 尻の 方に 塊 まって、 何時でも 雜 然と 陳列され てゐ た。 余の 如き は、 入 學の當 時 

こそ 芳賀矢 一の 隣に 坐って ゐ たが、 試驗の あるたん びに 下落して、 仕舞に は 土 俊 際から あまり 遠くない 所で やつ 

と 踏み 應 へて ゐた。 それでも、 みんな 得意であった。 級の 上に ゐ るの を 見て、 なんだ 點取 がと 云って 威張って ゐ 


た 位で ある。 さう して 稍と もす ると 我々 はポテ ン シャル • ヱ ナ ー ジ ー を 養 ふんだ と 云って 無暗に 牛肉 を 喰って 端 

艇を 漕いだ。 試 驗が濟 むと 其晚 から 机 を 重ねて 緣 側の 隅へ 接み 上げて 誰も 勉強の 出来ない 様な 工夫 をして、 比較 

的廣 くな つた 座敷へ 集って 腕 押 を やった。 岡 野と いふ 男 は何處 からか、 琉 具の 大砲 を 買って 來て、 それ を ボン ボ 

ン 座敷の 壁へ 向って 發 射した。 壁に は 穴が 澤山 開いた。 試驗の 成績が 出る と、 一 人で は 恐い からみん なを 驅り催 

して 揃って 見に 行った。 すると 悉く 六十 代で 際どく 引っ掛って ゐる。 橋 本 は 威勢の 好い 男 だから、 ある 時 詩 を 作 

つて 述中 一同に 示した。 韻 も 平仄 もない 長い 詩で あつたが、 其 中に、 何ぞ憂 へん 席 序 下算の 便と 云 ふ 句が 出て 來 

たので、 誰に も 分ら なくなった。 段々 聞いて 見る と 席 序 下算の 便と は、 席順 を 上から 勘定し ないで、 下から 計算 

する 方が 早 分り だと 云 ふ 意味であった。 丸で 御 籤 見た 様な 文句で ある。 我々 は みんな 此御 籤に 中って ひやひやし 

てゐ た。 

其 內下算 にも 上箅 にも 丸で 勘定に 這 入らない ものが、 ぼつく 出来て 来た。 一人 消え、 二人 消える うちに 橋 本が 

ゐた C 是 公が ゐた。 斯う 云 ふ 自分 もゐ た。 大 連で 是 公に 逢って、 此 落第の 話が 出た 時、 是公 は、 や あ、 あの 時贵 

樣も 落第した のかな、 そいつ は頓 母し いやと 大いに 嬉しがる から、 落第 だって、 落第の 質が 違 は あ、 己の は 名 

の 負傷 だと 答へ て © いた。 

かう いふ 風に、 中 村 は學生 時代から 豪放磊落な 人と 爲 りであった。 そして 一生、 私人と して は 書生 肌を脫 せぬ 男で 

あった。 しかし 公人と して は、 彼 は 忠實な 勤勉な 男であった。 

大學を 明治 二十 六 年に 卒業す ると、 すぐ 大蔵省 試補に なり、 翌年 は 秋 田 縣收稅 長と なった。 臺灣が 日本領に なると- 
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その 財務 長と して 赴任した 山 ロ宗義 が、 時の 大藏 次官 田 尻 稻次郞 に依賴 して、 兩 三人 若い 官吏 を 貰って いった。 そ 

の 一人が 中 村で、 彼 は 秋 田から 臺 灣へ轉 任した。 それが 明治 二十 九 年の 四月で、 伯が 臺灣に 行く 三年 前で ある。 

伯が 臺灣 でした 重大な 仕事の 一 つ は、 土地 調査であって、 拔擢 されて その 仕事に 當 つたの が 中 村であった こと はす 

でに 述べた。 その 時に かう いふ 話が ある。 

愈ぶ 土地 調査の 仕事が 終了して、 中 村が これ を 伯に 報告した。 すると、 それ を 聞き 終る か 終らぬ かに、 伯 は 激怒し 

て 顔面 蒼白と なり、 

『馬鹿！ お前のお 蔭で 土地 調査の 仕事 はまる で臺 無しに なった！』 

と 大喝した。 

すると 立って ゐた中 村が、 ふらく として、 長椅子の 上に 倒れた。 腦 貧血 を 起した ので ある。 彼 は 自分の 失策の た 

め、 この 重大な 事業が 畫 餅に 歸 したの かと 思って、 申 譯な いとい ふ 劇しい 自責の 念に 打 たれて、 卒倒した ので ある。 

そんな 風に 良心的な 男であった。 

伯 は、 深く 彼 を 信任す る やうに なった。  ， 

また 中 村 はこの 土地 調査の il 事が 濟 むと、 殘 つた 金 を 全部、 局員に 分けて やって しまった。 これ も官規 に^する も 

のとして、 ひどく 伯から 叱られた が、 この 方 は 中 村 は平氣 であった。 彼 は 部下に 對 して は、 そんな 風に 情が あつたの 

で、 後に 滿鐵總 裁の 職 を 去る 時の ごとき は、 夜行 列車で 發 つたに 拘 はらす、 事務員 や 工夫まで が、 沿線に 立って 彼 を 

見送り、 彼 も 車上に 伏して 泣いた とい ふこと である。 


こんな 風な 人物であった から、 伯 は 彼 を 抜擢して 滿鐵 の副總 裁に すると、 理事の 人選 は 悉く 中 村に 委せて、 自分 は 

殆んど 干渉し なかった。 理事のう ち 野々 村 金 五郎 だけ は、 山縣 元帥の 推薦に より、 興業銀行から 滿鐵 理事に 就任した 

ので あるが、 それ 以外 は 全部 伯と 中 村との 合作であった G 

ま づ滿鐵 の營業 方面の 擔當 者と して は、 三 井 物産から、 田 中 淸次郞 と、 犬 塚 信太郞 とが 拔 かれた。 經理、 金融 方面 

を挖當 すべく、 日本銀行から 久保田 勝 美、 附屬 地の 行政、 土木に ついては、 內務 省の 俊 髦久保 田 政 周、 淸野長 太郞、 

鐵道 方面の i^H 。田 者と して は、 鐵道 技師の 國澤 新兵 衞、 さらに 法律 關 係の 擔當 者と して、 京都 帝 犬から 岡 松 參太郞 士 

が 理事と して、 赴任す る ことにな つた。 

これらの 理事 中、 從前 伯と 面識の あつたの はた だ 岡 松 參太郞 と、 久保田 勝 美が 臺灣の 日銀 出張所 次長であった 關係 

上、 多少の 知合で あるく らゐの ものであった。 

かくして 伯の 周 圍に拔 櫂せられ 来った 滿鐵の 幹部 は、 多く は 三十 代の 年少 氣 鋭の 士 ばかりであった。 最 年少者 は 犬 

塌信 太郞の 三十 三 歳、 田 中 淸次郞 が 三十 五 歳、 岡松參 太郞、 久保田 政 周が 三十 六 歳、 四十 代と いへば、 中村是 公、 國 

澤新 兵衞、 野々 村 金 五郎 等に 過ぎなかった。 

空名に よらす、 緣 故情實 によらす、 眞に意 氣と實 力 を 有する 有 爲の靑 年 を 慕 僚と して、 大陸 經營の 業に 手 を 染めん 

とする 伯の この 人選 は、 伯の 新 天地 開拓の 熱意の 如何に 熾烈なる や を 想 見せし むる ものが あって、 ^間 一般に 多大の 

M ハ 味と 共鳴と を 喚起した。 
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三、 人材 を 天下に 求む 

事 を 與すも 人に して、 事 を 破る もまた 人で ある。 それが 事業 愁に燃 ゆる 伯の、 終生 渝ら ざる 信條 であった。 況ん や、 

いま 伯の 雙 肩に 課せられ たの は、 滿鐵を 中心とする 大陸 經營の 大事 業で ある。 伯が あらゆる：^ 力と 犧牲 をい と はす、 

ひろく 天下に 人材 を 求めん とせし こと は、 當然 であった とい はねば ならぬ。 

それ は、 伯が 如何にして 三 井 物産から 田中淸 次郞 及び 犬 塚 信 太郞の ニ俊髦 を、 拔擢し 来った かの 經緯 によっても、 

明かに 觀取 する ことができる。 

田 中 は その 當時、 三 井 物産の 長 崎 支店長で あつたが、 中村是 公と は舊 知の 間であった。 明治 三十 九 年の s、 支店長 

會議が 東京で 開かれた ので、 上京す ると、 たまく 中村是 公が 兒玉 大將の 葬儀 參 列の 爲め 上京して ゐ たので、 同じ 旅 

に：^ り、 久し振りで 一夕 ゆっくり 會談 した。 その 時、 中 村 は 突然、 

『君が 三 井で 敬服して ゐる 人物 は 誰れ か。』 

と 聞いた。 そして 田 中が 率直に、  - 

『大塚 信 太郞は 人物、 識見、 手腕に おいて、 隨ー であると 思 ふに 

と 答へ ると、 中 村 は 「さう か」 といって、 その 時 は、 この 點 について は 深く 言及せ す、 そのまま^れ た。 しかし その 

時す でに 中 村 は、 三 井から 田 中、 犬 塚の 兩名 を拔擢 する ことに 心 を 定め、 まもなく 伯の 承諾 を 得て、 その 手配に かか 

つたので ある。  i 


かくて 三十 九 年の 十月 頃、 香港に 轉 任して ゐる田 中のと ころへ、 犬 塚から、 「今 囘、 滿 鐵が创 立され たこと に 就い 

て は、 $3； 君と 小生と に、 入社して 働いて 欲しい とい ふこと だが どうす るか」 とい ふ 来電であった。 

これ は 犬 塚が、 伯と 中 村と から、 懇 なる 勸說 に會 つて、 無下に 却け る こと もで きす、 思ひ餘 つて 僚友 田 中に、 電 

報 を 飛ばして、 相談した ので ある。 そして その 結果、 三 井の 重役 さへ 承知 すれば、 滿鐵の 招きに 應 じても よいと、 內 

相談が 成った ので ある。 

ただ 問題 は、 田 中と 犬 塚 は 共に、 當時、 三 井の 總 顧問 をして ゐた 井上馨 を繞 つて、 或る 複雜 な關 係に あった， ので、 

たと へ 自分 等の 意志 はどう あらう とも、 彼等 自身、 勝手な 擧 措に 出る わけに は 行かなかった ことで ある。 從 つて、 直 

接 勸說の 矢 表に 立って ゐた犬 塚 も、 中 村 等に 對 して は、 甚だ 煮え 切らぬ 態度 を 取らざる を 得なかった。 

これ を もどかしが つたの は、 伯で ある。 さう して 伯 はとう/ \ 自ら 出馬して、 三 井の 重役に 會 つて 直接 談判 を 開始 

し、 且つ 井上と も 面談して、 その 斡旋 を依賴 した。 井上 は 雙手を 擧げて 賛成した。 そして 伯 共々、 三 井を說 いて くれ 

た。 だが 三 井 側で は、 「あの 二人 だけ は 困る、 他の 人間なら 御用 立しょう」 と、 頑として 担 否し 來 つたので ある。 

そこで 伯 は、 中 村に 命じて 香港の 田 中に 電報せ しめた。 

 一二 井の 重役が どうしても 承知せ ぬから、 一 つ 君 自身、 重役に 對 して、 滿 鐵へ轉 職の 許可 を 強硬に 要求して く 


すると、 田 中から は、 次の やうな 返電が あった。 

 滿鐵人 社の こと は 小生に 異存な し。 もし 重役が 愚圖々 々 いふなら 辭 職しても 差閊 へない。 ただ 現在の 地位 は 
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井上 伯との 間に 特殊な 義理 も あるから、 この 點 にっき 井上 伯の 諒解 を 得られたい。  

r 度 この 際、 井上から 伯に 致した 左の 手簡が、 今 もの こって ゐる。 

謹讀、 過 刻 は 御 来駕 を 煩し、 奉 多謝 候。 被 仰 聞 件. -は、 い 曲 了承 仕 候。 今 午後 物産の 飯 田 呼 候 間、 夫. -說論 も 

相 試み 可 申 候。 其 結局 は必御 報道 可 中 上 候。 匆ぶ 拜復。 

十 一 月 十三 日  馨 

男 後藤 老臺下 

伯は竊 かに 北 si- 笑んだ。 そして 時分 を 見 計って、 氣輕 に、 つい 目と 鼻の 井上 邸に でかけて 行った。 

玄關 子が 来客 中の 3:1 を 答へ ると、 伯 は 素知らぬ顔で、 

『ほう、 お客様 か、 では、 これ をす ぐお 目に かけて 吳れる やうに。』 

と、 懐中から 田 中の 電報 を 取り だして、 それに 玄關で 書いた 添 手紙 を 同封して、 そのまま、 飄然と 歸 つて 行った。 

架して、 井上 は 伯の 置 手紙と、 田 中からの 電報 を、 默 つて 讀み 終る と、 その 席で 件の 電報 を、 飯田義 一、 渡邊 專.^ 

郞の兩 重役に 示した ので ある。 事 ここに 至って は、 もはや 一 言 半句の 云 ふところ はない。 

『已む を 得ません、 承知しました。』 

と、 兩 重役 は 引下る より ほかなかった。 

かう した 經緯で 伯 は、 田 中、. 大 塚の ニ俊髦 を、 その 伞 下に 拔き來 る ことができ たので ある。 +  . 

しかも、 かくの 如く 殆ど 無理 押 的に 拔擢 し來 つたる 理事なる が 故に、 その 官職に 在る ものに ついては、 伯 は 極力 盡 


力して、 在せ のま ま 就職の 特典に 浴せ しむる ことと した。 卽ち 明治 三十 九 年 八月 三日、 令 第二 百 九號を 以て 「在職 

{RI 吏-一 シテ 會社ノ 職員 トナリ タルモ ノハ、 在官 ノ儘 就職 スルヲ 得セシ ムル」 ことにな り、 從 つて 剐總裁 中 村是公 は、 

|ハ¥灣 財務 W 長 兼 總務ぉ 長、 淸野長 太郞は 秋田縣 知事、 久保田 政 周 は 栃木 縣 知事、 岡 松 參太郞 は 京都 帝大 教授、 國澤新 

兵 衞は鐵 道 技師と いふ やうに、 在官の まま 理事に 就職した のであった。 

尤も 岡 松 參太郞 を 在官の まま 京都 帝 大法 科の 敎授 より 拔擢 し來 たるに 就いては、 文部省 並びに 京都 帝 犬との 間に、 

一場の 紛糾が 重ねられねば ならなかった" その 時 伯 は、 ー篇の 論文 を 起草して、 その誠意を1^^したのでぁったが、 

その 草稿 は 今に 殘 つて 在る C  , 

们の 論文 は 先 づ筆を 起して、 「南 滿洲鐵 道 は 一 商事 會 社の 經營 事業に 過ぎす。 然れ ども 其 成敗 利害に 至りて ハ 、 國 

家ハ 決して 一 商事 會社 分內の 得失と 傚して 之 を 看過す る こと を 許さ k るへ し」 と爲 し、 滿鐵の 國家的 重要性 を 縷述し 

たる 後、 「滿 洲鐵道 經營ハ 大事 業な り。 其 成功 失敗の 岐る 、所ハ 、 究 むる に唯會 社ハ、 其 人 を 得る と 得さる との 一 點 

に繁れ り。 然れ ども 實カ 以外の 責任 ハ 何人に も 之 を 負 はしめ 得べき に 非す。 責任 鞔 掌の 實 カに對 して ハ、 亦 責任 相當 

の 地位 報酬 を 支辨せ さるへ からす。 此支 辨を吝 むは、 是レ自 ラ其責 成 考績の 本分 を棄 つる ものな りと 謂ハ さるへから 

す」 と 論じ、 鑌 いて 次の 如く、 岡 松 博士 抜擢に 際して、 文部省との 交 涉顕末 を 記した。 

.©、 日予は 滿洲鐵 道の 必要に 鑑ミ、 TO; 仟 京都 法科 大學長 を 請 ひて、 會肚の 一員と なさん と 欲し、 文部 當 局と 會商 せり。 然るに 文部 

當局 は、 該學長 を 以て 大學敎 育 上 必須 動かす へからす となし、 顧みて 他 5 某法學 博士 を聘用 せんこと を勸 め、 並に 學官 在任 者の 

如き 假令 兼職と いふと も、 其れ をして 營利會 社員たら しむる は、 自ら 一 の 疑 間に 馬す と吿 けられたり。 
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伯が 先 づ愤慨 措く 能はなかった の は、 文部 當； W の その 二百であった。 卽ち们 は 上記に 續 いて、 滿鐵 事業が 專 門有爲 

の 法 學者を 必要と する 所以 を 論じて、 次の 如く まくし 立てた。 

夫れ 滿洲鐵 道 3 要する 所、 單 にー會 社の 營 利の 爲 にす るに 止まら ハ、 是等國 家 必要？ 人材に 對し、 强ゐて 其 仵を易 ふるの 不道理 

なること ハ、 予も亦 之 を 知れり。 顚 みるに 當局 者の 意、 唯講論 著述の 能 者た に 之 あら は、 予楚の 希望 斯に滿 つ へしと せらる X に 

似たり。 然れ とも 予 輩の 學者要 求の 理由 をして 此に 止まらし め は、 -:ー兄故らに文部^?3局と之を議する？耍ぁらんゃ。 一般 講論 著作 

の 學者は 江湖に 累々 たるに 非す や。 夫れ 滿洲鐵 道 事業 は淸國 領土 內に 在りて 經營 せらる へき ものたり。 其 商事 上、 事 上、 將來 

淸國 官民に 尉す る 法律上、 植義の 交渉 如何に 旁 午盤錯 なる へき か は、 何人と 雖 之を豫 想して 餘り あるへ し。 然れ とも 淸^ 法 綱の 

解體疎 澄た る 由 來赏に 久し。 H 常の 事 之 を 法理 成文に 訴へ、 立談 解決して 自他 沮礙 なから しめんと する が 如き は、 今 =X る も 5^ て 

望む へき 所に 非す。 一往 9 理論に 於て は、 件々 之 を 彼我 司法の 裁判 若 は國際 談判に 訴 へて、 其 解決 を 待つ へき は y 赏 S 措置た る 

へしと 雖、 斯の 如き は、 赏に 一切 殖民 政策 上の 權略 を辦 へさる 粗 心 武斷ハ 硬 論に して、 要は 此等？ 武斷 方針 以外 別に 自ら 隱密 乃 

捷徑 ある こと を 思 はさる に 坐す。 從來璣 屈の 紛爭 感情の \!#仵 よりして、 累を殖 2i{ 政策の、 モ 題に 及 ほし、 其 末 を # ふて 其 本 を 失へ 

るが 如き 失敗の 歴史 は、 多く は 此等粗 硬の 見に 由リて 描かれた る ものな り。 凡そ 事 萬 巳む を 得さる？ 結果、 法 庭を藉 りて 我か權 

利 を 伸 へんか 如き は、 に 或は 避く へから さる こと あらん も、 試みに 若し 此際 彼我の 法度 惯 習に 通 熟せる 5 人 を 得て、 其 問に 斡 

旋し、 法律 智識の 缺乏 せる i-S 國 官民 をして 釋然悅 服、 耻 ありて R! つ 格ら しめ は、 其 殖民 政策 上の 效果何 そ 奢に 一 鐡道會 社の 權利 

を 伸へ 得た るに 止まらん や。 借問す。 此 等の 能事 は 果して 彼？ 江湖 累々？ 法學 博士に 求め 得へ きか。 

予 輩の 提言 要求せ る法學 博士 は、 從來 特に 淸 E 法度 惯習 の 調査に 潜心 したる 所に して、 1： 家 は 之が 爲 にた キ 々數萬 の 經 費と 幾多 の 

俊馬と を 給して 其 業に 從 はしめ し. こ と旣に 六 年、 淸國 法度 の 問題に 至りて は、 今 H 我法學 社會此 特別 養成 の 第二 人 ある に 非す。 

而も 阈家 か此 種の 人材 を 要す へき 局面 は、 今 H 亦 滿洲を 措いて 第二 局 あるに 非す。 予 輩か此 法律家 を滿 洲に延 かんと 提ー 百す る 所： 


ハ條理 明 c、 一  も； £f しむへ きも？ なし。 若し 夫れ 法學 S 學校敎 育に 於け る や、 要するに 成理 定論の 溝彈に 過ぎず C 何等の 博士 を 

して 之を擔 任せし むる も、 國家 S 法學的 智識 供給に 於て、 成敗 消長の 大差 較を 生す るに 非す" 今 = 海内 大ゅ 新興 ハ勢方 サに人 窓 

を强 くす るの S- に 常り、 文部 常 局 か ー學 者の 進 止 を 以て 大學敎 育の 輕重 となさん とする か 如き は、 帝に^^！^人^雜消ハ上に於て 

恰常 を缺け るの み に 非す： 此等 " 悲觀論 恐らく は 時論 " 傾向と 相容れ さる も あ る へ きな"。 

大學 における 區々 たる 法學 講義の 如き は、 誰れ にやら せた つて 構 はない。 滿鐵の 事業 こそ は 專門法 學者を 肝要と す 

る、 最 重要の 機關 なの だ：： さう 言 はんば かりの 伯の 權幕 は、 帝大を 以て、 俗人の 窺知すべからざる 神聖の 地な りと 

自惚れた る 人々 をして、 然 たらしむ る ものが あつたに 遠 ひない。 

然しながら、 伯の 意圖 が、 單 なる 大學篤 倒に 在ら ざり しこと、 卽 ちその 眞 意が 伯の 所謂 r 學俗 接近」 に 在りし こと 

は、 この 草稿の 上欄に、 伯 自ら 紛筆を 以て、 次の 如く 記して ゐ るのに よっても 明かで ある。 

況んゃ予^^の志望は、 大學 講義 をして 一 空談に 趨 らしむ るの 弊 を 除き、 學俗 近接の 持論 を實 施せん とする におる が 故に、 某 博士 

をして 殖民 地 民事 商事の 活動 を赏驗 し、 以て 講學 の资に 供し、 之 を 講堂に 移して、 以て 國家 有用の 後進 啓迪に 於て 大々 的 成功 を 

期せん とす 0 然るに 某！ W 士 をして 商事 會社 たる 南 滿洲鐵 道會社 理事たら しむる は、 學 者の 體面を 汚す ものと 議し、 其 理事た る以 

上 は、 大學 に敎挖 として 講座 を與 ふる は、 大 學の體 面に 關 する ものと して 之 を 排斥し、 却つ C 其學識 ある 此 R 驗 ある 講義 を舉け 

て、 大學 門外に 排し 去らん とする 京都 大學の 意、 那 邊に存 する か を 疑 ふ。 更に 甚 しき は、 文部大臣 閣下より 親しく 聞く 處 によれ 

は、 某 博士 は 其 同 倚より 擯斥の 決議 を 受けた る 以上、 自ら 大學敎 パ J 辭 職す るの 外な かるへ しと 信す、 某 博士？ 辭職 を勸吿 せん 

とす 云々。 鳴呼是 何等の 一一 a ぞ。 前日 は 大學興 肷に關 し 必要の 人な リと云 ひ、 今 H は辭 職勸吿 すへ しとい ふ、 何ぞ定 なき こと 其 

れ 如此甚 しき か。 畢竟 fJS し來れ は、 其 議論 俗情 愛 僧に 出て、 名 を 學術敎 育の 美名に 借る ものに 非 さる か を 疑 はさる を 得す。 由來 

文部 内 學者論 を 偽して、 其 俗臭 紛々 たる もの、 識者 旣に 厭ふ處 なり。 加 之 文部大臣 たる もの、 自己の 署名せ し 勅令に 背き、 法 
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科大 學敎授 にして 勅令の 本旨 解釋を 誤る に 非 さる か。 

見るべし。 伯の 唾棄 せんと 欲せし 所 は、 象牙の塔 8 りて、 獨り 自ら 高し とする、 §學者 の 偏見と 俗見に ありし こ 

と を。 そして 伯 は 最後に、 筆を績 けて 次の 如く 記した。 

學官 をし S 事に 干與 せしめさらん とする か 如きの 所見に 至りて ハ、 是 S に 膏肓の 文部省 病と いふへ し。 I 此 等の 鎮 に薰 

. 陶 せられた る ts 塞、 相？ て lisl となり 去れ は、 政治家 は隨 ひて 之を 賢人？ 列に g し、 法 今-制 f 此载 

isf まて 之 を 成 ま 故に、 文 lli 所な けれと も、 Ksl た 乏しく、  一  < 二 法？ にして its 礙 

となり、 其 反 f 招く こと 多し。 蓋し 俗 籠り 料り て i へらく、 學術は is に 立つ か 故 S く、 制度 ハ學 者に 成る か 故に 

貴し と。 安ん か 知らん、 學術も 唯 S と 一致す るか 故に 貴く、 制度 は 唯 is" より 出つ るか 故に i ありと いふ こと を。 是故 

こ 今 HI の 所 i 者なる も S 予輩の 要求す る 看に 非す。 滿洲 S 題 ハ霧 豪の 能事 を 以て 之 I ふこと を 得す。 予輩を 

以て 15 鐘 を辨 解し、 II を 批難す るに It 5 とな さハ S り。 若し 滿洲 as 失 か SSB に 非 さる こと 

を？ L 、将た 人 gss 弊 ハ必す 之 I はさ るへから さる i なるこ II する 人 は 、籠 はく は 5sf 諫 とせ 

ん。 蓋，」 此 等の 墓た る や、 將來 食の 爲に 謀り 5 止す へからす と認 むる に 非 さるより は、 ま 着 者た る予 輩の 置と して 

不侫の 至り なれ はなり。 

伯が 人材の 招聘に 如何に 熱心で あつたか は、 これによ つても 鋭 ふ ことができる。 嘗て 新 渡 戶稻造 を 議に迎 へる た 

めに 努力した ると 同じ やうに、 彼 は 岡 松 を滿 洲に 招く ことに 謹であった。 これが ために は 文部大臣 とも、 京都 帝大 

とも、 敢 て抗爭 する を辭 さなかつ たので ある。 

しかし、 KJ の 伯の 火の やうな 熱心に も關 はらす、 遂に 成功す る こと を 得なかった の は、 濱ロ雄 幸の 招致であった。 

滿鐵は その 商事 會 社た る關係 上、 大藏 省との 關 係が 大切であった。 ゆ ゑに 有 爲の材 を大藏 省より 拔き來 る こと は、 


重要 事 中の 重要 事であった" その 人 村 を 物色して、 伯の 眼 は專寶 W 事業部長 濱ロ雄 幸の 上に 落ちた。 

幸 ひに して 當 時の 蔵相 は、 衛生； S 技 帥 時代よりの 親友 阪谷 芳郞 である。 しかも 阪： 介と 彼との 間に は、 「金と 人間と 

のこと なら 何でも 工面して やる J とい ふ 堅い 約束が あつたの だ。 ゆ ゑに 伯 は 阪谷を 通し、 又 自ら 出向いて、 必す濱 口 

を羅 致しようと 決心した。 しかるに 意外に も、 濱ロは 再三の 勸誘を 厳として 拒絶した。 その 當 時の 經緯 を、 ：m ロは自 

ら、 その 「隨 感錄 J のなかに、 次の ごとく 囘 顧して ゐる。 

後藤 伯は藏 相に 依喝 して、 余の 理事 就任 を勸 めら れ たのみ ならす、 自ら 大藏 省に 余 を 訪問せられ、 慫勉 頗る 悠勉 

なる ものが あった。 此の 時が 實に兩 人の 初對 面であった ので ある。 (中略) 余 は 無論 卽答を 避けた。 深く 伯の 好意 

を 謝し、 篤と 熟考の 上 何分の 囘 答を爲 すべき 3 曰 を 答へ て、 一 且袂を 別った ので ある。 間もなく 滿 鐵副總 裁になる 

べき 故 中村是 公、 理事に なるべき 故 久保田 勝 美の 兩君 相携 へて 余の 寓居 を 叩かれ、 熱誠 を 籠め て 余の 決意 を 求め 

られ た。 余 は 三 氏の 知遇に 感激しながら 數 日間 熟考 を 重ねた。 

熟考の 結果、 理事 就任 辭 退に 決意した。 固より 專賣 局に は 練達 堪能なる 仁 尾 長官が 在る。 其の 他 各部 門 を 擔當せ 

る 同僚 諸君 何れも 有能の 士 である。 必す しも 余の 在任 を 必要と する 譯 ではない が、 時恰 かも 大蔵省 主 腦 部で は專 

賫 事業 統一 の 計畫が 進められ、 將に その 實行を 見ん とする 矢先き、 專賣 事業の 將來を 思へば、 事 決して 容= ^なり 

とい ふこと は 出来ない。 企 は 不敏ながら 先楚 各位の 推鞔を 受け、 今や 專賫 局の 中樞 たる 事業部長の 要職 を 汚し、 

煙草、 鹽、 椅腦 三專賫 事業の 統一と いへ る 難關を 前にし、 名利の 爲現 地位 を 去る の 非難 を受 くる は、 余の 最も：^ 

しとせ ざる 所で ある。 
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今一 つ は < -の觀 たる 後藤 總 裁の 性格と 余 自身の 性格との 相 逮が餘 りに ししい が爲、 將來 此の 總 裁の 下に 理事と し 

て 仕事 をす る ことが E ^して： g 者の 爲、 幸福で ある や 否や、 延ぃ てまた 滿鐵 自身の 爲、 利益で ある や 否やと いふ 懸 

念が 強く 余の 頭腦を 支配した ので ある。  - 

以上の 二つの 理由の 爲、 斷然 理事 就任 を 謝絶す る ことに 決心し、 一日 麻布 宫村 町の 後藤 邸 を 訪問して、 深く 好意 

を 謝しながら < 水の 決心 を 告げ、 滿鐵 理事の 問題 は玆に 一段落 を 見た ので ある。  ， 

かくして 濱ロ雄 幸 を滿鐵 理事に 拔き來 る こと は、 つ ひに 失收に 終った。 しかし 右の 濱 口の 囘顧錄 を 見ても、 伯が い 

かに 人物 を 愛する 心の 深 かりし か を、 觀取 する ことができる。 そして その 熟 意 は、 終に 人 を 感動せ しめす に はお かな 

かった。 

それ は 後に 伯が 第三 次 桂. s: 閣の遞 信 大臣と なった 時の ことに 關し、 濱 口が、 上記に 繽 いて、 その 「隨 感錄」 のなか 

に 次の やうに 記して ゐる によつ ても窥 ふこと がで きる。 

後藤 遞相 は、 親任 間 もな き 一日、 突然 八ぶ の 雜司ケ 谷の 寓居に 訪ね 来られ、 極めて 如 一 懐なる 態度 を 以て 余に 遞信 次 

官 たらむ こと を勸 めら れた。 

五 年 前滿鐵 理事 を辭 退した る 第一 の 理由 こそ 大體 消滅し たれ、 第二の 理由 はべ r 日 毫も 變化を 見ざる が 故に、 ベ フ：！： 

もまた 次官 を固辭 する を 以て 合理的と なすこと 勿論なる べき も 、令囘 は、 後藤 伯 の 五 年 前より 繼續 したる 知遇に 

感 すると 云 ふ 感情が 何處 から ともなく 湧き起りて、 終に 成敗 利鈍の 打算に 打 勝ち、 新藏 相に して 多年の 長 友た る 

若 機 氏と も、 金が 去る 後の 專賫局 のこと に 就いて 協議 を 遂げた る 上、 遂に 遞信 次官に 就任す る ことにな つたので： 


ある。 

i:、 ，说 しく 勅； s を 賜 はる 

伯が 正式に 南 滿洲鐵 道 株式 會社總 裁に 任ぜられ たの は、 明治 三十 九 年 十一. 月 十三 R であった" そして 一月 二十 六 = 

に は、 東京 基 餐敎徒 靑年會 館に 創立 總會が 開かれ、 この 席上に おいて、 寺內 委員長の 指 命に より 中橋德 五郎、 河 上 謹 

一、 瀧 兵 右衛門、 馬越恭 平、 岩下淸 周の 五名が 監事に 任命 せられた。 綾いて 寺內 委員長 は、 後藤 總裁、 中 村副總 裁、 

及び 各 理事 を 株主 一同に 紹介し、 この 時 伯 は 滿鐵總 裁と して、 次の 如き 趣 皆の 挨拔を 試みた。 

本社 ノ 事業 タル ャ、 其鐵 路ノミ 二 就 テ之ヲ 云 フモ、 關 係頗ル 廣且大 ナリ。 延長 僅-一七 百哩 一一 過 キス ト雖、 *1 界交 

通 機能 ノ 循環系統、 卽チ 世界 商業 的 大動脈 中ノ 枢要 部ヲ 占メ、 東洋 否、 世界 實業ノ 便 立 一一 供シ、 汎ク內 外人 ノ用 

ュ資ス ベ キノ 位 ffi 一一  在リ。 故 一一 本社 ノ鐵 道經營 方針 ハ、 啻 一一 我 政府 並 株主 各位 ノ意 3" 一一  副フノ ミナ ラス、 屮外實 

業家ノ 要望 一一 副 ハンコ トヲ カメ サル可 カラ ス。 殊 一一 淸國人 一一 對シテ ハ、 可成 其 協力 ヲ邀フ ル ノ 精神 ヲ 持シ、 此協 

カヲ 阻礙ス へキ淸 國人ノ 誤解 猜疑 ハ、 努メ テ之ヲ 排除 セサル へ カラス。 不肖 短 才能 ク如 上述 フル 所 ノ任ヲ 全 フス 

ル コトヲ 得ルャ 否、 自ラ 顧ミテ 關心 -ー堪 へ ス G 

抑々 本社 事業 ノ成 敗ハ、 獨リ 本社 ノ 利害 ノミ 一一 アラス、 實 一一 世界 實 業家ノ 幸、 不幸 ノ係ル 處ナリ 。將我 帝國國 

ノ榮辱 一一 係ル處 ナリ。 特 一一 戰ゅノ 勝收ノ ミヲ以 テ國； ノ 榮辱ヲ 定べケ ンャ。 不货此 重職 一一 當リ テ、 各方 面ノ後 

援ト 同情 トヲ 懇求ス ルハ、 特 一一 ー會 社ノ爲 一一 各位 ノ高 明ヲ累 サン ト欲 スルー ー非ス シテ、 各位 ノ 希望 ハ、 此國家 的 
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大事 業 二 對シテ 、囘 避ヲ許 ササル モノ アル コトヲ 信スレ ハナ リ。 .  〕 

これが 伯の 當 時の 意 氣 込みであった。 また 當時 滿鐵の 重要性 も、 伯の 說 ける 通りであった。  j 

伯が 總 裁に 任ぜられた 時、 特に 感激に 塔へ なかった こと は、 十一 十九 日、 長く も 明治天皇より 御 陪食 を 仰 付ら】 

れ、 また 御座所に 於いて 拜！ i 仰 付けられた 際、 親しく 左の 如き 意味の 御 一 百 葉 を 賜 はった ことで ある。  ； 

南滿洲 鐵道ノ 事業 ハ 困難-了 ンテ、 其關 係スル 所直大 ナリ。 十分 盡 カセム コトヲ 望ム。  j 

これ は 全く、 破格の 御 殊遇と 云 ふべ く、 後に 明治天皇の 御聖 德を拜 話せる 際、 伯は當 時の 感激 を 新たに して、 次 一 

の 如く 囘 顧して ゐる。 

1 

自分が 南 滿洲鐵 道 の 雜裁 になった と き —— 內 閣總理 大臣 は 西 圜寺公 であった が —— 隨分世 に勒 任と 云 ふ もの は あ 一 

る けれども、 特训に 御沙汰 を 蒙った ことに 付いて、 自分 は 感激 止まなかった ので ある。 此の 事 は單に 自分に 對 し！ 

てで はない。 n 本國： ^並びに 隣 國の國 民との 關 係と 云 ふこと に 付いて、 特に 御緣念 遊ばされ、 格段 深 il^ なる 御 注 一 

意 を 拂ひ給 ふ 叙 慮の 程 を窥ひ 奉る に 足る ことで はなから うか。 世に 親任 {R あり 勒 任せが ある。 けれども 辭， せ を拜一 

するとき に 御言 葉 を 賜 はると 云 ふこと は、 一； 几老は 姑ら く 措き、 他に は 殆どない ことで ある。 國務 大臣 親任のと き 一 

でも、 御言 葉 を 賜 はる こと はない ので あるが、 自分 は 滿洲鐵 道の 總裁を 仰 付けられた 後ち に、 拜謁を 賜うて、 其 j 

の 時 親しく 勒 語を拜 したので ある。 南滿洲 鐵道總 裁の 職務 は 頗る 重大の 任であって、 又 その 困難なる 事に 處 する 一 

に當 つて は、 深甚なる 注意 を 要する ことで ある、 殊に 三國關 係の 中點に 立って 居る ので あるから、 各國 民との 間 

の 意思の 疎通に 最も 便 {n:! を 得る やうに 努めなければ ならぬ、 と 云 ふ 御言 葉 を 親しく 拜受 した。 さう して 御 陪食 を： 


仰 付けられた。 實に M (例で ある。 是れは 勿論、 時の 總理 大臣が、 此の 事 を 重大と して 奏上 せられた 西！ i 土寸 公の 配 

もあった ことで あらう が、 ： 兀來容 に 斯様なる 事 を 御 許しに ならぬ。 尤も wi": 例に 屬 する 事で あるのに、 其の こ 

れを御 許しに なった の は、 全く 隣 國に對 する 重大 關係を 御 思 S されての 事で あらう。 斯 くまで 大御心 を 之れ に 注 

がれ 給 ふかと 恐察す る 時、 自分 は惶 懼に堪 へない ので、 今日に 至る まで 自分 は 深き 感動 を 蒙って 居る 譯 である。 

殊に 當 時の 南滿の 理事 は 別に 勅任と か 云 ふこと はなかった けれども、 初めて 任に 就いた 時には 宮中で 茶菓 を 賜つ 

た。 其の後に 至って は闕 下に 拜 伏して 親しく 報吿を 奏上す るの 光榮 さへ も御容 しにな つたので ある。 近来の 滿洲 

鐵 道が 營業的 になって 居る こと、 全く 同一視すべからざる ものが 當時 はあった ので あると、 自分 は 想像す るので 

ある。 現ん r に 於け る 滿洲關 係、 卽ち 支那、 露 西 亞關係 を 初め、 何事に つけて 自分が その 當 時の 事を考 へて 見る と- 

盡 して 及ばざる ことの 多き を 感じ、 何事 か 一 生の 中に 之れ を 補 はねば ならぬ と 始終 思って 居る 譯 である。 

この 時の 大帝の 御言 紫が、 伯の その後 幾 十 年に 亙る 東洋 政策の 极 本義と なった ので ある。 そして この 點 にっき、 伯 

は、 幸俱樂 部に おける 講演に おいて 次の 如く 語った。 

一 般の 領土 擴 張の 關 係より して 見ましても、 此の 南 滿洲鐵 道の こと は 等閑に 附 すべ からざる こと は 明かで ありま 

すが、 H 、の 外に 我が 帝 國は南 満洲に 於け る 特殊の 使命 を 持って 居る と. S 'して 宜しい のであります。 此の 事 は 私 は 

此處 でお 話 をす る爲 めに、 南 滿洲に 於け る 帝國の 特殊の 使命と 云 ふ 文字 を 組立て、 問題に して 巾ヒげ るので なく 

して、 是れは 事實は 全く さうな つて 居ります 譯で、 私が 初めて 滿洲鐵 道の 總裁 を拜命 するとき、 當 時の 總理 大臣 

から も 話が ありまして、 又 總裁拜 命の 際 陛下の 勑読 にも 此の 御沙汰 を拜 した 次第です。 鬼に 角 日本 帝國 の南滿 
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洲に 於け る 特殊の 使命と いふ ことが、 是れが 重大の 件であります。 玆に 私が 此の 文字 を 殊更に 持へ て 上げる の 

でない と 云 ふこと をお 斷り をし て 置きます。 

この 「南 滿洲に 於け る 帝國の 特殊の 使命」 を 達成 せんとて、 伯 は 今や 少壯氣 鋭の 幕僚 を 提げ、 任地に 赴かん とする 

ので ある。 

しかも その 時、 再び 彼等が 光榮と 感激に 堪 へなかった の は、 十二月 十九 日 午前 十 時 三十 分、 中 村剐總 裁、 國澤、 淸 

野、 久保田 (勝 美)、 犬 塚、 田 中、 久保田 (政 周)、 野々 村 各 理事が、 御座所に おいて 拜謁仰 付けられ、 畢 つて 別殿に お 

いて 茶菓 を 賜 はった ことで ある。 

蓋し 株式 會社 のま 役と して は、 先例の ない 破格の 光榮 であった。 

かくして 翌 二十日、 中 村副總 裁、 清 野、 久保田 (勝 美)、 犬 塚、 田 中、 久保田 (政 周)、 野々 村の 各 理事 は、 視察 及び 

引繼 準備の ため、 滿洲 出張の 途に 就いた。 途次 二十 二日、 中 村 副總裁 及び 久保田 (勝 美/ 田 中、 野々 村の 三 理事 は、 

伊勢大廟に 參拜 し、 玉垣 御門 內 において 禮拜 した。 この 玉垣 內參拜 の 光榮に 浴した とい ふこと も、 全く 特別の 取 計 ひ 

であった。 

屮村 副總裁 以下の 一行が、 大述に 著いた の は、 明治 三十 九 年 も 押しつ まった 十二月 二十 七 R であった。 

五、 社員に 對 する 激勵 

伯の 少壯 拔擢 主義 は、 果して 滿鐵 社內に 一道の 生氣を 流人せ しめた。 


伯 自身の^ 極 的 努力 主義 は、 これ 等壯年 者の 活動 愁と 相俟って、 滿洲經 營の新 事業に、 潑刺 たる 生氣と 躍動 を あた 

へた。  . 

滿鐵の ごとき 國家的 大事 業の 興廢 は、 一に かかって、 この 脈々 たる 生氣 が、 全面 を 支配す るか かに ある。 

-災に 伯 は、 上述せ る 「南 滿洲に 於け る 帝國の 特殊の 使命， 一 を、 直接 事に 當る 滿鐵 社員す ベての 胸に、 徹底せ しむる 

の 必要 を 感じた。 それ は ひとり、 彼等の 十； 氣 を作與 する のみなら す、 彼等 をして 不惜 身命の 努力 を 傾注せ しむる 所 W 

ともなる。  一 

,玆 において 伯 は、 滿洲に 赴任 後 まもな き 明治 四十 年 三月、 滿鐵の 社員 を 一堂に 集めて、 次の ごとき 訓 論を與 へて、 ， 

全社 員の 奮起 を 要請した。  •  一 

予カ 敬愛 スル 職員 諸お。  - 

お 南 滿洲鐵 道 株式 會社 ノ成リ 立チ、 ナラ ヒー 一 仕組 ミ 一一 付テ ハ、 予カ事 新シク コ 、 二 辯スル マテ モナ ク、 諸 一!;^  ノ疾ク 熟知 セラ ル、； 

トコ 。 ナリト 思フ。 ソモ ソモ當 會社ノ 事業 ノ極 メテ大 一一 シ テ、 我々 會 肚員ノ 責任 ノ極メ テ重キ コト、 オヨ ヒ 吾人 ノコ レー ー對 スルー 

悟ノ 一端 ハ、 昨年 十 一 月 二十 六日、 當 會社ノ 創立 總きノ 時 一一 於テモ 述へォ キタレ ハ、 定メ テ諸！ IJ^ ハ 當時ノ 新聞紙 等 -ー ヨリ テ、 一 

予カ此 ノコ トキ重大ナ ル責任ヲ；^3:フ 二 至" タ ル 次第 ト、 一 旦 引受 ケ タル 以上 ノ 固 キ 決心 トヲ諒 トセ ラレ タル ナ ラン。 サテ予 力 a 一 

ノ大ナ ル 事業 ヲ成 シ遂ケ ン コトヲ 決心 スルー I  (3 リ、 何 ノ賴ム トコロア ルカ ト問 フモ ノア ラハ、 予 ハ^チ-一、 - ^社員 タ ル 諸君 ノ 心 

ト カナリ ト答フ へ シ。 ソ ハ事 ヲ成ス -I 唯 人  一一 .；£ ル ヲ堅ク 信スレ ハナ リ" ユエ-一 諸君 ハ 上、 重役 ノ 地位 二 在ル人 ヨリ： 卜、 =1 給ヲ受 

ク ル者ニ 至ル マ テ、 予ノ 前  一一 ^リ ナ キ 忠赏ヲ チカ ヒ、 尤 モウ ルハシ キ 家族^ 親ミヲ 以テ互 二 相 結ヒ、 予 オヨ ヒ予ノ  友ヲ 中心 トー 

シテ、 仝 心 入， - カノ  助 ヲ與へ ラル 、 二於テ ハ、 コ ノ 重大 ナル 責任 ヲ 4- クシ、 剧家ォ ョ ヒ 同胞-一報 ュ ル ノ必ス シモ 難事 ナ ラサル ヲ 
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確信 ス。 

予ハ ra; ョ リ新 領土 タ ル臺灣 ト南滿 洲トヲ 同視 スル モノ  二 アラス。 シ カレ ト モ 我等 大和民族 ノ 愛^心 力 善ク到 *| ノ 住民 ノ 心ト 融和 

セ ラレ、 共-一幸 福 ヲ樂ム モノ ナルヲ 知ル。 コ レ 予カ實 驗ノ證 スル トコ n  ノ ミナ ラス、 赏 二 中外 ノ認メ テ毫モ 疑 ハ サル事 K ナリ „^ 

サレハ 諸君 力 ffi 洲 特殊 ノ 事情 ヲ解 釋シ、 特殊 ノ覺 «s ヲ以テ 事-ふ Z リ、 併セ テ^. 社ノ 5^ リ タルお as ト、 予ノ 心事 トヲ會 得セ ラル 

ル 一一 於テ ハ、 予カ^1!§>?;^卜憂ヲ分チ功ヲ與 -ー セ ント ス ル stf- ノ決シ テ空シ 力 ラサ ル ヲ 信ス。 予ハ諸1?;^ヲ0-ル 二 益友 プ以テ セント スル 

卜 同^ 一一 、 會社ノ 秩序 ヲ 維持 ス ル 爲メ、  君 -i 服從ノ 德ト、 忍耐/量 トヲ 求セサ ル ヲ 得ス。 諸君 ハ 地位 ヲ異 一一 シ 執ルト n  n  / 

職務 同シ カラス トイへ トモ、 互 一一 尊敬 ト友愛 トヲ以 テ相交 ハ リ、 ， ふ 々分限 ヲ 守 リテ其 職務 一一 勵マ ハ、 此ノ ィサ、 カノ 誤解 疑惑 

アルへ キ謂 レナ シ。 予ハ 一人 ソノ 處ヲ 得サル モノ アル モ、 自已ノ 過 チナリ トシ、 尤 モ予ノ 心カヲ 彼我 情意 ノ疏通 二  W ヰン トス。 

何ト ナ レ ハ 情意 ノ 不通 ハ自ッ 力 ラ.^ ：1 社ノ： H 的ヲ 阻害 シ、 予ノ志 一一 反スル コト殊 一一 大ナレ ハナ リ。 

諸君 ノ多數 ハ戰時 ヨリ 勤績セ ラレ、 ソノ功 勞ノ大 ナル、 今更 予ノ讚 g ヲ加フ ルヲ要 セサル 所、 別ケ テ 本年 glH:!  一  口 以後 ハ、 尋テ 

ゅグ ぼ 社 二 入 ラルへ キヲ 以テ、 今ノ 場合 一一 於 テ特ー 一 一 一 百 シォ カント スルハ 他事 一一 アラス。 近：： I 予ノ 耳-一達 セル 風聞 一一 ョレハ 常會社 

、ノ 引繼 前若ク ハ其 直後 一一 於テ大 一一 人員 ノ 淘汰 ヲ行 ハ ン トテ、 往々 ソノ 職-一安 ンセ サル者 ァリ卜 ノコ トナ ルカ、 果シ テ事 赏ナラ ハ 

是 レ甚キ 誤傳 ナリ。 仉 シ予ハ 歸遼 ヲ 望ムノ 少数者 ヲ强テ 引 §5  メン トス ル モノ 一一  アラス。 义 社内 風紀 ノ 爲- 一止 ムヲ得 スト スル トキ 

ハ、 必 スシモ 淘汰 ス ル 一一 睛蹐 スル モノー 一  アラス トイへ トモ、 苟モ 諸君 一一 シテ此 ニイ ヘル 、K- 旨 ヲ 體シ、 予ヲ 信シテ 大ナル 家族 ノ 一 

員 タル ヲ望マ ハ、 予ハ 容レテ 同舟 ノ好 伴侶 ト 爲シ、 一心 同 功ヲ希 フテ止 マサル モノ ナリ。 ォモ フニ 諸君 力 故鄉ヲ 離レ、 滿洲布 勤 

ノ職 一一 就 カル、 上ハ、 獻 身犧牲 ハ 常  一一 M 化 セ ラル、 トコ ロナ ラン。 サリ ナカラ 今ハ 戰時 一一 アラス 平和 ノ  n ナリ。 是 ヲ以テ 諸！？；？ パ 

能ク 時勢 卜 推 シ移ル ヲ忘ル へ カラ ス。 俩人ノ 品格、 卽 チ國ノ 品位 ナ レ ハ、 凡ン人 一一 接ス ル 一一 ハ 丁寧 懇切 ヲヒほ トシ、 職務-一 對シテ 

ハ廉ま 勤勉 ヲ專卜 セ ラル ヘシ。 諸君 ハ 勤務 一一 於 テロ々 外國人 -ー 接シ、 シカモ 互-一 一一 m 語 十分 一一 通シ難 キカュ H 一一、 内地-一布 リテ事 

ヲ執ル モノー ー比ス レハ、 其 苦 辛 一一 a フへカ ラサル モノ ァ ラン。 サレハ 終始 信義 ヲ 守リ、 他ノ心 ヲ已レ - 一推 シテ 遣憾 ナカ ラシ ムルャ 

ゥ努ム へ シ。 カク テ 諸君 ハ 何事 ヲ爲ス 一一 モ、 先 ッ# 社 事業 ノ上 一一 及ホ ス 影響 如何 ヲ考 へ、 予 力：：： 夜 諸お ト 休戚 ヲ 共-一 ス ル ノ誠ァ 


ルヲ 念ハ レン コトヲ 切 一一 望ム。 

かくして 们は 今や、 若き 希望 に 燃 ゆる 小 壯有爲 の 幕僚 を 左右 に從 へ、 その 意氣 に 感激 せる 全社 員の 努力 に 鞭ち つ つ 、 

一 路 大陸 經營の 大業へ と 慕 進 せんとす るので ある G 

六、 # 意 人の 苦惱 

伯の 滿鐵總 裁 就任 は、 各方 面から 大體に 好評 を 以て 迎 へられた。 植- ぉ地經 營に關 する 们の 力量 は、 臺灣 において 旣 

に 試驗濟 みであった。 兒玉將 軍 亡き あと、 彼 こそ はこの 難局に 當 るべき 唯 一人者で あると は、 伯の 政敵と 雖も、 認め 

ざる を ざる 事實 であった。 それ は當 時の 元老と 閣僚が、 總 出で 伯 を 推薦した る 事情に よっても、 容 にこれ を 察知 

し 得る。 

一般 國 K の腦 裏に も、 伯の * 灣 における 赫々 たる 功績が 未だ 4 マ 日の ことの 如くに 輝いて ゐた。 諸 新聞の 論調 も、 ま 

た 好感 を 以て、 伯を迎 へた。 しかも 海外の 諸 新聞が、 これ を 重要視し たこと は、 內 地の 新聞 以上であった。 伯の 滿鐵 

總裁 就任 內定の 報 一た び傳 はる や、 八月 十二 日、 ドレスデン ネル • アン ツァイ ゲル は 評して 臼く。 

臺灣 統治 に 依って 天下に 盛名 を 博した る ドクトル 後藤 新 平氏 は 南 滿洲鐵 道會社 の總 裁た る こと を 承 it:fS すべし と は 

一般に 信ぜら る k 所な り。 新 領土の 經營に 於て 發 揮せられ たる 澗 達なる 才幹と 自由なる 政策と は、 之を滿 洲新經 

營の 舞臺に 施さば、 能く 日本 及び 外國 人間の 感情 を 融和し、 最も 公平 圓 滑に 該會 社の 事業 を 決行し、 其の 施設 上 

に 於て 著大なる 成功 を 見る を 得べ し。 
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また 倫敦 H ンヂ 一一— ヤリング は、 伯の 南 滿洲鐵 道 會社總 裁 選任に 關し、 歡迎 の辭を 述べて 曰く。 

臺 灣經營 に 成功 せる 後藤 男 の 自由主義 は、 今後 南 滿洲鐵 道 の總 裁と して 叉發揮 せらる ベければ、 ョ 本の 滿洲鐵 道 

及び 商工 政策 は、 外人に 對 して 公平 均等 を 失 はざる を 信す。 

しかも 伯の 滿鐵總 裁 就任に 對 する 世評 は、 十一月、 そのいよ く 正式の 決定 を 見た る 後と いへ ども 變ら なかった。 

むしろ ますく 好評の 度 を 高く する の觀 があった。 當 時在滿 中の 上田 恭輔 は、 十一月 十六 日附の 私信に おいて、 伯に 

報じて 曰く。 

拜啓。 閣下の 今 囘の御 就職に つきて は、 兼て より 天下 衆庶の；^! ni して 注意 致せし 處とは 巾 せ、 一 昨日の {R 報に て 

發表 ありし 同時に、 再び 閣下の 御劳 名の 世界に 反響 せらる、 こと は、 ^ど 想像 以外に て、 在滿洲 の各國 代表の 領 

事の 如き は、 我 一にと 競うて 閣下の 御 任命 を 各自 本國 政府に 報吿 致し 候點 よりしても、 如何に 世界 列强は 閣下の 

一 擧 一 動に 關 して 注意 致し 居る か は 御 推 判の こと、 存候。 略言せば、 今囘 泰西 諸大 新聞の 閣下の 御 任命 を 披露 致 

すに 汲々 然た る は、 畢竞す る に 今後 の 男爵 閣下 は 世界の 後藤 男た るべき こと を 示した る もの か と存 候。 假 令ば 鼓 

に 封 人 致 候 切拔の 如き は、 歐洲の 政界の 覇王を 以て 任す る 白 耳 義のァ ンデパ ン ダン ス • ベ ルジ ー の 所論に て 候が、 

同 新聞 は 御 承知の 通 151! 々たる 小事に は 全く 頓著 せす、 全く 超然 主義の 新聞た るに も 不拘、 尙 閣下の 滿鐵總 裁を以 

て 大に其 人 を 得たり とし、 合せて 男爵 閣下の 臺灣に 於け る 御成功 を 賞揚 致し 居り 候。 又 或 新聞 の 如き は 閣下 を M 

して、 埃 及に 於け るク。 マ ー 卿と、 故セ、 ン— ルロ ー ヅを搗 き 混ぜた る 人物な りと 激賞 致し、 男に して 若し 露の ヒ 

ルコフ 公と 手 を 握り、 行動 を 共に せらる、 あらば、 極東の 交通 機關は 一躍して 大發 展を爲 し、 爲に 東亞の 政策 上 


に 一 大變 化を來 らしむ る あるべし とまで、 論及 致す もの も 有 之 候。 

併しながら、 上田の^ら した 斯 くの ごとき 好評の みが、 當 時の 伯の 身邊 の空氣 でなかった こと は、 何人も 想像す る 

に 難くない であらう。 

何等の 門地 背景な くして、 しかも 卓然 衆を拔 いて 破格の 榮進を 續け來 りたる 伯に 對 して は、 世上 痛烈なる 嫉視 反感 

を 抱きた る もの、 決して  一、 二ではなかった。 殊に 伯が 不思議なる 人間的 魅力 を もって、 一般 此 上の 人 氣を 集めつつ 

あった こと は、 同時に これ 等の 反感 者 をして、 ますく 深く 伯 を憎惡 せしめた。 

斯 くの ごとき 個人的 憎惡 嫉視の 情 は、 世上の 空人氣 より 遙 かに 根強く、 且つ 有力なる ものである。 人氣は 水上に 浮 

ベる 泡沫の ごとく、 忽ちに して 生じ、 忽ちに して 痕形 もな く 消え ゆく ものである。 これに 反し、 個人的 猜疑 一 M 感は表 

面に 現 はれす して、 久しく 蟠居 堆積し、 事毎に 人 を 傷け 害 ふ ものである。 

敏感なる 伯が、 これ 等の 陰險 なる 反對 者の ために、 如何に 多くの 苦杯 を 嘗め しめられつつ ありし か は、 次に 揭 ぐる 

文獻が これ を 物語って 餘り ある。 

一、 就任 以來 退讓に 返讓を 重ね、 唯 政府の 命令に 服 從をハ め、 靜に其 經過を 見る 三閱 月餘、 最早 將來の 爲默認 す 

ベから ざるの 期に 達したり。  - 

一、 就任 當 初より、 有識の 諸 友人 は、 其 就任 を 以て 大瞻 より 寧ろ 暴 擧 とし、 早晚 政府と 衝突して？^ 任の.^ む を 得 

ざるに 至るべし と、 再三 忠吿 する もの あり。 近頃に 到り、 本社 幹部 入滿 以來、 到底 滿洲 周圍の 事情 ハ、 總 裁の 

辭任を 催促す るなる へしと、 竊 かに 疑 ふ もの あるに 到りた る を 以て、 斷然南 滿洲鐵 道會社 事務所に 轉 居し、 此 
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等 疑念の 豫 防に 勤め、 社員と 共に 專心 一 意 社務 盡瘁 せんと 期し、 唯 奮 進 鼓舞に 力めたり。 然るに、  ， 

對淸 政策の 無能 無策 

對淸 政策の 不振 

ビ n カラチ ー の 壓迫 

官僚の 嫉妬 

陸海 軍の 專橫 

守舊 派の 無識 

菜然、 滿鐵總 裁の 地位 は、 花の みの 椅子で は 無かった ので ある。 麗 はしき 薔薇の 花の 蔭に は、 辛辣なる 刺が 群生し 

てゐ たので ある。 

この 覺 *1 は、 以て 伯の その 當時 における 心境の 一端 を 窺 ふに 足る ものが ある。 

かくの 如き 伯の 心情 は、 元老 閣臣 もまた 容易に 理解し 得る ところであった。 故に 伯が いよ-/ \ 渡 滿の途 に 上る や、 

明治 四十 年 五月 二十日 附、 ー兀老 井上馨 は、 伯に 書 を 寄せて 次の 如く 慰 さめ 且つ 勵 ました。 

刖後御 健康に て 御 安 著、 敬賀之 至に 御座 候。 御 滯關も 短時間に て 多少 遣憾千 萬に 奉存 候。 御 著 之 上 百事 御 多忙、 

幾重に も 御 推察 申 上 候。 種々 ナル混 雜叉者 多少 之 衝突 等、 御 不滿足 多々 可 有 之、 不如意 之點ぷ 裨 感情 を 生し 可. m. 

者、 幾重 も 御 察し 申 居候。 惟 M 此際 堪忍 之 二字 を 以，、 爲 邦家 御 盡カ奉 祈 候。 小生 も 乍老電 裏面より 御 助勢、 出來 

得る 限り 盡カ可 仕 候 間、 時ぶ 事情 等 犬 塚 又 者 田 中等に 被 仰 付 候而、 御 密報被 下候ハ  > 便利 歟 と奉存 候。 乍 併 干 # 


を 好 ミ候義 11 者 無 御座 候 間、 御 了察 奉 願 候 11 

また 七月 十五 n 附、 西 園 寺 首相 は、 次の 如く 書き送って、 「爲國 家 只々 御 忍耐」 を 1^ 望した。 

拜啓。 二通 貴 書 落手 候。 摟. -御 苦衷 遙 察-一 不堪 候 得 共、 爲國家 只々 御 忍耐 千 希 萬 望 候。 (中略) 猶又御 不便 之義モ 

候ハ、 >  、 直接 御中 遣 シ有之 度 候。 要 スルー 一 今日 ハ實 一一 大切 之 場合 一一 テ、 只管 御盡 カノ 程 祈 人 候。 右 ハ 不取敢 御 答 

迄如此 候。 草々 頓首。 

然り、 何事 も 唯 「國 家の ため」 である C およそ、 斯 くの 如く 四 園に 群がる 有象無象の 反感 妨害 を、 敢然と 克服して 

行く ことに 依っての み、 大陸 經營の 美 果は牧 め 得る の だ。 徒らに、 憤悶の 情を獨 語して 自慰す るに 止まる は、 大丈夫 

の 業で ない。 奈何 ぞ片々 たる 一身の 毀 響 褒貶の. 如き、 流水と ともに 看過し 去れば 足る。 ただ 問題 は、 この EE 家の 大使 

命 を、 如何にせば、 最善に 遂行し 得る だら うか、 とい ふこと である C 

玆に 於いて 伯 は、 自ら 筆 を 執って、 次の 如き 覺書を 記した。 

一、 露國東 淸鐵道 經營の 藤史に 鑑み、 淸國國 民の 民情に 徵し、 且戰 後の 餘響を 受け、 帝 國殖ぉ 政策の 成功 を 期す 

るに は、 日本一 流の 人た る 資格 ある もの を 以て 總裁 とせられされ は、 萬般の 施設 國 家に 不利な り。 隨而 內外紛 

雜を 排除す るの 威望な かるへ からす。 淸 國由來 名門 を 好む。 總 裁の 撰 小生 辈敢 て當 るへ き處に 非ざる なり。 是 

當初總 裁 就任 辭退 せし 所以な り C 畢竞 小生 か 親任 遇の 极據 も此に w す。 徒  一一 K 力し 而功 少なき は侗 人と して ハ 

忍 ふへ きも、 國家 として ハ忍 ふへから ざるな り。 况んゃ 列國競 ij 小の 大事 業に 當るを や。 

一、 當初南 滿經營 は 共に 官民の 間に 重要視せられ たり。 新 平 就職と 定まる 日より、 漸く 今日に 到りて、 輕忽に 付 
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せらる k の 傾な きに あらす。 是新平 微力 躬ら 揣ら す、 敢て國 家の 大事に 當る へき 總裁を 輕卒に 引受けた るか 爲 

に、 旣に總 裁なる もの 丄具價 を 落した るな らん。 此總裁 は韓國 統監と 其實輕 重の 差な き 人 を 要し、 其 事 體の廣 

狹難 -に 到りて は、 之に 勝 さる も 其 下に あらす。 然るに 今日 新 平 就職と なりし か爲 に、 所謂 人ニ對 して 厚き 待 

遇の 不可 を 聞く に 到りた るな り。 もし 朝野 をして、 如 此く此 事業 を輕視 せしめた る こと ありと せハ、 是 誰の 罪 

そ。 實に新 平 微力 不德に 在る を悔 ゆ。 若し 苟 合に 流れ 他 ョ此過 を 再 ひすへ からす。 國家 之爲め 赤誠 を 叶 • 露し、 

首相 始め 諸 公 か、 親任れ 以上の 人 を 用 ゆるの 不可な りと する の 誤解 を！！ めさる へからす。 且 左の 三 案 を 提出し 

て 裁擇を 仰かん とす。 

第一 案  . 

一、 副總 裁と して 新 平 就職し 顧問 を 兼ね、 總 裁に は 

桂 伯 井上 伯 松 方 伯 野 村 子 芳川子 

の 中より 就職 之 事。 

但 中村是 公に は副總 裁の 內諾を 得 置きた る 故、 更に理事として就職を勸？：^^？すること。 

理事 其 他 勿論 總 裁に 於て 前日 撰 定交涉 之 分 取消 別に 撰定 せらる へ き 事。 

第二 案 

一 、 顧問と して 親任 待遇 を 賜 ふ へ き 事 


第三 案 

一、 總裁 のみに て 顧問 兼任せ さる 事 

この 覺書 は、 その 內容 より 推して、 明治 三十 九 年末の ものと 思 はれる。 抑 も 伯が 總裁 就任に あたり、 >^^望條件とし 

て、 滿鐵總 裁の 親任 待遇 を 要求せ る こと は、 前述 (第一 節 六) の 通りで ある 。然るに この X が 望條件 は、 延引に 延引 を 重 

ねて、 結 iS 實 現せられ なかった。 然 らば 何故に、 その 條 件が 實 現せられ なかった ので あらう か。 しかし それ は 改めて 

說 くまで もな く、 自ら 明白な ことであった。 伯 は その 事情に 顧みて、 つ ひに 右の 三 案 を 提議 せんと 欲する に 至った も 

ので ある こと は 明かで あるが、 果して 伯が 右の 三 案 を、 ー兀老 或は 首相に 呈し、 その 決意 を 促したり しゃ 否、 若し 提出 

したりと せば、 これにつ いて 如何なる 應對 あり、 しゃ は、 一切 不明で ある。 

ただ 一つ 明かなる 事實 は、 この 三 案と も A つ ひに 元老 首相の 容 るると ころと ならなかった ことで ある。 

しかし 伯 は、 最後まで、 この 覺 書に 現 はれた る考 へは棄 てなかった C そして これが 後に 至って、 伯の r 關 東都 #府 

せ 制 改革案」 となって 現 はれた こと は、 後述す る 通りで ある。 

七、 満鐡と 都督 府 との 連鎖 

滿洲 における 三頭政治の 弊害と いふ こと は、 伯が 滿鐵總 裁 就任 前より 夙く も豫 見した ところで あり、 伯が 常に 植 

地經營 機關の 統一 を 力 說し來 つたこと は、 上に 縷述 せる 通りで ある。 伯が 滿鐵總 裁 を 以て、 關 東都 府 顧問 を 兼ねた 

の は、 せめて 二 頭の 間に 一味 相 通す ると ころ あらし めんとの、 一時的 便法であった。 
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第二 節 大陸 經營 の 陣容  七 ニニ 

然しながら、 大陸に おける 完全なる 統制 的 經營を 主張す る 伯が、 斯 くの ごとき 便法で 滿足 する 苦はなかった。 特に 

南 滿洲鐵 道 株式 會 社と 關 東都 督府と は、 その 關 係が デリ ケ— ト である だけ、 それだけ 密接なる 聯關を 痛感す る ことが 

深かった。 

滿 鐵副總 裁た る 中 村是公 をして、 關 東都 督府 民政長官 を 兼ねし める とい ふ計畫 は、 そのために 目論まれ たる もので 

ある。 

この 目的の ために、 伯が 形式 上 採った 第一 の 手段 は、 一時 中村是 公の 滿鐵副 總裁を 免じて、 關 東都 督府 民政長官に 

轉 任せし め、 そして 同時に、 都督 府 民政長官 中 村是公 をして、 滿鐵 -1 總 裁の 事務 取扱 を囑 託した ことであった。 それ 

は 明治 四十 年 四月 一 一十 五日の ことであった。 そして かくの ごとく 決定せ る 所以 は 「南 滿洲鐵 道 株式 會社十 年史」 ( 一 二 

五 ー 一二 六 頁) に 據れば 次の 通りであった。 

之レ ヨリ 先キ、 民政長官 ヲシテ 副 總裁ヲ 兼職 セシム ルノ當 否 一一 付議 論 アリシ ガ、 結局 官吏 服務 規徐ノ 制限 ハ、 當 

會社 ノ如キ 一 般 商事 會社ト 其 性質 ヲ異 一一 ス ルヲ 以テ、 絕對的 一一 禁止 セラ ル、 モノー ーァラ スト ノ 見解 ト、 關東 都督 

府ハ 一 一一 南滿 洲ノ經 營ノ爲 一一 活動 シ、 南 滿洲ノ 經營ハ 鐵道ヲ 中心 トス ルハ 勿論 一丁 ンテ、 從テ 都督 府ト會 社 トノ關 

係ハ 密接 離ル へ 力 ラサル モノ アル ヲ以 テ、 政策 上且 便宜上 其 兼職 ヲ至 當ナ. ^トシ テ、 此 任命 ヲ見ル 一一 至レル モノ 

トス 0 

この 時 首相、 外相、 遞相、 陸相の 間に、 次の 通り 決議が あった 旨、 外相から 通牒し 来った。 . 

一、 政府 ハ南 滿洲經 營ノ特 一一 重大 ナルヲ 認メ、 乃 チ南滿 洲鐵道 株式 會社副 總裁中 村 是公ヲ 簡抜 シ、 關 東都^ 府民 


政 長官 タ ラシ ムル コト。 

一、 民政 長 タル 中村是 公ハ、 關 東都 督ノ認 諾ヲ 得、 且ッ南 滿洲鐵 道 株式 會社總 裁 ノ依顿 -IH リ、 同會社 副總裁 

ノ 事務 ヲ 取扱 フ へキ コト。  " 

一、 屮村是 公 力 南 滿洲鐵 道 株式 會社副 總裁ノ 事務 ヲ 取扱 フハ、 單-ー 會社內 一一 止リ、 外 一一 對シ テハ副 總裁ヲ 缺位ト 

スへ キコト -0 

一、 中 村 是公ハ 南 滿洲鐵 道 株式 會社副 總裁ノ 事務 ヲ取极 フク メ、 同會社 ヨリ 一箇年 金 〇〇圓 ヨリ 少 カラス、 金 〇 

〇 圓 ヨリ 多 カラ サ ル 割合 ヲ以テ 報酬 ヲ受ク へキ コト。 

然しながら、 第三 項に 記せる ごとく、 滿鐵. 釗總 裁の 地位 を、 外に 對 して 缺 位に するとい ふこと は、 實際上 多くの 不 

便 を 免れなかった。 そこで 伯 は、 滿鐵總 裁の 名 を 以て、 次の 願書 を 大島關 東 都督に 呈出し、 名實 ともに 中 村副總 裁の 

都督 府： K 政 長官 兼任 を實 現せん と 計 つ た。 

願書 

從來 本ノぽ 社-一 於 テハ、 關 東都 督府 民政長官 中 村 是公氏 一一 副總裁 事務 ヲ^ 託シ、 K 際 一一 於テ副 總裁ノ 職務 ヲ執 ラシ メ、 政府 ノ御方 

針 一一 從ヒ、 名 プ捨テ K ヲ 取リ、 _ ^務 社業 ノ 一  致ヲ旨 トシ、 満洲 ノ經營  一 I 齟齬 ナカラ ン n トヲ期 シ來リ 候。 然ル 一一 本會 社- 1 對ス ル 

政府 ノ 命令書 並 -I 本 會社ノ 定款-一依 レバ、 本せ 社ヲ 代表 ス ル /權 K アル 者ハ總 裁-一 シテ、 若 シ總裁 亊故ァ リテ其 職 ヲ執ル n ト m 

ハサ ル トキ ハ、 副總 裁之ヲ 代理 ス ル事ト 相 成 居候- 1、 現今 ノ狀 態-一 於テ ハ、 中 村 氏ハ會 社内-一 於 テ副總 裁 ノ赏務 ヲ執ル -ー ハ、 敢 

テ支障 無 之 候へ 共、 表面上 副 總裁ノ 名義 之 ナキヲ 以テ、 外部 一一 對シ 總裁ヲ 代理 シ會 社ヲ 代表 スル ノ權限 ナク、 從テ總 ノ召 第、 

官憲 トノ 交渉 等 一一 際シ、 總裁 -ー 事故 ァリテ 親ラ其 任務 ヲ執ル コト能 ハサ ル 場合 一一 ハ、 何人 モ之 一一 代リ 會社ヲ 代表 ス ルノ 任-一 9 
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第二 節 大陸 經營 2 陣容  七 二 四 

得 ル者ナ キノ 貸 情-一有 之、 き 社 ノ營業 上 支障 挱 カラス。 去レ ハトテ 新 一一 別人 ヲ以テ 副總裁 ト爲ス 一一 於テ ハ、 府務 社業 ノ 一  致 協和 

ヲ旨 トス ル 政府 ノ御 方針-一反 悖 スルー 一至 ルへク 候へ ハ、 此際 何卒 中 村 氏 一一 本會社 副總裁 兼務 被 仰 付 候樣、 御 進 達 相 成 度、 此段率 

願 候 也。 

これに 對 して、 大島 都督から は、 次の 通り 承諾の 意 を 表して、 林 外務大臣に 宛て 中 請す ると ころがあった。 

南 滿洲鐵 道 株式 舍社總 裁 男爵 後藤 新 平 ョ リ别紙 願 出ノ趣 審議 ヲ遂ケ 候處、 願書 開陳 ノ桌情 ハ巳ム コトヲ 得サル モノ ト認メ ラ レ、 

且官規 上 ヨリ 觀ル モ、 民政長官 ト副總 裁トヲ 兼任 ス ルコ トハ、 官吏 服務 規律 第七條 ノ解釋 上、 事務 ノ 都合-一依 リテ ハ敢テ 支障 ナ 

キモ ノト 思考 被 致 候 ノ ミナ ラス、 此事ハ 事赏上 ハ 現今 一一 於 テモ旣  一一 ^託 ノ 名義 ヲ以 テ 赏行致 シ 來リ 居候 儀 -ー 有 之 候 へ ハ 、 今 公 一一 

副 總裁ノ 名義 ヲ附ス ル事ト 相 成 候モ、 執務 上 亳モ差 支 無 之事ト 思考 致 候 問、 願 出ノ通 御内 申 相 成 候 樣致度 此段得 貴意 候 也。 

然るに この 願意 はつひに 聽き屆 けられなかった。 のみなら す 民政 長 {n として は 旅 順に、 副總裁 事務 取扱と して は大 

連に、 隔日に 勤務 するとい ふこと は、 不便 少なから ざる ことであった ので、 伯 もつ ひに、 ぼ 者の 兼任 を斷 念せ ざる を 

得なかった。 そして 明治 四十 一年 五月 十六 日に、 中 村 是公は 再び 副 總裁專 任と なる に 至った ので ある。 

猶ほ伯 は、 明治 四十 年 八月 十七 日、 理事 久保田 政 周 をして、 關 東都 督府 警務 課長 事務 取扱 を 兼務せ しむる ことに 成 

功した。 これ は 中 村副總 裁の 政 長 {R 兼任と 共に、 滿鐵と 都督 府 との 密接なる 連絡に、 役立つ ことが 少なくなかった 

やうに 見えた。 しかし これ も 明治 四十 一年 一月 十日、 官制 改正と 共に 廢止 になった。 

八、 満鐡 使命に 關 する 請 問  • 

後藤 總 裁の 都^ 府 顧問、 中 村副總 裁の 都酱府 民政 長. >^、 久保田 (政 周) 理事の 都督 府 警務 課長 兼任 は、 この 大陸 經營 


の 二 大機關 の 間に、 緊密なる 速 絡 を 設定し、 所謂 三頭政治の 弊害 を 是正す るに 多大の 貢 獻を爲 せる やに 見えた。 

^し 乍ら、 かくの 如き は 要するに 一時の 彌縫 手段に 止まり、 到底 永久 的に 此の 制度 上の 缺陷を 補 ひて、 帝 1: の 大陸 

經營 を效果 的なら しむる 所以ではなかった" 卽ち曩 に、 故 兒玉將 軍と ともに 談 じたる、 東印度會社設立の主^！：；と相距 

る 遠き ものが あった。 

故に 聖上の 優； ^を體 して、 朔 北の 天地に 身命 を 賭せん と意氣 込んで ゐた们 として は、 かかる-;;^ 依 的分權 制度の た 

めに、 日露 戰 役の 國民的 努力の 結實の 妨害 せらる る こと を、 愤 もし 憂慮 もした。 

殊に 们 をして 慷慨せ しめたの は、 中央政府の 無理解であった。 政府が 滿洲 政策に 熱意と 認識と を缺 いた ことが、 そ 

の 冷淡 無關 心と なって 現 はれた ので ある。 . 

當時 伯が、 ザラ 紙の 洋紙に、 赤 インク を もって 記した 次の やうな メモが 殘 つて 居る。 以て 當 時の 们の 心中 を 窺 ふに 

足る であらう。 

0  0  ビュ 1 に —クー フシ— 

滿 洲經營 一一 屬ス ル 望ハ大 ナリ。 然レト モ其權 限 ヲ委ス ル 一一 至テ ハ、 何時 モん G 僚 政治 ノ弊 一一 陷リ、 委任 ヲ 制限 セ ン 

トス ルノ 倾向ヲ 免 レス。 而シテ 此等ノ 徒 ハ、 眞 一一 經營ノ 大計 內 一一 定リ、 大略 外 一一 立ッ モノ ナク、 況 ン ャ實際 事 二 

當ルノ カナ ク、 漫然 紛議 ヲ試ム ルー 一過 キサ ルハ、 小生 ノ深 ク遣憾 トス ル處 ナリ。 

公法 的ト ス ル カ將 私法 的 社 圑ト看 傚 ス 力。 

特許 一一 依ル 義務 ヲ負 擔スル 一一 最モ 適當セ ル モノ ハ、 公法 上 ノ社團 タル コ トノ 說ハ旣 一一 知ル モ、 殊 5- 一一 私法 上ノ社 

團 トシ タルカ 如何。 
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第二 節 大陸 經營の 陣容  七 二 六 

本社 ハ 公法 上ノ 殖民 會社 以上 一一 國家的 機關ノ 中 一一 近接 シ、 否 其 組織 中 一一 人 ラサルへ カラス。 

そして これらの 問題 を 提げて、 伯が 敢て 中央政府に 問 はんと 欲した ものが 一， 帝 國殖ぉ 政策 上 南 滿洲鐵 道會社 本分 如 

何 ノ認明 二 關スル 請 問」 であった。 

この 請 問に は、 「左 書ハ內 閣總理 大臣、 外務大臣、 大藏 大臣、 遞信 大臣 ノ省 閱ヲ f? フ へ キカ爲 一一 起 ilr ン タルモ ノナ 

リ」 と、 朱書して ゐる。 これ だけで は、 その 當時、 事實 この fi 問 11 曰を發 したる ものな り や、 或は 起草せ しに 止まった 

のか、 不明で ある。 しかし 何れにしても、 以て 伯の その 當 時の 心情 を 窺 ふに 足る。 

請 問 は、 相當 露骨に、 伯の 忿懣の 情 を披爾 して ゐる。 ま づ筆を 起して 曰く。 

南 滿洲鐵 道，^ U 社 ノ輕重 ハ、 之 ヲ帝^ 难： JJ^ 政策 ノ上 ヨリ 见テ、 常然 何等 ノ地步 ヲ占ム へキ モノ ナル ャ。 是 レ蓋シ 政府 ョ リ之 ヲ云フ 

モ、 將タ會 社 ヨリ ス ル モ、 我 カ滿洲 營 方策 大段ノ 由 リテ定 マ ル へ キ 先決 ノ 問題 ナリ。 然ル 一一 某 力 之 ヲ# 社 裁-一 承ケ シ ヨリ 以 

來、 時 e: 未 タ深カ ラサル 一一、 政府 カ會社 ヲ視ル 所以 ノ意 一 冷 一 熱、 赏 輕薄 ヲ極ム ル コ トヲ 感受 セリ。 是レ固 ヨリ 閣下 高見 ノ然 

ラシ ムル 所-一 非 サルへ キハ、 某 ノ深ク 信賴 スル 所ナレ トモ、 而モ 政府 官^  ノ 所見 二 シテ此 ノ如キ モノ 多 キノ 事 K  二  K ミレ ハ、 滿 

洲戒 K 事業 ノ將來 ノ爲- 一 危疑 一一 堪へ サル モノ ァリ。 抑 此等ノ 事情、 ノ、  社 創立 委員.！ 3 ノ顷 ヨリ シテ、 旣 一一 某ノ 憂慮 ヲ懐キ タル 所 

ナ リシ 一一 拘 ハラス、 今 口-一 抵ルマ テ猶此 未了 ノ 疑問 -ー 逢 著 スルヲ 免 レサ ル ハ遣 憾ノ至 ナリ。 

かう して、 伯 は 劈頭、 政府の r 實 一一 輕薄 ヲ極ム ル コ ト」 を慨 したる 後、 一 轉 して、 

然レ トモ 由來难 民政 策 ノ我國 一一 於ケ ルャ、 殊  一一 1^ 驗ノ 初期-一 屬ス ルノ ミナ ラス、 滿洲經 ノ大 問題 ノ如 キ、 或ハ 一朝 一一 シテ 老成 

的實 ノ 査 ヲ 朝野 輿論 一一 求メ 難キモ ノア ラン。 某ノ 政府 常 局 者 一一 望ム 听ハ、 蓋 シ多キ 一一 在 ラサ ルナ リ。. 麼ク ^家滿 洲雜營 / 初 意 

ヲ 把持 シ テ 、 物情 ノ 輕浮 -ー 流蕩 セラ レサ ルー 一 ァリ。 


と爲 して、 先づ 次の 如く、 滿鐵创 立の 由来より 說き 起した。 

今 ゆ； g フ 少 シ ク 其本 ヲ 尋 ^^ ン " 滿洲 問題 カ故兒 玉大將 ノ肩預 -ー懸 リシ 日- 1 於テ、 某ノ 進 一一 a セシ 听ハ、 敏道 ヲ以テ ^！洲！？拓方策 / セ 

幹ト ナシ、 並-一之 ヲ國家 直接 下 一-置 ク - 一布 リ" 幸 一一 大將ノ 同意 ス ル 听トナ リキ。 而シ テ戰後 ポ-ッ マ ス條： ，3> 紡 *、  <«! 社 

枳緣ノ 方按 ヲ採ラ ル 、 - 一至 リシ モ、 鐵道、 モ榦ノ 方針 -ー 至" テ ハ 、 朝野/ 同認シ テ 變セサ リシ 听+ リ C 

其 後大將 力， w 社 1^ 膂間 題ヲ以 テ垂間 セラ レ シ時、 某/答 へ シ听 ハ、 大特 特二參 謀 總長ノ 地位 ヲ以テ 創立 委員 は- KM ラ ん、 モ、 

是レ 唯一 時 ノ權立 一一 過 キス、 時論 -ー ハ 成 見 ナク、 局面 一一 ハ 展開 ァリ、 旣 一一 時望ヲ J«I_: ヒ テ大將 一一 代 ハルへ キ モノ ヲ見ス 、誰 カ敢テ 

群疑ヲ 排シ、 來兹 ヲ保ス ルモ ノア ラン ャト 云フ 二 在 リキ。 

大將某 ヲ耍ス ル 一一 、 某カ自 ラ仵シ テ 問題解決 ノ重キ 二 常 ラン コ卜ヲ 以テセ ラレ タリ。 之ヲ 情 - 一考 フル  一一 、 ^論 徒ラ - ー滿洲 問題 

-I 急ナレ トモ、 其 K 地終眢 一一 對シ テハ、 函 家果シ テ 何等 ノ效功 ヲ豫期 ス へキ モノ ナリヤ、 將タ之カ爲 一一 何等ノ地^！^ヲ供 へ 保はヲ 

與 フへキ モノ  +ルャ ，1 至リ テハ、 一 モ定按 アル ナシ 。某 之 カ爲ー I 昨年 初夏 謁ヲ 閣下  一 I 取リ、 質ス 此疑 ヲ以テ シ タリ キ。 謂へ ラ 

ク。 滿洲ノ 事 若シ鐵 道ヲ營 業シ、 炭缋ヲ 採掘 シ、 利益 ヲ 商務-一 收ム へ キ 二 止ラ ハ、 世上 自ラ 能事 ノ人 ァラ ン、 若 シ而上 更-ー 殖民 

政策 ノ^ 家 問題 ァリ トセ ハ、 國家 {且 シク先 ッ自ラ 一 著ノ定 籌ァ ル ヲ要ス ヘシ、 是レ兒 玉 大將ノ 位 望ヲ以 テス ル モ^？決ヲ常局 -ー 取 

ル能 ハサ ル所 ナリ、 況ンャ 某 一一 於テ ヲャ、 菲才 必ス其 任- -堪へ サル へキナ リト。 閣 ド敎フ ル -1、 滿洲ノ 事、 商利 以外-一別 二、 題 

アル ヲ以 テシ、 某-一 煑ムル -1 須ラ ク身ヲ 致シテ 任-一 ル へキヲ 以テセ ラレ タリ。 然レ トモ 政府 畢竟 會肚 二許ス 一一 何等 / 1： 家的權 

能ヲ 以テセ ラルへ キヤ-一 關シ テハ、 當時尙 未タ成 言ヲ賜 ハラ サリ キ。 兒 玉大將 力 二 薨シ、 滿洲 問題解決 ノ 要 愈 迫 レ リ。 某. 以爲 

ラク。 今：： T  ノ 事徒ラ ーー帷幄-ー衆？^ュ。シテ遺策ナカラ ン コ トヲ求ム ル モ、 寧 n 議論 ヲ滋 蔓シテ 要領 ヲ得 サル -I 幾 カラン、 但 鐵 遊、. 卜-幹 

ノ大 方針- 1 至リテ ハ旣 一一 朝野 同認 ノ在ル ァリ、 爾餘ノ 問題 ハ事 一一 赏リ テ勢ヲ 導クノ 外、 恐ラク ハ他計 アル ナント。 某 カ敢テ 現職 

一一 リ シ 听以ノ 事理 此ノ 如シ C  ^來ノ 消息 ハ 亦！：； 一一  閣 ドノ 之 ヲ審カ -ーセ ラル、 听 ナリ。 

事實、 滿鐵创 立の 由來、 並びに その 際 伯に 與 へたる 西 園 寺 首相の 言質 は、 伯の 上段に 說く 通りであった。 獨り 首相 
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の 言質の みならす、 それ は 國家的 輿論で あつたの だ。 殊に 明治 大帝が、 特に 後藤 總 裁に 拜謁を 賜 ひ、 勅へ 一！^ を 賜 はり 

たる こと は、 伯 以下 滿鐵當 業者の 感激 措く 能 はざる ところであった。 

然るに その後の 推移 は 如何。 

伯 は 語を續 け、 慷慨して 言 ふ。 

赏時輿 情滿洲 ra: 题 ヲ視ル ノ盧 キ、 借 令 ヒ^ 家ヲ シ テ幾 多ノ宽 累ヲ； 53： ハシム ルモ、 必ス 之 力 解決 ヲ期セ ン トス ル 一一 ぉリ シ n トハ 

ヲ俟タ ス。 某ノ. e リテ 恃ム所 モ亦此 二お リキ。 而ル 二ぎ 社 粗 織 僅 力 二 成ル ノ後、 此情 形忽チ 變シ、 時論 末節-一 蔽ハ レテ初 意ヲ忘 

レ、 某 ヲシテ 失望 セシ ム ルコトー 一 I シ テ足ラ ス。 政府 ノ 俗吏 ノ如キ ハ、 暦々 焉 トシ テ 會社ノ 職員 待遇 ヲ^ 嫉シ、 內地 官制 ノ繩墨 

ヲ執リ テ倒マ 一一 殖：^^ 地 V. 權銜 セント スル モノ ァリ。 シキハ 常 路爲政 者 一一 至 ル マテ、 單純 ナ ル 商事 舍 社お：： 顼 ノ成 法ヲ抉 ミ テ 、 南 

滿洲鐵 道 會肚ヲ 制裁 セント 擬スル ァリ。 夫 レ內國 商務 ノ成 法、 政府 ノ 官制 力、 其 制定 本來 殖民 政策 上ノ 必耍ト 何等/ 關係ナ カリ 

シ モノ ナル n ト ヲ哲ミ ル ノ明ナ クシ テ、 却テ 會社ヲ シ テ功ヲ 殖民 事業 一一 收メ、 其 職員 ヲ シ テ樂ン テ其職 一一 獻身セ シ メント 欲スル 

力 如 キノ 謬見 ハ、 畢竟 殖民 政策 上-一 於ケ ル霧識 無 驗ノ 俗論-一 出 タル 一一 過 キサル へ シ ト雖、 乖謬ノ甚シキ適、、滿洲問題前ゾ^,;!ノ失 

敗ヲ促 カス 一一 足ル モノ ナリ。 

かくの 如く、 滿鐵經 營に對 する 中央の 無理解、 惹 いて は その 妨害の 一例と して、 伯の 擧 げたる ところ は、 職員 待遇 

問題の 一 だけであった。 しかし 伯の 滿鐵總 裁 就任 以來、 滿鐵の 上に^ 集せ る 各方 面の 妨害 干涉は ひとり それだけに 止 

まらなかった。 それ は前揭 伯の メモに も、 列擧 された る 通りで ある。 

然 らば それ は 何に 基く か。 

その 极本 は、 滿洲に 於け る帝國 特殊の 使命と、 帝國に 於け る滿鐵 特殊の 地位と を、 忘却した るに 基く。 


然 らば 事實上 他の 列強が、 植民 會社を 遇する の 道 はどうで あるか。 「請 問」 は績 けて 記して；：： く。 

世界 列 ^敏 民 的 智識/進 歩ハ、 ； i 史的 3^ 驗ヲ 積ミ來 リテ、 復タ 昔日 ノ情 々 -ー 非 フ、。 其殖 K せ社ノ 設置-一 於ケ ルャ、 舊 昨社闹 法人 

株式 >W3 杜ト シ テ K 法 商法 上 一 般 制裁 ノ. ト 二 立タシ メタル ノ 非十ル n トハ、 業 ビ - 一 認定 セ ラレ、 獨逸敏 民 制度 一一 於ケ ルカ 如 キハ、 

離 民， 社 ナル モノ ハ， 4- ク 特別法 - 一由 リテ 其 分限 ヲ 規定 七 ラレ、 せ 社 ハ 内閣 首相 S 接 監督 ノ： 卜-一 置 カレ、 國家 ハ 經濟上 政治 上 保 

ヲ> ^社 -ー與 フルト 共-一、 會瓧モ 亦 自家 ノ眘利 間 題 以上 -- 於テ、 ^家殖；^^政策ノ=的 一一 副フへ キ 義務 ヲ负フ モノ トス。 故- 1  - 一 

ぉリ テハ、 社組綠 契約-一 於ケル 私法 上ノ 義務 タリ シ モノ ハ、 今 ャ！： 家ノ 行政 行 一， E レ. ル 公法 上ノ 義務 トナ リ、 お 社 ノ横利 能 

カハ W チ  一一 ^家 ノ權 能ト相 聯結ス ル 一一 至リ タリ。 

獨 逸の 植尺會 社 を 遇する やかく の 如し。 然るに 帝國 政府 官憲の 滿 鐵に對 する 態度 は 如何。 ここに 於いて 伯 は 一 流の 

^！伸古を^って次の如く痛篤したのでぁった。 . 

我ガ 政府 官憲 ノ 間-一 於ケル 殖民 的 智識/程度 ハ、 槪ス ル  一丁 Ci 甚 幼稚 ナル モノ 一一  シテ、 殖民 地 問題 ヲ議ス ルャ、 大略 校^,！./ 打 

銘-材 新 タナル 法理 論ト、 内地 守成 ノ 形式 惟 レ构ハ ル膠 柱說ト - 一過 キス。 世界一 一 於 ケル殖 K 的 識ト其 法理 的 講究 トノ 逝步 H  二 新 

タナ ルハ、 彼等 ノ能ク 追 * スル所 一一 非ス。 例 之 獨逸法 ヲ講ス ルノ士 一一  シテ、 殖民 會社ノ 公法 的 社阒タ ラサルへ 力 ラサル コト ヲ歸 

納ス へ キ理 論及 事 赏ノ何 タル ヲ知 ラサル モノ ァリ、 彼等 ハ唯 東印度 會 社ノ舊 * ヲ談 シテ、 近代 法理 ノ許サ 、 ル應史 ノ鏽癍 ナリト 

間キシ n トヲ記 惊スル ノミ。 喊 民 制度 講究 ノ 最新 钴論 一一 於ケ ル 公法 社圑、 義 殖民 會社說 /如 キ、 彼等-取" テ 恐 ラ クハ咄 々ノぉ 

事 タラサ ルコト 能 ハス。 況ンャ 我 カ滿洲 經營ナ ル複雜 問題 ノ底ョ リ シ テ、 彼ノ 私法 論 公法 論上更 一 H ノ 添加 ヲ要ス へ キ新硫 民 

食 社 組織 ノ 終-一 已ムへ 力 ラサ ル听以 ノ論素 ヲ转出 セ ン カ如キ 一一 於テ ヲャ。 概スル 一一 今 rn 官僚 者流ノ 殖民 論ハ、 一 卷法學 通論 ノ^ 

模ヲ 脫セス C 其 是非 スル 所ハ 書生 討論 會ノ 勝負 一一 過 キス。 頓ヲ中央政^^ノ机上 一一 襟へ テ、 空談 喧々 昨ヲ 込 "今 ゾ^ シ、 ？ i 洲赜 K 

問題 得 テ了ス ヘシ ト ナス。 痛嘆- 堪へサ ルナ リ" 
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冷嘲 執 ー篤、 これ を^した 時の 伯 は、 蓋し 三 斗の 溜飲 一時に さがる の ごとき 快感 を覺 えたで あらう。 しかし 伯の 意圖 

は 決して、 單 なる 嘲罵ではなかった。 滿洲に 於け る帝國 特殊の 使命と、 帝國に 於け る滿鐵 特殊の 地位 を 理解せ しめて、 

以て 大陸 經營 の拫 本義 を 樹立 せんとす るの が、 この 「請 問」 の 趣旨で ある。 

玆に 於いて、 伯 は 筆 を 進めて 記した。  ， 

満洲 經營 事業 ノ帝 1; - ー於ケ ルャ、 其 緩急 輕重啻 一一 獨逸 ノ 保護領 地 二 於ケル ノ比ノ ミナ ラサル コ トハ、 II ヨリ 絮， 中れ ノ要 ナシ。 某赏 

一一 前日 閣下 力 運輸 採炭 以外 別 一一 主題 ァリ トナ シ、 此等 營業ノ 門外漢 タ ル某ヲ シ テ之ヲ 解決 セシ メント 要 セ ラレ タル 高敎ヲ 體シ、 

挺身 局 一一 常 ルャ、 以爲 ヘラ ク。 方今 獨逸ノ 保護領 地 政策 ス ラ旣- 一 上述 ノ如 キモ ノアレ ハ、 我 力 滿洲鐵 道會社 一一 於ケ ル 所謂 公法 上 

ノ 義務 タルへ キ モノ ハ、 竿頭 更 一一 ー步 ヲ進ム ル所ナ クン ハ アルへ カラス。 何トナ レハ、 <a 社ハ 殖 K 政策 上 ノ  ^家 機關 タルへ キ主 

題ヲ擔 ヘル ノー  面 一一 於テ、 更 一一 商事 メ 社タ ルノ名 赏ヲモ 併 具 セサル へ カラ サレ ハナ リ。 此 ハ兒玉 大將ノ 地 望 ヲ以テ ス ルモ？ S 未タ 

具 體的條 件 ヲ得ル 能 ハ サ リシ 所ナレ トモ、 閣下 ノ  一  一一  H  二 シ テ恃ム へ クン ハ、 庶幾 ハク ハ糊躬 盡瘁事 ニ此 -I 從フヲ 得 ント。 故 -I 南 

滿洲鐵 道會社 ハ 、 鐵道 ト稱 スト 雖啻 -I 運輸 齊業 ヲ以テ 之 ヲ惯値 セス、 會 社ト稱 スト 雖固 ヨリ 商法 上ノ 株式 會社 ヲ以 テ之ヲ 見ス、 

命名 ノ 如何 ヲ論 セス、 某ハ唯 殖民 政策 上帝^ 權能發 動機 關ノ 一部 トシ テ之ヲ 見 ルヲ禪 ラス。 爾來ノ 運 意 設慮ー 一一 此-ー 墓キ、 三十 

九 年 勅令 第二 百九號 制定 ノ議ノ 如キ、 立 意 令- ク國家 ヲシテ き 社 本分 ノ特 占地 步ヲ 認メ シメ ン トス ルノ首 や b ヲ啓ク  一一 ^リシ モノ 

ナリ。 然ル 一一 紛々 タル 俗論 ハ、 今 ャ徒ラ 一一 鐵 道ノ兩 字-一 拘；^ シ、 株式 一 舍社ノ 名： n  - 一  粘 滞シ、 會社 創設-一 於 ケル^ 家ノ 本意 何レ 二 

在 リシ カヲ 忘レ、 偏へ 一一 一般 商事 會社 ヲ以 テ滿洲 殖民 經膂ヲ 驟束シ 去リ、 彼ノ勅 今- ノ效 カノ 如 キモ隨 時 沮折シ テ其赏 W ヲ失 ハサ 

レ ハ ビ マサ ラン トス。 某 獨リ常 初 以來ノ 本意 ヲ 把持 シ テ，、 事々 之ヲ K 救 セント 欲 スト 雖、 漸ク其 支 五 C 扦格 一一 堪へ難 カラン トス ル 

一一 至リ タリ 0 

伯 はかくの 如く、 論じ 去り 論じ 来って、 最後に 政府 當局 にむ かって 請 問して 言 ふ。 南 滿洲鐵 道 株式 會社を もって 大 


陸 經營の iw# たらし めんと せし 當初 の わが 國策は 依然 變す ると ころ なきや 否やと。 次の 通りで ある。 

政府 若 シ此. '如 ク爲 ス听ヲ 以テ、 彼 力 如ク欲 スル所 プ求メ ハ、 會社 タルモ ノ亦爲 シ難シ トイ フ へ シ。 某 If 才ノ  SJ;^ ス所 然ルノ ミト 

一" ムハ ハ、 特 二 陳スル - 一足 ル モノ ナシ ト雖、 今：！ノ情勢會社ヲ疰^^シ テ 底止 スル 听十グ ンハ、 異 n 何人 ヲ シテ局 一一 常 ラシ ムル モ、 

S ラタ ハ帝 阈滿洲 殖民 政策 ノ爲- 一生 而ヲ 開クノ  15^ ァラ サ ラン。 近 來淸國 政府 令 力 マ？ i 洲 1^ 齊 倾 注シ、 新 *| 第 一 流ノ 人付 ヲ舉ケ 

テ之カ 骨 撫- 一任 シ、 ^然我 力 殖民 政策 ヲ反 捩セ ン ト欲ス 0 之 一一. 封ス ル我カ 都督 府ノ K カヲ 顕ミレ ハ、 未 タ以テ 彼 ヲ制ス ル - 一足 ル 

モノ アラス" 然ル 一- 中央政府 ハ辆 都督 府ノ 權限ヲ 縮小 シ、 其 終費ヲ 削減 セ ン コトヲ 企ッ。 其 ノ論據 ヲ討ヌ レ ハ、 此モ亦殖：^^政^ 

上 無 識ノ輩 杜撰 ノ  -I 出テ タル 一一 過キ ス ト雖、 而モ 便 聲 和多ク シ テ其 勢侮ル へ 力 ラサ ラン トス C 小知：：： ノ 大計 ヲ累ス ル ャ、 ？な 二 寒 

心-一 堪 へサル モノ ァリ ズ 都督- S 權限财 政 ノ事ハ 別- 1 意見 ヲ 具陳 ス ヘシ) 此等ノ 消息 假んリ ヒ 俗人 ト之 ヲ談ス ルモ益 ナシ。 ffl. ト果 シ 

テ Sti 洲鐵 道舍社 創立 ノ 初 意 ヲ^ ミハ、 俗論 輕浮 ノ：^ 一一  於テ、 會社 ヲ 何等 ノ地步 一一 置 カレン トス ルカ 0  截然、 裁 スル- 一 . 还輸 

採炭 營業ノ 一  商事 會社 ヲ以テ セラ レン トス ルカ Q 將タ此 商事 會社 ヲ遇ス ル 一一、 殖民 政策 ノ發動 -I 於ケ ル國家 機關タ ルノ  K ヲ以テ 

セラ レン トス ルカ。 是レ 今 nr 某 力 特 一一 閣下 ノ 確認 明示 ヲ仰 カン 卜 欲 スル听 ナリ。 

以上 を 以て、 伯の 「請 問」 は 終って ゐる。 

この 文書に 於いて、 伯の 論難 說破 せんとせ しと ころ は、 上述の 如く、 單に 抽象的 原則に すぎない。 然しながら、 當 

時の 滿洲 經營 が、 ま づ帝國 の 態度の 根本 を 定め、 この 抽象的 原則 を 樹立す るに あら ざれば、 「何 入 ヲシテ W 一一 當 ラシ 

ム ルモ」 到底 效を 成し 難き 事情に ありし こと は、 事實 であった C 

そして 特に、 帝國の 態度 決定 を 促が す 重大なる 一原 因 は、 支那の 覺醒 と、 それに 伴 ふ 北京 政府の 態度であった。 
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九、 最高 拓殖 機關 設置 案 

前掲の 「請 問」 において、 伯が 「近 來淸國 政府 全力 ヲ滿 洲經營 一一 傾注 シ、 新進 第一流 ノ人 村ヲ擧 ケテ之 カ督撫 一一 任 

シ、 隱然 我カ殖 -i- 政策 ヲ 121 板 セント 欲ス」 と 記した の は、 淸國 政府が 新に 總将、 ^撫を 滿洲に S いて、 徐世 =：： と廣紹 

儀 を その 任に 宛てた こと を 指す ものであった。 

これ を滿 鐵の當 時の 記 錄に徵 する に、 その 實情は 次の ごとき ものであった。 

客年 振 貝 子 一行 ガ滿洲 一過 以来、 北京 政府 ハ遽 一一 滿洲ヲ 實要視 セル モノ、 如ク、 盛 一一 利 權囘收 ヲ叫デ 人心 ヲ攛 リ、 

趙盛京 將軍ヲ 罷メテ 新 一一 總督. 巡撫ヲ S キ、、 徐世昌 唐 紹儀ノ 輩ヲ拔 キテ東 三省 二 臨 マ シム。 假令北 京大. W ノ間 二、 

何等 力 勢力 消長 一一 關スル 裏面 ノ 事情 ァリ トス ル モ、 鬼 一一 角 垂死 ノ老 大國カ 一 且覺醍 シテ、 大ー 一勢 ヲ 北方 一一 張 ラン 

トス ルノ 事實ハ 蔽フべ カラ ザル所 ナリ。 然ル 二 帝國ハ 之ニ仅 シテ、 滿洲 經營ノ 急ヲ認 メナ ガラ、 未 ダ殖： ^政策 實 

行ノ 极本ヲ 確立 スル 一一 至 ラザル ノ狀態 一一 シテ、 常 一一 一 著 ヲ彼ニ 輸スル ノ遣憾 アル ヲ免 レズ。 其 故 如何 ト尋ヌ ル 二" 

帝國ハ 何等 力 機 會ヲ捉 へ、 列强ヲ 誘フテ 淸國ノ 人心 ヲ南淸 一一 轉ゼシ ムルノ 手段 ヲ取 リタ ラン 一一 ハ、 彼何ノ 餘裕ァ 

リ テ カカヲ 北方 一一 伸 スヲ得 ン ャ。 然ル 一一 計此 一一 出デザ ルガ 爲 一一、 彼ハ 意 ヲ安ジ テ動モ ス レ バ 傲然 帝國 ニ對 スルヲ 

拇ラザ ルナ リ。 今ャ日 淸鐵道 協約 僅 一一 就ル モ內、 殖民 政策 ノ 大本 ヲ 定ムト 云 ヒナ ガラ、 极本機 關未ダ 備ラズ 外、 

都 # 府ノ 設 アル モ、 未ダ眞 二 南滿ノ 鎖ト 、ン テ賴ム ベ キ實質 具ラザ ル ハ 現下 ノ 有様 一一 ァラ ズ ャ C 

然 らば これに 對 して、 帝國の 大陸 經營の 板 本 機構 を定 むる 方策 は、 何れに あるか。 


伯の 成案 は 二つあった。 

一 は 中央政府に 「高等 殖民 政策. 一 を 決定すべき 最高 機關を 設け w; 現地の 所謂 三頭政治 を 統一 指導す るの 任に 當る 

こと。 

ニは關 東都 府 なる 機關を 强化擴 大して、 出來 得べ くんば、 滿鐵を も その 內 部に 包容せ しめ、 以て 權威 ある 統一的 

經 營を爲 さしむ る こと。 

而し てこの 第一 策に 基いて、 伯の 起草せ しと ころの ものが、 次の 進言 書であった。 尤も この 「進言」 は、 果して 何 

時、 何人に 向って 提出 せんとせ しもの なり や、 また 果して 事實 提出せ る や 否や、 全く 不明で ある。 然しながら、 以て 

當時 における 伯の 植民 政策に 關す る 中央 機關 改造 案 の 大様 を 知る に 足る ものが. ある。 

「進言」 は 先 づ筆を 起して 曰く。 

熟， -按ス ル 一一、 帝國ハ 近年 長足 ノ進 運-一伴 ヒ、 人口 ノ^ 殖殊ニ 著ク、 爲 -I 内-一せ リテ ハ 複雜ナ ル肚會 問題 ノ起ル アラント シ、 ± 

一一 ，M ヒテ ハ國民 發展ノ 地 ヲ求ム ル コ ト愈 急ナラ ン トス ルノ 時-一 常リ、 帝國カ 戰滕ノ 報慣ト シ テ、 韓^ A 南 滿洲ヲ 其 勢力 範圍 -- 

收ム ル コ トヲ得 タル ハ、 佝 -I 國家ノ 至 幸 ト謂フ へ シ。 抑 X 滿洲ハ 世界 耳目 ノ集マ ル所 一一 シテ、 帝國 一一 シテ 一 且 統治 政策 ヲ ，1^ ルト 

キハ、 列 强ハ直 チ-ー 其 間隙 -I 乘シ テ已ノ 利益 ヲ成 サン 卜 欲ス。 微弱 自ラ 保ッ能 ハ サ ル 淸國ト 雖モ、 亦他ノ 力-一 憑 藉シテ 帝^/ 獲 

得シ タル 利權ヲ 貌視ス ル 一-至 ル へ ク、 其 結果 淸國ノ 決意 ハ、 第一 次 一一 於テ、 滿洲 仝部ヲ 舉ケテ *: 界ノ 中立 地帶 タラ シメ ン トス ル 

某々 列 國ノ助 一一 H ヌ承 ケテ、 以テ已 力、 王 張トナ シ、 然ル後 其 國カヲ 培養 シテ、 滿洲仝 土ノ 還付 ヲ求メ ン カ如キ /策 ヲ建ッ ル -ー セ 

ハ 、 帝國 ハ^^-ー戰滕ノ光輝ヲ堙滅セ シ ムルノ ミナ ラス、 延ィテ 東洋 ノ均銜 ヲ破壤 セラ レ、 國家 存立 ノ拫基 ヲ危ク ス ル 二 至ラ ン。 

故 云ク。 滿洲經 營ノ 成否 ハ赏 一一 帝^ 安危 ノ岐カ ル、 听ナ リト。 是レ 不肖 力 就任 ノ 初-一際 リ、 慮 危疑 シ テ遽カ - 一決 ス ル能 ハサ 

第二 章 滿鐵總 裁  じ 一一 一三 


第二 節 大陸 經營の 陣容  七 一一 一四 

リシ 所以 ナリ C  . 

伯は斯 くの 如く、 滿洲に 於け る國 際的實 勢と、 滿洲經 營の帝 國發展 上に 於け る 重要 使命 を說 きたる 後、 筆 を 進めて 

次の ごとく、 大陸 政策に 關 する 首腦部 確立の 一 日も忽 にすべからざる 所以 を 論じた。 

蓋 シ滿 洲ヲ治 ムルノ 道、 必 スシモ 我 新 領土 タ ル 臺灣 -I 對ス ルト 同一 筆法 プ S ュ へ キー 一 アラス。 亦必 スシモ 我 保護 下 -I 於. K ル 韓阈 

一一 花ム ト之ヲ 一視 ス へ キー 一 アラス。 耍ハ 特種 ノ關係 特殊 ノ 事情 ヲ審 一一 シ、 政 今- 必 ス 一 -ー 出テ、 之ヲ統 フル ノ道 ニナ ク、 確然 不拔 

ノ 方針 ノ. 卜 一- 於テ、 每 一一 外交 ノ 機略 ヲ活 S シ、 邁往赶 前 唯 初志 ヲ遂ク ル 一一 在ル ノミ。 惟フ 一一 帝^ カ特 一一 脇 東都 督莳 ヲ設ケ タ ル 

モ 之カ爲 メナ リ。 南滿洲 鐵 道會肚 ヲ起シ タルモ 亦 之 力 §1  メナ リ。 然ル -ー 滿洲ノ 事 タル ャ、 多 稀 多方而 一一 涉ルヲ 以テ、 夙ク其 极本 

ヲ定ム へ ク、 政策 ノ中 te; ヲ シテ ニー 一一 ナラ シム へ 力 ラサル ハ 首 ヲ待タ スト 雖モ、 之ヲ 刻下 ノ JK 情 二 察スル トキ ハ、 赏事諸 官ヲ指 使 

ス へ キ 首腦ノ 一  ナ ラサル カ爲 二  、 四肢 動 モ ス レ ハ 其能ヲ 仝ク スル能 ハサ ル 力 如 キ憾ミ アル ヲ免 レサ ル ハ、 慨歎 - 一勝へ サ ル所ナ 

リ 0 政府 ノ意 ヲ滿 洲經營 -ー 用 フル ノ深 クシ テ、 戰勝ノ 令譽ヲ シ テ更 ラ K ナ ラシ メン トス ル -ー殷 切ナル ハ、 敢テ 疑フ听 -I 非 ラス 卜 

雖モ、 空 シク其 心 ヲ存ス ルモ、 其赏ノ 之- 1 伴フナ クン ハ、 國 運發展 ノ上ニ 於 テ 寸毫 ノ效 ナキヲ 奈何 セン。 試 ミ 一一 別 一一 臚列 スル事 

項ノ 如キ。 a 前 所感 ノ 一  端 一一 過キ ス ト 雖モ、 而 モ最モ 顯著ナ ル事 K 一一 屬シ、 一 ト シ テ 焦眉 ノ 急務 ナラ サル ハナ シ。 今ノ時 一一 於テ 

第一 步ヲ &-ル コ 卜ァラ ハ ヲ他 IZ: - 一  胎シ、 將來 / 事 幾 ン 卜  一一 一；！！ フ 一一 忍 ヒサ ルモ ノア ラン。 

然 らば 上記 焦眉の 急務と して、 「別に 臚列 する 事項」 と は 何で あるか。 遺憾ながら、 現存せ る 進言 書に は、 その^ 

紙を缺 くが 故に、 明かで はない けれども、 後に 述ぶ るが 如き 警察、 裁判 等に 關 する 不統一 も、 必 すその 「最も 顯 著な 

る 事實」 として、 擧 げられ たこと と 思 ふ C 

さて 伯の 「進言」 は、 かくして 大陸 政策に 關 する 中 柩機關 の混亂 が、 實際 經營に 及ぼす 不利 をカ說 したる 後、 淸國 

近来の 態度に 論及して、 帝國 もまた これに 對應 すべき 「特種の 諮詢 機關」 を 新設す るの 耍を 論じた。 


淸 31  ノ昏蒙 ヲ以 テス ルモ、 旣 -1 遙-ー 振 貝 子、 徐世 曰：：： ヲ^ 洲- 一波 遣シ、 親ク ：地ヲ 視察 セ シメ、 而シテ 彼等 ノ 復命 ス ル 听ハ、 一 

廟議ノ 定著ト ナリ、 乍 チ東ー 一一せ 治 道 安 K  ノ上 論ト ナリ、 更 一-進 ミ テ滿洲 調査 會ノ 設歡ト ナレル -ー アラス ャ。 是レ 必然 ノ趨勢 モ 

異ム ヲ要セ スト 雖モ、 之-一封 ス ル我ノ 用意 覺 悟杲シ テ悉 セリト 云フヲ 得へ キカ。 思 フテ此 -- 至 レハ、 幼 - 1 -! 艰へ サルモ ノア 

リ 0 是レ不 W 力  一：；！ モ 速-一、 滿洲. 經營 ヲキ： 題ト ス ル 所謂 高等 殖民 政策 ヲ 決定 ス へ キ、 特種 ノ 諮詢 機 關ヲ 新設 セラ レ ン コ トヲ^ 

ス ル 5W 以ナリ 0 

然 らば 伯の 所謂 「高等 殖： 政策 ヲ 決定 ス へ キ」 中央 機 關とは 何で あるか。 伯 は その 前に、 拓殖 務 省の 再 立論、 及び 

首相 班 下の 一 :S 新設 論を排 して、 次の 如く 記した。  - 

世 或 ハ 碟務 I？： ヲ-れ 立 スル 二 若 カスト ス モノ アラント 雖モ、 今 ロノ 狀態 一-於 テ  一 ^ノ 新設 ハ易々 ノ業 ナリト 云フへ カラス。 n. 

阈 K  ノ多 數确 政策 一一 幼稚 -ー シ テ、 與論 未タ 熟.^ サ ルノ  - 一  於テ、 此ー 4? ヲ 創設 セン 力 如 キハ、 恐ラク ハ 名其赏 ヲ蔽ハ サルノ 

ァ ラン。 假令俄 力 - 一新 雀 設置 ノ計 ヲ定メ ラル、 モ、 豫算 成立 時 {且 ノ限ル 所、 到底 今年度 内 ノ急成 ヲ望ム へ カラス。 然レ トモ 今 H 

ノ 場合 荏蒋 拱手 シテ年 所ヲ徒 過シ、 新 省 設置 ノ豫 後ヲ 懸望ス ルカ 如キ ハ、 亦 事情 ノ許サ 、 ル所 ナリ。 世 g 或ハ亦 例ヲ馬 政局 若 ハ 

薹灣 事務局 一一 援キ、 内閣 總理 大臣 首班 ノ下 一一 一局 ヲ置 カハ足 ラント 論 スルモ /ァ ラン モ知ル へ カラ スト 雖モ、 -5t 見ハ K  - 一  此等^ 

草ノ  e 兑 -ー 在 ラス。 

そして 最後に、 伯 はいよ く、 自己の 設計す ると ころの 所謂 「特種の 諮詢 機關」 の 實體を 明かに した。 それ はむし 

ろ 「最高 拓殖 委員 會」 とも 稱 すべき ものであって、 その 組織 機能 は 次の 通りで ある。 

試ミ -ー 其大較 ヲ陳ス ル 一一、 内閣 總理大 E 之 力 議畏ト ナリ、 1； 密 K 議長、 睦 軍、 海^^ 外務、 大蔵、 遞信ノ 大 E 及 te; 密 顧問 官若 

干ト 5^ 撰 議員 二 名トヲ 以テ其 議員， トシ、 必要 一一 應シ テハ 統監、 總督、 都督 ノ勑 任官 ヲ延 ィテ 臨時 ノ 議員 タラ シメ、  H- ッ舍議 -ー闢 

ス ル 諸般 ノ 事務 ヲ虚理 セシメ ンカ爲 一一 一幹 事ヲ 撰任ス ル 所ノ、 特種 ノ 組織 體 ヲ設ケ ラレ ン コト ヲ望ム 一一お リ。 而 シテ此 組織 體ノ 
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權 能ハ、 高等 確 K 政策-一 關スル 重大 案件 ノ 諮詢 一一 答へ、 最上 監督 ヲ掌 ルノ府 トナル へク、 其ノ 諮！！  ノ範圍 及 事項 ハ、 一 一-内閣 總 

理 大臣 ノ 取捨 ス ル所 -I 任ス へ シ。 或 ハ旣往 委員 組織 ノ、 其 名 徒-一美-一 シテ其 實ノ舉 ラサ ル モノ 少 カラ サリ シ 事例-一 徴シ、 此航織 

體ノ 成功 ヲ疑フ モノ ナキ ヲ保シ 難シト 雖モ、 是レ 時務、 ヲ解 セサル 迂愚 ノ見ノ ミ。 時 人 ノ 推移-一 趨ミ、 委員 組織力 特- 一道 般ノ 

事 - 一切 ナル モノ アル コト ハ、 亦不小  = ノ 確信 ス ル所 ナリ。 閣下 ノ 聰明 必 ス 微衷 ヲ 鈉レ、 各種 ノ 資料 ヲ 參酌シ テ其 {几 シキヲ 制シ、 

國運 ノ發展 一-適 應ス へ キ极本 機關ヲ 設ケ、 以テ 帝^  ノ 戰滕ヲ シテ更 一一 光輝 ヲ戰 後ノ. i 營- ー發揚 セシム ルノ 手段 ヲ盡ス 一一 於 テ萬遺 

計ナ カルへ キヲ 信ス。 譴白。 

以上 を もって、 伯の 最高 拓殖 委員 會 設立に 關 する 進言 書 は 終って ゐる。 この 一文 は 果して 如何に 使用せられ しゃ 不 

明で あるが、 その 意見が 西 園 寺內閣 時代に 實 現せ ざり しこと だけ は 明白で ある。 しかも 柘務省 設立 意見 は、 後に 第二 

次 桂內閣 の^ 期に 拓殖 W として 實 施せられ、 最高 拓殖 委員 會論 は、 寺 內內閣 の 時に、 拓殖 委員 會 として 實 現せられ た 

が、 これ はと もに その 閣員た る 伯の 主張に 基け る ものであった。 

しかし 斯 くの 如く 暖 服に 腕 押しの 感 のあった 西 園.^— 內閣の 下に 於いても、 伯 は 決して その 努力 を 休止し なかった。 

そして 更に 第一 一策の 貫徹に 邁進した。 

それが 關東 都督 府の擴 大强化 案で ある。  _ 

一 〇、 都督 制度 改革案 

この 關東 都督 府强化 案 は、 伯の 大島 都督 訪問に 始まる。 

伯 は 事 を爲す 時には、 廻り 道して 間接に これ を 試みす して、 常に 正面から その 相手に ぶっかる 流儀であった。 いま 


都 #府 を 改造 せんとす るに 當り、 伯のと つた 態度 は、 先 づ大島 都督 自身 を說 伏して、 自己の 意見の 3^ 案 者と する こと 

であった。 

この 時 伯が 大島都 普と 會談 した 際に 携 へた 「都督 制度 改革 按覺 書」 なる 一書 は、 伯の 自筆 を もって この IsL 稿の 表^ 

に 「顧問 後藤 新 平 起稿 大島 都督 閣下」 と 記した ものである。 

都 倚 制度 ヲ關東 州-一.；^ キ、 州 外 鐵道附 屬地ノ 行政 監督 ヲ併セ テ之ヲ 委任 ス ル 以上 ハ、 B 本 政府 ヌ 代表 ス へ キ烕信 ，-ー ク 所ナキ も 

楳 仝 能 ノ府タ ラシ メ、 其紐綠 -ー 於ケル 統一 カモ亦 十八.：： ナ ラシ メサル へ カラス。 

區々 タル 旅述ノ 一  地-一 シテ、 都督 府ァ リ、 鎭守府 ァリ、 叉 之-一 附屬ス ル 各官衙 ァリ、 面々 -ー屹 時シ、 K 問 ハ-? i 鐵ノ大 社 ァリテ 

一方-雄 張ス。 體系然 ラサル 能 ハサ ル モノ ァリト 雖、 苟モ 一大 勢 カノ 膳 然之ヲ 統合 シテ、 ふ體勉 止ノ、 モ腦 タル モノ アル -非ス ン 

ハ、 滿洲-4^局ノ利害ハ終-- 通觀達視ノ眼目ヲ有セ，サ ル ナリ。 而シテ 之 カ主腦 タリ 眼目 タル へキ 地， 一 立 ツモ ノヲ 求ムル 一一 常リ テハ、 

關 東都 督府ヲ 措ィテ 他， 一 適 常ノ &織體 アル コト ナシ。 拘見者 或 ハ云ハ ン。 師圑 自ラ師 團ノ分 ァリ、 鎭守府 自ラ鎭 守 府ノ職 ァリ、 

系統 秩然 亂ル 、所 ナシ、 必ス 其混融 ヲ思フ ハ 一 場ノ 好事 說タ ルヲ免 レスト。 是 レ內國 守成 ノ習 見ヲ 以テ、 殖民 地 創業 ノ特？ llw 面 

ヲ 規制 セント 欲ス ル モノ、 安ン カ知ラ ン C 殊域異 俗ノ新 天地 力 一 力 統制 ノ 必要 ヲ感ス ル コ ト、 內地成 局 ノ能ク 夢見 ス ル所 -ー 非サ 

ル n トヲ 0 

かくの 如く、 後藤 顧問の 大島 都督に 宛てた る r 覺書」 は、 ま づ滿洲 における 國家的 機關の 統一 の 耍を說 きたる 後、 

從來 都督 府の振 は ざり し 原因 を、 中央政府の 姑息なる 態度の 罪に 歸 して、 次の 如く 論じた。 

從來 都督 麻 苟且 自ラ振 フ能 ハサ ルノ处 n ナキ- 一 非サレ トモ、 抑，， 第一 中央政府 ノ 都督 府 -I 對スル 態度 定 ラ ス 、 其方 針ヲ示 ス n ト明 

カナ ラ ス 萬 事 姑息 一 時ヲ 糊塗 ス ル -I 至リテ ハ、 滿洲ノ 事 其 レ誰ヲ カ責メ ン。 吾人 ノ知ル 所 ヲ以テ ス レハ、 都督 府 一一 對ス ル 政府 

ノ見^ 一定 セサ ルカ 爲- 一、 ^^^^偏見相鬩キ、 終- 1 都督 府ノ權 限 ヲ削リ 豫算ヲ 縮 メテ、 吿朔 ノ饑羊 タラ シメ ン トス ルノ說 ヲ弄ス ル 
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笫ニ節 大陸 經營の 陣容  七 一一 一八 

一一 至 レリ 0 其說ヲ ナス モノ ヲ 問へ バ、 大抵 一部 ノ法學 通論-一 埋頭 シテ國 蓮ノ活 機ヲ知 ラス、 內地 繩墨ノ 官僚政治 ヲ知 リテ、 列 

國 殖民 政策 ノ 世界的 光景 ヲ知 ラサル 文 深 消極 ノ 俗吏 輩 ナリ。 彼等 ハ衆ロ 燥金ノ 勢-一依 リ、 常路爲 政者ヲ 動力 シテ、 其 平生 侮蔑 セ 

ル淸國 政府 ノ故態 一一 傚 ハンメ サレハ 已 マサ ラン トス。 然レ トモ 此輩 本來何 ソ曾テ 淸國ヲ 侮蔑 ス ル ノ分ァ ラン。 今 ャ淸國 ハ 非常 ノ 

裔勵ヲ 以テ、 先ッ 束三贫 統治 ノ局ヲ 刷 振シ、 徐 督唐撫 以下 淸廷第 一 流ノ 才人 仝カヲ 傾注 シテ、 ffi 洲 横华ノ 衰殘ヲ 挽囘セ ン トス ル 

ノ意 氣常ル へ カラス 0 我 カ滿洲 經營/ 現況 ヲ以テ 之-一照 ス 一一、 我 カ彼ノ 後へ -I 瞠若 ト シ テ、 翻 テ彼ノ 侮蔑 ヲ受ケ サルへ 力 ラサル 

コ トハ、 必ス 数年 ヲ待タ サルノ 問  一一.； i ラン。 

然 らば、 都督 府を 以て、 わが 大陸 經營の 中 樞機關 たらしむ るの 道 は 如何。 一 言に して 蔽 へば 「與 フル 一一 完全 ノ權能 

ヲ 以テ」 する にある。 伯 は 論じて 曰く。 

若シ 都督 制度 ヲ シ テ我カ 大陸 發展 ノ腦髓 タラ シメ ント欲 セハ、 其 榮養ヲ 供シ其 活動 ヲ 4- ゥ セシ メサル へ カラス。 他 ナシ。 與 フル 

ニ完 仝ノ權 能ヲ以 テシ、 豫算ノ 基礎 ヲ 確立 シテ、 都督 制度 發達ノ 健 仝ヲ 圃 ル 一一お ルノ ミ。 帝 n 滿洲 殖民 ノ现狀 タル ャ、 其不統 一 

ナル コト、 譬へ ハ仝身 多數ノ 祌經節 ヲ有ス ル 下等動物 ノ 如シ。 若シ健 仝ノ統 一 力 ヲ有ス ル 高等 腦脊髓 動物 的 殖民 政策 ノ來ル 一一 逢 

ハ ハ、 其 生存 競 爭上直 チ-ー 劣 败ヲ取 ラサル ヲ得サ ラン コ トハ、 理ノ 睹易キ 所ナリ C  n; ッ都 骨府自 體モ亦 司法、 通信、 ^察、 土木 

等 諸 機關相 分時ス ル コト、 苑モ 個々 ノ 神！^ 即神經 係 ヲ具ス ルカ 如ク、 隨テ之 力 統一 カタル へ キ神經 中 3;航 織ノ發 達ヲ a- ル能ハ サ 

ル ハ 、 亦 《ぉ然 ノ 結果 ナリト IS ハサ ルへ カラス C 

かくの 如く、 帝 國滿洲 植民の 權限 を、 「下等 動 ゆ」 の 類に 墮 せしめて おきながら、 他方 伯の 所謂 「法制 者」 は 「制 

度ノ爲 一一 殖民 アル 力」 の 如くに 取扱 ふが ために、 その 機能 は 全く 麻痺す るに 至った。 卽ち伯 は、 これに 一流の 痛罵 を 

加へ て、 次の 如く 論じた。 

法制 者 一一 シテ 制度 ノふ兀 俯ヲ 31 ル ハ固 ヨリ 其 分ナリ ト雖、 其 保護領 土 政務 一一 1= キノ 結果 トシ テ、 横サマ -1 内國立ゃ-ぬ政體本^；：-ノ制度 


ヲ 牽强ス ル コ ト ヲ免レ ス。 是レ K 務者ヲ シテ、 常 一一、 殖民 ノ爲- 一 制度 アル 力、 制度 ノ爲- 一敏 民 アル 力、 將タ其 制定 ス ル 听ハ、 ^ 

洲- ー於ケ ル少敷 = 本敏： -ー  之 レ凝ス ルカ、 多數 支那 人 一一 之 レ施ス カノ 判斷- ー苦シ マ シムル 所以 ナ"。 滿洲諸 法令 力 論 上、 K 川 

上、 親ル 一一 モ 適セス 州-一 モ適セ ス、 其效 能說ク へ クシ テ驗ス へ 力 ラサル n ト 寶藥ノ 如ク、 支那 人 ハ其繁 背ヲ 厭ヒ、 新政 悅服ノ  ：：： 一 

愈 A^f ほ カラン トス ルハ 故ナキ -I 非サ ルナ リ。 

かくして 伯が 「中風 麻痺 ノ狀態 一一 ァリ」 として、 第一 に 槍玉に 擧 げたの は、 滿洲 における 警察 制度であった。 事實 I 

警察 制度の 混亂 こそ は、 偶ぶ 滿洲 を訪ふ ものの、 何人の 眼 にもつき ：3^ き 弊害の 一 つであった。 故に 伯 は 論じて 曰く。 一 

都 骨府 # 察ハ 新政 ノ 威信 ヲ 維持ス へキ 主力 タル 一一 關 ハラス、 其 不振 殆ント 中風 麻痺 ノ狀態 一一.； ii リ。 聞ク。 從前猙 察 ヲせ寸 ra- 一 忖シ、 

隨ッテ Si 察 刷新 按ノ 如キ ハ 十分 カヲ用 ヒサ リシ カ爲 一一 、 眷察 部員 失望 放任 以テ 今日 ヲ 馴致 セリ。 現 一一 滿鐵 社内 -1 罪 犯 アル 一一 常リ 一 

テモ、 移 察 ハ提理 部 S- 代 以來手 ヲ鐵道 部内 一一 加へ タルコ トナ シトナ シテ、 其唯恣 公行 - 一任 セ タリ。 今ャ更  一一 K 政畏官 力、 1.； 察 機 ； 

能ノ 昏睡 迷麻ヲ 覺醒ス ルノ 手段-一 苦心 シッ 、アル ノ內情 ヲ聞カ ハ、 何人 モ驚カ サルヲ 得サル へ ク、 H 本 勞働者 ノ如キ ハ隨魔 二 巡 一 

杏ヲ 無視 ス ルカ 爲- 一、 淸國勞 働 者モ之 一一 俊ヒ テ警 察ヲ 輕蔑シ 容易 -ー 振肅ノ 望ナキ モノ  、如 シ。  一 

都督 府 輕察ノ 領事 i« 察ト 相接ス ルノ 地-一 在リ テハ、 雨 者相援 クル 能 ハサ ルノ ミナ ラス、 事々 相反 目シ テ恰モ 供-一^ 烕毀拟 機關タ 

ルノ 概ァリ 0 一  旦馬 賊ノ侵 籾、 ぺ スト ノ 流行， 一 逢ハ 、、 兩者 妄動 紊雜 ノ戕 想見ス へ ク、 涛國 官民  一 I 對シテ 督勵ノ カナ ク、 却テ其 一 

訕笑 ヲ被ム ルへ キノ ミ。 近 來利權 囘收熱 昂騰 ノ餘 弊ト シ テ、 淸 國巡撿 隊員 日本人 ヲ 侵暴ス ル コ ト 馬賊ノ 害- 1 過 クル モノ アル 力 如 一 

キ、 畢竞 ス ル 一一 我 力 察 機能 ノ解 體自ラ コ ノ侮リ ヲ招ケ ル モノ ナリ。 

次に 伯 は、 第二の 事實 問題と して、 財政の 不整 理を擧 げた。 次の 通りで ある。 

財政 ノ不 整理 -1 至リテ ハ 亦言フ - 一勝へ サル モノ ァリ、 時 創業 一一 際シ、 事情 ノ寬 假ス へキ モノ ナキ 一一 非 スト 雖、 馴致 ス ル所旣 一一 深 

ク、 輒ク 改善 ヲ望ム へ 力 ラサル 二 似 タリ。 所謂 不整 理モ、 違法 ノ支 出金 庳ノ 缺陷ノ 如キ、 一 檢ノ 下直チ 一一 抉 摘 救治シ 得へ キ 事情 一 
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第二 節 大陸 經營 の 陣容  七 四 〇  ； 

一一 非ス。 ずば 費 冗 出口々 相 屬スレ トモ、 會計法 違反 ノ端 ナク、 私 便 情 弊 一一 由 リ國費 ノ不經 濟ヲ敢 テス レ トモ、 簿書ヲ 整理 シテ 豫メ； 

究詰 ヲ免ル 、ノ 地ヲ ナス。 其 弊 ャ赏二 公利 ヲ後 一一 シ、 忠 赏ヲ存 セサル 一般 ノ 精神的 解體 ニ基ク モノ 一一  シテ、 救治ノ 困難 ナルャ 世 一 

上 有 ル所ノ 不正 支出 財政 紊亂ノ 比 一一 非ス。 之 力 刷新 ハ 目下 常務 者ノ勵 精スル 所ナレ トモ、 豫箅/ 仝 體旣ニ 姑息-一 シテ、 事理- 1 通 一 

セサル ノ計畫 -1 成リ タル モノ ナルヲ 以テ、 豫算 勵行ノ ミヲ 以テシ テハ、 改善 ノ效ヲ 收ムル コト能 ハサ ルナ リ。 民政 部 *t 課員 ノ如 i 

キ、 各自 恣-ー 經費ノ 支出 ヲ 財務 用度 主任者-一 交 涉シ、 其 巧拙-一由 リテ諸 支辦ヲ 得、 都督 府 民政 署ハ、 事ノ急 不急 ヲ論 セス、 事 

務 協商 ノ 名義 ヲ以テ 絶へ ス相 往復 シ、 出張旅費 ヲ濫求 シッ、 アリシ 力 如シ。 吏 材ノ逾 選ノ如 キハ、 玉石 混敢、 有 ffl ノ 職-一 缺ケテ 一 

無 5  ノ職 一一 餘リ、 大小 ノ 吏 無 耻風ヲ 成シ、 出張旅費 ト is» 悴ト 一一 相 腐心 シテ怪 マス。 滿洲ノ 兩字ハ 不忠 |„: 免許 ノ符 號トナ リテ、 - 

勤直ノ 官吏 ヲ 誘惑 シ、 不 勤勉 ハ 能事 一一 シ テ 勤勉 ハ愚ナ ルノ狀 況ヲ呈 スル コトナ キヲ保 セス。 然レ トモ 此ハ 獨リ 都督 府 民政 部ノ ミ 

一-非 ス。 ^§1海軍齐部滿鐵食社ノ如キモ此風 ーー感染セサ ル ハ ナク、 予輩ノ 所謂 野 戰病ノ 遺 毒ナル モノ 方サ 一一 倡獗ヲ 競ヒ、 其 財務 二， 

及 ホス 所 ノ 弊害 ハ亦流 レテ民 問經濟 一一 影響 シッ 、ァ リ。 帝國保護領土/前^^^ノ爲メ  -ー、 此傳染 的 野 戰麻毒 ヲ摆滅 スルノ 必要 ハ、 

何人 モ之ヲ 認ム へ シ ト雖、 而モ 何人 ト雖 今：：： ノ财政 組織 -ー 據リテ 急 ニ之ヲ 一 掃ス ル ノ 館カヲ 有セサ ル へ シ。 弊 端 ほ 出隨テ 掃へ ハ： 

隨ッテ 集 マル ノ 現況 ハ、 财政 組織 ノ极本 的 改造 ト、 養 察 振作 ノ彈應 カトー 一 待 ッノ外 良策 ァ ラサ ラン。  -. 

かくの 如く、 伯 は 警察 制度の 麻库 と、 財政の 不 整理の 二 大事 實を擧 げたる 後、 いよく 都将府 組織の 擴大强 化 論に 一 

入った。 そして その 第一 著 手と して、 伯 は先づ 都督 府縮少 論者に 對し、 一矢 を 放って 曰く。 

都督 府 本分 ノ何 タル ヲ解セ ス、 關東 州ノ地 横、 人口、 物産、 收人ノ 皮相 一一 卽シテ 比議ス ル-ー 内地 一 府縣ノ 例ヲ以 テシ、 都督 府 ノー 

權 能ト經 費トヲ 削紫セ ン ト欲ス ル 俗論 ノ 發生ヲ 見、 乃至 滿鐵ハ 大會社 ナリ、 滿洲 經營ノ 一  切ヲ舉 ケテ之 一一 委ス ルー 一足 レリ、 都鶩ー 

府ノ如 キハ縮 少シテ 可 ナリト 極論 スル モノ アル - 一至 リ タリ。 见ノ 甚シキ 馼スル 一一 足 ラサル ナリ。 抑 帝國ノ 滿洲經 ノ本 33 ハー 

國 家的大 陛發展 策-一 ァ リテ、 商事 會社 主義 ノ 成功 一-在 ラ ス。 滿鐵會 社-一 シ テ旣- 一大 ナラ ハ、 都督 府ノ 監督 力 ハ更- 一大 ナ ラサル へ 一 

力 ラサル ハ？； ； S 然ノ理 -ー 非 スャ。 予輩カ 替？5； 小 機關ノ 振作 統 一 ヲ呼 ヒテ已 マサル モ、 要ハ此 監督 力 完備 ノ必！ 11- ヲ認ム レ ハ ナリ。 若シ！ 


夫レ. ig*^ 技術 ノ 事-一 至リ テハ、 都督 府自ラ 機 關ヲ備 へ テ、 成功 ヲ^ 鐵 以外 一一 收メ ン トス ル ハ、 寧 D 多事-一 屬ス。 此！！ ^ノ 事ハ つ 

テ之 ヲ滿鐵 一一 仵シ テ可 ナリ。 要 之 都督 府 一一 ハ 、 此大， W: 社 - -臨ム  一一、 ^家 的 保， 1 監督 ヲ W テ スル - 一足 ルノ 成檫ヲ 具有 七シ メサル へ 

力 ラサ ルナ リ- 

然るに 世に は、 監 5^:: 者と 被 監^者との 嚴別論 を 以て、 伯の 意見に 反對 する 所謂 「法制 者」 が 多かった。 伯 はこれ に 

向って 第二 矢 を 放って 曰く。 

以上 ノ如 ク、 會肚 一一 對ス ル 都督 府 ノ監舒 機能 ヲ完カ ラシ ム へ シト說 タト 同時 一一、 都督 府ト會 社 事業 ト相待 調和 ノ耍 ヲ說カ ハ、 疑 

問者ハ a チニ 監督者、 被 監督者 "511 別 厳明ノ 必要 ヲ舉ケ テ之ヲ 難 セン 0 然レ トモ 此等ノ 區別ハ 事 ノ常法 ナリ。 其果シ テ K 別ス へ キ 

ャ否ャ - 一至 リテ ハ、 事！；：； 上ノ 問題 ナリ。 常 法守ル へ シ 卜云フ ハ可 ナリ。 其守ル へ キカ «s 事 實上ノ 利害得失 ヲ 無視セ ョ ト云フ -I 

至 リテハ 不可 ナリ C 天下 萬 事 ハ常法 ノ爲メ 一一  存在 スル モノー 一  非ス。 若 シ兩者 ヲ混ー シ、 和 シテ问 セサル コトヲ 得へ キノ 事 赏ヲ認 

メ テ、 而モ猶 ホ常法 區別ノ 檢束ヲ 待 テト云 ハ 、、 益、、 不可 ナリ。 滿鐵 ヲ以テ 會瓧ト ナサ 、ル へ 力 ラサル コト ハ、 條約 門 而 ノ體戮 

ナリ。 其國 家事 業タ ラサル へ 力 ラサル ノ必耍 一一 至リテ ハ 依然 タル 事實 ナリ。 此 必要 力 滿洲ノ 軍事 行政、 卽チ 都督 府ノ 機能 ト 片時 

モ相 失調 ス ル コ トフ 許サ 、 ル - 一至 リテ 、ノ， 事 S 中ノ切 耍事赏 ナリ。 故 一一 今 H ノ利 ハ府務 社業 ノ綜 合同 進 一一 在 リテ ハ、 ハ其 分裂 

岐拆- 一 在リ。 此利 ！；？ヲ 察セス シテ、 徒 一一 常 法 守 格 ヲラ. I レ察ス ルハ、 小乘的 法律 論 ノミ、 法令 制度 ノ 時-一由 リ虔 -ー從 ハサ ルへ カラ 

サ ルコト ヲ知ル モノ-一  シテ、 初 メテ共 二 大乘的 法律 論 一一 參ス ル 二足 ル。 II 家果シ テ小乘 法律 ノ爲- 一 滿洲ヲ E フ へキ モノ ナ ルカ、 

若ク ハ滿洲 ノ爲メ 一一  大乘 法律 ヲ用フ へキ モノ ナ ルカ、 智者 ヲ待チ テ知ル へ キノ 疑按 一-非 サ ルナ リ。 

かくの 如く、 反對 者の 所說を 論破した る 後、 伯が 「以上 ノ 論旨 ヨリ シテ 都督 制度 改革 按ヲ 求ム レハ 第一 按」 とし 

て擧 ぐると ころの 實際案 は、 次の 通りであった。 

^初 ノ兒玉 大將ノ 案-一修 正ヲ 加へ、 舍社ト 都督 府ト ヲ內外 一 體 ト爲ス 一一 在リ。 滿鐵 # 社ノ總 裁副總 裁ハ、 本来 株、 王 ヨリ 撰 舉シタ 
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ル モノ 一一 非ス シテ、 政府 ノ 任命 一一 係リ、 或ル 官吏 ト何ノ 異ル所 ナシ。 故-一 此際官 場 一流 ノ 拘泥 說ヲ 排シ、 都督 府ト 食社ト ヲ打シ 

テー 圑トナ シ、 都督 ヲ シ テ 總裁タ ラシ メ、 其 下 副總裁 ニ名ヲ 置キ、 一 名ハ 民政長官 之ヲ兼 ネ、 一 名ハ 專仟ト シ、 且ッ共 -ー會 社 -1 

對 ス ル K 接 監督官 吏タ ラ シ ム ヘシ。 內國 未タ其 例ァラ サレ トモ、 大會社 -ー シ テニ名 ノ副總 裁 ヲ置ク 力 如キ、 外國 -ー 在リ テ ハ敢テ 

奇闢ト ナサ ス。 且ッ若 シ必耍 ァラハ ニ名ノ 間-一 待遇 上ノ 階級 ヲ置 クモ 不可 ナカ ル へ シ。 

理事 以下 ハ 純然 タル 會 社員 トシ、 株主 中 ヨリ 出テ タル 重役 ト共 一一、 合議制 ノ會社 行政 最上 總理 體ヲ 組織 シ、 專任副 總裁ハ 總裁ノ 

命ヲ受 ケテ此 總理體 ヲ指拖 監督 ス へ シ。 

雨 副 總裁ハ 純然 タル 都督 府 高等官 吏ト ナリ、 一頭 兩脚ノ 組織 ヲ 定メ、 從前 公法 組織 私法 組織 ノ格套 以外 別-一 一新 例ヲ^ キ、 以テ 

滿洲經 t."  / 赏效 ヲ收メ ラル ヘシ 0 

見るべし。 伯が 曩に、 滿鐵總 裁に は その 格式に おいて、 韓國 統監 (伊藤博文 侯) と 並ぶべき 人物 を 以てせ ざるべ か 

らす とする 議論が、 今や 「都督 ヲシテ 總裁タ ラシ」 むる の 案と 變 形して、 再び 現 はれ 來 つたる こと を。 

卽ち 伯が r 滿洲 經營上 最適 切 ノ方按 ナリ」 として 提出した もの は、 以上の 如く、 都督 府と滿 鐵とを 以て、 打って 一 

丸と する の方按 であった ので ある。  • 

然しながら、 當時實 際の 情勢より 觀て、 かくの 如き 理想 案 は、 容易に 實 現し 得べき 性質の ものではなかった。 伯 は 

熟く それ を 知って ゐた。 故に 伯 は、 

以上 ハ 滿洲. 經營上 最適 切ノ方 按ナリ ト信ス レ トモ、 此ノ如 キノ 創 按ハ、 必スャ 彼 ノ官場 一流 法學 通論 派 非難 ノ 集注 ス ル 所ナル へ 

キカ故 一一、 政府 苦 シ之 カ斷行 一一 苦ムト  一一 H ハ -、  . 

笫ニ按 

として、 他の 實際的 方策 を 建言した。 次の 通りで ある。 


南， 洲鐵 道附屬 地-一 ハ、 租借地 ノ ヘム 名 =1 ヲ W ヒス、 外交 政略 上 之ヲ準 租借地 ト 目シ、 領事 官制 ヲ改定 シテ、 現行 制- ラサル 南 

^洲 領事 特別 官制 ヲ設 ケ、 若ク ハ 理事 官制 ト ナ シ、 (此 等ノ 名義 ハ 法制 家ノ 酌お - 一任 シテ 足ル) 其レヲ シテ 都督^ 事務 ふ は ヲ兼ネ 

シメ、 現行 領事 官制 拘守 論者 ノ 所謂 都督 府 領事 合同 防止 論ノ 素因 ヲ泯滅 スルト 同時-一、 滿洲- 一 於ケル 口 本 行政 不統一 ノ弊 源ヲ杜 

絕ス へク、 外交 上ノ 必要-一. E リテ ハ、 領事 ヲシテ 外務大臣 ノ^ 接 指 Mi ヲ取ル ブ得ル コト、 府縣猪 部畏カ wwi*^ 察 事務 一一 關シテ 内 

務 大ほノ  接監骨 ヲ t< ケ タリ シノ 例-一 準 セシム へ シ e 

都督 府ニ 勅任^ 視總 畏ヲ 置キ、 領事 警察 ヲ錢 シテ、 都督 府系 中-一 合併 ス へ シ。  . 

次-一 滿 鐵會肚 ヲシテ 行政 官憲 ト 調和 ヲ 失セサ ラシ メン カ爲 一一、 今後 尙ホ 現在 ノ如ク 民政長官 副總裁 兼任 ノ例ヲ 存綾ス へ シ。 此现 

狀ハ固 ヨリ 1- ムヲ得 サルノ 姑息 法 一一 出テ タルモ ノナレ トモ、 百度 創始 ノ 局-一 當リ、 理ヲ求 メテ事 ヲ害ス ルハ、 權ヲ履 ムノ？ め アル 

- 一如 カス 0 

司法 問題 一一 ハ#察 卽決 法ノ範 圍ヲ撗 張シ、 其範阇 外-一 於 テハ、 領事 裁判 制ノ適 m ヲ廣 クシ テ、 指定 ノ 高等 行政官- -與 フル-一 裁判 

權ヲ以 テシ、 其上吿 ハ長畤 控訴院 ノ 管轄-一 屬セ シメ、 法院ヲ 縮少シ 監獄 ヲ縮 少ス へ シ。 (是 -I 由リテ 減シ得 タル 所 ノ經费 ハ首段 

旅 顺學校 經營ノ 費 一一 供ス へ シ) 

金 州 民政 署ヲ錢 シテ之 ヲ大連 一一 合轄ス へ シ。 

都督 府部內 ノ展官 雇員 ヲ減 シ、 技師 技手 ヲ 橙シ、 大-ー 土木 殖產ノ 事業 ヲ振 g ス へ シ。 

一 一、 都督 制度に 關 する 談話 覺書 

伯が 前揭の 「都督 制度 改革案」 を大島 都督に 提出した の は、 明治 四十 年 八、 九月の 交と 思 はれる。 そして その 結果 

伯と 都督と は 協議の 末、 次の 覺！ A 曰 を 作成して 上司に 進 達した。 その 「覺 書」 の 前文に は、 次の ごとく 記されて ゐる。 

第二 章 滿鐵總 裁  七 四 三 


第二 節 大陸 經營の 陣容  七 四 四 

. 別紙 ハ關 東都 督府 制度 一一 關シ、 一 夕 後藤 顧問 ト 談話 シ タ ル耍 領ヲ、 同 顧問 ヲ シ テ 書記 セシ メタル モノ  -I 係リ、 案 ハ故兒 玉 大將ノ 

立案 ヲ 基礎 ト セル モノ ナリ。 御 參考ノ 爲劉覽 -I 供ス。 兒玉 大將ノ 原案 ハ 末尾 一一 之 ヲ附錄 セ"。 

明治 四十 年 九月 

關東 都督 子爵 大 島 義 昌 

この 「都督 府 制度 一一 關スル 談話 覺書」 は、 先 づ筆を 起して、 次の 如く 記して ゐる。 論す ると ころ、 伯の 「改革案」 

と 同 趣旨で あるが、 筆端の やや 溫和 となし ある は、 その 文書の 性質の 然 らしめ たもので あらう か。 

夫 レ滿洲 ノ終營 ハ我國 家 的 事業 タル ト 同時 一一、 其 成敗 利鈍 ハ國運 一一 干滿ヲ 有スル 問題 タリ。 而シテ 其 成敗 ハ  一 H 制度 ノ 如何-一 繋 

ルヲ 0- レ ハ、 制度 ノ 施設 豈 -ー 容易 ナラ ンャ。 滿洲 一一 於ケ ル現 制度 ハ杲シ テ經營 上 善美 ヲ價ス へキ モノ ナルャ 否、 是レ 人力 聊カ 

論 セント 欲スル 所ナリ 0 

今 現 制ヲ顧 ミル-一、 租借地-一 ハ 都督 府ァリ 。州 外-一 ハ 領事館 ァリ。 更- 一民 間 一一 ハ滿鐵 會社ノ 畔立ス ルァリ 。齐 其體系 一一 於 テ異ナ 

リ ト雖、 而カモ 満洲-一 於ケ ル 帝國ノ 勢力 ト シテ 存在 スルハ 一 ナリ トス。 然ル 一一 各 體ノ動 止動モ ス レ ハ獨自 ノ步趨 -ー 陷リ、 利弊ヲ 

異-ー ス ルノ孃 アル ヲ免 カレス。 要 スルー- 是 レ齐體 ノ主腦 タリ 勢力 タル 統一 的 組織 ヲ缺ク 所以  一丁 ビア、 此ノ如 クン ハ滿 洲ノ 經營ハ 

滅裂 一一 歸シ、 遂-ー 都齒 ヲ失ス ルァ ラン ヲ恐ル 0 然ラ ハ 如何 ナ ル 組織 一一 之ヲ委 セン 力、 今ノ時 II 於テ ハ關 東都 督府ヲ 措テ他 一一 適 常 

ナル 組織的 機關 アル ヲ 见ス。 都督 府カ關 東 州 一一 於ケ ル 政權ヲ 總攬ス ルト 同時-一、 州 外 一一 於ケ ル 鐵道附 屬地ノ 行政 監督 ヲ併 管ス ル 

尸、 旣 一一 其權能 一一 於テ他 ノ機關 一一 優越 ス ルノ ミナ ラ ス、 滿洲 一一 於ケ ル 中央政府 タル ノ 位置-一 在レ ハ ナリ。 然レ トモ 現在 ノ都 督府 

ハ關 東州ノ 一  隅 一一 僻在 シ、 州 外 一 步 ヲ出ッ レハま 二 領事 ノ 拘束 ヲ 受ケサ ル へ 力 ラサ ルカ 如キ ハ、 尙 未タ滿 洲ノ統 一 的 機關ト シテ 

目 スへカ ラサル-一 似 タリ。 

かくして 「覺 書」 は、 繽 いて、 都督 府の勢 ひ 振 はざる 原因の 一 を、 政府の 「態度 摸梭」 なる に歸 し、 


常 S5  ノ眼讀 述ノ活 機-一徹 セス、 列1!敏民政^ノ世3^:的光景-ー眠リ、 淸國 -1 封スル 常-一 侮蔑 ノ眼ヲ W ヰ、 之 ヲ御ス ルノ易 キヲ^ 

テ侮リ 難 キノ 勢ヲ解 セサル II  ^ スル ノミ。 

と 論じて、 淸國 の對滿 政策の 決して 侮り 難き 事 實を說 いた。 しかし これ は 「改革案」 と 同 趣意で あるから 省略す る。 

r 覺 查曰」 は それより 進んで、 淸國 のこの 攻勢に 對し、 我 もまた r 對壘の 陣形」 を 取らん がた め、 都 将府を 「全 權 全能 

ノ府」 となす の必耍 を、 次の 如く 論じた。. 

fl- ん此ノ 如 クナル ヲ以テ 、帝^ ノ 彼-一 對 スルー 步ノ緩 ヲ許ス へ カラス。 於是乎 我對， M 政策 ハ、 不統一 ナル 制度， 一依 リ、 封 * 折銜 

ヲ； la ム ルカ 如 キハ、 決シテ 今：：； ノ勢 一一 アラス。 な シク統 一 的 制度 ノ： 卜 ，ー 、 優等 ノ烕 カブ 用 ヰ サルへ 力 ラサル/要 ァ "0 是レ現 55 

督府 制度 ヲシテ 一段 ノ進轉 プ 促 カシ、 政府 ヲ 代表 ス へキ權 能ヲ以 テ、 射墨ノ 陣形 ト ナサ サル へ 力 ラサル 所以 ナリ。 然ル 二  ss^  ノ 

如ク、 外ハ領 *  ノ中 問ヲ遮 キル ァリ、 內ハ 中央政府 ノ犁 肘ヲ受 クルカ 如ク ンハ、 滿洲ノ  ISIS ハ遂- 一夫 レ 大計 ヲ 您ルノ 悔ァラ ンヲ 

恐ル。 故-一若 都贤 W 制度 ヲ シテ我 大陸 發展 ノ膦髓 タラ シメ、 健 仝 ナル發 達ヲ遂 ケシメ ン ト欲セ ハ、 须ラク 其 營養ヲ 登-一 シ、 活力 

ヲ培 ハサ ル へ カラス 0 他 ナシ。 與 フル -i 完仝 ナル權 能ヲ以 テシ、 之 ヲシテ Z 太權八 h: 能ノ麻 タラ シメ、 同時 一一 滿洲 唯一 ノ 統一的 機關 

タラ シメ サル へ 力 ラサル ナリ 0 

そして 「覺 書」 は、 「改革案」 と 殆ど 同じ 口調 を 以て、 所謂 法制 家の 法制 論 を反驳 したる 後、 轉 じて 次の 如く 記し 

た。 . 

«^ 督^ 翫度ノ 改亲ヲ 必要 トス ル所 以ハ、 上來旣 -ー述 フル 力 如ク、 一 ハ 満洲-一 於ケル 統一的 發展 ヲ期ス ルト、 一 ハ對浩 政^ 上， H 然 

ノ理勢 一-某 タト 雖、 -; 1： 足赏地 ヲ蹈マ ン 一一 ハ、 更ニ其 切要 ノ深キ ヲ感ス へ シ。 試ミ - 一州 外ー步 ヲ轉ス レ ハ 領事 ノ gi: 轄 >m 域-一 屬ス。 

此ノ問 使 力 -I 鐵道 附屬地 ノ帶ノ 如ク之 ヲ貫ク アル モ、 其 領域 ヲ脫ス レ ハ 都督 府ノ 勢力 得 テ加フ ル ナ シ。 隨テ 司法、 通き、 土.：^、 

眷^- 0- クま趣 ヲ異- 一 シ、 別天地 ヲ ルノ感 ァリ。 均 シク帝 カノ 圈內 一一 シ テ此ノ 如シ。 淸國せ 民 ヲシテ 帝^ 施政 ノ 不統一 ヲ云 爲セ 
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シ ム ル ig 一一  不得止 -I 出ッ。 今 ャ滿鐵 會社ノ 經 營ハ 漸次 根底 ヲ 扶植 セ ン トシ ッッ アル - 一際 シ、 淸國ト ノ交涉 ハ漸ク 多 賓ヲ加 へ 、 都 

督府 領事 將サ - 一事 端滋 カラ ント ス。 此 ノ際尙 一 致/政策 ヲ缺ク カ如ク ン ハ、 帝 國ノ烕 信 夫 レ將タ 如何 力 ス へ キ 0 

そして 「覺 書」 は、 改革案と 同じく、 南滿 における わが 警察 制度の 混亂 と、 財政の 不 整理の 弊害 を說 いて、 

滔々 タル 満洲/地、 此ノ 弊風 ノ， 队ク 遍ネカ ラサル 所ナシ 0 是レ 吾人 ノ 所謂 野 戰病ノ 遣 毒ナル モノ、 其 肉ヲ腐 ラシ 骨ヲ 蝕シ、 其 浸 

潤 スル所 深 ク财務 一一 及 ホス ノ 弊害 ハ、 牽テ 民間 ノ經 濟ヲ 汚濁 シ、 帝 II 保護領 土ノ 前途 此ノ傳 染的病 十ー§ ノ瀰设 スル、 豈爱 心-一 堪ュ 

へ ケンャ 0 

と 慨嘆した る 後、 

以上，' 如 クシ テ、 財政 ノ廓 淸ヲ 斷シ、 警察 ノ 刷新 ヲ 行ヒ、 问 時-一都 督府 制度 ノ 改革 ヲ见 ルー 一 於 テハ、 ：ん： 人 ハ更- 一 以上 ノ 求ヲ有 

セサル へ シ。 唯. 五 I： 人 ハ 一 ぉ滿洲 經營ノ 目途 一一 向テ？ « 進 シ、 國家的 成功 ノ 域-一 急クァ ラ ン / ミ0 

と斷 じた。 さらに 「覺 書」 は、 績 いて 都督 府と 滿鐵 との 關 係に 移り、 

夫レ 然リ。 都督 府ノ 制度 ト相 待チ相 倚リ、 滿洲ノ 經詧ヲ 表裏 反 顿スル モノ ベ 滿鐵會 社 ナリ。 都せ^ ト滿鐵 トハ國 家 的 意志-一 於 

テ 仝 ク 異音 同 曲 ト 見ルヲ 得へ シ 0 

となし、 一 方 都 哲府縮 少論を 攻撃す ると 共に、 所謂 「監督者 被 監督者 ノ區 別嚴明 論」 を駁 して、 都督 府と 滿鐵 との 合 

同 論 を、 次の 如く 論述した。 

唯 夫 レ國家 的 事業 ナリ。 其 之 ニ任ス ル モノ 會社 タル ト 官府 タ ルト ハ、 素 ヨリ 問 フク 耍セ スト 雖、 統 一 ナキ ハ生命 ナキナ リ。 是レ 

卽 チ 都督 府 ノ 機能 ト金社 ノ 機能 ト相依 リ相賴 ミ 、 片時 モ 其 失調 暌離 ヲ許サ サルト 共 一一、 其區別 ノ t お 一 I 事 實ヲ滅 スル能 ハサ ル 所以 

ナリ。 故 一一 今 H ノ利ハ 府務ト 社業 ト綜 合同 進 一一 在 リテ、 ハ其 分裂 岐拆 一一 存ス。 此ノ利 病 ヲ察セ ス、 徒ラ 一一 常 法 守 格-一 拘ス ル ハ 、 

所謂 小乘的 法律 論 一一 坐 セン ノ ミ。 法令 制度 ノ時 一一 由リ所 -ー從 ハサ ルへカ ラサル コト ヲ知ル 者- 1 シテ、 初 メテ與 一一 大乘的 法律 一一 參 


スルヲ 得へ シ。 國家 果シテ 法律 ノ爲 滿洲ヲ 置 力 ン トス ルカ、 將父 滿洲ノ 爲-ー 法律 ヲ用ヰ ン トス ルカ、 識者 ヲ俟 テ判ス へ キノ 疑 

案 一一 非 ルナ リ。 以上 ノ論 St ヨリ シテ 都督 府 制度 改革案 プ 求ムル 一一 左 ノ如シ 0 

かくして 「覺 書」 は 「改革案」 と 同じく、  二 案を擧 げてゐ るが、 その 第一 案 も 第二 案 も、 字句の 末に 至る まで、 殆 

ど 「改革案」 と 同 一 であるが 故に 省略す る。 

これ を 要するに、 この 一夕の 次れ 話に よって、 大島 都督 は 悉く 後藤 顧問の 說を 容れ、 ただ 論旨 を 多少 溫和 化した る 後、 

共同 覺 *1 として、 中央に ある 元老 閣僚に 提出し、 その 實現を 計った ものである。 

一 二、 都督 總裁 兼任 案 - 

前褐覺 書の 作成と 共に、 いま 一 つの 提案が、 都督と 伯との 間に 協議され た。 

白 はこの 提案 を 進 達する に當 り、 例の ごとく また 一の 覺書を 作り、 これによ つて 大陸 經營の 局面 轉囘を 策 せんとし 

た。 ：P が 一 事 を 決意す るに 當り、 如何に 執拗に その 實 現に 腐心 努力した る や を 見る ベ きで ある。 

^^業愈^-大ナレ ハ 成功 愈 難 キハ事 ノ常理 ナルヲ 以テ、 滿鐵 事業 ノ 難易 一一 對ス ル 世間 一 般ノ 觀察モ 亦、 唯會社 組織 ノ龙 大ナル ョ 

リ 來レル 尋常 ー樣ノ 推測， 一外 ナ ラサル モノ ァリ 0 然レ トモ 滿鐵 事業 ノ經 營ハ、 其 困難 此ュ止 マラス。 其 性質 上 總テ名 ノ 逆-一 シ 

テ 順ナル モノ ナキ 一一 在リ。 例 之 

一 、 條約 締結 ノ 本末 旣- 一順 當ナル ヲ得ル 能 ハ ス。 加 之當時 内閣 ノ 事情-一 制 セラ レテ、 多少 ノ不完 仝 ヲ 忍ヒ、 速成 ヲ求メ シカ爲 一一 

成立 條 約 モ 整備 完壁 ト ナス ヲ得 サル モノ ァリ 0 

一、 租借地 ノ 名目 一一 ハ定說 未 タ備ハ ラサル 所 ァリ。 率 f ぉ上ノ 解釋ハ 之ヲ當 局者ノ 政策 手腕 一一 求 ムルノ 外 ナン。 況ン ャ鐵道 付屬地 
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ノ政權 一一 於テ ヲャ。 

一、 露^ 東淸 鐵道ノ 內密關 係ハ、 我 常 局 者未タ 之ヲ詳 悉セス シテ、 之ヲ露^^£兩1:ョ "引受ケ タ ル モ、 其國際 公法 的關 係ハ、 .W 來 

他 -ー 類例 ナキカ 故 一一 、 此點 一一 關シ テハ、 畢竟 我 ヨリ 古ヲ 成シ、 範 ヲ列國 一一 示スノ 外ナキ モノ トス。 

一 、 總督 府ノ名 ハ淸國 ノ拒ム 所 タリ トノ 理由 ヲ以 テ、 都督 府ト ナセシ 力 如 キハ、 些事 一一 屬 スト 雖、 抑、、 名-あ シカ ラサ レ ハ 率順ナ 

ラサル ノ難ヲ 示 スノー  兆ニシ テ、 百般 ノ難 因赏 一一 此- 一宿 スル モノ ナリ。 

一 、 露淸 協同/ 鐵道ヲ 引繼キ タリ トノ 理由 ヲ以テ 株式 會社ト ナシ タル ハ可 ナレ トモ、 其 轉シテ nis^  ノ敏 道タ ル 一一 於テ、 魔辦方 

法 ノ便否 ハ露國 一一 及 ハサ ルコトー 々枚舉 ァラ ス。 加之露國 ハ大藏^？：ノ所化；-ト ナセシ 一一、 我^ ハ之ヲ 外務^  ノ 所管 ト ナ ス。 

利害得失 隨テ 其差ヲ ：5H ス ヘシ。 政府 ハ固 ヨリ 之ヲ 講究 セラ レ タル 上 ナルへ キモ、 暫ク、 王ゅ官 ノ差 ヨリ 推測 スルー 一、 露 國ノ取 リタ 

ル 意見 ハ赏利 的若ハ 物的 關係 一一 シテ、 我國ハ 徒-一 合理的 ナルノ 觀ナキ 力。 事 外交-一 涉 ルカ 故-一外 務所屬 タル へ シト 偏斷ス ルカ 

如キ ハ 、 是レ旣 一一 自ラ 其聲ヲ 大-ー シ テ、 其 名  一 I 累 セラ ル ル ノ患 ヲ胎ス モノ タラサ ルカ、 露 國カ國 際 的關係 ヲ避ケ テ主ト シ テ內 

治 行政-一 寓ス ルノ 方按ヲ 取リ、 而モ 一事 業起ル 毎-一 必ス問 接 外務 關係ノ 餘地プ お メタル ハ、 之ヲ 帝闕 ノ辦法 一一 比 シテ、 巧拙 如 

何、 識者 ノ考料 ヲ待ッ へ キへキ 所 十リ。 

一、 露 國ハ鐵 道 資金 ノ 供給 ト 監督 事務 トヲ、 舉ケテ 大蔵 竹-一 一任 シタ リシ 力 故-一、 我 鐵道ノ 如ク、 外務 ト大藏 ノ兩^ 多岐-一 涉ル 

ノ弊 ナキコ トヲ得 タリ。 其 對淸條 約 一 タヒ 定ルノ 後、 之ヲ 外務 以外 ノ 行政 監督 一一 移 シ置キ タルカ 如キ、 蓋 シ自ラ ni- ル所 アリシ 

モノ ナ ラン 0  • 

一 、 滿洲 行政 ノ不統 一 ト 銜突ト ハ、 人 a? ス之ヲ ロー ースル ヲ閗キ タリ。 卑 一一  ヨルト キ， ハ、 本 來名赏 不明/局 二 對 ス ル政 1^ ノ如キ 

ハ、 頭腦 ヨリ 足趾- 一至 ルマ テ、 一 氣 貫徹 セ シム ルー 一足 ルへ キ赏カ K 勢ァ ル 二 非サレ ハ、 得テ B 的 ヲ達ス へ 力 ラサル モノ ナル- 一、 

我滿洲 政策 ハ、 由来 中央 頭腦ュ 於テ旣 -I 統一 ヲ缺 ケリ。 何 ソ效ヲ 末梢 ノ 満洲-一望 ム へケ ンャ。 

以上 ノ如 ク、 


名 .Iz: 正シ カラ ス、 逆取順守ノ外ナキ^?!遇.ュぉリシ コ ト。 

中央 末枬 並-一 不統一 -I シテ、 銜突 多ク、 政策 未確定 ナ リシ コト。 

資本 ニ億圆 ノ大會 社モ、 赏質空 棘-了 ンテ、 其 墓 礎 不安 固ナ リシ コト。 

等 ノ亊情 ヲ知ラ ハ、 苟 モ事ノ 失败ヲ 顧慮 スル モノ、 ノ、 避 ケテ當 ラサルへ キ所 ナリ。 然ル ヲ不小  = 新平徵 力-. 1- 揣 ラス。 敢テ此 重任 

ヲ荷フ 所以 ノ モノ ハ、 他意 ァ ル - ー非ス 0 唯 誠意 事 -I 從ヒ國 -I 奉シ、 萬 一力 足 ラス 中道 一一 シ テ錢ム モ、 1 點 心-一- K シキコ トナク 

ン ハ、 ^ホ自 ラ慰ス へ シ ト云フ ノ 依賴ァ ル ノミ。 

所ノ如 キノ 垸 遇-一 返 シテ、 特 -I 法制 具 丈ノカ 賴ミ難 キヲ感 セリ。 意へ ラク。 必スャ 画家 一 大 權能ノ 委任 ト烕 望トヲ 兼帶ス ルノ 

人 一一 シテ、 正 一一 能 ク此矛 15 街 突 不統一 ノ弊ヲ 掃ヒ、 偉業 ヲ逮 成ス ル コトヅ 得ント 0 就職 以來 ノ經 過-一 ft ミル 二、  ？ i 洲  一一 ヲ 

阎レハ 勢 中央政府 卜 銜突ス ルヲ免 レス。 中央 不銃ー ノ累ハ 常-一 満洲-一 波及 シ、 其 問 ff 誣 誤解 モ亦往 々入リ 易シ、 元來<<=5^:せ其 

-ー  多忙 一一 シ テ、 新 創 滿洲ノ 事情 ヲ詳 研ス ル 一一 懒ク、 動 モス レハ 繩墨ノ 常 度 -ー 藉リ テ、 ，々 ヲ 平板 スルヲ 免 レス。 幸-一 

シテ 今日 一一 至ル マ テ、 都督 ノ府 務ト 滿鐵ノ 社業 トノ銜 突 ヲ避ク ル ヲ得タ ル モ、 此モ亦 唯 姑息 ノ便ヲ 履 ミ得タ ル 一一 過キ ス。 入 LEW 

ノ泰 否- 1 至リテ ハ、 一 大權 カノ 統 一 ヲ要ス へキ コト、 事情 益 AT 急 ナルモ メアリ。 隨テ 滿洲永 h おノ計 ヲ決ス へ キノ 機 モ亦今 = 一一 

迫 レリ。 此 問題-一 關シ、 K 際 經驗上 多少 ノ资ル へキモ ノア リテ、 諸賢 ノ 下問-一 答へ ンカ如 キハ、 固 ヨリ 不 i=  / 願フ所 ナリ。 微 

力 重職 ヲ fIS シ シ ヨリ 以來、 未 タ報效 ノ錄ス へ キモ ノ ァ ラサ ル 一一、 早ク旣 一一 局面 ノ改- 止 ヲ訟フ ル ヲ責メ ラ レ ハ、 不 W 敢テ 其罪ヲ 

迫 レサ ル へ シ。 但卑见 一一 對シ、 徵詰叩 問 ヲ吝マ ルル コトナ クン ハ、 則 チ不小 H 報^  ノ 微意 旣  一一 ^；：セ ラ レ タ ル 二 庶幾 シ C 中心 41. 榮 

之 - 一過 キサ ルナ リ。 

そして 伯が こ-の 「局面 ノ 改正」 を 計らん がた めに、 進言せ る 提案と は 次の 通りであった。 

都督 ヲ以 テ總裁 一一 充ル ノ制ヲ 定ム ルコト 

理由  . 
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新 殖民 地 一一 於 テ內地 的 法治 ヲ施ス n トノ  < 且ヲ 得サル コ ト 勿論 ナレ トモ、 最近 ノ學 說ハ 殖民 會社ハ {且 ク公 法的 圈體タ ル へ シ トー- ム 

フー 一 在 レハ、 彼ノ 株式 會社ハ 乃チ、 商事 會社 ナリ、 故-都督 府ト 滿鐵會 社トハ 截然 監督 被 監督 ノ別ヲ 明-一 シ、 以テ 其ノ， 混 同 ヲ避 

ク へ シ トノミ 主張 ス ル者ノ 如キ、 畢竟 陳腐 ノ學究 タル ヲ免 レス 0 況ンャ 現今 ノ總裁 副總裁 (理事 ハ之ヲ 除ク) ハ 株主 撰 舉-ー 非 

スシ テ官撰 ナリ。 乃チ 滿鐵會 社-一 對スル 政府 ノ 派遣 官 ナリ。 其 進退 ハ 株主 ノ 意向 一一 由ル モノ  二 アラス シテ、 政府 ノ 任免-一依 ル 

モノ タル ヲャ U 

現今 ノ 都督 府ハ 自然 萎縮 ヲ免レ ス。 會社ハ 之-一反 シテ發 育ス。 隨テ其 赏カ上 滿洲ノ 活動-一 要ス ル 機關、 兩者ノ 問 ノ對稱 一一 於テ、 

都督 監督 ノ赏 權ヲ 維持 スル コ ト能 ハサ ルー I 至ル。 故-一 此ノ 監督 ハ 中央政府， 一 委シ、 都督 ヲ シテ 直接-一 會 社ヲ總 裁セシ ムル コト、 

府務 社業 ノ 一  致 ヲ期ス ル 一一 便 ナリ。 

會 社-一 ハ副總 裁 二人 ヲ置 キ、 一 ハ專任 副總裁 トシ、 他ノ 一  ハ 民政長官 ノ 兼職 ト ナス n ト。 

領事 ハ 都贤府 事務官 ヲ兼 卞、 領事 替察ト 都督 府瞥 察トノ 兩制ヲ 廢シ、 一 一一 都督 府警 察- 1 委シ、 領事 裁判 ハ獨逸 保護領 土 一一  於ケル 

領事 裁判 制 ノ例 一一 據ル n ト。 

一 三、 警察 制度 の 統 一 

以上が 「局面 ノ 改正」 のために、 伯の 提案した 第 一 案であった。 

併しながら、 その 第一 項の 都督 總裁 案が、 當 時の 情勢より 見て、 實現 性の 乏しい こと は 明瞭であった。 ゆ ゑに 白 は、 

この 案の 實現 にこの 努力 を さ 盡 せんこと を 恐れて、 その 奮闘の 主題 をむ しろ 第三 項の 領事と 都督 府 事務官と を 兼任せ 

しめ、 以て 南 滿洲に 於け る 警察 制度の 統一 を圖 るの 案に 置いた。 

尤も これに ついては、 その 大綱の 決した る 後に も、 その 具體 案の 作成に は、 都督 府內に 於いても、 滿 鐵社內 におい 


ても相當の議論洶^？^し、 從 つて 種々 の具體 案が 發 生した。 その 結果 「都督 ノ 意見. 一 として 作成 せられた 「覺 書」 け 

次の ごとき ものであった。 

一、 ま-? i 洲 一-於 テ ベ 都督 ト 領事 トノ 職務 關係ノ 統一 ヲ阅 ル爲、 特別 ノ 領事 制ヲ施 キ、 領事 ヲシテ 都督 ノ 指揮 監骨 ヲ受ケ シメ、 

=5 ッ 領事 ハ 都骨府 事務官 ヲ兼 ヌル コ 卜。 

51 外交 上ノ 案件-一 シテ 重大 且ッ急 要ナル 場合 一一 於テ ハ、 外務大臣、 ノ 直接 領亊ヲ 指揮 シ、 領事 モ亦 直接 外務 大ほノ 指 押 ヲ乞フ 

ヲ得ル コト。 

一、 南滿洲 -1 於ケル i; 察 ハ總テ 都督 _ ^一一  於テ 統轄 シ、 附屬地 外ノ居 §E 民ノ 保護 一一 必要 ナル眷 一 バヤ；？ 2 ハ都管 府-ー 於 テ之ヲ S 嚣シ 

事 兼 事務お ノ指採 ヲ受ケ シム ルコト 0 

一、 領事 裁判- 關シテ ハ、 別紙 第二 號 第三 號ノ 勅令 ヲ發 布シ、 之 力 制 一一 據ラ シム へキ コト。 

一、 別紙 第一 號 勅令 案ヲ發 布セ ラレ、 ッ關束 州 以外-一 於テハ 都督 府令 ヲ以テ 領事 官ノ 命令 ト 同一 ノ效 カヲ有 セシム へキ コト。 

右の 覺 書に は、 次の 「理由 書」 が 添付され てあつた。 

洲 -1 ハ 租借地 住民 ァリ、 鐵 道附屬 地. 住民 ァリ、 义居留 地 住民 ァリ テ、 此等 各種 混同 セル 地方 ヲ K メテ 一統 治/下-一 置 クハ、 

未 タ曾テ 他-一類 例ヲ サル所 トス。 是 ヲ以テ 租借地 以外 ノ 住民- -對ス ル 行政 ハ、 se- 一一  領事 制 一一 敏リテ 本來ノ  H 的 ヲ逹ス ル能 ハサ 

ルニ由 リテ、 先ッ 領事 制度 ノ 上-一 變改ヲ 加へ、 以テ 統一的 行政 ヲ施 クー-若 カス。 蓋 シ此ノ 如キ事 ハ舊例 一一 依リ テ律ス へ キー ーァラ 

ス 0 宜シク 我 ヨリ 新例ヲ 開キ、 以テ 特殊 ノ 事情- 1 應セサ ルへカ ラサル ナリ 。今 此ノ 理由 一一 依リ、 特別 ナル 領事 制度 ヲ設 ケ、 關東 

州內 外/行政 統一 ヲ圖 ラン トス。 如上 ノ 改正案、 殊-ー 領事 - ーシテ 事務官 兼任 ノ制 ハ、 布 南滿洲 領事 ノ意 向ヲ 探ル- 一、 K 際 ノ亊情 

- 一照 シ 必要 ヲ認メ 且ッ最 有益 ノ 改正 ト信シ 居ルモ ノノ 如シ。 义之ヲ 領事 ノ韓國 理事 官 兼任 ノ 例-一 徵ス ルモ、 其 必要 疑 ナキモ ノト 

信ス。 仍テ 本案 各 視ノ如 ク變改 セラ レン コトヲ 望ム。 

そして、 その あとに、 これに 關 する 三つの 勅令 案が 添付して あった。 
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この 警察 制度の 統一 案 は、 間もなく 中央政府に 提出せられ、 再び 審議の 姐 上に 載せられる ことと なった。 これにつ 

いて は 法制局、 外務省 その他に おいて、 多くの 反對 論が 湧出した こと は、 無論であった。 しかし 南滿 における 警察 制 

度 混亂の 弊害 は、 何人も 否定す る こと を 得ざる 事實 であった ので、 論議 は 多く 枝葉の 法制 技術 論に 止まった。 

その 間にあって、 极本 的な 立脚 點 から、 これに 批評 を 加へ たの は、 當 時韓國 統監の 地位に ありし 伊藤であった。 そ 

れは、 その 頃 伯 を 代理して、 大 磯なる 浪閣に 伊藤 を 訪ねた 龍 居 頼 三が、 伯に 報じた る 私信の 一節に は、 次の 如く 記 

されて ある。  . 

謹啓、 昨日 閣下の 御名 代 を 兼ね、 滄浪閣 を ー訪致 候處、 幸に 他 客な く、 對坐晤 談を累 ね 候 事 を 得 候。 對淸 の近狀 

に付きて 云く 「ま 那に對 して は 追ッ： ^せなければ 何事 も 思 ふ樣に 渉る もので ない、 近頃の 樣に 五分く の 太刀 打 

ちして 居る から、 細かい 問題でば かり 角 突き 合 ひ をす るの だ」 と、 先づ 立脚 點の旣 に 誤 まれる を 指摘せられ、 閣 

下が 先頃 北京より 侯に 寄せられ たる 御 書面の 主意に 付て は 首 i: けせられ 居候。 次に 南滿 における 警察の 事に 及び、 

「一方に は 都督 府と いふ ものが あり、 他の 一方に は 領事館と いふ ものが ある、 之れ も國 際の 關係上 致 方ない 所で 

あるが、 鬼に 角 南 滿鐵道 を 外にして は、 所謂 滿洲 經營は 無い 譯 であるから、 警察 は 何う しても 鐵道會 社が 持た ね 

ばな らん、 是れ 等の 問題が 確乎 不動の 拫 本から 割出されな いと 何事 も 出来る もので ない」 と 云 はれ 候。 依て 其邊 

に 付て は 近日 別に 便 {且 法の 講ぜられつ 、ある 模樣 なりと、 一 寸 ほのめかし 候 所、 侯 は r ゾ ンな 姑息な 遣り方で は 

不可」 と 道破せられ、 r 大體鐵 道會社 を首腦 として 行って 往く稜 りなら、 行って 往 ける や ふに しなければ 妙 はな 

い」 と 評せられ、 餘程御 持論と 距離 近き 意見 を 抱懐し 居られ 候樣 推測 致 候。 


然しながら、 伊藤の 揚言し、 また 伯の 秘かに 抱 持せ る 如き 极本的 改造 は、 到底 實現 不可能の ことであった。 その 當 

時、 せ 僚 政治の 成文 守の 弊 は、 すでに 帝國 政治の 膏 有に 入って ゐた。 そして 都 1^ 府 制度 改革案 も、 上揭 都^の 意見 

を 多少 修正して、 實現 する のみに 止まり、 何等 根本的 改革の 痕は 見られなかった。 

伯 は 後に 幸俱樂 部の fi 演 において 言 つ た 。 

此の 多 頭 政治と 云 ふこと が <fr 日まで 病を爲 して 居る。 (中略) 此の 事柄に 最も 經驗に 富んで、 世界に 名高き 英國に 

於いても、 植民 省の 外に、 印度の 爲 めに 印度 事務 省 あるに 拘ら す、 統一 を缺 いて、 先年印度に於ぃて文.^^^#機し 

て 非常なる 騷 ぎを爲 した。 是は 私の 兹に說 明 を 要せぬ でも 諸君 御 承知の 通りであります。 とにかく 餘程 困難で あ 

る。 なぜかと 云 ふと 軍事と 經濟、 此の 二者 だけで も 調和の むつ かしい 所へ 持って来て、 外交上の關係が始終％^ 

まして、 さう して 土人と 本國 人との 行政 上の 關 係に 於いて、 警察 は 日々 に 困難 をして 居る。 此の 地の 警察が 义幾 

つかに 分れまして、 都督 府の 警察、 領事 附屬の 警察が 別々 に 働いて、 なマ 日尙ほ 其の 煩 ひを爲 して 居る ので ありま 

す。 (中略) 幾らか 直さう として 掛 つて 見ても、 此の 點に 付いての 世論の 歸裔 する 所が、 未だ 其の 時機に 逹 しない 

のと、 各 官吏 中 いつでも 內治的 制度 を 以て 植民地 を 律 せんとす るが 爲 めに、 植民地に 於いて 非常な 行政 上の 缺點 

を 起し、 一 省の 經費 ぐら ゐに代 へられぬ 經濟 上の 損失 を來 たす のであります。 

これが 當 時の 事情と して は、 伯の 成就し 得る 最上であった。 少なくとも 伯 はさう 考 へた。 ゆ ゑに その 根本 案が 百パ 

—セントに 實 現せざる 場合に おいても、 これ を もって 直ちに 自己の 理想の 否定な りと して、 冠を挂 けて 去る やうな こ 

と はしなかった。 飽くまで も實際 家であった 伯 は、 適當 のと ころで 常に 妥協した。 それが 伯の 長所で も あり、 又 同時 
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に 短所で もあった。 さう して 伯 は、 史上の 優れたる 實行 家に 見られる やうに、 一事の 實 現が 不可能と 決まる と、 ,f 

それに 拘泥し ないで、 直ちに 次の 方策の 實 現に 取り 掛 るので あった。 それ は秀吉 にも ナボレ オンに もシ ー ザ I こも 北、 

通す る 性格であった。 

いま 伯 は、 滿洲に 於け る 三頭政治の 制度 上の 缺陷を 改正 せんとして、 懸命の 努力 をした。 さう して 贏ち 獲た ると こ 

ろ は、 ゎづ かに 領事 事務官の 兼任と、 警察 制度の 統一と であった。 

然 らば この 制度 改革の 問題 を 終りた る 後、 伯 は 如何なる 具 體案を 創造して、 膨脹 日本の 大陸 政策 を實 現せん とする 

ので あるか、 

第三 節 滿鐵十 年計畫  • 

一、 滿鐵賣 却 案の 經緯 

南 滿洲鐵 道が、 日本の 大陸 經營 に寄與 したる 貢獻 について は、 今日 もはや 疑 ひ を 挾む 人 は 無いで あらう。 滿鐵 は、 

英國の 東印度 會 社と 等しく、 日本の 世界政策の 礎石 を 成した ので ある。 

抑 も 滿鐵を もって、 日本の 大陸 經營の 策源地たら しむべし との 思想 は、 すでに 日露 戰爭の 初期に 於け る兒 玉、 後藤 

の 協議に 發し たこと は、 前節に 於いて 敍述 した。 しかるに 日露 戰役は 豫定の ごとく 進展し、 ボ— ッ マス 和 約ま豫 h; の 


ごとく 東 淸鐵道 南 滿線を 日本に 確保した。 兒玉 • 後藤 案 はい まや 完全に 軌道に 乘り、 帝國の 大陸 發展 はこの 鐵道を 中 

樞 として 達成 せらる るかに 見えた。 

然しながら、 歷史の 中に 事實を 求む る もの は、 この 順風満帆の 如き 外觀の 衣に、 滿鐵の 運命 を、 惹 いて は 日本の 大 

陸 政策の 運命 を も、 意外の 方向に 逸脫 せしめん とすると ころの 暗流が 滔々 として 渦卷 きつつ ありし こと を、 見逃す こ 

と はでき ない。 それ は 滿洲鐵 道賣却 論と、 委 托經營 論と であった。 さう して それが 具體 化した のが、 isi. ハリマン 協 

定 であった。 

ハリマン は 米國鐵 道界の 個人であった。 彼 は 米 大陸 横斷鐵 道に 成功し、 赫々 の 名聲を 世界に 馳 せて ゐ たが、 日露の 

和 約が ボ ー ッ マスに 進 渉しつつ あった 當時、 はやく も 極東 視察 を 思 ひ 立って、 親しく この 地方 を 旅する とともに、 歸 

路 日本に 立 寄った。 

然るに 恰か もこの 當時、 日本 國內に 於いて は、 滿洲 鐵道經 營に關 し、 頗る 消極的な 意見 を 持す る 一派の 人々 が あつ 

たので ある。 

それ は 一 言に して い へ ば、 日本の 大陸に 於け る發展 を危險 なる K 險と 見る 思想であった。 ゆ ゑに 日本の 大陸 進出 を 

最小限度に 止めて、 國際戰 の 危因を 少なく せんこと を 目的と する。 さう して この 意見 は、 今日に 至る まで、 n 本內 

部に 存在す る 思想で ある。 

此 等の 意見に 從 へば、 帝 國の滿 洲鐵道 經營に は 二つの 危險が ある。 その 一つ は、 財政 上の 危險 である。 卽ち 物資 乏 

しき 廣茫 たる 荒野に、 一條の 鐵路を 敷いて、 收 支の 勘定 を 合 はさう と 試みても、 それ は 經濟上 無謀で ある。 年々 の 損 
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失 は 遂に 本國の 經濟を 危機に 陷れ るで あらう。 少なくとも 惡 影響を及ぼす であらう。 ゆ ゑに これ を 第三 國に委 する 方 

が 安全で あると いふので ある。 

いま 一 つの 理由 は、 滿洲鐵 道 經營に 伴 ふ 政治的 並びに 軍事的の 危險を 憂 ふるものであった。 それ は 戰收露 國は必 す 

や、 復響戰 に 鋭意す るで あらう。 いまこの 強大なる お 族 を 日本の 永久の 敵と して 大陸に 戰 ふの は、 日本に 取っての 大 

害で ある。 むしろ 第三 國を この 滿洲の 地に 導き 入れて、 兩國 衝突の 必至 性 を 緩和すべし、 とい ふので ある。 

この 二つの 意見が、 その 好個の 解決 案と して 迎 へたの は、 米 國鐵道 王 ハリマンの 滿洲鐵 道買收 提案であった。 彼 は 

一億 圆を もって、 滿洲鐵 道の 經營權 を 買 ひ 取らう と 巾 し 出た ので ある。 それに 最も 黉成 したの が、 元老の 井上 疆 であ 

り、 これ を 支持した のが、 財界の 大御所 漉 澤榮ー であった。 彼等の 意見 は 遂に 時の 首相 桂 太 郞をも 動かし、 性 はハリ 

マンに 對 して、 滿洲 鐵道賣 却の 內諾 を與 へた。 さう して ハリマン は、 意 氣揚々 として 撗濱 より 乘 船し、 滿 蒙より.：^ 那 

ffi 比利亞 を橫斷 して 歐洲 に贯 通す る大鐵 道の 完成 を 夢みつつ、 桑 港に 向つ て出發 した。 

その 當 時の 事愦 について、 上田 恭輔は 次の ごとく 語る。 

今日は その 內愦が 公表 されても 差 支へ ない と 思 ひます こと は、 日本 政府 は 折角 ボ ー ツマ ス條 約に よって、 露西亞 

から 東淸鐵 道の 南部 線 を 獲得 致しましても、 戰 後の 日本 財力に よって 經營 する こと は、 到底 不可能 事と 考 へたの 

で、 時の 總理 大臣であった 桂 公 は、 米 國の鐵 道 王の ハリマンに、 南 滿鐵道 を、 一億 圓で賣 り 渡す 內約 をされ たの 

であります。 勿論 主 權はョ 本に ありまし たが、 經營は 全然 亞米利 加 人に 委任す る 約束 をされ て、 旣に 契約書 もお 

渡しに なった ので ありまし たが、 幸 ひに も 小 村 侯の 如き 非凡の 偉人が ありまし たから、 侯が 國 される や 否や、 


この 事 を 聞いて 非常に m 慨し、 烈 なる 運動の 結果、 元老、 先輩 及び 內閣諸 公を說 伏して、 ハリマンが T 度 サン 

フ ラ ン シ ス コ に 著いた 時に、 ョ本 政府 は 電報 一 本で 契約 を 破棄 致しました。 

卽ち ハリマンと 人れ 遠 ひに 歸國 したる 小 村全權 は、 この 點 について は、 すでに 米國に 於いて、 特使 金子 太郞 とも 

打合せ を 了して ゐ たので、 桂 首相に 面會 する や 否や、 直ちに この 賣却案 破棄 を 強硬に 提言し、 遂に 上記の ごとく、 尸 

リマンへ の 破約の 電報 を 打った ので ある。 

それ は 小：：！ 本 主義に 對 する 大日 本 主義の 勝利で あり、 これによ つて 日本 は、 斷乎 として、 大陸 發展 の鐵 則を繁 めた 

の である。 

WL; 卜ら、 それ は 同時に、 米國の 極東 政策に 對 する 一. つの 挑戰 でもあった。 米國の 極東 政策 は、 常に ジョ ン • ヘイ 

の 支那の 領土保全と 門戶 開放 並びに 機會 均等 主義に 終始す る。 さう して この 形式的 抽象的なる 政策の 內 容を爲 す具體 

的の：：： 的 は、 支那 市場の 獲得であった。 ゆ ゑに 支那 領土の 一部と して 彼等の 眺めた る 滿洲に 日本が 進出し、 從 つて E 

本 の 商權 がよ り tei 勢な る 地位に 立つ こと は、 彼等 の 憂心 を 抱いて 眺める ところであった。 

ゆ ゑに ハリマン の 滿洲鐵 道買收 案の 否定 は、 米國 の帝國 主義者に 對 する 一 大打擊 であった。 後年 滿洲 問題が しばし 

ば n 米閒 の繁爭 問題と なった 萌芽 は、 旣 にこの 時に 發 して ゐ たので ある。 

この 計畫 が、 奈邊 まで 進 渉して ゐ たかは、 その 當時紐 育に 在った わが 特派 財政 委員 高 橋是淸 が、 西 園 寺 首相、 阪ハ介 

藏相、 林 外相、 山縣遞 相に 宛てた、 次の ハリマンとの 會見 通信に よっても、 窺 ふこと がで きる。 

今度 紐育滯 在中 (九月 二十 七日)、 「ハリマン」 氏-一面 會致 候處、 同氏 ハ 劈頭 第一 11、 日本 政府 ノ滿洲 鐵道ニ 對スル 
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處 置ハ大 失策 ナ リシ ト 云ヒ、 尙其 意味 ヲ說明 シテ申 候-一 ハ、 

. 自分 ハ三個 月間 一一 滿洲 鐵道ノ 整理 改造 ヲ 完成 スルノ 計畫ヲ 有シ居 タリ。 其方 法ハ、 從 來米國 一一 テ 使用 セル 材料 

ヲ移 シテ、 滿洲鐵 道 一一 用ュ ル 一一 在リ。 <?「 ャ米國 一一 テ ハ、 從來 ヨリ モ 一 層 重量 ノ 運搬 一一 適 スル樣 一一、 鐵道ノ 設備 

ヲ改 ムルヲ 以テ、 最モ 有利 ナリ トス ル 一一 至 レリ。 然ル 一一 西 伯 利 亞鐵道 一一 接 績シテ 滿洲鐵 道ヲ經 營スル 一一 ハ、 從 

來米國 一一 於テ 普通 一一 使用 セル 設備 一一 テ足 レリ。 故 一一 其 材料 ヲ 移シテ 滿洲鐵 道 ヲ 改造 ス レバ、 速成 シテ 費用 ヲ節 

減 スルノ 利 ァリ、 若シ其 經營ヲ 自分 一一 委任 セラ ルレ バ、 人 r 日ハ 最早 全ク 竣工 シテ居 リシナ ラン。 自分 ハ 責任 ヲ 

免レ テ肩ノ 輕キヲ 感スレ トモ、 今日 ヨリ 十 年ノ內 一一、 日本 政府 ハ滿 洲鐵道 ノ經營 一一 付 キテ米 國人ト 共同 セサリ 

シ ヲ悔ュ ル 時ァラ ン 云々。 

これに 對 する 髙橋 特派 財政 委員の 答へ は、 右の 「通信」 によれば、 次の 通りであった。 

贵說ハ 御 尤ナレ トモ、 我 國ハ滿 洲鐵道 一一 關シ、 露國ノ 權利ヲ 繼承シ タルモ ノー 一  シテ、 露淸 條約ヲ 基礎 トセ ザルべ 

カラス。 露 淸條約 一一 於テ、 滿洲 鐵道ノ 經營ヲ 露淸ノ 共同 一一 限ルノ 規定 アリシ 故、 日本 ガ之 ヲ繼承 スルー ー當 リテ、 

日淸ノ 共同 二 限ルノ 必要 アリシ 次第 ナリト 聞ク。 米 國人ト 共同 スル能 ハサ リシ ハ 遣憾ナ レ トモ、 此ノ如 キ已ヲ 得 

サ ル 事情 ァリ シ コ トヲ諒 知 セラ レタ シ。 

すると ハリマン は、 更に 追窮 して 言った。 

露 淸條約 ノ事ハ 自分 モ 承知 シ居 レリ。 然シ 日本 ガ滿 洲鐵 道ノ讓 與ヲ受 クルー 一 當リ、 其ノ 條件ヲ 協定 スル ハ、 小 村 

男ノ 手中 一一 アリシ ナリ。 北京 ノ 談判 一一 於テ、 淸國ノ 同意 ヲ得 レバ、 他國人 ヲシテ 關係セ シムル モ差支 ナキ樣 一一 成 


リタ ルナ ラ ン。 自分 ハ小村 男 ガ米國 人トノ 共同 一一 反對ノ 意見 ヲ有シ タル ヲ聞 ケリ。 然シ 自分 ハ 支那 人 ト 共同 スル 

ヨリ モ、 若 シ出來 ルナ ラバ、 日本人 ト 共同 スル事 ヲ望ム 故、 好機 會 アラバ 今一度 日本-一往 キテ、 當局者 及 有力者 

ト 意見 ヲ 交へ テ見 クシ ト思ヒ 居 レリ 云々。 

以て ハリマンが、 なほ 意 を 滿洲鐵 道 經營に 絶ち 居ら ざり し を 見る に 足る であらう。 高 橋 は 右に ついては、 

是 一一 對シ是 淸ハ、 菜 シテ小 村男ノ 意見 次第 一一 テ、 「ハリマン」 氏ノ言 フ如ク 條件ヲ 協定 シ得 タル ャ否 ャ、 外交 上 

ノ 機密 一一 屬スル ヲ以テ 、承知 セ スト 答へ 置キ 候。 

と 記して ゐ るが、 問題 は、 然 らば ハリマンが、 何故に しかく 執拗に 滿洲鐵 道 經營を 要望せ しかに 在る。 これに 關 する 

高 橋の 意見 は、 同 「通信」 に 左の 如く 記されて ある。 

此會 見ノ日 ハ、 「ハリマン」 氏 力 數多ノ 重役 會 一一 列席 ス ル日 二 テ、 多忙 ヲ極メ 居リ、 拙者 ノ 都合 モア リテ、 他ノ 

日 一一 會見ヲ 約 スルヲ 得ズ。 始メハ 晝食ヲ 共 一一 ス ル考ナ リシ モ、 其遑サ へ ナク、 僅 カー 一 十分 間 程 談話 シ タル ノ ミ 一一 

候へ バ、 言 句甚簡 短ナレ トモ、 其 語氣ト 「ハ リマ ン」 氏 ノ經歷 及 現今 ノ 事業 一一 ヨリ テ察 スル 一一、 頗ル 重要 ナル意 

味ヲ含 ミ居ル モノ 力 ト被存 候。 「ハリマン」 氏ハ 七、 八 年 以前 一一、 家族 ヲ伴ヒ テ白令 海峽ヲ 渡リ、 西 伯利亞 方面 

二 遊ビ タルコ ト ァリ。 是レ 同地 方 ヲ經テ 米 國ト露 領トノ 間 一一 通路 ヲ開 クノ 腹案 ヲ持 シ、 實地ノ 探 撿ヲ試 ミクル モ 

ノナリ ト稱セ ラレ 候 。由来 一， ハリマン」 氏ノ 志ハ、 其 主宰 スル 共同 太平洋 鐵道及 南太平洋 鐵道ヲ 中心 トシ、 世界 

的ノ大 規校ヲ 以テ、 交通 業ヲ 經營セ ン トス ル ニ在ル モノ、 如ク、 滿洲鐵 道 ノ經營 一一 當ラ ン コトヲ 希望 シ タルモ、 

一方 一 1 ハ西伯 利亞鐵 道ト接 鑌シ、 一方-一 ハ大連 ヨリ 太平洋 航路 ヲ經 由シテ 太平洋 岸 ノ米國 鐵道ト 連絡 シ、 之ヲ以 
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テ米亞 交通 ノ大 幹線 タラ シメ ンコト ヲ期シ タルモ ノナ ラント 察セ ラレ 候。 「ハリマン」 氏ノ滿 洲鐵道 一一 對スル 計 

畫ガ、 政治 上ノ 意味 ヲ有 スル モノ ナ ラント ハ、 是 淸モ嘗 テ疑ヒ タル 所 一一 候 得 共、 今囘ノ 談話 一一 由リ、 單 一一 世界的 

交通 ノ 一 幹線 ヲ 一 手 一一 經營セ ン トス ル商賣 的 動機 ヨリ 出デ タル モ ノ ト 解スル 方、 適當ナ ルヲ 認メ屮 候。 此頃 r ハ 

リマン」 氏 ノー  派ハ、 大西洋 岸ナ ル 「ボル チモ ー ァ * アンド • オハイオ」 鐵道會 社 ノ株ヲ 買取リ ッ、 ァリ。 是 レ 

共同 太平洋 鐵道會 社 ヲシテ 大西洋 一一 モ 速絡セ シ メ、 米 陸 横斷ノ 一 線路 ヲ 一手-一 統轄 セント スル 下地 ナリ トノ評 1： 

一一 御座 候。 若 シ 其計畫 一一 シ テ 實行セ ラル、 トキ ハ、 共同 太平洋 鐵道 ハ 、 歐米間 ノ 交通 一一 モ 直接 連絡 スル コト、 相 

成 可 巾 候。 「ハリマン」 氏ノ計 畫ハ此 ノ如ク 世界的 ト相成 候 故、 東亞 ノ 方面へ 向テ 事業 ヲ擴 張セ ン トス ル ハ 自然 

ノ 順序 一一 有 之、 滿洲鐵 道 ノ經營 一一 關スル 同氏 ノ計 畫ハ、 西 伯 利 亞鐵道 及 太平洋 航路 トノ 連絡 ヲ 主眼 トシ テ 打算 シ 

タルモ ノナ ラン ト被存 候。 

そして 高 橋 は、 右に ついて、 次の 如く、 意見 を 寄せ 来った。 

畢竞 スルニ 「ハリマン」 氏ノ 目的 ハ、 其 主宰 スル 鐵道ヲ シテ、 米亞 交通 ノ轮線 二 接續セ シメン トス ルニ在 リト屮 

ス モ 不可 ナ カルべ ク候。 話 ノ語氣 一一 依リ テ察ス ル 一一、 同氏 ハ 可成 滿洲鐵 道 二 ヨリ テ其 目的 ヲ達セ ン事ヲ 希 $-王 ス 

ルモ、 若 シ旣- ー其餘 地ナシ トス レハ、 淸國 政府 ト 協商 シ、 滿洲鐵 道 以外 一一 西 伯 利亞鐵 道トノ 連絡 ヲ取 ラント スル 

ノ計畫 一一 ハ無之 哉。 而シテ 其 太平洋 航路 トノ 接績點 トシ テ 目指 ス 所ハ、 上海 一一 ハ無之 哉。 果 シテ然 ラハ、 我神戶 

港 ヲ始メ トシ テ、 滿洲鐵 道 並-一大 連灣 ノ爲メ  二、 由々 敷 競 爭者ヲ 生スル 次第 一一 御座 候。 「ハリマン」 氏ノ 主宰 ス 

ル諸 鐵道會 社ハ、 强 大ナル 資力 ト 勢力 ヲ 有スル 故、 之ヲ競 ハサ 者 トス ルコ トハ頗 ル考へ 物ト存 候。 「ハリマン」 氏 


ノ 腹案 如何 ハ 確 知 致 兼 候 得 共、 十 年ノ間 一一 後悔 スル時 アル ヘシ ト 中 候 ハ 、 其 間 一一 實行 スべキ 計 畫ヲ有 シ 、 U 之 一一 

關シ尙 日本 政府 ト 協商 ノ餘地 アル ャ否、 今一 應 好機 會ヲ見 テ交涉 ヲ試ム ルノ意 アル モノ 力 ト察セ ラレ 候。 「ハリ 

マ ン. 一 氏ハ 都合-一依 リ 再度 渡 來シテ 意見 ヲ 提出 スル考 へ アル 樣 一一 候 得 共、 我 政府-一 於 テモ此 問題 一一 付キテ 豫メ廟 

議 ヲ定メ ラレ、 若シ 協商 ノ御 見込 有 之候ハ 、適當 ノ機會 一一 適當ノ 手段 ヲ以テ 交 涉ヲ開 カレ 候 事 肝要 ト奉存 候。 是 

レー 一 付キ、 一 ハリマン I 一氏 ノ 主宰 スル鐵 道ヲ シテ、 郵船 會社 及ビ 東洋 汽船 會社 ノ米國 航路 ト接 辏セ シメ、 神戶港 

滿洲鐵 道 及 ビ西伯 利亞鐵 道トノ 連絡 ヲ保タ シムル 方針 ヲ以 テ、 協商 ヲ試ミ ラレ 候 事、 或ハ 得策 ナ ラン カト 愚考 仕 

候 C 共同 太平洋 及ビ 南太平洋 鐵道ノ 東洋 航路 接續 點ハ、 從來桑 港 一一 有 之 候 得 共、 「ハリマン J 氏ハ 「ボルト ラン 

ド」 一一 連絡 ヲ取 リ、 太平洋 岸ー帶 一一 其 事業 ヲ擴 張ス ル計畫 ヲ有シ 居候 故、 北方 ノ 航路 モ之 一一 接 續スル コトヲ 得べ 

クト存 候。 又 「ハ リマ ン」 氏ノ 計畫ノ 如ク、 米國 現在 ノ 材料 ヲ移シ テ滿洲 一一 用フ ル ハ、 時間 ト 費用 ヲ 節スル 上-一 

於テ 利益 二 ハ有之 間 敷 哉。 「ハリマン 一 氏ハ 不用 ノ 材料 ヲ賣付 ケテ 小利 ヲ謀 ラン トス ルガ 如 キ齦齪 タル 人 一一 ァラ 

ス。 全ク 速成 ト經濟 ノ爲メ 一一 其 案 ヲ立テ タル モノ ト被存 候 間、 鐵道ノ 經營ヲ 「ハ リマ ン， 一 氏 二 任 セザル 二 シ テモ、 

材料 一一 關シテ ハ 同氏 ノ案 一一 依ルノ 得失 ヲ、 別 一一 御訟議 相 成候テ ハ 如何 哉。 右 「ハリマン」 氏ノ 談話-一基 キ、 敢テ 

卑見 ヲ 述べ テ供 高覽、 若 シ鉀參 考ノ用 一一 相 立 候 ハ、 >  大幸ノ 至 リー 一 奉存 候。 敬具。 

明治 三十 九 年 十月 日 

そして 事實、 高 橋の 提案せ しと ころの 如く、 後に 伯の 手に より、 滿 鐵廣軌 改造の 材料 を、 米國に 仰ぐ に 至りた る 次 

第 は、 後述す る 通りで ある。 
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二、 荒涼たる 満洲の 地 

滿洲鐵 道 賣却案 は、 幸 ひに して、 最後の 瞬間に 阻止され た。 

、し かしこれ が 經營を 引受けた 伯 は、 して 如何なる 成算が あつたの か。 

臺灣と 言 ひ、 滿鐵と 言 ひ、 伯の 引受けた 仕事 は、 先 づ賣却 案が 現 はれて、 それが 不成立に 終った 後で ある こと は、 

一 奇 である。 しかし 滿鐵 は臺灣 よりも 更に 困難なる 仕事であった。 

當 時の 滿洲 は、 今日に 於いて は 想像 もっかな いやうな、 實に 荒涼たる 地であった。 その 治安 も 經濟も 文化 も、 悉く 

鐵道營 業 を 成功せ しむべ き 要素 を缺 いて ゐ たので ある。 

伯が その 總裁 就任 を 難ん じたの も、 その 理由の 一 つ は そこに あつたと 思 はれる。 

當時 の滿 洲の實 況に關 して は、 吾人 は 先づ上 田恭輔 の 語る ところに 聞か う。 

そのころ 丁度 私が 滿洲 軍總 司令部に 從軍當 時の 事で ありまし たが、 軍が 漸く 奉 天 を 占領して 間も無く、 未だ 敵が 

昌圖の 北方に 居る 頃で ありまし たが、 臺灣 民政 長官た る 後藤 男は臺 灣總督 としての 兒玉 大將に 全島 民の 祝 辭を窬 

らして 満洲に 来られました。 其の 頃の 滿洲野 戰鐵道 汽車と 云 ふ もの は、 奥 羽 線の 三等 客車が 皇族 方のお 召 車で あ 

つたく らゐの 交通 不便の 中 を、 ほとんど 汽車に も乘ら す、 ゲ ー トル を 足に 卷き、 酒保 商人の 恰好で テク リ ながら 

滿洲を 十分に 視察され まして、 其の 時の 伯の 考へ では、 戰 後の 滿洲 經營は 容易な ことで はない と 云 ふ 確信 を 得ら 

れ たので はない かと 思 ひます。 何故かと 申します と、 當 時の 滿洲は 今日と は 雲泥の差でありまして、 露 西 亞が滿 


洲を 占領した 爲 めに、 滿洲は 可成り 開發 された にも 拘ら す、 其の 頃 滿洲の 人口 は 僅に 約 千 二百 萬ば かりし か あり 

ませなん だ。 其の 時代の 農産物 も 實に微 々たる もので あり、 百姓 は專ら 自家の 糊口 を 凌ぐ 爲 めに、 農作 を やって 

居る 位の もので ありました。 外國 貿易の 如き も營 口が タツ タ 一 箇所の 開^地でありまして、 滿洲を 露 西亞が 占領 

して 居りました 間で すら、 南北 全 滿洲の 貿易 額 は 年々 五 千 萬 元はなかった のであります。 

然 らば 鐵道は 如何。 炭擴は 如何。 上田 は 更に 績 けて 語る。 

次に 鐵 道の その 頃の 狀況 はどうで あつたかと 申します と、 日本軍 はいつ も 露 軍を壓 迫して 終始 非常に 大勝 利 を 得 

て をり ましたが、 實 際の 所 は クロパトキンが 遼 陽で 豫定の 退却 を やった 如くに、 其の 當 時の 日本の 野砲 は、 實に 

食 弱な もので、 漸く 四千 米 位し か 届かない。 之れ に反して 露 西 亞は八 千 米の 距離に 届く 優秀なる 武器 を 持って 居 

りました から、 幾ら 日本軍が 追撃しても いつでも 敵 は悠々 閑々 泰然と して、 汽車に 乘 つて 北方へ 引上げる。 それ 

が爲 めに 日本が 滿洲を 占領し ました 時には、 鐵道 はあって も機關 車と 客車 は 一輛 も 手に入らす、 僅かに 若干の 貨 

車が 殘 つて 居った 位であります。 且つ また 鐵橋は 悉く 爆破して ありました。 そこで 萬事窮 した 結 栗、 五 の 露 西 

亞の 最大 廣軌を 三 一分の 一の 狭軌に 縮め、 日本 內 地の 各鐵 道から ポロ 機 關車ボ 口 客車 を 集めて 来て、 一時の 急 

に 間に合 はせ て 野 戰鐵道 を 組織した のであります。 而 して 其の ボロ鐵 道を繼 承して、 滿鐵の 經營は 到底 不可能 事 

であると 後藤 伯 は 看破され たので ありませ う。 今一 つ は 現在 一 日に 約 五 萬噸を 出炭す る撫順 炭礦 も 野戰鐵 道提理 

部が 管理して 居る 時 は、 漸く 日に 二百^ しか 採炭 出来なかった。 こんな 炭礦 を 滿鐵で 引受けても 到底 儲かるべき 

見込みが 立たぬ。 之れ など も 後藤 伯 をして 躊躇せ しめた 一 つと 思 ひます。 
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繽 いて 上田 は、 當 時の 満洲の 産業に ついて、 次の 如く 語る。 

それから 當 時の 滿洲 の產業 如何にと 云へば、 之れ また 殆ど 零で ありました。 御 承知の 通り、 淸朝 は^ 洲に n もって 

北京に 君臨し、 三百 年の 後に は 全く 澳人 化して 居りました から、 滿洲 は單に 自分の 祖先の 發鮮 地と して 大事に し 

ただけ で、 滿洲 にある 滿洲 人まで も 漢人 化して 仕舞 ひ、 却って 漢人の 手先き に 使 はれて 小作人と なるやうな 憐れ 

な 有様で ありまし たから、 滿洲に は 全然 産業はなかった と 見て よろしい。 産業 はなく、 農業 はなく、 鐵道 は營利 

的に 經營 出来ない 有樣 であり、 しかも ボ ー ツマ ス條 約に よって 繼承 致した 南 滿洲鐵 道 は、 總 てで 僅かに 七 百 S し 

かないの みならす、 滿洲の 南端に ちょっぴり あるば かりであります から、 人口 稀薄の 廣大 茫漠たる 滿洲 で、 七 百 

哩 ぐら ゐの鐵 道 を 持った ところで、 到底 營業 出来ぬ と 云 ふ考へ も、 後藤 伯 を 躊躇せ しめたので ありませ う。 蓋し 

滿鐵は 北方に ある 東淸鐵 道に 接續 し、 奉 天に 於いて は 京 奉 線と 連絡し、 今日の やうに 朝鮮 鐵 道と 共通 述絡 する こ 

とに 依って、 初めて 此の 中間の 七 百 哩の鐵 道 も 生きる のであります が、 其の 當時 はさう 云 ふこと は 夢にも S はれ 

なかった のであります。 

斯 くの ごとき 滿洲 であった。 

いまこの 經營の =iE: 腦者 となった 伯 は ； i 靛を 奉じて この 地に 臨み、 その 責任の 重大なる を 一し ほに 痛感した ので あ 

らう。 しかしながら 聖上の 殊遇と、 故 兒玉將 軍の 附託と を 思 ふとき、 彼 は 死 を 賭しても 滿鐵を ものにし なけ 丄 ばな 

らな いと 決心した。 

さう して 伯が 案出した のが、 滿鐵十 年計畫 であった。 


三、 株式 應募額 千倍 を 越 ゆ 

滿 鐵は當 時の 日本の 驚きであった。 

それ は 資本金が 一 一億 圓で あつたと いふ ことで ある。 

t 田 恭輔 はな ほ 語る。 

创立當 初の 南 滿洲鐵 道 株式 會 社の 資本金 は、 御 承知の 通り ニ億圓 であり ましたが、 其の 時 も 二 憶圓が 世上の 大問 

題と なった やうであります。 蓋し 國裕 を蕩盡 した 戰 後の 日本、 明治 三十 九 年の 日本が、 開 闘 以来 日本の 經濟史 に 

てない 大きな 數字を 羅列す る大 資本の 一大 會社を 設立す るので あります から、 これ を 聞いて 世人 は 殆ど 呰 驚歎 

致しました。 啻に 億と 云 ふ 數字は 未だ 曾て 日本の 民間で 使用した ことのない E 額で あるのに、 更に 二 億と 言ふ大 

資本の 一大 會社を 創立す るので あります から、 日本の 財界 は 勿論の こと、 苟 くも 算盤 を はじく 人 は 全く 驚いた こ 

とと 思 ひます。 

しかしながら、 この ニ億圓 とい ふ數字 も、 詳細に 點撿し 来れば、 さほどに 驚く に は 足りなかった。 何と なれば、 资 

本 金 ニ億圓 のうち 一億 圓は 政府の 持 株に して、 しかも 現物 出資であった。 卽ち 政府 出資 財産 は、 明治 三十 九 年 八月の 

命令書 及び 定款に よれば、 「滿洲 一一 於 ケル旣 成 ノ鐵道 及 之 一一 附屬 セル 一 切 ノ財產 (車輛 並 安 奉 線 ノ軌條 及附屬 品ヲ除 

ク) 並 撫順及 煙臺ノ 炭坑 ヲ以テ 之 一一 充ッ」 るので あって、 その 殘 額の 一億 圓を、 淸國 政府 及び 日 淸兩國 民から 募集す 

る ことにな つて ゐ たので ある。 
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しかも 滿鐵 創立 委員 會は、 當時 我が 國經濟 界の狀 態に 照らして、 株金の 全部 を 一時に 募集す る を 不可な りと なし、 

第一 囘 株式 募集 は 十 萬 株、 卽ちニ 千 萬圓に 止めた のであった。 その上に 政府 は、 會社 設立の 日より 十 五箇 年間 は、 政 

府の持 株 以外の 株式に 對し、 年 六 分の 利益 配當を 保障した のであった。 

以て 當 時の わが 財界が、 いかに 悲観的に、 滿鐵會 社 を 觀てゐ たかを 知るべき であらう。 

しかるに 玆に、 不思議なる 現象が 生じた。 

それ は滿鐵 株の 一般 應募 額が、 千倍 を 越えた とい ふこと である。 

明治 三十 九 年 九月 十日、 先づ 第一 囘の 株式 募集 を 開始し、 十月 五日 これが 締切 を爲 したる に、 その 所要 高 九 萬 九 千 

株 ( 一 千 株 は 重役 持 株) に對 し、 總 申込 株數 一 億 六 百 六十 四 萬 三千 四百 十八 株、 總中込 人 一 萬 千 四百 六十 七 人、 卽ち 

應募 高の 所要 高 を 超過す る こと 一 億 六 百 五十 四 萬 四千 四百 十八 株と いふ、 壯 觀を呈 したので あった。 

ここにお いて、 募集 公告の 規定に より、 十 株 未滿の 申込 は、 全部 切捨てた けれども、 それでも 十 株 以上の 申込 株數 

が、 一億 六 百 六十 四 萬 三千 〇 十六 株 あり、 この 總 申込 人 は 一 萬 千 三百 五十六 人で、 申込 株數 は、 所耍 高に 比し、 實に 

一 千 七十 七倍餘 であった。 

驚いた の は 創立 委員 會 であった。 

然 らば 滿鐵の 株式 募集が、 何故に かくの 如き 意外なる 成績 を 示した ので あるか。 

それ は 一 口に 言へば、 人氣 とい ふこと であった。 

しかし この 人氣の 內容を 更に 考察 するとき、 吾人ば そこに、 滿鐵 事業に 對 する 當 時の 國 5^ 心理が、 精確に 一 M 映さる 


る ものが あった こと を 認識す る。 算盤 を 取って 物を考 へる 人々 は、 ただ 滿洲 の酶 野と 國際 難局 だけ を 眺めて、 營利事 

業と しての 滿鐵に 二の足 を蹈ん だのであった。 しかし 一 般國 民の 間にお いて は、 その やうな 數字 的な 採算よりも、 

同胞 流血の 代償た る この 鐵道 を、 是が非でも ものにし たいとい ふ 興奮の 方が 強かった。 それ は帝國 主義 日本の 試金石 

なの だ。 大陸 發展の 先陣な の だ。 それ は歐洲 第一 の 陸軍 國露西 亞を擊 破した 記念碑な の だ。 ゆ ゑに 國民的 感情 は帝國 

の滿鐵 經營に 十一 一分の 同情 を 持って ゐ たので ある。 從 つて それに 參畫 したいと いふ 熱情が、 當 時の 日本の 津々 浦々 に 

あった。 さう いふ 人氣の 波が、 後藤 新 平の 背後に ざん ざと 打ち寄せて ゐ たので ある。 

故に 第一：！ の 株式 募集に 際し、 いは ゆる 財界の 應募 は、 むしろ 悲觀 的であった にも 拘 はらす、 日本 全 國津々 浦々 に 

おける 小額 屮込 は、 實に 驚くべき 殺到 を 示した のであった。 そして、 政府 以外の 大 株主が、 本願 寺で あると いふ やう 

な奇觀 をす ら呈 したので あった。 

かくして 創立 委員 會は、 十月 二十 七日、 常務 委員 會を 開き、 寺內 委員長 及び^ 澤榮 一が これに 立會 つて、 嚴 正なる 

監視の 下に、 十 株 以上の 總 申込 株 數に對 し、 按分 比例 を 以て、 その 募 人 額 を 定め、 端數は 更に 按分に 外れた る 一千 七 

十七 株 以下、 十 株 以上の 總 申込 人に 對し、 抽籤 を 以て 一 株 づっを 分配した。 

かくして 十 一月 一日、 南 滿洲鐵 道 株式 會社 設立の 許可 を、 遞信 大臣に 申請し、 卽日 許可 を 受け、 いよく 十 一 月 一 一 

十六 日 午後 一 一時より、 创立總 會を神 田 美 土 代 町の 基督 敎靑 年會 館に 開いた。 

その 席上、 後藤 總 裁が、 寺 內 設立 委員長の 紹介に て、 壇に 上り、 滿鐵の 使命に ついて、 記念すべき 一場の 挨 援を述 

ベた こと はすで に 第一 一節 四に おいて 述べ たと ころで ある。 
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四、 十 年 計 番 の 内容 

伯が 一生 を 通じて 蒙った 非難の 一 つ は、 計畫 好きと いふ ことであった。 惡意 ある もの は 一歩 進んで、 計畫 倒れと も 

いった。 

それほど 彼 は、 計畫を 立てる ことが 好きで あつたので ある。 

これにつ いて、 彼 は 常に 人に 語って いった。 

『自分 は 鬼 角 十五 年 先き の 事が 見え、 其の 接り で 計畫を 立て、 時には 其の プラン を 直ちに 實行 する 事が あるので、 し 

ばし ば ±t 人の 誤解 を 招き、 同時 に 先輩 の 反 對を買 ふこと が 多い。』 

それが、 伯が 何時でも 「大風呂敷」 と 云 はれた 原因で ある。 然し 乍ら、 社會 或は 事業に 發 展性が ある 以上、 そして 

現實の 情勢で はなく、 十 年後 或は 十五 年後 を 標準と して、 計畫を 建てる 以上、 當 初にお いて 「大風 W: 敷」 と 言 はれる 

の は 已むを得ない ことであった。 

松 岡 洋右は 語る。 

克く 大風 W.M 敷な どと 人から 云 はれた が、 伯の 大風呂敷 はよ く考 へて 見る と：： ハ 時人よりも、 すっと 進んで 居る こと 

と、 規模が 普通人よりも 大きい とい ふ 事であって、 夢 を 語る もので も 駄法螺 を 吹く もので も 無く、 令 日 冷 靜に顧 

みると、 所謂 その 大風呂敷なる ものが 立派に 實 現されて 居る ので ある。 後藤 伯 は 吹く と 同時に 之れ を實 行す る 人 

であった ので、 先年 久しぶりに 滿洲を 巡遊され た 時の 滿鐵 本社に 於け る 講演 中 「俺の 滿 洲で擴 げた 大風 0.:: 敷が 大 


き 過ぎた とい ふなら、 其の 大き 過ぎた 要らぬ 部分 を 切って 此 所に 持って来て 見せて 2K れ」 と、 諧謔 一番され たの 

を 記憶して 居る。 

そして この 「大風呂敷」 の 布地と して 作成され たのが、 所謂 r 滿鐵十 年 計畫」 なる ものである。 

およそ 如何なる 事業と 雖も、 豫算 なくして 成立す る こと は 出来ない。 故に 滿鐵が 陸軍の 管理に 屬 して ゐた 時、 すで 

に 明治 三十 九 年度の 豫算は 出来て ゐた。 卽ち 収入 六 百 八十 八 萬 一千 百 三十 四圓、 支出 六 百 八十 七 萬 三百 九十 四 M、 益 

金 一 离七百 四十 圆 である。 

しかし これ は、 明治 三十 九 年度 だけに 止まった。 そこで 南滿洲 鐵道會 社の 创 立に 當り、 その 收支 損益に ついて、 計 

畫豫算 が 作成され た。 その 最初に 出來 たのが、 所謂 创立 委員 案なる 十 年計畫 である。 

然し 伯 は、 これ を 以て 滿足 する こと はでき なかった。 さう して 續 いて 大蔵省 案なる ものが 作成され た。 これ もや は 

り 十 年計畫 案であった。 然 らば この 大藏省 案なる もの は、 如何にして 作成され たので あるか、 當時 その 作成の 任に 當 

つた 長島隆 二 は、 左の 如く 囘 顧して 語る。 

當 時の 大蔵大臣 は阪谷 男でした が、 主に その 仕事 を 引受けて やった の は 私であった。 私が その 十 年 計 畫の豫 想 表 

を 持って、 後藤さん の 前に 出る と、 伯 は 一言 もき かす、 ぢっ とそれ を 見て ゐ たが、 やがて 口 を 切った。 

「これ を 俺に贵 任 を とれと いふの か c」 

「さう です。 一 

「うむ：： よし、 引受けよう。」 
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さう 言って、 卽 座に 印を捺 された。 私 は その 時、 成る 程、 噂の 通り、 後藤さん とい ふ 人 は、 なみ 大抵な 人で ない 

と 思った。 

しかし 乍ら、 创立 委員 案 は、 鐵道 及び 炭礦に ついての み、 また 大藏省 案 は鐵道 炭礦 及び 社債に ついての み立算 した 

ものであって、 電氣、 港灣、 旅館、 地方、 總經 費に 屬 する もの を算 人して なかった。 然るに 滿鐵の 事業 は、 鐵 道と 炭 

礦に 止まらす、 その 沿線に 各種の 事業 を經營 し、 社會的 施設 をな す ほか、 地方行政にまで 及ぶ ことにな つたので、 電 

氣、 港灣、 旅館、 病院 其 他の 事業、 及び 一般 總經 費に 屬 する 科目に つき、 併せ 立算 せる 十 年 計畫を 建てなければ なら 

なかった。 これが 所謂 r 當社 案」 なる ものであって、 從 つて 他の 二 案 は、 明治 四十 年度から すっと 十 年間、 利益ば か 

り ある 計算で あつたが、 r 當社 案」 は 明治 四十 一年 度より 四十 六 年度まで 六 年間 は、 小 しづつ の 缺損を 生す る 計畫で 

あった。 

然るに 明治 四十 年度の 決算の 結果 は、 後述の 如く 豫想 以上の 好成績 を收 めた。 支出 も 八 百 九十 六萬圓 の豫算 が、 一 

千 五十二 萬 圓に增 した けれども、 收入は 九 百 二十 九萬圓 の豫算 が、 決算で は 一千 二百 五十 四萬圓 と、 さらに 大きく 增 

加した ので、 差 引 益金に 三十 三 萬 圓 の豫算 が、 決算で は 二百 ー萬圓 となった。 これ は 何人も 意外とな すと ころで あつ 

た。 この 意想外の 發展 により、 伯 は 更に この 決算に 基いて、 いは ゆる r 改算 額」 なる 十 年 計畫を 建てざる を 得な くな 

つた。 次揭 (七 七 二— 七 七三 頁，) の 「十 年 計 畫收支 一覧表」 が これで ある。 但し 該表 中改算 額に 於て は、 明治 四十 年度 

に 限り、 決算 額と なって ゐる。 

卽ち 知る。 滿鐵十 年計畫 は、 最初の 計畫に 比し、 支出に おいて 一割 七 分 四 厘、 收人 において 三 割 四 分 九 厘を增 加し、 


十 年間に 差！ 5； 四千 is^ 回 以上の 利益 を擧げ 得る ことにな つたこと を。 最初の 計畫 が、 十 年後に おいても、 なほ 百 萬则近 

くの 損失に 終る ベ き豫 算に對 比すれば、 i= 疋に 驚く ベ き相逮 である。 

これに 關聯 して、 伯 は 明治 大帝の 御 盛德を 次の 如く 拜 話した。 

曾って 其の 事に 付いて、 自分が 奏上して 自分が 申 上げる のでな くして、 國 民が 誰れ も 能く 考 へて 15! いた 方が {且 い 

事 だと 思 ふこと を、 自分 は 一通りの 計畫を 立て、 十 年 計畫の 統計 圖解を 色の 染刖 けにして 作り、 之れ を 陛下に 

奉って 乙夜の 覽に 供へ たこと があった。 陸軍 時代の 經過、 大藏 時代の 經過 及び 自分が 就職して からの 計畫 と、 三 

つの ものと 南 滿鐵道 會社關 係の 行政、 産業、 經濟、 總 ての 拓殖の 豫箅 並びに 收 入の 全豫算 に對 する 經綸を  一 R 瞭 

然に 分る やう 色 別け にして、 御手 許に 差 上げた。 ざう して 就職 當時 ー囘、 それから 其の 半年 後に 實 際の 進行との 

比較 をした もの を 第二 囘に 捧げた。 これ は 自分が 內閣に 人って 遞信 大臣と なった 後 も、 後任 者の 中 村是公 君が 其 

の 後を繼 いで、 矢 張 自分が 經綸 施行の 跡 を 見るべき 圖解を 持へ て、 上覧に 供へ る ことにして ゐた。 さう すると 或 

る 時 陛下から 後藤が 最初 持って来た 圖 解と、 之れ を 比較 對 照して 見たい と 云 ふ 勅命が あった。 侍從が 色々 搜し 

て 見た が、 どうも 見當ら ない。 それから 自分の 所に それの 寫し でも あれば 差 出す やうに と 云 ふこと であった ので- 

幸 ひ 自分 は し を 持って 居った から、 早速 差 上げた。 之れ に 就いても 陛下 は 萬 機 御 多端に 在らせら るるに 拘ら 

す、 此の 書類の こと を 御 記 惊に存 した まひた る こと、 比較 御覧の 御 思 召の 在らせら るる こと、 統計 圖畫の 如き 却 

つて 普通人 は些末 事と 思 ひ 勝ちになる もの を、 決して さう した もので ない と 云 ふこと も、 この 叙 慮に 由って 分る 

ものである。 是れは 自分が 造 物 者の 指紋 以上と 申して 言 ふので ある。 
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第一 1 一節 滿鐵十 年計畫  七 七 四 

この 滿鐵十 年の 計 畫を樹 てた の は 伯であった。 しかし これ を 踏襲し 組織した の は、 伯の 忠實 なる 女房役で あり、 後 

繼 者であった 中村是 公であった。 また 中 村と 同心 一 體の 働き をした 斡 部の 一 團 であった。 

； W し 乍ら、 滿鐵の 業績が、 伯の 名に よって 最も 多く 追懐され るの は、 伯が その 创造 者で あり、 その 開拓者であった 

からで ある。 また 更に は 伯が、 その 強烈なる 個性 を、 滿鐵幾 萬の 從業 員の 頭腦に 印刻し、 又 同時に 全日 本國 民の 心中 

に恪 印した からで ある 

五、 外債 政策 

ここに 新會 社の 前に 橫 はる 一 つの 難關 があった。 それ は 資金 難と いふ ことであった。 

なるほど、 株式 應募額 は 千倍 を 越えた。 しかし これ は 二 千 萬 回の 株式に 對 する ものであって、 しかも 實際拂 込 は、 

そのうち 僅かに 一 一 百 萬 回に 過ぎなかった ので ある。 

ゆ ゑに 公稱 資本 ニ億圓 とはい ひながら、 實は 日本 帝國の 大陸 經營 は、 ゎづか 二百 萬圓の 現金 を もって 開始 されん と 

する ので ある。 それ は あまりに 皮肉で あり、 又 喜劇で もあった。 

伯 は 後年、 幸俱樂 部に 於け る 講演に よって、 次の ごとく 物語った。 

此の 會 社の 資金と 云 ふの は、 其 當時ニ 億 圓の會 社と 定められて 居り ましたが、 實際は 二百 萬 圓の會 社であった。 

是れも 私が 兒玉總 督に辭 退した 原 因の 一 でありました。 そこで 南 滿洲鐵 道の 事業が、 資金 を 要する こと は 勿論で 

あります が、 私 は 兒玉總 11^ に、 アナ タが 臺灣に 於いて 御經驗 なされた 通りでありまして、 日本 は 金利が 高くて 氣 


候の 良い 所であります から、 誰れ も 資金 を 携て來 て 開拓に 從事 する 者 もなければ、 又た 往く 者が あっても、 完全 

無缺の 人が 往く 迄に は 年月 を 費す ことであります。 今迄 露西亞 人の やった 跡 を やる に 付いて は、 餘程 困難の こと 

であります。 露西亞 人の 資金 投入と 云 ふ もの は 非常に 巧みであります。 大々 的の 關係を 以て 滿洲に 臨んで 居る こ 

と は 疑 ひなき ことであります。 (中略) 私が 滿洲に 二百 萬圓を 持って、 二 億 圓の金 を 持って 居る と 言って、 多 頭 政 

治 間に 處 する こと は 出来る 譯の もので はない。 

然 らば 如何にして、 その 資金 を 捻出すべき か。 

そこで 伯の 案出した 方策 は、 巨額の 外債 を發行 するとい ふこと であった。 この 時、 極力 伯を援 けたの は、 藏相阪 谷 

芳郞 であった。 そして 明治 三十 九 年 十二月 八日、 阪谷藏 相と 後藤 總 裁との 間に、 次の 協定が 結ばれた。 

一 、 會社ノ 社 倩發行 一一 關スル 一 切 ノ件ヲ 大藏省 一一 一任 スル コト 

二、 社債 ハ歐 米市場 一一 於 テ之ヲ 發行ス ルコト 

三、 社債 金額 ハ八 千萬圓 トシ 利 廻ハ年 五分 五 厘以內 トス ル コト 

四、 社債 拂込金 ハ拂込 -ー 從テ 大蔵省 預金 部 -ー 预ケ人 ルル コト 

五、 預金 部ハ 前項 預金 一一 對シ 社債 利息 ト 同率 ノ 利息 ヲ 附スル コ ト 

六、 社債 ノ發 行價額 社債 發行 一一 關スル 手 數料其 他 重要 ナル 事項 一一 就テハ 豫メ會 社へ 內示セ ラレ タキ コト 

七、 債券 ノ 製造 ハ 大蔵省 一一 於テ 引受 ケ 周旋 セラ レ タキ コ ト 

八、 社債 發行前 若 シ 會社 一一 於テ 必要 アルト キハ 內債其 他 ノ 方法 一一 依リ其 必要 金額 ノ 調達 方 ヲ 大蔵省 一一 於 テ 引受 ケ 

第二 章 滿鐵總 裁  七 七 五. 


第一 一一 節 滿纖十 尔計畫  七 七 六 

ラレ タキ コト 

九、 興業銀行 ヲ社憒 取扱 銀行 トス ルカ 社債 發行 銀行 トス ルカ ハ社 债發 行上ノ 都合 一一 依 リ大藏 省 一一 一任 スル コト 

(滿鐡 十 年 史九ー 五 頁) 

右の 協定に おいて は、 單に 「歐 米市場」 と 記されて ある。 しかし 事實 において は 全部 英國 倫敦に 於いて 行 はれた。 

その 然る を 得 ざり し 所以 は、 上田 恭輔の 語る ところに よれば、 次の 通りであった。 

. そこで 一番 先き に先づ 外債 を 募られました。 二 億 園の 社債 を米國 資本 團に 相談して 見たところ、 米國 として は滿 

鐵の 社債に は 容易に 應 じさう もない。 何故ならば 先き に 巾 上げました やうに ハリマンの 關係も あり、 日本 政府 は 

米國 人との 契約 を 破棄して まで 不徳義 行 爲を敢 てしながら、 同事 業の 爲 めに 其の 資本 を 俺の 所に 借りに 來 ると は 

^しからぬ と 云ふ氣 分が 看取され る。 よって 少々 利息 は 高かった が、 英吉利から 社債 を 借人れ ました。 . 

かう して 伯の 總裁 時代に、 英 國倫敦 において 發行 せる 社債 は、 明治 四十 年 七月 二十 三日、 第一 囘發 行、 社債の 總額 

英貨 四百 萬磅。 明治 四十 一 年 六月 一 日、 第一 ー囘發 行、 社債の 總額 英貨 一 一 百萬薛 であった。 

卽ち この ニ囘の 外倩發 行に より、 滿鐵の 得た る 資金 は、 合計 六 百 萬薛、 平價 にて 邦貨 約 六 千 萬 回であった。 伯の 總 

裁 時代の 滿 鐵經營 は、 主として この 六 千萬圓 によって 爲 された ものであった。 


第 四 節 滿鐵の 礎石 を 置く 

一、 勇ましき 第一歩 

^鐵總 裁に 就任した の は、 伯が 五十 歳のと きであった。 名古屋 時代の は、 痕形 もな く 癒えて、 ？ 身の 精力 はハ 

チ 切れる やうな 時であった。 

肉體 的に 元氣 旺盛 であった のみなら す、 精神的 にも 油の 乘 りきった 全盛期であった。 治 毫九年 の 成功 は 彼 の 北：： 後 に 

光って ゐた。 その 梭々 たる 俠 骨と、 廢剌 たる 蠻氣と は、 官界の 出 兒と して、 天下 指 目の 中心と なって ゐた。 

彼 は その 年の 四月に、 治臺の 功に よって 華族に 列せられ、 男爵 を 賜うて ゐた。 さう してい ま、 天下 與 味の 焦 點 たる 

滿 鐵の總 裁と なった ので ある。 感受性に 富んだ 彼が、 この 世上の 人氣に 刺戟 せられて、 層 一層の 活動 愁を 胸底に 燃や 

しつつ あった こと は 想像に 難くない。 

しかも 彼 は 年少 氣 能の 新人 を 提げて、 茫々 無限の 大陸に、 その 创意經 綸を實 施せん とする ので ある。 心中の 得意、 

想望すべき である。 

彼 は、 祉 露の 大 軍が 滿洲 に戰 つたと 同一 の 元氣を もって、 執務 を はじめた。 この 生氣橫 溢した 當 時の 伯 を、 田中淸 

次郞は 次の ご とく 物語 る 。 

第二 章 滿鐵總 裁  七 七 七 


笫四節 滿鐵の 礎石 を 置く  七 七 八 

伯が 總 裁の 椅子に 腰掛けられ、 その 隣り に 中 村^ 總裁、 以下 各 理事の テ ー ブルが 並べて あった。 從 つて 理事 會は 

毎日 常に 開かれて ゐる やうな ものである。 

或る 問題が 起る と 總裁は その 問題 を 管轄して ゐる 理事に 聲を褂 けて 意見 を聽 取され る。 

さう した 場合に おいて は、 他の 理事 は 無任所大臣 といった 格で、 意見 を 聞いて ゐ るので ある。 その 中に、 議論す 

る 理事 も 出て 來る。 大論戰 が 展開され る。 

ところが、 この 部屋 を、 後に 野 村 龍 太 郞氏ゃ 伊藤 大八 氏が 總 裁- 1 總裁 として 乘り 込んで 来て、 「雜居 制」 は不都 

合 だとい つて 總裁 窒、 ！ i 總裁 窒、 各 理事 窒を 設けた ので、 犬 塚 理事 は カンく になって 憤慨し、 大喧 になった 

事が ある。 

雜居 制に なって ゐ ると 秘. 密 的な 取引 も 行 はれす、 社務 は實に 公明正大に 運用され て 行く と 思 ふ。 

當時、 食堂 は 四十 人ぐ らゐ 人れ る 部屋であった ので、 總裁 以下 各 理事が 食事 をして ゐる ときで も、 社員 は 自由に 

食堂へ 人って 來て 食事して 行った もので、 極めて 平 ほ 的 であった。 

彼の この 元氣 は、 社 內に渗 透して いった。 彼等 は 悉く 新興 民族の 感激に 興奮しつつ 懸命に 働いた。 當 時日 本內 地の 

大舉 卒業生が、 ^つて 滿鐵 就職 を 希望した の も、 かかる 感激の 反映であった。 

しかし 彼等が 働いた 舞臺 自身 は、 實に亂 暴な 不 整頓な ものであった。 大戰 後の すさん だ氣 分と、 未開地の 荒 とが 

四方に 漲って ゐた。 

その後 數 年して この 地 を 訪れた る、 中村是 公の 親友 夏 目漱石 は、 その 旅行記 r 滿韓 ところどころ」 に 於いて、 次の 


ごとき 與味 ある 記述 を 試みて ゐる。 

今日は 化物 屋敷 を 見て 来たと 云 ふと、 田 中 君が 笑 ひながら、 夏 目さん、 何故 化物 屋敷と いふんだ か譯を 知って ゐ 

ます かと 聞いた 。余 は 固より 下級 社員 合宿所の 標本と して、 化物 屋敷の 中 をー覽 した 迄で、 化物の W 緣は まだ^ 

議 して ゐ なかった。 けれども 化物 屋敷 は是 だと 云 はれた 時には、 うん さう かと 云って、 少しも 躊路 なく 足 を 踏 込 

んだ。 何故 そんな 恐ろしい 名が、 此 建物に 付 纏って ゐる のかと、 立ち 留まって 疑って 見る 暇 も 何もなかった。 所 

謂 化物 屋敷 は それ 程 陰氣に 出来上がって ゐた。 出來 上った とい ふと 新規に 稀ら へた 意味 を 含んで ゐ るから、 此建 

築の 形容と して は、 寧ろ 不適 當 であるか も 知れない C 化物 屋敷 は 其 位 古い 色 をして ゐる。 壁 は 煉瓦 だら うが、 外 

部 は 一面の 灰色で、 中には 日の 透り さう もない、 薄暗い 空 氣を湛 へる 如くに 思 はれた。 (中略) 

田 中 君の 話に よると、 此 建物 は 日露 戰ゅ の當 時の 病院 だと か 云 ふ 事で ある。 戰ー 印が 烈しくな つて、 负 傷者の 數が 

增 して 來 るに 從 つて、 收容 した 人間に 充分な 手當が 出来ない 許で なく、 氣の 毒ながら 見殺しに しなければ ならな 

い 兵士が 澤 山に 出来て、 其 等の 创 口から 出る 怨みの 聲が大 連中に 響き渡る 程 妻 じかった ので、 その 以後 は 此ー廓 

を 化物 屋敷と 呼ぶ 様になった。 然し 本當 だか 嘘 だか 實は僕 も保證 しないと、 田 中 君 自身が 笑って ゐ たから、 余 は 

尙 更保證 しない。 

ただ 滿鐵の 直 役が 始めて 大 連に 渡った とき、 此 化物 屋敷に 陣を 構へ た 事 丈 は事實 である。 其時此 建物 は 化物 さへ 

住みかね る 程に 荒れ 鬼て、、 殘燒 家屋と して、 骸骨の 如くに 突っ立って ゐ たさう である。 陣取った 速 中 は 死物 

で、 天候と 缺乏と 不便に 對 して 戰 後の 戰 を 開始した。 汽車の 中で 炭 を 焚いて 死に損なったり、 貨車へ 乘 つて、 
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力 ン テラ を點 けて 用 を 足さう とすると、 其 力 ン テラが 搖 振て すぐ 消えて 仕舞ったり、 サイホン を吞 むと 一 一三 滴 口； 

へ 這 入る 丈で あと はすぐ 氷の 棒に 變 化したり、 凡てが 探檢と 同様であった。  ： 

「淸 野が 毛織の 潮 衣 を半ダ I ス 重ねて 著た の は 彼 時 だよ。」  一 

「淸野 は 驚いて、 あれつ 限り 遣って 来ない。」  一 

余 は 田 中 君と 是 公が こんな 話 をす るの を 聞いて、 つい 化物 屋敷の 事 を 忘れて しまった。  一 

もって 當 時の 情景 を努： ^する ことができる であらう。  二 

かくして 年若き 理事 達 は、 元氣 縱撗、 霸氣滿 腹の 總裁を 中心として、. いまこの 荒涼 酷寒の 地に、 日本お 族 大陸 發展ー 

の 第一歩 を、 奚 ましく 踏み出し たので ある。 

一 

二、 一  年間に 炭軌 改築 

滿鐵の HI 的と して、 同社 定款 第四條 は、 次の ごとき 諸 項 を列擧 して ゐる。  一 

一、 滿洲 ニ於テ 左-一 揭 クル 鐵道ノ 運輸 業ヲ營 ムコト  一 

一 大連長 春 間鐵道  一 堙 臺堙臺 炭坑 間鐵道  二 

一 南 關嶺旅 順 間鐵道  一 蘇 家 屯撫順 間鐵道  i 

一 大房身 柳樹屯 間鐵道  一 奉 天 安東 縣間鐵 道  ， j 

一 大 石橋 營 ロ間鐵 道  i 


、 鐵道ノ 便益 ノ爲メ 左 ノ附帶 事業 ヲ營 ムコ 

一 鑛業殊 一一 撫順及 煙臺ノ 炭坑 採掘 

一 水運 業 

一 電氣業 


倉庫業 

鐵道 附屬地 二 於ケル 土地 及 家屋 ノ經營 

其 ノ 他 政府 ノ 許可 ヲ得タ ル 營業 


卽ち 營利會 社と しての 滿鐵の 主要なる 業務 は、 ま づ鐵道 を 中心とする 海運、 港灣、 埠頭、 倉 庵 等の 運輸 事業で あ」 

次に 撫順 及び 煙臺の 炭礦 事業であった。 

本節に おいて は、 主として これらの 經營 について、 略述す る。 


滿鐵會 社 事業の 主體 が、 

から 引 繼を受 けた 鐵道 は、 

大連、 孟家屯 間 


鐵道 業に 在る こと は、 その 各が 示す 通りで ある。 そして 會 社が 明治 四十 年 四月 一日、 政府 


柳 樹屯線 

き K 鬼へ 蘇 家 屯" 一 

妙 W あ 老虎臺 間」 

撫順線 (渾河 支線) 

撫順線 (楊 柏 8! 支線) 

計 


四 三 一 哩 九九  營 

二 九 哩六三 煙 

三哩 五八 

三 四 哩五九 鎖 

一 哩五四 鎖 九九、 三 節 

. 〇 哩七ー 鎖 七 二、 三 節 

四 八 八哩ー 一九 
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安東 縣、 奉 天 間 輕便鐵 道  一八 四哩ニ 〇 鎖 

孟家 屯、 露 寬城子 境界 間 (S 治 四十 年 七月 露 同 政府 ヨリ 受取) 五哩 二八 

合 計  六 七 七 哩七七 

を 受取った。 右のう ち 安 奉 線 は、 日露 戰時 中、 軍事輸送 上 敷設した 軌間 ニ呎六 吋の 輕 軌道で あるが、 他 は總て 三呎六 

吋の 狭軌 式であった、 

一 體滿鐵 の 軌間 は、 露國 が經營 して ゐた東 淸鐵道 時代に あって は、 五 s< の廣軌 であった の を、 わが 軍が これ を 占領 

すると 同時に 三 i< 六 吋に 改修した ものである。 そこで これ を會 社に 承繼 する に當 つて、 政府 は 明治 三十 九 年 八月 一 日 

の 命令書 第一 一條に 依って、 「前 條ノ鐵 道 ハ會社 ノ營業 開始 ノ日 ヨリ 起算 シ滿 一一 一箇年 以內 一一 四 呎八时 半 ノ執間 一一 改築 ス 

へ シ」 と 命令した。 卽ち この 廣軌 改築と いふ こと は、 新會 社の 先づ實 現しなければ ならぬ 大事 業であった ので ある。 

總 裁の 椅子に 坐って 間もなく、 伯 はいきな り 言った。 

『廣軌 改築 は、 一年 以. 內 にやれ！』 

これに は 年少 氣銳の 連中 も、 少なから す 喫驚した。 

廣軌 改築 は 日本の 鐵道專 門 家に 取って は、 初めての 仕事で ある。 三年で も 仲々 の 難事 だ。 それ を 一年で やれと 言 ひ 

出した ので あるから、 彼等が 驚いた の も 無理で はない。 

しかし 伯 は、 日本の 國際 間に 於け る 地位 を稽 へ、 滿鐵の 世界の 公道と しての 利用 率 を 慮り、 是が非でも 急速に 廣軌 

にしなければ ならぬ と 決心して ゐ たの だ。 


田 中 淸次郞 は 語る。 

あの 鐵道を 三年 間に スタン ダ ー ド • ゲ ー ジに 改良 するとい ふ 事が 創立 當 初の 確定 方針であった。 それ を 伯 は 一 年 

間に 完成して しまった。 村 料 は 一番 早く 注文に 應 する 處へ 多く 注文した。 大部分 は 米國へ 注文した のであった。 

拙速主義であった ので、 お 粗末な 機 關車も 到来したり、 貨車の 車軸が 折れたり、 又、 檢 水管の 不完全の ため カラ 

汽罐 を 焚いて 力 マが 吹っ飛んだり したが、 かう した 困難 をよ く 克服して 一年間に 完成して しまったの は、 なんと 

言っても 伯のお 手柄で ある。 

開業 一 一年 目に 運輸 界の 天才と 言 はれた 村上彰 一 が來 て、 貨物 運輸 收 入が、 五 年 目に 一 日 一 哩四 十回に なったら 大 

成功 だとい ふ 見込み を附 けたので あつたが、 三年 目に は 五十八 圓、 五 年 目に は 六十 圓を 突破 するとい ふ 好成績で 

あった。 

然るに この 廣軌 改築の；： M 料 を、 主として 米國に 注文した とい ふこと は、 英國 政府の 猛烈なる 抗議 を 招いた。 何とな 

れば、 その 资 金た る外债 は、 上述せ る 如く、 英國 倫敦の 市場に 仰いだ にも 拘 はらす、 英國に 何 一 つ 注文 を 出さぬ とい 

ふので は、 國際 間の 義理が 立たん ではない かとい ふので あった。 

上田 恭輔は 語る。 

先づ 第一 著に、 亞米利 加から 機關 車、 客、 貨車の、 總て 優秀なる 運 轉村料 を 買 入れられました。 それが 爲 めに、 

今日 滿鐵 の運轉 方法に は 著しく 亞米利 加 式が 殘 つて 居る のであります。 右の 材料の 滿洲に 到 著しつつ ある 間に、 

狭軌 を 廣軌に 改築し、 一日 も 運 轉營業 を 中止せ すに、 全線 を 廣軌に 切り 替 へて、 亞米利 加 式の 機關 車が 動き 出し 
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たと きに、 英吉利から 駐日大使 を經 て、 非常に 猛烈なる 抗議が 提出され たのであります。 言ひ換 へれば、 自分の 

國 から 借金 をして 居りながら、 其の 金で 亞米利 加 物ば かり を 買 ひ 入れ、 英吉利の 運 轉衬料 はなに 一 つ 購入し ない 

と は 怪しから ぬ、 國際 的の 義理が 濟 まないで はない かと 云 ふ、 非常に 强 硬なる 抗議が ありました。 併し 後藤 總裁 

は ニー 一一 n にして 英國 大使 を滿 足さす だけの 巧妙なる 辯 解 をされ ました。 其の ときには 私も參 加して ゐ ましたが、 後 

藤總裁 は、 「如何にも 御尤もな ことで ある、 日本と して は 甚だ 義理の 濟 まぬ こと は 十分 承知して 居る、 と は 言へ 

此の 鐵道を 廣軌に 改造す る は、 實際 一刻 をせ ふ 急務で あるから、 實は 英吉利に 對 しても、 此の 通り 貨車 何千 輛、 

機關車 何百 輛、 出来合 もので 良い から 直ぐ 送れと 注文 を 出した ところ、 不幸に して 英吉利に は 十輛と 纏まって 出 

來 上って 居る 機 關車も 無い、 之れ に反して 亞米利 加で は、 當方 入用の 材料 は 全部 三 箇月 內に は出來 上った、 かか 

る 次第で 今日の 急場 やむ を 得す 斯うな つたので あるが、 人 「後 至急 を耍 しない 限り は、 出来るだけ 亞米利 加の はよ 

して、 堅實 なる 英吉利の 機關 車な り、 その他の 運轉 材料 を 注文す る 積り である」 との 答 辯で もって、 英國 大使 も 

滿 足され、 其の 旨 を 本國へ 報吿を 出された のであります。 それで 滿鐵に は英、 米 兩國の 材料が 並用され て 居る 次 

第であります。 

この 時の 事情 は、 正に 伯の 答 辯せ し 通りであった。 しかし その 裏面に、 機微なる 外交 關 係が 動いて ゐ たこと は、 明 

治 四十 年 二月 六日 附、 阪谷藏 相が 伯に-:^ てた る 私信に、 次の 如く 記されて ゐる ことによ つても 窺 はれる。 

拜啓、 滿鐵 一一 米 國式ヲ 用ヒ、 村 料 註文 云々 ノコ トハ、 目下 日米 間 外交 上 ノ關係 一一 モ 好都合 ト存候 一一 付、 或 場合 ュ 

利用 致度存 居候。 此儀 極內密 御含ヲ キアリ 度。 不一 。 


追 テ髙橋 氏 ヨリ 未タ 返電 ナ シ。 

言 はば この ー擧 は、 一石 二 の效 果を收 めた のであった。 

かくして 廣軌 改築 工事 は、 明治 四十 年 五月より 著 手され、 明治 四十 一年 五月 三十日に は、 全線 廣軌 列車の 開通 を 見 

るに 至った。 

しかも この 改築に おいて、 特筆大書すべき こと は、 その 間 一日 も 運轉を 休止し なかった ことで ある。 その 苦心 を、 

「南 滿洲鐵 道 株式 會社十 年史」 ( 一 四 九 頁. -丄五 一 頁) は 次の ごとく 記して ゐる。 

引繼 キヲ受 クルト 共 一一、 先 ッ之カ 計畫及 準備-一 從ヒ、 明治 四十 年 五 K 始メテ 本線 及 支線 ノ擴軌 事業 一一 著 手シ、 狹 

軌 鐵道ノ 運轉ヲ 休止 セスシ テ擴軌 改築 ヲ 進行 セン 力 爲メ、 苦心 摻儋ノ 結果、 在來ノ 狹軌ノ 外側-一 尙 一本 或 ハニ本 

ノ 軌條ヲ 加へ タル 三 線 式、 又 ハ四線 式 狹廣軌 併用 運 轉法ヲ 採用 スル コト トセ リ。 就中 最モ 苦心 シ タル ハ、 其 軌道 

分岐 點 一一 ァリ。 卽チ三 線 式狹廣 軌道 併用 ノ 場合 二 於ケル 「ポイント • ク 。ッ シン グ」 ノ狀 態ハ、 實 一一 十四 種 一一 シ 

テ、 上下 左右 ノ關係 上 五十六 ノ 方法 ヲ算 セリ。 (中略) 如此 頗ル複 雜ナル 作業 モ著々 ェヲ 進メ、 旅 順 支線 (旅 順、 

大連間 三十 八哩九 鎖) 先ッ 成リ、 明治 四十 年 十二月 一日 始メ テ廣軌 列車 ノ運 轉ヲ 行ヒ、 次テ 本線 一一 於 テモェ 事大 

I 一進 涉シ大 連、 瓦 房 店 間 六十 六哩 九鎖ハ 明治 四十 一年 一 月 二十 二日、 瓦 房 店、 遼陽間 百 四十 ー哩 ー鎖ハ 同年 二月 

十三 日、 遼陽、 奉 天 間 四十 哩七 鎖ハ 同年 三月 十四日、 孰 レモ 試 運 轉ヲ擧 行シ、 良好 ノ 結果 ヲ得 タリ。 奉 天 以北 一一 

在 テハ、 材料 ノ延著 一一 加 フルー 一 寒威ノ 凛冽 ヲ以 テシ、 屢々 攝 氏氷點 以下 四十 度 二 降下 セシ コト アル モ、 克ク萬 難 

ヲ 排シテ 工事 ノ進涉 一一 努メ、 一度 材料 ノ到 著ス ルャ、 晝夜 兼行 以テ速 一一 之ヲ 完了 シ奉 天、 鐵嶺間 四十 三哩 八鎖ハ 
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同年 四月 十八 日、 鐵嶺、 公 主嶺間 百六哩 五鎖ハ 同年 四月 二十 九日、 公 主嶺、 長 春、 西 寛 城 子 間 四十 哩ー 鎖ハ 同年 

四月 三十日 ヲ以テ 試 運 轉ヲ擧 行シ、 孰 レモ 良好 ノ 成績 ヲ擧ゲ タリ。 次 テ撫順 支線 三十 ニ哩 四十 六 鎖、 及營ロ 支線 

十三 哩四 鎖ハ、 狹廣軌 列車 移替ノ 際殆ト ー氣 一一 竣成 セシメ タリ。 之 ヨリ 先キ 本線 及撫 順、 營ロ兩 支線 共 竣工 ヲ吿 

ケン トス ルャ、 豫メ各 主要 驛ー 一廣 執 車輛 ヲ廻 途シ 置キ、 明治 四十 一年 五月 二十日 ヨリ 二十 九日 一一 1 リ、 長 春 方面 

ヨリ 順次 南方 一一 向ッテ 狭軌 車輛 ヲ 送還 シ、 代 フルー 一廣 軌 列車 ヲ以テ シ、 明治 四十 一年 五月 三十日 全線 廣軌 列車 ノ 

開通 ヲ見 ルー 一至 レリ。 蓋シ戰 後草 創ノ 際、 諸事 不整 頓ノ 時代 一一 於テ、 而モ 僅々 一箇年 ノ 短期間 一一、 能 ク五百 二十 

哩餘 ノ擴軌 工事 ヲ竣 リ、 且ッ 一日 モ運 轉ヲ 休止 セス シテ、 全線 些少 ノ 支障 ヲ生 セス、 狹廣 列車 ノ移 リ替へ ヲ了シ 

タル ハ、 之 一一 要シ タル 多量 ノ 材料 並 車輛 ノ陸 揚、 配給 及 組立 ト共 一一、 稀有ノ 事例 一一 屬シ、 實-ー 職員 以下 刻苦 勵精 

ノ賜 一一 シテ、 會社 ノ最モ 幸福 トシ タル 所 ナリ。 而シテ 之 一一 耍セシ 費 額ハ、 車輛 費 及 器械 場費ヲ 除キ、 金 八 百 九 拾 

贰萬六 千 貳百四 拾 贰圆ヲ 箅ス。 

この 記事に よっても 窺 はるる 如く、 滿鐵の 最も 苦しんだ の は、 切替 作業であった。 そして これ を 工夫し 計畫 したる 

天才 兒渡邊 精吉郞 について、 田中淸 次郞は 次の 如く 語った。 

この 驚くべき 切替 計畫 をた てた の は、 渡邊 精吉郞 といって、 日本 鐵道會 社の 驛 夫から たたき 上げた、 一種の 奇人 

であった。 自分の 氣に嗆 はぬ こと は、 梃で もやらない、 その代り、 乘氣 になった となると、 殆ど 天才で、 爲るこ 

とに ついては、 專 門の 技師 博士 も はだしであった。 このと きも 技師 連 は 「そんな こと はでき る もので ない」 と、 

悉く 反對 したが、 その 反對を 押し切って、 渡 邊の說 を 採用した ので、 さう いふ 驚くべき 成績 を擧 げたので ある。 


撫 順の 運 炭 軌道の 計畫 も、 この 渡遼が やった。 尤も このと き は、 技師 側が 何とい つても 聽 かないので、 已む なく 

技師 連の 設計で やった ので あつたが、 やって 見る とどう もうまく 行かない。 結局 十 年後に、 やり かへ たのが、 渡 

逯の 設計 そのままであった。 

次いで 政府 命令 事項の 一た る大 連、 蘇 家 屯 間の 複線 工事 は、 廣軌 改築と 並行して、 明治 四十 年 五月 を 以て 之に 著 手 

し、 順次 竣工す るに 從ひ、 151! 間 運轉を 開始し、 明治 四十 二 年 十月 二十 七日、 全部 開通 運轉を 開始した。 

廣軌 改築と いひ、 複線 工事と いひ、 この 迅速なる 工事の 進涉 は、 實に 世界の 鐵道史 にも 類例 小な き 成績であった。 

これ 今 n においても、 上 田 恭輔が 次 の 如く 語りた る 所以で ある。 

滿鐵は 狭軌 を廣軌 に、 或は 輕便鐵 道 を 廣軌に 改める に 就いては、 たと ひ 七 百哩の 短距離に しても、 一時たり とも 

營業を 休止し なかった。 列車 は總て ダイヤ 通り 運轉 して 居りました。 其の 頃の 滿鐵の 技術 家 現業員 諸氏 は、 概し 

て 後藤 總 裁に 對 する 非常なる 崇敬の 念 を 抱き、 同時に 邦家の 爲 めに 獻身 的に 働かれた ので、 尋常一様に あらざる 

難 工事 も 何等の 間遠 ひもな く、 豫定 より 短時日に 完成した のであります。 此の 點に對 して は 伯 も 非常に 感謝して 

居られた やうであります。 いよく 廣軌 列車が 滿鐵 全線に 開通した 時には、 世界の 鐵道史 に はない のであります 

が、 臭 水子と 云 ふ 驛の廣 場に、 戰 時に 慟 いたす ベての 軍用 列車 を 集めて、 そこで 告別式 を 行 ひ、 機關 車の 戰時中 

及び 戰 後に 於け る 非常な る勳功 に對 する 感謝の 辭 があった。 

この 上田の 言 ふところの 狭軌 車輛 告別式 は、 明治 四十 一年 五月 三十 一日、 臭 水子 停車場 附近に おいて 行 はれた もの 

であって、 その 「吿別 ノ辭」 は國澤 新兵 衞が 朗讀 した。 その 全文 は 次の 通りで ある。 
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srau-  -  0, 我 會肚始 メテ南 滿洲鐵 道ヲ野 戰鐵道 提理部 ヨリ 引繼キ タル 以降、 晝夜營 々トシ テ 線路 ヲ 改修 シ、 廣軌 車輔ヲ 購買 

シ、 棊月 一一 シテ H 成 リ業改 マ ル。 玆 於 テ乎、 嚮キ 一一 ハ 無慮 二 丙 七十 餘萬 人ノ 戰士ヲ 去來セ シメ、  二百 六十 七 萬 餘噸ノ sa- 需品 ヲ 

搬送 シ、 以テ 我滿洲 Ssf  ノ 行動 ヲ 快速  一丁 ン。 兵火 旣 一一ぬ ンテ 行人 百貨 漸ク 便ヲ鐵 道-一 假ル -I 及ヒ、 復 平和 ノ 交通 機 關 トシ テ、 一一 IK" 

三十 一二 萬 餘ノ征 ト、 二百 五 萬 餘噸ノ 貨物 トヲ 運搬 シ、 邦家 ノ爲メ 貢 獻スル 所最モ 偉大 ナ リシ 狭軌 車輛 ハ、 今ャ if 雨秋蓿 功ヲ遂 

ケテ、 健 帆故國 一一 歸 槎シ、 再ヒ 内地 ノ 交通 機 關 タラ ン トス。 別離 ノ感奚 ソ物ト 人 トー 一依 ッテ 異同 ァ ラン ャ 0 社 燕 秋 鴻相逢 フテ未 

タ穩ナ ラサル-一、 早ク旣 |ー 相 送ルノ 歎-一 接ス。 玉 柱軾プ 霑ス ノ情豈 河 梁/別 一一 劣 ラン ャ。 依 テ組道 ヲ設ケ 聊カ銷 魂 ノ意ヲ 吿ケ、 

且 旣往ノ 偉功 ヲ頌 ス。 顕ミ テ惟フ -1、 明治 三十 七 年 五月 下旬、 我 二軍 ノ將士 南山 ノ天險 ヲ攻陷 シテ靑 泥 IE 市街 ヲ 占領 ス ルャ、 鐵 

道 班ナル モノ 咄嗟-一 編成 セラ レ、 其 先 發者ハ 六 H 初旬 旣-ー 輩 下ヲ進 發セリ 0 不幸 一一 シテ 海路 敵襲 ノ厄 アリシ モ、 尋テ n 續 渡航 シ、 

七お 五 口 一一  至 リテ、 車輛 ノ 一  部 ハ之ヲ 操縱. <  へ キ 人員 ト共 一一 大連準 頭 一一 到 著シ、 第三 百 五十 九號 及第 一一 一 百 六十 一 號ノ兩 機關車 ハ 、 

貨車 十二 顿ト 共-一先 ッ. g 立ラ レ、 同 十五 u ヲ以テ 大連後 革鎭俘 "問ノ 蓮轉ヲ 試ミ、 十八 日 ヲ以テ 開通 シ、 二十 二 ロラ以 テ大連 金 

州 21 ノ 運轉ヲ 試ミ、 二十 三 Hrrs 以テ 大山 總 司令官 ヲ 南山々 下- 1 北 送シ、 爾後 ー戰 毎-一 其 工程 ヲ進 メテ、 酣 戰中旣  一一 e:: 鬧 一一 延伸 シ、 

以テ 五軍ノ 作戰ヲ 容易 ナ ラシ メタ リ0此^1 時 トシ テハ秋 涼滔々 タル？ 詾流ヲ 蹴 テ萬死 ヲ冒シ 、或ハ 敵 騎兵 簡ノ 問ヲ 驅ッテ 孤軍 ヲ落 

u 一一  拯ヒ、 最モ營 口 敵襲 ノ日 ヲ以テ 奇功ヲ 樹ッ。 其 功 動 寧 Q 人間以上 一 一秀 ツル モノ ァリ 0 平和 克復 ノ後 將卒 悉ク： i^nlg 旋ス ル - 一際 

シ、 鐵道 車輛 獨リ S リテ 交通/首 腦ト ナリ、 益々 北行 シテ長 春-一達 シ、 西往 シテ： 一一 出ッ。 平和-一貢 獻スル 所 亦 決 シテ戰 

-I 讓 ラサル ナシ。 車輪 磨 シ四柱 搖キ側 板汚レ 蓋破ル ル モノ、 皆是レ 百戰激 勞ノ動 ナラ サル ハナ シ。 今ャ 四昨ノ 序功ヲ ナス モノ 

ハ去 ッテ、 二百 十七 輔ノ 機關車 三千 九 百 四十 輛ノ  舉ケ テ故國 一一 送還 セラ レン トス 0 一樹 ノ藤 モ猶 五大 夫-一 値 ヒス ルモ ノア 

リ。 矧 ャ爾ノ 偉功 甚タ 大ナル 一一 於テ ヲャ。 別ヲ告 クル 一一 臨 ミ親然 トシ テ涕涙 交々 下リ、 復タ多 ク頌ル コト能 ハス 0 單  一一 一 一一；：？ プ， お 

シテ、 過去 ノ功 勞ヲ德 トシ、 將來 ノ！！ ^命ヲ 祝ス。 

生命な き 車輛に 對し、 人間に 對 する ごとき 訣袂の 辭を發 すると ころ、 當 事の 逾剌 たる 意 氣が想 見され る。 


廣軌 改築に 當 つ て 最も 困難 を 極めた の は、 工場の 不 整備と いふ ことであった。 何しろ 殆ど 工場と は 言 へぬ ほどの バ 

ラックに 向って、 機關車 二百 五輛、 客車 九十 五輛、 貨車 二 千 九十 輛、 車掌 車百輛 が、 陸續 として 米國 から 送りつ けら 

れ たので あるから、 その 混亂は 想像に 餘り ある、 

明治 四十 年 四月 一日、 野 戰鐵道 提理部 一一 於テ 使用 セシ大 連 工場 ヲ 全部 其儘繼 承シ、 專ラ機 關車客 貨車 ノ 組立、 改 

造、 修綺、 廣軌用 機 關車並 諸 車輛 ノ 組立 工事 及 各種 註文 品ノ 製作 並 各 分工場-主要 材料 物品 ノ 配給 ヲ ナシ、 社內 

雜 工事 ノ製修 一一 從事セ シム。 當時 ノエ 場 ハ 乃 木町大 驛搆內 一一 在リ、 機關車 組立 職場、 機械 職場、 銀 冶 職場、 鑄 

物 職場、 製 纏 職場、 客 貨車 職場 及 裁縫 職場 アリシ モ、 木造 亞鉛 引鐵板 張ノ極 メテ粗 造ナル 一時的 「バラック」 建 

- 一過 ギズ •。 機械 ノ 設備 亦殆ト 全ク之 ヲ缺如 セル ハー 百ヲ俟 タス。 要スル 一一 工場 一一 アラス ト云フ モ 過言 一一 ァ ラサル 狀 

態ナ リシ ヲ以 テ、 (中略) 明治 四十 年 五月 ヨリ 明治 四十 一年 ノ初ニ 亙リ、 新 購入 ノ廣軌 用 機 關車及 客 貨車 績々 到 著 

シ、 其 數量多 クシ テ殆ト 工場 構內ノ 全部 ヲ蔽 ヒ、 急速 組立 ヲ終 リテ他 一一 搬出 スルー ー非サ レハ、 將 一一 後 著 材料 ノ揚 

陸 ヲ爲ス 能 ハサ ラント スル 一一 至 リシ カハ、 晝夜 工程 ヲ進 ムルト 同時 一一、 百方 職 エノ 補充 二 努メ、 鐵道廳 ヨリ 供給 

ヲ受ケ タル 職工 ノミ 一一 テモ六 百 四十. 七 名 二 上 レリ。 就中 作業 ノ最モ 困難 ナ リシ ハ、 明治 四十 年 十一 一 月末 ヨリ 明治 

四十 一年 二月 ノ間 一丁 ビア、 適 當ナル 工場 ナキ 爲メ、 總テ 屋外 一一 テ 作業 セシ 力、 寒 威 凛烈 ュシテ 吹雪 屢至 リ、 職工 

ハ 一時間 暖ヲ採 リテ、 僅 一一 十五 分間ノ 作業 一一 堪ュル ノ狀態 一一 シテ、 其 困難 ハ實 見セサ ル者ノ 到底 想像 シ得 サル所 
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ナリ。 斯クテ 組立 ヲ終リ タル モノ ハ臭 水子 驛 側線 一一 移 人シ、 僅 一 1 工場 ノ墳 塞ヲ免 ルル ヲ得 タリ。 之 ヨリ 先 キ廣軌 

鐵道運 轉計畫 一一 基 キ米國 一一 註文 シ タル ハ、 機關車 二百 五輛、 客車 九十 五輛、 貨車 二 千 九十 輛、 車掌 車百輛 一丁 ンテ、 

機 關車ハ 明治 四十 年 六月 十八 日、 貨車 ハ 九月 三十日、 客車 ハ 十一 一月 一 一十 九日 組立 落成 シ タルモ ノヲ第 一 同 トシ 順 

次 落成、 明治 四十 一年 六月 一日 廣軌 運轉 開始 ニ至ル 迄-一、 機 關車百 二十 ニ輛、 客車 六十 九輛、 貨車 千 三百 三十 一 

輛、 車掌 車 百輛ノ 組立 試 運 轉ヲ了 セリ。 其當時 南滿洲 一一 於ケル 標準 機關車 トシ テ ハ、 貨物列車 用 「コ ン ゾリ デ I 

シ ヨン」、 旅客列車 用 十 輪 車、 急行列車 用 「パ シフヰ ック」 形 及 十 輪車ヲ 混用 スル コト トセ リ。 (「滿 鐵十 年史」 三 

六  一一 一 一六 四) 

ここに 於いて 伯 は、 その 工場に 應 急の 修繕 を 加へ、 新たに 機械 その他の 設備 を爲 すと 共に、 新 工場 建設の 計 畫を定 

めた。 

これが 當 時世 を 驚かした 北沙 河口 工場で ある。 

この 北沙 河口 工場 は 大連を 北に 距る こと 約 四哩の 地であって、 地 接 五十 三 萬 七 千 九 百 坪、 そこに、 工場 並びに 從業 

員 全部 を收容 する 社宅 を 建設す る計畫 であった。 明治 四十 一年 七月 その ェを 起し、 竣工に 從 つて 漸次 移轉 し、 全部 完 

了した の は 明治 四十 四 年 八月 九日であった。 

この 工場の 大略に ついて、 r 滿鐵十 年史」 ニー 一六 六— 三 六 七 頁) の 記す ると ころ は、 次の 通りで ある。 

工場 ノ 規模 ハ頗 ル廣大 一一 シテ、 獨立ノ 水道 ヲ 敷設 シ、 敷地 二十 七 萬 七 千 二百 浮、 煉瓦 二階建 事務所 外 建物 四十 九 

楝ー萬 七 千 七 百 四十 六 坪 五合 (中略) 一一 達シ、 汽機、 汽耀並 機械工 具ノ 設備、 起重機 ノ 設備、 電氣 電動 カノ 一般 使 


用、 採光、 冬期- 1 於ケル 暖房、 空氣ノ 流通 及自働 消火 裝澄ヲ 客 貨車 塗 各 職場 並 倉 il?^ 等 一一 特設 セル 力 如キ、 最新式 

ノ 設備 ヲ 具へ、 機關車 二十 六辆、 客車 三十 六輛、 貨車 百 三十 輛ヲ 同時 一一 收容 シ、 傍ラ諸 機械 及 諸 用 ni  ノ 製作 修理 

ヲ ナス ノ 能力 ヲ 有ス。 蓋 シ鐵道 一一 屬スル 工場 トシ テ ハ、 頗ル 斬新 一一 シテ 各種 ノ 特色 ヲ 有ス。 而シテ 工場 及 市街地 

ノ 給水 ハ、 獨立ノ 水道 一一 依ル 給水 能力 一 日 一 一十 萬 「ガ a ン」 六 箇所 ノ 水源 井 戶 ヨリ 集 水 シテ、 電氣 動力. t 筒 二 依 

リ、 攄過池 一一 送リ、 後 斤 • 高サ 二百 一 一十 ノ地點 一一 設ケ タル 貯水池 ヲ 通シテ 給水 ス。 其 他 工場 及 市街地 ヨリ 生スル 

汚水 ヲ淸水 トナシ 排出 スル 目的 ヲ以 テ、 市街地 ノ東 南隅-一 汚水 處分 所ヲ 装置 シ、 其 容積 一日 間 十五 萬 「ガ a ン」 

ヲ 石炭層 ヲ以 テ容： 一一  攄過 シ得ル 構造 ナリ。 

四、 細心なる 指導 

一見 粗枝大 葉の やうであって、 實は思 ひ 掛けぬ ところに 細心 密 意であった のが、 伯の 性格であった。 元より その 細 

心密 意に は、 かなり 氣 紛れな ところがないで はなかった。 しかし 細心と なると、 珍ら しい ほど、 播 いところ に 手の 屆 

く 伯であった。 

その 一例 は、 伯が 一方に おいて、 火の つく やうに 全線の 廣軌 改築 を 急がせながら、 他方に おいて は、 狭軌の ボギ I 

贵賓 車の 製作 を 忘れなかった ことに も 表 はれて ゐる。 これにつ いて、 當 時の 理事 國澤 新兵 衞は、 次の やうに 語った。 

總 裁は會 社の 成立す る や、 直ちに 滿 洲の鐵 道に て運轉 すべく、 狭軌の ボ ー ギ ー 貴賓 車 三輛の 製作 を 命ぜられた。 

之 は同鐵 道が 廣軌に 改築 さるる 迄の 用に 供す る爲 めで、 大體應 接 室、 寢室、 食堂より 出来て、 外に 附屬の 設備 を 
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加へ たもので あり、 同車 輛會 社に 於て 直ちに 著 手し、 明治 四十 年 四月 一日の 滿鐵營 業 開始に 先立ち、 大連 工場に 

て 組立 てられ、 折から 有 栖川宮 威仁 親王 殿下の 御渡滿 あり、 其の 用に 供せられ し は 勿論、 我が 貴賓 叉は淸 國の贵 

賓に對 し 十分に 利用 せられた。 而 して 四十 一年 全線の 改築まで は、 多大の 貢獻 をな せし こと は、 これ も 伯の 用意 

周到なる 一 端と いふ ことができよう。 

更に 伯が、 滿鐵 の從業 員に 掃除 癖 を 付けん がた めに 取った 次の 插話 も、 亦 その 著る しき 一例と いふ ことができる。 

それ は黑田 甲子 郞の 語る ところで ある。 

戰爭の 後 を 承け たる 客車の 手入れ は 自然 粗漏であって、 辨 當の淺 飯が 散亂 し、 埃 塵が 積り 勝ちで ある。 折角 廣軌 

となっても、 これで は乘客 をして 不快 を 感ぜし むる に 依り、 伯 は 切々 として 掃除 を嚴 命せられ たが、 意の 如く 實 

行せられ ない。 兹に 於いて 伯 は 一 奇策 を考 へ、 午前 一時 ごろ 飄然 宫舍を 出で、 微行して 停車場に 到り、 明朝 發車 

すべき 空車 を 暗中摸索して、 自己の 掌で 車 體の內 外 を 撫でて 其の まま 歸 臥し、 翌朝 發車 前に 再び 停車場に 到り、 

掌の 痕 ある 車 を 指して、 驛長 以下に この 車輛 は 掃除が 行屆 いて 居ない。 これ 此の 通りな りと て 一 々實證 を 示して 

嚴訓 せられた。 それ 以後、 總裁 は油斷 のなら ぬ 用意周到の 人で あると いふ 評判に なって、 車輛が に はかに 淸 潔と 

なった。 

また 野 戰鐵道 の氣 分の 拔け きらなかった 當 時の 從業 員の 心中に、 會社營 業 であると い ふ 觀念を 叩き 込まう として、 

伯 は 色々 と 苦心した。 これにつ いて 黑田 はまた 次の ごとく 語って ゐる。 

靴 建 時代に 於け る 鐵道乘 客の 取扱 ひ は、 戰勝國 の 癖と して 往々 傲慢の 態度が あった。 陸軍 提理 部から 引繼 がれた 


る 職員 中には、 特に さう であった。 歐亞の 聯絡 線と なり、 世界の 交通 大道と なった 滿鐵 職員に 不適の 行動が あつ 

て は、 日本の 恥辱で あると いふ 考へを 以て、 常に 驛長 以下 を 訓誡 せられた。 また 新たに 帝大 卒業生 等が 職員と な 

る 時には、 初め 之れ を 重用せ す、 貨物 係、 切符 係 等に 採用し、 力めて 新 空 氣を注 人して 勞働 事業に 服せ しめ、 漸 

次に 紫 進せ しめて 驛 長たら しめ、 殊に 大連、 大 石橋、 奉 天、 長 春 等の 重要 驛は 外國 人の 出 人 頻繁なる を 以て、 英 

語、 露語、 支那 語に 堪能なる 驛長 助役 を 配置して、 乘 客の 優遇に 努められた。  . 

殊に 伯が 心を碎 いたの は、 支那 人の 感情 を 緩和し、 無益に 彼等の 反感 を挑發 しない やうに とい ふこと であった。 そ 

れは田 中 淸次郞 の 語る ところで ある。 

伯 は滿鐵 沿線の 驛の 名稱に 就いて、 「支那 語で あるから、 これ を 日本語で 讀 ますの はいけ ない。 驛の名 を 日本語 

に飜譯 するな」 とい はれた ので、 當 初の 間 は 日本語で 讀む やうな 口  — マ 字 綴りで 驛名を 書かなかった。 そして 支 

那の發 音で 驛 員に 呼ばせた ので あつたが、 これ だけ は 伯の 主張 通り 行 はれす、 間もなく この 形式 は 守られぬ やう 

になった。 

伯の この 細心の 注意 は、 ひとり 驛 名のみ でな く、 滿 鐵附屬 地の 道路の 町名にまで 及んだ。 それにつ いて、 上田 恭輔 

の 語る ところ は、 次の 通りで ある。 

時には 至極 微細な 事柄で も、 始終 支那 人の 感情 を 害さない やう 細心の 注意 を拂 はれました。 臺灣、 朝鮮 或は 樺 太 

の 如く、 全然 帝國の 領土と 違って、 主權は 支那に ある 租借地で 日本人が 仕事 をす るので あります から、 何事に つ 

けても 大屋さんの 御機嫌 を 損じない やうに 氣を つけて 居られました。 故に 右の 滿鐵附 屬地內 の 道路の 町名の 如き 
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も、 出来るだけ 支那 風 若しくは 日 支 共通の 町名 をつ け、 大抵 何々 街と 云 ふやう にして、 殆ど 町と 云 ふ 名 は 付けな 

かった のであります。 之れ に反して 歐洲 大戰の 初め、 日本が 靑島を 占領した 際の 如き は眞 先き に、 獨 逸人の 付け 

た 町名 をす つかり 日本風の 町名に 變更 して 仕舞 ひました。 先づ それ は 良い としても、 支那 學 問の 無い 手 合が 遣つ 

た 仕事であります から、 同じ 漢字 を 用 ひても 支那 人に は 一 向 意味 を 成さない ものが 多い。 或は 「神 尾 山」 とか、 

或は 「忠の 海」 とか、 文字 そのものから 見て 支那 人に は 不思議な 地名 を附 け、 甚 しきに 至って は、 大 森に 居住す 

る 者 以外に は 日本人に すら 何と 讀んで 良い か 判斷に 苦しむ r 不入斗 町」 とい ふ 名を靑 島の 海岸の 一等 道路に 命名 

致しました。 こんな 事柄が 餘程 支那 人の 瘤に 觸 つたと 見えまして、 靑島 還付に 際し、 地方行政の 移管と 同時に 支 

那の 劈頭 第一 の 仕事 は、 町名の 改造で ありました。 今日 僅かに 北京 路 とか 天津 路 とか 言 ふ もの だけ を殘 し、 先に 

日本の 附 けた 地名 町名 はすつ かり 全廢 して 仕舞 ひました。 滿洲に 於いて は、 今 を 去る 二十 幾年の 昔、 旣に 後藤 總 

裁が さう 云 ふこと にまで 注意 を拂 つて、 適切な 町名 を附 けて おかれた の を、 其の後の 滿鐵 の當事 者が、 靑 島の 覆 

轍の 運命に 到達す る 時代な きにし も 非す とも 考へ すに、 街 を 町に 更め、 幹線の 「大斜 街」 を 「浪速 通」 に、 或は 

琴 平 町と か、 曰 く 何々 町と、 . 悉く 支那 人に は譯の 判らぬ、 且つ 讀書 階級に は 憎 惡の念 を 起さし むる 町名に 改め ま 

したから、 さう 云 ふやうな 事の 爲 めに、 日本人 は 侵略的で あると か、 帝國 主義で あると か 云 ふ 感じ を、 若い 支那 

人の 頭に 植 ゑつけ ます。 

五、 ャ マト， ホテル 


伯 は 滿鐵に 赴任す ると、 すぐ 各地に ホテル を 建てた。 人 はこれ を 伯の 道樂 として 笑 ひ、 乃至 は 伯の 蝥澤 として々 に r 

した。 また 或る人々 は、 ホテルが 自給自足の 成績 を擧 げざる ところから、 これ を もって 失 股と 考 へた。 これ を 辯 護す 

る 人々 も、 單に 世界の 公道た る滿鐵 であるから、 外國 人の 宿泊に 便なる やうに しなければ ならぬ と說く 位な もので、 

伯 の 眞意を諒解し た 人 は^：だ に 少 な か つ た 。 

大正 八 年、 伯が 歐米を 巡遊した 時 は、 恰 かも 山 東 問題 その他で、 日本の 對支 政策に 對 する 非難が、 歐 米に 喧し かつ 

たと きで ある。 それで 歐米人 はよ く 伯に 向って、 日本 は 支那 を 歐米諸 國に對 して 閉鎖す る 接り なのかと 訊いた。 これ 

に對 する 答 辯に は、 伯 は必す 滿洲の ホテルの 例 を 引いて 說 明した。  、 

『私が 滿 鐵の總 裁に なりました とき、 一番に 致した こと は、 沿線 各 都市に ホテル を 造る ことでした。 日本人の 爲 めな 

ら、 この やうな 設備 は 要らない ので ある。 それ は 主として 歐米 人の ためであります。 卽ち多 數の歐 米 人の 滿洲 に來ら 

れて、 われ 等と ともに 此の 新 天地 を開發 せられん こと を 望んだ からであります。』 

伯の 滿鐵 經營の 根本 精神 は、 滿洲の 開發が ひとり 日本の みの 利益た るに 止まらす、 支那の 利益たり、 叉 世界 全般の 

福祉 增 進の 一助た る やうに とい ふこと であった。 ゆ ゑに 偏狭なる 排他的 精神 を もって、 滿洲の 天地 を獨ト ：！ しょうな ど 

とい ふこと は、 伯の 心に はなかった。 それが 日本の 大陸 發展を 正義 化する ものと 伯は考 へて ゐ たの だ。 

ホテル 建造 は、 伯の この 國際 精神の ー發 露であった。 ゆ ゑに 伯に 取って は、 それ はまこと に 重要なる 主義の 一 表現 

に ほかなら なかった ので ある。 

この 滿鐵 經營の ホテルに ついて、 田 中 淸次郞 は 次の ごとく 語る。 

第二 章 滿鐵總 裁  七 九 五 
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私が 阪谷 芳郞 さんに ぉ會 ひした 時、 「新開地に は 是非、 ホテルが 必要 だ」 としきり にカ說 して をら れた。 それで 

この 事 を 伯に ぉ傳 へして おいた 處、 伯 は、 ホテルの 經營は 絡對に 必要 だと 命ぜられた。 そこで、 私 は 「ホテルの 

名稱は 滿鐵ホ テルと したら よいで せう」 と 伯に 申 上げた が、 伯 は 頑として 聞かれなかった。 そして r ャ マト • ホ 

テル」 とせよ と、 極めて 强 硬であった。 「何故です か」 と 問うても、 「いや、 何でも かで も、 ャ マト • ホ テルで 

なければ いかぬ」 とい ふので、 結局、 伯の 主張され た 通りの 名 稱を附 する 事に なった。 

その後、 間もなく 阪 谷さん が滿洲 視察に 来られた が、 ホテルの 設備が 整って ゐ たので 大喜びであった。 それと い 

ふの も、 滿鐵 設立 命令書 第三 號に、 「主要 停車場 一一 旅客 ノ 宿泊 食事 及 貨物 ノ， 貯藏 一丁 必要 ナル 諸般 ノ 設備 ヲ爲ス へ 

シ」 と あるの は、 阪谷 男の 主張に 基いた ものであった からで ある。 

伯が 斯 くの ごとく ャ マト • ホ テル の 名に 執著した 理由 は、 伯の ホテ ル 建設の 精神 を 思 ひ 合 はすと 首 背せられ るで あ 

らう。 伯 は歐米 人の 來泊を 庶幾した。 ゆ ゑに それ 等の 外客に、 日本の 固有す る 國名ャ マトの 文字 を 印象したかった の 

であらう。 

しかしながら、 ホテルの やうな E 犬な 建築物が、 忽ちに して 出来る わけはない。 そこで 會 社で は差當 り、 露國 時代 

の ダル 二 1 . ホテルの 跡で、 軍政 時代 は 民政 著であった ところの 爐瓦 造りの 一 一階 建の 一 棟 を 修理し、 それに 僅かに 十 

三の 客室 を 造り、 これに 附屬 建物 を 新築 修繕して、 急遽の 設備 を 整へ、 明治 四十 年 八月 一日、 漸く 營業を 開始した。 

これが 現在の ャマ ト • ホテルの 濫膽 である。 

ところが 滿鐵 事業の 發展 と共に、 間もなく かう した 應急 設備で は、 間に合 はなくな つた。 「滿鐵 十 年史」 (六 六 八 頁) 


によれば、 次の 通りで ある。 

然ル 一一 營業 開始 以來 漸次 宿泊 客ヲ 增シ、 運 滿員ヲ 吿ケ、 來客 謝絶 ノ狀 態ト ナリ、 踰 H テ 明治 四十 一年 六月 本線-一 

廣軌 列車 運 轉シ、 同 八月 上海 航路 ヲ 開始 シ、 次テ 十月 大連、 長舂間 一一 急行列車 運轉セ ラレ、 哈雨{^^經由歐亞速絡 

成 ルー 一 及ヒ、 お： 们 旅客 數益增 加シ、 到底 之等ノ 旅客 ヲ收 容スル コト能 ハサ ルヲ 以テ、 一時 應急ノ 施設 トシ テ r ホ 

テル」 一一 接近 セル 社宅 用 建物 二 棟 一一 設備 ヲ施 シ、 十箇 ノ客窒 ヲ造リ タルモ、 尙悉 ク來客 ヲ牧容 スル能 ハス、 無 止 

神戶 丸一 ーテ 上海 ヨリ 來リ 歐洲 ニ向フ 旅客 二 ハ、 請 フテ之 ヲ寢臺 車 一一 收メ、 又 急行列車 一二 ァ 北方 ヨリ 來リ 上海 一 1 到 

ラ ン トス ル 旅客 ハ、 之 ヲ神戶 丸 -ー 赴 力 シ ム ルカ 如キ 策ヲ採 レリ。 

かくして 伯の 意圖は 著々 實 現せられ、 明治 四十 一年 十一月、 大規模の ホテルの 設計に 著 手し、 明治 四十 二 年 六月 H 

事 開始、 大正 三年 三月、 滿 五箇 年 を 以て 竣工した のが、 現在の 大速ャ マト *ホ テルで ある。 

そのほか 伯 は、 大 連の 繁 榮を增 進し、 旅客 を吸收 する 目的 を 以て、 大 連に 接近した 風光明媚の 海濱、 星 ケ浦を 選ん 

で、 海 ホテル、 貸刖莊 その他の 嫂樂 設備 をな す 計畫を 建てし めた。 これが 星 ケ浦ャ マト • ホ テルで ある。 

六、 大 連 築 港 

南 滿洲鐵 道の 咽喉 を爲す もの は、 一一 一一 口 ふまで もな く大連 港で ある。 それ は露國 時代の ダル 一一 ー 港 を承繼 せし もので あ 

つた。 

はじめ 露國 は、 曩 に淸國 の經營 して ゐた大 連灣、 卽ち 今の 柳 樹屯を 相して、 商港 築 設の計 畫を爲 し、 土地の 買收、 

第二. 草 滿鐵總 裁  七 九 七 


笫四節 滿鐵の 礎石 を 置く  七 九 八 

市街の 經營 まで 著 手して ゐ たので あるが、 南風 常に 泥 砂 を 送って、 港內 水深 を 減す るが ため、 船舶の 著 離 意の 如くな 

らす、 つ ひに 東 淸鐵道 技師 ケル ベッチの 獻策 を容れ て、 一八 九九 年、 築港 及び 市街の 建設 を計畫 し、 これ を 東 淸鐵道 

會 社に 經營 せしめた のが、 所謂 ダル 二  I であった。 

その 豫算說 明 書の 劈 刀に 曰く。 

ダルー 一 ー 港ハ其 位置 黄海 ノ 中央 一一 ァリ。 而シテ 大西伯 利 亞鐵道 ノ終點 一一 アル ヲ以 テ、 世界 商業 ノ 活動的 中心 點ノ 

一 クルへ キ 資格 ヲ 具フ。 故 一一 港 市ノ計 畫ハ、 可成 本 港ノ繁 榮發達 ヲ圖ル 一一 在リト 雖モ、 第一 期 工事 ハ、 一 箇年五 

千 萬 乃至 六 千 萬 布度ノ 貨物 運搬 ヲ遂ク へ キヲ 以テ其 目的 トス。 

以て その 規模の 如何に 廣大 なりし か を 見るべき であらう。 そして 實際、 露 國の著 手せ し 築港 事業 は r 滿鐵十 年史」 

に據れ ば、 次の 通りであった。 

其計畫 タル ャ 規模 頗ル 雄大  一丁 ンテ、 市街 區域 ハ東老 虎灘ノ 東口 角 一一 起リ、 西 馬 蘭河ノ 右岸 一一 及ヒ、 南ハ 石礁ョ 

リ、 北 ハ遠ク 泡子涯 一一 亙リ、 其 面積 約 一 萬 三千 餘 町歩 ヲ 箅シ、 築港 海面 約 百萬餘 町歩 ヲ畫 ス。 是 一一 於 テ乎、 同會 

社 ハ豫算 千 萬 餘留ヲ 以テ、 先ッ 東西 靑泥 窪、 黑咀子 及西崗 子等 ノ 部落 ヲ買收 シ、 巿 稱 建設 一一 著 手 セリ。 而シテ 築 

港 工事 モ亦、 一千 顿級ノ 船舶 百叟ヲ 同時 一一 繁留シ 得へ キ 設備 ヲ 整へ、 一箇年 三 億 二 千 萬 布 度、 卽チ約 五 百 萬噸ノ 

貨物 ヲ吞 叶セシ ムルノ 豫定ヲ 以テ、 先ッ 第一 期 工事費、 壹千萬 留ヲ豫 箅シテ 工事 一一 著 手シ、 千 九 百 三年 末 一一 至リ、 

十五 呎 乃至 十八 呎ノ 水深 ヲ有 スル 埠頭 延長 六十 三 r サ， -ゼ ン」、 及 水深 十八 i- ヲ 有スル 埠頭 延長 百 五十 「サ —ゼ 

ン」、 及 四百 平方 「サ— ゼン」 ノ 倉庫 ヲ 建設 シテ、 一般 繁船用 一一 供 セリ。 (三 八 六 ー 三 八 七 頁) 


さらに 一 九 〇 四 年、 露國は 築港 工事の ため、 また 三千 萬留を 投じて、 第二 期 工事に 著 手 せんとして ゐた。 その 時 起 

つたの が、 日露 戰 (辛で ある。 ここに 於いて ダル 二 ー の 築港 も、 中途に して 空しく 抛擲し 去られた。 しかも 露國 は、 

其 退 クー ー當 テャ、 俊サ W 船 其他ノ 船舶 ヲ沈 沒セ シメ、 大3^頭ノ西部ヲ破壤シ、 工事 用器 械ノ如 キハ、 或ハ彼 一一 依テ 

破壊 セ ラレ、 或ハ 我軍ノ 占領 二 歸シ、 僅 力  一二 一箇 ノ 軌道 起重機 ヲ遗コ シ タル ノミ 一一 テ、 亦 一 物ヲ餘 サス。 爾來未 

成ーー嵐ス ル5^頭防波？^等ノ如キ、 年々 歳々 風浪 ノ 打破 ス ル所ト ナリ、 一見 慘狀ヲ 極ム。 

かくして 滿鐵會 社 は、 露 國經營 の 後 を 承け て、 その 築港 工事 を 完成し なければ ならなかった。 會 社が 繼 承せ し 當時 

の狀態 は、 r 滿鐵十 年史」 (三 八 七 頁) によれば、 次の 通りであった。 

會社 繼承當 時ハ、 僅 一一 第二  S 十 頭 及 5.5^ 頭ノ 落成 セル ノミ  一丁 ンテ、 第一 頭 南部 ノ 岸壁 竣功 セル モ、 北部 ハ半成 二 

止 マリ、 防波堤 モ亦 西北 防 波 5； 疋ノ 東半 部 稍見ル へキ モノ アリシ モ、 西 半 部 ハ全ク 著 手スル 一一 至 ラス。 東 防 波 i; ルハ 

僅-一 捨石 工事 一一 著 手 セル ノミ 一一 シテ、 工程 尙未タ 其 半-一達 セ ス。 

玆 において 滿鐵 は、 大體 において 露國の 計畫を 踏襲す ると 共に、 深く 想を將 來に馳 せ、 旣成 部分の 改善 修築、 並び 

に 未成 工事に 對 する 適 應の進 渉 を 計らなければ ならな か つ た。 

その 築港 工事 は、 次の 諸 工事から 成る ものであった。 

笫 一 防 波 sTH 事 

其ノ 一  束防波堤延長千貳ぉ贰拾壹^^築設 

其ノニ 北 防波堤 延長 六 千 尺築設 . 

其ノ三 濱町 船溜兩 突堤 延長 各 千 三 &7 五 拾 尺築設  ■ 
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第二  sef 頭 工事 

其ノ 一  束 gfjg 延 畏千贰 尺築設 

其ノニ 大準頭 東 準 頭 路面 铺石 並。 フラット ホ— ム築設 

其 ノー 一一  濱町 西側 延長 或 百尺毕 頭築設 

其ノ四 大山 通维頭 延長 raw 贰拾 尺築設 

其ノ五 兒玉町 頭 延畏四 贰拾 尺築設 

第三 護岸 及墻築 工事 

其ノ 一  束 华頭束 側貳千 四百 五 拾 尺 護岸 

其ノニ 東 a. 頭 北部 面積 查萬甙 千 坪埋築 

其ノ 三 築港 ェ 地面 積 查萬七 千 四百 貳拾 五坪 埋 築 

其ノ四 濱町面 稼 參萬壹 千 五 百 八 拾 六 坪埋築 

其ノ五 濱町 延長 贰千尺 岸壁 兼 S 護岸 

其/六 中央 船 溜 (船. 渠 南側) 延長 九 百 五お 尺 護岸 

其ノ七 ジ ヤン ク淀泊 場面 積 覺萬參 千 百 拾 坪埋築 

其ノ八 同上 沿岸 延長 甙千 四百 七 拾 四 尺 岸壁 兼 ffl 譲 岸 

其ノ九 濱町？ I 側 延長 六 百 四 拾 尺 護？ ゆ 

其ノ十 大山 通 準 頭 東西 兩側 延長 九 百 武拾尺 兒玉町 準 頭 西側 延長 六 IB 五 拾 尺 護岸 

第 四 棧橋 工事 

其 ノ 一  大 準 頭 西側 棧橋甙 一 尺 一一 延長 シ 51^ 延長 贰百尺 ノ モノ ^設 

其ノニ 濱町 海岸 ヨリ 延長 千 貳百尺 (内 五 百 尺最モ 有效) 石炭 積 出 桟橋 架設 

第五 準 頭 設備 工事 

其ノ 一  東 SHm 大率頭 及 ジャンク 碇泊 場 準 頭-一 上 家 面積 四千 贰ー rH 九 拾 入 坪 建設 

其ノニ 大毕頭 東半 頭 -ー ：宽氣可動起盧機拾甙臺定«手動；5^^^機六臺据付 


其ノ 三 東 準 頭 -ー 面接 約 六 百 坪 穀類 稜出食 庫 建設 

第 六 淡渫 工事 

外 -I 築港 工場 並 一一 器具 機械 ノ 設備 ハ 前記 各 工事 -I 俱フ モノ トス 

以て 大 連の 築港 工事が、 如何に 大規 校の もので あり、 從 つて 如何に 長年 月 を 要すべき もので あつたか を、 窺 ふに 足 

る。 從 つて その 大部分 は、 伯が 滿鐵を 去って から 後、 完成され たのであった。 しかし この 大規模の 計畫 は、 全く 伯の 

雜！^ 時代の 「大風呂敷」 にか かる もので あり、 ここに も 伯 は、 その 创成的 偉大 を 誇る ことができ たので ある。 

七、 大連禅 頭の 統制 

し 力し な 力ら、 大 連の 築港 工事 を 完成す る 前に、 まづ 解決せ ねばならぬ 問題が、 大連 港の 波止場に 轉 がって ゐた。 

それ は S 十 頭 統制の 問題であった。 

その 主任者と して 働いた 理事 田 中 淸次郞 は 語る。 

私が 大 連へ 到 著した 頃 は、 未だ 日露 戰爭 後の 戰時氣 分がぬ けす、 坞頭 では 人 港の 船 を 競 〈中して 奪 ひ 合 ふとい ふ 有 

様で、 「軍事行動の 續き」 といった やうな 感じが 濃厚であった。 

力う した 璋 頭の 無統制 を 目の あたり 見せつ けられた 私 は、 是非とも 椁 頭の 統制 を 確立す る 事が 焦眉の 急務で ある 

と 痛感した。 

考慮の 結果、 三 井 時代に 犬 塚 君の 部下で、 門 司で 働いて ゐた相 生 由 太 郎君が、 その 頃から 勞資 協調主義 といった 

やうな 新 思想 を ふり 迥 して ゐ たので、 この 人間なら 培 頭の 統制 を 成し遂げ 得る であらう と 思 ひ 付いた ので、 犬^ 
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君に 相談す ると、 犬 塚 君 は反對 した。 しかし 私 は 飽くまで この 仕事 を 達成す るに は 相 生 君が 必要 だと 確信した の 一 

で、 囑託 として 相 生 君 を 採用し、 直ちに 埤頭 統制 案の 作成 を 命じた。 相 生 案 は 民間に やらせようと いふ 案で あつ 一 

たが、 私 は反對 して 滿鐵 直營で 統制す る 方針で 立案 を 命じた。 間もなく 統制 案が 出來 たので、 後藤 伯に 面會 して！ 

統制 案の 實行 承認 方 を 申し出た。  . 

然 らば、 その 起案 者に して、 同時に 直接 責任者た るべき、 相 生 由 太郞と は、 如何なる 人物で あつたか。 夏目漱 石の 

「滿韓 ところどころ」 は 次の 如く 記して ゐる。  ... 

相 生さん は 滿鐵の 社員と して 雄 頭 事務所の 取締で ある。  一 

もっと 卑近な 言葉で 云 ふと、 荷物の 揚 卸に 使 はれる 仲仕の 親方 を やって ゐる。 かって 門 司の 勞働 者が 三 井に 對しー 

て ストライキ を 遣った ときに、 相 生さん が 進んで 其 衝に當 つた 爲、 手際よ く 解決が 著いた とか 云 ふので、 滿鐵か 一 

ら 仲仕の 親分と して 招聘され た 様な ものである。 實際相 生さん は 親分 氣 質に 出来 上って ゐる。 滿鐵 から 任用の 話 一 

があった とき、 子供が 病氣で 危^であ つたのに、 相 生さん はさつ さと 大述へ 来て 仕舞った 。来て 一週間す ると 于 

供が 死んだ と 云 ふ 便りが あった。 相 生さん は 內地を 去る 時、 旣に此 悲報 を 手に する 覺悟 をして ゐ たの ださう だ。 一 

卽ち相 生 は 滿洲に 渡る に、 この 悲壯 なる 決心 を 以てした のであった。 然るに 圖らす も、 この 統制 案 は、 伯と 田 中と 

の 間にお いて、 紛糾 を 捲き 起し、 折角の 統制 案 は、 將に 闇から 闇に 葬り去られん とした。  ； 

田 中 淸次郞 は 語る。  一 

當時、 犬 塚 君と 私と が、 三 井から 人った 上に、 滿鐵 改良に 要する 鐵道 資材 を、 後藤 伯 は 三 井 を 通じて 米 園から 購ー 


入す る 方針であった 關 係から か、 とかく 後藤 伯は餘 りに 三 井 を最貭 し 過ぎる とい ふ 非難 もあった。 さう いふ 譯で 

もなかった らうが、 私が 統制 案の 事を說 明す ると、 伯 は 「それ はィ カン！」 と不黉 成で ある。 そこで 私 は、 r 自 

分と して は 他に 良， 策を發 見す る 事が 出来ません、 とい ふ 事 を 申 上げて 置きます， 一 と 述べて 引き さがった。 

さて 考へ 直して 見る が 良案 はない C 一  體滿鐵 人 社の 初めから、 總裁 は、 私の 意見に 對 して、 明確な 理由 を 示さす、 

單に それ はィ カンと 言って 反對 する。 こんな ことで は 到底 滿鐵 なんかに ゐ たって 駄目 だ。 いっそ 辭 職しょう。 も 

う 一度、 伯に 詳 かに 意見 をお 話して、 それでも 反對 されたら、 いよく やめて 日本へ 歸 らうと、 決意 を 堅めた。 

さう して 相 生 君 を 呼んで、 「例の 統制 案に 總裁 は反對 だ、 もう 一度お 話して お 聞 入れがないなら、 君と 一緒に 自 

分 は 日本へ 歸 らうと 思 ふ」 と 話す と、 相 生 君 も 亦 非常に 感激した 様であった。 そして 相 生 君 は 大いに 私の 身上 を 

心配した ものと 見え、 奥地 旅行 中の 中 村是公 氏へ 宛て 急 電を發 し、 「田 中 理事が 容易なら ぬ 決心 を かためた やう 

だからす ぐ歸 速して 欲しい」 と 申し送った。 中 村 副 總裁は ビック リ して 急遽 歸 つて 来た。 そんない きさつ を 自分 

は 少しも 知らす、 その 翌日、 會 社へ 出かける ともう 中 村副總 裁が 來てゐ る。 中 村 氏 は 「君 どうした わけ. か」 と 訊 

くので、 今までの 始終 を 話し、 「今日もう 一度 主張して 容 れられ ぬなら、 もう 御免 を 蒙って 歸國 する つもり だ」 

とせげ た。 

それから、 伯に ぉ會 ひして、 「昨日 申 上げた： 頭の 統制 案 は 是非、 實施 致したい、 いろ/,、 考 へました が、 昨日 

巾 上げた 案 以外に 良案はありません .11 と 述べる と 伯 は、 「もう 一度 說 明して 見 給へ J と。 そこで 私 は 更に 說 明す 

ると、 氣輕な 調子で 伯 は r ソレ はいい、 やって 見 給へ」 と、 直ぐに 承認され た。 
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思 ふに 伯 は、 私が どうい ふ 男で あるか、 中 村 氏 を 通じての 外、 私の 性格な ども、 よく 御存知はなかった。 眞劍に 

對談 したの は、 この 時が 殆ど 最初と いっても よかった ので あるから、 私が この 統制 案に、 どれほどの 信念 を 

もって ゐ るか、 それ を 試みよう として、 昨日 否決され ただけ で 引 込む やう なれば 論す るに 足りない し、 若し 再び 

信念 を 開陳す るなら ば、 許して、 やらして 見よう 位に 思って、 謂 はば 一種の メンタルテスト を 受けた のかと、 當 

時 ひそかに 考 へられぬ でもなかった。 

それ は 如何にも 伯の やり さうな ことであった。 さう して、 明治 四十 年 十月 一日より 實 施された る r 大連^ 頭 船舶 取 

扱 規則」 及び 「犬 速 埠頭 貨物 取扱 規則」 は、 かくして 出来 上った ので ある。 r 滿鐵十 年史」 (四 〇 五 1 四 0 な 1H0 は 記し 

て 曰く  0 

之ト 同時 一一、 從 來總テ 磯部 組 外 十七^ ノ囘漕 店 一一 委ネタ リシお 十 頭 荷役 ヲ、 全然 會社ノ 直 營ト爲 セリ。 蓋シ 草创ノ 

際 秩序 未タ 頓セサ リシ 爲メ、 货物ノ 亂 紛失 等 頻繁 一丁 ンテ、 到底 货主ノ 安心 ヲ買フ 能 ハス、 大述ノ 繁榮將 一一 阻 

害 セラ レント スルノ 狀態ナ リシ カハ、 囘 漕店ハ 勿論、 新聞 等ノ 劇烈 ナ ル反對 アリシ 一一 モ拘 ラス、 斷然 直營ニ 移シ、 

埠頭 事務所 ヲシテ 之ヲ司 ラシ メタ リ。 

然 らば この 埠頭 統制の 結果 は、 如何で あつたか。 「滿鐵 十 年史」 は繽 いて 記して ゐる。 

雨來 作業 大 一一 擧 リ，、 貨 主/便 S ヲ得 タルコ ト少 カラス。 叉廣軌 開通-一際 シ 建設 材料、 車輛 等 巨額/重量 品 一時 一一 

幅湊 スルー 一^ ラス、 機械 カヲ借 ラス シテ 能ク速 一一 其 荷 卸 荷捌 ヲ爲 シ、 機ヲ誤 ラサル コトヲ 得 タル モノ、 一 一一 作業 

直營ノ 賜ナラ スンハ アラス。 而シ テ 埠頭 荷役 ハ管 一一 船貨ノ 積卸ノ ミ 一一 止ラ ス、 大速 一一 到 著シ又 ハ大連 ヨリ 發这ス 


ル 貨車 ノ^ 卸 モ亦其 作業  一一 シ、 以テ船 車 聯絡 ノ便ヲ 圖リ、 而シテ 輸出品 ノ增 加ト共 一一、 货物 ノ繰替 運搬 ノ 作業 

ハ、 S ト頭ノ 重大 作業 クル 一一 至 レリ。 

そして この 好成績 を收 めた 原因 は、 主として 相 生 由 太 郞の獻 身 的な 努力に あった。 この 後 相 生 は 人夫 負の 仕事に 

轉 じたが、 これ を漱 石の 「滿韓 ところどころ」 は、 次の 如く 記して ゐる。 

相 生さん は大 連に 来る や 否 や、 仲仕 其 他 凡て 埠頭に 關 する 事務 を 取り扱 ふ 連中 を 集めて 此處に 一 部落 を 築き上げ 

た。 相 生さん の 家 を 通り越す と、 左右に 並んで ゐる 建物 は 皆 自分の 經營 になった もの 許で ある。 其 中には 圖書^ 

が ある。 仉樂 部が ある。 運動場が ある。 演武 場が ある。 部下の 住宅 は 無論 ある。 

俱樂 部で は 玉 を 突いて ゐた。 圖書 館に は沙翁 全集が. あった。 ボル グレ ー ヴの經 濟字彙 があった。 余の 著書 も 二三 

冊あった。 (中略) 

最後に 最も 長い 二階建の 一棟の 前に 出た。 是が 共同生活 を 遣らして ゐる 所でと、 相 生さん が 先へ 這 人る。 中は勸 

工場の 様に 眞中 を往來 にして、 同じく 勸 工場の 見 世に 當る所 を 長屋の 上り口に して ある。 だから 長屋と 長屋と は 

壁一重で 仕切られながら、 約  一丁 も 並んで ゐる許 か、 三尺の 往來を 越す とすぐ 向う の 家になる。 上り口 を 枕に し 

て寢れ ば、 吸 付 _q 、の 遣り取り 位 は 出来る 程近い。 相 生さん が 先へ 立って、 此狹ぃ 往来 を 通る と、 裁^ をしたり、 

子供 を寢 かしたり して ゐる祌 さん 達が、 みんな 叮嚀に 挨拨 をす る。 然し 中には 氣が 付かす に 何 か 話して 居る の も 

見える。 

此 部落に 住んで ゐる 人間が 總掛 りに なった 上に、 其 何十 倍 か 何百 倍の ク ー リ ー を 使っても、 豆の 出盛りに は 持て 
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餘す程 荷が 後から/ \ と 出て くる。 相 生さん の 話に よると、 多い 時 は 著 荷の 量が 一 日なら し 五千噸 ある さう であ 

, る。 是が ため 去年 雨期 を 持ち越した 顿數 は 四萬噸 で、 今年 は それが 十五 萬噸に 上った とか 聞いた。 南北 千 五 百 尺 

東西 四千 一 一 百 尺の 頭の 側に 此位豆 を 積 だら 隨分 盛な もの だら う。 

八、 撫順 炭礦 の經營 

撫順 炭礦 はい ま、 帝 國の資 庫と 稱 せられる。 「滿鐵 十 年史」 (四 九 0— 四 九 一 頁) は 誇 負して 曰く。 

撫順 炭礦 ハ 東西 四 里、 南北 一 里、 層 厚平 均 百 三十 尺、 炭 量 約 十億 噸ヲ包 有 スル大 炭田 一一 シテ 一日 一 萬噸、 一箇年 

三百 萬 噸宛ヲ 採掘 スル モ尙 三百 年ノ 命脈 ヲ 保有 シ 得へ キ 東洋 第 一ノ大 炭礦 タリ。 是 レ獨リ 會社ノ 利益 ノ ミナ ラ ス、 

實 一一 我 帝國ノ 一  大寳 庫ナリ トス。 

然しながら、 その 眞價 が發 見され たの は、 日露 開戰 以後であった。 卽ち 露國が 漸く その 採 礦に著 手 せんとせ し 矢先、 

日露 戰 'の 結果、 日本の 滿 鐵の經 營に歸 したので ある。 故に 撫順 炭礦 は、 事實 において、 伯の 創業に かかる と 言って 

もよ かった。  . 

黑田 甲子 郞は 語る。  . 

撫 順の 炭礦 は、 今日 誰れ 知らぬ もの も 無い が、 滿鐵 創業 時代に 幾 億 噸の良 炭 を 地下に 埋藏 して 居る とい ふ 事 を、 

日露 戰役 前に 豫 知して 居た もの は 恐らく 一  人 も 無かった であらう、 否 寧ろ 煙臺 炭礦 ある を 知れ ども、 撫順 炭礦 あ 

る を 知らなかった であらう。 露 國人も 初めは 垔臺 炭礦 を 主として 採掘し、 開戰 後に 撫順 炭礦 を發 見して、 急に 之 


を 開 掘した ので ある。 其の 證據に は、 堙臺 地方の 土地 收容は 殆ど 完了し、 鐵道 支線 も 敷かれて あつたが、 ： ^一順 地 

方で は 僅かに 數千 坪の 土地 買收に 止まって、 至って 姑息なる 露天 掘で あり、 又 撫顺鐵 道 沿線の 土地 も 未買收 であ 

つて、 驛舍の 設備 も 無かった。 之れ に將 來を囑 して、 一切の 經營を 松 田ェ學 博士に 倚 托し、 特^ 會計 として 士 

の 思 ふが 儘に 設備し、 博士の 傣給を 理事 以上に 厚く したるな ど、 伯の 放膽 なる 措？ はは 到底 凡人の 及ぶ 所でな かつ 

た。 今日で は 松 田 博士の 設計 を 冷笑す る 人 も あらう が、 撫順 炭礦 をして 東洋 一 の 名 を 得せ しめたる 動機 は、 實に 

松 田 博士の 經營 せし 東鄕、 大山 兩坑の 採炭に 基く ものであって、 松 田 博士 を 優遇 厚 待せ し 伯の 眼光 は、 當 時滿鐵 

職員の 驚異す る 所であった G 

然も 伯が、 この ェ學 博士 松 田 武ー郞 を 滿鐵に 捉へ來 るに、 どれ だけ 苦心 をした か。 伯 は 自ら、 幸偶樂 部の 講演に お 

いて、 次の 如く 述べた。 

炭礦の 經營 中、 其の 主なる もの は撫順 炭礦であります。 露 西亞の 經營は 拙劣で、 今日の サイ アンスの 上に 於いて 

恥 かしくな いやうな 著 手に は 至らなかった。 滿鐵に 於いて 完全な 經營 にしたい と 思うて、 段々 此の 事の 適任者 を 

尋ねた。 旣に 臺灣に 在職 中 も 鑛山學 者 を 尋ねた が、 多い やうで 此の 位 少ない もの はない。 非常に 困りまして、 三 

菱の松 田 博士 を 除く の 外に、 當時 之れ が 經營を 託すべき 人 を 見出す 事が 出来ない。 

若し 適任者がなくて、 鼬 掘 同様 拙劣 救 ふべ からざる 開坑 法に 過ぎぬ 時 は、 他日 炭礦 を抵當 とする の 日に 悔ゅ とも 

. 及ばぬ こと 故、 豫め 其の 人選に 苦 辛した る こと 筆舌に 盡し 難き ものが ありました。 

借い よく 松 田 博士 を 採用 せんと 思った が、 なかく 容易に 三菱が 其の 請 ひ を容れ て吳れ ない。 是れは 私の 方が 
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元來 無理なる 願 ひで ある。 夫れ 故 三菱 會社 並びに 社長に 三 拜九拜 して、 若し 之れ を歐米 人に 頼む ことがあって は 

日本人の 恥辱 だから、 默 つて 貸して 吳れと 言って、 半年 間 半月 づ つの 約束で 借りて 来た。 岩 崎 男爵 は 之れ まで も 

斷る ことが 出来ないで、 遂に 此方の 請 ひを聽 いて 吳れ た。 是れが 今日の 撫順 炭礦 經營を 致した 譯 であります。 此 

の 炭礦 は 露 西亞の 計畫と は實に 雲泥の 違 ひであります。 

かくして 松 田 博士の 手に より、 所謂 第一 期 開發計 畫が樹 てられ、 明治 四十 年 十一月から、 開 坑に著 手す る ことにな 

つた。 その 次第につ いて r 滿鐵十 年史」 (四 九  一 s) の 記す ところ は、 次の 通りで ある。 

會社ハ 設立 ト 同時 一一 此 事業 ヲ 委託 スへキ 者ヲ⑩ 色シ、 漸ク 故ェ學 博士 松田武 ー郞ヲ 招聘 スルヲ 得、 第一 期 開發計 

. 畫ヲ 立テ、 明治 四十 年度 乃至 四十 五 年度 ヲ以テ 其 期間 トシ、 約 九百貳 拾萬圓 (中略) ノ豫算 一一 依リ、 先ッ 大山、 

東鄕： g 姉妹 坑 開鑿 ノ 計畫ヲ 立テ、 大山 坑ハ 明治 四十 年 十一月 開坑 一一 著 手シ、 明治 四十 三年 五月 坑深千 二百 四十 一 

尺-一達 シ、 東 鄕坑ハ 明治 四十 一年 十一月 開坑、 明治 四十 三年 七月 坑深九 百 二十 八 尺 二 達シ、 前者 ハ 明治 四十 四 年 

. 四月、 後者 ハ 同年 六月 營業坑 トシ テ 採炭 ヲ 開始 セリ。 而シテ 一方 千金 寒坑、 楊 柏 坑、 老坑臺 坑ノ增 掘 設備 ヲ整 

理ス ルト共 一一、 他方、 發電所 機械工 場、 水道、 瓦斯 設備、 病院、 新 市街、 社宅、 畢 校等ノ 附帯 設備 工事 ヲ 竣工 シ、 

起業 以來數 年ナラ スシテ 一 日 五 千顿ノ 出炭 ヲ見ル 二 至リ、 兹 一一 第 一 期 計畫ハ 明治 四十 五 年度 ヲ以テ 一 段落 ヲ吿 ケ、 

更-ー 第二 期計畫 一一 人 レリ。 

しかも 撫順 炭礦が、 今日の 大を爲 す 基礎 を爲 した もの は、 炭礦 採掘に 附隨 して、 伯の 設備せ る 徹底的なる 施設で あ 

つた。 卽ち 「十 年史」 に 所謂 「發電 所、 機械工 場、 水道、 瓦斯 設備、 病院、 新 市街、 社宅、 學校 等の 附帶 設備」 が こ 


れ である。 

伯 は 幸仉樂 部に おける 講演に おいて、 自ら 誇って 曰く。 

撫順 石炭 山の 著 手 は、 各國 領事の 大 なる 注目 を 惹起す 處 となり ましたが、 却って 日本の 方で は 水道、 宿舍、 煖房 

設備、 病院 建築 等に 關し、 少し 驚き 氣味 でありました。 日本の 內地 では、 復た 後藤が 病院 病 を 起した と 言った も 

の も ありまし たが、 却って 獨 逸の 方で は、 是れは 犬なる 文明 的 金儲けの 準備が 秩序 的に 出来た と 言って、 其の 批 

評 を 二、 三 新聞 上に 見た やうな 具合で、 滿洲 經營に 付いても、 今日 世界が 注目して 居る こと は、 R 本人が 滿洲に 

注目して 居る ことと 注目の 點が違 ふので あります。 滿洲鐵 道 は 金儲けの 場所で あるから、 實業 家の 努力に まつと 

いうて、 淺く狹 く、 且 低き 考案の 人に 任す る こと は 不可で、 實に國 辱で ある。 實業家 甚だ 可な り、 實業 家中 廣く 

且 高き 人に 任せる やう 心掛けねば ならぬ。 外債に より 資本金 を 得る に 付いても、 施設の 系統が 正しくて、 當 世の 

科學藝 術を應 用した る計畫 であると 云 ふこと を 見せて、 金が 借りられる やうに、 システマチック になって 居らね 

ばなら ぬ。 そこで 成るべく 金 を 借りても 澤 山の 利益 を產 出すべく、 立派に 成功して、 大和民族の 感化 を 他の 地方 

にまで 及ぼす やうに 心 懸ける 誠意が 充滿 して 居らねば ならぬ と、 及ばすな がら、 常に 同人と 共に 奮闘した 次第で 

あります。 

事業家と しての 伯の 特色 は、 實 にこの 點 にあった。 伯が 滿鐵 をして、 單 なる 一 營業會 社た るに 留めす、 よく 帝國大 

陸經營 の极 粋たら しめ 得た 所以 は、 實 にこの 卓拔 せる 著眼點 であった。 

それ は 次 節に おいて、 更に 敍述 する ことと する C 
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第五 節 文裝的 武備 

一、 後樂 園の 演說 

伯の、 水き 生涯のう ちで、 最も 重要なる 演説の 一 つと 目すべき は、 恐らく は、 明治 四十 年 四月、 折から 東京に 開會中 

の萬國 基督 敎學生 同盟 大會の 出席者 を、 小石 川後樂 園に 招待して 試みた る もので あらう。 

この 日伯 は、 滿鐵總 裁の 資格 を もって、 二十 餘箇國 の 代表者と、 我が 各 大臣、 各 次官、 局長 その他の 名流 四百 餘名 

を 招待して、 歡迎會 を 催し、 その 席上、 新 渡戶稻 造の 通譯を もって、 次の ごとき 演說を 試みた ので ある。 

予ハ 本日 ヲ以テ 各位 ト 一 園 一 一暢 敍スへ キ 光榮ト 愉快 トヲ享 得スル モ、 亦 唯 此寸心 ノ慶意 一一 出テ タリ。 各位 幸 一 一予 

ヲ斥ク ル 二 局外 ノ生客 ヲ以テ セ ラル、 ナカラ ンコ トヲ。 予ノ 不肖 ハ 言フ 一一 足 ラサル モ、 予ノ 事業 ト スル 所ハ、 其 

世界的 資質 ヲ 持スル 一一 於テ、 各位 ノ 主張 ト 相類ス へク、 而モ予 力 其經營 一一 缺 掌スル 所以 ノ 精神 ヨリ 之 ヲ觀レ ハ、 

敎 界物界 其途ヲ 一 一一 セ スト 雖、 各位 獻身 ノ勞 亦適サ 一一 予ヲ シ テ 同情 感發 一一 堪へサ ラシ ム。 故 一一 予ハ 自 ラ信ス 。 各 

位ノ 從事セ ラル 、世界平和 ト 人道、 乃チ 四海 兄弟 ノ 主義 一一 於テ ハ、 予モ亦 各位 ノ 後へ 一一 隨フ ト謂フ へキ モノ ナリ 

ト 0 

南 滿洲鐵 道 株式 會社總 裁 タル 予ハ、 將タ 個人 トシ テ將タ 公人 トシ テ、 甚深ノ 趣味 ヲ滿洲 一一 有ス。 意へ ラク。 滿洲 


ハ其 交通 機 關ノ經 絡-一 於テ、 恰 モ是レ 東西！ S 洋 文明 會注 ノ地點 -ー當 レリ ト。 予ハ <fr 日 各位  一 I 對シ テ予ノ 所信 ヲ 一 

言 セン。 滿洲 一一 於ケル 文明 會注ノ 方式 ハ、 爭 闘-一由 ラス シテ {且 シク 親交-一由 ル へ シ。 而シ テ予カ 拮据 盡瘁ノ 本意 

モ 要ハ此 外-一 出テサ ルナ リト。 悲シム へ キ 文明 會注ノ 形式 ハ、 滿洲 ヲシテ 戰迹猶 新タナ ラシ ムト 雖、 苟モ 經營其 

立 シキ ヲ失フ コトナ クン ハ、 滿洲ヲ シ テ、 列國 民人 和 辑互營 ノ利市 タラ シ メンコ ト、 未 タ必シ モ 多年 ヲ恃 タサル 

モノ ァリ。 滿洲ノ 野、 天藏ノ 富、 決シテ 薄少ト ナサ ス。 吾人 當サ ニ此地 一一 於テ 干戈 相鬩 クへキ 力、 亦 將タ其 カヲー 

轉シテ 利 源 ヲ此地 -ー 開發ス へ キカ、 是レ豈 擇ヒ難 キノ 問題 ナラ ンャ。 予 ハ予ノ 事業 ノ大ナ ルト其 責任 ノ輕カ ラサ 

ル トー 1 警 螺シ、 大會參 列 各 國敎民 代表者 各位 力、 遠ク. 一地 一一 會シ、 友誼 殷厚 同一 目的 一一 盡瘁セ ラル、 ヲ 觀テ、 ^一 

P 一一  德風ニ 鼓舞 セ ラル、 ヲ 覺ュ。  .  一 

古昔 航海 ノ術 未タ 熟セサ ルー ー當 リテ、 地理 學者ノ 懷ケル 狭隘 ナル 世界 觀ハ、 後來ノ 探檢家 航海 者ノ爲 一一 摑破 セラー 

一 

レテ 遣ス所 ナシ。 是 レ或ハ 吾人 力 形而上 ヨリ 形而下 ヨリ、 同向ノ 操作 ヲ以 テ、 從前 東西 兩洋 文明 ノ絶 對的隔 斷ヲ^ 

說キタ リシ 幾多 ノ舊 思想 ヲ 排除 スル 一一 似 タリ。 r キ プリング」 ノ詩 一一 云ク。 傑出 ナル： g 偉 人相見 テ立テ ハ、 假令 

天涯 地 角 ヨリ 來會 スル トモ、 東西 國境、 人種 贵賤ノ 差別 ヲ以テ 相 猜スル コトナ シト。 是レ 恰モ予 カ爲， 一、 今日 各！ 

位ト 一 園ニ會 スルコ トヲ得 タル ノ感 ヲ詠セ ル 一一 似 タリ。 

伯 は、 語 をー轉 して、 會場 たる 後樂 園に 及び、 「我國 園 藝術ノ 校範」 を 以て 許された る この 園が、 「園 小ナリ ト雖、 

水 石山 林 風景 美ノ 要素 皆備 ハル」 事實 と、 滿洲と を 結びつけて 曰く。  一 

是レ以 テ予カ 主宰 ノ名 譽ヲ擔 ヘル 滿洲ノ 企業 一一 喩フ へ シ。 何 トナレ ハ、 滿洲 ハ是レ 世界 各國 共同 利签ノ 集中 セル 
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燒點 一一 シテ、 復タ 世界 主動 カノ 會合 點ト 稱スル モ不當 一一 非サレ ハナ リ。 今此 一一 東西 二十 五國ヲ 代表 セル 淑女 紳士 

各位 力、 此衆 美湊成 ノ後樂 園々 遊會 一一 來臨 シテ、 其 友愛 ト 欣喜 トヲ 交換 スルノ 機 ヲ供セ ラレ タルカ 如ク、 其 地 其 

人 意 象 相 稱ヒ得 タル ハ、 他日 此園ト 各位 ト 一一 於ケ ルカ 如ク、 滿洲 一一 於 テ列國 人 同歡ノ 前兆 適例 一一 非 サルヲ 得 ンャ- 

そして 最後に、 同盟 會 及び 来客 各位の 幸慶を 祈って、 伯の 演說は 終った。 

この 伯の 演說に 次いで、 萬國 基督 敎擧生 同盟 會 幹事 モット 博士が、 答辭を 述べた。 その 一節に 曰く。 

世界の 平和と 人類 同胞 主義と に關 して、 閣下が 述べられ たる 高貴に して 經世家 的 ー百辭 は、 吾等の 心意に 合する 所 

にして、 閣下 は豫言 者に して 同時に 經世 家な り。 一士 人に して 此の 二者の 資性 を 有する は 極めて 稀 なれ ども、 閣 

下 は豫言 者の 卓識と、 實行 的に して 建設的なる 經世 家の 技倆と を倂 有せら るる こと を、 予は倂 せて 巾し 添 へんと 

す。 

吾等 は 閣下が、 東洋と 西洋と が 益ぶ 接近す る ことに 關し言 はれた る ことの 眞 なる を 信じ、 交通 機關の 大道に 沿う 

て、 又 本日 吾等の 臨席す る 特權を 得た る 園 遊食の 如き 樂 しき 社 會的會 合に よりて、 東西 兩洋 の各國 人が 互に 交會 

する こと は、 兩洋を 融合す る 上に 於いて 一 の强き 勢力な り。 叉 平和主義 外交の 斡旋 も 亦兩洋 融合の 有力なる H 子 

とす。 此の 外に 各國 民間の 情誼 を疏 通す る ことに 就いて、 商業の 平和的 貢献の 大 なる は 普通人の 實認 する より、 

より 以上と す。 此の方 面に 於いて、 各國 民利 害の 燒點 たる 滿洲に 於いて、 閣下が 唯今 御盡瘁 なさる る は實に 注意 

すべ き價値 ありと す。 

伯と モットと のこの 一席の 交驩 は、 ：g 者の 終生 渝ら ざる 交情の 端緒と なった ので あるが、 この 伯の 演說 は、 西 人の 


戯れに 「新教の 法王」 とまで 呼ばれた モット を 深く 動かした るの みならす、 列席の 各 國宗敎 家の 琴線に 觸れ、 彼等 を 

して 伯に 私淑せ しむる とともに、 戰後 日本の 人道的 意圖 にっき、 深厚なる 敬意 を 抱かし むる に 至った。 

モット は その後、 ：I-M 伯の この 演說に 首 及して、 その 達見 を 推 重した。 蓋し 日露 戰 役の 勝利に よって、 世界の 認識 

一 時に 急騰した りと は 言へ、 依然として 封建的 後進 國の 思想 去らざる 西 人に 對 して、 堂々 と 東西 兩洋 文明の 融合 を說 

き、 滿 洲經營 の极抵 は、 四海同胞の 實現 にある こと を 疾呼す る 伯 を 見た ると き、 此 等の 國際 平和の 信者 等 は、 今更の 

ごとく その 眼 を 開きて、 平和 日本の 新 使命に 想到せ ざる を 得なかった ので ある。 

この 伯の 演說 の內容 は、 今日に 於いて は、 殆ど 尋常 茶飯事の ごとく、 人の 口にする ところで ある けれども、 當 時に 

あって は、 それが 伯の 獨意创 見であった だけに、 なほ さら 聽 者に 感動 を與 へたので ある。 殊に その 通譯 者が、 英文 學 

の E 匠た る 新 渡戶稻 造であった ことが、 伯に 取っての 幸運であった。 新渡戶 の飜譯 は、 飜譯 それ 自身が、 一 侗壯ー 腿 典 

雅 なる 文章で あつたので ある。 

この 演說は 多くの 產物を 生んだ。 その 一 つ は 上記の ごとき モットとの 交情で あり、 その 第二 は 伯と 基督 敎靑 年會と 

の關 係で あり、 また その 第三 は、 滿鐵と 鐵道院 とに 於け る鐵道 靑年會 の创設 であった。 

その 直後、 この 會 合に 列席して ゐた米 國鐵道 靑年會 創立者の 一人なる ァ ール • シー • モ —ルス は渡滿 した。 さう し 

て 彼 は 後藤 總 裁に 向って、 「米國 一一 於 ケル鐵 道 基督教 靑年會 創立 當時ノ 情 態 ヨリ、 同會カ 鐵道從 事員ノ 品性 ヲ 高潔 二 

シテ其 能率 ヲ增 加スル 一一 盡 カス ル 實狀」 を 語る と共に、 「上下 ノ 意思 疏通ノ 一助 トシ テ、 滿鐵從 事 員 一一 精神的 慰安 ヲ 

與へ、 生活 ノ 向上 改善 ヲ計ル 爲メ、 靑年會 事業 ヲ 施設 セン」 こと を您 想した ので、 伯 も 大いに 乘氣 となり、 つ ひに 東 
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京 基督 敎靑 年會で 働いて ゐた、 大塚 素と いふ 人物 を 呼び寄せ、 これに 滿鐵從 業 員に 對 する 慰問 事業 を 委任す る ことと 

なった。 

この 鐵道靑 年會の 事業 は、 爾来 熱誠 を 以て 整 傭せられ、 當 時の 不自由 不便な りし 沿線 各地に 在る 社員まで も、 其の 

家族と 共に、 業務 上に 又 精神 上に 向上 を來 し、 年と ともに 其の 組織 も 改善 せられた。 蓋し 此の 事た る、 我 國鐵道 は 勿 

論、 廣く 事業 ffl 體に對 して、 社會 事業 實 施の 先鞭 をつ けた もので あり、 それ はまた、 伯が 衞生 局長 時代より 抱懷 せる 

社會 事業 觀の 一端が、 はからす も 此處に 表現せられ たもので あった。 さう して この 滿洲 における 經驗 が、 後に 伯の 鐵 

道 院總裁 時代 に お ける 鐵道 靑年會 運動 に發展 した ので ある。 

しかし 乍ら、 我等の 當 面の 問題に、 直接に 關 係の あるの は、 この 後樂 園の 園遊會 において、 伯の 述べた る 滿洲觀 そ 

の ものである。 何と なれば、 滿鐵 における 伯の 事業 をして、 つ ひに 今日 あらしめ たもの は、 實 にこの 基本的 觀念 にあ 

つたから である。 

二、 文裝的 武備 

帝國の 滿洲に 於け る 特殊の 使命と、 滿鐵の 帝國に 於け る 特殊の 地位と は、 伯の 厘ぶ 主張 カ說 せる ところであった。 

しからば その 所謂 特殊の 使命 は、 如何にし てこれ を 達成し 得べき か。 

それが 伯の 謂 ふところの 「文裝 的 武備」 である。 

これに 關 して 伯 は、 後年 幸供樂 部の 講演に 於いて、 次の ごとく 說 明した。 


南 滿經營 は 租借地に 都督 府と言 ふ 全權の 政府の 出店 を 置く に拘ら す、 主體 は南滿 鐵道會 社で なければ ならぬ と 云 

ふこと になった のであります。 

之 を主體 にせなければ ならぬ と 云 ふこと に 極まった 譯は、 先 づ其當 時の 總理 大臣 西 園 寺 侯 も、 其 他の 人 も 文裝的 

武備と 云 ふ 私の 意見 を容 れられ たからであります。 

そこで 文裝的 武備と は、 一寸 言って 見る と 文事 的 施設 を 以て 他の 侵略に 備へ、 ー且 緩急 あれば 武斷的 行動 を 助く 

るの 便 を 併せて 講じ 澄く 事であります。 

滿洲の 地 は、 言 ふまで もな く 日、 支、 露 三國の 勢力が、 その 尖鋭 化せる 力 を 以て 集中し、 相掉 つて 禍を卷 く 活舞臺 

である。 我れ は 日露 戰爭 において 勝 を 占め、 關東 州の 租借 權と、 南滿鐵 道の 所有 經營權 を 得たり と雖 も、 北に は 依然 

として 露國の 勢力 あり、 しかも 地 は 利 權囘收 に 汲々 たる 淸國 の領內 である。 若し わが 大陸 經營 にして 一歩 を 謬らん か、 

露、 支 孰れ かの 勢力 は 忽ちに して 再び 滿洲の 野 を 席捲す るで あらう。 

干戈に よって 戰に 勝つ は 易し。 戰勝 によって 捷ち 獲た ると ころ を 平時に おいてよ く 護り、 その 基礎 を 堅めて、 その 

順調なる 發達を 期す ると ころの 「平和の 戰」 こそ、 難事 中の 難事と いはねば ならぬ。 伯の 所謂 「文 裝的 武備」 と は、 

この 平和の 戰に處 する の 方策で ある。 故に 伯 は HI く。 

植：： ^政策の こと は、 詰り 文裝的 武備で、 王道の 族 を 以て 覇術を 行 ふ、 斯うい ふこと が當 世紀の 植民 政策で あると 

云 ふこと は 免れぬ ので、 それに 對 して は 如何なる 施設が 必要で あるかと 云 ふこと は、 帝國の 植民 政策の 關 係から 

起る のであります。 

第二 章 滿鐵總 裁  八 一 五 


第五 節 文裝的 武備  八 一六 

この 「王道の 旗 を 以て 覇術を 行 ふ」 ところの 所謂 「文 装 的 武備」 の 中心が、 廣義 における 經濟 的發展 にある こと は、 

言 ふまで もない。 然しながら、 この 所謂 r 經濟的 發展」 も、 ただ 滿鐵 の營業 成績が 擧 つて、 配當が 多くな つたと いふ 

に盡 きる もので はない。 獨り 滿鐵に 止まらす、 滿洲 そのものが 全面的に 發 達し、 經濟的 實カを 有する に 至ら ざれば、 

經濟 方面に おける 「文 装 的 武備」 成れり と 言 ふこと はで きないの である。 故に 伯 は 言 ふ。 

其の 考 なしに 滿洲の 行政 を 執る と 云 ふこと は、 餘 りに 狭く 淺く且 低き 見地に して、 甚だ 間遠った ことで ありまし 

て、 多く は 滿洲鐵 道 を運轉 し、 且つ 石炭 を 掘って、 其の 計算が 宜く なって、 不經濟 な ことの 無い やうに すれば、 

滿洲に 於け る 所の 滿洲鐵 道の 務は盡 きたと 考 へて 居ります が、 是は 蓋し 帝國の 滿洲に 於け る 特殊の 使命 を 全うす 

る途に 非ざる 一 大病 板 を 胚んで 居る と 云 ふこと は、 斷言を 憚から ぬ ことであります。 

況んゃ 滿洲の 「文裝 的 武備」 は、 經濟的 方面に のみお 限 さるる ので はない。 敎育 において、 衞生 において、 學 術に 

おいて、 廣き 意味の 文化 社會 が、 堅實に 建設 さるる に 非 すん ば、 眞の 「文裝 的 武備」 は 完成す る こと はでき ない。 卽 

ちわが 大陸 政策が、 全滿洲 民の 生活に 徹底して、 民衆が 自然に 我が 經營 に隨 喜し、 所謂 民衆的 基礎 を 得る に 至った 時、 

はじめて 他 は 我れ を 窺 ふ 能 はす、 大陸 經營は 不動の 地歩 を 占めたり と 言 ふこと を 得る。 その 時 こそ、 伯の 所謂 「文 裝 

的 武備」 は 成る ので ある。  - 

伯 はこれ を 別の 方面より 述べて 曰く。 

矢 張 帝 國に歸 依せ しむる 事が 必要で あ， る。 佛樣の やうな 話で ある けれども、 歸 依と いふ 事 は 第一義で なければ な 

らぬ。 (中略) 或 學者は 行政の 祕訣は 人間の 弱 點に乘 する に 在りと ゆして 居る が、 實 にさう である。 植民 政策 は殊 


にさう である。 故に 化 (の 弱 點に乘 すべき 所の もの は 如何と いふに、 我々 文明 生活の 間に 於き まして は、 辯 護士と 

醫 者程此 人生の 弱 點に乘 じて 行く 者 はない。 玆 に裨關 係の 方に はどう か 寛大に 御 聽取を 切に 希望し ます。 何事が 

起った 所が 辯 護士に 行って 話 をして、 辯 護 士先づ 金 を 約束し、 叉 金 を 取って 行く。 然れ ども 敢て之 を 憎まない。 

^者 も 亦 其の 通りで ある。 取る 人と 取らぬ 人 は 其の 人に 依って ありませ うが、 此 時に 金 を 出し 之を拂 ふこと を惜 

しむ もの は 破格で ある。 否 之を惜 まぬ ものであります。 然るに 金 を 出して、 命まで 取られて 拜んで 居る ので あり 

ます。 それで 行政の 秘訣 は、 人類 生活の 弱 點に乘 する にあり と 云 ふこと が、 果して 古今 を 貫いて 居る と 云 ふこと 

であれば、 植民 政策 は 殊に さう である。 故に 人の 迷の 起った 所、 した 所が 其の 弱點 である。 宗敎の 如き 旣 にさ 

うで ある。 其の 迷に 乘す るので ある。 (中略) . 

而 して 之れ に 依らし むる 道を講 する ことが 旰耍 であり ませう。 是 等の 呼吸 を 日夜 攻究す る 人が 總督 たり、 會 社の 

重職に 任じて 居る に 非ら ざれば、 滿蒙 經營を 全うする こと は、 蓋し 私 は 難 かしい と 思 ふ。 唯 算盤 を 執って 會 社の 

報吿 をして、 報告の 成績が 良かった ならば、 役人が 賞與を 貰って 暮 すと 云 ふやうな、 そんな 樂な もので は 無い の 

である。 玆に 於いて 初めて 二十 億の 借金 をして、 百 萬の 兵 を 曙した 所の 特殊の 使命 を 全うする 所以の 途は、 戰を 

する よりも 尙ほ 難いと 云 ふこと が 分って 来る ので ある。 玆に 於て 所謂 文裝的 武備の 精神 貫徹して、 其 誠意の 餘澤 

普及す る やう 努力せ ざる 可から ざり しこと も 之に 胚ん で來 るので あります。 

. 讀んで 此處に 到る ときに、 誰 人 も 奇異の 感を 催さざる を 得ないで あらう。 何と なれば、 この 一節に 於いて 伯の 語る 

ところ は、 殆ど マ キヤ ヴ-リ ー の 口吻に 類す る ものが あるから である。 「人間の 弱 點に乘 する」 を 行政の 祕 訣と爲 し、 
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辯 護士、 醫師の 業 は その 著しき ものと 爲し、 更に 進んで 「宗敎 の 如き 旣 にさう である。 其の 迷 ひに 乘す るので ある」 

とい ふに 至って は、 往年 モット 博士 以下の 宗敎家 を 前にして、 世界平和と 人道の 大義 を 揚言した る 人と、 果して 同一 

人なる や を 疑 はしむ る ものが ある。 

しかしながら、 これ を 仔細に 觀 察すれば、 伯の 玆に いふ 宗教 は小乘 的の 宗教の 義 であって、 一般 世人の 大乘的 宗敎. 

を 理解せ ざるが ために、 迷 ひに 乘す るの 小乗的 宗教 起る を說 いた もので あり、 行政の 秘訣と 稱 する も、 一般 衆愚の 統 

治が、 時に 覇道 を 要する こと を 論じて ゐ るので ある。 

しかし、 斯 くの ごとしと する も尙 ほ、 嚴 正なる 倫理的 觀點 より すれば、 伯の 這 個の 言說は 非難 を 免れ 得ないで あら 

う。 そこに 我等 は、 伯に 及ぼした る ビス マ— クの 影響 を 見る。 否、 罪 を 悉く ビス マ ー クに轉 嫁 せんとに は あらす、 伯 

の 性格 中に ありし 矛盾 を 指摘す るので ある。 

三、 軍部に 拮抗 

伯が 大陸 經營の 根 本義 を 論す るに 當 つて、 「文 装 的 武備」 なる 特別の 名 辭を與 へたの は、 他に 特別の 目標が あるが 

ためで もあった。 

それ は戰後 に 横溢せ る 軍部 の 勢力 に 對抗す る ことであった。 

固より 伯 は、 軍部に 對 して 恩 も 怨み もなかった。 また 軍事 を 以て 國 家に 奉公す る 人々 が、 それ を 中心として 行動す 

る ことに、 否應が ある わけはなかった。 ただ 伯の 痛感した こと は、 軍事的 見地から のみ、 大陸 經營 に當る ことの 危險 


であった。 伯が 「文裝 的 武備」 なる 新 熟語 を もって、 1^ 備の必 すし も 軍事に 限らす、 民力 充實 せす して 武備 完 から ざ 

るの 所以 を 道破した の は、 そのため であった。 

そして 若し ：| 部が、 その 勢力に 乘 じて、 伯の 任に 當れる 「文 装 的 武備」 にまで 侵略して 来るならば、 斷乎 として 排 

擊 すべき 覺悟を もって ゐ たので ある。 これ を 上田 恭輔は 次の 如く 語って ゐる。 

後藤 伯が 滿洲に 行かれた 時 は、 日露 戰爭の 直ぐ 後で ありまし たから、 軍人 全盛の 時代であった のであります。 さ 

うして 大速 などで は 軍部で 僅か 一 一軒し か 家 を 滿鐵に 引き渡して は吳れ なかった やうな 虐待 振りで ありました。 し 

かも 此の間に あって、 堂々 と 軍部と たたか はれた のであります。 心中に よほど 確信が なくって は 出来なかった と 

思 ひます。 さう して 伯 は宗敎 上の 悟り を もって 居られた 事と 思 ひます。 

また 當時 都督 府に 在った 松 岡 洋右は 語る。 

滿鐵總 裁と しての 伯に 就いて 強く 私が 印象 を 受けた 事が ある。 

伯が 總 裁に 就任され たころ は 日露 戰爭の 直後であった。 軍人 横暴の 勢 ひも 起った ほどで、 大連 でも 到る 處に 陸軍 

用地 海軍 用地と いふ 標が 立てられて ある 有様で、 この 大勢 力の 間に 滿鐵が 割り込む とい ふこと は實に 至難な こと 

であった。 當時 において は、 むしろ、 滿鐵 として は 割り込む 餘 地がない といって よいく らゐ であった。 

かかる 環境のう ちへ、 伯が 乘り 込んで きて、 平和的 施設 を 進める とい ふ 次第で ある。 それ は實に 非常な 困難に 取 

り卷 かれて ゐ たので ある。 

私 は 都督 府の 官吏であった。 伯が 旅 順の 偕 行 社へ 行かれた 時、 隨 行した。 そのと き 軍人 側より、 名 は 忘れた が、 
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後に 主計 總監 になった 人から 滿洲 問題に 就いての 話が あった。 すると 伯 は 突如、 

r 滿洲に 来て 見る と、 皆が 軍人 病に 罹って ゐ る！」  . 

と 喝破 せられた。 この 喝破の 聲に、 一座の 人達 は 全く アツ ケに とられた。 むしろ 一座が しらけ 渡って しまった。 

このと きの 伯の 態度と 聲 とが、 私に 一番 强ぃ 印象 を殘 して ゐる。 私 は その 時 痛感した。 

「成程、 後藤さん は脫 線され る。 しかし その 脫線 は：^ して 無意味の 脫線 ではない、 あの 空氣、 あの 場所、 殆ど 軍 

人ば かりのう ちで、 ああ 云 ふ 喝破され ると いふ 事 は、 此の 人、 實に 偉い」 と。 

往年 臺灣 において、 兒玉 總督の 下に、 敢然と して 軍部と 戰 ひぬ きたる、 その 當 時の 意氣、 未だ 衰へ すと 言 ふべき で 

ある。 

最初、 滿鐵と 軍部との 間に、 しば/ -交涉 があった の は、 陸軍 提理 部との 間の 事務 引繼 であった。 それ は 形式 上 明 

治 四十 年 四月 一日と 定められて あつたに も拘 はらす、 事實 上の 引繼 について は、 種. -の 故障が あり、 ために 現地に お 

いて は、 しば， （- 紛糾 を 免れなかった。 

若し 陸相に 寺內將 軍が ゐ なかったならば、 或は 爆發 した かも 知れない。 

田 中 淸次郞 は 語る。  . 

伯が 滿鐵 へ乘り 込んで 来られた 時、 到る 處、 軍隊 liK 刀が 濃厚であった。 それで 伯 は その 訓示のう ちに、 「滿 鐵從 

業 員 は野戰 病に かかる」 と 云 はれた ので、 この  一一 IE 葉が 問題に された こと もあった。 しかし 滿鐵 は. 兒玉 さんが 創立 

. 委員長で あり、 兒 玉さん のお I 去 後 は、 寺內 さんが 委員長であった。 寺內 さんと 伯と は當時 非常に 仲が よかった の 


で、 陸. m 側から 滿鐵 への 引繼 もスラ くと 運んだ のであった。 

私は當 時、 陸 省へ 引 繼の爲 めに 出掛け、 陸軍 側の 當事者 井上 (仁 郞) 工兵 課長に 打合せ をす ると、 井上 課長 は、 

「それ は、 直接、 大臣の 處へ 行って 云 はれた 方が よいで せう」 と 厭味 を 云 ふ C そこで 寺內 陸相に 會 つて 話す と、 

萬 事 支障な く 解決した。 

かう して 陸 との 引繼 は、 割合に スラ /\ と 進 渉した。 しかし 伯と 軍部との 間に は、 4r 一  つ 重大な 問題が 殘 されて 

ゐた。 

それ は 旅 顧問 題であった。 

四、 旅 順と 陸海 軍 

旅 順 は その 地理 的 價爐の 外に、 大きい 歷史の 背景 を 持って ゐた。 

！ >^1：^ 有の 時代に は、 それ は 極東 經營の 一 策源地と して、 浦鹽に 比肩す るの 地位 を 占め、 萬の 國帑を もって 築か 

れ たる、 難攻不落の 堅 B 型であった。 さう して 極東 太守の 本營 でもあった。 

ゆ ゑに 日露 戰爭は 先 づ旅順 を 目標と して 敢行せられ、 世界の 眼 も 亦、 この 一 要塞に 集中した。 日本軍が 如何に 多く 

の 犠牲 を拂 つて、 この 地 を攻陷 したりし や は、 いま は國民 史に屬 する 條然 たる 事實 である。 

然しながら、 旅 順が わが 手中に 歸し、 關東 州が 帝國の 租借地と なれる 後に おいて は、， もはや 往年の 露國に 於け ると 

同一 の 軍事的 重要性 を 有せざる こと は、 專鬥 家に 俟 たす とも、 明白なる 事實 であった。 勿論、 旅順が他國の占有に^! 
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する こと は、 一日たり とも、 我れ の堪へ 得る ところではない。 しかし 苟も それが 我れ の 手中に 存 する 間 は、 これ を 金 

城 湯 池と して、 守るべき 必要 は、 何處 にもなかった。 卽ち戰 後 我が 有に 歸 せる 旅 順 は、 軍事的に は、 消極的 重要性し 

か 持た なくなつ たばかり か、 却って、 大陸 經營 上、 文事 的に その 重要性 を增 加し 来った ので ある。 

然るに 歷史の 惰性 は、 また 旅 順に も 働いて ゐた。 軍部の 人々 の 胸に、 今 も尙ほ 昨日の 如く 明かなる 記憶 は、 旅 順が、 

幾 箇月に 亙る 攻城 戰に、 幾 萬の 忠勇なる 將 兵の 血 を 流し、 骨 を 埋めた る 地で あると いふ ことであった。 山 を 見、 水 を 

眺 むる 毎に、 その 記憶 は 常に 蘇って、 彼等の 心臓 を 鼓動せ しめた。 かくして 旅 順に は、 鎭守府 が^かれ、 要塞が 設け 

られ て、 軍部 は 依然 その 地に 极を 卸し、 容易に 民政の 勢力の 入る を 許さう と はしなかった。 

殊に 滿鐵總 裁と しての 伯が、 最も 苦しんだ ところの もの は、 折角 經濟 的に また 文化的に、 開發 せんと 欲する 重要 地 

點に は、 殆ど 所謂 「官有 財産」 が 頑張って ゐて、 挺 子で も 動き さう でない ことであった。 

それ は 獨り旅 順ば かりで なく、 大 連で もさう であった。 

故に 伯 は、 先づ、 その 「文 裝的 武備」 の 見地から、 大陸 經營 の大 策を樹 てるに ついては、 この 官有 財産の 處分 方法 

を講 する こと を必耍 とした。 

次に 褐 ぐる 寺內 陸相に 宛てた る 書面の 草稿 は、 そのために ものせられ たもの である。 

陸軍大臣 閣下 

1、 伏 見臺、 松原 館、 夏 目 館及ヒ 埠頭 ノ 避病院 ハ、 陸軍省 一一 於テ 使用 ノ 必要 ァ リャ。 又修覆 維持 ノ 方法 ァ リャ。 

若シ之 レナ キト キハ、 會社， 一 引受 ケ、 相當ノ 方法 立 タキ 事。 


一、 大連 市ノ經 營ハ、 現在 ノ如 ク、 都 府ノ豫 箅ヲ以 テ之カ 改善 ヲ期 スルヲ 得へ キカ。 本社 一一 取リ テハ、 從前ノ 

如ク、 鐵道 線路 以北 ノ 一 廓 ヲ搆內 トシ、 大速市 トハ全 ク別關 係 トシ テ經營 スルヲ 便 トス。 然レ トモ 大連 市將來 

ノ 發展ヲ 圖ル爲 一一 ハ、 此方 針 ヲ變更 シテ、 寧 n 大連市 及 ヒ南滿 洲鐵道 倉社ノ 所管 搆內ヲ 一圃 トシ テ、 露國 時代 

一一 於 ケル维 法 ヲ以テ 經營ス ルノ必 耍ナキ 力。 

一、 旅 順 一一 於テ， ハ、 先ッ 五分 ノ四ハ 官有 家屋 トス。 而シテ 學宫衙 一一 於テ、 其 所有 區域 ヲ擴張 スルノ 勢ヲ呈 シッ、 

アル モ、 將來ノ 使用 目的 及ヒ 維持 ノ 方法、 並 11 全市 發展 一一 關シ テハ、 未ク 何等/考案 アル ヲ聞 カズ。 都 府ハ 

單ー 一市 內 道路工事 ノ 一 一一 於 テスラ、 將來 困難 ヲ感 セン トス ルノ狀 ァリ。 帝國ハ 面目 上 旅 順 ノ繁榮 ヲ圖ラ ザルべ 

カラ ザル 一一 モ拘 ラズ、 實際旣 一一 著シキ 衰運 一一 傾キッ 、アル ハ、 举フへ カラ ザル所 ナリ。 之 一一 對シテ 都哲府 民政 

部ガ、 何等 ノ計 畫ヲモ 立テザ ルハ、 抑ぶ 從來ノ 大缺點 トス。 叉 中央政府 一一 於 テモ、 此レ 等ノ點 一一 懸念 セラ レタ 

ルコ トハ之 レア ラン モ、 未 ター 定ノ 計畫ナ キハ、 殊ー 1 遣憾 トス ル所、 元来 陸海 軍ノ 所有 家屋 ハ 尨大 一一 過ク。 之 

ヲ戰利 品 トシ テ 所有 ス ルハ假 一一 之 ヲ當然 トス ルモ、 修理 ヲ怠 リ、 頹廢 一一 歸セシ ムル如 キアラ ハ、 則チ戰 利品ヲ 

拋却 スルー 一 庶幾 シ。 而シテ 其 責任 ハ自ラ 陸海 軍 一一 歸シ、 且 ッ將來 軍事上 ノ發達 一一 不利 ナル 影響 ヲ來 スへキ S-H 

トナ ルノ虞 ァリ。 獨リ 軍事 側ノ 一  方面 ヨリ 見テ 不利 ナルノ ミナ ラス、 帝國 全般 ノ經營 上 ヨリ 觀察 シテ更 -大不 

利 ナリ。 

閣下 ノ如 キ國務 大臣 トシ テ臺閣 一一 重キヲ 爲シ、 身 最高 軍職 一 1 居 ルノ人 一一 ァラザ レ ハ、 軍事 其 他 全局 ヲ達 觀シ、 

以テ適 當ナル 判斷ヲ 下シ易 カラ ス。 <f「、 閣下 一一 懇 フル 二 此事 ヲ以テ ス ル モノ 實ニ 之レ ガ爲ノ ミ。 閣下 十分 ノ考 
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慮ヲ 費シ、 國家 前途 ノ爲 11 斷セ ラレ ンコ トヲ 望ム。 

現 一一 旅 順 全市 ノ經營 一 I 任 シッ、 アル モノ ハ、 都督 府 民政 部 ナ ルモ、 實際 一一 於 テ ハ 寧 & 陸軍 參謀 幕僚 若ク ハ 經理 

部主ナ ルカ 如 キノ 觀ァ リ。 是レ ：！^ 政 部 一一 其 人ナキ 必然 ノ勢 一一 シテ、 隨テ 經營上 失敗 一一 陷ル トキ ハ、 其責ノ 幾分 

ハ陸 軍部 一一 向テ 割合 一一 多 ク負ハ セ ラレ ン トス ルノ 情勢 ナリ。 或ハ 陸軍 當局者 力、 責任 ハ元來 都督 府 一一 在 リト揚 

言スル 時機 ノ甚タ 遠 力 ラサル へ キカ。 耍スル 一 1、 經營 失敗 ノ 責任 ノ歸ス ル所ヲ 避 クル ノ 必要 ヲ 生ズル 場合 二 於 

テ、 消極的 一一 (fi- フ コ ト ハ別題 トス ルヲ可 トス ル モ、 帝國 一一 於テ ハ 責任 ヲ 定メ、 進テ 積極的 一一 經營 セサル へ カラ 

サルノ 必要 アル ヲ以 テ、 之 力 計 ヲ立テ 道ヲ講 スルハ 目下 ノ 急務 一一 屬ス。 今 旅 順 經營ノ 一例 トシ テ、 同地 各宫有 

家屋 ノ狀 況ヲ 親シク 一 覽 セラ レ ン コトヲ 望ム。 是レ旅 順ノ現 狀ヲ說 明スル 一一 餘 リアル 標本 二 シテ、 敢テ 多言 ヲ 

用 ヰ ザ ル モ、 閣下 ノ賢 必ス ャ 微意 ノ存ス ル所ヲ 察知 セ ラ ル へ シ。 但シ此 鄙 言 ヲ呈ス ル 所以 ハ、 素 ヨリ 陸軍 ノ專 

恣ヲ 云 ハント スル 一一 ハァ ラズ。 寧 口 陸軍 微リ セ ハ 此 ノ如キ 場合 一一 マ テ達セ ザ リシナ ラン。 唯. - 今日 ハ 此 事ヲ以 

テ、 陸軍 ノ庇 陰-一因 ルモ ノト スルー ー躊路 セス。 之ト 同時 一一、 從前 陸軍 行動 ノ範 圍ノ 大小 及ヒ 將來ノ 消長 ヲ卜知 

シ 得へ キヲ 云フノ ミ。 今ャ 平和 克復、 宛然 滿ヲ 持シ ト云ハ ン ョ リ、 强弯ノ 末 如何 ト モス ル能 ハサ ル ニ陷ラ ン コ 

ト、 此ノ 各所 有 建造物 並  一一 土地 ノ將 來ノ 處分ノ 上-一 表示 セ ラル。 遠 ク將來 ヲ察シ テ計畫 ヲ定メ ザ レハ、 成敗 遽 

力 二 判スへ カラ ザ ルナ リ。 

海軍 二 至 テハ、 旅 順 一一 大ナル 勢力 ヲ占 メン トス ルモ、 今日 以後 ハ 鎭守府 ヲ置ク ス ラ 識者 ノ 眼 裏 一一 ハ 過大-一映 ス 

ルヲ 免レザ ラン。 此地ハ 寧 a  一  ノ耍港 トシ テ 維持 スルヲ 適當 トシ、 成ル へク 軍事的 意味 ヲ減 スルノ 耍ナキ 力。 


然リト 雖モ、 帝國ガ 軍事上 餘 マ リ 一 1 重要視 セザ ルカ 如 キノ 疑ァ ラシ ムル トキ ハ、 淸國ハ 他- 適 當ナル Ssf 港ヲ有 

セザル ヲ名ト シ テ、 何等 力 要求 ス ルコト ナシト モ 斷言シ 難シ。 是ヲ 以テ、 帝国 ハ 淸國ヲ シ テ 這般ノ  口 ヲ容ル 、 

一一 餘地 ナカ ラシ メ、 軍事上 必耍ノ 地域 タル ノ實ヲ 具備 スルノ 程度 ニ於テ 維持 スル 一一 如 カスト 思惟 ス。 其 程度 ュ 

付 テハ當 局自ラ 成算 ァ ラン。 換言 スレ ハ 鎮守府 ャ 要塞 ャ、 徒 一一 機 關ヲ大 一一 シテ老 官吏 ヲ養 フノ ミガ、 其方 法-一 

ハァ ラサル ヘシ。 論究 ノ此 以上 一一 及フ ハ可ナ ラズ、 姑ク 默シテ 閣下 ノ高鑒 一一 任 サン トス。 

要スル 一一 旅 順 市ノ經 營ヲ全 クシ、 適 應ナル 方法 ヲ設 ケン 一一 ハ、 現下 ノ如キ 漠然 タル 方針 一一 テ ハ 不可 ナリ。 { 儿ク 

將來ノ 趨勢 ヲ考 へ、 悔ヲ異日ニ^§スナキヲ期セサル へ カラス。 若 時機 ヲ得 ハ更 一一 愚衷ヲ 披酒ス ルヲ惯 ラサル モ、 

{ぃ 有 財產ノ 處分ノ 一事ぐ 刻下 ノ急 題目 タレ ハ、 先ッ 閣下 高 慮 ノ參考 トシ テ、 聊カ 苦言 ヲ呈 スル ノミ。 仍 ホ南滿 

洲 鐵道會 社ハ、 旅 顺經營 一一 關シ テハ、 何等 ノ 野望 ヲ抱ク モノ 一一  ァラ ズ。 一宇 ノ 小屋 寸尺ノ 土壤、 會社 利害 トハ 

何等 交 涉ナシ C 大連ニ 在リテ コソ、 會社 ハ誣ヒ ラレ テ、 自家 ノ利是 レ計ル モノ トセ ラル 、 ナキヲ 必シ難 キモ、 

旅 順 二 於 テハ此 ノ如キ 疑ヲ被 フル コト萬 之 レナ キヲ 信ス。 其 ノ言皆 自己 ノ私ヲ 捨テ、 一 一一 國運 發展 ノ大體 ヨリ 

出 ツル 一一 外 ナラザ ルハ、 閣下 ノ 諒察 ヲ請ハ ント欲 スル所 ナリ。 

以上が、 官有 財產處 分に 關 して、 伯が 寺內 陸相に 提出せ る 書面の 草稿の 全部で ある。 然しながら、 伯の 意圖 すると 

ころ は、 かう した 151! 々たる 小 問題ではなかった G 

戰後 我が 手に 歸 せる 旅 順 は、 如何なる 极本 方針の 下に、 經營 さるべき であるか。 その 問題であった。 
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五、 旅順經 營 論  _ 

露 西 亞が旅 順 を 極東 經營の 策源地と 爲 したる ごとく、 伯 はこの 地 を もって、 帝國の 大陸 經營の 中心地と して 選定し 

たかった ので ある。 さう して 露 西亞の 極東 經營が 軍事的侵略であった ゆ ゑに、 軍港 要塞と して この 地 を 用 ひたる ごと 

く、 日本の 大陸 經營が 文化的 人道的で ある ゆ ゑに、 經濟 並びに 文敎の 中心地と して この 地 を 活用した いとい ふこと が、 

伯の 希望であった。 

勿論 この 希望の 前に は、 歷史の 惰力が、 儼として 橫 はって ゐた。 しかし その 故に、 手を束ねて そのまま 返く こと は、 

彼の 性格ではなかった。 彼 は それら 幾多の 障礙 にも 拘 はらす、 なほ 百方 手 をつ くして、 その 所期の 目的 を 達せん とした。 

後年、 伯 は 當時を 顧みて、 幸^ 樂 部に 於いて、 次の ごとく 講演した。 

武装 的 文弱に 陷ら ないで、 文 装 的の 武備に したいと 云 ふことの 說を容 れられ ました 當時は 良かった が、 暫くす る 

と餘程 その 政策 を 行 ふの に 困難 を 感じた のであります。 

第一 は 旅 順 鎭守府 並びに 要塞の ことであります。 旅 順に 鎭守府 を 置く の は どれ だけ 必要が あるかと 云 ふこと は、 

私に は 固より 儒者の 談 兵に 類し、 其 道 を 得て 居らない けれども、 大體、 計畫上 不必要と はい はぬ が、 漸次 それ を 

撤去す る 積り で 居った が、 なかく 撤去が 出来ない のみなら す、 あの 旅 順の 港 を 活用す る こと を 許さぬ。 

次に 要塞の こと も、 鎭守府 がそれ だけの 維持 擴張を 主張す ると 共に、 耍塞も 同様の 氣 分になる。 乃ち それ は帝國 

の 敵に 對 しての 防備で なくして、 陸軍に 對す るの 海軍、 海軍に 對す るの 陸軍と 云 ふ 意味に 歸著 する。 


是は內 輪の 話と して 聽 いて 貰 はねば ならぬ が、 是 が帝國 植民 政策の 大體の 目的 を 達する 爲 めに、 非常に 障礙に 

なること である。 

實 際？ i 守府が 必要 かと 云 ふと、 左様に 必要で もない。 例へば 色々 計畫 をして 旅 順から 石炭 を 接 出す やうに しょ 

うとしたり、 又 或 事枘に 付いて は大 連の 港に 商工業 的 施設す る こと を 止めて、 旅 順に 施設した 方が 良策 だと 思 

つても、 殊に 芝， 3 不の 商業 を あすこに 引 著け る こと、 又 天津 その他 激海灣 の 船舶 を あすこに 引 著け る 事柄に 對し 

て は、 —-— 此處に 海軍のお 方 も 居られ ますが 11 誠に 素人に も わかる 一目瞭然の ことで、 大 連より 遙 かに 諸般 

の 便利が あります。 

即ち 端的に 言へば、 伯の 意圖を 奔放に 行 はし むれば、 旅 順 を經濟 的に 開放し、 一大 商港と して 自由に 活躍 させた か 

つたので ある。 

故に 伯 は 言 ふ。 

此事 は經濟 上に も 軍事上に も、 將又 外交 上に も 犬なる 關係 があります。 是れが 若し 吾々 の計畫 通り 行 はれる と、 

激海灣 の 漁 權商權 沿岸 航海 權 その他の 事に 付いて、 支那 官憲 をして 洵に穩 健に 進行させる 政策が 容易に 成功す る 

のであります。 所が 旅 順 は 軍港な りと 言って 嚇 して 了って、 ！；^.^ 風が あっても 大 連まで 船 を 持って 來 なければ なり 

ませぬ から、 渤海灣 の 者と 租借地の 者と 民族の 近接 を 害する ことにな つて、 植民 政策の 本義 を 失 ふこと になって 

居る のであります。 

然しながら、 當 時の 實 情と して、 この 旅 順 解放の ことが、 さう 容易に 行 はれさうな 害はなかった。 戰後旅 順にお け 
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る 軍部の 勢力 は、 それほど 壓倒 的であった。 故に 伯 は、 この 問題に ついては、 自らの 計畫 についても、 多大の 譲歩 を 

なすと 同時に、 その 讓歩 せる 計 畫を實 現す るに ついても、 多方面に 亙る 論 戰交涉 を 必要と した。 

戰後 における 旅 順 經營の 根本 方針 を 樹立す るに 當り、 伯が 執った 第一 著 手 は、 關 東都 督府を 動かす ことであった。 

卽ち伯 は、 「關 東都 督府 時務 ノ耍ヲ 陳スル 一一 際リ」 最初に この 旅 順經營 問題を取り上げて、 次の 如く 論じた。 

旅 順 大連ヲ 如何-一 ス へ キヤ ノ問 题ハ、 一 一一 r" ノ能 ク悉ス へ キ -ー 非 スト 雖、 其 大意 ヲ舉 クレ ハ必ス 左ノ如 クナル へ シ。 卽列 II ヲシテ 

我經 營ノ 美ハ、 常 年露國 經營ノ 比-一 非 サルノ 事 K 一一、 肯認 悅服セ シムル 一一 在リ。 今 少シク 此意ヲ 具象 シテ 言ハ ン 0 一面 一一 ハ. 1^ 濟 

的 施設 ヲ整 顿シ テ內 外人 ノ便ヲ 11 リ、 一面 二 ハ 有事 ノ 日-一 僮へ テ遺策 ナカラ ンコト ヲ期セ サルへ カラ スト 0  、 

これ は 伯の 所謂 「文裝 的 武備」 の 大方 策 を、 劈頭 揭げ來 つて、 所論の 大前提と 爲し たもので あった。 この 抽象論に 

ついては、 何人も 反對し 得る の餘 地はなかった。 然るに 旅 順、 大 連の 實情は どうで あつたか。 

伯 は 直ちに 筆を繼 いで 曰 ふ。 

然ル -I 今日 旅順大 連- 1 於 ケル戰 後ニ箇 年ノ經 過-一 徴ス ル 一一、 此方 針ハ旣 一一 他ノ 事情-一 誤 ラ レツ 、アル モノ、 如シ。 

旅 順 一一 於テ、 隆 海軍 及 都督 府各別  一一 土地 建造物 ヲ 占有 シ、 互 一一 其 權域ヲ 爭フノ 形 迹ハ、 一 タヒ旅 順-一入 ル モノ  K チ 一一 感知 スル所 

ナリ。 而 シテ陛 海軍 ノ如 キハ、 此 土地 建造物-一 對 シテ、 徒ラ -I 自家 所管 ノ德 榜ヲ嚴 一一 スル ノミ 。所謂 前古 未曾有 ノ戰 利品ヲ 閑却 

シテ、 之ヲ 利用 シ得 サルノ ミナ ラス、 其荒廢 一一 任スレ トモ、 猶之 ヲ以テ 他官衙 ノ必耍 -ー 應スル n トヲ樂 マス、 軍事 用ノ 三 字 ハ宛 

モ 隆 海軍 ノ爲- 一 金剛 秘圈ノ 符咒ヲ 成 セリ。 是レ^ 利 ブ與シ 公益 ブ通 スルコ トヲ妨 クル モノ-一  庶幾 力 ラサル 力。 

鎭 守府、 耍塞 司令部、 都督 府ノ各 長官、 互-一 協同. ノ 精祌ヲ 存シ、 一一 一 官衙ノ 失調 不一致 ヲシテ 帝國ノ 利害 ヲ後 一一 ス ルノ甚 シキ- 一至 

ラシ メサ ルハ、 今 rw  ノ事 K ナレ トモ、 凡 ソ部屬 衆 員 自家 本位 ノ； 4 情、 不知 不覺ノ  ii ヨリ 其 首長 者ヲ動 カスカ 如キ、 世 問 公； 4 往々 

免 レサ ル所ノ 現象 一一 シ テ、 M 之 政赏ノ 首領 カ他ト 協同 ノ. S シキ ヲ認ム ル 一一 常リ、 黨員ノ 意思 一一 製累セ ラ レ テ所 見. プ 徑行 シ得サ ル 


力 如キ、 亦 人情 ノ弱 點ナリ 0 齐官 分立 シテ -1 -- 自家 ノ權域 ヲ持ス ル  一 f、 場^ 官吏 力 已レノ 立ッ所 二 急 シテ、 大ほヲ ヘム 截 

スル能 ハサ ル ハ、 寧 。其 職分-一忠 ナル 善意 ノ 結果 ト Q- ル へ キコト 問 之 ナキ- 一 非ス。 然レド モ此等 ノ淸偽 集 シテ、 終-一 a; 他排 

fx  ノ 私心 ヲ兆 シ、 累プ 長官- 1 及 ホシ、 害ヲ大 eg- ー貽ル 一-至 リテ ハ、 流 弊 亦惡ム 一一 堪へ タリ。 此弊プ 除 力 ン ト欲セ ハ、 官制 組織、 

官吏 撰 任、 仵 分權ノ 適否 ヨリ 講究 シ出サ 、 ル へ 力 ラサル モノ 一一  シーア、 此等ノ 局面 改審 ハ要ス ル 一一 之ヲ S 識大 親ノ能 者-一は タサ 

ル へ カラス 0 

都せ 制度 ノ 名義 徒ラ -- 大 -ー シテ、 K 勢之ヲ 沮ミ、 資力 之 - 一伴 ハス、 關東州 内 一一 在リテ ハ、 陛 海軍 ノ 土地 建物 1^ 濟 分配 ヲ 妨ケ、 n: 

家終濟 ノ 非ヲ： S スル ァリ、 州 外-一お リテハ 領事館、 領事 醫察共 一一 都督 府 施設 ヲ紛更 スルコ トヲ悔 ラサル ノ  K 況 アル ハ、 哎ス へキ： 

ノ 至ナリ 3 夫レ都 骨府ノ  ぱハ、 帝國 保護領 土 タル 關東 州ノ 令： 權能 ヲ執ル 一一 在 ラサ リシ 力。 然ル -ー 鎭守府 部 貝 ハ坐 ナカラ a ラ横 l^j 

|;3;ヲ< クミ、 耍塞部員 ハ 關門海峽ヲ^?>ミ テ、 眼中 復タ關 東都 督庥 ナク、 和 協ヲ知 ラス、 一致 ヲ思ハ ス、 家々、 王 我ノ 主張 ヲ恣- 一 スル 

ノ^ ET 終-一 仝 局 利害 ノ打^ ヲ 後-一 ス ル ニ至ラ ン トス ル ハ-、 是レ 今日 關東 州ノ 通弊 一一 非サ ルカ。 

以上が 當時、 伯の 擧 げたる 「軍部 橫： i」 の聲 である。 そして 伯 は、 かくの 如く、 關東 州に おける 通弊 を摘發 したる 

後、 旅 順の 政 的經營 の具體 問題に つき、 次の 如く 論じた。 

按スル -I  、 陸海 軍 所有 ノ 土地 建造物 一- シ テ、 現 一- 軍用 一一 屬スル モノ、 外ハ、 戰時 以外 之ヲ 收用セ サ ル ノ條件 ヲ以テ 都督 府 民政 部 

-ー 交付 シ、 利 W シ テ以テ 一地 方ノ 經濟的 發達ヲ 圓ラ シム ヘシ。 然 ラ ス ン ハ 旅 摩-市 區 ノ 整理、 道路橋 梁 / 改審 -ー 至 ル マテ 必ス逮 

ケサル へ 力 ラサル ノ施 設モ、 之ヲ遂 クル コト能 ハサ ルニ  了ルへ シ 0  一 

旅順ノ 道路、 及 水道 下水 等 (其 概算 五 餘 萬圓) ハ、 地方 ノ經 濟的發 達-一伴 ヒテ皆 其 改赛ヲ 加へ サルへ 力 ラサル モノ ナリ。 然ル！ 

-I 旅 順-^; 地 一一 於ケル 重要 地點、 及少シ ク人ノ 住居 一一 適 セル 建築^ 一一  シ テ、 海軍 ノ如キ 現在 不生産的お 取 者 一一 屬スル コ ト今 ロノ  - 

如ク -I シテ 動力 スト セハ、 旅順モ亦常然不生-？^^的海ロト ナリ、 廣 大ノ陛 海軍 用地 一- シ テ其 中央 -ー 建！^ ァリ、 之- 1 達スル ノ道 路、 一 

水道、 線 等、 不. 經濟ノ 支出 一々 枚 擧-ー 逢 アラス。 是レカ 爲メ其 經濟的 發達ヲ 杜絶 セラ レテ、 4- 市 ノ殷庶 ハ之ヲ 待 ツー 一由 ナク、 
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公 II ノ設 傭、 街路 ノ 植樹 ノ如キ ハ、 市府ノ 品致ヲ 昂低ス へ キ モノ ナレ トモ、 之モ亦 永久 ノ計畫 プ施ス コトヲ 得ス。 殊 一一 道路、 水 

道、 下水 等、 衞生 工事 ノ 整理 ヲ 妨碍 セラ ル 、ノ 結果 ハ、 旅 順 ヲ麼フ 一一 不時 湖落ノ 危險ヲ 以テシ テ巳ム コトナ カル ヘシ。 

旅 順 攻取ノ 磨史ハ 世界 ノ 共-一知 ル所 ナリ。 故-一 旅順ノ 將來ハ 世界 ノ 共-一 耳 ヲ側ッ ル所 タラサ ルヲ 得ス。 旅 順ノ衰 類ハ啻 -I 旅順ノ 

憂 タル ノ ミナ ラ ス、 第一 一一 帝國 保護領 土經 營ノ 不振 ヲ表 シ、 侮ヲ我 威信 ノ上 一一 招ク へ キヤ 明 ナリ。 然ル 一一 其 弊源旣 一一 陸海 軍ノ土 

地 建造物 ノ壟 斷ニ繇 レリ トセ ハ、 列 國 必ス ャ帝國 ヲ目ス ル 一一、 平時 領土 榮養ノ 道ヲ解 セサル 一 偏ノ 軍事 國プ 以テ ス へ ク、 其 結果、 

我ハ 外債 問題 其 他 一般 平和的 外交-一 於テ、 不遇 ノ 逆境 一-立 タシメ ラル 、コ トヲ免 レサ ル ヘシ。 its 公ノ賢 明 ヲ以テ シテ、 適 是等 

親 易 キノ 事理 ヲ 看過 シテ顕 ミサ ルハ 何ソャ 0 

特に 伯の 憂慮 措く 能 は ざり し 一事 は、 舊露 國經營 時代に おいて、 あれほど 繁榮 して ゐた旅 順が、 帝國の 經營に 移つ 

て 以來、 火の 消えた やうに 淋 れて來 たこと である。 これ は 軍事的 重要性が、 露國 にと つてと、 我が 國に とってと、 そ 

の 間に 天地 霄壤の 差が ある こと、 前述の 如くで あるに 拘 はらす、 惰勢 によって、 旅 順 を 依然、 軍事的に のみ 經營 せん 

とする 必然の 結果で あると は 言 ひながら、 その 一 且 有事の 際、 並びに 平時の 外交 上 及ぼす ところの 影響 はどうで ある 

か。 故に 伯 は 論 を 一 轉 して 曰く。 

旅 順衰遝 ノ救濟 一一 ハ自ラ 其 道 ァリ。 是レ有 責者ノ 必ス其 力 ヲ竭サ 、 ル へ 力 ラサル 所 ナリ。 借 g: ス。 此責 -ス S ル へ キ モノ ハ 誰ソ。 

鎭守府 力、 要塞 力、 將タ 都督 府カ。 世人 是ー 一至 リテ必 スャ答 フル 一一 都督 府- ブ以テ セン。 然レ トモ 此 問題 タル ャ、 今日 ノ 事情-一 於 

テ、 都督 府カ獨 リ能ク 其 貴-一任 シ 得へ キ所 一一 非サル ハ、 何人 モ亦之 ヲ諒セ サルヲ 得サル へ シ。 且ッ 試-一思 フ 一一、 平時 旅 順 ノ繁榮 

ヲ シテ、 露國. 經 營ノ當 年-一 慙 色ァラ シムル コトヲ 免 レサ ルハ、 業 巳 一一 帝 國ノ不 名 譽ナリ ト雖、 而モ旅 順 盛衰 ノ 利害 力 單- 一名 譽上 

ノ 問題 タ ル- 一止 マラ ハ、 猶 厚顔 以テ之 ヲ忍フ コトヲ 得 ヘシ。 一 朝 有事 ノ日 一一 臨 ミテ、 旅 順 凋 弊ノ爲 -ー 受ク へ キ资需 不給ノ 赏禍 力、 

何人 ノ 頭上-一 於 テ最モ 痛切 ナルへ キカヲ 一 想 セハ、 鎮守府 モ耍 塞モ、 何 ソ責ヲ 都督 府 一一 諉 シテ、 冷 力-一 旅 順 ヲ視ル コトヲ 得へ ケ 
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ンャ。 故 -- 旋順ノ 盛衰 プ以 -ァ、 都 管 一 人ノ責 ナリト ナスカ 如キ ハ、 缺々 タル 小 丈夫 ノ 職責 論 ノ ミ。 苟モ 身-軍 國ノ 休戚 ヲ體ス ル 

ノ 士ハ、 旅順！^^&：ノ得失 -ー 於テ、 著 K 接 濟ノ責 マ辭ス へ キ -ー 非ス。 然ル 二 旅 順 終 營ノ策 一一 シテ、 今 U 未タ 其轿- 一就 ケ ルモ， ァラ 

サル ハ何 ソャ。 有责者3^ンテ 一 モ 旅順鸫 《ts ノ 策ナキ 一一 失望 セル 力、 將 タ舍テ 、之ヲ 講究 セサ ルカ、 I 講究 旣 -I 得テ K 行ヲ 不急- -委. 

ス ルカ。 加 之 貧 衆兩 院議 員 内閣 貝等ノ 滿洲- 一遊へ ル モノ、 曾 テ旅順 ノ爲- 一 立言 ス ル所ァ ラサル ハ、 諸 sSi? 各々 之ヲ 度外視 ス ル  一一. E 

ルカ。 將 タ始メ ヨリ 問^ 講究 ノ耍ヲ 認メサ ルカ。 

旅 順 ハ淸國 ノ重地 ナリ。 帝 國 ノ 租借 ハ 事理 ノ已ム へ 力 ラサル 一一 出テ タリ。 今-一 シテ 之カ經 營ヲ忽 諸-一 ス ルハ、 是レ帝 ^自ラ 租借 

ノ 必要 ヲ 否定 スル- 一等 シ。 然ルヲ 井？ ン旅順 占領 ノ 意義 ヲ 以テ、 一場 ノ 軍事的 動機-一^ リタ" ト ナシ、 露^ 舊 ノ荒錢 /如キ 我 

-ー 於 テ何カ ァ ラン、 我 力 H 的 ハ旣- 一 露^  ノ雄间 ヲ妨. m シ得タ ル  一一. S リ テ達セ ラレ タル ト說叨 スルモ ノア ラハ、 是レ我 陸海 軍旗 ノ 

祌聖ヲ 誤リテ 1! 家 的 寇盜ノ 兇器 ナリト 定義 スル モノ  -I シテ、 所謂 軍事 ノ兩 字ハ 根本 一 I 於 テ旣- 一 其 義ヲ誤 ラレ、 我 大降發 展ノ國 運 

C 玆 一一 其、 H.; 張ノ 資格 ヲ失却 スへキ モノ ナリ。  . 

然 らば この 旅 順の 衰運 を濟 ひ、 帝國 大陸 經營の 重要なる 策源地た らしむ るに は、 . ^何に すべき か。 

伯の 素い-心が、 旅 順 を經濟 的に 解放して、 一大 商港たら しめ、 激海灣 方面に おける 經濟 的中 心たら しめんと する にあ 

つたこと は、 前述せ る 通りで ある。 

然し これが、 當 時の 實情 として、 實行 不可能な りと 言 はば、 第二 策と して 伯 は 如何なる 提案 を 有って ゐ たか。 

それ は 旅 順 を 以て、 南滿 における ー學 都と なすの 案であった。 これなら ば、 旅 順の 軍事 性と 牴觸 する こと 尠 なくし 

て、 しかも 舊旅 順の 繁榮 を挽囘 する ことができる。 

故に 伯 は 論じて 闩く。 

旅 順ノ衰 遝ヲ挽 iS シ、 之ヲ シテ帝 國大陛 發展ノ 第 一 地步タ ラシ ムへ キ隨ー ノ 方法 ハ、 盖シ學 校 政策-一如 ク ハ ナ シ。 以下 其 事由 ヲ 
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說明 セン。 

自然 狀態ノ 上 ヨリ 之ヲ 觀察ス ル -ー、 旅 順 ノ地タ ル、 海 ヲ控へ 山ヲ環 ラシ、 形勝 雄^、 風光？ ^ 明、 諸 生 修鍊ノ 境 トシ テ、 居然 一 名 

區ノ勝 築 ヲ具フ ルノ ミナ ラス、 其 大陸 ノ 一地 タル ヨリ シテ、 厳寒 烈暑、 少濕多 乾、 島國 氣候ノ 平， 調ト- < んク其 趣ヲ異 - ーセリ 。我 

崎洲ハ 固 ヨリ 宇內ノ 美！： ナリ ト雖、 壤地！ i 小、 景物 繊瓚、 氣候 中和 一一 シ テ 刺戟- 1 乏 シク、 其 民 物 影響 ス ルャ、 彼ノ 奇恣雄 逸 ナ 

ル大 的 情操 ブ觫 養スル 一一 於テ、 蓋 シ調顺 一一 過キ タリ。 今：：！ 帝國 勢力 範圍ノ 内-一 於テ、 H 本 民族 大賭發 展性 格 修養 ノ搖籃 ヲ求ム 

ト云ハ 、" 第一 二 旅 順 ヲ舉ケ テ之ヲ 進 メサル へ カラス。 

人事 上 ヨリ 之ヲ 觀察ス レ ベ 旅 W ハ則チ 十 年兩次 國民戰 i ノ注カ レ シ 所ナリ 0 其 占領 ハ帝 國國烕 宣揚 ノ名譽 ヲ成セ ル 世界的 史蹟 

ナリ 0  ロ露兩 民族 忠魂 義 i"  ノ  {5 ル 所、 大陸 , 重鎭 東洋風 雲 ノ 伏スル 所、 其 人心 -ー 影響 スル ノ大ナ ルャ、 斷シテ 尋常 講堂 千 一一 H 萬 語 

ノ能ク 比フ、 へ キ所 一一 非ス。 語 -- 所謂、 居 ハ形ヲ 移シ養 ハ體 ヲ移ス モ ノ、 日本 民族 大陸 發展ノ 爲-ー 、 旅 順 ヲ舉ケ テ之ヲ 說明ス ル 一- 

足  レリ  0  此等ノ 起 ハ 必 スシモ 奇關 ノ 創按 ヲ以テ 之 ヲ！； w スへキ 一一 非ス。 獨逸 ノス トラス ブ ル グ 大學 設置 ノ 如キ、 、王 卜 シテ、 エル 

サス . 口— ト リンゲ ン同很 一一 於ケ ルーま^; K 史 ノ名譽  一一 H ミ タル モノ  -ー  シテ、 内 ハ以テ 後進 子弟 ヲ シテ、 披草問 塵ノ問 ヨリ、 

-ー國 述荷擔 ノ重キ マ 感知 セ シメ、 外ハ伐 功一- 繼ク 一一 文教 ヲ以テ シテ、 外敵 ノ欉 猜ヲ 節鑠ス 0 之 ヲ我カ 一 戰旅 K ヲ取リ 得テ、 後^ 

却 テ露人 -ー 一色 アル 一-比 ス レハ、 固 ヨリ 同 tw ノ談 一一 非ス。 識者 ノ立シ ク靈ム へキ所 ナリ。 

现 今內國 諸方 举生 風紀 ノ頸 廢ハ、 旣- 一世 ノー  大 問題 トナ レリ 。敎育 事業 齊及ノ 結果、 利害 纏糾 ノ已ム ヲ得サ ルー ー出ッ ト雖、 抑、、 

赏 有志 ノ楚ー I シ 于，、 特色 勁健ノ 修養 機關 ヲ望ム モノ、  HI  - 一益 多 力 ル へ ン。 英國ケ ムブ リツ ヂ大學 力 特-ー 静礎ノ 地ヲ卜 シテ、 

一 校ノ 特色 ヲ 支持 ス ルカ 如キ ハ、 此弱點 ヲ救フ へ キ 一 好事 例 ナリ。 海外 ノ旅 順、 山河 四 塞ノ特 地、 乾坤- -农 リテ、 偉大 ナル敎 育 

機 關ヲ備 へ、 規嚣入 ラス 誘惑 亂 ラサル ノ境 一一 據リ テ、 質 W 自恃ノ 學風ヲ 培養 セハ、 其 後進 ノ爲 一一 性格 ヲ 陶冶 シ 精力 ヲ遂 セシム 

ル ノ效、 蓋シ 思量 ノ 外-一 在ラ ン。 

今 旅 順 一一 設備 スル 二、 中 學生ニ 萬 以上、 高等 學生 三千 以上 ヲ 養成 スルー 一足 ルへ キ學 校ヲ以 テシ、 口 本 K 族ノ美 性- ブ 保持 スルト 同 

時 二、 大 發展ノ 要素 ヲ具フ へ キコト ヲ以テ 之 力 敎育ノ 本領 ト ナ シ、 內地 優柔 ノ學風 一一 遠サ カリ テ、 率 フル 一一 質^^ヲ以テ シ、 後 


進 ノ«?-| 大^的 性格； 1 泰ノ 源泉 ト ナ ラハ、 其 國運ノ 前 55^  - 一貢 ま- シ、 帝^ ノ 聲譽ヲ 海外-一 發 揚スル ノ大ナ ルャ、 啻-ー 戰勝ノ 功 ト 

業 ノ 利益 トノ比 ノミ- 一 非サル へキ n ト 言 ヲ待タ ス 0 

内 阈敎靑 界-- ハ微 兵制 度上ノ 特許 條件 ァリ。 學風ノ 不振 ト相待 チテ、 高等教育 機關 ヲシテ SA^ 徵兵 忌避 ノ！ 窗地 タラ シム。 然レ 

トモ 内國 今：；！ ノ事 惜ハ、 旣- ー此等 ノ條件 二. e リテ 敎育ヲ 獎護ス ルノ 必要 ナシ 0 须ラク 之 ヲ滿洲 一一 移 シテ、 以 テ將來 帝^ 族 大陸 

發展ノ 一因 ト ナス ヘシ 。此ノ 如クナ ラハ、 靑年 子弟 ノ滿洲 ヲ指ス モ ノ項背 相望ム へ ク、 而シテ 其 軍事的 殖； 1« 的 敎靑ヲ K 乂ケ タル ノ 

紡 果ハ、 他 S 必 ス ャ 東亞 ノ犬地 - 一向 ッテ 日本 民族 ノ爲- ー氣ヲ 吐 クー 一足 ル モノ アル ヘシ。 此 等ノ敎 育機關 整頓 ノ 結果 ハ、 一面-一 ハ 

露 淸人ヲ 式 シテ其 來學ト ナリ。 愈.^ 國光ヲ 海外-一 權カ ス ニ至ル へク、 乂 一面-一 ハ此大 設備 ノ 需要 一-鹿 シテ、 般 商工業 ヲ誘 fc- 

シ、 旅 顺ノ繁 榮ハ學 校ト共 一一 發達シ テ返ク コトナ カル ヘシ 0 蓋シ此 等ノ發 達ハ、 彼ノ 一  時 ノ奇利 -ー 躁集ス ル 殖民 地 通有 ノ现 ト 

其 本ヲ異 ニス ル モノ ナレ ハナ リ 0 

近 來獨逸 帝 國ハ、 支那 内地 諸听 -ー學 校 並 岡 書 館ヲ設 S セン. コトヲ 計 畫シッ 、ァリ 0 獨逸 皇帝 其 倡議ヲ 嘉シ、 將來 支那-一 於ケ. -ss 

逸大學 ig 創ノ起 W トナサ ント スト 云 フ0 此 事未タ 世評 一一 上ラ スト 雖、 事體大 約疑フ へ 力 ラサル 一一 似 タリ。 抑 昔 ノ征略 的確 K 

策 非-一 シテ、 宗 敎的殖 5- 行ハ レ、 宗 敎的殖 K 非 一- シテ、 今ノ 商業 的 殖民 行ハ ル。 後ノ 商業 政策 一-代 ハ ル モノ、 其 レ或ハ 教育 政策 

ナル コト ナカラ ンカ 0 蓋シ諸 民族 ノ 種族 性、 文明 K 級、 赏利 打算 ノ自 覺ハ、 歷 史上 ノ確民 策ヲ シテ 時代 ト共 一一 轉換 セシメ タリ。 

若シ 支那： 族 ノ智性 一一 乘スル 二 近世 科學 ヲ以テ ス ル ノ效、 却テ 昔日 ノ 未開 民族 ヲ馴ス 一一 宗敎 ヲ以テ シ タル ョ リ モ捷ナ ル ノ 機致ヲ 

襯破シ タリ トセ ハ、 獨逸君 K  ノ意プ 用 フル ャ眞， 一 遠大 十リ 卜云フ へ シ。 我 力 殖民 政策 論者、 願ク ハ 小利 小 巧 之レ急 一一 ス ルノ 非ヲ 

S リテ、 眼ヲ大 一一  5^ ラシ、 旅 順 ヲ以テ 一 大敎 育地ト ナス ノ 策-一 於テ 獨逸ノ 先鞭 ヲ著 シ、 速力 ニ赏 施計畫 二 移 ラレ ンコ トヲ。 

それより 後、 久しから すして、 旅 順 工科 學 堂なる ものが 創設 さるる に 至った の は、 この 伯の 趣旨 を 一部ながら、 實 

現せん がた めであった。 しかし 事の 玆に 至る までに は、 なほ 多方面に fc- る 伯の 盡カを 必要と した。 
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六、 伊藤博文へ 呈書 

かかる 軍部の 勢力 を 前にして、 伯 は 今更の ごとく、 兒玉將 軍の 死 を 痛恨した であらう。 若し 將 軍の 在る あって、 一 

斷 能く 軍部の 思想 を轉換 せしめ 得ば、 彼 は 旅 順 を 中心として、 明朗なる 大陸 政策 を 展開し 得た であらう。 

併し乍ら、 往事 は 追 ふべ からす、 死者 は悔 ゆる も 詮なし。 兒 玉に 代って、 我が 志 を 助くべき 巨人 は 誰 人ぞ。 

伯の 眼 は、 韓國 統監 伊藤博文の 上に 注がれた。 

『伊藤 だ！』 

さう 決心 するとす ぐに、 伯 は 例の ごとく 文書 外交 を 開始した。 次に 揭 ぐる 長文が それで ある。 それ は 明治 四十 年 八 

月末、 作成せられ たもの の やうで ある。 文辭の 生彩に 富み、 措詞の 典雅に して、 苦心の 痕を窺 ふに 足る ものが ある。 

伯 は 冒頭 まづ 次の ご とく 述べ た。 

伊藤 侯 閣下  - 

元 勳ノ尊 ヲ以テ 命 ヲ韓國 一一 奉シ、 嘉謀 長策國 威ヲ宜 揚シ、 列國 ノ具瞻 推稱ス ル所ト ナル。 方今 海 內武勛 相 11 カス 

ノ日 一一 於テ、 獨リ 曠古 ノ文 勳ヲ 海外 一一 樹テ、 我 天子 ノ鴻 猷ヲ 翼ケ、 我ガ 東洋 ノ 平和 ヲ 保ッ、 閣下 ノ宏度 偉 略 一一 

非ス ン ハ其レ 誰 カ之ヲ 能クセ ン。 英風ヲ 想望 スル -ー欽 仰-一勝へ ス。 某滿洲 一一 人リ テョ リ旣 一一 數月、 駑鈍ヲg^ン報 

效ヲ 圖ル。 任 重ク道 遠ク、 創業 ノ局未 タ談シ 易 力 ラサル モノ 多シ。 就中 旅 順 經營ノ 事宜 一一 至リ テハ、 始メ ヨリ 餘 

人ト 所見 ヲ 一 一一 スル コト能 ハザル モノ ァリ。 意へ ラタ。 若シ 閣下 ノ通識 重 望 ニ藉 ラバ、 冀 ハク ハ鄙 意ヲ洞 鑑シテ 


是非 ヲ 裁定 セ ラル ルコ ト ヲ得ン ト 今旋節 陛見旣 -1 J? 日ヲ經 タリ。 請 フ間ヲ 候シテ 略ぶ 所見 ヲ陳 シ高敎 ヲ待タ ン。 

その 伊藤の^ 持を尙 び、 先 楚に對 する 禮を盡 すの 用意、 まことに 周到な りと いふべ し。 

さう して、 伯 は 進んで、 具體的 問題に 入った。 

抑. -露國 旅 順經營 ノ規校 タル ャ、 其 今日 一一 殘存ス ル所ノ モノ ト雖、 猶ホ人 ヲシテ 往者ノ 雄心 ヲ想 見セ シムル 一一 足 

ルー ー關 ハラス、 我 力 占領-一 歸シテ ヨリ 後ハ、 何等 一 定 ノ經營 方針 ヲ有 セサ ルカ 爲メ 一一、 舊觀遣 構 日 一一 荒 巷-一就 キ、 

廢殘 傷心 ノ 一  古 戰場ト 傚 リ了ラ ン コ ト蓋 シ遠キ 一一 非 サルへ キノ 勢 ァリ。 若シ 旅順ノ 軍事的 價値 ヲ論セ ハ、 其露國 

一一 於 ゲルト 我 一一 於 ゲルト、 輕重固 ヨリ 適 力 一一 同シ カラス。 故 一一 單 一一 此理 一一 卽セ ハ、 我ハ 旅順ヲ 擧ケテ 海外 無用 ノ 

一地 トナシ 、或ハ 全然 之 カ經營 ヲ棄ッ ルモ、 必 ス ：ン モ 國防 ノ患ト ナス 一一 足 ラサル ヘシ。 然レ トモ 當年 世界的 名 

f: ノ應 史ヲ負 ヒテ、 我 占領 一一 歸シ タル 旅 順ノ價 値ハ、 唯此 一 標準 一一 因 リテ其 全 價ヲ評 量 シ去ラ ルル コ トヲ 得ス。 

卽ち伯 は、 伊藤に 對し、 安心して、 旅 順が すでに 軍事的 重要性 を 失 ひたる の事實 を、 率直に 道破した。 しかし 旅 順 

の 重要 は、 ひとり 軍事的に のみ 存す るので はない。 何ぞ や。 

何トナ レハ、 旅 順 ノ經營 ヲ等閣 一一 附シテ 其荒替 一一 任ス ルハ、 是レ 第一 一一、 國民ヲ シテ、 當年 萬骨ノ 枯レタ リシ 所 

以、 畢」 党那邊 一一 存スル カノ 疑 ヲ容レ シム ルー 一足 レハ ナリ。 第二 一一、 淸國ヲ シテ我 力 旅 順 租借 ノ 必要 果シテ 之ァ ル 

ャ否 ヤノ 疑問 ヲ插マ シ ム ル 所以 二 シテ、 此 ニ乘ス へ キ 列國ノ 猜疑 容喙モ 亦 其 入 處ナキ ヲ保ス へ カラ サレハ ナリ。 

第三 一一、 百 戰シテ 人ノ經 營ヲカ 奪シ、 顧ミテ 自ラ其 後ヲ善 クスル コト能 ハス、 露 國ノ好 旅 順 ヲ殘破 シテ、 日本 ノ 

惡旅 順トナ シテ顧 ミサ ルハ、 公道 ノ疾ム 所 タリ。 列國 ヲシテ 日本 ノ 能事 唯戰伐 破壤 一一 在 リテ、 開 物成務 一一 在 ラサ 
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ルコト ヲ認斷 セシム ルハ、 帝國 新興 ノ氣運 一二 火スル コト大 ナルモ ノアレ ハナ リ。 

然 らば 軍事的に 使命 を 終りた る 旅 順 を、 「善處 活用」 する の 道 は奈邊 にある か。 伯は續 けて 記して 曰く。 

此故 一一 旅 順 經營ノ 問題 ハ、 旅 順 ヲ善處 活用 シテ帝 國ノ應 史的 名 春 ヲ全ゥ セン コトヲ 耍シ、 列 國ヲシ テ旅順 力せ シ 

ク 日本 ノ 手中-一 在ル へ キノ 事由 ヲ認 メシメ ン コ トヲ 耍シ、 日本 ノ旅 順經營 一一 於 ゲル 世界的 價爐 力、 果シテ 露國ノ 

能 ク及フ 所 一一 非サ リシ ノ事實 一一 肯服セ シ メンコ トヲ 耍ス。 否 日本 ノ旅順 經營、 實 一一 東洋 ノ 平和的 進歩 ヲ^. 11^ ス へ 

キ、 且 文明 ヲ淸國 一一 普及 ス へキ 原動 地ト ナス 一一 在ル コトヲ 知 ラシ メ、 暗 一一 文裝的 武備 ノ 基礎 ヲ堅ク スル 一一 在リ。 

伯 は兹に 「文明 ヲ淸國 一一 普及 ス へキ 原動 地」 と 言 ふ 言葉 を 用 ひた。 然 らば それ は、 具體 的に 一 百へば、 . 可 であるか。 

伯は績 いて 詳論して 曰く。 

然レ トモ 此ニ疑 ァリ。 旅順ノ 軍事的 價 値ハ、 帝國ノ 手中 一一 於テ著 シク低 却シ、 復タ竭 カ以テ 露國ノ 故歩ヲ 襲フノ 

耍 ナク、 加 之其經 濟的價 値-一 於 テモ、 適ぶ 以テ 滿洲 殖民 業ノ 重地ト ナス 一一 足 ラス。 而モ帝 國ハ其 體面ニ 於テ； g ホ 

旅 順 一一 對スル 向上 經營ノ 本分 ァリ トセ ハ、 旅順ノ 實價ハ 染シテ 何等 方面 一一 發見セ ラル へ キ モノ ナ ルカ。 某^ 聞 二 

シ テ未タ 世論 ノ此點 一一 論 到 論結セ シ モノ アル ヲ知 ラス。 

嘗 テ之ヲ 普佛戰 後一 一 於ケル 獨逸ノ 善後策 一一 徴 スルー 一、 彼レ 一 戰シテ 雄 邦ノ列 一一 入 ルャ、 其 與國ノ 威名 ヲ 保持 スル 

所以 ノ道 ハ、 主 トシ テ之 ヲ敎育 政策 一一 求メ、 ァ ルサス. UI レン スノ 統治-一 於 ゲル 對佛 政策 ノ如キ ハ、 明 カー ー學 

術 的 霸業ヲ 以テ其 主義 トナ シ、 其 結果 今日-一 顯 ハレ テ、 獨逸 全國實 業敎育 ノ盛ト ナリ、 世界 講學ノ 淵楚ト ナリ、 

內ハ 國富ヲ 充足 シ、 獨逸ノ 覇業 ヲシ テ不 拔ノ資 一一 據ル コトヲ 得シメ タリ。 蓋、 ン撥亂 反 正、 武伐 文敎ハ 古べ 「ノ 常理 


ナリ o 

旅 顺 ノ帝國 二 於 ゲル ハ、 其レ猶 ホア ルサス •  口 ー レンス ノ獨 逸-一 於ケ ルカ 如クナ ラス トス ルモ、 帝 國旅順 經營ノ 

能事 力、 武装 的 租^ ノ爲メ 一一、 徒ラ 一一 無限 ノ勞 費ヲ 供給 スルー 一 在 ラサル ャ明 ナリ。 然ラハ 則 旅 順ハ、 畢党 大陸 一一 

對ス ル帝國 文明 扶植 ノ 源流 タル へ キ、 教育 政策 ノ壤場 トス ルヲ 以テ 得策 トス へ キー ー非サ ルカ。 夫レ 旅顺ハ 滿蒙淸 

韓ノ中 路-ー 立 テ ル 我 學術的 翻 業 建 成 ノ名地 一一 非サ ルカ。 

旅- g ヲ以テ 我 力 保護領 土 一一 於 ケル學 術 的 業府ト ナス ノ說ヲ 取 リテ、 之 ヲ彼ノ 武装 策-一 對比セ ハ、 或ハ名 ッケテ 

1 流ノ文 裝策ト ナス コトヲ 得へ シ。 然レ トモ 某ノ 所謂 文 装 策ナル モノ ハ、 旅順ヲ 變シテ 文弱 縻； 能 ノ地ト ナサ ント 

スルノ 謂 一一 非ス。 大要 武装 ノ虛威 ヲ張ル コトヲ 休 メテ、 文敎 平和 ノ名ヲ 正 スト 共 一一、 實業敎 育 政策 一一 由 リテ^ 備 

ノ實 カヲ充 實スル 一一 ァリ。 故 一一 今假 一一 之ヲ 名ケテ 文裝的 武備 ト云 フ、 文 裝ノ名 ハ以テ 列國ノ 感情 ヲ 緩和 スル 一一 足 

リ、 武力 ノ實ハ 以テ意 ヲ內顧 一一 强ゥ ス ル 一一 足ル。 文武 名實 兼備 兩得セ ハ、 旅 順 ノ重キ コ トなマ 日ノ虚 威色莊 一一 百 千 

倍 スルモ ノア ラン。 旅 順 力 此學術 的羁府 タル 一一 適 スルノ 理由 アル コ トハ、 亦 某 ノ能ク 確保 スル所 ナリ。 

これが 伯の 所謂 「文裝 的 武備」 策の 一 表現で ある。 「文 裝ノ名 ハ以テ 列國ノ 感愦ヲ 緩和 スルー 一足 リ、 武力 ノ實 ハ以 

テ意 ヲ內顧 二 强ゥ ス ル 二 足ル」 如何にも 伊藤 侯の 害び さうな 考へ 方であった。 

かく 論じ 来った 後、 伯の 筆端 は、 ー轉 して 旅順經 營の實 情に 及んだ。 

旅 順 一一 於 ゲル 露國經 營ノ新 市街 ハ、 許多ノ 地^ 邸宅 ヲ留 メテ 今日 一一 遗セリ ト雖、 陸軍 一一 ハ 要塞 司令部 ァリ、 海軍 

一一 ハ鎖 守府ァ リテ、 其 大部分 ヲ 占有 シ、 概 ネ之ヲ 不用 廢頹 一一 附シ テ、 何等 利用 維持 ノ道 ヲ講 セサレ トモ、 軍機 軍 
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用ノ 名義 ハ常 一一 都督 府 需要 ノ交涉 ヲ担ム 一一 足リ、 武官 都督 ハ之ヲ 利用 スルノ 道ヲ覺 ラス。 故 一一 其 民政 部、 交涉ヲ 

担 ム處ノ 陸海 軍 一一 對シ、 討論 講究 シテ 一大 畛域ヲ 開 タノ 耍ヲ知 ラス。 旅 順 ノ市府 的 價値ノ 七 八 分 ハ.、 棄 テテ 之 ヲ 

鳥 鼠 ノ捿托 一一 委セ ラ レ タル ノ實況 ァリ。 是レ明 力 一一 旅 順 调衰ノ 一  大因ヲ ナス モノー 一  シ テ、 不货新 平 カ滿洲 經營按 

ノ 前途 ヲ沮 メル 最大 不經濟 ナ リ 0 將タ 鎮守府 所管 ノ 器械 工場 ノ如 キ、 其 固有 ノ大裝 © 一一  對シテ 少分ノ 利用 ヲ取ル 

一一 過キサ ルカ 爲メ 一一 、 贵重ノ 設備 日 一一 朽廢 一一 赴ケト モ、 之 ヲ惜ム 二 由ナキ ハ、 露人ヲ シ テ聞カ シム へ 力 ラサル ノ 

憾事 ナリ。 旣 一一 我カ鋇 守府 一丁 ンテ、 之 力 全 用 ヲ悉ス ノ要ナ クン ハ、 不肖 新 平 力 首張ノ 如ク、 之 ヲ學校 敎育ノ 利用 

一一 附シ テ、 大 一一 器械 ェ 學ヲ修 備シ、 一般 宫民ト 共 一一 用 ヲ其中 一一 取 ルハ、 國家經 濟上ノ 得策 タラサ ルヲ 得ス。 然レ 

トモ 現今 旅 順 陸海 軍ノ 障壁 ハ、 到底 此等ノ 意見 ヲ聽 クへキ 門戶ヲ 有スル モノー ー非サ ルナ リ。 必ス ャ國庫 財政 將來 

益 穴ェ乏 一一 傾キ、 之ヲ 維持 スル ニ窮ス ルノ日 一一 到リ テ、 放 却 セン コ ト殷鑑 遠 力 ラサル モノ ァリ。 現 一一 陸海 軍人 二 シ 

テ、 旅順ノ 現況 一一 徴シ、 軍事 所管 ノ外 一一 移サ ン ト云フ モノ 漸ク 增加ス ルヲ 見ル。 之レ 給， 與啬 乏ノ餘 一一 出ル モノ 一一 

シテ、 經綸 卓見 一一 出 ルー 一 非 サルヲ 以テ、 國家 ノ爲悲 マサル ヲ得サ ルナ リ。 

此等 事情 ノ 基因 ス ル所ヲ 察スル 一一、 大要 國家ノ 旅 順經營 方針 一定 セス、 文武 官署 各々 其權域 ノ封植 一一 急 一丁 ンテ、 

大局 ノ打箅 一一 任 シ主統  一 ノカヲ 持スル モノ ナキ ュ 坐ス。 其 間 一一 依附 寄生 スル我 力 商工 民業 一一 シテ、 一 モ旅 順ノ盛 

衰ヲ 制スル 二足 ル モノ ナ キハ、 固 ヨリ 其 所 ナリ。 某此 問題 一一 蒿目 スル コ ト久シ ト雖、 顧 ミル 一一 時論 悠. -往 ィテ想 

フル ニ處 ナシ。 是レ特 一一 閣下 ノ傾 聽ヲ累 ハサ 、 ルヲ 得サル 一一 至レル 所以 ナリ。 

旅 順ノ鎭 守府並 一一 耍塞 ハ、 出テ、 ハ人ヲ 攻ムル 二足 ラス、 入 リテハ 自ラ守 ルー 一足 ラサル ノ 玩具 的 武備 ナル コトヲ 


自知 セサル  一 I 非サ レ トモ、 ホ 陸海 軍ノ 名分 二 據リテ 旅 顺ノ聲 色ヲ. 掸 カシ、 船舶 ノ 出入 之 カ爲メ 一一 沮制セ ラレ、 

山川 ノ：^ 涉之 カ爲メ  -ー  呵禁セ ラル。 鬼面 人 ヲ攝シ テ嫌ヲ 中外 一一 取リ、 而カ モ應 變備急 ノ經濟 策-一至 リテ ハ、 曾テ 

何 ノ恃ム 所 ナキカ 如キ、 外 腐 中怯實 -1 經營ノ 本末 ヲ 倒錯 セル モノ ナリ。 

かくして 伯 は、 筆端 益 M 奔放し、 得意の 世界 大勢 論に 入る。 それ は 例の 文 装 的 武備 論で ある。 

日露戰15^ノ世界的大事端タル所以 ハ、 唯一 一 其戰場 ノ大ナ リシ カ爲メ 一一  非ス。 せ 內五方 人種 M 襲ノ 世界 觀 一一 對シテ 

革新的 公按ヲ 提供 シ得 タル 一一 在リ。 歐洲 以外 新種 文明 ノ 曙光 ヲ啓キ タル 一一 在リ。 戰後國 是ノ大 本領 ハ全ク 此ュ宿 

ル 一一 非 スャ。 戰後ノ 國情カ 國運ノ 前途 一一 對シ、 萬 歳ノ聲 Saf 備ノ聲 商 權ノ聲 以外 一一 於テ、 無形 ノ大 責任 ヲ感 スルモ 

ノア ルハ、 帝國 新興 ノ氣運 力、 旣 一一 東西 文明 百 淘千汰 ノ盡頭 一一 立 テル カ爲メ 一一  非 スャ。 今後 向上 ノ 一歩 如何 一一 力 

轉シ 去ルへ キヤ。 日本 國民 ハ歐洲 史上 一一 於ケル 勝者 ノ權 利ナル モノ 力、 國家 生存 競爭上 生物 學的 原則 ノ邪解 盲 用 

ナ リシ コ トヲ 了知 シ、 列國 平和 ノ 標榜 ハ錢劍 以上 ノ 凶器 ヲ牙藝 ニ求ム ルノ謂 一一 外ナ ラサル コ トヲ 了知 シ、 萬國平 

和 會議ノ 實質 ハ 萬 國自便 主義 詐略 ノ 共進會 一一 過 キサル コトヲ 了知 シ、 歐式 人道 正義 ノ 主張 ハ 毫 モ 列國ノ 慰藉 平安 

ヲ來ス モノー 一  非サル コトヲ 了知 セリ。 

帝 國カ列 强ノ伍 伴 一一 入リテ 如何 一一 其 間 一一 處ス へ キヤ ハ是レ 一 問題 ナリ。 列强妍 娘ノ外 一一 於テ、 如何 一一 自ラ 其國運 

ヲ 信念 シ 主張 ス へ キヤ 二 至リ テハ、 又是レ 一 問題 ナリ。 

日露 戰 1^ ヲ シ テ帝國 一 場 ノ害夢 タル  一一 了 ラシ ムル コト ナカラ ゾ ト欲セ ハ、 一 切 ノ內治 外交 畢竞此 一 一 題ノ考 檢ヲ逭 

ルへ キー 一 非ス。 旅順經 營策ノ 如キ特 一一 其 一端 一一 過 キサル ノミ。 
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然 らば 旅 順 を 以て、 現在の 如く、 因襲 的に、 姑息なる 軍事的 經營に 任す る 時 は 如何。 伯の 意見 は それ を 次の 如く 

論じた。 

今對 外的 方面 ヨリ 旅 順 經營ノ 方針 ヲ按 スル 一一、 激澥ー 座ノ 海ロ旣 一一 我 力 國防ノ 重 地 一一 非ス トセ ハ、 旅 順 武装 ノ必 

要ハ 唯. -淸國 還付 耍求 ノロ 實ヲ杜 ツル 一一 足ル ヲ以テ 限度 ト ナサ 、 ル へ 力 ラサル ノ理モ 亦 明 カナリ。 然レ トモ 旅 順 

一一 シテ事 實上我 力 大陸 發展ノ 第 一 地歩 タル 以上 ハ、 一 且事變 二 臨 ミテ旅 順 力 如何 ナル 地位 一一 立ッ へキ カノ 問題 ハ 

少 ラクモ 等閑 一一 附セ ラル へキニ 非ス。 意フ 一一 異日遼 朔風 雲再ヒ 動キ、 我 力 武ヲ滿 蒙 一一 用 ヰサル へ 力 ラサル 一一 會セ 

ハ、 旅 順 四塞ノ 海港 ハ當然 遠征 軍ノ 第一 兵站 タラサ ルヲ 得ス。 然ラ ハ則チ 旅順ノ 殷富 ヲ謀 リ、 物資 ノ 給源 ヲ 養ヒ、 

市街 港面ヲ 整理 シ、 有用 人材 ノ 養成 地 トナ リ、 器械 製作 ノエ 場ト ナリ、 不時 ノ急需 一一 應シテ 慌遽顚 沛ノ虞 ナカラ 

シ メンコ トハ、 今日 ノ 急務 一一 非 スャ。 誠 一一 旅 順ヲシ テ滿洲 無双 ノ 實業的 雄 li タ ラシ ムル コトヲ 得ハ、 其 對外威 制 

力 力 今日 陸海 軍邊 蝠ノ虚 威一 一 勝ル コ ト其レ 幾何 ナル へ キカ。 今日 ノ旅 順ハ 何等 ノ條理 一一 據リ テカ此 當然ノ 實務ヲ 

棄テ 、 、 徒ラ 一一 玩具 的 武裝ノ 黑山鬼 窟トナ リツ 、アル モノ ナル ャ。 實 カナ キノ 武裝ヲ 無事 ノ 日 一一 街 ハサ ルへ カラ 

サルノ 必要 其レ何 レー 一 在 ルャ。 思 フー 一 旅順ハ 平時 全然 其 武装 ヲ撤 却シテ 商工業 地ト ナリ、 以 テ旁觀 眼中 ノ 荊棘 ヲ 

除キ、 文明 ノ 攀術ヲ 資リテ 精能ノ 實カヲ 養ヒ、 不時 一一 平和 ノ門楗 ヲ發ス ルモ、 戰備森 然犯ス へ 力 ラサル ノ文裝 的 

武庫 クラ シム ルー 一 如ク ハナ シ。 

見るべし。 伯が 初めに は、 旅 順經營 の具體 策と して、 これ を 「學 術的莉 業府」 と爲 すに ありと しながら、 今 は 更に 

徹底して、 「平時 全然 其 武装 を 撒 却し テ 商工業 地ト」 なさん こと を 5^ 唱 せる を。 


维の 赴く ところ、 偶 i その 素志 を 流露せ る ものと いふべき か。 しかも 伯の 意見書 は、 綾いて、 その 武装 撤廢論 を、 

つぎの 如く 痛論して ゐる。 

次 一一 旅 順 自處ノ 方針 ヲ考 フルー 一、 所謂 門戶 開放 機會 均等 ハ、 由 來滿洲 問題 上 世界一 一 對スル 帝國ノ 自主 張 ナリ。 我 

ハ 之 ヲ以テ 露國ヲ 數メ、 列 國ハ之 一一 由 リテ我 行動 ヲ諒 トセ リ。 帝國 ハ露國 ノ尤メ  - ー仿ヒ テ言 ヲ列國 二食 ムノ 耍ナ 

ク、 勝者 ノ權利 ヲ私シ テ歐人 ノ犖ヲ 校 スルノ 要 ナシ。 海ヲ诅 ミ山ヲ 祕メ、 中外 ノ 嫌忌 ヲ C3I シテ、 武裝ノ 森 嚴ヲ街 

ハン トス ルカ 如 キハ、 國 家自ラ 欺クノ 甚シキ モノ ナリ。 且列國 一一 對スル 政略 ノ最モ 拙ナル モノ ナリ。 た？ モ 我カ實 

業 的終營 一一 シ テ、 急 不變ノ 自信 ヲ保ス ルコト ヲ得ン 力、 亦 何 ソ；. i 齪乎ト シ テ 一 旅順ヲ 1§ 閉ス ル ノ要ァ ラン ャ。 

旅順ハ 日露 戰ハ卞 一一 由リテ 世界的 名 地トナ レリ。 帝國 ノ滿洲 開放 ヲ 測度 ス へ キ列 國ノ驗 表トナ レリ。 中外 H 賈皆招 

ス へ シ。 商船 軍艦 皆 出 人 セシム へ シ。 軍機 切要 ノ 特別 地帶ヲ 留メテ 豁然 開放 セ ラレ ンコ トヲ 要ス」 區々 ノ旅顺 

モ 利用 ノ道ハ 自ラ我 一一 在リ。 ffl 其 利用 ノ迹ヲ シテ 露國舊 政策 ノ您 ヲ反サ シメ、 人道 公義 煥然 トシ テ列 國ノ 敬服 ヲ 

取 ルー 一足 ラシ メンコ トハ、 是レ 政事 家ノ 大政 策、 經世 家ノ眞 時務 一一 非 スャ" 新 與帝國 ノ氣象 光明 磊落 ノ 襟度 ハ、 

之 ヲ萬國 ノ表ニ 暴白シ テ疾シ 力 ラサ ラン コトヲ 要シ、 萬國ヲ シ テ 日本 文明 ノ光 tff  二 照破セ ラル、 所ァ ラシ メンコ 

トヲ 要ス。 若シ此 主張 ナク、 此 自任 ナク、 徒ラ 一一 先進 列 强ノ聽 影 一一； In: 鼠 シテ、 尙ホ與國壯烈ノ戰血  ーー|^.^负ス ル コ 

ト ヲ耻チ スト 一一 一一 n ハ、、 我 大陸 發展ノ -i- 族 的 精力 モ、 此 一一 卷無 ヲ吿ケ サルヲ 得ス。 形式的 武装 ノ爲メ 一一 旅 順 ヲ陰體 

ナ ラシ ム ルカ 如 キハ、 謂ハ レナ キノ 甚シキ モノ ナリ。 又 一 方 我 帝 國現時 ノ經濟 上 ヨリ 論ス ル モ、 今 旅 順 二 注ク處 

ノ 財力 ヲ以テ 帝國ノ 武威 ヲ張ル h ト能 ハサ ル、 各當局 者已ュ 自ラ知 レル處 ナリ。 此 形勢 ヲ知 リナ カラ 年々 正 Si ヲ 
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失シ タルコ トー 一 財力 ヲ麼 シテ、 目前 職權ヲ 維持 セン トス ルハ、 是帝國 一一 忠ナル 所以 ナ ルカ。 不肖 新 平與ス ルコト 

能 ハサ ル 所以 ナリ。 寧 p 是等ノ 徒ハ嫌 惡スル 處トナ ルモ、 所信 ノ 忠言 ヲ進メ テ成ヲ 期セサ ル へ 力 ラサル ナリ。 

これ は 伯の 大陸 經營 に關 する 极 本義の 最も 忌 悼な き 披瀝の 一 つであった。 それ は 伯が この 原稿の 欄外に、 紛_^^を以 

て、 「此 旅順經 營談ヲ 以テ、 單ニ旅 順 二： 15 スル t^:^ ト ナス ナカ レ。 之 レ大ニ 全局 一一 關スル 方針 ノ定 マル 所ナレ ハ ナリ」 

と、 自記して ゐ るに 見る も、 明瞭で ある。 さう して 伯が 此處 まで 思 ひ 切って 論じ 得られた の は、 對 手が 伊藤であった 

れば こそであった。 

伯 はこれ によって、 心中の 磊塊を 吐き 盡 したる ものの 如く、 突如と して 筆 を 止め、 最後に この 問題に 對 する 伊藤の 

援助 を、 次の 如く 求めて、 この 長文の 終りと して ゐる。 

以上 內 一一 ハ實業 的 經營ヲ 定メテ 對外威 制 カヲ備 へ、 外 一 1 ハ 開放 的 主張 ヲ完 ゥシテ 新興 國ノ 生面 ヲ開 キ、 內 外相 待 

チテ我 力 大陸 發展ノ 精力 ヲ養ハ ンコ トハ、 滿洲經 營ノ大 精神 ナル ヲ信ス レ トモ、 之ヲ 率言グ テ信ヲ 一 世 二 取 ラン 

力 如 キハ、 固 ヨリ 某 不宵ノ 能クス へ キ所ニ 非ス。 是某カ 閣下 元勳國 老ノ地 望ヲ仰 ィテ、 一 唱 ノ點提 ヲ望ム 所以 ナ 

リ。 窃カ 一一 意フ 一一、 閣下 幸 一一 微意 ノ注ク 所ヲ諒 トシ、 赫々 ノ勳名 堂々 ノ 位望ヲ 以テ、 之ヲ 當樞諸 公一 ー論サ ハ、 諸 

公 敢テ領 察信受 セスン ハ アラス。 果シ テ然ル コト ヲ得ン 力、 旅 順 經營ノ 方按、 敎育 政策 ノ便. K ノ 如キ、 某 隨テ之 

ヲ唱 へ、 周旋 努力 庶幾 ハク ハ其成 ルヲ期 セン。 邦家 ノ慶 ナリ。 一世 ノ 美事 ナリ。 某ノ 今日 閣下 一一 望 ム所此 一一 過ク 

ル ハナ シ 0  - 

閣下 我 カ對韓 宗主 權ノ 名實ヲ 世界一 一彰 明セ ラレ タル ノべ 「日 一一 際 シテ、 西 二 ハ萬國 平和 會議正 一一 開ケ、 大小 諸邦紛 


紛 トシ テ iw^ 相 ，フ。 獨逸垒 帝ノ材 力、 米 國大統 M  ノ威 望、 列國 政治家 ノ 間- 1 標著セ ラル 、 コト！：^^^ノ如シ。 東 

洋興國 新 文明 ノ 面目 ヲ字內 一一 表示 シ 聖 天子 ノ盛德 大業 ヲ シテ頭 €： 轿然 列國百 王ノ上 一一 超出セ シ メンコ トハ、 邦 

家正サ 一一 其 人 アル ヲ耍 シ、 其 事 アル ヲ耍 ス。 我 力 滿洲ノ 戰勝滿 韓ノ綏 營ハ、 明 力 一一 之 力 地ヲ成 シ機ヲ 供スル モノ 

一 1 非 スャ。 日 東 誰 力 帝 IS ヲシ テ隆ナ ラシ ムル。 眼中 ノ 英雄 之 ヲ 閣下 一一 望 マサル へ 力 ラサル ナリ。 

この 長 信 に對 する 伊藤の 返 翰 は 見 當らな い。 

しかし 後に 記す 嚴島 にての 快談、 並びに 翌年 伊藤より 接 到した る 長 信 等に 徵 すれば、 この 一封の 手翰が、 水上の 手 

n 曰の ごとく、 無 答に 歸 したる ものでなかった こと は 窺 はれる。 

.  ヒ、 山 本 權兵衞 へ の 封 逢 I 

旅 順 を 少なくとも、 滿蒙 文教の 中心地と 爲 さんと する 伯の 志 は、 著々 として その 緒に 就きつつ あった。 しかしな が 

ら、 その 第一 投手 は、 この 地に ある 鎭守府 所管の 器械 工場の 移管 を 海軍より 受 くる ことにあった。 而 して、 海軍より 

これ を受 くるの 方 は、 時の 海相に して、 同鄕 竹馬の友 たる 齋藤實 に 求む る は、 一見 容易なる が 如くに して、 實は 却つ 

て 後年に 禍を 船す の ことなるべし。 しかす 海軍の 大御所、 山 本 權兵衞 に 交渉 せんに は。 

それが 伯の 周到なる 用意であった。 この 問題に 山 本の 同意 を 得る こと は、 文裝的 武備 論 を 海軍の 首腦 部に 植ゑ 付け 

る 所以で あるから だ。 

依って 伯 は、 上掲 伊藤 宛ての 書の 他に、 次揭の 封書 を、 折から 歐洲 旅行より 歸 つた 山 本權兵 衞に途 つた。 
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山 本 海軍 大將 閣下 

脩 程恙. なく 旣に旋 歸を吿 く  0 歐山米 水 風雲 如何 0 遙 かに 謦欽を 想 ふに 祌馳 に滕 ふるな L0 側かに 承る。 星軺 過る 魔 冠 蓋 逄迎相 5^- 

み、 樽 組の 問 情 を 通し、 ^利 を 制せる 所以の もの 蓋し 少 からず と。 戰驅ー 出^ 際に 周旋し 上 襟に 照へ 下 輿 5? ど 慰む。 重臣 

賢勞 果然 虚しからず 0 邦家の 爲に慶 せ さるべ からさる なり。 

某滿洲 に人リ しより、 四 涉訪察 日に 消 埃 を 思 ふ。 ffll 創 局 未た 久しから す、 投る 所の 事宜お ほ 支 吾 多 其 問 事情 或は 特に 之を閣 

下の 酌 裁に 訟 へさる へから さる を感 する も 5 あり。 爲 めに 翹企 以て 旋施を 候したり き。 今 歸駕旣 に 解く。  S しく 速 かに 之 を 言 ふ 

へし。 他な し。 滿 洲 殖民 政策 上 旅 順 經營の 問題 是れ なり。 

旅 順 か 露 US 手中に 在る や、 金 湯 居然 東洋の * 鎖たり。 其の 經蒈 施設？ 規模 を觀 るに、 意 長く 計 誠に 來 鼓に 媿ち さるもの 

タノし。 一 且 帝威の 占領に 歸す るに 及 ひて は、 攻守の 形勢 旣に變 し、 旅 順 は 終に 等閑 5 一海 口た るに 過き す。 之 を 國 防の 上より 言 

へば、 復 た：. nu.K を投 して 露 國の舊 規を撫 する の 要な し。 之 を 經濟の 上より 言へ は、 以て 殖民 鯉 商の 重 地と なすに 足らす。 常 年 東 

洋 問題の 燒點 たりし 世界的 大 軍港 は、 今や 夕陽 閑 淡の ー古戰 場と なり 了れ り。 夫れ 帝 國の自 便より 打算し、 一大 達觀 より 之 を 一一 H 

はば、 今 H 旅 順 を 措いて 天涯の 一 閑地と なす も、 货 力に 輕重 する 所 あらさる へし。 然れ共 試みに 列國. W 觀の 地に 立ちて 之 を觀る 

に、 旅 順の. i 營を 等閑に 附 する は、 是れ帝 II 自ら 常 年 武力 必爭の 本旨 を 欺き、 向來 租借の 必耍を 否認す るに 幾く、 他 R 沾 廷の規 

首、 列國の 疑資、 或は 端 を此に 啓か さらん こと を 保す る を 得す。 故に 某が 意 を 以て 之 を 言 ふに、 列國 をして 帝 興の 旅 順 經營、 否 

其 利用、 明かに 露 n の舊 S- に 勝る？ K 績を 承認せ しむる に 非 すん は、 戰滕 SSI 惯、 國 威の 官； 暢、 未た 遺坊を 免る、 こと を 得さる 

なり。 然れ とも 此等 S 利用 經營 も、 要するに 遠く 之 を 旅 順の 將來に 慮りて、 著 K 工夫 を 下す に 非され は、 一時の 苟計 却て 初來の 

放任に^ かさる の 侮 を貽す こと あらん。 熟慮す るに、 旅 順 將來の 計、 此地區 を 以て、 帝國 海外 保護領 土に 於け る 一大 敎育 機關設 

備の 域と なすに 若く はなし。 

閣下 今！： 歐洲に 入り、 獨逸敎 育 事業の 盛を視 て、 之 を 往年 遊 學の舊 光景に 比し、 果して 何等の 感を惹 かれた るか。 將た 昔時 百 敗 

不振の 獨 逸が、 俄かに して サ廿 佛戰爭 の 勝者と なリ、 三十 年 來歐洲 に 湖 跨して：：： に 起 色 ある！ W 以 5 もの を 察し、 獨逸敎 育 政策の 效 

果に 於て 如何の 感を懷 かれし か。 ス トラ ス 堡大學 の聲愤 が、 ァ ルサス a 1 レ ンの 統治に 對 して、 如何に 深 大の妙 用 をな すか。 將 


た 近年 以來獨 逸 業敎 育？ 發達 宇内 に 冠絶し、 8-* ェ藝ハ 隆盛 阈本を 培養す る こ と 厚く、 陸海 軍備 赏カ の 洪拾滚 々として！ S きさ 

るの 事 K に 翻し、 果して 幾何の 感解 を-取られ しか。 此等 。事迹 は 某が 絮說を 要せす。 顧 ふに 閣下 。業. U 二！ K 相 を 詳悉 せ、 りる、 听 

ならん。 今 夫れ 關束半 ftl の 我に 於け る は、 ァ ルサス 雨 州の 獨 逸に 於け る こ. 似さる か。 苦佛 戰後獨 逸が 其教靑 政策、 術 的 成に 

藉 りて、 能く 佛人^ 勃の 反動 心を銷 する こと を 得たり し は、 滿洲 問題 上帝^の 前鑑 となす に 足る へき 好事 例たら さる か。 

^；^か大^發展の能事は、 啻に 一 偏の 武力に 待つ のみに 非す して、 平時に 於て 豫め勝 を 文教に 制 L、 緩急 不拔の 望 を 彼我 ほ 心に 收 

むる S 效 たる や、 亦- W ほ獨逸 S 佛國に 於け るか 如き もの あるに 非 さる か。 

旅顺が 帝^ 保識 領土に 於け る 一大 教育 地た るに 適する 所以の 要を擧 くれは、 第一 に 内^ 學制 上の 系統的 牽掣を 離れて、 純然 自ら 

§2； 際 的 便{ 且扭綠 を 取り得へ きに 在り。 第二に 地理 恰も 滿蒙 淸韓 Q 中 點に當 り、 內 國 有爲 カ子 弟 を 吸引して、 大^ 發展 q 器 識を饑 

成せし むる に 便なる のみなら す、 聲愤 の播す 所、 露 淸滿韓 人士の 來學 を惹 き、 東洋 一角 特色 カ敎育 地と して、 不拔 资望を 中卟 

に 張る こと を 得へ し。 第三に 山河 史迹 の存 する 所、 敎育上 特種の 精神 氣魄を 支持し、 國民的 名譽心 を鼓勵 する に 足る へし。 第 四 

に 內地敎 宵界柔 媚淫奢 S 餘弊を 避けん と 欲する もの X 爲 めに、 唆 整 質- 贺 Q 薪 天地 を 供す る こと を 得 へ し。 第五 に氣候 風： g の 感化 

は、 大陸 的 人材の 養成に 必要なる へし。 其 外 多 般の便 {且 を擧 けんと 欲すれ は數ふ へき 所此に 止まらす。 要するに 我 滿洲經 上の 

面目と、 大陸 發展 策の 要素と は、 適 i 旅 順に 於て 其 理由 を 一致し、 旅 順 5 爲 めに 將來の 定計を 迫りつ \ ある も 5 なり。 

此 等の 考按 を赏行 せんと 欲すれ は、 固より 僅々 年月の 能く 完成す へき 所に 非す と雖、 假し今國家の認許を得て^3ちに之に著手せ 

ん とする に 臨ま は、 首と して 土地 建造物 設備の 問題に 逢 著す へし。 旅 順の 現況 は此 問題の 解決に 對 しても、 亦 多大の 便せ を 具へ 

たる ものと 謂 はさる へ からす。 然るに 此便 {且 事情 か 却て 一 件 難解の 問題と なり、 特に 閣下の 聽 認を累 はさ \ る へ からさる の 間 題 

とな リて存 する に 至リて は、 亦 某が 遣憾 とする 所な り。 

旅 順 は 我 か 都督 府？ 在る 所な リ、 鎮守府の 在る 所な リ、 要塞 司令部の 在る 所な リ。 帝 國官衙 一 听に相 依り、 協力 同憂せ しく：^ に 

一格の 成 策 あるへ L。 然るに 其實 況を訪 ふに 及 ひて は、 文武 官憲 分 背岐畤 して 情意 疏 通せす、 各 i 其 權域を 封 植す るの 急なる や、 

滿洲 利害の 仝 題に 於て、 何等の 統一 を 有せ さるに 論な く、 旅 順 一地の 經營に 於て 一 も 調和 を存 せす。 鎭守府 要塞 は 多大の 地積 建 
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造 物を據 有し、 之 を荒廢 不用に 委して 顧みされ とも、 都督 府の 需要に 對 して は尙ほ 担む に 軍用 軍機の 醉を 以てして 鹿せ さるな リ。 

事 此の 如く なれ は、 都督 府も 亦虚懷 己れ を 忘る X こと 能 はす、 職 守 Q 相 異る所 巳む を 得へから すと 云 ふと 雖、 抑 i 各お 衙 冷眼 相 

視て 日に 旅 順 を荒替 し、 露 人 積年の 貽 せる 所を舉 けて 寒烟零 蕪に 委す るか 如き は、 何等の 不面目 不經濟 そや。 今日 未た 列^ か 日 

本の 能事 徒に 戰伐破 接に 在りて、 建設 事 功に 及 はさる の戮 笑を騰 くる こと を 聞かさる は、 ほ 其 幸に 非す や。 

某 か 先つ 閣下 の 高見 を 叩 か んと 欲する 所 は、 他日 旅 順に 於け る 鎭守府 所管 の 器械 工場 を舉け て、 之を學 校に 附す る の 說に 賛同 を 

辱う する こと を 得へ きか 否やに 布り。 現在 工場の 鎮守府に 於け る や、 其 用甚た 疎に して、 維持 K に 不經濟 なり。 且つ 假令ひ 之 を 

學 校に 移す も、 學校獨 り 之 を 奈何と もす へきに 非す。 器械 H 學獎勵 の 結果 は、 精巧の 技術と なりて、 依然 文武 官衙の 用に 併せら 

れ さる を 得す。 鎮守府 は 軍に 獨守 小營 の. 煩 を 除く のみに して、 其用闕 けす、 而も 學校は 之に 依りて ほく 日 新の ェ學を 供給す る こ 

と を 得へ しと すれ は、 國 家經濟 5 得失 1=; に 打 尊 を 要せ さるもの ぁリ。 且つ 旅 順 は ra 塞の 地な り。 ^弊せ りと 雖、 尙ほ我 か 軍儎上 

の 重 地たり。 若し 現狀に H 循し て、 爲 めに S 勢 挽囘の 策を講 する ことなくん は、 一朝 有事の 日に 際り、 陸海 軍需の 徵用、 物資の 

供給 之 を 何れの 處に 仰かん。 此 意義に 於け る學校 政策 は、 亦 赏に旅 順 をして 軍用 を 補給し、 一般 商工 を 助長し、 一座 殷庶の 天府 

たらしむ へき 所以、 是れ 閣下の 一考 を 請 はんと 欲する 所な り。  . 

以上 接する 所 は、 理{= ^しく 先つ 之 を 海軍大臣に 提 商す へし。 顧みる に 現任 海軍大臣 は 某の 熟 まなる か 故に、 最も i 几し く K 接 商量 

を 試む へきに 似たり。 但 公私の 際 他 娥入リ 易し。 萬 一 累を此 提按の 通 塞に 及 ほす か 如き こと あら は、 寅に 満洲 時務の 不祥たり。 

某 之か爲 めに 隱忍 以て 閣下の 歸朝を 待てり。 今 乃ち 隙等敢 へ て 之 を 閣下に 鳴らす 所以の もの-は、 某 誠に 閣下 老成 S 見と 各國 歴遊 

の 新 智識と を 仰いて 更に 一一 一思 を 加 へんと 欲すれ はなり。 

旅 順 新學制 S 大體 は、 殖民 的 人材の 養成 を 以て 本旨と し、 赏業諸 科に 併行す るに 語學 軍事 敎育を 以てし、 其學生 高等科 笫に 於て 

五 千 人、 中等 程度に 於て 二 萬 人 を收容 する に 足る の 設備 を 置き、 來學 方法の 如き も 亦 特別 制度 を 定めん と 欲す。 旅 順 民 問 將來の 

繁榮 も、 亦 標準 を此 に取リ て、 一定の 商業地た る を 得へ きなり。. i 費 其 他の 事項に 涉リ、 閣下 若し 其 詳を問 はんと 欲せ は、 重ね 

て 方按を 具陳す る も 亦 難から す。 今 稍 i 大意 を舉 くるの み。 閣下 其 主旨 を領 し、 所 言の^ 否を囘 示せられ は此を 幸甚と なす。 


八、 旅 順 工科 學 堂 

かかる 苦心と 裔 闘の 結 ST 漸く 出來 上った のが、 旅 順 工科 學堂 であった。 しかも この 學堂 は、 果して 伯の 庶幾した 

るが ごとき 的に 使用せられ たり や。 また これによ つて 旅 順 は、 大陸 經營の 文化的 中心地た るの 實を備 へたり しゃ。 

伯 は 幸俱樂 部の 講演に おいて、 それ を 次の 如く 述べて ゐる。 

旅 S の 軍港に 御出でになった 方は此 席に も 多 からん と 存じます が、 露 西 亞の時 は 盛大の ものであった。 所 力 日.^ 

に讓與 後の 今日に なって は、 火の 消えた やうな もので、 露西亞 時代の 建物 は 壞れる 計りであります。 

外國 人の 眼から 見る と、 日本人 時代と なつてから 何ん と 云 ふ 態で あるかと 云 ふやう になり ましたが、 是は あすこ 

に 吾って、 帝國の 使命 を 持って 居る 者の 苦しい 所で あるの みならす、 實に 帝國の 非常なる 損失で ある。 そこで 之 

を囘復 する 良策と して 工科 大學堂 を 設立す る 事に いたしました。 

皮 也 は 申 上げる 迄 もな く 三十 七、 八年戰 役の 歷史の 地であります。 從 つて 學生 修養に 利益が あります。 帝 國の學 

生 を中學 から 大學 まで 人れ ると、 一人が 十五 圓づっ 一箇月に 使っても、 一 萬 人 来れば 十五 萬 圓づっ 落ちる 譯 にな 

る。 家の 崩れる の やら 町の 壌れ るの を 抑へ る ことが 出来る。 之 を兵營 のみに て 維持す る こと は 困難で ある。 しか 

も大 なる 海軍 工廠が あるから、 之 を 直ちに 工科 實習 場に 充てる ことができる。 さう して 其の 計畫の 良策た る 所^ 

は、 若し 一朝 籠城し なければ ならぬ と 云 ふ 場合 ありと 假定 せんに、 露 西 亞繁榮 の 時代に は 常に 數 萬の 人が 三窗月 

間食 ふ 丈け の 物資が！^ へて 居った けれども、 今日は 一 萬の 人が 一箇月 食 ふ 丈け の 物資が 接れ て 居らぬ， 從 つて 諸 
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生活 資料が 悉く 減少し、 軍事上 物資 集散の 策源地に ならぬ と 云 ふ 程に 衰微 を 極む る 故に、 之 を 文裝的 武備の 點か 

ら言 つたならば 甚だ 憂慮に 堪 へざる 次第です。 家 は 壤れ、 町は潢 され、 米 や 物資 は 乏しくなって ゐる。 

又 芝 S 不 から 商船の 往來 は、 百艘も 二百 艘 もあった ものが、 十艘か 二十 艘 しかない ことにな つて、 昔日の 繁 榮は更 

に 見る ことので きぬ 非常なる 衰運 を來 すならん と 信じました。 4r 日旣 にさうな つて 居ります。 漸く 今日は 都督 府 

の 役人の 食 ふ ものと、 若干の 陸軍 海軍の 人の 衣食 を充 たす に 足る 丈け の 物より 外の 物資 はない。 

かくして 创 立され たのが、 旅 順 工科 學堂 である。 しかし それ は 決して 十分に、 伯の 素志 を實 現した もので はな かつ 

た。 伯 は 支那 人の 民族性 を 理解せ すして、 徒らに 準 墨の 例規に より、 事 を 律 せんとす る 官僚の 弊の ために、 折角 設立 

せられた る 旅 順 工科 學 堂が、 立ち腐れの 有様に 墮し たこと を慨 して、 續 いて 次の 如く 述べた。 

依て 工科 學堂を 十分の ものにしたい。 而 して 日本人が 學 堂に 充ち滿 つる やうになります ると、 支那 人が 初めて 人 

學を 切望す る ことになる。 此學 堂の 計畫 を、 最初より 支那 人 を 入れる 學堂 とする が 結； W 得策 だが、 日本人 を 人れ 

る學 校なら 不用な りとの 議論が 內 地に 起り ました。 今 尙醫學 堂に 付いて 議論が あります が、 支那 人 は 日本人の 這 

入って ゐる學 校に どうぞ 入れて 下さいと 云って 來 るが、 初めから 支那 人 を 人れ る爲 めに 建てた 學 校に 這 入れと 言 

つても 來る 者で はない。 是 はどうしても 內 地の 諸君に お分り 惡 いこと であります。 臺灣 でも さう です、 臺灣人 を 

人れ ない 學校 だと 云 ふと 是非 人れ て SK れと云 ふ。 

總て 斯う 云 ふ ものであります。 そこで 此學 堂の 卒業生 を 以て、 一部 は 滿洲鐵 道の 用に 供し、 一部 は 支那 內 地に 於 

ける H ンヂ 二  — ャの アツ シス タ ン ト とする ことが 出来る やうに して、 ェ學も 十分に やらせる やうに したならば、 


非常に 良い ことで ある。 又 日本人 も 旅 順に 來て 居る 爲 めに、 南 滿洲に イン テレス トを 持って 住居し ようと 云 ふ 傾 

きから 良策な りと も 思 はる。 之 を 都 # 並びに 當 時の 役人に 話した のです が、 なかく 半分 わかりで 十分に 徹底し 

ない のであって、 到頭、 工科 學 堂と 云 ふ 名は附 いたが、 妙な 高等 工業 學 校の やうな ものに なって、 今存 して 居り 

ます。 そこで 私 は 素 望 を 達しないで 困った のです が、 幸 ひに して 其 卒業生が 非常に 支那に 寳れ た。 非常に 成功し 

た。 そこで 私の 目的 を 達する 學 校ではなかった が、 辛うじて 之 を繼續 する 必要 を認 むる だけにな りました が、 是 

れは 誠に 目的の 百 分の 一 しか 達して 居らぬ ことが 殘念 であります。 又 良い 學 校に する 爲 めに、 西洋人 杯 も 俯って 

來て、 化、 他 種々 設備 もしたい のです が、 都督 府で是 れに金 を 出す こと は 色々 の經 費の 關 係で 出来ない。 そこで 滿 

洌 3^ 道 の 方から 金 を 出 してやる と 云 ふこと になります ると、 之 を 私立に するなら ば 許す が、 公立 e せ 立 では 相 *: 

ら ぬと 言 ふ。 こ こ に 至って 此ビ ュ ー 口 クラシ ー の 弊は實 にた まらぬ もの になつ て來 るので すが、 それならば ig 洲 

鐵 道で やります と 言 ふと どうなる かと 云 ふと、 やはり 官吏 は 尊ばれて、 正 何 位と 云 ふと 有難が る 支那 人 は、 どう 

して もれ 立で ない といけ ない。 日本人 も 俗情で、 官吏で なければ 其 人 を 得難い。 そこで 官立の 工科 學堂 として 存 

立して 居って 相 當の學 者も往 つて 居ります が、 まだ 不完全の ことであります。 

かくの 如くに して、 旅 順 工科 學堂は 振 はす、 伯の 旅 順 經營策 は、 不十分なる 實現 しか 見る ことができなかった。 故 

に 伯 は 慨然と して 言 ふ。 

此爲體 では、 大陸 發展の 植民 政策 を 遂行し 得られ ませう か。 私の 曾て 之が 準備 補充 策と して、 工科 學 堂と 云 ふ 後 

光の 射す もの を 起して、 豫 備中學 と共に 萬 千の 學生を 集め、 周圍は 有名なる 戰 勝の 地です から、 其 養成 上 耳：：：： の 
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料に 富み、 少し 警察 取締 を 整理せ しむれば、 畢生の 品行方正に、 修養 を 精み、 日夕 我が 帝國 の名譽 ある 歴史の 地 

を 散歩して、 土地と 共に 健全なる 學 生の 發達を 遂げ、 大陸に 大和民族 發展の 极據地 を 築く こと 容易なる ベく、 滿 

洲 都督 兼大學 校長と して、 東亞 和平の 重鎭 たるべき 襟度 を備 へられん に は、 此 地の 物資の 聚散 は 勿論、 拓殖の 功 

を 全うし、 露國 に讓ら ざる 經營 を爲 さん こと 疑な きものな るに、 今 全く 其 望 を 失 ふこと に 相 成って 居ります。 

此計畫 の 宜しき や 否や は 別と 致しまして、 意 を 用ゐる 所、 蓋し 斯の 如くであった のです が、 出来ない。 今日の 人 

は 斯様なる ことに 意 を 用 ゆべ しと 爲すゃ 否やに 付いて、 更に 疑問と する やうに 相 成つ て來て 居ります。 

しかし 乍ら、 伯の 所謂 「文 装 的 武備」 の 政策 は、 旅 順 工科 學堂 について こそ、 十分に 實を 結ばなかった けれども、 

南 滿醫學 堂、 中央 研究所、 東亞 經濟 調査 局 その他に おいて、 燦然た る 光 を 放つ やうに なった。 

九 大連 病院と 南満 醫學堂 

新植！ ^政策の 要諦 を、 武力よりも、 經濟 よりも、 寧ろ 文化に 求めなければ ならぬ と考 へて ゐた怕 は、 その 文化の 中 

の 最も 具體 的に して、 且つ 民衆に 最も 强大 なる 迫力 を 有する ものと して、 三つの ものに 著 目した。 

曰く 宗敎。 曰く 敎育。 曰く 衛生。 

上田 恭輔は 語る。 

伯が 生前、 始終 話されました こと は、 植民地に は 先づ第 一番に 學校を 持へ、 それからお 寺 を 建て、 次に 病院 を完 

備 しなければ、 移住 に 永住 心 を 起す 事が 出来る もので はない と 云 ふこと で、 其の 理想に 基いて、 南 滿洲鐵 道 も 


經營 され、 教育 方面に は 15 科 大攀を 始め、 工業 專門學 校、 農業 學校、 商業 學校、 鐵道學 校、 男女 中學 校と 共に， 

日 支 人の 爲 めに 何十 校の 初等 學校 を經營 し、 衞生 方面で は、 大 連に は 建築費 だけに 六 百 五十 萬 圆も掛 つた 東洋 一 

の 病院の 外、 奉 天の IS 科大舉 病院と 共に、 滿洲 各地に 二十 八 箇所の 病院が 設立され ました、 またお. f> に 致し まし 

て も、 怫敎各 宗の寺 あり、 基督 敎會 あり、 澤 山の 祌社 あり、 大 連の 汽車 工場の 如き 約 四 五 千 人の 人が 働いて 居り 

ます 所な ど は、 會 社が 指定した 一 區域內 に、 敎會 とお 寺と 神社が 一 緒に 對時 する 珍現象が 見られます。 普通なら 

ば宣啤 して 仕樣がない ので ありませ うが、 何分に も會 社の 出資で 建立した のであります から、 寓事回 滿に行 はれ 

て 居ります。 又植： 地に は、 兎角 子供の 爲の娛 樂機關 が輕視 される 傾きが あるが、 それで はいかぬ と 云 ふ 所から、 

到る 處に 子供の 娩樂 機關を 施設し、 冬期 長い間、 一. 面 雪で 被 はれる 滿洲 であるから とて、 大きな 溫窒を 建て、 始 

終い： w 々とした もの を 見られる やうな 施設 を 持へ ると か、 或は 各地に 大規模の 公園 を 開設す ると か、 斯う 云 ふ 所 ま 

で 絶えす 注意して 居られました。 

. ^のうち 大^ 病院に つ いて、 田中淸 次郞は 次の 如く 語った。 

们 ぶって 後 も、 大迚 病院 は 益. -發展 し、 東洋 一と 稱 せられる に 至って ゐ るが、 伯 は 就任と 同時に、 植尺 地に は 1£ 

者の よいの が 一番 必要で あると カ說 せられた。 これ は 一面に 支那 人 を 懐柔す る 方策と しても 考慮され てゐ た。 の 

みならす、 支那 人のう ちに はいろ/ \ 奇妙な 病氣を 持って ゐる ものが 多い から、 醫學 上に も 硏究村 料が 多く ある 

だら うと、 伯 は 認識して ゐられ たらしい。 

ひとり 大述 病院の みならす、 滿洲 における 病院 及び 衛生の 設備 は、 伯の 總裁 時代に 置きた る 基礎の 上に、 目覺 まし 
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き 發達を 示した。 これ 「滿鐵 十 年史」 (七へ 五 ー 六 頁) が、 誇り を 以て、 

會社 ハ 政府 命令書 一一 依リ、 醫院其 他 ノ衞生 施設 ヲ 爲 ス へ キ 義務 ヲ負擔 ス。 蓋シ 衞生 施設 ノ 完備 ハ 、 居 § 出 ノ 定住 

心 ヲ起サ シムル 所以 一丁 ンテ、 移住 ヲ獎 勵シ、 延ヒテ 會社ノ 業務 ヲ發 展セシ ムルト 同時 一一、 我 勢力 ヲ 扶植 スル 所以、 

應 一一 地方 經營ノ 第一歩 タルへ キコト 明 ナルヲ 以テ、 業務 開始 以來、 費用 ヲ 文：： マス、 煩累 ヲ辭 セス、 汲々 トシ テ事 

一一 從ヒ、 漸ク 完備 ノ域 一一 達. セ ン トス。 殊 一一 醫院 一一 至リテ ハ、 其 設備 ノ 整頓 セル、 滿洲及 支那 全國 一一 冠 タル ヲ疑 ハ 

ス。 な 「ャ 我カ醫 術漸ク 支那 一一 普及 シ、 且 ッ北滿 地方 ヨリ 露 人ノ遠 ク來リ テ診ヲ 求ムル 等、 稍 濟生賑 民ノ實 ヲ擧ク 

ルヲ得 タル ハ、 會社ノ 最乇滿 足 スル所 ナリ。 

と 記せる 所以で ある。 なかに も 伯の 所謂 「文 裝的 武備」 に、 覿面の 效 * を 及ぼした の は、 奉 天に おける 南 滿醫學 堂で 

あった。 その 設立 經過 について、 「滿鐵 十 年史」 (へ」 ハ六— 八 人 七 頁) の 記す ところ は、 次の 通りで ある。 - 

滿洲 一一 醫術ヲ 普及 ス ルハ、 會社ノ 文明 的 使命 ノ 一  端タ ル ト共 一一 、 支那 人 綏撫ノ 要訣 一一 シ テ應 一一 會社ノ 努力 ス へ キ 

所 二 係リ、 而シテ 醫術ノ 普及 ハ醫 師ノ 養成 ヨリ 急ナル ハ ナキヲ 信シ、 會社ハ 早 ク滿洲 一一 翳學 校ヲ設 クル 一一 意 ァリ、 

其 調査 準備 ヲ爲ス コト數 年、 層. -奉 天總督 其他ノ 支那 官憲 ト交 涉シ、 其 賛同 ヲ求 メ、 計畫熟 スルヲ チ、 明治 四 

十四 年 六月 關 東都 赞ノ 認可 ヲ 得テ、 奉 天附屬 地-一 南滿醫 學堂ヲ 設立 シ、 同年 六月 南 滿醫學 堂 規刖ヲ 制定 シ、 同年 

九月 關 東都 齊 ヨリ 專門學 校 令 第四條 一一 據リ 設置 ノ 認可 ヲ得 タリ。 其 程度 ハ 高等 專門 學校ト シ、 醫學 科、 藥學科 二 

分チ、 修業年限 ハ豫科 二 年、 醫學科 四 年、 藥學科 三年、 硏究科 一年 以上 トシ、 學生ハ 定員 本科 二百 名、 豫科百 名 

(後 六十 名 一一 改正) 研究科 二十 名 トシ、 本科 學生 ハ中學 卒業 者ヲ 採用 スル モノ トシ、 .1. 义那 人ハ此 程度 ノ舉生 ヲ得ル 


コト 困難 ナ ルカ 故-一、 特-ー 豫科ヲ S キ、 相當ノ 素養 アル 者ヲ 採用 シ、 二 年間 日本語 及 普通 學ヲ敎 校シ、 .4 科-一進 

人セ シム。 斯ノ如 クシ テ 支那 醫ヲ 養成 スルト 同時 二、 將來 此方 面 一一 活動 ス へ キ 日本 翳師ヲ 養成 スルヲ E 的 トシ、 

：;^ ッ 日い 乂 協同 ノ實ヲ 現 ハス 爲 一一、 奉天總 ヲ名 f: 總裁 一一 推 スコト トシ、 時ノ總 哲趙雨 iii- 氏ノ 快諮ヲ 得、 雨後 1: に 代 

ノ總将 張 錫 氏、 段芝贵 氏、 張 作霖氏 逐次 就任 セリ。 

そして 伯 は、 幸俱樂 部の 講演に おいて、 旅 順 工科 學 堂の 不完全 を 歎じた る 後、 直ちに 言葉 を績 けて、 南 滿翳學 堂に 

つき、 次の 如く 述べ てゐる G 

之に；；^ して 醫學堂 はな か.. （- 良い 人 を雇聘 して、 陸軍の 軍 醫に其 儘 コンマ ン ディ レンして 貰 ふこと にした が、 此 

間の 改革で 罷 めて 了 ひました。 幸に 今 居る 河 西 博士 その他の 醫學士 は、 せ界を 離れても 是 れに從 事しょう と 云 ふ 

イン テレ ス トを 持って やって 犬れ るから {且 し いが、 どうも 支那に 對 して は 官吏で なければ 面白くな いけれ ども、 

此醫學 堂が 非常に 成功 を 仕 かけて、 奉 天 總督府 を 始めと して、 日 支 融和 文明 輸入の 爲 めに 功 を 成して 居る。 此等 

の計畫 でも、 日本に は 商業 的 植民 政策 はまる でない ので ある。 そこで 列國の 土地 に對 する の關 係から 言 ひま 

すると、 宗敎 的の 關 係が 甚だ 必要です が、 臺灣 でも 此缺 點の爲 めに 餘程 困ります C 所が 醫學 校の 效果と 云 ふ もの 

は それ を 補 ふに 有力でありまして、 臺灣 でも 醫學 校が 非常に 效果を 奏して 居る" 是れは 後藤が 藪醫者 だから あん 

な こと を 言 ふの だと 言 ふ 者 もあります が、 構 はぬ。 實際大 なる 效果が ある。 前日 臺灣の 統治 を 助ける に ffi 大の效 

果 があった と 同様に、 やはり 令 度 滿洲に 於ても 非常の 效果を 擧げて 居る のであります。 是 れが爲 めに 日本の 文明 

と接觸 せし むる 便 {且 が 甚だ 犬であります。 例へば ベ ストの 流行のと きに 於ても、 彼等 は 彼等の 醫者を 以て やる と 
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一一 一一 口って、 よほど 锐 蝶して 來た。 奉 天 總督府 、殊に 废紹 儀の 如き は、 亞米利 加の 醫者を 以て 當ら しめんと したが、 

日本の 醫畢の 進歩に 敵し 兼ねる ので 非常に 閉口した。 斯う 云ふ譯 で、 文裝 的の 意味 を 以て ある 好 武器 を 取りて 侵 

略す ると 云 ふこと は、 植 政策の 甚だ 必要なる ことで、 あの 土地の、 水久 占^の 上に 基礎 を I はくに は 有力の もので 

あります。 

そして また ：！：  く。 

滿洲鐵 道の 本社が 奉 天に 進む ことに 付いて は、 日本の 滿洲 政策の 中心 點を 其處に 持って来る ことになる 故に、 嫌 

ひで あるに 拘ら す、 奉 天に 醫學堂 を 建設す ると 云 ふこと に 付いて は、 非常なる 歡迎を 以て やって 居る ので ありま 

す。 それから 之に 對 して は 彼等の 宗 敎的關 係の 醫員 (支那 側の 宗教 的醫 員) が 非常に 反抗して 居る。 けれども 我 

が 醫學の 其の 勢力の 及ぶ 所に は、 到底 抗抵し 能 はざる やうに なって 居る のであります。 早く 言 ふと、 奉 天の 醫學 

堂から 後光が 射して 居る。 此 後光の 射して 居る 所に は、 其の 光り を 仰ぐ やうに なりつつ あるので あります。 

伯の 所謂 「文 装 的 武備」 と は、 實 にかくの 如き を 言 ふので あった。 

一 〇、 東亜 經濟調 查 局 

伯 は 嘗て、 米國の 政治 學者ビ ー アド 博士が 「評論 之 評論」 誌上に 於いて、 世界の， 有する 唯一 人の 「科學 的 政治家」 

と 激賞した やうに、 仕事 を するとき、 常に 科學的 研究 を 基礎と し、 學俗靴 進 を 志と して ゐた。 それが 調 杏： S となり、 

研究所と なり、 試驗 所と なり、 又學 校と なって 現 はれた ので あるが、 殊に 伯が その 方面に 於いて、 最も 永久 的な；： 止 跡 


を ®- したの は、 滿鐵時 に 作った 東亞 經濟 調^ W と、 東京 市長 時代に 起した 東京 市政 調茶會 とであった。 

しからば、 この 東亞 經濟調 杳局は 如何にして 起り しか。 伯 は 幸俱樂 部の 講演に 於いて、 次の 如く 語った。 

抑. -巴 里の クレヂ ー • リオ ネ ー と 云ふ大 銀行 は、 皆さん 御 承知の 通りであります が、 其處 に調杳 局が ありまして、 

日本の 公債の こと 經濟 のこと 興業 上の ことな ど、 なんでも 分る やうに なって 居ります。 字引 を 引く やうに して 引 

出せば 日本の 所が 直ぐ 出る のでありまして、 先年 私は往 つて 之 を 見まして 驚きました。 其 後 プロ フヱ ソル .チー 

スが獨 逸 經濟雜 誌に 書いた 此 論文 を 見まして、 いっか 經濟 調査： IS 如き もの を 稀へ た いと 思つ て、 毫灣に 居る とき 

から 考 へて 居りました。 所で 此南 滿洲鐵 道の 總 裁に 爲 りましても、 實際私 は 斯う 云ふ大 W に當る 知識がない ので、 

何 か 調 杏す る機關 がな いと 任務 を完 うする ことが 出来ない と 思 ひまして、 どうしても 之 を 興さなければ ならぬ と 

考 へました。 そこで 大 興業に 於け る經濟 調査 部と 云 ふの を飜譯 させまして、 方々 に 披露して 之を挤 へる ことに 致 

しました。 さう して 此チ ー スと云 ふ 人 を 亦 W せて 此處に 主任に 呼ぶ ことに 致しまして、 岡 松 博士 を n 本人の w 長 

と 云 ふ 地位に 据 ゑまして、 チ — スと云 ふ 人 を 以て 主任に 致しました。 

かくして 東亞 經濟 調査； S が 設立され たの は、 明治 四十 一年 九月 十四 H、 伯が 滿鐵を 去れる 後であった。 その 設立：：： 

的 は、 同 W 發行の パンフレット 「東亞 經濟 調査 局 概況」 に據れ ば、 次の 通りで ある。 

我 國經濟 調 茶 機關の 始祖と も 云 ふべき 東亜 經濟 調査： S は、 第一 次總 裁男體 後藤 新 平氏の 計畫に 基き、 明治 四十 一 

年 九月 十四 n を 以て、 時の 總裁中 村是公 氏に より、 東京 支社 內に创 立せられ たり。 

思 ふに 木； W 設立の 第一！： 的 は、 M 界經濟 特に 東亞 經濟 に關 する 諸般の 資料 を i 鬼 集 整理し、 之 を 基礎と して、. 日本 
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及滿蒙 の 經濟的 立脚 點を 知悉 せむ と 欲する にあり。 當時旣 に 本社 に 調査 課の 存 する あり、 主として 滿蒙及 支那 の 

經濟 政治 法律 等の 調査に 從 事し、 著々 其の 實を 擧げ つ、 ありし も、 新與 日本 帝 國及滿 蒙發展 の將來 は、 必すゃ S 

其の 世界 經濟 に參 加す る 程度の 厚薄に 依って 決せら るべ く、  g 世界 經濟を 無視して は、 日本 及滿 蒙の 經濟 問題 解 

決 は、 終に 霧中に 彷徨す べしと は、 力り くも 先覺の 士の齊 しく 認定した る 所な りしな り。 

次に 設立の 第二 目的 は、 本 に 於て 鬼 集 整理せられ たる 資料と、 調査と を出來 得る 限り 公開して、 以て 一般の 利 

用に 供し、 日本 帝國及 世界の 文化に 貢獻 する 所 あらしめ むと 欲する にあり。 

我 南 滿洲鐵 道 株式 會社 は、 日本 唯一 の 植民 會社 なり。 植民 會 社なる が 故に、 決して 單 なる 會 社に あらざる なり。 

之れ S 日本 政府が 我 社 株式の 半數を 所有し、 ゆ 理事の 任命 權を 留保し、 ^幼稚 産業に 從事 する ものに あらざる 我 

社に 對 して 六 分の 配當 を保證 し、 S 鐵道 沿線 附屬 地に 於け る 土木、 敎育、 衛生 等に 關し、 必要なる 施設 を 爲すこ 

と を 命令せ る 所以な りと す。 我 調 杏お が 社會的 貢獻の 任務 を 有する こと も、 亦實 に此植 isc 社と L ての 使命 遂行 

の 一 に 外なら ざるな り。 

この 東亞 經濟 調査お の 設立 は、 日本 內 地よりも、 むしろ 海外に、 顯 著なる 出来事の 一 として 報道 せられた。 當 時の 

フランク フル タ ー • ッ アイ トウ ング は 報じ て 曰く。 

後藤 男爵 ハ 一九 〇 八 年 七月 遞信 大臣 一一 任セ ラレ、 會社 ヲ辭ス ルャ、 從來！ 1 總裁タ リシ 中 村 氏 代 ハリテ 其後ヲ 繼ク。 

後藤 男爵 ハ 由 來學問 的 板 本 的 性向 ヲ有ス ルノ 人、 其會 社經營 一一 對シ テ モ、 亦 學問的 封れ 助 ヲ與へ ン トシ、 一九 〇 七 

年 七月 -ー 於テ 京都 大學！ ^法 教授 岡 松 博士 ヲ歐洲  一 I 派遣 シ、 遂 一一 南 滿洲鐵 道 會社內 東亞 經濟 調査 局ノ 設立 ヲ見ル 二 


至ラ シ メタ リサ" 調 茶 w 設立 ハ、 佛國 銀行 「タレ ヂ—  • リオ ネ— J  ノ 財務 調査：：？ ノ 組織 ヲ校 範トナ セリ" 岡 松 博士 

ハ .J 一一  柰灣 一一 於テ 類似 ノ 調査 研究 ヲ ナ シッッ アルガ、 東亞 經濟 調査 ilS 設立 ノ爲メ 一一  歐洲 一一 於ケル 此種諸 機關ヲ 視 

察シ、 义同 W 顧問 トシ テ獨逸 經濟學 者ヲ雇 慵スル 一一 決シ、 「ダン チ " ヒ」 高等 工業 學校 敎授 ーチ ー ス， 一 博士 ヲ招 

^セ リ。 氏 ハ從前 ーハ ンブ ルグ ァ メリ 力」 汽船 會社 ニ於テ 類似 ノ 事業 ヲ 經營シ タル ノ經驗 ヲ有ス ルノ ミナ ラ ス、 

此ノ 招聘 ヲ受 クル ャ、 廣 ク歐洲 各國ヲ 旅行 シ、 此種 機關ヲ 視察 研究/上、 一九 〇 八 年 十月 末 東京 一一 赴任 シ、 爾後 

調査： W 設立 一一 努力 セル ノ 結果、 已ー 一十一 月 二十日 一一 於テ 現在 ノ 東亞 經濟 調査 局 設立 成リ、 普ク 海外 一一 其 設立 ヲ報 

セリ。 後藤 男！ S: ハ 今お 滿鐵會 社の 庇 謹 者 一一 シテ、 且 ッ隱レ タル 指導者 ナ ルガ、 當時 設立 ノ勉章 中 一一、 東亞 經 1^ 調 

杏 W ヲ 以テ、 日本 ガ常  一一 明シ タル 東亞 一一 於ケ ル門戶 開放 政策、 及ヒ 公平 ナル 競爭ヲ 促進 シ、 且ッ 援助 スルー 一^ 

益セ ン トス ルノ 皆 ヲ述へ タリ。 

そして この 調査 ほの 內容 は、 「滿鐵 十 年史ー (九 〇 人， 九 0 七 頁) の 次の 記事が、 やや 要 をつ くして ゐる。 

同 W ノ 設備 ハ 、 獨 佛等ノ 著名 ナ ル 銀行 會社 一一 設 S セラ ル ル 調査 W 叉 ハ 記録 W ヲ 校範ト シ タルモ/ 一一  シ テ、 外/ 

ぉ衙、 顯著ナ ル經濟 的 諸 機關、 大興 業者 ト氣 脈ヲ 通， ン、 各種 ノ報吿 及 材料/配付 ヲ 受ケ、 傍ラ 常時 東 丙ノ新 閜、 

雜誌、 書籍 等ヲ渉 獵シテ 材料 ヲ m 集シ、 而シテ 此等ノ 村 料 ハ之ヲ 秩序 的 一一 彙類 整理 シテ、 ( 一 ) 本局 事務 及 他ノ經 

濟調^ 所、 (二) 鐵道、 (三) 旅行、 旅館 其 他、 (四) 航海、 港灣、 運河、 河川、 (五) 鍍山、 石炭、 (六) 工業 及 農業- 

(七) 財政 及國 債、 地方債、 (八) 銀行、 (九) 植： 土地、 移 (十) 勞働 問題、 勞働者 保護 制度 殊- ー鐵 道及鑛 山- 

關スル 1$^ 働 者 保護 制度、 (十一 二 般經濟 及 外國貿 =r 及 (十二) 東亞 經濟 一一 分類 シ、 更ー 一十 ニノ 各項 ハ國刖 一一 細分 
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類セ ラレ、 其 細分 類セ ラレ タルモ ノハ其 內容ニ  W リ、 再 ヒ細小 分類 セラ レテ收 藏シ、 隨時 調査 引用 ノ便ニ 供スル 

ト 共 一一 、 本 W  ノ鬼集 ニ係ル 東亞 ノ 經濟狀 態 一一 關スル 材料 ハ、 之ヲ 前 記ノ 同局 ト 交通 ス ル 內 外諸國 / 經濟 的機關 二 

配付 交換 シ、 ^セ テ會 社、 官衙其 ノ他ノ 依頼 一一 依リ、 各種 ノ調查 一一 從ヒ、 諮問 一一 應シ叉 外國ョ リノ 質問 一一 答 フル 

モノ トス。 而シ テ本 W ハ 獨 リ遍ク 資料 ヲ 蒐集 シ、 以テ 研究 參考ノ 料 一一 供 スルノ ミナ ラス、 時 一一 或ハ 經濟事 一一  關 

ス ル 調査 報 吿ヲ發 表シ、 殊 一一 東亞 ノ國狀 ヲ外國 一 1 紹介 シテ、 住々 陷リ ^キ 彼我 ノ 誤解 ヲ防 キ以テ 意思 ノ疏 通ヲ圖 

ラ ン トス。 本 W  ノ期ス ル所如 此廣汎 ナリ。 故 一 1 其屬ス ル所ハ 固 ヨリ 我會 社ナリ ト雖、 一 般經 濟社會 一一 貢獻ス ル モ 

亦 本 W  ノ  > ^が 望 スル所 ナルヲ 以テ、 世 ノ特志 者 二 シテ^ クモ 當局ヲ 活用 セラ レン 一一 ハ、 勉メテ 便 {q- ヲ 圖リ、 以テ所 

期ノ 一  端ヲ實 一一 セント スル モノ ナリ。 

この 調査 n;^ の 成立の 最初から 關 係して ゐた松 岡 均 平 は、 次の ごとく 語った。 

伯の 調査 局 設置の 第一 理由 は、 滿鐵の 事業 は 日本と して 初めての 經驗 であり、 しかも 植ぉ會 社で ある 關 係から、 

單に 日本人の 見解ば かり を 注入す る だけで は 不十分で ある、 是非 外國 人の 考へも 含有 させて おかねば ならぬ と い 

ふので あった。 

第二の 理由 は、 その 頃滿洲 における 日本の 種々 なる 事業に 就いて、 諸 外國の 一部から 或は 門戶 開放と か、 機會均 

等と か 云 ふやうな 嫉視 的な 意見 も 叶-かれて ゐ たので、 日本が かう した 議論の 爲 めに， 解 を 受ける 惧れが ある。 從 

つて 諸 外 國に對 して、 日本が 何 か 利己主義な 事 を やる であらう とい ふやうな 事が、 外國 人の 頭 を 支配す る やうに 

なると、 日本の 發展 策に とって は、 大 いなる 障礙を 生じない とも 限らぬ。 かかる 障礙を 除く 爲 めに は、 日本人が 


i£ 明したり 辨 明したり する よりも、 外國 人の 口 を 通して 表現せ しめる 方法 を 執る がよ い。 或は 义、 外 s: 入 中の 相 

當 識見の ある 人に 意見 を聽 いた 上で 發 表する 方が、 外國 人の 心理 作用に 及ぼす 影響が 效果 的で あると いふに あつ 

た C これが 爲 めに 外 國 人の 顧問に は、 伯 は 相當な 高給 を 支給す る やうに 取扱 はれた。 餘 りに それ は 高給 過ぎる と 

日本人の 一部で は 異論が 生じた 程であった。 伯 は、 顧問になる 人は單 なる ー學究 であって はいけ ない とい ふ考へ 

であった。 チ ー スの 後に は ウイ ー. トフ ェ ルドが 來 任した が、 ：吶 氏と もに すぐれた 人であった。 殊に ウイ ー ドフ ェ 

ルドの 如き、 又と 得難い 人物であった。 

更に 第三の 理由と して、 伯 は 滿洲で 支那 人を敎 育しょう と 云 ひ 出された。 伯の 眼識 は 頗る 廣大 であった。 この 結 

お、 旅 順に 工科 學 堂の 如きが 建設され るに 到った のであった C 

しかし 日本人の うちに は、 支那 人を敎 育す ると 云 ふ 事 は 敵に a を 貸す やうな もの だとい ふ 見地から、 伯の 昆 解に 

對 して 異議 を 挾む もの もあった。 しかし 伯 はか かる 見解に は斷 然反對 せられた。 東亞に 於いて 事 を 成さん とする 

ならば、 日本人と して、 日本の 文化 を郯 邦にまで 浴せ しめて やる とい ふ 事 こそ 日本 精神で ある。 若し 日本が この 

仕事 を 成さないで 拱手 傍觀 して ゐ たなら、 必す ゃ米國 ゃ英國 が、 かう した 種類の 仕事に 手 を 著け るに 相逮 ない。 

伯の 意見に 對 する 反 對論 11 かかる 誤解、 迷妄 を 論破す る爲 めに は、 外國人 をして 提^せ しめる がよ いと 著 眼 さ 

れ た。 勿論 チ I ス氏 以後の 外人 顧問の 議論 は、 外人で なければ 云へ ない 議論ば かりではなかった の だが。 

かう して あら はれる 意見 11 公平なる 立場から 生す る 意見 は 非常に 參考 になり 各種の 方面に 於いて 役立った。 殊 

に 日本人の 海外 發展の 方策に 就いては、 多大の 貢獻を 致した のであった。 事實、 伯 は 巧みに これ を 利用され、 そ 
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の 利益 を 十分と みとめて ゐられ た。 チ— ス 氏に 就いても、 伯 は その 識見 を 十分み とめて をら れた。 

さらに 松 岡 は、 進んで 伯の 學 問に 對 する 態度に ついて、 次の ごとく 語った。 

伯 は极本 的に 學問を 尊重した 人であった。 サイ H ンス、 自然 科學に 就いての 理解が 深かった。 それ は 初めは 翳學 

を 修められた 事に 原 S する ので あらう けれども、 從 つて 學 者の 缺點も 知って をら れた。 同時に 科 學の實 際 上の 效 

能 を も 十分 認めて ゐられ た。 それで 例の 學俗會 を 組織 せられた のであった。 

學者 はこれ を 尊重し なければ ならぬ と 言って ゐられ た。 此の 見地から 事業の 經營 にしても その 基礎 は 感情 を 交へ 

す、 冷靜な 統計、 調査から 出發 しなければ いけない とい ふの が、 伯の 意見であった。 勿論、 當 時に 於いて は、 相 

當な村 料 を 集めて これに 基いて 立論 するとい ふ 事 は 可な り 行 はれて ゐた。 英國 あたりの 流行であった。 伯の 憂慮 

せられた 事枘 は、 村 料が 不完全で、 都合の よい 材料ば かり 集めて 立論 するとい ふ點 であった。 「何の M 的で」 と 

いふ 事な しに 事實 を事實 として 平常から 用意して おけば、 議論が 公平に 行 はれる。 第二に 村 料と 云 ふ もの は、 科 

學 的に 分類し なければ 利用 出来ない。 調査 局が 設けられて ロ錄が 作成せられ、 ボ— ィに 番號を 示せば 五分 以內に 

どんな 材料で も 集まる やうに なった。 がし かし、 この 內容 分類に 幾 n かかった か 分らぬ。 この 分類 は 相當に 各般 

の 事柄に 知識 を 持って ゐな いと 出来ぬ 事で、 初めの 間 は大學 出身者 を 採用して 三年 やらせなければ、 十分に わか 

ら ぬと いふ 有様であった。 

現在 日本に 存在す る 調 杏機關 のうちで 働いて ゐる 人達のう ちに は、 かって 滿鐵で 働いて ゐた 人が 非常に 多い。 鬼 

に 角、 公平なる 判斷を 下し 得べき 村 料 を 常に 利用し 得べき 狀 態に 整理 分類し、 雜誌、 新閱、 著述、 營 業報 吿 等の 


類 を 比な、 如上の 意味に おいて 保有した のであった。 

從 つて 調査 とい ふけれ ども、 それ は 資料 局卽ち に相當 する わけであった。 外部に 對 して： J が 勸く埸 

合、 世間に 了解し 《^ い 名 稱を用 ふるが よいと いふ 事に なって 「調査 局」 と名づ けられた のであった。 

伯 は 後年、 內 閣に大 調査 局 を 設け、 これに 統計お を 合併 するがよいと 主張され たが、 伯の 在世中に はとう/. \實 

現しなかった が、 かかる 調 茶 機 關は必 す 將來に は 出来る と 思 ふ。 

この 東亞 經濟 調査 W こそ は、 伯の 生み落し たる 愛兒の 一 人であった。 伯 は 純然たる 政治家と して 活躍す る やうに な 

つても、 依然 その 愛育 は 怠らす、 事 ある 毎に これ を 援助 庇護した し 幸俱樂 部の 講演 會 において、 この 調査： S のこと を、 

自畫 自賛して、 次の 如く 語って ゐる。 

是れに 依ってなんでも 報告が 分る やうな 調査 機關 になって 居りまして、 <! 「では 帝 國大學 の圖書 館に iid くよりも、 

經濟 上の 關係 のこと は 經濟調 局の 方が 良い と 云 ふ 位に なって 居る のであります。 (中略) 此 事柄に 對 して、 帝 

國大學 の 敎授を 始めと して、 西洋人の 敎授も 心 ある 人は贊 成して 居る のみなら す、 色々 研究 をす るのに、 みな 此 

處に來 て 便 {=| を 得て 居ります。 此頃は 帝 國大學 に經濟 學のゼ ミナ I ル硏究 室の 便が 開かれました から、 新舊の 村 

料が 總て 集められました。 ゆし 世界の コルレス ボ ンデ ン ス をして 居る の は、 此滿鐵 調査お より 外にない ので あり 

ます。 各大 銀行に も 調査 局 はあります けれども、 斯う 云 ふ システム， になって は 居り ませぬ。 ^し 或は 諸君が 裨覽 

になつ て、 もう 少し 斯う 云 ふこと を やったら 良から うと 云 ふお 考へも ありませ うし、 まだ 完全と 云 ふ 譯に往 きま 

せぬ けれども、 先づ此 調査 局 は 東洋に 於て 唯一つ の ものである。 (中略) 先 づ是れ に 依て 世界の コルレス ボン デ 
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ンスを 取る ことと、 こちらから も、 亞細亞 に 於け る經濟 調査 局 の 通信 をして やる ことにな りまして、 此事 枘が亞 

米 利 加に 於て、 日本の 南 滿洲に 於け る專橫 とか 横暴と か 云 ふ 非難 を 避け 得る ことな どに も、 犬なる 效カ ある もの 

に 成りました。 亞米利 加の 學者 をして、 なるほど 此の 日本の 施設 は、 果して 滿洲に 於て 專横 ゃ橫： 《A を爲す もので 

な い、 其經 營はシ ステ マチック であると いふ こと を 知らし むる ことに 非常に 效果を 得た のであります。 

一 一 、 満鮮 歴史地理 調査 

東亞 經濟 調査 と 並んで、 伯が 日本の 學界 に寄與 した 貢獻の 一 つ は、 滿 鮮應史 地理 調査 事業で あらう。 

この 事業 は その 影響が 廣汎 であった ために、 却って 4r 日に 於いて は、 未だ 世上 一般の 認識 を 得て ゐな いが、 恐らく 

は 五十 年、 百年 後に は 伯の 一生の 事業のう ちの、 最大なる ものの 一 つと して、 見返される であらう。 殊に n 本 尺 族 が- 

そ  の 發祥の 地で ある 滿 蒙より 丙 比 利 亞の奥 へ 進出す る ことの 深くなる につれ て、 この 地方の 科學的 研究が、 その 實際 

的 效果を 生じて くるで あらう から、 その 時に 至って、 この 滿 鮮應史 地理の 研究 事業の 價 値が、 正當 に評價 せられ、 政 

治 家と しての 伯の 文化史 上 に 於け る 地位 も 亦、 再認識 せら れ る 日が 到来す るで あらう。 

伯が 明治 四十 一年に 滿鐵 支社 內に滿 鮮應史 地理 調査の 一部 を 設けて より、 七 年に して 「滿 洲歷史 地理」 二 冊、 同附 

圖 一 帙 十九 葉、 同獨逸 語譯を 出版し、 九 年に して 「朝鮮 應史 地理」 二 冊、 「文 綠慶 長の 役」 一冊 を 出版した。 その後 

不幸に して この 部は廢 せられた が、 その 事業 は滿鐵 補助の もとに、 東京 帝 國大學 文 學部內 に 於いて 繼繽 せられ、 雨來 

昭和 九 年に 至る 間に 三百 頁 乃至 七 百 頁の 滿 鮮歷史 地理 研究報告 書が 十三 冊まで も發 行せられ た。 又文學 博士 白. お 库吉 


監修の 下に、 この 調 茶 事業に 從 事した 稻葉 岩吉、 箭内ー n ；、 池 內宏、 津田左 右吉、 瀨 野馬 熊、 松 井 等、 和 田 淸の七 名の 

內、 稍 紫、 箭內、 池內、 津 田の 四 名 は文學 博士の 學位を 得、 箭內、 池內、 和 田の 三 名 は 帝國大 學敎授 に、 稻葉、 瀨野 

の 二 名 は 朝 史 編修 〈n: に、 津田、 松 井の 兩名は それぐ 早稻 田大學 敎授、 國學 院大學 教授に 任ぜられた。 今日 世界に 

誇る 我が 東洋史 學の發 達 は、 これらの 人々 によって 推し 進められ たもので あり、 又 世界に 於け る 我が 東洋史 學の 地歩 

は、 この 十數 冊の 滿 鮮應史 地理 報吿 によって 占められた ものである。 昭和 六 年 九月、 滿洲 事變の 起る や、 邦人の 滿洲 

に對 する 關心は 一時に 深められ、 本書の 書價 は： f 騰 して 數百金 を算 する に 至った。 滿 洲に關 する 研究 文獻 にして 眞に 

、水 遠の 生命 を 有する もの は、 本書 を 以て 白眉と 爲 すと は、 蓋し 識者の 定評で ある。 

抑 もこの 事業の 起すべき こと を發 起した の は、 文學 博士 白鳥 庫吉で ある。 白鳥 博士 は、 明治 三十 八 年の 春、 歐米遊 

學の 旅より 歸 朝し、 歐米 人の 亞細亞 研究の 精 總に感 すると 同時に、 我が 邦に 亞細 亞學の 興らざる を 嘆 じ、 一日 東京 帝 

國大學 山. 上 御 殿に、 同大 學總長 敎授を 首め、 亞細亞 の 研究に 關心を 有する 學者 凡そ 七、 八十 名を會 し、 亞細亞 の 研究 

は、 日本の 學界の 世界 文化に 對 する 使命なる こと をカ說 し、 亞細亞 研究の 學會を 設立 せんこと を 唱道した。 併し 當時 

の 日本の 學界 は尙ほ 西洋 崇拜 の舊 套を脫 せす、 横文字の 研究に 非 ざれば 研究に 非す と考 へた 時代であった から、 博士 

の^ 言 は 冷笑 を 以て 迎 へられ、 亞細亞 研究の 學會 は、 終に 設立せられ 十して 罷んだ C 博士 は 深く この 事 を遣憾 とし、 

この 上 は 獨カを もって この 目的 を 貫徹 せんこと を 期し、 殆ど 三年の 間、 政治家 實業 家を說 いて その 援助 を 求めた が、 

多く はこ れを 以て 畢 者の 閑 事業と 看 傚し、 博士の 言 に 耳 を 傾ける もの がなかった。 併し 士の 知 灰に して 當時 文部. h、 

せであった 淨柳 政太郞 は、 博士の 舉に 賛同し、 博士に 紹介 狀を與 へ、 敎 ふるに 滿鐵總 裁 後藤 男に 說 いて その 援助 を 請 
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ふべき を 以てした。 博士 は 大いに 菩ん で、 當時逗 子の； 一;^ 公の 训莊に 病 を 養って ゐた伯 を 訪ね、 亞細亞 研究、 特に 滿洲 

朝鮮の 研究の 必要なる こと を樓說 した。 

研究 調査に 熱心なる 伯 は、 博士の 言を聽 いて 卽刻 快諾 を與 へ、 明治 四十 一年 一月より 麻布 區锂 穴なる 滿鐵 支社 內に、 

滿 鮮歷史 地理 調査 部なる 一部 を 設け、 博士 を その 主任に 囑 託し、 箭內、 稻葉、 松 井、 池內、 津田、 瀨 野の 五 人 を 研究 

員に 囑 託した ので ある。 

博士 は、 「滿 洲應史 地理」 第一 卷の 序文に 於いて、 本 事業 開始に 至る までの 經 緯を說 いて 次の 如く 敍 ベて ゐる。 

囘顧 すれば、 旣に六 七 年の 前と なれり。 露 51 亜戰 役の 局面 收 まりて、 南 満洲の 經濟 的經營 が、 我が 國民 によりて 著 手せられ、 朝 

鮮に對 する 保護と？ 1 發 との 任務が、 また 我が 國 21? の 頭上に 落下し 來 りし 時、 余 は學術 上より 滿韓 地方に 關 する 极本的 W 究を なす 

の 急務なる を唱說 したりき。 其 意、 蓋し 二 あり、 一 は 滿韓經 營に關 する 實際 的必耍 よりす る ものにして、 他 は 純然たる 學術的 

地より する ものな リ。 現代に 於け る 諸般の 事業が 確實 なる 學術 的甚 礎の 上に 立つべき ものなる は 言 を俟 たずして、 滿韓の 經營ま 

た 固より 然ら ざる を 得ず。 然れ ども 我が 國 民の 此の 地方に 對 する 學術的 W 究は、 ほ 幼 確の 域に ありて、 K 際 的 事業の 指針た る 

に 足る もの 未だ 多から ず、 之 を 余が 專攻 せる 史學の 上に 見る も、 其の 政治 史、 其の 民族的 鼓爭の 事蹟 すら、 なほ 未だ 11 明せられ 

ざる もの 太 だ 多く、 幾多の 民族が 其の 盛衰 興亡の 跡 を 印せ し 白山 黑水 は、 喑雲 深く 之 を 鎖せ るの 感 あり。 半 島^が 我が 1； に對し 

て 密接の 關係 ある は、 今と 古と 異る なく、 而 して 牛 鳥に 於け る 風雲の 動搖 が、 常に 滿洲の 曠野より 起り、 從 つて 満洲 も、 また H 

ちに、 我が 國 運の 消長に 關 する もの ある こと、 古 もまた 今に 同じ かりし を 思へば、 此の間に 於け る 民族的 競 爭の眞 相 を 究明して、 

現 時の 形勢が 由來 する ところ を 知悉す る は、 經世家 の 決し て 等閑 視す る 能 はざる ところなる に、 史學 の 狀態 の 此の 如き は 腐 に憾 

むべ し。 思 ふに 一般の 學 術界、 また 之に 似た る ものな きに あらざる べし。 これ 余が 滿韓 に關 する 學術的 研究の 急務 を 叫びた る理 

由の 一 なリ。 次に 之を學 術の 上より 見る も、 從來 祕密の 慕に 閉 されたり し滿韓 Q 地が、 新に 我が 國 民の 前に 開放せられ たる は、 


學界が «a ほなる 研 5;- の 題材 を 供給せられ たる ものにして、 學 術に 志 ある もの は、 玆に 其の 新 研究 を 試むべき 絶好の 機せ を 得た る 

を 感ぜざる を 得ざる なり。 而 して 其の 地の 事物が 我が 國民 生活と 密接の 關係を 有し、 或は 現在に 於いて 我が^ は。 to^ 營に 委せら 

れ、 或は 過去に 於いて 我が^ K 文化の 要素と なりし ものなる を Er 、ば、 之れ が 研究に 從事 する は、 我が^の ffi. 者の？ W にね 擔 すべ 

き 任務なる のみならず、 更に 考 ふれば、 これ 亦 やがて 我が 國 民が 世界の！ cf 術に 貢默 する 所以の 道な りと いふべ し。 m 欺の 學 者が 

東方の 研鎮に 努力せ る こと 多华、 自然界の 現象よ リ 人種、 言語、 宗敎、 學術、 丈藝等 諸般の 人事に 至る まで 彼等に よりて 其の 幽 

の^かれ、 其の 微の顯 はされ しもの 甚だ 多く、 而 して 其の 地 城 は 波斯、 印度の 如き は 言 を俟 たず、 中央 ffi 細 亜より 支那の 老 文明 

國 に 至り、 西 比 利 fSi の喊 野より、 安 南の 半島に 及び、 亜 細亞の 各地 を 通じて 彼等が 試みた る 學術的 研究の 功績、 眞に 驚歎すべき 

もの あり。 我が 國の學 者、 また 赏に 之に 依賴 し、 東洋の こと 西 人の 敎を俟 つて 始めて 知る を 得べ しとす。 吾人 は 西 歐の學 者に 對 

して 甚 g£ なる 尊敬と 感謝との 念 を 抱く と共に、 吾人、 東洋の 國 民が 世界の 學 術に 對 して 爲す ところ s-i! きを 思 ふて 慚愧 に堪へ ざ 

る もの あり。 た 滿洲 及び 朝鮮に 至りて は、 其の 地の 僻遠なる ため、 西 人の 研究 尙ほ 未だ 及ばざる ところ 多き が 如し。 然るに 今 

や 其の 地、 幸に して、 我が 學界の 前に ii 放せられ、 而 して 之に 對 する 我が 國 民の 地理 上 及び 文化 上の 關係は 其の 研究に 特殊の 便 

を與 ふ。 我が 國の學 者 は 此の 機 を 逸する ことなく、 此の 地方に 於け る あらゆる 事物の 研究に 力 を 塞し、 其の 成績 を 捧げて^ 界 

の學 術に 貢獻 せざる ベ からざる にあらず や。 これ 余が 滿韓 研究の 急務 を 叫びた る 第二 の 理由な リ とす。 然れ ども. 疎 術の 研究 は、 

資を耍 する こと 多くして 科 人？ 力よ く 之に 堪 ふべ きに あらず。 又た 相關 すると ころ 廣 きに 涉るを 以て 志 を 同じう する も； 2 力 を 協 

せて 之に 從事 する にあら ずん ば、 其效 杲を舉 げんこと 難し。 是に 於いて 余 は 余の 專攻 せる 史學 上の 研究 を 滿韓に 向って ii み、 W 

せ て 世問斯 の 學に志 ある もの に 研究 Q 便^5:- を 供す ベ き 何等 か の 方法 を畫 せんとし、 時の 文部 次官 澤柳政 太郞氏 の 介 により、 之 

を當 時？ 南 滿洲鐵 道 會社總 裁 男爵 後藤 新 平氏に 諮れ リ。 男爵 は 幸に 微衷の あると ころ を諒 として、 之に 賛助 を與 へん こと を 快諾 

せられ、 余に 委任す るに 滿韓史 の 調 杏 を 以てせら る X に 至れ リ、 是に 於いて 余 は 四 五の 同志 者 を 學界に 索め、 明治 四十 一年 一月 

よ リ问會 社の 一室に 於いて 之が 研究 を 11 始せ しなり。  . 
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そして その 研究 內容 及び その 分擔 について は、 白鳥 博士が 伯に 提出せ る滿洲 歴史 調 茶 報告書に、 卽ち 次の 如く 記載 

せられて ゐる。 

上述 ノ主 3:! 一一  基キ、 地理 ノ 研究 ハ其 ノ對象 ヲ遼代 以後 トシ、 松 井 等、 箭內 一旦、 稻葉岩 吉ノ三 名 之 一一 當リ、 松 井 等 

ハ遼金 時代 ヲ、 箭內 亘ハ元 代及ビ 明初 ヲ、 稻葉岩 吉ハ明 末 及ビ淸 代ヲ、 各ぶ 分 ン、 先ヅ 遼河ノ 流域 卽チ盛 京 省 

方面 一一 於 ィテ其 ノ硏究 一一 從事 シ、 諸般 ノ 問題 ヲ 討尋 シテ、 其 ノ 解決、 頗ル 要領 ヲ得 タル ヲ信 ズ。 又 唐 代 以前-一 於 

ケル 史料 ノ 編纂 ハ池 內宏、 津田左 右吉 ノニ名 之 一一 任シ、 池 內宏ハ 肅愼、 扶餘、 沃沮、 糠 柏、 烏桓、 鮮卑、 榦竭及 

ビ激 海ヲ分 檐シ、 並 一一 滿洲ト 密接 ノ關係 ァリ、 之が 研 礎 一一 缺クべ カラ ザル 韓地ノ 史料 ヲ 攻究 セン ガ 爲メ、 現存 セ 

ル 最古 ノ 史籍、 三國 史記ノ 分解-一 從 事シテ 之が 史的 價俯ヲ 11 明シ タリ。 津田 左右 吉ハ契 丹、 奚、 窒棠、 並 一一 滿洲 

一一 多大 ノ 影響 ヲ及ボ シ タル 奴ト突 厥トヲ 分 $S シ、 又タ刖 一一 滿洲 文化史 及 種族 志 攻究 ノ爲 一一 必要 ナル宗 敎及ビ 尺 

族 一一 關ス ル 資料 ヲー 鬼集シ タリ。 

尋 いで 白鳥 博士 は、 遼 以後に 關 する 滿鮮 歴史地理 研究の 成果と、 肅愼、 抉餘 等の 唐 以前の 滿洲： IJ^ 挨に關 する 史料の 

集積と を 基礎と して、 上代に 於け る滿鮮 史 地理の 研究に 進み、 稻 葉岩吉 をして 漢代 を、 箭內 K をして 漢代 及び 南北 

朝 時代 を、 松 井 等 をして 隋府 時代 を分擔 せしめ、 ； 勉、 七星-霜 を 問し、 大正 二 年に 至って 一先 づ その 研究 を 纏め 

た。 これが 二 冊の 「滿. 洲膀史 地理」 と ー帙の r 滿 洲賊史 地理 附圖」 である。 

これより さき、 伯 は 白鳥 博士 等に 命じて 滿洲の 地 を 旅行せ しめ、 實地踏 在に よって 史蹟 を 明かなら しめた。 明治 四 

十一 年 七月、 白鳥 博士 は、 ^爾賓 より 吉林 方面に 旅行し 箭內、 稻葉、 松 井の 三人 は 朝 陽、 北 票、 錦 州 等の 所謂 遼西道 


方面に 旅行した。 この 旅行に 於いて、 .R0 博士が ゅ爾 {n の领事 川上 15:、 彥の 助力 を 得て、 c 城に 於いて 僭 凝 海の 建てた 

る 上京 府の碑 を發兑 し、 これによ つて. 水 年學界 未決の 問題であった 金の 阈都を 確定した るが 如き は、 東洋史 研究 史上 

に大喾 すべき 出来事であった ので ある。 

次いで 大正 二 年 十一月、 滿鮮 史調查 部 は、 津田左 右吉の 起稿になる 「朝鮮 歴史地理」 二 冊 を 刊行し、 績 いて 同 三 

年 八月、 池 內宏の 起稿に 成る 「文 綠慶 長の 役」 を 刊行した。 

なほ、 fti? 博士が、 朝 に 旅行した 際、 一 日 京 城に 於いて、 一室に 山積 せられて ゐる 朝舴圖 書の 一群 を發 見し、 手 

附金を 交付して その 全部 を 買って 歸 つたが、 殘金 一 萬 五 千圓を 引受けようと いふ 篤志家がない。 そこで ig: 十： は 伯に 請 

うて これ を 滿鐵會 社の 所有に 移さん とし、 伯 は 直ちに これ を聽 した。 これが 「朝 鮮 歴史地理」 の 材料と なった こと は 

言 ふ 迄 もな い。 

们は、 かやう に 白鳥 博士の 言 を納れ て、 その 研究 を 助ける と共に、 博士の 學 問に 對 して は、 常に 尊敬の 念 を 失 はす、 

これ を 遇する こと る 厚かった。 又 博士 以外の 研究員に 對 しても、 決して 使用人 极ひ をせ す、 独 穴 町の 研究室に 於い 

て は、 しば/\-研究《3!と食^:ぃを共にした。 この 事 は箭內 一：：； 一が 常に 感激 を 以て 人に 語った ところで ある。 

この 事業 は、 伯の 意圖を 承け 繼 いだ 中 村是 公が 滿鐵總 裁の 職に 在る 間 は、 無事に 繼績 せられた が、 野 村 龍太郞 代つ 

て 滿鐵總 裁と なる に 及んで、 副總裁 伊藤 大八 は、 營利會 社で ある 滿鐵 に斯 かる 研究所 は 不用な りと して、 これ を廢し 

てし まった、 時に 大正 四 年 一 月で ある。 

この 滿 ii 據史 地理 調 杏 もまた、 伯の 御 自慢の 一 つであって、 伯 は 自ら 次の 如く 語った。 
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それと 同時に 東洋に 於け る 日本の 特殊なる 使命 を 知らし め、 さう して 東洋人の 東洋に 於け る 活動の 根本 を 明かに 

する 爲 めに は、 歴史的 惯 習の 調査と 云 ふ ものが、 植民 政策に 非常に 必耍 であると 云 ふこと を 認めて 居ります から、 

此 亞細亞 の經濟 調査 局に 附屬 せしめて、 南 滿洲の 1, 史的 調査 を させた のであります。 今日 此處に 之 を 持って 來る 

こと を 忘れました から、 此 次に 御覽に 人れ ますが、 是れ が卽ち 白鳥 文學 博士が 主任と なりまして、 調 _ ^致し まし 

た。 地 圖も獨 逸文で 出來、 說 明も獨 逸文で 出来、 日本 文に も 出来まして 立派な ゆがあります。 それから 種々 なる 

參考品 も 集りまして、 書籍 も 珍ら しい ものが 集って 來 ました。 さう して 此 拓殖に 關係 する 政策 は、 歷 史的 調 茶に 

由て 深遠なる 根本 を 成す やうに なりました。 ここに 一例 を 巾 上げます ると、 朝鮮の 間 島 問題な ども、 此の 如き 調 

査を 了して 著 手す る 順序と なせば 間逮を 生ぜぬ と 思 はれます。 當 世紀の 事業と して、 科學 講究の 基礎に 足らざる 

もの ありし は 惜しむべき ことであります。 さる にても 當調查 局の 據史 調査 を廢 したる、 新滿鐵 重役の 近視眼 的 行 

動 は 不審に 堪 へざる 所であります。 此 歴史的 關 係の 調 茶と は、 世界の 植ぉ 政策 を 攻究す る 學者を 刺戟す る 上より 

して、 俗務の 上に も その 功 有力なる ものである。 

そこで 我が 日本が 南滿洲 に撗： t をす ると 云 ふことの 流傳 を、 學 者の 力 を 以て 自然に 誤解 を說 破す る 様になる。 所 

がな r 度 滿洲鐵 道の 重役の 變更 と共に、 此歷史 部 は 頓に廢 されました。 其 當否は 如何に 世界的に 植：！ 政策 を 發展せ 

しむる 上に 付いて 有效 であるかと 云 ふこと を御覽 下された し。 今日に て は 一 箇 年に 僅か 數千圆 で繼續 が出來 るの 

に、 今 俄かに 之を廢 したる は實に 惜しい ことであります。 

その他 伯の 調 杏せ しめた 重要事項の 一 つに、 經濟 及び 舊惯調 杏が ある。 r 滿鐵十 年史」 (九 〇 五 頁) の 記す ところに 


よれば、 の 通りで ある。 

滿洲 ノ經營 上、 其 經濟的 事情 ヲ 調査 シ、 又 民事 及 商事 ノ 慣習 ヲ 攻究 スルノ 肝要 ナル ハ、 多言 ヲ須 ヒス。 故-一 會社 

ハ 業務 開始 ト 同時 一一、 特 一一 這般ノ 事業 一一 經 驗ァリ 必要 ナル 言語 一一 堪能 ナ ル モノ ヲ 選任 シ、 滿洲及 其 近接 地方 一一 於 

ケル 一般 經濟及 惯習ノ 調査-一 著 手シ、 雨 來計畫 部署 ヲ定 メ、 隨 時滿洲 各地 並 露 領地 方 一一 派遣 シテ 踏茶セ シメ、 或 

ハ 各種 ノ文獻 書類 ヲ徵 シ、 精査 考穀セ シメ、 著々 事業 ノ 進行 ヲ 圖リ、 其 調 茶 報 吿ハ重 耍ナル モノ ハ之ヲ 印刷- 1 附 

ス。 現 一一 舊惯及 法制 調 茶 一一 属スル モノ 十二 冊、 地方 經濟 調査 一一 屬スル モノ 十八 冊、 露 領經濟 調査 七 冊 二 及フ。 

一 二、 中央 試 驗所そ の 他 

社 會科學 的の 研究に、 前揭の ごとき 調査 を 創始した 伯 は、 更に その 專門 たる 自然 科學の 方面に 於いても、 々なる 

研究所、 試 驗所等 を 設立した。 

その 第一 が、 中央 試驗 所で ある。 その 設立 及び 發達 について、 「滿鐵 十 年史」 (八 九 八 —九夏) は、 次の ごとく 記して 

ゐる。 

中央 試驗 所ハ、 素 ト滿洲 一一 於ケ ル殖產 工業 及 衛生上 ノ 鑑定、 並試驗 一一 關スル 事項 ヲ掌 ラシ ムル 爲メ、 明治 四十 年 

十月 關東 都督 府令 第五 十五 號ヲ 以テ 設立 セ ラレ、 同月 假 事務所 ヲ大連 兒玉町 元 商品 陳列 館內ニ 澄キ、 明治 四十 一 

年 一 月 之 ヲ大述 伏見臺 一一 移 轉シ、 雨來 所員 ノ來 任、 機械 器具 等ノ 整頓 ヲ俟 チ、 同年 六月 試驗 規定 ヲ發 布シ、 七月 

ヨリ 業務 ヲ 開始 シ、 一般 公衆 ノ試驗 依賴ー I 應セ リ。 然ル 一一 事業 益發 展シ、 急速-一 設備 ヲ 完成 スルノ 必要 上、 明治 
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四十 三年 五月 之ヲ會 社へ 移管 スル コトト ナリ、 會社ハ 所員、 組織 及 業務 一切 ヲ其 儘繼承 セリ。 雨 來蔡規 一一 依リ、 

專ラ 滿洲ノ 物資 ヲ 材料 トス ル 製造 化學的 試驗ヲ 爲シ、 傍ラ 都督 府ノ委 囑叉ハ 會社ノ 必要 一一 依リ、 各種 ノ衞 生試驗 

及 一 般 公衆. ノ依 賴試驗 一一 從事セ シメ、 成績 見ル へキ モノ ナキ 一一 ァ ラサ リシ 力、 從來ノ 規模 ヲ以 テシテ ハ 到底 産業 

ノ 發達ヲ 促進 スル 一一 足 ラス、 尙 急速 一一 調査 研究 ス へキ 事項 多キ ヲ^、 明治 四十 四 年 東京 工業 試驗 所長 ェ學 博士 高 

山 甚太郞 氏 一一、 中央 試驗 所長 事務 取 极ヲ囑 託 シテ、 之 力 擴張ヲ 計 畫シ、 各 專門ノ 技師 ヲ增 聘シ、 同 四十 五 年 五月 

組織 ヲ 改革 シテ、 第一 部 (分析)、 第二 部 (製造 化 學)、 第三 部 (製絲 染織)、 第 四 部 (窯業)、 第五 部 (隨 造)、 第 六部 

(衛生 化 學)、 第 七 部 (電氣 化學) 及 庶務 部 一一 分チ、 其 內第七 部ノミ ハ追テ 設疆ス ルコト トシ、 其他ノ 各部 ハ 部長 及 

部員 ノ 任命 及 其他ノ 準備 1 一 著手シ タル 一一、 同年 六月 第一、 第二、 第 六部 實驗窒 全部 出火 燒失、 ン タル 一一 付、 一時 業 

務ヲ 休止 シテ應 急設 備ヲ 施シ、 同 八月 ヨリ 試驗 業務 ヲ 開始 スルヲ 得 タリ。 是 ヨリ 先キ 明治 四十 三年 四月 別 一一 開始 

シ タル 製 絲試驗 工場 ハ、 原料 其 他 ノ關係 ヨリ 故障 續出シ 、之ヲ  一 ノ 事業 タラ シムル 一一 ハ小 M 一  餍ノ硏 究ヲ要 スルヲ 

以テ、 同年 十一月 ヨリ 機業 ヲ 中止 シ、 次 テ 明治 四十 五 年 五月 之ヲ廢 止シ、 其 主管 タル 梓 直 製絲ニ 關スル 事項、 杵 

蠶絲ノ 染織 一一 關スル 事項 ヲ 中央 試驗所 ノ 管掌 一一 屬セ シム。 

そして その 成績 は 次の 通りであった。 (前 揭書九 0 三 K) 

從來 施行 シ タル 調査 及 研究 ハ、 滿洲 一一 於ケル 石炭 及 鐵鑛ノ 分析、 試驗、 製 鹽法ノ 調査 大豆 關係 工業 ノ 研究、 高 梁 

^を- g 料 トス ル 「パルプ」 製造 ノ 研究、 梓 S 製絲 方法 及 梓 霊 染織 一一 關スル 研究、 高粱 酒 醸造 方法 及 高 梁酒舶 利用 

一一 關スル 調査 研究、 水質 試 驗法及 衛生 製薬 一一 關スル 研究 等ヲ 主ナル モノ トシ、 其 成績 ハ之ヲ 報告書 一一 記載 シ、 又 


^本ヲ 作成 シ、 試驗 所-一 備 へ.、 希望者 ノ觀覽 一一 供ス。 其 公表 シ タル 研究 調 茶 成績 六十 二 件、 其 他 研究 セル 事項 十 

三 件 ナリ。 而シテ 工場 的 作業 ハ豆油 製 透 場 及 脂肪酸 工場 ノ外 ハ、 目下 尙試 驗屮 一一 屬スレ トモ、 何 レモ 其 成績 見ル 

へキ モノ ァリ。 殊 一一 歐洲 戰亂- 一際 シ、 一般 各 工場 ノ試 製品 ハ俄 一一 需要 激增 シ、 現年ノ 設備 一一 テハ 生産力 ク、 其 

需用 ヲ充ス コ ト能 ハサ ル狀態 ナリ。 

£1: 他 一一 當所ノ 研究 成績 一一 依リ、 社外 ノ經營 者 一一 於テ新 一一 企業 セ ラレ タル モノ、 硬化油 製造 事業 (大述 油 工業 株 

式會 社) 及 「サルバルサン」 製造 事業 (東京 江 東 製薬 工場) 等 ァリ。 

4^ について、 上田 恭輔は 次の 如く 語った。 

伯の 滿洲に 於け る 仕事 は、 單に鐵 道 建設の みで は. ありませ ぬ。 同時に 地方の 産業 及び 工業の 發 達に 對 して 1^ し 犬な 

る 貢 獻 をされ ました。 例へば 中央 試 驗所を 設立して、 あらゆる 滿洲 にある 所の 産物 を科學 的、 所謂 サイ H ンチフ 

イツ ク に 研究して、 どう 云 ふ もの はどう 云 ふ 風に したら どう 云 ふやう になる と 云 ふこと を實驗 させ、 いよ，/ \ 物 

になり さう だと 云 ふこと が確實 となれば、 誰れ でも その 事業 を必す 工業化し たる 資本家に 讓り 渡された ので あり 

ます。 例へば 沒 落した 神 戶の鈴 木の 引受けた 化擧 搾油 法に よる バラ 豆糟 工業の 如き も 其の 一 であります。 或は 滿 

洲の北 南 m 所に 農事 試驗所 を設篮 し、 北で は 主として 大豆、 畜産の 改良 を 研究 させ、 此の 大豆に は 此の 肥料 を 用 

ふれば 斯うなる、 この 土 壊に はこの 肥料が 最も 適する とい ふやうな こと を、 實 物試驗 によって 百姓に デモ ン スト 

レ ー ト させられ たが、 滿洲の 百姓 は 感心しながら も、 金の かかる 肥料に は 手 を 出さない。 そこで 優生 學の 原理に 

基き、 種を雜 多に 混沌した 大豆の 中から 极氣 よく 優良なる 種子 を 選出して、 それ を 培養して 終に 改良 大豆なる 優 
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等 種子 を 作り上げ、 これ を 無代で 配って やる。 これによ つて、 一本の 株に つく 莢の 數も殖 ゑ、 また 大粒と なって、 

之れ を 栽培す る 百姓の 收 獲も增 加し、 從 つて 自然 鐵道 輸送 も增 加し、 ー擧兩 得の 方法であります。 又 南方に 於い 

て は 水田の 獎勵に 努められました。 元 來滿洲 に 居る 支那 人 は、 乞食で も 足袋 を 穿く くら ゐで あるから、 滿洲の 百 

姓 はな かく 泥 田に 這 人り ませぬ。 故に 最初 は 朝鮮人 を 使って 水田 事業 を やらして、 如何に 有利なる 農業で ある 

かをデ モンス トレ ー ト 致しました が、 それでも 初めは 中々 水田に は 手 を 出し ませぬ でした が、 今では 女まで が 泥 

田に 這 人って 田植ゑ をす る。 苟 くも 水利の 便 ある 地方 は、 百姓が 自發 的に 米作 を やり、 近年 三百 萬 石の 年産額と 

なり、 地方 も 非常に 潤って 參 りました。 

この 中央 試驗所 も、 また 「文裝 的 武備」 の 重要なる 一機 關 として、 伯の 自ら 誇りと すると ころであった。 伯 は幸俱 

樂 部の 講演 食に おいて、 東亞 經濟 調査 局の 事業 を吹聽 したる 後、 中央 試驗 所の 功徳 を、 次の 如く 述べた てた。 尤も 談 

中 これ を 「中央 研究所」 と 言った の は、 臺灣 における 施設の 名稱と 混同した ものと 思 はれる。 

是 と共に、 もう 一 っ是 まで 御 話 をせ ぬ もので 必要なる もの は、 中央 研究所と いふ ものである。 卽ち セント ラル • 

ラボ ラトリ ュ ー ムと云 ふ ものであります が、 中央 研究所 或は 中央 試驗所 (セ ン トラ ル. インス ティ チュ ー ト) な 

る ものです。 近來 一千 萬圓 にて 化 學試驗 所 を 起す とて、 大隈 伯が 首 張しつつ ありと いふ も 其 類であります。 是が 

滿洲に 於て 已に 設けて あるので あります。 然るに 滿洲に 行きて 此 中央 研究所と 云 ふ もの を 見て 來た人 は^だ 少 い。 

叉 日本から 行って 見て 来ても、 之 を 本統に 理解して sK れた 人が 茶だ少 い。 是は 甚だ 慨 に堪 へぬ ことであります。 

之に 反して、 敢て 西洋人 を 褒める 譯で はあり ませぬ が、 外國の 視察 員 は 之に 頗る 重き を 5 にいて、 興味 を 感じて 稱 


譜 もし、 又 希望 も 述べて 居る。 內外 人間 さう 云 ふ 差 ある ことにな つて 居る。 此 こと は 大いに 植 ni^ 的 知識の 深淺厚 

薄 を 表 白 する ものでありまして、 決して 本 國人を 誹 毀す るので はあり ませぬ けれども、 是 ならん こと を 君子に 求 

むる の禮を 以て、 十分に 講究 を 煩 はしたい と 云 ふ考を 持つ のであります。 滿 場の 諸賢に 於ても、 微意 を諒 せらる 

るで あらう と考 へ るので あります。 

此 中央 研究所と 云 ふ もの はどうい ふ ものである かと 云 ふと、 是は巾 上げぬ でも 御 承知に なって 居る であり ませう 

が、 ざっと 玆で巾 上げます と、 名 は 色々 あります。 國民 研究 所と. S 'して 居る 所 もあります し、 種々 になって 

居ります が、 此俱樂 部の 諸君が 前日 農 商務省の 工業 試驗 所に 御 出に なり ましたが、 是と まあ 同じ もので ありまし 

て、 此 工業 試驗 所から 見る と、 其の 範圍 の大 なる ものであります。 此 工業 試驗 所なる もの は、 或は 狹き 意味の 理 

化學的 工業 關係を 研究 致して 居る のであります。 序に 巾 上げます が、 臺灣に 於け る 中央 試驗 所、 又 滿洲に 於け る 

所の 中央 試驗 所と 云 ふ もの は、 是は 共に 生物 學的關 係の 研究 も 含んで 居る 所の ものであります。 故に 農 商務省の 

工業 試驗 所と 同じく して、 其範 圍の大 なる ものでありまして、 是が爲 に 此試驗 所から 出ました 業績に 付いて、 如 

何に 利害の 關係を 惹起した かと 云 ふこと は、 是は 特別に 申 上げる ことにした 方が ましい のであって、 玆で それに 

亙る と、 岐路に 人る から、 此の様なる 試驗 所で あると 云 ふこと に 止めて S くこと に 致します。 併し 此試驗 所 は、 

各 役所で 分けて やります ると どうで あるかと 云 ふと、 まあ 農 商 課に 斯う 云 ふ試驗 所が ある、 衞生 課に 斯う 云 ふ 試 

驗 所が あると 云 ふ 風に、 呰 それ. <\> 分れて 設ける より は餘 ほど 經濟 的であって、 相互 的の 知識 を應 用す る ことが 

出来る。 斯う 云 ふこと から 主として 設けられた のであります。 專門 分立と 云 ふこと は まいこと である けれども、 
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或は 學 科の 分立して 行く が 爲に互 ひの 交涉が 無くなって 來 ると、 無益に も 幾重に も 同じ こと を 設けなければ なら 

ぬと 云 ふこと が此 建設 上 維持 上の 經§ (に 不經濟 であると 云 ふ 所から、 屮央 研究所と 云 ふ ものにして、 科舉 的の ュ 

二 ットを 付ける、 絵 合 をす ると 云 ふことの 便 を ii かんが 爲に 起った もの であります。 是は 其の 屮央 研究所の 食事 

をす る 時に も 勿論 一 絡になります から、 其のした 仕赛に 付いて 食事の 後に ちょっと 話した ことが 問題に なって、 

綜合す る 知識の 便 を 開く と 云 ふこと が 始終 出來 るので あります。 斯う 云 ふ 研究所が 一 つ 設けられ ると 云 ふこと は、 

諸般の 點に 付いて 經濟 的で ある、 時間 並びに 相互 學 術の 發 達の 爲に 必要で ある。 斯う 云 ふ ものになる ので、 而し 

て 之を應 用す るに 於ても、 行政上に各部に效5^を21^ると云ふことになると云ふ趣向でぁります。 固より 创 立の 趣 

3= と、 べマ日^！：ほ副はざる所の現狀でぁると云ふことは、 何れの ものと も 同じ やうに 弊 はま だ 免れぬ 所の もので あ 

ります けれども、 之に 依って 滿洲に 於け る 農 商工業に 對 して 便宜 を與 へて 居る こと は、 多大な ものであります る 

し、 又 各 M の 職員と 云 ふ 者が、 其の 口の 俗事に 追 はれて 居ります けれども、 斯う 云 ふ 研究所の 爲に、 知らす 識ら 

すの 間に 眞の 文明 生活の 大工 業の 會社 たる こと を 得る やうに なって 行く のであります。 

この 中央 試驗 所の ほかに、 伯の 创 立した 研究 調査 機關 に、 地質 研究所が ある。 その 由来お よび 成績 は、 次の 通りで 

ある。 

地質調査 ノ 事業 ハ、 當初撫 順 炭礦 ノ開發 一一 资ス ルカ 爲メ、 同 炭田 ノ 地質調査 ヲ主 トシ、 事務所 ヲ撫順 炭礦 一一 置キ 

シカ、 明治 四十 年 十月せ ベ 調 杏一 先ッ 終了 セシヲ 以テ、 事務所 ヲ大 述兒玉 町-一 移 轉シ、 廣ク滿 洲鑛產 地ノ調 充ニ從 

事シ、 其 地質 及經濟 的價： g ヲ明カ 一一 シ、 漸次 其 範園ヲ 東部 蒙古 方面 一一 及 ホシ、 餘カヲ 以> 南 滿洲ノ 組織的 地質 調 


査 ヲ行フ コト トセ リ。 r 中略) 

從來 施行 セル 事業 中 主 耍ナル モノ ハ、 鞍 山 外七鐵 鑛ノ發 見、 蓋 平 及 海 械雨縣 下-一 於テ菱 苦土 鏑ノ發 見、 及 加里 長 

石產 地ノ發 見、 各地 炭 E ノ 地質 調 i^. 及 地形測量 各地 地質 及 鑛產調 茶 等 一一 シテ、 此外 炭坑、 隧道、 水. 源、 0 

井 其 他 各方 面ノ應 用地 質 及 窯業、 . ^金、 機械、 土木 等 一一 要 スル諸 料ノ 調査 ヲ爲 シ、 き社ノ 事業 一一 利益 シ タルコ 

ト齡少 一一 アラス。 「滿錢 十 ひや 史 一( 九 〇 四 頁) 

なほ 産業 開發 上の 實際調 1^ 機關 として は、 農事 試驗 場が ある。 右に ついて r 滿鐵十 年史」 (八 七 八 ー 九 K) の 記す とこ 

ろ は、 次の 通りで ある。 

會社 ハ创立 ノ當初 ヨリ、 滿蒙 開發ノ 要義 トシ テ ハ、. 農牧 林業 ノ 改良 增殖ヲ 圖ル 一一 ァリト ナシ、 明治 四十 一年 以來、 

屠 農牧 林業 ノ各專 門學者 一一 滿洲及 蒙古 産業 狀況ノ 視察 ヲ囑 託シ、 産業 開發 施設-一 關スル 意見 ヲ微 シ、 其 結果 鐵道 

沿線 ノ 要地 一一 產業試 驗場ヲ 設置 シ、 滿洲及 蒙古 一一 於ケル 農牧 林業 等ノ 改良 增殖 一一 關ス ル 各種 ノ試驗 並 調査 研究 ヲ 

行ヒ、 其 結果 ヲ廣ク 一般-一知 ラシ メ、 傍ラ 良好 ナル 種苗、 樹苗及 種畜 ヲ 育成 配布 シ、 優良品 種ノ 普及 ヲ圖 ルヲ以 

テ 主要 ナル Z: 的 トシ、 大正 二 年 一一 至リ、 始メテ 公 主 3 領 一一 産業 試驗 場ヲ、 熊 岳 城 一一 同 分 場 ヲ設？ Si シ更 -ー遼 陽、 鐵嶺、 

長 春ノ三 苗圃 一一 於テ、 樹苗 育成 ノ傍ラ 一部 ノ地ヲ 割キ、 各地 方 二 必要 ナル 農事 試驗ヲ 施行 スル コトト ナシ、 試作 

方法 ュ 改善 ヲ 加へ、 大正 三年-一至 リ、 大 石橋 管內 白旗 一一 「アルカリ—， 一地 ノ 試作 地 ヲ設 ケ、 又 大正 五 年度-一 於テ、 

六 年度 ヨリ 鄭家屯 一一 試作 農場 ヲ 新設 スルノ 準備 ヲ了 セリ。 

そして この 試驗 場が、 滿 洲の產 業開發 に、 如何なる 貢獻 をな し、 惹 いて は 滿鐵の 利益 をも擧 ぐるに 至りし か。 上田 
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恭輔は 次の 如く 語った。 

又 熊 岳 城の 滿鐵 農事 試驗 所で 果樹栽培 を獎勵 して 以来、 從來 梨の みであった 南 滿洲に 於いて、 あの 立派な 林檎と 

チェリ ー が 出来る やうに なり、 遠から す 年に 三、 四百 萬圆の 輸出 をす る 程度になります。 

斯う 云 ふ 風で、 盛んに 滿 蒙の 産業の 發達を 計る と共に、 滿鐵 の增收 を計畫 されました。 殊に 遠大なる 所謂 百年の 

大計 は 畜産の 改良であります。 從來滿 洲には 約 一千 萬 頭の 羊が あります が、 其の 羊た る や 甚だ 貧弱な もので、 食 

料 本位であります から、 ゥ ー ルと いふ 綿毛の 軟 毛が 至って 少量で、 ヘア— と 云 ふ 堅い 毛が 多く、 而も 全部 を i^h- 

込んでも 僅かに 一匹の 牡羊から 丁 九 しか 取れない。 

そこで 公 主嶺の 滿鐵產 業試驗 所では、 メリノと 云 ふ 羊毛 本位の 羊 を潫洲 ゃ米國 から 輸入して、 之 を 在来種に 配合 

し、 之れ によって 食用 兼 羊毛 本位の 羊を產 出す る 手段 を 講じた のであります。 第一 囘 の？.^ 種に よって、 一頭から 

漸く 丁九瓧 しか 取れなかった 羊が、 三-九 瓧の 羊毛が 剪り 取られる 立派な 雜種 となり、 更に その 改良 羊 を 純 メリ 

ノ 羊に 配合す ると、 次に は 一 匹の 羊から 四 • 七瓧の 純毛が 取れ、 殆ど へ ァ ー が なくなって、 ゥ ー ル ばかりの メリ 

ノ 同様の 偉大な 羊と なります。 

而し てこの 滿洲 メリノ を 種 羊と して 滿 蒙の 牧民に 配布し、 羊の 改良 を 計る のであります から、 やがて 滿 蒙から 多 

量の 羊毛 を 産出す る やう になる と 思 ふので あります。 

一 三、 大規模の 都市 計畫 


滿鐵の 法理 上の地位に ついては、 その 當 時より 論議の 絶えざる ところで あつたが、 架して 伯が 岡 松の ごとき 法制の 

大家 を 招聘して ゐ たことの 價：！ g が、 これ 等 問題の 發生 によって 明かに された。 

殊に 滿鐵 の附屬 地の 法理 的 性質が 論-印の 中心であった。 滿 鐵と稱 する 營利會 社が、 果して 如何なる 法 fff 的 极據に 基 

いて、 この 地域の 住民に 對し、 課稅權 その他の 行政 權を 行使す る こと を 得る か。 

ここに 於いて 伯 は、 岡 松 理事 をして 研究せ しめた 結果、 政府 命令書の 解釋 と、 食 社が 特殊なる 植民 會社 であると い 

ふ 性質から 論じて、 外交、 軍事、 警察、 裁判に 關 する もの を 除く 外、 一般 行政 權は、 滿鐵總 裁に 屬 する ことが 明かに 

された。 

すでに 政府の 命令書に よって、 滿鐵は 一方に おいて、 「(第 五條) 其社ハ 政府 ノ 認可 ヲ受 ケ鐵道 及附帶 事業 ノ 用地 內 

一一 於ケル 土木 教育 衛生 等 一一 關シ 必要 ナル 施設 ヲ爲ス へ シ」 とい ふ 義務 を负 ふと 共に、 他方 「(笫 六條) 前 條ノ經 费ヲ支 

辨スル 爲其社 ハ 政府 ノ 認可 ヲ 受 ケ 鐵道 及附帶 事業 ノ 用地 內ノ 居住お 一一 對シ 手數料 ヲ徴收 シ其ノ 他 必要 ナル 费用ノ 分賦 

ヲ爲ス コトヲ 得」 とい ふ權能 を賦與 されて ゐた。 然しながら、 玆に 一 つの 重大なる 障礙 は、 この 命令書が、 單に會 社 

に 向って 發 せられた ものであって、 一般に 對 して 公布され たもので ない ばかりでなく、 居住者の 中には 支那 人 その他 

の 外！： 人 も 少なくな いとい ふこと であった。 

ここにお いて 伯 は、 契約 を 以て 法的 基礎と するとい ふ、 特別 手段 を 執らなければ ならなかった。 「滿鐵 十 年史」 (六 

九 八 頁」 は それ を 次の 如く 記して ゐる。 

會社ハ 調査 研究 ノ 結果、 契約 ヲ以 テ此 權能ノ 執行 ヲ 確保 スル ヲ穩當 ナリト 認メ、 明治 四十 年 九月 法 三 章 的 ノ附屬 
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地 居住者 規約 ナル モノ ヲ 制定 發 布シ、 以テ 地方 經營 ノ极 本ヲ宜 明シ、 此地 一一 人 ル者ハ 其 法 一一 服スル コトヲ 承認 セ 

ル モノ ナ リトノ 主義 一一 基キ、 附屬地 居住者 及 借地 借家人 一一 對シ、 會社諸 規則 ノ 遵守 及 公共 費用 ノ負 擔ヲ强 制スル 

ヲ得ル ノ途 ヲ開キ タリ。 

滿鐵の 地方 事業 は、 實 にかう した 基礎の 上に、 實 行され たもので あった。 そして これに 對 する 實 行方 針 は、 次の 如 

くであった。 (前 揭書七 〇 二 頁) 

地方 經營 一一 要 スル费 用 一一 付テ ハ、 會社 ハ當初 ヨリ、 公共 設備 一一 耍スル 费用中 建設 一一 要スル 費用 ハ會 社自ラ 之ヲ负 

擔シ、 其 維持 修繕 並 地方 ノ衞 生、 敎育及 警備 等 一一 關ス ル經常 費ハ、 地方 一一 於 ゲル 公 费收入 ヲ以テ 支辨セ シメ、 其 

足 ラサル 所ハ 居住者 ノ负 擔ヲ北 Tffi ナ ラシ メサル 程度 一一 於 テ之ヲ 課シ、 他方 會社 ノ經费 ヨリ 補助 スルノ 主義 ヲ立 テ、 

以テ 費用 ノ 性質 及 分界 ヲ 明確 ナ ラシ メ ン コ ト ヲ期シ タリ。 

かくして 行 はれた る 地方 事業のう ち、 最も 重 要なる もの は、 市街 經營 であった。 世に あらゆる 藝 術のう ち、 都市 計畫 

程 雄； t なる 藝術 はない と 言 はれる。 今や 滿洲の 原野に、 この 大藝術 を 創造 せんとす。 伯の 得意 まことに 想 見すべき で 

ある。 殊に かう した 事業に かけて は、 伯が 實際 非凡の 技倆 を もって ゐ たこと は 後に 帝都 復興のと きに も立證 された。 

「滿鐵 十 年史」 (七 五 五 頁) は 記して in く。 

會社 ノ鐵道 カ南滿 洲ヲ贯 通シ、 婉艇 七百哩  一一 ルノ 停車場 所在地 ハ、 概ネ地 廣ク巿 街ヲ經 營スル 一一 足 レリ。 會 

社 開業 當時 一一 於 ケル此 等 附屬地 ノ狀況 タル ャ、 大述 ヲ除キ 沿線 一一 在リ テハ遼 陽、 公 主设ノ 如キ、 其： 部 稍 市街 ノ 

體裁ヲ 具へ タルモ ノナキ 一一 ァ ラサ リシ モ、 尙蕞爾 タル 一 小 聚ニ過 キス。 其他ハ 多少 ノ露式 家屋 ノ 各所 一一 點在 セル 


ノミ。 道路 ノ修 セ ラレ タル モノ ナク、 排水 ノ 設備 亦 具 ハラス、 一陣 ノ 朔風 ハ 晦冥 砂塵 ヲ 捲キ、 一朝 ノ 降雨 ハ泥 

Jit, 馬脚 ヲ沒 シ、 ^ト 交通 ノ途ヲ 絕チ、 居住 ノ便 ヲ缺 ケリ。 會社ハ 早ク旣 一一 重要 ナル 附屬地 一一 文明 的 市街 ヲ 建設 ス 

ルノ 大方 針ヲ 決シ、 業務 開始 ト 共-一先 ッ 市街 區劃ヲ 立 ツルヲ 以テ 急務 ナリト 認メ、 十五 ノ柩 要地 ヲ選 ヒ、 之カ實 

測ヲ 遂ケ、 市街 區劃 ヲ立テ シメ、 設計 ノ 大小、 施設 ノ 精粗、 取捨 按排 厦變 改ヲ免 レサ リシ モ、 明治 四十 年末-一治 

ヒ 大體ノ 確定 ヲ見ル 一一 至 レリ。 玆 一一 所謂 市街 經營 トハ、 市 區ノ區 劃ヲ始 トシ 道路、 堤防、 護岸、 橋梁、 溝 m 、等ノ 

S. 上水、 下水、 公園、 市場、 墓地、 火葬場、 便所、 屠獸 場等ノ 設備 其 他 街衢 ノ 施設、 宅地 ノ 修築 等 市街 一一 屬 

スル 一切 ノエ 事ヲ 包含 シ、 緩急 ヲ計リ 前後 ヲ； 敷へ、 其 施設 ヲ進 ムル モノ トス。 

かくして 滿鐵 はま づ大 速、 瓦 房 店、 熊 岳 城、 大 石橋、 遼陽、 奉 天、 鐵嶺、 開 原、 四 平 街、 公 主嶺、 長 春、 安東、 本 

溪湖、 撫顺 等の 各 主要 地に ついて、 都市 計 畫を實 行す る ことにな つた。 

それが 後藤 式に、 當 時として は、 規校 すこぶる 雄大な ものであった。 大 速の 都市 計畫 にっき、 上田 恭輔は 語る。 

曾て 露 西亞が ダル  一一 I を計畫 致しました 時に、 巴 里 を モヂル に 市街 計畫を 立てまして、 市の 中央に 廣場を 取り、 

其の 鹿 場 を 中心として 八 條の轮 線が 放射す る 様に 造り あげ、 その 中の 最大 幹線 は 一 一十 四 間 道路に なって 居り まし 

た。 これが 明治 三十 五 年の ことであります から、 隨分思 ひ 切った 計畫 であります のに、 後藤 伯 は 明治 四十 年に、 

二十 M 間で は^ぐ 駄；： ： になる だら うと 言って、 滿鐵 附屬地 內のメ ー ン • ス トリ I トを 大抵 三十 間にされ ました。 

これで も 今日は 決して 、く はあり ませぬ。 

殊に 長 泰 の 都市 計畫 は、 特筆すべき 一 插話を 提供す る。 
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この 町が、 新興 滿洲 帝國の 首都と なった 今日に 於いて こそ、 人 は その 都市 計畫を 不思議と 思 はない ので あるが、 當 

時 雜草茫 々たる 荒野に、 突如と して 大巿街 を 建設 せんとし たので あるから、 世人 はこれ を 目して、 後藤 式 誇大妄想と 

嘲笑し、 甚 しき は 三 井 財閥と 結 托して、 私利 を營む ものである とさへ 非難した ので ある。 

佐 藤 安之助 は 語る。 

明治 四十 年 三月、 私 は 滿鐵に 入社す る ことにな り、 麻布 狸 穴の 滿鐵 事務所に 於いて 後藤さん にお 目に かかった。 

その 際、 後藤さん から 「長 舂に 停車場 を挤 へる について、 支那 側と 交涉 する 前に、 大體 どの 邊を 撰ぶ か は 陸軍省 

の 意向 も 聞いて 見なければ ならん が、 君 一 つ、 寺內 陸相に 會 つて 見て くれ」 とのこと であった。 

その 時に、 國澤 理事 を その 席に 呼ばれ、 長 春 停車場の 敷地 は どれほどあった らいいの かと 聞かれた。 國澤君 は、 

「十 萬 坪 もあった らいい、 値段 は 北海道の 田舍 あたりの つもりで、 坪ニ圓 五十 錢と 見れば 立し いでせ う」 と 答へ 

た。 すると 後藤さん は 「しかし、 まァ 二十 萬 坪 ほど 買って 避く か、 豫算 は、 北海道な みに 見て、 五十 萬圓も あつ 

たらい いだら う」 と 云 はれた。 

ついで 私 は、 陸軍省に 行って 寺內 さんに 會 つた。 +: 寸內 さん は、 卓上に 大きな 地圖を 糠げ ながら、 「rt シァの 寛 城 

子 驛に對 して、 長 春の 市街 を 此方に 取 込む ことが 大切なん だから、 この 兩 方の 間で、 長卷の 市街 を蔽 ふやうな 地 

勢に きめたい」 とい ふ 意見だった。 

さて 私 は、 長 春 正金 支店 拂 五十 萬 圓の 手形 を 受取って 渡滿 し、 いよく 土地 買收 にかかった。 當時 私の 心配した 

の は ロシア 人の 反對 と、 支那 人の 邪魔であった ので、 ま づ三井 物産の 支店に 泊めて 貰 ひ、 三 井の 名義で 買 ふこと 


にした。 そして 出来るだけ 秘密に 事 を 運んで、 漸く 十 萬 坪ば かり は譯 なく 買 ひ 取った。 それが 髙ぃ 所で 坪 四十 錢、 

い 所 は十錢 ぐら ゐ だった から、 この 調子なら 何百 萬 坪で も 買へ ると 思って、 大いに は づんで やって ゐ たもの だ 

が、 約 二十 萬评 ばかり 買って から、 さて 眺めて 見る と、 ほんの 猫の額ぐ らゐ にし か 見えない。 これで はどう も贫 

弱 だ。 もっと ゥンと 買って やらう と考 へた 所で、 とう 發覺 して、 支那 官權に 差 止められて しまった。 かうな 

つて はもう 私 だけの 手に はおへ ない。 そこで この 問題 は 官權の 手に 移って、 北京で その 交涉が 開かれた 末、 正式 

に 土地 を 買 ひ 入れる 許可 を 得た。 

私 は 再び 鋭意 買 收に從 つた。 先方で は、 「ー體 どれく らゐの 土地が 要る のか」 と 聞く ので、 私 は 人夫 を 指揮し な 

がら、 高見の 優良な 地勢 を 撰んで、 すっと 繩 張力 をし、 それに 濠 を 掘り 圍 らした。 この 面積が 百 五十 萬 坪 だ。 す 

ると 先方 は 驚いて、 「そんな 大きな 面積 を 取って どうす るんだ」 と 云 ふ。 私 は、 「寬 城子驛 でさへ 百 六十 萬 坪 あ 

るで はない か、 それに 代るべき 長 春 停車場と して、 寬城 子と 同じ ものにし たいと 思った の だが、 大きな 家屋 や 墓 

地 を 避けた ために、 これ だけし か 取れなかった の だ」 と 答へ て？ おいた。 

そ もく 寬城子 驛は條 約 上、 露、 日 いづれ に屬 すべき やの 問題が 起り、 遂に 寛 城 子驛を 半分に 割って 兩國に 分け 

ようとい ふこと になった が、 しかし 驛を 半分に するとい ふこと は 無意味で あり、 また 事實 上出来る ことで はない 

ので、 結： r その 半分 を 金に 見 精り、 。シァ より nl 本に ま拂 ふこと にし、 日本 は 外に 長 春に 新 停車場 を 作る とい 

ふこと に 決定した。 それが つまり 私の 土地 買 收に乘 り 出す ことにな つた 理由で ある。 

百 五十 萬 坪の 土地 買收 費が 丁度、 四十 五萬圓 だった。 これで 今の あの 宏大な 長 春 市街の 地所が 手に入つ たので あ 
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る。 それ は 明治 四十 年 四月から 六、 七月に かけての 出来事であった。 

なほ、 前述した 土地 買收 費の 续 りの 五萬圓 について は、 四十 一年 五月、 後藤さん が 滿鐵總 裁と して、 初めて 大連 

にやって 来られた 時、 私 は 後藤さん に 向って、 「土地 買 收の续 金 五萬圓 で、 奉 天に 總 裁の^ 莊を持 へられて は ど 

うです」 とい ふと、 後藤さん も それに 賛成され た。 そこで 私 はすぐ 获原 奉天總 領事と 計って、 元露淸 銀行の 重役 

で、 當時 駐支 露國 公使 をして ゐた ボコチ n フと會 商し、 千 三百 坪ば かりの 土地と 建物 を、 帳簿 價 格の 三 萬 圓で買 

ひ 取った。 そして そこに、 現在の あの 露、 支、 日と 三 様の 家屋が 出来て、 奉 天 公所と 稱 せられ、 滿洲官 權に對 す 

る滿鐵 の交涉 局の 役目 を 勤める やうに なった ので ある。 しかも 此處 が、 伊藤 公の 最後の 一夜 を 過ごされた 客舍と 

もな つたと いふ、 由緒 ある 所で ある。 

長 春の 都市 計畫の 一 として、 道路 計畫 は、 滿鐵の 加 藤 (與 之吉) 技師が 作成した。 それ を 見る と、 一 番廣 いのが 

十六 間、 次が 十二 間、 それから 十 間、 八 間、 六 間と いふ 風に なって ゐる。 私 は、 少なくとも 一番の 道路 は 二十 間 

ぐら ゐ なければ ならぬ。 それ 以下 は 十八 間、 十六 間、 十四 間と いふ やうに して 欲しい もの だと 希望した。 所が 加 

藤 君 は 「そんな 大きな 道路 を 造つ たんで は、 造る にも 大變 だし、 あとで 修 縛に 費用が かかって 仕樣がない、 大體 

道路の 廣 さとい ふ もの は、 その 市街の 建 ゆとの 間に 一定の 比例が ある もので、 ロンドン は 建物 百に 對 して 道路 一 

六、 パリ ー では 二十と なって ゐる、 長 春で 二十 間 道路なん て 百に 對 して 三十に も當 る、 途方もない 話 だ」 と 云つ 

た 様な 論鋒だった。 結局、 重役に は 加 藤 案と、 同時に 私の 案と を 提出し. て 置いた。 

その 當時、 後藤さん は 熱 海で 療養中で あつたが、 そこへ 此の 兩計畫 案が 送られた ものである。 すると 間もなく 後 


藤さん から 加 藤 君 招致の 電報が あって、 加 藤 は 早々 熱 海に 到って 後藤さん に會 つた。 後藤さん は. 加 藤 君の 話 

を 逐一 聞いて ゐ たが、 やがて 「君 は 一 っョ ー 。ツバ 視察に 出掛けて 来い」 と 云 はれた。 加 藤 君 は、 總裁 直々 のお 

聲掛 りで 洋行が 出來 ると いふので、 大悅 びで 早速 その 手績 きをす ませ、 滿洲 にも 歸ら す、 直ぐ 日本から ョ ー ロッ 

パに發 つてし まった。 さう して 加 藤 君が 出發 した 直後、 熱 海の 後藤さん から、 滿鐵の 重役に あてて 電報が 來た。 

それ は、 「長 春の 道路 計 畫は佐 藤 案に よって 遂行せ よ」 とい ふので あった。 

なほ、 加 藤 君 は 訪歐の 途次、 各地より 通信 を 寄せられ、 發句 など 作って 寄越して ゐ たが、 道路に 關 する 意見な ど 

も 段々 と變 つて 來 たらしく、 歸朝後 は 非常に 懇意に なった。 

一四、 新聞 對策 

伯の 傍若無人と 見えた 活躍 は、 反對 者に 非難 攻撃の 材料 を 提供せ すに は 措かなかった。 伯 は 一生、 新聞種に なり 通 

しの 人であった。 さう いふ 攻撃に 對 して 伯 は、 「俺 は惡 口が 氣 にならん と は 言 はぬ、 氣 にせん の だ」 と、 一 百って ゐた 

やうに、 神經 質な 伯が、 世評に 全然 無頓 著であった ので はない。 それ を氣 にして ゐては 仕事が できない こと を 悟って 

ゐ たから、 一切 放任す る 方針 を 採って ゐ たの だ。 

龍 居 頼 三 は 語る。 

は 新聞 を 見る に 注意深い 目 を もって をら れ たに 拘ら す、 自分の ことと なると 無頓 著に 近い ものが あった。 それ 

も i 鐵時 代、 伯の 談 として 傳 へられた ものに 對し、 其の 關係 方面から あれ は 取り消して 貰 ひたいと いふ 話が 來た 

第二 章 滿鐵總 裁  ベコー 


笫 五節 文裝的 武備  八べ 四 

が、 伯 は、 我輩 は 新聞に 取消 や 訂正 を 申込んだ 經驗を もたぬ と 刎ねつ けて しま はれた。 事實 其の 通りで、 或る時 

の 如き、 大 連から 船が 門 司に 著く や 否や、 關門 記者の 包圍に 逢った が、 諸君 は 我輩の 面 を 見たら 何とで も 書け る 

だら う、 よろしく 賴む、 とい ふ 調子です たく 上陸して しま はれた が、 翌日の 新聞に 立派な インタ— ビュ —が 出 

た。 其の 中には 聊か 障る 所 もあった が、 伯 は 辯 解しょう ともせられ なかった のであります。 

かくの 如く 新聞記事に 無頓 著であった 伯 も、 所謂 「文裝 的 武備」 を 整へ、 大陸 經營 を實 行す る 上に おける 新聞の 重 

要 性と いふ こと は、 十分に 認めて ゐた。  . 

かう して 創刊され たのが、 滿洲 日日 新聞で ある。 その 題字 は、 伯が 袁 中道 を 煩し、 軍機 大臣 慶 親王の 揮毫に よる も 

のであった。 その 創刊に 至る までの 經緯 を、 田 中 淸次郞 は 次の 如く 語った。 

遼東 新報 を機關 紙と しょうとして、 同社の 主筆 栗 林 己巳 藏 氏が、 中 村是公 氏と 高等 中學校 時代からの 知己で あつ 

たので、 中 村副總 裁から 栗 林 主筆に 說き、 更に 末 永 社長に も 話した ので あつたが、 承知せ ぬので、 滿洲 日日 新聞 

を创刊 する 事と なり、 四十 年 十 一 月に r 滿洲 日日 新聞」 を發刊 し、 次いで 英文 攔を 設けた。 最初の 社長 は 星 野 錫 

氏が 就任した やうに 記憶し てゐ る。 森 山守 次 氏が 主筆で あつ た。 

この 滿洲 日日 新聞 こそ、 滿鐵 の機關 紙と して、 ながく 滿洲 における 輿論 指導の 任に 當 つた 新聞で ある。 r 滿鐵十 年 

史」 は、 右に ついて、 次の 如く 記して ゐる。 

滿洲 ノ開發 一一 資ス ルト 同時 一一、 會社 事業 ノ機關 タラ シムル 目的 ヲ以 テ、 會社ハ 新聞 發行ヲ 計 畫シ、 明治 四十 年 十 

一月 三日 滿洲 日日 新聞 ノ 表題 ヲ以テ 初 號ヲ發 刊シ、 次テ 叉外國 人ノ往 來渐ク 盛ナル 一一 至 レルヲ 以テ、 英字 攔ヲ加 


へ、 後更 -ー 獨立ノ 英字新聞 (マン チ ユリア ニァ— リ ー 一一 ュ ー ス) ト爲 セリ。 爾来 事業 一一 一 盛 一 衰 ァリ。 又 事業 ノ 

性質 トシ テ 利益 ヲ擧 クル コト難 キモ、 內外 一一 對シ 滿洲ヲ 紹介 シ、 事實ヲ 報道 シ、 産業 交通 ノ爲 メ、 社 食 家庭 ノ爲 

メ、 多少 貢獻ス ル所 アリシ ト共 一一 、 會社ノ 事業 上 便宜 ヲ得 タル コ ト少シ トセ ス。 然レト モ永 ク之ヲ 會社ノ 直營ト 

爲スハ 種々 ノ點 一一 於テ 不利 不便 ノ伴フ 虞 アル ヲ看、 早ク其 組織 ヲ 改善 スルー 一意 アリシ 力、 明治 四十 四 年 八月 守屋 

善 兵衞氏 一一 其經 營ヲ委 囑シ、 次 テ 大正 二 年 十一月 株式 組織 一一 變更 シ、 資本金 拾參萬 五千圓 (二 千 七 百 株) トシ、 

內拾壹 萬 五百圓 二 一千一 一 百 十 株) ヲ會社 ノ持株 トシ、 以テ 今日 一一 至ル。 

一 五、 特殊 金融 機關 設置 論の 不成立 

滿洲 の經營 について、 伯が 奮闘して 遂に その 志 を 達しなかった の は、 特殊 銀行 設立の 問題であった。 

嘗て 臺灣に 於いて、 臺灣 銀行 設立に 成功した やうに、 滿洲に 於いても その 經濟 機構の 中 柩神經 たる 金融業 を、 橫濱 

正金銀行より 獨立 せしめようと いふの が、 伯の 素 願であった。 さう して、 それが ために 伯 は、 前後 を 通じて、 あら ゆ 

る 機會に 奮闘した が、 成功し なかった。 

伯 は 後年 この 事情 を 痛嘆して 語った。 (幸 俱樂部 講演) 

南滿鐵 道に 於て 資本 を 投入すべき 幹 支鐵道 改築、 炭礦 開發、 地方 産業の 發達、 土 著 民 並びに 移民の 保護、 學校病 

院、 港灣の 設備、 水陸 聯終、 物資 保險の 方法、 金融 機關 等、 露 國の舊 制と 日本の 新制との 得失 を 沿道 住民 並びに 

將來 の歐米 人に 周知せ しむる ことの 必耍を 感じました。 其 中に 最も 必要な ものであって、 どうしても 今まで 出來 
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ないで 困って 居る もの は 金融 機關 である。 

所が 是れは 正金銀行の 專 領に歸 して、 一 切 他人 をして 容噪 せしめない。 桂內閣 時代に 於て、 私 は 正金銀行の 爲め 

滿洲 あるに あらす して、 滿 洲の爲 めに 存 する 金融 機關 たらざる ベから すとまで 極論せ る こと 一 再に 止まら ざり し 

次第であります。 

一； 儿來、 滿洲 における 金融 機關 について は、 日露 戰 後滿洲 經營の 一手 段と して、 政府 は 滿洲に 放资的 金融 機 關を設 

備す るの 必要 を 認め、 最初 は 日本 興業銀行 を 利用す る 方針の もとに、 明治 三十 八 年 法雜第 四十 七號 (外 國-ー 於 ケル銀 

行事 業 一一 關スル 件) 及 同 四十 九號 (日本 與業 銀行 法 中 改正) を 公布した のであった。 

然るに 横濱 正金銀行 は、 戰役 以前から 滿洲に 支店 を 有って ゐた關 係 上、 在滿洲 軍隊に 關 する 金庫 事務 及び 軍用 手 票 

の 流通 並に 交換に 關 する 事務 を も 取扱って ゐ たので、 滿洲に 於け る 放 資機關 は、 寧ろ 橫濱 正金銀行 を 以て これに 充て 

る 方が 適當 であると いふ 說を 生じ、 すでに 上記の 法律が 公布され たに も拘 はらす、 三十 八 年 十二月に 至り、 日本 興業 

銀行 をして 當ら しめんと した 利 源 開發、 中央 金融 機關、 貿易 獎勵、 通貨 統一 等の 業務 は、 悉く 橫濱 正金銀行 をして 擔 

當せ しむる ことに 決定し、 之に 必要なる 令 達を發 した。 ところが その後 また 三十 九 年 八月に 至って、 橫濱 正金銀行の 

滿洲に 於け る營業 は、 橫濱 正金銀行 條 例に 揭 ぐる 所に 止まる ことに 改正せられ たので、 遂に 滿洲に は、 放資機 關の完 

全なる 設備 を 失 ふに 至った ので ある。 

そこで 伯 は、 初代の 滿鐵總 裁に 就任す る や、 明治 四十 年 十月、 正金銀行 頭取 高橋是 淸と會 見して、 滿洲 金融 機關に 

關 する 意見 を 交換した。 この 會見 において、 伯が 提示した る 意見 は、 高 橋 頭取が 水曜 會に おいてな せる 報 吿耍領 によ 


れば • 次の 通りであった。  1 

^洲ノ 金融 機 關ハ、 st^ 商人-一 對ス ル 貸付 等 ノ外、 *3ェ 業者- モ 自由-一 資金 ヲ貸出 シ得ル 混合 级行机 綠ナル コト ヲ耍ス C  ^ 

右： 對スル 考案 左ノ 如シ。  一 

一 、 正金銀行 ヲ 櫟關ト フ、 ル ノ案 

正金銀行 ハ 支那 各地 方-! 名モ 賣レ、 信用 モ高キ 力 故-一、 同行 ヲ 利用 スルヲ 最モ適 常 トス。 其 赏 行 ノ爲、 本 期 議會- 一正 金銀 行條 

例ノ 改正案 ヲ 提出 シ、 定+ ぷヲ改 li- シ、 滿洲 支店 ヲ別 經濟ト シ、 有力 ナル 役員 ヲ置 キ、 專斷 事ヲ處 シ得ル /机 織ト ス ヘシ。 一 

二、  ^雍 銀行 ヲ 設置 ス ルノ案  一 

第一 案-一 シ テ K 行 セラ レサ レハ 、新-一 拓殖 銀行 ヲ 設立 シ、 混合 銀行 ノ 性質 ヲ 具備 セ シメン トス。 然レト モ 新設 銀行 一一 封 シテハ 一 

保護- -經費 ヲ要ス ル故、 實行上 本案-一 比シ、 第 一 案ノ 可ナル コ ト 勿論 ナリ。 

三、 滿鐵會 社 一一お テ 銀行業 ヲ兼營 スルノ 案 

前 二 案-了 ンテ赏 行 セラ レサ ル限 ハ、 會 肚自ラ 銀行 部ヲ 設ケ、 混合 銀行 ノ 業務 ヲ行ハ ン トス。 

伯と 高 橋との 會談 は、 伯の この 提案 を 中心として 行 はれた ので あるが、 そのうち 銀行業務に 關 して は、 高 橋 は 次の 

やうに 說 明した。  一 

正金銀行 ハ 、 今ャ其 本務 タル、 海外 爲替 一一 其 資金 ノ仝 部ヲ 傾倒 シ テ^ 足ラ サルノ K 況 一一 シ テ、 滿洲 一一 於ケ ル贷付 一一 向ク へ キ 資金 一 

-ー 乏シ C 然レ トモ 淸^ 各地 一一 於テ 吸收ス ル 預金 ハ、 之ヲ 銀貨 國 一一 運用 スル コトヲ 要スル モノ ナ ルカ 故-一、 之ヲ以 テ滿洲 一一 於ケ ル 一 

贷 付-一 使 W ス ル コトヲ 得へ ク、 正金銀行 ハ、 將來 益々 淸國 預金 ノ吸收 一一 努メ、 貧 付 資金 ノ嗜加 ヲ期ス へ シ。 但シ 銀行 營業 ノ赏況 、一 

上述 ノ如 キヲ 以テ、 滿洲贷 付が 淸國 預金 残高- 1 制限 セラ ル ゝ ハ當然 ナリ。 (中略)  • 

農工 業-封 ス ル 固定 的 貸付 ハ、 橫濱 正へ 銀行 ノ業 務ト スル コトヲ 得ス。 其機關 二 ハ 興業銀行 ヲ以テ 之 -I 充 ツル 政府 ノ 方針 ナリ-  ； 
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そして 正金銀行 をして、 興業銀行 代理店たら しむる 件に 關 して は、 伯と 高 橋との 間に 二、 三の 問答が 重ねられた 後、 

結局に 於て、 

満洲-一 於ケル 銀行業務 中、 爲替 業務 並 商人 一- 對スル 融通 ハ、 正金銀行 之-一 當リ、 農工 業 一一 對スル 固定 的 貸付 ハ、 興業銀行 力 正金 

銀行 支店 ヲ 代理店 トシ テ 之-一 當ル コト トシ、 議會 一一 法律 ヲ提 出ス ルノ 必要 ナシ。 

とい ふこと に 解決した。 また 「正金銀行 滿洲 支店 ヲ獨 立經濟 トシ、 其 業務 ノ 執行 一一 就テ、 本店 ノ指 圖ヲ 受ケサ ルコト 

トス ル點」 について、 高 橋 頭取の 意見 は、 次の 通りであった。 

右 ハ 事務 ノ 敏活 ヲ SI ルノ點 ヨリ 見 テ可ナ レ トモ、 銀行 ノ 命令 二 途 一一 出テ、 事務 ノ 統一 ヲ缺 タノ 弊 ァリ。 尤モ 滿洲仝 體ノ 支店 出張 

所-一 對シテ ハ、 大連 支店 ヲ以 テ總 轄店ト ナサ ン トス。 總轄店 ヲ置ク ノ 理由 ハ、 第一 銀行券 ノ 整理 ヲ歸ル ヲ B 的ト シ、 第二  -ー  滿洲 

各店 ヲシテ 本店 ノ營業 方針， 一 建 ハサ ラシ メ、 且其 資金 ヲ 調和 ス。 笫ーニ本店ト滿洲^^店ト ノ間 一一 立チ、 營業 上意 志ノ 疏通ヲ 圆リ、 

第 四 一一 滿洲 一一お、 テ新 取引 ヲ ナシ、 又ハ 特發ノ 事件-一 對シ テハ、 總轄店 ハ 本店 ノ 指揮 ヲ受ケ 行動 ス ルヲ 要スル -ー ァリ。 

次に 「正金銀行 ハ 門戶ヲ 開キ、 大 一一 貸出ヲ ナス ヘシ」 との 伯の 希望に 對 して 高 橋 は 次の 如く 考 へた。 

淸國 -I 於 ゲル 預金 ノ吸敉 -I 務メ、 貧 出 ノ^ 加 ヲ期ス へ シ。 然レ トモ 貸 出  一 I 付テ ハ、 銀行 ヲ 新設 ス ルモ亦 滿鐵會 社自ラ 銀行業 ヲ營 

ムモ、 其 金額-一 制限 ァリ。 正金銀行 一一 於 テモ、 滿洲 貸出ハ 預金 殘留 ヲ檩準 トス ル コトヲ 承知 ァリ タシ。 

最後に、 「正金銀行 ハ滿洲 一一 於テ 金券 ノ 銀行券 發行ノ 特權ヲ 得置ク コトヲ 耍ス」 との 伯の 主張に 對 して、 高 橋の 意 

見 は 次の 通りであった。 

銀行券 ハ 勅令 ヲ以 テ定マ ルカ 故 一一、 金券 ノ發 行ヲ 必耍ト ス ル 場合-一 於テ ハ 勅令 ヲ 改正 ス レ ハ足 レリ。 法律 ノ 改正 ヲ必耍 トセ ス 。故 

二、 豫メ 金券 發行ノ 特權ヲ 得 ルノ耍 ナシ。 又 金券 銀券ヲ 併發ス ルノ意 i ナラ ハ、 正金銀行 ハ兩 本位 ヲ 取ル モノ  二 シテ、 金銀 ノ 相場 

ヲ利 ffl スル -ー 巧ナル 支那 人ハ、 常 一一 相場 ノ 變動ヲ 利用 シ、 正金銀行 ハ其 中心 トナ リ、 獨リ 相場 ノ危險 ヲ負擔 セサル 可 ラサル -I 至 


ル.^ 滿洲 ノ通货 問題 ヲ決ス ル 二 ハ、 支那 制/ 將來カ 全トナ ルカ 银トナ ルカ ヲ_^- 込 ミ、 之-一 應シ行 カザル 可 ラス。 (中略」 

幣制 統一 ヲ兑ル 迄ハ、 正金銀行 ハ其 土地 ノ 通貨 ヲ 代表 スル 紙幣 ヲ發 スル 外ナキ モノ  、如 キモ、 右ハ 想像-一過 キサル 故、 .K 地 調 杏 

ノ上決 ス ル ノ外ナ シ C 

こ， 丄 について は、 伯 も 高 橋と 同意見で、 結局 r 本 問題 ハ大 藏省ノ 定ムル 方針 一一 從ヒ、 正金銀行 並 一一 滿鐵會 社ハ、 國 

家 的機關 トシ テ、 政府 ノ定 メタル 方針 ノ 遂行 一一 努メ サル可 ラス」 と 決して、 この 會見を 終った。 

かくして 日本 は、 滿 洲開發 のた め、 殆ど 何等 特別の 金融 機關を 有つ ことなくして 推移した ので あるが、 明治 四十 二 

年 五月に 至り、 漸く この 問題が 具體 化する ことにな つた。 時 は 第二次 娃內閣 時代であって、 藏相は 桂 首相が 兼攝 し、 

伯 は遞信 大臣 兼鐵道 院總裁 として、 滿鐵の 監督官 廳 たる 地位に あ つ た。 

そして この 時の 大藏省 案と いふの は、 次の 通りで ぁづ た。 

^ 洲-ー 於 ケル^ 53 邦人 ノ！^ 濟 的狀況 ヲ達觀 スルー 一、 或ハ 家屋 一一 過度 ノ放 資ヲ 試ミ、 爲メ 一一 商業 資金 ノ 固定-一 苦ム モノ、 或 ハ內地 

經濟界 悲況 ノ打 擎ヲ 受ケ、 爲メ 一一 企業 資金 ノ缺 乏ヲ訴 フル モノ 少シ トセ ス。 而シ テ橫濱 正金銀行 ノ 現況 ハ 到底 右 等 ノ需耍 ヲ充タ 

スコト 能 ハス。 依テ 何等 カノ 方法 一一 依リ、 固定 資金 ノ運 轉ヲ 圓滑ナ ラシ メ、 义眞- 一有 望ナル 企業-一 對シ、 资金ヲ 供給 シテ お 》 

-I 於ケル 邦人 ノ經濟 的 地步ヲ 確立 スルノ 手段 ヲ講 スルノ 必要 ァリ。 依テ 今滿洲 ノ现狀 一一 相赏ス ル放赘 機關 設備 ノ 方法 ヲ案ス ル -ー 

甲 南 滿洲鐵 道 株式 會社 ヲシ テ之ヲ 兼營 セシム ルコト 

乙 新-一 特別 ナル大 銀行 ヲ 設立 ス ルコト 

丙 横濱 正金銀行 ブ 利用 ス ルコト 

ノ 一一 一案 ヲ舉ク ルコ トヲ得 ヘシ。 

然レ トモ m 滿洲鐵 道 會社ノ 現 狀ハ、 其 固有/業務 上、 尙 幾多 ノ 施設 經營ヲ 緊急 トス ル モノ ァリ。 從テ 豫定ノ 資金 ハ將- 一 不足 ヲ告 
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ケ ン トセ ルカ 故 一一、 此際 之ヲ他 一一 流用 セン トス ルハ、 容易 一一 首肯 スへ カラ サル 計畫ナ ルノ ミナ ラス、 交通 機 關ノ八 融業兼 ハ 大 

體 一一 於テ 不可 ナル ハ、 之ヲ同 會社ノ 沿革 一一 照シ、 創立 委員き-一 於テ 同き 社ノ 業務 中 ヨリ 金融業 ヲ创 除シタ ル事 K- 一  0- テモ明 力 一一 

シテ、 本案 ハ穩 當ナラ スト 認ム。 

义南滿 洲鐵道 愈 社 一一、 横 濱.， i: 金銀 行ト 同一 ノ營業ヲ^3シ、 又 同一 ノ 權能ヲ 有シ、 之 一一 不動産 放資ノ 業務 ヲ 加へ タル、 へぶ 融 部ヲ設 

定ス へ シトノ 說ナキ ァ ラサル モ、 滿洲ノ 現況 一一 鑑ミ、 爲 其 他 別- 1  金銀 行 ト競爭 スル機 關ヲ設 クル ノ必耍 ヲ認ム ル能ハ サル 

ノ ミナ ラ ス、 紙幣 發行權 ヲ附與 ス ルカ 如キ、 益々 滿洲 幣制 ヲ 紛糾 セ シムル モノ ナレ ハ、 容易-一之 ヲ 是認 スル能 ハサ ルナ リ。 

さらに 乙 案に 對 する 大藏 省の 反對 理由 は、 左の通りであった。 

次-一 滿洲 一-於 テ更- 一 特種 銀行 ヲ 設立 ス ルノ 案ハ、 若 シ此新 銀行 ヲシ テ放资 機關タ ラシ ム ルト 同時-一、 横濱 正金銀行 ノ 業ヲモ 仝 

然 繼承セ シ ムルモ ノト セン 力、 新 銀行 ハ 外國爲 替ノ點 -I 於 テ横濱 正金銀行 -ー 及 フへク モア ラス。 從テ其 利便 遙 一一 今：： z ヨリ モ劣リ 

却 テ滿洲 貿易 ヲ妨 クル コ トナシ トセ ス。 加 之 横濱！ 人 お. 銀行 ノ營 業ヲ II 承ス ル -ー ハ、 同行-一 對シ 相常ノ 賠廣ヲ 提供 ス ルヲ 耍シ、 從 

テ 無意義 ノ 支出 ヲ * 加シ、 延テ國 庫ノ負 擔ヲ^ 加 スルノ 虞 ァリ。 15! 之 若 シ横濱 正金銀行 ハ 依然 トシ テ現 狀ヲ繼 績シ、 新 銀行 ハ單 

-ー 放资 機關ト シテ ノミ立 ツモ ノト セン 力、 新 銀行 ハ 銀行券 ノ 發行 權ヲ有 セサル コト、 放 資機關 ノ ミ ト シ テ ハ 營業 / 對象少 ナ キ コ 

ト、 其 狭 キ營業 ノ範圍 一-於 テ稍 有利 ナル モノ  -ー 關シテ ハ横濱 Ji- 金銀 行ノ競 爭ヲ免 カル 能 ハサ ル コ ト等ノ 理由-一依 リ、 營業上 1= ン 

ト獨立 ノ餘地 ナキモ ノト 云 ハサ ルへ カラス。 斯ノ 如ク新 銀行 ノ 設立 ハ、 何レノ 方法-一依 ル モノ トス ルモ、 種々 ノ 不利益 父ハ 困難 

ヲ有 スルノ ミナ ラス、 滿洲 經濟界 ノ現狀 ハ 大 銀行 ヲ 必耍ト セサ ルカ 故-一、 本案 モ採 ffl ノ偎値 ナキモ ノト 云 ハサ ル へ カラス。 

從 つて 大藏省 案 は 結局 丙 案に 歸 著せざる を 得な か つた。 卽ち 記して 曰く。 

以上 審按ス ル所 一一 依 レハ、 (a 面/解決 問題 トシ テ ハ、 丙案卽 チ横濱 正金銀行 ヲ 利用 ス ルノ 外道 ナキヲ 認ム。 本案 li 對シ テハ、 横 

濱 正金銀行 ハ本 來爲替 銀行 ナルヲ 以テ、 放資 銀行 ヲ 之-兼 ネ シムル ハ不 (ほナ リトノ 說ナキ 二 ァ ラスト 雖モ、 三十 ヒへ 年戰 後、 政 

W ハ滿洲 -ー 於ケ ル 唯一 ノ 金融 機關ト シ テ.^!J^ 利用 ス ル ノ 方針 ヲ立テ タルカ 故 一一、 多少^^！憾ナ ル點 トキ-一 ァ ラサル モ、 ^滿洲 一一 於 


ケル橫 is- 止 金銀 行 ノ％ 況、 卽チ其 信 w、 其 設備、 其 經驗及 銀行券 ノ發 行權ヲ 有シ、 且爲 取^-一  多大  >  利便 ヲ 有スル n ト等 ハ、 

同行 ヲ シテ、 滿洲 -I 於ケ ル放资 機 關ヲ兼 ネシ ム ルヲ、 今曰ノ 場合 最モ穩 常ナリ ト認ム C 

而 シテ^ 洲 -- 於ケル 放ぶ ほ 業務、 殊 不動 產ヲ 抵當ト セル 長期 货付ノ 如 キハ、 稍 危險ナ ル 性質 ヲ帶 フル モノ ナルヲ 以テ、 滿洲ノ 

發上此 付- ブ必 要ト スル 以上 ハ、 同行 -I 對シ相 (ぉノ 便益 ヲ與フ ル ノ 方法 ヲ講ス ル ハ、 政府 ト シテ亦 巳 ム ヲ得サ ル モノ ト認ム C 

そして 右に 基く 大藏 省の 「橫濱 正金銀行へ 命令 案」 は、 次の 通りであった。 

横 IS  な. 0 行 

n 今滿洲 一一 於テハ 別紙 ノ 方針 ： 準據 シ テ 罃業 スル コト、 相 心得へ シ 

叨治 g! 十二 年 =: n 

大蔵 大 ほ 

. 一、 政府 ハ？ i 洲 金融 機關 トシ テ 特別 銀行 ヲ設. 定スル 代リ- 一、 其 行ヲシ テ是ガ 任務-一 當 ラシ ムル 經畫ナ ルー 一依 リ、 其行ハ 満洲-一 於 

テ ハ 今後 益々：： T 淸 貿易 ノ發 展ヲ 岡"、 進 ンデ該 地方 ノ開 發ヲ 助長 ス ル n トヲ以 ー1 '其 任務 トシ、 常-一 是カ 遂行-一 努力 シ 造憾+ キ 

ヲ期ス へ シ。 

二、 其 行 ハ滿洲 各 ナスお 出張所 一-於 テ營ム 業務 ノ爲 特別 積立ヲ 爲シ、 以テ營 業ノ某 礎ヲ確 K ナ ラシ ム へ シ。 

一 11、 其 行 ハ滿洲 一-於 テハ營 業 上左ノ 方針 ヲ準 守ス ヘシ。 

ィ、 不動 廣抵常 货ノ範 圍ヲ換 張シ、 以 テ在滿 邦人 ノ 資金 ノ 運轉ヲ 圓滑ナ ラシ ム へ シ。 

口、 有望 ナル 11 發 事業- 1 對シ テハ、 必 ナル 資金 ヲ 可成 低利 一一 供給 シ、 W テ 事業 ノ發 達ヲ助 s ス ヘシ。 

ハ、 爲替步 合、 送金 手数料 等ハ 可成 低減 シ、 以テ = 活 貿易 ノ發展 -ー 便ナ ラシ ム へ シ C 

四、 其 行 、ノ 前視 固定 放資 二 關シ、 特別 調査 機關 ヲ 設定 ス ヘシ。 

だ、 必要 ァリ ト認 ムル トキ ハ、 其 行 -ー 命シ、 關束州 及滿洲 二 於テ、 支店！？ < ハ 出張所 ヲ 設置 セ シム ルコト アル ヘシ。 
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六、 特 一一 監理 官ヲ 置キ、 其 行滿洲 一一 於ケル 業務 ヲ 監督 セ シメ、 必耍ァ リト認 メタル トキ ハ、 其行滿洲^^支店出張所ノ 金庫券書庫 

及 帳簿 其他ノ 文書 ヲ檢 杏セ シメ、  乂 ハ 諸般 ノ 景況 及 計^  -ー  關ス ル 報告書 ヲ差 出サシ ム ルコト アル ヘシ。 

七、 本命 令ノ外 監督 上 必要 ト認 ムル トキ ハ更ニ 命令 スル コト アルへ シ。 

さらに 大藏省 案 は、 次の 「撗濱 正金銀行へ 內示 案」 を 添附した。  - 

横濱 y 金 銀 行 

其 行滿洲 一一 於 ケル營 業 方針、 本 =; 日付 第 號ヲ以 テ命八 リ候處 、右-一 關シ 左記 事項 相 心得 置ク ヘシ。 

た 牛 H 日  大蔵 大 E 

一、 本 方針 遒 奉-一 從ヒ^ 加 スへキ 滿洲營 業 資金 捕充 ノ爲、 政府 ハ其 行ノ中 出-一依 リ、 金 一一 一 百 萬圓ヲ 限リ、 日本銀行 ヲ經由 シテ、 

之 力 融通 ヲ 承認 ス へ シ。 但其條 件 並 手續ハ 別-一之 ヲ 定ムル モノ トス。 

伯が 「正金銀行の 爲 め滿洲 あるに あらす して、 滿 洲の爲 めに 存 する 金融 機關 たらざる ベから す」 とまで 痛論した の 

は、 この 大藏省 案であった。 そして 鐵 道院總 裁と して、 滿鐵 監督の 任に ありし 伯 は、 滿鐵 をして 意見 を 草せ しめ、 そ 

の 火蓋 を 切った。 卽ち、 明治 四十 二 年 六月 十二 日、 滿鐵總 裁 中村是 公の 名 を 以て、 鐵道 院總裁 後藤 新 平に 呈 せる r 滿 

洲 金融 機關 設置 ノ議 一一 付 稟申」 は、 先 づ筆を 起して、 

滿洲ニ 於 ケル我 金融 機 關ハ、 一 -I 横濱 正金銀行 支店 出張所 ノ 各地 一一 在ル ノミ、 意フ -ー 橫濱 正金銀行 支店 出張所 ノ、 滿洲ノ 經濟界 

--與 へ タル 效鎮蓋 » 少ナ ラサル へ シト 雖モ、 日 進 月 步ノ滿 洲-ー 對シ、 果 シテ是 ヲ以テ 滿足ス へ キヤ 否。 

と 問 ひ、 更に 進んで、 次の 如く 論じた。 

元來 正金銀行 ハ爲替 銀行 ナ"。 之  一 i 望ム 一-興業 資金 ノ貧出 ヲ以テ ス ル ハ、 寧 0 難キ ヲ强ュ ル モ ノト 謂フ へ シ C 尙 X 満洲 一一 於ケル 

同 支店 出張所 力、 如何 -ー 勵精ス ルモ、 正金銀行 一 般 ノ行是 一一 依リテ 支配 セラ レサ ルへカ ラサル ヲ以 テ、 各 支 ife 出張所 ハ！ wis 本お 


ノ指抓 ノ. 卜-一 動 クノ卟 ナン. - 而カモ 本店-一 在ル 重役/賢明 ナル、 一 々機 fi-- 適ス ル指佘 ヲ與へ 得へ シ トス ルモ、 +^3隔ノ地往很刻 一 

ブ 移シ、 ^^^情ト意思ノ通セ サ ル モ ノア リ。 爲 一- 往々 山頂 ヨリ 遠ク 洋上 ノ 海軍 ヲ 指麾ス ル感ナ キ能ハ ス C 加 之 同行 本店 ハ、 贵- 一口 一 

本本^ノ^：^易ノ ミ ナラ ス、 倫敦 一-紐 育- i 廣ク 世界 ノ 市場-一意 ヲ用ュ へキ 重大 ナル 任務 ヲ有 シ、 勢ヒ 滿洲ノ 金融-一 專 ラナ ル能 ハサ 一 

ル ハ 勿論、 滿洲 一一 特別 ノ 事情 ァ ル- 一際 シ、 同行 一般 ノ條 規ヲ 離レ、 之-一 應スル ノ處置 ヲ善ク シ 得へ キヤ。  一 

かくの 如く 「稟屮 J は、 正金銀行 がその 性質 上、 滿洲 開發の 指導 的 金融 機關 として、 不適 當 なる 所以 を 叙した る 後、 • 

滿洲に は滿洲 本位の 特別 金融 機關の 必要なる 所以 を.， 次の 如く 述べ た。 

一 

^モ 滿洲ノ 啓發ヲ 助成 シ 、 我 勢力 ノ 擎固ナ ラン ヲ欲 セハ、 經濟界 ノ 血液 循運 ノ 作用 タル 金融 機關 ノ 整備 ハ、 刻： ト /  00 トシ テ 一 

一 ロノ 猶豫 ヲ容サ 、ル 所ナリ C 而シテ 其 機 關ハ、 滿洲經 濟界ノ 消長 ヲ以テ 已レノ 消長 トス ル、 特設 ノ 機關タ ラサル へ カーけ サル ハ 

論ヲ俟 タス。  一 

さう して この 「稟 申」 は、 滿洲に 設立 せらるべき 特別 銀行の 具 體案を 掲げて ゐ るが、 これ は 後に 記す 「滿 洲 一一 於ケー 

ル 金融 機 關-ー 關スル 卑見」 に、 殆ど そのまま 採用され てゐ るが 故に、 その 記事に 讓る。  j 

由來、 伯と 大藏 省と は、 滿洲 金融 機關の 本質に つき、 根本的に その 見解 を 異にした。 大藏省 案 は、 現 實の滿 洲を標 一 

準と して、 その 實際的 必要に 應 する を 本 3 曰と したる に對 し、 伯 は將來 大いに 發展 すべき 滿洲を 目標と して、 そこまで- 

滿洲を 向上せ しむべき 重大なる 任務 を、 その 金融 機 關に負 はし めんと 要求した ので ある。 すな はち 伯 は 「關東 州 及滿ー 

洲ニ於 ゲル 金融 機關 一一 關スル 件 二 對スル 意見」 において、 論じて 曰く。 

滿洲， 一 於 テハ、 金融 機關- ー賴テ 百般 ノ柘殖 經營ノ 潜勢力 ヲ抉植 セザル へ カラス C 乃チ 滿洲ノ 金融 ハ、 或ル 事業 ノ  H 的ヲ逮 クル 爲ー 

メノ 出鈉ヲ 便-一 スルニ 止ラズ シテ、 拓殖 經營ノ 中心 機能 タ ラサルへ カラス C  、  一 
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然るに 滿洲に 於け る 「利 源 開發、 中央 金融 機關、 貿易 獎勵、 通貨 統一 等ノ 大任」 を與 へられた る 正金銀行 は、 過去 

において、 その 任に 堪 へざる こと を 暴露した るに 拘 はらす、 なほ 姑息なる 彌縫策 を 以て、 これに 對處 せんとす る大藏 

省 案 は 「此ノ 過失 ヲ 再三 反覆 セント スル」 もので はない か。 伯 はかく 論じた る 後、 更に 進んで、 次の 如く 記した。 

本案 ハ 畢竟 姑 a.^/ 餘 一一 成ル モノ 一一  シテ、 帝！； 力 二十 億圓ノ inl 債ヲ负 ヒ、 Ic 萬 N 精兵 ヲ動 シ、 十萬ノ 死傷 ヲ出シ テ獲タ ル ffi 洲ノ經 

營プ シテ、 經 濟的戰 爭卽チ 拓殖 時代 一一 移リテ 萎縮 退嬰セ シメ、 終-一 進暢ノ 時機 ヲ逸 スル虞 ナシト 云フヲ 得へ キカ。 切言 ス レ ハ、 

滿 洲ァリ テ後チ 正金銀行 アル 一一 ァラズ シテ、 正金銀行 ノ 存立 ノ爲- ー對滿 ノ計ヲ 案出 セル 如 キノ 傾向 ァリ ト解ス ル者 アル モ 復辭ナ 

ケ ン。 

すな はち 伯の 眼の 注ぐ ところ は、 一 正金銀行の 業務に あらす して、 日に 月に 進展し ゆく 滿洲の 天地であった。 惹ぃ 

て は 帝國の 大陸 政策の 前途であった。 この 故に 伯 は、 大藏省 案 を 反駁して、 

旣 一一 他 銀行 獨立 ノ餘地 ナント 云 ハ -、、 、 滿 洲經營 ノ望ミ ナシト 論 スルー 一等 シ。 假 一一 此 解說ヲ シテ誤 ナカラ シメ ハ、 常 ハ滿 洲經營 

プ 中絕ス ルカ、 將 タ现狀 維持 一一 甘 ンスル カノ  二 一一  出サル へ シ。 何レ 一一 ス ルモ、 進テ 積：^ 的 施設 ヲ规畫 スルノ 勇 ナキ- 一 似 タリ。 

となし、 進んで 伯の 大陸 經營の 抱負と その 實現案 を、 次の 如く 述べた。 

之 ヲ要ス ルー 一、 右一 一 金融 機關ヲ 握リ、 左 一一 拓殖 ノ經 綸ヲ 撕ケ、 以テ 熱誠 事 ニ從フ -ーァ ラサ レハ、 何 ノロ 力 其 目的 ヲ遂ク ル ヲ得ン 

ャ。 但シ 拓殖 ノ經給 ヲ霧杏 シ、 起案 シ、 义其 成敗 ヲ豫察 督吿ス ルー 一足 ル ノ 能力 ト 相伴 フテ活 S スルー ーァ ラサ レハ、 金融 機 關ァリ 

ト 雖モ、 拓確ノ 上 一一 貢獻ス ル所多 カラ ス。 凡ソ此 等ノ間 題-一 對シ テ深ク 考慮 セズ。 漫 一一 金融 機關其 物ヲ舉 ケテ、 文明 都 W  ノ中央 

一一 於テ活 ffl ス へ キ 區域ノ 講談-一 聽カ シメ、 而カモ 其 範圍内 -ー 於テ 行動 フ、 ル金 融家ノ 意思 一一 委 セラ ルル ハ、 滿洲 經營- ー取リ テ深大 

ナ ル 遣憾 一一 アラス ャ。 

すな はち 大藏 省の 金融 機關 中心の 考へ 方に 對 して、 伯の 拓殖 經營 中心の 考へ方 は、 根本的に 對立 する。 さう して 伯 


は、 蔵相 {R 邸に 於け る 高 橋 正金 頭取の 「金融 ノ事ハ { 且ク專 門 家 タル 我々 一一 聽クへ シ」 との 言を捉 へて、 結論して 言つ 

た 0 

畢竟 正金銀行 ノ自衞 策 トシ テハ、 1: 頭： 取 ノー 百、 以テ 諫ヲ拒 クニ 足 ラン モ、 滿洲經 營ニ對 シテ、 其/ 效果ノ 顳著ナ ラサル ハ素 ヨリ 

其 所 ノミ。 是ヲ 以テ、 戰後 一一 於ケル 滿洲ノ 經濟戰 爭ノ爲 一一 スル 金融 機關ノ 設置 方法 トシ テ、 大藏^？；並 -ー 高橋頭取 ノ 提談 セ ラ レ タ 

ル モノ ハ、 以上 ノ 理由 一一 依リ、 遣憾 ナカラ 養 同 ヲ表ス ル能 ハサ ル所 ナリ。 r 中略) 

仍 テ爲錄 事業 ハ 依然 之 ヲ 正金銀行-一 倚 賴シ、 柘殖ノ 目的 ヲ以 テス ル 金融 機關ハ 一種 特別/モノ タラ シム ルカ、 或ハ满 洲鐵 wa,^: 肚 

プ シ テ 载營セ シム ルカ、 二者 其 一 ヲ揮定 セラ レン コト ヲ盼 望-一勝へ サル 也。 

これらの 諸 文書に 現 はれた る 主張 を、 築 成して できた ものが 「滿洲 一一 於ケル 金融 機關ニ 對スル 卑見」 である。 それ 

は、 ^頭 大藏省 案に 對 して 反對 意見 を 記して、 臼く。. 

大藏大 Id 提案 一-依 レハ、 政府 ハ 正金銀行 條例ニ 一部 ノ 改正 ヲ加 フルト 同時-一、 同 銀行-一 對シ 特別 ナル 命令 ヲ發 シ、 同行 支店 ヲシ 

. テ 依然 滿洲 一一 於ケ ル唯  一 ノ 金融 機闢 タラ シメ ン トス ル モノ  ノ 如シ。 是 唯滿洲 51 發ノ 前途 一- 對シ、 祀憂 措ク能 ハサ ル モノ ナキヲ 得 

ス。 敢テ卑 见 ヲ開 陳シ、 內閣諸 公 ノ閱覽 ヲ煩ハ サン トス。 

大 藏竹捉 案-一同 意 ヲ表ス ルコト 能 ハサ ル要ハ 、左 ノ七點 一一 在リ。 

一 、 滿洲 本位 卽 拓殖 本旨 一一 非ラ ス シテ、 依然 タル 正金銀行 卽 東京 經濟 本位 一一 拘束 セラ レ タル ノ婊ァ リ。 

二、 金融 機 關-- 對スル 著眼ノ 遠近 大小 廣狭 一一 於テ、 面目 ヲ 新-一 ス ルノ點 +ク、 且 從來ノ 病根 ヲ脫 セス。 

一一 一、 現在 ノ在 滿洲 = 本人 ノ範圍 一一 局 シテ、 淸國 人並 他 外 國人ノ 活動的 經濟二 著眼ス ル コ ト颇ル 乏シ キノ 感ァ リ。 

ra 、ボイコット 熟ヲ去 ルー ーハ、 金融 機 關ノカ ヲ以テ 淸國人 ト經濟 的 聯絡 ヲ結フ ノ策ヲ 講セサ ルノ憾 ァリ。 

五、 近 キ將來 -ー 於テ、 少クモ 五十 萬ノ： H 本人 ヲ 移植 セ ン 一一 ハ前 三、 四兩！ ra- ノ 意志 ヲ以テ 勇進 ス ル ノ策 アル ヲ要 ス。 本案 ハ此點 
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一一 於テ缺 クル ノ ミナ ラ ス、 正金銀行 ハ從 來之プ 妨害 シ タル コト、 未 タ知察 シ得サ ルノ憾 ヲ免レ ス C 

六、 政府 ハ滿洲 金融 機 關 ノ損 J*" ヨリ 來ル國 庫 ノ負擔 ヲ恐レ ナカラ、 正金 ノ爲二 ハ、 內示案 -ーョ レハ、 參百 萬圓ノ 融通 金ヲ 日本 

銀行 一一 約シ、 自ラ其 损害ヲ 負擔セ ン トス ルノ嫌 ァリ。 

七、 本案 中 滿洲ヲ 以テ獨 立 銀行 設立 ノ餘地 ナント 斷 ー百シ タル ノ大膽 一一 驚 力 サルヲ 得ス。 果 シテ然 ラハ、 B 本 政府 ノ滿洲 經營ハ 

極メ テ 失望 的 ノ勞ト 云 ハサ ルへカ ラサル-非 ラス ャ。 余ハ 外國バ ンクハ 何故 一一 其 支店 ヲ出 シ、 盛 一一 活動 ヲ試ミ ッッ アル 力-一 

徵シテ 、其 一一 一； ロノ 妄ナル ヲ知ル |ー  餘 アル 一一 非 ラス ャ。 

この 「卑見」 は、 伯 自身の 名に よって 發 表された る ものな り や、 或は 「稟 申」 と 同じく、 中 村 滿鐵總 裁より 後藤 鐵 

道院總 裁に 呈 せる 形式に よりたる ものな り や は 不明で ある けれども、 何れにしても、 その 實 質が 伯の 意見 を そのまま 

に 開陳した ものである こと は 上揭 の七點 が、 伯の 自筆の 覺 II 曰 (卷 紙に 毛筆 を 以て 記せる もの) と、 文句の 末に 至る 

まで、 殆ど 附 合せる ことによ つても 明かで ある。 さて この 「卑見」 は續 いて 細論に 入り、 先 づ大藏 省 案の 「滿洲 二 於 

テ ハ 資金 ノ 需要 未タ 甚大 ナリト 云フ可 ラス。 放資ノ 目的物 モ未タ 甚多シ ト云フ 可 ラス。 現狀 ヨリ 云へ ハ未タ 一 大 銀行 

特設 ノ 必要 ナシ」 とい ふ 議論 を 反駁して 曰く。 

現今 一一 於テ资 金ノ需 耍未タ 甚大 ナラ サ ルハ、 其 需要 必 ス シ モ 甚大 ナラ サル 一一 アラス。 銀行 力 融通 ノ 手段 ヲ M ラ サル 一一 因ル 一一 ァラ 

サ ルカ。 义 放资ノ H 的 物 未 タ甚多 カラ サ ルハ、 其 目的物 必シ モ甚多 カラ サ ル 一一 ァラ ス、 銀行 カ放资 ノ 方法 ヲ 講セサ ル -ー ra ル 一一 ァ 

ラサル 力。 本年-一 於ケル 滿洲ノ 輸出 人 總額ハ 約 贰億圓 ヲ超ュ へ ク V 之ヲ我 國 過去 ノ狀 態-一照 セ ハ、 明治 二十 六 七年ノ 交， 一 於ケル 

輸出 人 額 一一 匹敵 シ、 今日 一一 於ケ ル不完 仝ナル 滿洲ノ 銀爐、 錢莊 ノ如キ 金融 機 關ヲ以 テ目ス 可 ラサル モノ-一 在 テモ、 其 貧 高殘高 

ハ尙ホ 五 千 萬圓ヲ 超. ュ ルノ勢 ナリ。 果 シテ資 人ぶ ノ需要 甚大 ナラ ス、 放資ノ 目的物 甚多 カラ スト 云フヲ 得へ キ 力。 是旣 一一 一考 ヲ要 

スル點 ナルノ ミナ ラス、 世人 カ滿洲 -I 於テ 資金 ノ 需要 少シト 云ヒ、 放资ノ 目的物 少シ ト云フ ハ、 听謂 資金 ノ需 耍义ハ 放资ノ 目的 


れナ ル觀念 ヲ異ュ ス ル -- ァ ラサル 力： 換 一一 ヨス レ ハ、 一 -ー經 ノ 發達セ ル 土地- 1 於ケル 普通 銀行 ノ親念 ヲ以テ 滿洲ノ .g^ 濟ヲ截 察シ、 

imlii 銀行 ノ觀念 ヲ以テ 之ヲ觀 察セサ ルカ 爲 一一 ァ ラサル 力。 論者 ハ 現今 正金 银行 支店 ノ贷出 残高 參 W 萬 M 内卟十 ルプ 兑テ、 前述 ノ 

立論 ヲ爲ス モノ ナル へ キモ、 此數字 ノミヲ 甚礎ト シ テ滿洲 仝體ノ 現今 及將來 一一 於ケ ル終濟 ヲ推ス ハ、 S クハ 皮相/見 タル ヲ免カ 

レサ ル可 ク、 f?^ 凡ソ新 n  ノ 地域 ヲ啓發 セント スルー ー當リ テハ、 S シク 先進 的 誘導 的ノ 方針 ヲ取 リ、 先ッ 設備 ヲ 完成 シテ以 テ其設 

備ノ利 W ヲ 誘 鼓 喚起 スルノ 必耍有 之 候 ハ 、 多言 ヲ须 ヒサ ル所、 金融 機關 一一 於テ ハ 最 モ 其然 ル ヲ兑ル 所-一 有 之、 去 レ ハ 5^ 米齐^  -- 

於 テハ殖 K 地ノ 設立 サル、 ャ、 交通 市街 殖產 等-一 關スル 諸 設備 ヲ爲 スト 共-一、 必ス 特種 ノ 金融 機關ヲ 設置 シ、 喊 R 地ノ 必要 一一 應 

シ、 资金ノ 融通 ヲ圆 リ、 企業 ノ發 展ヲ助 クル コトノ 必要 ヲ說 カサル ハナ シ C 然ル 一一 單， I  ^洲 一一 於ケ ル 口 本人 ノ現 狀ノ ミヲ 見テ、 

一大 特設 銀行 ノ 必要 ナ キヲ說 クハ、 是滿洲 濟 狀態ヲ 了解 セス、 殖民 銀行 ノ 本義 ヲ 忘却 シ、 X 特來我 邦人 ヲシ テ、 ゆ 1 洲- ー於ケ 

ル經 濟上ノ 主宰者 タラ シムル ノ ソ！^ ヲ 講セサ ルノ 譏ヲ免 レサ ル へキ モノ 一一  可 有 之、 X 殖民 銀行 ナ ル モノ ハー 般ノ^ 行 業 称 以外 一一 、 

特別 ノ 任務 ヲ；？ スル モノ タル n トモ、 亦 多言 ヲ耍 セサル 所、 而シ テ是 一一  土地 一一 對ス ル 長期的 貸付、 义 ハ 殖民 的 企業 二 對スル 低 

利ノ 融通 等ノ ミ ヲ云フ -ー アラス。 若 唯 此等ノ 銀 一 び ノ ミナ リセ ハ、 一 般ノ 銀行 モ亦 殖民 地ノ 需要 二 應スル n ト難 カル 問 敷 候。 殖民 

銀行 ハ &行ノ 業務 以外-一 特別 ノ 任務 ヲ有ス ル トハ、 殖民 銀行 ハ菅 一一 普通 ノ 銀行業務 ノ ミナ ラ ス、 植民地 開發ノ 任務 ヲまフ コ トヲ 

云フ モノ ト存シ 候. - 卽 殖民 銀行 ハ 啻 -ー 營利ノ ミ ヲ 目的 -ー ス ベ キー I アラス、 國家 -ー 負 フ所ノ 特別 ノ仵 務ブ 有シ、 殖民 地 ノ開發 ヲ以 

テ已 ノ任ト 爲シ、 常 一一 此 目的 ヲ以テ 其 業務 ヲ 執行 シ、 假-ー 營利上 多大 ノ 利益 ナ キモ、 拓瑜上 有功 ナル 事業-一 ハ放 資ヲ敢 テシ、 ^ 

一一 ハ 义 營利ヲ 外-一 シテ、 國 家ノ爲 一一 利權ノ 扶植 ヲ務 メ、 經 濟ノ發 達- 1 盡 クサ、 ル へ カラス： 是 決シテ 一般 ノ 銀行-一望 ム能 ハサ ル 

所 二 シテ、 特種 ナル. S 民 銀行 ノ 設立 ヲ必耍 トス ル 所-一有 之、 去レ ハ歐米 諸 國- 一お テモ、 其 殖民 地-一 ハ必ス 各 其 需要-一 適應 スル特 

種ノ 殖民 銀行 ノ 設立 ヲ 獎勵ス ル 所以 -ー 有 之 へ クト存 候。 

かくの 如く、 滿 洲に營 利の み を 主眼と せざる 一 大 植民 銀行 特設の 必要 を 論じた る 後、 

旣-ー ffi 洲- ーハ 一大 銀行 特設 ノ 必要 ァリ、 且其 銀行 ハ 殖民 銀行 トシ テ 特種 ノ 任務 ヲ負フ へキモ ノト 致 候 ハ、、 正金銀行 支店 ヲシテ 
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滿洲 -i 於ケル 唯一 ノ金融 機關ト シ テ此任 一一 赏ラ シ ムルコ 卜 如何 ナ ル モノ-一  可 有 之 哉。 

と 問 ひ、 更に、 

笫 一 一一 内地 一一 本店 ヲ有ス ル 支店 銀行 力、 杲シ テ 新開 ノ 殖民 地 一一 在リテ 開發的 誘導 的ノ 任務 一一 服スル コトヲ 得へ キ モノ 一一  ャ。 

と 反問し、 また、 

笫ニ 一一 一  II ノ爲替 事業 タル 至 重ナル 任務 ヲ有 スル 金銀 行ノ 支店 力、 杲シ テ滿洲 - ー於テ 殖民 銀行 ト シテ 活動 ス ルヲ 得へ キモ /ニー 

ャ 0 

と 問うて、 何れも その 然ら ざる 所以 を樓說 したる 後、 滿洲 における 經濟的 發展を 助長す るた めに は、 是非とも その 中 

心機 關 として、 一大 植民 銀行の 必要なる 所以 を 論す ると 井》 に、 

南滿洲 鐡道侖 "社-一 金融 部ヲ 置クノ 姑息 策 ヨリ モ、 獨立 ノ滿洲 銀行 ヲ設 ケテ、 殖民 的 銀行 ト ナス ヲ急耍 トス。 

と 論じて、 最後に、 

滿洲 ハ 已 一一 門戸 開放 ヲ 標榜 セラ レ、 各國 有力者 ノ來テ 視察 ス ル モノ 踵ヲ接 シ、 將來 有望 ノ地ト シテ屬 HI セラ レ、 本年 一一 至 リテサ 

ミュ I ル、 マツ ダレが ー、 -. ハタ I フヰ ルド. ス ワイヤ 等外 國銀 商ノ旣 一一 大連 I 一  店舗 ヲ開ケ ル モノ ァリ。 又 銀行 ト シテハ チヤ I タ 

—に. バン ク 支店 ブ 11 力 ン n トヲ計 畫シ、 H 下 調査 中 ナリト 聞ク。 此 ノ如ク 各國ノ 注意 ヲ嚮フ ル - 一際 シ、 滿洲 開發ノ 先鋒 ヲ以テ 

,Hr 任ス ルせ 人ハ、 他ノ 機先 ヲ制ス ル-ー 放任 スル ハ、 5 一  《i 遺憾/至 -ー ァラ スャ。 苟クモ 滿洲ノ 啓發ヲ 助成 シ、 我 勢力 ノ黎 固ナラ ンヲ 

欲セ ハ、 經 濟界ノ 血液 循運ノ 作用 タル 金融 機 關ノ整 俯ハ、 刻下 ノ 急務 ト シテ  一 ロノ 猶豫 ヲ容サ 、 ル 所ナル -1、 中風^^-ー類ス ル正 

金銀 行-一 投藥 シテ囘 復活 動ヲ望 ム ハ、 政府 ノ盧 S 時機 ，ー 適 スルモ ノト 云フへ カラス。 依 テ左案 採用 セラ レ ン コトヲ 切望 ス ル 所以 

一一 候。  .  - 


と 痛論して、 次の 具 體案を 提示した。 これ は上揭 「稟 申」 の 案 を、 殆ど そのまま 採錄 した ものである。 

一 、 株式 組錢ト シ 株式 ノ半數 以上 ヲ S 滿洲鐵 道會杜 一- テ 引受 クル コト 

(理由) 一 般 ヨリ 募集 ス ル モ、 允 分 應募者 ヲ得ル ャ否料 知シ難 キノ ミナ ラ ス、 滿鐵會 社 卜 ハ 利害 休戚 相離ル へ 力 ラサル モノ 

ァ ル ヲ 以テ、 寧 ロ會社 一一 於テ 資本 ノ 半額 以上 ヲ 引受 ク ルヲ 可ナリ トス。 

二、  ^本 金 ヲ查千 萬圓ト ス ルコト 

{ '理由) 今日 ノ狀況 一一 於 テハ、 五 百萬圓 一一 テモ營 業シ得 ヘシ： 然レ トモ 將來 發展 ノ嘵- 一到 ラハ、 壹 千萬圓 ニテモ 不足 ヲ感 

ス ル ノ 時 期ァ ル へ ク、 且淸 國人ノ 信用 ヲ得ル 上 一一 於テ、 壹千 萬圓ノ 資本 ト爲 シ置ク コ ト 必要 ナリ。 

一一 一、 重役 ノ人 部分 ハ 南 満洲 鐵道會 社 役員 ヨリ 兼務 ス ルコト 

(理由) 本 銀行 ハ滿鐵 會社ト ハ離ル へ 力 ラサル 利害 ヲ有ス ルノ ミナ ラ ス、 資本金 ノ 半額 以上 ヲ會社 一一 テ 引受 クル 以上 ハ、 本 

現 ハ當然ノ^！&ナ ル ノ ミナ ラス、 經费ヲ^8ス ル上 一一 於テモ 利益 ァリ。 

四、 銀行券 (金券) ヲ 發行ス ルコト 

(ィ) 準備 發行 無制限 

(B) 保 證發行 壹千 萬圓ヲ 限度 トス 

(ハ) 特別 鼓 行 政府 ノ特- 一 指定 スル條 件 一一 依ル  . 

(理由) 準備 發行及 特別 發行 一一 就テ ハ 別-一 說明ヲ 要 セサル へ シ C 保 證發行 ヲ壹千 萬圓ト スル ハ多キ - 一過 クルカ 如シ ト雖、 f 

鐵會肚 /營業 收入ノ ミ 一- テ モ fj3 カラ ス贰 千萬圓 - 一達 ス へク、 1 滿洲土 產貨！ ^ノ 輸出 セラ レ タルモ ノ 昨年旣 一一 約 八 千萬圓 -ー 上 

リタ ル狀 況- 一見 ル モ、 將來滿 洲-ー シテ益 々鼓 展シ、 銀行券 ノ 流通 換張ス ル - 一至 ラ ハ、 發行額 優 一 一武 干 萬圓- 一達 ス へク、 其 一 

半 ハ 準備 發行ト ス ル モ 尙壹 千萬圓 ノ保 證發行 ヲ要ス ヘシ" 

五、 廣ク 銀行業務 ヲ營ム コ ト 

(理由) 銀行 一般 ノ 業務 ハ 勿論 不動産 ノ擔保 貧、 生産者 一一 對スル 前 貧 等 廣義- 一 於ケル 貸付 業 及 信託 ノ 業務 等、 總テ- 取扱 ヒ得 
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ル コトプ 要 7、 。 營業權 限 廣汎ナ ラサ レハ 充分 滿洲 ノ 發展 资 ス ル 能 ハ ス 。 銀行券 ノ 流通 亦 思 ハシカ ラサルへ キヲ Z::- テナ リ。 

この 滿洲植 特殊 銀行の 剖 立案 は、 ザ 刎 版に 刷った 長文の 意見書で あるが、 伯 はこれ により、 大藏省 案に 反對 し、 

自 說を赏 徹せん がた めに、 方々 持ち 廻った ものと 見えて、 瀾 外に 紫色 紛^ を もって、 丸 や 三 の 印 をつ けて あるば か 

りで なく、 伯の 自筆 を 以て、 次の 如き 添 irt. さへ して ある。 

一 定 主腦ノ 方針 一一 從テ 活動 ス ル 八せ 融機關 / 必要 ァリ。 然ル 一一 正金 ノ滿洲 一一 於ケ ルャ、 放肆 的 一一 シ テ獨リ 政^ ノ 意思  一一 ^=ク ノ ミ ナ 

ラス、 ，H 已ノ  U 的 ヲモ達 シ得ス 。銀行 自身 ハ损 失シ、 政府 命令 ハ行 レス、 國家ハ 政策 ノ 蹉跌 ヲ致シ タル 事實、 一 一一 正金銀行 ヲ滿 

洲ん 4 融機關 卜 ナシ タル ノ赏 一一 歸 セサル へ カラス。 吉長線 談判 其 一 ナリ。 束 一一 一^ 總督府 銀行 其 ニナ リ。 

しかも この 伯の 奮闘に も拘 はらす、 この 滿洲 拓殖 特殊 銀行 案 は、 つ ひに 實現 されなかった。 これ 伯が 本 項 冒頭の 語 

に繼 いで、 「しかも {兀 全なる 金融 機關の 便、 な r 日 もお 開けざる は 遗憾の 至に 堪 へざる 處 であります。 金融 機關の 不備 

の爲 め、 滿洲 經營の 事業 發展を 害した こと は 甚だ 犬なる ものであります」 と 嘆 じたる 所以で ある。 

ー體 に、 伯に 取って は 大藏省 は 苦手であつ たやう である。 阪(<^ 去って 後、 又 伯の 奔放 自在なる 經綸を 援助す る藏相 

は 現 はれなかった。 それ は 後に 記す 帝都 復興 問題のと き、 殊に その 哎を 深う した。 

一 六、 東洋 銀行 設立 案 

滿洲 特殊 銀行 案 は、 かくして 遂に 不成立に 終った。 しかし 伯 は、 それでも まだ、 この 計畫 を拋棄 しなかった。 彼 は 

乎 を變へ 品を換 へて、 晚 年に 至る まで、 その 實 現に 努力した。 


し 力し 後年 伯の 努力した の は、 もはや 滿洲 のみに 地域 を 限る 小 銀行ではなかった。 支那 全體に 亙る 大金 融機 關の設 

立であった。 これに ついては、 大 1^ 內閣の 章 下に 再 論す るが、 伯 は 前記の 幸供樂 部の 講演に おいて、 これに 觸 れてゐ 

るから、 別項の 記述の 後日 譚 として 玆に 併記す る G 

この 幸俱樂 部の 講演 は、 大正 三年 六月で、 大 隙內閣 成立の 後、 まもなく のこと である。 

今日 我が 帝 園が 豫算 不成立の 爲 めに 國 庫に 餘 金が 出来た。 是れは 本 當に餘 る 金 か 餘らぬ 金 か は 別であります が、 

アクシデントの アクシデント、 所謂 偶然 出来た 金で ある。 此 不祥 金を祥 金に したい。 先づ さう 云 ふ 金 を租稅 延納 

資金、 又は 某々 基金の 借金 返 償に 充てるな ど、 或は 之れ を 各 基金 返 入と か、 減稅 とか、 廢稅 とか、 一時 融通に 供 

せんな どと 云ふ爲 めに みな 苦勞 をして 居る。 是 れは必 すし も惡 いこと だと 中し ませぬ が、 一頭 地 を 祓いた 考を以 

て、 此 禍を轉 じて 幅と なす 政策 を 建て、 將來の 國運大 發展に 資したい。 卽ち廣 き 意義の 植民 政策 若く は植 ぉ經濟 

の 上に 付いて 考へ られる ことが 必要で はない か。 我が 帝國 主義の 基礎 を 鞏固に する 點 から 一 の 問題 を 捧げる ので 

あります。 

此 一億 數千圓 の剩餘 金ら しきものが、 玆に餘 計な ものら しきものが 生れた から、 之れ を 直ちに 右から 左に 持って 

行って 使へ と 云 ふこと は 一 百 はぬ が、 之 を 或る 方法の 囘轉に 資して 以て 東洋 銀行 を 設立す ると 云 ふこと は、 最も 適 

當な 設備で は 無から うかと 思 ふ C それ は 恐らく 税を 減じて やる と 云 ふより、 それ 以上に 帝 國の國 民に は 利益 を與 

ふるもの である。 其 一端 を 例 すれば、 支那 四百 餘 州に 對 する 所の ボイコット を 恐れる 我々 は、 玆に 非常な 貿 13^ の 

市場 を拓 き、 經濟： ^£戚 を 同じう する 一大 畛域を 共有し、 無益の 戰を させぬ やうに 出來 るので はない か。 それ は 色 
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色 方法 も ありませ うが、 極く 手 短 かに 私が 考 へて 見ます と、 東洋 銀行 その 實は日 支 銀行 を 設け、 口 本が 五 千萬圓 

出す。 彼 も 五 千萬圓 出す。 今 彼に 五 千萬圓 出す 力 はない が、 それ は 幾らかの 方法 を 以て 一時 立替て やる。 さう し 

て 彼 も 銀行に 對 する 保證を なし、 我 も 之に 對 して 保 證を なし.. 約 三 億と 云 ふか 五 億と 云 ふか、 社債 を發 行す る權 

利 を與 へる ことにして やったならば、 必すゃ 神 戶大阪 の 繁榮と 云 ふ もの は、 今や 諸君が 御 計算の なることの 出來 

ざる 程の 利益 を受 くる こと は、 太鼓より 大きな 1: を捺 して 保證 してせ からう と 思 ふ。 諸君 も 後藤の 脫 線ぐ らゐに 

ぉ聽き 下さって、 其の 中に 何等かの 御用に 立つ ことがありましたならば、 どうか 物になる やうに 助ける 考を以 つ 

て 頂いたならば、 非常な 光榮 であり ますと 思 ふので あります。 何の 權利を 吳れ、 此の 權利を 吳れと 言って、 相當 

名の ある 人が やる。 日本人が 行きました らば、 勳章を 、れて 御馳走す る 位の こと はいたし ます。 けれども 只 樽 

折衝と か 云 ふやうな こと は 最早 效 力ない。 昔の 支那 人 は それでせ-しいが、 今日の 袁世 凱に 對 して は 政策で ある ま 

い。 滿 蒙の 問題に 困難 を來 たす のみであって、 之 を 解決す る 所以の 途 ではない。 袁世凱 其 者 は 私 何年 か 久しく 遭 

ひませ ぬけれ ども、 彼 は 非常な 苦心の 爲 めに 人物 を 上げて 居る と 思 ふ。 私が 初めて 會 つた 時、 或は 其の後 會 つた 

時の 袁世凱 だと 思うて 居ったら 間遠 ひだらう と 思 ふ。 此の 人 は實 際ど う も、 苦心の 餘 りに 段々 政治 上の 技 俩を上 

げて來 て、 我が 內閣諸 公に 對 しても そんなに 濯 色の ある もの だと 私 は 思 はない。 それで 瞞著 など 云 ふこと は 茶 だ 

ましくない。 誠意 を本體 にした 所の 外交で なければ ならぬ。 それ は 多少の 術策 は雙方 共に ありませ うが、 誠意 を 

本體 として 行って、 さう して 經 濟的關 係に 於て 數 字の 欺く 可から ざる もの を 以て 提携す る。 而 して 支那に 於て 

ボイ コッ トを 恐る るよりも、 彼等が 經濟關 係に 於いて ボイ コ ッ トを爲 す 能 はざる 所に 到らし むる ことが 尤も 必要 


である， - iwf に 於いて 文裝的 武備で、 總て 彼等に 對 すべきで ある。 よし 東洋 銀行の 爲 めに 一時 五 千 萬 や 一億 圓の損 

した からと言って、 決して 私 は 値 打の 無い 眞の 損失に はならない と 思 ふ C 此事は 時流の 議論に 對 して は 或は 容れ 

られ ないか も 知らぬ けれども、 帝國國 民の 將來の 幸福 は 全く 此の 點 にある だら うと 私 は 信じて 疑 はぬ。 唯脫 線の 

話を餘 興と して、 お 笑 ひ 草に 申 上げる 譯 でない。 私 はどう か 之 を 攻究して 本統の 問題に 實現 する やうに 諸君に 御 

講究 を 願 ひたいと 思 ふ。 それに 對 して は 固より 御 質問 あらば 承 はらなければ ならぬ。 又 諸君の 御 計 畫も伺 はなけ 

れ ばなら ぬのであります が、 是れが 一番 私 は 必要 だと 思 ふ。 しかの みならす、 彼は大 法螺 を 吹いて 山 を 言 ふと 仰 

しゃる か 知らぬ が、 唯今の 所では、 日本 帝 國と云 ふ もの は、 若し 金 を 借りたならば 身代限り をす る ものであって- 

危ない から 金 は 借られな いと 自分に 吹聽 し、 世界の 人 をして 金 は 貸せない と 云 ふ 位に 認めさせ、 認められる やう 

に 骨 を 折って 居る 嫌 ひもな きに あらす。 世界に 帝 國の實 力 を 知らし める 祕訣を 以て 御斷 行になる ことにな り まし 

たなら ば、 世界 は必 すし も 高利で 無ければ 日本に 貸さぬ と は 言 はぬ だら うと 思 ひます。 帝國 にして 必要 あり、 世 

界に 有利の 餘 金が あったら、 何時でも 借る こと は惡 いこと で 無から う。 決して 私 は 現在の 政府の 非 募債 主義 を排 

lie する 人の 眞似 をして、 諸君に 申 上げる 譯 でない。 厭味の ある 巾 分で もない。 誡に 正直に 心中 を吿 白して 諸君の 

御 判斷を 希望いた す 次第であります。 決して 近代の 政策に 對 して 批評 的に 申す のでない。 眞 面目に 討究 問題と し 

て 御 講究 下さったならば、 必すゃ 世界の 金 は 使 ふべき ものである。 五 朱の もの を 以て 一割の 利益 を擧 ぐる 時に 使 

つてせ いので あるから、 絕對に 金 を 借りない など 云 ふやうな 氣 取る 事 を 止めて、 正々 堂々 に 行って、 貸す 時には 

借りても {nj い、 どうか 借りて 貰 ひたいと 云 ふこと になる。 又支那のぁの廣ぃ所に今日では日本の赏c^カが非常な勢 
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力に なり、 第一 の 貿易 額 を 占めて 居る こと は事實 である。 必すゃ 列國は 日本人に 及ばぬ ことが 明かで ある。 然る 

に 若し 我國が 一 朝 支那に 何事が 起つ て も、 备國 出兵す る 時に、 日本の 兵士の 經費 一 年 一 億圓 とすれば、 他 列國は 

三 億 乃至 五 億 を 要す 故に、 長 日 持久と いふ 點に 於て 其の 力の 優劣 甚だ 明かで ある。 然るに 小策 を 弄して 小利 を爭 

ひ、 互に 感情 を 害し、 列國に 劣り、 後に 瞠若た る爲體 にて は. 滿 蒙の 經營も ロ脊に 止まり、 到底 駄目 だら うと 思 

ふ。 因って 玆に日 支 共立 東洋 銀行 を 設立して、 大 亞細亚 主義 を 以て 東洋 和平の 樞軸を 握る 事 を、 此兩國 の 問題に 

して 下さらん こと を 切に 希望いた す 次第であります。 

後に この 意見 を 伯 は具體 案と して、 大隈 首相に 提出し、 首相の 賛成 を 得た が、 加 藤 外相の 反對 のた め、 遂に 再び 不 

成立に 終った こと は、 同 章 下に 於いて 詳記す る。 

しかし この 意見が、 再び 形を變 へて 現 はれた のが、 支那 阿片 制度 i まで、 これ を 伯 は 大正 八 年 八月、 倫敦 郊外に 於い 

て、 米國の ハウス 大佐に 詳說 したる こと、 並びに これ を 同年 九月 米 國華府 に 於いて- ウィルソン 大統領に 語らん とし 

て、 ウィルソンの 發 病の ため 果さ ざり しこと は、 その 章 下に 記述す る。 

伯の 夢寐 も 忘る る ことの 出来なかった の は、 支那 大陸の 和平 統一で、 その 爲 めに は 日本 は 財政 的 援助 を これに 與へ 

なければ ならぬ とい ふこと であった。 

卽ち伯 は、 臺灣 より 滿洲 へ、 滿洲 より 全 支那へ と、 年と ともに、 その 眼界 を弘恢 しつつ あつたの である。 それが 伯 

の 「文裝 的 武備」 論の 窮極の 目標で あつたので ある。 . 


第 六 節 對淸 政策 

1、 東 三省 政治改革 

伯の 多方面なる 公生涯に 於 いて、 最大の 關 心を繁 いだ もの は、 社會 問題と 外交問題 であつ たこと は旣に 述べた。 

しかるに、 衛生： S 時代より 臺灣 時代に 至る までの 期間 は、 主として 內政關 係の 仕事であった ために、 勢 ひ 伯の 主力 

は社會 問題に 傾注 せられて ゐ たが、 いま 滿鐵總 裁と なる に 及び、 初めて 外交に 關與 する に 至った ので ある。 伯が 挺身 

國際 問題に 乘り 出す やうに なった の は、 まことに 水の 低き につく ごとき 自然であった。 しかも 滿洲の 地 は、 伯の 外交 

手腕 を 揮 はしむべき 恰好の 地であった。 それ は 日、 露、 淸三國 の 勢力が 相 拮抗し、 三國 民の 利害の 犬 牙 錯綜す ると こ 

ろ、 東洋 安危の 鍵 餘を捉 する がごと き關 係に あつたから である。 

しかも 當時 は、 支那に おいて、 利權 囘收、 國權 擁護の 論の 勃然として 朝野に 興りつつ ある 時であった。 一方に は 露 

西亞 の復警 的意圖 あり、 他方に は 支那の 覺醒が あり、 滿鐵總 裁の 外交 手腕 を 要する こと 決して 尠少 でなかった。 

然 らば 伯 は、 如何なる 對支對 露 策 を 提げて、 この 難局に 當 らんと する ので あるか 

恰 かも、 この 時 東 三省に は、 看過すべからざる 一大 變 化が 起った。 それ は 明治 四十 年 四月 二十日に 起った ところの、 

東 三省の 政治改革であった。 そして その 結果と して、 東 三省に は、 總督 に徐世 nr 巡撫 に唐紹 儀の 如き、 一流の 人物 
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が 派遣され、 徹底的なる 滿洲經 營を行 ふの 議が 決定せられ たので ある。 

勿論 これ は、 日露戰^？^-の刺戟にょって、 淸國 國內に 擡頭した 上記の 利權 囘收、 國權 保持の 國民的 奥 論 を 反映した も 

ので あるが、 その 近 WI をな せし もの は、 北京 善後 協約に おける 日本側 要求の 結果であった。 それが わが 滿鐵 經營 に、 

重大な 影響を及ぼす 事件であった こと は、 言 ふまで もない。 

新任 總督 徐世昌 と、 新任 巡撫 使唐紹 儀と は、 その 赴任に 先 だち、 天津なる 袁世戴 を 訪ねて、 鳩首 卓 を 園んで 長時間 

の 密議 を 凝らした ことが、 逸早く 報道され たが、 間もなく その 商議の 結果 は、 大略 次の 如くで あつたと 諜報され た。 

一、 東 三省 一一 ハ、 經費 ト狀況 ノ許ス 限リ、 警察 ノ 普及 ヲ 圖リ、 觀匪ノ 蠢動 ヲ防 壓シ、 虎 視眈々 タル 某國ヲ シテ容 

噪ノ餘 地 ナカラ シムル コト。 

二、 盛 京、 吉 林、. 黑 龍江ノ 制度 ヲ區々 一一 セル 舊政ハ 統一 一一 不利 不便 多キヲ 以テ、 三省 共 一一 政綱 ヲ  一 二 シ、 唯 奥 龍 

江ノ 北部 ノ如キ 大綱 一一 據リ 難キ地 ノミ當 分舊制 ヲ用ュ ル コ ト。 

(中略) 

六、 營ロ 一一 於ケル 商業 ノ發 達ヲ 圖リ、 東 省 內地ト 海 邊トノ 連絡 ヲ靈 妙ナ ラシ ムル コト。 

七、 東省ノ 電信、 電話、 郵便 ノ發 達ヲ 圖ルヲ 急務 トス。 就中 吉林、 黑龍江 間-一 於ケル 電話 ヲ 急設 ス ルノ耍 アル 二 

ョ リ、 郵傳部 司 員占鰲 一 1 測量 手ヲ 附シ、 該地 一一 出張 測定 セ シムル コト、 セリ。 

八、 東淸 鐵道ハ 日本 ノ 有-一 歸セシ ト雖、 遼河 ノ俊堞 修ェヲ 適當ナ ラシ ムレ ハ、 該鐵道 一一 併行 シテ 運輸 ノ利 權ヲ挽 

囘シ 得へ シ、 汽船 ヲ以， テ 新お 府 一一 於 テ關外 鐵道ト 速絡セ シ ム ルヲ 目的 ト スル コト。 


九、 東， せ" 百事 弛 廢スル コト由 來已ー 一久 シク、 兵燹 後 時勢 ノ 必要 一一 迫 ラレ、 何等 準備 ナク 十六 箇所 ノ 通商 地ヲ開 

キシヲ 以テ、 東 西洋人 各本國 政府 保護 ノ下 一一、 盛ン 一一 進入 シ、 優先的 ノ 商議 ヲ捕 ヘン トス。 我 商工業  一丁 ンテ板 

ハサ ラン 力、 東 三省 ハ事實 一一 於テ 滅亡 ス ヘシ。 

故 一一 有ラ ュ ル 手段 ヲ盡シ テ中國 商 エノ 保護 獎勵 一一 カム ル コ ト。 

(中略) 

十一 一、 東 省 一一 於ケ ル鹽政 ハ 日本 ノ爲メ 侵害 ヲ受 クル コト 多シ。 故 一一 內ニ ァリテ ハ嚴正 一一 之ヲ 整理 シ、 外 一一 ァリテ 

ハ 適當ノ 方法 ヲ以テ 日本 政府 ト 妥協 シ、 後患 ヲ除ク ヲ期ス へ シ。 而シテ 之カ當 w 者 トシ テ直隸 按察使 嘉穀ヲ 調 

用 セン トス。  . 

(中略) 

十四、 東省ノ 改革 ヲ斷行 スルー 一 ハ、 軍事費 一一 五 百 萬兩、 行政 費 一一 亦 五 百 萬兩ヲ 要スル 爲メ、 此事 一一 付キ 上奏 シタ 

ルニ、  .fs 宮ハ其 必要 ノ經費 ハ隨時 支出 スへケ レハ、 度 支部 ト 商議 セ ョトノ 聖慮ナ リシ モ、 度 支部 ハサ ル 額ハ 

到底 支出 ノ途ナ シト謂 ヘリ。 經費ヲ 支出 セサ レ ハ行 政ノ實 行ヲ擧 クル 能ハ ス。 故 一一 度 支部 ヨリ ハ其+ 乂出シ 得へ 

キ範 圍ナル 三百 萬兩ヲ 得、 之 一一 奉天ノ 現在 車 銀 百 一 一三 十 萬兩ヲ 加へ、 其 不足 ノ分ハ 外國ノ 賠償 基金 中 ヨリ 一 時 

流通 スルヲ 第一 策 トシ、 若シ能 ハサ ル トキ ハ、 關內外 鐵道及 京 漢鐵道 ノ收益 中 ヨリ 流通 スルヲ 第二 策 トシ、 之 

モ能 ハサ ル トキ ハ、 直隸省 公債 ノ 方法 一一 ョ リ、 地方債 ヲ起サ ン トス。 

備考 直隸 公債 ハ 四百 八十 萬 雨中 三分 ノニ ハ 日本 正金銀行 一一 テ 引受 ケタ ルナ リ 
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(中略) 

十八、 松 花 江嫩江 ー帶ノ 漁業 公司 ヲ起 シ、 官民 ノ 協同 事業 ト ナス コト。 ffll シ 日露 通商 談判 中-一、 日本 ノ 要求 トシ 

テ松花 江、 黑 龍江ノ 自由 交通 權ヲ 得ン トシ ッ、 ァリ。 若シ 本件 一一 關シ 日露 ノ 協約 成 ルモ、 中 國カ自 ラ起ス 漁業 

一一 何等 ノ 影響 ス ル所ナ カル へキ ナリ。 

(中略) 

二十、 徐 曰ク、 三省 一一 於テ 日露： .1 國ノ關 係 一一 對時 シ、 而シテ 內部ノ 安寧秩序 ヲ保 タン 一一 ハ、 之 一一 適 應スル ノ實カ 

ナ カル へ 力 ラサル ハ 多言 ヲ耍セ ス。 而シ テ其實 カタル 必スャ 其 地形 ト 大局 一一 鑑 ミテ是 ニ伴フ 兵力 ヲ耍 ス。 而シ 

テ 東 省 一一 於テハ 少クモ 六個鎭 ヲ 新設 シ、 尙舊來 ノ各兵 ヲ悉ク 編成 ヲ改メ 新 一一 訓練 ヲ加 フル ノ 急務 ナルヲ 認ム。 

(中略) 而 シ テ 東省ノ 軍務 ハ 他省ト 事情 ノ 異ナル モノ アル ト共 二 、 諸事 臨機 應變ノ 行動 ヲ耍 スル モノ ナル 一一 因 

リ、 務ハ 全然 本 總督ノ 管下 一一 屬シ、 陸軍 部 ヨリ ハ 何等 ノ 節制 ヲ受ク へ 力 ラサル モノ ナルコ トヲ 提議 シ タル 爲 

メ、 端ナク 鐵良ノ 不滿ヲ 抱ク處 トナリ タルモ、 ：： 几 大命 一一 基ク 行動 タレ ハ、 予ハ 個人 ノ 鼻息 如何 ノ如 キ深ク 顧慮 

スル モノー ーァ ラサル モ、 軍事 ノ 組織 一一 就テ ハ 大ナル 障害 アル 力 如シ、 云々。 

(中略) 

廿三、 鴨綠江 右岸-一 於 ゲル 中日 合辦木 把會社 設立 ノコ トハ、 日本 公使 ヨリ 提議 C 袁宫保 一一) アリシ モ、 其 提議 覺 

書 ノ內容 一一 不滿 意ノ處 アリシ ト、 東省ノ 改革 ヲ 眼前 一一 控へ タル 今時 ニ於テ ハ、 一 應卿等 一一 商議 ノ後決 スルヲ 至 

當 ナリト 認メ、 又當方 一一 於 ゲル 調査 充分 ヲ缺ク 等ノ點 アリシ 爲メ、  i: "ク該 商議 ヲ緩議 一一 附シ置 キタレ ハ、 卿 等 


任 一一 赴 力 ハ、 〈d シク 速力 _ー 實ヲ 調査 シ、 將來 一一 諸多ノ 迷惑 ヲ遺サ 、 ル樣 セラ レ タシ。 (袁 宫保ノ 言) 

廿四、 總督衙 門 ハ奉天 ニ設ケ ラル へ シ。 

其 理由 

一 、 奉天ハ 政治 上ノ ミナ ラ ス淸朝 發祥ノ 重 地 タル 一一、 將軍 ヲ兼ヌ ル總督 一一 シテ衙 門 ヲ他ノ 地 ニ移ス ハ、 滿人 

ノ悅 ハサ ル結 人心 ノ動搖 ヲ來ス コト。 

二、 奉 天ハ外 國ノ手 一一 經營セ ラル 、交通 機關 一一 ョ ラス シテ、 北京 及 北洋 ト 連絡 ヲ保 チ得ル コト。 

三、 新 民 屯 ヨリ 齊々 哈爾 一一 通スル 軍事的 鐵道ヲ 完成 スル 上ハ、 奉 天ハ必 スシモ 偏在 セサル コト。 

四、 吉林齊 々哈 雨-一行 臺ヲ 設ケ、 總督ハ 常-一順 次駐紫 スルー 一 於 テハ、 奉天ヲ 常設 衙門 トス ルモ、 行事 上 支障 

ナ キコト 0 

(中略) 

三十、 露國 ヨリ 還付 ヲ聲明 セル 電線 (北 滿洲) ハ、 速力 一一 商議 ヲ進 メ、 完結 シ タル 上ハ、 三省 ノ電政 ハ都テ 奉 天 

電報局 一一 於テ 管理 ス ルコト トス ヘシ。 

(中略) 

册ニ、 滿洲鐵 道 (吉 長、 新 奉 鐵道ナ ラン) 一一 就 テハ、 軍務 ト同 シク、 專務 ノ大員 一一 ヨリ テ經營 セサル へ 力 ラサル 

一一 ヨリ、 巡 撫ノ下 一一 アツ テ其經 營ノ衝 一 一充 ツル 爲メ、 施 肇基ヲ 調用ス へ シ。 

これ 實に 滿鐵に 取って は、 看過すべからざる 大事 件であった。 
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二、 大陸 政策の 极 本に 關 する 覺書 

是れに 先立ち、 伯 は 滿鐵總 裁と して、 親しく 北京 を 訪れ、 淸 朝に 儀禮を 表する とともに、 清國 {n::!^ と交驪 して、 -刚 

國 和親の 實を擧 げんと する の 計 畫を抱 いて ゐ たので あるが、 その 決行に 先立って、 先づ 東京 政府 の 對淸 政策 を 叩き、 

自己の 所 懷を陳 して、 その 极本的 意見の 合致 を圖 らんと 欲した。 

兹に 明治 四十 年の 初頭、 大陸 經營 の极本 策に ついて、 伯が 中央政府の 所見 を 質した る 長文の 覺 書の 草稿が ある。 そ 

して それ は 結局、 北京に 特派 大使 を 派遣す る ことと、 植民 政策の 中央 機 關を設 くる ことの 肝要 を、 カ說 したる ものに 

ほかなら ない。 そのうち 後者に 關 する もの は、 玆に 直接の 關係 はない が、 大陸 經營 の极 本義 は、 兩々 相俟って 完成す 

る ものであるから、 便宜上、 覺 蚩曰 の 順序に 從 つて 幷記 する。 

第一 項 は、 まづ 高等 植民 政策の 拫 本義 を 論じた ものであって、 この 覺 書の 總論 とも 言 ふべき ものである。 

一 、 一 國 ガ外國 一一 鐵道ヲ 所有 ス ルハ、 單 一一 經 濟上ノ 目的 一一 止 マル 一一 アラス シ テ、 多ク ハ 植民 政策 ノ 發展ヲ 企圖ス 

ル 二 アル 以上 ハ、 之ヲ 遂行 スル 一一 於テ、 睦 海軍 ノ 後援 及 外交 上ノ 慰助ヲ 必要 トシ、 且今ャ 列國其 目的 其企圖 一一 於 

テ兢 爭ヲ試 ミツ ッ アル コトヲ 知 ラザル ベ カラ ズ。 故 一一 此 鐵道ノ 官設 クルト 私設 クルト ヲ問ハ ス、 軍事 外交 等ノ各 

方面 一一 對シ 各種 ノ 講究 ヲ懈ル へ 力 ラサル ノ ミナ ラス、 殖産 的 方法 ヲ講 シ、 以テ之 カ扶殖 ヲ全ク スル コトヲ 期セサ 

ルへカ ラサル 一一 非 スャ。 

此等ノ 政策 ヲ稱シ テ殖： 的 高等 政策 ト名ッ ク。 以下 各所 一一 此名稱 ヲ用ュ 。 


第二 は、 對淸 交渉に 際し、 その 相手方の 中心 を 何れに 求むべき か を 質した ものであって、 陰に 北京 特派 大使の 派遣 

を 主張せ る ものである。 

一、 本社 事業 ノ 進行 上、 淸國 中央政府 並 地方 官ト 交涉 ヲ要ス へキ モノ 少 カラス。 其 進行 上、 當初ノ 第一 著 手ヲ過 

- ル トキ ハ、 將來 一一 受ク へ キ 弊害 一一 堪フ へ 力 ラサル モノ ァラ ン。 是レ 不肖 ガ 日夜 竊 一一 苦辛ス ル處 ナリ。 卽 チ先ッ 北 

京 一一 入リ、 如何 ナル 手段 ヲ講 シ、 如何 ナル 方法 一一 著 手 スへキ 力。 或 ハ先ッ 奉 天 ヨリ 此等ノ 方策 ヲ講 シ、 更 一一 求心 

的-一進 ム へキ 力。 其 得失 利害 ヲ 講究 スル 一一 當リ、 彼我 當 IS ノ 天爵 並 人爵 ノ權 衡、 义ハ周 圍ノ關 係等ヲ 打算 シ、 以 

テ豫メ 決 スル處 無 カル へ カラ ス。 是 所謂 殖民 的 高等 政策 一一 屬ス ル モノ ノ 一部 ナリ， 一 凡 ソ此レ 等 重大 ノ 問題-一 關シ 

テ、 今之ヲ 政府 ノ 一  監理 官ト 物々 凝議 以テ 其ノ减 案ヲ得 ルコト ヲ期シ 得へ キカ。 

第三 は、 淸國 官民に 對 する 滿鐵の 威信に 關 する ものであって、 次の 通りで ある。 

一 、 南 滿洲鐵 道會社 ノ經營 上、 淸國. IRK  ノ歡心 ヲ迎フ へ キ ハ 勿論 ナ レ トモ、 一方 一一 ハ 帝國ノ 文武 官憲 ノ外 一一 立チ 

テ 相當ノ 威信 ヲ有 シ、 彼等 ヲ 威服 セ シムル ノカヲ 乇 包有ス ル ノ 必要 ァ ル 一一 非サ ルカ。 

第 四 は、 ^洲 移民に 關 する ものである。 滿洲に 五十 萬 乃至 百 萬の 移民 を 人れ、 その 人的 勢力 を 以てする に 非れば、 

到底 露 支に 對抗 する 能 はすと は、 Is. くから 伯の 持說 であった。 左 は その 要項で ある。 

一、 政府 ハ滿洲 移民-一 關シ 如何 ナル 所見 ヲ有ス ルカ C 少ク モ此數 年間 一一 五十 萬 以上 ノ移： ヲ 見ルノ 策ヲ講 セサル 

へ 力 ラサル 一一 非 スャ。 

第五 は、 租借 其 他の 年限 經過 後に 於け る 政府の 覺悟を 質せる ものである。 
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一、 租借 其他ノ 年限 無事 經過シ タル 後一 一 於テ、 條 約面ノ 如ク、 我 政府 ハ南 滿洲 ヲ淸國 一一 還 附スル ノ意ナ ルカ。 將 

タ 何等 豫メ之 一一 對スル ノ策ヲ 講シ、 旣 一一 決定 スル モノ アル ャ。 漸次 其 政策 ノ實 行ヲ講 シッッ アル 力。 

かう した 質問に 對 する 確答 を、 最初から 政府に 求める ことの 無理なる は、 伯と 雖も 承知して ゐ たこと と 思 ふ。 これ 

は 一面、 伯が 就任に 當 つて、 駄々 を こねた 餘波 とも 見られ 得る が、 また かう した 奇拔な 質問に よって、 政府が 大陸 經 

營に、 何處 まで 腰 を 入れて かかって ゐ るかの、 腹 を 探る つもり もあった にち が ひない。 

そして 更に 第 六に 於て は、 伯 はこの 問題に つき、 列強の 勸吿ぁ りたる 場合の 政府の 覺悟 を、 次の 如く 質した。 

一 、 日本 ガ 一 日モ速 一一 南滿洲 ヲ淸國 一一 還附ス ル ハ、 獨 リ淸國 一一 對ス ル 好意 ナ ルノ ミナ ラス、 實 一一 東洋 平和 ノ爲メ 

ナル コ トヲ、 或 ル强國 ヨリ 或 ル機會 一一 於テ 提言 セ ン トス ル ハ、 殆ト豫 察スル 一一 難 カラス。 政府 ハ之 一一 對シテ 如何 

ナル 方策 ヲ講 シッッ アル 力。 

第 七 及び 第 八 は、 淸國の 排外 主義 運動に 關 する ものであるが、 前者 は豫 防に 關 する 消極 手段、 後者 はこれ に乘 じて 

なすべき 積極 手段に つ いてで ある。 

一、 政府 ハ淸國 今後 幾年 間ノ 平和 ヲ 維持 シ得 ヘシ ト豫想 セラ ルル ャ。 一朝 西太厂 n 崩御 ノ後ハ 如何。 叉 排外 主義べ 「 

日 ヨリー 曆增 長ノ曉 一一 到 リ來ル へ キ變動 一一 對シ、 豫備ノ 手段 一一 付講シ タル モノ アル 力。 

一 、 政府 ハ 排外 主義 ノ淸國 ニ發動 スルヲ 以テ、 恐 ルへキ 嫌フへ キノ 顯象 トシ テ、 之 力 鎭靜ヲ 望 ムノミ 二 シテ、 之 

ヲ 利用 シ、 且其發 動 過激 ナルニ 到 ラバ、 滿洲 永久 領有 ノ因 トシ、 更 一一 又 他 一一 殖民 政策 ノ發展 ヲ講ス ルノ便 ヲ得ル 

ュ 意ナキ 力。 


そして この 第 八 項に は、 板 貝 子、 徐世 U2 の巡囘 に關聯 して、 次の 三點を 列擧 して ゐる。 

ィ 淸國- 一 對スル 高等 政策 トシ テ、 我國ガ 常-一 其 機先 ヲ制 スルコ トハ、 各方 面-一 於テ急 要ナリ トス。 然ル- 一 近日 

振 貝 子徐世 al ノ滿 洲巡囘 ノ事ノ 如キ、 或 ハ淸國 政府 一一 對スル 高等 政策 ノ上 一一 付 キテ、 機先 ヲ制セ ラレ クル 一一 非サ 

ルカ 0  • 

口 振 貝 子徐世 昌ノ巡 囘ハ、 確 一一 滿洲 官民 ノ 感情 ヲ 動シ、 滿洲 一一 於ケル 排外 熱ヲ 一層 旺盛 ナ ラシ ムル 一一 至リ タル 

コ トハ、 各方 面 ノ報吿 一一 據リテ 瞭然 タル 一一 非 スャ。 

ハ 今後 彼等 ノ復 命ハ、 北京 政府 一一 對シ、 陰  一 I 陽 一一 我滿洲 政策 ノ 妨害 クル へキコ トハ、 豫想 スルー 一 餘ァリ 。之 一一 

對シテ 政府 ハ 如何 ナル 手段 ヲ 講究 シ ッッ アル 力。 

次に 伯の 覺書 はー轉 して、 植民 政策 中央 機關の 問題に 移って ゐる。 それ は 明治 四十 年 一月 七日、 遞 信省鐵 道：？ 長 出 

之內ー 次 を、 滿鐵 監理 官に 任命した るに 端を發 した。 

第 九 乃至 第 十一 の 三 項 は、 直接に この 具體的 問題に 關 する ものである。 

一 、 政府 ノ今 囘定メ ラ レ タル 南 滿洲鐵 道 株式 會社 監理 宫 ハ 、 會社 全體ノ 監理 {R 一一  シ テ、 單 一一 鐵道ノ 監理せ 一一 非ラ 

サル モノ  ノ如 シ。 果シ テ然ラ ハ此 幾多 ノ 疑問 ブ生セ サルヲ 得ス。 

1、 今後 政府 ハ南滿 洲鐵道 株式 會社ノ 事業 ハ擧テ 之 ヲ遞信 大臣 一一 委任 セ ラレ、 都督 ト 外務大臣 トノ 監督 系統 ハ旣 

一一 明文 ノ示ス モノ アル 一一 拘 ハラス、 之 ヲ度外 一一 置 カルル 力。 將 タ之ヲ 無視 セラ ルル 力。 

一、 從來 獨リ鐵 道-一 關シテ ノミ遞 信省ノ 監督 一一 附 セラ ルル ノ 方針 ト信 シ居リ タル 一一、 偶 i 會 社名 ノ鐵道 株式 會せ 
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タル 一一 由リ、 誤解 ヲ來 シ、 本社 事業 全部 ノ 動作 ヲ擧 ケテ遞 信省ノ 監理 一一 附セ ラル ノ 形式 ヲ見、 其弊ャ 對滿洲 政策 

ノ 本領 ヲ犧牲 一一 供 セラ ルルー 一至 ルコ トナキ 力。 

伯の 覺書 は、 かくして 第 十二に おいて、 外務省の 監督 權を 論じ、 第 十三に おいて、 遞信 省の 監督 權 との 關係 を、 次 

の 如く 論じた。 

一、 當初南 滿洲ノ 所管 ヲ 外務省 一一 屬 セラ ルル ャ、 南 滿洲ハ 重 耍ナル 外交 關係 アルト 同時 一一、 帝 國殖： ^政策 ノ 中心 

點ヲ叚 一一 同省 一一 置 カレ タル モノ ナ ルカ ト 信シタ リシ。 然ル 二 其 後ノ經 過-一依 レ ハ、 外務大臣 ハ此點 二 關スル 主動 

的 職 權ヲ執 ラレ サル モノ ノ如 シ。 而シ テ却テ 殖民 政策 ノ 中心 點ハ、 我 政府 一一 ハ名實 共 一一 皆無 一一 シテ、 各省 一一 分レ、 

幾ント 統一 スル處 ナキニ 非 ラサル 力。 

一 、 政府 ハ 本社 一一 對シ 監理 官ヲ置 カルル ハ 當然ノ コ ト 一一 シテ、 必ス無 カル へ 力 ラサル 要件 一一 屬ス。 然ル 一一 軍事 外 

交ノ 意味 ヲ內 一一 含ミテ 行動 スル 會社ヲ 監督 スル 一一、 直接 專門ノ 職責 ナキ モノ 一 一大 ナル權 カヲ與 フル ハ 不可 ナリ。 

例 之遞言 省鐵道 局長 一一 南 滿洲鐵 道 株式 會社鐵 道 監理 官 ヲ 命スル ハ穏 當ナレ トモ、 全會社 動作 ノ 監理 官ヲ命 シ 、 本 

社 理事 ノ辭令 書 (現今 制度 一一 テ 外務省 ヨリ 發スル ハ可 ナリ或 ハ內閣 ヨリ 交附 セラ ルル 方 寧 口 至 當ナル へ シ) ヲ遞 

信 省 ノ名ヲ 以テ發 セラ ルル ガ如キ ハ、 當初 政府 ノ會社 事業 ヲ見ル 處ト相 副 ハサ ル 一一 非サ ルカ。 

さらに 伯 は、 滿鐵の 特殊性 を 論じて、 これに 對 する 特殊の 體 制の 必要 を 主張した。 覺書第 十四 及び 第 十五の 二 項が 

これで ある。 

一、 當初南 滿洲鐵 道 株式 會社ヲ 設立 シ、 不肖 ヲ總 裁-一 擧用 セラ ルル ャ、 之ヲ 一個 ノ營利 的鐵道 事業 ト看傚 サス、 


帝國ノ 殖民 玖 策 若クハ 我帝國 主義 發展 ノ先驅 隊ト爲 サン トス ルノ意 ナルヲ 知ル。 否 確然 其 本旨 ナルコ トハ、 首相 

閣下 ヨリ 直接 拜承シ クル 處ナ リ。 爾來 今日 一一 到ル 閣員 ノ 行動、 各省 官吏 ノ 態度 ハ、 往々 之 一一 反 シテ、 一個 ノ營利 

會社 トシ テ之 ヲ兑、 甚 キー 一至 テハ、 陰 一一 新聞記者 其 他 一一 向テ、 一 ノ專横 ナル營 利會社 ナリト マテ 公言 スル {R^ ァ 

ルカ 如ク、 政府 ノ本會 社 設立 一一 對スル 見解 スラ歸 著ヲー 一一 セサル 二 非 ラス ャ。 

一、 我 帝 國ノ南 滿洲鐵 道 株式 會社 ナル モノ  ノ 性質 ハ、 從来ノ 公法 私法 中 一一、 新 主義 ノ ー圑體 トシ テ {几 ク、 更-ー 一 

頁ヲ 添加 ス へキ モノー 一  シテ、 彼ノ 東印度 會 社若ク ハ列國 一一 設立 シ タリ シ數多 拓殖 會社 トモ 亦 同シカ ラサル、 一 大 

新機軸 ヲ 基礎 トシ テ 行動 ス へキ モノ ナル 一一、 本社 設立 ノ 精神 ヲ知 ラサル 族ハ、 之 ヲ見テ 以テ其 體制ノ 尋常 ト ナ 

ル 一一 驚キ、 且ッ 其解釋 ニ苦シ メル モノ  ノ如 シ。 嗚呼 是レ 何等 ノ  M 循ソ。 何等 ノ 姑息 ソ。 之 カ爲ニ 我帝國 主眼 ノ大 

目的 ヲ過ッ コ トナキ 力。 

次に 伯の 覺書 は、 上の 問題 を 更に 突っ込んで、 およそ 械民地 經營に は、 各. - その 特殊性に 鑑み、 各 別の 方針と 各刖 

の 制度な かるべからざる 所以 を、 第 十六 乃至 第 十九の 四 項に おいて 詳論した。 次の 通りで ある。 

一 、 滿洲韓 國臺灣 樺 太 一一 於 テハ、 各 法理 的 意義 ヲ異 一一 スへ キモ ノアレ トモ、 政策 ノ 大本 二 至テハ 同一 ナルモ ノア 

リ。 然ル 一一 今 ャ之ヲ 各省 ノ 分掌 一一 放任 シ、 各省 本位 ノ 政略 政 旨 一一 委シ、 否 其犧牲 一一 供セ ラレ ン トス ルノ 傾向 アル 

一一 非 ラス ャ。 

一、 滿韓臺 樺 ノ淸露 一一 於 ケル、 固 ヨリ 外交的 關係 ヲ有ス ルコト 勿論 ナレ トモ、 各 主務 省ト 外務省 トノ間 一一 無用 文 

書ノ 往復 ヲ免レ ス シテ、 互 二 意思 ノ相疏 通セサ ル コト、 一 國 政府 內ノ モ ノ ト 看傚ス へ 力 ラサル 一一 至ル ノ ミナ ラ ス、 
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內地 官吏 ト 在外 官吏 トノ間 一一 於 テモ亦 意思 阻隔 シテ、 趣 ノ 貫徹 セ サル處 アル 一一 非 ラス ャ。 

1、 日本 帝國ノ 勢威 ヲ及 ホス へ キ範圍 中二 於テ、 內地ト 其 以外 トノ 別ァ リテ、 內地的 一一 愤ス へ 力 ラサル ノ也 方ァ 

リ トセ ハ、 之 ヲ舉ケ テ內地 本位 ノ  {G 衙 一一 分掌 セ シ ムルノ 得策 ナルャ 否ハ、 ん1 '日 最早 講究 ヲ耍 セサル へ シ。 、ふ スャ 

內地 本位 ノ官衙 以外 一一 分掌 セ シ ムルノ 勝レル 一一 如 カサル 一一 非ス ャ。 

一、 殖民 政策 ノ 思想-一富 ミ、 其經驗 アル 國民 若クハ 政府 ヲ以 テス ルモ、 內地 的-一 雜ス可 ラサル 滿 ノ如キ 地方 一一 

對スル 政策 ヲ、 擧ケ テ內地 本位 ノ 中央 官衙 ノ！！ 業 一一 委シ、 又ハ其 監叔" 一一 任シ、 以テ 成功 ヲ期 スル モノ 一一  非サル へ 

シ。 況ンャ 南 滿洲鐵 道 株式 會社ノ 事業 タル ャ、 其 目的 鐵道 炭坑 ノ營 利-一局 セス シテ、 高等 殖民 政策 ヲ含ム 一一 於テ 

ヲャ。 然ル 一一 南 滿洲鐵 道 株式 會社ノ 監督 タル 中央 機關な フ 日 ノ如ク 一一 シテ、 能ク我 帝國ノ 殖民 的 高等 政策 ヲ遂 行ス 

ル ヲ得 へ キカ。 

そして 結局、 これらの 高等 政策 を實 行す る 上の 專門 機關の 必要 を、 第二 十 項に おいて、 

一、 政府 ノ對淸 高等 政策 ハ 不肖 未タ K リ聞 クヲ得 スト 雖モ、 一般 外務 當 《 ノ外、 專門的 一一 此方 面ノ ミー 一向 ッテカ 

ヲ致サ シムル 機關ノ 要ナキ 力。 此等ノ 點-ー 付、 政府 ハ旣 一一 講究 セラ ルル 所 アル 力。 將ク 講究 セラ レ タル 後、 有耍 

ナラ スト シテ 放棄 セラ レ タルカ。 

と 質した る 後、 その 結論と して、 次の 二 提案 を 主張した。 

以上 ノ如ク 疑問 ヲ褐 ケ來ル トキ ハ、 猶巨多 ノ諸權 一一 涉 ラサル ヲ得サ ル ヘシ ト雖モ 、之ヲ 要 スルー 一、 

( 一 ) 淸國 一一 特派 大使 ヲ 派遣 ス ル コ ト 


(二) 殖 政策 中央 機 關ヲ設 クル コト 

一一 依テ、 諸般 ノ 病根 ヲ 翳スル コトヲ 得へ キカ。 

なほ 最後に、 伯の 覺書 は、 第二 十一 項に おいて、 戰後 露國の 勢力の なほ 怖るべき もの ある を說 いて、 次の 如く 政府 

の 覺悟を 促す ところがあった。 

一、 我 帝國ノ 上下 ハ皆我 帝 阈露國 一一 勝 ッノ利 アル ヲ知 リテ、 n 露戰爭 ヨリ 受ケ タル 露國ノ 損害 ノミヲ 語 リテ、 露 

國ノ得 タル 利益 ヲ 計上 セス。 然ル 一一 

の 露 國ノ西 伯 利 亚ハ、 南 滿洲ノ 如ク戰 爭ノ慘 害ヲ被 ラス シテ、 人民 巨額 ノ 牧人 ヲ得 タリ。 

^西 伯利亞 運輸 力 ハ戰前 一一 比シ大 ナル增 加ヲ見 タリ。 

g 西 伯利亞 人民 ハ從來 露 國ノ外 一一 貿易 ヲ試ム ルヲ知 ラサ リシ 力、 戰爭ノ 爲メ外 國品ノ 利用 ヲ覺 リ、 爲メ 一一  工業 知 

識 發達ノ 刺激 ヲ得 タリ。  . 

^露 國產 物ハ戰 前-一 比 シ全露 一一 循環 スル 作用 ヲ生 シ、 殊 一一 西 伯 利亞- 一向 テ 流人 スルノ 途ヲ開 ケリ。 

是 皆露國 將來大 豪傑 ノ著 眼、 次第 一一 便利 ヲ與フ へ キ四大 利 ナリ。 豫メ我 政府 ハ之 ヲ算 シテ備 フル 處ァ ルカ。 

この 覺走 曰に よって 見ても、 伯が 夙く より、 北京 訪問の 必要 を 痛感し、 政府 當 局と 議を 重ねつつ あった ことが 判る。 

しかも この 北京 訪問に 當 つて は、 誰れ か適當 なる 元老 を擔ぎ 出して、 自分 は 副使と して 隨行 せんとす るの 意志 さ へ あ 

つたので ある。 しかし これ は、 當時長 春に 在りし 支那 通佐緣 安之助の 極力 諫止す ると ころと なった。 卽ち 明治 四十 年 

四月 六日 附、 佐 藤の 伯に 送れる 次の 書信の 通りで ある。 
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啓 閣下の 北京 行及會 社の 對淸 策に つき、 其 後 種々 研究 罷 在り 候が、 先つ 北京 行に 關し 御腹 案の 元老 を かっき 出， 

す 一條、 卽ち 元老と 御 同行の 件 ハ餘り 得策なら すと 判斷 せられ 候。 事大主義の 支那 人 故、 彼等の 目に は 元老の 尊 

大 のみ 映し、 閣下 は單に 暗影に 隱る、 に 至り、 而 かも 閣下 は 日本の 最も H ラキ 人なら すして、 閣下の 上に 更に ェ 

ラキ 人の 存在す る 事 を、 直覺 的に 感知 せらる、 不利 有 之と 存じ 候。 閣下 御 一 人に て 行かる、 も、 閣下の 天爵 は 優 一 

に 彼等 を して 畏敬の 念 を 起 さしめ 可中考 へられ 候の みならす、 外面 を 飾り 彼等 を して 驚 服せ しむべ き 人爲的 方法 一 

は 他に いくら も 有 之 候 間、 何卒 副と して 北京へ 乘り 込む 事な く、 正と し 第一位の 人と して 彼 地へ 赴かれ 度、 殊に 一 

始めて 赴かる、 次第 故、 若し 副た る 位置 を 取らる k に 於て は、 永久に 低き ィムプ レツ ショ ンを北 京大 官の頭 裏に 一 

殘す 様相 成るべし と 恐れ 申 候。  一 

併し 元老、 例 之 は 桂 伯 を 特派 大使と して 派遣 せらる、 事 は、 他の 目的 上 妙に 御座 候。 卽 ち淸國 政府に 說き會 社の 一 

株 を 持た しむる 運動の 如き、 大官 連に 會社 をよ く 紹介す る爲 めの 如き、 最も 有效 なる 策な らんと 存候。 會 社に 對： 

する 滿洲 各地 官憲の 誤解 は 北京べ 反映し、 北京 政府 は滿鐵 に對し 面白く 思 ひ 居らざる 樣 子に 有 之 候 故、 此 感情 を 一 

.  一 

解く 爲め にも 特派 大使の 派遣 は 最も 良策と 存じ 候へ 共、 閣下の 御 同行 は 絕對に 不可な りと 存じ 候。 故に 會 社の 爲 

め 元老 特派せられ、 其歸還 後に 於て 閣下 は總 裁た る 資格に 於て 乘り 込み、 縦横の 御 交際に より、 元老の 打 たれし 一 

畑に 種, を 行 はれば、 最もよ き 順序な りと 想像 罷在 候。 

この 書信の 結果で あるか 否か は 明かで ない が、 とにかく 伯 は、 副使 說を斷 念し、 自ら 正使と して、 北京に 乘こ むこ 

とに なった。 
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伯が いよ/ \ 北京に 乘り 込んだ の は、 明治 四十 年 五月 末で、 この 月 二十 三日 を もって 大 連を發 し、 二十 五日に は 北 

京に 入り、 二十 九日に は、 萬壽 山に 於いて、 淸國 皇帝 及び 西 太后に 謁した ので ある。 

當時隨 行した 龍居賴 三の 筆に 成る、 伯の r 晋京 日乘」 に は 次の ごとく 記されて ゐる。 

五 HJ 二十 三日 (木、 晴) 午後 五時大 連發。 

同 二十 四 口  (金、 晴) 午前 四時 二十 分大 石橋-一達 シ、 五 時半 牛 家 屯 著、 朝餉 ヲ營ロ 俱樂部 一一 喫シ、 W 渡河 營 ロ驛- 一至 リ、 ？ £1： 

政府 ヨリ 差向ケ ラレ タル 總骨乘 車 一一 移リ、 午後 五 時 四十 五分 山海 關 一-到 著、 水 野中 佐-一面 ノ  1 ノン、 鐵道 ホテル- -投 招、」 此タ 

" 跳 5： 外鐵 路總辨 周長齡 キン ダ ー、 フォレ ー 一一 一氏 來宿、 晚食ヲ 共-一 シ、 會談數 刻-一 及フ。 

间 二十 五日 广土、 晴) 午前 八 時 十五 分 山海 關發、 午後 三時 三十 五分 天津 ヲ過 ギ、 同 六 時 四十 五分 北京 著。 林 公使-一 導レテ 與-ー K 

-使 誼-一人 ル。 暑氣酷 シ 。 

旅館 ヲゲ ランド ホテル -I 定ム。 

1： 二十 六 n  晴〕 午前 九 時 ヨリ 林 公使 並- 1 高 尾 通 譯官ヲ 伴ヒ、 先ッ那 中堂 ヲ訪 ヒ、 談三 十分 時-一 シテ 辭シ、 其レ ヨリ 慶 親王 

振 貝 子、 澤公 爺、 翟 中堂、 徐 總督、 唐 巡撫、 朱 巡撫、 聯左 侍郞、 都 右侍郞 代理 ノ諸 邸ヲ 歴訪 ス。 

问ニ 十七 n  (H ；、 雨後 it) 午後 七 昨 一行 林 公使 ノ晚餐 食-一 招 カル。 那 中堂、 徐 總督、 唐 巡撫、 朱 巡撫、 聯左 侍郞、 都 右侍郞 代理 

等ト 同席 ス。 

问 二十， へ卩 (火、 晴) 午 食後 隨員ヲ 伴 ヒデ、 壇ヲ 觀ル、 夕 六 時半 ヨリ 正金銀行 社宅 一一 於テ、 一行 公使館 文武 官ト 共-一 晚餐ノ 饗ヲ受 

ク 0 
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同 二十 九日 (水、 晴) 午前 七 時 旅館 ヲ出 デ、 林 公使 ト 同車、 萬壽山 一一 參候。 (雨宮 謁見 ノ次笫 別-一記 ス) 歸个〕 慶 王府稷 中堂 ヲ訪 

ヒ 會談數 刻-及 フ、 此夕七 時半 ヨリ 一行 後門 外 會賢堂 一一 催サレ タル 在留 E 本人 ノ 招-一 應ス。 

然 らば、 北京 人り 當 時の 伯 は、 どうで あつたか。 時の 公使 林權 助の 下に、 北京 公使館の 二等 書記官であった 本 多 熊 

太郞 は、 當時を 顧して 次の 如く 語った。 

明治 四十 年、 伯 は 滿鐵總 裁と して 北京 を 訪問され た。 その 時、 佐 藤 安之助、 龍 居 頼 三、 青木 梅三郞 氏な どが 隨行 

として 來 たやう に 記憶して ゐる。 私は當 時、 北京 公使館の 二等 書記官であった。 時の 公使 は 林權助 男であった。 

時節 は 夏 11 五月 頃で あ つ たやう に 記憶し てゐ る。 伯 は 滿鐵總 裁と して 初めて 北京 政府 を挨楼 の爲め に 訪問 せら 

れ たので ある。 

伯の 北京 乘込 みは、 或は 伯が 初めて 考へ て ゐられ た 段取りと 若干 喰 ひ 違 ひした かも 知れない。 伯 は 土産 物 を澤山 

用意して 來られ た。 林 公使 は 伯に 對し、 「みやげ はいきな り 持って行 くもので はない。 一切 はおれに 任せろ」 と 

云 はれた。 私 は 伯が これに 對し、 どんな 返事 をされ るかと 注意して ゐ ると、 「どうかよ ろしく 願 ひます」 と アツ 

サリ、 釋 然として 林 公使の 云 はれた 通り、 一切 を まかせて しま はれた。 この 時 私 は 「矢張り、 後藤さん は どこか 

他の 人と 遠った^ ある ナ」 と 痛切に 感じた。 

かくして 五月 二十 九日、 いよく 謁見の 段取りと なった。 その 光景 は、 伯の 「謁見 記」 によれば、 次の 通りで あつ 

た 0 

五月 二十 九日 午前 七 時 旅館 ヲ出 テ、 林 特命 全權 公使 ト 馬車 ヲ同シ クシ テ、 颇 和園嶁 海-一 赴ク。 騎馬 ノ先驅 5  二 由 


リテ、 東宮 門外 外務 部 公所-一至 リ、 那桐、 ssg、 聯-ナ く 都嘉來 I き， 贿 JSM 、ノ t5^s, 王各大 員-一 會シ、 九 

時 仁 毒 殿 一 1 進ム。 中間 ニ個ノ 門戶ヲ 過グ。 毎 門 守兵 ァリ。 左右 一一 ハ百 {M 列 立ス。 其レ ヨリ 庭 中-一進 人ス レバ、 此 

處 一一 モ 百官 及 近衛兵 ノ 一 部 星 ノ如ク 集 マ レリ。 斯テ庭 ヲ過キ 階 ヲ陞リ 御前 一一 出ッ。 正面 ハ卽チ 皇太后、 一 ゅ下リ 

テ其 右方 一一 ァラ. アル、 ハ 皇帝。 予ハ 皇太后 ノ 正面 一一 立ッ。 其 距離 僅 一一 五六 尺、 公使 ハ予ガ 右方 一一 立チ、 高 尾 

通 譯宫ハ 稍. -下リ テ予ノ 左方 一一 立チ、 聯 左侍郞 皇太后 ト 予トノ 中間 一一 在 リテ、 皇太后 ノ 御言 ヲ 傳達シ タリ。 左右 

一一 ハ 所謂 御前 大臣、 卽チ 親王 皇族 列席 ス。 初メ  - 一林 公使 起立 シテ左 ノ通リ 奏上 セ ラル。 

大日 本帝國 特命 全權 公使 林權 助謹テ 奏ス。 玆-ー 南 滿洲鐵 道 會社總 裁 男爵 後藤 新 平來京 セル -ー 付、 本 R 特-ー 謁見 

ヲ 賜フ。 本 使 等光榮 ノ至リ 一一 勝 ヘス。 恭シク 皇太后 皇帝 兩 陛下 ノ福 綿 長 ト聖體 ノ康泰 ヲ祝シ 奉ル。 

右畢リ テ予ハ 中央 ノ 階段 ヲ 上リ兩 陛下 一一 敬 禮ス。 纏テ 皇太后 ヨリ 左 ノ如キ 御言 ァリテ 一 々奉答 シ タリ。 

そして 皇太后と 伯との 問答 は、 次の 通りであった。 

， ハ 日本 一一 於 テ 名譽髙 キ 人 ト聞及 フ 。 今囘 入京 觐見 スルヲ 得 タル ハ尤モ 立： ブ 所 ナリ。 

予、 恐懼 ノ至 リナ リ。  . 

后、 卿ノ京 一一 在ルハ 今囘ガ 初度ナ ルャ。 

予、 前年 來遊 シ タルコ トァレ ハ 今囘 ハニ间 R 一一  候。 

11?、 储 一一  ハ變. -ナキ 力。 

予、 難 有 御 詫、 幸-一 無異 ナリ。 
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1:5、 朕 ハ卿ノ 永 ク滯留 セン コトヲ 望ム。 今次 ハ幾 日程 滯京ス ルカ。  - 

予、 今囘ハ  一 ニニ 日ノ 後一 一 於テ 輦下ヲ 辭シ、 一 タ ヒ本國 一一 還ル へ キモ、 外臣ノ 任地 ハ大 連ナ レ ハ、 其 距離 京 ト甚タ 

遼 カラス。 且ッ 陛下 ノ大官 ト屢. - 往復 スルノ 必耍 アル へ キヲ 以テ、 予ハ隨 時大官 ノ敎ヲ 請フテ 兩國ノ 幸福 ヲ增 

進セ ン コトヲ 望ム。 蓋シ南 滿洲鐵 道ハ單 一一 兩國ノ 幸福 ヲ增進 スルノ ミナ ラス、 實 一一 世界 各國ノ 幸福 ヲ增 進スル 

ノ機關 タリ。 外 臣ハ飽 クマ テ 微力 ヲ 盡シ、 以テ聊 力 御 盛 意 二 酬 ヰ奉ラ ン コ トヲ 期ス。 

后、 珍 ラシ キ品 ヲ獻ジ タル 卿ノ 厚意 ヲ謝 ス。 仍 テ朕ノ 自筆 一一 係ル畫 軸ヲ卿 一一 與フ ヘシ。 

予、 御言 葉 ヲ承リ 恐懼 措 ク所ヲ 知 ラス。 且 陛下 御 親筆 ノ御 畫軸ヲ 賜ルコ トハ、 獨 リ外臣 ノ光榮 トス ル所ナ ルノミ 

ナ ラズ、 卽チ 南滿洲 鐵道會 社全體 ノ光榮 トス ル所 ナリ。 外臣等 益ぶ 努 一力 シテ、 十分 平和 ノ發達 一一 貢獻 セン コト 

ヲ希 フテ止 マス。  . 

后、 卿 二三 日ノ內 一一 發程 スト ナ ラバ、 途次 ノ 平安 ヲ 祈ル。 

予、 恐縮、 謹テ 皇太后、 皇帝 兩 陛下 ノ萬 壽無疆 ヲ祈リ 奉ル。 

これで 謁見 は 終った。 その後の 次第 は、 伯の 「謁見 記」 によれば、 次の 通りであった。 

右一 一 テ li 見 畢リ、 再ヒ兩 陛下 一一 敬 禮シ、 右 旋シテ 右 階段 ヨリ 退下シ タリ。 此時九 時 三十 分。 歸 路再ヒ 外務 部 公所 

一一 會シ、 晝餐 ノ饗ヲ 受ク。 

(序 ヲ以 テ慶王 府褶 中堂 ヲ 萬壽山 ノ  g 業 一一 訪ヒ 霎 時晤談 ス ) 

伯の 北京 訪問 は、 淸國 朝廷に、 良好なる 印象 を與 へた。 本 多 熊 太郞は 語る。 


後 膝さん は 林 公使と 共に、 西 山の 離宮に おいて 皇帝 陛下 並びに 西 太后 陛下に？！ 見 を 賜 はった。 伯の 淸 朝に 與 へら 

れた 印象 は大變 よかった。 

伯は當 時、 年齢 五十。 當 時の 五十 歳 は、 現在と は 遠って、 社會の 長者と いはれ る 格式であった。 そして 伯 は淸阔 

皇帝から 「福 壽」 皇太后から 梅の 緯の眞 筆 を 頂戴され たのであった。 

皇帝 虔 筆の 「福 壽」 は、 わが 大勳 位に 當る C 以て 淸 朝の わが 滿鐵總 裁 を 遇する、 如何に 厚 かりし か を 見る に 足る で 

あらう 0 

さらに 當 時の 伯の 風貌 を 物語 る 興味 ある 插話 を、 本 多 熊 太 郞は次 の ご とく 語って ゐる C 

或る日、 林 公使 は 私に、 「後藤 總裁は 外交 方面 や # 約關 係の 事 は 分らぬ から、 公使館員 のうちで、 誰れ か 私に 講 

釋 する 人が あるなら、 說 明に 來て 欲しい との 事で ある、 君 行って 說 明して 來 なさい」 と 命ぜられた。 依って 私 は 

伯の ホテルに 赴き、 義和團 事件 以来の 外交 經過 並びに 外交 條 約に 關 して、 約 二 時間に わたって 說 明した。 

伯が、 私の 條約說 明 を 終った 後、 伯 御自身の 對滿 抱負 を 語られた。 話に 興が 乘 つて 來 ると、 私の 腰掛けの 隣り の 

椅子へ 飛び移って 來て 話される ので ある。 伯の 聲は だんく 熱して 来る。 私 は その 迫力に タヂ くして 次の 椅子 

へ 腰 を 移す と、 伯 はやが て 又、 私の 椅子の 隣り の 椅子 を 占められる。 二人の 聲が餘 りに 大きくな つて 来たので、 

隣室に ゐた佐 藤 安之助 君 や 青木 君 は、 二人で 喧嘩で も 始めた のかと、 コ ッソリ のぞきに 來た。 後で 兩 君が この 事 

を 云 ふから 「私 は チット も 知らなかった、 伯が 大いに 談論 風發 で、 おれ は 一 つ 宛 椅子 を 退却して ゐ たの だ」 と 話 

した 事 も あるく らゐ である。  . 
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北京 及び 天津に 在る こと、 前後 僅かに 十二 日に 過ぎなかった が、 本 多の 談話に ある やうな；； 几氣を もって、. 淸國 朝野 

の 名士と 往来し、 談論 風發、 る 日支國 交の 增 進に 貢獻 した。 

謁見 後の 伯の 動靜 について、 「晋京 日乘」 の 記す ると ころ は、 次の 通りであった。 

三十日 (木、 晴) ドクトル モリソン ヲ 旅館 午 经ノ卓 一一 招キ、 多時晤 談ス、 此夕ヒ 時半 一行 公使 以下 ト 共-一、 金魚 胡问那 中堂 ノ招 

宴-一 招キ、 翟 中堂、 徐 總督、 唐 巡撫、 朱 巡撫、 聯左 侍郎、 鄒 右侍郎 代理 等ト 同席 ス。 

三十  一 E  (金、 啧) 午後 英露獨 米 公使 ヲ：^ 訪、 此夕 公使館 書記官 以下 公使館 附中村 海： ffil. 少將 駐屯 軍 武官 ヲ 長春亭 一-招 ク。 

六月 一日 (土、 晴) 午後 二 時 ヨリ 隨員ヲ 具シ肅 親王、 載澤 公、 鐵尙 書ヲ歷 訪シ、 皆數分 時間 舍談 ス、 此 夕へ 時 ヨリ 徐總督 が グー フ. 

ンド ホテル -ー 於テ催 セル 北京 外交 團ノ 留別 宴 - 一列 ス。 

M  二  W!  (2、 晴 ：} 午前へ 時 前門 停車場 ヲ 發ス。 偶 i 唐 巡 撫ト问 車、 快 談漏ノ 移ルヲ 覺ズ。 巡撫ハ 天律械 停車場 ヨリ 下車 ス、 一行 

ハ 十 一 時 三十 分 租界 停車場 -ー 著キ魔 -ー 芙森誼 人ル。 此夕七 時半 天津 口 本人 俱樂部 招 カル。 

同 三日 (=:、 晴) 午前 十 袁總督 /經營 一一 係 ル實習 工場 ヲ觀、 加藤總 領事 一行 ト 共- 袁總督 ノ午宴 一一 赴ク。 蔡 道臺、 周鐵路 總辦、 

洋 務學務 iSiS 員 ト席ヲ 同 タス、 此 夜中 村 少將ノ 招宴 一一 臨ム。 

伯が、 當時 北洋. の實權 者たり し袁世 凱と 肝膽相 照し、 有名なる 「箸 同盟」 を 提案して、 流石の 袁に 手. を拍 つて 黉成 

せしめた の は、 この 三日の 招宴の 席上であった。 坂 西の 記す ところに よれば 次の 通りで ある。 

放 膽の樣 に 見えて 居ても、 故 伯爵 は、 急所々々 に は 十二分の 細心なる 注意 を 忘れなかった。 滿鐵の 仕事 を 圓滿に 

遂行す る爲に は、 ま那 側との 諒解が 必要 だとい ふところから、 東 三省 總督 の徐世 n 臼 氏との 間に も 十分なる 聯洛を 

取り、 又 北京 天津に も 来遊して、 要路の 大宫述 と 肝膽相 照らした。 就中 北洋の 實權 者で ある 袁世凱 氏と は 寺に 昵 

懇の 間柄と なり、 天 涂で袁 氏が 招待した 時な ど は、 私 も その 席に 相伴した ので あるが、 伯 は 支那 报を 著て 出席し、 


話 も すれば、 議論 もす る、 全く 腹心 を 披瀝した ものであった。 その 席で 伯 は 「箸」 (はし) 同盟と 言 ふこと を提 

議 した。 n 本人 も 支那 人 も 皆 箸で 飯 を 食 ふ。 この 箸 を 使 ふ！^ 族が、 强 固なる 聯絡 を 作り、 以て 亞細亞 の 復興 を圖 

ら ねばならぬ とい ふので ある。 酒宴の 酣 なる 時、 この 當意卽 妙の 提案に は、 袁世凱 も 手を拍 つて 同感 を稱 へ大々 

的に 賛意 を 表し、 實 に和氣 露々 たる ものが あった。 此事は 其 後袁世 凱が 伯の 噂 をす る； 母に 繰 返された もので あつ 

た。 要す る に袁世 凱に 極め て 良き 印象 を 深く 刻み つけた こと はたし かで ある。 

问 四 口  (火、 晴) 一行 ヲ隨 へ總 領事館 ノ 午餐 食-一 赴キ、 袁總督 以下 ノ諸 員ト 會シ、 食 了ルノ 後總骨 ト膝ヲ 交へ テ. di 談ス C 

同 五 H  (水 V 晴) 午前 十一 時 二十 七 分 天津 發、 午後 六 時 二十 分 山海 關著、 此タ 微雨 俄 一一 涼氣ヲ 覺フ。 潭知縣 等-一面 フ。 

同 六 B  (木、 晴) 午前 八 時 山海 關發、 午後 五 時營ロ 停車場 着、 ^--渡河領事^^-ー人ル。 此 夜 田 領事 ノ 他-一 係ル 晚餐， W  - 一  臨ミ、 

梁 道 蹇以" 卜 淸官ト 會ス。 

S 午前 領事 ヲ伴ヒ 同仁 病院 ヲ觀、 午後 四時 ヨリ 六 マテ 領事館-一 於 テ涛國 及歐米 富商ノ 來訪ヲ 受ケ、 別-一 一場 

ノ談 ヲ試ム C 此夜八 時 ヨリ^ 田 領事 キ； 人ト ナリ、 各國 領事 圈ヲ 招キ、 晚餐 ノばヲ 催ス。 

M^n  r 土、 嗬) 午前 接客、 や 後 七 時營： 2 俱樂 部-一 於ケル 招宴 二赴ク e 

M 九：：： 晴) 午前 九 時 卜 五分 牛 家 屯 ヨリ 乘 1^、 午後 九 時 三十 分大迚 --歸 著ス. - 

此行日 ヲ費ス 十 叉 七日。 

かくして 伯 は 再び 大 連に 歸り來 つた。 

その 行 や 短時日に して、 しかも 何等 特殊の 要務 を帶 びた ものではなかった が、 それが 將來の 大陸 經營の 上に、 多く 

の 影響を及ぼし たこと は、 次第に 明かと なって 來た。 
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四、 對淸對 列 强策論 稿 

玆に 伯が 當時 抱懐した、 東亞 政局 觀、 特に 對淸 政策に 關 する 長文の 論 稿が ある。 

尤も この 論 稿 は、 何れの 時、 何れの 人に 向って 提出せられ たる や 明かで ない が、 その 內容 より 推す と、 時の 首相、 

外相、 その他 閣僚 元老 等に 呈 せんとし たものと 察せられる。 また 時日 は 多少の 疑 ひ は あるが、 文意より 推す と、 多分 

日佛 協商、 日露 協約の 締結 前、 卽ち 伯の 北京 訪問 前後で あらう と判斷 される。 

伯 は 先 づ筆を 起して 曰く。 

國家 最近 十 餘年ノ 間 一一 於テ、 武ヲ滿 洲ノ野 一一 用 フル コト ：5 次、 先 後年 ヲ隔 テ征戰 名ヲ異 一一 シ タリ ト雖、 其 我 東洋 

立國ノ 本分 主張 一一 出テ タル 一一 至リテ ハ 、 一 授 兩然ナ ルカ 故 一一、 我滿洲 經營ノ 用意 一一 於テ モ、 其 一因 一一 卽シ テ其ー 一 

因ヲ忘 ルル コトヲ 許サ、 ルハ、 事理 ノ自ラ 然ル所 ナリ。 然ル 一一 一 般ノ 物情 ハ、 近キ ニ蔽ハ レテ 遠キヲ 遣レぶ ^ ク、 

世間 往々 第一 ーノ 日露 戰爭ヲ 豫虞ス ル コ トヲ知 リテ、 第一 ーノ日 淸戰爭 一一 想 及 セサル モノ ァリ。 

帝 國カ其 本分 ノ 主張 一一 據 リテ、 露 人 ノ跡ヲ 南滿洲  一一 W リテ ヨリ 以來、 冷血 多 猜ノ淸 人 ハ翁然 首ヲ聳 カシ、 苟乇機 

會 一一 投シ テ其獨 善不遞 ノ私ヲ 逞シフ セント 欲シ、 利 權囘收 排外 自强 ノ說 朝野 ヲ風 動ス。 此ノ時 一一 當 リテ、 淸ノ國 

土  二 於テ、 淸ノ 官民 ト 委曲 接 應以テ 其 能事 ヲ悉サ 、ルへ 力 ラサル モノ ハ、 實 一一 我滿洲 經營ノ 問題 ナリ。 世 ノ滿洲 

經 營ヲ縱 談スル モノ、 此覩易 キノ 事理 ヲ 後一 了 ンテ、 徒ラ 一一 露國ノ 風雲 ヲ 懸望ス ルハ、 是レ 果シテ 時務 ヲ識 レルノ 

見ト ナス コ トヲ 得へ キカ。 若シ 露國ノ 風雲 ヲ懸 望スル モノ 一一  シテ、 對淸 政策 上 ノ必耍 二 出 ツル トセ ハ尙可 ナリ、 


軍 一一 日露 再戰 ヲ慮ル ノ餘 一一 出ル トセ ハ 甚 不可 ナリ。 

今淸國 カ我ト 諸端ノ 問題 ヲ協 處ス ル 所以 ノ意 ヲ觀ル 二、 乃チ 凌- S 纏 求 唯. -至 ラサ ラ ン コ ト ヲ恐ル 、モノ、 如ク、 

我 滿洲經 營ノ 道未タ 其軌- 一就 カサル 一一 乘シ テ、 S ク宗窒 大臣 ヲ派 シテ其 人民 ヲ噢 咻シ、 顧^ 指示 旁 ラ人ナ キカ如 

シ 0 

然ラハ 卽チ帝 國カ其 經營ノ 先 著ヲ滿 洲ノ野 一一 制シ、 日露 ノ戰 血ヲシ テ淸人 ノ畔鵜 タル コトヲ 免 レシ ムへ キ 所以 ノ 

道、 如何 セハ 可ナ ラン ャ。 廟堂 此 一一 於 テ固ョ リ當サ 一一 遣策ァ ラサル ヘシ。 某 南 滿洲鐵 道經營 ノ 職ヲ叨 一一 セシ ヨリ 

以來、 隱忍以 テ此廟 略 ヲ體セ ン コ トヲ 庶幾 シタ リシ コ ト旣ニ 數 閱月ナ レ トモ、 不幸-一 シテ未 タ其緖 餘ヲ與 リ聽ク 

コ トヲ 得ス。 今ャ 不肖 ヲ揣 ラス、 進ミテ 所見 ヲ略 陳シ、 以テ 廟堂 ノ參考 二 供 セサル へ 力 ラサル ヲ感 スル 二 至 リタ 

,0 は 頭 「第 ニノ 日淸戰 爭」 を 云々 して ゐる。 しかし 伯の 眞 意が 現實に 清國と 干戈 を 交へ ん とする 主戰 論者で ない 

こと は、 この 論 稿の 後段に 於いて、 次第に 明かと なる であらう。 ただ 伯の 言 はんと 欲する ところ は、 滿洲經 營に關 し 

て 最も 著 H を 要する 隣邦が、 露に あらす して 淸 なることの 事實 である。 

然 らば 「帝 國カ其 經營ノ 先 著ヲ滿 洲ノ野 一一 制シ」 戰 はすして 我が 大陸 經營 を、 明治 初年 以来の 宏 護に 合致せ しむる 

の 外交 工作 は 如何。 

それが 全篇の 趣旨で ある。 

しかし 伯 は それ を 論す る 前に、 筆を轉 じて 北淸 事變當 時に おける 自己の 言動 を囘 顧した。 
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記得ス 今ヲ距 ルコト 九 年 前、 某臺灣 一一 在官 シ テ 對岸淸 國繭建 一一 遊 ヒ 其大官 ト會 談セシ 時、 彼レ偶 問ヒテ 曰ク。 

八 「日露 國ノ西 比 利亞鐵 道ヲ經 營スル ハ、 惟フ 一一 東洋 列 國將來 ノ同患 ナリ。 知 ラス 贵國當 道 之 一一 對ス ルノ 所見 如何 

ト。 某 答 フル 一一 特 一一 聞知 スル所 ナキヲ 以テセ シカ ハ、 彼 レ更ニ 問へ ラク。 尙ホ幸 一一 示ス 一一 足下 ノ；？ ^見ヲ 以テセ ョ 

ト。 某爲メ  二 答へ テ 曰ク。 今日 鐵道 ヲ築ク モノ ハ{ 曰 5 一  露國 ナリ、 然レ トモ 異日 之ヲ 用ヰン モノ ハ其レ 架シテ 誰ソ、 

時運 ハ推 移シ、 世 勢ハ轉 換ス、 天意 茫々、 安 ンカ能 ク逆料 スへキ 。贵國 政治家 若シ 幾輩ノ 英雄 ヲ出 シテ、 乃チ攙 

旗 搶鼓ノ 手 脚 ヲ具セ ハ、 豈 所謂 同 患ヲ 轉シテ 同慶 ト ナス ノ術 ナカラ ンャ、 弊國 一一 在 リト雖 モ蓋シ 亦同シ カラン、 

鐵道ハ 世界 交通 ノ 利器 ナリ、 未 タ必シ モ 一 一 ー國ノ 凶器 タラ ン コ トヲ 速斷ス へ 力 ラサ ルナ リト。 彼 レ則チ 色然ト シ 

テ復 タ辭ヲ 措カサ リキ。 福 建紳董 其事ヲ 知レル モノ、 近コ ロ更 一一 書ヲ 寄セテ 言へ ラタ。 足下 前日 ノ壯語 終 一一 驗ヲ 

成シ、 併セ テ 足下 ノ手 一一 及ヒ テ露 國築ケ ル所ノ 鐵道ヲ 經營セ ラ ル ト 聞ク、 眞 一一 所謂 天意 茫々 深ク 今昔 ヲ感ス ル ノ 

ミ、 足下 シテ露 國ト其 道 ヲ：^ サ ハ、 則チ將 ク何ノ 方針 ヲ以テ 之 ヲ經營 セラ レン トス ルカ ト。 某 報 シテ！ n ク。 

洲鐵 道ヲ經 營シテ 以テ同 沾ノ利 ヲ列國 一一 分チ、 地方：^ 物 ヲシテ 文明 ノ澤 一一 賴 ラシ メンコ トハ、 實 一一 我 皇上聖 意 

ノ 在ルァ リ.、 予ハ 唯. -之ヲ 體シテ 其 微力 ヲ效 スノ ミト。 某 一場 ノ卒言 偶 i 事實ヲ 成シ、 身 其 責任 二 膺レル コトヲ 

顧ミレ ハ、 中 宵 冥 思 誠 一一 感慨 一一 堪へ サル モノ ァリテ 存ス。  . 

然 らば 伯 は 何の 故に、 かく も舊 事を囘 顧して、 この 言を爲 したので あるか。 自ら 豫 言の 適 中 を 誇りて、 高く 持 せん 

がた めで あるか。 然ら す。 鐵道 を經營 する は 世界人 類の ためで ある。 それが 天意に 合致す るに 非 すん ば、 我れ もまた 

露の 轍 を- 複 むこと なしと、 確言し 難き が 故で ある。 卽ち 伯は績 けて 記して 曰く。 


他 ナシ， - W 洲鐵道 往年 其 K ガ 一一 任セシ モノ、 卽今旣 一一 其權 ヲ持ス ルコト ヲ得サ レハ、 則チ 卽今 „y ハ勞 一一 任スル モノ、 

^シテ 何等 ノ道ヲ 以テ其 他年 ノ分 ヲ必セ ン トス ルカ。 若シ更 一一 天意 ノ茫々 一一 該シテ 人力 ノ悉ス へ キ ヲ思ハ ス ンハ、 

则チ淸 國自ラ 利 權囘收 論 ュ在ル ァリ。 勞苦シ テ而ル 後 之ヲ棄 ツル ハ、 安居 シテ 其終ル 所-一 放任 スルノ 愈レル 一一 如 

カス。 南滿洲 鐵道經 營ノ權 一一 シテ、 我 カ露國 一一 襲 ヘル 所 一一 ハ、 固 ヨリ 旣定 ノ條件 ァリ。 帝國ハ 唯. - 今後 十五 年ノ 

經 營ヲ彌 縫スル コトヲ 得ハ、 入水 ハ则チ 手 ヲ撒シ テ之ヲ 時勢 ノ推轉 -ー委 スへキ 力。 將 タ滿洲 鐵道ハ 唯. -是レ 時運 所 

^ノ ー奇货 クル 一一 過 キス シテ、 我 東洋 立國ノ 本分 主張 ハ、 更ニ眼 ヲ其以 テ已ム へ 力 ラサル ノ將來 二 屬スル 所 アル 

力。 是レ某 力 職分 ノ上 一一 於 テ立シ ク先ッ 領解 ヲ加 ヘラ レン コ ト ヲ望ム へ キ所 ナリ。 蓋 シ此ハ 帝國滿 洲經營 ノ精祌 

氣魄、 之 二 注 クカ注 カサル カノ ra リテ 岐ル 、所 ナレ ハナ リ。 

而 して 伯 はいよ く、 その 中心 論點 たる、 第二の 戰 (fj?- 問題に 人り て 曰く。 

若シ 日露 戰爭 ノ慘刻 一一 シテ、 一場 ノ兒戲 一一 非ス、 滿洲 經營ノ 問題 一丁 ンテ、 一時 ノ 姑息-一 非 サルコ トヲ許 サハ、 則 

チ帝國 ハ彼ノ 冷血 不濯ノ 淸人ト 共-一、 事 一一 南滿洲 一一 從フノ 上 一一 於テ、 第二 日 淸戰爭 ノ避ケ 得へ キカ、 唯. -或 程度 

ニ限ラ レッツ アル モノ ナル コトヲ 自認 セサル へ カラス。 旣 一一 此ヲ 自認 スト 云 ハ、、 則チ 大； W  ノ 方針 ハ 、 所期 ノ 

爭ヲシ テ最容 =^  ノ經 過ヲ取 ラシ ム ルノ 計-一 出 テサル へ カラス。 今 語 ヲ替へ テ之ヲ 言 ハ 、、 所謂 戰爭 ヲシ テ容： ^刀ナ 

ラシ ムル 所以 ノ計 ハ、 卽チ戰 一が ヲ避 クル 所以 ノ道 ナリ。 戰爭ヲ 避 クル 所以 ハ、 我滿洲 經營ノ 立脚 ヲ繁固 一一 スル所 

以 ナリ。 嘗 ミ 一一 之 ヲ 言 ハン-一、 今 若シ列 國ヲシ テ 帝國滿 洲經營 ノ 名實 一一 徵シ、 其 適切 ヲ 承認 シ、 其 能事 ヲ 譜稱 セ 

シムル コトヲ 得ハ、 則チ 一 且 交戰ノ 日-一 臨ム 乇、 大勢 旣 一一 我 一一 傾ケル モノ ト謂フ コトヲ 得へ シ。 所謂 戰爭 ヲシテ 
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容易 ナ ラシ ムルノ 道モ、 要 ハ此ニ 過 クル ナキナ リ。 此ノ如 クナレ ハ則 チ彼レ 冷血 不遜 ノ輩 ト雖 トモ、 其 迷妄 自ラ 

瞽スル -ー 非サル ヨリ ハ、 必ス敢 へ テ 樽俎 ヲ 越へ テ 干戈 ヲ操ル 一一 至 ラス、 戰 IJ^MI リテ以 テ避ク へキ ナリ。 戰フテ 勝 

ッハ戰 ハス シ テ勝ッ - 一如 カス。 戰爭旣 一一 避 タト 雖モ、 國威斯 一一 伸フ レ ハ、 我 滿洲經 營ハ敢 へ テ之ト 地歩 ヲ IJ^ フ モ 

ノア ラサ ラン 0 

以て 見るべし。 伯の 戰爭 論が、 畢竟す るに、 戰 はすして 勝つ の 道、 換言すれば、 戰爭を 必要と せざる 如き 事態 を、 

滿洲に 完成し おかんとの 素志に ほかなら ざる こと を。 

然 らば かかる 事態 は、 如何にして 成就 せらるべき か。 その外 交 工作 は 如何。 

伯 は 筆を鑌 けて 記す。 

今ノ 東洋 問題 ヲ ロニ. スル モノ、 往々 一一 シテ、 曰 ク淸國 保全 ト。 然レ トモ 六十 年来 唯 此老大 國ヲ彻 鎮スル ハ實 一一 

宇內ノ 大勢 タリ。 借問 ス。 列國ノ 中、 爲メ  二 大勢 ヲ横 遏シ、 保全 ヲ檐 任スへ キノ 餘カ 希望 ヲ有 セル モノ、 果シテ 

何レ 一一 存ス ルカ。 亦 曰 ク淸國 分割 ト。 夫レ 淸國ハ 世界 第  一 ノ舊國 ナリ。 淸人ハ 世界 最多 ノ  ：11^ 族 ナリ。 其 歷史ハ 幾 

タヒカ 朝號ヲ 易へ タレ トモ、 其 國家ハ 未 タ會テ 實質ヲ 失 ハサ ルナ リ。 俄 力 一一 シテ 分割 ト說 クモ、 究ムル 所 ハさ名 

ノミ。 所謂 東洋 問題 ハ豈 空名 ノ能ク 解決 ス へ キ所ナ ラン ャ。 之ヲ 耍スル 一一、 淸 國ノ將 來ハ自 ラ應サ 一一 淸國ノ 成 命 

ニ制セ ラル へ シし 必シ モ之ヲ 推論 卜 度 シテ時 聽ヲ驚 動スル 一一 足ル ナキナ リ。 今ノ計 ヲ成ス 所以 ノ モノ、 旣 一一 保全 

二 非ス、 亦 分割 一一 非 スト セハ、 之 ヲ處ス ルコト 如何。 

かく 自問して 後、 伯 は 直ちに 自 答した。 


E ク 淸國ヲ シ テ列 國ノ間 一一 孤立 セ シ メンコ ト是レ ナリ。 

■ 刀： 吶斷、 その 大方 策 を 喝破して、 餘す ところな しとい ふべき である。 而 して 後、 伯 は その 詳論に 入り、 ま づ英國 

との 關係、 特に n 英 同盟の 米國 並びに 獨 逸の 東洋 政策に 及ぼせる 影響 を 論じて • 次の 如く 記した。 

n 英 同盟 ノ始メ テ締 ハル ルャ、 英國固 ヨリ 日露 ノ必 ス將サ ニ戰 ハント スルコ トヲ ト知セ シ 一一 非ス。 況ンャ n 本ノ 

必捷 ヲャ。 日本 戰捷 チ聲光 倏チ撝 ルー 一 及 ヒテ、 英 國乃チ 攻守同盟 ヲ 改訂 シ、 我 新進 ノ聲 勢ヲ 利用 シテ 以テ 東道ノ 

主ト ナリ、 與國ノ 威望 ヲ布 ィテ、 乃 チ西藏 問題 一一 阿 布 干波斯 案件 一一、 著々 トシ テ錯 節ヲ解 ケルノ ミナ ラス、 今ャ 

佛國ハ 其 歷世ノ 嫌 猜ヲ釋 ィテ、 英國ト 浹洽セ サル能 ハサ ルノ地 一一 置 カレ、 露 國モ亦 其 排英ノ 舊愆ヲ 翻へ シテ、 連 

和 以テ自 ラ重ク セン トス ルニ至 レリ。 是ニ 於テ 力、 英國ノ 颦笑ハ 居然 ト シ テ列國 ノ輕重 ヲ制ス ルヲ見 ルナ リ。 夫 

レ我 國未タ 同盟 ノ カー 一因 リテ衡 ヲ列國  一一 フ能 ハサ ル 一一、 英國 占メ得 タル 所ノ便 { 儿獨 リ此ノ 如ク其 レ大 ナリ。 是 

一一 由リテ 之ヲ觀 レハ、 日英 同盟 ノ 利用 ハ、 英國之 ヲ專ラ ニス ルコ トヲ 得テ、 日本 ハ殆ン ト其分 ニ與カ ラサル 力 如 

シ。 英國 人ァリ ト謂フ へ キナリ C 日本 タル モノ 此ノ 如ク 一一 シ テ徒ラ 一一 東洋 問題 ノ處 シ難キ ヲ歎セ ハ、 乃チ チ テ 

百年 一一 至ルト 雖モ、 終 二 得 テ處ス へ キノ 日ァ ラサ ラン。 

日英 同盟 ノ 利用 英國ノ 色 ヲ起ス コト彼 レカ如 クナル 二 由 リテ、 自 ラ孤悶 不安 ノ地 一一 立 タシメ ラレ タルモ ノハ、 獨 

逸 ナリ。 獨逸ハ 爲メニ 黄禍 說ヲ 首^ シ、 白人 ノ 同情 ヲ 買ヒ、 我 帝國ノ 發展ヲ 阻止 セント カメ、 又頻 リニ 美 情ヲ米 

國 一一 11 ケリ。 日米 ノ間 一一 ハ 何等 ノ 盟約 ヲ 存スル ニ非サ レ トモ、 而 モ米國 ハ始メ ヨリ 日英 同盟 二 同情 シ、 日本 ノ戰 

勝ヲ 善視シ タルカ 故 一一、 獨逸ノ 意 色 ノ如キ ハ概ネ 措 ィテ應 酬セス 。是 一一 於テ 力、 獨皇ノ 雄心 世ヲ 蓋ヒ、 機略 人ヲ 
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兼 ヌル モ、 今ャ其 孤立 ノ地 一一 放冷セ ラレ、 從來列 國ノ行 首 一一 立 テリ シ獨逸 東洋 經略ノ 意 氣モ、 顿 一一 鋒鋭ノ 露出 ヲー 

警ムル ニ至リ タリ。 是レ帝 國カ立 シク 退默^ 過ス へ キノ 時運 一一 非サ ルナ リ。 戰 勝ノ餘 威宇內 一一 震 ヒ.. 列國ノ 我ヲ. 

付 度スル 所以 ノ モノ、 動た モス レハ 溢美濫 重 一一 出テ、 聲聞情 一一 過キ、 內 ニ顧ミ テ忸扼 タルコ ト 多シ。 外 春 11 溺 レム 

テ 自ラ滿 テリ トス ル ハ固 ヨリ 非 ナリ。 外 i: ヲ斥ケ テ自ラ 小一 一 ス ル モ亦非 ナリ。 運用 ノ妙 ハ應サ 一一 經世 家ノ 方寸 一一 一 

存ス へ シ 0 

方今 米國我 ュ 對スル ノ 善意 ハ、 宜シ ク邀へ テ以テ 之 ヲ堅ク ス へキ ナリ。 米國ヲ シテ首 ヲ獨逸 一一 傾 ケシム ルコト ハ- 

斷シテ 東洋 問題 ノ利 一一 非ス。 然レ トモ 米國 大統領 ノ位 タル、 本 ト應サ 一一 期 一一 及 ヒテ人 ヲ易フ へ キカ故 一一、 之 ニ對ー 

スル國 交 關係ノ 維持 ハ、 我當 局ノ 篤ク將 来-一 留心ス へキ所 ナリ。  ^ 

然 らば 佛國は 如何。 伯は績 いて 記して in く。  一 

次 一一 佛國ハ 土ヲ 東洋 一一 有ス ルカ 爲メ 一一 、 、深 ク帝國 々運 ノ板張 一一 注視 シ、 疑心暗鬼、 動. - モス レハ風 鶴 一一 驚カサ 

ル。 此ノ如 クー 了 ンテ已 マス ンハ、 我 東洋 問題 排幹ノ 一  側ハ、 常 二 暗 潜 ノ浮雲 一一 魔ハ ルル モノ ト云フ ヘシ。 帝國タ j 

ル モノ 其 聲勢ノ 正 サニ昂 レルニ 及 ヒテ、 早ク， M 心ヲ推 シテ佛 國ノ疑 ii ヲ 釋キ、 穏カ 一一 對淸 方略 ヲ 協定 シテ、 以テー 

一 

握手 ノ資ト ナス 二 如 カス。  一 

最後に 最も 問题 となる は、 露國の 態度で ある。 伯 はこの 點 について、 露骨に その 親 露 政策 を 道破した。 否む しろ 日 一 

露 提携 を提 gi した。 次の 通りで ある。 

次 一一 露國ハ 適. - 我ト怨 ヲ結ヒ タリ ト雖 モ、 而乇 一 場ノ 輸贏 ハ 端ナク 彼我 國民 ヲシテ 交. -相 解シ相 1 祝セ シ ムルノ 因ー 


ヲ成 セリ。 交戰 以前 ノ 露！： ヲ忘レ テ圾懷 之ヲ待 タン コ トハ、 ボ I ッ マ ス條約 成立 以後 一一 於ケル 帝阔ノ 襟度 タラサ 

ルへ カラス" 然ルヲ 今日 阿字 斯科 沿海 漁權ノ 問題 一 1、 將タ樺 太ノ劃 境-一、 滿洲ノ 撤兵 一一、 屑々； お トシ テ細 端之レ 

拘泥 シ、 末節 之レ隨 眦シ、 適. -露人 一一 代 ハリテ 頑 挺 ノ名ヲ 负ハ ンカ如 キハ、 眞 一一 得失 不^  ノ謬計 タリ。 故-一思 フ 

一一 、 卽今 露！： 创 -1、 猶新タ 一一 內ー U 紛擾 飢 相仍ル ノ時 一一 際シ、 帝國 宜シク 豪濶ノ 襟度 ヲ以テ 之 ト^ 洲經營 事 {且 ヲ協 

商シ、 露！：  ノ求ム ル所ニ ハ 務メテ 推恕ヲ 加へ、 我 モ亦速 一一 長 春 吉林ノ 鐵道ヲ 乎 裏 一 1 收メ、  ニ吉林 ヨリ 土們 江ノ 

以南 ヲ 貫通 シテ韓 國及南 滿洲ノ 一  部ヲ 包擁ス へ キ 鐵道ノ 聯絡 敷設 ヲ豫メ 承允 セ シメ、 其 間 雙方ノ 誤解 ヲ生ス へ 力 

ラサル コトヲ 約シ、 手ヲ 握リテ 宿嫌ヲ 釋キ、 交互 安然 トシ テ事 ニ滿洲 ニ從ハ ンコト ヲ圖ル ヘシ。 i!? モ露國 ヲシテ 

之ヲ 認諾セ シメン 力、 爾餘滿 洲ノ事 多ク爭 フー 一足 ル乇ノ ナク、 而シテ 彼我 共 一一 猜忌ヲ 去リ、 安シテ 其權域 ヲ經營 

スルコ トヲ 得ン。 

之 を 要するに 伯の 意志 は、 日英 同盟 を 中心として、 他方 米、 佛、 露の 三國を 我が 味方に 引 人れ、 この 壓倒的 勢力 を 

以て、 歐羅 巴に 於いて は獨逸 を、 亞細亞 に 於いて は 支那 を 孤立せ しめ、 以て 世界の 大： S を 制せん とする ものである。 

卽ち 最後に 結論して 曰く。 

此ノ 如クナ ラハ、 歐洲 一一 在 テ獨逸 ハ其勢 益. -孤  一丁 ンテ、 東亞 一一 在テ 淸國ハ 自然 一一 孤ナ リ." 日英 同盟 ハ益. 固ノ 

實ヲ致 サン。 從前 露佛ノ 同盟 ハ 居然 トシ テ 日英 同盟 ノ傍ニ 雁行 シ、 之 一一 加 フル 二 米國ノ 左袓ヲ 以テセ ハ、 卽チ 

國ノ 排外 熱 ノ如キ ハ嶝斧 蛙 怒徒ラ 1 一列 國ノ公 仇 タラン。 戰ハ ンカ 世界 ノ 大勢 日本 二 倚 レリ。 戰 ハサ ラ ン カ面ヲ 

シ テ命ヲ 日本 ニ聽 カサル コ トヲ 得ス。 其 レ然ル 後、 我モ 亦能ク 日英 同盟 ヲ受 用シ タリ ト云フ コ トヲ 得へ キ ナリ。 
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彼ノ淸 國久シ ク自强 ヲ說ケ トモ、 一 モ自强 ノ實ヲ 得ス。 徒 ラー 一列 國ノ間 一一 稀 突 シテ、 苟 モ利權 ヲ囘收 セント 欲ス 

レ トモ、 抑. - 國運ノ 大計 一一 至リ テハ、 疑群滿 腹中 情 怯ナル ノミ。 我滿洲 經營ノ 如キ、 若シ 形勢 ノ以テ W 面 ヲ格ス 

ルナ ク、 苟且 以テ事 二 從ハ、 卽チ彼 力 變クナ キノ 求 メハ、 端 ヲ踏ミ 緖ヲ繹 ネテ試 ミサ ル所ナ カルへ ク、 我ハ 愈- - 

折衝 ニ疲レ テ 愈.^ 列國ノ 同情 一一 遠サ カルニ  了 ラン。 是 レ正サ 一一 第一 一 ノ日淸 戰爭ヲ シ テ、 可能 二 シ テ、 且 ッ不容 

ナ ラシ ムル 所以 タリ。 列國々 際 關係ノ 變動ハ 毎 一一 意外 ノ機 ヨリス。 智者 ァリト 雖モ、 安 ンカ今 n  ノ滿 洲鐵 道經營 

者 力、 果シ テ 來日ノ 滿洲鐵 道主 持 者 タル へ キコト ヲ保ス ルヲ得 ンャ。 

以上が 伯の 當時 抱懷 せる 外交 政策の 一 斑であった。 

五、 日露 日佛 協商と 對淸 政策 論 

伯が 前記の 長篇を 記した る 後、 幾何 もな くして、 明治 四十 年 六月に は日佛 協約、 續 いて 七月に は n 露 協約が 締結せ 

られ た。 

玆に 於いて 伯 は、 「對淸 政策 上 二 於ケル 日露 日佛 協商 ノ價 値」 と 題す る 論 稿の 筆 を 取った。 

その 總說 として、 伯 は先づ 次の ごとく 記した 

淸國 ノ 盛衰 存亡 ハ 世界 ノ 大問题 ナリ。 殊 一一 我帝國 一一 取リテ 將來國 運 ノ 通 塞 一一 關ス へキ 大 問題 ナリ。 今ノ 我 滿洲經 

營 一一 取 リテ ハ、 一刻 モ觀測 ヲ怠ル へ 力 ラサル 緊切 ノ 問題 ナリ。 

全歐洲 一一 疋如ス へ キ版圖 一一 於テ、 世界人 ロノ 四分ノ 一  ヲ奄 有シ、 同 一 人種 ヲ以テ 一 系 特種 四千 年ノ 文化 ヲ 保有 ス 


ル支 那ノ國 運ハ、 應史學 上 唯一無二 ノ社會 現象 チリ。 歐洲ノ 一天 地若ハ 爾餘ノ 小天地 ノ形 模ヲ脫 セサル 解史朽 = 學、 

社 會學、 國家 學ノ成 說ハ、 淸國 起仆ノ 運命 ヲ 測度 ス へ キ驗器 トシ テ ハ、 其 信價蓋 シ乏シ キー 一過 キ タリ。 今日 談者 

率然 トシ テ、 淸國國 運 要 スルー 一 唯 退化 衰亡 ノ 動向 ヲ 取ル- ミト 勇 斷スル ノ信シ 難 キハ、 亦尙 世界 列 國カ僅 力 一一 十 

餘年ノ 前 二 在 リテ、 淸 鼎ノ輕 重未タ 容易 ニ問フ へ カラ スト 脇 想 セル ノ信ス へ 力 ラサ リシ 力 如シ。 

世界 ノ爲 一一 此脇 想ヲ 打破 セ シ モノ ハ 日本 ナリ。 帝 國ハ日 淸戰爭 一一 由リテ 强名ヲ 世界一 一 賣リ得 クルト 同時 一一、 列國 

ハ淸國 ヨリ シテ 諸所ノ 租借、 開放、 鐵道、 鑛山 乃至 勢力 圈ナル モノ ヲ買ヒ 得 タリ。 其 結果 北 淸圑匪 ノ事變 ヲ迫出 

ス ルャ、 日本 ハ又 一場 ノ 勇名 ヲ賫リ 得テ、 列 國ハ許 多ノ利 權ト債 權トヲ 買ヒ得 タリ。. 

日本 ノ寶リ 得 タル 强名 ハ、 固 ヨリ 國家的 重 貸 タル ヲ失 ハス。 然レ トモ 其 展轉變 形シテ 列國ノ 對淸勢 カトナ リ、 東 

洋 一一 還元 シ テ我カ 外交 ノ壓 迫力 トナ ルヲ觀 ルー 一、 其 經濟的 得失 如何 ハ未ク 容易 一一 算定 シ易カ ラサル モノ ァリ。 看 

ョ、 日露 戰爭ハ 何カ爲 一一 起 リシ 力。 當初淸 國ノ與 シ易キ コトヲ 列 强ノ前 一一 暴露 シテ、 露國ノ滿洲侵略策ヲ^^？致シ 

タル 動機 ハ、 何人 ノ 提供 セル 所ナ リシ 力。 

日本 ハ 自業自得 ノ所！ < はト シ テ、 再ヒ 勇名 ヲ 日露 戰爭ー 1 賣ル ノ已ム ヲ得サ ル ヲ敢テ シ タリ キ。 然レ トモ 未 タ知ラ ス 

其 結果 ハ更 一一 如何 ナル變 化ヲ取 リテ、 我 一一 反動 シ來ル へ キカ。 旣 ュ之ヲ 日淸戰 後一 ー豫 料スル コト能 ハス、 今 叉 之 

ヲ 日露 戰後ニ 自警 ス ルコト 能 ハス トセ ハ、 日本 ノ勇ヲ ヒ名 ヲ鬻ク ハ、 畢竟 所謂 士挨ノ 商法 一一 過キサ ルナ リ。 

卽ち 日本が 淸國を 破りた る は、 偶ぶ もって この 老大國 の 無力 を 世界に 暴露し、 却って 西 力 東漸の 觴を 啓きた る もの 

にあらざる か。 然 らば 我が 國は單 に 勇名 を 世界に 賫り、 その 利 は 列強の 占む ると ころた るの 危險に 瀕せざる か、 と 伯 
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は 先づ問 ひたる 後、 更に 論陣 を 張って 曰く。 

予 ，ハ此 一一 對シテ 二方 面ノ觀 察點ヲ 有ス。 其 一 ハ經濟 的 方面 ナリ。 其ニハ 外交的 方面 ナリ。 

さう して、 「其 一」 と 題して、 經濟の 生面 を 論じ、 日露 戰爭 により、 日本 は强 露の 恐る るに 足らざる こと を、 列強 

に敎 へたる の 結 梁と なり、 列國 をして、 軍備に 費した るの 財力 を、 經 濟に轉 用せ しむる の： g を 作り、 却って 經濟 的に 

東洋に 進出す るの 餘カを 供す るに 至った。 

これ 列國が 日本の 征露 を歡迎 したる 所以で ある。 而 して 帝 國は强 露に 勝ちて、 却って 强露 以上の 強敵 を 門前 尺の 

內に迎 へたる ものである。 何と なれば 兵事 は 日本の 長す ると ころで あり、 商戰は 日本の 未だ 大いに 備 はらざる ところ 

であるから である。 ゆ ゑに 今日に 於いて；^ く， 「殖産 興業 ノ 武備 ヲ 振ヒ、 通商 貿易 ノ將 卒ヲ 養ヒ、 平和的 軍事 ノ 知識 

ヲ 世界 二 求 メテ、 大ニ經 濟的戰 略ヲ修 メサル へ カラス」 と 警告した。 卽ち 次の 通りで ある。 

多クノ 物理 學的 原則 ハ、 亦嚴密 一一 國家ノ 運命 ヲ 支配 ス。 物理 學上 ノカガ 光トナ リ熱ト ナリ、 動トナ リ靜ト ナリ、 

變化 循環 シテ 始終 一毫 ノ增減 ナキカ 如ク、 國家的 勢力 モ亦、 戰 ハサ トナリ 平和 トナ リ、 權利 問題 トナ リ經濟 問题ト 

ナ リテ、 反覆 無窮 ナルノ 道理 ハ、 歷史哲 學之ヲ 論 證シ、 物體ノ 運動力 抵抗 尤少 キノ 方面 一一 向 ヒテ拍 節 的 進行 ヲ取 

ルカ 如ク、 人文 ノ 勢力 モ亦對 境 抵抗力 ノ强弱 一一 從ヒ テ 一歩一歩 一一 進退 スルノ 事 實ハ、 社 會學者 一一 由リ テ說明 セ ラ 

レ、. 露國ノ 後援 的中 立ト 填國ノ 屈從ト 一一 由 リテ、 其 國カヲ 普 怫戰場 一一 消費 シ去リ タル ビス マ —タノ 事後 策 力、 却 

テ獨 填伊ノ 三角 同盟 一一 由 リテ、 自家 ノ恐露 病ヲ救 フノ計 一一 出 テサル へ 力 ラサ リシ 所以 ハ何 ソャ。 此 問題 ハ 日英 同 

盟ー 一由 リテ 露國 ヲ滿洲 一一 屈シ タル 日本 政治家 ノ 熟考 體察ヲ 要ス へ キ所 一一 非サ ルカ。 蓋 シカ此 一一 注ィテ 事彼レ ニ應 


スル モノ ァリ。 事 彼-一 發シ テ效此 二見 ハル ル モノ ァリ。 消長 往来 機微 二 シテ察 シ難シ ト雖、 要スル 一一 其 間 一定 ノ 

成 理ナキ コトヲ 得ス。 之ヲ指 掌-一 鑑ム ル コ ト能ハ ス ンハ、 亦 何 ソ彼ノ 文明 政治家 ヲ須ヰ ン。 

日露 戰 ハサ ノ 勝負 ハ、 適 i 列國 國際ノ 均衡-一 影響 シ、 日本 未タ 戰勝ノ 利ヲ亨 ケサル 一一、 英 國先ッ 犬-一同 盟ノ 聲價ヲ 

賫 弄シ、 日本 ヲシテ 自家 ノ露佛 協商-一 雁行 景從 セサル へ 力 ラサ ラシ メ タリ。 日英 露 佛ノ述 和 一一 對スル 列 國ノ意 想、 

或ハ露 國ヲ過 侮シ、 或ハ 日本 ヲ 過重 シ、 或ハ 荚國ノ 下風 一一 麼キ、 或ハ 人道 平和 一一 與ミ シ、 或ハ 日本 ノ戰爭 狂 タラ 

ンコト ヲ危フ ミ、 著 見 同シカ ラサ ル ヘシ ト雖、 其 之 ヲ歡迎 成立 セ シ メ テ敢テ 妨碍 ス ル モ ノア ラサ リシ 所以 ノ モ ノ 

ハ、 歸 スルー 一 彼 各. -自ラ 商業 ノ 利益 ヲ 進メ、 若ハ其 害ヲ避 クルー 一 便ナリ トス ルカ 爲ノ ミ。 

戰ノ 後一 ー戰 來ル。 日本 ハ其 戰ヒ テ露國 1 一勝 チタ ル ハ、 卽 チ露國 以上 ノ强敵 ヲ作リ タル 所以 ナル コ ト ヲ自覺 スルヲ 

要ス。 爲 一一 問フ C 此强敵 今何ッ クー 一力 在ル。 所謂 物理的 理法 一一 シテ 我ヲ欺 カス ンハ、 日露 兩費交 耗ノ國 カハ、 必 

ス或ル 變形ヲ 取 リテ或 ル事實 一一 見ハ レ來ラ ン。 我ト 露國ト ハ必ス 其 反動 ヲ辭 スル コ ト能 ハサ ラ ン。 更ニ 問フ。 日 

H ネル ギ— 

露交戰 ノ 勢力 ハ 今 如何 一一 力 變形 シッッ アル。 

所謂 列國々 際 均衡 ノ變 動ハ、 n 英露 佛ノ述 和、 萬國 平和 會議等 ノ形ヲ 以テ見 ハレ 來リ、 約 上 一一 約ヲ道 ヌル 傾向 ハ、 

一 二 非 戰的非 軍備 的 意義 ヲ示ス 一一 非サル ハナ、 ン。 之-一因 リテ減 縮シ得 タル 列國ノ 不生産的 費 カハ、 何物 一一 カ變形 

スへ キヤ。 各種 ノ生產 カトナ リ、 ウ E トナ リ、 商 權トナ リテ、 世界 ノ巿場 一一 角逐 セ ン コ ト ハ辯ヲ 待 タス。 此 勢力 ハ 

必スャ 抵抗力 ノ强弱 一一 從ヒテ 其 動向 ヲ取 リ、 主 トシ テ 東洋 一一 襲來セ ン コ ト、 亦 定論 ノ許 ササル へ 力 ラサル 所ナラ 

ン。 是レ 不生産的 戰鬪カ ヲ變シ テ生產 的戰鬪 カトナ ス モノ 一一  非 スャ。 日本 ノ最 モ長ス ル所ヲ 禁シテ 其最モ 短ナル 
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所 一一 乘 スルー 一 非 スャ。 鐵血ノ 戰ハ猶 ホ勝ッ へ シ。 其 機 兩陣ノ 間 一一 決セ ラル レハ ナリ。 平和 ノ戰 ハ勝チ 難シ。 國家 

生命 カノ 消長 年々 歳々 日夜 已ム 時ナケ レ ハナ リ。 

日英 露佛ノ 連和ハ 大局 旣 一一 定 マル。 之ヲ擾 亂シテ 世界 ノ公仇 トナラ ンコ トハ、 一 國ノ能 ク爲ス へキ所 一一 非ス。 帝 

國ノ 急務 タル 平和的 大戰闘 準備 ノ餘 地ハ、 唯 驟リテ 日英 同盟、 日露 日怫 協商 利用 ノ 長短-一 在ル 一一 非 スャ。 列國中 

之ヲ 利用 スル コト 大ナル モノ ハ榮 へ、 其 小ナル モノ ハ衰 ヘン コト、 理ノ疑 フへカ ラサル 一一 屬ス。 何 ヲカ大 ト云ヒ 

何ヲ カ小ト 云フ。 例 之帝國 カ日佛 協商 一一 由リテ 外資 ヲ巴里 二 得へ キノ 策 ヲ講ス ルカ 如キ、 是レ固 ヨリ 不可 ナシト 

雖、 抑よ 利用 ノ小 ナル モノ ナリ。 帝 國ノカ ヲ以テ 露國武 カノ 長 ルル 一一 足 ラサル コトヲ 列國ノ 眼前 一一 立 證シ、 列國 

軍備 ノ 標準 之カ爲 一一 低落 シ、 剩餘 ノ實カ 變シテ 商權ト ナル。 其壓 カノ 帝國 一一 於ケ ルャ、 啻 一一 一 露國武 カノ 比ノミ 

一一 非サ ルナ リ。 帝 國若シ 與國連 和 ノ勢ヲ 制シテ 之ニ抵 對スル ノ策ナ クン ハ、 是レ 協商 ノ大 利用 ヲ失フ ナリ。 彼ノ 

外資 募人ノ 小利 用 モ何ソ 以テ此 大敗 缺ヲ 惯フ 一一 足ラ ンャ。 

禍ノ作 ルハ作 ルノ日 - ー作ル 一一 非ス。 列國商 戰ノ陣 伍旣- 一整 ヒ、 旗幟 旣ー 一明 カナ ル 一一 及 ヒテ、 俄 力 一一 兵ヲ說 キ商ヲ 

說クモ 何ノ益 カァラ ン。 今日 ハ誠ニ 我 カ戰勝 一一 乘シ テ實カ ヲ養フ へ キノ 時會 ナリ。 帝國 ハ先ッ 速力 一一 殖産 與業ノ 

武備 ヲ板 ヒ、 通商 貿易 ノ將 卒ヲ 養ヒ、 平和的 軍事 ノ 知識 ヲ 世界一 一 求 メテ、 大 一一 經 濟的戰 略 ヲ修メ サルへ カラス。 

滿洲ー 戰ノ勝 一一 狃レ、 傲 睨 自ラ雄 一一 シテ 徒ラ 一一 軍艦 ヲ說 キ、 砲臺ヲ談ス ル  一一 ノ ミ重キヲ1^^1ィテ、 世局 ノ經 濟的循 

運ヲ察 スル能 ハサ ル トキ ハ、 其 ノ重ン ス ル所ノ モノ 忽チ 一一 シ テ輕キ ヲ示サ ン。 是レ啻 一一 日 新 知識 ノ缺 乏ヲ示 シテ、 

世界 ノ輕 侮ヲ 招クノ ミナ ラス、 國本 ヲ枯搞 シテ、 自 ラ將來 軍事行動 ノ 活力 ヲ殘； ^スル モノ ナリ。 


それより 伯 は、 「其 二」 と 題して、 外交的 方面の 論述に 入り、 その 注意 を獨 逸の 態度に 集中した。 

卽ち 白よ.、 日露 交戰の 因は獨 逸に ありと 爲し、 而 して 獨 逸が その 豫 期に 反し、 露 西亞の 敗北 を 見る や、 米と 結んで 

日本 を 苦しめん とし、 米の 應ぜ ざる を 見る や、 一方に は 日米 間の 離間 を 試みつつ、 他面に は 淸國の 懐柔に 〔树 心しつつ 

ある を說 き、 今日に して 帝國 若し 淸國 を獨 逸に 失 はば、 日英、 日佛、 日露の 連 和 ある も、 得る ところ、 果して 失 ふと 

ころ を惯ひ 得べき かと 警戒した。 

この 伯の 獨 逸の 日米 離間 說は、 して 如何なる 情報に 基き たる ゃを詳 にしない が、 事實は 正に その 通りであった。 

日露 戰後、 米 國の對 日 感情の 急遽と して 冷却した る は、 種々 の 原因 も ある 中に、 獨 逸が カイゼルの 手許 金 を もって、 

反日 {"ー 傳 を米國 全土に 繽 行した るの 事實も 閑却され 得ない。 伯の これ を 着 破した る は、 確かに 達見で あつたと いはな 

ければ ならない。 

伯の 所論 は 次の 通りで ある。 

東洋 外交 關係上 一一 於ケル 日英 露 佛ノ速 和ハ、 帝 國ヲシ テ專ラ 目 ヲ獨逸 ノ動靜 一一 注 力 サル能 ハサ ラシ ム。 近來 支那 

滿韓西 比利亞 一一 於 ゲル 獨逸ノ 商 權ハ、 其發 達意 外 一一 長足 ナル モノー 丁 ビア、 全 東洋 一一 對スル 獨逸ノ 外交 ハ、 最モ我 

力 留意 一一 値ス へ キ乇ノ ナリ。 

若 シ 初 一一 反リ テ 極論 スルコ トヲ許 サハ、 日露 戰爭ノ 張 本 ハ實 一一 獨逸 一一 在 リシナ リ。 日露 ノ未 タ戰 ハサ ルニ 當 

リ、 日本 ノ必敗 ヲ豫想 シテ露 國ヲ嫉 咬シタ リシ モノ ハ獨逸 ナリ。 然ル 後露獨 骄臂ノ 勢力圏 ヲ淸國 一一 擴張 シ、 

實利ヲ 分 攫 セント 期セシ モノ ハ獨逸 ナリ。 
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更 二 一歩 ヲ進メ テ之ヲ 論 セン 力、 日露 戰爭ノ 本 因ハ實 一一 當年ノ 三 國干涉 二 在リ。 三國 干涉ノ 主謀 ハ實 一一 獨逸 

一一 在リ。 乃至 黄禍 論ヲ 作リテ 日本 ヲ歐羅 巴 一一 讒 搆セシ モノ モ亦獨 逸 チリ。 獨逸ノ 日本一 1 於ケル 歴史的 關係其 

レ此ノ 如シ。 知 ラス 今來 日英 露 佛ノ速 和ト、 之 一一 對スル 米國ノ 好感 トー 一由 リテ、 自ラ愤 悶 ノ地 一一 立 クシ メラ 

レ タル 獨逸 力、 向後 更 一一 如何 ナル陰 計ヲ取 リテ我 一一 當リ來 ルへキ 力。 今日 ノ好 形勢 ヲ 利用 シテ、 此 不測 ノ禍 

因 ヲ閉チ ンコ トハ、 豈 帝國ノ 要務 一一 非 スャ。 

獨逸ハ 日米 ノ交ヲ 離間 セン コトヲ カメ、 在米 獨 逸人 及 其官權 新聞 ハ皆此 意見 ヲ持 セリ。 獨逸ハ 前 キー 一 自ラ米 

國ト結 ハント 欲 シテ謇 ヘラ レス、 今 ャ孤掌 鳴リ難 キノ 悶ヲ懷 クモ、 而モ猶 ホ米國 ヲシテ 他國ト 握手 セサ ラシ 

メンコ トヲ カム ル 一一 於テ餘 カヲ遣 ササラ ンコ トハ、 理勢蓋 シ甚タ 明 ナリ。 是レ 日本 外交 ノ注 n ヲ怠ル へ 力 ラ 

サル所 ナリ。 

日怫 協商 ノ時 一一 當リ、 新聞紙 ハ、 我 カ駐佛 大使 ハ獨逸 力 東洋 問題 一一 直接 關係ヲ 有 セサル コトヲ 斷言シ タリ ト 

報 セリ。 果 シテ此 事ァリ タリ トセ ハ、 何等 ノ 必要 ュ基キ タル 斷言ナ リシ 力。 我 力 外交 二 シテ 公然 獨逸 ヲ睐外 

ス へ キノ 必要 アラス トセ ハ、 外交官 タル モノ 謾 一一 此等ノ 氣息ヲ 叶- ク ハ不 ノ嫌 ヲ國際 ニ造ス モノ ナリ。 

近來 獨逸ノ 東洋 政策、 頓 一一 親淸ノ 野心 ヲ兆 シ、 淸國 政界 一一 在 リテモ 亦、 漸 ク親獨 一派 ノ 勢力 ヲ認ム へ キー 一至 

リ タリ。 獨逸カ 自費 ヲ以 テ學校 及圖書 館ヲ淸 國內地 一一 與 サン ト企 ツルカ 如 午、 其 意 恐 ラタ ハ淺小 二 在 ラサ ラ 

ン 0 

獨 逸勢 カノ 東洋 1^ 人ハ、 我 力 帝國ノ 警^ 二： g スルノ ミナ ラス、 我 力 滿洲經 營ノ上 一一 於テ、 斷シ テ忽諸 一一 附セ ラル 


ル コトヲ 得へ カラス。 帝國 ノ對淸 政策 畢竟 如何 ナル 態度 ヲ取ル へキ モノ ナ ルカ ハ、 必ス 一 定ノ 成見ァ ラン コトヲ 

耍ス。 

假令淸 國米獨 親 若ノ說 一一 シ テ、 日英 露 佛ノ連 和 一一 對スル 淸人ー 場ノ 夢想 一一 過 キス トス ルモ、 獨逸ノ 雄心 久 ク ク淸 

國ヲ 蓋ヒ、 加 フル 一一 淸國 ノ孤危 不安 ヲ以 テセ ハ、 獨 淸ノ惡 WI 緣ハ勢 ノ或ハ 結 ハサ ル へ 力 ラサル 所！ 一  シテ、 其影迹 

旣ー I 徴ス へ キ モノ アル ャ 前述 ノ 如シ。 我 若シ坐 ナカラ 二 シ テ之ヲ 制スル コ ト能ハ ス ン ハ、 是レ 日露 日佛 協商 ヲ閑 

殺 シテ、 獨 逸ノ爲 一一 之 ヲ淸國 一一 轉笛 逆用 セラ ルル ナリ。 果 セル 哉、 淸人 近来 親日 ノ意 復タ 舊日ノ 如クナ ラス、 妄 

リー 一利 權； 1 收ヲ 呼ヒ、 排日 ノ 行動 ヲ憚 ラス。 豈彼レ 其 心 業 一 一已 一一 日露 日佛 協商 一一 側 目シ、 日英 同盟 一一 懐疑 スルノ 

驗ナ ラサ ラ ンャ。 淵ノ爲 一一 魚 ヲ驅ル ハ獺 ナリ。 装ノ爲 一一 雀 ヲ驅ル ハ鶬 ナリ。 獨 逸ノ爲 一一 淸國 ヲ驅ル ハ 恐ラク ハ日 

英 同盟 日露 日佛 協商 ノ 不利 用ナ ラ ン 。 

然 らば、 この 新國際 情勢に 對處 する の途 如何。 曰く。 淸國を 論して、 東洋 全局の 和平の ために、 日英 佛 露と 協調せ 

しむる にあり。 若し これ を 忘れ、 鐵道 炭礦 販锺 漁民 等の 枝葉末節に 拘泥せば、 「我 滿洲 經營ノ 前途 ノ如 キ、 梗 寇多艱 

滿目 ノ 荊棒ァ ルノ ミナ ラ ゾ 」 と 警告した。 

予楚惟 フー 1 我對淸 外交 ノ 一方 按ハ、 日英 同盟 日露 日佛 協商 ノ聲勢 新 一一 淸人 ノ魄ヲ 撮フノ 今日 一一 當リ、 適 當ノ乎 

段 一一 由リテ 淸國ー 1 勸說 シ、 論ス 一一 列國 國際ノ 大勢 一 1 善 處スへ キノ 道ヲ以 テシ、 其 狐疑 ヲ解 キ、 其 歡心ヲ 攬ルョ 

リ良キ ハナ シ。 我若シ 東洋 全局 ノ 平和 ヲ以テ 名分 トナ シ、 赤心 ヲ推 シテ 腹中 一一 置 カハ、 淸國 タル モノ、 必ス敢 

テ他ノ ー國ー 一 結ヒ テ憎ヲ 日英 露佛 II 取ル コト能 ハサ ラン。 我 一一 シテ 計此ー 1 出スン ハ、 餘國 ノ淸國 ヲ魅シ テ我ヲ 
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反撥 セ シムル モノ  n 一一  益 i 深 カラン。 由是觀 之、 我 ノ淸國 ヲ論ス 一一 世界 ノ 形勢 ヲ以 テス ル ハ、 特 一一 淸 國ノ爲 一一 

ス ル 所以 タル ノ ミナ ラ ス、 亦實 一一 我 カ立國 自衞ノ 切要 時務 タル 所以 ナリ。 我 力 勢力 ヲ淸國 一一 仲フ へ キカ。 餘國 

ヲシ テ我カ 勢力 ヲ淸國 ヨリ 逐斥セ シ ム へ キカ。 取捨 屈伸 ノ決實 一一 今日 ュ 在リ。 好機 逸ス へ 力 ラサル ナリ。 

若 シ夫レ 對淸交 涉ノ淺 深 其 名義 體段等 一一 至リテ ハ、 當局ノ 意ヲ以 テ之ヲ 外交：； r 面ノ 物情 一 一考へ ハ、 自ラ 酌定ノ 

{ 儿シキ 所ァラ ン。 此 ハ 第一 ーノ 問題 ナリ。 但宜威 修信ノ 時機 一一 於テ ハ、 斷シテ 八 「日 1 一 辜負ス へ 力 ラサ ルノ ミ。 

我 カ對清 政策 ノ 活動 二 シテ、 與國速 和 ノ聲勢 猶ホ新 ナル時 一一 及フ コト能 ハス トセ ハ、 来日 對淸勢 カノ 一 頭 地ヲ餘 

國 一一 讓ル ノ後我 カ滿洲 經營ノ 前途 ノ 如キ、 梗塞 多艱 滿目ノ 荊榛ァ ル ノ ミ ナ ラ ン 。 鐵道炭 鑛贩鹽 漁民 ノ 小 問題 ハ 、 

排 解せ シキヲ 得 ルモ、 未 タ以テ 我 力 外交 ノ 能事 一一 誇ル 一一 足 ラス。 本末 輕重 唯當； S 者 之ヲ明 一一 スル 一一 在リ。 

兹に 於いて 伯 は 更に 進んで、 日露 戰爭の nz 的に 論及し、 その 短見なる 功利主義 論に 一大 痛棒 を 加へ て 曰く。 

戰後國 論 ノ倾向 如何 ハ、 亦經 世家ノ 深察ヲ 加へ サル へ 力 ラサル 所 ナリ。 蓋シ 日露 戰 (！^  ノ帝國 一一 於ケ ルャ、 外 一一 シ 

テ ハ國家 的 地歩 ノ發展 クルト 同時 一一、 內 一一 シテ ハ 民族的 品性 開拓 ノ大 動機 タルカ 故 ナリ。 然ル 一一 今日 時論 ノ 傾向 

往々 一 偏 ノ巧利 主義 ヲ取 リテ、 戰勝ノ 價値ヲ 追尋セ ン トス ル 二 至リテ ハ、 予輩誡 一一 疑訏ニ 堪へサ ル モノ ァリ。 他 

ナシ。 震 古 未有ノ 一  大義 戰ヲ誣 フル 一一、 尋常 巧利ノ 見ヲ以 テス ル ハ、 是レ戰 後 帝 國ノ對 淸策對 列 國策ヲ シテ、 其 

世界的 大本 領ヲ誤 ラシ ムル 所以 二 シテ、 之 力 矯正 医 救ノ道 クル ャ、 眞經世 家ノ最 モカ ヲ用ヰ サルへ 力 ラサル 所ナ 

レ ハ ナリ 0  . 

抑- -日 露戰爭 ハ、 果シ テ談者 ノ言ノ 如ク、 戰後直 一一 戰費ト 戰血ト 一一 價ス へキ モノ ヲ滿洲 ヨリ 得テ、 帝阈ノ 利己心 


ヲ滿 足セ ンカ爲 ニ行ハ レ タ リシ モノ ナ ルカ。 

百萬ノ 遠征 軍 トニ 十億 ノ戰费 トハ、 果シ テ人ノ 國土ヲ 壤ミ、 人ノ經 營ヲ奮 ハン 力 爲ニ用 ヰ ラレ タリ シ、 寇盜ノ Z 

器ナ リシ 力。 

忠烈 鬼神 ヲ感ス へキ幾 萬ノ戰 血ハ、 徒 二 此等ノ 野心 二 欺 カレ タル 一場 ノ犧牲 二 過キサ リシ 力。 

今日 倔 へ -ー 滿洲ノ 物的 利益 ヲ以 テ、 戰勝ノ 效果ヲ 算出 セ ン トス ル 俗論 ハ、 要 スルー 一 此等ノ 劣情 ヨリ 出ッ ル モノ  二 

シテ、 新 與國ノ 氣品ヲ 辱 力 シメ、 一  大義 戰ノ藤 史的 價値ヲ 傷 クル コト、 之 一一 過キ タル ハナ シ。 

然 らば 帝國 のこれに 處 する の途 如何。 ni く。 征露 宜戰の 詔勅の 御 精神に 則り、 物的 利 奪の 目的 を 超越す る、 新興 文 

明の 光華 を 以て 「東洋 平和 ノ 支持」 に 邁進す るに ある。 

然ら すして、 叨 りに 戰 勝の 功に 誇らば、 却って 列國の 嫉視 を 買 ひ、 大陸 發展の 途上に 一大 支障 を 生すべし、 と 痛論 

した。 

夫レ 日露 戰 卞ハ、 全ク 東洋 平和 ノ 支持 ト、 我 カ立國 自衞ノ 已ムヲ 得サル トヨ リ出テ タル モノ  二 シテ、 發シテ 穴 戰 

ノ 詔勒ト ナリ、 動ィテ 擧國ノ 義愤ト ナリ、 凝リテ 陸海 軍ノ 士氣ト ナリ、 相 共 二 世界史 上ノ 一大 壯觀ヲ 激成シ タリ 

シ モノ 一一 非 スャ。 彼ノ 上下 同仇國 ヲ賭シ テ理ヲ 举フノ 日 一一 於テ、 何 ソ曾テ 物的 損益 打算 ノ戰 志ヲ 低昂セ シモ ノア 

ラン ャ。 和 局 談判 或ハ 遣憾ナ クン ハァ ラサ リシ 力 トモ、 而モ是 レ毫モ 世界史 上ノ壯 觀ヲ增 損スル ュ足 ラス。 宜戰 

ノ詔 觔帝國 本分 ノ 主張 ハ、 兹 一一 其 面目 ヲ完 ゥシ、 戰 勝ノ效 5^ ヲ報ヒ 得 テ遣ス 所 ナシ。 此 利益 豈啻  一二 一十 億 金ノ比 

ノ ミナ ラン ャ。 此 ヨリ 以往 ハ ー國ノ 責任、 唯よ 旣得ノ 名譽ヲ 保持 シ、 實 カヲ蕴 養シ、 自ラ列 國ノ瞻 望 一一 愧 チサ ル 

第二 章 滿鐵總 裁  九 四 一一 一 


笫六節 對淸 政策  九 四 四 

ノ地ニ 致シ、 世界 ノ未タ 知 ラサ リシ 新興 國ノ威 德ハ、 畢竞 世界 ノ未タ 知 ラサル 光明 卓 犖ノ概 アル モノ タルコ トヲ 

事證 スルー ー在ル ノミ。 蓋シ列 國ノ戰 ハ、 古 來概ネ 物的 利益 一せ 奪 ノ歷史 一丁 ンテ、 國際上 ノ貪殘 無道 ハ、 事 實ニ於 

テ常 一一 强者ノ 權利ト 認過セ ラレ タリ。 歐洲 文明 ノ 偽ヲ 委悉シ タル 我 帝國、 今日 東洋/ 一隅 一一 崛起 シ、 八？ モ 新興 

文明 ノ 光華 ヲ宇內 一一 耀サ ン ト欲 セハ、 自ラ當 一一 字內  一一 £ スルノ 抱负標 澄ァリ テ、 二 十 世紀 新戰 勝國タ ルノ特 地 

風光 ヲ開 カン コト ヲ耍ス ヘシ。 轍ヲ 履ミ尤 一一 仿ヒ、 物的 利益 ヲ之レ 貪 リテ、 歷史ノ 因果 ヲ 反覆 ス ルハ、 一 國ノ精 

神ヲ 振ヒテ 大未來 一一 裔往セ シムル 所以 一一 非ス。 百 萬 ノ師、 艇億ノ 費、 我カ戰 功ハ、 世界 ヲシ テ之ヲ 記憶 セシ ムレ 

ハ足 レリ。 我ハ 唯. -舊 賑ノ外 一一 洒然 トシ テ、 其 本分 ノ務ム へ キ所 ヲ務メ ハ、 庶幾 ク ハ 一 戰シテ 列强ノ 伍作 一一 入レ 

ル雄 邦お 族 ノ襟懷 -ー負 カサル へキ ナリ。 

新進 ノ 一  小國ヲ 以テ. 狗ヲ 東洋 二 定メ、 列強 ノ娟嫉 ニ妨ケ ラレ サル ヲ得ル モノ ハ旣ニ 幸 ナリ。 然ルヲ 敢然 トシ テ、 

妄リ 一一 自ラ 尊大 二 シテ、 主我 ノ見、 利己 ノ說、 新殖 -i- 地/生 氣ヲ 稿： 恭ス。 此ノ如 クシ テ 多少 ノ 利潤 ヲ滿洲 一 1 搾取 

シ得 ル乇、 東洋 ノ 平和、 帝 國ノ國 運 一一 於 テムお-一 何ノ 益カァ ラン。 我 力 大陸 發展 ノ大 精神 ヲ誤 リ、 我 力 新興 國家ノ 

品性 ヲ傷 ヒ、 世界 ノ顿譽 一一 鹰 I フルー 一世 界ノ憎 惡ヲ以 テス。 語 一一 所謂 其 心 二 生 シテ其 政 一一 害ァリ トハ、 未タ 必スシ 

モ此等 劣情 俗論 ノ謂 タラス ンハァ ラサル ナリ。 

滿 洲荒レ タリ ト雖、 我 力 大陸 發展ノ 第一 地歩 ナリ。 東洋 全お 禍福 ノ  {15 スル所 ナリ。 之ヲ 養へ ハ大ニ 用 フル 二足 リ、 

之ヲ 股へ ハ 自ラ禍 スルー 一足 ル。 躕絲 保障 唯ぶ 我 カ殖： 政策 ノ制 スル所 ナリ。 

以上 を 以て、 伯の 「對淸 政策 上 一一 於ケル 日露 日佛 協商 ノ價險 I は 終って ゐる。 そして 「附言」 として^ 國 統治 問題 


に 論及し、 次の 如く 記した。 

韓國 一一 於 ゲル 帝國 保護 策 ノ 成功 ハ、 蓋シ 空前 ノ 盛事 ナリ。 列 國ノ稱 讚 ズル所 ナリ。 C で トモ 裏面-一 於 ゲル 娲嫉競 

爭 呪.， 加ノ深 キモ、 亦 必ス其 稱譜ノ 度-一 相 比例 ス へ シ。 我ハ 平日 之-一 備 フル 所ァリ テ； t 隙 ナカ ラン コトヲ 要ス。 若 

シ單 一一 軍艦 砲 臺我カ 備へ旣 一一 足ルト 言ハ ハ、 其 用意 クル ャ亦疎 ナリ。 韓國 經營ノ 大本 ハ、 國家的 生存 I れ爭 ノ^ 勝 

资格ヲ 我 一一 取 リテ、 必成不 囘ノ殖 21^ 政策 ヲ 生物 學的 原則 上 一一 立 ツル 一 一存 セサル へ カラス。 然 ラスン ハ、 我 力 ^國 

保^ モ、 恐 ラクハ 終 ユカ 取 利己 ノ誚 ト、 第三 國逮 言ノ因 トヲ极 絶スル ノ期ァ ラサル ヘシ。 予號此 二 ハ 敢へテ H 、條 

ZI ヲ 臚列ス へ キノ 要ヲ 見サレ トモ、 我 保護 策ハ常 二人 ノ爭 ハサ ルヲ恃 マス シテ、 我 カ爭フ へ 力 ラサル 所ヲ恃 マン 

コ トヲ 希望 セ サルヲ 得ス。 

日露 戰後ノ 日本 ハ、 居然 トシ テ 世界 ノ 日本 トナ レリ。 更 一一 進ミテ 日本 ノ 世界 ト傲 サン 力 否 カハ、 一 一一 我 力 經世家 

魄 カノ 如何 一一 存ス。 其 行 連 一一 於ケル 列國ノ  組娟嫉 中傷 迫害、 愈 立 出 テテ 愈 i 急ナ ラン コト ハ、 固 ヨリ 豫期 スル 

所タ ラサル へ カラス。 但眞 大國民 タラ ン ト欲セ ハ、 必ス先 ッ自ラ 光明 眞率ノ 襟度 ヲ 開拓 シ來ラ ン コ トヲ 要ス。 陰 

險詭 111 ハ小國 1- ノ特微 ナリ。 區々 ノ內國 一一 在リテ 士君子 主我 相 輕ン、 ン、 人ノ美 ヲ成ス 二え！： ナ ルカ 如 キハ、 國運發 

展ノ ー蝱 賊ト シ テ 之 ヲ斥絶 スルノ 氣概ナ カルへ カラス。 今日 韓國 一一 於ケル 伊藤 統監 ノ 成功 一一 對シ、 朝野 親疎 相 共 ュ 

其 功勞ヲ 推せ-や ンテ異 一一 百ナキ ハ、 幾何 力 我 力 國民的 襟度 ノ 向上 ヲ 表示 ス ル モノ ナリト 認ムル コトヲ 得へ ク、 日本 2^ 

族 性格 發展 ノ嘉兆 トシ テ、 予輩 ノ窃カ 一一 慶賀 スル所 ナリ。 
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六、 外相へ の覺 書 5 一 

上掲の ごとき 抽象論 策より、 逃んで 伯の 具體的 政策 を 窺 ふべき 二通の 文獻が ある。 それ は 伯が 外務大臣に 提出した 

覺 書で、 その 一 は 「滿洲 に 於け る 外交問題に 就き 注意 を； ふへ き 事情に 關 する 覺書」 と题 する もので、 その 全文 は 次 

の 通りで ある。 

我カ殖 政策の 圈縝か 滿洲の 野に 發：^ し，^ より 以來、 其 外交 政策 上の 主義 本領 未タ 朝野 一 般 の體認 する 所と なら 

す、 傍議 百出 緩と 說き 急と 說き、 歸著 する 所 を 知ら さる も、 要するに 人々 各ぶ 其 見る 所に 從ひ、 迭に 異同 を較す 

るに 過き さるもの にして、 一 も 通 識大觀 群 疑 を 推 倒す るに 足る ものな し。 抑え 異論 相 格して 時務の 公是を 求む る 

こと ハ、 本 ト自ラ 世 W の 美事に 屬 すと 雖、 而も 不通の 僻論 紛々 として 無 K ヌ 任の 私智に 出つ るに 至りて ハ、 終に 資 

つて 以て ー國 被 2^ 政策 上の 外交問題 を 規制す るに 足らす。 让ハ しタ しきに 至りて ハ、 邦人の 滿洲に 人り、 各種の 事 

業 を經營 する もの、 利害 關係 支那 人と 相 調和す る能ハ さる； に、 概ネ咎 を國家 外交 政策の 不^に： t し、 主我 偏見 

曾て 事理の 當否を 省みる ものな し。 試 ミに此 輩の 言 ふ 所を聽 き、 其 望む 所 を 察する に、 苟も 國 家の 威 聲を藉 り、 

軍旗の 保護に 托して、 一時 一已の 便 {且 を 成就す る こと を は、 全體の 利害 永久の 得失の 如き ハ 多く 顧慮す る 所に 

非す。 蓋シ 公私 日常 國 家に 信 賴す るの 厚き ハ、 是 レ或ハ 本邦 民心の 美處 なる へき も、 其 結果 動. - もす れハ、 國家 

の 力 を 自己い K 分の 未タ悉 さ. -る 所に 濫用 せんとす るの 弊處を 反映す る こと ハ、 我殖： s;^ 各地に 於て 往々 in 擊 する 所 

の 現象に して、 此の 如き ハ實に n 本：：！：^ 族萌： ^的 能力の 猶 幼稚なる こと を 一 證 すへ きものな り。 


當 w 者 若シ此 等の 議み  1 に 挾 要謹咻 せられ、 ^洲に 於け る 外交、 殊に 其 對清關 係の 上に 於て、 問題の 先後輕 lien を tig 

るか 如き こと あら ハ、 其 後 sf 釜 サン.^ 一心す へき もの あらん。 然らハ 則チ當 IS 自ラ成 見の 在る ありて、 ^洲 外交の 全 

體著々 として 其 赴く へき 所に 赴きつ 、あるか。 此ハ 何人も 其 然る を體認 せんこと をべ がふ 所 なれと も、 當 W 者と 雖 

恐らく ハ、 今 日 未タ 一般に 對 して 此 信頼 を 要求す るの 自信 あらさる へし。 滿洲の 我に 於け る や、 其 殖： li^ 的 地位 實 

に 一種 特 M (の 事理 上に 存在す る ものなる が 故に、 亦 自ら 當サに 犬お 切 當の對 外方 針 を 歸納し 出さ、 るへから す。 

此ハ 必スゃ^^民政策上 一 贯の知識を具せるものに待っ へき所にして、 殊に 支那の 制度！： 情實 力に 關 して ハ、 尤も 

^確の 考據を 要する もの ある へ し。 是レ予 輩の 特に 之 を 世の 殖お地 外交 政策 論者に 質さん と 欲する 所な り。 

几つ 予輩 平生 意 筋 かに 疑惑に 堪 へさり しもの あり。， 日露 戰 US 初めて 成き、 小 村 大使の 北京に 欽差 折衝す る や、 滿 

洲 治 の豫 後に 關 して 特に 急 詰 を 加 ふる 所 あり。 ータヒ は 其 治 理を具 記 して 淸國の 責任 を..：^ 約條章 の 中に 明かさ 

んと耍 求し、 當時凱 切なる 淸廷 言質の 提供に 由り て、 其條 文の 成立 を 見る に 至ら さりし も、 清國 か滿洲 統治 策に 

關 して 過大の 警鹿を 加 ふるに 至りた るハ、 實に此 折衝より 起因したり しものに して、 其 後西 園 寺 首相 其 他 朝野 名 

十滿洲 視察の 項 背 相 望み、 內にハ 文人 論客の 放 義縱談 となり、 淸國 をして 轉 M 其 鬼胎を 長せ しめ、 皇族 大ぼ の？. 

視 となり、 駐滿 官憲の 惡氣总 となり、 新 制の 創定 となり、 淸廷 を從斗 動して 我 力 滿洲^ の 勅 敵と 傲し..^ りたる 

のミ ならす、 爾來 一事 又 一事、 我 ハ^ント 常に 先 著 を 遮りて、 彼の 後へ に 若た るの 實狀 あり" 是レ * して 計の 

得た る ものなる か。 

予輩を 以て 之を觀 るに、 我 か 滿洲殖 K 經營の 今日に 當り、 淸國の 耳目 を 側て，^ 之 を 滿洲に 傾けし むる か 如き、 ， ば 
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. に 一 の 失策た るの ミ ならす、 彼我の 紛錯糾 纏 を 避けん か爲 にハ、 寧 p 務めて 之 を 他方に 轉 せしめ、 語に 所謂 東に 

鼓う ちて 西に 攻む るの 計に 出つ るの 勝れる に 如かす。 且 ッ大官 名士の 滿洲 を践涉 し、 新開 演説の 滿洲を 論議す る 

こと、 其 意 固より 多と する に 足ら さるに 非され とも、 此の 如くに して 滿洲 問题を 鼓吹し 得た るの 結果、 若し 以て 

對手國 の 機先 を 制し、 贏 著 を 占む る もの あるに 非す んハ、 所謂 跋涉も 議論 も. 党に 何の. 益 か あらん。 而も 是レ實 に 

今日 { 仝 言 施すな き 我 か滿洲 外交問題の 狀 態に 非す や。 

以上. 擧 くる 所を統 ふるに、 從來 間 論者の 滿洲對 外地 位を觀 する や、 旣に大 に 過てる のミ ならす、 當 者 政治家 

の 意 を 致す 所 も 亦 甚タ淺 しと 謂ハ さるへから す。 然り之 を 要するに、 時愔 此の 如くなら さる を 得さる 所以の もの 

は、 國 家猶殖 1  お 政策 上の 知識に 乏しく、 而 して 對 外の 主義 本領 未タ 以て 輿 情の 體認を 取る へき もの あらさる か爲 

なり。 旣 往ハ尤 むる に 足ら さる も、 我 かせ 尺 此の 如くに して 日に 一 日 を 苟且す るに 際し、 淸國 君臣 敢へ て 聲色を 

大 にせす、 々慯 -M 日に 一 日 を^め ハ、 滿洲殖 ：；^ の 前途 蓋 シ必ス 一一 百 ひ = ^からさる もの あらん。 當 W 幸に 示す に 今 

後に 處す へ き 所以の 方按を 以てせら れんこと を。 

この 覺書 は、 滿 洲經營 について、 我國が 徒らに 磬を大 にす る ことが、 却って 淸國 の對滿 政策 をして 硬化せ しむる に 

過ぎざる 所以 を 指摘し、 むしろ 南淸に 彼の 注意 を轉 向せ しむる の 得策なる こと を說 ける 外交 技術 論 以外に 具體的 提案 

は 見當ら ない。 

しかし 次に 揭 ぐる 「淸國 東 三省 政：；？ 一一  對スル 外交 方針 意見」 において は、 伯 は 更に 思 ひ 切って、 縱橫に その外 交 策 

を 披歴して ゐる。 


ヒ、 外相へ の覺 書 其の 一一 

第二の 覺書 たる 「淸國 東 三省 政 W 一一 對スル 外交 方針 意見，」 は 長文の 論策で あるが、 伯 は先づ 筆を淸 人の 國民 性より 

起し、 その 大體論 を 次の ごとく 述べて ゐる。 

時代 一一 時代 ノ 意向 ァリ。 一 國 一一 ー國ノ 情操 ァリ。 對清 政策 ノ 基礎 ヲ 商量 スルー ー當リ テハ、 豫 メ先ッ 淸國々 ノ鄉 I 

フ所ヲ 勘破ス へ シ。 今淸朝 自大偷 安ノ夢 初メテ 破レ、 四顧 危疑 一一 シテ 聊賴ス へ キ所 ナキカ 如シ。 ^モ能 ク其弱 所 

ヲ視、 其 骨 蔽ヲ批 ツモ ノア ラハ、 老 大帝 國ノ向 北 H 動 息 乇亦指 掌ノ間 一一 在 ラン。 列 國ノ內 其 見 或ハ斯 一一 存スル モノ 

ァリ。 而モ 曾テ其 成功 ヲ見 サル ハ、 要ス ル 二 彼 レ未タ 淸人ノ 情操 ヲ悉サ 、 ル モノ アル カ爲 メナ リ。 

抑滿洲 政策 ハ對淸 政策 ナリ。 對淸 政策 ハ乃 對列國 政策 ナリ。 一 一一 シテ分 ッコト 難シ。 然レ トモ 予^ ヲ以テ 之ヲ觀 

ル 一一、 淸人 ハ致ス 二 繁密ノ 理解 ヲ以 テス へ カラス。 淸人 主我 ノ 利害 ュ 捷ナレ トモ、 自省 ノ理識 二 短シ。 之 ヲ允若 

セシ ムルノ 道ハ、 唯 M 或ル大 題目 ヲ挈 ケテ 一 套 一一 是非 ヲ圈縝 シ去ル 一一 在リ。 今淸國 朝野 囂々 トシ テ利權 囘收ヲ 之 

レ 呼へ トモ、 せ テ利權 ノ人ニ 歸スル 所以 ヲ覺 ルー 一足 ラス、 孤 危自ラ 慊ミテ 影ヲ篤 リ風ヲ 擊ッ。 其意ノ  マル 所ヲ 

察 スルー 一、 唯ぶ 是レ 亞洲 ヲ以テ 歐洲ュ 抗シ、 黄 種ヲ挾 ミーア 白 種 ト爭フ ノ幻景 一一 外ナ ラス。 唯 彼 レヲシ テ我カ 所謂 

東洋 平和 ノ 命題 ヲ領略 シテ、 其 素 心 一一 懷ヒ、 崑 51§ 一一  棗ヲ 吞ムモ 咀嚼 ヲ問 ハル、 コト ナカ ラシ メハ、 彼 レ必ス 慨^ 

トシ テ我 一一 傾倒 シ來ル へ キ ナリ。 是 レ對淸 外交 策ノ第 一 義 ナリ。 

然レ トモ 事 未タ斯 ノ如ク 容易 ナル コトヲ 得へ カラス。 一 事 ノ交涉 二 臨ム毎 一一、 彼我 ノ 主張 ハ其 利害 ヲ殊 一一 ス へ ク 
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係爭 事態 少シク 重大 ナラ ハ、 彼 ハ直チ 二 我 力 東洋主義 ノ虚 實ヲ疑 ハン。 我 レ若シ 我 力 主張 ヲ讓 ラハ、 我ハ實 利ヲ， 

失 ヒテ彼 レノ驕 溢ヲ被 フル へ ク、 譲 ラサ レ ハ 所謂 第一 義ヲ， 沒却シ テ彼レ ノ猜迕 ヲ長ス へ シ。 此 一一 處ス ルル ノ道 ハー 

他 ナシ。 彼ノ當 W 者ノ 情^ 一一  投シ テ、 豫メ之 ヲ我カ 恩威 ノ中  一一 S クー 一 在リ。 是レ 第二義 ナリ。 

由来 i.;^ 人 ノ君國 一一 對ス ル觀 念ハ、 到底 其 身 家 ノ觀念 以外 一一 出 ツル モノ 一一 非ス。 せ 場 進取 ノ人 一一 於テ殊 一一 其然 ルヲ; 

證 スルヲ 得へ シ。 彼等 ノ 忠愛 ハ 唯.^ 彼等 ノ 名利 分內 一一 於テ 消長 冷 熱ス。 龙然 タル 大帝 國ノ 朝廷 力、 年々 幾度 幾 輩 一 

力 其 大臣 宰相 ヲ簡點 シテ怪 ム所ナ キハ、 舆 ノ國事 一一 冷 カナ ル、 君臣 ノ 市道 相 依ルコ トヲ驗 スルー 一 於テ、 蓋 シ餘： 

微 アル ナリ。 故 一一 思フ 一一、 帝 國對淸 政策 ノ 現勢 ハ、 古 一一 所謂 人 ヲ他國 一一 植 ツル ノ 計-一 於 テ、 正サ 一一 再思 ヲ要ス へ： 

キノ 際 一一 在ル 一一 非サ ルカ。 今日 帝 國對淸 政策/重心 ハ實 一一 滿洲 一一 在リ。 予 輩滿洲 ノ爲メ 一一  謀 リテ特 一一 其 然ル ヲ感ー 

スル モノ ァリ G 

かかる 抽象論より ー轉 して、 伯 は 支那 政 W の實狀 と、 東 三省に 於け る 徐废叔 "抱、 北京に 於け る赏骨 の 地位 を、 次！ 

の ごとく 觀 察した。  一 

現任 東 三省 總督 徐世门 3 巡撫 1^3 紹儀 ハ、 ^：:;  ノ  望ヲ 负ヒテ 新制 ノ選村 一一 膺リ タル モノ チレ トモ、 占ム ル所ノ  (い 場 一 

地歩 槩ネゃ 確固 ナ ラス。 談 者或ハ 目シテ 遷斥ト ナシ、 或ハ 傳へテ 避出ト ナス。 且ッ東 省 ハ淸窒 桑梓ノ 地 一一 シテ、 ： 

其改 制ハ滿 洲ヲシ テ 重キヲ 天下 一一 成サシ メタル モノ ナ ルカ 故, 一、 後進 挺 鋭 之 力 督撫ノ 地位 ヲ 希望 スル モノ 北リ後  一二 

相屬ス ルコ トハ、 亦 徐唐ノ  jlu モ忘ル 、能 ハサ ル所 ナリ。 彼レ nil ッ何 ヲ以テ 自ラ其 地歩 ヲ堅ゥ スへキ 力。 

新任 機處 大臣 袁世^ 力 朝野 一一 於 ゲル 名望 ハ、 今 ャ其全 成 i 時期 一一 在ル モノ 一一  シテ、 東め.^  ノ 改制徐 i^:  ノ推輓 概ネ其 X 


意 一一 や リア タルカ 故 一一、 徐^  ノ憑 恃スル 所ハ必 ス い- 3^  ノ 支持 一一 在 ラン。 然レ トモ Ar- ャぉハ 立 中-ゆ』 新政 滿^; 纰 ； ノ 处 K 旅 

ヲ張 リテ、 政 爭ノ將 壇- 1 立チ、 淸廷 爲メ- 一前！^ 條張之 洞ノ重 望ヲ援 ヒテ、 ^機 大臣 ヲ以テ 袁ト相 挤制交 裁 スル所 

ァ ラシ メン トス。 袁ノ說 多 キヲ： g セ ハ、 袁自 ラ安ン スル能 ハサ ルモ ノア ラン。 况 ンャ。 徐唐 ヲャ、 袁ノ說 行 ハ レ 

ハ、 勢必ス S ヲ要シ テ內任 ノ重キ 一一 任セ シメ ン。 是レ 袁ノ願 ハサ ル所 ナラ ン。 魚 龍 水ヲ離 ルレ ハ嶁蟥 一一 困ス。 袁 

ノ い-: 久 タル 所以 ノ 勢力 全 ク 北洋 一一 存ス。 若シ袁  一丁 ンテ淸 國立セ §^  ノ機 未タ熟 セサル 一一、 早 ク自ラ 內任ー 一充 ラン コトヲ 

Jfw ヒ、 事情 ノ泰 否ヲ測 ラス、 躁進 シテ人 閣ヲ取 レリ トセ ハ、 假令 楊士骧 ヲシテ 直隸ノ 後任 タラ シム ルモ、 ぉノ前 

途 亦知ル へキ ナリ。 徐 能 ク之ヲ 知ルャ 否、 是レ： S 人智 略， ぽ淺 ノ由リ デ分ル 、所 ナリ。 清廷 二百 七十 年、 ！ f 人 傅 

持ノ實 カハ、 一議 一八 ロノ 能 ク拔ク へ キ所ニ 非ス。 袁 ヲシテ IS 軸 一一 當 ラシ ムル ハ、 是レ或 ハ袁ノ 手 脚 ヲ梓捎 シテ、 

其 不能 ヲ見 ハシ、 其 失收 ヲ促ス 所以 タル 一一 過 キス。 由是觀 之、 今日 袁ノ進 止 一 モ徐 ノ意ヲ 强クス へキ モノ ナク、 

而シテ 東 省 旗人ト 北京 ノ 保守 論者 ト ハ、 頻リ 一一 一 一人 ヲ非短 シテ已 マサル ナリ。 

然 らば この 淸國の 政 « に乘 じて、 我が 大陸 經營を 有利に 轉囘 する の 道 は 如何。 そ は徐唐 をして 我れ に顿 らしめ、 以 

て 中央に 志 を 得さし むる こと、 袁が 曾って 親日に よって その 勢力 を 堅く せし が 如くなら しむる ことで ある。 それが 伯 

の 意見であった。 卽ち伯 は E く。 

予輩誠ーー 徐^^5ノ新任カ、 官場 ノ倾排 ニ出テ タルカ、 將タ 二人 ノ 進取 ニ出テ タルカ ヲ斷ス ル能ハ ス。 唯 能 クニ 人ノ 

計、 東 省ヲ以 テ必ス 自家 ノ名場 利市ト ナサ ン トス ル 一一 在ル へ キヲ保 スルノ ミ。 夫 レー 一人 地歩 ノ脆薄 彼レカ 如ク、 

而シテ 東 省力 淸窒ノ 重 地 タリ 東洋 問題 ノ燒點 タ. ルコ ト斯ノ 如シ。 鞠躬盡 瘁幾レ テ已ム ハ 支那 人ノ國 家觀念 一一 非ス。 

笫ニ車 満 鐵總教  九 五一 


第 六 節 對沾 政策  九 五 二 

盤权 節 利器 ヲ判ッ ハ徐i^sノ^計タラサルヲ得ス。 彼們 ハ今ャ 一場 ノ 北；：： 水 陣頭 一一 立 テル ナリ。 若シ  一^  ノ カヲ藉 

シ テ彼們 カ爲メ 一一 脫身 出頭 ノ地ヲ ナス モノ ァラ ハ、 則チ 中流 ノ 一壺 誰 カロ，^ 越 ヲ問ハ ン。 彼們カ 依托憑 結、 必ス敢 

テ他ノ  タリ H タリ 露獨 タル ヲ、 誰何 スル 一一 遑ァ ラサル へ キ ナリ。 彼們ニ シテ知 ルァラ ハ、 今來必 ス袁世 凱ノ故 

智ヲ憶 ヒテ、 屮心悄 々タルモ ノア ラン。 

お 世 凱 一 タ ヒ U 沾戰 〈； ；.' 一一 懲リ、 ニタヒ 北 淸事變 一一 覺リ、 播然 トシ テ歡ヲ 日本一 ー取ル ノ己レ ヲ淸廷 二  ffi クスル 所以 

ナ ルヲ辨 へ、 政見 機 策 東 二 買 ヒテ西 一一 鬻キ、 居 中シテ 以テ今 n  ノ 地歩 ヲ成 セリ。 是レ徐 ノ親 シク靓 タル 所 ナリ。 

日本 ノ爲メ  二 之 ヲ思フ 一一、 當時 若シ袁 ヲ咎メ 袁ヲ絀 シテ其 地歩 ヲ成ス ヲ得サ ラシ メ ハ、 我 力 對淸勢 カノ 今日 二 後 

ル ル モノ 蓋 シ；^ ザ 常 二 止 マ ラサ リシナ ラ ン。 然ル ヲ旣 二 之ヲ袁 一一 得テ、 之 ヲ徐废 二 得ルコ ト能ハ スト 云 ハ、、 是レ 

一 隅ヲ擧 ケテ三 隅ヲー M へ ス能 ハサ ルナ リ。 夫 レ失ヒ ：；^ キ乇 ノハ機 ナリ。 做ヒ難キ モ ノ ハ^5-ナリ。 所謂 人 ヲ他國 一一 

被 ツル ノ計モ 亦 唯. -共機 境 二  ス へ キノ ミ。 從來 露獨厦 之 ヲ淸廷 二 試ミ、 成ル ニ垂ン ナント シテ成 ラサ リシ 所 

以ノ モノ ハ、 彼 レ未タ t:^ 人ノ  操 ヲ悉サ 、 リシ カ爲 メナ リ。 假令袁 世 凱 今日 更 一一 親 獨ノ內 意 ァリト 云 フト雖 トモ、 

昔日 帝國ノ 後援 ヲ忘 レサ ル ヘシ。 却テ 問フ。 向後 滿洲ノ 事更ニ 一  袁世凱 ヲ得テ 之 ヲ我カ 恩威 ノ中  一一 キ、 我カ大 

陸發 M  ノ竹途 ノ爲メ  二 滿服ノ 荊棘 ヲ除 カシ ム ル ノ策ァ ラサル へ キカ。 徐席 一一 シテ 一 クヒ我 力 好意 二 托シ、 稍 X/ 勢 

カヲ沾 1： 政界 一一 仲 フルー 一至 ラハ、 其 勢復ク 反側 以テ自 ラ危ク スルヲ 得サル へク、 必ス 敢テ惡 氣 -ig 心ヲ 以テ、 我 力 

對滿 政策 ヲ迎 フル コト、 今日 ノ如ク ナル能 ハサ ルへキ ナリ。 

然るに 帝國 政府の 外交 は、 この 伯の 意見に 反して、 贩鹽 漁業の 如き rH 前區々 ノ小 問题」 のために、 大 II；？ を 誤りつ 


つ ある なきや を 愛 ひ、 

於是乎 予華ハ 更ニ大 一一 疑フ。 今 n 我 カ滿洲 政策 力 外務 ノ 一隅 一一 險 喁シ、 目前 區々 ノ小問 题ハ、 唯 5 徐旗ノ 狠迕牴 

突ヲ長 シテ、 向後 ノ諸大 問題 ノ爲メ 一一、 層々 障礙ヲ 1^ ケ トモ、 之ヲ憂 フル コト ヲ知ル モノ ナキカ 如 クナル ハ、 是 

レ5^ンテ何等ノ計ゾャ。 這 裡若シ 予輩未 解. ノ 向上 消息 ァリ ト謂ハ 、、 願 クハ其 略ヲ與 リ聽ィ テ滿洲 經營ノ 1^ 獲ト 

ナ サン モノ ナリ 0 

と 語して 後、 再び 前 論に 返って、 徐店 援助 策 を 再 論した。 

然レ トモ 徐^ 由來 陰狡ノ 支那 政事 家 ナリ。 當朝 一流 ノ材 カナリ。 一朝 ノ怒 ヲ以テ 日本 ノ 勢力 ヲ |.-： 視ス へキ カ如キ 

短見 者 流 一一 非ス。 事 一一 隨ヒテ 顽梗ノ 態度 ヲ取 ルモ、 • 抑、、 安 ンソ彼 力 瓦 ヲ投シ テ珠ヲ 引力 ント欲 スルノ 意 一 1 非サル 

ヲ知 ラン ャ。 彼 レ今鐵 路新營 ノ風聲 ヲ以テ 吉長豫 定線ヲ 威嚇 セ ント 欲シ、 亦 其 聲ヲ大 一一 シテ資 ヲ露國 一 1 借 ラント 

スト 稱ス。 彼 レ豈眞 ニ此萬 不可 行ノ謬 計ヲ懷 ィテ、 故ラ 一一 嫌ヲ 日本 ニ取ル モノ ナ ラン ャ。 彼 レ豈四 五 百 萬ノ微 金、 

近 ク之ヲ 日本 二 求 ムルノ 順 一一 シテ 且ッ易 キヲ知 ラサル モノ ナ ラン ャ。 辭腐ニ シテ意 怠リ、 西 ニ顧ミ テ東ヲ 思フ。 

我 カ滿洲 政策 一一 シテ 現狀ニ 停滞 セ ハ、 彼 們カ此 類 ノ惡氣 息 ヲ放ッ コ トモ 又績々 相屬セ ン。 情 偽投ス へキ ナリ。 若 

シ我 カ滿洲 政策 一丁 ンテ、 徐唐ヲ ^セテ 一 盤 一 1 秤 量 シ-去 ルニ至 ラハ、 滿洲 ノ經營 何ソ必 スシモ 言ヒ難 カラン ャ。 

我 力 政府 假シ徐 ii5  ノ 弱所ヲ 看取 シテ、 其 私 願 ノ肯簌 一 1 投シ、 其 名望 勢力 ヲ援 ケテ、 爲メ- 一  根！； ヲ淸國 政界-一 扶植 

セ ハ、 徐唐 クル モノ 必ス敢 へテ我 カ實權 一一 饽リ、 我 力 失意 ヲ樂ム ノ地ニ 立 ッコト 能 ハス。 然ル後 比 來東省 一一 偏重 

セル 淸廷ノ 政治 熱 ヲ誘ヒ テ、 之ヲ其 西南 方面 二 轉シ、 我 力 殖民 經營 ノ爲メ 一一  百般 ノ凝 滯ヲ 綏和セ シ メンコ トハ、 

第ニ^5-  ^ 鐵總裁  九 五一 一一 


笫六節 13!  政 策  九- ん 1: 

滿洲 政策 ノ 急務 一一 非 スャ。 何 トナレ ハ戰局 以来 我カ官 K 幾多 ノ 行動 ハ、 適.^ 淸廷 ヲ警策 シテ耳 ほ ヲ滿洲 一一 欹テ 

シメ、 せ 制 改定 以下 許 多 ノ發奮 著カヲ 促カシ タル モノ 一一  シテ、 今日 滿洲 問題 ノ困 顿ハ、 我 レ自ラ 求 メタル ノ 難：；？ 

ナリ ト云フ モ 過言 一一 非サレ ハナ リ。 然ル 一一 試ミ 一一 之 ヲ現狀 二 顧ミレ ハ.' 交涉ハ 唯贩歷 漁業 等ノ 小事 端 一一 陈眦 シテ、 

紛々 解決 スル コトヲ 得ス。 予輩ハ 將來之 ヨリ モ大 ナル 利益 問題-一 影響 スル 所ナ キカヲ 疑フ。 

そして 伯が 最後に、 一 4 對 論を駭 すると 共に、 結論と して 進言した ところ は、 次の 通りであった。 

. ^ハ 謂へ ラタ。 近 來淸國 官吏 ノ 日本 二 對ス ルャ、 相 率ヒテ 强硬ノ 態度 一一 出 ツルカ 如キ モノ アル ハ、 單リ徐 人 

ノ 爲スノ ミー 一 非ス。 嘗ミ 一一 其 意 ヲ揣ル 一一、 彼 レ必， ス シ モ 其君國 ノ爲メ 一一  然ル 一一 非サ ルナ リ。 將タ 名分 理義 ノ爲メ 

一一 然ル 一一 非サ ルナ リ。 所謂 利權囘 收論ハ 適、、 一代 ノ 風潮 ヲ 成シ、 彼等 ヲ驅リ テ倔强 粗擴ヲ 裝ヒ、 以テ時 調 一一^ ヒ 

シム ルー 一過 キサ ルノミ C 故 一一 利 權囘收 論 一一 シテ 未タ其 聲ヲ敛 メサル 間ハ、 彼等 ノ頑 極モ亦 依然 相做フ へク、 假令 

让ハ做 フ 一一 任スル モ亦能 ク何ヲ カ爲サ ン ャ ト。 予輩誠 一一 當前ノ 事實ヲ 閣殺シ テ、 此睐懶 無策 ノさ, I  一一  ：：：^ 顿ス へ キ理 

由 ヲ發見 スルノ 明 ヲ有セ ス。 假シ 一 歩ヲ 遥リ、 事 ヲ シテ眞 一一 談者 ノ^ノ 如 クチ ラシ ムル モ、 之 カ爲メ 一一  彼我 感 

ノ 衝突 憎 嫉 一一 放任 シ、 長ク 交涉ノ 不利 ヲ忍 ハサ ル へ 力 ラサル ノ 理由 一一 至リテ ハ、 其レ raK シ テ何ク 一一 力 在ル。 

予辈ハ 我 カ當局 R 下 係爭ノ 問題 二 熱中 シテ、 他 顧-一 53 ァ ラサル へ シト 信スル コ ト能ハ ス。 之ヲ 事情-一 徴シ實 勢 二 

1; サハ、 予輩ノ 所見 ノ如 キ、 恐 ラタ ハ當 W  ノ夙 一一 辨察 セラ レ タル 所ナ ラン。 政府 果シ テ此 一一 意ァリ トセ ハ、 幸ハ 

クハ 機密 ヲ妨 ケサル ノ限內 一一 於テ、 其 大體ヲ 垂示 セラ レン コト ヲ。 予輩 局外 ト雖、 滿洲 經營ノ 前途-一 於テ 其職责 

ヲ感ス ル コ ト實 一一 深 重 ナリ。 政府 若シ已 一一 此方 針ヲ取 レリ、 せ >  其 意 ヲ體ス ヘシ ト云 ハ、、 是レ我 カ對滿 政策 ノ 


w 面 更新 ナリ。 此ノ 如クナ ラハ则 チ上來 所論 ノ 第一義 第二義、 活使 利用 ノ道 一一 於 テ予聚 今後 ノ運 心設 盧モ、 亦 痛 

ク自ラ 振作 ヲ加 へ ラルへ キナ リ。  - 

第 七 節 嚴 島 夜 話 

一 、 伊藤博文に 大 亞細亞 主義 を說く 

们 の滿鐵 にある や、 その 間 僅かに 一年 有半であって、 しかも その 大半 は §綺 旅の 間に 費され た。 しかしながら、 伯が 

のために 施設し たる 業績 の 鮮少なら ざり し は、 旣に 述べた ると ころで ある。 

然 りと 雖も、 伯が その 渾身の 情熱 誠意 を 傾けた るの 業 は、 實 は滿鐵 自身の 事務ではなかった。 滿鐵の 依って 立つ 地 

盤 自身に ついて であった。 滿鐵の 地盤と は何ぞ や。 n く 支那 大陸で ある。 e: く 支那と n.^ との 關係 である。 n く 支那 

を 主題と する R 本對 世界の 關係 である。 これ を 約 一一 目 すれば、 日 本の 世界政策 である。 

この 伯の 世界政策の 輪廓 を、 最も 明瞭なら しめたる ものが、 伯の 手記に 爲る 「嚴島 夜話」 である。 

この 文獻は 伯の 乎 記に 成る 各種の 文獻 中、 その 首尾の 一貫せ ると、 內容の 演劇的 興味に 饒 かなる よりして、 恐らく 

は 指 を： Si すべき 逸品で ある。 吾人 はい まこの 全文 を揭げ て、 この 興味 ある 一大 史實を 物語らん と 欲する。 

「嚴島 夜話」 は、 伯が 伊藤博文に 向って、 日本の 世界政策の 根本 を說 きたる 記述で ある。 

第ニ.；？^- 滿鐵總 裁  九 五 五 


第 七 節 厳お 夜話  九 五六 

蓋し 伯 は、 夙く より 伊藤の 人物に 傾倒し、 帝國 與隆、 東洋 和平の 業 は、 斯の 人に よって 達成 せらる べしと 期待して 

ゐた。 ゆ ゑに 滿鐵 の總 裁と なりて、 淸朝 崩壤、 支那 大亂の 兆候 歷然 たる を 見る や、 禍を 未然に防 ぐの 道 は、 元老 伊藤 

を 動かして、 歐洲 列強との 連衡 を 策し、 米 國に當 るの 外な しと 確信した。 

然 らば 如何にして、 これ を 伊藤に 說 くべき か。 又 如何にして 伊藤 をして、 これ を實 行せ しむべき か。 

「嚴島 夜話」 自身 をして 物語らし めよう。 

故 伊藤 公 韓國- 一統 監タ リシ 時、 予亦乏 ヲ南滿 鐵道總 裁 一一 承ケ、 屢. - 往ィテ 藤公ノ 所見 ヲ叩 ク。 就中 東洋 ノ將 來ュ 

關シ憂 惧スル 所 深シ。 今一 一 於テ速 一一 國策ヲ 確定 シ以テ 支那 ノ 大局 ヲ 安定 セシ ムル ユア ラズ ンバ、 重大 ノ禍 機、 或 

ハ這襄 一一 K 胎セ ン コトヲ 5^ レ、 攻心晏 如 タル 能ザル モノ ァリ。 (是 ヨリ 先 明治 三十 一年 以來、 幾囘 トナク 向島 大 

倉 別邸 一一 公 ト相會 、ン、 對支 政策 一一 關シ テ、 備サ 一一 公 ノ經綸 ヲ聽ク コトヲ 得 タリ，」) 

明治 四十 年初 i ^以来、 東亞 ノ 形勢 ハ益. - 混沌 ノ狀ヲ 千ン、 風雲 ノ變、 端倪 スべ カラ ザルヲ 覺フノ ミナ ラズ、 當時 

西 太后 尙垂簾 ノ裏ニ 威 權ヲ恣 二シ、 頻リ ニ米淸 同盟 說ノ 喧傳 セラ ルル 一一 次 イデ、 唐紹儀 渡米 爲ス所 アラント スル 

ノ 風聞 高シ。 是ヲ以 テ予ハ 一書 ヲ 伊藤 公 ュ呈 致シ、 內 地叉ハ 朝鮮 ノ何 レノ地 タル ヲ問 ハズ、 公ノ便 {^i トセ ラル ル 

場所 ト 時日 ト 一一 於テ會 見シ、 十一 一分 一一 公 ノ識慮 明鑑ヲ 得べ キ機會 ヲ與へ ラ レン コ トヲ悃 望 セリ。 公 ハ^ 一一  予ノ懇 

請ヲ 納レ、 乃チ 明治 四十 年 五月、 公 ガ京城 ヨリ 帝都 一一 歸還ノ 途次、 嚴島 一一 於テ 面談 スへ キヒ曰 囘示セ ラレ タリ。 

かくの 如く、 伯の 自記に は、 伯が 嚴島 において 伊藤と 會談 したる は、 明治 四十 年 五月と して あるが、 これ は 伯の 記 

傥 f-tl ひかと 田 5 はれる。 となれば、 後に 伯が その 正 港なる 月日 を 知らん とて、 調査 を依賴 したる に對 し、 大正 十三 年 


4- 月 二十四日 附、 廣島縣 警察 部長 井野次郎よりの 返 翰に よれば、 次の 如く 記されて あるから である。 

 货 御 下命 相 成り 攸件、 其後更に調^^之紡果、 祌社之 0! 誌より 確 K なる 事 赏を得 候 問、 左に 常時 之 = 誌 之 要 を 摘み 巾 ト- 

候。 

= 誌 之拔き 書  - 

明 ^211 十 ハ牛九 H: 故 藤 公 及 後藤 子爵 參拜 之^  . 

一、 九 HJ 廿七 n ！、  藤 公出迎 のた め 宮司 (淺 野) 彌 (木 曾) 尾 道 市-一 出張。 同日 後藤 滿鐵 總裁來 島、 野 坂、 多 米兩、 典お 島 

迄 W 迎フ。 旅餘 白雲 洞 (今 ノ立花 旅館) 

一、 九：：： 廿 八：：： 午前 十- S -、 後藤 總裁 參拜。 

同日 午後 三時 四十 二分、 ^藤 統監 來島、 旅館 岩惣。 ， 

一、 九月 サ 九日 午前 八 時、 副 統監 曾拫 子爵 一行 來島。 

M:  =  , 千 後 二  S- 十五 分、 後藤 滿鐵總 裁 東上 セ ラル。 

一、 九 =： 一一 一十！ H 午前 九 時、 曾极 II 統監 一行 參拜。 

同 口 午後 一 時半、 正副 統監 出發。 但シ 統監 一 行軍 體笠 置、 副 統監 一 行ハ軍 兒鳥 乗艦。 

以上 常時 之 H 誌 之耍を 摘みた る ものに 御 1- 候。 尙後藤子爵閣下は滿洲ょリ御東上之^^！次御立寄られたるものに有之、 伊藤 公爵 閣 

下 は 朝 §5 に 御歸任 之；？ i 次， 御 立 寄られた る ものに 有 之 候。 

卽ち 伊藤と 伯との 會見 は、 五月ではなくて 九月で あり、 また 「公 ガ 京：^ ヨリ 帝都-一 歸還ノ 途次」 ではなくて、 伊藤 

は 朝 に歸 任の 途次で あつたので ある。 また この 嚴島 における 會談 は、 後に 記す 如く 「三日三晩」 として あるが、 上 

の n 誌拔 書に よれば、 それに も 疑 ひなき を 得ない。 

然し それ 等 は 畢竟 小事に 過ぎぬ。 我等 は 進んで、 その 經緯を 記さねば ならぬ。 「嚴島 夜話」 は鑌 けて 記して 日く。 

第二 章 ^鐵總 裁  九.^^ヒ 


第 七 節 厳 お 夜 話  九 五八 

顧ル -ー嚴 島 一一 於ケル 公ト予 トノ會 談ハ、 予 一一 取 リテ實 一一 終生 忘ル へ カラ ザル 一 大 記念 タル ト 同時 二、 . 最モ 傷、.； Ml 

堪へザ ル思ヒ 出 ノ種ト ハナ レリ。 當時公 ト予ト ハ初夏 瀨戶 內海ノ 風光 ヲ賞 シッ 、、 三晝夜  一一 リテ 全然 他人 ヲ交 

へ ズ水人 ラズノ 縱撗談 ヲ試ミ タリ。 而シ テ其ノ 中心 問題 ハ卽チ 東洋 ノ將 來、 特 一一 對支 政策 ノ 決定 如何 一一 在 リキ。 . 

予ハ 頭 先ヅ公 一一 對シ テ 率直 一一 問 ヘリ。 方今 帝國ノ 急務 タル 對支對 露ノ板 本策ヲ 樹テ、 以テ 百年 ノ長 計ヲ 大定ス 

ル ヨリ 緊切 ナル モノ 他-一 比ス へ キ ナシ。 而シ テ之ガ 解決 實行ノ 手段 トシ テ ハ、 一 代ノ重 望ヲ 负ヒ、 责任最 モ大ナ 

ル 公爵 自ラ進 ンデ其 ノ衝二 臨 マル、 ヲ當然 トスべ シ。 不肖 素 ヨリ 鈍 ナリト 雖乇、 幸ヒ 一一 公 ノ斷乎 タル 決意 ヲ聞 

クヲ 得バ、 又 驥尾 一一 附シ テ微誡 ヲ致ス ヲ辭セ ズト。 然ル 一一 此ノ 時公ノ 心中 何事 カ平ラ カナ ラザル モノ アルガ 如ク、 

稍. -色ヲ 作シテ 口 ク。 東洋 极本策 解決 ノ 緊急 ナル ハ A 水 (伊藤 公) モ亦 同感 ナリ、 但シ 余ト君 (後藤) トノ關 係 二 

於テ、  < 小 ハ未タ  > せテ 後藤 其 ノ人ヲ 無視 シ タル コトナ キー 一 モ拘 ハラズ、 後藤 ハ屢. - 伊藤 ヲ 無視 セル コト アリシ ユア 

ラ ズャト 0 

何の 故に 伊藤 はこの 言を爲 したる や、 「嚴島 夜話」 に は 括弧 をして r 此ノ 事後 段 一一 至 リ其ノ 意味 判明 ス」 と 記して 

あり、 事實 その 說 明が 後に して あるが、 「公 ノ 心中 何事 カ平ラ カナ ラザル モノ アル」 が 如かり し 所以が、 采 して 伯の 

記す 點 であった かどう か は 疑 はしい。 しかし その 初め、 伊藤が 事毎に 伯の 議論に 反對 して、 激論 を鬪 はした こと は 事 

實 であって、 伊藤の 胸中 或は、 故意に 伯の 意見 を 逆襲し、 それによ つて、 伯の 所 懷を盡 さし めんと した もの かも 知れ 

ない と 思 はれる 0 

さて 「？ -败島 夜話」 は、 伊藤 公との 激論の 情 を 記して 口 く。 


藤公ハ 一世 二 熟知 セラ ル 、ガ 如ク氣 宇游 淡、 其 ノ先葷 クルト 後輩 タル トヲ問 ハズ、 快^ 相與ニ シテ 城府 ヲ設 

ケ ザルト 同時 一一、 自ラモ 決 シテ齒 一一 衣 著 セザル 好 論客 ナリ キ。 故-一公 ト予 トノ會 談ハ、 恰モ 一 種ノ 討論 會ノ 如ク 

然リ。 若シ窒 ヲ隔テ 、聽ク アラバ、 激論 一一 加 フル 一 一往々 漫 篤ヲ以 テシ、 主客 ノ應 酬頗ル I ^ナ ラザル モノ、 如 クー 一 

感 ゼシナ ラン。 而カモ 是レ公 ガ天眞 流露 ノ美德 一一 出ヅル 一一 外ナ ラズ。 其ノ 地位 閱歷遙 一一 下 二 アル 予 ノ如キ ヲ以テ 

シテ、 何等 ノ 面 ナク、 極メテ 無造作 一一 其ノ 丹愚ヲ 披瀝 シ得 タル 所以 亦此- 一存 セリ。 

さて 愈ぶ 本 問題に 人って、 伯 は 伊藤に 對し、 韓國 統監の 職を辭 し、 世界 漫遊の 旅に 上らざる ベから ざる 所以 を 建言 

した。 「嚴島 夜話」 によれば 次の 通りで ある。 

予ハ 上記 ノ如 ク公ノ 意中、 旣 一一 東洋 根本 策ノ 緊切 ナルヲ 痛感 セラ レツ 、 アル ヲ知リ 得 タル ヲ以 テ、 更 一一 單刀 K 入 

公 二 向ッ テ 進言 シ テ臼ク C 閣下 ti シ 今日 ノ 機會 ヲ逸 セズ、 其ノ 經綸 一一 打 著 セラ レント ナラ バ 、 先ヅ 統監 ノ：： ^ヲ挂 

ケテ、 S 早 一一 一個 ノ大 政治家 トシ テ、 干漫ノ 遊ヲ、 大陸 一一 試ミ ラル、 意ナ キヤ、 苟モ 國家ノ 大策ヲ 海外 二 立 テント 

スルー 一方 リ、 多少 トモ 朝鮮 C 犬 ヲ帶ブ ルガ 如キ 誤解 ヲ招 起セシ ムルハ 甚 ダ妙ナ ラ ズ 、 蓋 シ 內 地-一 在リ テ ；： 儿老銑 政 友 

會 總裁ノ 二役 ヲ使ヒ 分 クル 場合 ト ハ自 ラ異ナ ルヲ以 テ最モ 用意 ノ 周到 ヲ要 トス レバ ナリ。 公ノ 所見 シテ 如何。 

然るに 伊藤 は、 かう して、 伯が 勢 ひ猛に 突つ かかって 來 るの を、 輕く 外して、 

公、 答へ テ n: ク。 上意 之ヲ 允許 シ玉ハ 、v 統監 ノ職 ハ卽時 ト雖モ 辭スべ シ、 予モ亦 私 力 一一 考慮 スル 所ァ リテ、 せ禰 

(故 荒 助 子) ヲシテ 後任 クラシ ムべク 奏薦ノ 準備 ヲ爲 シッ 、ァ リ、 故 一一 君 (後藤) ノ言 フ所ハ 無論 異存 ナシ ト雖 

モ、 而カ モ 漫然 大陸 旅行 ヲ企テ 、 如何 ンカ 其ノ 意志 ヲ達ス ベ キ カト。 
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第 七 節 厳 夜話  九」 (〇 

さう 伊藤が 逆襲し 来った ので、 伯 は玆に 得意の 大 亞細亞 主義 論 を、 滔々 と 述べる 段取りと なった のであった。 次の 

通りで ある。 

予、 語ヲ 次キテ 曰ク。 公隆々 ノ 聲望ハ 中外 ノ瞻 仰スル 所、 一 タビ其 ノ身ヲ 起シテ 大陸 一一 人ル アラバ、 假令 干漫ノ 

遊ト 稱スル トモ、 其ノ 間自ラ 深甚 微妙 ノ 意義 ヲ生ス ベ キヤ 必セ リ、 卽チ 順序 トシ テ先ヅ 支那 ヲ訪ヒ 西 太后 一一 進謁 

セ ラレ ンカ、 輒 チ其處 二世 界ノ 大勢 ヲ語ル へ キ 機會ヲ 發見セ ラルべ シ、 夫 ノ米淸 同盟 說ノ眞 相 ハ未タ 分明 ナラザ 

ルモ、 若シ： S 國間 一一 這 般周盟 乃至 提携 ノ事實 ァリト セン 力、 ソハ米 國自ラ 支那 人-一 對 スルー 切ノ 差別 ヲ撤 廢シ、 

人種的 一一 モ將タ 法律 的ニモ 完全 平等 ノ 待遇 ヲ與 フルー ーァラ ザル 限リ、 兩國 永久 ノ 和親 ハ 成立 セザル 苦 ナリ、 此ノ 

前提 耍件 ヲ 具備 セザル 米淸 同盟 若 クハ 提携 ハ、 不合理 且ッ 不自然 ナル產 物 タル ヲ免レ ザルノ ミナ ラズ、 畢竞 一 時 

ノ機投 ノ爲メ 一一  飜弄セ ラル 、 ノ 結果 ヲ 招キ、 却テ 東洋 ノ將 來ヲ 危殆 一一 導ク 腐ァリ トイ ハザル へ カラ ズ、 故 一一 公ノ 

識見 ト聲 望トヲ 以テ、 此 ノ理ヲ g$ シテ西 太后 ニ語ル アラバ、 西 太后 ハ決 シテ 徒爾 二 之 ヲ聞キ 流 サズ、 必ラ ズャ袁 

除 凱 等 ノ臣僚 一一 公ノ 意見 ヲ傳 へ テ 諮問 スル所 アルべ ク、 慶 親王 其 ノ他 淸廷ノ 重責 一一 膺ル モノ、 亦 之 一一 依 テ大ナ ル 

啓發 ヲ得自 覺心ヲ 喚起 スべ キヲ疑 ハ ズ、 此 ノ如キ ハ 表面 外交 上 ノ公嗷 ヲ帶ブ ル 使臣 ノ能ク スル所 一一 ァラズ シ テ、 

公ガ干 漫ノ遊 一一 由リ 始メテ 期 セ ラルべ キ モノ ナリ、 而シテ 支那 / 有力者 ヲ 啓 導 シ テ 國際上 ノ 眞智見 ヲ 會得 セ シ 

メ、 以テ 東洋人 ノ 東洋、 卽チ大 亞細亞 主義 ノ 本旨-一悟 人セ シムル コソ、 東洋 平和 ノ极本 策ヲ大 定スル 所以 ナレ云 

云。 

これ は 伯が，！^ に その 存、 北京 を 訪ねて 著 手せ る 事業 を、 元勳 伊藤の カを藉 りて、 完成 せんとす る 心算であった。 こ 


れが 伯の 所謂 「第一 策」 である。 然るに この 第一 策 は、 忽ちに して 伊藤の 反撃に 會 つた。 「嚴島 夜話」 は績 いて 記し 

て 曰く 0 

斯ク 予ノ大 亞細亞 主義-一就 テ語ヲ 進ム. -ャ、 伊藤 公 ハ乍チ 之ヲ遮 ギリ テ n: ク。 吾子 |3 ク言フ ヲ休. -ョ、 所謂 大亞 

細亞 主義 ト ハ抑 M 何 ゾャ、 ソ 此 ノ種ノ 論法 ヲ ロー ースル モノ ハ、 深ク國 際間ノ 情^ ヲ察 セズ、 動モ ス レ ハ輕卒 十 

ル 立言 ヲ爲 スガ故 一一、 忽チ西 人 ノ爲メ 一一  誤解 セ ラレ、 彼等 ヲシテ 黄禍 論ヲ叫 バシム ルー 一至 ルト C 予ハた 亞細亞 主 

義說 ヲ シ テ 黄禍 論 ノ  Z タラ シムル 如 キハ、 外交 術 ノ拙ナ ルー 一 職 由ス、 畢竟 當事者 其 ノ人ヲ 得 ザ ルガ 爲 メナ リト辯 

シ タレ ドモ、 公ハ 容易 一一 首肯 セズ。 且ッ 口 ク。 -き子 ノ說ク 所未タ ii( ノ意ヲ 得 スト。 

かくして-. f 者の 激論 は、 尺 亞細亞 主義 論の 撿 討に、 111^ 時間 を 費した が、 結 W は事實 問題と して、 現 時の 支那の 政治 

家中、 =^ して この 大亞 細亞 主義 實 現に、 協力し 得る 人物 あり や 否やの 點に落 著して 來 つた。 

是 一一 於テ公 ト，， ^ト ハ、 大 亞細亞 主義 ノ趣 3 曰 利害 一一 關シ テ、 意外 ノ 激論 ヲ鬪 ハス コト、 ナ レリ。 嚴島 一一 於ケ ル會^ 

ノ 第一 B ヨリ 第二 日 一一 1 リ テハ、 互 一一 論 辯 相 下ラザ リシ モ、 第二 n ノ夜 一一 至リ、 公ハ稍 ク予ガ 謂フ尺 亞細亞 主義 

化、 ノ モノ  、意義 二 對シテ ハ、 敢テ 同意 ヲ惜ム 一一 ァ ラズト 雖モ、 輕シ クはッ 露骨-一 發表シ テ他ノ 疑惑 ヲ招ク ヲ最乇 

不>5- トセ ラレ、 H 、ノ 主張 二 ハ 贊同 スレ ドモ、 a  (ノー 一一 一口 動 ハ 殊 二 愼重 ニスべ キヲ訓 へ ラレ タル 後、 M 一一  予 一一 反問 シ テ 

：: ク。 ^J; ノ 所見 ハ 略ぶ 判明 スルヲ 得 タリ、 然レ トモ 現時ノ 支那 政治家 中、 君ノ 卓論 ヲ聽テ 適當- 一理 解 シ得ル モノ 

ァリャ 否、 假 シ之ヲ 支那 有力者 ニ說キ テ彼ノ 理解 ヲ得 ズ、 或ハ 理解 ヲ得 ルモ、 彼ガ 中心 勢 カノ 微弱 ナル爲 一一 之ガ 

實行 -ー堪 へ ザ ル時ハ 如何 ト。 
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笫七節 厳 島 夜話  九 六 二 

そしてい よ/ \ 話題 は 伯の 所謂 「第二 策」 に轉 じた。 その 次第 は 次 項に 說 くこと とする。 

二、 新舊 大陸 對峙 論の 提唱 

流石 は 伊藤で ある。 大 亞細亞 主義 は假に 正しと する も、 支那 政治家 中に、 これ を 理解す る もの 無き 時 は 如何、 と^ 

撃して 来た。 

しかし それで 辟易す る 後藤ではなかった。 彼 は 直ちに 「第二 策」 を もって、 伊藤に 獻 策し 且つ 應酬 した。 次の 通り 

である。 

予ハ徐 一一 應へテ n ヘリ。 上來述 ブル 所單ー 一予 ガ持說 タル 一一 止 メズ、 卽 チ移シ テ以テ 閣下 ノ宿 論ト 爲シ、 推 擴シテ 

日本 ノ國論 タラ シム ルー 一 在リ、 是レ 豈大勳 位 公爵 伊藤博文 ノ 日本 一一 健在 ス ル 所以 一一 ァラズ トセ ンャ、 閣下 旣 一一 東 

洋 ノ將來 ヲ察シ テ時 iw ノ 望大ナ ル ヲ憂ヒ ラレ、 今 一一 シ テ极本 的 解決 ノ機 ヲ失フ トキ ハ他ョ 不測 ノ禍 至ラ ン コ トヲ 

恐レ ラル 、 一一 於テ、 何ガ故 一一 身 ヲ挺シ テ此ノ 難； w ヲ 打開 セラ レザ ルャ、 若シ 支那 政治家 中之ヲ 理解 セズ、 若シク 

ハ之ヲ 理解 スル 乇實行 一一 難 ンズル 時ハ、 -:Fj シク 第二 段ノ 方策 一一 出ッべ キノ ミト。 公言 下 - 一再 問 シ テロ ク。 第二 段 

ノ策 トハ何 ゾャ。 予膝ヲ 前メテ 曰フ。 ソ ハ歐洲 各國、 就中 露獨 英佛ト 協力 シテ、 大勢 一一 善 處シ、 以テ 支那 ノ 安全 

ト 東洋 ノ 平和 ヲ 確保 スルノ 意 ヲ指ス ナリ、 之ガ爲 一一 ハ公ノ 旅程 ヲ歐洲 大陸-一進 メ、 彼 ノ地ノ 有識者 ト應接 シテ、 

■ 談笑 ノ間 一一 日 支 兩國ノ 特殊 關係 ヲ說 明シ、 公ヲ以 テ自ラ 世界-一. 於ケル 東洋 問題 ノ 第一 人 者 タル 權威 ヲ認メ シムル 

ヲ 急務 トス、 勿論、 此ノ 場合 一一 於 テモ、 公ノ 世界 周遊 ハ？ i 門 一一 所謂 無一物 卽 一物 ヲ 3= トシ、 何等 形式 上ノ 使命 ヲ 


帶 ビザ ル 任意 自由 ノ 旅客 タル ヲ便 トスべ ク、 此ノ如 クニ シテ， 一方 日英 同盟 ヲ 保持 シ ッ、、 他方 更 一一 欧洲 大陸 諸 

國ノ 協力 ヲ見 ルー 一至 ラバ、 東洋 ノ事以 テ意ヲ 安ンズ ルー 一足 ラン 乎、 何トナ レバ 世界 今後 ノ 趨勢 タル、 之ヲ 大處ョ 

リ 達觀ス レバ、 卽チ新 大陸 ト舊 大陸 トノ對 時 一一 歸著ス ベ シ、 而シ テ歐洲 各國ハ 東洋 諸 國ト共 一一 齊シ ク哲 大陸 トシ 

テ、 共通 ノ 立場 ト 利害 ト ヲ有ス ル モノ ナ レバ ナリ 云々。 

いま 後藤の 口より、 新舊 大陸 對 峰なる 新 說を聽 くと、 伊藤 は 卒然として、 色を爲 して 一 した。 「博 文 ^問-了 ンテ 

未タ斯 カル 奇異 ナ ルー 一目 說ヲ耳 二 シ タルコ ト ナシ」 と勵 聲叱陀 した。 蓋し 伯が、 徒らに 新を兢 ひ、 妄想 を 逞しう する も 

のと 考へ たので ある。 

本文の 記事 は續 く。 

論 ジテ此 一一 至 ルャ、 公 ハ予ノ 此ノ言 一一 愤ル モノ、 如ク、 大喝 勵聲 シテ 曰ク。 所謂 新 大陸 舊 大陸 ノ對 時トハ 如何 ナ 

ル 意義 力、 是レ實 一一 破天荒 ノ 議論 ナリ、 博 文寡閜 ニシテ 未タ斯 カル 奇異 ナル 言說ヲ 耳ニシ タルコ ト ナシ、 恐クハ 

机上 ノさ想 一一 ァラズ ンバ、 卽チ 痴人 ノ囈語 一一 ァラザ ルナ キカ、 由来 何ノ據 ル所ァ リテ、 此 ノ種ノ 議論 ヲ 道 セル 

モノ 力、 又 何レノ 時代 ヨリ 斯ル 見解 ヲ生シ タルカ、 今將タ 如何 一一 シテ之 ガ對策 ヲ講セ ン トス ルカ ト。 氣色凄 マジ 

ク予ヲ 難詰 シテ^々 數百 言、 外交 史ヲ 引援シ テ予ノ 論旨 ヲ駁 擊セ ラレ、 嚴島ノ 第二 日 B! ハ、 此ノ論 爭ノ爲 一一 夜半 

士 一時 ヲ過 ギテ、 第三 日 一一 持越ス コ トヽナ レリ。 

. 然 らば 伯の 所謂 「新舊 大陸 對峙 論」 と は何ぞ や。 伯 は その 時、 伊藤に 說 明して、 次の 如く 論じた。 

予 ノ新舊 大陸 對峙 論ハ、 前述 ノ如 ク、 痛ク 伊藤 公ノ 頭腦ヲ 剌戟シ タリ シガ、 之 一一 關シ テ予 ハ從容 トシ テ偽 ラズ飾 
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ラザル 心底 ヲ 吐露 セリ。 EI ク。 予ノ矗 灣 在職 當時、 - クルップ」 ノ 懸賞 研究論文 ヲ讀過 セル 二、 偶ぶ 「シ ヤルタ」 

ノ 「スタ ー ッ 二 ゾト. ナツ ー ル」 ナル 懸賞 出版 中氏ノ 一  文 アル ヲ 1^ タリ、 ソ ハ 獨佛 同盟 論ヲ 骨子 ト セル モノ 一一 

シテ、 a. 、ノ 大要 ヲ約 說ス レバ、 卽チ獨 佛兩國 對時ノ 形勢 ヲ持 續スル ハ歐洲 滅亡 ノ 原因 ヲ 養成 スルニ ラズ シテ、 

H 、ノ結 ハ 必ズ 米 國ノ爲 一一 乘ゼ ラ レ 、 歐洲 列！： "遂  一一 i ^々トシ テ彼 一一 制セ ラル 、外ナ キー 一至 ルべ、 ン、 故-一 獨佛 S 

國ハ互 一一 其 ノ舊怨 ヲ忘レ テ 協調 一致 ノ計ヲ 立 ツルヲ 要ト スべ ク、 而シ テ If 國ノ 協調 成立 セバ、 傲慢 自尊 ノ英 國ヲ 

、ン テ、 必. 然的 一一 獨沸ト 協力 スルノ 有利 ナルヲ 悟 ラシ ムべ シ、 是レ歐 洲各國 一一 新生 ノ光辉 ヲ放ッ へ キ 一 大. £^ 動力 ト 

ナル モノ 一一  シテ、 若シ之 レナ クンバ 歐洲ノ 平和 ト發： ^ト ヲ將來 一一 期待 スル能 ハズ、 然ル 一一 獨逸 ハルノ 參謀 本部 存 

スル ノ故ヲ 以テ、 國家ノ 强カヲ 誇ルト 雖モ、 輓近經 濟戰爭 ノ 熾烈 ヲ極 ムル時 £ ^一一  於テ、 新 タナル 經濟參 St 本部 ヲ 

設ケザ ルハ、 實ニ 一  大缺 陷ナリ トイ ハ ザ ルべ 力 ラズ ト、 f ハ 如上 「シ ャ ル ク」 ノ論ヲ 一 讀シ テ大 一一 共鳴 ス ル所ァ 

リ、 仍テ特 一一 之ヲ翻 譯セシ メテ、 兒玉總 督始メ 二三 ノ 知人-一； S チ、 ：w セテ ii 、ノ 所見 ヲ徴メ タリ、 

こ の シ ヤルタの 所論 は、 今にして 思へ ば、 千古 の い； Hi であった。 しか も 歐羅巴 は シ ヤルタの 一 百 に聽 かすして、 獨 W 

相戰 ひたる 結 つ ひに 米國 世界制覇の 形勢 を 馴致し、 歐羅 巴が ながく 米國に 叩頭せ ざるべからざる に 至った" 

それ はさて 措き、 伯の 所謂 「新舊 大陸 對峙 論」 と は 何で あるか。 「嚴島 夜話」 はな ほ糗 いて 記す G 

几 玉總将 ハ此ノ 論文 ヲ閱 讀シテ 後、 予 一二 語リテ E ク、 歐米兩 大陸 ガ 大西洋 ヲ隔テ 、相對 時 スル關 係ハ、 行 ク行ク 

「シ ヤルタ」 ノ見ノ 如 クナル ベ シ、 而カ モ 日本 ハ此ノ 間 一一 處シテ 如何 ノ 地位 ヲ有ス ベ キヤ、 又 東洋 ノ將來 ハ果シ 

テ 如何 二 成 リ行ク ベ キヤ ト、 予ハ總 ：ノ 質問-一 接 シテ、 更ー 一大 二 考慮 スル コト數 日數夜 一一 及 ベリ、 而シ テ予ハ 


「シ ヤルタ， 一 ノ 主張 一 1 係 ル獨佛 同盟 論 ヲ以テ 規模 尙ホ狹 小 一一 失 スルヲ 思ヒ、 熟考 叉 熟考 ノ末遂 一一 到達 シ得 タル モ 

ノハ、 新舊 大陸 對峙 論是 レナ リ、 卽チ 大西洋 ヲ挾 メル 兩者 ノ關係 ヲ推擴 シテ、 太平洋 ノ兩岸 一一 國ス ル新舊 大陸 ヲ 

包含 セシム ルコトー 一依 テ、 始メテ 日 東帝國 本位 ノ 世界 ノ恆久 的 平和 ハ 維持 セラ レ、 人類 全般 ノ 幸福 ハ 享有 シ得ラ 

ル べシト 信スル モノ、 予ガ 主張 ノ由來 ナリ、 予豈 奇ヲ好 ンデ突 梯ノ辯 ヲ弄フ モノ ナ ラン ャ、 蓋シ 歐亞舊 大陸-一 對 

ス ル 新 大陸 米國 ノ 脅威 ハ 唯ぶ 時日 ノ 問題 タル ヲ深ク 自覺シ タルが 故 ナリ、 換言 セ バ 東洋 問題 ノ 中心 タル 支那 ノ將 

來ハ、 單 -I 支那 自身 又ハ日 支： 响國 ノ關係 一一 止 マラ ズシ テ、 漸ク 世界的 問題 タル 性質 ヲ帶 ビ來 ラン トス、 * シテ然 

ラバ、 是レ 對歐洲 問題 クルト 同時 一一、 對米國 問題 ナルヲ 以テ、 豫メ 之-一 備 フル ノ 途ハ、 歐洲各 國トノ 協力 ヲ ゥ 

シ、 以テ新 大陸 タル 米 國ヲ、 事ノ 未然 二 制 スルノ 外 他 一一 之 レア ラザ ルヲ認 メタル 二 由 ルナ リ C 

以上が 伊藤の 難詰に 答へ たる 伯の 所論の 大體 である。 然し 伯の 「嚴島 夜話 一 は、 それに 核いて、 次の 如く 感想 を 記 

して ゐる。 • 

以上 ハ$- 藤公ノ 難詰 一一 對シテ 答へ タル 予が 論旨 ノ梗祭 ナリ。 然ル 一一 予ハ 前記 ノ 結論 ヲ 得テ、 之 ヲ兒玉 總督- 一 復命 

スル 前、 總督ハ 急 力 一一 參謀 次長， 一一 轉任セ ラレ、 尋テ 日露 戰端ハ 開 カレ タリ。 隨テ 予ハ重 ネテ故 總督ノ 意見 ヲ 知悉 

スル機 會ヲ得 ザ リシ ガ、 戰後予 ハ圖ラ ズモ南 滿鐵道 經營ノ 大任 ヲ拜 承スル コト、 ナリ、 偶然 多年 懷抱 セル 東西 文 

明 融合 ノ 事業 ヲ實際 一一 試ムべ キ 地位 一一 澄 力 レ タリ。 蓋 シ南滿 鐵道ハ 其 ノ當初 一一 於テ單 ナル經 濟機關 トシ テ引 繼ギ 

タルー ーァ ラズ。 寧 n 其ノ 目的 中 一一 ハ、 滿蒙ヲ 開 發シテ 日 ま 兩國ノ 有機的 關係ヲ 象徵ス べキ國 策上ノ 任務 ヲ t 著ス 

ルト 同時 一一、 東西 文化 ノ 融合、 卽チ歐 亞ノ兩 文明 ヲ 連絡 結合 シ、 以テ 世界 ノ 文化的 大動脈 タル ノ 機能 ヲ全 ウスべ 
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ク 使命 ヅケ ラレ クルナ リ。 是 ヨリ 先、 歐亞雨 大陸 文明 ノ接 觸ヲ 謀レル モノ、 露 國ノ小 亞細亞 ニ於ケ ルガ 如キ、 或 

ハ 獨逸ノ 近東 一一 於ケ ルガ 如キ、 先年 獨逸 皇帝 ガ 「マホメット」 ノ墓ヲ 吊ヒ、 囘 敎徒ヲ 激シ、 土 耳 古 皇帝 一一 打電 セ 

シカ如 キハ、 暗-一 東西 文明 融合、 歐亞 聯合、 舊 大陸 同盟 ノ 萌芽 ヲ 發スル 一一 非サル ハナ シ。 他 亦其ノ 類例 一一 乏シカ 

ラズ。 殊 一一 獨逸ガ 「バグダッド」 鐵道ヲ 敷設 シテ遠 ク波斯 灣ニ出 ヅルノ 計畫ニ 著 手 セル ハ、 歐亞兩 文明 ノ 融合 ヲ 

促進 スル 上-一 於テ、 最モ 留意 スべキ 雄圖ナ リシ モ、 之 ヲ日東 帝國ノ 急速 ナル 進歩 發展 一一 比ス レバ、 固 ヨリ n ヲ n; 

ゥシテ ルべ カラ ズ。 耍スル 一一 世界 形勢 ノ 推移 二 蜜ミ、 將 タ之ヲ 人文 自然 ノ 情勢 一 一考 フル 一一、 歐亞： m 大陸 ハ、 新 

大 睦 タル 米國 新興 ノ 勢力-一 對 シテ、 共通 且ッ 共同 的 關係ヲ 有スル モノ  二 シテ、 新舊 大陸 對峙ノ 姿勢 ハ、 二十世紀 

史上 ノ 一  大事 實 タラ ス ンバ ァ ラズ。 唯よ 之 ヲ早キ 一一 看取 シテ、 豫メ 準備 ヲ整フ ル モノ ハ、 大勢 一一 打 勝 ッヲ^ ベ ク、 

然 ラザル モノ ハ新 大陸 ノ壓迫 一一 苦 惱シ、 遂 一一 衰滅 ノ 悲運 一一 陷ラザ ルヲ得 ザ ルナ リ。 是 レ予ガ 「シ ヤルタ」 ノ獨佛 

同盟 論 一一 「ヒント」 ヲ 得テ、 雨 來深ク 東洋 ノ 前途 一一 潜 慮シ、 自ラ 滿鐵經 營ノ任 一一 當ル 一一 及 ンテ、 微力 ナガ ラ歐亞 

文明 融合 ノ實現 一一 努力 ヲ惜 マザル ヲ誓ヒ タル 所以 ナリ。 因 一一 記ス。 予ハ滿 鐵總裁 受任 ノ前 一夜、 此ノ 所信 ヲ提ゲ 

テ兒玉 伯ヲ藥 王土— 前ノ邸 一一 訪ヒ、 論談 深更 一一 及 ビタル ガ、 是レ. 、ソ伯 ト予ノ 永別 ノ會見 一一 シテ、 無常迅速、 忽チ幽 

明 境ヲ異 二 セント ハ誰カ 思 ヒ測ル へキ。 ^々。 

三、 伊藤の 快諾 

かくして 第二 夜の 會^ は、 つ ひに 何等の 結論 を も 見す して 終った。 何の 故に 然り しか。 伯の r 嚴島 夜話」 は、 伊藤 


の 冷淡なる 態度と、 その 然 りし 所以 を 秘かに 忖度して、 次の 如く 記した。 

嚴島 一一 於ケル 伊藤 公ト予 トノ會 談ハ、 斯クテ 第三 日 一一 人リ、 予ハ叙 上ノ趣 皆 一一 據リ、 主 トシ テ新奮 大陸 對峙 論ノ 

爲ニ 時間 ヲ费 シ、 午刻 過 ヨリ 夜半 十一 時 一一 及 ベリ。 予生來 辯 一一 長 セズト 雖モ、 一誠 以テ 多年 ノ 所懐 ヲ披 櫪セシ 

ガ、 公ハ 依然 トシ テ駁 撃ノ 態度 ヲ改 メラ レズ。 予殊 一一 之 ヲ遣憾 トシ テカ爭 ^マ ザ リシ 一一 モ拘 ラズ、 公ノ凝 色和ラ 

カザル 始ノ 如シ。 是 一一 於 テ予ハ 話端ヲ 更メテ 曰ク。 支那 問題 ハ 東洋 治 亂ノ 分岐 點 タル、 夙 一一 閣下 ノ熟 察セ ラル、 

所、 予從來 閣下 ノ敎 ヲ受 クル コト淺 カラ ズ、 不肖 滿鐵總 裁 ノ任ヲ 承ケテ 歐亞" g 文明 ノ爲 一一 聊カ貢 獻ヲ期 スト 雖モ 

不幸 俄 一一 兒玉 伯ノ おお 去 一一^へ ルノ ミナ ラズ、 時局 切迫 シテ 阔家ノ 前途 ヲ 憂慮 ス ルノ 際、 閣下 ヲ措 キテ誰 人ト共 一一 

阔 策ノ恢 弘ニ努 カスべ キ カト。 此ノ時 公 ハ與ビ 冷語 シテ 曰ク。 「伊藤 ハ未 タ曾テ 後藤 ヲ 無視 シ タル コ トナ キモ、 

後藤 ハ： ^ぶ 伊藤 ヲ 無視 セル 一一 ァラ ズャ」 ト。 公ノ 意、 予ガ滿 鐵總裁 就任 一一 際 シテ進 返 ノ決ヲ 公一 一問 フノ禮 ヲ缺キ 

タル ヲ 記憶 セラ レテノ コトナ ラント 察シ タリ ，1 後、 聞 タカ 如ク ン バ 、 公ハ予 一一 對 シ テ 朝鮮 鐵道經 營ノ 任務 ヲ兼 

攝セ シメ、 依テ以 テ滿鮮 線ノ 統一 ヲ計 リ、 述絡ヲ 圆滑ナ ラシ ムルノ 意圖ヲ 藏シ居 ラレ シ由ナ ルモ、 予ハ 自己 ノ 

MM 一一 就 テ公ノ 一  聽 ヲ烦ス へ キ餘裕 ナカ リシ 爲メ、 事前 彼此 ノ 情意 通 セズ遂 二 沙汰 止 ミト ナ リタ リトカ —— 而カ 

モ公ノ  K 語 冷評 ぺ 或ハ予 一一 對スル 公ガ 得意 ト スル 一場 ノ  口頭試問 ナ リシ ャモ 知ルべ カラ ズ。 公ガ 憂國ノ 熱誠 ョ 

リ迸 發スル 言々 ハ、 不敏 ナル予 ト雖モ 一 々胸 一一 中リ、 感佩措 カザル 所 ナリト ハイへ、 談論 旣ュ 三晝 夜ヲ费 シテ、 

仍ホ 未ク 最終 ノ $1 結ヲ 見ル 一一 至 ラス。 更 一一 翌日 叉 ハ他ノ 機會ヲ 待 タザ ル ヲ 得 ザ ル ヲ 遣憾ト シ ッ ッ、 予ハ語 ヲ止メ 

テ公ノ 旅館 ヲ辭シ タリ。 

笫ニ章 滿鐵總 裁  九 六 七 


第 七 節 厳 岛 夜 話  •  九 六，^ 

伯 はかくて 獨り 白雲 洞の 一室に 歸 つた。 深夜 人 定まり、 ただ 溪 流の fi 々たる を聽 く。 この 時の 感慨 を、 伯 は 次の 如 

く 記した。 

當時公 ハ 紅葉 溪 ナ ル 岩 物 旅館 一一 滞留 セ ラレ、 予ハ 白雲 洞 ミカ ド ホテル-一 在リ ⑦予ハ 旅 宿 一一 歸リ テ後チ 默坐 シ テ 公 

トノ 會談ヲ 囘想 スルー 一、 公ハ 旣 一一 對支板 本 策 樹立 / 急務 ヲ 感 シ 、 且さ シ ク 今日 ノ 時機 ヲ逸ス ベ カラ ザルヲ 熟知 

セ ラル、 ト 同時 一一、 予ガ 所謂 大亞 細亞 主義 一一 モ强チ 反 對ナル 二 ァ ラズ。 否、 公ノ 胸底 一一 ハ予ト 同  一 ノ 信念 ヲ有シ 

居 ラル、 モ、 惟、、 之ヲ 表面 一一 打チ出 スノ非 ナルヲ 戒飭セ ラル、 一一 過 ギズ。 又新舊 大陸 對峙論 一一 ハ 多少 / M (議ァ ル 

一一 似 タリ ト雖 モ、 米國 將來ノ 脅威 ヲ豫 見セ ラル、 點 一一 於テ ハ 、 予ト同 一 觀察 ヲ下サ レ ッ 、 ァリ。 然ラ ハ 卽 チ公ハ 

如何 二  、ン テ 服前ノ 形勢 ヲ 疏通 展開 シ テ 、 以 テ 東亞 大：： ^ノ 安定 ヲ 保全 セラ レン トス ルカ。 彼 レヲ思 ヒ此レ ヲ念フ 時 

予ノ腿 眼 ハ反テ 益. - 冴へ 來リ、 孤 枕 ヲ抱キ テ默想 一一 耽ル コ ト 良久 シ。 

然るに 突如と して 窓外に 聲 あり。 これより 「嚴島 夜話」 は、 俄然と して 小說的 風趣 を 帶び來 る。 曰く。 

乍 チニシ テ 窓外 聲 ァリ。 始メハ 男女 相會 シ テ 私語 ス ルガ 如クナ リシ ガ、 四 鄰閬ト シ テ 音 ナ キ 折 柄、 彼等 ハ 「後藤 

サン」、 「後藤 サン」 ト呼 プヤ 一一 感ゼ ラレ、 叉 「後藤 サン/宿 ハ此 ノ邊ナ ラン」 トイ フ聲モ 耳 一一 人リ來 レリ。 サテ 

ハ 何人 カ予ヲ 呼ヒト 5 寸ヌ ルー 一 ャト、 尸フ排 シ テ 推問セ シ 一一 、 其/ 人 ハ 伊藤 公 一一 隨從ス ル n 高 警部 (憲明 >  二 シ テ、 

他 尸 岩您ノ 婢ナ リキ。 日 高 警部 ハ 深夜 ノ 來意ヲ 告ゲ テ in ク。 公爵 ハ 先刻 來頻リ 一一 洒 ヲ呼ビ テ 未ダ. お 一一 就 力 レズ、 

且ッ今 ヨリ 直 ニ贵下 (卽チ 後藤) ヲ 訪問 セント 云ハ ル、 若シ公 ノ意 一一 任 シ藍ク 時ハ、 夜陰 ヲ冒 シテ 公爵 自ラ此 

處 一一 來ラ レン トス、 是レ 老體ノ 公！^ 一一 取 リ聊カ 懸念 セラ ルル ヲ以 テ、 幸ヒ  一：； □； 下ノ 同意 ヲ得 バ、 卽刻再 ビ岩惣 方 


二 枉臨ヲ 願 ハレ マジ キヤ、 コ レ固ョ リ公 SS:  ノ命 一一 ァラ ズト 雖モ、 公爵 ノ足勞 一一 代へ、 .^ゲ テ贵下 ノ 容認 ヲ得タ ク 

推參シ タル ノ次 第ナ リト。 予 答へ テ 曰ク。 ゾ ハ 0^ 々タル 事 ナリ、 予ハ聊 モ勞苦 トス ル所 一一 ァ ラズ、 大 先輩 ノ來麓 

ヲ；^ チ迎 フル ハ寧 禮 一一 非ズ、 後輩 ノ予 ヨリ 參上 スル コ ソ當然 ナレ、 直 二 同行 セ ント。 

仍テ予 ハ匆忙 トシ テ再タ 岩 您ニ 赴ク。 時ハ 午前 二 時 一一 近シ。 公ハ尙 ホ婢ヲ 呼ビテ 酒杯 ヲ傾ケ ッッァ リキ。 而シテ 

予ノ至 ルヲ見 ルャ、 公ハ逆 一一 諧謔 ノ_ ^ヲ弄 シテ、 其 ノ何ガ 故 一一 往訪 セル ヤヲ 問ヒ、 又 何ガ故 一一 自若 トシ テ客ノ 至 

ルヲ^：^タザリシカト、 頻リ 一一 挪揄ス ルナ ド、 例ノ 調子 ヲ以 テ氣焰 ヲ吐キ タル 後、 

これ は 一流の 漢文 句 調で 書いて あるが、 伯が 老後 語れる ところに よると、 伊藤の 揶揄した 言葉 は、 「今頃 何し に來 

たんだ。 きっと 藝者 でも 呼んで ゐ たんで、 此方から 押し かけられて は耐 らんと 思って、 慌てて 出かけて 來 たんだな」 

とい ふので あった。 そして 伯 は、 「自分 は 藝者を 集めて 酒を吞 んでゐ ながら、 酷い 冗談 を 言 ふ もの さ」 と 笑った。 

しかし かう した 調子で あるから、 伊藤の 機嫌 は惡 からう 害はなかった。 そしてい よ/ \本 問題に 人った。 r 嚴島夜 

話」 は 直ちに 綾け て 記して 曰く。 

周 園 ノ婢ヲ 去 ラシ メ、 頓テ公 ト予ト ノ對坐 トナル ャ、. 公 ハ肅然 容ヲ改 メテ： ：： ク。 數日來 < 水 一一 語レル 1?^ (卽チ 後藤) 

ノ 懐抱 ハ、 曾テ 何人 力 一一 叶-露 セル コ ト アリシ ャト。 予 曰ク、 事ハ 國家ノ 重大問題 一一 シテ、 而モ 容易-一之 ヲ 理解 シ 

得べ キ 人物 ァリ トモ 覺 へズ、 唯. - 閣下 ヲ得 テ始メ テ之ヲ 口外 セル ノミ、 閣下 以外 絶 H テ之ヲ 他人-一語 ラ ズト。 公 

更 一一 問フテ 曰ク。 對支 方策 ノ樞耍 事-一至 ッ テハ、 君 ト余ト ノ兩人 ノミ互 一一 相識 リ相 許ス べシ、 博 文 決 シテ言 ヲ食 

. マ ス、 5： シ^ ハ之ヲ 桂 (故 太郞 公) 一一 話セ シ コトナ キヤ。 予曰ク 否。 公 又 曰 ク。 君ガ 坭近ノ 友人 一一 ハ。 予 曰ク。 

第二  1^  ^鐵總 裁  九 六 九 


第 七 節 嚴岛 夜話  九 七 〇 

全然 語 リシ コト 無シ。 斯ク ノ如キ 問答 數次、 予 ガ絕對 一一 公 以外 ノ 何人 一一 モ之ヲ 打 チ明ケ タル コ トナキ ヲ知ル 一一 及 

ビ、 公 ハ 大 一一 安意セ ル モノ、 如ク、 更 一一 語 ヲ新タ 一一 シ テ予 ニ問フ テ 曰ク。 君 ハ 今後 一一 於テ企 ヨリ 其ノ懷 抱ヲ他 ュ 

ラシ テ差 支ナ シトノ 承認 ヲ與 フル 一一 至ル マヂ、 嚴 一一 缄默 ヲ守リ 得べ キカ 如何、 

然 らば 伊藤 は 何故に、 かくまで 執拗に、 伯の 他言 を 訊し、 且つ 禁じた ので あるか。 「嚴島 夜話」 は、 伊藤の 言を績 

けて 記して 曰く。 

余ハ固 ヨリ 君ノ 意見 ヲ偷ム ガ如キ 陋心ヲ 有 セズト 雖モ、 事ハ 重大 機務 一一 屬ス ルヲ 以テ、 自然、 陛下 ノ聖鑑 ヲ仰ガ 

ザルべ カラ ザル 必要 モア リスべ シ、 隨テ 山縣、 桂 等 ニ對シ 御下問 ノ節 アル ャモ 測リ 難シ、 早晚 山縣、 独 ヨリ 旋テ 

君  一一；^ スコト ナキヲ 保 セス、 其ノ際^££ー  君 自身 ガ、 伊藤ノィフ所ハ實ハ予ノ進言ーー由リ論談セル結^^ー出ット放 

言ス ルガ 如 キコト アラバ、 却テ 意外 ノ 誤解 ヲ 惹起 スル虞 アル ヘシ、 コ レ 企ガ特 一一 君ノ 眞意ヲ 確ムル 所以 ナリ ト。 

予答 へテ 曰ク。 贵意 諒承 セリ、 斷ジテ 他言 セザ ルヲ誓 フト。 コ 、 二 於 テ公ハ 儼然 トシ テ乃 チ其ノ 衷心 ヲ 打開 シ テ 

in ク。 可 ナリ、 熟慮 ノ上奮 テ之ガ 實行ヲ 期スべ シト。 

かくして 嚴島 における 伊藤と 伯の 會^ は、 つ ひに 實を 結んだ。 伊藤の 曰く 「可 ナリ、 熟慮 ノ上 奮テ之 ガ實行 ヲ期ス 

ベ シ」 と。 一語 直き こと 千钩、 伯の 胸中の 滿悅 知るべき である。 

然 らば この 一言 は、 如何なる 結 raK を 生んだ ので あつたか。 


四、 藤 • 桂兩 公の 遣 志繼承 

かくして 殿 島に おける 會談を 終へ たる 後、 伊藤 は韓國 に、 伯 は 東京に と^れ 去った。 そして 東京に 入れる 伯 は 中央 

の E 頭 述と會 見して、 種々 意見の 交換 を 試みた る 後、 十月 七日 附、 その 實情 を韓國 なる 伊藤に 報告した C 

謹^、 拜別以 還 益 御機嫌 能、 水陸 無 御 恙御歸 任 被 遊、 恐慶之 至-一 奉存 候。 扱嚴 島-一 テハ久 々拜 ヲ得、 殊- ー御懇 

到 之 御 垂敎ヲ 辱シ、 御藤 ヲ以 テ；^ ：： 蒙 之 利 ヲ相享 ケ候事 多々 感謝 之 外 無 御座 候。 同地 御開 船 之 際ハ、 是非 トモ 御 見 

送 リ中上 度奉存 居候 所、 豫テ大 島 都 #ト 會合ノ 日時 ヲ相 約シ S 候 爲メ、 遂- ー拜送 之禮ヲ 缺キ候 次第、 幾 霊 一一 モ御 

f- 说恕被 遊 度 候。 就テハ 小.^^:歸京後早速呈簡之心得-ー鄉座候處、 可 相 成此地 一一 於ケル 形勢 稍々 相定リ 候時ヲ S!: チ度 

^苒 今日 一一 相 暨ヒ候 得 トモ、 實 ハ未タ 何事 モ 決定 ヲ見候 場合 一一 至 ラズ、 只管 御高 敎 一一 從フヲ 3y トシ、 僅-一 豫備行 

爲 一一 腐心 致 居候 事 一一 御座 候。 西 園 寺 首相 ハ 小せ 人京ノ 翌日 ヨリ 御 病 氣ノ趣 一一 テ箱根 一一 轉地シ 居 ラレ、 未タ 拜晤ヲ 

得ズ 候-一 付、 明日 同地 參訪ノ 胸 算-ー 御座 候。 林 外相-一 ハ面會 致 候 得 トモ、 大島 都督 ヨリ 御 相談 可 有筋ト 愚考 候 故 

小. i.: ハ 故サラ 一一 避 ケテ話 端ヲ開 カズ シテ止 ミ候。 此： 吶者 ノ關 係ハ、 一： 儿來惯 行 例規 ノ. 無 之 爲メ、 互-一守 ル所 固ク、 

隨テ 意志 ノ疏 通ヲ 缺キ、 感情 ヲ相害 ヒ候コ ト不 少ト存 ラレ 候 一一 付、 雙方 虚心 ©懷 誠意 ヲ以テ 相 推 サレ候 一一 至ラ ハ 

立 P 一一  釋然 タル モノ アル へ シト被 察 候。 此際小 A ハ御 訓論ヲ 服膺 シ、 主 トシ テ 首相 一一 對シ、 小 や： ノ 立脚 點 ヨリ 當 

然盡ス へ キノ 道 ヲ盡ス 一一 外ナ ラ ズ シ テ 、 都督 外相 ノ 中間 一一 介 立 スル ヲ愼ミ 可. & 心得 一一 付、 其邊 ハ 御 休意 被 遊 候。 

縣公桂 侯 一一 ハ再應 面談 致 候 得 トモ、 素 ヨリ 當局 以外 ノ御方 一一 候 得ハ、 唯. - 事情 ヲ相 評へ 候-一過 キズ シテ、 公侯 ノ 

笫ニ窣 滿鐵總 裁  九 七 一 


笫七節 厳 島 夜 話  九 七 二 

御 話トテ モ 何等 確 按ト中 ス 次第 一一 無 之 ハ 勿論 一一 御座 候。 過日 嚴島 一一 於テ 最後 一一 御高 覽 一一 供シ候 愚案 中、 都督 總裁 

ヲ相兼 ネ候ー 點ハ、 到底 行 ハルへ キ望無 之 候 得 共、 領事 警察 其 他事 務ノ 統一 一一 關シ候 事項 ハ、 孰 レモ 其 急 要ヲ認 

メ居 ラレ 候コ トト存 候。 仍テ 今後 ノ 進行 ハ、 先ッ 首相 一一 事情 ヲ 想へ、 外相 トノ交 涉ヲ圓 滑 一一 纏 メ貰フ ノ外候 ハス 

ト 愚考 致 候。 

次 ュ對淸 政策 一一 關シ、 過日 來縣公 桂 侯 一一 向ヒ、 前日 閣下 ノ御ー 聽ヲ奉 煩 候 趣意 ヲ猶添 テ申上 置 候 得 トモ、 公侯 ハ 

今 仍ホ御 考慮 中 一一 御座 候。 小生 ハ飽迄 滿洲ヲ 以テ大 問 题ト致 候モ、 對淸 政策 確定 スル 一一 至 ラハ、 滿洲 問題 ハ副ト 

シ テ 自然 解決 ヲ見ル へ キヲ信 シテ疑 ハザル 事 一一 御座 候。 小生 ハ何 レー 一 セョ、 此際 閣下 ノ 御高 庇 一一 依リ、 這 般大問 

題ノ  力 一一 解決 セ ラレ ンコ トヲ、 國 家ノ爲 一一 祈テ止 マサル 者 一一 御座 候。 桂 侯 -ー モ 近日 東宫 殿下 一一 陪扈シ テ渡韓 致 

サ レ候 得ハ、 定メテ 閣下 トノ間 一一 此レ等 重大問題 -ー關 、ン 御高 話ヲ闘 ハ サ レ候事 ト奉存 候 一一 付、 な r 日 マ テノ 經過概 

略 奉 巾 上 候。 實ハ本 月 中：？ マテ 一一 當地ノ 所用 ヲ 終へ、 歸路ヲ 御 地 一一 取リ、 再ヒ 尊容  一一 尺シ、 親シク 御高 敎相仰 

キ候 上、 大述 一一 囘任ノ 打算 罷在 候處、 上國之 形勢 如上 之 次第-一 テ、 昨今 之 場合 到底 素 願 ヲ遂ケ 候 望ミ無 之、 徒 二 

都 門 一一 淹留 シ、 日夕 艇齪致 居候。 御憐察 賜リ度 候。 稽首 萬拜。 

十月 初 七 

この 書面に よって 見る と、 嚴島 における 會談 は、 ひとり 伊藤の 漫遊 問題ば かりで なく、 滿鐵 及び 關 東都 督府の 改組 

を はじめ、 現實 の對淸 外交 策 等、 各方 面に I つた ものである ことが 窺 はれる。 

そして 明治 四十 年 は 暮れ、 翌 四十 一年に 人る や、 その 晚卷伯 は 滿鐵總 裁と して、 自ら 訪 露の 旅に 上った。 それ は滿 


鐵と 東支鐵 道との 述絡 問題 もあった けれども、 その 重要なる E 的が、 「嚴島 夜話」 においてお じたる ところの 大闻策 

に、 一 礎石 を 置かん とする にあった こと は、 後に 述 ぶる 通りで ある。 

然るに 伯が 露の 旅より 歸朝 せる 直後、 中央に は政變 があって、 第二次 桂 內閣は 成立した。 支那に て は 西 太 后 が 登 

^し、 ^藤 また-お 國 統監の 印 緩 を 解いた。 そして 再び、 伊藤と 伯と が、 會談 する 機會を 得た こと は、 伯の r 嚴島 夜話」 

が、 綾いて 記す 通りで ある。 . 

思ヒ出 多キ嚴 島ノ會 談ハ、 斯ノ如 クー 丁ンテ 終始 シ、 予ハ 絶大 ナル 勇氣ト 信念 トヲ得 タリ。 別後 予ハ 滿鐵 本社 一一 歸 

リ、 專ラ公 ノ經綸 ヲ婢補 スべキ 準備 一一 著 手 シッッ アリシ ガ、 明治 四十 一年 七 第二次 娃 內閣ノ 組織 セラ ル、 一一 方 

リ、 端 ナクモ 予ハ遞 信 大臣 トシ テ 入閣 スル コト、 ナ レリ。 此ノ 間、 西 太后 ハ登 遐シ、 支那 ノ國情 著大 ノ變 化ヲ生 

ジ、 世凱ノ 地位 モ亦 ー變 セリ。 而シテ 伊藤 公ハ其 後韓國 統監 ノ印 殺ヲ 解キ、 職 ヲ曾禰 子 一一 譲リテ 地 一一 就 カレ 

タリ シガ、 一 日 偶然 予ハ公 ト某處 一一 席ヲ共 一一 シ タリ。 公 聲ヲ低 ゥシテ 曰ク。 支那 關係ノ 問題 未解ノ 今日 二 當リ、 

彼ノ 政界 上！ 一 一大 變遷 ヲ來 セリ、 之 一一 對シ 君-一 何等 力 腹案 ァリ ャ、 君若シ 寸暇 アラバ、 是レ ヨリ 向島 一一 赴 キ大ニ 

火.^ 論 セント 欲ス、 如何 ト。 予乃チ ンデ公 ノ^ 慂 一一 應ジ、 與ー 一大 倉別耶 一一 至リ、 公 ト緩晤 スルヲ 得 タリ。 

かくして 向島に おける- 刚 者の 會談 は、 殿 島に おける それと 異り、 最初から スラ. /\ と 運んだ。 

勿論 向島 二 於ケル 公ト予 トノ會 談ハ、 嚴島 以後 ノ 情勢 一一 就テ、 其ノ 所見 ヲ 交換 スル 一一 在 リシ ガ、 公ハ 曰ク。 企 ハ 

今 ヤー 個ノ閣 翁トナ リテ、 君ガ 所謂 朝鮮 臭 ヲ脫シ タリ、 竊ー 一思 フー 一、 干漫 ノ遊ヲ 海外 一一 試ム ルハ、 今日 ヲ以テ 好 

機ナ. ラズ トセ ズ、 而カ モ 支那 ノ 現狀ハ 容易 二 策 ノ施ス ベ キ ナク、 支那 自ラノ カー 一 ^テ 東洋 ノ板 本策ヲ 大定セ ン コ 

ijSr  二  ？ i 鐵總裁  九 七三 


笫七節 厳 島 夜話  九 七 四 

ト 殆ント 不可能 ナ ルガ 如 シ、 故 一一 遠ク歐 洲各國 一一 巡遊 シテ 露英 佛獨ノ 有識者 ト 語リ、 協力 解決 ノ 機運 ヲ 誘導 セン 

ト 欲ス、 君ノ考 フル 所 如何 ト。 予 曰ク。 閣下 自ラ其 ノ身ヲ 挺 シテ萬 里 ノ客ト ナル、 洵 一一 皇國ノ 爲メ 一一 感激 一一 堪へ 

ズ、 但 シ此ノ 際^ 一 一予 二 一  案 ァリ、 閣下 先 ヅ露國 宰相 r ココフ ツォフ」 ト 會見セ ラル 、意 ナキ カト。 公 曰ク。 ソ 

ハ大ニ 可 ナリ、 而カモ 如何 一一 シテ彼 ト會見 ノ機會 ヲ作ル ベ キカ。 予曰ク cr コ コ フ ツォフ」 ハ其ノ 東洋 政策 ニ關シ 

テ曾テ 「ゥヰ ッテ」 ト 政見 ヲ異 一一 シ、 曩ニ予 一一 對シ テ提約 セル コト之 ァリ、 予 ヨリー 書ヲ送 リテ彼 ヲ哈爾 { 力 二 招 

致 セバ、 必ラ ズ名ヲ 設ケテ 極東 二 來ルべ シト。 公 E ク。 君 ノ言フ 所 例 ノ如ク 仰山 ナル 哉、 君 斡旋 スルモ 「コ コフ 

ツォフ」 シテ肯 テ來ル ベ キヤ、 卒カ 一一 信ジ難 シト。 予曰ク。 閣下 試 一 一予 二 一任 セラ レョ、 其ノ成 ルト成 ラザル 

ト ハ 予ガ 責任 ヲ負フ 所、 必 ス近ク 閣下 二 報ゼ ン ト。 

然 らば 何故に 伯 は、 かく も氣輕 に、 この 問題 を 請 合った ので あるか。 それ は 伯の 訪露 以來、 伯 は ココフ ツォフと 親 

交が あつたた めであって、 その 所以 は 第 九 節に 詳述す る。 さて 後の 經緯 について は 「嚴島 夜話」 は 記して n く。 

予ハ直 一一 手書 ヲ裁シ テ之ヲ 「コ コフ ツォフ」 一一 送致 セリ。 數週ヲ 經テ彼 ヨリ 返電 至 レリ。 曰ク 。貴翰 接 手、 來意 

ヲ欣 諾ス、 近日 東 露 視察 ノ名ヲ 以テ出 發スべ シト。 予ハ急 一一 伊藤 公 ヲ訪フ テ此ノ 電文 ノ 披見 ヲ乞 ヘル  一一、 石ノ 

公 モ 破顏 一 笑 シ テ 「ィ ャ參 ッタ、 參ッ タ、 今度 バ 力 リ ハ § -ヲ晚 イデ 君 二 降參 スル」 ト 非常 一一 悅バ レ、 急速 「ココ 

フ ツォフ」 ト會 見スべ ク 發程ノ 用意 ヲ進 メラ ルル コト トナ レリ。 

これが 伊藤の 兇手に 斃 るるの 因 をな せる ところで ある。 そして 意 氣揚々 ハルビンに 乘 りこんだ 伊藤が、 つ ひに 悲让 

なる 最期 を 遂げる に 至る 間の 經 過と、 その 時の 伯の 感慨と を、 伯 は 自ら 次の 如く 記した 0 


此方 伏 藤公ハ 陛下 ュ 伏奏 シテ 聖鑑ヲ 仰ギ、 其ノ允 裁ヲ忝 フス ルト 幾ント 同時 二、 彼方 「コ コ フ ツォフ」 ハ露京 

ヨリ 西 伯 利亞- 一向 ヒ、 ：.！ 者 哈爾贫 一一 遞返ス ルコト 、チリ、 公 ハ乃チ 明治 四十 二 年 十月 十四日 窒田義 文、 古 ハ介久 綱 

松 木直亮 諸氏 ヲ從 へ、 帝都 ヲ發 シテ 征途 一一 就 カレ タリ。 當時桂 公 ハ予- 一 私語 シテ z: ヘリ。 「伊藤 公 モヂッ トシ テ 

居テ^.犬レ 、バ ョ イノ 一一」 ト。 此ノ行 東 道 トシ テ滿 鐵總裁 中村是 公、 及ヒ 田中淸 次郞、 龍居賴 三等 諸氏 亦隨 ヘリ。 

公ハ道 ヲ南滿 一一 擇ヒ、 到 ル處內 外 官民 ノ大 歡迎ヲ 受ケ、 月ノ 二十 六日 午前 九 時ト云 フー 一 哈爾贫 一一 安 著シ、 先到ノ 

r ココフ ツォフ」. ヲ車內 一一 延キ、 川上 總 領事 (俊 彥) ノ通譯 一一 由リ、 兩 政治家 ハ 對坐密 晤シ、 約 半時 間ノ 後、 公 

ガ 下車 驛頭ニ 至 ラレ クル 時、 忽チ韓 兇 安重 极ノ 狙撃 一一 逢 ヒ、 僅々 一一、 三十 分 一丁 ンテ 薨去 セ ラレ タル、 當日 ノ凶電 

ヲ手 一丁 ン タル 予ハ、 鳴 呼旻天 無情、 何 ソ夫レ 英雄 ノ 最後 一一 冷酷 ナ ルト、 ； 歎久 ウセ リ。 旣 二十 數 年ヲ經 タル 今日 

ト 雖モ、 往時 ヲ囘 想スル ^ 二、 衣 襟 ヲ潤サ >  ルコト ナシ。 兇 報 飛來ノ 後、 予食 味ヲ感 セザル モノ、 幾日 ナルヲ 知 

ラズ。 き々 悒悶、 恰モ 魂銷シ テ 自己 ヲ 喪失 セ ル モノ、 如 力 リシ。 爲 一一 亡妻 怪ミ テ予ヲ 警醒 ス ルコトー 再 一一 止 マ ザ 

リキ 0 

しかし この 「嚴島 夜話」 に は、 なほ その後 日譚を 記して ゐる。 それ は 明治 末年に 於け る：：^ の訪 露、 やがて は 伯の ョ 

ッ フ 招致な ど、 すべて は嚴 島に おける 夜話より、 太き 因 緣の絲 を 以て 繁 がれた る、 一連の 物語な ので ある。 それ を 

伯の 「嚴島 夜話」 は、 次の 如く 記して ゐる。 

哈爾 贫驛頭 一一 於ケル 伊藤 公ノ邀 難ハ、 貴-一 國 家ノ大 不幸 タリ、 大損 失 タル ハ、 平生 公 ヲ好マ ザ ル者ト 雖モ、 歡. 惜 

ヲ同 クスル 所、 公ャ 終生 君 國ノ爲 二 身 ヲ以テ 犧牲ニ 供スべ キノ 覺悟 アリシ ト ハ 云へ、 公 ヲシテ 這個ノ 一  大 災厄 二 

第二 巧 r 滿鐵總 裁  九 七 五 


第 七 節 嚴鳥 夜話  九 七 六 

導ケ ル予ガ 責任 ノ罪ハ 萬 死 モ及バ ス。 而カ モ予ハ 公 ト堅ク 約 スル所 アルガ 故 二、 何人 一一 モ公 遠征 ノ來 由ヲ 語リ、 

以テ 自己 ノ 衷情 ヲ 想へ 且ッ熾 悔スル 能 〈ザ リシ ガ、 當 時偶え 「時事 新報」 一一 掲載 セル 桂 公ノ談 ヲ讀ム 一一、 「伊藤 

公遽 一一 薨去 セラ レ タル モ、 n.;^ 一一  桂 ァリ、 前途 敢テ 憂フ ル 一一 足 ラズ」 トノ 意味 ヲ 記述 セリ。 桂 公 ハ時ノ 首相 一一 シ 

テ、 予ハ ノ 閣僚 ノ 一  入 ナリ。 乃チ 一 日 予ハ桂 公一 一 對シ特 一一 懇談 ヲ望 ミクル コト アル 爲メ、 同 公 ハ三田 邸 一一 予ヲ 

招 キ兩人 對坐シ タル 時、 初 メテ嚴 島 以來ノ 顚末ヲ 吿白シ タリ。 公之 ヲ聞 キテ 最初 ハ頗ル 憤懣 ノ色ヲ 浮べ、 何ガ故 

一一 事前 一一 實ヲ 吿ゲザ リシ ャト追 翁 セリ。 サレ ド予ハ 唯. - 答へ テ 曰 ヘリ。 予旣 一一 伊藤 公 ト堅ク 約 セリ、 約 一一 北；： テ之 

ヲ 閣下 一一 吿 クルト、 約 ヲ守テ 之 ヲ吿ゲ ザ ルト孰 レカ信 ヲ保ッ 所以 カト。 桂公ノ 聰明 ナル復 ター 一一 in ハズ。 意フ 一一 公ハ 

伊藤 公 ノ. 苦心 ヲ解シ 得 ザル理 十ク、 國策ノ 恢弘ト 東洋 ノ將來 ヲ顧念 セザル 苦 ナシ。 予ガ 伊藤 公 一一 期待 セル 所ハ、 

公ガ 他界 ノ爲メ 一一  其ノ第 一 入 者ヲ^ ヒ タル モ、 公ノ 計慮セ ラ レ タル 重大問題 ハ、 公ノ死 一一 依テ 消滅 ス ル モノ 1 ーァ 

ラズ。 否、 故 公 ノ志業 ヲ繼ギ テ之ヲ 達成 スベタ、 後 賢ノ士  一一  ：5£ッ 寧 口 痛切 十ル へキハ 明瞭 ナリ。 而シテ 是レ故 公 

/ 英靈 ヲ慰ム ル 唯一 ノ 方法 タ ル ハ 絮言 ノ要 ナシ。 独公ハ 伊藤 公ノ意 圖經綸 ヲ審カ 一一 スルト 同時 一一、 深ク 熟慮 ス ル 

所 ァリ。 而シテ EI ク。 願 クハ故 公ノ遣 業ヲ承 ケテ自 ラ激勵 セン 1_ ^ト。 予 S ク。 閣下 幸 一一 其ノ 決意 アラバ、 成ルべ 

ク速 一一 圓滿 辭職ヲ 爲シ、 歐洲 漫遊 ノ途 一一 上 ラル、 ヲ可ト スト。 幾程 モナ ク 第二 桂 內閣ハ 更迭 シ、 公ハ 明治 四十 五 

年 八月 聖允 ヲ得テ 外遊 ノ途 一一 就 カル。 予モ亦 公 ト行ヲ 共 一一 シ、 西 伯 利 亞ヲ經 テ露都 一一 人 ルノ日 明治 大帝 御惱 

大漸ノ 報 一 1 接シ、 豫定ヲ 捨テ、 歸路 ヲ急キ タルー 一、 哀矣哉 途中 崩御 ノ凶 電ヲ承 受ス。 天涯^ 旅 ノ微臣 等 只 恐懼 ュ 

堪へズ シテ、 一 行 皆無 言 一一 泣 ケリ。 歸京直 一一 桂 公 及ビ予 ハ 殯宮 一一 间 候 セリ。 當 時ノ狀 今仍ホ 目前 一一 影ス。 


叙シ 來テ此 一一 至リ、 感慨 胸 一一 溢 レテ細 力 一一 記述 スル 二 任へ ズ。 伊藤 公大 志 ヲ抱ィ テ先ッ 逝キ、 公ノ 意岡ヲ IT ガン 

トセ ル桂公 亦 未タ業 ヲ逮ゲ ズシテ 半途 世ヲ去 レリ。 兎匆々 歳月 移リ、 天下 ノ 形勢 幾 變轉シ タリ ト雖 モ、 藤 梓： 刚 

公ノ港 心計畫 セル 所、 今 果シテ 如何。 ：吶 公世 ヲ去テ 後、 十 數年ノ 間、 朝野 國ヲ憂 フル ノ士 ハ、 5^ンテ如何ナル貢 

獻ヲ國 策/上 一一 致シ タルカ. - な 「支那 ノ 狀態ヲ 若テ、 東洋 ノ 現在 及ビ將 來ヲ 察スル トキ、 誰 力 平然 トシ テ安閑 タル 

ヲ得 ンャ。 殊 一一 歐 洲大戰 後 ノ阈際 趨勢 ヲ觀察 シテ、 米國ノ 飛躍 ヲ見 ルー ー及ビ テハ、 ； 响公ノ 達見 ト雄圖 トー 一 對シ、 

慚愧ノ 念 ナキ モノ 果シテ 幾人 力 アル。 現 一一 日米 移民 問題 二 關シテ 焦躁 苦慮 スル モノ  、如 キ、 之ヲ單 ナル對 米問题 

トシ テ 解決 スルノ 難 キハ、 寧 ロ當然 自明 ノ理 一一 ァラ ズャ。 予ハ自 ラ語ル ヲ欲セ ザ ルモ、 先年 歐洲戰 後ノ實 情ヲ知 

ル べク、 老軀 一一 鞭チテ 世界 漫遊 ヲ試ミ タル 如 キモ、 藤桂兩 公一 一 對スル 負債 ノ完 淸ヲ 期シ、 幾分 タリ トモ 未 聰ノ罪 

ヒ只ヲ 懺悔 セン ガ爲メ ノ發願 一一 出ヅ。 予ガ 局外 閑散 ノ身ヲ 以テ、 日露 國交囘 復ノ爲 一一 切 念シ、 群 疑 百難 ノ中 一一 所信 

ト 終始、 ン、 終 一一 大正 十二 年 春 夏ノ交 「ョ ッフ ヱ」 ヲ勸メ テ病ヲ 熱 海 東京 一一 養ハ シメ、 其ノ間 私人 的 折衝 ヲ重 ネテ 

略 M 其ノ 耍鍋ヲ 得、 更 一一 當路 一一 移シ テ異日 交涉ノ 素地 ヲ作シ タル 如キ、 畢， 党 藤 佳 II 公 ノ靈前 一一 於テ ス ル 焚-^ 供 f. 

ノ 一事 業 一一 外ナ ラズ。 而、 ンテ 其ノ因 緣スル 所ヲ求 メバ、 厳 島 一一 於 ケル藤 公トノ 三晝夜  一一 ¥ ；ル 會談ノ 延長 ト解 シテ 

可 ナリ。 古人 語 ァリ。 年 塞 ゥシテ 松柏 ノ 雄勁 ヲ知 ルト。 故 伊藤 公ヲ追 懷シ、 併 セテ故 桂 公 ノ晚年 ヲ想フ お 一一、 胸 

裏 萬感交 X. 起リ、 藥下 終， 货眠リ 就 ラズ、 晨鐘耳 一一 響 タノ 時、 辛 ウジ テ禿筆 ヲ拈シ 畢ル。 時 年月日 也。 

第二-草 滿鐵總 裁  九 七 七 


第- ^節 法 审門墩 道 問題  九 七 八 

第 八 節 法 庫 門鐵道 問題 

一、.：^ 中覺書  . 

明治 四十 一年 末に 至り、 突如と して 我國の 朝野 を 驚かした 問題 は、 法 門 問題であった。 

それ は淸國 政府が 滿鐵 線と 並行して、 新お 屯から 法 庫 門に 至る 鐵道を 敷設し、 更に これ を 遠く 北方に 延長して、 齊 

い ti" 爾に 出で、 露國の 東淸鐵 道と 接繽 せしめん とする 計畫の 下に、 之れ が實 現に 著 手した ことであった。 

由 來外國 が、 淸國內 に 鐵道を 敷設す る 場合に は、 何時でも 皆 並行 線の 禁止 を 求める のが 例であった。 帝國 政府 もま 

た 北京 協定の 際、 國 政府との 間に 祕密 約定と して、 滿鐵 線に 對 して 並行 線 若く は 利益 競爭 線た るべき 新 線路 を 敷設 

せざる べき こと を、 約せ しめて ゐ たので ある。 

この ゆ ゑに 法 i!?^ 門鐵道 問題の 發生 する や、 帝國 政府 は 直ちに 淸 阈に對 して 抗議 を發 した。 しかるに、 同國 政府 は、 

三十 五 の 間隔 を 有する 場合に は 並行 線と 認めざる が 歐洲の 先例な りと 稱 して、 帝國の 申出 を肯 かなかった。 さう し 

て 法庫鬥 問題が、 日本 朝野の 大 問題と なった ので ある。 

しかも その 直接 當 面の 利害 關係者 は 南 滿洲鐵 道で ある" 總裁 たる 伯 は、 これに 對 して、 如何なる 態度 を 取りし か。 

時恰 かも 伯 は、 明治 四十 年末より 病を瘦 て、 醫師 の諫吿 により、 熱 海に 轉 地した。 さう して 法雍門 問題の やう やく 


紛糾 せんとす る や、 二月 一 n:、 病. m にあって、 その 心情 を 元老 伊藤博文に、 次の ごとく 傳 へた。  -ー 

酮 後 倍 御 沾移被 爲涉奉 恭卻. 候。 次-一 小生 儀 病 氣-ー 付、 31^ よ 御 懇問被 下 ほ 御 厚情 奉 感謝 候。 先頃 一 M 裘 一書 

ヲ裁シ 御高 覽奉頌 候處、 其 後隣淸 ノ狀 況ハ、 徒 ラー 一 寒心 ヲ 相增シ 候事而 已 一一 テ、 國家ノ 重 キヲ荷 ハル、 閣下 一一 於 

カセラ レ候 テハ、 御 憂 盧殊ニ 深シト 恐察 ノ外無 之 候。 小生 ノ如キ 亦 時 一一 枕 ヲ蹶テ 起 タント スル コト 一再 一一 止ラズ - 

候 得 トモ、 數. -卑簡 ヲ拜寄 致 候モ何 ャラ差 出ケ間 敷、 ^ッ御 披覽ノ 御 面倒 モ 恐縮 ト差控 へ 候テ、 偏-一 額勢ノ 挽！ 1_ 

ヲ 閣下 ノ御 カー 一 御 依 賴巾上 居候 事 一一 御座 候。 故 一一 其 後 自身 病氣 一一 モア リ、 外相 閣下へ ハ 何等 ノ御 話ヲモ 試ミ不 巾. 

候。 ^タ客 秋宫島 一一 於 テ御垂 論 ヲ辱ク 致 候 次第 モ 御座 候 一一 付、 首相 閣下へ ハ 十分 胸、 S ヲ披キ 相 愁へ候 心得 一一 候 得 

トモ、 ， ^分微 カノ 小生 ノ事 一一 候 得 者、 十分 首相 ヲ 感動 セ シメ、 鋭意 力 ヲ當面 一一 用 ヰシム ルー 一足 ラザ リシナ ラン 歟！ 

ト、 今更 悔恨 罷在 候。 現 一一 近時 ノ事實 ヲ見候 一一、 淸國 ハ關內 外鐵道 ヲ北延 シテ、 新 民 屯 ヨリ 法 庫 門 一一 至 ラシ メン 

トシ、 其 底意 ハ、 異日更 一一 法 庫 門 ヨリ 齊々 哈爾 一一 延長 シ、 露淸線 ヲ接績 セシム ルー 一存 スルハ 瞭然 二 シテ、 隨テ我 

南滿 全線 ヲ シ テ鏽誘 一一 委セ シメン トス ルハ、 彼 ガ眞意 タル コ ト、 最早 疑 ヲ容ル 、 餘地無 之ト存 候。 外相 閣下 ハ議ー 

會 二 於 テ 、 本件お た 約 ノ 成立 ヲ 否認 シ居 ラル、 モ、 倫敦 一一 於 テハ、 .，」 一一 雙方ノ 調印 ヲ經 クル 事實 ハ 、 公然 ノ 秘. お ト 

シテ、 i^ii^ 一一  喧傳 セーフ ル 、 所 ト被存 候。 畢竞本 問 题ハ、 國家ノ 威信 ト 利益 ト 一一 關スル 極メテ 大ナル モノ 一一  候 得 一 

ハ、 政府 一一 於 テハ、 早 一一 及テ、 ： 兀老諸 公トノ 協議 ヲモ相 g$ サレ候 事 トハ奉 存候得 共、 帝 國ノ當 一一 取ルへ キノ 處置 

ハ、 惜ー： 大„ ^—し ニ晚シ トモ 可 巾 欺。 或 ハ是レ 現 內閣ノ 死活問題 タル ノ ミナ ラス、 帝 國ノ榮 辱 問題 ト稱 スル 方、 fSK 口田 

ナ ラン 力 ト奉存 候。 定メテ 御手 許 一一 ハ關係 書類 モ 完備 致 居候 事 ト被存 候 一一 付、 所謂 高等 外交 政略 ノ 確乎 タル モノ、 一 
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存立 シ居 ラント 相 信 シ候得 共、 小生 ハ對 方ノ 用意 ノ 周到 ナルヲ 觀ル毎 一一、 前日 來尊聽 ヲ汚シ 候對淸 政策 ノ极本 的 

解決 ヲ促 スノ、 愈々 急切 ナルヲ 認メ候 儀 一一 御座 候。 實ハ 小生 當事ノ 南滿鐵 道ハ、 直 一一 之レ ガ犧牲 タラント スルノ 

場合 一 1 付キ、 猶ホ高 門 ヲ叩テ 親 ク高敎 ヲ請ヒ 度 心底 一一 御 座 候 得 共、 翳 言 一一 從ヒ、 今日 ヨリ 引 績キ修 善 寺 一 1 養锕致 

サザル ヲ不得 次第 二 付、 自己 ノ職 a 贝上、 僅 一一 書面 ヲ以テ 鄙衷ヲ 閣下 二  # へ、 時 ノ御暇 乞 巾 上 候 事ハ、 中心 尤モ 

安ンセ ザル所 一一 候 得 トモ、 此際ハ 寧 ti 專心攝 養シ、 In モ： ： 十ク 快癒、 報 效相圖 リ度ト 決意 仕 候 一一 付、 不顧 失禮、 

拜刖 旁よ 此愚簡 ヲ呈シ 候。 孰レ 不日 歸來、 寬ぶ參 候、 陳謝 可 仕 候。 時下 寒氣 甚シ。 爲 君國、 旦暮 御 加餐 ノ程 奉禱 

候。 恐懼 無已。 頓 首々々。 

二月 初 一日  後一 勝 新 平 拜具 

伊藤 公 ISI 閣下 

しかも 法 庫 門 問題 は、 ますく 紛糾す るの みに して、 さらに 解決の £ "光 をす ら發 見す る ことができなかった。 兹に 

おいて 伯 は、 再び 病床に 筆を呵 して 長文の 覺書を 作成し、 これ を； W と 7^ 小內 陸相に 達った。 

その 第一 項 は、 法 扉 門 問題に 關 する 我が 根本的 態度の 決定 を 論じた る ものである。 n く。 

一 、 淸國 政府 ガ新奉 線 ヲ瘦タ ル 一一 髮カ ス、 更ニ 北延シ テ法庫 門 一一 到 ラシ メン トス ル ハ、 明白 二 北京 會議 二 於ケ ル 

議定 一一 乖キ、 帝 國ノ咸 信ヲ傷 クル ノ行爲 タリ。 故 一一 帝國ハ 唯ぶ 英國ノ 好意 一一 依 賴シ、 淸國ノ 自屈ヲ 恃テ足 レリ 

トス へケ ンャ。 雲炳過 眼此ノ 時機 ヲ逸セ ハ、 將 來ノ禍 极滿洲 問題 一 一湊 マリ、 兩國ノ 不幸 焉 ヨリ 大ナ ル. ハナ シ。 

是ヲ以 テ帝國 ハ澌乎 タル 決心 ヲ以テ 彼 一一 范ミ、  ， 


； 、 大 一一 力 ヲ用ヰ テ禍极 ヲ絕ッ 力 

二、 寧 II 彼ヲ懐 一一 人レテ 禍根 ヲ絶ッ 力 

二者 其ノ 一  ヲ擇フ ノ外復 他 一一 良計 ナ カル へ 、ン" 惟フ 一一 政府 當 W 一一 於テ ハ、 夙 一一 此レ 等ノ 利害 ヲ 講究 シ、 適當ノ 

手段 ヲ施サ レツ、 アル ヲ信ス ル乇、 不敏 未 タ之ヲ 耳 一一 ス ル ノ機會 ヲ得ス G 

かくして 二 策 を 建てた る 伯 は、 第 一 策に ついては、 

一 、 大ー 1 カヲ用 ヰテ禍 极ヲ絶 ッノ法 如何。 先 ッ此ノ 事 ノ經過 一一 依リ、 今日 ノ 現象 ヲ生シ タル 跡ヲ明 一一 スル ユア ラ 

サ レバ、 遽 一一 斷 言スル ヲ得サ ル乇、 £^ンテ東省#撫ガ主動タルヲ認ム ル ーー於テ ハ、 彼等 ヲ驅 逐スル マテ ノ 勢力 

ヲ示 シ、 事實 彼等 ノ 地位 ヲ動ス 二 ァ ラザレ バ 止 ム ベ カラ ズ. - 

と 論じた る 後、 第二 策と して、 東 省 I! 撫の 懐柔策 を 建言した。 これ は 前の 一. 外交 方針 意見」 と 同一 の 趣： J" である。 

一、 寧 口 彼ヲ懷 二人 レテ禍 极ヲ絕 ッノ法 如何。 前項 ノ 勢力 ヲ 示シッ 、彼等 ヲシ テ帝國 ニ依頓 セバ、 其 地位 安固 一一 

シテ 彼等 ノ：： ： 的 ヲ達ス ル 一一 亦便ナ リトノ 信用 ヲ S 力 シ ム ル 一一 在リ。 

しかも 地に 病 を 養 ひつ つあった 伯 は、 この 一 一策の 何れ を ffi るべき か を 決定す る 前に、 更に 活圃 をして かかる 態度 

を^ら しめたる 內 の 徹底的 調丧を 主張せ ざる を 得なかった。 伯 はこの こ とを以 て 、 わが 門戶 開放 主義の 鬧 明の 上に 

も、 多大の 關係 ある こと を 述べて、 次の 如く 論じた C 

一、 前項 ノニ法 ヲ撰擇 スルー 一前 チ、 此 ノ如キ 不信 ナル 計畫 力、 果シテ 中央政府/意思 一一 出 タルカ、 將タ 東省将 撫 

ガ利 權囘收 ヲ夢ミ テ決シ タル 所ナ ルカ ヲ、 探究 スルノ 要 ァリ。 此ハ 世間 動ス レバ 帝阔 ノ門戶 開放 ヲ疑フ 者 アル 
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一一 對シ、 此 レ等ノ 原因 ヲ作ル モノ  、淸 國ナ ル コ ト、 卽チ帝 國ガ常 一一 開放 ノ 施設 ヲ懈ラ ザ ルニ モ拘ハ ラズ、 淸國 

自ラ 故障 ノ 種子 ヲ播 ゲル 事實ヲ 天下 一一 表白 ス ルー 一 資スへ 、ン。 又單 一一 罪ヲ東 省-巡 撫 輩-一 嫁シテ 彼等 ノ專斷 一一 出タ 

リト云 ハ、、 愈 M 彼等 ノ 更迭 ヲ促 スノ好 辭柄ト ナリ、 彼等 ノ 所謂 利 權囘 牧熱ヲ 醒覺ス ルノ效 * ァ ラン。 

以 h ノ 乎 段 ヲ施ス 一一 當リテ ハ 、 獨リ 英國ノ ミナ ラ ス、 凡ゾ it:^ 闽ト關 係 ヲ有ス ル重 モナ ル各國 政府 ト ハ豫メ 意見 

ヲ 交換 シ 、 以 テ 今 R 淸國ノ 利權囘 收熟ヲ 醒覺 スル爲 二 ハ、 帝國ト 協同 シテ壓 迫ヲ加 フル ノ至 計ナル コト、 及ヒ 

刻下 ノ狀勢 ハ最モ 其ノ機 ノ熟セ ル モノ ナルヲ 曉知セ シ ムルノ 道ヲ講 セサル へ カラス。 ral シ此ノ 方法 ヲ 北京 外交 

- 團 一一 向 テ施ス へ キカ、 將タ 直接 列 國當： S 一一  向 テ施ス へキ カハ、 更 一一 講究 ヲ要ス ル 問題 ナラ ン。 

次に 伯 は、 淸國 近時の 利 權囘收 熱の 根據 を、 歐米 新歸朝 者の 躍起 運動に 歸し、 次の 如く 記した。 その 文中 「動 モス 

レ ハ 彼等 ヲ視ル 一一 舊阿 ヲ以チ ス、 If めノ  シキモ ノ ナリ」 の  一 I？ は、 まことに 達見であった。 此の 後 三十 年間 日 支 外 

交の 苦杯 は、 此等 欧米 歸朝 新人の 活躍が 驚した る ものである。 その 未だ 世人の 悟らざる 間に、 夙く も 伯の これ を 着 破 

したる は 注 n! に 値する。 

一、 想 フー 一利 權囘 收ヲ 標榜 シテ國 家 ノ事ヲ 誤 ラント スル 者ハ、 夫 ノ多數 ナル歐 米 遊 學ノ徒 ナリ。 彼等 ハ歐 米ノ文 

華ヲー 幣 シテ、 乍チ 自己 ノ 地位 ヲ 遗レ、 權謀術 數是レ 事 トシ、 一代 ノ 風潮-一 媚ヒテ 私 福利 祿ニ飽 カント 欲スル 

ノ輩 ナリ。 邦人 十分 彼等 ノ心ヲ 解 釋スル 者 鮮シ。 故 一一 動 モス レ ハ 彼等 ヲ視ル 一一 舊阿 蒙ヲ以 テス。 謬ノ甚 シキモ 

ノナ 

しかも 伯の 外交的 機略 は、 この 新法 線 問題 を 厄介 視 する 前に、 1^  くも 淸國 のこの 要求 を 逆用して、 帝國の 大陸 經營 


を 有利に 轉：^ せしめん とする 方策 を、 祕 かに 考案しつつ あった。 卽ち この 事 實を 列國に 開陳し、 叱 界の同 を 我に 收 

めんこと である 0  n く。 

一、 一 百、 少シク 過激 二 似 タルモ、 韓王 密使 ヲ 平和 會議 二列 セ シメン トシ タル 事 實ヲ捉 へテ、 新 協約 成 リタ ルノ蹟 

一一 傚ヒ、 新法 線 計畫ノ 事跡 ヲ明 一一 シテ、 彼ガ 國際ノ 信義 ヲ 無視 セル 行動 ヲぉ メ、 以テ 將來帝 W ノ 立脚地 ヲ^ 固 

一一 セント スル 一一 於テ 、 今 n ハ實 一一 得 易 力 ラサル ノ 時機 ナリ 。 

然 らば この 方策 を實 現す るの 手段 は 如何。 伯 は その 豫備 手段と して 主張して 闩く。 

一、 前述 ノ豫備 手段 トシ テ、 列國ト 交涉ヲ 開始 スル 一一 當リテ ハ、 尤モ 周到 ナル 用意 ヲ要 スル ハ 勿論 ナリ。 而シテ 

此ノ 機會ー 1 於テ、 歐米遊 學ノ徒 一一 食ス 一一 一大 痛 榨ヲ以 テセザ レバ、 將來許 多ノ禍 i 疾生 セン トス。 殊 一一 獨 ノ關 

係更 一一 親密 ヲ加 フル ハ疑フ へ 力 ラサル 所 ナリ。 近 ク滿洲 二 就 テ云ハ 、、 彼 レ唐紹 儀 ノ如キ 其 ノ最 ナル者 トス。 

に 伯の 所謂 「第二 策」 について、 伯 は 目下 計畫 中の 新法 線 建設 を、 むしろ 我が 手に 牧 めて、 日 清協營 とせば、 却 

つて 禍を轉 じて  一 i となす の機會 なるべし と考 へた。 

一、 前段 一 1 云へ ル 第一 一策、 卽チ 彼ヲ懷 一一 入ル 、 手段 一一 付、 仍ホ此 一一 補足 セ ン 一一 、 新法 線 計畫ヲ 定メテ r シ ンヂケ 

1 ト」 ト 契約 スル マテ 一一 ハ、 彼等 旣 一一 多少 ノ 費用 ヲ 耗シ、 且ッ督 撫トノ 間 一一 ハ必. ス 利益 的關係 アルへ キヲ 想像 

セ ラル。 故 二 此ノ 契約 ヲ极本 ヨリ 破毀 セ ラル、 ハ、 彼等 ノ 利害 ヨリ 見 テ最モ 痛苦 ト スル所 ナルへ キヲ 以テ、 帝 

國ハ 彼等 ノ之 一一 關スル 損失 ヲ 賠償 シ、 「シン ヂケ ー ト _ー  ノ結ヒ タル 契約 ヲ其ノ 儘 我 一 1 繼承 シ、 改メ テ日淸 協同 

. ノゎヲ 以テ、 現在 ノ南滿 幹線 一一 直接 スル法 庫 門線ヲ 敷設 スル マテ 一一 協定 スルヲ 得ハ、 所謂 禍ヲ轉 シテ幅 ト爲ス 
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モノ  二 アラス ャ。 此ノ如 ク正奇 孰レノ 道ヲ取 ルモ、 彼レヲ シテ悪 戲ヲ滿 洲ノ野 一一 再演 ス ル ヲ得サ ル マテ ニ蹙縮 

セシ ムルヲ 必須 要件 トス。 

尤も 以上の 立論 は、 伯の 熱 海に おいて 探知せ る 程度の 淸國の 內情を 基礎と した ものであった。 從 つて 伯 は、 其の 前 

提に 就いて、 次の 如く 記す 必要 を 認めた。 

以上 ノ 卑見 ハ、 北京 其 他 ヨリ 接 手 セル 夥多 ノ 資料 一一 因リ、 推 鼓 立論 スル乇 / ナリ。 然ル 一一 最近 一一 得 タル 電報 通信 

一一 依 レハ、 新法 線 事件 ハ废 巡撫ガ 利權囘 收熟ノ 潮流 ヲ迎へ テ專斷 、ン タルモ/  二 屬シ、 中央政府 ハ餘リ 熱心 ナ ラサ 

ルカ 如 シト傳 へ ラル ト云 ヘリ。 或ハ 彼等 ハ巡撫 會議ノ 結果 ヲ以テ 中央政府 ヲ 刺激 シ、 以 テ之ガ 遂行 ヲ迫 ラン トス 

ルカ。 此ハ 1^5 紹儀ヲ 以テ利 權：！ 收ノ 主動 者 トス ル 見地 ヨリ 云ハ 、、 恐ク ハ 肯綮 ニ中ラ ン。 仉シ 中央政府 ハ英國 政 

府ノ覆 牒已レ 二 利ナ ラサル ヲ 知リ、 淸國 的惯用 手段 ヲ以 テ、 罪 ヲ唐紹 儀 ニ嫁ス ル モノ ナル ャ、 亦 未 タ知ル へ カラ 

ス-レ 何 レー 一 セョ、 ^，き 撫ハ 近日 晋京 トノ 內報ァ レ ハ、 北京 一一 於ケル ffi 耍問题 ノ滿洲 案件 ナル ハ寸疑 ヲ容ル 、 ヲ要 

セス" 而シテ 其 ノ後ノ 電報 一一 據 レバ、 i5 紹儀 ハ滿洲 問題 ニ關、 ン、 林 公使 トノ間 二 商議 解：^ セント スルノ 希望 ヲ有 

シ、 北京 ノ大 亦之ト 意見 ヲ同ク スル. /口吻 ヲ漏 セリト 云フ。 蓋 シ唐紹 儀ハ永 ク滿洲 一一 留ルヲ 欲 セス、 或 ル機會 

ヲ 見出 シテ 他ニ轉 セント スト 云ヒ、 叉飽ク マテ 我ニ對 シ テ 惡感ヲ 抱キ 共同 事ヲ 爲スヲ 立： ハザ ルガ 如シト モ 云 へ リ- 

兹に 於いて 伯 は、 ー轉 して 對支 問題の 根本に 立ち り、 さきの 第二の 日淸戰 ゆに 關 する 意見書に おいて 論じた ると 

ころ を 再び 要約して、 次の 如く 論じた。 

1、 今 大勢 ヨリ 之 ヲ推ス 一一、 他日 東洋 問题ノ 風雲 再 タヒ迫 リ、 帝國ヲ シテ重 ネテ其 武ヲ用 フル ノ已ム ヲ得サ ルー 一 


至 ラシ メン モノ ハ、 露 一  非スシ テ或ハ 淸國ナ ラン。 其 時期 ノ早 晚ハ固 ヨリ 脇 度 ノ及フ 所 一 1 非 スト 雖、 而モ帝 

國 タル モノ 之カ爲 一一 晏閑 放念 シテ徒 ラー 一難 局 ノ迫リ 來ルヲ 恃ッへ キー 一 非ス。 然ラハ 卽チ其 策 如何。 要ハ 平時 ノ 

擧措 一一 於テ、 列國 ノ左祖 同情 ヲシテ 常 一一 我 一一 傾 力 シメ、 此 威信 ノ 大勢 ヲ以テ 淸國ノ 野心 ヲ格 シ、 一日： 變 一丁； g ム 

モ戰ハ ス シテ勝 勢ヲ我 一一 牧ム ルー 一 在リ。 其レ斯 ノ如ク 二 シテ、 然ル後 一 切 紛難ニ 會シテ モ、 我ハ 隨處ュ 主トナ 

リ 、 暢心快 乎 禍ヲ邀 へ テ福ト ナス コト ヲ 得 へ シ C 

要するに、 刻下の 務は、 如上の 先決 策 を 確立す るに ある. - 故に 伯 は、 近時 帝國 外交 不振の 因 を 喝破して：： くし 

一、 然 ルー ー此 先決 策 ノ 確立 セサ ルカ 爲 一一、 我 力 主張 交涉ハ 逐件艱 f 詉シ、 外交 ノ紛 難ハ； 母 一一 不快 不安 ヲ 以テ邀 ヘラ 

レ、 其 鋒 ハ純リ = ^ク、 其機會 ハ制シ 難ク、 僅 力 二 一事 ヲ了 得スレ ハ胸 ヲ撫テ 、、 長 息 自慰 ス。 0 下對淸 交渉 

ノ 問題 殆 ント此 ノ行逼 二 在 ラサル モノ ナク、 彼ノ辰 丸事 件ノ 始末 ノ如 キ、 恰モ其 一 例ヲ示 セル モ ノ  二 非 スャ。 

之 ヲ帝國 外交 ノ不 扳ト云 フモ、 恐 ラクハ 解 免 一一 辭ナ カラン。 此歩趨 ヲ改ム ルコト 能 ハス ン ハ、 福 モ變シ テ禍ト 

ナリ、 n 英 同盟 日露 日怫 協商 ハ却テ 我 外交 ヲ 桎梏 シ去ル 一一 過 キサル へ キ ナリ。 

そして 最後に 伯 は、 何れに もせよ、 時 こそ 當に對 清 政策 を极本 的に 解決す るの 機會 なりと なし、 特に^5-臣を北京に 

派して、 禍极を 一刀 "1 斷す るの 必要 を 論じ、 .^t-の如く記して筆を搁ぃた。 

一、 抑 M 對淸 政策 ヲ极本 的 一一 解決 スル ノ急ナ ルハ、 不肖 就職 以来 反覆 進言 セル 所、 今ハ實 一一 暫時 モ猞 豫スへ カラ 

ザ ル機會 ナリト 信ス。 其ノ 著手ノ 方法 トシ テ、 前述 ノ如ク 列强ノ 同情 ヲ我ニ 求 ムルト 同時-一、 公使 ノ外、 特ニ 

重臣 ヲ 北京 一一 簡派 シテ樽 m ノ間ニ 當面ノ 難題 ヲ解カ シ メ、  ； W セ テ 將来ノ 禍拫ヲ 絕滅ス ルノ道 ヲ講セ シ ム へ シ G 
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笫八節 法5^1:鐵道問題  九へ.， ベ 

不 小：： ハ今仍 ホ痫ヲ 地 二 養ヒッ 、 ァ ルモ、 近日 種々 ノ內報 ニ接シ rl- ッ 國ノ爲 ス所ヲ 見、 前途 憂 處ニ堪 へ サル 

ノミ十 ラス、 實ニ 自已ノ 職责 上默過 ス ル能 ハサ ルモ ノアり。 乃チ 病 餘筆ヲ 操 テ其ノ 耍點 ヲ 錄 シ 、 恭テ 高敎 ヲ 仰 

ン トス 0 

以上が 三月 上句に おける 形勢、 並びに 當時 における 伯の 主張の 大要であった。 

二、 伊藤 統監 宛ての， 翰 

新法 線 問題 は その後、 次第に 我國に 不利に 展開した。 それ は淸國 が、 新法 線の 建設 を英 國のボ ー リング 商會に 請負 

はしめ、 英阈 政府の 援護に より、 その 主張 を 貫徹 せんとす るの 態度に 出で たからで ある。 

卽ちボ ー リング 商會の 主張 は、 たと へ鐵道 線路が 並行す ると も、 兩 線路の 距離 は 三十 五哩の 間隔 あり、 しかも： S 線 

の 間に は 水深く して 徙涉 すべから ざる 遼 河の 介在す る ありて、 天然の 障 鞭： を 成せる を 以て、 並行 線と いふよりも、 む 

L ろ滿 鐵の營 養 線 となる ことが 多い とい ふので あった。 そして 英 大使が その 意を责 して、 我が 外務省 に 交渉 を 開始す 

ると 共に、 他方 席紹儀 は、 わが 林 駐支 公使と^ 判 を 開いた。 

四月 十一 日附、 在北ュ of 靑 木少將 より、 上京中の 坂 西 中佐に 宛てた る 電報に よれば、 その 形勢 は 次の 如くであった。 

左 ノ件龜 井 ヨリ 依頼 ァリ。 至急 佐 藤 少佐 一一 傅へ ラ レ タシ。 

新！^ 屯 法 串 門鐵道 問題 一一 關シ、 林 公使 ト 155 紹儀 トノ間 一一 協議 中ナ ルガ、 支那 側 ノ意氣 込 强ク、 且當 地方 一一 在住 ス 

ル英 國人ノ 主ナル モノ 及 ヒ英國 公使館員 力 陰 然之ヲ 輔ケ、 種々/ 理由 ヲ附 シ、 南 滿ノ競 爭線ト ナラザ ル コ トヲ說 


キ、 結氷 間ハ 諸種/ 货物 法？ irt ヨリ 新 尺 屯 奉 天ヲ經 テ大述 一一 輸送 サ. - 、プ以 テ、 成 意味-一 於 ケル： ^養 線ト 稱スル 

ヲ 得へ シト 主張 シ ァリ。 外交 術 一一 巧 ミナ ル廣紹 儀ハ、 モリソン 始メ 各外國 通信員 ヲ 使 咬 シ 、 我對 滿 策 一一 就キ 種々 

中傷 的/電報 ヲ 發セ. ンメ、 佛獨米 7 輿ム 1 ノ如キ ハ之ヲ 歡迎、 ン、 我 一一 對シ ー齊 射撃 ヲ ナス 一一 至 ラン 力、 我 政府 ハ飽 

迄兢， 線 云 々ノ 議論 ヲ 固持 ス ルカ、 又ハ 淸 國側ガ 抗議 一一 顧慮 セス、 斷然該 線ヲ 施設 スル コト アル トキ、 我ハ 兵力 

7 以テ之 ヲ阢止 スルコ トモ 出來ザ ル ベ ク、 去リト テ 我 又 交換 的 一一 隨意 一一 他ノ 地點 一一 鐵道ヲ 施設 セ ン トセ バ 、 各！： 

ハ 义露々 ト シ テ化？ 國主權 一一 關シ 我ヲ 攻撃 ス べク、 我ハ遂 一一 進退： 介 マル ノ 悲境 一一 立ッ コ トナシ トセ ズ。 依リ テ我ョ 

リ 先ンジ テ 適當 ナ ル 滿鐵 支線 ヲ 施設 スル コトヲ 提案 シ、 清國ノ 主張 ヲ 許 シ 、 彼是 自由 競 (十 ヲ ナス ノ決 心ヲ 取. -方 

策ナ ラ ズ ャト 考フ。 思フ 一一 陸 *m 側ト 外務省 ノ 一  部 ， 一一 ハ 議ァ ルべ キモ、 現べ r ノ 形勢 上此邊 二 安 協ノ へ；^ ーヲ 講 ズ ル 

一一 ァ ラザレ バ 、 日淸ノ 關係ハ 愈 M 隔離 シ 、 將來 一一 於 ゲル 我對 淸經營 二 多大/ 影響 ヲ 受 ク ベ シ . - 

. お 後藤 總裁 へ 傅へ ラレ 度に- 

： お、 に 於いて 伯 は 最早 默止 すべ きに 非 十と 感じた。 そ. L て病氣 療養中の 佐 藤 安之助 少： 1^1 を 起して、 韓國 統監 伊藤博文 

の許に^!.ぉ仃せしめた。 蓋し 當 時の 政府 をして、 自己の 所懐 を 行 はしむ るに は、 元老の 援助 を 必要と ililS じたる が 故で あ 

つた。  - 

この 時、 佐 藤 少佐 をして 携行せ しめたる 紹介 狀は、 次の 通りであった。 

M^M> 拜別以 還 愈 御淸稷 被爲涉 奉恭贺 候。 潜 名護屋 一一 於 テ拜芝 之 刻、 對淸 政策 一一 關シ、 御 懇論ヲ 辱 ク致候 一一 付、 

觅 一一 具體的 卑見 ヲ閣 ドー 一致 シ、 再ヒ 御高 敎相仰 度奉存 居候 所、 在 北京 內報者 ヨリ、 別紙 ノ如キ 電報 接 手 仕 候。 就 
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. 第 八 節 法 庫 門鐡道 問題  九 八 八 

テハ 陸軍 歩兵 少佐 一一 シテ弊 會社ノ 調査 役 タル 佐 藤 安之助、 先般 來養舸 之 爲メ歸 朝 中 之處、 全癒 復ヒ 北京 一一 相向ヒ 

候 一一 付、 親シク 近今ノ 事情 ヲ 閣下 一一 拜稟 致サセ 度、 特ー 一途 ヲ京城 一一 取 ラシ メ候 次第 一一 付 テハ、 本人 拜趨ノ 上ハ、 

何卒 十分 ノ御 信用 ヲ以テ 御 接見 相許サ レ度、 卑見 ノ柩 概ハ別 一一 覺書ト シ テ高覽 一一 供シ 候。 同 少佐 ハ淸 國ノ 事情 一一 

精通 致シ、 北京 官話 ハ中 迄モ無 之、 英語 其 他ノ外 國語ノ 素養 ァリ、 親王 始メ 軍機 處 大臣 及 其 慕 僚 トモ 私 交 有 之、 

時 一一 機務 一一 付テ 意見 ヲ鬪ハ セ候 丈ケノ 信用 ト便 立ト ヲ有シ 居候。 前年 伏 見 若宮 殿下 御 渡淸ノ 節モ、 同 少佐 ハ御令 

:1 博 邦 様 之 御 認得ヲ 相 蒙 居候 事 一一 テ、 15^  一一  €： 戰後兩 國 ノ 關係ヲ 維持 シ、 殊 一一 南 滿鐵道 力 何等 外交 上/ 闲難 ヲ淸阈 

政府 ト構フ ル 一一 至 ラサ リシ 今 口 迄 ノ事歷 二 微シ、 同 少^ ノー ei- 面 的 功勞ハ 沒ス へ キ 一一 無 之ト存 候。 お々 乇 小生 同様 

ノ御 信用 ヲ以 テ、 同人 ノ拜述 仕 候 所 ヲ御聽 取 被 遊、 同時 一一 御高 見 之 概耍ヲ 御 內示被 下 候 ハバ、 幸 慶不過 之 候" 小 

生ハ 本日 ヲ 以テ輦 下ヲ辭 、ヒア 大述ー 一向 ヒ、 數日 社務 ヲ見、 其レ ヨリ 露 都 二相 赴- (ま湘 針項舰 g) 六月 總會迄 一一 歸京 

ノ見込 ミー 一有 之、 佐；. i 少佐 一一 ハ、 同人 北京 行/途次、 大述叉 ハ奉天 一一 於テ 小生 ト面 會ノ苦 一一 相約シ S 候 一一 付、 其 

節 同人 ヨリ 閣ド 金玉 ノ 御：.；： i. 說ヲ拜 承- ン 5：： へ シト相 樂罷在 候。 先 者 要用 而已奉 得 巾；" 意 候。 刻下 時 令 不正、 i^l: 之爲 

一一 益よ 御 加餐 之 程 奉禱祈 候。 稽 拜。 

四月 一 一十一 日  . 

追テ 小生 出發 取込ノ 際、 本文 代 第 僅 -ー 自署 二 相 止 候 段 御 容捨奉 願 上 候。 

そして この 紹介 狀に は、 伯の 次の 覺 書が 添附され た。 

一 、 法 ij^ 門問题 一一 關ス ル 闽ノ 所 爲ハ、 固 ヨリ 不：； 1:5ノ  i„ ^シキ モノ ナ ルーセ、 之ヲ 正面 ョ リ 條約逮 -なヲ 以 テポ M 咎 ス へ 


キハ、 シ テ 策ヲ 5：： タル -七 /  ニ非ス 。 寧 P  n 沾 協"； S  ノ カー 一 リ、 東洋 ノ  - 个和ヲ 維持 シ、 特 一一 滿洲經 IW: ヲ 全 ク ス 

ル 一一 於テ、 此 ノ如キ 問題 ノ：， 1 國ノ間 ニ橫ハ ルノ 不利 ナル 所以 ヲ曉ラ シムル 二 若 カズ。 

、 彼 淸阈ハ 初 メ帝國 政府 ノ事實 有無 ヲ質ス 一一 會ヒ、 決、 ンテ斯 ル事實 ナシト 辯. ン、 後 チ帝國 政府 ガ其事 實ヲ捉 へ 

テ 抗議 ヲ 試 ミル ャ、 忽チ 容噪ノ 理由 ナキ ヲ云ハ ン トス ル 如キ、 惡ムべ キノ 甚シキ モノ。 而 シ テ 英阔 r シ ン ジ ケ 

1 ト J ト竊テ J 約ス. - 二 及 ヒテ、 愈 i 强ク 擬勢 ヲ示 セル ハ、 彼ノ 不信 言語 一一 絶 スト 雖モ、 我 亦 塒ヲ打 ッ底ノ .个 

E ヲ敢テ ス ルハ、 <fr 後 Ri.;s  ノ關係 上 大ナル 影饗ァ ル へ キヲ念 ヒ、 先 ッ彼ノ 心 ial!- ヲ； 問セザ ルへ カラ. t リシ。 

、 此ノ 不信 ノ 行 爲ガ、 * シ テ 地方せ ノ 意思 一一 出ッ ト 云 ハ バ 、 帝國 政府 ハ ，：：：i シク 其ノ 责 ノ  ：！ スル 所ヲ明 カー 丁ン、 

非 遠ノ 源タ ル 地方 {：：：: ヲ 更任 セ シ ムべキ チリ。 何トナ レ ハ S  ノ 關係ヲ 阢隔 セシ ムル i^s 國 地方せ ノ 存在 ハ 、 菅 一- 

-ゆ國 將來ノ  ：1  利 ヲ損フ  一一 止 ラサ レ ハナ リ。 

、 政府 ハ英國 當初ノ  i 、： ヲ餘 リー 一 顿ミ、 洁國ノ 主張 亦 自ラ止 マ ゾ コト ヲ信シ タルモ ノノ 如シ。 然ル 一一 事實ハ 

之 ニー M シ、 我ノ 安心- ンテ 事媳 マント^ シッッ アル 間 二、 彼 ハ竊カ 二 「シン ジケ —ト， 一 トノ關 係ヲ^ クシ、 倍よ 

其 主張 ヲ强 クシ タリ。 現 一一 北京 駐剖英 公使 並 一一 モリ ソ ン 博士 等ガ、 別紙 電報 ノ如 ク、 帝國ノ 主張 ヲ反 スル 二 

至 リテ、 我逮 一一 狼 猫 ノ態ァ ル ハ至恨 ナリ。 殊 一一 i§ 餘ノ 一  計 トシ テ、 倉皇 交換 問題 ヲ我 ヨリ 提起 セ ン トス ル如キ 

ハ、 彌 i 下策 ナリ トス。 

、 ル來. ^件 ハ、 當初 ヨリ、 東三省^^！撫ト 「シン ジケ ー ト」 トノ間 ニ或ル 利益 問題 ノ含 マレ アル ヲ知ラ ザ ルべカ 

ラズ。 之 レカ爲 二 「シ ンジケ I ト」 ハ旣 ニ實際 若干 ノ 費用 ヲ耗 セル ヲ 以テ、 帝國 政府 ノ 抗議 一一 逢フ モ、 直チ 二 
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第べ 節 法 庫 門錢道 問題  九九 〇 

其計畫 ヲ廢棄 スルヲ 得ザル ハ 瞭然 タリ。 

一、 以上 ノ 事情 本件 ノ上 一一 纏綿 スルヲ 察 セハ、 帝國 政府 ハ當 初英國 外相 ノ答 辭ヲ得 タル 時-一 於テ、 我ハ其 ノ裹面 

ョ リ 「シ ン ジ ケ— ト」 ノ 損失 ヲ補 ヒ、 其 契約 ヲ直 一一 我 一一 移 シ テ 、 南滿： ^線 ト法庫 門線ト / 接績 ヲ圖ラ ザ ルへカ 

リシナ リ。 當 時此ノ 手段 ヲ懈 リタ ルガ 爲 一一、 畢竟 今日 ノ難ま J ヲ招キ タリ。 已 一一 時機 ヲ逸 スト 雖モ 仍ホ爲 サザル 

二 脇ル。 假ヒぉ 止ムヲ 得ズ トス ルモ、 當然下 ス へ キ 高手ヲ 外 二 シ テ 、 平凡 ナ ル 交換 問題 ヲ擇ハ ン ト シ、 之 等 近 

小ナル 衝突 ノ爲 一一、 高遠 ナ ル H 英 同盟 ノ上 一一 マ デ 、 列闽ヲ シ テ 其 眞價ヲ 疑 ハシム ルー 一 至リテ ハ 、 愚計 亦極ル ト 

謂フ へ シ 0 

一、 如上 ノ 理由 二 依リ、 未 タ機會 ノ甚タ 切： a- ン居ラ ザ ルヲ幸 トシ、 最後 ノ 下策 タル 交換 案件 ヲ捉起 ス几ノ 愚ヲ避 

ケ、 轉. ン テ 英！：  r シ ン ジ ケ— ト」 ヲ シ テ 、 快ク我 一一 聽カ シ / 、  ij (計 畫ヲ 其 as 我  一一 ^サ シ ム ル 如キ 微妙 ナ ル 高 子 

ヲ 下 ス ハ 、 獨リ 威望 隆 々 英！： 大使 トノ 交誼 殊 一一 厚キ 閣下 ヲ措キ テ 他 一一 其 人 了 ルナ シ ト雖、 今 ハ .E 水.？ _i ^力 一一 相隔 

テ、 言フモ If は ナシ。 蓋シ 外務大臣 ハ當面 ノ责任 者 トシ テ、 如法 ノ 主張 ヲ 堅持 スルノ 態度 ヲ裝 ハシメ ザルへ カラ 

サルヲ 以テ、 當； 3 以外 一一 在 リテ、 彼 ハ爾カ 言 フモ； m 國ノ爲 一一 東洋 ノ爲 二、 寧 n せ 界ノ爲 一一、 雨 力 セザル へ カラ 

ス ト 道破 變理 スルノ 人ハ、 之ヲ 元老 一一 求 ムルノ 外 他 ニ途ナ キハ、 閣下 モ 亦諒ト セ ラル、 所ナ ラン。 是 一一 於テ 小 

生ハ現 一一 今韓國 一一 在任 セラ ル 、閣下 一一 代リ、 此ノ 難事 一一 將ルノ 人ナキ 一一 苦ミ、 之ヲ 外相 ノ 商量-一 訴へ S ケリ。 

之 一一 關スル 閣下 ノ 御高 見 ハ、 切 一一 小生 ノ 垂示 ヲ 希望 スル所 ナリ。 妄言 多 罪。 

卽ち 伯の 意志 は、 翁に 熟 海^ 養 中、 政府に 建言した ると ころの 方策 を、 伊藤 をして 行 はし めんと する にあった ので 


ある。 

三、 价 藤の 返 翰 

上 揭の書 狀に對 し、 伊藤 は 一 通の 返 翰 を 送って 来た。 

この 書 狀を伯 は、 深い 感激 を 以て； 冉 三繙讀 し、 遂に これ を卷 物と して、 桐の 箱に 納め、 自ら 長文の 由来書 を 附し、 

家寶 として 秘藏 した。 

後年、 事 ある 1§ にこれ を 取り出して、 自ら 戒め、 又 人に 示して、 故人！： を 思 ふの^き を敎 へた。 蓋し 伯の 伊藤に 倾 

倒せる の 深き、 恐らく は 新 日本 第一 の 經世家 を もって 擬， して 居た ので あらう。 

嫩復、 佐 藤少： ^へ 御 委托有 之 候贵翰 拜讀、 ^テ御 話 有 之 候 北 游愈御 決行 之 趣、 御 病後 之 事故 御 延引-一 も 可 相成歟 

ト存 候處、 御 全快 御 壯遊敬 加 只 仕 候。 法 庫 門鐵道 問題-一 關スル 御意 見-一 付 テハ、 數囘熟 讀考盧 仕 候處、 如贵 說、 最 

初 二手 段 を 盡し候 得ハ、 成功 之 望 も 或 ハ有之 候 乎 存候得 共、 單ー 一英 政府 而. u 一一  依頼え、 形勢 推移の 今 n ト相 成、 

周 阐之事 ヲ 熟察ス レ ハ 、 隨分 至難 之 境 一一 立 到 候 樣被察 候。 問題. u  - 一議 會ノ 質問 ト成 リ、 牛莊ノ 議決 ト爲 リ、 新 

聞 記者 等 ノ^ 尖 一一 上 リ^ 然 外交 i^l 之後投 ト爲ル 一一 至リ、 t 肘 政府 ハ其恃 ム所ノ 有力 ナルヲ 覺リ、 言ハ 、世界 之 公評 

上リ タル 問題 ナ ル ヲ 以テ、 シ ン ジケ— ト 一一 在リテ モ、 容ぶ ^  二 裏道 二 於テ 一帖々 裏 一一 事ヲ 落著ス ル ハ 至難 ヲ感ス 儿 

ナラ ント察 セラ レ候リ H 、上 支那 人ハ 外國ノ 後桉ヲ 恃ミ、 男氣 百倍、 平素 ノ壓迫 ヲ復饕 的  一一：^ 行セ ン意氣 込ナル ハ 

察 スルー ー餘 リア リト存 候。 乍然 中；：：： 策 ヲ試ム ル餘地 萬 無 之 ハ不巾 候 得 共、 試 之 其 成功 ト 不成功 ト、 又 不成功 ナル場 
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合一 I 於 テ却而 我 一一 汚辱 ヲ殘 スト 否 トハ、 其 操縦 抑揚 執 舵者ノ 掌中 有 之 候 事故、 勿論 政府 當 直接 ノ^ モ染 指スル 

所 二 ハ有之 間 敷 ト被察 候 故 一一、 愚考 一一 依レ ハ、 滿鐵ノ 關係上 ヨリ 利害 近接 ナル 老閣 指導 ノ下 一一 御 試 有 之 候 方、 尤 

得策 一一 ハ有之 間 布歟御 再考 願 度 候。 若 老閣露 都行ヲ ハルピン 一一 止メ、 御 引返 シ相成 候 事 出來候 得ハ、 小生 ハ 極力 

當 局へ 勸吿、 贵策 施行 之 手段 ヲ可講 候 得 共、 他人 一一 シテ其 任 一一 膺リ 候人ヲ 發見ス ル能ハ ス、 是決 シテ難 ヲ老閣 一一 

强ュ ルカ 如 キ惡意 一一 ハ無 之、 篤 ト御ュ .；？f 察 ヲ：. 乙フ所 一一 候。 對淸 全體ノ 方針 政略 一一 付ハ、 ^大將 トモ 御 發途前 御 熟議 

有 之 候 事ト存 候へ 共、 今 H  ノ 形勢 ヲ以テ 將來ヲ 推敲 仕 候 得ハ、 祀憂 一一 不堪 もの 有 之 候。 筆不蕴 意、 書 外 ハ佐藤 

少佐 ヨリ 御 聞 取 可 被 下 候。 同 少佐 窗ス 所ノ 清國ノ 事情 f:^ ハ、 大 一一 倾聽ス へキ モノ 有 之、 近 狀ヲ詳 悉スル ヲ^、 感 

謝 之 至 二 候。 匆々 敬復、 頓首 再拜。 

四月 念 五  博  文 

後藤 大兄 閣下 

明治 初年 以來、 帝國 外交の 柩 機に 參し、 爆 i 苦杯 を 滿1< した 經驗の ある a- 藤 は、 外交 舞臺の 新登場 者た る 伯 ほど、 

この 問題の 取扱 ひに ついて 樂觀 的ではなかった。 しかし 宏 量なる 伊藤 は、 伯の 才能に 信賴 し、 その 困難なる 解決 手段 

も 「其 操縱 抑揚 執 舵者ノ 掌中 有 之 候 事故」 伯に して 露 都 行き を 中止し、 自ら 之に 當 るので あるならば、 これに 後援 支 

持を與 ふるに 杏 かで ないで あらう。 とい ふので ある。 

この 「舵 を 執る 者の 掌中に あり」 の 一句 は、 伯の 膽に銘 じて 感激した ると ころで、 終生 事 ある ごとに これ を 口にし 

て やまなかった ほどで ある。 


しかし 伯 は その 時、 旣 にお 露 途上に あって、 僅かに 奉 天の 客 合に 於いて、 藤 小ノ： ^よりこの 尘 C! を 入 したので、 如 

何ともし 難かった ので ある。 

伯の 前 翰に 對 する 「由来書」 は先づ 次の ごとく 筆 を 起して ゐる。 

前翰ハ 明治 四十 一 年： &、 予ガ南 滿鐵道 總裁ト シ テ露國 一 遊ヲ 思立チ タル 時、 偶. -人 つ ノ 歩兵 中佐 佐 藤 安之助お、 當 

時 界ノ lltn ヲ^ 動 セル 法 門鐵道 一一 關スル 諸多ノ 報吿 ヲ窗シ テ 上京 シタ レバ、 予 ハ 之 一一 因 リ テ 考^^ ヲ ^ ス コ ト 

數 =、 附 スルー 一 鄙見 ヲ以 テシ、 親 シク藤 公ノ敎 ヲ請ハ ンカ爲 一一、 中：：^ 奉 天 tg 任ノ 途次 京 城 統監 邸 ヲ訪ハ シ メタル 

一一、 公ハ直 一一 延見シ テ備サ 一一 眞相 ヲ聽 取シ、 談論 風發 中佐 ヲシテ 幾ト應 接-一： 逗ァ ラサ ラシ ム。 前 翰 ハ乃チ 巾住ガ 

統監 邸ヲ辭 スルニ 臨ミ、 托 シテ予 -1 與へ ラレ タル 復書ニ シテ、 予ガ大 連 ヲ經テ 北 征ノ次 奉天ヲ 過グル 時、 中佐 ノ 

手交 セ ル モノー 一  係ル。 

しかし 伯 は、 元老 伊藤の 信任に 感激し、 出來 得るならば、 露 都 行 を 中止し ようと 色々 ェ 風した けれども、 遂に 不可 

能であった。 21 つて. の ごとき 書面 を 伊藤に 送る とともに、 豫定の 通り 露 都に 向って 發 程した。 

藤 陸 車 少佐 ヲ以テ 高敎ヲ 仰. キ 候處、 御 多忙 中 御 操 合 御 引見 被 差 許、 親 シク御 垂敎ヲ .fl リ、 其 上 且御直 書 ヲ以テ 

利害 ノ係 ル處、 難 ノ生ス ル處、 機 會ノ移 ル處、 詳悉 御開 示 ノ榮ヲ 得。 是 閣下 爲 邦家 何等 ノ 勞ヲ辭 セラ レザル 一一 

出 ル事ト ハ中上 候 迄 モ無之 候 得 共、 感泣 ノ外 他ナク 候。 佐 藤 少佐 モ、 活 タル 英雄 ヲ拜シ 候ト、 非常 一一 立 1： ヒ 居候。 

昨日 來 高論 一一 隨ヒ、 小生 ハルビン 行 一一 止メ ント、 電報 往復 相 試 候へ 共、 露 都 一一 テハシ ー ボフ始 メ其他 約 ノ如ク 相 

"、 旅行 モ 見合 居候 モノ モ有之 趣 申來候 故、 一寸 聖彼得 便 一一 參リ不 巾 テハ不 相 成 都合 一一 付、 滯 在日 數 一週間 トシ、 
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与 I キ歸途 一一 就 キ候樣 可致覺 悟一 一 御座 候。 支那 問 题是迄 追々 機會ヲ 逸シ、 今日 一一 至リ尙 困 循ヲ 許サ、 ル事、 高論 ノ 

趣 モ深ク 感佩罷 在 候へ 共、 不得 止右樣 決定 仕 候。 然ル- 昨夜 来電 一一、 外相 ヨリ 英 大使 一一 對シテ 「シン ジケ— ト」 

買收ノ 交涉、 別紙 寫ノ通 相 試 候 皆報シ 來リ、 此後ノ 形勢 如何 推移 可 致 乎、 豫後 測定 致 兼 候へ 共、 或 ハ萍苒 例ノ如 

ク 今後 ノ 一  月ヲ 經過ス ルナ ラ ンカ。 幸 一一 國運 强ク、 歸京ノ 日 迄 一一 策ノ 尙施ス へ キ モノ アル 一一 方テ ハ、 奮 進 ノ機モ 

可 有 之 力。 先 佐 藤 少佐 北京 行爲 致、 狀報ヲ 得 候 樣盡カ 可爲致 候。 何 一一 モ後郵 吉事 可 中 上、 文 略 敬具。 

奉 天 

四月 i 日  後藤 新 平 

伊 藤 公 錄 閣下  . 

下 執筆 

追^ 昨夕 徐總 # 一一 面 會致候 へ 共、 格^ 巾 上べ キ事 ナク、 先 支那 流 禮問ノ ミ 一一 テ止 マル 次第 一一 御座 候。 以上。 

W に 伯が 添 封せ る 外相 發林 公使 宛ての 電報と は、 次の 通りであった。 

左ノ通 後藤 總裁 一一 傅へ ラレ タシ。 去ル 二十 三日 英國 大使 來訪シ タル 一一 就キ、 本 大臣 ハ 新法 鐵道ノ 件 一一 論及 シ、 淸 

國 政府 力 此際該 鐵道ノ 敷設 ヲ斷 念シ、 是レ 一一 替へ テ南滿 鐵道ノ 一  地 點ト法 庫 門トヲ 連絡 スル 線路 ヲ 敷設 シ、 ッ 

其 工事 ヲ英 國商會 一一 受負ハ シムル コトト ナス 時ハ、 淸國 一一 取リテ ハ法庫 門 方面 開發ノ 目的 ヲ達ス へク、 英 國商會 

ハ 工事 請負 ノ利 签ヲ 得へ ク、 而シテ 南 滿鐵道 モ亦競 爭ノ害 ヲ免ル ル コ トト ナリ、 何レノ 方面 一一 於テ モ 異議 ナカ ル 

ヘシ ト& 考スル 3  口 ヲ述へ タルー 一、 同大 使 ハ之ヲ 以テ本 問題 解 ノ 一好 案ナリ トシ、 直 一一 其ヒ 3 ヲ在 淸英國 公使 一一 電 


報ス へ キ趣ヲ 答へ タリ。 ぉ鄉含 迄" 

さて 前揭の 伯の 謝狀 にも 明かなる 通り、 们が 伊藤の 激勵に 感奮して、 自から その 解決の 任に 當 らんと 決心した の は 

率赏 である。 しかし その 終綠 は、 序 を 追うて 記述す る ことと して、 再び 上褐 伯の 「由来書」 に 還る。 

朝ノ 後、 ； n 公 ヲ走訪 シテ^ 此事 一一 及 フャ、 公 ハ忽チ 昂然 臂ヲ 張リ、 ッ前翰 中、 我 一一 汚-辱 ヲ殘 スト，"^ トハ 

W 操縦 抑 5! 執 舵者ノ 掌中 一一 ァ リノ 一  節ヲ引 援シテ 云ク。 卿 等ハ時 一一 眼中 伊藤 ヲ逸ス ル コトァ ラン モ、 チハ常 一一 卿 

等 在ルヲ f;;- ル、 能ハ ス、 法 嘛門鐵 道 問題 ハ畢竞 日淸ノ 案件 ナル モ、 日淸 ノ干黎 ハ頓テ 世界 ノ 問題 タル ヲ知 ラサル 

へ カラス、 卿 等 君 國ノ爲 一一 自重 シ、 執 舵 者ヲ以 テ任セ ス シテ 可ナラ ン ャト。 勵然予 ガ面ヲ 凝視 セラ ル。 予 ハ赧然 

過獎何 ソ當ラ ンノ 一  語 ヲ以テ 酬フノ ミ。 其 時 公ハ我 一一 舊作 ァリ卿 一一 似 サン 力 トテ、 卽座 一一 南紙ヲ 展テ、 

不關風 •€ 至漁费 其 奈天邊 霜 似 戈 

執 舵 誰 能 支複沒 孤舟 只 見 任 狂 波  一 

ノ七 §a 一首 ヲ書 シテ予 一一 與 ラル。 蓋シ 三十 七 八 年戰役 當時ノ 偶感 ナル へ シ。 予ハ之 ヲ觀テ 初 メテ前 翰 執 舵 者ノ出 

處ヲ， シ、 公 ノ自ラ 高 ウス ルー 一敬 服シ、 私 カー 一顧 ミテ己 ノ短才 ヲ愧チ タリ。 

るべ し、 伯の 伊藤に 倾 倒す るの 深き を。 この 12： 人 を 擁して、 帝國の 世界政策 を 樹立 せんとの 意 は、 旣に竪 く 肚裏 

に 結晶しつつ あつたの だ。 伯の 由來記 は續く _ン 

四十 二 年 十； 《^、 公 力 哈爾賓 一一 於テ 毒手-一 薨セ ラレ タル ノ後、 予令 嗣 博 邦 公一 一面 會シ タル 時、 公ハ故 ハム ノ病底 ヨリ 

予 -ー 宛 タル 長文 ノ 返書 ノ下案 若ク ハ控本 ト思ハ ル 、 モノ ヲ發 見シ タル コ ト ヲ語ラ レ、 後 予ノ請 ヲ容レ テ之ヲ 贈 I 
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セ ラレ タレ バ 、 薰 沐披讀 スルー 一、 行文 卞句間 な 前 翰 ト同シ カラ スト 雖モ、 H 、意義 一一 於 テ 相異 ナ ルナ、 ン。 -S 日^ 藤 

中佐 社務 ヲ以テ 上京 シタ レバ、 試 一一 當時 ノ實？ 仇 ヲ贯シ タル 一一、 せ ni ク. - 前翰ハ 統監 邸ヲ 再訪、 ン タル 時、 自分 ノ面 

前 一一 於 テ 忽忙 i れヲ 走 ラサ レ タル モノ ナリト C 然ラバ 则博邦 公 ノ 予 一一 惠與セ ラレ タル モノ ハ、 最初 中 伎 力 統監^ ヲ 

訪問 シ タ ル 後、 熟考 先 ッ ii^ ヲ 起サレ タル モノ 一一  シ テ、 予カ 奉 天 一一 於 テ 接 一一 乂 セ ル 前 翰 ハ 、 此-; Eg  二 山 テ 改おセ ラ レ タ 

ル モノ 歟、 タ屮 化-一前 翰ヲ 遞與セ ラレ タル 後、 考徴 ノ爲メ 記憶 ヲ 喚起 シッッ 稿ヲ メ ラレ タル 歟、 時 ノ 前後 

ハ 今之ヲ 知悉 ス ル 一一 由ナ シト 雖モ、 孰 レー 一 セョ此  一 is?- 一 一視 ルモ、 故公ノ 非凡 ナル强 記 一一 驚キ、 且大事ヲ^^：^ス ル 言 

句 苟モセ サルノ 高風 ヲ欽 仰セ サルヲ 得 ス 。 予 ハ 靜夜故 公 ノ遗 ：杀 ヲ拜^ スル トキ ハ、 M 一一 感慨無量、 不 5：： 碌 々報效 

ノ圖ル へキ モノ ナク ンハ、 泉下 何 ヲ以テ 公 ノ英靈 一一 見 H ンャ。 思 フテ此 一一 至レ ハ北" 汗 自ラ： g ク。 今 此ニ翰 ヲ併装 

シテ ー卷 トシ、 、水 ク家齊 トシ テ愛直 スルト 共 二、  ff- 力 生.：^  ノ敎訓 トシ テ存 々服！^ セン コト ヲ誓フ モノ 也" 聊カ： y ハ 

事由 ヲ卷^  二  \1 ^記 シ、 偉人 ヲ 憶フコ ト此ノ 如シ。 于時 明治 四十 五 年 一 月.^ 瀚。 

後輩 男爵 後藤 新 平 拜！ 

更に 由來 記の 言及せ る 「故 公の 廣 底より」 出で たりと 稱 する 藤 公の 手翰の 全文 を 次に 揭記 する。 

虑復 藤大 伎へ 御委托 之贵書 拜讀、 豫而御 話 有 之 候 通リ、 愈 北 遊之爲 御上 途相成 候 趣、 御 病 氣-ー 候 得 ハ御實 行 

或 ハ 延期 二 モ可相 成 乎ト存 居候 所、 御奮發 敬服 仕 候。 御 is 中 法 ii^ 門鐵道 問題 - ー關ス ル 高見 實行 -ー 付テ ハ 、 旣 二  <^r 

H ト相成 其 成功 至難-一 屬候樣 觀察仕 候。 事 之發端 一一 於テ ハ、 贵策ヲ 施 スノ餘 地 充分 有 之 候事不 容疑 候 得 共、 問題 

,u  二 世界 之 公評 二 上リ、 之ヲ抗 スル モノ ハ我 一人 二 シテ、 资助 スル モノ  ^國 以外 一一 歐米ノ 後援 有 之、 入 モ 


爲メ  -I  si^ 氣 百倍 シ 來リ、 シン ジケ. ー ト 連モ傻 少ナル 旣消ノ 金額 愤還位 一一 滿足 スル へ キ1兄 遇-一有 之 間 布、 彼等 モ今 

ト成 リー ss^ ヲ通 リ拔ケ 多少 ノ報^ ヲ得ル モ、 支那 人ハ 勿論 世論 ニ對シ テモ、 ：g 服ノ 理由 ヲ發見 スルノ 必要 ハ可有 

之 乎 ト被察 候. - 小生 當 W 者 勸吿ヲ 試ムル ハ不難 候 得 共、 萬 一 モ 拙お ナル 手段 ヲ 執リ、 不可 拭 汚辱 ヲ黷候 樣之事 有 

之候テ ハ不相 成ト存 候。 愚考-一 テ ハ、 吾 兄 其 任-一 膺リ、 操縱 抑揚 其 指導 之 柄 ヲ裨司 トリ 相 成 候 得ハ、 或ハ無 失態 

成否 ヲ決 スル事 ヲ得ル 乎ト存 候. - 事 滿鐵關 係 之 事 一一 モ有 之、 旁 其 當ヲ得 候樣存 候" 其 他 ハ可試 手段 一寸 心 當リ無 

之、 i 右シ -Jc 兄 一一 シテ ハル ピ ン ョ リ御 引返 シ相成 候 事相 叶 候 得ハ、 極力 當 W  ノ勸吿 可 仕、 尙御 推敲 被 下 度 候" 

少 北京 淡 ハ、 一々 傾 聽スへ キ價： g 有 之、 大 一一 事情 ヲ詳 悉シ、 感謝 不能 措 候。 書 外 ^藤 少佐 -ー 愚見 大略 相 

^.^ffi 候 故、 御 聞 取 可 被 下 候" 

；:^ 途之 御旅 行 眠 食 御注意 處析 -ー 候. - 匆 々 頓 や：： G 

三. T 念 五  博  文 

後藤 大兄 閣下 

1:、 a 世 凱 け n ての 寄 翰 

5- 藤の 激勵に 動かされ たる 伯 は、 露 都より 歸る や、 自ら 北京に 赴いて、 直接法 康門 問題 解 ：=K の 衝に當 らんと 計畫し 

てゐた 時、 突如と して 中央 政界に 起った 政變 は、 伯 を滿洲 より 拉し 去って、 第二次； «內 閣の遞 相の 椅子に E いた。 

此の 時、 の 念頭に 5g いたのが、 お 世 凱と 親交の ある 坂 西 (利 八郞) 陸軍 中佐に 親書 を 托して、 袁を說 かしむ る こ 
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とであった。 坂 西の 携行した 伯の 封查 曰と いふの は、 次の 如き ものであった。 

セ3^は保閣ド 

敬 g::、 其 後 芝 宇 -ー接 セサル コト： J  -ー  年 餘ト相 成 候處、 御卞 福 大慶 至械 二 率存 候。 次 -! 小牛： 無異 消光、 幸 -ー 御^？；盧被ド度候。 

^昨年 天 一一  於 テ拜晤 ヲ得候 節ハ、 御 優遇-一 预リ難 有奉存 候。 殊-ー 御腹 藏ナキ 閣下 ノ 御高 談ヲ邦 聽シ、 就中 東亞 大械 保ん 1 リ， 

ハ 赏 一一 =： 淸 兩國氣 ノ述 絡ァリ トノ貴 說ノ如 キハ、 < ^-ク 鄙 意 一一 合シ タルモ / 一一  御」 候。 小生 モ 滿洲 -ー ァ リテ、 虞、 ゝ 徐總督 巡撫 

ヲ 御.^,;^ 申 上、 親 シク， 咳-一 接シ 色、、 御 相談. m. 上 度存： W 候處、 去腿以來^^魔-ー襲ハ レ、 爲メ 一一 鐵道 事務 モ鬼 ft 溢 滞 勝-一 相 成、 .？ノ に 

シク牛 ギヲ 過シ、 此問 兩阈ノ 交情 一一 ハ 大ナル 變 化 モ無之 候 得 共、 今仍 不如意 ノ點 多、、 有 之 事/小 ナル ハ 一  >  、論 スル 一一 ハ及ハ ス候 

得 共、 彼 ノ問嶋 問題、 法 庫 門鐵道 問題 ノ如 キハ、 彼此 爭端 ノ趨ク lw、 大-ー 小生 等ノ 素志 一一 遠 カリ、 誠-一 遣憾- 一存 3W 候。 過般 病氣 

モ 快方-一 相 ，M ヒ候 故、 露 都-一 赴キ、 束；^？南満兩鐵道速絡ノ コ トヲ協議教シ、 其 問 幸-一 歐洲 列强/ 形勢 ヲ觀. 祭 スルノ 好機 ヲ得、 翻 

テ東 g|  ノ將 來ヲ熟 s-』 仕候ハ -、、 感慨. C 出、 一一  去 夏 閣下 ノ仰 ラレ 候 一事 ハ 誠-一 御尤 モノ 次笫ト 一層 相感申 候" 昨年 ハ 旅行 ヲ キ 

遍ク關 内外 鐵路 ブ覽ル ヲ得サ リシ 爲メ、 常夏 ハ 是非共 其 宿志 ヲ達 シ度ト 存シ、 赏ハ 先リ初 奉： 太 -ー 參リ： '夫レ ヨリ 新 ほ ヲ經テ 燕 京 

リ、 諸 公 ヲ：^ 訪シ、 次テ太 西 安 各地 ヲ勝 遊シ、 約 五六 十 H ヲ費 サン ト存 シ、 u 一一 行李 モ 整へ 候處、 突然 大命 ヲ 接受 シ、 

,s ほノ 列-一 加へ ラレ、 爲 一一 貴處 へ 1^ 出拜眉 ノ榮ヲ 得 ルノ望 難 叶、 誠 -ー 遺憾 -ー 存 候。 然レ トモ 東 TOi 前 ノ事 一一 至リ テハ、 一 n モ 

忽-ー スルヲ 得ス、 況 ンャ 閣下 錚ゝ、 之 器、 環 球 人士  ノ瞻望 ス ル虚、 小生 モ亦 速力 -ー 敎 ヲ請ハ ント ハ 存候得 共、 如何 一一 セ ン 前述 ノ次 

第 一一 テ、 今遽 一一 拜趨ス ルコト 能 ハス。 適.^ 坂 西 中佐 ノ 貴地 一一 赴ク アル 二 際シ、 小牛： ノ. e. 述へ ン トス ルコト ヲ以テ 同 巾 佐 一一 依賴シ 

テ、 閣. 卜-一 傳へサ セ候コ 卜 二  so 同 中佐 ハ久 シク御 眷顳ヲ _K ふフ シ タル 次笫モ 之 候 故、 貴地 へ 罷出 之節ハ 何卒 御 引兑ノ 荣ヲ賜 

ハリー X 御下問-一 相 成 候 得 者、 誠-一 仕 合-一 御 候。 同 中佐 ノ陳 フル 所 ハ則小 私 一一  テ、 廟堂 ノ 公論 トハ 何等 關係無 之 候 得 共、 

唯閣 ドノ 御 厚誼-一 感シ、 叨リ -ー 私見 ヲ 問 陳ス ル 次第、 不惡御 諒察 被 下 度、 時下 炎 ？之砌 折角 御 自重 ァラ ン コ トヲ奉 祈 候。 不悉。 
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伯は圾 e: 屮 ^に、 更に 一 つの 覺逢曰 を携帶 せしめた" その 全文 は 次の 通りで ある。 

中佐 携帶^ 書 

-、 予ハ昨 保ト 面話ノ 節、 提談シ テ：： ：ク、 滿洲？ S 柘ノ 称-一 於 テハ、 徐督废 撫ト相 謀り、 協カ^^  ーニぉラ ン コ ト ハ予カ希5-ナ 

ル t、 双方 ノ  En^ 一  致 セサル 場合 - 一際 リ テハ、 彼ハ直 一一 之ヲ其 外務 部 - ー訴フ へ ク、 我ハ 我 外務^ ヨリ 駐剖 公使 ヲ經テ 公然 ノ山 5„< 

涉ヲ試 ミン。 是レ 一 偏 理窟 ノ^ 際交涉 一一 シテ、 樽俎： ノ 妙味 ナン。 故 一一 若シ此 ノ如キ 場合-一 臨 マ ハ、 骨 撫-ー 對シテ 先進 タル 

{3r*  ノ  S 艮達嚯 賴リ、 其 判斷 -ー 待タ ン n トヲ§^.ー  ム ト。 iR 保 幸 一一 予カ 意ヲ諒 トシ、 立談シ テ 快諾 ヲ與 へ ラレ タル ハ {3.:: 保ノ 記憶 

二 新ナル 所ナル ヘシ 0 

かくして 伯の 「覺 書」 は、 i おと 自らの 從來の 關係を 述べた る 後、 其の後に 法 庫 門 問題に つ # 淸國、 特に徐^^^撫 

の 行動 を？ t 憾 となして、 次の 如く 記した。  - 

1、 然ル 一一 其 後 未 幾 ハク ナ ラス、 予ノ臥 病中、 法 庫 門 問題 ナル モノ s^"、 父此事 タル 旣ー 一條 約. 上ノ 一  爭桉ト ナレル モ、 今 哲ク此 

ノ 見地 ヲ 離レ、 元來 何人-力 如何 ナ ル 事情 ノ下 一一 如何 ナ ル 意思 ヲ以テ 提案 シ タルモ ノナ ルカ ヲ 一考 スル トキ ハ、 條約 上ノ明 V ノ 

有無 - ー拘ラ ス、 事ノ成 行-一 於テ、 兩國ノ 情誼 械メテ 妙 ナラザ ル關係 ヲ生ス へ キハ、 識者 ヲ待チ テ知ル へ キ 一一 ァラザ ルナ"。 他 

ナシ。 此爭按 タル 其初ハ 東^ 一地 方 ノ企 圃 - 一過 キズ シテ、 我 力 公使 ガ淸^ 政府-一 質ス 一一 事 K  ノ 有無 ヲ以 テシタ リシ (wt- 

阈 政府 力 事 ァ ラズト 答へ ラレ タル 跡 アル 一一 觀ル モ、 其 由 來察ス ル 一一 難 カラ ズ。 滿洲 ノ柘殖 經營ハ 兩國ノ 協力-一依 リテ 成就 

セント 誓約 セ シ 前 一 百猶耳 -ー 布ル 二 拘ラ ズ 、 密 -ー 某 卟國商 人 ト！： リテ 計畫ヲ 定メ、 其 契約 成 ルノ  n  - ー於テ 俄然 之 ヲ世 問-一公-一 シ 

タ ル ハ、 背信 ノ 行^-: ァラ スト 云フヲ 得へ キカ。 而シ テ我ノ 抗議-一 逢 フャ、 言ヲ 一 地方 ノ  發 一一 借リ、 倐約ノ 明文 ヲ强ヒ テ.^ 

解シ、 令然 競^ 線-一 非 ストお 張シ、 外^ 新聞 其 他 種々 ノ機 關ヲ利 ffl 煽動 シテ、 理否ヲ n 舌-一 爭 ハント スル 形跡 アル ハ、 允 《s ナ 

ル 處置ト 云フヲ 得へ キカ。 之-一 關ス ル宮 保ノ 所見 ハ 未タ 詳悉ス ルヲ得 ザ ルモ、 予ハ 骨撫ノ 公德ノ お-一 饨 W  -ー堪 へズ。 
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然 らば 法库門 問題 を 惹起せ しめたる 淸圈 側の 責任者 は、 そ も 何人 ぞゃ、 若し 事が 徐 废督撫 の專斷 にして、 淸國 中央 

政府の 與り 知らざる ところと せば、 これに 對 する 中央政府の 處 S は 如何なるべき や、 伯 は その 點を 追求して、 次の 如 

く 記した 0 

一、 今ャ W 本 政府 ハ、 條約ノ  文-一 據 リテ、 此 計畫ヲ 峻拒 スルノ 外 ナキ地 一一 致サレ タルが 故 一一、 彼 モ亦蹄 ヲ設ケ 一 尸、 背信 ノ 

事 ナク、 競 $f 排裤ノ 弊 ヲ伟フ へキ モノ-一  非 スト 辦ス ルモ、 抑  >  、帝陶 が 之 -ー 對シテ 抗議 ス へキ 理由 ハ、 苹-ー 條約ノ 明文 一片 一一 止 

マル  一一 サ ルナ リ。 然レ トモ 予ハ 特ニ此 レ等ノ iE^S 以外-一 立チ、 .KEW ョ リ觀テ亊ヲ解決 ス ル ，-、 双方ノ«^ー  利ナ ル ブ信ス ル.！|?： 

ナリ。 政府 ハ 如何-一 辦解ス ルモ、 曩 二^ 同拓 敏ノ效 ヲ舉ケ ン コ トヲ誓 ヒナ；？ ラ、 般寢耳 一一 水ヲ注 ク底ノ 不意； is ヲ 敢テシ 

得々 タル 地方 官ヲ シテ、 我 -ー 睚眦セ シメテ 忌 マサル ノ 眞 意那邊 一一 存ス ルカ ハ、 竟ニ予 輩 ノ爲- ー疑ハ レ ザルヲ 得ズ。 隨テ 現在 幾 

多交涉 案件 ノ上 - 一圓 满ナル 終結 ヲ sf- ム ハ、 到底 不可能 ノ事 一一 屬ス。 法 庫 門 問題 ノ常否 ハ姑ク 之 ヲ舍ク モ、 予ハ： ：： 本 帝^ 政府が 

將來 協！ 1： 辦事ノ 爲メ、 先 ッ德義 上 ヨリ、 此 ノ如キ 地方お ヲ： 史迭 セラ レ ン， コ トヲ 阈 政府  一一 f ばフヲ 以テ、 事件 解決 ノ捷徑 ナリト 

考フ。 シ予ハ = 本 政府 ノ志 51.: トシ テ此 事ヲ 要求 シ、 义ハ 國 政府 ノ 信義-一 フ へ シト f ムフ說 アル.^ 聞 クモ、 此塲 合-一至 ラ ハ 

卞： 政^ ハ必ス ャ辭ヲ 左右-一 托シ テ快ク 肯諾 スル コトナ カルべ キヲ 想ヒ、 感情 ノ ナ乂： A 愈 、、大 ナ ラン n トヲ 憂慮 スル者 ナリ。 

：史に 伯の r 覺書」 はー轉 して、 新法 線の 如き 問题 について、 日 沾兩國 が 事 を 構 ふるの 結果が、 東洋に 於け る 列强と 

の 國際關 係に 及ぶべき、 ^大 なる 影響 を 憂慮した。 一た び n 淸相 1;^- ふ 時、 漁 父の 利を收 むる もの は誰ぞ や。 卽ち 「覺 

書」 は 記して E く。 

一 、 此ノ如 ク兩^  ノ； £1::«*^ シキ 一一 至ラ ハ、 其問獨 リ利ヲ 内メテ 得意 ナル ハ、 贫テ袁 {=.: 保カ予 I 一  寄 セラ レ タル 書翰 中 一一、 所謂 眼 

紅 ノ徒ナ ルヲ 記惊セ サル へ カラ ズ C 現， 一 束 作  一一 ；： 55 住 ス ル ：c 洋人 ノ多數 ハ 、 本 問題が 一 曆 危險ナ ル 状態 - 一進 ム 一一 際リ、 首 論ノ 

^  -I 危機 ヲ 域 脚 スル 一一 ハ至 ラザル お， -十 カル へ キモ、 -史- 一 en; 力 ヲ W  -ァ 依然 ヲ に义ゅ ブ、 へ キ ャ - 小：： ハ 疑 11： 十 リ 。 乂  WW 轉進 シ -ァ i::^ 


外ノ 發展ブ OJ ン トフ- ル時 - 一至 ル トモ、 列强が 終始 Jis^  一-  情ヲ 表スル ャ否ハ 最疑問 +  "  C  其 問 如何 ナ ル 權謀 術數ヲ W フ ル 

モ、 父  ノ 中何レ ノ 一方 ガ豚ヲ 獲 ルモ、 終局 ノ 不利 ハ 兩 國均シ ク蒙 ラサル へ 力 ラサル 所 トス。 此點 -ー於 テ予ハ 識者 ノ整 

醒ヲ S>a ム コ ト切 ナリ。 法 庫 門 問題 ハ帝 國ノ 面目 上 重大 案件 ナ"。 左 レ ハ 迚此後 如何 -ー險 惡ナル 趨勢 ヲ スル n トァリ トス ルモ 

W  - 一  n 戰ノ不 幸 ヲ兩^  ノ 問-一 兑ル ベ シト ハ信 セラ レズ。 然レ トモ 異： His^ 若シ 干戈 相 D- ル コ トァリ トセ ハ、 本 問題/如 キ ハ必 

ス ャ其^^3ほノ  ： クラ ン C  ""； - レ予， 力- ,1 阈ノ！ ^二 謀り テ、 お まノ行 S ハ 、 朝 功名 ヲ釣ラ ンカ S  -ー來洋八，^«ノ利益ヲ權|51 二 セ 

ン ト ス ル^！^ナ " ト1^^  ノ- ル所以ナ リ。 予 ハ必ス シモ、 ； S 滿鐵 道總裁 タリ シが 故-一、 ノ利. ノ«5  -- 爾 カー 一 a フ 一一 アラス" 乂必 V, 

シモ： = 本 帝^  ノ S  二  «| 護フ、 ルモ/  -1 アラス。 寧 n 淸 力 南 滿鐵道 一一 與 ゾ ル 一一 幾；^ 力 ノ利ハ  1! ヲ W- テ ノ、 ルハ、 所謂 舆テ 取ル モノ- 1 

シ テ 、 沾阈永 f お ノ畏計 クル へ キヲ 信ス レ ハ . ^リ C せ！； 保 /聰明 必ス 眼光/ 此 ニ及ハ ンコト ハ疑ハ ザルヲ 以テ、 故 サラ- 一 說明 ノ 烦 

ヲ 避ク。 萬 一之-反 シテ、 利權： l 收熱 ノ 潮流-一 乘シ、 ；. 局面 ノ利 ヲ收ム ルー 一 汲々 トシ、 大局 ヲ 達觀 スル能 ハス ンハ、 篇 ハ 自 

ラ^^ ヲ 認リ、 延ィ テ來^  ノ； 牛 和 ヲ害ス ル發頭 者ナ" ト謂フ へ シ。 い 歎 セサル へケ ンャ。 

亞細亞は亞細亜！^族の亞細亞ならざるべからす。 日淸兩 國の紛 1^ は、 日 淸兩國 において 解決せ ざるべ からす。 他の 

列强 をして これに 容^せ しめ、 これに 乘ぜ しむる は、 ひとり n 沾兩 圃 の 不利なる のみなら す、 また 東洋 全 W の 平和 を 

求む るの 道で ない。 伯の 覺 書の 趣きの 全體 は、 これであった。 故に 「覺 書」 は 記して CI く。 

： 、 法^ 門 問 53 ハ 必 ス シ モ 條約 ノ 明文  一一 ^.^ シテ、 ^離ノ 上 ヨリ 鼓爭 ノ 有無 ヲ論ス へ キ餘地 ナン。 ％  -ー  f は隔 セ ル 大連 沛激 ノ  ^  -ー 

於テ ス ラ、 ：！：^ シ キ鼓 sjM/ ル -ー ァ ラ ス ャ： 新 民 屯 ヨリ 法庫鬥 二 延長 ス ル鐵道 計 書： ハ 、 假令關 内 外線 一一 幾分 ノ 利益 ヲ來ス ヘシ 卜ス 

ルモ、 之カ爲 - 一鼓 爭ノ弊 端 ヲ滋ク セ ル淸國 背信、 自業自得 ノ 不利 ヲ徵フ ル 二足 ラサル +リ： 故-一予 ハ大 IS ヨリ 之 ヲ觀ル - 一、 

沾^ 政^-力 何故-一 一 地方，！？：；  ノ 功名心 -I 驅ラ レテ 發；. もシ タル 此/ 企 ！：- 一  執著 シ、 却 テ其本  一- 1>」 リテ害 後處置 ヲ取ル -1 瞎路ス ルカ 

. ヲ怀 マサル ヲ 得ズ。 要 之 本 間題ノ 如キ、 阈^! iEitLl/  ト モナ ラ バ 、 帝： -ー -吶 II  ノ  8:5  一一  1^ ム へキ/ ミナ ラズ、 束洋今 «  ノ .卞 
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第八沛 法 雖門鐵 道 問题  一〇〇 二 

和 一一 影 ij: シ、 將來 5^ リ來ル へ キ人賴 競 爭-ー 對スル 準備/ 甚礎ヲ 脆弱 ナ ラシ メ、 禍 S  ノ： i フ所、 黄色人種 永遠 ノ 運命-一 マテ 及フ 

端ト 十 ラ ン モ亦未 タ料知 ス へ 力 ラ ス。 宮 保ノ焖 眼果シ テ此 一一 及 ハサ ルカ。 是故 二 予ハ、 法 靡 門 問題が、 飽 マ テ淸^ 獨 自 ノ利權 

s 收ノ. 一  分ト 看傚シ テ處理 セ ラル、 ナカラ ンコ トヲ 希望 ス。 事 若シ此 二 出テ フ、、 誤 テ予ヲ シ テ 知ず ノ. 名 ヲ成サ シメ ンカ、 兩^ 

ノ 不幸 ハ 勿論、 遂 一一 ：ナ、 ドノ 大事 ト ナ ル へ キヲ斷 一一 一- n セ ン。 予 今閣. トト 膝ヲ交 へ テ敎 ヲ請フ /■ 自. e ヲ得ザ ル モ、 閣.トノ"^1:1：^ 一一  シ テ 

It 懷ト 相合フ -ー於 テハ、 別 一一 便.. K ヲ？ S- や テ閣. 卜ト相 <M1 一場 セン コト ヲ冀フ 。予ハ 今：！  ノ人^  ノ  S 一一  俄 一一 此希 ヲ抛ッ 能 ハ サ ル 

モノ ナリ 0 

かくして 伯の 坂 西 中佐 をして 携帶 せしめた る覺書 は、 大所高所より 法 庫 門 問题を 論じた る 後、 最後に、 

一 、 予が 宫 保 -ー ，M ヒテ贯 ハント 欲スル 所、 聽 カン コトヲ 願フ モノ、 略、、 以上 ニ述へ タリ。 然レ トモ 事體 重大 ナ ルヲ 以テ、 坂 屮 

佐ノ 記憶 一一 便スル 爲メ、 更 一一 其 要 點ヲ： ト文 - 一條 舉ス。 希 ハク ハ^：-：保ノ潜思熟慮セラ レン コ トヲ。 

と爲 して、 次の 數箇條 の 要項 を 記して ゐる。 

一、 法 庫 門 問題 ノ 解決 ハ、 之ヲ 鬼洋大 ノ將來 一一 顧ミ、 雨^ 當 » ネ ノ爭議 以外-一 於テ、 ナル 方法 ヲ講ブ 、ヘシ。 

一 、 此ノ 方法 .13; 行 セラ レザル トキ ハ、 今後 必 ス ャ東 一一 一竹 督撫ト ：= 本 政府 ト Z 問、 率每 一一 感情 ノ銜突 ヲ免レ サル へク、 將來遂 一一 容 

易ナ ラサル 事 端 ヲ啓ク ノ虞 ァリ。 

一 、 抗爭益^^激^^；卜 十 リ、 列阈/ 新聞紙 其 他/ 容喙 ヲ招ク 一一 至ラ ハ 、 終ほノ 不利 ハ兩阈 均 ク蒙ラ サルへ カラス シテ、 延ィ テ將來 

一一 见ル へキ 人種問題 ノ競爭 一一 對シ、 同氣穰 侮ノカ ヲ減ス へ シ。 

一、 兩^  ノ 一一  如何 ナル爭 端 ヲ生ス ルモ、 必 スャ大 ノ 利害 一一 雜ミ、 双方 協同 ノ 力-一依 リテ、 面 幹旋ノ 赏ヲ 舉ケ、 互讓 ノ德ヲ 

世界 一一 知 ラシ ムルノ 效果 ハ 、 H 淸 同盟 ヲ -大 -卜 -ー 發表 スル ヨリ モ ±^:大 ナリ。 

以上 四 項 は、 大體 において この r 覺書」 の 前文に 縷々 述べ 來 つたと ころの 要約で ある。 然るに 事實 において、 洁國 


政府が この 問題に つき、 強硬なる 態度 を 探れる 所以 は、 主として 列強が、 國の 主張 を桉 くるで あらう との、 胸算用 

からであった。 そこで 「覺書 」 は、 次の 三 項に おいて、 その 必. f- しも 然ら ざる 所以 を說 いた。 

. 、 = 英 M 盟 ハ トシ テ. ス C  / 英商 ケ 多少， 利^  /  E 一一  云 々 ス んモ、 同盟 ハ. N 力 S  二. 破壤 セ ラ 小 キー-アラス e 此 ザ 

ノキ. S ハ新間 紙お ハ舆 ノ多 ク與知 セサル 所 ナリ" 故-一 此等ノ 徒輩 ガ. H: 己ノ 利益 ヨリ 起 兑 シ、 浩^ ー說ケ -I 廿！ In ヲ W テス 

ルモ、 5=|- ヲ傾 クル-一足 ラズ C 

一 、 加之=-^^協」£ァリ、 =： 佛 協商 ァ"、 而シテ 種々 ノ 利益 ヲ錄ケ テ 東洋 大局 ノ  W  二  S シ、 淸阈 保令ノ  《s 一一  セ ルロ本 ノ計窨 >、 

H 人 ノ.？ ^、解 ヨリ シテ 却テ 事端ヲ 招致 セ ンカ如 キハ、 戒ム へ キノ  十： リナ リ。 

一 、 獨米^*5阈ノ如キ、 或ん 感情 ヨリ、 如何 ナ ル議論ヲ以テ0!^^5兩國ノ何レ 力 一方 ヲ賛 クル コトァ ラン， 力 測ルへ カラ サレ トモ、 

^相爭 ノ械、 破 i„ ^ヲ见 ル 一一 至ラ ハ、 彼等 外人 果シ テ， M  -I カヲ假 7、 へ キヤ 否： 卑 ns- ヲ以テ ス レハ、 此モ亦 多 疑 十キ能 ハ フ、。 恨フ 

二-.? 阈！ ISf  ノ 疲弊 ヲシテ 其； W  一二.^ ラシ メ、 旁ョ" 漁 父/利 ヲ 收メン モノ ハ、 恐ク ハ 彼等-一 キ： ラン。 ホ SHO.: 保が twfs お；；： 眼 紅 モノ 人 

ヲシ テ利ヲ 担-一 セ シムル ハ此時 十リ。 

そして 伯が、 この 大所高所よ りする 解決 案と して、 袁世號 に 提示せ る もの は、 新法 線の 線路の 變更、 及び それによ 

つて 生す る、 ン ンヂケ —トの 損害 を辨 償す るの ニ條 であった。 これ は 伯の 持論であって、 いよく 事 を實際 交涉に 移し 

うるの 機に 達した ので ある。 卽ち 次の 三 項 は 記して 曰く。 

一、 以上 ノ 趣意-一由 リ、 S 淸 兩^ 當局者 問-一 於ケ ル爭議 以外、 別  一 I 解決 ノ 方法 ヲ講 セント 欲 セハ、 法 庫 門地 方 gi: 發ノ爲  一一、 S 

ヲ新民 屯-一 引力 ント ス ル ノ 執意ヲ 舍キ、 南満 線 ノ或ル 地點ョ リナ 乂線ヲ 布設セ シメ、 不凍港 大 連トノ 聯絡 ヲ計ル - 一如 力 ス。 此施 

^ハ、 後年せ. が IS 滿 仝線ヲ 囘收ス ル 一一 際シ、 互利ァ ル へ キヲ 以テ、 nn 前 ノ利權 囘收ノ 頑迷 論 ヲ壓ス ル 一一 モ、 明白 有力 十 ル理 

山ヲ具 へ タル モノ トス。  - 
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第 八 節 法 庫 門鐵迸 题  一 0 ひ w  . 

一 、 法 庫 門 線^?" ノ^-一 成立 セル r シ ンヂケ -ト」 -ー 對スル 契約 ハ、 商滿 鐵道會 社？， S 阈 一一 代 リテウ 几 令 -ー 履行 スル コ ト、 セハ、 フン 

ンジケ I ト」 が受ク へ キェ事受^»其他ノ利5:| ハ W 失 セラ ル 、所 ナカ ル へ シ。 仍ホ此 契約 キ： ノ 變更ノ  《3 一一  「シ ンヂケ T 卜」 ノ蒙ル 

へキ 不利 ハ、 fS 滿 鐵道會 社 ヲシテ 之 プ 辦惯 セシ メテ可 ナリ。 

一 、 前項/意見 一一 シ テ幸 一一 宫 保ノ容 ル、 所ト手 ルモ、 他- - 事情 ノ存 スル布 リテ、 自ラ 提議 ヲ ^ラ ル 、 一一 於 テハ、 別-一 股 撫若ク ハ 

其 他 ノ人卜 商議 ス ル ノ 便路モ ァ ラ ン。 予ハ せ： 保が 此遂 ニ關ス ル 深厚 ナ ル友 的 意見 ノ內 示ヲ吝 マ レサ ラン コトヲ 51- ム。 

最後に 伯の 「覺 書」 は、 法库門 問題 を 離れて、 沾1;の^.>^政問题を論じ、 沾！； はむしろ その 範を、 同文同種の 阈 たる 

我が 帝！： に ffi る ことの 有利なる を 述べ、 進んで この 點 につ いて は、 わが ャ „^ 政の-: ル勳 たる 5-藤 博 文に 依賴 する ことの、 

甚だ 事せ を ij: たる もの なる 所以 を、 次の 如く 記した。 

一 、 淸阈 政府 ハ今ャ 伎才ヲ n 方 二 節 派 シ テ、 中1^ 政 考察 ノ事ニ 從ハシ メッ、 アル モ、 予ノ所 や-一 據 レハ、 法摊 -1 關スル ^研究 ハ 別 

トシ テ、 I？ モ ^政/. 小- ヲ定メ ン ト欲セ ハ、 ^史人 稀 ノ關係 上、 = 本 以外 絕好ノ 友邦 ァ ラサル へキヲ 信ス。 活！： H シテ 其，；"： や .1^ 

制 施行 上、 他 / 投助 ヲ求ム W シ 卜 七 ハ、 ク之ヲ 歐米 ニ求ム ルモ、 其 不利 ナル ャ加ル へキ. f リ。 凡ソ 立！^！^政治 / 創始  一一 リ 、 

！：內多少 ノ政治的紛，プo^ノ  j 卜ハ、 勢ノ免 レ難キ 1W タ"。 今 U 旣- 1 革命 ノ  一  に才 ヲ發七 ル薛^ 一一お" テ ハ、 K 力， N レ -1 備フ ル 

ノ必 1^ ァリ。 乂之ヲ 成 7、 - 一  應援 小. 力 ル へ 力 ラ フ、 。 若 シ せ， S 阈獨自 ノ 力-一依 リテ 憲政 ノ  ヲ 碑スヲ 得ント W 仏ハ 、， 恐ラ ク ハ 意外 ノ 

0  一一  S シ ムコト ァ ラ ン 。 此點 -ー對 シ テ ハ 、 おせ： 保 ノ- 同 意 ヲ 得ハ、 予ハ 卞； S 阈 / 政； 史新 ノ お-一、 十 年  一：；！  ノ如ク 常 一一 注意 シ ッ 

ッ アル 我 伊藤 公 一依 敏フ、 ル n ト、 S 阔ノ爲 一一 至 計ナラ ン" 幸-一公 W ト 保トノ 問-一 ナ 分意兑 ヲ鬬ハ サル、 ヲ 得ハ、 卞： S 阈ゃ 51 政 

ヲ瓶ム ル ノ 機動  一一； 益ス ル所 至大 ナ ル へ キヲ ta フ、： 几ッ公 群-一 シテ おチテ 北京-赴 クヲ 肯ンセ ハ、 夫 ノ問岛 問 题ノ如 キモ、 亦 

n ラ；； 讓 解決 ノ端 7 發 OJ ス ル 一一 難 カラ ザル へキ 力。 ^シ 以上 ハ是 レ予 Z 一  私 一一； r 一一  シテ、 八 ム爵ノ 意思 ハ勿 論、 我政^^ノ方針ト何 

せサ 相關涉 ゾ、 ル小キ ：： 卜ハ、 お 保， 特-ー w,n  -ー  了解 シ？ 1^ カレン r- トヲ ム。 


これに 對し、 ^が 如何なる 抬 S を 取った かの 文 獻は殘 つて ゐ ない" しかし法i!i^門問题は^r,:r 我が 政府の 強硬なる 

抗議の 結 *、 並行 線 建設 中止 を もって 落 著した。 

第 九 節 訪 露 

• 、 その：！： 的と 準備 

们の^ 錄總裁 時代の 最も 華 かなる 一 幕 は、 露 都 訪問であった。 

それ は 日 露戰爭 直後 の -刚國 の 感 疎隔 を 癒す に 役立ち、 牽 いて は 伯 を對露 政策に 於け る 日本の 最も 有力なる 代表者 

と爲 し、 遂に 後年の ョ ツマ T: 招^より、 兩國國 交 恢復への 結實 となった ので ある。 

蓋し 伯の 生. を U 只した る 外交の 根本 策 は、 ^ 那の 和平 統一 で、 その 爲 めに は n 露の f 一；？！ 解が 重 要 先行 條件 であると 

いふ ことであった。 殊に 戰 敗した る 露國の 反感 を 緩和し、 我れ と 5^ 携 して 東洋の 平和維持に 協力せ しむる ことが、 n 

本に 取って 最も 賢明なる 政策で なければ ならない。 

伯の 訪露 第一 の： = 的 は、 勿論 そのこと であった。 しかし 今一 っ具體 的な 使命 は、 滿洲鐵 道と 東淸鐵 道、 西 比 利亞鐵 

道、 並びに 歐露鐵 道との 述絡 運輸と いふ ことであった。 「歐亞 の 公道」 にして、 「妝界 運輸 交通の 大 WW 線」 たる 滿鐵 

の 地位 はこれ によって ffl めて 達成され るので ある。 
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第 九 節 訪 露  一 〇〇 六 

そして この 伯の 訪露 につ いて、 最も 斡旋の 勞を 執った の は、 我が 夏秋龜 一 および 露の 財務 ウイ ルレ ン キンで あつ 

た。 それ を： 复秋は 語る。 

私が 初めて 藤 伯に お 食 ひした の は、 明治 ニー 十五 年、 藤 伯が 臺灣 K 政 長官と して 歐洲 視察の 途次、 モス コ ー に來ら 

れた 時であった。  ， 

伯 は對露 政策に 就 い て は ffi 大關心 を 持つ て ゐられ た。 

日露 戰爭 がすんで、 伯が 滿鐵總 裁と なられた 時、 私 は P シァ から 歸 つて 來た。 歸 朝した 時 は 未だ、 日本 全土に は 

煙硝の： ひが 殘 つて ゐた。 これで はいけ ない と考 へたので、 藤 伯に 對し、 

「 あなた は^ 鐵は *1 界の 大道で あると い つもお 話しになります が、 。 シ ァ が 未だ ョ.^ に對 して 一 5! 仇の 念 を 抱いて 

ゐる事 は事實 であり ますし どうしても あなたが 御 出かけに なって、 ロシアと 提携す る必， 要が あります。 ま づバク 

メ チェフ 大使と ウィル レ ゾ キ ン 財務れ とに、 御會 見なさつ たがよ いと 信じます」 

着 

と屮 上げた。 

伯 は卽決 主義の 人で ある。 私の 挞言 を聽 取す る や 否や 「それ はよ からう， 一 と 承認 せられた。 そして 駐 n  ロシア 大 

使. パ ク メチ. <  フ 及び 駐日 財務み；：： ゥ ィル レンキン の 兩氏を 招待す る 事に なった。 

それ は 明治 四十 年 四月 樱花滿 開の 頃であった。 築地から 舟 を 浮べて 向島の 杉 山 氏の 別 許に 赴いた。 同行者 は 杉 山 

茂 丸 氏、 菊 池 忠三郞 氏と 私と であった。 

その後、 私 は 再三再四、 ウィル レンキン 氏と 會談 した。 氏 もしき りに 伯の 訪 露の 必要 を說 くので、 私 は 機 を 窺う 


て その！ it を 伯に. 3- 上げる と、 伯 は 「？？ ；； がー 先づ 先き に B シァに 行って をれ」 との 事で ある。 それで 同年の 卜 月 ご 

ろ 私は單 身、 ロシアに 赴いた。 同時に ウィル レンキン 氏 も、 伯が 露國： ^問の 意思 ある 事 を 露本阔 へ通齿 してやつ 

た。 ゥ氏は 露 國大藏 省へ 報告の 手紙 を 出した ので ある。 

かくして ぉ秋龜 一 は 露國に 入り、 藏相コ コ フッ. -フ との 間に、 si 折衝して、 いよく 伯の 訪露 問題の 地固めに 奔 

した。 その次第は：；3„^秋の績けて語るところにょると、 次の 通りで ある。 

當時 口 シ ァの藏 相はコ コフ ツォフ 氏であった。 氏 は 日露 戰爭中 ウイ ッテ 伯の 片腕と して 活躍した 人 林であった。 

そこで コ コ フ ツォフ 氏に 會 見して 伯の 意向 を傳 達する と、 氏は大 立：： びであった。 そこへ 又 東京の 財務み い ウイ ルレ 

ン キン 氏から も 手紙が 來 たので、 氏 はいよ/ \ 乘氣 になって 來 た".) それで 私 は 一週間に 一度ぐ らゐは 必すコ コフ 

ツォフ 氏 を； 。問して 意見 を 交換した C そしてし きりに 藤 伯に 對し、 早く 訪 露の 旅に 就かれた いと 督促の 手紙 を 出 

した. ^ 

餘り 頻繁に I：； 促狀を 出す もの だから、 伯 は 側近者に 語って 「：qf 秋 は 旅费が なくなった から、 それで 無！" に 乎 紙 を 

富す だら う J と 一 百 は れ たと 言 ふ こ と で あ る。 それほど 無茶苦茶 に 手紙 を 出し たもので ある。 

その：^：^秋の乎紙とぃふのは、 次の やうな もので、 その 一 は 明治 四十 一年 一月 一 一十 九 n 附、 病氣^^紊せ中の伯の兒舞狀 

を 兼ねて、 次の 如く 露國 政界の 內情 を傳へ たもので あった。 

-—— 艦 間 題 ハ豫^ 議會 眼前 一- 迫リ タ ル事 卜テ、 益、、 靠々 Z 聲ヲ高 メ來リ .£. 候 C 製 艦派特 -ー 牛 官報 タ ル /,  I  H  . 'ウレ." ミヤ 新聞 

ノ如 キハ、 製 1!  ノ必 條 中、 H 本が 戰勝 ノ餘果 ヲ收メ ンカ爲 一一、 再ビ 露國- -對シ 戰ノ 準備中 ナル コトヲ 加へ 候、 m.^HS 

jsum 滿銀總 裁  一 0〇 七 . 


SI 汲 i ラザル モノ 卜 レ候。 此 ノ如キ I ハ、 閣ゲ 御光來 i  二 霧 I 七 ンモ、 稱： 部 人士 ノ 中二 ハ 5f  ノシ 

uss 候。 —— 

次 は 二月 八日 附で、 左の 如き ものであった。 

恭呈、 寵 未だ 衰へズ s、 御 i 如何 i 哉、 口 塞 II。 蔵相-一 モ其 S: 一一 一  I 仕 候。 遇フ I- ー閣； トノ御 蟹 並-一條 

軌 注文？ ， 事 i 卞 ラレ 候。 蔵相 ハ 注文 成否 一一 關 ン 太 一一 注 H 致サレ お 候。 從 テ 注文 成立 パ 、 "露 ノ 關係  一一 ,wl チカ ラサル n 

係ヲ有 トト 存シ、 us 後ノ 御？ ヲ i5!s 候。  昨 = ぼ/際、 =變 易 i シ、 蔵相 ガ如： E ぶ SI ヲ 人ル？ 

ヤヲ 知 ラント 欲シ、 ^？爾賓製粉業其他烏蘇飛鐵鑛等-ー關シ、 卑见ヲ 述べ 候 返、 法令 條約 以外 一一 相互 意 ノ^ 八" ヲ《- スぺキ 內意ァ 

ル HE ヲ 述べ ラレ、 且 製粉 贩賓乂 ハ該 事業 共 M 及- 鐵山等 一一 關シ、 書面 ヲ以テ 十分 二  见 ヲ述ブ ベント 巾サレ 候。 併シ =1 共同 其^ 

事業- 關シ御 敎示ヲ 仰 カザル 故、 如何ぶ 賓 書ヲ？ 可キカ 大-ー 一?|。 何 レ御光 ，節、 S 御 命 さ ー從ヒ 犬ラ勞 i 

ス可ク 候。 ^7、 ル ，ー 閣-ト 御 光來、 條軌 注文 成立 ハ、 向後： w 露ノ關 係-一大 影響 プ及 ボス 可 キ率益 明， n ト相^ 候。 外 称^、 ヘム 使 Mrs  ノ 

速 中、 到底 談 スルー 一足 ラス。 小 ト單獨  一二 W 地ノ 尺お 並-一 名士 等 訪問 致 シ，. W 候。 11 

かくして S_ 露の 準備 は 箸々 として、 現地に 於いて 進行しつつ あった。 

二、. シ ベリアの 春色 ， 

明治 四十 一 年 四月 一 一十 一 日 午後 六 時半 新橋 發の 列車に 投じて、 伯は訪 露の 旅に 上った。 

同行者 は、 理事 法學 博士 岡 松 參太郞 、翳學 博士 岸 一太 (滿 鐵大連 病院 長)、 堀 三 之 助 (滿鐵 工務 課長)、 菊 池忠三 

郞、 ：：：^ 書 役 杉 梅三郞 (今 rn の靑木 梅三郞 子爵) 等であった。 


彼等 は 二十 八 n を もって 大 連を發 し、 奉 天に 立 寄り、 寬城 子より 露國 列車に 搭乘 して、 ^雨{^??に至った。 哈爾. 5^3: に 

おいて は 一 つの 插 話が ある。 森 御蔭の 語る ところに よれば、 次の 通りで ある。 

明治 四十 一年 四月、 閣下が 露 都に 赴かる i 途、 哈爾賓 にて 北滿の 事情、 露 支の 關係 等、 微に 入り 細に 亙り、 特に 

御聽 取りに なりました。 馬車 內 にて 「森、 あの 家 を 川上 (時の 哈 雨賓總 領事) と 能く 相談して 買へ。 滿鐵 北進の 

礎 だよ」 と、 い きなり 新 市街の 目拔 きの 場所に 立ち居る 一大 樓屋を 指示 さる、 のであった。 (現在 獨商シ I  メン 

ス. シュ ッ ゲルト 商會 支店) 閣下の 小心 (細大；^ さざる 熱心なる 質問) にして 大膽 (すぐ 一 大家 屋を 買牧 せよ と 

の 馬車 內 にての 命令) 特に 先見の明 ある ことの 偉大 さ 加減に は 感服し ました。 

その 家屋 は、 當時 種々 の 都合 上、 つ ひに 買收 できなかった が、 その代りに、 その 隣り の 家屋が 買收 された。 その後 

滿鐵 事務所 長 を はじめ 數 多の 社員の 住宅 ゃ俱樂 部に 充當 された， のが、 それで ある。 

さて それより 伯 は、 いよ/ \- 西 比利亞 を橫斷 して、 露 都に むか ふこと になった。 

伯の 訪 露に 對し、 露國 がいかに 手厚き 歡 待を與 へたる やの 一端 は、 左揭 「滿鐵 十 年史」 の 一節に よっても 窺 ひ 知る 

ことができる。 

此 旅行-一際 シ、 東淸 鐵道會 社ハ、 其所屬 線路 內ハ 勿論、 同 會社ノ 列車 ノ進 人スル イルク ー ック 迄ハ乘 車貸ヲ 要求 

セサ リシ ノ ミナ ラス、 一行 ノ乘用 トシ テ 特別 車 一輛 ヲ供 シ、 他 線 旅行 ノ際モ 常 一一 之 ヲ述絡 運 轉シ、 叉 運輸 監^、 

列車 給仕 ヲ同乘 隨行セ シメ、 一行 露 都 滞在中 モ同シ ク露都 一一 淹留 シテ 一行 ノ便 { 且ヲ 計リ、 ^一行 ノ 露都ヲ 發スル 

前日、 同社 副 總裁ゥ H ンッ H ル 氏ハ、 同社 ヲ 代表 シ、 七寳ヲ 嵌人シ タル 黄金 製 ノ東淸 鐵道會 社名 譽 終身 乘 車章ヲ 
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後藤 總裁 一一 贈呈 スル 等、 其 一行 ヲ遇 スル 懇款ヲ 極ム。 

時 は 西 比 利 亞の最 好 季節で ある。 永い 冬が 開けて、 淺 雪が 春光に 解けて 流れる ころで ある。 滿 目の 平野に 若草の い 

ま萌 えんと する ころで ある。 それ は 又 同時に、 日露 國 交の 雪解けで もあった の だ。 車上の 客 は、 車窓に る 陽光 を is 

身に 浴びながら、 窓外 緣亂 たる 野 花 を 眺めつつ 往 いた。 心なき 身に も 春 景色 は 詩興 を 誘 ふ。 伯の a マ ン ティ ストと し 

ての 感情が 流露して 來 たの も 無理 はない。 

彼 は 紛筆を 走らせて、 その 詠草 を 紙に 記した。 必す しも 詩歌と しての 傑作たら すと 雖も、 忙 人の 閑日月、 亦 多少の 

與 なしと しない。 

湖に 淺る 氷の しるしに や 夏な ほ 寒し 貝加爾 のさ 

春 来ても また 鶯を聽 かぬ 間に 女郎花 ゆ、 く 西 比 利 亞の原 

昨日まで 冬枯 寒の 西 比 利 亞は空 も 草木 も今綠 なり  . 

瞥 冬 衣 またぬ き 兼し 峰に まねて 白き 衣 を 夏に 衣る かも 

貝 加 雨の 大海原に 眞帆 かけて い ゆき 儘なる 舟お しそお も ふ 

梅 櫻た へて 稀なる 西 伯利亞 にしたり 白ハ なる 女郎花 可 南 

旅の 憂 もしら す 烏 拉の山 越て 今日 ィル クックと 鳴く 杜 

夏 冬の 行き かふ 路の 近くして 春秋の なき 西 伯 利亞の {41 

世の 爲 となる かなら す はしらね とも 烏拉の 旅寝、： ：：- よき 哉 


c:! 拉 山今暮 る、 かとお も ふ 間に 早 黎明と 杜鵑 啼く 

亞細亞 圖に靑 赤 筋 を 引き あきて 歌 三味に 日 を 暮す也 

露西亞 臭き 南京米 もィ ル クック 腹 マン チ ユリア 今に ハル ピ ン 

雪解けの 洪水に あ ふ 汽車の 旅 

この 詠草 中 「雪解けの 洪水に あ ふ 汽車の 旅」 と あるの は、 事實 その 時 露 國は大 洪水で、 諸方の 鐵 橋が 壌され、 その 

修繕工 事に 大 活動の 最中だった ので ある。 

三、 亞歐 連絡 交涉 - 

五月 十三 ロ莫斯 科に 著いた 一 行 は翌々 十五 日、 露都セ ント • ピ ー タ ー ス ブルダに 到 著し、 直ちに 活動 を 開始した。 

その 一 端 を 六月 十 一 日の 時事 新報 は 次の ごとく 報じて ゐる。 

後藤 總 裁の 一行 中なる 某氏より、 五月 廿ニ 日露 都 發の來 信に 依れば、 同一 行 は 五月 十五 日 彼 得堡著 以来、 日課 を 

定め 毎日 午前 十 時 頃より 夕刻まで 各方 面の 視察に 從 事し、 十六 日の 夜、 我 大使館に 於け る 日本食 晚餐會 を 初めと 

し、 十八 日 は大藏 大臣、 十九 日 は 東 淸鐵道 及び 露淸 銀行、 二十 一日 は 商工 大臣、 二十 三日 は 我 大使館の 正式 宴 會 

あり、 二十 三日 は當 方より 在留邦人 を 招き、 次週 土曜日より、 露 國人を 始め 諸 外 國人を 招待して 答禮 する 苦にし 

て、 nn 訪問 應對に 忙殺され たりと。 

露 都に おいて 會 見した 主要なる 人物の 一 人 は、 首相 スト リピ ン であった。 その 會談の 模様に つき、 S 秋龜 一 は 次の 
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如く 語った。 

露 都に 到 著し だ 藤 伯 は、 私 を 伴うて 冬 宮殿に スト リピ ン 首相 を 訪問 せられた。 

「日本と シァと は隣國 である。 今後お 互に 提携して 共存 共 榮を圖 らう。」 

とい ふ 日露 親善に 就いての 兩 巨頭の 意見 は 全く 相 一 致した。 

その 時 冬 宮殿の 中 を P シァ 側が 案內 した 時、 伯 は 机の 上 を 一寸、 指先で ふれて 見て、 その 指先 を 綿密に 點檢 して" 

「これ はな かく 掃除が 行 屈いて ゐ る。」 

と 感心され てゐ た。 この 伯の 注意 深 さに 更に 私 は 感心した。 

伯が 露國 皇帝に 謁見した の は、 五月 十八 日 午後 一 一時、 ッ 7 1 ルス コ H  • セ&. I の 離宮に 於いてであった。 その 時 伯 

は 白 鷲 大緩章 を、 岡 松 理事 は聖 スター ース ラス 第一 等 勳章を 賜 はった。 

伯の 露 都 訪問の 際、 最も 交渉の 多かった の は、 藏相 ココフ ツォフであった。 それ は 東 淸鐵道 は露淸 銀行 を 通じて、 

大 が 管理して ゐ たからで ある。 

ココフ ツォフ との 會見 にっき、 S 秋の 語る ところ は 次の 通りで ある。 

伯 は 露都滯 在中に お いて ココフ ツォフ 氏と は何囘 となく 會 見せられた。 また 東淸鐵 道の 最高 斡 部た るゥ H ン ツエ 

ル 氏と はこの 滯留 中に 於いて 親しく 會談 し、 日露 國際 運輸 連絡に 關 する 基礎的 工作に 著 手して おかれた ので あつ 

た。 ココ フッォ フ氏は 特に 伯の 爲め、 自分 主催者と なって 大歡 迎會を 開いたり したので ある。 

卽ち 日露 戰爭 後、 我國に 於いて、 初めて 日露 親善 を 高調し、 自ら 兩國 提携への 道 を 開拓 せんと 試みられ たの は、 


赏に藤 伯であった。 

日露 接近 を、 日本側に 於いて 銳 意した のが 伯であった やうに、 露西亞 側に 於いて 5^ 力した の は、 ココフ ツォフで あ 

つた。 彼 はこの 伯との 初對面 以來、 互に 相 許し、 のち 首相と して 接と 伯と を 露 都に 迎 へた。 これが 彼の 全盛時代 であ 

つたが、 歐 洲大戰 中に 失脚し、 社會 革命 後 は 佛國に 亡命して ゐた。 そして 最後に 伯の 彼と 會 見した の は、 この 亡命 時 

代 巴 里に 於いてであった。 そのと きの 彼 は、 失意 落魄、 實 に蕭條 たる 有様であった。 政治家の 浮沈、 觀じ 来れば 一場 

の 夢で ある。 

この 露都滯 在中、 伯 は 日露 親善の 意味で、 露國 から 軌條を 買 入れたり などした。 しかし 伯の 具體 的の 仕事 は、 ^鐵 

と 東淸鐵 道との 述絡 運輸 開始の 交渉であった。 これにつ いて 「滿鐵 十 年史」 は 次の ごとく 記して ゐる。 

滯 在中、 日露-柳 鐵道ノ 連絡 ュ就 キ、 五月 十六 日 東 淸鐵道 副 總裁ゥ ヱ ンッニ ル氏ト 第 一 囘ノ 會見ヲ 爲シ、 大體 下記 

事項 ヲ 口約 セリ。 

第一、 歐亞及 米國間 一一 於 ゲル 交通 大動脈 ノ 一  トシ テ、 南滿 鐵道ト 東淸鐵 道トノ 直通 連絡 ヲ爲ス 事。 

第二、 第一 ノ 目的 ヲ 達スル 一 手段 トシ テ、 南 滿鐵道 ハ成ル へ ク速 一一 大連 一一 於 ゲル 設備 ヲ 完全 一一 シ、 露國ヲ 經テ！ M 

洲ニ 達スル 一 門 戶ト爲 スヲ怠 ラサル へ キ事。 

第三、 同シク 第一 ノ 目的 ヲ 達スル 爲メ、 東淸鐵 道會社 ハ當分 ノ內、 毎週 ニ囘 イルク ー ック ヨリ 寛 城 子 マテ 及寬狨 

子 ヨリ イルク ー ック迄 急行列車 ヲ 發シ、 浦鹽 ト莫斯 科、 彼 得- a- 間 ヲ走ル 急行列車 一一 直接 連績セ シメ、 且 ッ哈爾 

賓、 寬城 子間ノ 鐵道ヲ 改良 シ、 浦鹽、 露 都 間 ノ線ニ 劣 ラサル 一等 及 二等 客車 ヲ 設備 スへキ 事。 
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第 四、 兩 鐵道ハ 無用 ノ競 爭ヲ避 クル ノ 目的 ヲ 以テ、 「タリ— フ」 ノ 協定 ヲ爲 スへキ 事。 

第五、 以上 ノ 要件-一基 キ、. 「タリ ー フ」 其 他 詳細 ナル 事項 ヲ 協定 スル 爲メ、 東 淸鐵道 會社ハ 哈爾賓 駐在 ノ同會 社 

職員 中 ヨリ 全權 委員 ヲ 指定 シ、 南 滿洲鐵 道會社 ハ大連 一一 於テ同 委員 ヲ 任命 シ、 至急 協議 ヲ爲サ シムル 事。 

以上 ノ外、 海陸 共同 蓮 輸述絡 等 一一 就 テハ、 陸上 交通 機關ノ 完成 ト 旅客 及 貨物 ノ增 加トヲ 待テ、 更 一一 協定 スル 所ァ 

ル へ キ 事。 

この 伯の 訪 露の 際の 口約 こそ、 今日の 歐亞 連絡の 根本 をな した ものであった。 夏秋龜 一 は 語る。 

露 都で 後藤 伯と お別れす る 時、 伯 は 私に 對 して、 「露 國が獨 逸と 澳國 との 間に 連絡 關係を 保って ゐ るから、 この 

際、 獨逸 及び 澳國へ 出かけて、 &シァ と兩國 との 關係を 調査して おけ」 との 命令であった。 依って 私 は獨逸 並び 

に 澳國に 赴き、 國 境の 連絡 關係を 調査して 報告した が、 その後、 露西亞 へ、 田 中 清 次 郞氏ゃ 末 永 一三 氏 や 藤 田 虎 

力 氏 等が 出かけて、 露支兩 國の國 境に おける 滿鐵、 東淸鐵 道との 連絡が 協議され るに 至った が、 これが 敦賀 から 

滿 鐵を經 由しての、 國際 運輸 連絡の 第一 著 手であった。 

この 歐亞 連絡の 完成 こそ は、 滿鐵の 世界的 使命 を 達成す る 上の、 第一 の 基礎 を爲 した ものであった。 そして 滿鐵に 

おいて、 主として その 衝に當 つて ゐた田 中 淸次郞 は、 次の 如く 語った。 

或る日 伯 は 私に 「君 はこれ から ハルピンに 行って、 東 淸鐵道 側と 連絡 運輸の 取 極め を 結んで 來 給へ」 と 命ぜられ 

た。 依って 私 は 直ちに ハ ルビ ンに 赴き、 口 シ ァ側當 局と 協議 を 始めた。 

二週間、 殆ど 毎日の やうに 交涉を 行った が、 シァ側 は 頗る 氣乘 薄で ある。 これで はいかぬ と考 へたので、 私 は 


ロシア 側に 對し、 「とにかく 今日まで 協議した 事枘を 基礎に して 議定書 を 作成したい， 一と 申込む と、 ロシア 側 も 

「よろしい 承知した」 との 返事で ある。 依って 私 は 直ちに 會議錄 を 作成し、 0 シァ 側に 調印して 欲しい と 希望し 

たと ころ、 ロシア 側 は 俄然、 調印 を 肯んぜ ぬ。 私 はよ ほど 強硬に 主張した が、 彼 は應ぜ ぬ。 r 然 らば、 自分 はも 

ぅ歸 る」 と a シァ 側に 宣告した。 たまく 後藤 總裁も 中 村 剐總裁 も 上京中であった から、 東京 宛てに 「a シァ側 

は 調印に 應ぜ ぬから 私は歸 る」 と 打電した。 すると 東京の 方から 「至急 上京せ よ」 との 返電に 接した。 私 は 早速 

上京す ると、 中 村 -1 總 裁の 曰く。 

「1^ が ハルピン へ 出かけてから 一 通の 音信 もない ので、 大將 (後藤 伯) は カンく に 怒って ゐるョ c」 

後藤 總 裁に ぉ會 ひする と、 

「田 中さん。 (伯 は 怒った 時に 物 を 言 ふ 時には 必す 馬鹿丁寧な 言葉 を 使用した) 尸 ルビ ンと 日本との 間に 電信 は 

ありません か。」 

「あります c」 

「それで は 郵便 は？」 

「無論あります c」 

「然 らば、 あなた は ハルピンで ロシア 側との 會 商の 經過 を、 なぜ 問 ひ 合 はすな り報吿 なりして 吳れ ません か。」 

そこで 私 は 答へ た。 

「私 は ハルピンへ 出かける 時に、 毫も 具體 的の 事 は 伺って ゐ ません。 ロシア 藏 相と 總 裁との 會談の 內容も 存じて 
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ゐ ません。 從 つて 私 は、 今囘の 交涉は 私に 全然 一任され たものと 堅く 信じて 出かけました。 卽ち私 は全權 大使の 

つもりです。 從 つて 一 々御 相談 上げなければ ならぬ やうな ツマ ラヌ 人間で あると は、 自分 は考 へて ゐ ません。 

會商 を繼續 しても、 先方に は 訓令が 來てゐ ないやう です。 私の 措置が ぉ氣に 召さぬなら、 然るべ く 御 處分を 願 ひ 

上げます。」 

田 中 理事が 部屋 を 立 去った 後、 伯 は 中 村 副 總裁を 顧みて 「あいつ は 野性 を帶 びて ゐ るが、 ものになる ョ、 s;」 と 云 

つたと いふ ことで ある 0 

田 中 は 一九 〇 八 年と 一九 一 〇 年の 二 囘の露 都 (當 時べ テルブ ルグ) 協商に、 滿鐵を 代表して 出向し、 遂に 日、 鮮、 

露、 滿鐵 道の 速 絡 運輸 條約を 締結せ しめた。 

しかし この 速 絡 運輸の 事業 は、 伯 は桂內 閣の鐵 道院總 裁と して 成した ので ある。 

四、 二葉 亭四 迷の 報道 

尙ほ 伯の 訪露 行に は、 遣 却し 難き 興味 ある 一 つの 插 話が ある。 

それ は 伯が 露 都よりの 歸路、 浦鹽 より 乘 船して 敦賀に 上陸す ると、 時恰 かも 東京 朝日 新聞記者 として、 露 都に 向 は 

ん としつつ ありし 二葉 亭四 迷と 會 した。 四 迷 は 一見して 深く 伯の 人物に 傾倒し、 朝日 新聞に 連載した 「人 露 記」 に 於 

いて、 これ を 次の ごとく 報道して ゐる。 

東京で 打合せ を濟 まして、 大阪へ 著いた 日に 叉 大阪を 立って 敦贺へ 行った。 後藤 男の 歸朝 を迎 へる 爲だ。 


敦贺は 僕が 曾て 血氣に 逸って 滿洲に 飛込んだ 時 通った 所 だ。 僕に 取って は 想 出の 多い 土地なる が 上に、 此處に は 

なつかしい 人が 數名 居る。 皆 僕の 空想の 友 だ。 久し 振 だとい ふので、 此人々 に 招かれて、 某樓に 登って 大に 飲ん 

だ。 此澆季 の 世に は 珍ら しい 淺 からぬ 人々 の 志に 禅され て、 平生 深く はいけ ぬ 酒 を ツイ 過した ので、 泥の 如く 醉 

つて 了 ひ、 夜 深う して 終に 車に 抉け 上せられ、 一 老妓に 送られて 旅 宿へ 歸 つた。 もう 商家 も戶を 閉めて 敦贺の 町 

_ は 森と して 暗い 中 を、 一 一挺の 車 は 威勢よ く 飛んで 行く。 霏々 たる 細雨が 醉 顏を撲 つて 快 言 ふべ からざる ものが あ 

つた。 ト ある 橋へ 掛 ると、 橋の 中央に 丸くなって 寢てゐ た大が 驚いて、 飛 起き 尻尾 を卷 いて 逃 出した。 僕の 威勢 

に 長れ たの に 遠 ひない。 

ねぎら  ふしど 

^？へ^！ってから老妓を勞って還し (小人の 心 を 以て 君子の 態度 を测 量す る を 許さす) 設けの 臥 縛に 人るな り、 前 

後 不覺に 眠 人った が、 間もなく 枕元で、 鳳 山 丸が 著き ましたよ とい ふ聲 がする。 これに 驚かされて ガバと 跳 起き 

た。 後藤 男 は 鳳 山 丸で 著 かれる の だ。 

飯 も 食 はすに 享を驅 つて、 朝の 敦贺の 町の 夢より 覺 めて まだ 間の ない 中 を 驅け拔 け-揮 頭へ 來て 見る と、 南無 三 小 

蒸汽 はもう 一間ば かり 出て ゐる。 狼 狙して 呼 止めて 辛と 便乘 させて 世 貝 ひ、 ホッと 一息す る 間もなく、 小 蒸 汽は鳳 

山 丸に 著く。 フロック コ ー トに黑 の 山 高帽の 知事さん や、 制服 帶劍 の嚴 めしい 警部 長さん や、 羽織袴の 人 や、 北：；： 

m 、の 人が ぞ ろ/ \ と 製が つて 段 梯子 を 登って 行く。 その 尻に 附 いた 薄汚ない 夏 精 夏 外套の 僕 も 登って 行った。 

と 見る と、 右舷の デッキに ゴタ くと 一塊 まり 人影が 見える。 初めは 誰が 誰 やら 一寸 分らなかった が、 能く 見る 

と 其 中に 霜降りの せ 廣に黑 の 山 高帽を 冠り 鼻眼鏡 を 掛けた 脊の 高い 人が 居る。 西洋式に 剃刀 を 中て ぬと 見えて、 
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あ たリ 

左右の 眉が 殆ど 一 の 字に 繋がり、 斑白の 美しい 鬚が 額の 先で 楔形に 刈 込んで ある、 自ら 備 はる 威風 堂々 と 四邊を 

拂 つて、 御 近所のお 方に はお 氣の 毒ながら、 洵に 是れ鷄 群の 一鶴 だ。 出迎の 人が 交る 交る 其 前へ 出て 恭しく 御辭 

儀 をして ゐる。 

男爵に 逮 ひない から、 僕 も 人の 尻に 附 いて 罷り出て 名刺 を 捧げて ぉ辭儀 をす ると、 東京で 見知り越しの 龍 居祕書 

が 側に 居た から。 多分 龍 居 君だった らう、 二葉 亭四迷 君です と 紹介す る。 お、 さう かと 男爵 も 跋を合 はされ た。 

しかし 二葉 亭四 迷が 何だか 御存じ あるべき 害がない から、 新聞記者が 二葉 亭四迷 11 妙な 名を附 けた もの だ、 矢 

張內 職に 浪花節で も 語る の だな、 と 思 はれた かも 知れぬ。 難 有い 仕 合せ だ。 

上陸 後の 模様 は當 時の 電報に 盡 きて ゐ るから、 爱には 省く。 

僕 は 從來ま 次 男爵の 噂 を 聞いた が、 噂 をす る 人が 人 だから、 其 言葉に 多くの 信 を 措かなかった。 な あに 逢って 見 

れば、 矢 張 尋常の 人 かも 知れぬ と實は 思って ゐた。 然るに 此日 親しく 謦咳に 接して 昆 ると、 名 虚しく 傳 はらす と 

能く 云 ふ、 眞に其 通り だと 思った。 小說で 腐つ て 葡萄の やうに なった 僕の 眼で 見た所 だから 當に はならぬ かも 知 

，れ ぬが、 僕の 見た所で は、 男爵 は 理想家で 叉實際 家で ある。 僕の 承 はった の は、 誠心誠意に 人事 を盡 して 天命 を 

续 つと いふ 男爵の 理想の 一端で、 其全體 ではなかった が、 兎も角も 此 理想 を實 現せん として、 所謂 人事 を盡 すに 

方って、 男爵の 用意周到なる 事 は豫想 外で、 一 言 一 句の 末に も 注意 を 怠らす、 直ぐ 大勢の 赴く 所 を 察して 變化百 

端し、 眞に 造物主の 好機に 參す るが 如き 趣が ある。 今の 世で も 理想家 は ある。 しかし 多くの 理想家の 理想 は死理 

想で 役に立たぬ。 實際家 は 固より 多い。 しかし 實際 家は實 際に かまけ て 理想 を缺 くが 故に、 其 爲る所 は 動 も すれ 


ば 小細工に 流れ ケチ になる。 理想に 囚 はれす、 實 際に 役せられ す、 超然と して 心 を 物 外に 置きながら 物內 

に 突入して 活殺自在の 働き を爲し 得る 底の 眞 人物 は 存外 少ぃ。 否 殆ど 無い が、 僕の 見た 男 露 は 則ち 其 人た るに 庶 

幾い。 世に は 理想に 於て 男爵より 高い 人が 或は あるか も 知れぬ、 運用の 活才に 於ても 亦 男爵 を 凌ぐ 人が あるか も 

知れぬ、 然し 理想の 堅實に 兼ぬ るに 運用の 活才を 以てする 點に 於て、 男爵に は 男爵の 本領が ある。 偉い 偉くない 一 

はさて 措いて、 此點に 於て 後藤 新 平 は 頂 天 立地、 一箇の 後藤 新 平で、 到底 他人の 模倣 を 許さぬ 獨特の 長所が ある 0 

. 午後 一時 男爵に 陪乘 して 敦賀 を發 し、 米 原で お 暇 乞 を 中して、 僕 は 下り列車に 乘 移った、 車 室の 中 僕の 外 は 誰も 

居ない。 僕 は獨り 肱懸に 倚って 熟々 と 男爵の 人と 爲り を考 へ、 其 將來の 事業 を 想 ひつ 、大阪 へ 下った。 

五、 訪 露の 收穫  - 

歐亜述 絡の 完成 は、 伯の 訪 露が！ 《 した、 一番 大きな お土産であった。 然しながら、 それよりも 著しい 牧穫 は、 これ 一 

によって 贏ち 得た る 日露 親善の 增 進であった。  一 

. 伯の 訪 露は、 當時 有力なる 露國の 政治家、 特に 藏相コ コ フッォ フに 深甚なる 印象 をの こした。 伯が 歸滿 後、 ハル ピ 

ン より 發 せる 謝 狀に對 し、 ココフ ツォフより 送り 来れる 返 翰の 譯文 は、 次の 通りで ある。 

閣下の 哈雨賓 よりの 御手 紙 は、 小生に 犬なる 愉快 を與 へたり き。 閣下に は 人 r 小生が 衷心より 閣下の 御 書面 中に あ 

る 深厚なる 御 一一 一一 口 葉に 對 して 謝する こと を 御 許し あれ。 閣下との ゲゼルシャフト (交友) に 於いて 過ごせし 時間 は 

短 かかりし と雖 も、 小生の 胸中に は 最も 善き 記念 を 留む。 
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小生 は 此の間に 於いて (男 舞の 露都滯 在中の 時間 を 意味す) 閣下の 開發 せられた る 政治家 的の 精神、 及び 閣下に 

交際す る こと を 頗る 愉快なら しむる 閣下の 卓絶せ る 天性 を 知り、 且つ 是を 尊敬す る こと を覺 知せ り。 故に 閣下に 

再會 する こと は 小生の 爲 めに は 犬なる 甚 びで ある。 

閣下の 御言 葉に よれば、 閣下 は 再び 露 都に 遊ばる、 とのこと なる を 以て、 小生 は 閣下に 近く 再 見す るの 幸 を 得ん 

事 を 望む。 且 重要なる、 閣下 並に 小生の 胸中に 同時に ある 問題に 就いて 意見 を 交換す る こと を 望む。 その 問題 は 

則ち 日露 兩國 間の 善き 關係を 堅固に すると 同時に、 商業 的の 交通 を增 進す る ことにして、 是卽 ち兩國 間の 國交を 

して 今後 益々 親密なら しむる 必要 條 件たり。 小生 は 閣下が 哈爾賓 迄の 旅行に 於いて 甚だ 御滿 足な りし を 聞き、 大 

に欣 ベる と 同時に、 其の後の 御旅 行 も 亦 幸： i と 健.：^ と を 得て 御歸國 せられん 事 を 望んで 止まざる なり。 小生 は 今 

より 閣下が 小生に 約束せられ たるが 如く、 東京よりの 御手 紙 を 落手 せんこと を渴 望す。 愚妻 は 閣下に 深厚なる 敬 

意 を 表する こと を 小生に 依賴 せり。 恐惶謹 一一 目。 

露 都に て  コ コ フ ツォフ 

一 千 九 百 八 年 六月 一 一十三 日 

後藤 男爵 閣下 

かくして 伯と ココフ ツォフとの 親交が、 後に 伊藤の 訪露計 畫を實 現す るの 端緒と なり、 伊藤 は 不幸 ハルピン におい 

て 手に 斃れ たけれ ども、 ついで 桂の 訪露 となった こと は、 後に 述 ぶる 通りで ある。 

要するに 伯 は、 日本に おいて、 親 露 政策 を提 せる 最初の 政治家であった。 また 日露 戰 後の 親 露 政策が、 東亞の 政 


w の 上に、 重大な 效架を 示した こと は、 歷 史家の 均しく 認 むる ところで ある。 これにつ いて 夏 秋龜 一は、 次の 通り 語 

つた。 

後藤 伯の 提唱され たる 日露 親善 策 は、 B シァ の對外 政策に 一大 變化を 及ぼす ことと なった。 ロシア は 日露 戰爭後 

一 九 〇 八 年まで は、 ひたすらに 對日 復仇 を ひそかに 畫 策して ゐ たのであった。 

しかるに 伯の 提 に 依り、 日露 親善の 實 いよく 擧 がらんと する 空 氣が 濃厚に なって 来たので、 もはや 對日 復仇 

へ の 準備 を廢 止せざる を 得 なくなった。 

この こと は、 露西亜の 極東への 進出 意 圖を斷 念す る 事 を 意味す る。 しからば a シァは 何れの 方面に 對 して 新 天地 

を 開拓 せんとし たか。 P シァ對 外 政策 は 必然的に 重大 轉換を 敢行すべく 餘儀 なくされた。 

かくて 口 シァは 極東 進出 を斷 念し、 果然 バ ルカ ン 方面へ の 進出 を强 行す るに 至った ので ある。 口 シ ァのバ ルカン 

進出 こそ、 實に 世界 大戰爭 勃發の 一 大要 因と なった。 

大正 五 年、 赵が露 都 を 訪れた 時、 陸相 ステホ ミル フ氏は 議會で 重大 言明 を 試みた。 

「日露 戰爭 後に 於け る a シァ は、 その 當 初に 於いて は對日 復仇 戰を 計畫 する 事に 決定して ゐ たのであった。 しか 

し 今や 政策 はー變 し、 バルカンへ 進出す る 事に なった。」 

かう した 對日 外交 政策の 轉換 こそ は、 實に 伯の 第一 囘、 第二 囘の訪 露が 原因と なって 誘發 された ものである。 か 

くて ロシアの バルカ ン 進出 は 世界 大戰を 惹起す るの 一 契緣 ともなつ たので ある。 

伯 はい ま靑年 以来の 志 を 達して、 次第に 世界 政局 上の 人物と 化しつつ あつたの である。 
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第 十 節 中央政府との 折衝 

一 、 阪谷藏 相 宛て 建白書 

植民地 開拓の 難き にあら す、 內地諸 公の 頭腦 開拓の 難き なりと は、 兒玉將 軍の 聲 であった。 蓋し 新附 領地の 統治 

は、 常に 現地の 實愦に 疎き 中央政府 官僚の 偏見と、 同情な き本國 輿論の 謹 想と に E 糸 せらる る こと を 指した ので ある。 

伯の 滿鐵 經營の 困難の 大部分 も 亦、 此 處に存 したので ある。 ゆ ゑに 伯 は、 その 精力 智術 を傾盡 して、 內 地當路 の頭腦 

を啓發 せんと 努力した。 伯が 雨の ごとく 滋く 建白書、 覺書、 親書 を內地 要人の 頭上に 落下せ しめたる は、 この 故で あ 

つた。 

その 植民 諸 機關の 改組 並びに 外交問題に 關 する もの は、 旣に 略ぶ これ を盡 したる が ゆ ゑに、 本節に 於いて は、 爾餘 

の 諸 點に關 する もの を收錄 して、 伯の 滿鐵 經營 の終篇 となす であらう。 

その 第一 は 財政に 關 する もので、 阪谷藏 相に 送った 建白書で ある。 これ は 伯の 滿鐵總 裁 就任 後、 間もなく 提出 せら 

れ たる ものと 思 はれる。 

阪谷は 常に 伯の 事業 を 後援した る 盟友で ある。 ゆ ゑに 本 建白書 は、 阪 谷に 說 かんとす るより は、. 阪谷を 通して 大藏 

省 吏 僚の 頭腦を 開拓 せんと 試みた る ものなる かの 觀が ある。 


伯 は、 この 建白書に 於て、 その 臺灣 在任 以來、 多年 財政の 問題に ついて、 中央政府 とせし しく 相 干 格す ると ころな き 

を 得た る は、 多く 阪 谷の 後援に 依る こと を 感謝し、 「然れ ども」 と 筆を轉 じて、 次の ごとく 問うた。 

然レ トモ 一般 財政 13：!? 者モ 亦悉ク 閣下 ノ鑑ム ル所ヲ 鑑ミ、 能ク喊 K 經營ノ 國家的 本分 ヲ體ス ルカ。 若 シ果シ テ然リ トー 一一" ハ 、、 某 

一  今 U  ノ滿洲 財政 計畫 -I 疑ナキ コト能 ハス。 

然 らば 伯 は、 何 を 以て 滿洲 財政 計畫の 疑問と なす か。 これ を 抽象的に 言へば、 內國 守成の 法制 觀 によって、 特殊の 

使命 ある 植 地 經營を 律 せんとす る 杓子定規 である。 具體 的に 言へば、 關東 都督 府豫算 の 卑文：： なる のみなら す、 滿鐵 

の 收入を 以て 國庫を 利 せんとす るの 態度で ある。 伯 は それらの 諸點 を、 次の 如く 論じた。 

旣-ー 臺灣- 一伸 ヒ乂 滿洲ニ 及ヒ、 傲然 トシ テ自ラ 興 國ノ雄 圜ノ| 誇ル ト雖、 其 百年 ノ長 計ヲ 講スル 二 至リテ ハ、 終-ー»齪ノ娃3^ヲ脫 

ス ル n ト能 ハ ス C 動， - モス レ ハ内國 守成 ノ 法制 觀 一一 依 リテ、 殊 ！®. 創業 ノ 殖民 政策 ヲ繩 墨シ、 内地 膠^  ノ經 濟觀ヲ 以テ、 殖民 財政 

問題 ヲ 調理 セ ン 卜欲ス ル ぺ 是レ 今日 帝^ 國情ノ 通 病 一一 非サ ルカ。 ッ 今年 關東 都督 府收支 豫算/ 大意 ヲ觀ル 一一、 啻- ー滿洲 殖民 

財政 -ー 於テ ffi 給甚 タ吝ナ ルノ ミナ ラス、 却テ其 收入ヲ 取リテ 本國ノ 財政 一一 捕 入 セント シタ ルノ 痕跡、 歴々 トシ テ掩フ へ カラス。 

此等 ノ計齋 者ハ、 我 力 施設 未タ加 ハ ラサル ノ 今日 一一 於テ、 早ク旣 一一、 滿洲本 來露國 經營ノ 素 アル n ト ヲ併セ テ之ヲ 忘却 シ タルモ 

ノナ ルカ、 將タ或 ハ露國 施設/弊 ヲ 看破 シ、 向上 改善 ノ道ヲ 以テ、 此誅求 政策-一 在リト 信スル モノ ナ ルカ。 滿洲 ハ尙ー 面 淸國ノ 

、ギ： 權ヲ脫 セサル ノ^ナ リ。 戰 後ぬ 一一 數百萬 圓ノ利 ァリト 聞 力 ベ 左 ナキタ 一一 利 權囘收 熱-病 ム處ノ 彼等 ハ益 X 我利 ヲ妨 ケ、 以テ 

彼-一 收メン トス ル-ー 急 ナルへ キハ、 理ノ 見易 キ魔 一一 非サ ルカ。 然ル 一一 賢明 ナル 政^ ハ、 如何-一 外債 ノ爲メ 一-利 ナリト 云フト sl、 

何ソ 此ー點 一一 偏シ テ、 豫尊 公示 シ、 内外 一一 宣言 シ テ、 實收入 以上 ノ計數 ヲ舉示 スルー 一至 リタ ルカ。 要 スルー 一 此等ノ 消： i 主義 タ 

ル ャ、 其 本旨 -ー 於テ、 旣 二 全 ク 方今 列國 商業 的 殖民 政策 ノ 常軌 - 一 背馳 シ タル モノ 一一  シ テ、 其閣. 下ノ 本意 -ー 出 タル-一 非サル へキコ 

トハ某 ノ固ク 信 スル所 ナリ。 

笫ニ章 滿鐵總 裁  一 0 二 三 


笫. f. 節 中央政府との 折銜  一 〇 二 四 

卽ち 伯の 言 はんと 欲する ところ は、 植民地 經營の 主眼が、 その 財政 的獨 立に あらす して、 赏易を 中心とする 廣汎な 

る 經濟的 利益に あるの 點 である。 伯 はこの 年来の 主張 を 披瀝して、 次の 如く 記した。 

假シ或 ハ之ヲ 辯 シテ、 我 カ滿洲 殖民 事業 ハ、 其 政略 的 便 一一 於 千.、 此等ノ 外觀、 卽チ 四十 年度 以降 底チ- 一純 益 ヲ滿洲 一一 收メ 得へ 

キ ノ 豫算 ヲ 装 出 セン n トヲ耍 スト  一一； H ハ ゝ、 ^ホ 可ナ ラン モ、 是レ 杲シテ 滿洲 殖民 局 者 ヲ シテ、 將來此 一一 信賴 セ シムル -I 足ル へ 

キ國 論ノ定 爨 ト看ル コトヲ 得へ キカ。 某臺灣 殖民 财政ノ 問題 H 幹 旋セシ コ ト 前後 九 年、 朝野 政治家 ノ 議論 一一 接セシ コ ト幾： 六 ル 

ヲ知 ラサ レ トモ、 受ク ル tw  ノ疑間 一一 至リ テハ、 衆 口 一  套常 - 一人 ヲ悶セ シムル 一一 過キサ リキ。 曰ク。 請フ 速-一 臺灣ノ 財政 ヲ 獨 立シ 

テ、 母國ノ  a! 擔 ヲ卸サ シメ ョト。 然レ トモ 財政 ノ獨立 - 一因 ミ、 殖民 地ヲシ テ母^ 服屬ノ 要何レ ニ在ル カブ 疑 ハシム ル-ー 至ラ ン コ 

トノ利 力 不利 力 一一 至リ テハ、 終  一一 一 ノ 疑問 者-一 逢ハ サ リキ。 況ン ャ屬地 母！： 貿易 額 ノ»« 減 ヲ甚礎 トシ テ、 殖 K 經濟ヲ 打算 シ得タ 

ル 商業 的 殖民 論ヲ ャ。 閣下 何 ヲ以テ 力 能 ク今ノ 殖民 財政 消極 論者 力、 杲シテ 昨 ノ舊阿 蒙 一一 非サル コトヲ 保 セン トス ルカ、 (中略) 

是 一-於 テカ某 平生 懷ク 所ノ疑 間ヲ呈 シ テ敎ヲ 閣下 一一 待 タサル へ 力 ラサル ノ 必要 ヲ感 ス ルナ リ。 

然 らば 伯の 「平生 懷 ク所ノ 疑問」 と は何ぞ や。 それ は 次に 揭 ぐる 七點で あった。 

一 、 經費ノ 過大 ハ 何等 ノ 場合 一-於 テモ之 ヲ避ク へ キハ論 ヲ待タ ス。 然レ トモ 殖民 事業-一 ハ自ラ 殖民 事業 ノ 目的 ァリ。 一定 ノ 目的 

一一 封シテ 一定 ノ經費 ヲ吝ム ハ、 其不： ほ濟寧 。濫費 ヨリ モ甚シ カル へ シ。 今 満洲 殖民 經濟 ハ、 其 財政 ノ 標準 ヲ何レ ノ點- 一 置キ、 

何 ヲ以テ 其 歳出 豫算ノ 限度 ト ナス へ キモ/ ナ ルカ。 

二、 旣-ー 财政ノ  II 準ヲ得 タリ ト セン-一、 之-一 由リ テ 一 定ノ  =1 的 一一 達フ、 へ キ經營 年 如何。 

コー、 南滿洲 一一 於ケ ル 地域 租借 ト鐵 道ノ經 營ト ハ、 一 定年 限內 一一 於テ 如何 ナ ル 施設 ヲ要ス へ キカ。 帝^ ハ此^ 限 -ー 亙" テ、 唯 e: 十 

年度. 豫^ 一一  示 ス 力 如キ收 入ヲ、 南滿洲 -I 取 リ得ン n ト ヲ以テ 滿足ス へ キカ。 將タ 年限 以後 ハ更二 如何 カ之ヲ 處置ス へ キカ。 形 

f カノ 推移 ヲ論セ ス、 單 一一 之ヲ淸 國 -ー 還忖セ ン コ ト ヲ以テ 一 定ノ  H 的ト ナ ス へ キカ。 

ra、  治 四 十 3H55 鬼 葬 一一 於テ、 南 滿洲鐵 道ノゅ "社ノ 利得 ノ內 ヲ國 庫-一 收人ス ルノ編 製ヲ取 ラレ タル ハ、 現内閣 ノ政咯 一一 出テ タルモ 


ノナ ルカ。 將タ 或ハ眞 -I 會社 ノ 收益 ヲ以テ 國庫 , 一 財源 -I 數へ ラル、 力。 

五、 >w 社 ノ收益 -ー シ テ果シ テ豫 算ノ嘴 SS. 一  スル所 ノ如ク ナリト セン， 一、 政府 ハ之ヲ 理 スルー 一 一 般歲入 ヲ以テ セラ レン トス ルカ。 

將タ之ヲ以テ^！洲殖^經營费額內 一一 置 カン トス ルカ。 

六、 世ノ 滿洲ヲ 談スル モノ、 皆 HI ク。 百萬ノ 兵馬 ヲ滿 洲ノ 野-一 暴ス n トニ 年、 其戰費 二十 億ヲ 算ス。 今 -ー シ テ滿 洲ノ常 源ヲ ra. も 

シ、 其 赏利ヲ 罔スル 一-非 ス ン ハ、 何 ヲ以テ 力 前 負 ヲ廣フ コトヲ 得 ント。 今 政府 ノ滞 洲财政 ヲ刺ス ル ャ、 其 有形 ノ 利益 -ー 於テ 1;^ 

モ取リ テ遣サ 、ラント 欲 スル/ 趣 アル ハ、 果シテ 此等ノ 世論 一一： s スルー ー非ス シテ、 別-一 一定 ノ听見 アル 二. m ルカ。 

七、 我 政府 ハ滿洲 一一 於テ、 現 *i 渡得ス へ キ收入 以上 ノ 金額 ヲ 投シ、 其 發ヲ 努メ、 列國 一一 均等 ノ 利益 ヲ得セ シムル コトヲ 明 力-一 

シ、 数 〔牛ノ 後-ルー -ー 大 利益 ヲ舉 ケテ、 補充 金 並. -I 肚債ノ 消却 -ー 十分 ナル赏 力 ヲ顯ス へキ計 畫ヲ立 ツル ノ計 ナキカ 如何。 

かくの 如く、 疑問の 七點 を列擧 したる 伯 は、 更に 筆 を 進めて、 伯の 所謂 「商業 的殖 -i^ 論」 より 觀 たる 滿洲經 營の利 

益 を 述べて、 次の 如く 記した。 

且ッ某 カ見ル 所ヲ以 テス ル -1、 前年 内 國 滿洲ノ 問 物貨轍 出入 愤額、 年-二 一千一 百 萬 圓-ー 上リ、 本年 二 千へ 百 萬 圓餘- 一達 ス ヘシ。 

是レ W チ -1 帝 1： 戰勝ン 致 セル 商事 發達ノ 窳利ナ ルカ 故 -ー、 満洲 殖民 财政ノ 程 限ハ、 常 然此額 内 於テ其 標準 ヲ： S 出 セラ レサ ルへ 

カラ ス。 何 トナレ ハ、 戰勝ノ 結果 人 ：！  ノ 移出 及 其內國 物貸ノ 需要 ヨリ 受 クル 所ノ帝 國ノ 利益 ハ、 皆 此額內 一一 在 ルカ 故 ナリ。 ^洲 

难： K 地 -I  W ル^ 業 的- M 冽ヲ 以テ、 假リ -ー 此額 ノ壺割 五分 - 一止 マルト 看 俊 スモ、 國家 ハ戰前 二 比シ -ァ旣 一一 三百 萬圓 乃至 四百 甙卜^ 

^以上 ノ  益； H 孕ク ル モノ ナ ルカ 故 一一、 滿洲殖 K 財政 ハ 少クモ 三百 萬圓 以上 ノ 年額 ヲ 計上 セ ラルへ キ 理由 ヲ 有スル モノ  二 シテ、 

現今^? &  ノ^^べ ムハ、 恰モ此 額-一 偶 合 シッ、 アル モノ ナリ。 此方 針 一 タヒ決 スルノ 後、 滿洲 ハ；^ 一一  初メテ 其硫 民！^ 督ノ定 ュ 就 

ク へ ク、 ^家モ 亦 滿洲^ 事者ヲ 責ム ル 一一 Iw 期 ノ功程 ヲ以テ スル コトヲ 得へ ク、 而シ テ其^ 果 ハ 逐 殖民！^ 濟ノ 發達ト ナ リテ、 內 

^滩民 地相- jsi 享受 ス ル听ノ 利益 倍雜 ナキ- 一至 ル ヘシ。 然ルヲ 若 シ其财 政ヲ制 スル， 一、 苟 Rgss  ノ與 奪ヲ以 テス ルハ、 是レ確 民 

地ヲシ テ姑 E 自ラ欺 力 シ ムルノ ミナ ラ ス、 國 力.^ ヲ シ テ 無期限 無 標的 ノ負擔 - 一任 セ シムル モノ- 1 シテ、 其 弊 源 ハ必ス ャ彼ノ 內 守 膠 

笫ニ章 滿鐵總 裁  10 一一 五 


笫十節 中央政^との 折銜  一 〇 二 六 

抹ノ 消： g 的 經濟觀 一一 坐 スへキ ナリ。 夫レ 未確定 ノ 收益ヲ 誇張 シテ 其虚聲 ヲ大- ーシ、 我 ヨリ 求 メテ淸 II ノ利權 收 熱ヲ塥 揚シ、 列 

0  ノ 羡望 凯 賊 ヲ ス ハ、 假今ヒ 外債 募 入 ノ 便宜 ノ爲 一一 ス ト  一 K フ 卜雖、 其 不得策 旣 一一 甚シ ト云フ ヘシ。 

方今 列國同 シク取 ル所ノ 商業 的 殖民 政策 ナル モノ ハ、 其 本義 仝ク此 貿易 經濟關 係-一 甚ック モノ 一一  シテ、 其 成功 ヲ永 S3 一一  邀へ ンカ 

爲-ー ハ、 過當 ノ鉱费 モ或ハ 之ヲ惜 マサル コト ァリ。 獨逸ノ 膠州灣 補充 金ノ 如キ、 年々 一千 五 百 萬 マ ルクヲ 交付 シテ W マサル ハ、 

大 -I 參考 -I 資ス へ キ モノ ナリ。 今 帝國ノ 勢力 僅 力 -ー 南？ i 洲 一一 及 へハ、 則チ 暦々 焉 トシ テ内國 本位 ノ、 }f 一 我 論ヲ事 トシ、 消極 經濟ヲ 

濫^ ス。 此 ノ如ク 一一 シテ： W ホ HV 自 ラ許ス - 一大 國ヲ以 テシ、 殖民 的 發展ノ 成功 ヲ 夢想 シテ、 其 誤レ ル ヲ覺ラ ス、 何ソ 共-一 贿民經 

濟 ヲ 商量 スルー 一足 ラン ャ。 

しかも 伯の 觀る ところに よれば、 わが 滿洲 經營の 大目 的 は、 かかる 經濟的 利益の みに あった 苦で はない。 帝國 がー 

文 半 錢の利 を 滿洲に 漁る が 如き は、 「東洋 平和 ノ 支持 ト我 カ立國 自衛」 の爲 めに 起って、 露國と 干戈 を 交へ たる、 世 

界の 一大 義戰の 趣旨 を冒瀆 する ものである。 日本が 世界の 大國； Ji^ として 發展 する 上に おいて、 最も 榧 要なる もの は、 

この 國民 的自覺 である。 それが 伯の 持論であった。 從 つて 植民地 財政の 板 本 も、 この 大 主張に 基かねば ならぬ こと は 

言 ふまで もない と爲 して、 伯 は 日本の 征淸、 征 露の 役が、 西洋 流なる 利益 獲得 を WE 的と したる 戰爭 にあらざる こと を 

痛言して、 この 建白書 を 終って ゐる。 

二、 都督 宛て 財政 建白書 

上に 揭 げたる 阪谷藏 相への 建白書 は、 植民 財政の 根 本義 を 論す ると 共に、 わが 滿洲經 營の大 主眼に 論及した もので 

あるが、 その 具體的 問題の 主なる もの は、 滿鐵 財政に 關 する もので^った。 


鼓に 別に、 滿鐵總 裁兼關 東都^ 府 顧問と して、 大島關 東都 #に呈 をる r 關 東都 赞府 財政に 關 する 議」 とい ふ 建白書 

が ある。 ， 

^鐵と 都银府 と、 對象 は異る けれども、 同じく 滿洲 における わが 植 W 機關 たる 點 において、 立論の 趣 は大體 同じ 

である。 

この 建白書 はま づ擎 を臺灣 財政問題の 經 過に 起し、 關東州 を 以て 一宮 崎縣に 準ぜん とする 姑息 論 を 慨嘆して、 次の 

如く 記した。 

離： 地财政 問題の 帝^に 於け る や、 旣に之 を臺灣 に經驗 して、 其赏效 を る こと を 得たり。 臺灣财 政 問題 か、 無せ なる 世論の 

問に 崎嶇^ 關 する こと 十餘^ にして、 僅かに 今 HI の 立脚地 歩 を 得た るハ、 國 家の 奇 幸な りと 雖も、 歴次臺 灣當局 者， Q 立 0- 苦心よ 

り 之 を 一 百 ふとき ハ、 今：：： の 成效の 如き ハ 一場の 奇 幸に 非す して、 |3： に 必然 S 成數 たりし なり。 然るに 世論- ホ未 タ此？ 旣然の 消 

息を諒 とせす、 薹灣财 政 問題 S 今昔に 對 して ハ、 泛 として 旣に 忘れた るが 如きの みならす、 却て 從前其 臺灣を W 厄したり L^;w 

财 政の 桂 梏を尋 出して、 再 タヒ之 を關柬 州に 加 ふること を敢 へ て せんとす。 

論者 曰く。 區々 たる 翻 束 州胡爲 者に して、 则チ數 百 离圓の 财計を 要する や、 其 行政 組織 ハ立 しく 之 を  一 {R 崎縣に して 可なる へ 

し、 其 財政 ハせ しく 歳に 四、 五十 萬圓を 過く る ことなくして 可なる へしと。 一面の 地 II を披 き、 區 域の 狭濶 を：： ：《 測し、 夷 然率斷 

して 頓 に：！； 露 戰爭の 巳む へから さリし 所以、 帝^ 後來 責任の 存 する 所 W を 忘る。 此の 如き もの 猶ホ經 世の 談、 政見の 類と して 之 

を 逸 へ さ る へ からさ る の理. S あ るへ きか。 宮崎縣 の 盛衰 ハ 画家 猶ホ年 所を假 りて 之を處 置す る こと を 得 へ し。 關束 都督 府减 民政 

^の 未成と 之に 伴 ふ へ き 帝 H の 體面利 と ハ 果して 姑息 以て 永年 を懸 望す る こと を 得 へき か。 

およそ 一 の 財政 をと つて、 或は 過大と 一 百 ひ、 或は 過小と 稱 する、 其處に 一 定 の！！ 準がなくて はならぬ。 禍ひは その 

過大 過小に あらす して、 むしろ 肘 政 準の 根本の 定まらざる 所に あらねば ならぬ。 故に 伯 は 筆を績 けて 曰く。 
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！！：^ッ赏局者も亦過てり。 大凡 殖民 地财 政策なる も g か、 其 根柢の 標準 を 那邊に 有すへ きものな るかに 審 思し 循 由せ す、 徒らに 世 

； 1 の 應酬に 疲れて、 隨時 苟且に 豫 算を定 ii^M -。 夫レ 一定の 成算な くして 姑息の. 1^ 費 を 支出す るハ、 寧 。之 を 溝 壑に投 する に 如か 

す。 去年 ハ 去年の 理由 を 以て 萬 金 を 支出し、 今年 ハ 今年の 必要に 强ゐ られて 千金 を支辦 し、 明年 タ、 明年の 說 明に H りて 百 金 を 計 

上す とせ ハ、 是レ 1： 家 は 年々 歳々 眈手無 憤の 失費 を負擔 して 了す る 期な く、 而 して 關東州 殖民 政策の 將 來ハ、 成 か 败か進 か 返 か、 

終に 其 標的 を 有せ さるな リ。 尙ホ 何そ當 局を累 して 豫算を 調製し、 議 會を勞 して 得失 を a 定す るの 要 あらん や。 

報 傲な きの 支出 ハ 一 金 も 之 を 不經擠 とい ふへ く、 報償 之に 稱ハ 、億 萬 金の 投入 も 我か經 濟を疾 ましむ るに 足らす。 翻 東 州の 我に 

於け る や、 其 他年 報僙の 望む へき もの 如何。 一言 之 を蔽ハ ゝ、 殖民 政策の 成功に 在る のミ。 然ら ハ則チ 今？ 關束州 財政 を 論す る 

もの、 先つ 堂 しく 其 財政 計畫、 其 所期 年 n、 其豫後 成效の 確か 不確か、 誤れる か 中れ るか を 商量す へし。 此 にして 若し 誤ら ハ、 

一 金の 支出 ハ 一 金の 徒費な り 0 若 シ確赏 信す へきの 算を 得ハ、 億 萬 金 も 之 か 支 辦の道 を講せ さらん と 欲して 能ハ さるへ し。 彼の 

消極 財政 論者 ハ、 常に 此 先決？ 商量 を 等 問に し、 偶 i 之 を 商量す る もの ハ、 概ネ紡 論の 未タ 達せ さる 所に 默 止す。 憾む へきの 至 

りなり 0 

然 らば、 植 W ^地 財政の 標準 は、 抑 も 何れに 求むべき や。 それ は 伯の 持論た る 「商業 的 殖民 政策 論」 である。 伯は阪 

谷藏 相に 呈 せる ものと 同一 の 論法 を、 關東 都督に むかっても 繰返し、 次の 如く 記した。 

之 を現狀 より 推す に、 關東州 殖 民政 策の 結果 ハ、 到底 之 を 短日月の 間に 望む へきに 非され とも、 一旦 其 成功 を邀へ 得た るの 後、 

帝阈 3 享受す へき 利益 を豫 測せ は、 今後 數千萬 金の 經 費の 如き、 亳も W むに 足る もの-なか らんこと ハ、 蓋シ 何人も 概 想に 苦しま 

さる 所なる へし。 然らハ 則 チ關東 州の 財政 ハ、 今日 何に 由り て 其 豫算額 を 制すへ きか。 凡ソ 殖民 地 財政の！！ 準ハ、 本國 殖民 地 問 

に 於け る物货 輸出入 額に 比 例 す へき を 以て 定則と なす。 現今 帝 國は内 國關束 州 問の 輸出入 額に 比して、 一. 年享 くる 所の K 益の 價 

格 幾何に 相赏 する や、 未タ 精算 を 得へから すと 雖も、 暫ク 之に 廉 縮の 評 偎を 加へ 去りて、 僅 力に 一割 五分と 看 傚す も、 腿 東 都督 

府 は猶ホ に 封して 年に 一一 uu 萬圓 上 を 要求す るの 分 あるへ し。 關柬 殖民 政策 ハ此費 額に 依りて 年々 一定の 進路 を 履 まハ、 其 


人；：： 吸收 力、 其 工業 力 S せ 進ハ、 父 直チに 年々 累加の となりて 帝 國に報 俊し 来る へく、 帝 K も 亦 之に 比して 转费を 累加 

支 はし 得へ し。 然れ トモ 予は 將來 年々 貿易 高の！ S= 加ト 共-一、 1# 督府 輕費ヲ 累加 セント 云ハ ス、 現在 ノ 貿易 上ノ 利益 ヲ 算定 シテ、 

阈庫 補助金 ノ  «| 準 トス ヘシ ト云 フ-- せリ。 此の-如くに L て 大略 十 年の 漸進 計 畫を定 むる こと を 得ハ、 關東州 殖民の 成功 ハー ー= ふに 

足らす。 而 して 嗣後國 家の 利益 ハ勝 けて 算ふ へから さるもの あらん。 然る を悠々 力 論、 -Ci: ホ彼 力無！^: 的の 財政の 爲に、 n! 前の 微 

金 を吝み 得て 止まん と 欲する か。  - 

そして 最後に、 再び 臺灣 經營當 時の こと を囘 顧して、 次の 如く 結んだ。 

夫レ蹇 « の 拓殖 前途 尙ホ遼 力な リと雖 も、 而も 其 今日の 順境に 立つ を 得た る 听以の も？ ハ、 誠に 如上の 方針 以て 局面 を 支持 t 來 

りし か爲 なり。 然る を 世論 未タ 一隅 を舉 けて 三 隅 を 反へ すに 足らす とせ は、 則チ 殖民 地财政 問題？ 談す るに 易く して 行 ふに 難き 

や 知る へし。 常 局 者此 意を諒 とせ ハ、 請 ふ 速力に 其 本に 復り、 之 を 以て 時論 を 指導し、 之 を 以て 關東州 財政の 定局を 將來に 支持 

せられん こと を C 

ニー、 癎瘤 電報の 波紋 

伯の 性格が 複雜 にして、 矛盾 撞 著に 富んで ゐ たこと は、 旣に 少年の 日 以來、 吾人の 記述して きたと ころで ある。 

元来が 勝氣な 主我 的な 爲 人であった ために、 阿川の 訓誡、 長與の 下の 隱忍、 相 馬 事件の 苦杯と、 人生 行路 上の 鋇鍊 

を^んで、 次第に 圓 熟して はきた けれども、 又 時として は 修業の 付燒 匁が ，1 がれて、 生地の 癎 瘤が 爆裂す る こと も あ 

つた。 さう いふ 時には、 伯 はた だ 年を取った 駄々 ッ兒 であった。 そして それが 伯の 處 世上に 大 害を與 へ、 不必要なる 

反感と 敵意と を、 他より 買 ふこと になった。 少なくとも 傍若無人 とか、 增長 我慢と か、 傲岸 不遞 とかい ふやうな 印象 
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を 人に 與 へたの は、 さう いふ 半面の 露出 するとき であった。 

その 好個の 一例 は、 明治 四十 年 八月 二十日 大 連の 伯より、 東京の 祕書役 長 龍居賴 三に 宛てて、 突然 打って よこした 

次の ごとき 電報と、 それが 東京の； 兀老 重臣 間に 生じた 波紋と である。 

東京 一一 テ ハ韓 國ノ酒 一一 醉フ テ滿 洲ノ事 ヲ忘レ タル モ ノ  ノ 如シ。 林 公使 一一 會テ、 滿洲ノ 付 方 ヲ何ゥ ス ルカ 返事 セ 

ラレ タシ。 韓國サ ヘア レハ 滿洲ハ 人ラヌ カト、 テルへ ザ 力 (註、 靈 南坂ノ 誤軟) 目白、 三 田 一一 尋ネテ 返事。 . 

これ を 受取った ときの 龍 居の 驚愕 は 想像され る。 彼 は 伯と 大體 同年輩で、 多年 東京に て 元老 重臣の 間に 出 人し、 江 

戶 前の 文章と、 老練 溫柔 の爲 人と を 以て、 要路の 人々 の 眷顧を 受けて 居た 人物で ある。 k 

彼 はこの 電報 を 受取る と、 直ちに 各方 面に 出動し、 或る人に は 婉曲に、 或る人に は 率直に、 伯の 來 33 を傳 達した。 

龍 居 は、 さう いふ ことに は 恰好の 使者であった。 

先づ三 田、 卽ち桂 太郞を 訪れた 結果 は、 八月 三十日 午前 十 時 四十 五分 發、 伯 宛ての 次の 電報と なって 現 はれた。 

(三 田) 滿洲 問題 少シモ 相談 受ケ ヌ。 早ク賢 案ヲ齎 ラシ テ歸 レ。 板 本 ヨリ 解決 附ケ ネバナ ラヌ。 對淸ノ 偉 策ヲ極 

メル 今日 ガ 好機 會。 

次いで 目白、 卽 ち山縣 元帥の 意見 は 次の 通りであった。 龍 居が 打電した の は、 午後 十一 時 十五 分であった。 

(目白) 篤ト 考へテ 二、 三日 中更 一一 面會 セン。 併シ 都督 府ト 外務省 ノ 關係ハ 困ッタ モノ、 都督 ノ來ル 時 詳細 知レ 

ルナ ラン。 鬼 一一 角 根本 決定 ノ急 ナルヲ 認ム。 滿洲 一一 領事 裁判 ヲ置 クガ如 キモ謂 レナ シ。 

また 靈南 坂、 卽ち 伊藤 統監の 意見と して、 翌 三十 一日 午前 十一 時 十五 分、 龍 居の 打電した ると ころ は、 次の 通りで 


あった。 

(靈南 坂) 我レ 一一 一 刀 兩斷ノ 案ナキ 一一 ァ ラザル モ、 實 行せ 來 ネバ签 ナシ。 膝ヲ 交へ テ反覆 討究 ヲ要 ス。 內 地力 京 

城-一 テ面會 望 マシ。 今日 元老 會議- 一 テ 統監 演說、 更ニ 經常 臨時費 备 三百 萬 要求 セリ。 

最後に 駐淸 公使 林權 助の 意見と して、 八月 三十 一日 午後 三時、 龍 居 は 次の 通り 打電した。 

(林) 當局 呑氣、 各方 面 一一 意思 通 セズ。 圑ク ナツ テ 相談 セ ネ バ 片付 カヌ。 成 ルべク 早 ク歸リ 望ム。 自分 來 月末 迄 

居ル。 

以上が 伯の 投じた る 一石の、 中央に 及ぼした 波紋の 大様であった。 然も そのな かで、 伯の 去就に ついて、 最も 心痛 

したの は、 山縣 元帥であった。 そこで 杉 山 茂 丸の 出馬と なり、 一 騒動 起り さうな 形勢に なった ので あるが、 その 次第 

は 1^ 訪の 詳報と 共に、 九月  一 n 附、 龍 居より 伯へ 宛てた る 次の 信書に 詳か である。 

謹；^;: 昨 n 午後 IZ 白より 再訪 を 促され 候に 付、 其 大意 は 直に 裨 電報 申 上 置 候 通り 1 一して、 何等 具體的 意見 出で ざ 

りし も、 兒 玉大將 薨去の 前後より、 閣下 を 強て 起 しめらる、 に 至り 候顚 末に 及 ひ、 近 今の 趨勢より 推して、 前 〈他 

を. 楚^せられ 候 長物 語 を 拜聽仕 候。 按す るに 杉 山 氏の 渡 連 も、 目白より 何事 歟 含めら る&處 あらんと 存し 候に 付 

今朝 築地 を 訪問 致し、 種々 承り 候處、 旣に三 田より 多少の 不足 を 聞き 居られ 候 様子に て、 「元 來總 裁と は 馬關で 

^かれる 時の 約束が ある、 それ は <f マ 度 滿洲へ 行て 色々 計畫を 定めて 来る 時分 は、 君と 都督と は 其 意見 ill を 持 出す 

と共に、 二通の 辭表を 添へ て來 ねばなる まい、 ドンな 名案が 出ても 實 行が 出来ねば 何にもな らん、 仍て 自分 は 東 

京で 其 急所々 々 へ豫 め" 仰 を 廻して §5! く 丈け の 働き はする といつ た 事で ある、 然るに 自分 か ら はマダ 何も 持 出さ 
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ないで、 何 か 病^に 障れば 滿洲 のこと は. 何う するとい ふの は、 丁度 己れ が 蟹の 穴 を 浚へ て 居る のに、 總裁は 小便 

を 仕 懸ける の だ、 伊藤の 爺 サンで も 敵に 取って は 中々：^ 介で ある、 それ 故 今度 も 二度 も 引 張り出して へ， 

犬に 乘氣 になって 居る、 林で も 目白 や 三 田が いふ やうに は 伊藤 は 云 はん、 近来 は 言 ふまで もな く 朝鮮の 牝丹餅 を 

食った 仲間 だから だ、 目白 や 三 田 二 向. て も、 常に 滿洲の 仕事 は アナ タ 方の 重大な 殘務 だから、 總 裁に 心細う 田し は 

して はならぬ と 云って 拨 けさせて 居る、 陸軍大臣 などに は、 官で すへ きこと を 支那との 話 合 ひから 會社 にした 丈 

の 事であって、 滿鐵の 仕事 は 取り も 直さす アナ タ 方の 仕事で ある、 ソレー 一 否が る 總裁を 引出して 4 マの m; 責を負 は 

せて 居る ので あるから、 飽くまで 他人 氣を 出さす 一一 始終 助けて 貰 はねば ならん といって、 假令 部下に は 何とい ふ 

ものが あっても、 現在 ァレ 丈け の 同情 を 寄せて 居られる、 ソコで 今 u は 何事 も總 裁と 都哲 とでお 勝 立 をして 來ね 

ばな らん、 都督 は 堯舜の 君で あるから、 總 裁が 進退 を 賭けて やれば 何ん な ことで も 出来る。 唯た 懸念な の は 中央 

の 風向で、 元老 や 中老 は 流石に 其邊の 道理 は辨 へて 居る が、 コンマ 以下の 連中 は、 總 裁が 失收を すれ は 手 を拍っ 

て 笑 はんとして 居る ものが 少 くないから、 此戰爭 に は 邪が 非で も總 裁に 勝た さねば ならん、 勝た すに は 立派に 勝 

算の 立てられる やうに せねば ならん、 ソレー 一は 唯た 打棄 つて I はいて は危 いから、 自分の 如き 道樂 者が 下た 働き を 

要する ので、 卽ち馬 關で別 かれる 時分に は „4< れく 約束して S いたので ある、 處が 今後の 一件で 僕 は 茶た j¥ い 立 

場に なった から、 總 裁の 歸 京が 手間取れるなら、 大 連まで も 行って 猶ほ 其邊の 話が したいと 思 ふ」 と、 杉 山 一流 

の 講釋を 承り 候 次第に 候。 

但し 小生 ハ 何れへ も 御電訓 ありの ま、 一一 相 話し 候 次第 一一 ハ無之 候。 殊ー 1 統監 一 1 對 して は、 先 づ韓國 の 今日 を 同慶 


し、 就て は滿洲 は^ 國とは 尤も 利害の 近邇 する 所、 假し 韓國に 於て 日本の 勢力が 何れ 丈け 擴大 せらる k とも、 滿 

洲 問題 は 却す る 能 はざる こと は 巾 迄 も 無 之 - 一就て は、 滿洲 現下の 成行き 及將來 に關し 御高 敎を 仰き 度總 裁の 意 

思な りと 中述 へ、 目白に 向て は 更に 用心して (5読|&娜れ^ は 似尤) 御 I 思 丈け を 莨き 候に 相 努め 候 心得に 候 e 

唯た 三 田に 對 して は 稍. - 露骨 的に 御電旨 を傳へ 候より、 三 田より 尤も 多く 聞け る 杉 山 氏が、 勢 ひ 御 a 具 意 を 付 度し 

過き たる こと は 免れす。 其邊は 小生より 杉 山 氏へ 委しく 相 話し 置 候に 付、 同氏 は 三 田に 對 して 十分 辨解も 致 候 

苦に 稗 座 候。 

昨夕 三 田より 閣下 宛 轉呈を 託せられ 候 封書 は、 更に 外 封して 書留に て 差 上 S 候が、 此內に は 或は 多少 ィャ味 相 交 

り 居 不巾候 と 私 かに 懸念 仕 候。 若し 萬 一 左様の 議も候 は 、、 全く 小生の 使命 を 全くし 得 ざり し 責任と 恐縮の 外 

無 之 候。 併し 鬼に 角 元老の 腦 裏に  一 i? 投し候 だけの 效能 ありし を 疑 はざる 事に 御座 候。 

都督 は 二十日 御 立 被 遊 候 も、 閣下 は 御 未定の 趣 御 電示拜 承。 此議は 杉 山 氏の 出立 否-も 相關し 候-一 付、 卽時 同氏 

一一 相 通し 候處、 同氏 ハ今 暫く 見送り、 都督の み 上京せられ、 總裁 は居殘 りと. E. 事 判明 致 候 は \ 自分より 逆 押し 

の银 りと. 5. 居候。 * 

增田 病氣： t 東 之 趣、 就て は 御手 許 御用 も 候 は&、 猪 股 にても 差 出し 可 申 哉。 是 も御發 期の 如何に 依り 可. £. 候 得と 

も 杉 祕書迄 何分 の 御 垂命奉 仰 候。 

かくして 彼是 折衝の 末、 杉 山が 山縣の 意を蒭 して、 萬 事 打合せ をす る 段取りと なり、 龍 居 は 九月 二日 午後 四時 四十 

分、 取敢 へす 伯 宛てに、 「目白 前途 ヲ 憂へ ラレ 杉 山 四 五日 中 其 地へ 立ッ。 都督 ノ 二十日 立 チ成ル ベ ク遲ル 、事 ヲ杉山 
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希望 セリ」 と 打電した が、 その 詳細の 事情 は、 二日 夕發 送せ る 龍 居の 書面に 依れば、 次の 通りであった。 

謹啓 過 刻 杉 山 氏より 面會致 度 趣 巾 来り 候-一 付、 早速 訪問 致 候處、 今朝 在大碟 目白 侯より 態. - 電話 ありて、 次の 

車 便に 依り 特使 を 差 立て 一書 を窟 さしむ へければ、 何卒 在宅せられ たしとの 事故、 繰 合せ 在宅 相 待ち 候 一一、 此の 

如き 書留 到来したり とて 內見を 許され 候 もの、 卽ち 別紙 寫の 通りに 御 座 候。 仍て 同氏 ハ四、 五日 內に 自分 手許の 

用件 を片 附け遲 くも 七、 八日 二 ハ 出立 致し、 其 地 一一て 御 面會致 諸事 打合せ 度、 就て は 都督の 御出發 二十日の 御豫 

定の 趣なる が、 若し 總裁御 同伴せられ ざる 様に 候 は- -、 都叔^！にもニ十日の御出發ハ 可相成御延引の事を希望すと 

. の 事に 御座 候。 右に 付 只今 RI 白の 前途 を 憂慮せられ 候 事、 杉 山の 四、 五日 內に 出發 せらる、 こと、 都 の 二十日 

钾立を 成る へく 御延し 下され 候 こと を、 杉 山 氏の 希望 致 居候 だけ を、 御手 許 迄 打電 致 候 次第に 御座 候。 目白 は 鬼 

一一 角餘程 力瘤 を 入られ 候 様子 一一 付、 閣下が 御歸 朝の 次、 統監 を 京 城に 御 一 訪相成 候 は&、 上國の 形勢 必す 有利に 

決すへ しと は、 杉 山 氏の 觀侧に 御座 候。 內 閣は來 年の 選 擧迄ハ 如何 一一しても 防 守に 全力 を 用 ふへ ければ、 一 閣員 

を犧牲 とする 位ハ必 すし も 難事なら ざるべし と、 又 同氏 云へ り。 同氏 は 旅大の 間に 於て、 大體の 御 打合せ を濟ま 

せ、 閣下 及 都督の 御 出發を 見送り、 自分 は 滿洲の 一端 を 見物し、 歸 途は鄕 里に 老母 を 見舞 ひ、 悠然として 歸來り 

候 は X、 他の 注意 をも惹 かす、 其 內上國 は 目白 を 急先鋒と して 戰は i -、 勝利 疑 ひなし。 尙 統監へ ハ 目白より 直接 

の內談 ある 害。 是れは US 外の 我々 が 近かざる に 限り 候と、 杉 山 氏 作 戰の荒 筋 を 漏し 候。 

刖紙寫 は 中 迄 も 無 之 候 得 共、 目 白ハ 勿論 其 他へ も 一切 御 祕密に 奉 願 上 候。 目白 ハ 手紙 を 他 一一 示され 候 こと を殊の 

外 厭が る 人 なれば、 特に 注意 を 乞 ふとの 事故、 其邊は 一切 御 心配 御 無用と 築地に て 約束 致 © 候 間、 御 覽濟の 上 は 


丙 丁に 付せられ 度 候。 右 用事 而已奉 得 *w 意 候。 頓首々 々。 

九月 初 二日 夕  頓 三再拜 

總裁 閣下 

咋 一日 杉 山 氏と 會見 後、 長文の 御 內報差 上け、 本社より 轉呈致 候 事と ハ存し 候 得 共、 爲念巾 添 候。 今度の 件に 關 

する 御內意 電文の みに てハ 未た 詳 ならざる の 憾み あり。 短柬 一一 て も 賜ら は 幸甚し。 

かう して 東京で は 大騷ぎ をして ゐる 最中、 三日 朝に 至って、 突然 大 連なる 伯より 飛電 あり、 それによ つて、 この 波 

ii もや や 泰山.^? 動 鼠 一 匹の 觀を 以て、 終結す る ことにな つた。 

この 經緯 は、 九月 三日 夜、 龍 居の 伯 宛ての 書信に よれば、 次の 通りで ある。 

謹啓、 今朝 到達の 御 電命 卽ち、 

r 贵電ヲ 熟 讀スル 一一、 目白 一一 テ ハ 當方ノ 質問 一一 付 餘リ考 へ過キ タル モノ  、如 ク、 且又 差當リ  一 ノ 困難 ナル 問題 

ガ發 生セシ カノ 如 ク考へ 居 ラル 、 一一 ハァラ ザ ルカ。 左樣ノ 次第 一一 ァ ラサ レ ハ、 誤解 ナキ 樣更 一一 面 會右ノ 趣ヲ述 

ヘラ レタシ o」 

を拜 誦して、 稍 i 安心 仕り、 早速 如 命 目白へ； E 候 可 致の 所、 元帥 一一 ハ 昨日 も 申 上 候 通り 大 礫に 相 赴き 居られ、 

上 杉 山 氏と 打合せ 濟 ならでは 萬 一 の 行 違ひ氣 遣し く、 杉 山 氏よりも 贲電の 示す へき もの も あれ は 来訪せ よとの 事 

一一 付、 3! 出の 歸路 築地 をー訪 して 內談仕 候 所、 右 は 同氏より 大 機へ 轉 通す へき 方 却って { 几 しからん との 意見 ニ從 

ひ、 同氏へ 依賴仕 候。 (きき 難 4g 齡可) 次-一杉 山 氏が 內 示せられ 候 貴電の 要旨-一依れ ハ、 
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「龍 居へ ノ 電信 ハ林權 助へ 聞 クへキ 事ヲ、 間違へ テ 元老 一一 聞 キ廻リ 居ル樣 子。 ィヅレ 君 一一 云 ハス 位ノ 程度 ノコ 

ト ダ。」 

云々 と 相 見へ、 二十日 發の御 電訓と i 一考し、 聊か 惑 ふ 所 も 有 之 候 得 共、 これ 一一 ハ何歟 別 一一 消息の 存 するな らんと 

愚考 致し、 此際は 使 奴が 坊主 一一 なって 鳧を 付け 候 事に 覺悟 致し、 目白 ハ 勿論 三 田へ も 程 能く 相； fiS ひ 置 候 心得に 御 

座 候。 杉 山氏ハ 何れの 道 不日 御 地へ 出 懸け 候 事-一決 意 致 居り、 明日 先つ 伊藤 侯-一面 ひ、 次-ニニ 田-一 會ふ 都合-一て 

小生 ハ杉山 氏の 三 田 を 訪問 致 候 後ち 一一 訪問して、 不器量 を 曝し 候 事 一一 杉 山 氏と 打合せ 置 候。 右二 十日の 御 訓電 ハ 

左の 如し。 

「東京 二 テ ハ韓 國ノ酒 一一 醉フ テ滿洲 ヲ忘レ タル モ ノ  、 如シ。 林 公使 二 會テ、 滿洲ノ 片付 方 ヲ何ゥ ス ルカ 聞テ返 

事セ ラレ タシ。 韓國サ へ ァレ ハ 滿洲ハ 人ラヌ カト、 テルへ ザ 力 (靈 南坂ト 推察 ス) 目白、 三 田 二 尋ネテ 返事。」 

と 有 之 候 一一 付、 小生 ハ林 公使と 元老と を 二 段 一一 解し、 四 ケ所を 歴訪 致 候 次第に 候 得 共、 電文 ハ 前便に も 巾 上 候 通 

り、 何人に も 相 示し 不申、 唯た 其 大意 を捉 へて 使命 を 奉し 候 心得 一一 御座 候。 「東京-一 テハ韓 國ノ酒 一一 醉フ テ」 云 

云の 意味 は、 兩 者に 冠した る ものと 解し、 三 田 丈へ ハ 稍ぶ おかなる 言葉 を 以て 趣意 を 述へ候 接り に 候 も、 幾分 歟 

强く 聞え 候 やと 今更 懸念 一一 堪 へす 候。 目白 靈南坂 一一 ハ 全く 電文 を 離れて、 滿 洲經營 に付き 高敎を 仰き たき 希望と 

申 位 一一 過き す 候。 林 公使へ ハ眞 面目 一一 r 滿 洲ノ片 附方ハ 何ゥナ ルカ」 と 切 込み 候 ハ事實 に 御座 候。 以上 御 含迄颠 

末 奉 中 上 候。 頓 首々々。 
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總裁 閣下 

かくして 伯の 大述 より 投じた る 一石の 描き出せる 波紋 は、 案外 アツ ケ なく 終った けれども、 これによ つて 伯の 最 

意 31 せる 大陸 經營 根本 策 決定の 必要 は、 深く 元老 達の 意 を 動かす に 至った。 その後の 經緯 は、 龍 居の 伯に 送れる 九： 

= 附の 書信に よれば、 次の 通りで ある。 

謹啓、 .响 通の 御 電訓拜 接。 仍而咋 日直-一三 田を訪 ひ、 委細 申 上 候處、 差當り 難件-一 逢 著し 居らざる 事ハ 承知 致 候 

も、 ： 兀來滿 洲の事 は 一 -ー總 裁 一一 信頼し 居る 次第 なれ は、 總 裁より 何等かの 提案 あるへ きを 期待し 居る を 以て、 前 

土 瞰日轉 達 を依顿 したる 手翰 中-一 も 其 趣 を 認め 置きたり とて、 文中の 大意 を 相 漏され 候 事に 御虔； 1^0  in 白へ 過 n 

來大磯 -ー 相 赴き 居られ 候 一一 付、 ベ マ 早朝 小 淘庵を 叩き、 御 来意 申述 候處、 是亦 左様の 儀 一一 候へ ハ、 差當り 安心 致 候 へ 

ども、 前途 は 中よ 容易なら すと 看取す とて、 樓 立 列國關 係より 對淸韓 の 政策 談 一一 及 は^、 當 局の 大 雅量へ 鴨： g 

メ  ノ-レ や a  ulia 

ィ) に „ 木 然の體 一一 御座 候。 且 閣下の 都督に 後れて 御上 京 遊され 候 御豫定 -ー對 して ハ、 多少 物 足らぬ 御 様子に 相 見 

受け 候。 (S 観 KSi 騎ま 靆鮮 き？ 1 忙) 杉 山 氏の 去就 二 付て ハ、 閣下よりの 御 返電 如何に 依り 決定する 

^りと は、 同氏より 承知 仕 候 所なる も、 假し 同氏 渡 連 致 候 事と 相 成 候と も、 此 度の 御 電報の 爲め のみに あらざる 

事 丈- 1 ハ相成 居候 間、 左様 御 含み 置 被 遊 度 候。 鬼-一角 伊藤 侯 も 林 公使 も、 月末 迄ハ滯 京と 存られ 候 一一； t -、 可 相 成 

御 繰 合せ 遊され、 御上 府御 急き 相 成 候て ハ 如何。 都督の み 一一 て ハ 折衝 困難な らんとの 懸念 を 抱かれ 候 や 一一 察せら 

れ候。 又對^ 政策 を 決定して、 內閣は 幾變遷 する も、 所謂 國是 として 一定 不動の 方針たら しめんと する の 希望に 

至て ハ、 ：！：！ 白 三 田と も 全然 御 同說に 御座 候。 靈南坂 も 御 同様と 察せられ 候。 近頃 內地 一一 ハ、 廟議と 申す ものと 閣 
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議と 申す もの 有 之 やの 噂 あり。 左れ は此 種の 重大問題 ハ、 廟議の 案件と して、 只今の 內にキ チンと 釘付けに しお 

くの 必要 あるへ し。 此議 一一 付て ハ、 先つ 以て 閣下と：； 儿老 との 間に 意見の 交換 行 はれざる へからす。 夫れ 二 ハー 日 

も 早く 御上 京 願 ひたしと 中す 意味に 聞 取られ 候。 殊ー ニニ 田 は 閣下より 基礎 案の 出つ るを豫 期し 居られ 候。 此議ニ 

付て ハ前 土曜日 轉呈致 候 伯の 御 書翰に も 相 認め 居られ 候 を 信し 候。 兩 通の 御 訓電 一一 對 する 復命 ハ、 先刻 打電 仕 © 

候 得 共、 爲念 以上 御 內報奉 申 上 候。 頓首。 

, 九月 初 五日 下 午  賴 三再拜 
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以上、 伯の 飛電 問題 は、 元老 重臣の 間に 時なら ぬ ショック を與 へ、 彼等 をして、 大陸 經營 の國 策に ついて 活眼せ し 

めた とい ふ 以外、 何等 具 體的成 * は 得なかった けれども、 ー電 もって 中央 を動搖 せしめた ると ころに、 當時滿 鐵總裁 

としての 伯の 勢威が、 どの 程度の もので あつたか を 窺 はしめ る ものが ある。 

四、 西 園 寺 首相との 會談 

明治 四十 年の 慕に 病 を 得た る 伯 は、 翌 四十 一年の 春に かけて、 病 を 養 はねば ならなかった。 そして それが 渐く輕 快 

となれ る 三月の 二十 七日、 突如 西 園 寺 首相 を 訪ねて、 豫て願 ひ 置きた る 臺灣總 ^府 顧問 及び 關東 都督 府 顧問の 兼職 を 

解かれん こと を 乞うた。 

臺灣總 ^府關 東都 督府 顧問 制度 停廢 の 議 


明治 三十 九 年^ 令 第 —— 號を 以て、 臺灣總：^府及關東都^^府に顧問を置かれたるは、 當時 m 地 施政 上、 意外の 不 

便を豫 i.^ 、する に 出て たる 權<:：： 法たり しもの なる に、 爾 來臺灣 行政の 狀 況ハ、 新任 總哲： 政 長せ の 施設 經營 立し き 

を 得て、 旣に 顧問 參畫の 必要 を 認めす。 將タ關 東都 督府に 於て は、 民政長官 を 以て 南滿洲 鐵道會 社副總 裁の 職 を 

兼ぬ るの 例 を 開かれた るが 爲に、 都 府 行政と 滿洲 殖民 機關 との 間、 調和 疏 通の 道旣に 備ハ り、 故ラに 顧問の 現 

制 を 保持す る の 必要 を 見さ るに 至れり。 

顧問 制度 設 S の 初に 於て は、 之に 因りて 對外 政策 上、 南 淸北淸 緩急 調節の 望 を 繋る 所 ありたり しも、 爾後 中外の 

勢に 鑑む るに、 此制 により 其實效 得て 望む ベ からざる のみなら す、 眞に此 等の 效用 を效 さんと する に當 りても 

1 顧問 制度の 存廢の 如き 事に 輕重 あらざる へ しと 認む。 

從來 世間 多少の 疑を排 して、 一時の 便法 を 取る の 已むを 得べ から ざり し 事由 ハ、 以上 陳 する 所に 因り、 略ぶ 其必 

要 を 否定 せらる ベ きの 時期に 達した る を 以て、 現行 顧問 制度 ハ 此際之 を 停 廢に附 せられん こと を 望む。 

然 らば 伯 は 何故に、 これら 顧問の 兼任 を辭 せんとし たので あるか。 

その 表 向の 理由 は、 上掲 書面の 通りで あるが、 その 裏面に おいて は、 伯の 胸中と かく 平らか ならざる もの ありし 結 

架 なること は、 容：： に觀 取し 得る。 

この 西 園 寺と 會談 したる n の 午後 七 時半より 國澤、 淸野、 犬 塚、 久保 田、 岡 松 各 理事 を狴穴 社宅に 食して、 伯 自ら 

語りし ところに 據 つて、 伯と 西 園 寺との 會談 の經過 を點撿 して 見よう。 

今朝 十 時に 西 園 寺 首相 を 訪問して 色々 話しました。 其 要點は 最初に 私の 身分の こと を 云った。 それ は卽ち 顧問 を 
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止めて 貰 ふこと で、 抑ぶ 顧問 制度 は 過渡 時代 を 圆滿に 過す. 必要から 來 たので、 關東州 は 新しい が、 臺灣 のこと に 

すれば、 俄に 人の 上に 異同 を 見る の は 面白くない から、 之が 影響 を 避ける 必要 もあった。 

而 して 此れ等の 小なる 目的 は先づ 遂げられ たと 云って {n^ いが、 犬なる 目的 は 斯う 云 ふ變则 ではい かぬ、 それに 私 

も 以前の やうに 身體が 丈夫なら、 此 先き 半年 一年 續 けても 差 支へ ぬが、 病餘の 今日で は それ も 意に 任せぬ ので、 

始終 落度の ない と 云 ふこと は出來 ぬから、 今の 內に 免じて 貰 ひたい、 政府に 於ても 此邊 のこと は疾く 御用 意 も あ 

らうと 信じます、 それに 官聽の 事と 云 ふ もの は、 段々 下の 者へ 順序 を 付ける のが 甚だ 面倒で、 其 間に は 所謂 官僚 

の 「ジラ シ ー」 と 云 ふこと など もあって、 それ を 破って 行く こと は 茶 だ 迷惑であります から、 斯様な 愚な 事に 神 身 

を勞 する こと を 止めて、 專ら 本分の 鐵 道の 爲 めに カを盡 したいと 云 ふ 趣意です、 世間に は 色々. 改解 があって、 都 

督府と 外務省の 關 係な ども 私が 主で あるかの やうに 云 ふ ものが あるが、 實は 私が 總裁 にならぬ 前から 起つ て 居る 

關係 なのです、 啻に 世間ば かりで ない、 關 係官 廳 にも 誤解が あると 思 ふ。 乃ち 此 等の 外務 對關 東都；^ M 府の 問題が 

片付けば、 滿洲 問題 は 片 付いた と 間遠へ てゐる もの も ある、 私 は 同時に 殘る處 の 政府と 南滿 鐵道會 社との 間に 橫 

はる 問題 を 持 出して 解決 を 求む る こと は 知って 居る が、 徒らに 混 雜を增 す こと を 慮って 差控 へたので ある、 實は 

政府と 會 社との 關係 はま だ 片付いて は 居らぬ ものが 多い、 折 柄 病氣に 罹って 三 四 箇月 間 臥て しまったが、 世間で 

は會 社に は 命令書 も あるから それで チャン ど 事 は 極って 居る やうに 思 ふか も 知らん が、 實際 は左樣 でない、 故に 

何等の 商議 決定 も 出来て 居らん ので ある、 ただ 管轄 官 廳 を 困 まらせ る やうに 聞え て は 不本意 極る ので、 政府 を 困 

ら せて 何の 益 もない ゆ ；<:ム、 剣 業の 際 は 顧問 制度で 融通 は 付く が、 是れ から は總 裁と して 段々 導いて 行って ドシ. ド 


シ 決定して 戴きたい のです、 關東 州に は 詰らない 未解決問題が 澤山 ある 様 だが、 中央で 板 本 問題 を 解決 するとき 

は、 斯様な 小 問題 は 却って 自ら 處理 せらる るに 至る 方が 宜ぃ、 是れが 前段に 要求した 顧問 解職 を 願 ふ 大體の 理由 

で.^  と 斯う 云 ふと 首相 は、 私の 力に 及ぶ 事 は 何でもす ると 言 はれた。 

次に 伯 は、 首相に 向 ひ、 總裁 としての 自己の 進退 問題に 及び、 滿鐵 經營の 如何に 列強 注視の 的と なれる かの 事實を 

述べて、 進退の 輕々 なるべからざる 所以 を、 次の 如く 語った。 

そこで 私 は、 更に 話 を 進めて 鐵道總 裁 も 適當の 人が あるなら、 何時でも 病人の 私 は 御免 蒙って 宜ぃ、 三 四 箇月 間 

も寢て 居て 善い か惡 いか 位 は 知って 居ます、 自惚れ かも 知らん が 大臣の 一人、 二人の 更迭 は 左 ほど 影響 はなから 

うが、 滿鐵總 裁の 進退 はもつ と 影響す る 所が 大きい、， 但し 本人が 死んで しまへば 夫れ までで ある、 日本が 南滿鐵 

道を棄 てて しまへば 火れ までで あるが、 日本に 金が なくなって やれぬ のが 原因な らんとの 疑 ひが 起る、 其 他の 關 

係で も輕々 しく 责任 者の 地位に 異同が あれば、 外國の 信用に 影響す る 事 は 極めて 大 である、 前日 米國 から 得 まし 

た 報 吿に據 ります と、 米國 では 南 滿鐵道 を 非常に 重大視して 居る、 是れは 政治 上の 關係 でない、 寧ろ 利益 上の 關 

係であって、 撫順其 他の 炭坑に も 非常なる 望み を屬 して、 日本が 滿 洲經營 さへ 巧く やれば、 二十 億圓の 借金 は容 

« ^に拂 へる と 信じて 居る ものが 多い、 米國 にある 日本の 公債 は、 多く は 相場師の 手に 在る ので、 彼等 は 望み 少し 

と 見たら、 直ちに 投げ 賫り をす るので ある、 若し 望み 多し と 信 すれば、 公債 は 段々 相場師の 手 を 離れて、 爺媼の 

「ポケット」 錢と 化する ので、 凡そ 公債 は 「ポケット」 錢に 代らなければ 妙 はない、 露國の 公債が 佛國で 割合に 

値段の 下らぬ の は、 漸く 相場師の 手 を 離れて 個人の 貯蓄に なって 居る からで あると 云 ふ、 滿洲を 開放す ると かせ 
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ぬと か 云 ふの も、 畢竟 表面に 露 はるる 右 黨左黨 の 問題に 供給せられ るに 過ぎぬ、 或る 商人なら ぬ 人が、 公使と か 

領事と かの 友達に、 満洲の 様子 を 聞きに 寄越した こと も ある、 私に 或る人が 示した 八 通の 問合せ 手紙の 內、 五 通 

まで は 言、 總裁 進退の 事に 及んで 居て、 私 は 海外の 注意の 深き に は 今更の 如く 感じた、 去年 六月 私が 一寸 歸 京し 

た 時、 重要な 電報に 接した と 云って、 無 邪氣に 私の 進退 を 問 合 はして、 どうか 友誼 的に 其 內情を 聞かして れと 

云 はれた ことがある、 當時 私は是 はさ 氣 では 居られぬ と 驚いて、 どうなる とも 跡片付けの 肝要で あると 云 ふこと 

を、 國 家の 利益 上から 大いに 自覺 したので ある、 それから 大 連に 歸 つて 見る と、 米國 領事から 色々 探りに 来る、 

是れは 政治 上より 日本の 公言 し た 事が 實 際と 符合す る や 否やの 點 ばかりで ない、 寧ろ 滿洲 經營 の 成敗が 國カ に 及 

す 影響 如何と 云 ふ點に 重き を 置いて 居る と 思 はれる、 左れば 獨り總 裁の みならす、 重役の 更迭と 云 ふこと も愼重 

に考 へねば、 國 家の 損失 を 招く ので、 私 は 病中 も 絶えす 此點に 頭を惱 まして 居ました やうな 次第で、 己れ の 進退 

の爲に 海外に ある 多額の 公債 値段に 影響す る やうな ことがあって はならぬ と、 自ら 抑制して 今に 及びました：： 

と 云 ふと 首相 は、 其 通りで、 影響す る 所 容易で ない と 言 はれた。 そこで 私 は 役員 を眷 へる にしても、 順序 方法 あ 

り、 菜して 此後 如何す ると 云 ふこと は、 單 純に は 云 はれぬ が、 徐ろに 處す るの 道 を 講じ、 それに 由って 進んで 行 

くより 外 仕方なし と 思 ふ、 先 づ差當 り 前段の 私の 要求 を容 れられ たい、 私 は 狭い 鐵道會 社で 成功して 見たい と 思 

ふ、 政治 上で は 滿洲に 如何様の 失敗が あらや-とも、 私 は 其責を 分つ こと は 出来ん、 世間に 幾分の 誤解 ある こと は 

閣下の 御存じの 次第で あるから、 今後の 行り 方に 付いて は 十分 御 講究 を 望む と 云った。 . 

第三に 伯 は 西 園 寺 首相に 對 して、 滿 鐵東淸 兩鐵 道の 連絡 問題から 始めて、 各方 面に り、 政府 當 局の 滿洲 問題に 對 


する 冷淡なる 態度に つき、 散々 に 不平 を 並べた てた。 これに 對 する 首相の 返答 は、 相 變らす 「自分で 出來る こと は 何 

でもす るから、 此の上と も賴 む」 とい ふので あった。 當時 伯の 語りし 記錄 によれば、 次の 通りで ある。 

次に 此の 六月に なれば 廣軌は 出来よう、 或お 工業 上の 都合で 七、 八月になる かも 知れぬ と 苦慮せ しが、 五月 中に 

竣功す る 様に 進行した、 所が 哈爾 賓長舂 間の 不完全な 鐵 道に 制せられて、 南 滿鐵道 を 世界的 交通 機關 にす ると 云 

つた 宜 言が 反古になる やうな こと はない か、 是れは 今日 考 ふべ き 事柄であって、 而 かも 政府と 食 社との 間に 豫め 

協商 を 要すべき 重大なる 案件で ある、 成る ほど 外務省の 訓令に 依って、 南 滿東淸 兩會 社の 重役が 相談して、 假停 

車 場 も 出来た が、 ；： 几來 彼に 於て は 有利 線で ないから、 我が 線の 廣軌 大成の 曉、 彼 はた だ 言うた だけの 改良 を實行 

せぬ かも 知れぬ、 其 場合に 我 はどうす るか、 外務省 は 頻りに 南滿會 社に 彼 地に 出張所 を 設けよ と 促す も、 彼 をし 

て 南滿鐵 道の 程度に 適應 する 改良 を 行 はせ ねば 何にも ならぬ、 それに は 語學に 通す る 人 も 必要、 彼我の 聯絡に 便 

して 立派に 行る だけの 設備 も 必要で ある、 惰性で 行って 居る もの を 以て 價値 を判斷 せられて は 困る、 平たく 云へ 

ば、 十三 行 It 紙 さへ 飛ばせば 何でも 出來 ると 思って 居る やうな、 傀儡 官僚 流の 徒 を 相手に する こと は 困難で ある 

と 云 ふこと になる、 私 も病氣 でさへ なければ、 三月 中には 露國へ 行く 接り で、 現 商工 大臣 「シ I ボフ J とも 多少 

話 合 ひ をして S いたから、 此 結末 は 付けねば ならぬ、 但し 先づ J5l の 仕事の 幅 を 極めて 貰 はぬ とむ つかしい、 今 ま 

での やうな 大きい 範 HE で 出来さう でも あり、 でかして 見たい 望み もあった が、 何分 今の 政府に 對 して は 私の 微力 

では 出来ぬ、 殊に 病後 は體 カも氣 カも耐 へさう にもない、 それに 有體に 云へば、 官廳と 官廳の 間に も 意見の 一致 

を見なぃ^,ーとが間々ぁって、 やや もす ると 別に 異論 はない と 云った だけで、 黉 成まで はしなかった、 と 云 ふやう 
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な 所 消極的 權限爭 ひが 流行す るから、 其 影響 は 皆 自分に 受けねば ならぬ、 寧ろ 私 は 小さい- 區 域で 報 效を圖 つて 

行く より 仕方がな いと 云った、 一寸 例 を 取って 云 ふなら、 政府 は 哈爾贫 の 製粉所に 對 して、 又 哈爾贫 長 春 間鐵道 

に對 して 如何なる 考へを 持って 居られる か、 其 意見 は 滿鐵會 社に 任す のか、 任さぬ のか、 叉 其 乎 を 下す ことの 必 

要 を 認めて 居る のか、 居ない のか、 それとも 政府の 手が 屈かぬ のか、 未だ 何等の 意向 を も 示された ことがない、 

或は 日本人と 協同 事業に でもして 見る 毡 りか どうか、 更に 淸國 に對 して 同樣 問題が ある、 之 を 導いて 南滿鐵 道の 

利益 を 計る に は 如何に すれば 町い か、 製粉の 件 は 日露の 貿易に は 如何なる 效果が 見 ゆる か、 日米の 5M;^ に 如何な 

る變 化を來 すべき か、 容易に 有り得べ からざる ことな らんが、 萬 一日 米 戰爭が 起ったら、 製粉 を 米國の 輸入に 仰 

がぬ だけの 方法 を講 する 必要 はない か、 滅多に 外に 對 して 口外 は出來 ぬが、 異 日莫斯 科に 向って 攻勢 を 取る 場合 

あらば 如何と 云 ふ 如き を豫 想して、 政府 は 研究して 居る か 何う か、 私 は 疑 ひなき 能 はぬ ので ある、 併し 此の先き 

どうす る 位の 方針 は 心得て 居らねば 何も 出来ぬ、 百年の 後 は 神で ないから 分らん かも 知らん が、 第一 南 滿鐵道 は 

竟に 支那に 返す のか、 返さぬ のか、 それすら 分らん やうで は、 會 社の 重役に 大 骨折らせても、 其勞に 酬ゐる こと 

が 出来る か出来ぬ か、 若し 政府の 等閑より 外に 對 して 私の 鼻が 曲る だけで 濟 むなら よいが、 餘 計な 事に 多 數の徒 

勞を させた のみで、 終に 人心 を 挫折 させねば ならぬ、 つまり 私の 失敗 は 私 一人に 止まらぬ、 事業の 失敗と なる、 

國 家の 失敗と なる 恐れが ある、 今日は 議會ぺ 御 出 懸けの 時間 も 迫って 居り、 叉 私 はこん な 書いた もの は 幾 等で も 

あるから、 今日は 大體の 御 話 をして 御 考慮 を 願って 遗 きます とい ふと、 首相 は 自分で 出来る こと は 何でもす るか 

ら、 此上 とも 賴 むと 繰 返された。 


そして 最後に 伯 は、 外務^の 遣り口 やせ 間の 風評に 對 して、 次の やうに fSii つて、 その 日の 首相との 會見を 終った。 

私 は仍ほ ニー 目附 加へ た。 夫れ は 日 淸の關 係で、 私 は 微力で 何も 未だせ ぬからで も あるが、 南滿會 社と 支那との 間 

に 於て、 一 つも 闲難を 惹起した ことのない 一 事で ある、 尤も 必す しも それが 湿： いと か惡 いと か 云 ふ 意味で はあり 

ません が、 15- に 角 政府 は 支那と 幾多の 問題 を 作って 居て、 而も 其 禍を轉 じて 福と する 手段 を 取る こと を 知らぬ の 

は事實 である、 是 れは必 すし も 外務省 攻擊 として 御 聞 取りな きを 望みます、 若し 假 すに 時間 を 以てせら るるなら 

ば、 ^は 寛- - 閣下の 聽に 達して 指敎を 仰ぎたい ので ある、 さりと て 贵族院 や 衆議院で 堂々 と 云 はんとす るので は 

ない、 言へば 私の 首が 飛ぶ かも 知れん、 併し 言 はぬ から 安心と 思 召さば 大 間違 ひなり と 云った。 すると 首相 は 又 

何でもす るから、 出来ぬ 事 は 仕方がな いが、 と 一寸 逃げ道 を考 へた やうな 挨移 をせられ た。 世間で は 重役の 統一 

が 付いて 居ない とか、 放蕩 を 行る とか 色々 の 非難す る もの も あるが、 私 は 餘り氣 にせぬ、 けれども 適當の 注意 は 

等閑に して は 居らぬ 積り である、 世間が とかく 殖民 政策に 幼稚、 寧ろ 無智なる が 如く、 政府 も 日本の 發展に 副 は 

ぬ やうな ことで は闲 ると 言って 置いた。 

以上が 三月 二十 七日に おける、 伯と 西 園 寺との 會談の 要領で ある。 この 記錄 によれば、 要するに 伯が 散々 にゴ タク 

をなら ベて、 竹 相 はた だハァ くと 聽き 役に 廻った だけで あるが、 これ だけに 見ても、 伯の 胸中す でに 西 園 寺に 對し、 

心^だ 平らかなら ざり しもの ある を 察知す るに 足る。 

五、 松 田藏相 へ の 詰問 狀 
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兹に 叉、 伯の 面目 を 躍如たら しむる ー插 話が ある。 

西圃寺 首相に. S. 人れ たる 顧問 辭 任の 件 は、 伯が 間もなく 露 都に 向け 出發 したる ため、 有耶無耶の 形と なって ゐ たが、 

露 都より 歸り、 上京の 途上 車中に て、 新任 關 東都 督府 民政長官 白 仁武の 口より、 松田藏 相の 言なる もの を 聞く と、 伯 

は 忽ち 赫 となった。 

著 京と ともに 伯 は、 直ちに 一書 を 裁し、 六月 十七 日、 特使 を もって これ を 松 田の 許へ 送りつ けた。 それ は 次の やう 

な 文面であった。 

虔啓、 益 御 淸福恭 喜此事 一一 奉存 候。 偖 小生 此度 露國 ヨリ：！ 朝 ノ途、 新 民政長官 白 仁武氏 ノ靜岡 一一 小生 ヲ邀へ ラル 

ル 一一 會シ、 同車 歸京 之處、 車內同 長官 ノ談 一一、 新 一一 赴任-一際 シ 閣下 一一 訓令 ヲ請 ハ レ候 節、 同氏-一 對ス ル御誨 論 中 

小生 ノ宽理 罷在候 南 滿洲鐵 道 會社ノ 事-一 關シ、 奉 天 一一 於 ケル舉 校 病院 并 一一 旅館 經營、 東京 支社 敷地 等ノ事 一一 及ヒ 

鬼 角 過大 一一 失 スルノ 弊 アル ヤー 一 聞 ユレ ハ、 十分 注意 スへキ 旨 申含メ ラレ 候 趣、 同氏 ヨリ 承知 致シ、 唯ぶ 愕然 ノ外 

無 之、 是則チ 小生 ノ 不信任 ヨリ 來ル 意味 一一 解セ ラレ、 殊- 一人 「日 迄 直接 何等 ノ戒 論ヲ辱 フセシ コトナ クシ テ、 謹嚴 

ナル 閣下 ガ 如上 ノ 御高 批ヲ 下サレ 候ハ、 滿 洲經營 一一 付 定メテ 佩 服 スへキ 御 定見 ヲ抱 有セ ラレ 候 事ト奉 恐察 候。 若 

シ御垂 敎ヲ杏 マレ ズ候ハ 、、 獨リ 小生 ノ至 幸ノミ 一一 無 御座 候 間、 至急 何分 ノ 御高 論賜リ 度、 懇願 ノ至 一一 奉存 候。 

頓首々 々再 拜。 

六月 十七 日  ，• .  後藤 新 平 

松 田藏相 閣下 


その 痛烈なる 皮肉に は、 流石の？ t 僧 藏相も 聊か 面 喻 つたに ちが ひない。 彼 は 直ちに 次の 返 翰 を 認め、 折返し 六月 十 

八：：：、 伯に 送り 来った。 

拜件、 長途 之御壯 遊、 御 歸朝後 御 元 氣定而 幾 倍と 奉 察 候。 昨日 御 來示之 趣 二て ハ、 ^洲鐵 道 之 談話 -ー 付、 不圖も 

御 逆 怒-一 觸れ たる 様相 覺、 驚愕 不啻 候。 右ハ 御面陳 仕候ハ 、、 直チ 一一 釋然 氷解 可 致 事と 存候。 北 地 御 見聞 之 次第 

も 承り 度 候 得ハ、 御 序 を 以て 勿惜 寸時 御 立 寄り 被 下候ハ 、、 何 幸 加 之。 右 拜答旁 早々。 敬具。 

六月 十八 日  正久拜 

後藤 男爵 閣下 

しかし 伯の 瘤" M は、 そんな ことで はま だ 治まらなかった。 藏 相との 會談を 承諾す ると 共に、 六月 十九 日附、 もう 一 

度 書面 を 送って、 次の 如く 靡づ いた。 

早速 御囘示 を-辱し 候處、 ^狸の 腹鼓 同様 一一て、 指定の 事實 有る か 如く 無き か 如く、 凡俗 輩の 解釋 一一 苦しみ 候へ と 

も、 畢. 党 H キス 光線の 認 むる 處、 逆 怒す る もの- -愚 一一 驚かれ 候との 意義に 外なら さる か。 御 面會の 機に 御 濟度可 

被 下 候よ し、 感泣の 外 無 之 候。 貴 論に 隨ひ閑 を 得 候 は、 拜參可 致 か、 何れ 近日 本社 總會有 之、 多數 株主 否大 株主 

は 出席 可 相 成に 付、 時 立 一一より 總裁 信任 問題の 一として、 此方より 提出 可 致と 存 居候 間、 其 節 御 濟度否 御明 答 煩 

し 候 方可然 候。 凍め 拜答旁 得 &具意 候。 敬具。 

六月 十九 =  後藤 新 平 

松 田藏相 閣下 
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下 執事 

尤も.；^ は 松 田藏相 宛て 書翰の 草稿であって、 「何れ 近日」 より 「御明 答 煩し 候 方可然 候」 までの 數行 は、 抹消して 

ある。 恐らく 自分で も、 あまり ひどすぎると 思った からで あらう。 

かくの 如く、 西圜寺 首相に 失望し、 林 外相に 痛憤し、 又內務 省と 大藏 省との 態度に 業 を 煮やしつ つあった 伯 は、 心 

中旣に 深く 決して ゐ たのであった。 卽ち、 この 內閣を 倒す か、 然ら すん ば 冠を挂 けて 去る あるの み。 

彼の 松 田に 對 する 亂 暴な 書狀 も、 單 純なる むか ッ股 ではなかった。 彼 は 立腹す る 時 も 前後左右 は考 へて ゐ たの だ。 

六、 伯と 西 園 寺 公望 

伯 は 次項揭 載の ごとき 長文の 覺書を 西 園 寺 首相に 呈 した。 表面の 文句 は、 疑問 を 開陳して： 相の 垂敎を 仰ぐ、 とい 

ふので あるが、 その 眞 意が 一種の 不信任 表明 書た る は、 一目瞭然 である。 卽ち 此の 當時、 國內 上層 部に 起りつつ あつ 

た內閣 倒壊 運動 の さ 氣を 反映 せる ものと も 見る こ と が 出来る。 

西圃寺 と 伯と は、 不幸に して、 その 性格と 趣向に 於いて 相容れ ざる ものが あった。 西 園 寺が 批評 精神の 豐 富なる 所 

有 者で あつたに 反し、 伯 は 創造 精神 汪溢 せる 性格であった。 ゆ ゑに 前者が 冷靜 に客觀 する に對 し、 後者 は 熱烈に 實行 

した。 前者が 不可 杭なる 社會 現象の 推移の 裡に、 淡 如と L て 身を處 する の 悟道に 入れる に 反し、 後者 は 不可能 は 我が 

字書に 見當ら すと する ナボ レ ォ ン的鬪 志 を もって、 山 を も 動かさん と 焦躁し 努力した。 

從 つて 西 園 寺より 見れば、 伯 は 一個の ドン • キホ ー テ であった であらう。 しかし 伯より 見れば また、 西 園 寺 は無責 


任なる p 位素餐 者であった ひ 

しかも. 吶者 は、 その 傾向に 於いて は、 ともに 進歩主義 者で あり、 自由主義者であった。 ただ 運命 は 一人 を、 求む る 

ところな き 名門の 贵 公子と して 生み、 他 を 自力 奮闘の 外な き 貧家の 兒 として 世に出し たの だ。 さう して 一人 は 伊藤の 

衣鉢 を繼 いで 政黨に 入り、 他 は 桂の 傘下に 人って 官僚に 終始した。 

者は斯 くの ごとくして、 公人と して 全然 相反す る途を 歩む ベ き 運命に 置かれた。 

しかるに 伯と 關係 密接な りし 多くの 先輩 僚友 は 悉く 相次いで 他界し、 獨り西 園 寺殘留 して 元老の 唯一 人となり、 し 

かも 時代の 再び 反政黨 期に 人る に 先立って、 溢焉 として 逝く のが 伯の 運命であった。 

時勢の 變、 時代の 轉、 誰れ か 今日 を もって、 能く 明日 を 測る も のぞ。 運命の 禍福、 到底 人間 作爲の 外に ある。 

さて 伯が 問題の 覺書を 提出した 日時 は 不明で あるが、 その 草案に は 「四十 一年 六月 十六 日 起案」 として ある。 項 を 

改めて その 全文 を揭 出す るで あらう。 

七、 西 園 寺. 首相 へ の覺書 

们は その 覺書を 西 園 寺 首相 に 提出す るに あたり、 次の ごと き 書翰 を これに 添付した。 

i.m^ 洲^ 經 お.！ "ノ 得失 ハ、 阈家ノ 利？^ リー 關スへ キ重率 タルー ー拘 ハラス、 從來政 W  ノ御處 置 其 精神 ヲ體 スルー 二 W ム モノ 多ク、 .2 外 

ノ！^；む如何ーー モ影 Is.: ソ、 へ キ乎 ノ？！ 合、 熟.^ 將來ヲ 推 想 シテ疑 慮 一一 堪へ ス。 ぉハ從 來モ機 一一 托シ  一 二 論陳シ タル 點ナキ 二 シ モア 

ラサ レ トモ、 今 11； 露^ 鐵道ヲ 歸來 感觸愈 X 切ナル モノ ァリ。 差掛リ 疑間ノ 概要 別紙 一一 列記 致 候。 勿論 一 存ノ所 兑ヲキ -張ス 
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ル 等/意-一 ハ無 之、 畢竟 職責 ノ重 キ- 一迫 リ、 覺へ ス多ー 百-一 涉ル 次第-一有 之 候條、 幸 n 鄙 意 ノ在ル 所 ヲ諒セ ラレ、 十分 ノ御 示敎ヌ 

仰キ 変、 切望 不過 之。 鼓 -ー 別紙覺書 一 通れ寸覽 二  ffi^ シ 候也。  - 

覺書は 先づ三 項に 瓦り、 わが 滿洲經 營に對 する 中央 機關の 不備と 缺陷と を 指摘して、 

一、 南 滿洲鐵 道會社 一一 對スル 中央- ：?= 廳ノ 監督 多 頭-一分 レ、 名義 上 外務大臣-一 屬スレ トモ- K 称 上 一一 ハ大 藏遞信 兩大ほ ノ、 H.-^- ー屬ス 

ル コ ト 多ク、 各贫 異見 動.， モ ス レバ 權限出 人ノ消 械的赞 譲-一 涉リ會 社ノ 迷惑 プ生ス ル事少 カラ ズ。 其赏例 俾指ス ル -ー堪 へ タリ。 

一 、 内閣-一 滿洲 政策 ヲ專^ ス ル機關 ヲ缺ク カ爲- 一、 各 祈 利害 ヲ爭 ヒ、 社業 ノ發展 進 挫 ヲ阔ル へ キ 好機 モ往 シテ逸 失 セラ ル。 

社債、 新 奉 線、 新法 線、 諸問題 ノ如キ 其實例 ナリ。  . 

一 、 政】 肿各 官位 ハ常 一一 內地的 眼孔 ヲ以 テ滿洲 ヲ視、 守成 ノ拘 1^ ヲ以テ 創業 ノ赏 局ヲ律 セント 欲ス。 其 不可 ヲ論 爭ス レ ハ以 テ總裁 

ノ 剛情 ト ナシ、 竊カ 一一 他 一一 牽制 手段 ヲ講 セント ス ル ノ狀 ァリ。 現 一一 勅令/明文 ヲ束閣 シテ、 適才選 刖ノ道 ヲ窄メ ント ス ルノ 類、 

其 列 證乏シ カラ ス。 之 カ爲メ  一一  8、 や y 相 ノ^ 裁ヲ煩 ハ シ、 崎嶇ト シ テ 今日 一一 至 レ リ。 

と go たる 後、 

以上 ノ事 類枚舉 -ー 道 ァ ラズ。 滿洲 經營ノ 間題ヲ シ テ 一 場 ノ兒戲 タラ シメ ハ 巳ム。 國家將 タ何レ ノ华ヲ 待 チテ此 姑息 手段 ヲ侮ヰ ン 

トス ルカ。 不 w 赏局 總裁ト シ テ K 一一  默過 一一 堪へサ ルナ リ。 

として、 まづ 胸中の 不 滿に點 火した。 次に 政府 對會 社の 問題に ついては、 まづニ 項に 冗って、 

一 、 政府 ガ總裁 就職 赏初ノ 約 一一 途ヒ、 制度 裁決 姑息 ノ上 一- 姑息 ヲ 加へ 、 以テ今 H  一 I 至レ ルハ、 首相 ノ 認識 セラ ルル 所ナル へ シ。 

爾來旣 二  一  ^、 今 H ハ 正 一一 姑息 說ノ 可否 ヲ斷 セラ ルへ キノ 秋-一 アラス ャ。 

一 、 會社 仝體ノ 成績 一一 付テ -ノ、 不货總 裁 一一 於 テモ不 滿足ト ス ル點少 カラ ス。 政府 ノ不 滿足ト セラ ル ル所モ 定メテ 多 カラ ン。 然レ 


トモ 今ノ 制度 ヨリ シテ、 現狀 以上 ノ 結果 ヲ望ム ハ蓋 シ甚タ 難シ。 

となし、 以下 十款に 亙って、 會社從 来の 成績 を述 ぶる と共に、 政府の 方針の 奈邊 にある か を、 問した のであった。 

次の 通りで ある。 

1、 社 濟ノ 鬼礎ハ 不十分 ナカラ モ强 1： トナ レリ。 

二、 廣軌 改築 ハ豫定 ヨリ モ 速力 一一 竣功 シ タリ。 

コー、 世界 交通 ノ 大動脈 タルへ キ買ヲ 舉ルノ 策モ、 露 國 ト交涉 シテ、 將來 好結果 ヲ收ム へ キ端ヲ if キ タリ。 

以上 三款 が、 會 社の 從來の 成績に 關 する ものである。 かくの 如く、 會社は 著々 成績 を擧げ つつ あるに 拘 はらす、 政 

府 のこれに 對 する 處置は 如何。 卽ち伯 は、 第 四款に 於いて、 

四、 對露鐵 道 ノ交涉 ヨリ 生ス へ キ 好結果 ヲ收メ ン ト欲セ ハ、 豫メ 周到 ナル 賓策ヲ 定メ、 其 施爲ノ 順序 ヲ過 ラサ ラ ゾ n トヲ 務メサ 

ルへ カラス。 此點 - ー關シ テ廟議 ノ定レ ル モノ ァラハ 明示 セラ レン コトヲ 望ム。 旣見ノ 事實上 政府 方針 ノ窺フ へキ モノ ハ、 唯會社 

一一 下付 セラ レ タ ル 命令書 ト、 之-一基 キ テ成レ ル 會社定 ノ存ス ル - 一過 キス。 而カモ 政府 會社ノ 問 何等 ノ銜突 ヲ見ル コトナ クシ テ 

今 H- 一至 ル n トヲ得 タル 、ノ、 寧。 兩者ノ 至 幸 ト云フ へ シ C  ffi シ將來 一一 向 ッテハ 政府 ハ豫メ 其 成算 ヲ會 社-一明 示シ、 以テ 緩急 相 支 

HI! スル コトナ キヲ期 セサル へ カラ ス。 

と 主張した る 後、 第五 款 において 淸國 との 關係 を、 

五、 會肚ハ 今 H  - 一至 ル迄 テ、 淸國 官憲 ト 衝突 シ 煩累 ヲ 外交 1  ほ 局 一一 及ホシ タル 事實 ナク、 却テ 私人 的 協商-一 H リ、 效果ヲ 國際ノ 問 

- 收メ得 タル モノー 一一  シ テ足ラ ス。 今 囘ノ露 國行ノ 如 キモ、 a 接 我 力 大使館 ヲ 累スヲ 避ケ、 私人 的 關係ヲ 以テ彼 力 官憲 ト 折銜シ 

鐵；^ 聯 及 其 他 ノ亊ノ 上-一 モ種 X ノ 利益 ヲ獲 タリ。 

と 叙述した。 そして 第 六 乃至 第 十の 五款 において、 滿鐵の 財政問題 を 次の 如く 論じた。 
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六、 政府 ガ會 社ノ 利益 六步 ヲ保證 セラ ルル 事 K  - 一 付 テハ、 世 問 一-誤解 ァリ。 蓋シ會 社-損失 ァリテ 利益 ノ配常 ヲ爲ス 能 ハザル 場 

合 二 限リ、 政府 ハ 六步 以內ノ 利益 配 (3 ヲ 保證ス ル ノ謂 一一 シテ、 而モ 政府 ヨリ 一 時 立替ラ レ タル 此 補給 一一 對シ テ ハ 、 余 3 社 ハ-史 二 六 

步ノ 利子 ヲ付 シ、 竟 一- 其 元利 ノ债 務プ辨 濟セサ ル へ 力 ラサル 力 故-一、 政府 保護 ノ： 卜 二 アル 他ノ. 社ガ、 澄 二 政府 ノ 補給 ヲ受ケ テ- 

永久 辦濟ノ 義務 ヲ負ハ サル モノ トハ、 仝然其 撰ヲ異 一一 スルー- モ拘ラ ス、 *1 評ノ 粗漏 ナル、 動 モス レ ハ 等シク 特殊 ノ會社 ナリト 

云フノ 故- プ以 テ、 本社 ト他 ノ會 社トヲ 混同 一 視ス。 何等 ノ謬 訛ン。 仍ホ 本社 ハ常然 政府 ノ終濟 ヨリ 助ケ ラル へ キ 地位-一 立ッ -ー モ 

拘 ラス、 却テ 政府 ノ經 濟ヲ援 ケッッ ァリ。 少シ ク事赏 ヲ舉ケ テ云 ハン 一-、 現-一 本社 ハま 千贰 n 萬圓ノ 預金 ヲ 政府 -ー托 スルノ ミ ナ 

ラ ス、 外^-一向 ッテ ハ 六步 以上 ノ 利子 ヲ支 拂ヒ、 政 府 ヨリ ハ僅カ 一一 五步ノ 利子 ヲ收 ムル /不利 ヲ ス ラ忍ヒ ッ ッ ァリ。 今後 募ラ ン 

ト ス ル 社債 殘餅 一一 付テ モ、 . ^"社 ハ 恐ラ ク ハ 闻前ノ 不利 ヲ蒙ラ サル へ 力 ラサ ラン。 今：！  ノ 社債 ノ 如キ、 假令 其條件 ハ 政府 一一 依頼 

シ置キ タリ トハ 云へ、 不肖 總裁 一一 向ッテ 事前 一 應ノ 協議 ダモ ナク、 政府 隨意 -ー 斯ク 短期 ノ 借人 ヲ 決行 シタ ル ハ、 畢竟 或ハ他 一一 政 

府自ラ 扬フノ 急 アリシ ガ爲 -ーァ ラサル 力。 不幸-了 ン テ卑ー 百 肯綮 一一 中 レリ トセ ハ、 其逍窮 ハ姑ク 默シテ 止 マ ンモ、 世間 ノ 保護 會社 

ガ殘 飯ヲ政 庇-一 求ム ル -I 反シ、 本社 ハ初 穗ヲ 政府-一 獻ス ル モノー 一  アラス トセ ンャ。 

七、 本社 ハ海 外-一雄 飛ス ル ヲ以テ 本旨 ト スト 雖モ、 發展巳 一一 難事 一一 屬シ、 專カ之 一一 從事ス ル能ハ ス シテ、 徒ラ 一一 内 國經濟 ノ爲ニ 

亲制セ ラル。 (赏初 ノ約ハ 此等ノ 牽制 ヲ總裁 一一 加 へ テ餘 分ノ勞 ヲ食ハ シムル カ如キ コトナ カル ヘシ ト云フ 一一 ァ リキ) 此ノ 牽制 ャ、 

內 國經濟 事情 ノ 大勢 ノ爲 一一 暫ク之 ヲ忍フ へ キモ、 而モ會 社ハ果 シテ此 以上-何 政府 ノ攥 牲ト ナリ、 货 際六步 以上 ノ 利子 ヲ 支拂フ へ 

キ 借入金 ヲモ、 五步ノ 低利 二 甘 シテ、 政府 一一 轉货ス へ キノ 義務 ヲ食 ハサ ル へ 力 ラサル モノ ナ ルカ。 將タ 又斯ル 始末 ヲ以テ 其财政 

策ト セラ ルル 大蔵大臣- 1 シテ、 總裁ノ 執レル 事業 方策 ノ 過大 ヲ 批難 セラ レ ジ 一一、 總裁 タルモ， ノ  ィテ之 ヲ聽受 セサル へ 力 ラサル 

出 アル モノ ナ ルカ。 是レ f お-一 不 5H  ノ 疑問 ナリ。 今 H 會社カ 政府 ノ 庇護 ヲ蒙ラ ス シテ、 寧 口 政府 ヲ 援助 スルノ 地位-一 立 ッハ、 榮 

トス へ キー I 似 タルモ、 舍瓧 ハ之 ガ仿ニ 被ル损 失少カ ラ ザルヲ 以テ、 先ッ 叨. d ュ 之-一封 スル 政府 ノ 心事 ヲ閗 カザル へ カラス。 

八、 本社 ノ營 業成鎮 一一 於 テハ、 法定 積立金 及 高利-一 近キ 社債 ノ 利子 ヲ支拂 フモ、 此 以外 仍ホギ 々四 拾 萬圓ノ 特別 稷 立金ヲ 爲スヲ 


得 ヘシ。 現今 ノ狀態 ヲ以テ 將來ヲ 推 スト キハ、 此 ノ特别 積立金 ハ、 H 步ノ 重利 法 一一 依リ" 七十 五年ノ 後一 一 ハー 一一 億甙千 II 百 七 拾 六 

萬餘圓 - 一達 ス へ シ 。 

九、 本 杜ノ營 業成縱 ハ獨リ 本社 ノ 社債-一 影響 ス ルー 一止 ラス、 一 般帝國 外債 ノと モ影赛 ヲ及ホ ス コ ト；！メ テ大ナル へ キ ハ、 

ナ ル臺閣 諸公ノ 認知 セラ ルル 所ナ ラン。 殊 -i 帝 國ト米 II トノ 關係 一一 於 テ 其然 ルヲ 見ン。 

十、 外！ W 政略 ノ爲- 一 ハ、 本肚ノ -Is! 際 成耩ヲ 中外 一一 展示 スル コ ト、 彼我 ノ 利益 一一 シテ 目： ッ 必要 ナリ。 世 問往々 會瓧大 體ノ經 營、 秩 

序 及收支 等 一一 付キ 非難 ヲ加 フル モノ アル 一一 方リ、 會社ハ 之 一一 對シテ 攻擎若 クハ辦 解ヲ試 ムルノ 自由 ヲ有 セス。 何 トナレ ハ^ 肚 一一 

シテ 一 タヒ其 眞相ヲ 表白 セ ンカ、 淸國ハ 勿論？ i 洲ー 一流；^ ス ル 列國ノ 嫉妬 ヲ激 シ、 且ッ我 政府 否 大蔵 贫ノ失 體-ブ 暴露 ス ルー 一至 ルノ 

虞ァレ ハ ナリ。 政^ ハ會肚 ノ沈默 ヲ以テ 前途 猶 必要 ナリ トセ ラル 、ャ 如何。 將タ此 沈默ノ 時間 ヲ 短縮 スル ノ 方策 如何。 諸 公ノ敎 

ヲ？ S ハン トス ルャ切 十リ。  . 

玆に 於て 伯 は、 これ 等の 點 について、 政府の 所見 を 質さん がた め、  - 

以上 卜？？！、 其 中 稍 現狀 一一 滿足シ 得へ キ モノ ァリ。 病根 尤モ 深ク、 爲ラ W 社ノ健 仝ナル 發達ヲ 妨ケ、 延ィテ 國家ノ 不利 ヲ招？ I:- ス 

へキ モノ ァリ。 其 责任總 裁 一一 アル 力、 政府-一 アル 力、 大 -III 究ヲ 耍ス。 不 背 總裁ハ 政府-一向 ヒテ 明. m ナル 指敎ブ 請ヒ、 自已ノ 蒙 

17 啓 カレン コトヲ 求 ムルャ 切 ナリ。 古語-! 云 フ0 知 リテ貢 ハサ ル ハ 不忠 ナリ 卜。 不肖 ハ旣 一一 多少 病根 ノ存ス ル所ヲ 知 リナ カラ、 

i:i シテ 一 ゅノ 無事 ヲ 糊塗 スルノ 職-一忠 ナル 所以 一一 ァ ラサル ヲ 念ヒ、 日夕 恐懼 措ク能 ハサ ル所 ナリ。 

と 記した るの ち、 ー轉 して 對露 對淸の 外交問題に 移った。 さう して 上來 各種の 建白書、 覺書 等に 於いて 樓述 したる R 

露 戰 の危險 を、 初めて 時の 首相に 向って 開陳し、 令 日無爲 無策の 儘に 經 過せば、 必す ゃ日淸 國の 間、 再び 干 

戈の 間に 相 見 ゆるの = あるべし と 切言した。 これ は 昭和 六 年の 事 端 を 一 一十 八 年 前の 明治 四十 一 年に 豫言 せる ものと 云 

ふべき である。 

この 部分の 記述 は、 伯が 外務大臣 林董の 無策 振りに 對 する 滿 腔の 不平 を 叶-露せ る ものである。 
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一、 不せ 總裁ハ 就職 ノ初 ヨリ 會社 事業 ノ大體 ヲ见、 其 委托セ ラレ タル 任務 一一 付キ、 最終 ノ 成功 ヲ期フ 、ルト 同時 一一、 其關係 スル所 

ノ 國家 利益 ノ 上-一 影響 スル n ト 至大 ナルヲ 感シ タリ。 

詳 ク云ハ 、成功 ヲ 内外-一 <^ク セント 欲 セハ、 早晚對 露若ク ハ對淸 ノー  戰 ヲ赌ス ルー 一 非ス ンハ、 或 ハ其甚 礎 ヲ固ク スルヲ 得 サルャ 

モ知ル へ カラス。 爾來^ 一一  趨勢 ヲ察 シ、 不幸 -I シ テ自ラ 愚見 ノ 中レル 一一 驚 キッ、 ァリ。 現代 朝野 ノ 物情 此 遂ノ豫 料 -i 疎ナル ハ、 

私 力 一一 歎息 一一 横へ サル所 ナリ。 封淸 關係ノ 如キ、 今日 ノ狀 態-一 在リテ ハ、 勢 ノ窮ル 所決ヲ 干戈-一 問 フ ノ或ハ 避ケ難 クシ テ、 我-一 

取リテ ハ寧 0  W 戰ヲ急 ニス ル ノ利ナ ルカ ヲ疑 ハシム ルー 一至 レリ。 之ガ 豫策ト シ テハ、 先ッ列 强ノ： 1： 情ヲ 我-一 集 ムルノ 急務 タル ハ 

識者 ヲ待チ テ知ル へ キー 一 アラス 。此豫 策 上 ヨリ 視ル モ、 將タ 戰爭ノ 利器 ト シ-ァ 之ヲ視 ルモ、 耍スル 一一 不 W  ノ職 分ハ 不竹ヲ シテ甚 

重 ノ國家 的 意義 ヲ 感知 セ シム。 政府 ハ此等 ノ對外 策-一 付テ 如何 一一 努力 シッッ アル 力。 乂其 反き 如何。 或ハ 根本 ヨリ 卑 3- ト 相容レ 

サル所 ァリ、 一切 萬 事雲烟 過股視 シテ、 時間 ノ  S 移-一 委ス ルヲ利 トセ ラル ルカ。 庶幾 ハク ハ 深遠 ナル 廟謨ヲ 聞クヲ 得ン。 

一、 日露 ノ關係 一一 付テ ベ 速力 一一 戰爭ノ 昨夢ヲ 忘レ、 兩國ノ 熱誠 ナル 握手 ヲ急 トシ タリ シ常 初ノ卑 兑ハ、 幸-一政 府ノ籌 畫セ ラル 

ル所ト 相 合ヒ、 曩  一一 a 露 協商 ノ 成立 ヲ見 タル ハ、 眞- 一賀 ス へ シト 雖モ、 抑 協商 ノ 能事 ハ 空文  一！ 在ラ ス。 之ヲ シテ赏 際-一有 效ナ 

ラ シ ム ル復タ 容易 ノ業 一一 アラス。 協商 巳 一一 成立 スル モ、 之ヲ 講究 スル 精密 ナ ラス、 之ヲ 運用 スル 巧妙 ナ ラサル トキ ハ、 折角 ノ良 

法モ 徒法ト ナリ、 妙案 モ死 案トナ ラン。 想フ 一一 今 =1 之ガ 講究 ト 同時 一-運用 一-腐心 ス へ キ モノ 多々 ァラ ン。 若 シ之ヲ 等閑 二 付シテ 

機ヲ失 ハ . -、、 終 -ー 其 效杲プ 失 ヒテ、 其牽 累プ受 クル ノ結杲 -ー 了ラ ン。 不^ ハ 空論 以テ 政府 ヲ 叩キ自 ラ快ト スル モノー 一  ァ ラズ。 

今次 遊露ノ 感 一一 徴シ、 .！^;等審後策ノ必シ モ空中樓閣  一一 4^サ ル へキヲ 會意シ タル 所 ァリ。 覺へ ス 本意-一言 反シ、 敢テ政^^ノ0-ル 

所ヲ 示 セラ レン コトヲ 5tf- ム 。 

そして 最後に、 かねての 持論た る 滿洲移 を、 次の 如く 記して、 この 長文の 覺書を 結んで ゐる。 

一 、 南滿洲 一一 人ルへ キ 我カ敏 K  、ノ  、 今後 十.^ ヲ期シ テ、 少クト モ 五十 莴人、 サ^^シ得 へ ク ン ハ 百 萬 人 以上 タラ シメン トス。 伹シ 

其方 法 K 序-一至 リテ ハ、 必ス シ モ束洋 拓贿會 社-一 做フ ヲ耍セ ス。 年月 ノ邁 ムト 共-一人 衆 ヲ移シ 得ハ、 滿洲ハ 事 K 上帝 國ノ 領土 ト 


ナリ、 後年 S?! 附ノ 場合 H 於 テモ、 我ノ 利益 ハ 確定 不動 ナルノ ミナ ラス、 或ハ 終-一 赏際 還附シ 得へ 力 ラサル 事情 モ生 シ來ル へ シ。 

政^ ハ 之- 1 關シテ 如何 ナル計 畫ヲ有 セラ ルル ャ。 將タ 根本 ヨリ 此手 as ヲ否定 セラ ルル ャ 如何。 的確 ナル 開示 ヲ請ハ ン トス。 

南 滿洲鐵 道せ 社總裁 

男爵 後藤 新平識  . 

開 總理大 E 

侯 西阅寺 公望 閣下 

以上が 伯の 西 園 寺 首相に 呈 せる 覺 *1 の 全文で ある。 それ は 質問 f! とい ふよりも、 むしろ 詰問 狀 である。 しかも 伯^ 

この 覺 書と 同文の ものに、 自筆に て 「四十 一年 六月 二十日 大藏 大臣 松 田 君 一一 質スノ 書」 と 記して、 藏相 宛てに 送跗し 

てゐ る。 これ を 第五 項 「松 田藏 相への 詰問 狀」 に關聯 しで 對照 する 時、 さらに 興味深き を覺 える であらう。 

八、 拜謁 上奏 

治 四 卜； ハゃ七 四 n 伯 は 明治天皇に 拜 仰 付けられ、 滿鐵 の旣往 および 將來 について、 上奏す るの 榮に 浴した 

例によって 伯 は、 覺書を 作った。 それ は r 拜 上奏 ス へ キ件」 として、 滿鐵の i 卦 紙に 毛筆 を もって 記された もので- 

その 全文 は、 次の 通りで ある。 

拜謁 上奏 ス へ キ忭 

全 一 ケ 年間 南滿鐵 道ノ營 業報 吿並 將來 

一 、 野 戰鐵道 引繼後 今日 - 一至 ル經 理上ノ 變遷。 
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二、 炭坑 引 繼後ノ 變遷並 一一 將來。 

, ヒ a ズ ^si  一一  S  (運輸 力 及 經费ノ 事 )0 

三、 廣軌鐵 道 二 改築 ノ^ あ 並 二. fif^  函^^ トノ： £ 絡 如何 二 ョル 事。 

四、 惠 I ヲ以テ 世界 交通 ノ大 I タラ シラ 1 否 ノ 一  ピン」、， S 地方 並 北京 ヨリ 

五、 露國ト タリ フヲ 協定 シ、 ヒ 海ト航 |絡ヲ 全シ、 「ヲ 1 スター フリ ャ」 「フキ ： - 

歐 洲行ノ  I 對ス ル急行 車曼^ "一  上 II 人 I 書 させた ものであるが、 この 淨書の 

. に、 II  I^HUfi 更に 思 ひ を！ て、 添 記した もので 

欄外に は、 また 伯の 自筆 を 以て、 數 行の I え 力 記して ある ？ 

あらう。 次の 通りで ある。 

全 年 事業 豫定 ノ經 過。 

臥 病、 旅行、 重役 以下 一同 ノ奮 勵。 

非難、 中央 試 驗處、 旅館。  . 

損益 計算 並  - 

本期營 業報 吿。 利益 配 當案。 

臨時 總會。  おった こ。 不田 S  J なる 運命で ある。 赴任に 際して は、 優渥 

r: ：、 さ- 319ょ4%4丄 ぶ」 白ま 識を 去った ォ庄 ん欝产 5-1 メ 

lli^uuvs. 感激 性に 富んだ 伯 は、 如何に 深く これ を感 佩した ことで あ 

なる 勒誼を 賜 ひ、 去る に 先立って 又 親し ^ 


らう。 その 死に 至る まで、 口癖の やうに、 

『滿鐵 は、 明治天皇 さまの 御觔： _说 を 賜 はって 往 つたの だから c』 

と 言って ゐ たの は、 這般の 消息 を 語る ものである。 

また 伯が 晚 年に 文字通り 生命 を 賭して、 ョソ フエ を迎 へ、 又 大病 直後の 身 を もって 政治 倫理 化 運動 を 始め、 更に 雪 

深き 露 都に 使した の も、 こ の 深い 感激 を 振 返らす して は 理解す る こと はでき ない。 

九、 Si 鐡 より 内閣 へ 

明治 四十 一年 七 U: 卜 四 n を もって、 伯 は 永久に 滿鐵. ^去った。 それ はこの 日、 親任式 を擧 行せられ たる 第二次 桂內 

閣の遞 相と して 入閣した るが ためで ある。 

思へば ながい 入 生の 旅路であった。 草深き 水 澤の里 を 出で、 笈ー つ 背負うて 上京した る 貧乏 少年が、 その 崎 嶇 たる 

人生の 山 坂 を 登り 下りして、 遂に 廟堂に 立ち、 天下の 政務に 執 掌す る 身に なった の だ。 

林茂-^が^^siってゐる。 

一 日 公の 所で 用事 を爲 し、 夕刻と なり 晚 食が 出た。 今日は 日本酒が あつたから とて 瞎の 上に 一本 添うた。 公 は 例 

の 通りに 二三 杯で 鼻 息をすう/ \\ させ、 早く 飯 を 貪うて 食卓 を 離れ ソ— ファの 上に 撗に なられた。 余 は 令夫人と 

話しながら 欲み 且食ひ 了って 公の 側に 行ったら、 眠って 居られる。 呼び 起して 色々 話 をした。 之れ は 民政長官 時 

代の ことで あつたが、 話の 序に < ぶが 「公 も 早く 大臣に ぉ爲 りなさい、 よい 機會に 大臣 株 を 取って 置く がよ いで は 
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ありま せんか」 と戲言 半分、 實は 酒が 云 はせ たので ある。 所が 公が 「ゥン 大臣 もよ からう：： 林 ィ貴樣 は 百 人 一 

首の 中に、 澤山 大臣の 居る の を 知って 居る だら う。 あの 大臣 ども 日本の 爲 めに 何 を 遣して 居る か。 名 許りの 大臣 

ではない か。 今の 大臣 樣も 多く は 百人一首 大臣 だ。 俺 は 國家社 會の爲 めに 事業が 遣したい の だ。 大臣に ならうな 

ど、 そんな こと は 念頭に 無い」 と 一一 百 はれた。 此の 時 曲がって 之れ を 評すれば、 負け惜しみ とも 云 はれ もす るが、 

公が 終生 野に 在つ て も 常に 國 事に 盡瘁 せられた 事から 思へば、 企に 云 はれた 此の 時の 言 は眞に 公の 眞意を 語られ 

たのであった。 

それ は 正しい 後藤 新 平の 聲 であった。 彼の 期した ると ころ は、 單に 大臣の { 仝 名ではなかった。 仕事であった。 創迭 

であった。 

しかし 彼の 仕事 は、 文章で も、 敎育 でも、 産業で もなかった。 飽くまで も 政治で あつたの だ。 政治 は 權カを 離れて 

行 ふこと は 不可能と 謂 はざる まで も、 頗る 困難 だ。 ゆ ゑに 彼が 政治 權 力の 中心た る 內閣に 人るべき こと は、 彼の 性格 

と天菓 との 論理的 結末で あつたの だ G 

時に 年 五十一 一歳であった。 

彼 はい ま、 新 大臣と して、 何を爲 すで あらう か。 又 何故に 彼 は 滿鐵を 捨てて、 第二 流 大臣と 目され たる 遞 相の 椅子 

に 就きし や。 それ 等 は、 卷を 改めて 詳說 する であらう。 

伯 は 入閣と ともに 爲 すべき ことが 一 つあった。 それ は滿鐵 社員に 對 する 訣別で ある。 卽ち彼 は、 東京 支社 詰 理事 淸 

野 長 太 郞を大 速に 急派して、 總裁 社宅に 重なる 職員 を 集め、 左の 吿辭 を朗讀 せし むる とともに、 懇切に その 內容 を說 


明せ しめた。 

恪ミ テ南滿 洲鐵道 株式 會社 職員 諸君 -ー 吿ク。 

予ノ 敬愛 スル 社友 諸君 11 予ハ從 來南滿 洲鐵道 株式 會社 テフ 一大 家族 ノ 家長 ヲ以テ 自ラ 任シ、 長ク 諸君 ノ衆 闻ノ 

1 員ト シテ居 ラン コトヲ 期セシ 一一、 今 囘遞信 大臣 一一 任セ ラレ、 此 一一 諸君 一一 對 シ テ 刖辭ヲ 述 フル ノ 止ムヲ 得サル 一一 

至リ タル 事情 ハ、 諸君 ノ 諒察 セ ラ レ ン コトヲ 望ム所 ナリ。 曩 一一 此 風說ノ 新聞紙 上 一一 見 ハル ルャ、 親愛 ナル 僚友 ハ 

數 M 予 一一 質ス 一一 此事 ノ眞否 如何 ヲ以 テセ ラレ、 予ハ 當時全 ク 事實 無根 一一 屬ス ルカ 故 一一、 明白 一一 其 旨ヲ答 へ タリ。 

是 レ固ョ リ 自他 ヲ欺ケ ル假言 二 ァラ ス シ テ、 當時 一一 於ケ ル眞實 ヲ語リ クル モ ノ ナリ。 然ル 一一 十一 一日 桂 侯爵 カ內閣 

組織 ノ 大命 ヲ拜セ ラレ タル 後、 急 力 一 一予 ノ驚材 亦 召. ヲ蒙ル 一一 至リ タリ。 此事ャ 臣子ノ 分 トシ テ榮之 一一 過 クルナ キ 

モ、 實 ハ滿洲 一一 於 ケル直 大ナル 任務 ヲ全フ ス ル爲メ  二 之 ヲ辭セ ン トセ リ。 然カ モ能ク 輕重ヲ 圖リ、 就任 ヲ決 シ、 

阔務 大臣 トシ テ 指導 監傅大 W  ノ 成功 ヲ期ス へキコ トヲ慫 £<セ ラレ、 終-一 不肖 自ラ 揣ラ ス シ テ拜任 セル 次第 ナリ。 

諸君 カ會 社ノ爲 一一 盡サ レッツア ル勞ノ 大ナル コ ト ハ、 予カ 衷心 ヨリ 認メテ 感謝 スル所 ナリ。 其 細事-一 涉リテ ハ、 

諸お 一一 於テ モ予 一一 在リテ モ、 仍ホ 不滿ト スル 點少カ ラサル ハ、 今日 ノ 場合 一一 於 テ免ル へ 力 ラサル 所ナル へ シト雖 

モ、 大體 一一 於テ ハ何 人力 經營ノ 任 一一 當ル モ、 現在 以上 ノ 成績 ヲ見ル コト ハ蓋シ 難 カル へ シト 思フ。 予ハ總 會ノ席 

上-一 於 テ公霄 セル 如ク、 縱令 是非 ノ 批評 力 社會ノ 一隅 一一 アル モ毫モ 介意 セス、 內 一一 向ッテ 豫定ノ 進行 ヲ促 スト 同 

時 一一、 外 一一 對シ テ 相當ノ 成功 ヲ誇テ 悼 ラサル モノ ナリ。 

今會社 ノ 事業 ハ俊 一一 端緒-一就 ケルノ ミ 。 向後 諸君 ノ勞 一一 待ッ所 極メテ 多シ。 此時 一一 當リ テ予 ノ去ル ハ或ハ 會社ノ 
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爲 ニ利ナ ラス トス ルモ、 幸 二 中 村副總 裁始メ 理事 各位 ノ在 ルァレ ハ、 諸君 ハ互 一一 精勤 ヲ勵 ミ、 予ノ 在職 ノ日 ヨリ 

モ 一 層 其 職-一忠 實ナラ ンコト ヲ切ニ 望ム。 諸君 ノ心亦 必ス此 一一 存ス へ キヲ 確信 シ、 自ラ 意ヲ强 ウス ル所 ナリ。 

會社 一一 於 デモ 此際 一一 於 ゲル 情意 ノ疏 通ュ 重キヲ 置キ、 特ー 一中 村 副 總裁歸 任ノ議 アリシ モ、 病ノ爲 ニ仍ホ 三、 四 週 

日 滞京 安養 ノ要 アル ヲ 以テ、 清 野 理事 代リテ 本社 一一 赴 クコト トナリ タレ ハ、 諸君 ハ同 理事 ヨリ 親シク 微意 ノ在ル 

ト コ ri ヲ 聽取セ ラル へ キモ、 兹 一一 其 經過ノ 大要 ヲ錄 シテ、 暫ク 別レヲ 諸君 一一 吿 クル 一一 至リ タル 事情 ヲ報 ス。 予ハ 

諸君 力 風土 相 異ノ地 一一 在 リテ、 寒暑 ノ苦ト 鬪ヒ、 職務 一一 鞅掌 セラ レッツ アル ノ狀ヲ 想像 シテ、 同情 一一 堪 ヘス。 偏 

ニ國 家ノ爲 一一 諸君 及 諸君 ノ家 眷ノ 健康 ト 繁昌 トヲ 祈ル。 予カ感 極 リテ辭 禮ヲ盡 ササル ヲ咎ム ル 勿レ。 

かくして 長 かりし 植民 行政 家 時代 は 終 つ た。 

舞臺 はー轉 して、 國務 大臣 時代に 人る。 
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